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序文 

 

 本博士論文「高知市方言の一拍挿入低起式化形
いっぱくそうにゅうていきしきかけい

」は，日本語高知市方言のオノマトペ（擬音語
ぎ お ん ご

・

擬態語
ぎ た い ご

）・形容詞・形容動詞などに見られる派生形「一拍挿入形
いっぱくそうにゅうけい

」の詳細な記述を目指したも

のである。とりわけオノマトペ・形容詞・形容動詞では本稿の題となった「一拍挿入低起式化形
て い き し き か け い

」

や，「一拍挿入遅
おそ

上
あ

がり形
けい

」が存在することを記述する。なお「遅上がり」は一般的に使われて

いる意味とは異なる本稿独自の意味を持つので，誤解を避けるため博士論文の題には含めなか

った。本稿は筆者が東京大学大学院博士後期課程で行った研究に基づいている。ここでは本稿

を執筆し，審査を受けるに当たって特にお世話になった方々に対して謝辞を述べたい。 

 言語学研究室の先生方（今は退職されている方を含む），上野善道
うわのぜんどう

先生（名誉教授），熊本裕
くまもとひろし

先生（名誉教授），林
はやし

徹
とおる

先生（教授），西村義樹
にしむらよしき

先生（教授），梅谷
うめたに

博之
ひろゆき

先生（専任講師），ま

た，助教の鍛治
か じ

広真
ひ ろ み

氏，事務補佐員の関根
せ き ね

理香
り か

氏，言語学研究室出身で韓国朝鮮文化研究室教

授の福井
ふ く い

玲
れい

先生，言語学研究室出身で日本女子大学教授の松森
まつもり

晶子
あ き こ

先生，その他の方々には，

研究室に所属して以来，講義や演習，論文の指導や審査などで永いあいだお世話になってきた。 

 博士論文を書くに当たっては西村義樹先生に指導教員になっていただき，お忙しい中本稿を

ご覧下さり感謝の念に堪えない。また，音声学や日本語アクセント論について筆者が少しでも

理解を深めることができているとすれば，かつての指導教員だった上野善道先生のお蔭である。

文献の扱い方について筆者が学ぶ機会を下さったのは，国語研究室准教授の肥爪周二
ひづめしゅうじ

先生であ

る。多くの方々の様々な講義や演習に出席し，ご指導やご助言をいただいて言語学全般につい

て学んで来られた。博士論文の予備論文審査に当たっては，上野善道先生，林徹先生，西村義

樹先生に数々の有益なご教示を賜った。本論文審査では更に，福井玲先生，中井
な か い

幸比古
ゆ き ひ こ

先生よ

り貴重なご教示や情報提供を賜ることとなった。それらは全て本稿に反映されている。 

 高知県では多くの話者の方々にお世話になったが，本稿の成立に決定的に寄与して下さった

のは高知市の下原瑞惠
しもはらみづえ

氏である。2013 年 2 月の調査中に，本稿のテーマの一つである「一拍挿

入低起式化形」の存在を示唆して下さったのは下原氏であった（その後，先行研究を調べて同

様の現象が既に指摘されていることを知ったが，もう一つのテーマである「一拍挿入遅上がり

形」については筆者が発見した）。良き友人として，膨大な言語調査を丁寧に根気よくこなして

下さり，良質のデータが大量に揃うことが可能となった。また，数詞の「一拍挿入形」等を論

ずるに当たって，高知県の幡多
は た

地域の皆様，とりわけ小橋
こ ば し

司
まもる

氏，池上
いけうえ

博光
ひろみつ

氏，大塚
おおつか

美恵子
み え こ

氏，

新谷
に い や

己久
き く

氏に大変お世話になった。左記の 5 名には最大限の謝意を表したい。 

 また下原氏の方言を調査する上では，かつて下原氏の高知市方言を調査された神戸市外国語

大学教授の中井幸比古先生と，高知県全域で方言調査をされた高知大学名誉教授の故土居
ど い

重俊
しげとし

先生の手による先行研究に大いに助けられたことを特に明記しておきたい。 

 最後に，筆者の研究を見守り続けた家族に感謝の意を伝えたい。 
 

2018 年 2 月 

髙山
たかやま

 林太郎
りんたろう
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略号・記号・用語 

 

【 】or
か

  ※ 引用文中の筆者のコメントや，単に筆者のコメントを表す。 

◎ 話者の許容度
きょようど

「自然」を表す。あえて記さず省略することが多い。 

△ 話者の許容度「可能だが不自然」を表す。「◎，×」の中間の許容度に当たる。 

× 話者の許容度「不可能」を表す。なお「不言
ふ げ ん

仮発
かりはつ

」は「言わないが仮に発音する」と 

 いう話者の判断を表し，扱いが「×」に等しい。「不知
ふ ち

仮発
かりはつ

」というのもあるが，本稿 

 では「「不言仮発」など」としてひと括りに扱っている。表などにおいては，「×」を 

 ただ空欄とすることで表す場合がある。また，何も示していないということが「×」 

 を表す場合がある。 

共 「共通語（の感覚）である」という話者の判断を表す。 

○ 拍
はく

を表す。高知市方言の場合は原則としてモーラに等しい。【但し「ア
拍

ルイ
拍

[チュ
拍

]ー
拍

」】 

高／低 高／低い拍を表す。なお本稿で H, L は高起式，低起式のみ表すので注意されたい。 

降 or F 拍内で下降する拍を表す。高知市方言には存在しない。本稿で F は用いない。 

昇 or R 拍内で上昇する拍を表す。高知市方言には存在しない。本稿で R は用いない。 

[ or ‘ 拍間の上昇または初めから高いことを表す。○[○（低高
ひくたか

），[○○
高 平

（高高
たかたか

）など。 

] or ’ 拍間の下降を表す。高知市方言では下
さ

げ核
かく

に等しい。[○]○（高低
たかひく

）など。 

]] 拍内での下降を表す。高知市方言には存在しない。○[○]]（低降
ていこう

）など。 

 下げ核が語末にあり，その後に何も続かない場合に，京都方言などで実現する。 

[[ 拍内での上昇を表す。高知市方言には存在しない。[[○]○（昇低
しょうてい

）など。 

 低起式かつ昇
のぼ

り核が語頭にある場合の平安時代末期京都方言などで実現する。 

_ 低平
ていへい

（低く平ら
ひ く だ い ら

）の音調を表す。高知市方言には存在しない。○○
低 平

_（低低
ひくひく

）など。 

H 高起式
こうきしき

の声調
せいちょう

を表す。高く始まり自然下降
し ぜ ん か こ う

（緩やかな下降）をする声調である。 

L 低起式
ていきしき

の声調を表す。低く始まりすぐに上昇したのち自然下降する声調である。 

H0 高起式無核
む か く

を表す。無核とはアクセント核（この場合下げ核）が無いことである。 

 [○
高

○
高

○
高

○
高

○
高

(H0)など。(H)0 とは上昇が抑圧されうる場合：「[イ
高

]シ
低

が
低

( [ )コロガル
高 平 か 低 平

」。 

Hn 高起式で第 n 拍（n=1, 2, 3, 4,…）に核（この場合下げ核）があることを表す。 

 下げ核とは自然下降と異なり，その拍と次の拍の間で明確に下降する音調である。 

 [○
高

]○
低

○
低

○
低

○
低

(H1)，[○
高

○
高

]○
低

○
低

○
低

(H2)，[○
高

○
高

○
高

]○
低

○
低

(H3)，[○
高

○
高

○
高

○
高

]○
低

(H4)など。 

-n 語・語幹
ご か ん

・語基
ご き

末から第 n 拍（-n= -1, -2, -3, -4, …）を表す。「マイナス n
エヌ

」と読む。 

 [ガ
- 4

]ラガラと(H-4)，[クロ
- 3

]グロと(H-3)，[クログ
- 2

]ロと(H-2)，[ガラガラ
- 1

]と(H-1)など。 

L0A 低起式無核で第 1 拍まで低いことを表す。高知市方言の低起式の通常の上昇位置であ 

 る。しかしイントネーションの影響などにより上昇位置が右にずれることがある。 

 L0B は低起式無核で第 2 拍まで低いことを表す。A, B, C, D,…と以下同様である。 

 ○
低

[○
高

○
高

○
高

○
高

(L0A)，○
低

○
低

[○
高

○
高

○
高

(L0B)，○
低

○
低

○
低

[○
高

○
高

(L0C)，○
低

○
低

○
低

○
低

[○
高

(L0D)など。 

L0ABC 4 拍語なら「○
低

[○
高

○
高

○
高

，○
低

○
低

[○
高

○
高

，○
低

○
低

○
低

[○
高

」の 3 形が併用されることを表す。 
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Ln 低起式で第 n 拍に下げ核があることを表す。 

 ○
低

[○
高

]○
低

○
低

○
低

(L2)，○
低

[○
高

○
高

]○
低

○
低

(L3A)，○
低

○
低

[○
高

]○
低

○
低

(L3B)，○
低

○
低

○
低

[○
高

]○
低

(L4C)など。 

H1.H1 2
に

単位形
たんいけい

を表す。形態素
けいたいそ

境界（▼）が原因で 1 語の中で下降後に再度上昇が現れる。 

 [ピ]カ[ピ
▼

]カと(H1.H1)，[ジロ]リ[ジ
▼

ロ]リと(H2.H2)，[スタ]コラ[サ
▼

ッサ]と(H2.H3)など。 

昇り核 古代の低起式で第 n 拍に昇り核があると明確に上昇する音調として実現する。 

 [[○
昇

○
高

]○
低

○
低

(L1
昇

2
下

)，○
低

[○
高

]○
低

○
低

(L2
昇

2
下

)，○
低

○
低

[○
高

○
降

]](L3
昇

4
下

)，○
低

○
低

○
低

[○
降

]](L4
昇

4
下

)など。 

* 歴史言語学的な再構形
さいこうけい

・内的
ないてき

再構形の左肩に付け，推論された形であることを表す。 

?* 再構形・内的再構形として確立していない想像の形であることを表す。 

再構 同系統の言語・方言間の比較により遥かな過去の体系を推論することである。 

内的再構  或る言語・方言の体系の内部における不統一な状態を手掛かりに，直近の過去の体 

 系における均整のとれた状態を推論することである。 

> or < 音変化を表す。例えば「[○
高

○
高

]○
低

 > [○
高

]○
低

○
低

」（左から右へ変化）などと書く。 

南北朝期音変化
なんぼくちょうきおんへんか 中央式

ちゅうおうしき

諸方言等における南北朝期相当時期の規則的な語頭隆起
ごとうりゅうき

のことであり 

 （坂本清恵
さかもときよえ

1998: 537- 551），例えば「○
低

○
低

○
低

[○
高

 > [○
高

○
高

]○
低

○
低

」と変化する（1 拍挟んで 

 高低が逆転）。中央式及びその近親と考えられる東京式
とうきょうしき

の音変化として本稿では扱う。 

 平安
へいあん

時代末期と室町
むろまち

時代と現代の京都および現代の高知市と東京の体系の比較表を， 

 上野善道
うわのぜんどう

（2006），秋永
あきなが

一枝
か ず え

ほか編（1998），中井幸比古
な か い ゆ き ひ こ

（1997, 2002），金田一春彦
きんだいちはるひこ

監 

 修・秋永一枝編（2009）等を参照して作成した（表 1）。打消線付
うちけしせんつき

は合流済み，{ }付
つき

は 

 体系外の型。平安時代末期に有っても室町時代に音調が例証
れいしょう

されない単語がある。 

  語頭隆起の影響で低平型と語末上昇型が失われ，昇り核の概念が消滅し，低起平進式
ていきへいしんしき

 

 が低起上昇式
ていきじょうしょうしき

に変化する。現代高知市方言は室町時代京都の状態からおおむね無助詞 

 形の拍内下降の発音だけ失う（資料 15）。現代京都方言は「[○
高

○
高

]○
低

 > [○
高

]○
低

○
低

」（「昇
しょう

 

 核
かく

」）と変化し，また低起上昇式が遅
おそ

上
あ

がりに変化する。現代東京方言は「歯」が「木」 

 類に，「薬」が「兎」類に，「力」が「娘」類に入り，「兎」類が「魚」類に合流する点 

 を除けば，高知市方言の状態からおおむね高い拍が右に 1 拍ずつずれて左から新たに 

 

表1．南北朝期の規則的音変化によるアクセント体系の変化の概略 

平 
安 
時 
代 
末 
期 
京 
都 
方 
言 

昇り核 
下げ核 

昇り 0 
下げ 0

昇り 1 
下げ 0 

昇り 1 
下げ-1

昇り 1 
下げ-2

昇り 1 
下げ-3 

1 拍H  [蚊 [日]]
2 拍H  [カゼ [ミゾ]], 

[濃シ]]
[オ]ト(音),  
{[ニ]]ジ(虹)}

 

3 拍H  [サカナ, 
[トコロ 

[トコロ]], 
[厚ツシ]]

[ムス]メ, [ヲン]ナ,
[ケヌ]キ

[チ]カラ, 
{[ヒ]]ムカ(日向)} 

1 拍L 木_, 目_ [[巣 [[歯]]   
2 拍L ヤマ_ [[ゴマ  [[ハ]ギ(脛), [[モ]シ  
3 拍L アタマ_ [[ヒスイ   [[エ]ヤミ, [[ジ]シャク 
昇り核 
下げ核 

 昇り 2 
下げ 0 

昇り 2 
下げ-1

昇り 2 
下げ-2

昇り 3 
下げ 0 

昇り 3 
下げ-1

2 拍L  ソ[ラ ア[メ]](雨), 
良[シ]]

   

3 拍L  ウ[サギ, 
ウ[ゴマ 

ク[スリ]] カ[ブ]ト, ク[ス]リ イノ[チ, 
ナミ[ダ 

アサ[ヒ]], 
熱ツ[シ]]
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室 
町 
時 
代 
京 
都 
方 
言 

下げ核  下げ 0 下げ-1 下げ-2 下げ-3 
1 拍H  [蚊, [巣 [日]], [歯]]
2 拍H  [カゼ,  

[ゴマ, 
[ミゾ 

 [オ]ト, [ニ]ジ, 
[ハ]ギ(脛), [モ]シ, 
[ヤ]マ, [濃]シ

 

3 拍H  [サカナ, 
[トコロ 

 [ムス]メ, [ヲン]ナ,
[ケヌ]キ, [アタ]マ,
    [厚ツ]シ

[チ]カラ, [ヒ]ムカ, 
[イ]ノチ, [ナ]ミダ, 
[ア]サヒ, [熱]ツシ 

1 拍L  [[木, [[目 
2 拍L  ソ[ラ ア[メ]](雨), 

良[シ]]
  

3 拍L  ウ[サギ カ[ブ]ト, ク[ス]リ

現 
代 
高 
知 
市 
方 
言 

下げ核  下げ 0 下げ-1 下げ-2 下げ-3 
1 拍H  [蚊, [巣 [日], [歯]
2 拍H  [カゼ,  

[ゴマ, 
[ミゾ 

 [オ]ト, [ニ]ジ, 
    [モ]シ, 
[ヤ]マ, [濃]イ 

 

3 拍H  [サカナ, 
[トコロ 

 [ムス]メ, [オン]ナ,
[ケヌ]キ, [アタ]マ,
[トコ]ロ, [厚ツ]イ 

[チ]カラ, [ヒュ]ーガ, 
[イ]ノチ, [ナ]ミダ, 
[ア]サヒ, [熱]ツイ 

1 拍L  木[(ー), 目[(ー)
2 拍L  ソ[ラ, 

エ[ー(良) 
ア[メ](雨)   

3 拍L  ウ[サギ カ[ブ]ト, ク[ス]リ

現 
代 
京 
都 
方 
言 

下げ核  下げ 0 下げ-1 下げ-2 下げ-3 
1 拍H  [蚊ー, [巣ー [日]ー, [歯]ー
2 拍H  [カゼ,  

[ゴマ, 
[ミゾ 

 [オ]ト, [ニ]ジ, 
    [モ]シ, 
[ヤ]マ, [濃]イ 

 

3 拍H  [サカナ, 
[トコロ 

 [ム]スメ, [オ]ンナ,
[ケ]ヌキ, [ア]タマ,
[ト]コロ, [厚]ツイ 

[チ]カラ, [ヒュ]ーガ, 
[イ]ノチ, [ナ]ミダ, 
[ア]サヒ, [熱]ツイ 

1 拍L  木[ー, 目[ー 
2 拍L  ソ[ラ, 

エ[ー(良) 
ア[メ]](雨)   

3 拍L  ウサ[ギ カ[ブ]ト, ク[ス]リ

現 
代 
東 
京 
方 
言 

下げ核  下げ 0 下げ-1 下げ-2 下げ-3 
1 拍  蚊[が, 巣[が, 日[が
2 拍  カ[ゼが,  

ゴ[マが, 
ミ[ゾが 

オ[ト]が, 
ニ[ジ]が(古形), 
ヤ[マ]が 

 
    [モ]シ, 
    [濃]イ 

 

3 拍  サ[カナ, 
ト[コロ, 
厚[ツイ 

ム[スメ], オ[ンナ],
ケ[ヌキ], ア[タマ],
ト[コロ], チ[カラ]

 
 
    熱[ツ]イ 

     [ヒュ]ーガ, 
[イ]ノチ, [ナ]ミダ, 
[ア]サヒ 

1 拍  [木]が, [目]が, [歯]が
2 拍    [ソ]ラ, [ア]メ(雨) 

[イ]イ(良) 
 

3 拍  ウ[サギ, ク[スリ [カ]ブト 
 

 高い拍が 1 拍現れるという変化を起こし（「兜」類も含む），その後「○
低

[○
高

]○
低

 > [○
高

] 

 ○
低

○
低

」という変化を起こす。結果，高起式と低起式の対立を失い，イントネーション 

 「句頭
く と う

の上昇」が成立し，下げ核の有無と位置だけが弁別的
べんべつてき

な体系が成立する。 

  平安時代末期京都方言の「[蚊, [日]], 木_, [[巣, [[歯]]」は「[カ
高

ー
高

, [ヒ
高

]ー
低

, キ
低

ー
低

, ス
低

[ー
高

, 

 ハ
低

[ー
高

]ー
低

」に近い発音と推定されているが，長音の正確な長さは不詳である。 

  表 1 を見ると，南北朝期音変化を経ているので，「山」類・「頭」類（低平だった語 

 類）が中央式においては高起式有核
ゆうかく

語で，東京（中輪式）においては語末核語で現れ 
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 る。上野（1985a, 1985b, 1987）を見ると中央式祖体系は南北朝期音変化を経ている。 

 他方で，伊吹
い ぶ き

式，真鍋
ま な べ

系祖体系
そたいけい

，讃岐
さ ぬ き

系祖体系も低平型からの何らかの変化を経てい 

 るが，南北朝期音変化と単純に同一視はできない。金田一春彦
きんだいちはるひこ

（2005: 536-585）を見 

 ると東京式（内輪
ないりん

式・中輪
ちゅうりん

式・外輪
がいりん

式）も南北朝期音変化を経ていなければ「山」類・ 

 「頭」類が語末核を得ることはないだろう。五十嵐陽介
い が ら し よ う す け

・平子達也
ひ ら こ た つ や

（2016）等を見る 

 と琉球の多型
た け い

方言でも「山」類はおおむね B 系列の有核語で現れるから低平型からの 

 何らかの変化を経ているが，南北朝期音変化と単純に同一視はできない（A 系列の無 

 核語は高起群に，B/C 系列の有核語は低起群に対応し，B/C 系列は低起群「空」類（4 

 類）・「雨」類（5 類）を縦断する形で対応するが，「山」類（3 類）は B 系列に偏って 

 いるので，低起群は更に 5 つの語類（3B/4B/4C/5B/5C 類）へと分割される）。 

祖語
そ ご

，祖体系
そたいけい

 日本語諸方言あるいは日本語族
に ほ ん ご ぞ く

諸言語諸方言に共通の元になった言語を推論 

 したものを日本
に ほ ん

祖語
そ ご

と言う。本土と琉 球
りゅうきゅう

（沖縄
おきなわ

・奄美
あ ま み

）に分かれた後の本土祖語， 

 琉球祖語（九州西南部含む）を議論する場合もあり，もっと後になって分かれた後の 

 様々な祖語を議論する場合もある。祖体系とは祖語の持つ体系を推論したものである。 

語類
ご る い

，類別語彙
る い べ つ ご い

 本土諸方言の音調型
おんちょうがた

の祖体系に建てられる各音調型に所属する語彙のグル 

 ープ。本稿では語類に基づき語形変化の調査を実施しているので簡単に説明する。上 

 野（1988, 2006）等を参考に本土祖体系の語類と音調型の対応を示す（表 2）。なおこの 

 祖体系における高起式相当は下降式
かこうしき

であり，「!」は半下降，「!!」は拍内半下降を表す。 

 名詞・動詞・形容詞それぞれに語類が設定され，品詞間で異なる点に注意されたい。 
 

表2．本土諸方言の音調型の祖体系案と語類 

名 
詞 

I 拍 1 類 *[カ!! (蚊) II 拍 1a 類 *[カ!ゼ (風) III 拍 1a 類 *[サカ!ナ (魚) 
I 拍 2 類 *[ヒ]] (日) II 拍 1b 類 *[ミ!ゾ]] (溝) III 拍 1b 類 *[トコ!ロ]] (所) 
 II 拍 2 類 *[オ]ト (音) III 拍 2 類 *[ム!ス]メ (娘) 
  III 拍 3 類 *[チ]カラ (力) 
I 拍 3 類 *キ_ (木) II 拍 3 類 *ヤマ_ (山) III 拍 4 類 *アタマ_ (頭) 
  III 拍 5a 類 *イノ[チ (命) 
  III 拍 5b 類 *アサ[ヒ]] (朝日) 
 II 拍 4 類 *ソ[ラ (空) III 拍 6 類 *ウ[サギ (兎) 
 II 拍 5 類 *ア[メ]] (雨) III 拍 7b 類 *ク[スリ]] (薬) 
  III 拍 7a 類 *カ[ブ]ト (兜) 
I 拍 4 類 *[[ス (巣) II 拍 6 類 *[[ゴマ (胡麻) III 拍 8 類 *[[ヒスイ (翡翠) 
I 拍 5 類 *[[ハ]] (歯) II 拍 7 類 *[[ハ]ギ (脛) III 拍 9 類 *[[エ]ヤミ (疫病) 

動 
詞 

I 拍 1 類 *[ヌ]] (寝) I･II 拍 1 類 *[着]ル (終止) II･III 拍 1 類 *[上]グ (終止) 
I 拍 1 類 *[ヌ!ル (連体) I･II 拍 1 類 *[着!ル (連体) II･III 拍 1 類 *[上グ!ル (連体) 
I 拍 2 類 *[[ク]] (来) II 拍 1 類 *[置]ク (終止) III 拍 1 類 *[当!タ]ル (終止) 
I 拍 2 類 *ク[ル (連体) II 拍 1 類 *[置!ク (連体) III 拍 1 類 *[当タ!ル (連体) 
 I･II 拍 2 類 *見[ル]] (終止) II･III 拍 2 類 *下[グ]] (終止) 
 I･II 拍 2 類 *見[ル (連体) II･III 拍 2 類 *下グ[ル (連体) 
 II 拍 2 類 *書[ク]] (終止) III 拍 2 類 *動ゴ[ク]] (終止) 
 II 拍 2 類 *書[ク (連体) III 拍 2 類 *動ゴ[ク (連体) 
 II 拍 3 類 *[居]リ (終止) III 拍 3 類 *歩[ル]ク (終止) 
 II 拍 3 類 *[ヲ]ル (連体) III 拍 3 類 *歩[ルク (連体) 

形 
容 
詞 

 II 拍 1 類 *[コ!シ]] (濃) III 拍 1 類 *[アツ!シ]] (厚) 
 II 拍 1 類 *[コ]ク (連用) III 拍 1 類 *[ア!ツ]ク (連用) 
 II 拍 2 類 *ヨ[シ]] (良) III 拍 2 類 *アツ[シ]] (熱) 
 II 拍 2 類 *[[ヨ]ク (連用) III 拍 2 類 *ア[ツ]ク (連用) 
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系列 琉球諸方言の音調型が規則的対応を示す所属語彙のグループを系列と呼ぶ。A, B, C, D 

 系列が考えられているが，2 拍語までを考慮する場合，C 系列までで充分である。琉球 

 多型
た け い

の沖永良部島国頭
おきのえらぶじまくにがみ

方言（高山林太郎
たかやまりんたろう

2013a）を例にとると，各系列は順に上
あ

げ核の 

 無核型，-1 型，-2 型，-3 型に対応するが，2 拍語に-3 型は不可能だからである。3C 類 

 は語例僅少のため建たず，2拍語の低起群は3B, 4B, 4C, 5B, 5C類の5つに分割される。 

 但し 4B, 4C, 5B, 5C 類の違いが 4 つの音調型の違いだったかどうかは未詳である。 

昇り核・上げ核・下げ核 その拍で昇る核を昇り核，その拍の次を上げる核を上げ核，その拍 

 の次を下げる核を下げ核と言う。その拍で降
くだ

る核は未確認である（Uwano 2012）。平安 

 時代末期京都方言には昇り核と下げ核があったが，その昇り核はその後失われた。他 

 方で，本土諸方言に見られる昇り核や上げ核は，下げ核から 2 次的に発達したもので 

 あると考えられており（Uwano 2012），2 種類の核を持つ現代方言は存在しない。 

調値
ちょうち

と式・核 その拍に高・低・昇・降のような高さ・変動の値，即ち調値が決まっている 

 とする考え方に基づく場合，例えば「カブト（低高低）」のように記述する。これに対 

 し，その語（または文節）に式・核が決まっているとする考え方に基づく場合，例え 

 ば「カ[ブ]ト L2」のように記述する。日本語諸方言においては，その語（または文節） 

 に声調やアクセント核が決まっているとする考え方が当てはまると現在では考えられ 

 ている。拍自体は調値を持たないので，「[イ]シが[コロガル，[イ]シがコロガル」のよ 

 うに，単語単独での音調が文の中では必ずしも実現されない。これに対して，中国語 

 普通話
ふ つ う わ

の声調，「媽
ま

（1 声）・麻
ま

（2 声）・馬
ま

（3 声）・罵
ま

（4 声）」（55・35・214・51；数 

 字は高さを 5 段階で表したもので，高平・昇・低平・降に近い；「ま」と書いたが声調 

 により伸びるので日本人には「まー」と聞こえる）は音節に被さる調値であると考え 

 られており，概ねこの 4 種に分かれる（但し軽声
けいせい

や変調のような例外はある；通時論 

 と関連の深い調類
ちょうるい

のことはここでは措
お

く）。中国語の場合，1 形態素＝1 音節の関係が 

 ほぼ成り立つので，音節と言うより形態素に調値が決まっていると見てよく，語に声 

 調やアクセント核が決まっている日本語の場合と実は大差は無い。しかし日本語の拍 

 に調値を設定できないのは確かである。そのような事実を踏まえた上で，なおも高・ 

 低・昇・降を，音調の記述に利用することができる。それは拍の調値を記述している 

 のではなく，声調やアクセント核などが作用した結果として実現した音調の抑揚を， 

 音声として，そのまま写し取っているに過ぎない。本稿では日本語アクセント論に馴 

 染みの薄い読者を想定して一部で疑似調値表記
ぎじちょうちひょうき

を実施している。疑似調値表記を以て， 

 「カ[ブ]ト」や「L2」のような表記への橋渡しとしたい。また，可能な限り「カ[ブ]ト」 

 のような表記を心掛け，「L2」のような表記単独での掲出を減らすようにしたが，これ 

 も「L2」のような表記では分かりにくい場合があることを考慮している。特に 2 単位 

 形などの場合，形態素境界をどこに置くかが指定されていないので「L2」のような表 

 記では曖昧さが残るという問題もある。 

形態過程  派生を起こす形態論的プロセスでありながら，接辞
せ つ じ

（派生を起こす分節音の 
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 形態素）とも形態素（意味を持つ 小単位）とも言えないものについてこう呼ぶが， 

 広義には接辞や形態素も含む。本稿では低起式化・遅上がり化・挿入拍を扱う（これ 

 らが形態過程に過ぎないことを示すことは本稿の結論の一部である）。 

低起式化・遅上がり化 派生形（強調形を含む）を作るため高起式が低起式に変化すること 

 を低起式化と呼び，派生形（強調形を含む）を作るため遅上がりイントネーションが 

 被さることを遅上がり化と呼ぶ。いずれも共時的な概念である。 

挿入拍 派生形（強調形を含む）を作るため語幹や語基に挿入される促音
そくおん

・撥音
はつおん

・長音
ちょうおん

。 

語頭 挿入拍の挿入位置を述べる文脈において，形容詞の場合，「ア
1

ッ[カ
2

]イ」（1・2 拍間
いちにはくかん

； 

 ※ここでの n とは語幹頭から数えて n モーラ目の意；※語幹とは接尾辞
せ つ び じ

「イ」を除い 

 た部分）を「語頭」，オノマトペと形容動詞の場合，「ピ
1

ッ[カ
2

ピカに，ピ
1

ッ[カ
2

ピッカに 

 ～ピ
1

ッカ
2

[ピッカに，[ピ
1

ッ]カ
2

[ピッ]カと，[ユ
1

ー]ラ
2

リ[ユー]ラリと」（1・2 拍間；※ここ 

での n とは語基頭から数えて n モーラ目の意；※語基とは接尾辞「と・に」を除き， 

重複
じゅうふく

を解除した部分）を「語頭」と呼ぶ。 

促音の高さ 「○
高

]ッ
低

○
低

, ○
高

ッ
高

]○
低

」の音韻対立は無く，「○
高

ッ
高

]○
低

」で統一的に記述する。例 

 えば「[ピッ]カ[ピッ]カと H2.H2，ピ[カッ]ピ[カッ]と L3A.L3A」などと記述することに 

 なる。なお後者は L0A.L3A でも良いが，畳語
じょうご

であることを考慮し畳音
じょうおん

としている。 

 促音の高さをこのように記述することで調査データの統一的な記述が可能になる。 

語末 挿入拍の挿入位置を述べる文脈において，形容詞の場合，「アカ
- 1

[ー]イ，ア[カ
- 1

ー]イ，[ア 

 カル
- 1

ー]イ」（ - 1 拍 後
まいなすいっぱくご

；※-n とは語幹末から数えて n モーラ目の意）を「語末」，オ 

 ノマトペと形容動詞の場合，「ピ[カピカ
- 1

ーに，ピカピ[カ
- 1

ーに，ピ[カ
- 1

ッ]ピ[カッ]と」（-1 

 拍後；※-n とは語基末から数えて n モーラ目の意）を「語末」と呼ぶ。 

語中 挿入拍の挿入位置を述べる文脈において，形容詞の場合，「アカ
- 2

ー[ル
- 1

]イ」（-1・-2 拍間
まいなすいちにはくかん

） 

 を「語中」，オノマトペと形容動詞の場合，「[ジロ]リ[ジロ]リと→ジ[ロ
- 2

ー]リ
- 1

ジ[ロー] 

 リと，[キガルに→キガ
- 2

ー[ル
- 1

に」（-1・-2 拍間）を「語中」と呼ぶ。 

付録 A の表 付録 A に収められた調査データの表。膨大になるので付録 A として切り離 

 した。本文中に登場し・参照される順番に従って本文の表と付録 A の表には共通の通 

 し番号を付けている。他方で，付録 A の資料とは別々の通し番号になる。 

付録 A の資料 高知市話者のアクセント体系の全体像とその中の罵倒語を分析する為の調査 

 データで付録 A に収められている。本来は挿入拍の挿入の可否を確認する為の調査デ 

 ータであったが転用した。膨大になるので表と区別し，独立の通し番号を付けた。形 

 式としては表とさほど変わらず，ただ名称と通し番号だけが異なっている。 

語例 本文中に掲げられた語例であって，付録 A の表と資料から論考にとって重要な語例を 

 抜き出した場合もあるし，付録 A の表や資料には紙幅の都合で挙げていない語例であ 

 って，同時にまたは別途調査した際に得られたものもある。あるいは先行研究から引 

 用したものもある。どの場合であるかは周囲の本文に書かれている。 

高知市話者 特に断りが無ければ下原瑞惠氏のことを指す。 
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要旨 

 

 本稿には第 1 章の導入と，第 2 章から第 11 章までの本論，第 12 章のまとめ，そして付録
ふ ろ く

A・

付録 B・付録 C の調査データがある。付録 A には高知市方言話者である下原
しもはら

瑞惠
み づ え

氏の調査に基

づく各種データを掲載する（形容詞(1)，形容詞(2)，形容詞(3)，形容詞(4)，形容詞(5)，オノマト

ペ（擬音語
ぎ お ん ご

・擬態語
ぎ た い ご

），形容動詞
けいようどうし

(1)，二三拍体言，動詞，形容動詞(2)，副詞，連体
れんたい

詞
し

，数詞，代

名詞，罵倒語
ば と う ご

，形式体言
けいしきたいげん

，助詞，接続詞，感動詞，二六八モーラ畳語
じょうご

，四モーラ畳語，名詞変化
へ ん か

，

動詞変化，形容動詞変化）。付録 B には形容詞の挿入形の歴史を考える上で必要な，高知県方言

話者 41 名の類別
るいべつ

名詞・類別形容詞の調査データを掲載する。付録 C には数詞の挿入拍の歴史を

考える上で必要な，幡多 24 名の話者の類別名詞の簡易調査データと，高知市 1 名・幡多 4 名の

話者の類別名詞・類別形容詞・類別動詞・四モーラ畳語の詳細調査データを掲載する。 

 各章の要旨を順に述べる。 

 第 1 章では導入として，先ず高知市方言話者である下原瑞惠氏の言語形成歴，教育歴，職歴，

言語記述能力，記憶力，調査プロセスについて詳細に述べる。次に本稿の仮名
か な

表記の前提とな

るセグメント体系（分節音
ぶんせつおん

である母音
ぼ い ん

・半母音
はんぼいん

・子音
し い ん

で語の知的
ち て き

意味を区別する体系）につい

て述べる。次に高知市方言のアクセント体系（音の高低による抑揚
よくよう

で語の知的意味を区別する

体系）を概説した上で全品詞・語種のアクセント体系を分析し，京都方言と同様に罵倒語
ば と う ご

に

低起式
ていきしき

（低く始まる声調）が多い事を示す。 

 また，分節音の接辞による強調形は派生形の一種と捉えられるが，他方で仮に超分節音
ちょうぶんせつおん

（ア

クセントや，情的
じょうてき

意味を表すイントネーション）や促音
そくおん

・撥音
はつおん

・長音
ちょうおん

が強調形への“派生”

を担う場合，撥音を除けば単独では発音できないため接辞
せ つ じ

と見ることは困難で，形態素
けいたいそ

（意味

を持つ 小単位）と見ることも後述のように強調の意味の加算がなされない場合（（４）・（６）・

（８））があるという理由で難しいため，母音交替
ぼいんこうたい

（例：雨
あめ

→雨傘
あまがさ

）のような形態論
けいたいろん

的プロセス

（以下「形態過程
けいたいかてい

」と呼ぶ）と見るべきである。形態素や接辞もまた広義の形態過程ではあるが，

本稿ではそれらを除いて狭義に用いることが多い。その点を踏まえ，本稿の目的が，高知市方

言に存在する次の派生形のうち（６）・（８）（「一拍挿入低起式化形・一拍挿入遅上がり形」の

一部）を中心として，その他の派生形も交えて詳細に記述することであることを述べる。 

 

➢（１）「一拍挿入」されたモーラ音素：促音
ッ

・撥音
ン

・長音
ー

（「挿入拍
そうにゅうはく

」）が単独で単なる
、、、

強調

を表す派生（例：ピ[カピカに→ピッ[カピカに，ピ[カピカに→ピ[カピカーに，[アカル]

イ→[アカルー]イ（明；標準語借用形），[キガルに→[キガールに（気軽））， 

（２）アクセントの高起式
こうきしき

から低起式への変化（「低起式化」）が単独で単なる
、、、

強調を表す派生

（例：[ジロ]リ[ジロ]リと→ジ[ロ]リジ[ロ]リと）， 

（３）イントネーションの「遅
おそ

上
あ

がりイントネーション」（後述）への変化（「遅上がり化」）

が単独で単なる
、、、

強調を表す派生（例：[アカル]イ→アカ[ル]イ（明））， 

➢（４）挿入拍が 2 つで単なる
、、、

派生（強調を含む）を表すもの（例：[ピ]カピカと～[ピ]カ[ピ]
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カと（※二山型
ふたやまがた

は本稿の高知市話者にとっては強調形だが，話者により通常形の場合も

ある）→[ピッ]カ[ピッ]カと，[ユラ]リ[ユラ]リと→[ユー]ラリ[ユー]ラリと）， 

（５）挿入拍が 2 つで更なる
、、、

派生（強調を含む）を表すもの（例：ピ[カピカに→ピッ[カピッ

カに～ピッカ[ピッカに）， 

➢（６）低起式化と挿入拍が共に単なる
、、、

派生（強調を含む）を表すもの（例：[ピ]カピカと～[ピ]

カ[ピ]カと→ピ[カッ]ピ[カッ]と，[アカ]イ→アッ[カ]イ（赤），[アカ]イ→ア[カー]イ（赤；

標準語借用形））， 

（７）低起式化と挿入拍が共に更なる
、、、

派生（強調を含む）を表すもの（例：[ジロ]リ[ジロ]リ

と→ジ[ロー]リジ[ロー]リと）， 

➢（８）遅上がり化と挿入拍が共に単なる
、、、

強調を表す派生（例：[アカ]イ→アカ[ー]イ（赤），[ピ]

カピカと→ピカピ[カッ]と）， 

（９）遅上がり化と挿入拍が共に更なる
、、、

強調を表す派生（例：ピ[カピカに→ピカピ[カーに，[ア

カル]イ→アカー[ル]イ（明），[キガルに→キガー[ルに）， 

 

 第 12 章のまとめでは次のことを述べる。（４）は畳語構造を考慮すれば強調の意味が加算さ

れなくてもおかしくないが，（６）・（８）は 2 つの違うものを使っていながら強調の意味が加算

されず，「挿入拍・低起式化・遅上がり化」といった形態過程を形態素とは認められない根拠と

なる例である。単なる派生（強調を含む）を表す「挿入拍＋低起式化，挿入拍＋遅上がり化」

という形態過程は，類型論
るいけいろん

に一例を提供しうると考える。これが本稿の第一の意義である。 

 なお，挿入拍の「挿入位置」については独自の用語「語頭・語中・語末」を用いる。形容詞

の場合，「ア
1

ッ[カ
2

]イ」（語幹
ご か ん

1・2 拍間
いちにはくかん

）を「語頭」，「アカ
- 1

[ー]イ，ア[カ
- 1

ー]イ，[アカル
- 1

ー]イ」（語

幹 - 1 拍 後
まいなすいっぱくご

）を「語末」，「アカ
- 2

ー[ル
- 1

]イ」（語幹-1・-2 拍間
まいなすいちにはくかん

）を「語中」と呼ぶ。オノマトペ

と形容動詞の場合，「ピ
1

ッ[カ
2

ピカに，ピ
1

ッ[カ
2

ピッカに～ピ
1

ッカ
2

[ピッカに，[ピ
1

ッ]カ
2

[ピッ]カと，

[ユ
1

ー]ラ
2

リ[ユー]ラリと」（語基
ご き

1・2 拍間）を「語頭」，「ピ[カピカ
- 1

ーに，ピカピ[カ
- 1

ーに，ピ[カ
- 1

ッ]

ピ[カッ]と」（語基-1 拍後）を「語末」，「ジ[ロ
- 2

ー]リ
- 1

ジ[ロー]リと，キガ
- 2

ー[ル
- 1

に」（語基-1・-2 拍

間）を「語中」と呼ぶ。 

 第 2 章では形容詞の「一拍挿入した強調形」や「長い通常形」を持つ諸方言に関する先行研

究を引用するなどして，本稿の話者の形容詞の「語頭挿入低起式化形」の体系と比較しながら，

本稿の話者の体系の高知市方言としての妥当性や諸方言の中での位置付けについて議論する。 

 元から長い形容詞の通常形を再構しようとする新田（2007: 58-62, 74）に，「残された重要な問

題もある。一つには，これらの長母音は，形容詞の各活用形にしか現れず，長母音が盛んに見

られる方言であっても，「高さ，長生き，高まる」などの派生した名詞・動詞や「赤・黒」など

同一語根
ご こ ん

の語には，それが現れない」とあり，また非現実事態を表す専用の活用形（条件形・

推量形）や過去形（カッタ形）について出現制限のある方言の例も挙げているが，そのような

活用形・派生形の制限は，本稿の話者の調査（後述）でも見られるように，強調形がその文法

的性質から限られた活用形・派生形にばかり現れることに由来している蓋然性が高く，従って
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そのような「長い通常形」については「一拍挿入した強調形」が時を経て通常形に変化したも

のである疑い
、、

があり，「元から長い通常形」の証拠としては弱い
、、

と指摘する。このことは第 10

章のまとめでも繰り返し述べる。これが本稿の第二の意義である。 

 また，本稿の用語「通常形・派生形（強調形を含む），無挿入形・挿入形」について解説し，

オノマトペの場合「無挿入形」には挿入拍が無いだけでなくモーラ音素
お ん そ

（促音・撥音・長音）

さえほとんど無い（つまりほとんど全ての促音・撥音・長音が挿入拍である）可能性があると

いう事情があるため，「無挿入形」には特殊なニュアンスが生じ，用いにくいので，用語「通常

形・挿入形」が対で用いられる場合が多くなるということを説明する。 

 第 3 章では 3 拍語を主体とした形容詞の伝統的な語頭挿入低起式化形（例：[アカ]イ→アッ[カ]

イ（赤））の体系を記述する。その音韻
おんいん

的特徴「主として 3 拍語の語頭にモーラ音素が挿入され

低起式になり，4 拍以上の語では稀に見られるがその語根のほとんどが 3 拍語や罵倒語などと同

根である」，意味的特徴「挿入拍は強調を表し，促音・撥音は長音よりも強調が強いが，その強

さは聴覚印象
ちょうかくいんしょう

ないし音 象 徴
おんしょうちょう

的なものなので，促音・撥音と長音とが併用されない語であって

も強さの印象が変わることはない」を記述し，通常形・挿入形の活用形・派生形の出現度数の

分析から挿入形の文法的性質「名詞・動詞には現れにくく，形容詞では非現実事態（推量・仮

定）や過去を表す活用形に現れにくい」，通常形・挿入形に通底した文体的性質「標準語よりは

方言の形が，方言の中では古い世代よりは若い世代の形が，許容度が高い」を導き出す。 

 また，高知市出身・在住者 11 名と室戸
む ろ と

市出身者 1 名の語頭挿入低起式化形の簡易調査の結果

を記し，本稿の話者がその年齢にしては挿入形を多く持っていること，そのことは本稿の話者

の強靭な記憶力に原因があると考えられることを述べる。また，「たすい」など方言形容詞の意

味を簡単にではあるが記述する。 

 第 4 章では 3 拍形容詞の標準語借用形＝語末挿入低起式化形（例：[アカ]イ→ア[カー]イ（赤））

と 4 拍以上の形容詞の標準語借用形＝語末挿入式保存
しきほぞん

形（例：[アカル]イ→[アカルー]イ（明），

チャ[イロ]イ→チャ[イロー]イ（茶色））の体系を記述する。語末挿入形が個人のレベルでの標準

語借用形であること，その意味的特徴「挿入拍は強調を表す」，音韻的特徴「3 拍語でのみ低起

式化を起こし，4 拍以上の語では通常形の式を保存する」を記述する。また，標準語借用形では

あるものの，後述の「遅上がりイントネーション」が被さった形（例：[ムズガユ]イ→ムズガ[ユ]

イ，[ムズガユー]イ→ムズガ[ユー]イ（むず痒））も存在していることを述べる。 

 第 5 章では 4 拍以上の形容詞の伝統的な語中挿入遅上がり形（例：[アカル]イ→アカ[ル]イ→

アカー[ル]イ（明），オ[イシ]イ→オ[イ[シ]イ～オイ[シ]イ→オ[イー[シ]イ～オイー[シ]イ（美味））

の体系を記述する。遅上がり形と語中または語末挿入遅上がり形の意味的特徴「強調と更なる

強調を表し，語頭挿入形はどの形容詞が持つか心内辞書
しんないじしょ

に銘記されているのに対して語中また

は語末挿入形はそうではなく，文脈や語義に合わせて可否を咄嗟に判断しつつ自然と作られる

ものである」，語中挿入遅上がり形の音韻的特徴「遅上がりは，形容詞／オノマトペ・形容動詞

において，語幹／語基・語基が無核
む か く

なら末尾音節
おんせつ

の直前まで，有核
ゆうかく

（形容詞は必ず有核）なら

下げ核がある音節の直前まで低く進み，上昇する音調であり（※但し一般の形容動詞において
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はもう少し規則は複雑である），挿入拍は，語の拍数が少ないほどモーラ数の増大による音象徴

の効果が強いことと関係して，拍数の少ない語ほど挿入されやすい傾向にある」を記述し，通

常形・挿入形の活用形・派生形の出現頻度の分析から語中挿入遅上がり形の文法的・文体的性

質「（上述の語頭挿入低起式化形の文法的・文体的性質と同じ）」を導き出す。 

 第 6 章では 2 拍以上の形容詞の伝統的な語末挿入遅上がり形（例：ヨー[ー]ー（良く），アツ[ー]

イ（厚），アツ[ー]ー（厚く），ホシュ[ー]ー（欲しく），ブアツ[ー]イ（分厚），ア[ホクサ[ー]イ～

アホクサ[ー]イ（阿呆臭））の体系を記述する。語中挿入遅上がり形の音韻的特徴「挿入拍は拍

数の少ない語ほど挿入されやすい傾向にあるが，2 拍語の終止連体形は存在せず，4 拍語の終止

連体形は 1 例しか存在せず，シク活用の終止連体形は 2 例しか存在しない」を記述し，通常形・

挿入形の活用形・派生形の出現頻度の分析から語中挿入遅上がり形の文法的・文体的性質「（上

述の語頭挿入低起式化形の文法的・文体的性質と同じ）」を導き出す。 

 第 7 章では遅上がりイントネーションの歴史を考察し，現代の共時態（下原氏・大阪 2 名・

八王子 1 名・横浜 1 名・高知県 41 名の話者）を説明する。「おおむね 3 拍」の形容詞の語頭挿

入低起式化形と 4 拍以上の形容詞の語中挿入遅上がり形から 3 拍以上の形容詞の語中挿入遅上

がり形を内的再構
ないてきさいこう

する。3 拍形容詞の遅上がりイントネーションが平安時代末期京都方言相当の

時代にまで遡ると考えると通時論
つうじろん

的に矛盾や奇妙を生じる事から，南北朝期音変化
なんぼくちょうきおんへんか

（「略号・記

号・用語」参照）と同時に，古い世代の遅上がりする低起式（例：○○[○，○○○[○，…）を，

強調されやすい品詞・語種（形容詞・オノマトペ・形容動詞）における強調形（例：アッ[カ]イ，

アカ[ー]イ，アカー[ル]イ，ブアツ[ー]イ，ピカピ[カッ]と，ピカピ[カーに）として若い世代が伝

承したものが遅上がりイントネーションなのではないか，とする仮説を提案し，それは京都方

言にも残滓
ざ ん し

が見られる，と指摘する。なお「○[○」はただの弁別的な低起早上がり
、、、、

式なので，

もし 3 拍形容詞の語幹に遅上がり「○○[○」を被せるのなら語中に挿入拍を補う必要があり，3

拍形容詞の挿入拍はそうして生じたという理屈になる。このことは第 10 章のまとめでも繰り返

し述べる。これが本稿の第三の意義である。 

 第 8 章では 2, 3 拍語基を主体としたオノマトペの情態
じょうたい

副詞における無挿入高起式形，語頭挿

入高起式形，語末挿入低起式化形，語末挿入遅上がり形，語中挿入低起式化形（例：[ピ]カ[ピ]

カと→[ピッ]カ[ピッ]カと，[ユラ]リ[ユラ]リと→[ユー]ラリ[ユー]ラリと，[ピ]カ[ピ]カと→ピ[カ

ッ]ピ[カッ]と，[ピ]カピカと→ピカピ[カッ]と，[ジロ]リ[ジロ]リと→ジ[ロー]リジ[ロー]リと）の

体系を記述し，規則「無挿入形と語頭挿入形は高起式，語末・語中挿入形は低起式である」（※

遅上がりはイントネーションなのでここでは考慮外とする）を提示した上で，その妥当性を膨

大な調査項目（小野
お の

正弘
まさひろ

編（2007）「意味分類別さくいん」）に基づき数量的に検証する。先ず

は規則「無拍形
むはくけい

と語頭有拍形
ゆうはくけい

は高起式，語末有拍形は低起式である」（ここでの「拍」はモーラ

音素（促音・撥音・長音）の意）を集計によって示し，有拍形の一部が無挿入形に当たる可能

性に触れつつも，語末有拍形のほとんど全てが挿入形である事を指摘し，規則「無挿入形と語

頭挿入形は高起式，語末挿入形は低起式である」が成り立つ事を述べる。なお語中挿入低起式

化形については本稿の調査データの情態副詞の挿入形の記述欄を根拠とする。 
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 また，オノマトペの形容動詞は原則として低起式であり「4 モーラ畳語」の通常形は低起式で

あること，オノマトペ独自の特徴として語頭挿入強調形（例：ピ[カピカに→ピッ[カピカに→ピ

ッ[カピッカに～ピッカ[ピッカに），形容動詞一般の性質を受けて語末挿入（遅上がり）強調形

（例：ピ[カピカに→ピ[カピカーに→ピカピ[カーに）が存在することを述べる。 

 第 9 章ではその他の品詞・語種（形容動詞・副詞・幼児語・罵倒語・数詞・形式体言・助詞・

連体詞・感動詞）に稀に見られる語頭挿入強調形の例を全て列挙し，また付録に掲載したデー

タから一般の形容動詞には語末・語中挿入（遅上がり）強調形（例：[スクナメに→[スクナメー

に→スクナ[メーに，[スズシ]ゲに→[スズシゲー]に→スズシ[ゲー]に）が体系的に存在すること

を述べる。オノマトペ・形容詞・形容動詞以外の品詞・語種でも，強調が特にされやすいと考

えられる語には「一拍挿入」が稀に現れている。なお罵倒語・幼児語は共時的な強調は表さな

いが，語種自体の意味が表出的であり，通時的に見れば歴史の或る段階では重複・挿入・低起

式化がなされたが，共時的にはそれが固定化した結果が残っているだけの通常形と考えられる。

オノマトペ・形容詞以外の品詞・語種では，挿入形の「低起式化」は極一部（助詞・形式体言，

副詞など）で傾向としては存在するものの，原則的には「低起式化」という現象は付随しない

と考えてよい。 

 第 10 章では高知市話者（下原瑞惠氏）と幡多 4 名の話者（小橋司氏，池上博光氏，大塚美恵

子氏，新谷己久氏）の方言を比較した詳細な調査データおよび現代日本語方言大辞典のデータ

を元に，数詞「一つ・一人・二つ・二人」に出現する特殊拍を挿入拍と推定する。 

 第 11 章では本稿で重要な概念となる「音韻
おんいん

生存
せいぞん

」について詳説する。第一に，near-merger
合 流 直 前

と

は異なり，合流変化に限らず，ありとあらゆる音変化が俎上に載せられる。マクロ
お お ま か

な原理とし

ては，音変化は一気に全世代を襲う訳ではないので，音変化後の若い世代は音変化前の古い世

代の発音を強調されやすい品詞・語種等における強調形として伝承することがある。第二に，

near-merger では生存期間が非常に短いものしか扱わないのに対して，音韻生存では生存期間が

短いものから長いものまで様々ある。生存期間が非常に長いものについて見た場合には，音韻

生存という現象の存在は自明である。第三に，生存期間が非常に短い場合についても当然，音

韻生存が発生していると考える。音変化の過渡期における話者を観察すると，音変化前後の音

声で揺れている場合があるが，「感情と完全に連動した強調」（強い語気）における異音として

古形が出現する。これはパロール
個 人 語

であって，もとより上の世代や下の世代を含む他者全体に通

じるラング
社 会 語

のレベルのものではない。しかし元はパロールでも社会全体で共有されればそれは

「強調形
、
」という立派なラングになる。これが音韻生存に関するミクロ

こ ま か

な原理の説明である。 

 第 12 章ではまとめとして，共時的分析と通時的分析と今後の課題を述べる。上述の各章の要

旨と重複する部分（本稿の 3 つの意義）もあるがそのまま記す。 

 高知市方言において「一拍挿入形」という派生形は，オノマトペ（派生）や形容詞・形容動

詞（強調）にとどまらず，強調のされやすい種々の語にも一部存在しているが，どの品詞・語

種でも，許容度として通常形を超えることはない。「低起式化・遅上がり化」を伴うオノマトペ

では 2, 3 拍語基，「低起式化・遅上がり化」を伴う形容詞では 3 拍語を中心として体系的に現れ，
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「遅上がり化」を伴う形容動詞でも頻繁に現れ，その他の品詞・語種（副詞・幼児語・罵倒語・

数詞・形式体言・助詞・連体詞・感動詞）（おおむね強調）にも散見されるが，他方で名詞・動

詞には現れにくく，形容詞では非現実事態（推量・仮定）や過去を表す活用形に現れにくい。

挿入拍の位置（語頭・語中・語末）やモーラ音素（促音・撥音・長音）は品詞・語種・音環境

などによって様々だが，とりわけオノマトペ・形容詞・形容動詞が「（低起式化・）遅上がり化」

という特徴を共有している点には注目してよい。 

 形容詞，オノマトペの情態副詞，形容動詞の形式は少しずつ異なる。1・2 拍間を語頭，-1・-2

拍間を語中，-1 拍後を語末と定義すると，形容詞は「語幹頭挿入低起式化形，語幹末挿入遅上

がり形，語幹中挿入遅上がり形」（例：[アカ]イ→ア
1

ッ[カ
2

]イ，[アカ]イ→アカ
- 1

[ー]イ（赤），[アカ

ル]イ→アカ
- 2

ー[ル
- 1

]イ（明）），オノマトペの情態副詞は「語基頭挿入高起式形」（例：[ピ]カ[ピ]

カと→[ピ
1

ッ]カ
2

[ピッ]カと，[ユラ]リ[ユラ]リと→[ユ
1

ー]ラ
2

リ[ユー]ラリと）と「語基中挿入低起式

化形，語基末挿入低起式化形，語基末挿入遅上がり形」（例：[ジロ]リ[ジロ]リと→ジ[ロ
- 2

ー]リ
- 1

ジ[ロ

ー]リと，[ピ]カ[ピ]カと→ピ[カ
- 1

ッ]ピ[カッ]と，[ピ]カピカと→ピカピ[カ
- 1

ッ]と），形容動詞は「語

基中挿入遅上がり形，語基末挿入遅上がり形」（例：[キガルに→キガ
- 2

ー[ル
- 1

に，ピ[カピカに→ピ

カピ[カ
- 1

ーに）であり，低起式化・遅上がり化する場合の挿入位置は語中・語末を基本とする。 

 挿入位置は一般に，ピッチ
た か さ

の高い拍に注目して類型
るいけい

的に整理すると，（１）高い拍の前に挿入

して低い拍を延長するもの（アッ[ツ]イ，アカー[ル]イ，ピッ[カピ(ッ)カに，キガー[ルに），（２）

高い拍の後に挿入して高い拍を延長するもの（ピカピ[カーに，ピカピ[カッ]と，ピ[カッ]ピ[カッ]

と，ジ[ロー]リジ[ロー]リと，[ピッ]カ[ピッ]カと，[ユー]ラリ[ユー]ラリと），（３）挿入拍が一拍

卓立
たくりつ

するもの（アツ[ー]イ）がある。日本語諸方言を見ると（１）は沖永良部島
お き の え ら ぶ じ ま

国頭
くにがみ

方言「[ピ]

カー
、、

[ピカ（ピカピカと・に；強調形）」に，（２）は標準語「ア[カー
、、

]イ（赤い；強調形）」，（３）

は京都方言「ヤス[ー
、

]イ（安い；強調形）」に類例が見出される。 

 「本稿の目的」に「強調の意味の加算がなされないケース」として（４）挿入拍が 2 つで単
、

なる
、、

派生（強調を含む）を表すもの（例：[ピ]カ[ピ]カと→[ピッ]カ[ピッ]カと，[ユラ]リ[ユラ]

リと→[ユー]ラリ[ユー]ラリと），（６）低起式化と挿入拍が共に単なる
、、、

派生（強調を含む）を表

すもの（例：[ピ]カ[ピ]カと→ピ[カッ]ピ[カッ]と，[アカ]イ→アッ[カ]イ（赤），[アカ]イ→ア[カ

ー]イ（赤；標準語借用形）），（８）遅上がり化と挿入拍が共に単なる
、、、

強調を表す派生（例：[ア

カ]イ→アカ[ー]イ（赤），[ピ]カピカと→ピカピ[カッ]と），が挙がる。（４）は畳語構造を考慮す

れば強調の意味が加算されなくてもおかしくないが，（６）・（８）は 2 つの違うものを使ってい

ながら強調の意味の加算がなされず，挿入拍・低起式化・遅上がり化といった形態過程を形態

素とは認められない根拠となる例である。単
、
なる
、、

派生（強調を含む）を表す「挿入拍＋低起式

化，挿入拍＋遅上がり化」という形態過程は，類型論に一例を提供しうると考える。これが本

稿の第一の意義である。 

 元から長い形容詞の通常形を再構しようとする新田（2007: 58-62, 74）に，「残された重要な問

題もある。一つには，これらの長母音は，形容詞の各活用形にしか現れず，長母音が盛んに見

られる方言であっても，「高さ，長生き，高まる」などの派生した名詞・動詞や「赤・黒」など
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同一語根の語には，それが現れない」とあり，また非現実事態を表す専用の活用形（条件形・

推量形）や過去形（カッタ形）について出現制限のある方言の例も挙げているが，これら高知

市方言の強調形で見たような活用形・派生形の出現制限は，「長い通常形」の「強調形だった過

去」を彷彿
ほうふつ

とさせる。「元が強調形だった疑い
、、

のある方言」については， 早「元から長い通常

形だった方言」の証拠としては弱く
、、

なった。これが本稿の第二の意義である。 

 「おおむね 3 拍」の形容詞の語頭挿入低起式化形と 4 拍以上の形容詞の語中挿入遅上がり形

から 3 拍以上の形容詞の語中挿入遅上がり形を内的再構した。3 拍形容詞の遅上がりイントネー

ションが平安時代末期京都方言相当の時代にまで遡ると考えると通時論
つうじろん

的に矛盾や奇妙を生じ

る事から，南北朝期音変化と同時に，古い世代の遅上がりする低起式（例：○○[○，○○○[○，

…）を，強調されやすい品詞・語種（形容詞・オノマトペ・形容動詞）における強調形（例：

アッ[カ]イ，アカ[ー]イ，アカー[ル]イ，ブアツ[ー]イ，ピカピ[カッ]と，ピカピ[カーに）として

若い世代が伝承したものが遅上がりイントネーションなのではないか，とする仮説を提案し，

それは京都方言にも残滓が見られる，と指摘した。なお「○[○」はただの低起早上がり
、、、、

式なの

で，もし 3 拍形容詞の語幹に遅上がり「○○[○」を被せるのなら語中に挿入拍を補う必要があ

り，3 拍形容詞の挿入拍はそうして生じたという理屈になる。これが本稿の第三の意義である。 

 今後の課題は，式の対立を持つ諸方言で高起式や下降式
かこうしき

の通常形と区別される強調形「アッ

[カ]イ，アカ[ー]イ」型を捜索し，また早上がり
、、、、

低起式を持つ諸方言で低起式と区別される遅上

がりイントネーションを捜索し，本稿の仮説を補強することなどである。 



 

博士論文の全文をインターネット公表できない事由について 

 

 本博士論文は学位授与日の 2018 年 2 月 15 日から起算して 5 年以内に出版予定である（実際

には日を置かずに出版する予定である）。そのため「博士論文の全文をインターネット公表でき

ない「やむを得ない事由」」のうち，「８．博士論文の全部または一部が、単行本もしくは雑誌

掲載等の形で刊行される予定である。」に該当する。 

 具体的には，本博士論文のうち大部となる付録部分を大幅に削除した上で，単行本として必

要な記述を付け足し，単行本の形で出版する予定であり，その際に，付録部分は「博士論文の

内容の要約」の中でインターネット公表されているのでインターネットで参照されたい旨を記

載するつもりである。 

 本博士論文のうち単行本の形で出版する際の核心部分となるのが本博士論文の本文であり，

本博士論文上のページ番号で言えば pp.25-161 に当たる。この範囲については，本博士論文を単

行本の形で刊行するに当たって支障が生じる範囲なので，インターネット上で公表しない。そ

こで本ページに差し替えて表示する。 

 

2018 年 2 月 23 日 

髙山林太郎 
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付録A 下原瑞惠氏の高知市方言韻律調査資料 

 

方言話者  下原
しもはら

 瑞惠
み づ え

（1946 年 5 月 29 日生れ女性） 

母語：日本語高知市方言（京阪系，中央式） 

獲得由来：父方の，祖父，祖母，伯母，叔父（育ての父） 

但し父方祖父は南国市
なんこくし

出身（地理的に密接しており差は僅かと見られる） 

特徴：分節音は年齢相応に古い特徴を失いつつあり，方言話者としては若年層に当たる。 

超分節音は年齢にしては古い特徴を保つが，その原因は強靭
きょうじん

な記憶力である。 

語形は古いものを覚えていて報告することがあるので，備考欄などで対応した。 

 

調査者  髙山
たかやま

 林太郎
りんたろう

（1983 年生れ男性） 

母語：日本語東京方言（標準語）若年層（東京都東村山市出身） 

 

使用言語  調査者は標準語，話者は語形は標準語，分節音・超分節音は高知市方言で対話 

 

調査期間  2013 年 2 月（66 歳）から 2017 年 8 月（71 歳）まで断続的に実施 

 

調査方法   (1) 話者による内省記述または調査票内省記入（話者宅で話者が一人で実施） 

方言の分節音は仮名で記述・記入，超分節音はピッチの高い部分に線を引く。 

読み上げ調査とは異なり事実を丁寧に内省・吟味するので信憑性が高い。 

(2) 調査票原本と複製を用いた対面録音調査実施（話者宅で調査者と共に実施） 

調査票原本は話者が保管し，調査者は複製の電子データを保管している。 

全ての調査データには対面での事実の確認・吟味と，録音音声が存在する。 

(3) 一部で調査票を用いた読み上げ・内省調査を対面録音したケースもある。 

追加の電話調査等を実施した場合も，後日必ず対面録音調査を実施している。 

 

録音機器  リニア PCM レコーダーPCM-M10（SONY 製） 

WAVE ファイルの録音音声を調査者が複数の HDD に多重に保管している。 

 

調査内容  形容詞(1)，形容詞(2)，形容詞(3)，形容詞(4)，形容詞(5)，オノマトペ， 

形容動詞(1)，二三拍体言，動詞，形容動詞(2)，副詞，連体詞，数詞，代名詞， 

罵倒語，形式体言，助詞，接続詞，感動詞，二六八モーラ畳語，四モーラ畳語， 

名詞変化，動詞変化，形容動詞変化，その他 

 

先行調査  中井
な か い

幸比古
ゆ き ひ こ

（1997）『高知市方言アクセント小辞典』神戸: 私家版. 

中井幸比古（2002）『京阪系アクセント辞典』東京: 勉誠出版. 
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付録1 形容詞(1) 

表 3．形容詞の通常形の終止形のアクセント 
番号 拍 意味 通常形の終止形 アクセント 挿 低 遅 M
n001 2 憂い・愛い [う]い H1    
n002 2 濃い [こ]い H1    
n003 2 酸い [す]い H1    
n004 2 無い [な]い H1 ＋ － － R
n005 2 良い よ[い(標準語)・え[ー(方言) L0    
n006 3 青い [あお]い H2 ＋ ＋ ＋ R
n007 3 赤い [あか]い H2 ＋ ＋ ＋ QR
n008 3 浅い [あさ]い H2 ＋ ＋ ＋ QR
n009 3 厚い [あつ]い H2 ＋ ＋ ＋ QR
n010 3 暑い・熱い [あ]つい H1 ＋ ＋ ＋ QR
n011 3 甘い [あま]い H2 ＋ ＋ ＋ NR
n012 3 荒い・粗い [あら]い H2 ＋ － ＋ R
n013 3 淡い [あわ]い H2 ＋ ＋ ＋ NR
n014 3 痛い [い]たい H1 ＋ － ＋ R
n015 3 薄い [うす]い H2 ＋ ＋ ＋ QR
n016 3 疎い [うと]い H2 ＋ － ＋ R
n017 3 旨い [う]まい H1 ＋ － ＋ R
n018 3 酷い [え]ぐい H1 ＋ ＋ ＋ R
n019 3 偉い [えら]い H2 ＋ － ＋ R
n020 3 多い [おー]い H2    
n021 3 惜しい [お]しい H1    
n022 3 遅い [おそ]い H2 ＋ ＋ ＋ QR
n023 3 重い [おも]い H2 ＋ ＋ ＋ NR
n024 3 角い [かく]い H2 ＋ ＋ ＋ QR
n025 3 堅い・硬い [かた]い H2 ＋ ＋ ＋ QR
n026 3 痒い [か]ゆい H1 ＋ － ＋ R
n027 3 辛い・鹹い [か]らい H1 ＋ － ＋ R
n028 3 軽い [かる]い H2 ＋ ＋ ＋ NR
n029 3 過酷い [きつ]い H2 ＋ ＋ ＋ QR
n030 3 清い [きよ]い H2 ＋ － ＋ R
n031 3 臭い [く]さい H1 ＋ － ＋ R
n032 3 諄い [くど]い H2 ＋ － ＋ R
n033 3 暗い [くら]い H2 ＋ ＋ ＋ R
n034 3 黒い [く]ろい H1 ＋ ＋ ＋ NR
n035 3 煙い [けむ]い H2 ＋ － ＋ R
n036 3 狡い [こす]い H2    
n037 3 頑丈い [ごつ]い H2 ＋ ＋ ＋ QR
n038 3 小い [こ]まい H1 ＋ ＋ － N
n039 3 怖い・強い [こ]わい H1 ＋ － ＋ R
n040 3 敏い・聡い [さと]い H2    
n041 3 寒い [さ]むい H1 ＋ － ＋ R
n042 3 渋い [し]ぶい H1 ＋ － ＋ R
n043 3 容易い [し]よい H1 ＋ ＋ ＋ NR
n044 3 残念い [しょぼ]い H2 ＋ ＋ ＋ NR
n045 3 泥道い [し]るい・[じ]るい H1    
n046 3 白い [し]ろい H1 ＋ ＋ ＋ NR
n047 3 吝い [し]わい H1    
n048 3 凄い [すご]い H2 ＋ － ＋ R
n049 3 狡い [ず]るい H1 ＋ － ＋ R
n050 3 吝い [せこ]い H2 ＋ － ＋ R
n051 3 狭い [せ]まい H1 ＋ ＋ ＋ NR
n052 3 丈が高い・値が高い [た]かい H1 ＋ ＋ ＋ QR
n053 3 弛緩い [たす]い H2 ＋ ＋ ＋ QR
n054 3 怠い・弛い [だる]い・[たる]い H2 ＋ ＋ ＋ NR
n055 3 近い [ち]かい H1 ＋ ＋ ＋ QR
n056 3 小さい [ちさ]い H2 ＋ ＋ ＋ QR
n057 3 小まい [ち]まい H1 ＋ ＋ － N
n058 3 容易い [ちょろ]い H2 ＋ ＋ ＋ NR
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n059 3 強い [つ]よい H1 ＋ － ＋ R
n060 3 辛い [つら]い H2 ＋ － ＋ R
n061 3 大い [でか]い H2 ＋ ± － Q
n062 3 遠い [とー]い H2 ＋ － ＋ R
n063 3 鈍い [とろ]い H2 ＋ ＋ ＋ NR
n064 3 長い [な]がい H1 ＋ ＋ ＋ NR
n065 3 苦い [に]がい H1 ＋ ＋ ＋ NR
n066 3 憎い [にく]い H2 ＋ ＋ ＋ QR
n067 3 鈍い [にぶ]い H2 ＋ － ＋ R
n068 3 温い [ぬ]くい H1 ＋ ＋ ＋ QR
n069 3 温い [ぬ]るい H1 ＋ ＋ ＋ NR
n070 3 粘い [ね]ばい H1 ＋ ＋ ＋ NR
n071 3 眠い [ねむ]い H2 ＋ － ＋ R
n072 3 鈍い [のろ]い H2 ＋ ＋ ＋ NR
n073 3 汚い [ばば]い H2 ＋ ＋ ＋ R
n074 3 陶磁器等破損傾向い [はそ]い H2 ＋ － ＋ R
n075 3 早い・速い [は]やい H1 ＋ － ＋ R
n076 3 低い [ひ]くい H1 ＋ ＋ ＋ QR
n077 3 酷い [ひど]い H2 ＋ － ＋ R
n078 3 冷やい [ひ]やい H1 ＋ ＋ ＋ NR
n079 3 細長い [ひょろ]い H2 ＋ ＋ ＋ NR
n080 3 広い [ひ]ろい H1 ＋ ＋ ＋ R
n081 3 深い [ふ]かい H1 ＋ ＋ ＋ QR
n082 3 太い [ふ]とい H1 ＋ ＋ ＋ QR
n083 3 古い [ふ]るい H1 ＋ ＋ ＋ NR
n084 3 欲しい [ほ]しい H1    
n085 3 細い [ほ]そい H1 ＋ ＋ ＋ QR
n086 3 古い・儲い [ぼ]ろい H1 ＋ ＋ ＋ NR
n087 3 不味い [まず]い H2 ＋ － ＋ R
n088 3 弱い [また]い H2 ＋ ＋ ＋ QR
n089 3 丸い [まる]い H2 ＋ ＋ ＋ NR
n090 3 短い [みぞ]い H2 ＋ ＋ ＋ NR
n091 3 見好い [みよ]い H2 ＋ － ＋ R
n092 3 惨い [む]ごい H1 ＋ － ＋ R
n093 3 不潔い [むさ]い H2 ＋ － ＋ R
n094 3 脆い [もろ]い H2 ＋ － ＋ R
n095 3 易い・廉い [や]すい H1 ＋ ＋ ＋ QR
n096 3 危険い [やば]い H2    
n097 3 柔い [やお]い H2 ＋ ＋ ＋ NR
n098 3 柔い [やわ]い H2 ＋ ＋ ＋ NR
n099 3 緩い [ゆる]い H2 ＋ ＋ ＋ NR
n100 3 弱い [よ]わい H1 ＋ ＋ ＋ NR
n101 3 若い [わ]かい H1 ＋ ＋ ＋ QR
n102 3 悪い [わ]るい H1 ＋ － ＋ R
n103 4 敢え無い [あえな]い H3 － － ＋ 
n104 4 明るい [あかる]い H3 ＋ － ＋ R
n105 4 あくどい [あくど]い H3    
n106 4 あざとい [あざと]い H3    
n107 4 危ない [あぶな]い H3 － － ＋ 
n108 4 危うい [あやう]い H3 － － ＋ 
n109 4 怪しい [あやし]い H3    
n110 4 厳つい [いかつ]い H3    
n111 4 寝聡い [いざと]い H3    
n112 4 愛しい [いとし]い H3 ＋ － ＋ R
n113 4 卑しい [いやし]い H3    
n114 4 色濃い [いろこ]い H3    
n115 4 色良い [いろよ]い H3 ＋ － ＋ R
n116 4 煩い [うるさ]い H3    
n117 4 嬉しい [うれし]い H3 ＋ － ＋ R
n118 4 得難い [えがた]い H3 － － ＋ 
n119 4 美味しい お[いし]い L3A ＋ － ＋ R
n120 4 大きい [おーき]い H3 ＋ － ＋ R
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n121 4 雄々しい [おーし]い H3    
n122 4 可笑しい [おかし]い H3 ＋ － ＋ R
n123 4 お暗い お[くら]い L3A    
n124 4 小暗い [おぐら]い H3    
n125 4 幼い [おさな]い H3 ＋ － ＋ R
n126 4 お寒い お[さむ]い L3A    
n127 4 お高い お[たか]い L3A    
n128 4 大きい [おっき]い H3    
n129 4 生娘い お[ぼこ]い L3A    
n130 4 思しい [おぼし]い H3    
n131 4 重たい [おもた]い H3    
n132 4 御安い お[やす]い L3A    
n133 4 甲斐ない [かいな]い H3    
n134 4 賢い [かしこ]い H3 ＋ － ＋ R
n135 4 悲しい [かなし]い H3 ＋ － ＋ R
n136 4 か細い [かぼそ]い H3 ＋ － ＋ R
n137 4 がめつい [がめつ]い H3    
n138 4 か弱い [かよわ]い H3 ＋ － ＋ R
n139 4 可愛い [かわい]い H3 ＋ － ＋ R
n140 4 かわゆい [かわゆ]い H3    
n141 4 黄色い [きいろ]い H3 － － ＋ 
n142 4 気軽い [きがる]い H3 ＋ － ＋ R
n143 4 聞き良い [ききよ]い H3 ＋ － ＋ R
n144 4 汚い [きたな]い H3    
n145 4 気強い [きずよ]い H3 － － ＋ 
n146 4 気早い [きばや]い H3    
n147 4 厳しい [きびし]い H3 ＋ － ＋ R
n148 4 気まずい [きまず]い H3 ＋ － ＋ R
n149 4 気安い [きやす]い H3 ＋ － ＋ R
n150 4 着易い [きやす]い H3 ＋ － ＋ R
n151 4 気弱い [きよわ]い H3 ＋ － ＋ R
n152 4 際疾い [きわど]い H3    
n153 4 悔しい [くやし]い H3 ＋ － ＋ R
n154 4 苦しい [くるし]い H3 ＋ － ＋ R
n155 4 詳しい [くわし]い H3 ＋ － ＋ R
n156 4 気高い [けだか]い H3    
n157 4 気だるい [けだる]い H3 ＋ － ＋ R
n158 4 毛深い [けぶか]い H3    
n159 4 煙たい [けむた]い H3    
n160 4 険しい [けわし]い H3    
n161 4 恋しい [こいし]い H3 ＋ － ＋ R
n162 4 こそばい [こそば]い H3    
n163 4 小高い [こだか]い H3 ＋ － ＋ R
n164 4 細かい [こまか]い H3 ＋ － ＋ R
n165 4 こよない [こよな]い H3    
n166 4 冴えない [さえな]い H3    
n167 4 賢しい [さかし]い H3    
n168 4 意地悪い [さがな]い H3    
n169 4 寂しい [さびし]い H3 ＋ － ＋ R
n170 4 さもしい [さもし]い H3    
n171 4 四角い [しかく]い H3    
n172 4 しがない [しがな]い H3    
n173 4 親しい [したし]い H3 ＋ － ＋ R
n174 4 しつこい [しつこ]い H3    
n175 4 為づらい [しずら]い H3    
n176 4 為にくい [しにく]い H3    
n177 4 しぶとい [しぶと]い H3    
n178 4 術無い [じゅつな]い・[ずつな]い H3  
n179 4 心労い し[んど]い L3A    
n180 4 少ない [すくな]い H3 ＋ ＋ ＋ QR
n181 4 素気無い [すげな]い H3    
n182 4 涼しい [すずし]い H3 ＋ － ＋ R
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n183 4 酸っぱい [すっぱ]い H3    
n184 4 素早い [すばや]い H3    
n185 4 ず太い [ずぶと]い H3    
n186 4 すべない [すべな]い H3    
n187 4 済まない [すまな]い H3    
n188 4 住み良い [すみよ]い H3 ＋ － ＋ R
n189 4 鋭い [するど]い H3    
n190 4 切ない [せつな]い H3 ＋ － ＋ R
n191 4 是非ない ぜ[ひな]い L3A    
n192 4 忙しい [せわし]い H3    
n193 4 詮無い [せんな]い H3    
n194 4 正しい [ただし]い H3 ＋ － ＋ R
n195 4 尊い [たっと]い H3    
n196 4 楽しい [たのし]い H3 ＋ － ＋ R
n197 4 容易い [たやす]い H3 ＋ － ＋ R
n198 4 足らない [たらな]い H3    
n199 4 足りない [たりな]い H3    
n200 4 小さい [ちーさ]い H3 ＋ － ＋ R
n201 4 近しい [ちかし]い H3    
n202 4 ちっこい [ちっこ]い H3 ＋ － ＋ R
n203 4 ちっちゃい [ちっちゃ]い, ちっ[ちゃ]い H3, L3B  
n204 4 茶色い ちゃ[いろ]い L3A    
n205 4 陳腐い [ちゃっち]い H3 ＋ － ＋ R
n206 4 拙い [つたな]い H3    
n207 4 倹しい [つまし]い H3 ＋ － ＋ R
n208 4 冷たい [つめた]い H3 ＋ － ＋ R
n209 4 つれない [つれな]い H3    
n210 4 手厚い [てあつ]い H3    
n211 4 手荒い [てあら]い H3    
n212 4 手痛い [ていた]い H3    
n213 4 体良い [ていよ]い H3    
n214 4 手堅い [てがた]い H3    
n215 4 手軽い [てがる]い, て[がる]い H3, L3A  
n216 4 手強い [てごわ]い, て[ごわ]い H3, L3A  
n217 4 でっかい [でっか]い H3 － － ＋ 
n218 4 手強い [てずよ]い, て[ずよ]い H3, L3A  
n219 4 手ぬるい [てぬる]い H3 ＋ － ＋ R
n220 4 手早い [てばや]い H3    
n221 4 手酷い [てひど]い H3    
n222 4 手広い [てびろ]い H3    
n223 4 尊い [とーと]い H3    
n224 4 ど偉い [どえら]い H3    
n225 4 どぎつい [どぎつ]い H3    
n226 4 どでかい [どでか]い H3    
n227 4 乏しい [とぼし]い H3    
n228 4 乏しい [ともし]い H3    
n229 4 名高い [なだか]い H3    
n230 4 ならない [ならな]い H3 － － ＋ 
n231 4 似気無い [にげな]い H3    
n232 4 ねちこい [ねちこ]い H3    
n233 4 根強い [ねずよ]い, ね[ずよ]い H3, L3A  
n234 4 根深い [ねぶか]い, ね[ぶか]い H3, L3A  
n235 4 眠たい [ねむた]い H3    
n236 4 の太い [のぶと]い H3    
n237 4 儚い [はかな]い H3 ＋ － ＋ R
n238 4 歯痒い [はがゆ]い H3 － － ＋ 
n239 4 激しい [はげし]い H3    
n240 4 鋭敏い [はしか]い H3    
n241 4 久しい [ひさし]い H3 ＋ － ＋ R
n242 4 ひだるい [ひだる]い H3    
n243 4 等しい [ひとし]い H3    
n244 4 ひもじい [ひもじ]い H3    
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n245 4 冷こい [ひやこ]い H3    
n246 4 ひ弱い [ひよわ]い H3 ＋ － ＋ R
n247 4 平たい [ひらた]い H3 ＋ － ＋ R
n248 4 分厚い [ぶあつ]い H3 ＋ － ＋ R
n249 4 程好い [ほどよ]い H3    
n250 4 間が良い [まが]え[ー H0.L0    
n251 4 貧しい [まずし]い H3 ＋ － ＋ R
n252 4 間近い [まじか]い H3 ＋ － ＋ R
n253 4 間遠い [まどー]い H3    
n254 4 目映い [まばゆ]い H3 ＋ － ＋ R
n255 4 眩しい [まぶし]い H3    
n256 4 丸こい [まるこ]い H3 ＋ ＋ ＋ NR
n257 4 身軽い [みがる]い H3 ＋ － ＋ R
n258 4 短い [みじか]い H3 ＋ － ＋ R
n259 4 見づらい [みずら]い H3    
n260 4 見にくい [みにく]い H3    
n261 4 醜い [みにく]い H3    
n262 4 見目良い [みめよ]い H3    
n263 4 見やすい [みやす]い H3    
n264 4 空しい [むなし]い H3 ＋ － ＋ R
n265 4 無理ない [む]り[な]い H1.H1 － － ＋ 
n266 4 目ざとい [めざと]い H3    
n267 4 目出度い [めでた]い H3 ＋ － ＋ R
n268 4 目ぼしい [めぼし]い H3    
n269 4 女々しい [めめし]い H3    
n270 4 面倒い [めんど]い H3    
n271 4 物憂い [ものう]い H3 ＋ － ＋ R
n272 4 優・易しい [やさし]い H3 ＋ － ＋ R
n273 4 疚しい [やまし]い H3    
n274 4 柔りこい [やりこ]い H3    
n275 4 床しい [ゆかし]い H3 ＋ － ＋ R
n276 4 由々しい [ゆゆし]い H3    
n277 4 余儀無い [よぎな]い H3    
n278 4 由無い よ[しな]い L3A    
n279 4 宜しい [よろし]い H3    
n280 4 凛々しい [りりし]い H3    
n281 4 訳無い わ[けな]い L3A    
n282 4 侘しい [わびし]い H3 ＋ － ＋ R
n283 4 理無い [わりな]い H3    
n284 5 相近い あ[いち]かい L3A    
n285 5 愛らしい あ[いらし]い L4A － － ＋ 
n286 5 青臭い [あおくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n287 5 青黒い [あおぐろ]い H4 ＋ － ＋ R
n288 5 青白い [あおじろ]い H4 ＋ － ＋ R
n289 5 青っぽい [あおっぽ]い H4 ＋ ＋ ＋ R
n290 5 垢臭い [あかくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n291 5 赤黒い [あかぐろ]い H4 ＋ － ＋ R
n292 5 飽きっぽい [あきっぽ]い H4 ＋ － ＋ R
n293 5 飽き易い [あきやす]い H4 ＋ － ＋ R
n294 5 浅黒い [あさぐろ]い H4 ＋ － ＋ R
n295 5 浅ましい [あさまし]い H4    
n296 5 味気無い [あじけな]い H4 ＋ － ＋ R
n297 5 汗臭い あ[せくさ]い L4A ＋ － ＋ R
n298 5 温・暖かい [あたたか]い H4 － － ＋ 
n299 5 婀娜っぽい [あだっぽ]い H4    
n300 5 新しい [あたらし]い H4 － － ＋ 
n301 5 呆気ない [あっけな]い H4    
n302 5 暖かい [あったか]い H4 ＋ － ＋ R
n303 5 あどけない [あどけな]い H4 ＋ － ＋ R
n304 5 阿呆臭い あ[ほくさ]い L4A ＋ － ＋ R
n305 5 阿呆らしい あ[ほらし]い L4A ＋ ＋ ＋ Q
n306 5 甘辛い [あまから]い H4 ＋ － ＋ R
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n307 5 甘ちょろい [あまちょろ]い H4 ＋ － ＋ R
n308 5 荒くたい [あらくた]い H4 － － ＋ 
n309 5 荒っぽい [あらっぽ]い H4    
n310 5 有難い [ありがた]い H4 ＋ － ＋ R
n311 5 言い難い [いいがた]い H4 ＋ － ＋ R
n312 5 言いにくい [いいにく]い H4 － － ＋ 
n313 5 厳めしい [いかめし]い H4    
n314 5 寝穢い [いぎたな]い H4    
n315 5 意気地無い [いくじな]い H4    
n316 5 潔い [いさぎよ]い H4 ＋ － ＋ R
n317 5 勇ましい [いさまし]い H4    
n318 5 いじましい [いじまし]い H4    
n319 5 意地らしい [いじらし]い H4    
n320 5 意地悪い [いじわる]い H4 ＋ － ＋ R
n321 5 忙しい [いそがし]い H4    
n322 5 磯臭い [いそくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n323 5 痛痒い [いたがゆ]い H4 ＋ － ＋ R
n324 5 痛ましい [いたまし]い H4    
n325 5 労しい [いたわし]い H4    
n326 5 いち早い [いちはや]い H4 － － ＋ 
n327 5 愛おしい [いとーし]い H4 ＋ － ＋ R
n328 5 稚い [いとけな]い H4    
n329 5 厭わしい [いとわし]い H4    
n330 5 否めない [いなめな]い H4 － － ＋ 
n331 5 訝しい [いぶかし]い H4    
n332 5 忌まわしい [いまわし]い H4    
n333 5 厭らしい [いやらし]い H4    
n334 5 色白い [いろじろ]い H4 ＋ － ＋ R
n335 5 色っぽい [いろっぽ]い H4 ＋ － ＋ R
n336 5 いわけない [いわけな]い H4    
n337 5 謂われない [いわれな]い H4 － － ＋ 
n338 5 薄青い [うすあお]い H4 ＋ － ＋ R
n339 5 薄赤い [うすあか]い H4 ＋ － ＋ R
n340 5 薄甘い [うすあま]い H4 ＋ － ＋ R
n341 5 薄暗い [うすぐら]い H4 ＋ － ＋ R
n342 5 薄黒い [うすぐろ]い H4 ＋ － ＋ R
n343 5 薄寒い [うすざむ]い H4 ＋ － ＋ R
n344 5 薄白い [うすじろ]い H4 ＋ － ＋ R
n345 5 堆い [うずたか]い H4 ＋ － ＋ R
n346 5 美しい [うつくし]い H4 － － ＋ 
n347 5 疎ましい [うとまし]い H4    
n348 5 恨めしい [うらめし]い H4    
n349 5 うら若い [うらわか]い H4 ＋ － ＋ R
n350 5 麗しい [うるわし]い H4    
n351 5 えげつない [えげつな]い H4    
n352 5 縁遠い え[んどー]い L4A    
n353 5 遠慮ない [えんりょな]い H4 － － ＋ 
n354 5 奥深い お[くふか]い L4A ＋ － ＋ R
n355 5 惜しみ無い [おしみな]い H4 ＋ － ＋ R
n356 5 おぞましい [おぞまし]い H4    
n357 5 恐ろしい [おそろし]い H4 ＋ － － Q
n358 5 大人しい お[となし]い L4A ＋ － ＋ R
n359 5 お目出度い お[めでた]い L4A    
n360 5 面白い [おもしろ]い H4 ＋ － ＋ R
n361 5 面映い [おもはゆ]い H4 ＋ － ＋ R
n362 5 思わしい [おもわし]い H4    
n363 5 愚かしい [おろかし]い H4    
n364 5 書きにくい [かきにく]い H4 － － ＋ 
n365 5 限り無い [かぎりな]い H4 － － ＋ 
n366 5 馨しい [かぐわし]い H4    
n367 5 姦しい [かしまし]い H4    
n368 5 数多い か[ずおー]い L4A    
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n369 5 かっこいい [かっこい]い H4 － － ＋ 
n370 5 かったるい [かったる]い H4 ＋ － ＋ R
n371 5 金臭い [かなくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n372 5 黴臭い [かびくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n373 5 軽っぽい [かるっぽ]い H4 ＋ ＋ ＋ NR
n374 5 頑是無い が[んぜな]い L4A    
n375 5 甲高い か[んだか]い L4A ＋ － ＋ R
n376 5 芳しい [かんばし]い H4 － － ＋ 
n377 5 聞き辛い [ききずら]い H4    
n378 5 聞き難い [ききにく]い H4    
n379 5 ぎこちない [ぎこちな]い H4    
n380 5 気障っぽい き[ざっぽ]い L4A    
n381 5 気ぜわしい [きぜわし]い H4    
n382 5 きな臭い [きなくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n383 5 気味悪い [きみわる]い H4 ＋ － ＋ R
n384 5 気持ち良い [きもちよ]い, [きもち]え[ー H4, H0.L0 － － ＋ 
n385 5 御し易い ぎょ[しやす]い L4A － － ＋ 
n386 5 義理堅い [ぎりがた]い H4 ＋ － ＋ R
n387 5 草深い [くさぶか]い H4 ＋ － ＋ R
n388 5 下だらない [くだらな]い H4 ＋ － ＋ R
n389 5 口重い [くちおも]い H4    
n390 5 口堅い [くちがた]い H4    
n391 5 口軽い [くちがる]い H4 ＋ － ＋ R
n392 5 愚痴っぽい ぐ[ちっぽ]い L4A ＋ － ＋ R
n393 5 狂おしい [くるおし]い H4    
n394 5 狂わしい [くるわし]い H4    
n395 5 黒っぽい [くろっぽ]い H4 ＋ ＋ ＋ NR
n396 5 けち臭い [けちくさ]い H4 ＋ ＋ ＋ QR
n397 5 煙ったい [けむった]い H4 － － ＋ 
n398 5 元気良い [げんきよ]い, [げ]んきえ[ー H4, H1.L0   
n399 5 香ばしい [こーばし]い H4 － － ＋ 
n400 5 小うるさい [こうるさ]い H4    
n401 5 小汚ない [こぎたな]い H4 ＋ － ＋ R
n402 5 小気味良い [こきみよ]い, [こきみ]え[ー H4, H0.L0 － － ＋ 
n403 5 焦げ臭い [こげくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n404 5 心地好い [ここちよ]い H4 ＋ － ＋ R
n405 5 心無い [こころな]い H4    
n406 5 快い [こころよ]い H4 ＋ － ＋ R
n407 5 小賢しい [こざかし]い H4    
n408 5 小忙しい [こぜわし]い H4    
n409 5 こそばゆい [こそばゆ]い H4    
n410 5 こっ酷い [こっぴど]い H4 ＋ － ＋ R
n411 5 好ましい [このまし]い H4 － － ＋ 
n412 5 ゴム臭い [ごむくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n413 5 避け難い [さけがた]い H4 ＋ － ＋ R
n414 5 酒臭い [さけくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n415 5 様はない [ざ]まわ[な]い H1.H1    
n416 5 冷め易い [さめやす]い H4 ＋ － ＋ R
n417 5 去り難い [さりがた]い H4 ＋ － ＋ R
n418 5 然り気無い [さりげな]い H4 ＋ － ＋ R
n419 5 騒がしい [さわがし]い H4    
n420 5 塩辛い [しおから]い H4 ＋ － ＋ R
n421 5 しおらしい [しおらし]い H4    
n422 5 仕方無い [しかたな]い H4 － － ＋ 
n423 5 爺むさい [じじむさ]い H4 ＋ － ＋ R
n424 5 慕わしい [したわし]い H4    
n425 5 しつっこい [しつっこ]い H4 ＋ － ＋ R
n426 5 しどけない [しどけな]い H4    
n427 5 忍びない [しのびな]い H4 － － ＋ 
n428 5 慈悲深い じ[ひぶか]い L4A ＋ － ＋ R
n429 5 湿っぽい [しめっぽ]い H4 ＋ － ＋ R
n430 5 邪魔くさい [じゃまくさ]い H4 ＋ － ＋ R
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n431 5 しゃらくさい [しゃらくさ]い H4    
n432 5 仕様がない [しょーがな]い H4    
n433 5 如才無い [じょさいな]い H4    
n434 5 思慮深い [しりょぶか]い H4 ＋ － ＋ R
n435 5 じれったい [じれった]い H4 ＋ － ＋ R
n436 5 白っぽい [しろっぽ]い H4 ＋ ＋ ＋ R
n437 5 末永い [すえなが]い H4 ＋ － ＋ R
n438 5 凄まじい [すさまじ]い H4    
n439 5 すばしこい [すばしこ]い H4    
n440 5 素晴らしい [すばらし]い H4    
n441 5 滑っこい [すべっこ]い H4 ＋ － ＋ R
n442 5 住みにくい [すみにく]い H4 ＋ － ＋ R
n443 5 世知辛い [せちがら]い H4 ＋ － ＋ R
n444 5 狭っこい [せまっこ]い H4 ＋ ＋ ＋ NR
n445 5 忙しない [せわしな]い H4    
n446 5 造作無い [ぞーさな]い H4    
n447 5 俗っぽい [ぞくっぽ]い H4 ＋ － ＋ R
n448 5 そぐわない [そぐわな]い H4    
n449 5 素っ気ない [そっけな]い H4 － － ＋ 
n450 5 たあい無い た[ーいな]い L4A    
n451 5 大事無い [だいじな]い H4    
n452 5 耐え難い [たえがた]い H4 ＋ － ＋ R
n453 5 絶え間ない [たえまな]い H4 － － ＋ 
n454 5 類ない [たぐいな]い H4 － － ＋ 
n455 5 逞しい [たくまし]い H4    
n456 5 断ち難い [たちがた]い H4 ＋ － ＋ R
n457 5 頼もしい [たのもし]い H4 － － ＋ 
n458 5 たまらない [たまらな]い H4 ＋ － ＋ R
n459 5 頼り無い た[よりな]い L4A ＋ － ＋ R
n460 5 だらし無い [だらしな]い H4    
n461 5 違い無い [ちがいな]い H4    
n462 5 力ない [ちからな]い H4 － － ＋ 
n463 5 乳臭い ち[ちくさ]い L4A ＋ － ＋ R

n464 5 調子良い [ちょーしよ]い, 
[ちょーし]え[ー

H4, 
H0.L0 － － ＋  

n465 5 土臭い [つちくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n466 5 恙無い [つつがな]い H4    
n467 5 慎ましい [つつまし]い H4    
n468 5 詰まらない [つまらな]い H4 ＋ － ＋ R
n469 5 つまんない [つまんな]い H4    
n470 5 罪がない つ[みがな]い L4A － － ＋ 
n471 5 罪深い つ[みぶか]い L4A ＋ － ＋ R
n472 5 艶っぽい [つやっぽ]い H4 ＋ － ＋ R
n473 5 面憎い [つらにく]い H4    
n474 5 手厳しい [てきびし]い H4    
n475 5 照れ臭い [てれくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n476 5 どす黒い [どすぐろ]い H4 ＋ － ＋ R
n477 5 とめどない [とめどな]い H4    
n478 5 とろ臭い [とろくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n479 5 泥臭い [どろくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n480 5 泥深い [どろぶか]い H4    
n481 5 鈍臭い [どんくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n482 5 中高い な[かだか]い L4A ＋ － ＋ R
n483 5 長細い [ながぼそ]い, な[がぼそ]い H4, L4A ＋ － ＋ R
n484 5 情け無い [なさけな]い H4 － － ＋ 
n485 5 懐かしい [なつかし]い H4 － － ＋ 
n486 5 何気無い な[にげな]い L4A ＋ － ＋ R
n487 5 生臭い [なまぐさ]い H4 ＋ － ＋ R
n488 5 生温い [なまぬる]い H4 ＋ － ＋ R
n489 5 悩ましい [なやまし]い H4 ＋ － ＋ R
n490 5 並び無い [ならびな]い H4    
n491 5 似合わしい [にあわし]い H4    
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n492 5 賑わしい [にぎわし]い H4    
n493 5 憎らしい [にくらし]い H4    
n494 5 にべもない [に]べも[な]い H1.H1    
n495 5 抜き難い ぬ[きがた]い L4A ＋ － ＋ R
n496 5 願わしい [ねがわし]い H4    
n497 5 寝苦しい [ねぐるし]い H4    
n498 5 妬ましい [ねたまし]い H4    
n499 5 ねちっこい [ねちっこ]い H4 ＋ － ＋ R
n500 5 ねつっこい [ねつっこ]い H4    
n501 5 熱っぽい [ねつっぽ]い H4 ＋ － ＋ R
n502 5 粘っこい [ねばっこ]い H4 ＋ － ＋ R
n503 5 望ましい [のぞまし]い H4 － － ＋ 
n504 5 飲みにくい [のみにく]い H4 － － ＋ 
n505 5 のろくさい [のろくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n506 5 呪わしい [のろわし]い H4    
n507 5 ばか臭い ば[かくさ]い L4A ＋ － ＋ R
n508 5 馬鹿でかい ば[かでか]い L4A ＋ － ＋ R
n509 5 馬鹿らしい ば[からし]い L4A ＋ ＋ － Q
n510 5 端たない [はしたな]い H4 ＋ － ＋ R
n511 5 恥ずかしい [はずかし]い H4 － － ＋ 
n512 5 バタ臭い [ばたくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n513 5 肌寒い は[だざむ]い L4A ＋ － ＋ R
n514 5 果てし無い [はてしな]い H4 ＋ － ＋ R
n515 5 ばばっちい ば[ばっち]い L4A － － ＋ 
n516 5 幅広い [はばひろ]い H4 ＋ － ＋ R
n517 5 腹黒い [はらぐろ]い H4 ＋ － ＋ R
n518 5 人臭い [ひとくさ]い H4    
n519 5 冷やっこい [ひやっこ]い H4 ＋ － ＋ R
n520 5 ひょろ高い [ひょろたか]い H4 ＋ － ＋ R
n521 5 ひょろ長い [ひょろなが]い H4 ＋ － ＋ R
n522 5 不甲斐ない [ふがいな]い H4    
n523 5 相応しい [ふさわし]い H4 － － ＋ 
n524 5 古臭い [ふるくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n525 5 古っぽい [ふるっぽ]い H4 ＋ ＋ ＋ R
n526 5 誇らしい [ほこらし]い H4    
n527 5 細長い [ほそなが]い H4 ＋ － ＋ R
n528 5 程近い [ほどちか]い H4 ＋ － ＋ R
n529 5 程遠い [ほどとー]い H4    
n530 5 骨っぽい [ほねっぽ]い H4 ＋ － ＋ R
n531 5 仄暗い [ほのぐら]い H4 ＋ － ＋ R
n532 5 ほの白い [ほのじろ]い H4 ＋ － ＋ R
n533 5 ほろ苦い [ほろにが]い H4 ＋ － ＋ R
n534 5 間が悪い [まがわ]るい H3    
n535 5 又と無い [ま]たとない, [ま]たと[な]い H1, H1.H1   
n536 5 真黒い [まっ]くろい H2 ＋ － ＋ R
n537 5 真っ青い [まっ]さおい H2 ＋ － ＋ R
n538 5 真っ白い [まっ]しろい H2 ＋ － ＋ R
n539 5 丸っこい [まるっこ]い H4 ＋ ＋ ＋ NR
n540 5 丸っぽい [まるっぽ]い H4 ＋ ＋ ＋ NR
n541 5 真ん丸い ま[んまる]い L4A ＋ － ＋ R
n542 5 見苦しい [みぐるし]い H4    
n543 5 水臭い [みずくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n544 5 水っぽい [みずっぽ]い H4 ＋ － ＋ R
n545 5 耳聡い [みみざと]い H4    
n546 5 みみっちい [みみっち]い H4    
n547 5 耳遠い [みみどー]い H4    
n548 5 蒸し暑い [むしあつ]い H4 ＋ － ＋ R
n549 5 虫が良い [む]しがえー, [む]しがえ[ー H1, H1.L0  
n550 5 難しい [むずかし]い H4    
n551 5 むず痒い [むずがゆ]い H4 ＋ － ＋ R
n552 5 難しい [むつかし]い H4    
n553 5 睦まじい [むつまじ]い H4    
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n554 5 目がかたい め[がかた]い L4A    
n555 5 目覚ましい [めざまし]い H4    
n556 5 珍しい [めずらし]い H4    
n557 5 もどかしい [もどかし]い H4 － － ＋ 
n558 5 物凄い [ものすご]い H4 ＋ － ＋ R
n559 5 喧しい [やかまし]い H4    
n560 5 安っぽい や[すっぽ]い L4A ＋ － ＋ R
n561 5 脂臭い [やにくさ]い H4 ＋ － ＋ R
n562 5 野暮臭い や[ぼくさ]い L4A ＋ － ＋ R
n563 5 野暮ったい や[ぼった]い L4A ＋ － ＋ R
n564 5 山深い [やまぶか]い H4 ＋ － ＋ R
n565 5 止み難い [やみがた]い H4 ＋ － ＋ R
n566 5 ややこしい [ややこし]い H4    
n567 5 やりづらい [やりずら]い H4 ＋ － ＋ R
n568 5 やりにくい [やりにく]い H4 ＋ － ＋ R
n569 5 遣る瀬無い [やるせな]い H4 ＋ － ＋ R
n570 5 柔らかい [やわらか]い H4 ＋ ＋ ＋ NR
n571 5 揺るぎ無い [ゆるぎな]い H4 ＋ － ＋ R
n572 5 欲深い [よくぶか]い H4 ＋ － ＋ R
n573 5 淀みない [よどみな]い H4 ＋ － ＋ R
n574 5 余念無い よ[ねんな]い L4A    
n575 5 呼びにくい [よびにく]い H4 ＋ － ＋ R
n576 5 読みにくい [よみにく]い H4 ＋ － ＋ R
n577 5 読み易い [よみやす]い H4 ＋ － ＋ R
n578 5 弱っぽい [よわっぽ]い H4 ＋ ＋ ＋ NR
n579 5 らちもない [ら]ちも[な]い H1.H1    
n580 5 分かり良い [わかりよ]い H4 ＋ － ＋ R
n581 6 相容れない あ[いいれな]い L5A    
n582 6 愛くるしい [あいくるし]い H5 － － ＋ 
n583 6 相等しい あ[いひとし]い L5A    
n584 6 青黄色い [あおぎいろ]い H5 ＋ － ＋ R
n585 6 赤黄色い [あかぎいろ]い H5 ＋ － ＋ R
n586 6 飽き足りない あ[きたりな]い L5A ＋ － ＋ R
n587 6 厚かましい [あつかまし]い H5 － － ＋ 
n588 6 暑苦しい [あつくるし]い H5 － － ＋ 
n589 6 厚ぼったい [あつぼった]い H5 ＋ － ＋ R
n590 6 危な気無い [あぶなげな]い H5 ＋ － ＋ R
n591 6 脂っこい [あぶらっこ]い H5 ＋ － ＋ R
n592 6 甘酸っぱい [あまずっぱ]い H5 ＋ － ＋ R
n593 6 甘ったるい [あまったる]い H5 ＋ － ＋ R
n594 6 甘っちょろい [あまっちょろ]い H5 ＋ － ＋ R
n595 6 荒々しい [あらあらし]い H5    
n596 6 有られもない [あられ]も[な]い H3.H1    
n597 6 歩きにくい あ[るきにく]い L5A ＋ － ＋ R
n598 6 慌ただしい [あわただし]い H5    
n599 6 哀れっぽい [あわれっぽ]い H5 ＋ － ＋ R
n600 6 言い甲斐ない [いーがいな]い H5 － － ＋ 
n601 6 如何わしい [いかがわし]い H5    
n602 6 いがらっぽい [いがらっぽ]い H5 ＋ － ＋ R
n603 6 息苦しい い[きぐるし]い L5A    
n604 6 意気地がない [い]くじが[な]い H1.H1    
n605 6 幾久しい い[くひさし]い L5A ＋ － ＋ R
n606 6 意地汚い [いじきたな]い H5 ＋ － ＋ R
n607 6 いたいけない [いたいけな]い H5 ＋ － ＋ R
n608 6 痛々しい [いたいたし]い H5    
n609 6 著しい [いちじるし]い H5 － － ＋ 
n610 6 田舎臭い [いなかくさ]い H5 ＋ － ＋ R
n611 6 忌々しい [いまいまし]い H5    
n612 6 今めかしい い[まめかし]い L5A    
n613 6 苛立たしい [いらだたし]い H5    
n614 6 陰気臭い いん[きくさ]い L5B ＋ － ＋ R
n615 6 初々しい [ういういし]い H5    
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n616 6 胡散臭い [うさんくさ]い H5 ＋ － ＋ R
n617 6 後ろ暗い う[しろぐら]い L5A ＋ － ＋ R
n618 6 後ろめたい う[しろめた]い L5A ＋ － ＋ R
n619 6 薄明るい [うすあかる]い H5 ＋ － ＋ R
n620 6 薄汚ない [うすぎたな]い H5 ＋ － ＋ R
n621 6 薄っぺらい う[すっぺら]い L5A ＋ － ＋ R
n622 6 薄ら寒い [うすらざむ]い H5 ＋ － ＋ QR
n623 6 疑わしい [うたがわし]い H5    
n624 6 鬱陶しい [うっとーし]い H5    
n625 6 疎々しい [うとうとし]い H5    
n626 6 恭しい [うやうやし]い H5    
n627 6 うら悲しい [うらがなし]い H5 － － ＋ 
n628 6 うら寂しい [うらさびし]い H5 － － ＋ 
n629 6 恨みっぽい [うらみっぽ]い H5 ＋ － ＋ R
n630 6 羨ましい [うらやまし]い H5 － － ＋ 
n631 6 遠慮のない [えんりょのな]い H5 ＋ － ＋ R
n632 6 遠慮深い [えんりょぶか]い H5 ＋ － ＋ R
n633 6 犯し難い [おかしがた]い H5 ＋ － ＋ R
n634 6 奥ゆかしい お[くゆかし]い L5A    
n635 6 おこがましい [おこがまし]い H5    
n636 6 怒りっぽい [おこりっぽ]い H5 ＋ － ＋ R
n637 6 恐れ多い [おそれおー]い H5    
n638 6 男臭い [おとこくさ]い H5 ＋ － ＋ R
n639 6 男っぽい [おとこっぽ]い H5 ＋ － ＋ R
n640 6 男らしい [おとこらし]い H5 ＋ － ＋ R
n641 6 おとな気無い お[となげな]い L5A ＋ － ＋ R
n642 6 同じっぽい [おなじっぽ]い H5 ＋ ＋ ＋ NR
n643 6 同じらしい [おなじらし]い H5 ＋ ＋ － N
n644 6 夥しい [おびただし]い H5    
n645 6 覚束無い [おぼつかな]い H5 ＋ － ＋ R
n646 6 重々しい [おもおもし]い H5 － － ＋ 
n647 6 重苦しい [おもくるし]い H5 － － ＋ 
n648 6 お安くない お[やす]く[な]い L3A.H1 － － ＋ 
n649 6 及び難い [およびがた]い H5 ＋ － ＋ R
n650 6 女らしい [おんならし]い H5 ＋ － ＋ R
n651 6 甲斐甲斐しい [かいがいし]い H5    
n652 6 香り高い [かおりたか]い H5 ＋ － ＋ R
n653 6 輝かしい [かがやかし]い H5 － － ＋ 
n654 6 隠れもない か[くれ]も[な]い L3A.H1    
n655 6 掛け替えない か[けがえな]い L5A － － ＋ 
n656 6 堅苦しい [かたぐるし]い H5 － － ＋ 
n657 6 忝ない か[たじけな]い L5A ＋ － ＋ R
n658 6 角々しい [かどかどし]い H5 － － ＋ 
n659 6 囂しい [かまびすし]い H5    
n660 6 我慢強い [がまんずよ]い H5 ＋ － ＋ R
n661 6 軽々しい [かるがるし]い H5    
n662 6 カルキ臭い [かるきくさ]い H5 ＋ － ＋ R
n663 6 可愛らしい [かわいらし]い H5 － － ＋ 
n664 6 変わり易い [かわりやす]い H5 ＋ － ＋ R
n665 6 感じ易い [かんじやす]い H5 ＋ － ＋ R
n666 6 黄色っぽい [きいろっぽ]い H5 ＋ － ＋ R
n667 6 聞き苦しい [ききぐるし]い H5    
n668 6 汚らしい [きたならし]い H5 － － ＋ 
n669 6 忌憚のない [きたんのな]い H5 － － ＋ 
n670 6 気遣わしい [きずかわし]い H5    
n671 6 気恥ずかしい [きはずかし]い H5 － － ＋ 
n672 6 決まり悪い [きまりわる]い H5 ＋ － ＋ R
n673 6 気難しい [きむずかし]い H5    
n674 6 きめ細かい [きめこまか]い H5 ＋ － ＋ R
n675 6 気持ち悪い [きもちわる]い H5 ＋ － ＋ R
n676 6 仰々しい [ぎょーぎょーし]い H5    
n677 6 興味深い きょ[ーみぶか]い L5A    
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n678 6 窮まり無い [きわまりな]い H5    
n679 6 食足りない く[いたりな]い L5A － － ＋ 
n680 6 擽ったい [くすぐった]い H5 ＋ － ＋ R
n681 6 口うるさい [くちうるさ]い H5 ＋ － ＋ R
n682 6 口汚ない [くちぎたな]い H5 ＋ － ＋ R
n683 6 口さがない [くちさがな]い H5    
n684 6 口寂しい [くちさびし]い H5    
n685 6 屈託ない くっ[たくな]い L5B － － ＋ 
n686 6 くどくどしい [くどくどし]い H5    
n687 6 与し易い [く]み[しやす]い H1.H3    
n688 6 汚らわしい [けがらわし]い H5    
n689 6 けたたましい [けたたまし]い H5    
n690 6 けばけばしい [けばけばし]い H5    
n691 6 喧嘩早い [けんかばや]い H5 ＋ － ＋ R
n692 6 神々しい [こーごーし]い H5 － － ＋ 

n693 6 効率良い [こーりつよ]い,
[こーりつ]え[ー

H4,
H0.L0 － － ＋  

n694 6 心強い [こころずよ]い H5 ＋ － ＋ R
n695 6 心憎い [こころにく]い H5 ＋ － ＋ R
n696 6 心細い [こころぼそ]い H5 ＋ － ＋ R
n697 6 心安い [こころやす]い H5 ＋ － ＋ R
n698 6 こすっからい [こすっから]い H5 ＋ － ＋ R
n699 6 事々しい [ことごとし]い H5    
n700 6 子供っぽい [こどもっぽ]い H5 ＋ － ＋ R
n701 6 子供らしい [こどもらし]い H5 － － ＋ 
n702 6 小憎らしい [こにくらし]い H5    
n703 6 此の上無い [このうえな]い H5 － － ＋ 
n704 6 小難しい [こむずかし]い H5 － － ＋ 
n705 6 根気強い こ[んきずよ]い L5A ＋ － ＋ R
n706 6 寒々しい [さむざむし]い H5 － － ＋ 
n707 6 仕方がない [しかたがな]い H5 － － ＋ 
n708 6 嫉妬深い しっ[とぶか]い L5B ＋ － ＋ R
n709 6 仕様がない [しよーがな]い H5 － － ＋ 
n710 6 仕様もない [しよー]も[な]い H3.H1 － － ＋ 
n711 6 白々しい [しらじらし]い H5 － － ＋ 
n712 6 辛気臭い [しんきくさ]い H5 ＋ － ＋ R
n713 6 図々しい [ずーずーし]い H5    
n714 6 清々しい [すがすがし]い H5 － － ＋ 
n715 6 救い難い [すくいがた]い H5 ＋ － ＋ R
n716 6 すばしっこい [すばしっこ]い H5 ＋ － ＋ R
n717 6 狡賢い [ずるがしこ]い H5 ＋ － ＋ R
n718 6 石油臭い せ[きゆくさ]い L5A ＋ － ＋ R
n719 6 せせこましい [せせこまし]い H5 － － ＋ 
n720 6 狭苦しい [せまくるし]い H5 － － ＋ 
n721 6 騒々しい [そーぞーし]い H5    
n722 6 そそっかしい [そそっかし]い H5    
n723 6 空々しい そ[らぞらし]い L5A － － ＋ 
n724 6 猛々しい [たけだけし]い H5    
n725 6 だだっ広い [だだっぴろ]い H5 ＋ － ＋ R
n726 6 辿々しい [たどたどし]い H5    
n727 6 力強い [ちからずよ]い H5 ＋ － ＋ R
n728 6 血生臭い [ちなまぐさ]い H5 ＋ － ＋ R
n729 6 茶色っぽい ちゃ[いろっぽ]い L5A ＋ － ＋ R
n730 6 注意深い [ちゅーいぶか]い H5 ＋ － ＋ R
n731 6 調子が良い [ちょーしが]え[ー H0.L0    
n732 6 艶々しい [つやつやし]い H5    
n733 6 毒々しい [どくどくし]い H5 ＋ － － Q
n734 6 刺々しい [とげとげし]い H5    
n735 6 とてつもない [とてつ]も[な]い H3.H1 － － ＋ 
n736 6 とめどがない [とめ]どが[な]い H2.H1 － － ＋ 
n737 6 とんでもない [とんでもな]い H5    
n738 6 長たらしい [ながたらし]い H5 － － ＋ 
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n739 6 長っ細い な[がっぽそ]い L5A ＋ － ＋ R
n740 6 長々しい [ながながし]い H5 － － ＋ 
n741 6 嘆かわしい [なげかわし]い H5 － － ＋ 
n742 6 なごり惜しい [なごりおし]い H5    
n743 6 情け深い [なさけぶか]い H5 ＋ － ＋ R
n744 6 馴染み深い [なじみぶか]い H5 ＋ － ＋ R
n745 6 生っちょろい [なまっちょろ]い H5 ＋ － ＋ R
n746 6 生々しい [なまなまし]い H5 － － ＋ 
n747 6 生めかしい な[まめかし]い L5A    
n748 6 生易しい な[まやさし]い L5A － － ＋ 
n749 6 涙脆い [なみだもろ]い H5 ＋ － ＋ R
n750 6 馴れ馴れしい [なれなれし]い H5 － － ＋ 
n751 6 何でもない な[んでもな]い L5A － － ＋ 
n752 6 何にもない な[んに]も[な]い L3A.H1 － － ＋ 
n753 6 煮え切らない [にえきらな]い H5 ＋ － ＋ R
n754 6 苦々しい [にがにがし]い H5 － － ＋ 
n755 6 賑々しい [にぎにぎし]い H5 － － ＋ 
n756 6 憎たらしい [にくたらし]い H5 － － ＋ 
n757 6 憎々しい [にくにくし]い H5 － － ＋ 
n758 6 似つかわしい [につかわし]い H5    
n759 6 粘り強い [ねばりずよ]い H5 ＋ － ＋ R
n760 6 残り多い [のこりおー]い H5    
n761 6 映え映えしい [はえばえし]い H5    
n762 6 捗々しい [はかばかし]い H5    
n763 6 馬鹿馬鹿しい ば[かばかし]い L5A ＋ ＋ ＋ QR
n764 6 ばつが悪い [ばつがわ]るい H4 ＋ － ＋ R
n765 6 話しづらい [はなしずら]い H5 ＋ － ＋ R
n766 6 甚だしい [はなはだし]い H5 － － ＋ 
n767 6 華々しい [はなばなし]い H5 － － ＋ 
n768 6 腹立たしい [はらだたし]い H5 － － ＋ 
n769 6 晴れがましい [はれがまし]い H5 － － ＋ 
n770 6 晴れ晴れしい [はればれし]い H5 － － ＋ 
n771 6 腫れぼったい [はれぼった]い H5 ＋ － ＋ R
n772 6 人恋しい [ひとこいし]い H5 ＋ － ＋ R
n773 6 人懐こい [ひとなつこ]い H5 ＋ － ＋ R
n774 6 平べったい [ひらべった]い H5 ＋ － ＋ R
n775 6 腹蔵ない [ふくぞーな]い H5    
n776 6 福々しい [ふくぶくし]い H5 － － ＋ 
n777 6 ふてぶてしい [ふてぶてし]い H5 － － ＋ 
n778 6 古めかしい [ふるめかし]い H5 － － ＋ 
n779 6 便所臭い [べんじょくさ]い H5 ＋ － ＋ R
n780 6 他でもない ほ[かで]も[な]い L3A.H1 － － ＋ 
n781 6 他ならない ほ[かならな]い L5A    
n782 6 誇り高い [ほこりたか]い H5 ＋ － ＋ R
n783 6 埃っぽい [ほこりっぽ]い H5 ＋ － ＋ R
n784 6 ほの明るい [ほのあかる]い H5 ＋ － ＋ R
n785 6 微笑ましい ほ[ほえまし]い L5A － － ＋ 
n786 6 真新しい [まあたらし]い H5 － － ＋ 
n787 6 禍々しい [まがまがし]い H5    
n788 6 紛らわしい [まぎらわし]い H5 － － ＋ 
n789 6 まだるっこい [まだるっこ]い H5 ＋ － ＋ R
n790 6 間違いない [まちがいな]い H5 － － ＋ 
n791 6 待ち遠しい [まちどーし]い H5 － － ＋ 
n792 6 まめまめしい [まめまめし]い H5 － － ＋ 
n793 6 丸まっちい [まるまっち]い H5 － － ＋ 
n794 6 回りくどい [まわりくど]い H5 ＋ － ＋ R
n795 6 みすぼらしい [みすぼらし]い H5 － － ＋ 
n796 6 瑞々しい [みずみずし]い H5 － － ＋ 
n797 6 みっともない [みっともな]い H5 ＋ － ＋ R
n798 6 見逃せない [みのがせな]い H5 ＋ － ＋ R
n799 6 耳苦しい [みみぐるし]い H5    
n800 6 身も世もない [み]もよも[な]い H1.H1 － － ＋ 
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n801 6 惨たらしい [むごたらし]い H5 － － ＋ 
n802 6 むさ苦しい [むさくるし]い H5 － － ＋ 
n803 6 胸苦しい [むなぐるし]い H5 － － ＋ 
n804 6 目新しい [めあたらし]い H5 － － ＋ 
n805 6 滅多にない [めっ]たに[な]い H2.H1 － － ＋ 
n806 6 目まぐるしい [めまぐるし]い H5 － － ＋ 
n807 6 めんど臭い [めんどくさ]い H5 ＋ － ＋ R
n808 6 面目無い め[んぼくな]い L5A ＋ － ＋ R
n809 6 勿体無い [もったいな]い H5 ＋ － ＋ R
n810 6 物悲しい [ものがなし]い H5 ＋ － ＋ R
n811 6 物寂しい [ものさびし]い H5 ＋ － ＋ R
n812 6 物足りない [ものたりな]い H5 ＋ － ＋ R
n813 6 物見高い [ものみだか]い H5 ＋ － ＋ R
n814 6 物々しい [ものものし]い H5 － － ＋ 
n815 6 已むを得ない [やむおえな]い H5 ＋ － ＋ R
n816 6 遣り切れない [やりきれな]い H5 ＋ － ＋ R
n817 6 やるかたない [やるかたな]い H5 ＋ － ＋ R
n818 6 やんごとない [やんごとな]い H5 ＋ － ＋ R
n819 6 余所余所しい [よそよそし]い H5 － － ＋ 
n820 6 喜ばしい [よろこばし]い H5 － － ＋ 
n821 6 弱々しい [よわよわし]い H5 － － ＋ 
n822 6 理屈っぽい [りくつっぽ]い H5 ＋ － ＋ R
n823 6 分かりにくい [わかりにく]い H5 ＋ － ＋ R
n824 6 分かり易い [わかりやす]い H5 ＋ － ＋ R
n825 6 若々しい [わかわかし]い H5 － － ＋ 
n826 6 態とらしい [わざとらし]い H5 － － ＋ 
n827 6 煩わしい [わずらわし]い H5 － － ＋ 
n828 6 忘れ難い [わすれがた]い H5 ＋ － ＋ R
n829 6 忘れっぽい [わすれっぽ]い H5 ＋ － ＋ R
n830 6 悪賢い わ[るがしこ]い L5A ＋ － ＋ R
n831 7 悪名高い [あくみょーだか]い H6 ＋ － ＋ R
n832 7 危なっかしい [あぶなっかし]い H6 － － ＋ 
n833 7 言うまでもない [いうま]でも[な]い H3.H1    
n834 7 意見がましい [いけんがまし]い H6 － － ＋ 
n835 7 居た堪れない [いたたまれな]い H6 ＋ － ＋ R
n836 7 嫌味たらしい [いやみたらし]い H6 － － ＋ 
n837 7 印象深い [いんしょーぶか]い H6 ＋ － ＋ R
n838 7 薄気味悪い [うすきみわる]い H6 ＋ － ＋ R
n839 7 疑い深い [うたがいぶか]い H6 ＋ － ＋ R
n840 7 疑りっぽい [うたぐりっぽ]い H6 ＋ － ＋ R
n841 7 疑り深い [うたぐりぶか]い H6 ＋ － ＋ R
n842 7 うら恥ずかしい [うらはずかし]い H6 － － ＋ 
n843 7 恨みがましい [うらみがまし]い H6 － － ＋ 
n844 7 臆面もない [おくめん]も[な]い H4.H1 － － ＋ 
n845 7 白粉臭い お[しろいくさ]い L6A ＋ － ＋ R
n846 7 おなごり惜しい お[なごりおし]い L6A    
n847 7 思いがけない [おもいがけな]い H6 ＋ － ＋ R
n848 7 折り目正しい [おりめただし]い H6 － － ＋ 
n849 7 数え切れない [かぞえきれな]い H6 ＋ － ＋ R
n850 7 堅っ苦しい [かたっくるし]い H6 － － ＋ 
n851 7 感慨深い [かんがいぶか]い H6 ＋ － ＋ R
n852 7 考え深い [かんがえぶか]い H6 ＋ － ＋ R
n853 7 勘定高い [かんじょーだか]い H6 ＋ － ＋ R
n854 7 規則正しい [きそくただし]い H6 ＋ － ＋ R
n855 7 口幅ったい [くちはばった]い H6 ＋ － ＋ R
n856 7 口喧しい [くちやかまし]い H6 － － ＋ 
n857 7 屈託のない くっ[たくのな]い L6B ＋ － ＋ R
n858 7 計算高い [けいさんだか]い H6 ＋ － ＋ R
n859 7 喧嘩っ早い [けんかっぱや]い H6 ＋ － ＋ R
n860 7 心嬉しい [こころうれし]い H6 ＋ － ＋ R
n861 7 心得難い [こころえがた]い H6 ＋ － ＋ R
n862 7 心苦しい [こころぐるし]い H6 － － ＋ 
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n863 7 心許無い [こころもとな]い H6 ＋ － ＋ R
n864 7 古式懐しい [こ]しき[ゆかし]い H1.H3 ＋ － ＋ R
n865 7 事新しい [ことあたらし]い H6 － － ＋ 
n866 7 差し出がましい さ[しでがまし]い L6A    
n867 7 しかつめらしい [しかつめらし]い H6    
n868 7 親しみ易い [したしみやす]い H6 ＋ － ＋ R
n869 7 自慢たらしい じ[まんたらし]い L6A    
n870 7 執念深い [しゅーねんぶか]い H6 ＋ － ＋ R
n871 7 性懲りもない しょ[ーこ]りも[な]い L3B.H1 － － ＋ 
n872 7 小便臭い [しょーべんくさ]い H6 ＋ － ＋ R
n873 7 素人臭い し[ろーとくさ]い L6A ＋ － ＋ R
n874 7 辛抱強い [しんぼーずよ]い H6 ＋ － ＋ R
n875 7 末恐ろしい [すえおそろし]い H6 － － ＋ 
n876 7 末頼もしい [すえたのもし]い H6 － － ＋ 
n877 7 狭っ苦しい [せまっくるし]い H6 － － ＋ 
n878 7 底意地悪い [そこいじわる]い H6 ＋ － ＋ R
n879 7 そこはかとない [そこはか]と[な]い H4.H1 ＋ － ＋ R
n880 7 空恐ろしい そ[らおそろし]い L6A － － ＋ 
n881 7 空恥ずかしい そ[らはずかし]い L6A    
n882 7 算盤高い そ[ろばんだか]い L6A ＋ － ＋ R
n883 7 存じがけない ぞ[んじがけな]い L6A ＋ － ＋ R
n884 7 頼み少ない [たのみすくな]い H6 ＋ － ＋ R
n885 7 慎み深い [つつしみぶか]い H6 ＋ － ＋ R
n886 7 手っ取り早い [てっとりばや]い H6 ＋ － ＋ R
n887 7 滞りない [とどこーりな]い H6 － － ＋ 
n888 7 長ったらしい [ながったらし]い H6    
n889 7 何事もない な[にごと]も[な]い L4A.H1 － － ＋ 
n890 7 生暖かい な[まあたたか]い L6A ＋ － ＋ R
n891 7 生暖かい な[まあったか]い L6A ＋ － ＋ R
n892 7 涙ぐましい [なみだぐまし]い H6 － － ＋ 
n893 7 人間臭い に[んげんくさ]い L6A ＋ － ＋ R
n894 7 人間らしい に[んげんらし]い L6A － － ＋ 
n895 7 忍耐強い [にんたいずよ]い H6 ＋ － ＋ R
n896 7 糠味噌臭い ぬ[かみそくさ]い L6A ＋ － ＋ R

n897 7 残り少ない の[こりすくな]い,
[のこりすくな]い

L6A, 
H6 ＋ － ＋ R

n898 7 計り知れない [はかりしれな]い H6 ＋ － ＋ R
n899 7 花恥ずかしい [はなはずかし]い H6    
n900 7 必要がない [ひ]つよーが[な]い H1.H1    
n901 7 必要のない [ひ]つよーの[な]い H1.H1    
n902 7 人懐かしい [ひとなつかし]い H6 － － ＋ 
n903 7 人懐っこい [ひとなつっこ]い H6 ＋ － ＋ R
n904 7 非難がましい [ひなんがまし]い H6 － － ＋ 
n905 7 批判がましい [ひはんがまし]い H6    
n906 7 分別臭い [ふんべつくさ]い H6 ＋ － ＋ R
n907 7 抹香臭い [まっこーくさ]い H6 ＋ － ＋ R
n908 7 惨めたらしい み[じめたらし]い L6A    
n909 7 猥りがましい [みだりがまし]い H6    
n910 7 耳新しい [みみあたらし]い H6    
n911 7 身も蓋もない [み]も[ふた]も[な]い H1.H2.H1 － － ＋ 
n912 7 見る影もない み[る]か[げ]も[な]い L0.L2.H1 － － ＋ 
n913 7 未練がましい [みれんがまし]い H6 － － ＋ 
n914 7 未練たらしい [みれんたらし]い H6 － － ＋ 
n915 7 むさっ苦しい [むさっくるし]い H6 － － ＋ 
n916 7 胸糞悪い [むなくそわ]るい H5 ＋ － ＋ R
n917 7 めんどう臭い [めんどーくさ]い H6 ＋ － ＋ R
n918 7 申し分ない [もーし]ぶん[な]い H3.H1    
n919 7 申し訳ない [もーしわけな]い H6 ＋ － ＋ R
n920 7 尤もらしい [もっともらし]い H6 － － ＋ 
n921 7 元も子もない [も]とも[こ]も[な]い H1.H1.H1 ＋ － ＋ R
n922 7 物狂おしい [ものぐるおし]い H6 － － ＋ 
n923 7 物珍しい [ものめずらし]い H6 － － ＋ 
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n924 7 言うまでもない [ゆー]までも[な]い H2.H1 － － ＋ 
n925 7 用心深い [よーじんぶか]い H6 ＋ － ＋ R
n926 8 当て付けがましい [あてつけがまし]い H7    
n927 8 言い訳がましい [いーわけがまし]い H7 － － ＋ 
n928 8 嫌味ったらしい [いやみったらし]い H7 － － ＋ 
n929 8 遠慮会釈ない [えんりょえ]しゃく[な]い H4.H1 － － ＋ 
n930 8 押付けがましい [おしつけがまし]い H7    
n931 8 おどろおどろしい [おどろおどろし]い H7    
n932 8 面白可笑しい [おもしろおかし]い H7 ＋ － ＋ R
n933 8 恩着せがましい お[んきせがまし]い L7A    
n934 8 催促がましい [さいそくがまし]い H7    
n935 8 助平ったらしい す[けべったらし]い L7A － － ＋ 
n936 8 ちゃんちゃらおかしい [ちゃんちゃらおかし]い H7    
n937 8 突拍子もない [とっぴょーし]も[な]い H5.H1 － － ＋ 
n938 8 退っ引きならない [のっぴきならな]い H7 ＋ － ＋ R
n939 8 一溜りもない [ひとたまり]も[な]い H5.H1 － － ＋ 
n940 8 貧乏たらしい び[んぼーたらし]い L7A    
n941 8 不精ったらしい [ぶしょーったらし]い H7    
n942 8 胸糞が悪い [むなくそがわ]るい H6 ＋ － ＋ R
n943 8 名状し難い [めいじょーしがた]い H7 ＋ － ＋ R
n944 9 機械油臭い [きかいあぶらくさ]い H8 ＋ － ＋ R

n945 9, 
8 七面倒くさい [しちめんどーくさ]い,

[しちめんどくさ]い
H8,
H7 ＋ － ＋ R

n946 9 堪った物じゃない [たまっ]たもんじゃ[な]い H3.H1    
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付録2 形容詞(2) 

表 7．形容詞の通常形・伝統的挿入形の活用形・派生形の音調(1) 

番号 番号 意味 かな ID1
イ

ID2
イロー

ID3
イのわ 

ID4 
イがわ 

n001 i2.1.1 憂い・愛い うい H1 H1 H1 H3 
n002 i2.2.1 濃い こい H1 H1 H1 H3 
 i2.2.2 濃い こい‐
 i2.2.3 濃ゆい こゆい H1 H1 H1 H4 
n003 i2.3.1 酸い すい H1 H1 H1 H3 
 i2.3.2 酸い すい‐
 i2.3.3 酸ゆい すゆい H1 H1 H1 H4 
 i2.3.4 酸っぱい すっぱい H3 H3 H3 H5 
n004 i2.4.1 無い ない H1 H1 H1 H3 
 i2.4.2 無い ない‐
 i2.4.3 無さ なさ‐
 i2.4.4 無い なーい H2
n005 i2.5.1 良い よい・えー L0 L2 L3A L3A 
 i2.5.2 良い よい‐
 i2.5.3 良さ よさ‐
n006 i3.1.1 青い あおい H2 H2 H2 H4 
 i3.1.2 青い あーおい L3B L3B L3B L5B 
n007 i3.2.1 赤い あかい H2 H2 H2 H4 
 i3.2.2 赤い あっかい L3B L3B L3B L5B 
n008 i3.3.1 浅い あさい H2 H2 H2 H4 
 i3.3.2 浅い あっさい L3B L3B L3B L5B 
n009 i3.4.1 厚い あつい H2 H2 H2 H4 
 i3.4.2 厚い あっつい L3B L3B L3B L5B 
n010 i3.5.1 熱い・暑い あつい H1 H1 H1 H4 
 i3.5.2 熱い あっつい L3B L3B L3B L5B 
n011 i3.6.1 甘い あまい H2 H2 H2 H4 
 i3.6.2 甘い あんまい L3B L3B L3B L5B 
 i3.6.3 甘い あーまい L3B L3B L3B L5B 
n013 i3.7.1 淡い あわい H2 H2 H2 H4 
 i3.7.2 淡い あんわい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△ 
 i3.7.3 淡い あーわい L3B L3B L3B L5B 
n015 i3.8.1 薄い うすい H2 H2 H2 H4 
 i3.8.2 薄い うっすい L3B L3B L3B L5B 
n018 i3.9.1 酷い えぐい H1 H1 H1 H4 
 i3.9.2 酷い えーぐい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△ 
n022 i3.10.1 遅い おそい H2 H2 H2 H4 
 i3.10.2 遅い おっそい L3B L3B L3B L5B 
n023 i3.11.1 重い おもい H2 H2 H2 H4 
 i3.11.2 重い おんもい L3B L3B L3B L5B 
n024 i3.12.1 角い かくい H2 H2 H2 H4 
 i3.12.2 角い かっくい L3B L3B L3B L5B 
n025 i3.13.1 固い かたい H2 H2 H2 H4 
 i3.13.2 固い かったい L3B L3B L3B L5B 
n028 i3.14.1 軽い かるい H2 H2 H2 H4 
 i3.14.2 軽い かんるい L3B L3B L3B L5B 
 i3.14.3 軽い かーるい L3B L3B L3B L5B 
n029 i3.15.1 過酷 きつい H2 H2 H2 H4 
 i3.15.2 過酷 きっつい L3B L3B L3B L5B 
n033 i3.16.1 暗い くらい H2 H2 H2 H4 
 i3.16.2 暗い くーらい L3B L3B L3B L5B 
n034 i3.17.1 黒い くろい H1 H1 H1 H4 
 i3.17.2 黒い くんろい L3B L3B L3B L5B 
 i3.17.3 黒い くーろい L3B L3B L3B L5B 
n037 i3.18.1 頑丈 ごつい H2 H2 H2 H4 
 i3.18.2 頑丈 ごっつい L3B L3B L3B L5B 
n038 i3.19.1 小 こまい H1 H1 H1 H4 
 i3.19.2 小 こんまい L3B L3B L3B L5B 
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n043 i3.20.1 容易 しよい H1 H1 H1 H4 
 i3.20.2 容易 しんよい L3B L3B L3B L5B 
 i3.20.3 容易 しーよい L3B L3B L3B L5B 
n044 i3.21.1 残念 しょぼい H2 H2 H2 H4 
 i3.21.2 残念 しょんぼい L3B L3B L3B L5B 
n046 i3.22.1 白い しろい H1 H1 H1 H4 
 i3.22.2 白い しんろい L3B L3B L3B L5B 
 i3.22.3 白い しーろい L3B L3B L3B L5B 
n051 i3.23.1 狭い せまい H1 H1 H1 H4 
 i3.23.2 狭い せんまい L3B L3B L3B L5B 
 i3.23.3 狭い せーまい L3B L3B L3B L5B 
n052 i3.24.1 高(丈・値) たかい H1 H1 H1 H4 
 i3.24.2 高(丈) たっかい L3B L3B L3B L5B 
n053 i3.25.1 弛緩 たすい H2 H2 H2 H4 
 i3.25.2 弛緩 たっすい L3B L3B L3B L5B 
n054 i3.26.1 怠い・弛い だるい H2 H2 H2 H4 
 i3.26.2 怠い・弛い だんるい L3B L3B L3B L5B 
 i3.26.3 怠い・弛い だーるい L3B L3B L3B L5B 
n055 i3.27.1 近い ちかい H1 H1 H1 H4 
 i3.27.2 近い ちっかい L3B L3B L3B L5B 
n056 i3.28.1 小さい ちさい H2 H2 H2 H4 
 i3.28.2 小さい ちっさい L3B L3B L3B L5B 
 i3.28.3 小さい ちーさい H3 H3 H3 H5 
 i3.28.4 小ちゃい ちっちゃい L3B L3B L3B L5B 
 i3.28.5 小ちゃい ちーちゃい L3B L3B L3B L5B 
n057 i3.29.1 小まい ちまい H1 H1 H1 H4 
 i3.29.2 小まい ちんまい L3B L3B L3B L5B 
n058 i3.30.1 容易 ちょろい H2 H2 H2 H4 
 i3.30.2 容易 ちょんろい L3B L3B L3B L5B 
 i3.30.3 容易 ちょーろい L3B L3B L3B L5B 
n061 i3.31.1 大 でかい H2 H2 H2 H4 
 i3.31.2 大 でっかい H3,L3B H3 H3 H5 
n063 i3.32.1 鈍い とろい H2 H2 H2 H4 
 i3.32.2 鈍い とんろい L3B L3B L3B L5B 
 i3.32.3 鈍い とーろい L3B L3B L3B L5B 
n064 i3.33.1 長い ながい H1 H1 H1 H4 
 i3.33.2 長い なんがい L3B L3B L3B L5B 
 i3.33.3 長い なーがい L3B L3B L3B L5B 
n065 i3.34.1 苦い にがい H1 H1 H1 H4 
 i3.34.2 苦い にんがい L3B L3B L3B L5B 
n066 i3.35.1 憎い にくい H2 H2 H2 H4 
 i3.35.2 憎い にっくい L3B L3B L3B L5B 
n068 i3.36.1 温い ぬくい H1 H1 H1 H4 
 i3.36.2 温い ぬっくい L3B L3B L3B L5B 
n069 i3.37.1 温い ぬるい H1 H1 H1 H4 
 i3.37.2 温い ぬんるい L3B L3B L3B L5B 
 i3.37.3 温い ぬーるい L3B L3B L3B L5B 
n070 i3.38.1 粘い ねばい H1 H1 H1 H4 
 i3.38.2 粘い ねんばい L3B L3B L3B L5B 
 i3.38.3 粘い ねーばい L3B L3B L3B L5B 
n072 i3.39.1 鈍い のろい H2 H2 H2 H4 
 i3.39.2 鈍い のんろい L3B L3B L3B L5B 
 i3.39.3 鈍い のーろい L3B L3B L3B L5B 
n073 i3.40.1 汚い（幼） ばばい H2 H2 H2 H4 
 i3.40.2 汚い（幼） ばーばい L3B L3B L3B L5B 
 i3.40.3 綺麗（幼） あっぱい H2 H2 H2 H5 
 i3.40.4 汚い ばっちい L3B L3B L3B L5B 
 i3.40.5 汚っちい ばばっちい L4A L4A L4A L6A 
n076 i3.41.1 低い ひくい H1 H1 H1 H4 
 i3.41.2 低い ひっくい L3B L3B L3B L5B 
n078 i3.42.1 冷い・寒い ひやい H1 H1 H1 H4 
 i3.42.2 冷い ひんやい L3B L3B L3B L5B 
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 i3.42.3 冷い ひーやい L3B L3B L3B L5B 
n079 i3.43.1 細長 ひょろい H2 H2 H2 H4 
 i3.43.2 細長 ひょんろい L3B L3B L3B L5B 
 i3.43.3 細長 ひょーろい L3B L3B L3B L5B 
n080 i3.44.1 広い ひろい H1 H1 H1 H4 
 i3.44.2 広い ひーろい L3B L3B L3B L5B 
n081 i3.45.1 深い ふかい H1 H1 H1 H4 
 i3.45.2 深い ふっかい L3B L3B L3B L5B 
n082 i3.46.1 太い ふとい H1 H1 H1 H4 
 i3.46.2 太い ふっとい L3B L3B L3B L5B 
n083 i3.47.1 古い ふるい H1 H1 H1 H4 
 i3.47.2 古い ふんるい L3B L3B L3B L5B 
 i3.47.3 古い ふーるい L3B L3B L3B L5B 
n085 i3.48.1 細い ほそい H1 H1 H1 H4 
 i3.48.2 細い ほっそい L3B L3B L3B L5B 
n086 i3.49.1 古・儲 ぼろい H1 H1 H1 H4 
 i3.49.2 古 ぼんろい L3B L3B L3B L5B 
 i3.49.3 古 ぼーろい L3B L3B L3B L5B 
n088 i3.50.1 弱い またい H2 H2 H2 H4 
 i3.50.2 弱い まったい L3B L3B L3B L5B 
n089 i3.51.1 丸い まるい H2 H2 H2 H4 
 i3.51.2 丸い まんるい L3B L3B L3B L5B 
 i3.51.3 丸い まーるい L3B L3B L3B L5B 
n090 i3.52.1 短い みぞい H2 H2 H2 H4 
 i3.52.2 短い みんぞい L3B L3B L3B L5B 
 i3.52.3 短い みーぞい L3B L3B L3B L5B 
n095 i3.53.1 易い・廉い やすい H1 H1 H1 H4 
 i3.53.1 易い・廉い やっすい L3B L3B L3B L5B 
n097 i3.54.1 軟い やおい H2 H2 H2 H4 
 i3.54.2 軟い やんおい L3B L3B L3B L5B 
 i3.54.3 軟い やーおい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△ 
n098 i3.55.1 柔い やわい H2 H2 H2 H4 
 i3.55.2 柔い やんわい L3B L3B L3B L5B 
 i3.55.3 柔い やーわい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△ 
n099 i3.56.1 緩い ゆるい H2 H2 H2 H4 
 i3.56.2 緩い ゆんるい L3B L3B L3B L5B 
 i3.56.3 緩い ゆーるい L3B L3B L3B L5B 
n100 i3.57.1 弱い よわい H1 H1 H1 H4 
 i3.57.2 弱い よんわい L3B L3B L3B L5B 
 i3.57.3 弱い よーわい L3B L3B L3B L5B 
n101 i3.58.1 若い わかい H1 H1 H1 H4 
 i3.58.2 若い わっかい L3B L3B L3B L5B 
n119 i4.1.1 美味しい おいしい L3A L3A L3A L5A 
n129 i4.2.1 生娘い おぼこい L3A L3A L3A L5A 
n179 i4.3.1 心労い しんどい L3A L3A L3A L5A 
n180 i4.4.1 少ない すくない H3 H3 H3 H5 
 i4.4.2 少ない すっくない L4B△ L4B△ L4B△ L6B△ 
n204 i4.5.1 茶色い ちゃいろい L3A L3A L3A L5A 
n256 i4.6.1 丸こい まるこい H3 H3 H3 H5 
 i4.6.2 丸こい まんるこい L4A L4A L4A L6A 
 i4.6.3 丸こい まーるこい L4A L4A L4A L6A 
n274 i4.7.1 柔りこい やりこい H3 H3 H3 H5 
n289 i5.1.1 青っぽい あおっぽい H4 H4 H4 H6 
 i5.1.2 青っぽい あーおっぽい L5B L5B△ L5B△ L7B△ 
n305 i5.2.1 阿呆らしい あほらしい L4A L4A L4A L6A 
 i5.2.2 阿呆らしい あっほらしい L5B△ L5B△ L5B△ L7B△ 
n357 i5.3.1 恐ろしい おそろしい H4 H4 H4 H6 
 i5.3.2 恐ろしい おっそろしい H5 H5△ H5△ H7△ 
n373 i5.4.1 軽っぽい かるっぽい H4 H4 H4 H6 
 i5.4.2 軽っぽい かんるっぽい L5B L5B L5B L7B 
 i5.4.3 軽っぽい かーるっぽい L5B L5B L5B L7B 
n395 i5.5.1 黒っぽい くろっぽい H4 H4 H4 H6 



付録 2 形容詞(2) 

- 184 - 

 

 i5.5.2 黒っぽい くんろっぽい L5B L5B L5B L7B 
 i5.5.3 黒っぽい くーろっぽい L5B L5B L5B L7B 
n396 i5.6.1 吝嗇臭い けちくさい H4 H4 H4 H6 
 i5.6.2 吝嗇臭い けっちくさい L5B△
n436 i5.7.1 白っぽい しろっぽい H4 H4 H4 H6 
 i5.7.2 白っぽい しーろっぽい L5B L5B L5B L7B 
n444 i5.8.1 狭っこい せまっこい H4 H4 H4 H6 
 i5.8.2 狭っこい せんまっこい L5B L5B△ L5B△ L7B△ 
 i5.8.3 狭っこい せーまっこい L5B L5B△ L5B△ L7B△ 
n509 i5.9.1 馬鹿らしい ばからしい L4A L4A L4A L6A 
 i5.9.2 馬鹿らしい ばっからしい L5B△ L5B△ L5B△ L7B△ 
n525 i5.10.1 古っぽい ふるっぽい H4 H4 H4 H6 
 i5.10.2 古っぽい ふーるっぽい L5B L5B△ L5B△ L7B△ 
n539 i5.11.1 丸っこい まるっこい H4 H4 H4 H6 
 i5.11.2 丸っこい まんるっこい L5A L5A L5A L7A 
 i5.11.3 丸っこい まーるっこい L5A L5A△ L5A△ L7A△ 
n540 i5.12.1 丸っぽい まるっぽい H4 H4 H4 H6 
 i5.12.2 丸っぽい まんるっぽい L5A L5A△ L5A△ L7A△ 
 i5.12.3 丸っぽい まーるっぽい L5A L5A△ L5A△ L7A△ 
n570 i5.13.1 柔らかい やわらかい H4 H4 H4 H6 
 i5.13.2 柔らかい やんわらかい L5B L5B L5B L7B 
n578 i5.14.1 弱っぽい よわっぽい H4 H4 H4 H6 
 i5.14.2 弱っぽい よんわっぽい L5B L5B△ L5B△ L7B△ 
 i5.14.3 弱っぽい よーわっぽい L5B L5B△ L5B△ L7B△ 
n622 i5.15.1 薄ら寒い うすらざむい H5 H5 H5 H7 
 i5.15.2 薄ら寒い うっすらざむい H6
n642 i5.16.1 同じっぽい おなじっぽい H5 H5 H5 H7 
 i5.16.2 同じっぽい おんなじっぽい L6A L6A L6A L8A 
n643 i5.17.1 同じらしい おなじらしい H5 H5 H5 H7 
 i5.17.2 同じらしい おんなじらしい L6A L6A L6A L8A△ 
n733 i5.18.1 毒々しい どくどくしい H5 H5 H5 H7 
 i5.18.2 毒々しい どっくどくしい H6△
n763 i5.19.1 馬鹿馬鹿しい ばかばかしい L5A L5A L5A L7A 
 i5.19.2 馬鹿馬鹿しい ばっかばかしい L6B△
 合計項目数 209 204 204 204 

 

番号 番号 意味 かな ID5
ー

ID6
カッタ

ID7
カッタラ 

ID8 
ケレバ 

n001 i2.1.1 憂い・愛い うい
n002 i2.2.1 濃い こい H1 H1 H1 H1 
 i2.2.2 濃い こい‐
 i2.2.3 濃ゆい こゆい L2 L2 L2 L2 
n003 i2.3.1 酸い すい H1
 i2.3.2 酸い すい‐
 i2.3.3 酸ゆい すゆい L2 L2 L2 L2 
 i2.3.4 酸っぱい すっぱい H3 H3 H3 H3 
n004 i2.4.1 無い ない H1 H1 H1 H1 
 i2.4.2 無い ない‐
 i2.4.3 無さ なさ‐
 i2.4.4 無い なーい
n005 i2.5.1 良い よい・えー H1 H1 H1 H1 
 i2.5.2 良い よい‐
 i2.5.3 良さ よさ‐
n006 i3.1.1 青い あおい H2 H2 H2 H2 
 i3.1.2 青い あーおい L3B
n007 i3.2.1 赤い あかい H2 H2 H2 H3 
 i3.2.2 赤い あっかい L3B L3B L3B L4B 
n008 i3.3.1 浅い あさい H2 H2 H2 H3 
 i3.3.2 浅い あっさい L3B L3B L3B L3B 
n009 i3.4.1 厚い あつい H2 H2 H2 H3 
 i3.4.2 厚い あっつい L3B L3B L3B L3B 
n010 i3.5.1 熱い・暑い あつい L2 L2 L2 L2 
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 i3.5.2 熱い あっつい L3B L3B
n011 i3.6.1 甘い あまい H2 H2 H2 H2 
 i3.6.2 甘い あんまい L3B L3B L3B L4B 
 i3.6.3 甘い あーまい L3B
n013 i3.7.1 淡い あわい H2 H2 H3 
 i3.7.2 淡い あんわい L3B△ L3B△ L3B△ 
 i3.7.3 淡い あーわい L3B△ L3B△ L3B△ 
n015 i3.8.1 薄い うすい H2 H2 H2 H2 
 i3.8.2 薄い うっすい L3B L3B L3B L3B 
n018 i3.9.1 酷い えぐい L2 L2 L2 L2 
 i3.9.2 酷い えーぐい L3B△
n022 i3.10.1 遅い おそい H2 H2 H2 H3 
 i3.10.2 遅い おっそい L3B L3B L3B L3B 
n023 i3.11.1 重い おもい H2 H2 H2 H3 
 i3.11.2 重い おんもい L3B L3B L3B L3B 
n024 i3.12.1 角い かくい H2 H2 H2 H3 
 i3.12.2 角い かっくい L3B L3B L3B L4B 
n025 i3.13.1 固い かたい H2 H2 H2 H3 
 i3.13.2 固い かったい L3B L3B L3B L3B 
n028 i3.14.1 軽い かるい H2 H2 H2 H3 
 i3.14.2 軽い かんるい L3B L3B L3B L3B 
 i3.14.3 軽い かーるい L3B L3B L3B L3B 
n029 i3.15.1 過酷 きつい H2 H2 H2 H3 
 i3.15.2 過酷 きっつい L3B L3B△ L3B△ L3B 
n033 i3.16.1 暗い くらい H2 H2 H2 H3 
 i3.16.2 暗い くーらい L3B
n034 i3.17.1 黒い くろい L2 L2 L2 L2 
 i3.17.2 黒い くんろい L3B L3B
 i3.17.3 黒い くーろい L3B L3B
n037 i3.18.1 頑丈 ごつい H2 H2 H2 H2 
 i3.18.2 頑丈 ごっつい L3B L3B L3B L3B 
n038 i3.19.1 小 こまい L2 L2 L2
 i3.19.2 小 こんまい L3B L3B L3B
n043 i3.20.1 容易 しよい L2 L2 L2 L2△ 
 i3.20.2 容易 しんよい L3B L3B L3B
 i3.20.3 容易 しーよい L3B L3B L3B
n044 i3.21.1 残念 しょぼい H2 H2 H2 H2 
 i3.21.2 残念 しょんぼい L3B L3B L3B△ L3B△ 
n046 i3.22.1 白い しろい L2 L2 L2 L2 
 i3.22.2 白い しんろい L3B L3B
 i3.22.3 白い しーろい L3B L3B
n051 i3.23.1 狭い せまい L2 L2 L2 L2 
 i3.23.2 狭い せんまい L3B L3B
 i3.23.3 狭い せーまい L3B L3B
n052 i3.24.1 高(丈・値) たかい L2 L2 L2 L2 
 i3.24.2 高(丈) たっかい L3B L3B
n053 i3.25.1 弛緩 たすい H2 H2 H2
 i3.25.2 弛緩 たっすい L3B L3B L3B
n054 i3.26.1 怠い・弛い だるい H2 H2 H2 H2 
 i3.26.2 怠い・弛い だんるい L3B L3B△ L3B△ L3B△ 
 i3.26.3 怠い・弛い だーるい L3B L3B△ L3B△ L3B△ 
n055 i3.27.1 近い ちかい L2 L2 L2 L2 
 i3.27.2 近い ちっかい L3B L3B L3B△ L3B△ 
n056 i3.28.1 小さい ちさい H2 H2 H2 H2 
 i3.28.2 小さい ちっさい L3B L3B L3B L3B 
 i3.28.3 小さい ちーさい H3 H3 H3 H3 
 i3.28.4 小ちゃい ちっちゃい L3B L3B L3B L3B 
 i3.28.5 小ちゃい ちーちゃい L3B△ L3B L3B△ L3B 
n057 i3.29.1 小まい ちまい L2 L2 L2
 i3.29.2 小まい ちんまい L3B L3B L3B
n058 i3.30.1 容易 ちょろい H2 H2 H2△
 i3.30.2 容易 ちょんろい L3B L3B
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 i3.30.3 容易 ちょーろい L3B L3B△
n061 i3.31.1 大 でかい H2 H2 H2
 i3.31.2 大 でっかい L3B H3 H3△
n063 i3.32.1 鈍い とろい H2 H2 H2 H2△ 
 i3.32.2 鈍い とんろい L3B L3B L3B△
 i3.32.3 鈍い とーろい L3B L3B△
n064 i3.33.1 長い ながい L2 L2 L2 L2 
 i3.33.2 長い なんがい L3B L3B
 i3.33.3 長い なーがい L3B L3B
n065 i3.34.1 苦い にがい L2 L2 L2 L2 
 i3.34.2 苦い にんがい L3B L3B
n066 i3.35.1 憎い にくい H2 H2 H2 H3 
 i3.35.2 憎い にっくい L3B L3B△
n068 i3.36.1 温い ぬくい L2 L2 L2 L2 
 i3.36.2 温い ぬっくい L3B L3B L3B△
n069 i3.37.1 温い ぬるい L2 L2 L2 L2 
 i3.37.2 温い ぬんるい L3B L3B
 i3.37.3 温い ぬーるい L3B L3B
n070 i3.38.1 粘い ねばい L2 L2 L2 L2 
 i3.38.2 粘い ねんばい L3B L3B
 i3.38.3 粘い ねーばい L3B
n072 i3.39.1 鈍い のろい H2 H2 H2 H2 
 i3.39.2 鈍い のんろい L3B L3B
 i3.39.3 鈍い のーろい L3B
n073 i3.40.1 汚い（幼） ばばい
 i3.40.2 汚い（幼） ばーばい
 i3.40.3 綺麗（幼） あっぱい
 i3.40.4 汚い ばっちい
 i3.40.5 汚っちい ばばっちい
n076 i3.41.1 低い ひくい L2 L2 L2 L2 
 i3.41.2 低い ひっくい L3B L3B
n078 i3.42.1 冷い・寒い ひやい L2 L2 L2 L2 
 i3.42.2 冷い ひんやい L3B L3B
 i3.42.3 冷い ひーやい L3B
n079 i3.43.1 細長 ひょろい H2 H2 H2△ H2△ 
 i3.43.2 細長 ひょんろい L3B L3B L3B△
 i3.43.3 細長 ひょーろい L3B
n080 i3.44.1 広い ひろい L2 L2 L2 L2 
 i3.44.2 広い ひーろい L3B L3B
n081 i3.45.1 深い ふかい L2 L2 L2 L2 
 i3.45.2 深い ふっかい L3B L3B
n082 i3.46.1 太い ふとい L2 L2 L2 L2 
 i3.46.2 太い ふっとい L3B L3B
n083 i3.47.1 古い ふるい L2 L2 L2 L2 
 i3.47.2 古い ふんるい L3B L3B
 i3.47.3 古い ふーるい L3B L3B
n085 i3.48.1 細い ほそい L2 L2 L2 L2 
 i3.48.2 細い ほっそい L3B L3B
n086 i3.49.1 古・儲 ぼろい L2 L2 L2 L2 
 i3.49.2 古 ぼんろい L3B L3B
 i3.49.3 古 ぼーろい L3B L3B△
n088 i3.50.1 弱い またい H2 H2 H2
 i3.50.2 弱い まったい L3B L3B L3B
n089 i3.51.1 丸い まるい H2 H2 H2 H3 
 i3.51.2 丸い まんるい L3B L3B L3B△ L3B△ 
 i3.51.3 丸い まーるい L3B L3B L3B L3B 
n090 i3.52.1 短い みぞい H2 H2 H2 H2 
 i3.52.2 短い みんぞい L3B L3B
 i3.52.3 短い みーぞい L3B
n095 i3.53.1 易い・廉い やすい L2 L2 L2 L2 
 i3.53.1 易い・廉い やっすい L3B L3B
n097 i3.54.1 軟い やおい H2 H2 H2 H2 
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 i3.54.2 軟い やんおい L3B L3B
 i3.54.3 軟い やーおい L3B△
n098 i3.55.1 柔い やわい H2 H2 H2 H2 
 i3.55.2 柔い やんわい L3B L3B
 i3.55.3 柔い やーわい L3B△
n099 i3.56.1 緩い ゆるい H2 H2 H2 H3 
 i3.56.2 緩い ゆんるい L3B L3B
 i3.56.3 緩い ゆーるい L3B
n100 i3.57.1 弱い よわい L2 L2 L2 L2 
 i3.57.2 弱い よんわい L3B L3B
 i3.57.3 弱い よーわい L3B L3B
n101 i3.58.1 若い わかい L2 L2 L2 L2 
 i3.58.2 若い わっかい L3B L3B
n119 i4.1.1 美味しい おいしい L3A L3A L3A L3A 
n129 i4.2.1 生娘い おぼこい L3A L3A L3A L3A 
n179 i4.3.1 心労い しんどい L3A L3A L3A L3A 
n180 i4.4.1 少ない すくない H3 H3 H3 H3 
 i4.4.2 少ない すっくない L4B△ L4B L4B△
n204 i4.5.1 茶色い ちゃいろい L3A L3A L3A L3A 
n256 i4.6.1 丸こい まるこい H3 H3 H3 H4 
 i4.6.2 丸こい まんるこい L4A L4A L4A△ L4A△ 
 i4.6.3 丸こい まーるこい L4A L4A L4A△ L4A△ 
n274 i4.7.1 柔りこい やりこい H3 H3 H3 H4 
n289 i5.1.1 青っぽい あおっぽい H4 H4 H4 H5 
 i5.1.2 青っぽい あーおっぽい L5B L5B L5B△ L5B△ 
n305 i5.2.1 阿呆らしい あほらしい L4A L4A L4A L4A 
 i5.2.2 阿呆らしい あっほらしい L5B△ L5B△
n357 i5.3.1 恐ろしい おそろしい H4 H4 H4 H4 
 i5.3.2 恐ろしい おっそろしい H5 H5
n373 i5.4.1 軽っぽい かるっぽい H4 H4 H4 H4 
 i5.4.2 軽っぽい かんるっぽい L5B L5B L5B△ L5B△ 
 i5.4.3 軽っぽい かーるっぽい L5B L5B L5B△ L5B△ 
n395 i5.5.1 黒っぽい くろっぽい H4 H4 H4 H4 
 i5.5.2 黒っぽい くんろっぽい L5B L5B L5B△ L5B△ 
 i5.5.3 黒っぽい くーろっぽい L5B L5B L5B△ L5B△ 
n396 i5.6.1 吝嗇臭い けちくさい H4 H4 H4 H4 
 i5.6.2 吝嗇臭い けっちくさい
n436 i5.7.1 白っぽい しろっぽい H4 H4 H4 H4 
 i5.7.2 白っぽい しーろっぽい L5B L5B L5B△ L5B△ 
n444 i5.8.1 狭っこい せまっこい H4 H4 H4 H4 
 i5.8.2 狭っこい せんまっこい L5B L5B L5B△
 i5.8.3 狭っこい せーまっこい L5B L5B△
n509 i5.9.1 馬鹿らしい ばからしい L4A L4A L4A L4A 
 i5.9.2 馬鹿らしい ばっからしい L5B△
n525 i5.10.1 古っぽい ふるっぽい H4 H4 H4 H4 
 i5.10.2 古っぽい ふーるっぽい L5B L5B L5B△ L5B△ 
n539 i5.11.1 丸っこい まるっこい H4 H4 H4 H4 
 i5.11.2 丸っこい まんるっこい L5A L5A L5A L5A 
 i5.11.3 丸っこい まーるっこい L5A△ L5A L5A△ L5A△ 
n540 i5.12.1 丸っぽい まるっぽい H4 H4 H4 H4 
 i5.12.2 丸っぽい まんるっぽい L5A△ L5A L5A△ L5A△ 
 i5.12.3 丸っぽい まーるっぽい L5A△ L5A L5A△ L5A△ 
n570 i5.13.1 柔らかい やわらかい H4 H4 H4 H4 
 i5.13.2 柔らかい やんわらかい L5B L5B△
n578 i5.14.1 弱っぽい よわっぽい H4 H4 H4 H4 
 i5.14.2 弱っぽい よんわっぽい L5B△ L5B
 i5.14.3 弱っぽい よーわっぽい L5B△ L5B
n622 i5.15.1 薄ら寒い うすらざむい H5 H5 H5 H5 
 i5.15.2 薄ら寒い うっすらざむい H6△
n642 i5.16.1 同じっぽい おなじっぽい H5 H5 H5 H5 
 i5.16.2 同じっぽい おんなじっぽい L6A L6A
n643 i5.17.1 同じらしい おなじらしい H5 H5 H5 H5 
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 i5.17.2 同じらしい おんなじらしい L6A L6A
n733 i5.18.1 毒々しい どくどくしい H5 H5 H5 H5 
 i5.18.2 毒々しい どっくどくしい H6△
n763 i5.19.1 馬鹿馬鹿しい ばかばかしい L5A L5A L5A L5A 
 i5.19.2 馬鹿馬鹿しい ばっかばかしい L6B△
 合計項目数 195 186 140 121 

 

番号 番号 意味 かな ID9
カロー

IDx1
カラヌ

IDx2 
カレ  

n001 i2.1.1 憂い・愛い うい
n002 i2.2.1 濃い こい H1
 i2.2.2 濃い こい‐
 i2.2.3 濃ゆい こゆい L2
n003 i2.3.1 酸い すい
 i2.3.2 酸い すい‐
 i2.3.3 酸ゆい すゆい L2
 i2.3.4 酸っぱい すっぱい H3
n004 i2.4.1 無い ない H1 H1
 i2.4.2 無い ない‐
 i2.4.3 無さ なさ‐
 i2.4.4 無い なーい
n005 i2.5.1 良い よい・えー H1 H3△ H1
 i2.5.2 良い よい‐
 i2.5.3 良さ よさ‐
n006 i3.1.1 青い あおい H3 H2
 i3.1.2 青い あーおい
n007 i3.2.1 赤い あかい H3 H2
 i3.2.2 赤い あっかい L4B
n008 i3.3.1 浅い あさい H3 H3△ H2
 i3.3.2 浅い あっさい L3B
n009 i3.4.1 厚い あつい H3 H2
 i3.4.2 厚い あっつい L3B
n010 i3.5.1 熱い・暑い あつい L2 L2
 i3.5.2 熱い あっつい L3B
n011 i3.6.1 甘い あまい H3
 i3.6.2 甘い あんまい L3B
 i3.6.3 甘い あーまい
n013 i3.7.1 淡い あわい H3
 i3.7.2 淡い あんわい L3B△
 i3.7.3 淡い あーわい
n015 i3.8.1 薄い うすい H3 H3△
 i3.8.2 薄い うっすい L3B
n018 i3.9.1 酷い えぐい L2
 i3.9.2 酷い えーぐい
n022 i3.10.1 遅い おそい H3 H4△ H2
 i3.10.2 遅い おっそい L3B
n023 i3.11.1 重い おもい H3
 i3.11.2 重い おんもい L3B
n024 i3.12.1 角い かくい H2
 i3.12.2 角い かっくい L3B△
n025 i3.13.1 固い かたい H3 H4△
 i3.13.2 固い かったい L3B
n028 i3.14.1 軽い かるい H3 H4△
 i3.14.2 軽い かんるい L3B
 i3.14.3 軽い かーるい L3B
n029 i3.15.1 過酷 きつい H3
 i3.15.2 過酷 きっつい L3B
n033 i3.16.1 暗い くらい H3
 i3.16.2 暗い くーらい
n034 i3.17.1 黒い くろい L2
 i3.17.2 黒い くんろい
 i3.17.3 黒い くーろい
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n037 i3.18.1 頑丈 ごつい H2
 i3.18.2 頑丈 ごっつい L3B
n038 i3.19.1 小 こまい L2
 i3.19.2 小 こんまい
n043 i3.20.1 容易 しよい L2
 i3.20.2 容易 しんよい L3B
 i3.20.3 容易 しーよい L3B
n044 i3.21.1 残念 しょぼい H2
 i3.21.2 残念 しょんぼい L3B△
n046 i3.22.1 白い しろい L2
 i3.22.2 白い しんろい
 i3.22.3 白い しーろい
n051 i3.23.1 狭い せまい L2
 i3.23.2 狭い せんまい
 i3.23.3 狭い せーまい
n052 i3.24.1 高(丈・値) たかい L2 L4A△
 i3.24.2 高(丈) たっかい
n053 i3.25.1 弛緩 たすい H2
 i3.25.2 弛緩 たっすい L3B
n054 i3.26.1 怠い・弛い だるい H2
 i3.26.2 怠い・弛い だんるい L3B△
 i3.26.3 怠い・弛い だーるい L3B△
n055 i3.27.1 近い ちかい L2 L4A△ L2△
 i3.27.2 近い ちっかい
n056 i3.28.1 小さい ちさい H2
 i3.28.2 小さい ちっさい L3B
 i3.28.3 小さい ちーさい H3
 i3.28.4 小ちゃい ちっちゃい L3B
 i3.28.5 小ちゃい ちーちゃい L3B
n057 i3.29.1 小まい ちまい L2
 i3.29.2 小まい ちんまい
n058 i3.30.1 容易 ちょろい
 i3.30.2 容易 ちょんろい
 i3.30.3 容易 ちょーろい
n061 i3.31.1 大 でかい
 i3.31.2 大 でっかい
n063 i3.32.1 鈍い とろい
 i3.32.2 鈍い とんろい
 i3.32.3 鈍い とーろい
n064 i3.33.1 長い ながい L2 L4A△ L2
 i3.33.2 長い なんがい
 i3.33.3 長い なーがい
n065 i3.34.1 苦い にがい L2
 i3.34.2 苦い にんがい
n066 i3.35.1 憎い にくい H3 H4△
 i3.35.2 憎い にっくい L3B△
n068 i3.36.1 温い ぬくい L2
 i3.36.2 温い ぬっくい
n069 i3.37.1 温い ぬるい L2
 i3.37.2 温い ぬんるい L3B
 i3.37.3 温い ぬーるい
n070 i3.38.1 粘い ねばい L2
 i3.38.2 粘い ねんばい
 i3.38.3 粘い ねーばい
n072 i3.39.1 鈍い のろい H2
 i3.39.2 鈍い のんろい
 i3.39.3 鈍い のーろい
n073 i3.40.1 汚い（幼） ばばい
 i3.40.2 汚い（幼） ばーばい
 i3.40.3 綺麗（幼） あっぱい
 i3.40.4 汚い ばっちい
 i3.40.5 汚っちい ばばっちい
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n076 i3.41.1 低い ひくい L2 L4A△
 i3.41.2 低い ひっくい L3B
n078 i3.42.1 冷い・寒い ひやい L2 L4A△
 i3.42.2 冷い ひんやい
 i3.42.3 冷い ひーやい
n079 i3.43.1 細長 ひょろい
 i3.43.2 細長 ひょんろい
 i3.43.3 細長 ひょーろい
n080 i3.44.1 広い ひろい L2
 i3.44.2 広い ひーろい
n081 i3.45.1 深い ふかい L2 L4A△
 i3.45.2 深い ふっかい
n082 i3.46.1 太い ふとい L2
 i3.46.2 太い ふっとい
n083 i3.47.1 古い ふるい L2 L4A△
 i3.47.2 古い ふんるい
 i3.47.3 古い ふーるい
n085 i3.48.1 細い ほそい L2
 i3.48.2 細い ほっそい L3B
n086 i3.49.1 古・儲 ぼろい L2
 i3.49.2 古 ぼんろい
 i3.49.3 古 ぼーろい
n088 i3.50.1 弱い またい H2
 i3.50.2 弱い まったい L3B
n089 i3.51.1 丸い まるい H3
 i3.51.2 丸い まんるい L3B
 i3.51.3 丸い まーるい L3B
n090 i3.52.1 短い みぞい H2
 i3.52.2 短い みんぞい
 i3.52.3 短い みーぞい
n095 i3.53.1 易い・廉い やすい L2 L4A△ L2
 i3.53.1 易い・廉い やっすい
n097 i3.54.1 軟い やおい H2
 i3.54.2 軟い やんおい
 i3.54.3 軟い やーおい
n098 i3.55.1 柔い やわい H2
 i3.55.2 柔い やんわい
 i3.55.3 柔い やーわい
n099 i3.56.1 緩い ゆるい H3
 i3.56.2 緩い ゆんるい L3B
 i3.56.3 緩い ゆーるい L3B
n100 i3.57.1 弱い よわい L2
 i3.57.2 弱い よんわい
 i3.57.3 弱い よーわい
n101 i3.58.1 若い わかい L2 L4A△
 i3.58.2 若い わっかい
n119 i4.1.1 美味しい おいしい L3A L3A
n129 i4.2.1 生娘い おぼこい L3A
n179 i4.3.1 心労い しんどい L3A
n180 i4.4.1 少ない すくない H3 H5△ H3△
 i4.4.2 少ない すっくない
n204 i4.5.1 茶色い ちゃいろい L3A
n256 i4.6.1 丸こい まるこい H3
 i4.6.2 丸こい まんるこい
 i4.6.3 丸こい まーるこい
n274 i4.7.1 柔りこい やりこい H3
n289 i5.1.1 青っぽい あおっぽい H4
 i5.1.2 青っぽい あーおっぽい
n305 i5.2.1 阿呆らしい あほらしい L4A
 i5.2.2 阿呆らしい あっほらしい
n357 i5.3.1 恐ろしい おそろしい H5
 i5.3.2 恐ろしい おっそろしい
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n373 i5.4.1 軽っぽい かるっぽい H4
 i5.4.2 軽っぽい かんるっぽい L5B△
 i5.4.3 軽っぽい かーるっぽい L5B△
n395 i5.5.1 黒っぽい くろっぽい H5
 i5.5.2 黒っぽい くんろっぽい L5B△
 i5.5.3 黒っぽい くーろっぽい L5B△
n396 i5.6.1 吝嗇臭い けちくさい H4
 i5.6.2 吝嗇臭い けっちくさい
n436 i5.7.1 白っぽい しろっぽい H5
 i5.7.2 白っぽい しーろっぽい L5B△
n444 i5.8.1 狭っこい せまっこい H5
 i5.8.2 狭っこい せんまっこい
 i5.8.3 狭っこい せーまっこい
n509 i5.9.1 馬鹿らしい ばからしい L4A
 i5.9.2 馬鹿らしい ばっからしい
n525 i5.10.1 古っぽい ふるっぽい H4
 i5.10.2 古っぽい ふーるっぽい
n539 i5.11.1 丸っこい まるっこい H4
 i5.11.2 丸っこい まんるっこい L5A△
 i5.11.3 丸っこい まーるっこい L5A△
n540 i5.12.1 丸っぽい まるっぽい H4
 i5.12.2 丸っぽい まんるっぽい L5A△
 i5.12.3 丸っぽい まーるっぽい L5A△
n570 i5.13.1 柔らかい やわらかい H4 H6△
 i5.13.2 柔らかい やんわらかい
n578 i5.14.1 弱っぽい よわっぽい H4
 i5.14.2 弱っぽい よんわっぽい
 i5.14.3 弱っぽい よーわっぽい
n622 i5.15.1 薄ら寒い うすらざむい H5
 i5.15.2 薄ら寒い うっすらざむい
n642 i5.16.1 同じっぽい おなじっぽい H5
 i5.16.2 同じっぽい おんなじっぽい
n643 i5.17.1 同じらしい おなじらしい H5
 i5.17.2 同じらしい おんなじらしい
n733 i5.18.1 毒々しい どくどくしい H5
 i5.18.2 毒々しい どっくどくしい
n763 i5.19.1 馬鹿馬鹿しい ばかばかしい L6A
 i5.19.2 馬鹿馬鹿しい ばっかばかしい
 合計項目数 128 18 13  

 

番号 番号 意味 かな ID10
メに

ID11
ゲに

ID12 
ソーに 

IDx3 
ム 

n001 i2.1.1 憂い・愛い うい L0 
n002 i2.2.1 濃い こい H2
 i2.2.2 濃い こい‐ H0 H2△
 i2.2.3 濃ゆい こゆい H0 H2 H3
n003 i2.3.1 酸い すい
 i2.3.2 酸い すい‐ H0 H2 H3
 i2.3.3 酸ゆい すゆい H0 H2 H3
 i2.3.4 酸っぱい すっぱい H0 H3 H4
n004 i2.4.1 無い ない H1
 i2.4.2 無い ない‐ H0
 i2.4.3 無さ なさ‐ H3
 i2.4.4 無い なーい
n005 i2.5.1 良い よい・えー H1
 i2.5.2 良い よい‐ L0A
 i2.5.3 良さ よさ‐ H3
n006 i3.1.1 青い あおい H0 H2 H3 H0 
 i3.1.2 青い あーおい L0B△ L3B△ L4B△
n007 i3.2.1 赤い あかい H0 H2 H3 H0 
 i3.2.2 赤い あっかい L3B△ L4B△
n008 i3.3.1 浅い あさい H0 H2 H3
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 i3.3.2 浅い あっさい L0B△ L3B L4B
n009 i3.4.1 厚い あつい H0 H2 H3
 i3.4.2 厚い あっつい L0B△ L3B△ L4B△
n010 i3.5.1 熱い・暑い あつい L0A L2 H3
 i3.5.2 熱い あっつい L0B L3B L4B
n011 i3.6.1 甘い あまい H0 H2△ H3
 i3.6.2 甘い あんまい L4B△
 i3.6.3 甘い あーまい
n013 i3.7.1 淡い あわい H0 H2 H3
 i3.7.2 淡い あんわい
 i3.7.3 淡い あーわい
n015 i3.8.1 薄い うすい H0 H2 H3 H0△ 
 i3.8.2 薄い うっすい L0B△ L3B△ L4B
n018 i3.9.1 酷い えぐい H0 H2 H3
 i3.9.2 酷い えーぐい
n022 i3.10.1 遅い おそい H0 H2 H3
 i3.10.2 遅い おっそい L0B△ L3B△ L4B
n023 i3.11.1 重い おもい H0 H2 H3
 i3.11.2 重い おんもい L3B L4B
n024 i3.12.1 角い かくい L0A L2△ H3
 i3.12.2 角い かっくい L0B L3B△ L4B
n025 i3.13.1 固い かたい H0 H2 H3
 i3.13.2 固い かったい L0B L3B L4B
n028 i3.14.1 軽い かるい H0 H2 H3
 i3.14.2 軽い かんるい L0B L3B L4B
 i3.14.3 軽い かーるい L0B L3B L4B
n029 i3.15.1 過酷 きつい H0 H2 H3
 i3.15.2 過酷 きっつい L0B△ L3B△ L4B
n033 i3.16.1 暗い くらい H0 H2△ H3
 i3.16.2 暗い くーらい
n034 i3.17.1 黒い くろい L0A H2△ H3
 i3.17.2 黒い くんろい
 i3.17.3 黒い くーろい
n037 i3.18.1 頑丈 ごつい H0 H2 H3
 i3.18.2 頑丈 ごっつい L0B L3B L4B
n038 i3.19.1 小 こまい L0A H2△ H3
 i3.19.2 小 こんまい
n043 i3.20.1 容易 しよい L0A L2 H3
 i3.20.2 容易 しんよい L3B△ L4B△
 i3.20.3 容易 しーよい L3B L4B
n044 i3.21.1 残念 しょぼい H0△ H2△ H3△ H0△ 
 i3.21.2 残念 しょんぼい
n046 i3.22.1 白い しろい L0A L2 H3
 i3.22.2 白い しんろい L0B△ L3B△ L4B△
 i3.22.3 白い しーろい L0B△ L3B△ L4B△
n051 i3.23.1 狭い せまい L0A H2 H3
 i3.23.2 狭い せんまい L3B
 i3.23.3 狭い せーまい L3B
n052 i3.24.1 高(丈・値) たかい L0A L2 H3
 i3.24.2 高(丈) たっかい L0B△ L3B△ L4B△
n053 i3.25.1 弛緩 たすい H0 H2 H3 H0△ 
 i3.25.2 弛緩 たっすい L0B L3B L4B
n054 i3.26.1 怠い・弛い だるい H0△ H2 H3
 i3.26.2 怠い・弛い だんるい L0B△ L3B L4B
 i3.26.3 怠い・弛い だーるい L0B△ L3B L4B
n055 i3.27.1 近い ちかい L0A L2 H3
 i3.27.2 近い ちっかい L0B L3B L4B
n056 i3.28.1 小さい ちさい H0 H2 H3
 i3.28.2 小さい ちっさい L0B L3B L4B
 i3.28.3 小さい ちーさい H0 H3 H4
 i3.28.4 小ちゃい ちっちゃい L0B△ L3B△ L4B
 i3.28.5 小ちゃい ちーちゃい L0B L3B L4B
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n057 i3.29.1 小まい ちまい
 i3.29.2 小まい ちんまい
n058 i3.30.1 容易 ちょろい L0A△ L2△ H3
 i3.30.2 容易 ちょんろい L3B△ L4B△
 i3.30.3 容易 ちょーろい
n061 i3.31.1 大 でかい H0△ H2 H3
 i3.31.2 大 でっかい L0B△ H4
n063 i3.32.1 鈍い とろい H0 H2 H3
 i3.32.2 鈍い とんろい L0B L3B L4B
 i3.32.3 鈍い とーろい L0B L3B L4B
n064 i3.33.1 長い ながい L0A L2 H3
 i3.33.2 長い なんがい L0B△ L4B
 i3.33.3 長い なーがい L0B△ L4B
n065 i3.34.1 苦い にがい L0A L2△ H3
 i3.34.2 苦い にんがい L3B△ L4B△
n066 i3.35.1 憎い にくい L2 H3 H1 
 i3.35.2 憎い にっくい L3B L4B△
n068 i3.36.1 温い ぬくい L0A L2 H3
 i3.36.2 温い ぬっくい L0B△ L3B△ L4B
n069 i3.37.1 温い ぬるい L0A L2△ H3 H1 
 i3.37.2 温い ぬんるい L0B△ L3B△ L4B
 i3.37.3 温い ぬーるい L0B△ L3B△ L4B
n070 i3.38.1 粘い ねばい L0A L2 H3
 i3.38.2 粘い ねんばい L0B△ L3B△ L4B△
 i3.38.3 粘い ねーばい L0B△ L3B△ L4B△
n072 i3.39.1 鈍い のろい L0A H2△ H3
 i3.39.2 鈍い のんろい
 i3.39.3 鈍い のーろい
n073 i3.40.1 汚い（幼） ばばい
 i3.40.2 汚い（幼） ばーばい
 i3.40.3 綺麗（幼） あっぱい
 i3.40.4 汚い ばっちい L3B△ L4B△
 i3.40.5 汚っちい ばばっちい L4A△ L5A△
n076 i3.41.1 低い ひくい L0A L2△ H3
 i3.41.2 低い ひっくい L0B L3B△ L4B
n078 i3.42.1 冷い・寒い ひやい L0A L2△ H3
 i3.42.2 冷い ひんやい
 i3.42.3 冷い ひーやい
n079 i3.43.1 細長 ひょろい L2△ H3
 i3.43.2 細長 ひょんろい L3B△ L4B
 i3.43.3 細長 ひょーろい
n080 i3.44.1 広い ひろい H0 H2 H3
 i3.44.2 広い ひーろい L4B△
n081 i3.45.1 深い ふかい L0A L2△ H3 H1△ 
 i3.45.2 深い ふっかい L0B△ L3B△ L4B△
n082 i3.46.1 太い ふとい L0A L2△ H3
 i3.46.2 太い ふっとい L0B△ L3B△ L4B△
n083 i3.47.1 古い ふるい L0A△ L2△ H3
 i3.47.2 古い ふんるい L4B△
 i3.47.3 古い ふーるい L4B△
n085 i3.48.1 細い ほそい L0A L2△ H3
 i3.48.2 細い ほっそい L0B△ L3B△ L4B
n086 i3.49.1 古・儲 ぼろい L2△ H3
 i3.49.2 古 ぼんろい L4B
 i3.49.3 古 ぼーろい L4B△
n088 i3.50.1 弱い またい H2 H3
 i3.50.2 弱い まったい L3B L4B
n089 i3.51.1 丸い まるい H0 H2△ H3
 i3.51.2 丸い まんるい L0B△ L3B△ L4B
 i3.51.3 丸い まーるい L0B△ L3B△ L4B
n090 i3.52.1 短い みぞい H0△ H2△ H3
 i3.52.2 短い みんぞい L3B△ L4B△
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 i3.52.3 短い みーぞい L3B△ L4B△
n095 i3.53.1 易い・廉い やすい L0A L2△ H3
 i3.53.1 易い・廉い やっすい L0B△ L3B△ L4B
n097 i3.54.1 軟い やおい H2△ H3
 i3.54.2 軟い やんおい L4B△
 i3.54.3 軟い やーおい
n098 i3.55.1 柔い やわい H2△ H3
 i3.55.2 柔い やんわい L4B△
 i3.55.3 柔い やーわい
n099 i3.56.1 緩い ゆるい H0 H2 H3 H0 
 i3.56.2 緩い ゆんるい L0B△ L3B△ L4B△
 i3.56.3 緩い ゆーるい L0B△ L3B△ L4B△
n100 i3.57.1 弱い よわい L0A L2 H3
 i3.57.2 弱い よんわい L0B△ L3B L4B
 i3.57.3 弱い よーわい L0B△ L3B△ L4B△
n101 i3.58.1 若い わかい L0A△ L2 H3
 i3.58.2 若い わっかい L3B△ L4B
n119 i4.1.1 美味しい おいしい L0A△ L3A L4A
n129 i4.2.1 生娘い おぼこい L3A L4A
n179 i4.3.1 心労い しんどい L3A L4A
n180 i4.4.1 少ない すくない H0 H3△ H4
 i4.4.2 少ない すっくない H0△ H4△ H5△
n204 i4.5.1 茶色い ちゃいろい L0A L3A L4A
n256 i4.6.1 丸こい まるこい H0 H3 H4
 i4.6.2 丸こい まんるこい L0B△ L4B△ L5B△
 i4.6.3 丸こい まーるこい L0B△ L4B△ L5B△
n274 i4.7.1 柔りこい やりこい H0△ H3 H4
n289 i5.1.1 青っぽい あおっぽい H0△ H4 H5
 i5.1.2 青っぽい あーおっぽい
n305 i5.2.1 阿呆らしい あほらしい L4A△ L5A
 i5.2.2 阿呆らしい あっほらしい
n357 i5.3.1 恐ろしい おそろしい H4 H5
 i5.3.2 恐ろしい おっそろしい H5 H6
n373 i5.4.1 軽っぽい かるっぽい H0△ H4 H5
 i5.4.2 軽っぽい かんるっぽい L0B△ L5B L6B
 i5.4.3 軽っぽい かーるっぽい L0B△ L5B L6B
n395 i5.5.1 黒っぽい くろっぽい H0△ H4 H5
 i5.5.2 黒っぽい くんろっぽい L5B L6B
 i5.5.3 黒っぽい くーろっぽい L5B L6B
n396 i5.6.1 吝嗇臭い けちくさい H0△ H4 H5
 i5.6.2 吝嗇臭い けっちくさい
n436 i5.7.1 白っぽい しろっぽい H0 H4 H5
 i5.7.2 白っぽい しーろっぽい L5B L6B
n444 i5.8.1 狭っこい せまっこい H4 H5
 i5.8.2 狭っこい せんまっこい L5B△ L6B
 i5.8.3 狭っこい せーまっこい L5B△ L6B
n509 i5.9.1 馬鹿らしい ばからしい L4A L5A
 i5.9.2 馬鹿らしい ばっからしい
n525 i5.10.1 古っぽい ふるっぽい H4 H5
 i5.10.2 古っぽい ふーるっぽい L5B△ L6B△
n539 i5.11.1 丸っこい まるっこい H0 H4 H5
 i5.11.2 丸っこい まんるっこい L0B L5B L6B
 i5.11.3 丸っこい まーるっこい L0B L5B L6B
n540 i5.12.1 丸っぽい まるっぽい H0 H4 H5
 i5.12.2 丸っぽい まんるっぽい L0B△ L5B△ L6B△
 i5.12.3 丸っぽい まーるっぽい L0B△ L5B△ L6B△
n570 i5.13.1 柔らかい やわらかい H0 H4 H5
 i5.13.2 柔らかい やんわらかい L0B△ L5B△ L6B△
n578 i5.14.1 弱っぽい よわっぽい H4 H5
 i5.14.2 弱っぽい よんわっぽい L5B L6B
 i5.14.3 弱っぽい よーわっぽい L5B L6B
n622 i5.15.1 薄ら寒い うすらざむい H5 H6
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 i5.15.2 薄ら寒い うっすらざむい
n642 i5.16.1 同じっぽい おなじっぽい H0△ H5△ H6
 i5.16.2 同じっぽい おんなじっぽい L0A△ L6A△ L7A△
n643 i5.17.1 同じらしい おなじらしい H5 H6
 i5.17.2 同じらしい おんなじらしい L6A L7A
n733 i5.18.1 毒々しい どくどくしい H5 H6
 i5.18.2 毒々しい どっくどくしい
n763 i5.19.1 馬鹿馬鹿しい ばかばかしい L5A L6A
 i5.19.2 馬鹿馬鹿しい ばっかばかしい
 合計項目数 126 167 176 10 

 

番号 番号 意味 かな IDx4
マル

IDx5
マリが

IDx6 
ガル 

IDx7 
ガリが 

n001 i2.1.1 憂い・愛い うい
n002 i2.2.1 濃い こい
 i2.2.2 濃い こい‐
 i2.2.3 濃ゆい こゆい
n003 i2.3.1 酸い すい
 i2.3.2 酸い すい‐
 i2.3.3 酸ゆい すゆい
 i2.3.4 酸っぱい すっぱい H0 H4△ 
n004 i2.4.1 無い ない
 i2.4.2 無い ない‐
 i2.4.3 無さ なさ‐
 i2.4.4 無い なーい
n005 i2.5.1 良い よい・えー H1 L2△ 
 i2.5.2 良い よい‐
 i2.5.3 良さ よさ‐
n006 i3.1.1 青い あおい
 i3.1.2 青い あーおい
n007 i3.2.1 赤い あかい
 i3.2.2 赤い あっかい
n008 i3.3.1 浅い あさい
 i3.3.2 浅い あっさい
n009 i3.4.1 厚い あつい
 i3.4.2 厚い あっつい
n010 i3.5.1 熱い・暑い あつい H2 L3A 
 i3.5.2 熱い あっつい
n011 i3.6.1 甘い あまい
 i3.6.2 甘い あんまい
 i3.6.3 甘い あーまい
n013 i3.7.1 淡い あわい
 i3.7.2 淡い あんわい
 i3.7.3 淡い あーわい
n015 i3.8.1 薄い うすい H0,H2
 i3.8.2 薄い うっすい
n018 i3.9.1 酷い えぐい
 i3.9.2 酷い えーぐい
n022 i3.10.1 遅い おそい H0△
 i3.10.2 遅い おっそい
n023 i3.11.1 重い おもい
 i3.11.2 重い おんもい
n024 i3.12.1 角い かくい
 i3.12.2 角い かっくい
n025 i3.13.1 固い かたい H0 H0 H0
 i3.13.2 固い かったい
n028 i3.14.1 軽い かるい
 i3.14.2 軽い かんるい
 i3.14.3 軽い かーるい
n029 i3.15.1 過酷 きつい H0
 i3.15.2 過酷 きっつい
n033 i3.16.1 暗い くらい
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 i3.16.2 暗い くーらい
n034 i3.17.1 黒い くろい
 i3.17.2 黒い くんろい
 i3.17.3 黒い くーろい
n037 i3.18.1 頑丈 ごつい
 i3.18.2 頑丈 ごっつい
n038 i3.19.1 小 こまい
 i3.19.2 小 こんまい
n043 i3.20.1 容易 しよい
 i3.20.2 容易 しんよい
 i3.20.3 容易 しーよい
n044 i3.21.1 残念 しょぼい
 i3.21.2 残念 しょんぼい
n046 i3.22.1 白い しろい
 i3.22.2 白い しんろい
 i3.22.3 白い しーろい
n051 i3.23.1 狭い せまい H2△
 i3.23.2 狭い せんまい
 i3.23.3 狭い せーまい
n052 i3.24.1 高(丈・値) たかい H2△ H3△
 i3.24.2 高(丈) たっかい
n053 i3.25.1 弛緩 たすい
 i3.25.2 弛緩 たっすい
n054 i3.26.1 怠い・弛い だるい
 i3.26.2 怠い・弛い だんるい
 i3.26.3 怠い・弛い だーるい
n055 i3.27.1 近い ちかい H2 H3△
 i3.27.2 近い ちっかい
n056 i3.28.1 小さい ちさい
 i3.28.2 小さい ちっさい H0△
 i3.28.3 小さい ちーさい H0△
 i3.28.4 小ちゃい ちっちゃい
 i3.28.5 小ちゃい ちーちゃい
n057 i3.29.1 小まい ちまい
 i3.29.2 小まい ちんまい
n058 i3.30.1 容易 ちょろい
 i3.30.2 容易 ちょんろい
 i3.30.3 容易 ちょーろい
n061 i3.31.1 大 でかい
 i3.31.2 大 でっかい
n063 i3.32.1 鈍い とろい
 i3.32.2 鈍い とんろい
 i3.32.3 鈍い とーろい
n064 i3.33.1 長い ながい
 i3.33.2 長い なんがい
 i3.33.3 長い なーがい
n065 i3.34.1 苦い にがい L0A△
 i3.34.2 苦い にんがい
n066 i3.35.1 憎い にくい L0A△
 i3.35.2 憎い にっくい
n068 i3.36.1 温い ぬくい
 i3.36.2 温い ぬっくい
n069 i3.37.1 温い ぬるい L0A
 i3.37.2 温い ぬんるい
 i3.37.3 温い ぬーるい
n070 i3.38.1 粘い ねばい
 i3.38.2 粘い ねんばい
 i3.38.3 粘い ねーばい
n072 i3.39.1 鈍い のろい
 i3.39.2 鈍い のんろい
 i3.39.3 鈍い のーろい
n073 i3.40.1 汚い（幼） ばばい
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 i3.40.2 汚い（幼） ばーばい
 i3.40.3 綺麗（幼） あっぱい
 i3.40.4 汚い ばっちい L0B△
 i3.40.5 汚っちい ばばっちい L0A△
n076 i3.41.1 低い ひくい
 i3.41.2 低い ひっくい
n078 i3.42.1 冷い・寒い ひやい H2 L3A 
 i3.42.2 冷い ひんやい
 i3.42.3 冷い ひーやい
n079 i3.43.1 細長 ひょろい
 i3.43.2 細長 ひょんろい
 i3.43.3 細長 ひょーろい
n080 i3.44.1 広い ひろい H0 H3
 i3.44.2 広い ひーろい
n081 i3.45.1 深い ふかい H2 H3
 i3.45.2 深い ふっかい
n082 i3.46.1 太い ふとい H2
 i3.46.2 太い ふっとい
n083 i3.47.1 古い ふるい L0A
 i3.47.2 古い ふんるい
 i3.47.3 古い ふーるい
n085 i3.48.1 細い ほそい H2△ H3△ H2
 i3.48.2 細い ほっそい
n086 i3.49.1 古・儲 ぼろい
 i3.49.2 古 ぼんろい
 i3.49.3 古 ぼーろい
n088 i3.50.1 弱い またい
 i3.50.2 弱い まったい
n089 i3.51.1 丸い まるい H0△ H3△
 i3.51.2 丸い まんるい
 i3.51.3 丸い まーるい
n090 i3.52.1 短い みぞい
 i3.52.2 短い みんぞい
 i3.52.3 短い みーぞい
n095 i3.53.1 易い・廉い やすい
 i3.53.1 易い・廉い やっすい
n097 i3.54.1 軟い やおい
 i3.54.2 軟い やんおい
 i3.54.3 軟い やーおい
n098 i3.55.1 柔い やわい
 i3.55.2 柔い やんわい
 i3.55.3 柔い やーわい
n099 i3.56.1 緩い ゆるい
 i3.56.2 緩い ゆんるい
 i3.56.3 緩い ゆーるい
n100 i3.57.1 弱い よわい H2 H3 H2
 i3.57.2 弱い よんわい
 i3.57.3 弱い よーわい
n101 i3.58.1 若い わかい H2
 i3.58.2 若い わっかい
n119 i4.1.1 美味しい おいしい L0A
n129 i4.2.1 生娘い おぼこい
n179 i4.3.1 心労い しんどい L0A
n180 i4.4.1 少ない すくない H0
 i4.4.2 少ない すっくない
n204 i4.5.1 茶色い ちゃいろい
n256 i4.6.1 丸こい まるこい
 i4.6.2 丸こい まんるこい
 i4.6.3 丸こい まーるこい
n274 i4.7.1 柔りこい やりこい
n289 i5.1.1 青っぽい あおっぽい
 i5.1.2 青っぽい あーおっぽい
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n305 i5.2.1 阿呆らしい あほらしい L0A
 i5.2.2 阿呆らしい あっほらしい L0B△
n357 i5.3.1 恐ろしい おそろしい H0 H5 
 i5.3.2 恐ろしい おっそろしい H0△
n373 i5.4.1 軽っぽい かるっぽい
 i5.4.2 軽っぽい かんるっぽい
 i5.4.3 軽っぽい かーるっぽい
n395 i5.5.1 黒っぽい くろっぽい
 i5.5.2 黒っぽい くんろっぽい
 i5.5.3 黒っぽい くーろっぽい
n396 i5.6.1 吝嗇臭い けちくさい H0△ H5 
 i5.6.2 吝嗇臭い けっちくさい
n436 i5.7.1 白っぽい しろっぽい
 i5.7.2 白っぽい しーろっぽい
n444 i5.8.1 狭っこい せまっこい
 i5.8.2 狭っこい せんまっこい
 i5.8.3 狭っこい せーまっこい
n509 i5.9.1 馬鹿らしい ばからしい L0A
 i5.9.2 馬鹿らしい ばっからしい
n525 i5.10.1 古っぽい ふるっぽい H0△
 i5.10.2 古っぽい ふーるっぽい
n539 i5.11.1 丸っこい まるっこい
 i5.11.2 丸っこい まんるっこい
 i5.11.3 丸っこい まーるっこい
n540 i5.12.1 丸っぽい まるっぽい
 i5.12.2 丸っぽい まんるっぽい
 i5.12.3 丸っぽい まーるっぽい
n570 i5.13.1 柔らかい やわらかい
 i5.13.2 柔らかい やんわらかい
n578 i5.14.1 弱っぽい よわっぽい
 i5.14.2 弱っぽい よんわっぽい
 i5.14.3 弱っぽい よーわっぽい
n622 i5.15.1 薄ら寒い うすらざむい H0△
 i5.15.2 薄ら寒い うっすらざむい
n642 i5.16.1 同じっぽい おなじっぽい
 i5.16.2 同じっぽい おんなじっぽい
n643 i5.17.1 同じらしい おなじらしい
 i5.17.2 同じらしい おんなじらしい
n733 i5.18.1 毒々しい どくどくしい H0
 i5.18.2 毒々しい どっくどくしい
n763 i5.19.1 馬鹿馬鹿しい ばかばかしい L0A
 i5.19.2 馬鹿馬鹿しい ばっかばかしい
 合計項目数 10 8 32 6 

 

番号 番号 意味 かな ID13
スギル

IDx8
スギに

ID14 
ミが 

ID15 
サが 

n001 i2.1.1 憂い・愛い うい H1,L2 
n002 i2.2.1 濃い こい H0 H0 H0 
 i2.2.2 濃い こい‐ H0△
 i2.2.3 濃ゆい こゆい L0A L0A H2△ L0A 
n003 i2.3.1 酸い すい
 i2.3.2 酸い すい‐ H0△ H0△
 i2.3.3 酸ゆい すゆい L0A L0A H2 L0A 
 i2.3.4 酸っぱい すっぱい H0 H0 H0 H0 
n004 i2.4.1 無い ない H0 
 i2.4.2 無い ない‐
 i2.4.3 無さ なさ‐ H0
 i2.4.4 無い なーい
n005 i2.5.1 良い よい・えー L0A L0A L0A 
 i2.5.2 良い よい‐
 i2.5.3 良さ よさ‐
n006 i3.1.1 青い あおい H0 H0 H0 H0 
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 i3.1.2 青い あーおい
n007 i3.2.1 赤い あかい H0 H0 H0 H0 
 i3.2.2 赤い あっかい
n008 i3.3.1 浅い あさい H0 H0 H0 
 i3.3.2 浅い あっさい
n009 i3.4.1 厚い あつい H0 H0 H0 H0 
 i3.4.2 厚い あっつい
n010 i3.5.1 熱い・暑い あつい L0A L0A L0A 
 i3.5.2 熱い あっつい
n011 i3.6.1 甘い あまい H0 H0 H0 H0 
 i3.6.2 甘い あんまい
 i3.6.3 甘い あーまい
n013 i3.7.1 淡い あわい H0 H0 H0 
 i3.7.2 淡い あんわい
 i3.7.3 淡い あーわい
n015 i3.8.1 薄い うすい H0 H0 H0 H0 
 i3.8.2 薄い うっすい
n018 i3.9.1 酷い えぐい L0A L0A H2 L0A 
 i3.9.2 酷い えーぐい
n022 i3.10.1 遅い おそい H0 H0 H0 
 i3.10.2 遅い おっそい
n023 i3.11.1 重い おもい H0 H0 H0 H0 
 i3.11.2 重い おんもい
n024 i3.12.1 角い かくい L0A
 i3.12.2 角い かっくい
n025 i3.13.1 固い かたい H0 H0 H0 
 i3.13.2 固い かったい
n028 i3.14.1 軽い かるい H0 H0 H0,H2 H0 
 i3.14.2 軽い かんるい
 i3.14.3 軽い かーるい
n029 i3.15.1 過酷 きつい H0 H0 H0 
 i3.15.2 過酷 きっつい
n033 i3.16.1 暗い くらい H0 H0 H0 
 i3.16.2 暗い くーらい
n034 i3.17.1 黒い くろい L0A L0A H2 L0A 
 i3.17.2 黒い くんろい
 i3.17.3 黒い くーろい
n037 i3.18.1 頑丈 ごつい H0 H0 H0 
 i3.18.2 頑丈 ごっつい
n038 i3.19.1 小 こまい L0A L0A L0A 
 i3.19.2 小 こんまい
n043 i3.20.1 容易 しよい L0A L0A L0A 
 i3.20.2 容易 しんよい L0B△
 i3.20.3 容易 しーよい L0B△
n044 i3.21.1 残念 しょぼい H0 H0 
 i3.21.2 残念 しょんぼい
n046 i3.22.1 白い しろい L0A L0A H2 L0A 
 i3.22.2 白い しんろい
 i3.22.3 白い しーろい
n051 i3.23.1 狭い せまい L0A L0A L0A 
 i3.23.2 狭い せんまい L0B△
 i3.23.3 狭い せーまい
n052 i3.24.1 高(丈・値) たかい L0A L0A L0A 
 i3.24.2 高(丈) たっかい L0B△
n053 i3.25.1 弛緩 たすい H0 H0 H0 
 i3.25.2 弛緩 たっすい L0B△
n054 i3.26.1 怠い・弛い だるい H0 H0 H0 
 i3.26.2 怠い・弛い だんるい
 i3.26.3 怠い・弛い だーるい
n055 i3.27.1 近い ちかい L0A L0A L0A 
 i3.27.2 近い ちっかい L0B△
n056 i3.28.1 小さい ちさい
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 i3.28.2 小さい ちっさい H0 L0B△ L0B△ 
 i3.28.3 小さい ちーさい H0 H0 H0 
 i3.28.4 小ちゃい ちっちゃい H0△ H0△ 
 i3.28.5 小ちゃい ちーちゃい
n057 i3.29.1 小まい ちまい L0A△ L0A△ 
 i3.29.2 小まい ちんまい
n058 i3.30.1 容易 ちょろい
 i3.30.2 容易 ちょんろい
 i3.30.3 容易 ちょーろい
n061 i3.31.1 大 でかい H0△ H0△ H0△ 
 i3.31.2 大 でっかい H0△ L0B△ L0B△ 
n063 i3.32.1 鈍い とろい H0 H0 H0 
 i3.32.2 鈍い とんろい
 i3.32.3 鈍い とーろい
n064 i3.33.1 長い ながい L0A L0A L0A 
 i3.33.2 長い なんがい
 i3.33.3 長い なーがい
n065 i3.34.1 苦い にがい L0A L0A H0,H2 L0A 
 i3.34.2 苦い にんがい
n066 i3.35.1 憎い にくい L0A L0A H0,L0A 
 i3.35.2 憎い にっくい
n068 i3.36.1 温い ぬくい L0A L0A H2 L0A 
 i3.36.2 温い ぬっくい
n069 i3.37.1 温い ぬるい L0A L0A H2 L0A 
 i3.37.2 温い ぬんるい
 i3.37.3 温い ぬーるい
n070 i3.38.1 粘い ねばい L0A L0A H0,H2 L0A 
 i3.38.2 粘い ねんばい
 i3.38.3 粘い ねーばい
n072 i3.39.1 鈍い のろい H0 H0 H0 
 i3.39.2 鈍い のんろい
 i3.39.3 鈍い のーろい
n073 i3.40.1 汚い（幼） ばばい
 i3.40.2 汚い（幼） ばーばい
 i3.40.3 綺麗（幼） あっぱい
 i3.40.4 汚い ばっちい L0B△ L0B△ 
 i3.40.5 汚っちい ばばっちい L0A△ L0A△ 
n076 i3.41.1 低い ひくい L0A L0A L0A 
 i3.41.2 低い ひっくい L0B△
n078 i3.42.1 冷い・寒い ひやい L0A L0A H2△ L0A 
 i3.42.2 冷い ひんやい L0B△
 i3.42.3 冷い ひーやい
n079 i3.43.1 細長 ひょろい
 i3.43.2 細長 ひょんろい
 i3.43.3 細長 ひょーろい
n080 i3.44.1 広い ひろい L0A L0A L0A 
 i3.44.2 広い ひーろい
n081 i3.45.1 深い ふかい L0A L0A H0,H2 L0A 
 i3.45.2 深い ふっかい L0B△
n082 i3.46.1 太い ふとい L0A L0A L0A 
 i3.46.2 太い ふっとい L0B△
n083 i3.47.1 古い ふるい L0A L0A H0,H2△ L0A 
 i3.47.2 古い ふんるい
 i3.47.3 古い ふーるい
n085 i3.48.1 細い ほそい L0A L0A H0,H2△ L0A 
 i3.48.2 細い ほっそい L0B△ L0B△ 
n086 i3.49.1 古・儲 ぼろい L0A L0A△ L0A 
 i3.49.2 古 ぼんろい
 i3.49.3 古 ぼーろい
n088 i3.50.1 弱い またい H0 H0 H0 
 i3.50.2 弱い まったい
n089 i3.51.1 丸い まるい H0 H0 H0 H0 
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 i3.51.2 丸い まんるい
 i3.51.3 丸い まーるい
n090 i3.52.1 短い みぞい H0
 i3.52.2 短い みんぞい
 i3.52.3 短い みーぞい
n095 i3.53.1 易い・廉い やすい L0A L0A L0A 
 i3.53.1 易い・廉い やっすい L0B△
n097 i3.54.1 軟い やおい H0 H0△ H0 
 i3.54.2 軟い やんおい
 i3.54.3 軟い やーおい
n098 i3.55.1 柔い やわい H0 L0A△ L0A△ 
 i3.55.2 柔い やんわい
 i3.55.3 柔い やーわい
n099 i3.56.1 緩い ゆるい H0 H0 H0,H2 H0 
 i3.56.2 緩い ゆんるい
 i3.56.3 緩い ゆーるい
n100 i3.57.1 弱い よわい L0A L0A H2 L0A 
 i3.57.2 弱い よんわい L0B△
 i3.57.3 弱い よーわい
n101 i3.58.1 若い わかい L0A L0A L0A 
 i3.58.2 若い わっかい L0B△
n119 i4.1.1 美味しい おいしい L0A L0A L0A 
n129 i4.2.1 生娘い おぼこい L0A L0A L0A 
n179 i4.3.1 心労い しんどい L0A L0A L0A 
n180 i4.4.1 少ない すくない H0 H0 H0 
 i4.4.2 少ない すっくない
n204 i4.5.1 茶色い ちゃいろい L0A L0A L0A L0A 
n256 i4.6.1 丸こい まるこい H0 H0 H0 
 i4.6.2 丸こい まんるこい
 i4.6.3 丸こい まーるこい
n274 i4.7.1 柔りこい やりこい H0 H0 H0 
n289 i5.1.1 青っぽい あおっぽい H0 H0 H0△ H0 
 i5.1.2 青っぽい あーおっぽい
n305 i5.2.1 阿呆らしい あほらしい L0A L0A L0A 
 i5.2.2 阿呆らしい あっほらしい L0B△
n357 i5.3.1 恐ろしい おそろしい H0 H0 H0 
 i5.3.2 恐ろしい おっそろしい H0△ H0△ H0△ 
n373 i5.4.1 軽っぽい かるっぽい H0 H0 H0 
 i5.4.2 軽っぽい かんるっぽい
 i5.4.3 軽っぽい かーるっぽい
n395 i5.5.1 黒っぽい くろっぽい H0 H0 H0 
 i5.5.2 黒っぽい くんろっぽい
 i5.5.3 黒っぽい くーろっぽい
n396 i5.6.1 吝嗇臭い けちくさい H0 H0 H0 
 i5.6.2 吝嗇臭い けっちくさい
n436 i5.7.1 白っぽい しろっぽい H0 H0 H0 
 i5.7.2 白っぽい しーろっぽい
n444 i5.8.1 狭っこい せまっこい H0 
 i5.8.2 狭っこい せんまっこい
 i5.8.3 狭っこい せーまっこい
n509 i5.9.1 馬鹿らしい ばからしい L0A L0A L0A 
 i5.9.2 馬鹿らしい ばっからしい
n525 i5.10.1 古っぽい ふるっぽい H0 H0 H0 
 i5.10.2 古っぽい ふーるっぽい
n539 i5.11.1 丸っこい まるっこい H0 H0 H0 
 i5.11.2 丸っこい まんるっこい
 i5.11.3 丸っこい まーるっこい
n540 i5.12.1 丸っぽい まるっぽい H0 H0 H0 
 i5.12.2 丸っぽい まんるっぽい
 i5.12.3 丸っぽい まーるっぽい
n570 i5.13.1 柔らかい やわらかい H0 H0 H0,H4 H0 
 i5.13.2 柔らかい やんわらかい
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n578 i5.14.1 弱っぽい よわっぽい H0 H0 L0A△,H0△ 
 i5.14.2 弱っぽい よんわっぽい
 i5.14.3 弱っぽい よーわっぽい
n622 i5.15.1 薄ら寒い うすらざむい H0△ H0 H0 
 i5.15.2 薄ら寒い うっすらざむい
n642 i5.16.1 同じっぽい おなじっぽい H0△ 
 i5.16.2 同じっぽい おんなじっぽい
n643 i5.17.1 同じらしい おなじらしい H0 
 i5.17.2 同じらしい おんなじらしい L0A 
n733 i5.18.1 毒々しい どくどくしい H0 H0 H0 
 i5.18.2 毒々しい どっくどくしい
n763 i5.19.1 馬鹿馬鹿しい ばかばかしい L0A L0A L0A 
 i5.19.2 馬鹿馬鹿しい ばっかばかしい
 合計項目数 101 88 28 94 
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付録3 形容詞(3) 

表 8．形容詞の語末挿入形・語末挿入遅上がり形の終止形の音調 
番号 番号 意味 ア 1 語末挿入形 ア 2 イ 共か
n006 h3.1 青い H2 あ[おー]い L3A 共
n007 h3.2 赤い H2 あ[かー]い L3A 共
n008 h3.3 浅い H2 あ[さー]い L3A 共
n009 h3.4 厚い H2 [あつー]い H3 共
n010 h3.5 熱い・暑い H1 あ[つー]い（熱） L3A 共
n011 h3.6 甘い H2 あ[まー]い L3A 共
n012 h3.7 荒い H2 あ[らー]い L3A 共
n013 h3.8 淡い H2 あ[わー]い L3A 共
n014 h3.9 痛い H1 い[たー]い L3A 共
n015 h3.10 薄い H2 う[すー]い L3A 共
n017 h3.11 旨い H1 う[まー]い L3A 共
n018 h3.12 酷い H1 え[ぐー]い L3A 共
n019 h3.13 偉い H2 え[らー]い L3A 共
n022 h3.14 遅い H2 お[そー]い L3A 共
n023 h3.15 重い H2 お[もー]い L3A 共
n025 h3.16 固い H2 か[たー]い L3A 共
n026 h3.17 痒い H1 か[ゆー]い L3A 共
n027 h3.18 辛い H1 か[らー]い L3A 共
n028 h3.19 軽い H2 か[るー]い L3A 共
n029 h3.20 過酷い H2 き[つー]い L3A 共
n031 h3.21 臭い H1 く[さー]い L3A 共
n033 h3.22 暗い H2 く[らー]い L3A 共
n034 h3.23 黒い H1 く[ろー]い L3A 共
n002 h3.24 濃ゆい H1 こ[ゆー]い L3A 共
n039 h3.25 怖い H1 こ[わー]い L3A 共
n041 h3.26 寒い H1 さ[むー]い L3A 共
n042 h3.27 渋い H1 し[ぶー]い L3A 共
n046 h3.28 白い H1 し[ろー]い L3A 共
n048 h3.29 凄い H2 す[ごー]い L3A 共
n051 h3.30 狭い H1 せ[まー]い L3A 共
n052 h3.31 高い H1 た[かー]い L3A 共
n054 h3.32 怠い・弛い H2 だ[るー]い L3A 共
n055 h3.33 近い H1 ち[かー]い L3A 共
n059 h3.34 強い H1 つ[よー]い L3A 共
n060 h3.35 辛い H2 つ[らー]い L3A 共
n061 h3.36 大い H2 で[かー]い L3A 共
n063 h3.37 鈍い H2 と[ろー]い L3A 共
n064 h3.38 長い H1 な[がー]い L3A 共
n065 h3.39 苦い H1 に[がー]い L3A 共
n066 h3.40 憎い H2 に[くー]い L3A 共
n067 h3.41 鈍い H2 に[ぶー]い L3A 共
n069 h3.42 温い H1 ぬ[るー]い L3A 共
n075 h3.43 早い H1 は[やー]い L3A 共
n076 h3.44 低い H1 ひ[くー]い L3A 共
n080 h3.45 広い H1 ひ[ろー]い L3A 共
n081 h3.46 深い H1 ふ[かー]い L3A 共
n082 h3.47 太い H1 ふ[とー]い L3A 共
n083 h3.48 古い H1 ふ[るー]い L3A 共
n085 h3.49 細い H1 ほ[そー]い L3A 共
n089 h3.50 丸い H2 ま[るー]い L3A 共
n094 h3.51 脆い H2 も[ろー]い L3A 共
n095 h3.52 易い・廉い H1 や[すー]い L3A 共
n099 h3.53 緩い H2 ゆ[るー]い L3A 共
n100 h3.54 弱い H1 よ[わー]い L3A 共
n101 h3.55 若い H1 わ[かー]い L3A 共
n102 h3.56 悪い H1 わ[るー]い L3A 共
n104 h4.1 明るい H3 [あかるー]い H4 共
n115 h4.2 色良い H3 [いろよー]い, いろ[よー]い H4 L4B△ 共
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n116 h4.3 煩い H3 [うるさー]い H4 共
n131 h4.4 重たい H3 [おもたー]い H4 共
n134 h4.5 賢い H3 [かしこー]い H4 共
n136 h4.6 か細い H3 [かぼそー]い, かぼ[そー]い H4 L4B△ 共
n138 h4.7 か弱い H3 [かよわー]い, かよ[わー]い H4 L4B△ 共
n144 h4.8 汚い H3 [きたなー]い H4 共
n153 h4.9 悔しい H3 [くやしー]い H4 共
n157 h4.10 気だるい H3 [けだるー]い, けだ[るー]い H4 L4B△ 共
n159 h4.11 煙たい H3 [けむたー]い H4 共
n164 h4.12 細かい H3 [こまかー]い, こま[かー]い H4 L4B△ 共
n177 h4.13 強情 H3 [しぶとー]い H4 共
n180 h4.14 少ない H3 [すくなー]い, すく[なー]い H4 L4B△ 共
n182 h4.15 涼しい H3 [すずしー]い H4 共
n200 h4.16 小さい H3 [ちーさー]い H4 共
n204 h4.17 茶色い L3A ちゃ[いろー]い, ちゃい[ろー]い L4A L4B△ 共
n208 h4.18 冷たい H3 [つめたー]い, つめ[たー]い H4 L4B△ 共
n233 h4.19 根強い H3 [ねずよー]い, ねず[よー]い H4 L4B△ 共
n234 h4.20 根深い H3 [ねぶかー]い, ねぶ[かー]い H4 L4B△ 共
n235 h4.21 眠たい H3 [ねむたー]い, ねむ[たー]い H4 L4B△ 共
n246 h4.22 ひ弱い H3 [ひよわー]い, ひよ[わー]い H4 L4B△ 共
n247 h4.23 平たい H3 [ひらたー]い, ひら[たー]い H4 L4B△ 共
n249 h4.24 程好い H3 [ほどよー]い, ほど[よー]い H4 L4B△ 共
n256 h4.25 丸こい H3 [まるこー]い, まる[こー]い H4 L4B△ 共
n258 h4.26 短い H3 [みじかー]い H4 共
n285 h5.1 愛らしい L4A あ[いらしー]い, あいら[しー]い L5A L5C△ 共
n286 h5.2 青臭い H4 [あおくさー]い, あおく[さー]い H5 L5C△ 共
n287 h5.3 青黒い H4 [あおぐろー]い, あおぐ[ろー]い H5 L5C△ 共
n288 h5.4 青白い H4 [あおじろー]い, あおじ[ろー]い H5 L5C△ 共
n289 h5.5 青っぽい H4 [あおっぽー]い, あおっ[ぽー]い H5 L5C△ 共
n290 h5.6 垢臭い H4 [あかくさー]い, あかく[さー]い H5 L5C△ 共
n291 h5.7 赤黒い H4 [あかぐろー]い, あかぐ[ろー]い H5 L5C△ 共
n292 h5.8 飽きっぽい H4 [あきっぽー]い, あきっ[ぽー]い H5 L5C△ 共
n293 h5.9 飽き易い H4 [あきやすー]い, あきや[すー]い H5 L5C△ 共
n294 h5.10 浅黒い H4 [あさぐろー]い, あさぐ[ろー]い H5 L5C△ 共
n296 h5.11 味気無い H4 [あじけなー]い, あじけ[なー]い H5 L5C△ 共
n297 h5.12 汗臭い L4A あ[せくさー]い, あせく[さー]い L5A L5C△ 共
n298 h5.13 温・暖かい H4 [あたたかー]い, あたた[かー]い H5 L5C△ 共
n302 h5.14 暖かい H4 [あったかー]い, あった[かー]い H5 L5C△ 共
n303 h5.15 無邪気 H4 [あどけなー]い, あどけ[なー]い H5 L5C△ 共
n306 h5.16 甘辛い H4 [あまからー]い, あまか[らー]い H5 L5C△ 共
n310 h5.17 有難い H4 [ありがたー]い, ありが[たー]い H5 L5C△ 共
n320 h5.18 意地悪い H4 [いじわるー]い, いじわ[るー]い H5 L5C△ 共
n322 h5.19 磯臭い H4 [いそくさー]い, いそく[さー]い H5 L5C△ 共
n323 h5.20 痛痒い H4 [いたがゆー]い, いたが[ゆー]い H5 L5C△ 共
n326 h5.21 いち早い H4 [いちはやー]い, いちは[やー]い H5 L5C△ 共
n334 h5.22 色白い H4 [いろじろー]い, いろじ[ろー]い H5 L5C△ 共
n335 h5.23 色っぽい H4 [いろっぽー]い, いろっ[ぽー]い H5 L5C△ 共
n338 h5.24 薄青い H4 [うすあおー]い, うすあ[おー]い H5 L5C△ 共
n339 h5.25 薄赤い H4 [うすあかー]い, うすあ[かー]い H5 L5C△ 共
n340 h5.26 薄甘い H4 [うすあまー]い, うすあ[まー]い H5 L5C△ 共
n341 h5.27 薄暗い H4 [うすぐらー]い, うすぐ[らー]い H5 L5C△ 共
n342 h5.28 薄黒い H4 [うすぐろー]い, うすぐ[ろー]い H5 L5C△ 共
n344 h5.29 薄白い H4 [うすじろー]い, うすじ[ろー]い H5 L5C△ 共
n345 h5.30 堆い H4 [うずたかー]い, うずた[かー]い H5 L5C△ 共
n349 h5.31 うら若い H4 [うらわかー]い, うらわ[かー]い H5 L5C△ 共
n354 h5.32 奥深い L4A お[くふかー]い, おくふ[かー]い L5A L5C△ 共
n360 h5.33 面白い H4 [おもしろー]い, おもし[ろー]い H5 L5C△ 共
n361 h5.34 面映い H4 [おもはゆー]い, おもは[ゆー]い H5 L5C△ 共
n364 h5.35 書きにくい H4 [かきにくー]い, かきに[くー]い H5 L5C△ 共
n370 h5.36 かっ怠い H4 [かったるー]い, かった[るー]い H5 L5C△ 共
n371 h5.37 金臭い H4 [かなくさー]い, かなく[さー]い H5 L5C△ 共
n372 h5.38 黴臭い H4 [かびくさー]い, かびく[さー]い H5 L5C△ 共
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n373 h5.39 軽っぽい H4 [かるっぽー]い, かるっ[ぽー]い H5 L5C△ 共
n374 h5.40 頑是無い L4A が[んぜなー]い, がんぜ[なー]い L5A L5C△ 共
n375 h5.41 甲高い L4A か[んだかー]い, かんだ[かー]い L5A L5C△ 共
n377 h5.42 聞き辛い H4 [ききずらー]い, ききず[らー]い H5 L5C△ 共
n378 h5.43 聞き難い H4 [ききにくー]い, ききに[くー]い H5 L5C△ 共
n379 h5.44 無骨 H4 [ぎこちなー]い, ぎこち[なー]い H5 L5C△ 共
n382 h5.45 きな臭い H4 [きなくさー]い, きなく[さー]い H5 L5C△ 共
n383 h5.46 気味悪い H4 [きみわるー]い, きみわ[るー]い H5 L5C△ 共
n384 h5.47 気持ち良い H4 [きもちよー]い, きもち[よー]い H5 L5C△ 共
n386 h5.48 義理堅い H4 [ぎりがたー]い, ぎりが[たー]い H5 L5C△ 共
n387 h5.49 草深い H4 [くさぶかー]い, くさぶ[かー]い H5 L5C△ 共
n392 h5.50 愚痴っぽい L4A ぐ[ちっぽー]い, ぐちっ[ぽー]い L5A L5C△ 共
n395 h5.51 黒っぽい H4 [くろっぽー]い, くろっ[ぽー]い H5 L5C△ 共
n396 h5.52 けち臭い H4 [けちくさー]い, けちく[さー]い H5 L5C△ 共
n397 h5.53 煙ったい H4 [けむったー]い, けむっ[たー]い H5 L5C△ 共
n400 h5.54 小うるさい H4 [こうるさー]い H5 共
n403 h5.55 焦げ臭い H4 [こげくさー]い H5 共
n404 h5.56 心地好い H4 [ここちよー]い, ここち[よー]い H5 L5C△ 共
n406 h5.57 快い H4 [こころよー]い H5△ 共
n412 h5.58 ゴム臭い H4 [ごむくさー]い, ごむく[さー]い H5 L5C△ 共
n414 h5.59 酒臭い H4 [さけくさー]い, さけく[さー]い H5 L5C△ 共
n416 h5.60 冷め易い H4 [さめやすー]い, さめや[すー]い H5 L5C△ 共
n417 h5.61 去り難い H4 [さりがたー]い, さりが[たー]い H5 L5C△ 共
n418 h5.62 然り気無い H4 [さりげなー]い, さりげ[なー]い H5 L5C△ 共
n420 h5.63 塩辛い H4 [しおからー]い, しおか[らー]い H5 L5C△ 共
n422 h5.64 仕方無い H4 [しかたなー]い, しかた[なー]い H5 L5C△ 共
n425 h5.65 濃厚 H4 [しつっこー]い, しつっ[こー]い H5 L5C△ 共
n427 h5.66 忍びない H4 [しのびなー]い, しのび[なー]い H5 L5C△ 共
n428 h5.67 慈悲深い L4A じ[ひぶかー]い, じひぶ[かー]い L5A L5C△ 共
n429 h5.68 湿っぽい H4 [しめっぽー]い, しめっ[ぽー]い H5 L5C△ 共
n430 h5.69 邪魔くさい H4 [じゃまくさー]い, じゃまく[さー]い H5 L5C△ 共
n434 h5.70 思慮深い H4 [しりょぶかー]い, しりょぶ[かー]い H5 L5C△ 共
n436 h5.71 白っぽい H4 [しろっぽー]い, しろっ[ぽー]い H5 L5C△ 共
n437 h5.72 末永い H4 [すえながー]い, すえな[がー]い H5 L5C△ 共
n441 h5.73 滑っこい H4 [すべっこー]い, すべっ[こー]い H5 L5C△ 共
n447 h5.74 俗っぽい H4 [ぞくっぽー]い, ぞくっ[ぽー]い H5 L5C△ 共
n449 h5.75 素っ気ない H4 [そっけなー]い, そっけ[なー]い H5 L5C△ 共
n452 h5.76 耐え難い H4 [たえがたー]い, たえが[たー]い H5 L5C△ 共
n453 h5.77 絶え間ない H4 [たえまなー]い, たえま[なー]い H5 L5C△ 共
n456 h5.78 断ち難い H4 [たちがたー]い, たちが[たー]い H5 L5C△ 共
n459 h5.79 頼り無い L4A た[よりなー]い, たより[なー]い L5A L5C△ 共
n462 h5.80 力ない H4 [ちからなー]い, ちから[なー]い H5 L5C△ 共
n463 h5.81 乳臭い L4A ち[ちくさー]い, ちちく[さー]い L5A L5C△ 共
n465 h5.82 土臭い H4 [つちくさー]い, つちく[さー]い H5 L5C△ 共
n468 h5.83 詰まらない H4 [つまらなー]い, つまら[なー]い H5 L5C△ 共
n470 h5.84 罪深い L4A つ[みぶかー]い, つみぶ[かー]い L5A L5C△ 共
n472 h5.85 艶っぽい H4 [つやっぽー]い, つやっ[ぽー]い H5 L5C△ 共
n475 h5.86 照れ臭い H4 [てれくさー]い, てれく[さー]い H5 L5C△ 共
n476 h5.87 どす黒い H4 [どすぐろー]い, どすぐ[ろー]い H5 L5C△ 共
n478 h5.88 とろ臭い H4 [とろくさー]い, とろく[さー]い H5 L5C△ 共
n479 h5.89 泥臭い H4 [どろくさー]い, どろく[さー]い H5 L5C△ 共
n481 h5.90 鈍臭い H4 [どんくさー]い, どんく[さー]い H5 L5C△ 共
n483 h5.91 長細い H4 [ながぼそー]い, ながぼ[そー]い H5 L5C△ 共
n484 h5.92 情け無い H4 [なさけなー]い, なさけ[なー]い H5 L5C△ 共
n486 h5.93 何気無い L4A な[にげなー]い, なにげ[なー]い L5A L5C△ 共
n487 h5.94 生臭い H4 [なまぐさー]い, なまぐ[さー]い H5 L5C△ 共
n488 h5.95 生温い H4 [なまぬるー]い, なまぬ[るー]い H5 L5C△ 共
n501 h5.96 熱っぽい H4 [ねつっぽー]い, ねつっ[ぽー]い H5 L5C△ 共
n502 h5.97 粘っこい H4 [ねばっこー]い, ねばっ[こー]い H5 L5C△ 共
n504 h5.98 飲みにくい H4 [のみにくー]い, のみに[くー]い H5 L5C△ 共
n505 h5.99 鈍臭い H4 [のろくさー]い, のろく[さー]い H5 L5C△ 共
n512 h5.100 バタ臭い H4 [ばたくさー]い, ばたく[さー]い H5 L5C△ 共
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n513 h5.101 肌寒い L4A は[だざむー]い, はだざ[むー]い L5A L5C△ 共
n516 h5.102 幅広い H4 [はばひろー]い, はばひ[ろー]い H5 L5C△ 共
n517 h5.103 腹黒い H4 [はらぐろー]い, はらぐ[ろー]い H5 L5C△ 共
n519 h5.104 冷やっこい H4 [ひやっこー]い, ひやっ[こー]い H5 L5C△ 共
n520 h5.105 ひょろ高い H4 [ひょろたかー]い, ひょろた[かー]い H5 L5C△ 共
n521 h5.106 ひょろ長い H4 [ひょろながー]い, ひょろな[がー]い H5 L5C△ 共
n524 h5.107 古臭い H4 [ふるくさー]い, ふるく[さー]い H5 L5C△ 共
n527 h5.108 細長い H4 [ほそながー]い, ほそな[がー]い H5 L5C△ 共
n531 h5.109 仄暗い H4 [ほのぐらー]い, ほのぐ[らー]い H5 L5C△ 共
n532 h5.110 ほの白い H4 [ほのじろー]い, ほのじ[ろー]い H5 L5C△ 共
n534 h5.111 間が悪い H4 [まがわるー]い, まがわ[るー]い H5 L5C△ 共
n539 h5.112 丸っこい H4 [まるっこー]い, まるっ[こー]い H5 L5C△ 共
n541 h5.113 真ん丸い L4A ま[んまるー]い, まんま[るー]い L5A L5C△ 共
n543 h5.114 水臭い H4 [みずくさー]い, みずく[さー]い H5 L5C△ 共
n544 h5.115 水っぽい H4 [みずっぽー]い, みずっ[ぽー]い H5 L5C△ 共
n548 h5.116 蒸し暑い H4 [むしあつー]い, むしあ[つー]い H5 L5C△ 共
n549 h5.117 むず痒い H4 [むずがゆー]い, むずが[ゆー]い H5 L5C△ 共
n558 h5.118 物凄い H4 [ものすごー]い, ものす[ごー]い H5 L5C△ 共
n560 h5.119 安っぽい L4A や[すっぽー]い, やすっ[ぽー]い L5A L5C△ 共
n562 h5.120 野暮臭い L4A や[ぼくさー]い, やぼく[さー]い L5A L5C△ 共
n563 h5.121 野暮ったい L4A や[ぼったー]い, やぼっ[たー]い L5A L5C△ 共
n564 h5.122 山深い H4 [やまぶかー]い, やまぶ[かー]い H5 L5C△ 共
n569 h5.123 遣る瀬無い H4 [やるせなー]い, やるせ[なー]い H5 L5C△ 共
n570 h5.124 柔らかい H4 [やわらかー]い, やわら[かー]い H5 L5C△ 共
n575 h5.125 呼びにくい H4 [よびにくー]い, よびに[くー]い H5 L5C△ 共
n576 h5.126 読みにくい H4 [よみにくー]い, よみに[くー]い H5 L5C△ 共
n577 h5.127 読み易い H4 [よみやすー]い, よみや[すー]い H5 L5C△ 共
n580 h5.128 分かり良い H4 [わかりよー]い, わかり[よー]い H5 L5C△ 共
n589 h6.1 厚ぼったい H5 [あつぼったー]い, あつぼっ[たー]い H6 L6D△ 共
n592 h6.2 甘酸っぱい H5 [あまずっぱー]い, あまずっ[ぱー]い H6 L6D△ 共
n593 h6.3 甘ったるい H5 [あまったるー]い, あまった[るー]い H6 L6D△ 共
n607 h6.4 いたいけない H5 [いたいけなー]い, いたいけ[なー]い H6 L6D△ 共
n610 h6.5 田舎臭い H5 [いなかくさー]い, いなかく[さー]い H6 L6D△ 共
n614 h6.6 陰気臭い L5A い[んきくさー]い, いんきく[さー]い L6A L6D△ 共
n616 h6.7 胡散臭い H5 [うさんくさー]い, うさんく[さー]い H6 L6D△ 共
n618 h6.8 後ろめたい L5A う[しろめたー]い, うしろめ[たー]い L6A L6D△ 共
n619 h6.9 薄明るい H5 [うすあかるー]い, うすあか[るー]い H6 L6D△ 共
n620 h6.10 薄汚ない H5 [うすぎたなー]い, うすぎた[なー]い H6 L6D△ 共
n621 h6.11 薄っぺらい L5A う[すっぺらー]い, うすっぺ[らー]い L6A L6D△ 共
n622 h6.12 薄ら寒い H5 [うすらざむー]い, うすらざ[むー]い H6 L6D△ 共
n629 h6.13 恨みっぽい H5 [うらみっぽー]い, うらみっ[ぽー]い H6 L6D△ 共

n632 h6.14 遠慮深い H5 [えんりょぶかー]い,
えんりょぶ[かー]い H6 L6D△ 共 

n633 h6.15 犯し難い H5 [おかしがたー]い, おかしが[たー]い H6 L6D△ 共
n638 h6.16 男臭い H5 [おとこくさー]い, おとこく[さー]い H6 L6D△ 共
n639 h6.17 男っぽい H5 [おとこっぽー]い, おとこっ[ぽー]い H6 L6D△ 共
n652 h6.18 香り高い H5 [かおりたかー]い, かおりた[かー]い H6 L6D△ 共
n660 h6.19 我慢強い H5 [がまんずよー]い, がまんず[よー]い H6 L6D△ 共
n662 h6.20 カルキ臭い H5 [かるきくさー]い, かるきく[さー]い H6 L6D△ 共
n664 h6.21 変わり易い H5 [かわりやすー]い, かわりや[すー]い H6 L6D△ 共
n665 h6.22 感じ易い H5 [かんじやすー]い, かんじや[すー]い H6 L6D△ 共
n666 h6.23 黄色っぽい H5 [きいろっぽー]い, きいろっ[ぽー]い H6 L6D△ 共
n672 h6.24 決まり悪い H5 [きまりわるー]い, きまりわ[るー]い H6 L6D△ 共
n674 h6.25 きめ細かい H5 [きめこまかー]い, きめこま[かー]い H6 L6D△ 共
n675 h6.26 気持ち悪い H5 [きもちわるー]い, きもちわ[るー]い H6 L6D△ 共
n679 h6.27 食足りない L5A く[いたりなー]い, くいたり[なー]い L6A L6D△ 共
n680 h6.28 擽ったい H5 [くすぐったー]い, くすぐっ[たー]い H6 L6D△ 共
n681 h6.29 口うるさい H5 [くちうるさー]い, くちうる[さー]い H6 L6D△ 共
n682 h6.30 口汚ない H5 [くちぎたなー]い, くちぎた[なー]い H6 L6D△ 共
n685 h6.31 屈託ない L5B くっ[たくなー]い, くったく[なー]い L6B L6D△ 共
n694 h6.32 心強い H5 [こころずよー]い, こころず[よー]い H6 L6D△ 共
n696 h6.33 心細い H5 [こころぼそー]い, こころぼ[そー]い H6 L6D△ 共
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n697 h6.34 心安い H5 [こころやすー]い, こころや[すー]い H6 L6D△ 共
n700 h6.35 子供っぽい H5 [こどもっぽー]い, こどもっ[ぽー]い H6 L6D△ 共
n705 h6.36 根気強い L5A こ[んきずよー]い, こんきず[よー]い L6A L6D△ 共
n707 h6.37 仕方がない H5 [しかたがなー]い, しかたが[なー]い H6 L6D△ 共
n709 h6.38 仕様がない H5 [しようがなー]い, しようが[なー]い H6 L6D△ 共
n712 h6.39 辛気臭い H5 [しんきくさー]い, しんきく[さー]い H6 L6D△ 共
n716 h6.40 すばしっこい H5 [すばしっこー]い, すばしっ[こー]い H6 L6D△ 共
n718 h6.41 石油臭い L5A せ[きゆくさー]い, せきゆく[さー]い L6A L6D△ 共
n725 h6.42 だだっ広い H5 [だだっぴろー]い, だだっぴ[ろー]い H6 L6D△ 共
n727 h6.43 力強い H5 [ちからずよー]い, ちからず[よー]い H6 L6D△ 共
n728 h6.44 血生臭い H5 [ちなまぐさー]い H6 共

n729 h6.45 茶色っぽい L5A ちゃ[いろっぽー]い, 
ちゃいろっ[ぽー]い L6A L6D△ 共 

n730 h6.46 注意深い H5 [ちゅーいぶかー]い, 
ちゅーいぶ[かー]い H6 L6D△ 共 

n743 h6.47 情け深い H5 [なさけぶかー]い, なさけぶ[かー]い H6 L6D△ 共
n749 h6.48 涙脆い H5 [なみだもろー]い, なみだも[ろー]い H6 L6D△ 共
n759 h6.49 粘り強い H5 [ねばりずよー]い, ねばりず[よー]い H6 L6D△ 共
n764 h6.50 ばつが悪い H5 [ばつがわるー]い, ばつがわ[るー]い H6 L6D△ 共
n771 h6.51 腫れぼったい H5 [はれぼったー]い, はれぼっ[たー]い H6 L6D△ 共
n774 h6.52 平べったい H5 [ひらべったー]い, ひらべっ[たー]い H6 L6D△ 共
n782 h6.53 誇り高い H5 [ほこりたかー]い, ほこりた[かー]い H6 L6D△ 共
n783 h6.54 埃っぽい H5 [ほこりっぽー]い, ほこりっ[ぽー]い H6 L6D△ 共
n784 h6.55 ほの明るい H5 [ほのあかるー]い, ほのあか[るー]い H6 L6D△ 共
n790 h6.56 間違いない H5 [まちがいなー]い, まちがい[なー]い H6 L6D△ 共
n794 h6.57 回りくどい H5 [まわりくどー]い, まわりく[どー]い H6 L6D△ 共
n797 h6.58 見っともない H5 [みっともなー]い, みっとも[なー]い H6 L6D△ 共
n807 h6.59 面倒臭い H5 [めんどくさー]い, めんどく[さー]い H6 L6D△ 共
n812 h6.60 物足りない H5 [ものたりなー]い, ものたり[なー]い H6 L6D△ 共
n816 h6.61 遣り切れない H5 [やりきれなー]い, やりきれ[なー]い H6 L6D△ 共
n822 h6.62 理屈っぽい H5 [りくつっぽー]い, りくつっ[ぽー]い H6 L6D△ 共
n823 h6.63 分かりにくい H5 [わかりにくー]い, わかりに[くー]い H6 L6D△ 共
n824 h6.64 分かり易い H5 [わかりやすー]い, わかりや[すー]い H6 L6D△ 共
n828 h6.65 忘れ難い H5 [わすれがたー]い, わすれが[たー]い H6 L6D△ 共
n829 h6.66 忘れっぽい H5 [わすれっぽー]い, わすれっ[ぽー]い H6 L6D△ 共

n837 h7.1 印象深い H6 [いんしょーぶかー]い, 
いんしょーぶ[かー]い H7 L7E△ 共 

n838 h7.2 薄気味悪い H6 [うすきみわるー]い,
うすきみわ[るー]い H7 L7E△ 共 

n839 h7.3 疑い深い H6 [うたがいぶかー]い, 
うたがいぶ[かー]い H7 L7E△ 共 

n841 h7.4 疑り深い H6 [うたぐりぶかー]い, 
うたぐりぶ[かー]い H7 L7E△ 共 

n845 h7.5 白粉臭い L6A お[しろいくさー]い, 
おしろいく[さー]い L7A L7E△ 共 

n851 h7.6 感慨深い H6 [かんがいぶかー]い, 
かんがいぶ[かー]い H7 L7E△ 共 

n853 h7.7 勘定高い H6 [かんじょーだかー]い, 
かんじょーだ[かー]い H7 L7E△ 共 

n858 h7.8 計算高い H6 [けいさんだかー]い, 
けいさんだ[かー]い H7 L7E△ 共 

n868 h7.9 親しみ易い H6 [したしみやすー]い, 
したしみや[すー]い H7 L7E△ 共 

n870 h7.10 執念深い H6 [しゅーねんぶかー]い, 
しゅーねんぶ[かー]い H7 L7E△ 共 

n873 h7.11 素人臭い L6A し[ろーとくさー]い, 
しろーとく[さー]い L7A L7E△ 共 

n874 h7.12 辛抱強い H6 [しんぼーずよー]い, 
しんぼーず[よー]い H7 L7E△ 共 

n885 h7.13 慎み深い H6 [つつしみぶかー]い, 
つつしみぶ[かー]い H7 L7E△ 共 

n890 h7.14 生暖かい L6A な[まあたたかー]い, L7A L7E△ 共



付録 3 形容詞(3) 

- 208 - 

 

なまあたた[かー]い

n893 h7.15 人間臭い L6A に[んげんくさー]い, 
にんげんく[さー]い L7A L7E△ 共 

n895 h7.16 忍耐強い H6 [にんたいずよー]い, 
にんたいず[よー]い H7 L7E△ 共 

n903 h7.17 人懐っこい H6 [ひとなつっこー]い, 
ひとなつっ[こー]い H7 L7E△ 共 

n906 h7.18 分別臭い H6 [ふんべつくさー]い, 
ふんべつく[さー]い H7 L7E△ 共 

n925 h7.19 用心深い H6 [よーじんぶかー]い, 
よーじんぶ[かー]い H7 L7E△ 共 
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付録4 形容詞(4) 

表 9．形容詞の遅上がり形・語中挿入遅上がり形の終止形の音調 
番号 番号 意味 通常形・語中挿入形 ア イ 1 イ 2 
n104 d4.1 明るい あか（ー）[る]い H3 L3B L4C 
n112 d4.2 愛しい いと（ー）[し]い H3 L3B L4C 
n115 d4.3 色良い いろ（ー）[よ]い H3 L3B L4C 
n119 d4.4 美味しい おい（ー）[し]い L3A L3B L4C 
n125 d4.5 幼い おさ（ー）[な]い H3 L3B L4C 
n135 d4.6 悲しい かな（ー）[し]い H3 L3B L4C 
n136 d4.7 か細い かぼ（ー）[そ]い H3 L3B L4C 
n138 d4.8 か弱い かよ（ー）[わ]い H3 L3B L4C 
n139 d4.9 可愛い かわ（ー）[い]い H3 L3B L4C 
n142 d4.10 気軽い きが（ー）[る]い H3 L3B L4C 
n143 d4.11 聞き良い きき（ー）[よ]い H3 L3B L4C 
n149 d4.12 気安い きや（ー）[す]い H3 L3B L4C 
n150 d4.13 着易い きや（ー）[す]い H3 L3B L4C 
n151 d4.14 気弱い きよ（ー）[わ]い H3 L3B L4C 
n155 d4.15 詳しい くわ（ー）[し]い H3 L3B L4C 
n161 d4.16 恋しい こい（ー）[し]い H3 L3B L4C 
n163 d4.17 小高い こだ（ー）[か]い H3 L3B L4C 
n164 d4.18 細かい こま（ー）[か]い H3 L3B L4C 
n169 d4.19 寂しい さび（ー）[し]い H3 L3B L4C 
n173 d4.20 親しい した（ー）[し]い H3 L3B L4C 
n180 d4.21 少ない すく（ー）[な]い H3 L3B L4C 
n182 d4.22 涼しい すず（ー）[し]い H3 L3B L4C 
n188 d4.23 住み良い すみ（ー）[よ]い H3 L3B L4C 
n190 d4.24 切ない せつ（ー）[な]い H3 L3B L4C 
n194 d4.25 正しい ただ（ー）[し]い H3 L3B L4C 
n196 d4.26 楽しい たの（ー）[し]い H3 L3B L4C 
n197 d4.27 容易い たや（ー）[す]い H3 L3B L4C 
n200 d4.28 小さい ちい（ー）[さ]い H3 L3B L4C 
n202 d4.29 ちっこい ち（ー）っ[こ]い H3 L3B L4C 
n203 d4.30 小っちゃい ち（ー）っ[ちゃ]い H3, L3B L3B L4C 
n205 d4.31 ちゃっちい ちゃ（ー）っ[ち]い H3 L3B L4C 
n207 d4.32 倹しい つま（ー）[し]い H3 L3B L4C 
n208 d4.33 冷たい つめ（ー）[た]い H3 L3B L4C 
n237 d4.34 儚い はか（ー）[な]い H3 L3B L4C 
n246 d4.35 ひ弱い ひよ（ー）[わ]い H3 L3B L4C 
n247 d4.36 平たい ひら（ー）[た]い H3 L3B L4C 
n251 d4.37 貧しい まず（ー）[し]い H3 L3B L4C 
n252 d4.38 間近い まじ（ー）[か]い H3 L3B L4C 
n254 d4.39 目映い まば（ー）[ゆ]い H3 L3B L4C 
n256 d4.40 丸こい まる（ー）[こ]い H3 L3B L4C 
n257 d4.41 身軽い みが（ー）[る]い H3 L3B L4C 
n258 d4.42 短い みじ（ー）[か]い H3 L3B L4C 
n264 d4.43 空しい むな（ー）[し]い H3 L3B L4C 
n267 d4.44 目出度い めで（ー）[た]い H3 L3B L4C 
n272 d4.45 優・易しい やさ（ー）[し]い H3 L3B L4C 
n275 d4.46 床しい ゆか（ー）[し]い H3 L3B L4C 
n282 d4.47 侘しい わび（ー）[し]い H3 L3B L4C 
n117 d4.48 嬉しい うれー[し]い H3 L4C 
n120 d4.49 大きい おおー[き]い H3 L4C 
n122 d4.50 可笑しい おかー[し]い H3 L4C 
n134 d4.51 賢い かしー[こ]い H3 L4C 
n147 d4.52 厳しい きびー[し]い H3 L4C 
n148 d4.53 気まずい きまー[ず]い H3 L4C 
n153 d4.54 悔しい くやー[し]い H3 L4C 
n154 d4.55 苦しい くるー[し]い H3 L4C 
n157 d4.56 気だるい けだー[る]い H3 L4C 
n219 d4.57 手ぬるい てぬー[る]い H3 L4C 
n241 d4.58 久しい ひさー[し]い H3 L4C 
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n271 d4.59 物憂い ものー[う]い H3 L4C 
n287 d5.1 青黒い あおぐ（ー）[ろ]い H4 L4C L5D 
n288 d5.2 青白い あおじ（ー）[ろ]い H4 L4C L5D 
n289 d5.3 青っぽい あお（ー）っ[ぽ]い H4 L4C L5D 
n291 d5.4 赤黒い あかぐ（ー）[ろ]い H4 L4C L5D 
n294 d5.5 浅黒い あさぐ（ー）[ろ]い H4 L4C L5D 
n296 d5.6 味気無い あじけ（ー）[な]い H4 L4C L5D 
n303 d5.7 無邪気 あどけ（ー）[な]い H4 L4C L5D 
n306 d5.8 甘辛い あまか（ー）[ら]い H4 L4C L5D 
n320 d5.9 意地悪い いじわ（ー）[る]い H4 L4C L5D 
n327 d5.10 愛おしい いとお（ー）[し]い H4 L4C L5D 
n334 d5.11 色白い いろじ（ー）[ろ]い H4 L4C L5D 
n335 d5.12 色っぽい いろ（ー）っ[ぽ]い H4 L4C L5D 
n338 d5.13 薄青い うすあ（ー）[お]い H4 L4C L5D 
n339 d5.14 薄赤い うすあ（ー）[か]い H4 L4C L5D 
n340 d5.15 薄甘い うすあ（ー）[ま]い H4 L4C L5D 
n344 d5.16 薄白い うすじ（ー）[ろ]い H4 L4C L5D 
n373 d5.17 軽っぽい かる（ー）っ[ぽ]い H4 L4C L5D 
n383 d5.18 気味悪い きみわ（ー）[る]い H4 L4C L5D 
n395 d5.19 黒っぽい くろ（ー）っ[ぽ]い H4 L4C L5D 
n404 d5.20 心地好い ここち（ー）[よ]い H4 L4C L5D 
n420 d5.21 塩辛い しおか（ー）[ら]い H4 L4C L5D 
n429 d5.22 湿っぽい しめ（ー）っ[ぽ]い H4 L4C L5D 
n436 d5.23 白っぽい しろ（ー）っ[ぽ]い H4 L4C L5D 
n437 d5.24 末永い すえな（ー）[が]い H4 L4C L5D 
n441 d5.25 滑っこい すべ（ー）っ[こ]い H4 L4C L5D 
n447 d5.26 俗っぽい ぞく（ー）っ[ぽ]い H4 L4C L5D 
n472 d5.27 艶っぽい つや（ー）っ[ぽ]い H4 L4C L5D 
n476 d5.28 どす黒い どすぐ（ー）[ろ]い H4 L4C L5D 
n483 d5.29 長細い ながぼ（ー）[そ]い H4, L4A L4C L5D 
n527 d5.30 細長い ほそな（ー）[が]い H4 L4C L5D 
n539 d5.31 丸っこい まる（ー）っ[こ]い H4 L4C L5D 
n541 d5.32 真ん丸い まんま（ー）[る]い L4A L4C L5D 
n560 d5.33 安っぽい やす（ー）っ[ぽ]い L4A L4C L5D 
n563 d5.34 野暮ったい やぼ（ー）っ[た]い L4A L4C L5D 
n577 d5.35 読み易い よみや（ー）[す]い H4 L4C L5D 
n580 d5.36 分かり良い わかり（ー）[よ]い H4 L4C L5D 
n341 d5.37 薄暗い うすぐー[ら]い H4 L5D 
n342 d5.38 薄黒い うすぐー[ろ]い H4 L5D 
n358 d5.39 大人しい おとなー[し]い H4 L5D 
n531 d5.40 仄暗い ほのぐー[ら]い H4 L5D 
n532 d5.41 ほの白い ほのじー[ろ]い H4 L5D 
n589 d6.1 厚ぼったい あつぼ（ー）っ[た]い H5 L5D L6E 
n591 d6.2 脂っこい あぶら（ー）っ[こ]い H5 L5D L6E 
n593 d6.3 甘ったるい あまった（ー）[る]い H5 L5D L6E 
n605 d6.4 幾久しい いくひさ（ー）[し]い L5A L5D L6E 
n619 d6.5 薄明るい うすあか（ー）[る]い H5 L5D L6E 
n621 d6.6 薄っぺらい うすっぺ（ー）[ら]い L5A L5D L6E 
n639 d6.7 男っぽい おとこ（ー）っ[ぽ]い H5 L5D L6E 
n664 d6.8 変わり易い かわりや（ー）[す]い H5 L5D L6E 
n700 d6.9 子供っぽい こども（ー）っ[ぽ]い H5 L5D L6E 
n716 d6.10 すばしっこい すばし（ー）っ[こ]い H5 L5D L6E 
n729 d6.11 茶色っぽい ちゃいろ（ー）っ[ぽ]い L5A L5D L6E 
n764 d6.12 ばつが悪い ばつがわ（ー）[る]い H4 L5D L6E 
n771 d6.13 腫れぼったい はれぼ（ー）っ[た]い H5 L5D L6E 
n772 d6.14 人恋しい ひとこい（ー）[し]い H5 L5D L6E 
n774 d6.15 平べったい ひらべ（ー）っ[た]い H5 L5D L6E 
n783 d6.16 埃っぽい ほこり（ー）っ[ぽ]い H5 L5D L6E 
n784 d6.17 ほの明るい ほのあか（ー）[る]い H5 L5D L6E 
n810 d6.18 物悲しい ものがな（―）[し]い H5 L5D L6E 
n811 d6.19 物寂しい ものさび（―）[し]い H5 L5D L6E 
n812 d6.20 物足りない ものたり（―）[な]い H5 L5D L6E 
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n822 d6.21 理屈っぽい りくつ（―）っ[ぽ]い H5 L5D L6E 
n829 d6.22 忘れっぽい わすれ（―）っ[ぽ]い H5 L5D L6E 
n838 d7.1 薄気味悪い うすきみわ（ー）[る]い H6 L6E L7F 
n854 d7.2 規則正しい きそくただ（ー）[し]い H6 L6E L7F 
n860 d7.3 心嬉しい こころうれ（ー）[し]い H6 L6E L7F 
n864 d7.4 古式懐しい こしきゆか（ー）[し]い H1.H3 L6E L7F 
n903 d7.5 人懐っこい ひとなつ（ー）っ[こ]い H6 L6E L7F 
n921 d7.6 元も子もない もともこも（ー）[な]い H1.H1.H1 L6E L7F 
n932 d8.1 面白可笑しい おもしろおか（ー）[し]い H7 L7F L8G 
n103 d4.60 敢え無い あえ[な]い H3 L3B 
n107 d4.61 危ない あぶ[な]い H3 L3B 
n108 d4.62 危うい あや[う]い H3 L3B 
n118 d4.63 得難い えが[た]い H3 L3B 
n141 d4.64 黄色い きい[ろ]い H3 L3B 
n145 d4.65 気強い きず[よ]い H3 L3B 
n217 d4.66 大 でっ[か]い H3 L3B 
n230 d4.67 ならない なら[な]い H3 L3B 
n238 d4.68 歯痒い はが[ゆ]い H3 L3B 
n265 d4.69 無理ない むり[な]い H1.H1 L3B 
n285 d5.42 愛らしい あいら[し]い L4A L4C 
n286 d5.43 青臭い あおく[さ]い H4 L4C 
n290 d5.44 垢臭い あかく[さ]い H4 L4C 
n293 d5.45 飽き易い あきや[す]い H4 L4C 
n297 d5.46 汗臭い あせく[さ]い L4A L4C 
n298 d5.47 温・暖かい あたた[か]い H4 L4C 
n300 d5.48 新しい あたら[し]い H4 L4C 
n302 d5.49 暖かい あった[か]い H4 L4C 
n304 d5.50 阿呆臭い あほく[さ]い L4A L4C 
n305 d5.51 阿呆らしい あほら[し]い L4A L4C 
n308 d5.52 荒くたい あらく[た]い H4 L4C 
n310 d5.53 有難い ありが[た]い H4 L4C 
n312 d5.54 言いにくい いいに[く]い H4 L4C 
n316 d5.55 潔い いさぎ[よ]い H4 L4C 
n322 d5.56 磯臭い いそく[さ]い H4 L4C 
n323 d5.57 痛痒い いたが[ゆ]い H4 L4C 
n326 d5.58 いち早い いちは[や]い H4 L4C 
n330 d5.59 否めない いなめ[な]い H4 L4C 
n337 d5.60 謂われない いわれ[な]い H4 L4C 
n346 d5.61 美しい うつく[し]い H4 L4C 
n349 d5.62 うら若い うらわ[か]い H4 L4C 
n353 d5.63 遠慮ない えんりょ[な]い H4 L4C 
n354 d5.64 奥深い おくふ[か]い L4A L4C 
n355 d5.65 惜しみ無い おしみ[な]い H4 L4C 
n360 d5.66 面白い おもし[ろ]い H4 L4C 
n361 d5.67 面映い おもは[ゆ]い H4 L4C 
n364 d5.68 書きにくい かきに[く]い H4 L4C 
n365 d5.69 限り無い かぎり[な]い H4 L4C 
n369 d5.70 格好良い かっこ[い]い H4 L4C 
n376 d5.71 芳しい かんば[し]い H4 L4C 
n382 d5.72 きな臭い きなく[さ]い H4 L4C 
n384 d5.73 気持ち良い きもち[よ]い H4 L4C 
n385 d5.74 御し易い ぎょしや[す]い L4A L4C 
n386 d5.75 義理堅い ぎりが[た]い H4 L4C 
n387 d5.76 草深い くさぶ[か]い H4 L4C 
n392 d5.77 愚痴っぽい ぐちっ[ぽ]い L4A L4C 
n396 d5.78 けち臭い けちく[さ]い H4 L4C 
n397 d5.79 煙ったい けむっ[た]い H4 L4C 
n399 d5.80 香ばしい こーば[し]い H4 L4C 
n402 d5.81 小気味良い こきみ[よ]い H4, H0.L0 L4C 
n406 d5.82 快い こころ[よ]い H4 L4C 
n411 d5.83 好ましい このま[し]い H4 L4C 
n412 d5.84 ゴム臭い ごむく[さ]い H4 L4C 
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n414 d5.85 酒臭い さけく[さ]い H4 L4C 
n416 d5.86 冷め易い さめや[す]い H4 L4C 
n417 d5.87 去り難い さりが[た]い H4 L4C 
n418 d5.88 然り気無い さりげ[な]い H4 L4C 
n422 d5.89 仕方無い しかた[な]い H4 L4C 
n425 d5.90 濃厚 しつっ[こ]い H4 L4C 
n427 d5.91 忍びない しのび[な]い H4 L4C 
n428 d5.92 慈悲深い じひぶ[か]い L4A L4C 
n430 d5.93 邪魔くさい じゃまく[さ]い H4 L4C 
n434 d5.94 思慮深い しりょぶ[か]い H4 L4C 
n443 d5.95 世知辛い せちが[ら]い H4 L4C 
n449 d5.96 素っ気ない そっけ[な]い H4 L4C 
n452 d5.97 耐え難い たえが[た]い H4 L4C 
n453 d5.98 絶え間ない たえま[な]い H4 L4C 
n454 d5.99 類ない たぐい[な]い H4 L4C 
n456 d5.100 断ち難い たちが[た]い H4 L4C 
n457 d5.101 頼もしい たのも[し]い H4 L4C 
n458 d5.102 たまらない たまら[な]い H4 L4C 
n462 d5.103 力ない ちから[な]い H4 L4C 
n464 d5.104 調子良い ちょーし[よ]い H0.L0 L4C 
n468 d5.105 詰まらない つまら[な]い H4 L4C 
n470 d5.106 罪がない つみが[な]い L4A L4C 
n471 d5.107 罪深い つみぶ[か]い L4A L4C 
n475 d5.108 照れ臭い てれく[さ]い H4 L4C 
n484 d5.109 情け無い なさけ[な]い H4 L4C 
n485 d5.110 懐かしい なつか[し]い H4 L4C 
n486 d5.111 何気無い なにげ[な]い L4A L4C 
n487 d5.112 生臭い なまぐ[さ]い H4 L4C 
n501 d5.113 熱っぽい ねつっ[ぽ]い H4 L4C 
n503 d5.114 望ましい のぞま[し]い H4 L4C 
n504 d5.115 飲みにくい のみに[く]い H4 L4C 
n511 d5.116 恥ずかしい はずか[し]い H4 L4C 
n512 d5.117 バタ臭い ばたく[さ]い H4 L4C 
n515 d5.118 糞っちい ばばっ[ち]い L4A L4C 
n519 d5.119 冷やっこい ひやっ[こ]い H4 L4C 
n523 d5.120 相応しい ふさわ[し]い H4 L4C 
n524 d5.121 古臭い ふるく[さ]い H4 L4C 
n528 d5.122 程近い ほどち[か]い H4 L4C 
n551 d5.123 むず痒い むずが[ゆ]い H4 L4C 
n557 d5.124 不随意 もどか[し]い H4 L4C 
n558 d5.125 物凄い ものす[ご]い H4 L4C 
n562 d5.126 野暮臭い やぼく[さ]い L4A L4C 
n564 d5.127 山深い やまぶ[か]い H4 L4C 
n567 d5.128 やりづらい やりず[ら]い H4 L4C 
n568 d5.129 やりにくい やりに[く]い H4 L4C 
n569 d5.130 遣る瀬無い やるせ[な]い H4 L4C 
n570 d5.131 柔らかい やわら[か]い H4 L4C 
n572 d5.132 欲深い よくぶ[か]い H4 L4C 
n573 d5.133 淀みない よどみ[な]い H4 L4C 
n575 d5.134 呼びにくい よびに[く]い H4 L4C 
n576 d5.135 読みにくい よみに[く]い H4 L4C 
n582 d6.23 愛くるしい あいくる[し]い H5 L5D 
n584 d6.24 青黄色い あおぎい[ろ]い H5 L5D 
n585 d6.25 赤黄色い あかぎい[ろ]い H5 L5D 
n587 d6.26 厚かましい あつかま[し]い H5 L5D 
n588 d6.27 暑苦しい あつくる[し]い H5 L5D 
n590 d6.28 危な気無い あぶなげ[な]い H5 L5D 
n592 d6.29 甘酸っぱい あまずっ[ぱ]い H5 L5D 
n597 d6.30 歩きにくい あるきに[く]い L5A L5D 
n599 d6.31 哀れっぽい あわれっ[ぽ]い H5 L5D 
n600 d6.32 言い甲斐ない いいがい[な]い H5 L5D 
n607 d6.33 いたいけない いたいけ[な]い H5 L5D 
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n609 d6.34 著しい いちじる[し]い H5 L5D 
n610 d6.35 田舎臭い いなかく[さ]い H5 L5D 
n616 d6.36 胡散臭い うさんく[さ]い H5 L5D 
n620 d6.37 薄汚ない うすぎた[な]い H5 L5D 
n627 d6.38 うら悲しい うらがな[し]い H5 L5D 
n628 d6.39 うら寂しい うらさび[し]い H5 L5D 
n629 d6.40 恨みっぽい うらみっ[ぽ]い H5 L5D 
n630 d6.41 羨ましい うらやま[し]い H5 L5D 
n631 d6.42 遠慮のない えんりょの[な]い H5 L5D 
n632 d6.43 遠慮深い えんりょぶ[か]い H5 L5D 
n633 d6.44 犯し難い おかしが[た]い H5 L5D 
n636 d6.45 怒りっぽい おこりっ[ぽ]い H5 L5D 
n638 d6.46 男臭い おとこく[さ]い H5 L5D 
n640 d6.47 男らしい おとこら[し]い H5 L5D 
n646 d6.48 重々しい おもおも[し]い H5 L5D 
n647 d6.49 重苦しい おもくる[し]い H5 L5D 
n648 d6.50 お安くない おやすく[な]い L3A.H1 L5D 
n649 d6.51 及び難い およびが[た]い H5 L5D 
n650 d6.52 女らしい おんなら[し]い H5 L5D 
n652 d6.53 香り高い かおりた[か]い H5 L5D 
n653 d6.54 輝かしい かがやか[し]い H5 L5D 
n655 d6.55 掛け替えない かけがえ[な]い L5A L5D 
n656 d6.56 堅苦しい かたくる[し]い H5 L5D 
n658 d6.57 角々しい かどかど[し]い H5 L5D 
n660 d6.58 我慢強い がまんず[よ]い H5 L5D 
n662 d6.59 カルキ臭い かるきく[さ]い H5 L5D 
n663 d6.60 可愛らしい かわいら[し]い H5 L5D 
n665 d6.61 感じ易い かんじや[す]い H5 L5D 
n666 d6.62 黄色っぽい きいろっ[ぽ]い H5 L5D 
n668 d6.63 汚らしい きたなら[し]い H5 L5D 
n669 d6.64 忌憚のない きたんの[な]い H5 L5D 
n671 d6.65 気恥ずかしい きはずか[し]い H5 L5D 
n672 d6.66 決まり悪い きまりわ[る]い H5 L5D 
n672 d6.67 きめ細かい きめこま[か]い H5 L5D 
n675 d6.68 気持ち悪い きもちわ[る]い H5 L5D 
n679 d6.69 食足りない くいたり[な]い L5A L5D 
n680 d6.70 擽ったい くすぐっ[た]い H5 L5D 
n681 d6.71 口うるさい くちうる[さ]い H5 L5D 
n682 d6.72 口汚ない くちぎた[な]い H5 L5D 
n685 d6.73 屈託ない くったく[な]い H5 L5D 
n692 d6.74 神々しい こーごー[し]い H5 L5D 
n693 d6.75 効率良い こーりつ[よ]い H0.L0 L5D 
n694 d6.76 心強い こころず[よ]い H5 L5D 
n695 d6.77 心憎い こころに[く]い H5 L5D 
n696 d6.78 心細い こころぼ[そ]い H5 L5D 
n697 d6.79 心安い こころや[す]い H5 L5D 
n701 d6.80 子供らしい こどもら[し]い H5 L5D 
n703 d6.81 此の上無い このうえ[な]い H5 L5D 
n704 d6.82 小難しい こむずか[し]い H5 L5D 
n705 d6.83 根気強い こんきず[よ]い L5A L5D 
n706 d6.84 寒々しい さむざむ[し]い H5 L5D 
n707 d6.85 仕方がない しかたが[な]い H5 L5D 
n708 d6.86 嫉妬深い しっとぶ[か]い L5B L5D 
n709 d6.87 仕様がない しよーが[な]い H5 L5D 
n710 d6.88 仕様もない しよーも[な]い H3.H1 L5D 
n711 d6.89 白々しい しらじら[し]い H5 L5D 
n712 d6.90 辛気臭い しんきく[さ]い H5 L5D 
n714 d6.91 清々しい すがすが[し]い H5 L5D 
n715 d6.92 救い難い すくいが[た]い H5 L5D 
n718 d6.93 石油臭い せきゆく[さ]い L5A L5D 
n719 d6.94 狭 せせこま[し]い H5 L5D 
n720 d6.95 狭苦しい せまくる[し]い H5 L5D 
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n723 d6.96 空々しい そらぞら[し]い L5A L5D 
n725 d6.97 だだっ広い だだっぴ[ろ]い H5 L5D 
n727 d6.98 力強い ちからず[よ]い H5 L5D 
n730 d6.99 注意深い ちゅーいぶ[か]い H5 L5D 
n735 d6.100 とてつもない とてつも[な]い H3.H1 L5D 
n736 d6.101 とめどがない とめどが[な]い H2.H1 L5D 
n738 d6.102 長たらしい ながたら[し]い H5 L5D 
n739 d6.103 長っ細い ながっぽ[そ]い L5A L5D 
n740 d6.104 長々しい ながなが[し]い H5 L5D 
n741 d6.105 嘆かわしい なげかわ[し]い H5 L5D 
n743 d6.106 情け深い なさけぶ[か]い H5 L5D 
n744 d6.107 馴染み深い なじみぶ[か]い H5 L5D 
n746 d6.108 生々しい なまなま[し]い H5 L5D 
n748 d6.109 生易しい なまやさ[し]い L5A L5D 
n749 d6.110 涙脆い なみだも[ろ]い H5 L5D 
n750 d6.111 馴れ馴れしい なれなれ[し]い H5 L5D 
n751 d6.112 何でもない なんでも[な]い L5A L5D 
n752 d6.113 何にもない なんにも[な]い L3A.H1 L5D 
n754 d6.114 苦々しい にがにが[し]い H5 L5D 
n755 d6.115 賑々しい にぎにぎ[し]い H5 L5D 
n756 d6.116 憎たらしい にくたら[し]い H5 L5D 
n757 d6.117 憎々しい にくにく[し]い H5 L5D 
n759 d6.118 粘り強い ねばりず[よ]い H5 L5D 
n763 d6.119 馬鹿馬鹿しい ばかばか[し]い L5A L5D 
n765 d6.120 話しづらい はなしず[ら]い H5 L5D 
n766 d6.121 甚だしい はなはだ[し]い H5 L5D 
n767 d6.122 華々しい はなばな[し]い H5 L5D 
n768 d6.123 腹立たしい はらだた[し]い H5 L5D 
n769 d6.124 晴れがましい はれがま[し]い H5 L5D 
n770 d6.125 晴れ晴れしい はればれ[し]い H5 L5D 
n773 d6.126 人懐こい ひとなつ[こ]い H5 L5D 
n776 d6.127 福々しい ふくぶく[し]い H5 L5D 
n777 d6.128 大胆不敵 ふてぶて[し]い H5 L5D 
n778 d6.129 古めかしい ふるめか[し]い H5 L5D 
n779 d6.130 便所臭い べんじょく[さ]い H5 L5D 
n780 d6.131 他でもない ほかでも[な]い L3A.H1 L5D 
n782 d6.132 誇り高い ほこりた[か]い H5 L5D 
n785 d6.133 微笑ましい ほほえま[し]い L5A L5D 
n786 d6.134 真新しい まあたら[し]い H5 L5D 
n788 d6.135 紛らわしい まぎらわ[し]い H5 L5D 
n789 d6.136 間怠っこい まだるっ[こ]い H5 L5D 
n790 d6.137 間違いない まちがい[な]い H5 L5D 
n791 d6.138 待ち遠しい まちどー[し]い H5 L5D 
n792 d6.139 忠実 まめまめ[し]い H5 L5D 
n793 d6.140 丸まっちい まるまっ[ち]い H5 L5D 
n794 d6.141 回りくどい まわりく[ど]い H5 L5D 
n795 d6.142 身窄らしい みすぼら[し]い H5 L5D 
n796 d6.143 瑞々しい みずみず[し]い H5 L5D 
n797 d6.144 見っともない みっとも[な]い H5 L5D 
n800 d6.145 身も世もない みもよも[な]い H1.H1 L5D 
n801 d6.146 惨たらしい むごたら[し]い H5 L5D 
n802 d6.147 不潔 むさくる[し]い H5 L5D 
n803 d6.148 胸苦しい むなぐる[し]い H5 L5D 
n804 d6.149 目新しい めあたら[し]い H5 L5D 
n805 d6.150 滅多にない めったに[な]い H2.H1 L5D 
n806 d6.151 目まぐるしい めまぐる[し]い H5 L5D 
n807 d6.152 面倒臭い めんどく[さ]い H5 L5D 
n814 d6.153 物々しい ものもの[し]い H5 L5D 
n816 d6.154 遣り切れない やりきれ[な]い H5 L5D 
n817 d6.155 やるかたない やるかた[な]い H5 L5D 
n819 d6.156 余所余所しい よそよそ[し]い H5 L5D 
n820 d6.157 喜ばしい よろこば[し]い H5 L5D 
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n821 d6.158 弱々しい よわよわ[し]い H5 L5D 
n823 d6.159 分かりにくい わかりに[く]い H5 L5D 
n824 d6.160 分かり易い わかりや[す]い H5 L5D 
n825 d6.161 若々しい わかわか[し]い H5 L5D 
n826 d6.162 態とらしい わざとら[し]い H5 L5D 
n827 d6.163 煩わしい わずらわ[し]い H5 L5D 
n828 d6.164 忘れ難い わすれが[た]い H5 L5D 
n832 d7.7 危なっかしい あぶなっか[し]い H6 L6E 
n834 d7.8 意見がましい いけんがま[し]い H6 L6E 
n836 d7.9 嫌味たらしい いやみたら[し]い H6 L6E 
n837 d7.10 印象深い いんしょーぶ[か]い H6 L6E 
n839 d7.11 疑い深い うたがいぶ[か]い H6 L6E 
n840 d7.12 疑りっぽい うたぐりっ[ぽ]い H6 L6E 
n841 d7.13 疑り深い うたぐりぶ[か]い H6 L6E 
n842 d7.14 うら恥ずかしい うらはずか[し]い H6 L6E 
n843 d7.15 恨みがましい うらみがま[し]い H6 L6E 
n844 d7.16 臆面もない おくめんも[な]い H6 L6E 
n845 d7.17 白粉臭い おしろいく[さ]い L6A L6E 
n847 d7.18 思いがけない おもいがけ[な]い H6 L6E 
n848 d7.19 折り目正しい おりめただ[し]い H6 L6E 
n850 d7.20 堅っ苦しい かたっくる[し]い H6 L6E 
n851 d7.21 感慨深い かんがいぶ[か]い H6 L6E 
n853 d7.22 勘定高い かんじょーだ[か]い H6 L6E 
n855 d7.23 口幅ったい くちはばっ[た]い H6 L6E 
n856 d7.24 口喧しい くちやかま[し]い H6 L6E 
n857 d7.25 屈託のない くったくの[な]い L6B L6E 
n858 d7.26 計算高い けいさんだ[か]い H6 L6E 
n862 d7.27 心苦しい こころぐる[し]い H6 L6E 
n865 d7.28 事新しい ことあたら[し]い H6 L6E 
n868 d7.29 親しみ易い したしみや[す]い H6 L6E 
n870 d7.30 執念深い しゅーねんぶ[か]い H6 L6E 
n871 d7.31 性懲りもない しょーこりも[な]い L3B.H1 L6E 
n872 d7.32 小便臭い しょーべんく[さ]い H6 L6E 
n873 d7.33 素人臭い しろーとく[さ]い L6A L6E 
n874 d7.34 辛抱強い しんぼーず[よ]い H6 L6E 
n875 d7.35 末恐ろしい すえおそろ[し]い H6 L6E 
n876 d7.36 末頼もしい すえたのも[し]い H6 L6E 
n877 d7.37 狭っ苦しい せまっくる[し]い H6 L6E 
n878 d7.38 底意地悪い そこいじわ[る]い H6 L6E 
n879 d7.39 そこはかとない そこはかと[な]い H4.H1 L6E 
n880 d7.40 空恐ろしい そらおそろ[し]い L6A L6E 
n882 d7.41 算盤高い そろばんだ[か]い L6A L6E 
n885 d7.42 慎み深い つつしみぶ[か]い H6 L6E 
n887 d7.43 滞りない とどこーり[な]い H6 L6E 
n889 d7.44 何事もない なにごとも[な]い L4A.H1 L6E 
n890 d7.45 生暖かい なまあたた[か]い L6A L6E 
n892 d7.46 涙ぐましい なみだぐま[し]い H6 L6E 
n893 d7.47 人間臭い にんげんく[さ]い L6A L6E 
n894 d7.48 人間らしい にんげんら[し]い L6A L6E 
n895 d7.49 忍耐強い にんたいず[よ]い H6 L6E 
n897 d7.50 残り少ない のこりすく[な]い L6A, H6 L6E 
n898 d7.51 計り知れない はかりしれ[な]い H6 L6E 
n902 d7.52 人懐かしい ひとなつか[し]い H6 L6E 
n904 d7.53 非難がましい ひなんがま[し]い H6 L6E 
n906 d7.54 分別臭い ふんべつく[さ]い H6 L6E 
n911 d7.55 身も蓋もない みもふたも[な]い H1.H2.H1 L6E 
n912 d7.56 見る影もない みるかげも[な]い L2.L2.H1 L6E 
n913 d7.57 未練がましい みれんがま[し]い H6 L6E 
n914 d7.58 未練たらしい みれんたら[し]い H6 L6E 
n915 d7.59 むさっ苦しい むさっくる[し]い H6 L6E 
n918 d7.60 申し訳ない もーしわけ[な]い H6 L6E 
n920 d7.61 尤もらしい もっともら[し]い H6 L6E 
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n922 d7.62 物狂おしい ものぐるお[し]い H6 L6E 
n923 d7.63 物珍しい ものめずら[し]い H6 L6E 
n924 d7.64 言うまでもない ゆーまでも[な]い H2.H1 L6E 
n925 d7.65 用心深い よーじんぶ[か]い H6 L6E 
n927 d8.2 言い訳がましい いーわけがま[し]い H7 L7F 
n928 d8.3 嫌味ったらしい いやみったら[し]い H7 L7F 
n929 d8.4 遠慮会釈ない えんりょえしゃく[な]い H4.H1 L7F 
n935 d8.5 助平ったらしい すけべったら[し]い L7A L7F 
n937 d8.6 突拍子もない とっぴょーしも[な]い H5.H1 L7F 
n939 d8.7 一溜りもない ひとたまりも[な]い H5.H1 L7F 
n942 d8.8 胸糞が悪い むなくそがわ[る]い H6 L7F 
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付録5 形容詞(5) 

表 12．形容詞の通常形・伝統的挿入形の活用形・派生形の音調(2) 

番号 番号 意味 かな ID1
イ

ID2
イロー

ID3 
イのわ 

ID4 
イがわ 

n104 c4.1.1 明るい あかるい H3 H3 H3 H5 
 c4.1.2 明るい あかーるい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n117 c4.2.1 嬉しい うれしい H3 H3 H3 H5 
 c4.2.2 嬉しい うれーしい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n122 c4.3.1 可笑しい おかしい H3 H3 H3 H5 
 c4.3.2 可笑しい おかーしい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n125 c4.4.1 幼い おさない H3 H3 H3 H5 
 c4.4.2 幼い おさーない L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n134 c4.5.1 賢い かしこい H3 H3 H3 H5 
 c4.5.2 賢い かしーこい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n135 c4.6.1 悲しい かなしい H3 H3 H3 H5 
 c4.6.2 悲しい かなーしい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n136 c4.7.1 か細い かぼそい H3 H3 H3 H5 
 c4.7.2 か細い かぼーそい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n136 c4.8.1 か弱い かよわい H3 H3 H3 H5 
 c4.8.2 か弱い かよーわい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n150 c4.9.1 着易い きやすい H3 H3 H3 H5 
 c4.9.2 着易い きやーすい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n151 c4.10.1 気弱い きよわい H3 H3 H3 H5 
 c4.10.2 気弱い きよーわい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n154 c4.11.1 苦しい くるしい H3 H3 H3 H5 
 c4.11.2 苦しい くるーしい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n155 c4.12.1 詳しい くわしい H3 H3 H3 H5 
 c4.12.2 詳しい くわーしい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n157 c4.13.1 気怠い けだるい H3 H3 H3 H5 
 c4.13.2 気怠い けだーるい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n163 c4.14.1 小高い こだかい H3 H3 H3 H5 
 c4.14.2 小高い こだーかい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n164 c4.15.1 細かい こまかい H3 H3 H3 H5 
 c4.15.2 細かい こまーかい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n169 c4.16.1 寂しい さびしい H3 H3 H3 H5 
 c4.16.2 寂しい さびーしい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n173 c4.17.1 親しい したしい H3 H3 H3 H5 
 c4.17.2 親しい したーしい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n180 c4.18.1 少ない すくない H3 H3 H3 H5 
 c4.18.2 少ない すくーない L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n182 c4.19.1 涼しい すずしい H3 H3 H3 H5 
 c4.19.2 涼しい すずーしい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n190 c4.20.1 切ない せつない H3 H3 H3 H5 
 c4.20.2 切ない せつーない L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n208 c4.21.1 冷たい つめたい H3 H3 H3 H5 
 c4.21.2 冷たい つめーたい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n246 c4.22.1 ひ弱い ひよわい H3 H3 H3 H5 
 c4.22.2 ひ弱い ひよーわい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n256 c4.23.1 丸こい まるこい H3 H3 H3 H5 
 c4.23.2 丸こい まるーこい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n257 c4.24.1 身軽い みがるい H3 H3 H3 H5 
 c4.24.2 身軽い みがーるい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n258 c4.25.1 短い みじかい H3 H3 H3 H5 
 c4.25.2 短い みじーかい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n264 c4.26.1 空しい むなしい H3 H3 H3 H5 
 c4.26.2 空しい むなーしい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n272 c4.27.1 優・易しい やさしい H3 H3 H3 H5 
 c4.27.2 優・易しい やさーしい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n275 c4.28.1 床しい ゆかしい H3 H3 H3 H5 
 c4.28.2 床しい ゆかーしい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n282 c4.29.1 侘しい わびしい H3 H3 H3 H5 
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 c4.29.2 侘しい わびーしい L4C L4C△ L4C△ L6C△ 
n287 c5.1.1 青黒い あおぐろい H4 H4 H4 H6 
 c5.1.2 青黒い あおぐーろい L5D L5D△ L5D△ L7D△ 
n288 c5.2.1 青白い あおじろい H4 H4 H4 H6 
 c5.2.2 青白い あおじーろい L5D L5D△ L5D△ L7D△ 
n291 c5.3.1 赤黒い あかぐろい H4 H4 H4 H6 
 c5.3.2 赤黒い あかぐーろい L5D L5D△ L5D△ L7D△ 
n294 c5.4.1 浅黒い あさぐろい H4 H4 H4 H6 
 c5.4.2 浅黒い あさぐーろい L5D L5D△ L5D△ L7D△ 
n341 c5.5.1 薄暗い うすぐらい H4 H4 H4 H6 
 c5.5.2 薄暗い うすぐーらい L5D L5D△ L5D△ L7D△ 
n342 c5.6.1 薄黒い うすぐろい H4 H4 H4 H6 
 c5.6.2 薄黒い うすぐーろい L5D L5D△ L5D△ L7D△ 
n344 c5.7.1 薄白い うすじろい H4 H4 H4 H6 
 c5.7.2 薄白い うすじーろい L5D L5D△ L5D△ L7D△ 
n395 c5.8.1 黒っぽい くろっぽい H4 H4 H4 H6 
 c5.8.2 黒っぽい くろーっぽい L5D L5D△ L5D△ L7D△ 
n436 c5.9.1 白っぽい しろっぽい H4 H4 H4 H6 
 c5.9.2 白っぽい しろーっぽい L5D L5D△ L5D△ L7D△ 
 合計項目数 76 76 76 76 
 

番号 番号 意味 かな ID5
ー

ID6
カッタ

ID7 
カッタラ 

ID8 
ケレバ 

n104 c4.1.1 明るい あかるい H3 H3 H3 H4 
 c4.1.2 明るい あかーるい L4C L4C△ L4C△
n117 c4.2.1 嬉しい うれしい H3 H3 H3 H4 
 c4.2.2 嬉しい うれーしい L4C
n122 c4.3.1 可笑しい おかしい H3 H3 H3 H4 
 c4.3.2 可笑しい おかーしい L4C L4C
n125 c4.4.1 幼い おさない H3 H3 H3 H3 
 c4.4.2 幼い おさーない L4C L4C△ L4C△
n134 c4.5.1 賢い かしこい H3 H3 H3 H4 
 c4.5.2 賢い かしーこい L4C
n135 c4.6.1 悲しい かなしい H3 H3 H3 H4 
 c4.6.2 悲しい かなーしい L4C L4C△ L4C△
n136 c4.7.1 か細い かぼそい H3 H3 H3 H4 
 c4.7.2 か細い かぼーそい L4C L4C△
n136 c4.8.1 か弱い かよわい H3 H3 H4 
 c4.8.2 か弱い かよーわい L4C△
n150 c4.9.1 着易い きやすい H3 H3 H3 H3 
 c4.9.2 着易い きやーすい L4C L4C△ L4C△
n151 c4.10.1 気弱い きよわい H3 H3 H4 
 c4.10.2 気弱い きよーわい L4C△
n154 c4.11.1 苦しい くるしい H3 H3 H3 H4 
 c4.11.2 苦しい くるーしい L4C L4C△
n155 c4.12.1 詳しい くわしい H3 H3 H3 H4 
 c4.12.2 詳しい くわーしい L4C L4C△ L4C△ L4C△ 
n157 c4.13.1 気怠い けだるい H3 H3 H3 H3 
 c4.13.2 気怠い けだーるい L4C L4C△
n163 c4.14.1 小高い こだかい H3 H3 H3 H4 
 c4.14.2 小高い こだーかい L4C L4C△
n164 c4.15.1 細かい こまかい H3 H3 H3 H4 
 c4.15.2 細かい こまーかい L4C L4C△
n169 c4.16.1 寂しい さびしい H3 H3 H3 H4 
 c4.16.2 寂しい さびーしい L4C L4C△ L4C△
n173 c4.17.1 親しい したしい H3 H3 H3 H4 
 c4.17.2 親しい したーしい L4C L4C△
n180 c4.18.1 少ない すくない H3 H3 H3 H3 
 c4.18.2 少ない すくーない L4C L4C△ L4C△
n182 c4.19.1 涼しい すずしい H3 H3 H3 H4 
 c4.19.2 涼しい すずーしい L4C L4C△ L4C△
n190 c4.20.1 切ない せつない H3 H3 H3 H4 
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 c4.20.2 切ない せつーない L4C L4C△
n208 c4.21.1 冷たい つめたい H3 H3 H3 H3 
 c4.21.2 冷たい つめーたい L4C L4C△
n246 c4.22.1 ひ弱い ひよわい H3 H3 H4 
 c4.22.2 ひ弱い ひよーわい L4C△
n256 c4.23.1 丸こい まるこい H3 H3 H3 H4 
 c4.23.2 丸こい まるーこい L4C L4C△
n257 c4.24.1 身軽い みがるい H3 H3 H3 H3 
 c4.24.2 身軽い みがーるい L4C L4C△
n258 c4.25.1 短い みじかい H3 H3 H3 H4 
 c4.25.2 短い みじーかい L4C L4C△
n264 c4.26.1 空しい むなしい H3 H3 H3 H4 
 c4.26.2 空しい むなーしい L4C L4C△
n272 c4.27.1 優・易しい やさしい H3 H3 H3 H4 
 c4.27.2 優・易しい やさーしい L4C L4C△ L4C△ L4C△ 
n275 c4.28.1 床しい ゆかしい H3 H3 H3 H4 
 c4.28.2 床しい ゆかーしい L4C L4C△
n282 c4.29.1 侘しい わびしい H3 H3 H3 H4 
 c4.29.2 侘しい わびーしい L4C L4C△
n287 c5.1.1 青黒い あおぐろい H4 H4 H4 H5 
 c5.1.2 青黒い あおぐーろい L5D L5D△
n288 c5.2.1 青白い あおじろい H4 H4 H4 H5 
 c5.2.2 青白い あおじーろい L5D L5D△
n291 c5.3.1 赤黒い あかぐろい H4 H4 H4 H4 
 c5.3.2 赤黒い あかぐーろい L5D L5D△
n294 c5.4.1 浅黒い あさぐろい H4 H4 H4 H4 
 c5.4.2 浅黒い あさぐーろい L5D L5D△
n341 c5.5.1 薄暗い うすぐらい H4 H4 H4 H4 
 c5.5.2 薄暗い うすぐーらい L5D L5D△
n342 c5.6.1 薄黒い うすぐろい H4 H4 H4 H4 
 c5.6.2 薄黒い うすぐーろい L5D L5D△
n344 c5.7.1 薄白い うすじろい H4 H4 H4 H4 
 c5.7.2 薄白い うすじーろい L5D L5D△
n395 c5.8.1 黒っぽい くろっぽい H4 H4 H4 H4 
 c5.8.2 黒っぽい くろーっぽい L5D L5D△
n436 c5.9.1 白っぽい しろっぽい H4 H4 H4 H4 
 c5.9.2 白っぽい しろーっぽい L5D L5D△
 合計項目数 70 74 47 40 
 

番号 番号 意味 かな ID9
カロー

IDx1
カラヌ

IDx2 
カレ  

n104 c4.1.1 明るい あかるい H3
 c4.1.2 明るい あかーるい
n117 c4.2.1 嬉しい うれしい H4 H5△ H3△
 c4.2.2 嬉しい うれーしい
n122 c4.3.1 可笑しい おかしい H3 H3△
 c4.3.2 可笑しい おかーしい
n125 c4.4.1 幼い おさない H3
 c4.4.2 幼い おさーない
n134 c4.5.1 賢い かしこい H3 H3△
 c4.5.2 賢い かしーこい
n135 c4.6.1 悲しい かなしい H4
 c4.6.2 悲しい かなーしい
n136 c4.7.1 か細い かぼそい H3
 c4.7.2 か細い かぼーそい
n136 c4.8.1 か弱い かよわい H3
 c4.8.2 か弱い かよーわい
n150 c4.9.1 着易い きやすい H3
 c4.9.2 着易い きやーすい
n151 c4.10.1 気弱い きよわい H3
 c4.10.2 気弱い きよーわい
n154 c4.11.1 苦しい くるしい H3
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 c4.11.2 苦しい くるーしい
n155 c4.12.1 詳しい くわしい H3
 c4.12.2 詳しい くわーしい
n157 c4.13.1 気怠い けだるい H3
 c4.13.2 気怠い けだーるい
n163 c4.14.1 小高い こだかい H3
 c4.14.2 小高い こだーかい
n164 c4.15.1 細かい こまかい H3
 c4.15.2 細かい こまーかい
n169 c4.16.1 寂しい さびしい H3
 c4.16.2 寂しい さびーしい
n173 c4.17.1 親しい したしい H3 H5△
 c4.17.2 親しい したーしい
n180 c4.18.1 少ない すくない H3 H5△ H3△
 c4.18.2 少ない すくーない
n182 c4.19.1 涼しい すずしい H3 H3△
 c4.19.2 涼しい すずーしい
n190 c4.20.1 切ない せつない H3
 c4.20.2 切ない せつーない
n208 c4.21.1 冷たい つめたい H3
 c4.21.2 冷たい つめーたい
n246 c4.22.1 ひ弱い ひよわい H3
 c4.22.2 ひ弱い ひよーわい
n256 c4.23.1 丸こい まるこい H3
 c4.23.2 丸こい まるーこい
n257 c4.24.1 身軽い みがるい H3
 c4.24.2 身軽い みがーるい
n258 c4.25.1 短い みじかい H3
 c4.25.2 短い みじーかい
n264 c4.26.1 空しい むなしい H3
 c4.26.2 空しい むなーしい
n272 c4.27.1 優・易しい やさしい H3 H5△ H3△
 c4.27.2 優・易しい やさーしい
n275 c4.28.1 床しい ゆかしい H3
 c4.28.2 床しい ゆかーしい
n282 c4.29.1 侘しい わびしい H3
 c4.29.2 侘しい わびーしい
n287 c5.1.1 青黒い あおぐろい H4
 c5.1.2 青黒い あおぐーろい
n288 c5.2.1 青白い あおじろい H4
 c5.2.2 青白い あおじーろい
n291 c5.3.1 赤黒い あかぐろい H4
 c5.3.2 赤黒い あかぐーろい
n294 c5.4.1 浅黒い あさぐろい H4
 c5.4.2 浅黒い あさぐーろい
n341 c5.5.1 薄暗い うすぐらい H4
 c5.5.2 薄暗い うすぐーらい
n342 c5.6.1 薄黒い うすぐろい H4
 c5.6.2 薄黒い うすぐーろい
n344 c5.7.1 薄白い うすじろい H4
 c5.7.2 薄白い うすじーろい
n395 c5.8.1 黒っぽい くろっぽい H5
 c5.8.2 黒っぽい くろーっぽい
n436 c5.9.1 白っぽい しろっぽい H5
 c5.9.2 白っぽい しろーっぽい
 合計項目数 38 4 6  
 

番号 番号 意味 かな ID10
メに

ID11
ゲに

ID12 
ソーに 

IDx3 
ム 

n104 c4.1.1 明るい あかるい H0 H3 H4 H0△ 
 c4.1.2 明るい あかーるい L5D△
n117 c4.2.1 嬉しい うれしい H3 H4
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 c4.2.2 嬉しい うれーしい L5D△
n122 c4.3.1 可笑しい おかしい H3 H4
 c4.3.2 可笑しい おかーしい L5D△
n125 c4.4.1 幼い おさない H3 H4
 c4.4.2 幼い おさーない L5D△
n134 c4.5.1 賢い かしこい H3 H4 H0△ 
 c4.5.2 賢い かしーこい L5D△
n135 c4.6.1 悲しい かなしい H3 H4 H0 
 c4.6.2 悲しい かなーしい L5D△
n136 c4.7.1 か細い かぼそい H3 H4
 c4.7.2 か細い かぼーそい L5D△
n136 c4.8.1 か弱い かよわい H3 H4
 c4.8.2 か弱い かよーわい L5D△
n150 c4.9.1 着易い きやすい H0△ H3 H4
 c4.9.2 着易い きやーすい L5D△
n151 c4.10.1 気弱い きよわい H3 H4
 c4.10.2 気弱い きよーわい L5D△
n154 c4.11.1 苦しい くるしい H3 H4 H0 
 c4.11.2 苦しい くるーしい L5D△
n155 c4.12.1 詳しい くわしい H0△ H3 H4
 c4.12.2 詳しい くわーしい L5D△
n157 c4.13.1 気怠い けだるい H3 H4
 c4.13.2 気怠い けだーるい L5D△
n163 c4.14.1 小高い こだかい H0△ H3 H4
 c4.14.2 小高い こだーかい H0△ L5D△
n164 c4.15.1 細かい こまかい H0△ H3 H4
 c4.15.2 細かい こまーかい H0△ L5D△
n169 c4.16.1 寂しい さびしい H3 H4
 c4.16.2 寂しい さびーしい L5D△
n173 c4.17.1 親しい したしい H3 H4 H0 
 c4.17.2 親しい したーしい L5D△
n180 c4.18.1 少ない すくない H0 H3△ H4
 c4.18.2 少ない すくーない H0△ L5D△
n182 c4.19.1 涼しい すずしい H3 H4 H0△ 
 c4.19.2 涼しい すずーしい L5D△
n190 c4.20.1 切ない せつない H3 H4
 c4.20.2 切ない せつーない L5D△
n208 c4.21.1 冷たい つめたい H3 H4
 c4.21.2 冷たい つめーたい L5D△
n246 c4.22.1 ひ弱い ひよわい H3 H4
 c4.22.2 ひ弱い ひよーわい L5D△
n256 c4.23.1 丸こい まるこい H0 H3 H4
 c4.23.2 丸こい まるーこい L0D△ L4C△ L5D△
n257 c4.24.1 身軽い みがるい H3 H4
 c4.24.2 身軽い みがーるい L5D△
n258 c4.25.1 短い みじかい H0 H3 H4
 c4.25.2 短い みじーかい L0D△ L5D△
n264 c4.26.1 空しい むなしい H3 H4
 c4.26.2 空しい むなーしい L5D△
n272 c4.27.1 優・易しい やさしい H0△ H3 H4
 c4.27.2 優・易しい やさーしい H0△ L5D△
n275 c4.28.1 床しい ゆかしい H3 H4
 c4.28.2 床しい ゆかーしい L5D△
n282 c4.29.1 侘しい わびしい H3 H4
 c4.29.2 侘しい わびーしい L5D△
n287 c5.1.1 青黒い あおぐろい H0△ H4 H5
 c5.1.2 青黒い あおぐーろい
n288 c5.2.1 青白い あおじろい H0△ H4 H5
 c5.2.2 青白い あおじーろい
n291 c5.3.1 赤黒い あかぐろい H0△ H4 H5
 c5.3.2 赤黒い あかぐーろい
n294 c5.4.1 浅黒い あさぐろい H0△ H4 H5
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 c5.4.2 浅黒い あさぐーろい
n341 c5.5.1 薄暗い うすぐらい H0△ H4 H5
 c5.5.2 薄暗い うすぐーらい
n342 c5.6.1 薄黒い うすぐろい H0△ H4 H5
 c5.6.2 薄黒い うすぐーろい
n344 c5.7.1 薄白い うすじろい H0△ H4 H5
 c5.7.2 薄白い うすじーろい
n395 c5.8.1 黒っぽい くろっぽい H0△ H4 H5
 c5.8.2 黒っぽい くろーっぽい L5D△ L6E△
n436 c5.9.1 白っぽい しろっぽい H0 H4 H5
 c5.9.2 白っぽい しろーっぽい L5D△ L6E△
 合計項目数 24 41 69 6 
 

番号 番号 意味 かな IDx4
マル

IDx5
マリが

IDx6 
ガル 

IDx7 
ガリが 

n104 c4.1.1 明るい あかるい H0
 c4.1.2 明るい あかーるい
n117 c4.2.1 嬉しい うれしい H0 H4△ 
 c4.2.2 嬉しい うれーしい
n122 c4.3.1 可笑しい おかしい H0 H4△ 
 c4.3.2 可笑しい おかーしい
n125 c4.4.1 幼い おさない H0△
 c4.4.2 幼い おさーない
n134 c4.5.1 賢い かしこい H0△ H4△ 
 c4.5.2 賢い かしーこい
n135 c4.6.1 悲しい かなしい H0 H4△ 
 c4.6.2 悲しい かなーしい
n136 c4.7.1 か細い かぼそい
 c4.7.2 か細い かぼーそい
n136 c4.8.1 か弱い かよわい
 c4.8.2 か弱い かよーわい
n150 c4.9.1 着易い きやすい
 c4.9.2 着易い きやーすい
n151 c4.10.1 気弱い きよわい H0△
 c4.10.2 気弱い きよーわい
n154 c4.11.1 苦しい くるしい H0
 c4.11.2 苦しい くるーしい
n155 c4.12.1 詳しい くわしい H0△ H4△ 
 c4.12.2 詳しい くわーしい
n157 c4.13.1 気怠い けだるい
 c4.13.2 気怠い けだーるい
n163 c4.14.1 小高い こだかい
 c4.14.2 小高い こだーかい
n164 c4.15.1 細かい こまかい
 c4.15.2 細かい こまーかい
n169 c4.16.1 寂しい さびしい H0 H4 
 c4.16.2 寂しい さびーしい
n173 c4.17.1 親しい したしい H0
 c4.17.2 親しい したーしい
n180 c4.18.1 少ない すくない H0
 c4.18.2 少ない すくーない
n182 c4.19.1 涼しい すずしい H0
 c4.19.2 涼しい すずーしい
n190 c4.20.1 切ない せつない H0
 c4.20.2 切ない せつーない
n208 c4.21.1 冷たい つめたい H0
 c4.21.2 冷たい つめーたい
n246 c4.22.1 ひ弱い ひよわい H0△
 c4.22.2 ひ弱い ひよーわい
n256 c4.23.1 丸こい まるこい
 c4.23.2 丸こい まるーこい
n257 c4.24.1 身軽い みがるい
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 c4.24.2 身軽い みがーるい
n258 c4.25.1 短い みじかい H0
 c4.25.2 短い みじーかい
n264 c4.26.1 空しい むなしい H0
 c4.26.2 空しい むなーしい
n272 c4.27.1 優・易しい やさしい H0
 c4.27.2 優・易しい やさーしい
n275 c4.28.1 床しい ゆかしい
 c4.28.2 床しい ゆかーしい
n282 c4.29.1 侘しい わびしい H0
 c4.29.2 侘しい わびーしい
n287 c5.1.1 青黒い あおぐろい
 c5.1.2 青黒い あおぐーろい
n288 c5.2.1 青白い あおじろい
 c5.2.2 青白い あおじーろい
n291 c5.3.1 赤黒い あかぐろい
 c5.3.2 赤黒い あかぐーろい
n294 c5.4.1 浅黒い あさぐろい
 c5.4.2 浅黒い あさぐーろい
n341 c5.5.1 薄暗い うすぐらい
 c5.5.2 薄暗い うすぐーらい
n342 c5.6.1 薄黒い うすぐろい
 c5.6.2 薄黒い うすぐーろい
n344 c5.7.1 薄白い うすじろい
 c5.7.2 薄白い うすじーろい
n395 c5.8.1 黒っぽい くろっぽい
 c5.8.2 黒っぽい くろーっぽい
n436 c5.9.1 白っぽい しろっぽい
 c5.9.2 白っぽい しろーっぽい
 合計項目数 0 0 20 6 
 

番号 番号 意味 かな ID13
スギル

IDx8
スギに

ID14 
ミが 

ID15 
サが 

n104 c4.1.1 明るい あかるい H0 H0 H0 H0 
 c4.1.2 明るい あかーるい
n117 c4.2.1 嬉しい うれしい H0 H0 H0 
 c4.2.2 嬉しい うれーしい
n122 c4.3.1 可笑しい おかしい H0 H0 H0 H0 
 c4.3.2 可笑しい おかーしい
n125 c4.4.1 幼い おさない H0 H0 H0 
 c4.4.2 幼い おさーない
n134 c4.5.1 賢い かしこい H0 H0 H0 
 c4.5.2 賢い かしーこい
n135 c4.6.1 悲しい かなしい H0 H0 H0 H0 
 c4.6.2 悲しい かなーしい
n136 c4.7.1 か細い かぼそい H0 H0 H0 
 c4.7.2 か細い かぼーそい
n136 c4.8.1 か弱い かよわい H0 H0 H0 
 c4.8.2 か弱い かよーわい
n150 c4.9.1 着易い きやすい H0 H0 H0 
 c4.9.2 着易い きやーすい
n151 c4.10.1 気弱い きよわい H0 H0 H0 
 c4.10.2 気弱い きよーわい
n154 c4.11.1 苦しい くるしい H0 H0 H0 H0 
 c4.11.2 苦しい くるーしい
n155 c4.12.1 詳しい くわしい H0 H0 H0 
 c4.12.2 詳しい くわーしい
n157 c4.13.1 気怠い けだるい H0 H0 H0 
 c4.13.2 気怠い けだーるい
n163 c4.14.1 小高い こだかい H0 
 c4.14.2 小高い こだーかい
n164 c4.15.1 細かい こまかい H0 H0 H0 
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 c4.15.2 細かい こまーかい
n169 c4.16.1 寂しい さびしい H0 H0 H0 
 c4.16.2 寂しい さびーしい
n173 c4.17.1 親しい したしい H0 H0 H0 H0 
 c4.17.2 親しい したーしい
n180 c4.18.1 少ない すくない H0 H0 H0 
 c4.18.2 少ない すくーない
n182 c4.19.1 涼しい すずしい H0 H0 H0 
 c4.19.2 涼しい すずーしい
n190 c4.20.1 切ない せつない H0 H0 H0 
 c4.20.2 切ない せつーない
n208 c4.21.1 冷たい つめたい H0 H0 H0 
 c4.21.2 冷たい つめーたい
n246 c4.22.1 ひ弱い ひよわい H0 H0 H0 
 c4.22.2 ひ弱い ひよーわい
n256 c4.23.1 丸こい まるこい H0 H0 H0 
 c4.23.2 丸こい まるーこい
n257 c4.24.1 身軽い みがるい H0△ H0△ H0 
 c4.24.2 身軽い みがーるい
n258 c4.25.1 短い みじかい H0 H0 H0 
 c4.25.2 短い みじーかい
n264 c4.26.1 空しい むなしい H0 H0 H0 
 c4.26.2 空しい むなーしい
n272 c4.27.1 優・易しい やさしい H0 H0 H0 
 c4.27.2 優・易しい やさーしい
n275 c4.28.1 床しい ゆかしい H0 H0 H0 
 c4.28.2 床しい ゆかーしい
n282 c4.29.1 侘しい わびしい H0 H0 H0 
 c4.29.2 侘しい わびーしい
n287 c5.1.1 青黒い あおぐろい H0 H0 H0,H4△ H0 
 c5.1.2 青黒い あおぐーろい
n288 c5.2.1 青白い あおじろい H0 H0 H0,H4△ H0 
 c5.2.2 青白い あおじーろい
n291 c5.3.1 赤黒い あかぐろい H0 H0 H0,H4△ H0 
 c5.3.2 赤黒い あかぐーろい
n294 c5.4.1 浅黒い あさぐろい H0 H0 H0△,H4△ H0 
 c5.4.2 浅黒い あさぐーろい
n341 c5.5.1 薄暗い うすぐらい H0 H0 H0 
 c5.5.2 薄暗い うすぐーらい
n342 c5.6.1 薄黒い うすぐろい H0 H0 H0△ H0 
 c5.6.2 薄黒い うすぐーろい
n344 c5.7.1 薄白い うすじろい H0 H0 H4△ H0 
 c5.7.2 薄白い うすじーろい
n395 c5.8.1 黒っぽい くろっぽい H0 H0 H0 
 c5.8.2 黒っぽい くろーっぽい H0△ H0△ 
n436 c5.9.1 白っぽい しろっぽい H0 H0 H0 
 c5.9.2 白っぽい しろーっぽい H0△ H0△ 
 合計項目数 39 37 11 40 
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付録6 形容詞(6) 

表 14．高知市話者の4拍以上の形容詞終止形の語末挿入遅上がり形 
番号 番号 意味 通常ア 挿入形 イ 
n248 f4.1 分厚い H3 ぶあつ[ー]い L4C△ 
n286 f5.1 青臭い H4 あおくさ[ー]い L5D△ 
n287 f5.2 青黒い H4 あおぐろ[ー]い L5D△ 
n288 f5.3 青白い H4 あおじろ[ー]い L5D△ 
n290 f5.4 垢臭い H4 あかくさ[ー]い L5D△ 
n291 f5.5 赤黒い H4 あかぐろ[ー]い L5D△ 
n292 f5.6 飽きっぽい H4 あきっぽ[ー]い L5D△ 
n293 f5.7 飽き易い H4 あきやす[ー]い L5D△ 
n294 f5.8 浅黒い H4 あさぐろ[ー]い L5D△ 
n297 f5.9 汗臭い L4A あせくさ[ー]い L5D△ 
n302 f5.10 暖かい H4 あったか[ー]い L5D△ 
n303 f5.11 あどけない H4 あどけな[ー]い L5D△ 
n304 f5.12 阿呆臭い L4A あほくさ[ー]い L5D△ 
n306 f5.13 甘辛い H4 あまから[ー]い L5D△ 
n307 f5.14 甘ちょろい H4 あまちょろ[ー]い L5D△ 
n310 f5.15 有難い H4 ありがた[ー]い L5D△ 
n311 f5.16 言い難い H4 いいがた[ー]い L5D△ 
n316 f5.17 潔い H4 いさぎよ[ー]い L5D△ 
n320 f5.18 意地悪い H4 いじわる[ー]い L5D△ 
n322 f5.19 磯臭い H4 いそくさ[ー]い L5D△ 
n323 f5.20 痛痒い H4 いたがゆ[ー]い L5D△ 
n334 f5.21 色白い H4 いろじろ[ー]い L5D△ 
n335 f5.22 色っぽい H4 いろっぽ[ー]い L5D△ 
n338 f5.23 薄青い H4 うすあお[ー]い L5D△ 
n339 f5.24 薄赤い H4 うすあか[ー]い L5D△ 
n340 f5.25 薄甘い H4 うすあま[ー]い L5D△ 
n341 f5.26 薄暗い H4 うすぐら[ー]い L5D△ 
n342 f5.27 薄黒い H4 うすぐろ[ー]い L5D△ 
n343 f5.28 薄寒い H4 うすざむ[ー]い L5D△ 
n344 f5.29 薄白い H4 うすじろ[ー]い L5D△ 
n345 f5.30 堆い H4 うずたか[ー]い L5D△ 
n349 f5.31 うら若い H4 うらわか[ー]い L5D△ 
n354 f5.32 奥深い L4A おくふか[ー]い L5D△ 
n355 f5.33 惜しみ無い H4 おしみな[ー]い L5D△ 
n360 f5.34 面白い H4 おもしろ[ー]い L5D△ 
n361 f5.35 面映い H4 おもはゆ[ー]い L5D△ 
n370 f5.36 かったるい H4 かったる[ー]い L5D△ 
n371 f5.37 金臭い H4 かなくさ[ー]い L5D△ 
n372 f5.38 黴臭い H4 かびくさ[ー]い L5D△ 
n373 f5.39 軽っぽい H4 かるっぽ[ー]い L5D△ 
n375 f5.40 甲高い L4A かんだか[ー]い L5D△ 
n382 f5.41 きな臭い H4 きなくさ[ー]い L5D△ 
n383 f5.42 気味悪い H4 きみわる[ー]い L5D△ 
n386 f5.43 義理堅い H4 ぎりがた[ー]い L5D△ 
n387 f5.44 草深い H4 くさぶか[ー]い L5D△ 
n388 f5.45 下だらない H4 くだらな[ー]い L5D△ 
n391 f5.46 口軽い H4 くちがる[ー]い L5D△ 
n392 f5.47 愚痴っぽい L4A ぐちっぽ[ー]い L5D△ 
n395 f5.48 黒っぽい H4 くろっぽ[ー]い L5D△ 
n396 f5.49 けち臭い H4 けちくさ[ー]い L5D△ 
n401 f5.50 小汚ない H4 こぎたな[ー]い L5D△ 
n403 f5.51 焦げ臭い H4 こげくさ[ー]い L5D△ 
n406 f5.52 快い H4 こころよ[ー]い L5D△ 
n410 f5.53 こっ酷い H4 こっぴど[ー]い L5D△ 
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n412 f5.54 ゴム臭い H4 ごむくさ[ー]い L5D△ 
n413 f5.55 避け難い H4 さけがた[ー]い L5D△ 
n414 f5.56 酒臭い H4 さけくさ[ー]い L5D△ 
n416 f5.57 冷め易い H4 さめやす[ー]い L5D△ 
n417 f5.58 去り難い H4 さりがた[ー]い L5D△ 
n418 f5.59 然り気無い H4 さりげな[ー]い L5D△ 
n420 f5.60 塩辛い H4 しおから[ー]い L5D△ 
n423 f5.61 爺むさい H4 じじむさ[ー]い L5D△ 
n425 f5.62 しつっこい H4 しつっこ[ー]い L5D△ 
n428 f5.63 慈悲深い L4A じひぶか[ー]い L5D△ 
n429 f5.64 湿っぽい H4 しめっぽ[ー]い L5D△ 
n430 f5.65 邪魔くさい H4 じゃまくさ[ー]い L5D△ 
n434 f5.66 思慮深い H4 しりょぶか[ー]い L5D△ 
n435 f5.67 じれったい H4 じれった[ー]い L5D△ 
n436 f5.68 白っぽい H4 しろっぽ[ー]い L5D△ 
n437 f5.69 末永い H4 すえなが[ー]い L5D△ 
n442 f5.70 住みにくい H4 すみにく[ー]い L5D△ 
n443 f5.71 世知辛い H4 せちがら[ー]い L5D△ 
n444 f5.72 狭っこい H4 せまっこ[ー]い L5D△ 
n447 f5.73 俗っぽい H4 ぞくっぽ[ー]い L5D△ 
n452 f5.74 耐え難い H4 たえがた[ー]い L5D△ 
n456 f5.75 断ち難い H4 たちがた[ー]い L5D△ 
n458 f5.76 たまらない H4 たまらな[ー]い L5D△ 
n459 f5.77 頼り無い L4A たよりな[ー]い L5D△ 
n463 f5.78 乳臭い L4A ちちくさ[ー]い L5D△ 
n465 f5.79 土臭い H4 つちくさ[ー]い L5D△ 
n468 f5.80 詰まらない H4 つまらな[ー]い L5D△ 
n471 f5.81 罪深い L4A つみぶか[ー]い L5D△ 
n472 f5.82 艶っぽい H4 つやっぽ[ー]い L5D△ 
n475 f5.83 照れ臭い H4 てれくさ[ー]い L5D△ 
n476 f5.84 どす黒い H4 どすぐろ[ー]い L5D△ 
n478 f5.85 とろ臭い H4 とろくさ[ー]い L5D△ 
n479 f5.86 泥臭い H4 どろくさ[ー]い L5D△ 
n481 f5.87 鈍臭い H4 どんくさ[ー]い L5D△ 
n482 f5.88 中高い L4A なかだか[ー]い L5D△ 
n483 f5.89 長細い H4, L4A ながぼそ[ー]い L5D△ 
n486 f5.90 何気無い L4A なにげな[ー]い L5D△ 
n487 f5.91 生臭い H4 なまぐさ[ー]い L5D△ 
n488 f5.92 生温い H4 なまぬる[ー]い L5D△ 
n489 f5.93 悩ましい H4 なやまし[ー]い L5D△ 
n495 f5.94 抜き難い L4A ぬきがた[ー]い L5D△ 
n499 f5.95 ねちっこい H4 ねちっこ[ー]い L5D△ 
n501 f5.96 熱っぽい H4 ねつっぽ[ー]い L5D△ 
n502 f5.97 粘っこい H4 ねばっこ[ー]い L5D△ 
n505 f5.98 のろくさい H4 のろくさ[ー]い L5D△ 
n507 f5.99 ばか臭い L4A ばかくさ[ー]い L5D△ 
n508 f5.100 馬鹿でかい L4A ばかでか[ー]い L5D△ 
n510 f5.101 端たない H4 はしたな[ー]い L5D△ 
n512 f5.102 バタ臭い H4 ばたくさ[ー]い L5D△ 
n513 f5.103 肌寒い L4A はだざむ[ー]い L5D△ 
n514 f5.104 果てし無い H4 はてしな[ー]い L5D△ 
n516 f5.105 幅広い H4 はばひろ[ー]い L5D△ 
n517 f5.106 腹黒い H4 はらぐろ[ー]い L5D△ 
n519 f5.107 冷やっこい H4 ひやっこ[ー]い L5D△ 
n520 f5.108 ひょろ高い H4 ひょろたか[ー]い L5D△ 
n521 f5.109 ひょろ長い H4 ひょろなが[ー]い L5D△ 
n524 f5.110 古臭い H4 ふるくさ[ー]い L5D△ 
n525 f5.111 古っぽい H4 ふるっぽ[ー]い L5D△ 
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n527 f5.112 細長い H4 ほそなが[ー]い L5D△ 
n528 f5.113 程近い H4 ほどちか[ー]い L5D△ 
n530 f5.114 骨っぽい H4 ほねっぽ[ー]い L5D△ 
n531 f5.115 仄暗い H4 ほのぐら[ー]い L5D△ 
n532 f5.116 ほの白い H4 ほのじろ[ー]い L5D△ 
n533 f5.117 ほろ苦い H4 ほろにが[ー]い L5D△ 
n536 f5.118 真黒い H2 まっくろ[ー]い L5D△ 
n537 f5.119 真っ青い H2 まっさお[ー]い L5D△ 
n538 f5.120 真っ白い H2 まっしろ[ー]い L5D△ 
n539 f5.121 丸っこい H4 まるっこ[ー]い L5D△ 
n540 f5.122 丸っぽい H4 まるっぽ[ー]い L5D△ 
n541 f5.123 真ん丸い L4A まんまる[ー]い L5D△ 
n543 f5.124 水臭い H4 みずくさ[ー]い L5D△ 
n544 f5.125 水っぽい H4 みずっぽ[ー]い L5D△ 
n548 f5.126 蒸し暑い H4 むしあつ[ー]い L5D△ 
n551 f5.127 むず痒い H4 むずがゆ[ー]い L5D△ 
n558 f5.128 物凄い H4 ものすご[ー]い L5D△ 
n560 f5.129 安っぽい L4A やすっぽ[ー]い L5D△ 
n561 f5.130 脂臭い H4 やにくさ[ー]い L5D△ 
n562 f5.131 野暮臭い L4A やぼくさ[ー]い L5D△ 
n563 f5.132 野暮ったい L4A やぼった[ー]い L5D△ 
n564 f5.133 山深い H4 やまぶか[ー]い L5D△ 
n565 f5.134 止み難い H4 やみがた[ー]い L5D△ 
n567 f5.135 やりづらい H4 やりずら[ー]い L5D△ 
n568 f5.136 やりにくい H4 やりにく[ー]い L5D△ 
n569 f5.137 遣る瀬無い H4 やるせな[ー]い L5D△ 
n570 f5.138 柔らかい H4 やわらか[ー]い L5D△ 
n571 f5.139 揺るぎ無い H4 ゆるぎな[ー]い L5D△ 
n572 f5.140 欲深い H4 よくぶか[ー]い L5D△ 
n573 f5.141 淀みない H4 よどみな[ー]い L5D△ 
n575 f5.142 呼びにくい H4 よびにく[ー]い L5D△ 
n576 f5.143 読みにくい H4 よみにく[ー]い L5D△ 
n577 f5.144 読み易い H4 よみやす[ー]い L5D△ 
n578 f5.145 弱っぽい H4 よわっぽ[ー]い L5D△ 
n580 f5.146 分かり良い H4 わかりよ[ー]い L5D△ 
n584 f6.1 青黄色い H5 あおぎいろ[ー]い L6E△ 
n585 f6.2 赤黄色い H5 あかぎいろ[ー]い L6E△ 
n586 f6.3 飽き足りない L5A あきたりな[ー]い L6E△ 
n589 f6.4 厚ぼったい H5 あつぼった[ー]い L6E△ 
n590 f6.5 危な気無い H5 あぶなげな[ー]い L6E△ 
n591 f6.6 脂っこい H5 あぶらっこ[ー]い L6E△ 
n592 f6.7 甘酸っぱい H5 あまずっぱ[ー]い L6E△ 
n593 f6.8 甘ったるい H5 あまったる[ー]い L6E△ 
n594 f6.9 甘っちょろい H5 あまっちょろ[ー]い L6E△ 
n597 f6.10 歩きにくい L5A あるきにく[ー]い L6E△ 
n599 f6.11 哀れっぽい H5 あわれっぽ[ー]い L6E△ 
n602 f6.12 いがらっぽい H5 いがらっぽ[ー]い L6E△ 
n606 f6.13 意地汚い H5 いじきたな[ー]い L6E△ 
n607 f6.14 いたいけない H5 いたいけな[ー]い L6E△ 
n610 f6.15 田舎臭い H5 いなかくさ[ー]い L6E△ 
n614 f6.16 陰気臭い L5B いんきくさ[ー]い L6E△ 
n616 f6.17 胡散臭い H5 うさんくさ[ー]い L6E△ 
n617 f6.18 後ろ暗い L5A うしろぐら[ー]い L6E△ 
n618 f6.19 後ろめたい L5A うしろめた[ー]い L6E△ 
n619 f6.20 薄明るい H5 うすあかる[ー]い L6E△ 
n620 f6.21 薄汚ない H5 うすぎたな[ー]い L6E△ 
n621 f6.22 薄っぺらい L5A うすっぺら[ー]い L6E△ 
n622 f6.23 薄ら寒い H5 うすらざむ[ー]い L6E△ 
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n629 f6.24 恨みっぽい H5 うらみっぽ[ー]い L6E△ 
n631 f6.25 遠慮のない H5 えんりょのな[ー]い L6E△ 
n632 f6.26 遠慮深い H5 えんりょぶか[ー]い L6E△ 
n633 f6.27 犯し難い H5 おかしがた[ー]い L6E△ 
n636 f6.28 怒りっぽい H5 おこりっぽ[ー]い L6E△ 
n638 f6.29 男臭い H5 おとこくさ[ー]い L6E△ 
n639 f6.30 男っぽい H5 おとこっぽ[ー]い L6E△ 
n640 f6.31 男らしい H5 おとこらし[ー]い【※シク活用】 L6E△ 
n641 f6.32 おとな気無い L5A おとなげな[ー]い L6E△ 
n642 f6.33 同じっぽい H5 おなじっぽ[ー]い L6E△ 
n645 f6.34 覚束無い H5 おぼつかな[ー]い L6E△ 
n649 f6.35 及び難い H5 およびがた[ー]い L6E△ 
n650 f6.36 女らしい H5 おんならし[ー]い【※シク活用】 L6E△ 
n652 f6.37 香り高い H5 かおりたか[ー]い L6E△ 
n657 f6.38 忝ない L5A かたじけな[ー]い L6E△ 
n660 f6.39 我慢強い H5 がまんずよ[ー]い L6E△ 
n662 f6.40 カルキ臭い H5 かるきくさ[ー]い L6E△ 
n664 f6.41 変わり易い H5 かわりやす[ー]い L6E△ 
n665 f6.42 感じ易い H5 かんじやす[ー]い L6E△ 
n666 f6.43 黄色っぽい H5 きいろっぽ[ー]い L6E△ 
n672 f6.44 決まり悪い H5 きまりわる[ー]い L6E△ 
n674 f6.45 きめ細かい H5 きめこまか[ー]い L6E△ 
n675 f6.46 気持ち悪い H5 きもちわる[ー]い L6E△ 
n680 f6.47 擽ったい H5 くすぐった[ー]い L6E△ 
n681 f6.48 口うるさい H5 くちうるさ[ー]い L6E△ 
n682 f6.49 口汚ない H5 くちぎたな[ー]い L6E△ 
n691 f6.50 喧嘩早い H5 けんかばや[ー]い L6E△ 
n694 f6.51 心強い H5 こころずよ[ー]い L6E△ 
n695 f6.52 心憎い H5 こころにく[ー]い L6E△ 
n696 f6.53 心細い H5 こころぼそ[ー]い L6E△ 
n697 f6.54 心安い H5 こころやす[ー]い L6E△ 
n698 f6.55 こすっからい H5 こすっから[ー]い L6E△ 
n700 f6.56 子供っぽい H5 こどもっぽ[ー]い L6E△ 
n705 f6.57 根気強い L5A こんきずよ[ー]い L6E△ 
n708 f6.58 嫉妬深い L5B しっとぶか[ー]い L6E△ 
n712 f6.59 辛気臭い H5 しんきくさ[ー]い L6E△ 
n715 f6.60 救い難い H5 すくいがた[ー]い L6E△ 
n716 f6.61 すばしっこい H5 すばしっこ[ー]い L6E△ 
n717 f6.62 狡賢い H5 ずるがしこ[ー]い L6E△ 
n718 f6.63 石油臭い L5A せきゆくさ[ー]い L6E△ 
n725 f6.64 だだっ広い H5 だだっぴろ[ー]い L6E△ 
n727 f6.65 力強い H5 ちからずよ[ー]い L6E△ 
n728 f6.66 血生臭い H5 ちなまぐさ[ー]い L6E△ 
n729 f6.67 茶色っぽい L5A ちゃいろっぽ[ー]い L6E△ 
n730 f6.68 注意深い H5 ちゅーいぶか[ー]い L6E△ 
n739 f6.69 長っ細い L5A ながっぽそ[ー]い L6E△ 
n743 f6.70 情け深い H5 なさけぶか[ー]い L6E△ 
n744 f6.71 馴染み深い H5 なじみぶか[ー]い L6E△ 
n745 f6.72 生っちょろい H5 なまっちょろ[ー]い L6E△ 
n749 f6.73 涙脆い H5 なみだもろ[ー]い L6E△ 
n753 f6.74 煮え切らない H5 にえきらな[ー]い L6E△ 
n759 f6.75 粘り強い H5 ねばりずよ[ー]い L6E△ 
n764 f6.76 ばつが悪い H4 ばつがわる[ー]い L6E△ 
n765 f6.77 話しづらい H5 はなしずら[ー]い L6E△ 
n771 f6.78 腫れぼったい H5 はれぼった[ー]い L6E△ 
n773 f6.79 人懐こい H5 ひとなつこ[ー]い L6E△ 
n774 f6.80 平べったい H5 ひらべった[ー]い L6E△ 
n779 f6.81 便所臭い H5 べんじょくさ[ー]い L6E△ 
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n782 f6.82 誇り高い H5 ほこりたか[ー]い L6E△ 
n783 f6.83 埃っぽい H5 ほこりっぽ[ー]い L6E△ 
n784 f6.84 ほの明るい H5 ほのあかる[ー]い L6E△ 
n789 f6.85 まだるっこい H5 まだるっこ[ー]い L6E△ 
n794 f6.86 回りくどい H5 まわりくど[ー]い L6E△ 
n797 f6.87 みっともない H5 みっともな[ー]い L6E△ 
n798 f6.88 見逃せない H5 みのがせな[ー]い L6E△ 
n807 f6.89 めんど臭い H5 めんどくさ[ー]い L6E△ 
n808 f6.90 面目無い L5A めんぼくな[ー]い L6E△ 
n809 f6.91 勿体無い H5 もったいな[ー]い L6E△ 
n812 f6.92 物足りない H5 ものたりな[ー]い L6E△ 
n813 f6.93 物見高い H5 ものみだか[ー]い L6E△ 
n815 f6.94 已むを得ない H5 やむおえな[ー]い L6E△ 
n816 f6.95 遣り切れない H5 やりきれな[ー]い L6E△ 
n817 f6.96 やるかたない H5 やるかたな[ー]い L6E△ 
n818 f6.97 やんごとない H5 やんごとな[ー]い L6E△ 
n822 f6.98 理屈っぽい H5 りくつっぽ[ー]い L6E△ 
n823 f6.99 分かりにくい H5 わかりにく[ー]い L6E△ 
n824 f6.100 分かり易い H5 わかりやす[ー]い L6E△ 
n828 f6.101 忘れ難い H5 わすれがた[ー]い L6E△ 
n829 f6.102 忘れっぽい H5 わすれっぽ[ー]い L6E△ 
n830 f6.103 悪賢い L5A わるがしこ[ー]い L6E△ 
n831 f7.1 悪名高い H6 あくみょーだか[ー]い L7F△ 
n835 f7.2 居た堪れない H6 いたたまれな[ー]い L7F△ 
n837 f7.3 印象深い H6 いんしょーぶか[ー]い L7F△ 
n838 f7.4 薄気味悪い H6 うすきみわる[ー]い L7F△ 
n839 f7.5 疑い深い H6 うたがいぶか[ー]い L7F△ 
n840 f7.6 疑りっぽい H6 うたぐりっぽ[ー]い L7F△ 
n841 f7.7 疑り深い H6 うたぐりぶか[ー]い L7F△ 
n845 f7.8 白粉臭い L6A おしろいくさ[ー]い L7F△ 
n847 f7.9 思いがけない H6 おもいがけな[ー]い L7F△ 
n849 f7.10 数え切れない H6 かぞえきれな[ー]い L7F△ 
n851 f7.11 感慨深い H6 かんがいぶか[ー]い L7F△ 
n852 f7.12 考え深い H6 かんがえぶか[ー]い L7F△ 
n853 f7.13 勘定高い H6 かんじょーだか[ー]い L7F△ 
n855 f7.14 口幅ったい H6 くちはばった[ー]い L7F△ 
n857 f7.15 屈託のない L6B くったくのな[ー]い L7F△ 
n858 f7.16 計算高い H6 けいさんだか[ー]い L7F△ 
n859 f7.17 喧嘩っ早い H6 けんかっぱや[ー]い L7F△ 
n861 f7.18 心得難い H6 こころえがた[ー]い L7F△ 
n863 f7.19 心許無い H6 こころもとな[ー]い L7F△ 
n868 f7.20 親しみ易い H6 したしみやす[ー]い L7F△ 
n870 f7.21 執念深い H6 しゅーねんぶか[ー]い L7F△ 
n872 f7.22 小便臭い H6 しょーべんくさ[ー]い L7F△ 
n873 f7.23 素人臭い L6A しろーとくさ[ー]い L7F△ 
n874 f7.24 辛抱強い H6 しんぼーずよ[ー]い L7F△ 
n878 f7.25 底意地悪い H6 そこいじわる[ー]い L7F△ 
n879 f7.26 そこはかとない H4.H1 そこはかとな[ー]い L7F△ 
n882 f7.27 算盤高い L6A そろばんだか[ー]い L7F△ 
n883 f7.28 存じがけない L6A ぞんじがけな[ー]い L7F△ 
n884 f7.29 頼み少ない H6 たのみすくな[ー]い L7F△ 
n885 f7.30 慎み深い H6 つつしみぶか[ー]い L7F△ 
n886 f7.31 手っ取り早い H6 てっとりばや[ー]い L7F△ 
n890 f7.32 生暖かい L6A なまあたたか[ー]い L7F△ 
n891 f7.33 生暖かい L6A なまあったか[ー]い L7F△ 
n893 f7.34 人間臭い L6A にんげんくさ[ー]い L7F△ 
n895 f7.35 忍耐強い H6 にんたいずよ[ー]い L7F△ 
n896 f7.36 糠味噌臭い L6A ぬかみそくさ[ー]い L7F△ 
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n897 f7.37 残り少ない L6A, H6 のこりすくな[ー]い L7F△ 
n898 f7.38 計り知れない H6 はかりしれな[ー]い L7F△ 
n903 f7.39 人懐っこい H6 ひとなつっこ[ー]い L7F△ 
n906 f7.40 分別臭い H6 ふんべつくさ[ー]い L7F△ 
n907 f7.41 抹香臭い H6 まっこーくさ[ー]い L7F△ 
n916 f7.42 胸糞悪い H5 むなくそわる[ー]い L7F△ 
n917 f7.43 めんどう臭い H6 めんどーくさ[ー]い L7F△ 
n919 f7.44 申し訳ない H6 もーしわけな[ー]い L7F△ 
n925 f7.45 用心深い H6 よーじんぶか[ー]い L7F△ 
n938 f8.1 退っ引きならない H7 のっぴきならな[ー]い L8G△ 
n942 f8.2 胸糞が悪い H6 むなくそがわる[ー]い L8G△ 
n943 f8.3 名状し難い H7 めいじょーしがた[ー]い L8G△ 
n944 f9.1 機械油臭い H8 きかいあぶらくさ[ー]い L9H△ 
n945 f9.2 七面倒くさい H8 しちめんどーくさ[ー]い L9H△ 
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付録7 形容詞(7) 

表 17．形容詞の通常形・伝統的挿入形の活用形・派生形の音調(3) 

番号 番号 意味 かな ID1 ID2 ID3 ID4 
イ イロー イのわ イがわ 

n006 f3.1.1 青い あおい H2 H2 H2 H4 
f3.1.2 青い あおーい L3B L3B L3B L5B, H5 

n007 f3.2.1 赤い あかい H2 H2 H2 H4 
f3.2.2 赤い あかーい L3B L3B L3B L5B, H5 

n008 f3.3.1 浅い あさい H2 H2 H2 H4 
f3.3.2 浅い あさーい L3B L3B L3B L5B, H5 

n009 f3.4.1 厚い あつい H2 H2 H2 H4 
f3.4.2 厚い あつーい L3B L3B, H3 L3B L5B, H5 

n010 f3.5.1 暑い･熱い あつい H1 H1 H1 H4 
f3.5.2 暑い･熱い あつーい L3B△ L3B△ L3B L5B, H5 

n011 f3.6.1 甘い あまい H2 H2 H2 H4 
f3.6.2 甘い あまーい L3B L3B L3B L5B, H5 

n013 f3.8.1 淡い あわい H2 H2 H2 H4 
f3.8.2 淡い あわーい L3B L3B△ L3B L5B, H5 

n015 f3.10.1 薄い うすい H2 H2 H2 H4 
f3.10.2 薄い うすーい L3B L3B L3B L5B, H5 

n018 f3.13.1 酷い えぐい H1 H1 H1 H4 
f3.13.2 酷い えぐーい L3B L3B△ L3B L5B, H5 

n022 f3.17.1 遅い おそい H2 H2 H2 H4 
f3.17.2 遅い おそーい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△, H5 

n023 f3.18.1 重い おもい H2 H2 H2 H4 
f3.18.2 重い おもーい L3B L3B L3B L5B, H5 

n024 f3.19.1 角い かくい H2 H2 H2 H4 
f3.19.2 角い かくーい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△, H5△

n025 f3.20.1 堅い･硬い かたい H2 H2 H2 H4 
f3.20.2 堅い･硬い かたーい L3B L3B△ L3B L5B, H5 

n028 f3.23.1 軽い かるい H2 H2 H2 H4 
f3.23.2 軽い かるーい L3B L3B L3B L5B, H5 

n029 f3.24.1 過酷い きつい H2 H2 H2 H4 
f3.24.2 過酷い きつーい L3B L3B△ L3B L5B, H5 

n033 f3.28.1 暗い くらい H2 H2 H2 H4 
f3.28.2 暗い くらーい L3B L3B L3B L5B, H5 

n034 f3.29.1 黒い くろい H1 H1 H1 H4 
f3.29.2 黒い くろーい L3B L3B L3B L5B, H5 

n037 f3.32.1 頑丈い ごつい H2 H2 H2 H4 
f3.32.2 頑丈い ごつーい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△, H5△

n038 f3.33.1 小い こまい H1 H1 H1 H4 
f3.33.2 小い こまーい

n043 f3.37.1 容易い しよい H1 H1 H1 H4 
f3.37.2 容易い しよーい L3B L3B△ L3B L5B, H5 

n044 f3.38.1 残念い しょぼい H2 H2 H2 H4 
f3.38.2 残念い しょぼーい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△, H5△

n046 f3.39.1 白い しろい H1 H1 H1 H4 
f3.39.2 白い しろーい L3B L3B L3B L5B, H5 

n051 f3.43.1 狭い せまい H1 H1 H1 H4 
f3.43.2 狭い せまーい L3B L3B L3B L5B, H5 

n052 f3.44.1 高(丈･値) たかい H1 H1 H1 H4 
f3.44.2 高(丈･値) たかーい L3B L3B△ L3B L5B, H5 

n053 f3.45.1 弛緩い たすい H2 H2 H2 H4 
f3.45.2 弛緩い たすーい L3B L3B L3B L5B△, H5 

n054 f3.46.1 怠い だるい H2 H2 H2 H4 
f3.47.1 弛い たるい H2 H2 H2 H4 

n054 f3.46.2 怠い だるーい L3B L3B△ L3B L5B△, H5 
f3.47.2 弛い たるーい L3B△ L3B△ L3B△ L5B, H5△ 

n055 f3.48.1 近い ちかい H1 H1 H1 H4 
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f3.48.2 近い ちかーい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△, H5△
n056 f3.49.1 小さい ちさい H2 H2 H2 H4 

f3.49.2 小さい ちさーい L3B△ L3B△ L3B△ L5B, H5△ 
n058 f3.50.1 容易い ちょろい H2 H2 H2 H4 

f3.50.2 容易い ちょろーい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△, H5△
n063 f3.54.1 鈍い とろい H2 H2 H2 H4 

f3.54.2 鈍い とろーい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△, H5△
n064 f3.55.1 長い ながい H1 H1 H1 H4 

f3.55.2 長い ながーい L3B L3B L3B L5B, H5 
n065 f3.56.1 苦い にがい H1 H1 H1 H4 

f3.56.2 苦い にがーい L3B L3B L3B L5B, H5 
n066 f3.57.1 憎い にくい H2 H2 H2 H4 

f3.57.2 憎い にくーい L3B L3B△ L3B L5B, H5 
n068 f3.59.1 温い ぬくい H1 H1 H1 H4 

f3.59.2 温い ぬくーい L3B L3B△ L3B L5B, H5 
n069 f3.60.1 温い ぬるい H1 H1 H1 H4 

f3.60.2 温い ぬるーい L3B L3B L3B L5B, H5 
n070 f3.61.1 粘い ねばい H1 H1 H1 H4 

f3.61.2 粘い ねばーい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△, H5△
n072 f3.63.1 鈍い のろい H2 H2 H2 H4 

f3.63.2 鈍い のろーい L3B L3B△ L3B L5B, H5 
n073 f3.64.1 汚い ばばい H2 H2 H2 H4 

f3.64.2 汚い ばばーい L3B◎ L3B L3B L5B, H5 
n076 f3.67.1 低い ひくい H1 H1 H1 H4 

f3.67.2 低い ひくーい L3B L3B△ L3B L5B, H5 
n078 f3.69.1 冷い･寒い ひやい H1 H1 H1 H4 

f3.69.2 冷い･寒い ひやーい L3B△ L3B△ L3B△ L5B, H5 
n079 f3.70.1 細長い ひょろい H2 H2 H2 H4 

f3.70.2 細長い ひょろーい L3B L3B△ L3B△ L5B, H5 
n080 f3.71.1 広い ひろい H1 H1 H1 H4 

f3.71.2 広い ひろーい L3B L3B L3B L5B, H5 
n081 f3.72.1 深い ふかい H1 H1 H1 H4 

f3.72.2 深い ふかーい L3B L3B L3B L5B, H5 
n082 f3.73.1 太い ふとい H1 H1 H1 H4 

f3.73.2 太い ふとーい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△, H5△
n083 f3.74.1 古い ふるい H1 H1 H1 H4 

f3.74.2 古い ふるーい L3B L3B L3B L5B, H5 
n085 f3.76.1 細い ほそい H1 H1 H1 H4 

f3.76.2 細い ほそーい L3B L3B△ L3B L5B, H5 
n086 f3.77.1 古い･儲い ぼろい H1 H1 H1 H4 

f3.77.2 古い･儲い ぼろーい L3B L3B△ L3B L5B, H5 
n088 f3.79.1 弱い またい H2 H2 H2 H4 

f3.79.2 弱い またーい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△, H5 
n089 f3.80.1 丸い まるい H2 H2 H2 H4 

f3.80.2 丸い まるーい L3B L3B L3B L5B, H5 
n090 f3.81.1 短い みぞい H2 H2 H2 H4 

f3.81.2 短い みぞーい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△, H5△
n095 f3.86.1 易い･廉い やすい H1 H1 H1 H4 

f3.86.2 易い･廉い やすーい L3B△ L3B△ L3B L5B△, H5△
n097 f3.87.1 柔い(食) やおい H2 H2 H2 H4 

f3.87.2 柔い(食) やおーい L3B L3B△ L3B L5B△, H5△
n098 f3.88.1 柔(食･人) やわい H2 H2 H2 H4 

f3.88.2 柔(食･人) やわーい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△, H5△
n099 f3.89.1 緩い ゆるい H2 H2 H2 H4 

f3.89.2 緩い ゆるーい L3B L3B L3B L5B, H5 
n100 f3.90.1 弱い よわい H1 H1 H1 H4 

f3.90.2 弱い よわーい L3B L3B L3B L5B, H5 
n101 f3.91.1 若い わかい H1 H1 H1 H4 

f3.91.2 若い わかーい L3B△ L3B△ L3B△ L5B△, H5△
合計項目数 113 113 113 113
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番号 番号 意味 かな ID5 ID6 ID7 ID8 
ー カッタ カッタラ ケレバ 

n006 f3.1.1 青い あおい H2 H2 H2 H2 
f3.1.2 青い あおーい L3B L3B△ L3B△

n007 f3.2.1 赤い あかい H2 H2 H2 H3 
f3.2.2 赤い あかーい L3B

n008 f3.3.1 浅い あさい H2 H2 H2 H3 
f3.3.2 浅い あさーい L3B

n009 f3.4.1 厚い あつい H2 H2 H2 H3 
f3.4.2 厚い あつーい L3B

n010 f3.5.1 暑い･熱い あつい L2 L2 L2 L2 
f3.5.2 暑い･熱い あつーい L3B△

n011 f3.6.1 甘い あまい H2 H2 H2 H2 
f3.6.2 甘い あまーい L3B L3B△ L3B△

n013 f3.8.1 淡い あわい H2 H2 H3 
f3.8.2 淡い あわーい

n015 f3.10.1 薄い うすい H2 H2 H2 H2 
f3.10.2 薄い うすーい L3B L3B△ L3B△

n018 f3.13.1 酷い えぐい L2 L2 L2 L2 
f3.13.2 酷い えぐーい L3B△

n022 f3.17.1 遅い おそい H2 H2 H2 H3 
f3.17.2 遅い おそーい L3B△

n023 f3.18.1 重い おもい H2 H2 H2 H3 
f3.18.2 重い おもーい L3B△

n024 f3.19.1 角い かくい H2 H2 H2 H3 
f3.19.2 角い かくーい L3B△

n025 f3.20.1 堅い･硬い かたい H2 H2 H2 H3 
f3.20.2 堅い･硬い かたーい L3B△

n028 f3.23.1 軽い かるい H2 H2 H2 H3 
f3.23.2 軽い かるーい L3B△

n029 f3.24.1 過酷い きつい H2 H2 H2 H3 
f3.24.2 過酷い きつーい L3B

n033 f3.28.1 暗い くらい H2 H2 H2 H3 
f3.28.2 暗い くらーい L3B△

n034 f3.29.1 黒い くろい L2 L2 L2 L2 
f3.29.2 黒い くろーい L3B L3B△ L3B△

n037 f3.32.1 頑丈い ごつい H2 H2 H2 H2 
f3.32.2 頑丈い ごつーい

n038 f3.33.1 小い こまい L2 L2 L2
f3.33.2 小い こまーい

n043 f3.37.1 容易い しよい L2 L2 L2 L2△ 
f3.37.2 容易い しよーい L3B△

n044 f3.38.1 残念い しょぼい H2 H2 H2 H2 
f3.38.2 残念い しょぼーい L3B△

n046 f3.39.1 白い しろい L2 L2 L2 L2 
f3.39.2 白い しろーい L3B L3B△ L3B△

n051 f3.43.1 狭い せまい L2 L2 L2 L2 
f3.43.2 狭い せまーい L3B△

n052 f3.44.1 高(丈･値) たかい L2 L2 L2 L2 
f3.44.2 高(丈･値) たかーい L3B

n053 f3.45.1 弛緩い たすい H2 H2 H2
f3.45.2 弛緩い たすーい L3B△

n054 f3.46.1 怠い だるい H2 H2 H2 H2 
f3.47.1 弛い たるい H2 H2 H2 H2 

n054 f3.46.2 怠い だるーい L3B
f3.47.2 弛い たるーい L3B△

n055 f3.48.1 近い ちかい L2 L2 L2 L2 
f3.48.2 近い ちかーい L3B△

n056 f3.49.1 小さい ちさい H2 H2 H2 H2 
f3.49.2 小さい ちさーい

n058 f3.50.1 容易い ちょろい H2 H2 H2△
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f3.50.2 容易い ちょろーい
n063 f3.54.1 鈍い とろい H2 H2 H2 H2△ 

f3.54.2 鈍い とろーい L3B△
n064 f3.55.1 長い ながい L2 L2 L2 L2 

f3.55.2 長い ながーい L3B L3B L3B
n065 f3.56.1 苦い にがい L2 L2 L2 L2 

f3.56.2 苦い にがーい L3B△ L3B L3B△
n066 f3.57.1 憎い にくい H2 H2 H2 H3 

f3.57.2 憎い にくーい L3B△
n068 f3.59.1 温い ぬくい L2 L2 L2 L2 

f3.59.2 温い ぬくーい L3B△
n069 f3.60.1 温い ぬるい L2 L2 L2 L2 

f3.60.2 温い ぬるーい L3B
n070 f3.61.1 粘い ねばい L2 L2 L2 L2 

f3.61.2 粘い ねばーい
n072 f3.63.1 鈍い のろい H2 H2 H2 H2 

f3.63.2 鈍い のろーい L3B△
n073 f3.64.1 汚い ばばい

f3.64.2 汚い ばばーい
n076 f3.67.1 低い ひくい L2 L2 L2 L2 

f3.67.2 低い ひくーい L3B△
n078 f3.69.1 冷い･寒い ひやい L2 L2 L2 L2 

f3.69.2 冷い･寒い ひやーい
n079 f3.70.1 細長い ひょろい H2 H2 H2△ H2△ 

f3.70.2 細長い ひょろーい
n080 f3.71.1 広い ひろい L2 L2 L2 L2 

f3.71.2 広い ひろーい L3B△
n081 f3.72.1 深い ふかい L2 L2 L2 L2 

f3.72.2 深い ふかーい L3B△
n082 f3.73.1 太い ふとい L2 L2 L2 L2 

f3.73.2 太い ふとーい L3B△
n083 f3.74.1 古い ふるい L2 L2 L2 L2 

f3.74.2 古い ふるーい L3B
n085 f3.76.1 細い ほそい L2 L2 L2 L2 

f3.76.2 細い ほそーい L3B△
n086 f3.77.1 古い･儲い ぼろい L2 L2 L2 L2 

f3.77.2 古い･儲い ぼろーい L3B△
n088 f3.79.1 弱い またい H2 H2 H2

f3.79.2 弱い またーい
n089 f3.80.1 丸い まるい H2 H2 H2 H3 

f3.80.2 丸い まるーい L3B
n090 f3.81.1 短い みぞい H2 H2 H2 H2 

f3.81.2 短い みぞーい
n095 f3.86.1 易い･廉い やすい L2 L2 L2 L2 

f3.86.2 易い･廉い やすーい
n097 f3.87.1 柔い(食) やおい H2 H2 H2 H2 

f3.87.2 柔い(食) やおーい
n098 f3.88.1 柔(食･人) やわい H2 H2 H2 H2 

f3.88.2 柔(食･人) やわーい
n099 f3.89.1 緩い ゆるい H2 H2 H2 H3 

f3.89.2 緩い ゆるーい L3B
n100 f3.90.1 弱い よわい L2 L2 L2 L2 

f3.90.2 弱い よわーい L3B△
n101 f3.91.1 若い わかい L2 L2 L2 L2 

f3.91.2 若い わかーい
合計項目数 97 63 63 52

番号 番号 意味 かな ID9 ID10 ID11 ID12 
カロー メに ゲに ソーに 

n006 f3.1.1 青い あおい H3 H0 H2 H3 
f3.1.2 青い あおーい L3B△ L0B△ L3B, H3 H4△ 
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n007 f3.2.1 赤い あかい H3 H0 H2 H3 
f3.2.2 赤い あかーい L3B△ L3B, H3 H4△ 

n008 f3.3.1 浅い あさい H3 H0 H2 H3 
f3.3.2 浅い あさーい L3B△ L3B, H3 H4△ 

n009 f3.4.1 厚い あつい H3 H0 H2 H3 
f3.4.2 厚い あつーい H3△ H0 H3 H4△ 

n010 f3.5.1 暑い･熱い あつい L2 L0A L2 H3 
f3.5.2 暑い･熱い あつーい L3B△ L0B△ L3B H4△ 

n011 f3.6.1 甘い あまい H3 H0 H2△ H3 
f3.6.2 甘い あまーい L3B△ L0B△ L3B, H3 H4△ 

n013 f3.8.1 淡い あわい H3 H0 H2 H3 
f3.8.2 淡い あわーい L3B, H3 H4△ 

n015 f3.10.1 薄い うすい H3 H0 H2 H3 
f3.10.2 薄い うすーい L3B△ L0B△ L3B, H3 H4△ 

n018 f3.13.1 酷い えぐい L2 H0 H2 H3 
f3.13.2 酷い えぐーい

n022 f3.17.1 遅い おそい H3 H0 H2 H3 
f3.17.2 遅い おそーい H3 H4△ 

n023 f3.18.1 重い おもい H3 H0 H2 H3 
f3.18.2 重い おもーい L3B, H3 H4 

n024 f3.19.1 角い かくい H2 L0A L2△ H3 
f3.19.2 角い かくーい L3B△, H3△ 

n025 f3.20.1 堅い･硬い かたい H3 H0 H2 H3 
f3.20.2 堅い･硬い かたーい L3B△ H0△ L3B, H3 H4 

n028 f3.23.1 軽い かるい H3 H0 H2 H3 
f3.23.2 軽い かるーい L3B H0△ L3B, H3 H4 

n029 f3.24.1 過酷い きつい H3 H0 H2 H3 
f3.24.2 過酷い きつーい H0△ L3B, H3 H4△ 

n033 f3.28.1 暗い くらい H3 H0 H2△ H3 
f3.28.2 暗い くらーい L3B△ L3B, H3 H4△ 

n034 f3.29.1 黒い くろい L2 L0A H2△ H3 
f3.29.2 黒い くろーい L3B L3B, H3 H4△ 

n037 f3.32.1 頑丈い ごつい H2 H0 H2 H3 
f3.32.2 頑丈い ごつーい

n038 f3.33.1 小い こまい L2 L0A H2△ H3 
f3.33.2 小い こまーい L0B△ L3B, H3

n043 f3.37.1 容易い しよい L2 L0A L2 H3 
f3.37.2 容易い しよーい L3B, H3△ H4△ 

n044 f3.38.1 残念い しょぼい H2 H0△ H2△ H3△ 
f3.38.2 残念い しょぼーい

n046 f3.39.1 白い しろい L2 L0A L2 H3 
f3.39.2 白い しろーい L3B△ L0B△ L3B, H3 H4△ 

n051 f3.43.1 狭い せまい L2 L0A H2 H3 
f3.43.2 狭い せまーい L3B△ L3B, H3 H4△ 

n052 f3.44.1 高(丈･値) たかい L2 L0A L2 H3 
f3.44.2 高(丈･値) たかーい L3B△ L0B, H0△ L3B, H3△ H4△ 

n053 f3.45.1 弛緩い たすい H2 H0 H2 H3 
f3.45.2 弛緩い たすーい L3B, H3

n054 f3.46.1 怠い だるい H2 H0△ H2 H3 
f3.47.1 弛い たるい H2 H0△ H2 H3 

n054 f3.46.2 怠い だるーい L3B, H3△ H4△ 
f3.47.2 弛い たるーい H4△ 

n055 f3.48.1 近い ちかい L2 L0A L2 H3 
f3.48.2 近い ちかーい L3B△ L0B△ L3B△, H3 H4△ 

n056 f3.49.1 小さい ちさい H2 H0 H2 H3 
f3.49.2 小さい ちさーい

n058 f3.50.1 容易い ちょろい L0A△ L2△ H3 
f3.50.2 容易い ちょろーい

n063 f3.54.1 鈍い とろい H0 H2 H3 
f3.54.2 鈍い とろーい L3B△, H3△ H4△ 

n064 f3.55.1 長い ながい L2 L0A L2 H3 
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f3.55.2 長い ながーい L3B L0B, H0△ L3B, H3△ H4△ 
n065 f3.56.1 苦い にがい L2 L0A L2△ H3 

f3.56.2 苦い にがーい L3B L3B, H3△ H4△ 
n066 f3.57.1 憎い にくい H3 L2 H3 

f3.57.2 憎い にくーい
n068 f3.59.1 温い ぬくい L2 L0A L2 H3 

f3.59.2 温い ぬくーい H4△ 
n069 f3.60.1 温い ぬるい L2 L0A L2△ H3 

f3.60.2 温い ぬるーい L0B△, H0△ H4△ 
n070 f3.61.1 粘い ねばい L2 L0A L2 H3 

f3.61.2 粘い ねばーい
n072 f3.63.1 鈍い のろい H2 L0A H2△ H3 

f3.63.2 鈍い のろーい H4△ 
n073 f3.64.1 汚い ばばい

f3.64.2 汚い ばばーい
n076 f3.67.1 低い ひくい L2 L0A L2△ H3 

f3.67.2 低い ひくーい L3B△ L0B, H0△ L3B, H3△ H4△ 
n078 f3.69.1 冷い･寒い ひやい L2 L0A L2△ H3 

f3.69.2 冷い･寒い ひやーい L3B△ L3B, H3 H4 
n079 f3.70.1 細長い ひょろい L2△ H3 

f3.70.2 細長い ひょろーい L3B△, H3△ H4△ 
n080 f3.71.1 広い ひろい L2 H0 H2 H3 

f3.71.2 広い ひろーい L3B△ L0B△ L3B△ H4△ 
n081 f3.72.1 深い ふかい L2 L0A L2△ H3 

f3.72.2 深い ふかーい L3B△ L0B△ L3B△, H3△ H4△ 
n082 f3.73.1 太い ふとい L2 L0A L2△ H3 

f3.73.2 太い ふとーい L3B△ L0B△ L3B△, H3△ H4△ 
n083 f3.74.1 古い ふるい L2 L0A△ L2△ H3 

f3.74.2 古い ふるーい L3B△ L3B△
n085 f3.76.1 細い ほそい L2 L0A L2△ H3 

f3.76.2 細い ほそーい L3B△ L0B△ L3B, H3△ H4△ 
n086 f3.77.1 古い･儲い ぼろい L2 L2△ H3 

f3.77.2 古い･儲い ぼろーい L3B△ H4△ 
n088 f3.79.1 弱い またい H2 H2 H3 

f3.79.2 弱い またーい H4△ 
n089 f3.80.1 丸い まるい H3 H0 H2△ H3 

f3.80.2 丸い まるーい L3B△ H0△ L3B△, H3△ H4△ 
n090 f3.81.1 短い みぞい H2 H0△ H2△ H3 

f3.81.2 短い みぞーい L3B△ L3B△ H4△ 
n095 f3.86.1 易い･廉い やすい L2 L0A L2△ H3 

f3.86.2 易い･廉い やすーい L3B△ L0B△ L3B△ H4△ 
n097 f3.87.1 柔い(食) やおい H2 H2△ H3 

f3.87.2 柔い(食) やおーい H4△ 
n098 f3.88.1 柔(食･人) やわい H2 H2△ H3 

f3.88.2 柔(食･人) やわーい H4△ 
n099 f3.89.1 緩い ゆるい H3 H0 H2 H3 

f3.89.2 緩い ゆるーい L3B H0△ L3B△, H3△ H4△ 
n100 f3.90.1 弱い よわい L2 L0A L2 H3 

f3.90.2 弱い よわーい L3B H0△ L3B, H3△ H4 
n101 f3.91.1 若い わかい L2 L0A△ L2 H3 

f3.91.2 若い わかーい H4 
合計項目数 82 73 97 101

番号 番号 意味 かな ID13 ID14 ID15
スギル ミが サが

n006 f3.1.1 青い あおい H0 H0 H0
f3.1.2 青い あおーい H0△

n007 f3.2.1 赤い あかい H0 H0 H0
f3.2.2 赤い あかーい H0△

n008 f3.3.1 浅い あさい H0 H0
f3.3.2 浅い あさーい H0△
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n009 f3.4.1 厚い あつい H0 H0 H0
f3.4.2 厚い あつーい H0△, H3△ H0△

n010 f3.5.1 暑い･熱い あつい L0A L0A
f3.5.2 暑い･熱い あつーい

n011 f3.6.1 甘い あまい H0 H0 H0
f3.6.2 甘い あまーい H0△, H3△ H0△

n013 f3.8.1 淡い あわい H0 H0
f3.8.2 淡い あわーい

n015 f3.10.1 薄い うすい H0 H0 H0
f3.10.2 薄い うすーい H0△, H3△ H0△

n018 f3.13.1 酷い えぐい L0A H2 L0A
f3.13.2 酷い えぐーい H3△

n022 f3.17.1 遅い おそい H0 H0
f3.17.2 遅い おそーい

n023 f3.18.1 重い おもい H0 H0 H0
f3.18.2 重い おもーい H0 H0△

n024 f3.19.1 角い かくい L0A
f3.19.2 角い かくーい

n025 f3.20.1 堅い･硬い かたい H0 H0
f3.20.2 堅い･硬い かたーい H0△

n028 f3.23.1 軽い かるい H0 H0,H2 H0
f3.23.2 軽い かるーい H0△, H3△ H0△

n029 f3.24.1 過酷い きつい H0 H0
f3.24.2 過酷い きつーい

n033 f3.28.1 暗い くらい H0 H0
f3.28.2 暗い くらーい H0△

n034 f3.29.1 黒い くろい L0A H2 L0A
f3.29.2 黒い くろーい H0△, H3△ L0B△

n037 f3.32.1 頑丈い ごつい H0 H0
f3.32.2 頑丈い ごつーい

n038 f3.33.1 小い こまい L0A L0A
f3.33.2 小い こまーい

n043 f3.37.1 容易い しよい L0A L0A
f3.37.2 容易い しよーい

n044 f3.38.1 残念い しょぼい H0
f3.38.2 残念い しょぼーい

n046 f3.39.1 白い しろい L0A H2 L0A
f3.39.2 白い しろーい L0B△

n051 f3.43.1 狭い せまい L0A L0A
f3.43.2 狭い せまーい L0B△

n052 f3.44.1 高(丈･値) たかい L0A L0A
f3.44.2 高(丈･値) たかーい L0B△

n053 f3.45.1 弛緩い たすい H0 H0
f3.45.2 弛緩い たすーい

n054 f3.46.1 怠い だるい H0 H0
f3.47.1 弛い たるい H0 H0

n054 f3.46.2 怠い だるーい H0△
f3.47.2 弛い たるーい H0△

n055 f3.48.1 近い ちかい L0A L0A
f3.48.2 近い ちかーい

n056 f3.49.1 小さい ちさい
f3.49.2 小さい ちさーい

n058 f3.50.1 容易い ちょろい
f3.50.2 容易い ちょろーい

n063 f3.54.1 鈍い とろい H0 H0
f3.54.2 鈍い とろーい H0△, H3△

n064 f3.55.1 長い ながい L0A L0A
f3.55.2 長い ながーい

n065 f3.56.1 苦い にがい L0A H0,H2 L0A
f3.56.2 苦い にがーい

n066 f3.57.1 憎い にくい L0A H0,L0A
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f3.57.2 憎い にくーい
n068 f3.59.1 温い ぬくい L0A H2 L0A

f3.59.2 温い ぬくーい H3△
n069 f3.60.1 温い ぬるい L0A H2 L0A

f3.60.2 温い ぬるーい
n070 f3.61.1 粘い ねばい L0A H0,H2 L0A

f3.61.2 粘い ねばーい
n072 f3.63.1 鈍い のろい H0 H0

f3.63.2 鈍い のろーい H0△
n073 f3.64.1 汚い ばばい

f3.64.2 汚い ばばーい
n076 f3.67.1 低い ひくい L0A L0A

f3.67.2 低い ひくーい L0B△
n078 f3.69.1 冷い･寒い ひやい L0A H2△ L0A

f3.69.2 冷い･寒い ひやーい
n079 f3.70.1 細長い ひょろい

f3.70.2 細長い ひょろーい
n080 f3.71.1 広い ひろい L0A L0A

f3.71.2 広い ひろーい
n081 f3.72.1 深い ふかい L0A H0,H2 L0A

f3.72.2 深い ふかーい H3△ L0B△
n082 f3.73.1 太い ふとい L0A L0A

f3.73.2 太い ふとーい L0B△
n083 f3.74.1 古い ふるい L0A H0,H2△ L0A

f3.74.2 古い ふるーい
n085 f3.76.1 細い ほそい L0A H0,H2△ L0A

f3.76.2 細い ほそーい L0B△
n086 f3.77.1 古い･儲い ぼろい L0A L0A

f3.77.2 古い･儲い ぼろーい
n088 f3.79.1 弱い またい H0 H0

f3.79.2 弱い またーい
n089 f3.80.1 丸い まるい H0 H0 H0

f3.80.2 丸い まるーい H0△, H3△ H0△
n090 f3.81.1 短い みぞい H0

f3.81.2 短い みぞーい
n095 f3.86.1 易い･廉い やすい L0A L0A

f3.86.2 易い･廉い やすーい
n097 f3.87.1 柔い(食) やおい H0 H0

f3.87.2 柔い(食) やおーい
n098 f3.88.1 柔(食･人) やわい H0 L0A△

f3.88.2 柔(食･人) やわーい
n099 f3.89.1 緩い ゆるい H0 H0,H2 H0

f3.89.2 緩い ゆるーい H0△, H3△ L0B△, H0△ 
n100 f3.90.1 弱い よわい L0A H2 L0A

f3.90.2 弱い よわーい H3△ L0B△
n101 f3.91.1 若い わかい L0A L0A

f3.91.2 若い わかーい
合計項目数 52 34 75 

 



付録 8 オノマトペ 

- 239 - 

 

付録8 オノマトペ 

表24．オノマトペの文脈・意味，音韻構造，情態副詞・形容動詞，通常形・強調形 
番号｜題 内容

o0001｜文脈・構造 ひた走りに一目散に走って｜たたたたと｜AAAAto【※掲載順はモーラ構造の順に並べ
替えてあるが，調査票自体は元の意味による分類順で実施。】

o0001｜情態副詞ア 通常ア：[たたたた]と H4
o0001｜情副挿入形 [たたたたっ]と H5△, [たたたたーっ]と H6△
o0002｜文脈・構造 軽機関銃などを撃って｜たたたたと｜AAAAto
o0002｜情態副詞ア 通常ア：[たたたた]と H4
o0002｜情副挿入形 [たたたたっ]と H5△, [たたたたーっ]と H6△
o0003｜文脈・構造 勢いよく突進して｜だだだだと｜AAAAto
o0003｜情態副詞ア 通常ア：[だだだだ]と H4
o0003｜情副挿入形 [だだだだっ]と H5△, [だだだだーっ]と H6△
o0004｜文脈・構造 重機関銃などを撃って｜だだだだと｜AAAAto
o0004｜情態副詞ア 通常ア：[だだだだ]と H4
o0004｜情副挿入形 [だだだだっ]と H5△, [だだだだーっ]と H6△
o0005｜文脈・構造 太鼓の縁をたたいて｜かかかと｜AAAto
o0005｜情態副詞ア 通常ア：[かかか]と H3
o0006｜文脈・構造 小走りで｜とととと｜AAAto
o0006｜情態副詞ア 通常ア：[ととと]と H3
o0006｜情副挿入形 [とととっ]と H4△, [とととーっ]と H5△
o0007｜文脈・構造 屈託なく笑って｜はははと｜AAAto
o0007｜情態副詞ア 通常ア：[ははは]と H3
o0007｜情副挿入形 [はははっ]と H4△, [はははー]と H4△, はは[はーっ]と L5B△
o0008｜文脈・構造 悪人などが狡猾そうに下品に｜ひひひと｜AAAto
o0008｜情態副詞ア 通常ア：[ひひひ]と H3
o0008｜情副挿入形 [ひひひっ]と H4△, [ひひひー]と H4△, ひひ[ひーっ]と L5B△
o0009｜文脈・構造 卑屈に／照れて／得意になり｜へへへと｜AAAto
o0009｜情態副詞ア 通常ア：[へへへ]と H3
o0009｜情副挿入形 [へへへー]と H4△, [へへへっ]と H4△, [へへへーっ]と H5△
o0010｜文脈・構造 口をすぼめて上品に気どって｜ほほほと｜AAAto
o0010｜情態副詞ア 通常ア：[ほほほ]と H3
o0010｜情副挿入形 [ほほほー]と H4△, [ほほほっ]と H4△, [ほほほーっ]と H5△
o0011｜文脈・構造 早く終わらせたい気持ちで｜そそくさと｜AABCto
o0011｜情態副詞ア 通常ア：[そ]そくさと H1
o0012｜文脈・構造 軽快に太鼓を打ち鳴らして｜ととんとんとんと｜AANANANto
o0012｜情態副詞ア 通常ア：[ととんとんとん]と H7｜強調ア：[と]とん[とんとん]と H1.H4△, と[と]ん[と

んとん]と L2.H4△ 
o0012｜情副挿入形 [ととんとんとーん]と H8△
o0013｜文脈・構造 琵琶や三味線の音が｜べべんべんべんと｜AANANANto
o0013｜情態副詞ア 通常ア：[べべんべんべん]と H7｜強調ア：[べ]べん[べんべん]と H1.H4△ 
o0013｜情副挿入形 [べべんべんべーん]と H8△
o0014｜文脈・構造 太鼓の音がリズミカルに｜どどんがどんと｜AANBANto
o0014｜情態副詞ア 通常ア：[どどん]が[どん]とH3.H2, [どど]んが[ど]んと H2.H1｜強調ア：ど[ど]んが[ど]

んと L2.H1 
o0014｜情副挿入形 ど[ど]んが[どーん]と L2.H3△
o0015｜文脈・構造 三味線・銅鑼・太鼓が重く｜[ででん]と｜AANto
o0015｜情態副詞ア 通常ア：H3 
o0015｜情副挿入形 [ででーん]と H4△ 
o0016｜文脈・構造 相手を見下して鼻先で笑って｜ふふんと｜AANto
o0016｜情態副詞ア 通常ア：ふ[ふん]と L3A
o0016｜情副挿入形 ふ[ふーん]と L4A△, ふっ[ふん]と L4B△
o0017｜文脈・構造 はげしい勢いで進んで｜ががっと｜AAQto
o0017｜情態副詞ア 通常ア：[ががっ]と H3｜強調ア：が[がっ]と L3A
o0017｜情副挿入形 [がっがっ]と H4△, [ががーっ]と H4△, が[がーっ]と L4A△, [がーがーっ]と H5△ 
o0018｜文脈・構造 強くぶつけたり、削れて｜ががっと｜AAQto
o0018｜情態副詞ア 通常ア：[ががっ]と H3
o0018｜情副挿入形 が[がーっ]と L4A△, [がっがっ]と H4△, [がっがーっ]と H5△
o0019｜文脈・構造 おさえたように笑って｜くくっと｜AAQto
o0019｜情態副詞ア 通常ア：[くくっ]と H3, く[くっ]と L3A
o0019｜情副挿入形 [くくーっ]と H4△, [くっくーっ]と H5△, [くーっくーっ]と H6△
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o0020｜文脈・構造 のどにものや息をつまらせて｜ぐぐっと｜AAQto
o0020｜情態副詞ア 通常ア：[ぐぐっ]と H3｜強調ア：ぐ[ぐっ]と L3A△
o0020｜情副挿入形 [ぐぐーっ]と H4△, ぐ[ぐーっ]と L4A△, [ぐーぐーっ]と H5△, [ぐっぐーっ]と H5△
o0021｜文脈・構造 雨や波が勢いよく打ちつけて｜ざざっと｜AAQto
o0021｜情態副詞ア 通常ア：[ざざっ]と H3｜強調ア：ざ[ざっ]と L3A△
o0021｜情副挿入形 [ざざーっ]と H4△, [ざーざーっ]と H5△
o0022｜文脈・構造 波がはげしく打ち寄せて｜ざざっと｜AAQto
o0022｜情態副詞ア 通常ア：[ざざっ]と H3｜強調ア：ざ[ざっ]と L3A△
o0022｜情副挿入形 [ざざーっ]と H4△, [ざーざーっ]と H5△
o0023｜文脈・構造 汁などを音を立てて吸いこみ｜すすっと｜AAQto
o0023｜情態副詞ア 通常ア：[すすっ]と H3
o0023｜情副挿入形 す[すーっ]と L4A△, [すーすーっ]と H5△
o0024｜文脈・構造 すばやく動いたり変化して｜すすっと｜AAQto
o0024｜情態副詞ア 通常ア：[すすっ]と H3｜強調ア：す[すっ]と L3A△
o0024｜情副挿入形 [すすーっ]と H4△, [すっすーっ]と H5△, [すっすっ]と H4, すっ[すっ]と L4B△ 
o0025｜文脈・構造 汁などを音を立てて吸いこみ｜ずずっと｜AAQto
o0025｜情態副詞ア 通常ア：[ずずっ]と H3
o0025｜情副挿入形 [ずずーっ]と H4△, [ずーずーっ]と H5△
o0026｜文脈・構造 ものがこすれ合って｜ずずっと｜AAQto
o0026｜情態副詞ア 通常ア：[ずずっ]と H3
o0026｜情副挿入形 [ずずーっ]と H4△, [ずーずーっ]と H5△, [ずっずっ]と H4
o0027｜文脈・構造 不快な寒けを感じて｜ぞぞっと｜AAQto
o0027｜情態副詞ア 通常ア：[ぞぞっ]と H3｜強調ア：ぞ[ぞっ]と L3A△
o0027｜情副挿入形 ぞ[ぞーっ]と L4A△ 
o0028｜文脈・構造 一度に大量に押し寄せて｜どどっと｜AAQto
o0028｜情態副詞ア 通常ア：[どどっ]と H3｜強調ア：ど[どっ]と L3A△
o0028｜情副挿入形 [どどーっ]と H4△, ど[どーっ]と L4A△, [どっどっ]と H4△, [どっどーっ]と H5△ 
o0029｜文脈・構造 すばやい動きで｜ぱぱっと｜AAQto
o0029｜情態副詞ア 通常ア：[ぱぱっ]と H3｜強調ア：ぱ[ぱっ]と L3A△
o0029｜情副挿入形 [ぱぱーっ]と H4△, ぱ[ぱーっ]と L4A△, [ぱーぱーっ]と H5△, ぱー[ぱーっ]と L5B△,

[ぱっぱっ]と H4, ぱっ[ぱっ]と L4B, [ぱーっぱーっ]と H6△
o0030｜文脈・構造 勢いよく裂いたり、剥いで｜びびっと｜AAQto
o0030｜情態副詞ア 通常ア：[びびっ]と H3, び[びっ]と L3A
o0030｜情副挿入形 [びびーっ]と H4△, び[びーっ]と L4A△
o0031｜文脈・構造 直感的に強く感じて｜ぴぴっと｜AAQto
o0031｜情態副詞ア 通常ア：[ぴぴっ]と H3｜強調ア：ぴ[ぴっ]と L3A
o0031｜情副挿入形 [ぴぴーっ]と H4△, ぴ[ぴーっ]と L4A△, [ぴっぴーっ]と H5△, ぴっ[ぴーっ]と L5B△,

[ぴーっぴーっ]と H6△
o0032｜文脈・構造 軽快に一気に走り抜けて｜たたーっと｜AARQto
o0032｜情態副詞ア 通常ア：[たたーっ]と H4｜強調ア：た[たーっ]と L4A△
o0032｜情副挿入形 [たったーっ]と H5△, たっ[たーっ]と L5B△, [たーったーっ]と H6△ 
o0033｜文脈・構造 力強く走り抜けて｜だだーっと｜AARQto
o0033｜情態副詞ア 通常ア：[だだーっ]と H4｜強調ア：だ[だーっ]と L4A△
o0033｜情副挿入形 [だっだーっ]と H5△, だっ[だーっ]と L5B△, [だーっだーっ]と H6△ 
o0034｜文脈・構造 飲み物をひと息に飲んで｜くくーと｜AARto
o0034｜情態副詞ア 通常ア：[くくー]と H3△
o0034｜情副挿入形 [くくーっ]と H4△, [くっくーっ]と H5△
o0035｜文脈・構造 突然のことに目をむいて｜ぎょぎょと｜AAto
o0035｜情態副詞ア 通常ア：ぎょ[ぎょ]と L2△
o0035｜情副挿入形 ぎょ[ぎょっ]と L3A, ぎょ[ぎょーっ]と L4A△, [ぎょっぎょっ]と H4△ 
o0036｜文脈・構造 喜びを隠せず、含み笑いして｜ふふと｜AAto
o0036｜情態副詞ア 通常ア：[ふふ]と H2 
o0036｜情副挿入形 [ふふっ]と H3, ふ[ふっ]と L3A△, [ふふーっ]と H4△, ふ[ふーっ]と L4A△, [ふっふ]と

H3△
o0037｜文脈・構造 女性が力なく泣きくずれて｜よよと｜AAto
o0037｜情態副詞ア 通常ア：[よ]よと H1 
o0037｜情副挿入形 [よよー]と H3△ 
o0038｜文脈・構造 らっぱや笛に太鼓が加わり｜ぶかぶかどんどんと｜ABABCNCNto 
o0038｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]かぶか[ど]んどんと H1.H1
o0039｜文脈・構造 吐き出したり、うがいをして｜がらがらぺっと｜ABABCQto
o0039｜情態副詞ア 通常ア：[がらがらぺっ]と H6
o0039｜情副挿入形 [がらがらぺーっ]と H7△
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o0040｜文脈・構造 余裕や平常心を失って｜あわあわと｜ABABto
o0040｜情態副詞ア 通常ア：[あ]わあわと H1
o0041｜文脈・構造 のどの粘膜が刺激されて痛み｜いがいがと｜ABABto
o0041｜情態副詞ア 通常ア：[い]がいがと H1
o0041｜情副挿入形 いがい[がっ]と L5C△, いがい[がーっ]と L6C△, い[がっ]い[がっ]と L3A.L3A△ 

o0041｜形容動詞 通常ア：い[がいがに L0A△
o0042｜文脈・構造 態度や行動がはっきりせず｜いじいじと｜ABABto
o0042｜情態副詞ア 通常ア：[いじ]いじと H2｜強調ア：[い]じいじと H1
o0042｜情副挿入形 いじい[じっ]と L5C△, いじい[じーっ]と L6C△, い[じっ]い[じっ]と L3A.L3A△ 
o0043｜文脈・構造 うれしさに心をはずませて｜いそいそと｜ABABto
o0043｜情態副詞ア 通常ア：[いそい]そと H3, [いそ]いそと H2｜強調ア：[い]そいそと H1 
o0043｜情副挿入形 いそい[そっ]と L5C△,いそい[そーっ]と L6C△
o0044｜文脈・構造 期待に浮き立ち、はりきって｜いそいそと｜ABABto
o0044｜情態副詞ア 通常ア：[いそい]そと H3, [いそ]いそと H2｜強調ア：[い]そいそと H1 
o0044｜情副挿入形 いそい[そっ]と L5C△, いそい[そーっ]と L6C△
o0045｜文脈・構造 皮膚やのどが痛さや辛さで｜いらいらと｜ABABto
o0045｜情態副詞ア 通常ア：[い]らいらと H1
o0045｜情副挿入形 いらい[らっ]と L5C△, いらい[らーっ]と L6C△, い[らっ]い[らっ]と L3A.L3A△ 

o0045｜形容動詞 通常ア：い[らいらに L0A
o0046｜文脈・構造 思いどおりにならずあせって｜いらいらと｜ABABto
o0046｜情態副詞ア 通常ア：[いら]いらと H2｜強調ア：[い]らいらと H1
o0046｜情副挿入形 いらい[らっ]と L5C△, いらい[らーっ]と L6C△

o0046｜形容動詞 通常ア：い[らいらに L0A△
o0047｜文脈・構造 喜びや期待で、心がはずんで｜うきうきと｜ABABto
o0047｜情態副詞ア 通常ア：[うき]うきと H2｜強調ア：[う]きうきと H1
o0047｜情副挿入形 うきう[きっ]と L5C△, うきう[きーっ]と L6C△, [うっ]き[うっ]きと H2.H2△,う[きっ]

う[きっ]と L3A.L3A△
o0047｜形容動詞 通常ア：う[きうきに L0A△

o0048｜文脈・構造 期待に胸はずませ楽しそうに｜うきうきと｜ABABto
o0048｜情態副詞ア 通常ア：[うきう]きと H3, [うき]うきと H2｜強調ア：[う]きうきと H1 
o0048｜情副挿入形 うきう[きっ]と L5C△, うきう[きーっ]と L6C△, [うっ]きうきと H2△, [うっ]き[うっ]

きと H2.H2△, う[きっ]う[きっ]と L3A.L3A△
o0048｜形容動詞 通常ア：う[きうきに L0A△｜挿入形：うっ[きうきに L0B△

o0049｜文脈・構造 こまごまとうるさく言って｜うざうざと｜ABABto
o0049｜情態副詞ア 通常ア：[う]ざうざと H1
o0049｜情副挿入形 うざう[ざっ]と L5C△, うざう[ざーっ]と L6C△
o0050｜文脈・構造 うまくことが運んでうれしく｜うしうしと｜ABABto
o0050｜情態副詞ア 通常ア：[う]しうしと H1
o0050｜情副挿入形 [うっ]しうしと H2△, [うっ]し[うっ]しと H2.H2△, う[しっ]う[しっ]と L3A.L3A△ 
o0051｜文脈・構造 前向きになれず決断もできず｜うじうじと｜ABABto
o0051｜情態副詞ア 通常ア：[うじ]うじと H2｜強調ア：[う]じうじと H1
o0051｜情副挿入形 うじう[じっ]と L5C△, うじう[じーっ]と L6C△, う[じっ]う[じっ]と L3A.L3A△ 
o0052｜文脈・構造 生き物がたくさん群れ動いて｜うじゃうじゃと｜ABABto
o0052｜情態副詞ア 通常ア：[う]じゃうじゃと H1
o0052｜情副挿入形 うじゃう[じゃっと]L5C△, うじゃう[じゃーっ]と L6C△, う[じゃっ]う[じゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0052｜形容動詞 通常ア：う[じゃうじゃに L0A

o0053｜文脈・構造 生き物がたくさん群れ動いて｜うじょうじょと｜ABABto
o0053｜情態副詞ア 通常ア：[う]じょうじょと H1
o0053｜情副挿入形 うじょう[じょっ]と L5C△, うじょう[じょーっ]と L6C△, う[じょっ]う[じょっ]と

L3A.L3A△ 
o0053｜形容動詞 通常ア：う[じょうじょに L0A△

o0054｜文脈・構造 することを前に腕が鳴って｜うずうずと｜ABABto
o0054｜情態副詞ア 通常ア：[うず]うずと H2｜強調ア：[う]ずうずと H1
o0054｜情副挿入形 うずう[ずっ]と L5C△, うずう[ずーっ]と L6C△
o0055｜文脈・構造 痛みをにぶく感じ続けて｜うずうずと｜ABABto
o0055｜情態副詞ア 通常ア：[うずうず]と H4, [うずう]ずと H3, [うず]うずと H2｜強調ア：[う]ずうずと H1

△ 
o0055｜情副挿入形 うずう[ずっ]と L5C△, うずう[ずーっ]と L6C△, う[ずっ]う[ずっ]と L3A.L3A△ 

o0055｜形容動詞 通常ア：う[ずうずに L0A△
o0056｜文脈・構造 際限なく言い訳やぐちを続け｜うだうだと｜ABABto
o0056｜情態副詞ア 通常ア：[う]だうだと H1
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o0056｜情副挿入形 うだう[だっ]と L5C△, うだう[だーっ]と L6C△
o0057｜文脈・構造 なかば眠りなかばさめて｜うとうとと｜ABABto
o0057｜情態副詞ア 通常ア：[うとう]とと H3, [うと]うとと H2｜強調ア：[う]とうとと H1 
o0057｜情副挿入形 うとう[とっ]と L5C△, うとう[とーっ]と L6C△
o0058｜文脈・構造 高く低く左右に曲がりながら｜うねうねと｜ABABto
o0058｜情態副詞ア 通常ア：[う]ねうねと H1
o0058｜情副挿入形 うねう[ねっ]と L5C△, うねう[ねーっ]と L6C△
o0059｜文脈・構造 大儲けなどして大声で下品に｜うはうはと｜ABABto
o0059｜情態副詞ア 通常ア：[う]はうはと H1
o0059｜情副挿入形 うはう[はー]とL5C△, [うっ]は[うっ]はとH2.H2△, う[はー]う[はー]とL3A.L3A△, う

[はっ]う[はっ]と L3A.L3A△
o0059｜形容動詞 通常ア：う[はうはに L0A△

o0060｜文脈・構造 うれしさに笑いがこみあげて｜うはうはと｜ABABto
o0060｜情態副詞ア 通常ア：[う]はうはと H1｜強調ア：う[は]うはと L2△
o0060｜情副挿入形 [うー]はうはと H2△, [うー]は[うー]はと H2.H2△, [うっ]はうはと H2△, [うっ]は[うっ]

はと H2.H2△, う[はっ]う[はっ]と L3A.L3A△
o0060｜形容動詞 通常ア：う[はうはに L0A△

o0061｜文脈・構造 生き物がたくさん群れ動いて｜うようよと｜ABABto
o0061｜情態副詞ア 通常ア：[う]ようよと H1
o0061｜情副挿入形 うよう[よっ]と L5C△, うよう[よーっ]と L6C△, う[よっ]う[よっ]と L3A.L3A△ 
o0062｜文脈・構造 春の日ざしがのどかで｜うらうらと｜ABABto
o0062｜情態副詞ア 通常ア：[う]らうらと H1
o0063｜文脈・構造 心を動かされて涙ぐんで｜うるうると｜ABABto
o0063｜情態副詞ア 通常ア：[う]るうると H1
o0063｜情副挿入形 うるう[るっ]と L5C△, うるう[るーっ]と L6C△, う[るっ]う[るっ]と L3A.L3A△ 

o0063｜形容動詞 通常ア：う[るうるに L0A△
o0064｜文脈・構造 目的もなく歩き回って｜うろうろと｜ABABto
o0064｜情態副詞ア 通常ア：[うろう]ろと H3, [うろ]うろと H2｜強調ア：[う]ろうろと H1 
o0064｜情副挿入形 うろう[ろっ]と L5C△, うろう[ろーっ]と L6C△
o0065｜文脈・構造 大人などが情けなさそうに｜おいおいと｜ABABto
o0065｜情態副詞ア 通常ア：[お]いおいと H1
o0066｜文脈・構造 恐れや緊張でためらいがちに｜おずおずと｜ABABto
o0066｜情態副詞ア 通常ア：[おずお]ずと H3, [おず]おずと H2｜強調ア：[お]ずおずと H1 
o0066｜情副挿入形 おずお[ずっ]と L5C△, おずお[ずーっ]と L6C△
o0067｜文脈・構造 突然のことにあわてふためき｜おたおたと｜ABABto
o0067｜情態副詞ア 通常ア：[おた]おたと H2｜強調ア：[お]たおたと H1
o0067｜情副挿入形 おたお[たっ]と L5C△, おたお[たーっ]と L6C△, お[たっ]お[たっ]と L3A.L3A△ 

o0067｜形容動詞 通常ア：お[たおたに L0A△
o0068｜文脈・構造 緊張や恐れなどでたじろいで｜おどおどと｜ABABto
o0068｜情態副詞ア 通常ア：[おどお]どと H3, [おど]おどと H2｜強調ア：[お]どおどと H1 
o0068｜情副挿入形 おどお[どっ]と L5C△, おどお[どーっ]と L6C△

o0068｜形容動詞 通常ア：お[どおどに L0A△
o0069｜文脈・構造 恥じらいもなく平然として｜おめおめと｜ABABto
o0069｜情態副詞ア 通常ア：[おめおめ]と H4, [おめお]めと H3, [おめ]おめと H2｜強調ア：[お]めおめと H1,

お[め]おめと L2 
o0070｜文脈・構造 声をうるませて涙声になって｜おろおろと｜ABABto
o0070｜情態副詞ア 通常ア：[お]ろおろと H1
o0070｜情副挿入形 おろお[ろっ]と L5C△, おろお[ろーっ]と L6C△, お[ろっ]お[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0070｜形容動詞 通常ア：お[ろおろに L0A△
o0071｜文脈・構造 驚きや心配で適切に動けず｜おろおろと｜ABABto
o0071｜情態副詞ア 通常ア：[おろ]おろと H2｜強調ア：[お]ろおろと H1
o0071｜情副挿入形 おろお[ろっ]と L5C△, おろお[ろーっ]と L6C△
o0072｜文脈・構造 ぎこちなく、かたい感じで｜かきかきと｜ABABto
o0072｜情態副詞ア 通常ア：[か]きかきと H1
o0072｜情副挿入形 かきか[きっ]と L5C△, かきか[きーっ]と L6C△, か[きっ]か[きっ]と L3A.L3A△ 

o0072｜形容動詞 通常ア：か[きかきに L0A△
o0073｜文脈・構造 関節など上下左右にふるえて｜がくがくと｜ABABto
o0073｜情態副詞ア 通常ア：[が]くがくと H1
o0073｜情副挿入形 がくが[くっ]と L5C△, がくが[くーっ]と L6C△, [がっ]く[がっ]くと H2.H2△,が[くっ]

が[くっ]と L3A.L3A△
o0073｜形容動詞 通常ア：が[くがくに L0A｜挿入形：がっ[くがくに L0B△

o0074｜文脈・構造 肌などの表面が乾燥して｜かさかさと｜ABABto
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o0074｜情態副詞ア 通常ア：[か]さかさと H1
o0074｜情副挿入形 かさか[さっ]と L5C△, かさか[さーっ]と L6C△, か[さっ]か[さっ]と L3A.L3A△ 

o0074｜形容動詞 通常ア：か[さかさに L0A｜挿入形：かっ[さかさに L0B△, かっさ[かっさに L0C△
o0075｜文脈・構造 枯葉や紙などが軽くこすれて｜かさかさと｜ABABto
o0075｜情態副詞ア 通常ア：[か]さかさと H1
o0075｜情副挿入形 かさか[さっ]と L5C△, かさか[さーっ]と L6C△, か[さっ]か[さっ]と L3A.L3A△ 

o0075｜形容動詞 通常ア：か[さかさに L0A｜挿入形：かっ[さかさに L0B△
o0076｜文脈・構造 落ち着きがなく、騒がしくて｜がさがさと｜ABABto
o0076｜情態副詞ア 通常ア：[が]さがさと H1
o0076｜情副挿入形 がさが[さっ]と L5C△, がさが[さーっ]と L6C△, が[さっ]が[さっ]と L3A.L3A△ 

o0076｜形容動詞 通常ア：が[さがさに L0A△｜挿入形：がっ[さがさに L0B△, がっさ[がっさに L0C△
o0077｜文脈・構造 肌などが乾燥して荒れて｜がさがさと｜ABABto
o0077｜情態副詞ア 通常ア：[が]さがさと H1
o0077｜情副挿入形 がさが[さっ]と L5C△, がさが[さーっ]と L6C△, が[さっ]が[さっ]と L3A.L3A△ 

o0077｜形容動詞 通常ア：が[さがさに L0A｜挿入形：がっ[さがさに L0B△
o0078｜文脈・構造 騒がしくこすれ合って｜がさがさと｜ABABto
o0078｜情態副詞ア 通常ア：[が]さがさと H1
o0078｜情副挿入形 がさが[さっ]とL5C△, がさが[さーっ]とL6C△, が[さっ]が[さっ]とL3A.L3A△, [がっ]

さ[がっ]さと H2.H2△
o0078｜形容動詞 通常ア：が[さがさに L0A｜挿入形：がっ[さがさに L0B△, がっさ[がっさに L0C△

o0079｜文脈・構造 枯葉や紙などが軽くこすれて｜かさこそと｜ABABto
o0079｜情態副詞ア 通常ア：[か]さこそと H1
o0079｜情副挿入形 かさこ[そっ]と L5C△, かさこ[そーっ]と L6C△, か[さっ]こ[そっ]と L3A.L3A△ 
o0080｜文脈・構造 騒がしくこすれ合って｜がさごそと｜ABABto
o0080｜情態副詞ア 通常ア：[が]さごそと H1
o0080｜情副挿入形 がさご[そっ]と L5C△, がさご[そーっ]と L6C△, が[さっ]ご[そっ]と L3A.L3A△ 
o0081｜文脈・構造 乱暴にかみ砕いて｜がしがしと｜ABABto
o0081｜情態副詞ア 通常ア：[が]しがしと H1
o0081｜情副挿入形 がしが[しっ]と L5C△, がしが[しーっ]と L6C△, が[しっ]が[しっ]と L3A.L3A△ 
o0082｜文脈・構造 寒さなどで体がこわばって｜がじがじと｜ABABto
o0082｜情態副詞ア 通常ア：[が]じがじと H1
o0082｜情副挿入形 がじが[じっ]と L5C△, がじが[じーっ]と L6C△

o0082｜形容動詞 通常ア：が[じがじに L0A△
o0083｜文脈・構造 金属や氷などがこすれ合って｜かしゃかしゃと｜ABABto
o0083｜情態副詞ア 通常ア：[か]しゃかしゃと H1
o0083｜情副挿入形 かしゃか[しゃっ]と L5C△, かしゃか[しゃーっ]と L6C△, か[しゃっ]か[しゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0083｜形容動詞 通常ア：か[しゃかしゃに L0A△

o0084｜文脈・構造 目も当てられないほど散らかり｜がしゃがしゃと｜ABABto
o0084｜情態副詞ア 通常ア：[が]しゃがしゃと H1
o0084｜情副挿入形 がしゃが[しゃっ]と L5C△, がしゃが[しゃーっ]と L6C△, が[しゃっ]が[しゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0084｜形容動詞 通常ア：が[しゃがしゃに L0A｜挿入形：がっ[しゃがしゃに L0B△ 

o0085｜文脈・構造 食べ物などの水分がなくなり｜かすかすと｜ABABto
o0085｜情態副詞ア 通常ア：[か]すかすと H1
o0085｜情副挿入形 かすか[すっ]と L5C△, かすか[すーっ]と L6C△, か[すっ]か[すっ]と L3A.L3A△ 

o0085｜形容動詞 通常ア：か[すかすに L0A｜挿入形：かっ[すかすに L0B△
o0086｜文脈・構造 窓などが何度もぶつかって｜かたかたと｜ABABto
o0086｜情態副詞ア 通常ア：[か]たかたと H1
o0086｜情副挿入形 かたか[たっ]と L5C△, かたか[たーっ]と L6C△, か[たっ]か[たっ]と L3A.L3A 

o0086｜形容動詞 通常ア：か[たかたに L0A｜挿入形：かっ[たかたに L0B△
o0087｜文脈・構造 道が舗装されていなくて｜がたがたと｜ABABto
o0087｜情態副詞ア 通常ア：[が]たがたと H1｜強調ア：が[た]がたと L2△
o0087｜情副挿入形 がたが[たっ]と L5C△, がたが[たーっ]と L6C△, が[たっ]が[たっ]と L3A.L3A△ 

o0087｜形容動詞 通常ア：が[たがたに L0A｜挿入形：がっ[たがたに L0B△, がった[がったに L0C△
o0088｜文脈・構造 寒さや恐怖ではげしくふるえ｜がたがたと｜ABABto
o0088｜情態副詞ア 通常ア：[が]たがたと H1
o0088｜情副挿入形 がたが[たっ]と L5C△, がたが[たーっ]と L6C△, [がっ]た[がっ]たと H2.H2△, が[たっ]

が[たっ]と L3A.L3A△
o0088｜形容動詞 通常ア：が[たがたに L0A｜挿入形：がっ[たがたに L0B△, がっ[たがったに L0B△

o0089｜文脈・構造 不平・文句などを言いつのり｜がたがたと｜ABABto
o0089｜情態副詞ア 通常ア：[が]たがたと H1
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o0090｜文脈・構造 重いものが不安定にゆれて｜がたがたと｜ABABto
o0090｜情態副詞ア 通常ア：[が]たがたと H1
o0090｜情副挿入形 がたが[たっ]と L5C△, がたが[たーっ]と L6C△, [がっ]た[がっ]たと H2.H2△, が[たっ]

が[たっ]と L3A.L3A△
o0090｜形容動詞 通常ア：が[たがたに L0A｜挿入形：がっ[たがたに L0B△, がった[がったに L0C△

o0091｜文脈・構造 ドアなどが何度もぶつかって｜がたがたと｜ABABto
o0091｜情態副詞ア 通常ア：[が]たがたと H1
o0091｜情副挿入形 がたが[たっ]と L5C△, がたが[たーっ]と L6C△, が[たっ]が[たっ]と L3A.L3A△ 

o0091｜形容動詞 通常ア：が[たがたに L0A｜挿入形：がっ[たがたに L0B△, がった[がったに L0C△
o0092｜文脈・構造 時計や拍子木などが規則的に｜かちかちと｜ABABto
o0092｜情態副詞ア 通常ア：[か]ちかちと H1
o0092｜情副挿入形 かちか[ちっ]と L5C△, かちか[ちーっ]と L6C△, [かっ]ち[かっ]ちと H2.H2△, か[ちっ]

か[ちっ]と L3A.L3A△
o0092｜形容動詞 通常ア：か[ちかちに L0A△

o0093｜文脈・構造 生活などに余裕がなくて｜かちかちと｜ABABto
o0093｜情態副詞ア 通常ア：[か]ちかちと H1
o0093｜情副挿入形 かちか[ちっ]と L5C△, かちか[ちーっ]と L6C△, か[ちっ]か[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0093｜形容動詞 通常ア：か[ちかちに L0A｜挿入形：かっ[ちかちに L0B△, かっ[ちかっちに L0B△
o0094｜文脈・構造 食品や体などがこわばって｜かちかちと｜ABABto
o0094｜情態副詞ア 通常ア：[か]ちかちと H1
o0094｜情副挿入形 かちか[ちっ]と L5C△, かちか[ちーっ]と L6C△, か[ちっ]か[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0094｜形容動詞 通常ア：か[ちかちに L0A｜挿入形：かっ[ちかちに L0B△, かっ[ちかっちに L0B△
o0095｜文脈・構造 寒さや恐怖で歯の根も合わず｜がちがちと｜ABABto
o0095｜情態副詞ア 通常ア：[が]ちがちと H1
o0095｜情副挿入形 がちが[ちっ]と L5C△, がちが[ちーっ]と L6C△, [がっ]ち[がっ]ちと H2.H2△, が[ちっ]

が[ちっ]と L3A.L3A△
o0095｜形容動詞 通常ア：が[ちがちに L0A｜挿入形：がっ[ちがちに L0B△, がっ[ちがっちに L0B△

o0096｜文脈・構造 歯などが何度もぶつかり合い｜がちがちと｜ABABto
o0096｜情態副詞ア 通常ア：[が]ちがちと H1
o0096｜情副挿入形 がちが[ちっ]と L5C△, がちが[ちーっ]と L6C△, [がっ]ち[がっ]ちと H2.H2△, が[ちっ]

が[ちっ]と L3A.L3A△
o0096｜形容動詞 通常ア：が[ちがちに L0A｜挿入形：がっ[ちがちに L0B△, がっち[がっちに L0C△

o0097｜文脈・構造 時間や金銭が限界に達して｜がちがちと｜ABABto
o0097｜情態副詞ア 通常ア：[が]ちがちと H1
o0097｜情副挿入形 がちが[ちっ]と L5C△, がちが[ちーっ]と L6C△, が[ちっ]が[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0097｜形容動詞 通常ア：が[ちがちに L0A｜挿入形：がっ[ちがちに L0B△, がっ[ちがっちに L0B△
o0098｜文脈・構造 かたいものがさらに硬化して｜がちがちと｜ABABto
o0098｜情態副詞ア 通常ア：[が]ちがちと H1
o0098｜情副挿入形 がちが[ちっ]と L5C△, がちが[ちーっ]と L6C△, が[ちっ]が[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0098｜形容動詞 通常ア：が[ちがちに L0A｜挿入形：がっ[ちがちに L0B△, がっ[ちがっちに L0B△
o0099｜文脈・構造 鍵束などが何度もぶつかって｜かちゃかちゃと｜ABABto
o0099｜情態副詞ア 通常ア：[か]ちゃかちゃと H1
o0099｜情副挿入形 かちゃか[ちゃっ]と L5C△, かちゃか[ちゃーっ]と L6C△, か[ちゃっ]か[ちゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0099｜形容動詞 通常ア：か[ちゃかちゃに L0A△｜挿入形：かっ[ちゃかちゃに L0B△ 

o0100｜文脈・構造 雑然と入り混じって｜がちゃがちゃと｜ABABto
o0100｜情態副詞ア 通常ア：[が]ちゃがちゃと H1
o0100｜情副挿入形 がちゃが[ちゃっ]と L5C△, がちゃが[ちゃーっ]と L6C△, が[ちゃっ]が[ちゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0100｜形容動詞 通常ア：が[ちゃがちゃに L0A｜挿入形：がっ[ちゃがちゃに L0B△ 

o0101｜文脈・構造 陶器などが何度もぶつかって｜がちゃがちゃと｜ABABto
o0101｜情態副詞ア 通常ア：[が]ちゃがちゃと H1
o0101｜情副挿入形 がちゃが[ちゃっ]と L5C△, がちゃが[ちゃーっ]と L6C△, が[ちゃっ]が[ちゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0101｜形容動詞 通常ア：が[ちゃがちゃに L0A｜挿入形：がっ[ちゃがちゃに L0B△ 

o0102｜文脈・構造 杖などが低い音で何度も｜かつかつと｜ABABto
o0102｜情態副詞ア 通常ア：[か]つかつと H1
o0102｜情副挿入形 かつか[つっ]と L5C△, かつか[つーっ]と L6C△, か[つっ]か[つっ]と L3A.L3A△ 
o0103｜文脈・構造 どうにかこうにかで｜かつかつと｜ABABto
o0103｜情態副詞ア 通常ア：[か]つかつと H1
o0103｜情副挿入形 かつか[つっ]と L5C△, かつか[つーっ]と L6C△, か[つっ]か[つっ]と L3A.L3A△ 

o0103｜形容動詞 通常ア：か[つかつに L0A｜挿入形：かっ[つかつに L0B△, かっ[つかっつに L0B△
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o0104｜文脈・構造 欲望のままにむさぼり食って｜がつがつと｜ABABto
o0104｜情態副詞ア 通常ア：[が]つがつと H1
o0104｜情副挿入形 がつが[つっ]と L5C△, がつが[つーっ]と L6C△

o0104｜形容動詞 通常ア：が[つがつに L0A△｜挿入形：がっ[つがつに L0B△
o0105｜文脈・構造 大量の水が勢いよく流れ出て｜がばがばと｜ABABto
o0105｜情態副詞ア 通常ア：[が]ばがばと H1｜強調ア：が[ば]がばと L2△
o0105｜情副挿入形 がばが[ばっ]と L5C△, がばが[ばーっ]と L6C△, [がっ]ば[がっ]ばと H2.H2△, が[ばっ]

が[ばっ]と L3A.L3A△
o0105｜形容動詞 通常ア：が[ばがばに L0A｜挿入形：がっ[ばがばに L0B△

o0106｜文脈・構造 食べ物を勢いよく食べ続けて｜がばがばと｜ABABto
o0106｜情態副詞ア 通常ア：[が]ばがばと H1｜強調ア：が[ば]がばと L2△
o0106｜情副挿入形 がばが[ばっ]と L5C△, がばが[ばーっ]と L6C△, が[ばっ]が[ばっ]と L3A.L3A△ 

o0106｜形容動詞 通常ア：が[ばがばに L0A△｜挿入形：がっ[ばがばに L0B△
o0107｜文脈・構造 ビールなどを大量に飲み続け｜がばがばと｜ABABto
o0107｜情態副詞ア 通常ア：[が]ばがばと H1
o0107｜情副挿入形 がばが[ばっ]と L5C△, がばが[ばーっ]と L6C△, [がっ]ば[がっ]ばと H2.H2△, が[ばっ]

が[ばっ]と L3A.L3A△
o0107｜形容動詞 通常ア：が[ばがばに L0A｜挿入形：がっ[ばがばに L0B△, がっば[がっばに L0C△

o0108｜文脈・構造 多額の金を次々にもうけて｜がばがばと｜ABABto
o0108｜情態副詞ア 通常ア：[が]ばがばと H1｜強調ア：が[ば]がばと L2△
o0108｜情副挿入形 がばが[ばっ]と L5C△, がばが[ばーっ]と L6C△, が[ばっ]が[ばっ]と L3A.L3A△ 

o0108｜形容動詞 通常ア：が[ばがばに L0A△｜挿入形：がっ[ばがばに L0B△
o0109｜文脈・構造 どんどん大量に飲み食いして｜がばがばと｜ABABto
o0109｜情態副詞ア 通常ア：[が]ばがばと H1
o0109｜情副挿入形 がばが[ばっ]と L5C△, がばが[ばーっ]と L6C△, [がっ]ば[がっ]ばと H2.H2△, が[ばっ]

が[ばっ]と L3A.L3A△
o0109｜形容動詞 通常ア：が[ばがばに L0A｜挿入形：がっば[がばに L0C△【※L0B でないのは例外で

はなく，低起式の上昇の 1 拍遅れの形だけが記述された形。実際，L0B は L0C と併用
で記述されているが，L0C は通常省略している。】

o0110｜文脈・構造 飲み物を勢いよく大量に｜がぶがぶと｜ABABto
o0110｜情態副詞ア 通常ア：[が]ぶがぶと H1
o0110｜情副挿入形 がぶが[ぶっ]と L5C△, がぶが[ぶーっ]と L6C△, [がっ]ぶ[がっ]ぶと H2.H2△, が[ぶっ]

が[ぶっ]と L3A.L3A△
o0110｜形容動詞 通常ア：が[ぶがぶに L0A｜挿入形：がっ[ぶがぶに L0B△, がっぶ[がっぶに L0C△

o0111｜文脈・構造 息をつぎつつ勢いよく飲んで｜がぷがぷと｜ABABto
o0111｜情態副詞ア 通常ア：[が]ぷがぷと H1
o0111｜情副挿入形 がぷが[ぷっ]と L5C△, がぷが[ぷーっ]と L6C△, [がっ]ぷ[がっ]ぷと H2.H2△, が[ぷっ]

が[ぷっ]と L3A.L3A△
o0111｜形容動詞 通常ア：が[ぷがぷに L0A｜挿入形：がっ[ぷがぷに L0B△, がっぷ[がっぷに L0C△

o0112｜文脈・構造 中空のものがかたいものと｜かぽかぽと｜ABABto
o0112｜情態副詞ア 通常ア：[か]ぽかぽと H1
o0112｜情副挿入形 かぽか[ぽっ]と L5C△, かぽか[ぽーっ]と L6C△, か[ぽっ]か[ぽっ]と L3A.L3A△ 

o0112｜形容動詞 通常ア：か[ぽかぽに L0A｜挿入形：かっ[ぽかぽに L0B△, かっぽ[かっぽに L0C△
o0113｜文脈・構造 大量に急に勢いよく飲んで｜がぼがぼと｜ABABto
o0113｜情態副詞ア 通常ア：[が]ぼがぼと H1
o0113｜情副挿入形 がぼが[ぼっ]と L5C△, がぼが[ぼーっ]と L6C△, [がっ]ぼ[がっ]ぼと H2.H2△, が[ぼっ]

が[ぼっ]と L3A.L3A△
o0113｜形容動詞 通常ア：が[ぼがぼに L0A｜挿入形：がっ[ぼがぼに L0B△, がっぼ[がっぼに L0C△

o0114｜文脈・構造 多額の金を次々にもうけて｜がぼがぼと｜ABABto
o0114｜情態副詞ア 通常ア：[が]ぼがぼと H1｜強調ア：が[ぼ]がぼと L2△
o0114｜情副挿入形 がぼが[ぼっ]と L5C△, がぼが[ぼーっ]と L6C△, が[ぼっ]が[ぼっ]と L3A.L3A△ 

o0114｜形容動詞 通常ア：が[ぼがぼに L0A△｜挿入形：がっ[ぼがぼに L0B△
o0115｜文脈・構造 どんどん大量に飲み食いして｜がぼがぼと｜ABABto
o0115｜情態副詞ア 通常ア：[が]ぼがぼと H1
o0115｜情副挿入形 がぼが[ぼっ]と L5C△, がぼが[ぼーっ]と L6C△, [がっ]ぼ[がっ]ぼと H2.H2△, が[ぼっ]

が[ぼっ]と L3A.L3A△
o0115｜形容動詞 通常ア：が[ぼがぼに L0A｜挿入形：がっぼ[がぼに L0C△

o0116｜文脈・構造 上の者が何度も強い口調で｜がみがみと｜ABABto
o0116｜情態副詞ア 通常ア：[が]みがみと H1
o0116｜情副挿入形 がみが[みっ]と L5C△, がみが[みーっ]と L6C△
o0117｜文脈・構造 怒りや不満で興奮して｜がみがみと｜ABABto
o0117｜情態副詞ア 通常ア：[が]みがみと H1
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o0117｜情副挿入形 がみが[みっ]と H5△, がみが[みーっ]と L6C△
o0118｜文脈・構造 大勢の人が口々にうるさく｜がやがやと｜ABABto
o0118｜情態副詞ア 通常ア：[が]やがやと H1
o0118｜情副挿入形 がやが[やっ]と L5C△, がやが[やーっ]と L6C△, が[やっ]が[やっ]と L3A.L3A△ 

o0118｜形容動詞 通常ア：が[やがやに L0A△
o0119｜文脈・構造 大勢の人が集まって騒ぎ立て｜がやがやと｜ABABto
o0119｜情態副詞ア 通常ア：[が]やがやと H1
o0119｜情副挿入形 がやが[やっ]と L5C△, がやが[やーっ]と L6C△, が[やっ]が[やっ]と L3A.L3A△ 

o0119｜形容動詞 通常ア：が[やがやに L0A△
o0120｜文脈・構造 大勢の人が口々にうるさく｜がやがやと｜ABABto
o0120｜情態副詞ア 通常ア：[が]やがやと H1
o0120｜情副挿入形 がやが[やっ]と L5C△, がやが[やーっ]と L6C△, が[やっ]が[やっ]と L3A.L3A△ 

o0120｜形容動詞 通常ア：が[やがやに L0A△
o0121｜文脈・構造 豪快に、屈託なく笑って｜からからと｜ABABto
o0121｜情態副詞ア 通常ア：[か]らからと H1
o0121｜情副挿入形 からか[らっ]と L5C△, からか[らーっ]と L6C△, [かん]ら[かん]らと H2.H2 
o0122｜文脈・構造 全体的に乾燥して軽くなり｜からからと｜ABABto
o0122｜情態副詞ア 通常ア：[か]らからと H1
o0122｜情副挿入形 からか[らっ]と L5C△, からか[らーっ]と L6C△, か[らっ]か[らっ]と L3A.L3A△ 

o0122｜形容動詞 通常ア：か[らからに L0A
o0123｜文脈・構造 下駄などが軽い音をたてて｜からからと｜ABABto
o0123｜情態副詞ア 通常ア：[か]らからと H1
o0123｜情副挿入形 からか[らっ]と L5C△, からか[らーっ と L6C△, か[らっ]か[らっ]と L3A.L3A△ 
o0124｜文脈・構造 重いものが次々にくずれ落ちて｜がらがらと｜ABABto
o0124｜情態副詞ア 通常ア：[が]らがらと H1
o0124｜情副挿入形 [がらがらっ]と H5△, [がらがらーっ]と H6△, が[らっ]が[らっ]と L3A.L3A△ 

o0124｜形容動詞 通常ア：が[らがらに L0A△｜挿入形：がっ[らがらに L0B△, がっら[がっらに L0C△
o0125｜文脈・構造 重いものがくずれたり移動し｜がらがらと｜ABABto
o0125｜情態副詞ア 通常ア：[が]らがらと H1
o0125｜情副挿入形 がらが[らっ]と L5C△, がらが[らーっ]と L6C△, が[らっ]が[らっ]と L3A.L3A△ 

o0125｜形容動詞 通常ア：が[らがらに L0A△
o0126｜文脈・構造 吐き出したり、うがいをして｜がらがらと｜ABABto
o0126｜情態副詞ア 通常ア：[がらがら]と H4
o0126｜情副挿入形 [がらがらっ]と H5△, [がらがらー]と H5△
o0127｜文脈・構造 かたいものを軽くかみ砕き｜かりかりと｜ABABto
o0127｜情態副詞ア 通常ア：[か]りかりと H1
o0127｜情副挿入形 かりか[りっ]と L5C△, かりか[りーっ]と L6C△, か[りっ]か[りっ]と L3A.L3A△ 

o0127｜形容動詞 通常ア：か[りかりと L0A△
o0128｜文脈・構造 神経が高ぶり怒りやすくなり｜かりかりと｜ABABto
o0128｜情態副詞ア 通常ア：[か]りかりと H1
o0128｜情副挿入形 かりか[りっ]と H5△, かりか[りーっ]と L6C△, か[りっ]か[りっ]と L3A.L3A△ 

o0128｜形容動詞 通常ア：か[りかりに L0A△
o0129｜文脈・構造 水分がなくなって固まり｜かりかりと｜ABABto
o0129｜情態副詞ア 通常ア：[か]りかりと H1
o0129｜情副挿入形 かりか[りっ]と L5C△, かりか[りーっ]と L6C△, か[りっ]か[りっ]と L3A.L3A△ 

o0129｜形容動詞 通常ア：か[りかりに L0A｜挿入形：かっ[りかりに L0B△
o0130｜文脈・構造 かたいものを削ったり、砕いて｜かりかりと｜ABABto
o0130｜情態副詞ア 通常ア：[か]りかりと H1
o0130｜情副挿入形 かりか[りっ]と L5C△, かりか[りーっ]と L6C△, か[りっ]か[りっ]と L3A.L3A△ 

o0130｜形容動詞 通常ア：か[りかりに L0A｜挿入形：かっ[りかりに L0B△
o0131｜文脈・構造 かたいものを粗くかみ砕いて｜がりがりと｜ABABto
o0131｜情態副詞ア 通常ア：[が]りがりと H1
o0131｜情副挿入形 がりが[りっ]と L5C△, がりが[りーっ]と L6C△, が[りっ]が[りっ]と L3A.L3A△ 

o0131｜形容動詞 通常ア：が[りがりに L0A△
o0132｜文脈・構造 骨や血管が浮き出るほどやせ｜がりがりと｜ABABto
o0132｜情態副詞ア 通常ア：[が]りがりと H1
o0132｜情副挿入形 がりが[りっ]と L5C△, がりが[りーっ]と L6C△, が[りっ]が[りっ]と L3A.L3A△ 

o0132｜形容動詞 通常ア：が[りがりに L0A｜挿入形：がっ[りがりに L0B△
o0133｜文脈・構造 かたいものを削ったり、砕いて｜がりがりと｜ABABto
o0133｜情態副詞ア 通常ア：[が]りがりと H1
o0133｜情副挿入形 がりが[りっ]と L5C△, がりが[りーっ]と L6C△, が[りっ]が[りっ]と L3A.L3A△ 

o0133｜形容動詞 通常ア：が[りがりに L0A｜挿入形：がっ[りがりに L0B△
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o0134｜文脈・構造 大きく角立って折れ曲がり｜ぎくぎくと｜ABABto
o0134｜情態副詞ア 通常ア：[ぎ]くぎくと H1
o0134｜情副挿入形 ぎくぎ[くっ]と L5C△, ぎくぎ[くーっ]と L6C△, ぎ[くっ]ぎ[くっ]と L3A.L3A△ 

o0134｜形容動詞 通常ア：ぎ[くぎくに L0A△｜挿入形：ぎっ[くぎくに L0B△
o0135｜文脈・構造 角ばって何度も曲がって｜ぎくぎくと｜ABABto
o0135｜情態副詞ア 通常ア：[ぎ]くぎくと H1
o0135｜情副挿入形 ぎくぎ[くっ]と L5C△, ぎくぎ[くーっ]と L6C△, ぎ[くっ]ぎ[くっ]と L3A.L3A△ 

o0135｜形容動詞 通常ア：ぎ[くぎくに L0A｜挿入形：ぎっ[くぎくに L0B△, ぎっく[ぎっくに L0C△
o0136｜文脈・構造 固定されているものがこすれ｜ぎしぎしと｜ABABto
o0136｜情態副詞ア 通常ア：[ぎ]しぎしと H1
o0136｜情副挿入形 ぎしぎ[しっ]と L5C△, ぎしぎ[しーっ]と L6C△, ぎ[しっ]ぎ[しっ]と L3A.L3A△ 

o0136｜形容動詞 通常ア：ぎ[しぎしに L0A△
o0137｜文脈・構造 油ぎって、ひどく粘りついて｜ぎたぎたと｜ABABto
o0137｜情態副詞ア 通常ア：[ぎ]たぎたと H1
o0137｜情副挿入形 ぎたぎ[たっ]と L5C△, ぎたぎ[たーっ]と L6C△, ぎ[たっ]ぎ[たっ]と L3A.L3A△ 

o0137｜形容動詞 通常ア：ぎ[たぎたに L0A｜挿入形：ぎっ[たぎたに L0B△
o0138｜文脈・構造 すきまなく詰まって固められ｜きちきちと｜ABABto
o0138｜情態副詞ア 通常ア：[き]ちきちと H1
o0138｜情副挿入形 きちき[ちっ]と L5C△, きちき[ちーっ]と L6C△, き[ちっ]き[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0138｜形容動詞 通常ア：き[ちきちに L0A｜挿入形：きっ[ちきちに L0B△, きっち[きっちに L0C△
o0139｜文脈・構造 生活に金銭的ゆとりがなくて｜ぎちぎちと｜ABABto
o0139｜情態副詞ア 通常ア：[ぎ]ちぎちと H1
o0139｜情副挿入形 ぎちぎ[ちっ]と L5C△, ぎちぎ[ちーっ]と L6C△, ぎ[ちっ]ぎ[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0139｜形容動詞 通常ア：ぎ[ちぎちに L0A｜挿入形：ぎっ[ちぎちに L0B△, ぎっ[ちぎっちに L0B△
o0140｜文脈・構造 すきまなく詰まって固められ｜ぎちぎちと｜ABABto
o0140｜情態副詞ア 通常ア：[ぎ]ちぎちと H1
o0140｜情副挿入形 ぎちぎ[ちっ]と L5C△, ぎちぎ[ちーっ]と L6C△, ぎ[ちっ]ぎ[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0140｜形容動詞 通常ア：ぎ[ちぎちに L0A｜挿入形：ぎっ[ちぎちに L0B△, ぎっち[ぎっちに L0C△
o0141｜文脈・構造 気持ちわるく油ぎって｜ぎとぎとと｜ABABto
o0141｜情態副詞ア 通常ア：[ぎ]とぎとと H1
o0141｜情副挿入形 ぎとぎ[とっ]と L5C△, ぎとぎ[とーっ]と L6C△, ぎ[とっ]ぎ[とっ]と L3A.L3A△ 

o0141｜形容動詞 通常ア：ぎ[とぎとに L0A｜挿入形：ぎっ[とぎとに L0B△
o0142｜文脈・構造 若い女性が快活にはしゃいで｜きゃぴきゃぴと｜ABABto
o0142｜情態副詞ア 通常ア：[きゃ]ぴきゃぴと H1
o0142｜情副挿入形 きゃぴきゃ[ぴっ]と L5C△, きゃぴきゃ[ぴーっ]と L6C△, きゃ[ぴっ]きゃ[ぴっ]と

L3A.L3A△ 
o0142｜形容動詞 通常ア：きゃ[ぴきゃぴに L0A△

o0143｜文脈・構造 落ち着きなく何度もまばたき｜きょときょとと｜ABABto
o0143｜情態副詞ア 通常ア：[きょ]ときょとと H1
o0143｜情副挿入形 きょときょ[とっ]と L5C△, きょときょ[とーっ]と L6C△, きょ[とっ]きょ[とっ]と

L3A.L3A△ 
o0143｜形容動詞 通常ア：きょ[ときょとに L0A△

o0144｜文脈・構造 落ち着きなくあたりを見回し｜きょろきょろと｜ABABto
o0144｜情態副詞ア 通常ア：[きょ]ろきょろと H1
o0144｜情副挿入形 きょろきょ[ろっ]と L5C△, きょろきょ[ろーっ]と L6C△, きょ[ろっ]きょ[ろっ]と

L3A.L3A△ 
o0145｜文脈・構造 大きい目玉を鋭く光らせて｜ぎょろぎょろと｜ABABto
o0145｜情態副詞ア 通常ア：[ぎょ]ろぎょろと H1
o0145｜情副挿入形 ぎょろぎょ[ろっ]と L5C△, ぎょろぎょ[ろーっ]と L6C△, ぎょ[ろっ]ぎょ[ろっ]と

L3A.L3A△ 
o0145｜形容動詞 通常ア：ぎょ[ろぎょろに L0A△

o0146｜文脈・構造 明るくまぶしく光り輝いて｜きらきらと｜ABABto
o0146｜情態副詞ア 通常ア：[き]らきらと H1
o0146｜情副挿入形 きらき[らっ]と L5C△, きらき[らーっ]と L6C△, き[らっ]き[らっ]と L3A.L3A△ 

o0146｜形容動詞 通常ア：き[らきらに L0A
o0147｜文脈・構造 真夏の太陽が強く照りつけて｜ぎらぎらと｜ABABto
o0147｜情態副詞ア 通常ア：[ぎ]らぎらと H1
o0147｜情副挿入形 ぎらぎ[らっ]と L5C△, ぎらぎ[らーっ]と L6C△

o0147｜形容動詞 通常ア：ぎ[らぎらに L0A△
o0148｜文脈・構造 眼光鋭く／強い欲望を隠さず｜ぎらぎらと｜ABABto
o0148｜情態副詞ア 通常ア：[ぎ]らぎらと H1
o0148｜情副挿入形 ぎらぎ[らっ]と L5C△, ぎらぎ[らーっ]と L6C△, ぎ[らっ]ぎ[らっ]と L3A.L3A△ 
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o0148｜形容動詞 通常ア：ぎ[らぎらに L0A△
o0149｜文脈・構造 どぎついほど強く光り輝き｜ぎらぎらと｜ABABto
o0149｜情態副詞ア 通常ア：[ぎ]らぎらと H1
o0149｜情副挿入形 ぎらぎ[らっ]と L5C△, ぎらぎ[らーっ]と L6C△, ぎ[らっ]ぎ[らっ]と L3A.L3A△ 

o0149｜形容動詞 通常ア：ぎ[らぎらに L0A
o0150｜文脈・構造 胃などが刺されるように痛み｜きりきりと｜ABABto
o0150｜情態副詞ア 通常ア：[き]りきりと H1
o0150｜情副挿入形 きりき[りっ]と L5C△, きりき[りーっ]と L6C△, き[りっ]き[りっ]と L3A.L3A△ 

o0150｜形容動詞 通常ア：き[りきりに L0A△
o0151｜文脈・構造 ものがかん高くきしんで｜きりきりと｜ABABto
o0151｜情態副詞ア 通常ア：[き]りきりと H1
o0151｜情副挿入形 きりき[りっ]と L5C△, きりき[りーっ]と L6C△, き[りっ]き[りっ]と L3A.L3A△ 

o0151｜形容動詞 通常ア：き[りきりに L0A△
o0152｜文脈・構造 紐などが締まりながらこすれ｜ぎりぎりと｜ABABto
o0152｜情態副詞ア 通常ア：[ぎ]りぎりと H1
o0152｜情副挿入形 ぎりぎ[りっ]と L5C△, ぎりぎ[りーっ]と L6C△, ぎ[りっ]ぎ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0152｜形容動詞 通常ア：ぎ[りぎりに L0A｜挿入形：ぎっ[りぎりに L0B△
o0153｜文脈・構造 限界に達して｜ぎりぎりと｜ABABto
o0153｜情態副詞ア 通常ア：[ぎ]りぎりと H1△

o0153｜形容動詞 通常ア：ぎ[りぎりに L0A｜挿入形：ぎっ[りぎりに L0B△
o0154｜文脈・構造 酒などをあおるように続けて｜くいくいと｜ABABto
o0154｜情態副詞ア 通常ア：[くいくい]と H4
o0154｜情副挿入形 [くいくいっ]と H5△, くいく[いっ]と L5C△, [くいくいーっ]と H6△, くいく[いーっ]

と L6C△ 
o0155｜文脈・構造 軽く二、三度曲げて｜くいくいと｜ABABto
o0155｜情態副詞ア 通常ア：[くいくい]と H4｜強調ア：[く]いくいと H1△
o0155｜情副挿入形 [くいくいっ]と H5△, くいく[いっ]と L5C△, [くいくいーっ]と H6△, くいく[いーっ]

と L6C△, [くいっくいっ]と H6△, く[いっ]く[いっ]と L3A.L3A△ 
o0156｜文脈・構造 引っ張るようにして進み｜ぐいぐいと｜ABABto
o0156｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]いぐいと H1
o0156｜情副挿入形 ぐいぐ[いっ]と L5C△, ぐいぐ[いーっ]と L6C△, ぐ[いっ]ぐ[いっ]と L3A.L3A△ 
o0157｜文脈・構造 酒などを勢いよく多く飲んで｜ぐいぐいと｜ABABto
o0157｜情態副詞ア 通常ア：[ぐいぐい]と H4, [ぐい]ぐいと H2｜強調ア：[ぐ]いぐいと H1 
o0157｜情副挿入形 [ぐいぐいっ]と H5△, ぐいぐ[いっ]と L5C△, [ぐいぐいーっ]と H6△, ぐいぐ[いーっ]

と L6C△, ぐ[いっ]ぐ[いっ]と L3A.L3A△
o0158｜文脈・構造 不快さや不満で気分が晴れず｜くさくさと｜ABABto
o0158｜情態副詞ア 通常ア：[く]さくさと H1
o0158｜情副挿入形 くさく[さっ]と L5C△, くさく[さーっ]と L6C△, く[さっ]く[さっ]と L3A.L3A△ 

o0158｜形容動詞 通常ア：く[さくさに L0A△｜挿入形：くっ[さくさに L0B△, くっさ[くっさに L0C△
o0159｜文脈・構造 厳しい言葉に心に打撃を受け｜ぐさぐさと｜ABABto
o0159｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]さぐさと H1
o0159｜情副挿入形 ぐさぐ[さっ]と L5C△, ぐさぐ[さーっ]と L6C△, ぐ[さっ]ぐ[さっ]と L3A.L3A△ 

o0159｜形容動詞 通常ア：ぐ[さぐさに L0A△｜挿入形：ぐっ[さぐさに L0B△, ぐっさ[ぐっさに L0C△
o0160｜文脈・構造 刃物で何度も深く刺して｜ぐさぐさと｜ABABto
o0160｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]さぐさと H1
o0160｜情副挿入形 ぐさぐ[さっ]と L5C△, ぐさぐ[さーっ]と L6C△, ぐ[さっ]ぐ[さっ]と L3A.L3A△ 

o0160｜形容動詞 通常ア：ぐ[さぐさに L0A△
o0161｜文脈・構造 不平・不満を聞かせるともなく｜ぐじぐじと｜ABABto
o0161｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]じぐじと H1
o0161｜情副挿入形 ぐじぐ[じっ]と L5C△, ぐじぐ[じーっ]と L6C△, ぐ[じっ]ぐ[じっ]と L3A.L3A△ 

o0161｜形容動詞 通常ア：ぐ[じぐじに L0A△
o0162｜文脈・構造 音をたてながら品なく食べて｜くしゃくしゃと｜ABABto
o0162｜情態副詞ア 通常ア：[く]しゃくしゃと H1
o0162｜情副挿入形 くしゃく[しゃっ]と L5C△, くしゃく[しゃーっ]と L6C△

o0162｜形容動詞 通常ア：く[しゃくしゃに L0A△
o0163｜文脈・構造 紙くずや髪などが入り乱れて｜くしゃくしゃと｜ABABto
o0163｜情態副詞ア 通常ア：[く]しゃくしゃと H1
o0163｜情副挿入形 くしゃく[しゃっ]と L5C△, くしゃく[しゃーっ]と L6C△, く[しゃっ]く[しゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0163｜形容動詞 通常ア：く[しゃくしゃに L0A｜挿入形：くっ[しゃくしゃに L0B△ 

o0164｜文脈・構造 本来あった形がくずれて｜ぐしゃぐしゃと｜ABABto
o0164｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]しゃぐしゃと H1
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o0164｜情副挿入形 ぐしゃぐ[しゃっ]と L5C△, ぐしゃぐ[しゃーっ]と L6C△, [ぐっ]しゃ[ぐっ]しゃと
H2.H2△, ぐ[しゃっ]ぐ[しゃっ]と L3A.L3A△

o0164｜形容動詞 通常ア：ぐ[しゃぐしゃに L0A｜挿入形：ぐっ[しゃぐしゃに L0B△, ぐっしゃ[ぐっし
ゃに L0C△ 

o0165｜文脈・構造 不平や言い訳、独り言などを｜ぐじゃぐじゃと｜ABABto
o0165｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]じゃぐじゃと H1
o0165｜情副挿入形 ぐじゃぐ[じゃっ]と L5C△, ぐじゃぐ[じゃーっ]と L6C△, ぐ[じゃっ]ぐ[じゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0166｜文脈・構造 複数のものが雑然として｜ぐじゃぐじゃと｜ABABto
o0166｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]じゃぐじゃと H1
o0166｜情副挿入形 ぐじゃぐ[じゃっ]と L5C△, ぐじゃぐ[じゃーっ]と L6C△, ぐ[じゃっ]ぐ[じゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0166｜形容動詞 通常ア：ぐ[じゃぐじゃに L0A｜挿入形：ぐっ[じゃぐじゃに L0B△ 

o0167｜文脈・構造 水けを含んで／形がくずれて｜ぐじゃぐじゃと｜ABABto
o0167｜情態副詞ア 通常ア：[ぐじゃぐじゃ]と H4, [ぐじゃぐ]じゃと H3, [ぐじゃ]ぐじゃと H2｜強調ア：[ぐ]

じゃぐじゃと H1△ 
o0167｜情副挿入形 ぐじゃぐ[じゃっ]と L5C△, ぐじゃぐ[じゃーっ]と L6C△, ぐ[じゃっ]ぐ[じゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0167｜形容動詞 通常ア：ぐ[じゃぐじゃに L0A｜挿入形：ぐっ[じゃぐじゃに L0B△ 

o0168｜文脈・構造 水分を多く含んで／かゆ状で｜ぐじゅぐじゅと｜ABABto
o0168｜情態副詞ア 通常ア：[ぐじゅぐじゅ]と H4, [ぐじゅぐ]じゅと H3, [ぐじゅ]ぐじゅと H2｜強調ア：[ぐ]

じゅぐじゅと H1△ 
o0168｜情副挿入形 ぐじゅぐ[じゅっ]と L5C△, ぐじゅぐ[じゅーっ]と L6C△, ぐ[じゅっ]ぐ[じゅっ]と

L3A.L3A△ 
o0168｜形容動詞 通常ア：ぐ[じゅぐじゅに L0A｜挿入形：ぐっ[じゅぐじゅに L0B△ 

o0169｜文脈・構造 服などが完全にぬれて｜ぐしょぐしょと｜ABABto
o0169｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]しょぐしょと H1
o0169｜情副挿入形 ぐしょぐ[しょっ]と L5C△, ぐしょぐ[しょーっ]と L6C△, ぐ[しょっ]ぐ[しょっ]と

L3A.L3A△ 
o0169｜形容動詞 通常ア：ぐ[しょぐしょに L0A｜挿入形：ぐっ[しょぐしょに L0B△, ぐっしょ[ぐっし

ょに L0C△ 
o0170｜文脈・構造 涙をたくさん流して｜ぐしょぐしょと｜ABABto
o0170｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]しょぐしょと H1
o0170｜情副挿入形 ぐしょぐ[しょっ]と L5C△, ぐしょぐ[しょーっ]と L6C△, ぐ[しょっ]ぐ[しょっ]と

L3A.L3A△ 
o0170｜形容動詞 通常ア：ぐ[しょぐしょに L0A｜挿入形：ぐっ[しょぐしょに L0B△, ぐっしょ[ぐっし

ょに L0C△ 
o0171｜文脈・構造 水分を含んでひどくくずれて｜ぐしょぐしょと｜ABABto
o0171｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]しょぐしょと H1
o0171｜情副挿入形 ぐしょぐ[しょっ]と L5C△, ぐしょぐ[しょーっ]と L6C△, ぐ[しょっ]ぐ[しょっ]と

L3A.L3A△ 
o0171｜形容動詞 通常ア：ぐ[しょぐしょに L0A｜挿入形：ぐっ[しょぐしょに L0B△, ぐっしょ[ぐっし

ょに L0C△ 
o0172｜文脈・構造 水分を含んでひどくくずれて｜ぐじょぐじょと｜ABABto
o0172｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]じょぐじょと H1
o0172｜情副挿入形 ぐじょぐ[じょっ]と L5C△, ぐじょぐ[じょーっ]と L6C△, ぐ[じょっ]ぐ[じょっ]と

L3A.L3A△ 
o0172｜形容動詞 通常ア：ぐ[じょぐじょに L0A｜挿入形：ぐっ[じょぐじょに L0B△, ぐっじょ[ぐっじ

ょに L0C△ 
o0173｜文脈・構造 笑いをこらえきれずひそかに｜くすくすと｜ABABto
o0173｜情態副詞ア 通常ア：[く]すくすと H1
o0173｜情副挿入形 くすく[すっ]と L5C△, くすく[すーっ]と L6C△, く[すっ]く[すっ]と L3A.L3A△ 
o0174｜文脈・構造 泣いて鼻水をすすって｜ぐすぐすと｜ABABto
o0174｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]すぐすと H1
o0174｜情副挿入形 ぐすぐ[すっ]と L5C△, ぐすぐ[すーっ]と L6C△, [ぐっ]す[ぐっ]すと H2.H2△, ぐ[すっ]

ぐ[すっ]と L3A.L3A△
o0174｜形容動詞 通常ア：ぐ[すぐすに L0A△｜挿入形：ぐっ[すぐすに L0B△, ぐっす[ぐっすに L0C△

o0175｜文脈・構造 不平などを不明瞭につぶやき｜ぐずぐずと｜ABABto
o0175｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]ずぐずと H1
o0175｜情副挿入形 ぐずぐ[ずっ]と L5C△, ぐずぐ[ずーっ]と L6C△
o0176｜文脈・構造 態度・動作がためらいがちで｜ぐずぐずと｜ABABto
o0176｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]ずぐずと H1
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o0176｜情副挿入形 ぐずぐ[ずっ]と L5C△, ぐずぐ[ずーっ]と L6C△, ぐ[ずっ]ぐ[ずっ]と L3A.L3A△ 
o0176｜形容動詞 通常ア：ぐ[ずぐずに L0A

o0177｜文脈・構造 今にもくずれそうで｜ぐずぐずと｜ABABto
o0177｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]ずぐずと H1△
o0177｜情副挿入形 ぐずぐ[ずっ]と L5C△, ぐずぐ[ずーっ]と L6C△, ぐ[ずっ]ぐ[ずっ]と L3A.L3A△ 

o0177｜形容動詞 通常ア：ぐ[ずぐずに L0A△｜挿入形：ぐっ[ずぐずに L0B△
o0178｜文脈・構造 形を失うほど長く煮こんで｜くたくたと｜ABABto
o0178｜情態副詞ア 通常ア：[く]たくたと H1
o0178｜情副挿入形 くたく[たっ]と L5C△, くたく[たーっ]と L6C△, [くっ]た[くっ]たと H2.H2△, く[たっ]

く[たっ]と L3A.L3A△
o0178｜形容動詞 通常ア：く[たくたに L0A｜挿入形：くっ[たくたに L0B△, くった[くったに L0C△

o0179｜文脈・構造 古くなって張りがなくなり｜くたくたと｜ABABto
o0179｜情態副詞ア 通常ア：[く]たくたと H1
o0179｜情副挿入形 くたく[たー]とL5C△, くたく[たーっ]とL6C△, く[たー]く[たー]とL3A.L3A△, く[た

っ]く[たっ]と L3A.L3A△
o0179｜形容動詞 通常ア：く[たくたに L0A△｜挿入形：くっ[たくたに L0B△

o0180｜文脈・構造 ひどく疲れて体に力が入らず｜くたくたと｜ABABto
o0180｜情態副詞ア 通常ア：[くた]くたと H2｜強調ア：[く]たくたと H1, く[た]くたと L2△ 
o0180｜情副挿入形 くたく[たっ]と L5C△, くたく[たー]とL5C△, くたく[たーっ]と L6C△, く[たー]く[た

ー]と L3A.L3A△, く[たっ]く[たっ]と L3A.L3A△
o0180｜形容動詞 通常ア：く[たくたに L0A｜挿入形：くっ[たくたに L0B△, くった[くったに L0B△

o0181｜文脈・構造 同じことを繰り返ししつこく｜くだくだと｜ABABto
o0181｜情態副詞ア 通常ア：[く]だくだと H1
o0182｜文脈・構造 体が起こせないほど泥酔して｜ぐたぐたと｜ABABto
o0182｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]たぐたと H1
o0182｜情副挿入形 ぐたぐ[たー]と L5C△, ぐ[たー]ぐ[たー]と L3A.L3A△

o0182｜形容動詞 通常ア：ぐ[たぐたに L0A｜挿入形：ぐっ[たぐたに L0B△, ぐ[たぐたーに L0A△ 
o0183｜文脈・構造 しつこく不平・不満を並べ立て｜ぐたぐたと｜ABABto
o0183｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]たぐたと H1
o0183｜情副挿入形 ぐたぐ[たっ]とL5C△, ぐたぐ[たーっ]とL6C△, ぐ[たっ]ぐ[たっ]とL3A.L3A△, ぐ[た

ー]ぐ[たー]と L3A.L3A△
o0183｜形容動詞 通常ア：ぐ[たぐたに L0A△

o0184｜文脈・構造 強い火力で煮込んで｜ぐたぐたと｜ABABto
o0184｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]たぐたと H1
o0184｜情副挿入形 ぐたぐ[たっ]と L5C△, ぐたぐ[たーっ]と L6C△, [ぐっ]た[ぐっ]たと H2.H2△, ぐ[たっ]

ぐ[たっ]と L3A.L3A△
o0184｜形容動詞 通常ア：ぐ[たぐたに L0A｜挿入形：ぐっ[たぐたに L0B△, ぐったぐ[ったに L0C△

o0185｜文脈・構造 強火でよく煮こんで｜ぐたぐたと｜ABABto
o0185｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]たぐたと H1
o0185｜情副挿入形 ぐたぐ[たっ]と L5C△, ぐたぐ[たーっ]と L6C△, [ぐっ]た[ぐっ]たと H2.H2△, ぐ[たっ]

ぐ[たっ]と L3A.L3A△
o0185｜形容動詞 通常ア：ぐ[たぐたに L0A｜挿入形：ぐっ[たぐたに L0B△, ぐっ[たぐったに L0B△

o0186｜文脈・構造 ひどく疲れて体に力が入らず｜ぐだぐだと｜ABABto
o0186｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]だぐだと H1｜強調ア：ぐ[だ]ぐだと L2△
o0186｜情副挿入形 ぐだぐ[だっ]と L5C△, ぐだぐ[だー]とL5C△, ぐだぐ[だーっ]と L6C△, ぐ[だー]ぐ[だ

ー]と L3A.L3A△, ぐ[だっ]ぐ[だっ]と L3A.L3A△
o0186｜形容動詞 通常ア：ぐ[だぐだに L0A｜挿入形：ぐっ[だぐだに L0B△, ぐっ[だぐっだに L0B△

o0187｜文脈・構造 同じことを繰り返ししつこく｜ぐだぐだと｜ABABto
o0187｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]だぐだと H1
o0187｜情副挿入形 ぐだぐ[だっ]とL5C△, ぐだぐ[だーっ]とL6C△, ぐ[だー]ぐ[だー]とL3A.L3A△, ぐ[だ

っ]ぐ[だっ]と L3A.L3A△
o0187｜形容動詞 通常ア：ぐ[だぐだに L0A△

o0188｜文脈・構造 態度や行動、動作などが遅く｜ぐだぐだと｜ABABto
o0188｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]だぐだと H1
o0188｜情副挿入形 ぐだぐ[だー]と L5C△, ぐだぐ[だっ]とL5C△, ぐだぐ[だーっ]と L6C△, ぐ[だっ]ぐ[だ

っ]と L3A.L3A△, ぐ[だー]ぐ[だー]と L3A.L3A△
o0188｜形容動詞 通常ア：ぐ[だぐだに L0A△

o0189｜文脈・構造 不平・不満を聞かせるともなく｜ぐちぐちと｜ABABto
o0189｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]ちぐちと H1
o0189｜情副挿入形 ぐちぐ[ちっ]と L5C△, ぐちぐ[ちーっ]と L6C△, ぐ[ちっ]ぐ[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0189｜形容動詞 通常ア：ぐ[ちぐちに L0A△
o0190｜文脈・構造 音をたてながら品なく食べて｜くちゃくちゃと｜ABABto
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o0190｜情態副詞ア 通常ア：[く]ちゃくちゃと H1
o0190｜情副挿入形 くちゃく[ちゃっ]と L5C△, くちゃく[ちゃーっ]と L6C△, [くっ]ちゃ[くっ]ちゃと

H2.H2△ 
o0190｜形容動詞 通常ア：く[ちゃくちゃに L0A△｜挿入形：くっ[ちゃくちゃに L0B△, くっちゃ[くっ

ちゃに L0C△ 
o0191｜文脈・構造 粘りけのあるものをかんで｜くちゃくちゃと｜ABABto
o0191｜情態副詞ア 通常ア：[く]ちゃくちゃと H1
o0191｜情副挿入形 くちゃく[ちゃっ]と L5C△, くちゃく[ちゃーっ]と L6C△, [くっ]ちゃ[くっ]ちゃと

H2.H2△, く[ちゃっ]く[ちゃっ]と L3A.L3A△
o0191｜形容動詞 通常ア：く[ちゃくちゃに L0A｜挿入形：くっ[ちゃくちゃに L0B△, くっちゃ[くっち

ゃに L0C△ 
o0192｜文脈・構造 衣類などにしわが寄って｜くちゃくちゃと｜ABABto
o0192｜情態副詞ア 通常ア：[く]ちゃくちゃと H1
o0192｜情副挿入形 くちゃく[ちゃっ]と L5C△, くちゃく[ちゃーっ]と L6C△, く[ちゃっ]く[ちゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0192｜形容動詞 通常ア：く[ちゃくちゃに L0A｜挿入形：くっ[ちゃくちゃに L0B△ 

o0193｜文脈・構造 元の形を留めぬほどつぶれて｜くちゃくちゃと｜ABABto
o0193｜情態副詞ア 通常ア：[く]ちゃくちゃと H1
o0193｜情副挿入形 くちゃく[ちゃっ]と L5C△, くちゃく[ちゃーっ]と L6C△, く[ちゃっ]く[ちゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0193｜形容動詞 通常ア：く[ちゃくちゃに L0A｜挿入形：くっ[ちゃくちゃに L0B△, くっちゃ[くっち

ゃに L0C△ 
o0194｜文脈・構造 音をたてながら品なく食べて｜ぐちゃぐちゃと｜ABABto
o0194｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]ちゃぐちゃと H1
o0194｜情副挿入形 ぐちゃぐ[ちゃっ]と L5C△, ぐちゃぐ[ちゃーっ]と L6C△, [ぐっ]ちゃ[ぐっ]ちゃと

H2.H2△ 
o0194｜形容動詞 通常ア：ぐ[ちゃぐちゃに L0A△｜挿入形：ぐっ[ちゃぐちゃに L0B△, ぐっちゃ[ぐっ

ちゃに L0C△ 
o0195｜文脈・構造 とりとめもなくしゃべり続け｜ぐちゃぐちゃと｜ABABto
o0195｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]ちゃぐちゃと H1
o0195｜情副挿入形 ぐちゃぐ[ちゃっ]と L5C△, ぐちゃぐ[ちゃーっ]と L6C△, ぐ[ちゃっ]ぐ[ちゃっ]と

L3A.L3A△, ぐ[ちゃー]ぐ[ちゃー]と L3A.L3A△
o0196｜文脈・構造 形がくずれ全体が入り混じり｜ぐちゃぐちゃと｜ABABto
o0196｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]ちゃぐちゃと H1
o0196｜情副挿入形 ぐちゃぐ[ちゃっ]と L5C△, ぐちゃぐ[ちゃーっ]と L6C△, [ぐっ]ちゃ[ぐっ]ちゃと

H2.H2△, ぐ[ちゃっ]ぐ[ちゃっ]と L3A.L3A△
o0196｜形容動詞 通常ア：ぐ[ちゃぐちゃに L0A｜挿入形：ぐっ[ちゃぐちゃに L0B△, ぐっちゃ[ぐっち

ゃに L0C△ 
o0197｜文脈・構造 水けでやわらかくなって｜ぐちゃぐちゃと｜ABABto
o0197｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]ちゃぐちゃと H1
o0197｜情副挿入形 ぐちゃぐ[ちゃっ]と L5C△, ぐちゃぐ[ちゃーっ]と L6C△, ぐ[ちゃっ]ぐ[ちゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0197｜形容動詞 通常ア：ぐ[ちゃぐちゃに L0A｜挿入形：ぐっ[ちゃぐちゃに L0B△, ぐっちゃ[ぐっち

ゃに L0C△ 
o0198｜文脈・構造 口をすすいだりものをかんで｜ぐちゅぐちゅと｜ABABto
o0198｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]ちゅぐちゅと H1
o0198｜情副挿入形 ぐちゅぐ[ちゅっ]と L5C△, ぐちゅぐ[ちゅーっ]と L6C△, ぐ[ちゅっ]ぐ[ちゅっ]と

L3A.L3A△ 
o0198｜形容動詞 通常ア：ぐ[ちゅぐちゅに L0A△

o0199｜文脈・構造 水けでやわらかくなって｜ぐちゅぐちゅと｜ABABto
o0199｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]ちゅぐちゅと H1
o0199｜情副挿入形 ぐちゅぐ[ちゅっ]と L5C△, ぐちゅぐ[ちゅーっ]と L6C△, ぐ[ちゅっ]ぐ[ちゅっ]と

L3A.L3A△ 
o0199｜形容動詞 通常ア：ぐ[ちゅぐちゅに L0A｜挿入形：ぐっ[ちゅぐちゅに L0B△, ぐっちゅ[ぐっち

ゅに L0C△ 
o0200｜文脈・構造 服などが完全にぬれて｜ぐちょぐちょと｜ABABto
o0200｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]ちょぐちょと H1
o0200｜情副挿入形 ぐちょぐ[ちょっ]と L5C△, ぐちょぐ[ちょーっ]と L6C△, ぐ[ちょっ]ぐ[ちょっ]と

L3A.L3A△ 
o0200｜形容動詞 通常ア：ぐ[ちょぐちょと L0A｜挿入形：ぐっ[ちょぐちょに L0B△, ぐっちょ[ぐっち

ょに L0C△ 
o0201｜文脈・構造 水けでやわらかくなって｜ぐちょぐちょと｜ABABto
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o0201｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]ちょぐちょと H1
o0201｜情副挿入形 ぐちょぐ[ちょっ]と L5C△, ぐちょぐ[ちょーっ]と L6C△, ぐ[ちょっ]ぐ[ちょっ]と

L3A.L3A△ 
o0201｜形容動詞 通常ア：ぐ[ちょぐちょに L0A｜挿入形：ぐっ[ちょぐちょに L0B△, ぐっちょ[ぐっち

ょに L0C△ 
o0202｜文脈・構造 弱火で長く煮込んで｜くつくつと｜ABABto
o0202｜情態副詞ア 通常ア：[く]つくつと H1
o0202｜情副挿入形 くつく[つっ]と L5C△, くつく[つーっ]と L6C△, く[つっ]く[つっ]と L3A.L3A△ 

o0202｜形容動詞 通常ア：く[つくつに L0A△
o0203｜文脈・構造 強い火力で煮込んで｜ぐつぐつと｜ABABto
o0203｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]つぐつと H1
o0203｜情副挿入形 ぐつぐ[つっ]と L5C△, ぐつぐ[つーっ]と L6C△, [ぐっ]つ[ぐっ]つと H2.H2△, ぐ[つっ]

ぐ[つっ]と L3A.L3A△
o0203｜形容動詞 通常ア：ぐ[つぐつに L0A△

o0204｜文脈・構造 同じことを繰り返ししつこく｜くどくどと｜ABABto
o0204｜情態副詞ア 通常ア：[く]どくどと H1
o0205｜文脈・構造 やわらかく自在に曲がって｜くにゃくにゃと｜ABABto
o0205｜情態副詞ア 通常ア：[く]にゃくにゃと H1
o0205｜情副挿入形 くにゃく[にゃっ]と L5C△, くにゃく[にゃーっ]と L6C△, く[にゃっ]く[にゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0205｜形容動詞 通常ア：く[にゃくにゃに L0A

o0206｜文脈・構造 やわらかく軽く力が抜けて｜くにゃくにゃと｜ABABto
o0206｜情態副詞ア 通常ア：[く]にゃくにゃと H1
o0206｜情副挿入形 くにゃく[にゃー]と L5C△, くにゃく[にゃっ]と L5C△, くにゃく[にゃーっ]と L6C△,

く[にゃっ]く[にゃっ]と L3A.L3A△
o0206｜形容動詞 通常ア：く[にゃくにゃに L0A

o0207｜文脈・構造 やわらかく自在に曲がって｜ぐにゃぐにゃと｜ABABto
o0207｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]にゃぐにゃと H1
o0207｜情副挿入形 ぐにゃぐ[にゃっ]と L5C△, ぐにゃぐ[にゃーっ]と L6C△, ぐ[にゃっ]ぐ[にゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0207｜形容動詞 通常ア：ぐ[にゃぐにゃに L0A

o0208｜文脈・構造 弾力を保ちながらやわらかく｜ぐにゃぐにゃと｜ABABto
o0208｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]にゃぐにゃと H1
o0208｜情副挿入形 ぐにゃぐ[にゃー]と L5C△, ぐにゃぐ[にゃっ]と L5C△, ぐにゃぐ[にゃーっ]と L6C△,

ぐ[にゃっ]ぐ[にゃっ]と L3A.L3A△
o0208｜形容動詞 通常ア：ぐ[にゃぐにゃに L0A｜挿入形：ぐん[にゃぐにゃに L0B△ 

o0209｜文脈・構造 やわらかく張りがあって｜くにゅくにゅと｜ABABto
o0209｜情態副詞ア 通常ア：[く]にゅくにゅと H1
o0209｜情副挿入形 くにゅく[にゅっ]と L5C△, くにゅく[にゅーっ]と L6C△, く[にゅっ]く[にゅっ]と

L3A.L3A△ 
o0209｜形容動詞 通常ア：く[にゅくにゅに L0A

o0210｜文脈・構造 左右にゆれるように曲がって｜くねくねと｜ABABto
o0210｜情態副詞ア 通常ア：[く]ねくねと H1
o0210｜情副挿入形 くねく[ねっ]と L5C△, くねく[ねーっ]と L6C△, く[ねっ]く[ねっ]と L3A.L3A△ 

o0210｜形容動詞 通常ア：く[ねくねに L0A
o0211｜文脈・構造 酒を続けてあおりのどが鳴り｜ぐびぐびと｜ABABto
o0211｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]びぐびと H1
o0211｜情副挿入形 ぐびぐ[びっ]と L5C△, ぐびぐ[びーっ]と L6C△
o0212｜文脈・構造 過去や些細なことに悩んで｜くよくよと｜ABABto
o0212｜情態副詞ア 通常ア：[く]よくよと H1
o0212｜情副挿入形 くよく[よっ]と L5C△, くよく[よーっ]と L6C△
o0213｜文脈・構造 心配や後悔で心が落ち着かず｜くよくよと｜ABABto
o0213｜情態副詞ア 通常ア：[く]よくよと H1
o0213｜情副挿入形 くよく[よっ]と L5C△, くよく[よーっ]と L6C△, [くー]よ[くー]よ H2.H2△ 
o0214｜文脈・構造 怒りや嫉妬で心が燃えたぎり｜くらくらと｜ABABto
o0214｜情態副詞ア 通常ア：[く]らくらと H1
o0214｜情副挿入形 くらく[らっ]と H5△, くらく[らーっ]と H6△, く[らっ]く[らっ]と L3A.L3A△ 

o0214｜形容動詞 通常ア：く[らくらに L0A△
o0215｜文脈・構造 誘惑などに決心がゆらいで｜くらくらと｜ABABto
o0215｜情態副詞ア 通常ア：[く]らくらと H1
o0215｜情副挿入形 くらく[らっ]と L5C△, くらく[らーっ]と L6C△, く[らっ]く[らっ]と L3A.L3A△ 

o0215｜形容動詞 通常ア：く[らくらに L0A
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o0216｜文脈・構造 めまいなど、不安定にゆれて｜くらくらと｜ABABto
o0216｜情態副詞ア 通常ア：[く]らくらと H1
o0216｜情副挿入形 くらく[らっ]と L5C△, くらく[らーっ]と L6C△, く[らっ]く[らっ]と L3A.L3A△ 

o0216｜形容動詞 通常ア：く[らくらに L0A
o0217｜文脈・構造 決心が弱くあれこれ迷って｜ぐらぐらと｜ABABto
o0217｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]らぐらと H1
o0217｜情副挿入形 ぐらぐ[らっ]と L5C△, ぐらぐ[らーっ]と L6C△, ぐ[らっ]ぐ[らっ]と L3A.L3A△ 

o0217｜形容動詞 通常ア：ぐ[らぐらに L0A
o0218｜文脈・構造 全体的に大きくゆれ続けて｜ぐらぐらと｜ABABto
o0218｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]らぐらと H1
o0218｜情副挿入形 ぐらぐ[らっ]と L5C△, ぐらぐ[らーっ]と L6C△, ぐ[らっ]ぐ[らっ]と L3A.L3A△ 

o0218｜形容動詞 通常ア：ぐ[らぐらに L0A
o0219｜文脈・構造 しこりが内部でゆれ動いて｜ぐりぐりと｜ABABto
o0219｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]りぐりと H1
o0219｜情副挿入形 ぐりぐ[りっ]と L5C△, ぐりぐ[りーっ]と L6C△, ぐ[りっ]ぐ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0219｜形容動詞 通常ア：ぐ[りぐりに L0A
o0220｜文脈・構造 高い声で軽薄そうに笑って｜けたけたと｜ABABto
o0220｜情態副詞ア 通常ア：[け]たけたと H1
o0220｜情副挿入形 けたけ[たっ]と L5C△, けたけ[たーっ]と L6C△, け[たっ]け[たっ]と L3A.L3A△ 
o0221｜文脈・構造 大声で下品に高笑いして｜げたげたと｜ABABto
o0221｜情態副詞ア 通常ア：[げ]たげたと H1
o0221｜情副挿入形 げたげ[たっ]と L5C△, げたげ[たーっ]と L6C△, げ[たっ]げ[たっ]と L3A.L3A△ 
o0222｜文脈・構造 金などを出し惜しみして｜けちけちと｜ABABto
o0222｜情態副詞ア 通常ア：[け]ちけちと H1
o0222｜情副挿入形 けちけ[ちっ]と L5C△, けちけ[ちーっ]と L6C△, け[ちっ]け[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0222｜形容動詞 通常ア：け[ちけちに L0A｜挿入形：けっ[ちけちに L0B△
o0223｜文脈・構造 わずかな出費も出し惜しんで｜けちけちと｜ABABto
o0223｜情態副詞ア 通常ア：[け]ちけちと H1
o0223｜情副挿入形 けちけ[ちっ]と L5C△, けちけ[ちーっ]と L6C△, [けっ]ち[けっ]ちと H2.H2△, け[ちっ]

け[ちっ]と L3A.L3A△
o0223｜形容動詞 通常ア：け[ちけちに L0A｜挿入形：けっ[ちけちに L0B△

o0224｜文脈・構造 軽くむせて｜けほけほと｜ABABto
o0224｜情態副詞ア 通常ア：[け]ほけほと H1
o0224｜情副挿入形 けほけ[ほっ]と L5C△, けほけ[ほーっ]と L6C△, け[ほっ]け[ほっ]と L3A.L3A△ 

o0224｜形容動詞 通常ア：け[ほけほに L0A△
o0225｜文脈・構造 強くせきこんで｜げほげほと｜ABABto
o0225｜情態副詞ア 通常ア：[げ]ほげほと H1
o0225｜情副挿入形 げほげ[ほっ]と L5C△, げほげ[ほーっ]と L6C△, [げっ]ほ[げっ]ほと H2.H2△, げ[ほっ]

げ[ほっ]と L3A.L3A△
o0225｜形容動詞 通常ア：げ[ほげほに L0A△

o0226｜文脈・構造 高い声で無邪気に笑って｜けらけらと｜ABABto
o0226｜情態副詞ア 通常ア：[け]らけらと H1
o0226｜情副挿入形 けらけ[らっ]と L5C△, けらけ[らーっ]と L6C△, け[らっ]け[らっ]と L3A.L3A△ 
o0227｜文脈・構造 下品に締まりなく笑って｜げらげらと｜ABABto
o0227｜情態副詞ア 通常ア：[げ]らげらと H1
o0227｜情副挿入形 げらげ[らっ]と L5C△, げらげ[らー]とL5C△, げらげ[らーっ]と L6C△, げ[らっ]げ[ら

っ]と L3A.L3A△ 
o0228｜文脈・構造 高い声で無邪気に笑って｜けろけろと｜ABABto
o0228｜情態副詞ア 通常ア：[け]ろけろと H1
o0228｜情副挿入形 けろけ[ろっ]と L5C△, けろけ[ろーっ]と L6C△, け[ろっ]け[ろっ]と L3A.L3A△ 
o0229｜文脈・構造 何の打撃も感じないようすで｜けろけろと｜ABABto
o0229｜情態副詞ア 通常ア：[け]ろけろと H1
o0229｜情副挿入形 けろけ[ろっ]と L5C△, けろけ[ろーっ]と L6C△, け[ろっ]け[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0229｜形容動詞 通常ア：け[ろけろに L0A△
o0230｜文脈・構造 飲食物を続けて嘔吐して｜げろげろと｜ABABto
o0230｜情態副詞ア 通常ア：[げ]ろげろと H1
o0230｜情副挿入形 げろげ[ろっ]と L5C△, げろげ[ろーっ]と L6C△

o0230｜形容動詞 通常ア：げ[ろげろに L0A△
o0231｜文脈・構造 かたいものが互いにすれ合い｜ごきごきと｜ABABto
o0231｜情態副詞ア 通常ア：[ご]きごきと H1
o0231｜情副挿入形 ごきご[きっ]と L5C△, ごきご[きーっ]と L6C△, ご[きっ]ご[きっ]と L3A.L3A△ 

o0231｜形容動詞 通常ア：ご[きごきに L0A△｜挿入形：ごっ[きごきに L0B△
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o0232｜文脈・構造 のどを鳴らして続けて飲んで｜ごくごくと｜ABABto
o0232｜情態副詞ア 通常ア：[ごくごく]と H4, [ごく]ごくと H2｜強調ア：[ご]くごくと H1△ 
o0232｜情副挿入形 [ごくごくっ]と H5△, ごくご[くっ]と L5C△, [ごくごくーっ]と H6△, ごくご[くーっ]

と L6C△, ご[くっ]ご[くっ]と L3A.L3A△
o0233｜文脈・構造 軽く歯ごたえを感じながら｜こしこしと｜ABABto
o0233｜情態副詞ア 通常ア：[こ]しこしと H1
o0233｜情副挿入形 こしこ[しっ]と L5C△, こしこ[しーっ]と L6C△
o0234｜文脈・構造 強く力を入れて何度もこすり｜ごしごしと｜ABABto
o0234｜情態副詞ア 通常ア：[ご]しごしと H1
o0234｜情副挿入形 ごしご[しっ]と L5C△, ごしご[しーっ]と L6C△, [ごっ]し[ごっ]しと H2.H2△, ご[しっ]

ご[しっ]と L3A.L3A△
o0235｜文脈・構造 はげしく入り乱れ、混雑して｜ごしゃごしゃと｜ABABto
o0235｜情態副詞ア 通常ア：[ご]しゃごしゃと H1
o0235｜情副挿入形 ごしゃご[しゃっ]と L5C△, ごしゃご[しゃーっ]と L6C△, ご[しゃっ]ご[しゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0235｜形容動詞 通常ア：ご[しゃごしゃに L0A｜挿入形：ごっ[しゃごしゃに L0B△, ごっしゃ[ごっし

ゃに L0C△ 
o0236｜文脈・構造 不平や言い訳をあれこれと｜ごじゃごじゃと｜ABABto
o0236｜情態副詞ア 通常ア：[ご]じゃごじゃと H1
o0236｜情副挿入形 ごじゃご[じゃっ]と L5C△, ごじゃご[じゃーっ]と L6C△, ご[じゃっ]ご[じゃっ]と

L3A.L3A△, ご[じゃー]ご[じゃー]と L3A.L3A△
o0236｜形容動詞 通常ア：ご[じゃごじゃに L0A△

o0237｜文脈・構造 はげしく入り乱れ、混雑して｜ごじゃごじゃと｜ABABto
o0237｜情態副詞ア 通常ア：[ご]じゃごじゃと H1
o0237｜情副挿入形 ごじゃご[じゃっ]と L5C△, ごじゃご[じゃーっ]と L6C△, ご[じゃっ]ご[じゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0237｜形容動詞 通常ア：ご[じゃごじゃに L0A

o0238｜文脈・構造 こまかく動いて落ち着かずに｜こせこせと｜ABABto
o0238｜情態副詞ア 通常ア：[こ]せこせと H1
o0238｜情副挿入形 こせこ[せっ]と L5C△, こせこ[せーっ]と L6C△

o0238｜形容動詞 通常ア：こ[せこせに L0A△
o0239｜文脈・構造 周りに聞こえないような小声で｜こそこそと｜ABABto
o0239｜情態副詞ア 通常ア：[こ]そこそと H1
o0239｜情副挿入形 こそこ[そっ]と L5C△, こそこ[そーっ]と L6C△, こ[そっ]こ[そっ]と L3A.L3A△ 
o0240｜文脈・構造 かげですばやく動き回って｜こそこそと｜ABABto
o0240｜情態副詞ア 通常ア：[こ]そこそと H1
o0240｜情副挿入形 こそこ[そっ]と L5C△, こそこ[そーっ]と L6C△, こ[そっ]こ[そっ]と L3A.L3A△ 
o0241｜文脈・構造 かわいたものが荒くふれ合い｜ごそごそと｜ABABto
o0241｜情態副詞ア 通常ア：[ご]そごそと H1
o0241｜情副挿入形 ごそご[そっ]と L5C△, ごそご[そーっ]と L6C△, ご[そっ]ご[そっ]と L3A.L3A△ 

o0241｜形容動詞 通常ア：ご[そごそに L0A△
o0242｜文脈・構造 不平や言い訳をあれこれと｜ごたごたと｜ABABto
o0242｜情態副詞ア 通常ア：[ご]たごたと H1
o0242｜情副挿入形 ごたご[たっ]と L5C△, ごたご[たーっ]と L6C△, [ごっ]た[ごっ]たと H2.H2△, ご[たっ]

ご[たっ]と L3A.L3A△, ご[たー]ご[たー]と L3A.L3A△
o0242｜形容動詞 通常ア：ご[たごたに L0A△｜挿入形：ごっ[たごたに L0B△, ごった[ごったに L0C△

o0243｜文脈・構造 不平や文句をつけて｜ごたごたと｜ABABto
o0243｜情態副詞ア 通常ア：[ご]たごたと H1
o0243｜情副挿入形 ごたご[たっ]と L5C△, ごたご[たーっ]と L6C△, ご[たっ]ご[たっ]と L3A.L3A△ 

o0243｜形容動詞 通常ア：ご[たごたに L0A｜挿入形：ごっ[たごたに L0B△
o0244｜文脈・構造 ものごとが入り乱れて混乱し｜ごたごたと｜ABABto
o0244｜情態副詞ア 通常ア：[ご]たごたと H1
o0244｜情副挿入形 ごたご[たっ]と L5C△, ごたご[たーっ]と L6C△, [ごっ]た[ごっ]たと H2.H2△, ご[たっ]

ご[たっ]と L3A.L3A△
o0244｜形容動詞 通常ア：ご[たごたに L0A｜挿入形：ごっ[たごたに L0B△, ごった[ごったに L0C△

o0245｜文脈・構造 水分が抜け、かたく固まって｜こちこちと｜ABABto
o0245｜情態副詞ア 通常ア：[こ]ちこちと H1
o0245｜情副挿入形 こちこ[ちっ]と L5C△, こちこ[ちーっ]と L6C△, こ[ちっ]こ[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0245｜形容動詞 通常ア：こ[ちこちに L0A｜挿入形：こっ[ちこちに L0B△, こっち[こっちに L0C△
o0246｜文脈・構造 細かいものが入り乱れて｜こちゃこちゃと｜ABABto
o0246｜情態副詞ア 通常ア：[こ]ちゃこちゃと H1
o0246｜情副挿入形 こちゃこ[ちゃっ]と L5C△, こちゃこ[ちゃーっ]と L6C△, こ[ちゃっ]こ[ちゃっ]と
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L3A.L3A△ 
o0246｜形容動詞 通常ア：こ[ちゃこちゃに L0A｜挿入形：こっ[ちゃこちゃに L0B△ 

o0247｜文脈・構造 不平や言い訳をあれこれと｜ごちゃごちゃと｜ABABto
o0247｜情態副詞ア 通常ア：[ご]ちゃごちゃと H1
o0247｜情副挿入形 ごちゃご[ちゃっ]と L5C△, ごちゃご[ちゃーっ]と L6C△, ご[ちゃっ]ご[ちゃっ]と

L3A.L3A△, ご[ちゃー]ご[ちゃー]と L3A.L3A△
o0247｜形容動詞 通常ア：ご[ちゃごちゃに L0A△｜挿入形：ごっ[ちゃごちゃに L0B△, ごっちゃ[ごっ

ちゃに L0C△ 
o0248｜文脈・構造 区別がつかず乱雑でうるさく｜ごちゃごちゃと｜ABABto
o0248｜情態副詞ア 通常ア：[ご]ちゃごちゃと H1
o0248｜情副挿入形 ごちゃご[ちゃっ]と L5C△, ごちゃご[ちゃーっ]と L6C△, [ごっ]ちゃ[ごっ]ちゃと

H2.H2△, ご[ちゃっ]ご[ちゃっ]と L3A.L3A△
o0248｜形容動詞 通常ア：ご[ちゃごちゃに L0A｜挿入形：ごっ[ちゃごちゃに L0B△, ごっちゃ[ごっち

ゃに L0C△ 
o0249｜文脈・構造 多様なものが雑然と集まって｜ごちゃごちゃと｜ABABto
o0249｜情態副詞ア 通常ア：[ご]ちゃごちゃと H1
o0249｜情副挿入形 ごちゃご[ちゃっ]と L5C△, ごちゃご[ちゃーっ]と L6C△, ご[ちゃっ]ご[ちゃっ]と

L3A.L3A△, [ごっ]ちゃ[ごっ]ちゃと H2.H2△
o0249｜形容動詞 通常ア：ご[ちゃごちゃに L0A｜挿入形：ごっ[ちゃごちゃに L0B△, ごっ[ちゃごっち

ゃに L0B△ 
o0250｜文脈・構造 耳元であれこれ言って｜ごちょごちょと｜ABABto
o0250｜情態副詞ア 通常ア：[ご]ちょごちょと H1
o0250｜情副挿入形 ごちょご[ちょっ]と L5C△, ごちょご[ちょーっ]と L6C△
o0251｜文脈・構造 細々していて、煩わしくて｜ごちょごちょと｜ABABto
o0251｜情態副詞ア 通常ア：[ご]ちょごちょと H1
o0251｜情副挿入形 ごちょご[ちょっ]と L5C△, ごちょご[ちょーっ]と L6C△, ご[ちょっ]ご[ちょっ]と

L3A.L3A△ 
o0251｜形容動詞 通常ア：ご[ちょごちょに L0A△｜挿入形：ごっ[ちょごちょに L0B△ 

o0252｜文脈・構造 靴が床に何度も当たって｜こつこつと｜ABABto
o0252｜情態副詞ア 通常ア：[こ]つこつと H1
o0252｜情副挿入形 こつこ[つっ]と L5C△, こつこ[つーっ]と L6C△, こ[つっ]こ[つっ]と L3A.L3A△ 

o0252｜形容動詞 通常ア：こ[つこつに L0A△
o0253｜文脈・構造 岩肌などが角ばってかたく｜ごつごつと｜ABABto
o0253｜情態副詞ア 通常ア：[ご]つごつと H1
o0253｜情副挿入形 ごつご[つっ]と L5C△, ごつご[つーっ]と L6C△, ご[つっ]ご[つっ]と L3A.L3A△ 

o0253｜形容動詞 通常ア：ご[つごつに L0A｜挿入形：ごっ[つごつに L0B△, ごっつ[ごっつに L0C△
o0254｜文脈・構造 くどいくらいに濃厚で｜こてこてと｜ABABto
o0254｜情態副詞ア 通常ア：[こ]てこてと H1
o0254｜情副挿入形 こてこ[てっ]と L5C△, こてこ[てーっ]と L6C△, こ[てっ]こ[てっ]と L3A.L3A△ 

o0254｜形容動詞 通常ア：こ[てこてに L0A△
o0255｜文脈・構造 ものごとが入り組んで｜ごてごてと｜ABABto
o0255｜情態副詞ア 通常ア：[ご]てごてと H1
o0255｜情副挿入形 ごてご[てっ]と L5C△, ごてご[てーっ]と L6C△, ご[てっ]ご[てっ]と L3A.L3A△ 

o0255｜形容動詞 通常ア：ご[てごてに L0A
o0256｜文脈・構造 数や種類がくどいくらい多くて｜ごてごてと｜ABABto
o0256｜情態副詞ア 通常ア：[ご]てごてと H1
o0256｜情副挿入形 ごてご[てっ]と L5C△, ごてご[てーっ]と L6C△, [ごっ]て[ごっ]てと H2.H2△, ご[てっ]

ご[てっ]と L3A.L3A△
o0256｜形容動詞 通常ア：ご[てごてに L0A｜挿入形：ごっ[てごてに L0B△, ごって[ごってに L0C△

o0257｜文脈・構造 鍋の中のものが静かに煮えて｜ことことと｜ABABto
o0257｜情態副詞ア 通常ア：[こ]とことと H1
o0257｜情副挿入形 ことこ[とっ]と L5C△, ことこ[とーっ]と L6C△, こ[とっ]こ[とっ]と L3A.L3A△ 

o0257｜形容動詞 通常ア：こ[とことに L0A△
o0258｜文脈・構造 かたいものを軽くたたき続け｜ことことと｜ABABto
o0258｜情態副詞ア 通常ア：[こ]とことと H1
o0258｜情副挿入形 [ことことっ]とH5△, ことこ[とっ]とL5C△, こ[とっ]こ[とっ]とL3A.L3A△, [ことこと

ーっ]と H6△, ことこ[とーっ]と L6C△
o0258｜形容動詞 通常ア：こ[とことに L0A△

o0259｜文脈・構造 列車などが規則的にゆれて｜ごとごとと｜ABABto
o0259｜情態副詞ア 通常ア：[ご]とごとと H1
o0259｜情副挿入形 ごとご[とっ]と L5C△, ごとご[とーっ]と L6C△, ご[とっ]ご[とっ]と L3A.L3A△ 

o0259｜形容動詞 通常ア：ご[とごとに L0A｜挿入形：ごっ[とごとに L0B△
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o0260｜文脈・構造 鍋の中のものがよく煮えて｜ごとごとと｜ABABto
o0260｜情態副詞ア 通常ア：[ご]とごとと H1
o0260｜情副挿入形 ごとご[とっ]と L5C△, ごとご[とーっ]と L6C△
o0261｜文脈・構造 かたく重いものがぶつかり続け｜ごとごとと｜ABABto
o0261｜情態副詞ア 通常ア：[ご]とごとと H1
o0261｜情副挿入形 ごとご[とっ]と L5C△, ごとご[とーっ]と L6C△, [ごっ]と[ごっ]とと H2.H2△, ご[とっ]

ご[とっ]と L3A.L3A△
o0261｜形容動詞 通常ア：ご[とごとに L0A｜挿入形：ごっ[とごとに L0B△, ごっと[ごっとに L0C△

o0262｜文脈・構造 口の中で不明瞭に言い続けて｜ごにょごにょと｜ABABto
o0262｜情態副詞ア 通常ア：[ご]にょごにょと H1
o0262｜情副挿入形 ごにょご[にょっ]と L5C△, ごにょご[にょーっ]と L6C△
o0263｜文脈・構造 のどを鳴らして続けて飲んで｜ごぶごぶと｜ABABto
o0263｜情態副詞ア 通常ア：[ごぶごぶ]と H4, [ごぶ]ごぶと H2｜強調ア：[ご]ぶごぶと H1△ 
o0263｜情副挿入形 ごぶご[ぶっ]と L5C△, ごぶご[ぶーっ]と L6C△, ご[ぶっ]ご[ぶっ]と L3A.L3A△ 
o0264｜文脈・構造 液体が小さく泡立って｜こぽこぽと｜ABABto
o0264｜情態副詞ア 通常ア：[こ]ぽこぽと H1

o0264｜形容動詞 通常ア：こ[ぽこぽに L0A△
o0265｜文脈・構造 強くせきこんで｜ごほごほと｜ABABto
o0265｜情態副詞ア 通常ア：[ご]ほごほと H1
o0265｜情副挿入形 ごほご[ほっ]と L5C△, ごほご[ほーっ]と L6C△, [ごっ]ほ[ごっ]ほと H2.H2△, ご[ほっ]

ご[ほっ]と L3A.L3A△
o0265｜形容動詞 通常ア：ご[ほごほに L0A△

o0266｜文脈・構造 泡が重い音をたてて｜ごぼごぼと｜ABABto
o0266｜情態副詞ア 通常ア：[ご]ぼごぼと H1
o0266｜情副挿入形 ごぼご[ぼっ]と L5C△, ごぼご[ぼーっ]と L6C△, ご[ぼっ]ご[ぼっ]と L3A.L3A△ 

o0266｜形容動詞 通常ア：ご[ぼごぼに L0A△
o0267｜文脈・構造 水が空気と入りまじって｜ごぽごぽと｜ABABto
o0267｜情態副詞ア 通常ア：[ご]ぽごぽと H1
o0267｜情副挿入形 ごぽご[ぽっ]と L5C△, ごぽご[ぽーっ]と L6C△, ご[ぽっ]ご[ぽっ]と L3A.L3A△ 

o0267｜形容動詞 通常ア：ご[ぽごぽに L0A△
o0268｜文脈・構造 まとまりがなく雑然として｜ごみごみと｜ABABto
o0268｜情態副詞ア 通常ア：[ご]みごみと H1
o0268｜情副挿入形 ごみご[みっ]と L5C△, ごみご[みーっ]と L6C△
o0269｜文脈・構造 かたいものを口の中でかんで｜こりこりと｜ABABto
o0269｜情態副詞ア 通常ア：[こ]りこりと H1
o0269｜情副挿入形 こりこ[りっ]と L5C△, こりこ[りーっ]と L6C△, こ[りっ]こ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0269｜形容動詞 通常ア：こ[りこりに L0A△
o0270｜文脈・構造 かたいものが当たってこすれ｜ごりごりと｜ABABto
o0270｜情態副詞ア 通常ア：[ご]りごりと H1
o0270｜情副挿入形 ごりご[りっ]と L5C△, ごりご[りーっ]と L6C△, ご[りっ]ご[りっ]と L3A.L3A△ 

o0270｜形容動詞 通常ア：ご[りごりに L0A△
o0271｜文脈・構造 織物などがかたくこわばって｜ごりごりと｜ABABto
o0271｜情態副詞ア 通常ア：[ご]りごりと H1
o0271｜情副挿入形 ごりご[りっ]と L5C△, ごりご[りーっ]と L6C△, ご[りっ]ご[りっ]と L3A.L3A△ 

o0271｜形容動詞 通常ア：ご[りごりに L0A△
o0272｜文脈・構造 高い声で明るく笑いころげて｜ころころと｜ABABto
o0272｜情態副詞ア 通常ア：[こ]ろころと H1
o0272｜情副挿入形 ころこ[ろっ]と L5C△, ころこ[ろーっ]と L6C△, こ[ろっ]こ[ろっ]と L3A.L3A△ 
o0273｜文脈・構造 丸々と太って｜ころころと｜ABABto
o0273｜情態副詞ア 通常ア：[こ]ろころと H1
o0273｜情副挿入形 ころこ[ろっ]と L5C△, ころこ[ろーっ]と L6C△, こ[ろっ]こ[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0273｜形容動詞 通常ア：こ[ろころに L0A
o0274｜文脈・構造 雷の音がとどろき響いて｜ごろごろと｜ABABto
o0274｜情態副詞ア 通常ア：[ご]ろごろと H1
o0274｜情副挿入形 ごろご[ろっ]と L5C△, ごろご[ろーっ]と L6C△
o0275｜文脈・構造 岩などが無造作に転がって｜ごろごろと｜ABABto
o0275｜情態副詞ア 通常ア：[ご]ろごろと H1
o0275｜情副挿入形 ごろご[ろっ]と L5C△, ごろご[ろーっ]と L6C△

o0275｜形容動詞 通常ア：ご[ろごろに L0A△
o0276｜文脈・構造 何もしないで過ごして｜ごろごろと｜ABABto
o0276｜情態副詞ア 通常ア：[ご]ろごろと H1
o0276｜情副挿入形 ごろご[ろっ]と L5C△, ごろご[ろーっ]と L6C△
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o0276｜形容動詞 通常ア：ご[ろごろに L0A△
o0277｜文脈・構造 目に異物が入ってにぶく痛み｜ごろごろと｜ABABto
o0277｜情態副詞ア 通常ア：[ご]ろごろと H1
o0277｜情副挿入形 ごろご[ろっ]と L5C△, ごろご[ろーっ]と L6C△, ご[ろっ]ご[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0277｜形容動詞 通常ア：ご[ろごろに L0A△
o0278｜文脈・構造 かたい紙や布などがすれ合い｜ごわごわと｜ABABto
o0278｜情態副詞ア 通常ア：[ご]わごわと H1
o0278｜情副挿入形 ごわご[わっ]と L5C△, ごわご[わーっ]と L6C△, ご[わっ]ご[わっ]と L3A.L3A△ 

o0278｜形容動詞 通常ア：ご[わごわに L0A
o0279｜文脈・構造 弾力を失ってかたく荒くなり｜ごわごわと｜ABABto
o0279｜情態副詞ア 通常ア：[ご]わごわと H1
o0279｜情副挿入形 ごわご[わっ]と L5C△, ごわご[わーっ]と L6C△, ご[わっ]ご[わっ]と L3A.L3A△ 

o0279｜形容動詞 通常ア：ご[わごわに L0A｜挿入形：ごっ[わごわに L0B△
o0280｜文脈・構造 やわらかい土や砂の上を踏み｜さくさくと｜ABABto
o0280｜情態副詞ア 通常ア：[さくさく]と H4, [さくさ]くと H3, [さく]さくと H2｜強調ア：[さ]くさくと H1
o0280｜情副挿入形 さくさ[くっ]と L5C△, さくさ[くーっ]と L6C△, さ[くっ]さ[くっ]と L3A.L3A△ 

o0280｜形容動詞 通常ア：さ[くさくに L0A△
o0281｜文脈・構造 野菜などを粗くきざんで｜ざくざくと｜ABABto
o0281｜情態副詞ア 通常ア：[ざ]くざくと H1
o0281｜情副挿入形 ざくざ[くっ]と L5C△, ざくざ[くーっ]と L6C△, ざ[くっ]ざ[くっ]と L3A.L3A△ 

o0281｜形容動詞 通常ア：ざ[くざくに L0A△
o0282｜文脈・構造 小判などがこすれ合って｜ざくざくと｜ABABto
o0282｜情態副詞ア 通常ア：[ざ]くざくと H1
o0282｜情副挿入形 ざくざ[くっ]とL5C△, ざくざ[くーっ]とL6C△, [ざっ]く[ざ]くとH2.H1△, [ざっ]く[ざ

っ]くと H2.H2△, ざ[くっ]ざ[くっ]と L3A.L3A△
o0282｜形容動詞 通常ア：ざ[くざくに L0A｜挿入形：ざっ[くざくに L0B△

o0283｜文脈・構造 財宝などが大量に現れて｜ざくざくと｜ABABto
o0283｜情態副詞ア 通常ア：[ざ]くざくと H1
o0283｜情副挿入形 ざくざ[くっ]とL5C△, ざくざ[くーっ]とL6C△, [ざっ]く[ざ]くとH2.H1△, [ざっ]く[ざ

っ]くと H2.H2△, ざ[くっ]ざ[くっ]と L3A.L3A△
o0283｜形容動詞 通常ア：ざ[くざくに L0A｜挿入形：ざっ[くざくに L0B△, ざっく[ざっくに L0C△

o0284｜文脈・構造 執着や深刻さが感じられず｜さばさばと｜ABABto
o0284｜情態副詞ア 通常ア：[さ]ばさばと H1
o0284｜情副挿入形 さばさ[ばっ]と L5C△, さばさ[ばーっ]と L6C△, さ[ばっ]さ[ばっ]と L3A.L3A△ 

o0284｜形容動詞 通常ア：さ[ばさばに L0A△
o0285｜文脈・構造 気持ちよくかわいていて｜さばさばと｜ABABto
o0285｜情態副詞ア 通常ア：[さ]ばさばと H1
o0285｜情副挿入形 さばさ[ばっ]と L5C△, さばさ[ばーっ]と L6C△

o0285｜形容動詞 通常ア：さ[ばさばに L0A△
o0286｜文脈・構造 汁物を音を立てて食べて｜さぶさぶと｜ABABto
o0286｜情態副詞ア 通常ア：[さ]ぶさぶと H1
o0286｜情副挿入形 さぶさ[ぶっ]と L5C△, さぶさ[ぶーっ]と L6C△
o0287｜文脈・構造 しきりに涙を流して静かに｜さめざめと｜ABABto
o0287｜情態副詞ア 通常ア：[さめざ]めと H3, [さめ]ざめと H2
o0288｜文脈・構造 深く心にしみ入って｜さめざめと｜ABABto
o0288｜情態副詞ア 通常ア：[さめざ]めと H3, [さめ]ざめと H2｜強調ア：さ[め]ざめと L2△ 
o0289｜文脈・構造 微風が木の葉の音を立てて｜さやさやと｜ABABto
o0289｜情態副詞ア 通常ア：[さ]やさやと H1
o0289｜情副挿入形 さやさ[やっ]と L5C△, さやさ[やーっ]と L6C△
o0290｜文脈・構造 木の葉や絹が軽くふれ合って｜さやさやと｜ABABto
o0290｜情態副詞ア 通常ア：[さ]やさやと H1
o0290｜情副挿入形 さやさ[やっ]と L5C△, さやさ[やーっ]と L6C△, さ[やっ]さ[やっ]と L3A.L3A△ 
o0291｜文脈・構造 小川など浅い水が静かに｜さらさらと｜ABABto
o0291｜情態副詞ア 通常ア：[さ]らさらと H1
o0291｜情副挿入形 さらさ[らっ]と L5C△, さらさ[らーっ]と L6C△

o0291｜形容動詞 通常ア：さ[らさらに L0A△
o0292｜文脈・構造 乾いた砂がこぼれて｜さらさらと｜ABABto
o0292｜情態副詞ア 通常ア：[さ]らさらと H1
o0292｜情副挿入形 さらさ[らっ]と L5C△, さらさ[らーっ]と L6C△

o0292｜形容動詞 通常ア：さ[らさらに L0A｜挿入形：さっ[らさらに L0B△
o0293｜文脈・構造 適度に乾燥してよくすべり｜さらさらと｜ABABto
o0293｜情態副詞ア 通常ア：[さ]らさらと H1
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o0293｜情副挿入形 さらさ[らっ]と L5C△, さらさ[らーっ]と L6C△, さ[らっ]さ[らっ]と L3A.L3A△ 
o0293｜形容動詞 通常ア：さ[らさらに L0A｜挿入形：さっ[らさらに L0B△, さ[らっさらに L0A△ 

o0294｜文脈・構造 髪や砂がすべって、こすれて｜さらさらと｜ABABto
o0294｜情態副詞ア 通常ア：[さ]らさらと H1
o0294｜情副挿入形 さらさ[らっ]と L5C△, さらさ[らーっ]と L6C△, さ[らっ]さ[らっ]と L3A.L3A△ 

o0294｜形容動詞 通常ア：さ[らさらに L0A｜挿入形：さっ[らさらに L0B△
o0295｜文脈・構造 ものごとがすみやかに進んで｜さらさらと｜ABABto
o0295｜情態副詞ア 通常ア：[さらさら]と H4｜強調ア：[さ]らさらと H1△
o0295｜情副挿入形 [さらさらっ]と H5△, [さらさらーっ]と H6△, [さー]ら[さー]らと H2.H2△ 

o0295｜形容動詞 通常ア：さ[らさらに L0A△
o0296｜文脈・構造 表面の粗いものがこすれて｜ざらざらと｜ABABto
o0296｜情態副詞ア 通常ア：[ざ]らざらと H1
o0296｜情副挿入形 ざらざ[らっ]と L5C△, ざらざ[らーっ]と L6C△, ざ[らっ]ざ[らっ]と L3A.L3A△ 

o0296｜形容動詞 通常ア：ざ[らざらに L0A｜挿入形：ざっ[らざらに L0B△
o0297｜文脈・構造 草木をそよがせながら吹いて｜さわさわと｜ABABto
o0297｜情態副詞ア 通常ア：[さ]わさわと H1
o0297｜情副挿入形 さわさ[わっ]と L5C△, さわさ[わーっ]と L6C△
o0298｜文脈・構造 気味のわるさに鳥肌が立って｜ざわざわと｜ABABto
o0298｜情態副詞ア 通常ア：[ざ]わざわと H1
o0298｜情副挿入形 ざわざ[わっ]と L5C△, ざわざ[わーっ]と L6C△, ざ[わっ]ざ[わっ]と L3A.L3A△ 

o0298｜形容動詞 通常ア：ざ[わざわに L0A△
o0299｜文脈・構造 その場の人々が騒ぎ動いて｜ざわざわと｜ABABto
o0299｜情態副詞ア 通常ア：[ざ]わざわと H1
o0299｜情副挿入形 ざわざ[わっ]と L5C△, ざわざ[わーっ]と L6C△, ざ[わっ]ざ[わっ]と L3A.L3A△ 

o0299｜形容動詞 通常ア：ざ[わざわに L0A△
o0300｜文脈・構造 気持ちがしぼんで涙を流して｜しおしおと｜ABABto
o0300｜情態副詞ア 通常ア：[し]おしおと H1
o0300｜情副挿入形 しおし[おー]と L5C△, しおし[おっ]と L5C△, しおし[おーっ]と L6C△ 
o0301｜文脈・構造 自分の失敗などに気落ちして｜しおしおと｜ABABto
o0301｜情態副詞ア 通常ア：[し]おしおと H1
o0302｜文脈・構造 勢いなくあわれげに泣いて｜しくしくと｜ABABto
o0302｜情態副詞ア 通常ア：[し]くしくと H1
o0302｜情副挿入形 しくし[くっ]と L5C△, しくし[くーっ]と L6C△, し[くっ]し[くっ]と L3A.L3A△ 
o0303｜文脈・構造 にぶい痛みがさしこみ続けて｜しくしくと｜ABABto
o0303｜情態副詞ア 通常ア：[しくしく]と H4, [しくし]くと H3, [しく]しくと H2｜強調ア：[し]くしくと H1

△ 
o0303｜情副挿入形 しくし[くっ]と L5C△, しくし[くーっ]と L6C△, し[くっ]し[くっ]と L3A.L3A△ 

o0303｜形容動詞 通常ア：し[くしくに L0A△
o0304｜文脈・構造 気持ちわるく絶えず水分が｜じくじくと｜ABABto
o0304｜情態副詞ア 通常ア：[じ]くじくと H1
o0304｜情副挿入形 じくじ[くっ]と L5C△, じくじ[くーっ]と L6C△

o0304｜形容動詞 通常ア：じ[くじくに L0A△
o0305｜文脈・構造 近くから何度もよく見つめて｜しげしげと｜ABABto
o0305｜情態副詞ア 通常ア：[しげし]げと H3, [しげ]しげと H2｜強調ア：[し]げしげと H1 
o0305｜情副挿入形 しげし[げー]と L5C△, しげし[げーっ]と L6C△
o0306｜文脈・構造 歯ごたえを楽しんでかみしめ｜しこしこと｜ABABto
o0306｜情態副詞ア 通常ア：[し]こしこと H1
o0306｜情副挿入形 しこし[こっ]と L5C△, しこし[こーっ]と L6C△
o0307｜文脈・構造 弾力があり、かむと歯ごたえが｜しこしこと｜ABABto
o0307｜情態副詞ア 通常ア：[し]こしこと H1
o0307｜情副挿入形 しこし[こっ]と L5C△, しこし[こーっ]と L6C△, し[こっ]し[こっ]と L3A.L3A△ 

o0307｜形容動詞 通常ア：し[こしこに L0A△
o0308｜文脈・構造 雨などがしめやかに降って｜しとしとと｜ABABto
o0308｜情態副詞ア 通常ア：[し]としとと H1
o0308｜情副挿入形 しとし[とっ]と L5C△, しとし[とーっ]と L6C△

o0308｜形容動詞 通常ア：し[としとに L0A△
o0309｜文脈・構造 小雨や霧などにぬれて｜しとしとと｜ABABto
o0309｜情態副詞ア 通常ア：[しと]しとと H2｜強調ア：[し]としとと H1
o0309｜情副挿入形 しとし[とっ]と L5C△, しとし[とーっ]と L6C△

o0309｜形容動詞 通常ア：し[としとに L0A
o0310｜文脈・構造 雨が降り続いて、湿って｜じとじとと｜ABABto
o0310｜情態副詞ア 通常ア：[じ]とじとと H1
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o0310｜情副挿入形 じとじ[とっ]と L5C△, じとじ[とーっ]と L6C△
o0310｜形容動詞 通常ア：じ[とじとに L0A

o0311｜文脈・構造 雨などで湿気をおびて不快で｜じとじとと｜ABABto
o0311｜情態副詞ア 通常ア：[じ]とじとと H1
o0311｜情副挿入形 じとじ[とっ]と L5C△, じとじ[とーっ]と L6C△

o0311｜形容動詞 通常ア：じ[とじとに L0A△
o0312｜文脈・構造 たわみ、しなって｜しなしなと｜ABABto
o0312｜情態副詞ア 通常ア：[し]なしなと H1
o0312｜情副挿入形 しなし[なっ]と L5C△, しなし[なーっ]と L6C△, し[なっ]し[なっ]と L3A.L3A△ 

o0312｜形容動詞 通常ア：し[なしなに L0A△
o0313｜文脈・構造 姿や動きがやわらかくくねり｜しなしなと｜ABABto
o0313｜情態副詞ア 通常ア：[し]なしなと H1
o0313｜情副挿入形 しなし[なっ]と L5C△, しなし[なーっ]と L6C△, し[なっ]し[なっ]と L3A.L3A△ 

o0313｜形容動詞 通常ア：し[なしなに L0A△
o0314｜文脈・構造 姿や動きがやわらかくくねり｜しねしねと｜ABABto
o0314｜情態副詞ア 通常ア：[し]ねしねと H1
o0314｜情副挿入形 しねし[ねっ]と L5C△, しねし[ねーっ]と L6C△, し[ねっ]し[ねっ]と L3A.L3A△ 

o0314｜形容動詞 通常ア：し[ねしねに L0A△
o0315｜文脈・構造 何度もしきりにまばたきして｜しばしばと｜ABABto
o0315｜情態副詞ア 通常ア：[し]ばしばと H1
o0315｜情副挿入形 しばし[ばっ]と L5C△, しばし[ばーっ]と L6C△, し[ばっ]し[ばっ]と L3A.L3A△ 

o0315｜形容動詞 通常ア：し[ばしばに L0A△
o0316｜文脈・構造 雨が降り続いて、湿って｜じめじめと｜ABABto
o0316｜情態副詞ア 通常ア：[じ]めじめと H1
o0316｜情副挿入形 じめじ[めっ]と L5C△, じめじ[めーっ]と L6C△

o0316｜形容動詞 通常ア：じ[めじめに L0A△
o0317｜文脈・構造 ひどく湿気を帯び不快・不潔で｜じめじめと｜ABABto
o0317｜情態副詞ア 通常ア：[じ]めじめと H1
o0317｜情副挿入形 じめじ[めっ]と L5C△, じめじ[めーっ]と L6C△
o0318｜文脈・構造 マラカスやタンバリンが｜しゃかしゃかと｜ABABto
o0318｜情態副詞ア 通常ア：[しゃ]かしゃかと H1
o0318｜情副挿入形 しゃかしゃ[かっ]と L5C△, しゃかしゃ[かーっ]と L6C△, しゃ[かっ]しゃ[かっ]と

L3A.L3A△ 
o0318｜形容動詞 通常ア：しゃ[かしゃかに L0A△

o0319｜文脈・構造 楽器やレコードが大きな音で｜じゃかじゃかと｜ABABto
o0319｜情態副詞ア 通常ア：[じゃ]かじゃかと H1
o0319｜情副挿入形 じゃかじゃ[かっ]と L5C△, じゃかじゃ[かーっ]と L6C△, じゃ[かっ]じゃ[かっ]と

L3A.L3A△ 
o0319｜形容動詞 通常ア：じゃ[かじゃかに L0A△

o0320｜文脈・構造 セロリなど繊維のあるものを｜しゃきしゃきと｜ABABto
o0320｜情態副詞ア 通常ア：[しゃ]きしゃきと H1
o0320｜情副挿入形 しゃきしゃ[きっ]と L5C△, しゃきしゃ[きーっ]と L6C△, しゃ[きっ]しゃ[きっ]と

L3A.L3A△ 
o0320｜形容動詞 通常ア：しゃ[きしゃきに L0A△

o0321｜文脈・構造 すばやく手ぎわよく処理して｜しゃきしゃきと｜ABABto
o0321｜情態副詞ア 通常ア：[しゃ]きしゃきと H1
o0321｜情副挿入形 しゃきしゃ[きっ]と L5C△, しゃきしゃ[きーっ]と L6C△, しゃ[きっ]しゃ[きっ]と

L3A.L3A△ 
o0321｜形容動詞 通常ア：しゃ[きしゃきに L0A△｜挿入形：しゃっ[きしゃきに L0B△ 

o0322｜文脈・構造 繊維質の食品を歯切れよく｜しゃきしゃきと｜ABABto
o0322｜情態副詞ア 通常ア：[しゃ]きしゃきと H1
o0322｜情副挿入形 しゃきしゃ[きっ]と L5C△, しゃきしゃ[きーっ]と L6C△, しゃ[きっ]しゃ[きっ]と

L3A.L3A△ 
o0322｜形容動詞 通常ア：しゃ[きしゃきに L0A△

o0323｜文脈・構造 布など薄いものがすれ合って｜しゃらしゃらと｜ABABto
o0323｜情態副詞ア 通常ア：[しゃ]らしゃらと H1
o0323｜情副挿入形 しゃらしゃ[らっ]と L5C△, しゃらしゃ[らーっ]と L6C△, しゃ[らっ]しゃ[らっ]と

L3A.L3A△ 
o0323｜形容動詞 通常ア：しゃ[らしゃらに L0A△

o0324｜文脈・構造 小銭や鍵がたくさんふれ合い｜じゃらじゃらと｜ABABto
o0324｜情態副詞ア 通常ア：[じゃ]らじゃらと H1
o0324｜情副挿入形 じゃらじゃ[らっ]と L5C△, じゃらじゃ[らーっ]と L6C△, じゃ[らっ]じゃ[らっ]と
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L3A.L3A△ 
o0324｜形容動詞 通常ア：じゃ[らじゃらに L0A△

o0325｜文脈・構造 小さくかたいものがふれ合い｜じゃらじゃらと｜ABABto
o0325｜情態副詞ア 通常ア：[じゃ]らじゃらと H1
o0325｜情副挿入形 じゃらじゃ[らっ]と L5C△, じゃらじゃ[らーっ]と L6C△, じゃ[らっ]じゃ[らっ]と

L3A.L3A△ 
o0325｜形容動詞 通常ア：じゃ[らじゃらに L0A

o0326｜文脈・構造 小銭や鍵の束などがぶつかり｜じゃらじゃらと｜ABABto
o0326｜情態副詞ア 通常ア：[じゃ]らじゃらと H1
o0326｜情副挿入形 じゃらじゃ[らっ]と L5C△, じゃらじゃ[らーっ]と L6C△, じゃ[らっ]じゃ[らっ]と

L3A.L3A△ 
o0326｜形容動詞 通常ア：じゃ[らじゃらに L0A

o0327｜文脈・構造 雪や砂などを踏んで歩いて｜しゃりしゃりと｜ABABto
o0327｜情態副詞ア 通常ア：[しゃ]りしゃりと H1
o0327｜情副挿入形 しゃりしゃ[りっ]と L5C△, しゃりしゃ[りーっ]と L6C△

o0327｜形容動詞 通常ア：しゃ[りしゃりに L0A△
o0328｜文脈・構造 粒の細かいものがこすれ合い｜しゃりしゃりと｜ABABto
o0328｜情態副詞ア 通常ア：[しゃ]りしゃりと H1
o0328｜情副挿入形 しゃりしゃ[りっ]と L5C△, しゃりしゃ[りーっ]と L6C△, しゃ[りっ]しゃ[りっ]と

L3A.L3A△ 
o0328｜形容動詞 通常ア：しゃ[りしゃりに L0A△

o0329｜文脈・構造 小石や砂などがこすれ合って｜じゃりじゃりと｜ABABto
o0329｜情態副詞ア 通常ア：[じゃ]りじゃりと H1
o0329｜情副挿入形 じゃりじゃ[りっ]と L5C△, じゃりじゃ[りーっ]と L6C△, じゃ[りっ]じゃ[りっ]と

L3A.L3A△ 
o0329｜形容動詞 通常ア：じゃ[りじゃりに L0A△

o0330｜文脈・構造 小石や砂などがこすれ合って｜じゃりじゃりと｜ABABto
o0330｜情態副詞ア 通常ア：[じゃりじゃり]と H4, [じゃりじゃ]りと H3, [じゃり]じゃりと H2｜強調ア：[じ

ゃ]りじゃりと H1 
o0330｜情副挿入形 じゃりじゃ[りっ]と L5C△, じゃりじゃ[りーっ]と L6C△, じゃ[りっ]じゃ[りっ]と

L3A.L3A△ 
o0330｜形容動詞 通常ア：じゃ[りじゃりに L0A△

o0331｜文脈・構造 薄くて軽いものがふれ合って｜しゃわしゃわと｜ABABto
o0331｜情態副詞ア 通常ア：[しゃ]わしゃわと H1
o0331｜情副挿入形 しゃわしゃ[わっ]と L5C△, しゃわしゃ[わーっ]と L6C△, しゃ[わっ]しゃ[わっ]と

L3A.L3A△ 
o0331｜形容動詞 通常ア：しゃ[わしゃわに L0A△

o0332｜文脈・構造 湿気が中からしみ出して｜じゅくじゅくと｜ABABto
o0332｜情態副詞ア 通常ア：[じゅ]くじゅくと H1
o0332｜情副挿入形 じゅくじゅ[くっ]と L5C△, じゅくじゅ[くーっ]と L6C△

o0332｜形容動詞 通常ア：じゅ[くじゅくに L0A△
o0333｜文脈・構造 線状のものがのびて｜しゅるしゅると｜ABABto
o0333｜情態副詞ア 通常ア：[しゅ]るしゅると H1
o0333｜情副挿入形 しゅるしゅ[るっ]と L5C△, しゅるしゅ[るーっ]と L6C△, しゅ[るっ]しゅ[るっ]と

L3A.L3A△ 
o0334｜文脈・構造 粘りけのある水分をすすって｜じゅるじゅると｜ABABto
o0334｜情態副詞ア 通常ア：[じゅ]るじゅると H1
o0334｜情副挿入形 じゅるじゅ[るっ]と L5C△, じゅるじゅ[るーっ]と L6C△, じゅ[るっ]じゅ[るっ]と

L3A.L3A△ 
o0334｜形容動詞 通常ア：じゅ[るじゅるに L0A△

o0335｜文脈・構造 食べ物が適度においしく焼け｜じゅわじゅわと｜ABABto
o0335｜情態副詞ア 通常ア：[じゅ]わじゅわと H1
o0335｜情副挿入形 じゅわじゅ[わっ]と L5C△, じゅわじゅ[わーっ]と L6C△, じゅ[わっ]じゅ[わっ]と

L3A.L3A△, じゅ[わー]じゅ[わー]と L3A.L3A△
o0335｜形容動詞 通常ア：じゅ[わじゅわに L0A△

o0336｜文脈・構造 はさみで厚布などを切り進め｜じょきじょきと｜ABABto
o0336｜情態副詞ア 通常ア：[じょ]きじょきと H1
o0336｜情副挿入形 じょきじょ[きっ]と L5C△, じょきじょ[きーっ]と L6C△, じょ[きっ]じょ[きっ]と

L3A.L3A△ 
o0337｜文脈・構造 小雨が陰気に降り続いて｜しょぼしょぼと｜ABABto
o0337｜情態副詞ア 通常ア：[しょ]ぼしょぼと H1｜強調ア：しょ[ぼ]しょぼと L2△
o0337｜情副挿入形 しょぼしょ[ぼっ]と L5C△, [しょぼしょぼーっ]と H6△, しょぼしょ[ぼーっ]と L6C△
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o0337｜形容動詞 通常ア：しょ[ぼしょぼに L0A｜挿入形：しょっ[ぼしょぼに L0B△ 
o0338｜文脈・構造 目を長く開けていられずに｜しょぼしょぼと｜ABABto
o0338｜情態副詞ア 通常ア：[しょ]ぼしょぼと H1
o0338｜情副挿入形 しょぼしょ[ぼっ]と L5C△, しょぼしょ[ぼーっ]と L6C△

o0338｜形容動詞 通常ア：しょ[ぼしょぼに L0A△
o0339｜文脈・構造 元気をなくし、うなだれて｜しょぼしょぼと｜ABABto
o0339｜情態副詞ア 通常ア：[しょ]ぼしょぼと H1
o0339｜情副挿入形 しょぼしょ[ぼっ]と L5C△, しょぼしょ[ぼーっ]と L6C△, しょ[ぼっ]しょ[ぼっ]と

L3A.L3A△ 
o0339｜形容動詞 通常ア：しょ[ぼしょぼに L0A

o0340｜文脈・構造 髪・ひげなどがまばらで｜しょぼしょぼと｜ABABto
o0340｜情態副詞ア 通常ア：[しょ]ぼしょぼと H1
o0340｜情副挿入形 しょぼしょ[ぼっ]と L5C△, しょぼしょ[ぼーっ]と L6C△, しょ[ぼっ]しょ[ぼっ]と

L3A.L3A△ 
o0340｜形容動詞 通常ア：しょ[ぼしょぼに L0A

o0341｜文脈・構造 さわやかな軽い歯ごたえで｜しょりしょりと｜ABABto
o0341｜情態副詞ア 通常ア：[しょ]りしょりと H1
o0341｜情副挿入形 しょりしょ[りっ]と L5C△, しょりしょ[りーっ]と L6C△, しょ[りっ]しょ[りっ]と

L3A.L3A△ 
o0341｜形容動詞 通常ア：しょ[りしょりに L0A△

o0342｜文脈・構造 粒状のものが口中でざらつき｜じょりじょりと｜ABABto
o0342｜情態副詞ア 通常ア：[じょ]りじょりと H1
o0342｜情副挿入形 じょりじょ[りっ]と L5C△, じょりじょ[りーっ]と L6C△, じょ[りっ]じょ[りっ]と

L3A.L3A△ 
o0342｜形容動詞 通常ア：じょ[りじょりに L0A△

o0343｜文脈・構造 髪・ひげなどを剃って｜じょりじょりと｜ABABto
o0343｜情態副詞ア 通常ア：[じょ]りじょりと H1
o0343｜情副挿入形 じょりじょ[りっ]と L5C△, じょりじょ[りーっ]と L6C△, じょ[りっ]じょ[りっ]と

L3A.L3A△ 
o0344｜文脈・構造 太陽が焼けつくように照り｜じりじりと｜ABABto
o0344｜情態副詞ア 通常ア：[じ]りじりと H1
o0344｜情副挿入形 じりじ[りっ]と L5C△, じりじ[りーっ]と L6C△
o0345｜文脈・構造 思うようにならないあせりで｜じりじりと｜ABABto
o0345｜情態副詞ア 通常ア：[じ]りじりと H1
o0345｜情副挿入形 じりじ[りっ]と L5C△, じりじ[りーっ]と L6C△, じ[りっ]じ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0345｜形容動詞 通常ア：じ[りじりに L0A△
o0346｜文脈・構造 少しずつ相手の方に迫って｜じりじりと｜ABABto
o0346｜情態副詞ア 通常ア：[じ]りじりと H1
o0346｜情副挿入形 じりじ[りっ]と L5C△, じりじ[りーっ]と L6C△, じ[りっ]じ[りっ]と L3A.L3A△ 
o0347｜文脈・構造 肉や魚の脂身が焼けてはねて｜じりじりと｜ABABto
o0347｜情態副詞ア 通常ア：[じ]りじりと H1
o0347｜情副挿入形 じりじ[りっ]と L5C△, じりじ[りーっ]と L6C△, じ[りっ]じ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0347｜形容動詞 通常ア：じ[りじりに L0A△
o0348｜文脈・構造 少しずつ、確実に進んで｜じりじりと｜ABABto
o0348｜情態副詞ア 通常ア：[じ]りじりと H1
o0348｜情副挿入形 じりじ[りっ]と L5C△, じりじ[りーっ]と L6C△, じ[りっ]じ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0348｜形容動詞 通常ア：じ[りじりに L0A△
o0349｜文脈・構造 無遠慮に何度も眺め回して｜じろじろと｜ABABto
o0349｜情態副詞ア 通常ア：[じ]ろじろと H1
o0349｜情副挿入形 じろじ[ろっ]と L5C△, じろじ[ろーっ]と L6C△
o0350｜文脈・構造 ひどくしわが寄って｜しわしわと｜ABABto
o0350｜情態副詞ア 通常ア：[しわしわ]と H4△, し[わしわ]と L4A△
o0350｜情副挿入形 しわし[わっ]と L5C△, しわし[わーっ]と L6C△, し[わっ]し[わっ]と L3A.L3A△ 

o0350｜形容動詞 通常ア：[しわしわに H0, し[わしわに L0A｜挿入形：しわし[わーに L0C△ 
o0351｜文脈・構造 わずかの幅でしなりゆれて｜じわじわと｜ABABto
o0351｜情態副詞ア 通常ア：[じ]わじわと H1
o0351｜情副挿入形 じわじ[わっ]と L5C△, じわじ[わーっ]と L6C△, じ[わっ]じ[わっ]と L3A.L3A△ 
o0352｜文脈・構造 少しずつ、確実に進んで｜じわじわと｜ABABto
o0352｜情態副詞ア 通常ア：[じ]わじわと H1
o0352｜情副挿入形 じわじ[わっ]と L5C△, じわじ[わーっ]と L6C△, [じー]わ[じー]わと H2.H2△, じ[わっ]

じ[わっ]と L3A.L3A△
o0352｜形容動詞 通常ア：じ[わじわに L0A△
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o0353｜文脈・構造 寒さがだんだん身にしみて｜じわじわと｜ABABto
o0353｜情態副詞ア 通常ア：[じわじ]わと H3, [じわ]じわと H2｜強調ア：[じ]わじわと H1 
o0353｜情副挿入形 じわじ[わっ]と L5C△, じわじ[わーっ]と L6C△, [じー]わ[じー]わ H2.H2△ 
o0354｜文脈・構造 水分が少しずつにじんで｜じわじわと｜ABABto
o0354｜情態副詞ア 通常ア：[じわじわ]と H4, [じわじ]わと H3, [じわ]じわと H2｜強調ア：[じ]わじわと H1
o0354｜情副挿入形 じわじ[わっ]と L5C△, じわじ[わーっ]と L6C△
o0355｜文脈・構造 抵抗もなく気持ちよく進んで｜すいすいと｜ABABto
o0355｜情態副詞ア 通常ア：[す]いすいと H1
o0355｜情副挿入形 すいす[いっ]とL5C△, すいす[いーっ]とL6C△, [すーいすーい]とH6△, [すー]い[すー]

いと H2.H2△ 
o0356｜文脈・構造 風や空気が通りぬけて｜すかすかと｜ABABto
o0356｜情態副詞ア 通常ア：[す]かすかと H1
o0356｜情副挿入形 すかす[かっ]と L5C△, [すー]か[すー]かと H2.H2△, す[かっ]す[かっ]と L3A.L3A△ 

o0356｜形容動詞 通常ア：す[かすかに L0A△
o0357｜文脈・構造 空気の移動を感じて肌寒く｜すかすかと｜ABABto
o0357｜情態副詞ア 通常ア：[す]かすかと H1
o0357｜情副挿入形 すかす[かっ]と L5C△, すかす[かーっ]と L6C△

o0357｜形容動詞 通常ア：す[かすかに L0A△
o0358｜文脈・構造 鋭利な刃物で、よく切れて｜すかすかと｜ABABto
o0358｜情態副詞ア 通常ア：[す]かすかと H1
o0358｜情副挿入形 すかす[かっ]と L5C△, すかす[かーっ]と L6C△, す[かっ]す[かっ]と L3A.L3A△ 

o0358｜形容動詞 通常ア：す[かすかに L0A△
o0359｜文脈・構造 遠慮なく踏みこんできて｜ずかずかと｜ABABto
o0359｜情態副詞ア 通常ア：[ず]かずかと H1
o0359｜情副挿入形 ずかず[かっ]と L5C△, ずかず[かーっ]と L6C△, ず[かっ]ず[かっ]と L3A.L3A△ 
o0360｜文脈・構造 相手の領域に無遠慮に入って｜ずかずかと｜ABABto
o0360｜情態副詞ア 通常ア：[ず]かずかと H1
o0360｜情副挿入形 ずかず[かっ]と L5C△, ずかず[かーっ]と L6C△, ず[かっ]ず[かっ]と L3A.L3A△ 
o0361｜文脈・構造 絶えまなく、うずき痛んで｜ずきずきと｜ABABto
o0361｜情態副詞ア 通常ア：[ず]きずきと H1
o0361｜情副挿入形 ずきず[きっ]とL5C△, ずきず[きーっ]とL6C△, [ずっ]き[ず]きとH2.H1△, [ずっ]き[ず

っ]きと H2.H2△, ず[きっ]ず[きっ]と L3A.L3A△
o0361｜形容動詞 通常ア：ず[きずきに L0A△｜挿入形：ずっ[きずきに L0B△, ずっき[ずっきに L0C△

o0362｜文脈・構造 子どもが順調に成長して｜すくすくと｜ABABto
o0362｜情態副詞ア 通常ア：[す]くすくと H1
o0362｜情副挿入形 すくす[くっ]と L5C△, すくす[くーっ]と L6C△, [すっ]く[すっ]くと H2.H2△ 
o0363｜文脈・構造 健康に順調にのびて｜すくすくと｜ABABto
o0363｜情態副詞ア 通常ア：[す]くすくと H1
o0363｜情副挿入形 すくす[くっ]と L5C△, すくす[くーっ]と L6C△, す[くっ]す[くっ]と L3A.L3A△ 
o0364｜文脈・構造 遠慮なくあからさまに言って｜ずけずけと｜ABABto
o0364｜情態副詞ア 通常ア：[ず]けずけと H1
o0364｜情副挿入形 ずけず[けっ]と L5C△, ずけず[けーっ]と L6C△, ず[けっ]ず[けっ]と L3A.L3A△ 

o0364｜形容動詞 通常ア：ず[けずけに L0A△｜挿入形：ずっ[けずけに L0B△
o0365｜文脈・構造 相手が傷つくことを言って｜ずけずけと｜ABABto
o0365｜情態副詞ア 通常ア：[ず]けずけと H1
o0365｜情副挿入形 ずけず[けっ]と L5C△, ずけず[けーっ]と L6C△, ず[けっ]ず[けっ]と L3A.L3A△ 

o0365｜形容動詞 通常ア：ず[けずけに L0A△
o0366｜文脈・構造 元気なくその場を立ち去って｜すごすごと｜ABABto
o0366｜情態副詞ア 通常ア：[す]ごすごと H1
o0366｜情副挿入形 すごす[ごっ]と L5C△, すごす[ごーっ]と L6C△
o0367｜文脈・構造 足どり軽く見向きもしないで｜すたすたと｜ABABto
o0367｜情態副詞ア 通常ア：[す]たすたと H1
o0367｜情副挿入形 すたす[たっ]と L5C△, すたす[たーっ]と L6C△
o0368｜文脈・構造 何度も切られて、破れそうで｜ずたずたと｜ABABto
o0368｜情態副詞ア 通常ア：[ず]たずたと H1
o0368｜情副挿入形 ずたず[たっ]と L5C△, ずたず[たーっ]と L6C△, ず[たっ]ず[たっ]と L3A.L3A△ 

o0368｜形容動詞 通常ア：ず[たずたに L0A｜挿入形：ずっ[たずたに L0B△, ずった[ずったに L0C△
o0369｜文脈・構造 何度も切り裂いて｜ずたずたと｜ABABto
o0369｜情態副詞ア 通常ア：[ず]たずたと H1
o0369｜情副挿入形 ずたず[たっ]と L5C△, ずたず[たーっ]と L6C△, ず[たっ]ず[たっ]と L3A.L3A△ 

o0369｜形容動詞 通常ア：ず[たずたに L0A｜挿入形：ずっ[たずたに L0B△, ずった[ずったに L0C△
o0370｜文脈・構造 核心などを遠慮なく指摘して｜ずばずばと｜ABABto
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o0370｜情態副詞ア 通常ア：[ず]ばずばと H1
o0370｜情副挿入形 ずばず[ばっ]と L5C△, ずばず[ばーっ]と L6C△, ず[ばっ]ず[ばっ]と L3A.L3A△ 
o0371｜文脈・構造 刃物で容赦なく切りこんで｜ずばずばと｜ABABto
o0371｜情態副詞ア 通常ア：[ず]ばずばと H1
o0371｜情副挿入形 ずばず[ばっ]と L5C△, ずばず[ばーっ]と L6C△, ず[ばっ]ず[ばっ]と L3A.L3A△ 

o0371｜形容動詞 通常ア：ず[ばずばに L0A△
o0372｜文脈・構造 やわらかいものを刺し貫いて｜ずぶずぶと｜ABABto
o0372｜情態副詞ア 通常ア：[ず]ぶずぶと H1
o0372｜情副挿入形 ずぶず[ぶっ]と L5C△, ずぶず[ぶーっ]と L6C△, ず[ぶっ]ず[ぶっ]と L3A.L3A△ 

o0372｜形容動詞 通常ア：ず[ぶずぶに L0A△
o0373｜文脈・構造 沼や砂地などに沈みこんで｜ずぶずぶと｜ABABto
o0373｜情態副詞ア 通常ア：[ずぶずぶ]と H4, [ずぶ]ずぶと H2｜強調ア：[ず]ぶずぶと H1 
o0373｜情副挿入形 ずぶず[ぶっ]と L5C△, ずぶず[ぶーっ]と L6C△, ず[ぶっ]ず[ぶっ]と L3A.L3A△ 

o0373｜形容動詞 通常ア：ずぶずぶに L0A
o0374｜文脈・構造 沼や砂地などに沈みこんで｜ずぼずぼと｜ABABto
o0374｜情態副詞ア 通常ア：[ず]ぼずぼと H1
o0374｜情副挿入形 ずぼず[ぼっ]と L5C△, ず[ぼっ]ず[ぼっ]と L3A.L3A△

o0374｜形容動詞 通常ア：ず[ぼずぼに L0A
o0375｜文脈・構造 安らかな寝息を立てて眠って｜すやすやと｜ABABto
o0375｜情態副詞ア 通常ア：[す]やすやと H1
o0375｜情副挿入形 [すー]や[すー]やと H2.H2△

o0375｜形容動詞 通常ア：す[やすやに L0A△
o0376｜文脈・構造 ことばが口からよどみなく｜すらすらと｜ABABto
o0376｜情態副詞ア 通常ア：[す]らすらと H1
o0376｜情副挿入形 すらす[らっ]と L5C△, すらす[らーっ]と L6C△, す[らっ]す[らっ]と L3A.L3A△ 

o0376｜形容動詞 通常ア：す[らすらに L0A△
o0377｜文脈・構造 滞りなくなめらかに進行して｜すらすらと｜ABABto
o0377｜情態副詞ア 通常ア：[す]らすらと H1
o0377｜情副挿入形 すらす[らっ]と L5C△, すらす[らーっ]と L6C△, [すー]ら[すー]らと H2.H2△, す[らっ]

す[らっ]と L3A.L3A△
o0377｜形容動詞 通常ア：す[らすらに L0A

o0378｜文脈・構造 よどみなく順調に進んで｜すらすらと｜ABABto
o0378｜情態副詞ア 通常ア：[す]らすらと H1
o0378｜情副挿入形 [すらすらっ]と H5△, すらす[らっ]と L5C△, [すらすらーっ]と H6△, すらす[らーっ]

と L6C△, す[らっ]す[らっ]と L3A.L3A△
o0378｜形容動詞 通常ア：す[らすらに L0A△

o0379｜文脈・構造 同様のものが次々に並んで｜ずらずらと｜ABABto
o0379｜情態副詞ア 通常ア：[ず]らずらと H1
o0379｜情副挿入形 ずらず[らっ]と L5C△, ずらず[らーっ]と L6C△, ず[らっ]ず[らっ]と L3A.L3A△ 
o0380｜文脈・構造 滞りなくなめらかに進行して｜するすると｜ABABto
o0380｜情態副詞ア 通常ア：[す]るすると H1
o0380｜情副挿入形 するす[るっ]と L5C△, するす[るーっ]と L6C△, す[るっ]す[るっ]と L3A.L3A△ 

o0380｜形容動詞 通常ア：す[るするに L0A△
o0381｜文脈・構造 棒状のものが勢いよくのびて｜するすると｜ABABto
o0381｜情態副詞ア 通常ア：[す]るすると H1
o0381｜情副挿入形 するす[るっ]と L5C△, するす[るーっ]と L6C△, す[るっ]す[るっ]と L3A.L3A△ 

o0381｜形容動詞 通常ア：す[るするに L0A
o0382｜文脈・構造 ものがなめらかにこすれて｜するすると｜ABABto
o0382｜情態副詞ア 通常ア：[するする]と H4
o0382｜情副挿入形 [するするっ]と H5△, [するするーっ]と H6△, す[るっ]す[るっ]と L3A.L3A△ 

o0382｜形容動詞 通常ア：す[るするに L0A△
o0383｜文脈・構造 麺などを音高く品なくすすり｜ずるずると｜ABABto
o0383｜情態副詞ア 通常ア：[ず]るずると H1
o0383｜情副挿入形 [ずるずるー]とH5△, ずるず[るー]とL5C△, ずるず[るーっ]とH6△, ず[るっ]ず[るっ]

と L3A.L3A△ 
o0383｜形容動詞 通常ア：ず[るずるに L0A△

o0384｜文脈・構造 水分や粘りけがあって｜ずるずると｜ABABto
o0384｜情態副詞ア 通常ア：[ず]るずると H1
o0384｜情副挿入形 ずるず[るっ]と L5C△, ずるず[るーっ]と L6C△, ず[るっ]ず[るっ]と L3A.L3A△ 

o0384｜形容動詞 通常ア：ず[るずるに L0A
o0385｜文脈・構造 麺や汁などを音高くすすって｜ずるずると｜ABABto
o0385｜情態副詞ア 通常ア：[ずるずる]と H4｜強調ア：[ず]るずると H1△
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o0385｜情副挿入形 [ずるずるっ]とH5△, [ずるずるー]とH5△, [ずるずるーっ]とH6△, ず[るっ]ず[るっ]と
L3A.L3A△ 

o0385｜形容動詞 通常ア：ず[るずるに L0A
o0386｜文脈・構造 せかされるように小走りで｜せかせかと｜ABABto
o0386｜情態副詞ア 通常ア：[せか]せかと H2｜強調ア：[せ]かせかと H1
o0386｜情副挿入形 せかせ[かっ]と L5C△, せかせ[かーっ]と L6C△
o0387｜文脈・構造 気持ちがあせり、急いで行動し｜せかせかと｜ABABto
o0387｜情態副詞ア 通常ア：[せか]せかと H2｜強調ア：[せ]かせかと H1
o0387｜情副挿入形 せかせ[かっ]と L5C△, せかせ[かーっ]と L6C△, せ[かっ]せ[かっ]と L3A.L3A△ 

o0387｜形容動詞 通常ア：せ[かせかに L0A△
o0388｜文脈・構造 冷気や発熱などで寒気がして｜ぞくぞくと｜ABABto
o0388｜情態副詞ア 通常ア：[ぞ]くぞくと H1
o0388｜情副挿入形 ぞくぞ[くっ]と L5C△, ぞくぞ[くーっ]と L6C△, [ぞっ]く[ぞっ]く H2.H2△ 
o0389｜文脈・構造 寒さ・恐怖・興奮に身ぶるいし｜ぞくぞくと｜ABABto
o0389｜情態副詞ア 通常ア：[ぞ]くぞくと H1
o0389｜情副挿入形 ぞくぞ[くっ]と L5C△, ぞくぞ[くーっ]と L6C△, [ぞっ]く[ぞっ]くと H2.H2△, ぞ[くっ]

ぞ[くっ]と L3A.L3A△
o0389｜形容動詞 通常ア：ぞ[くぞくに L0A△｜挿入形：ぞっ[くぞくに L0B△, ぞっ[くぞっくに L0B△

o0390｜文脈・構造 やさしい風が静かに吹いて｜そよそよと｜ABABto
o0390｜情態副詞ア 通常ア：[そ]よそよと H1
o0390｜情副挿入形 そよそ[よっ]と L5C△, そよそ[よーっ]と L6C△, [そー]よそよと H2△, [そー]よ[そー]

よと H2.H2△ 
o0391｜文脈・構造 小さな虫などが群がり集まり｜ぞよぞよと｜ABABto
o0391｜情態副詞ア 通常ア：[ぞ]よぞよと H1
o0391｜情副挿入形 ぞよぞ[よっ]と L5C△, ぞよぞ[よーっ]と L6C△, ぞ[よっ]ぞ[よっ]と L3A.L3A△ 
o0392｜文脈・構造 髪・ひげなどを剃って｜ぞりぞりと｜ABABto
o0392｜情態副詞ア 通常ア：[ぞ]りぞりと H1
o0392｜情副挿入形 ぞりぞ[りっ]と L5C△, ぞりぞ[りーっ]と L6C△, ぞ[りっ]ぞ[りっ]と L3A.L3A△ 
o0393｜文脈・構造 ある状態へ徐々に進行して｜そろそろと｜ABABto
o0393｜情態副詞ア 通常ア：[そ]ろそろと H1
o0393｜情副挿入形 そろそ[ろっ]と L5C△, そろそ[ろーっ]と L6C△, そ[ろっ]そ[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0393｜形容動詞 通常ア：そ[ろそろに L0A△
o0394｜文脈・構造 心配しながらゆっくり動いて｜そろそろと｜ABABto
o0394｜情態副詞ア 通常ア：[そ]ろそろと H1
o0394｜情副挿入形 そろそ[ろっ]と L5C△, そろそ[ろーっ]と L6C△, [そー]ろ[そー]ろと H2.H2△, そ[ろっ]

そ[ろっ]と L3A.L3A△
o0394｜形容動詞 通常ア：そ[ろそろに L0A△

o0395｜文脈・構造 多くのものが連なって現れ｜ぞろぞろと｜ABABto
o0395｜情態副詞ア 通常ア：[ぞ]ろぞろと H1
o0395｜情副挿入形 ぞろぞ[ろっ]と L5C△, ぞろぞ[ろーっ]と L6C△, ぞ[ろっ]ぞ[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0395｜形容動詞 通常ア：ぞ[ろぞろに L0A△
o0396｜文脈・構造 別のことが気になり不安で｜そわそわと｜ABABto
o0396｜情態副詞ア 通常ア：[そ]わそわと H1
o0396｜情副挿入形 そわそ[わっ]と L5C△, そわそ[わーっ]と L6C△
o0397｜文脈・構造 子どもなどが足音高く走って｜たかたかと｜ABABto
o0397｜情態副詞ア 通常ア：[た]かたかと H1
o0397｜情副挿入形 たかた[かっ]と L5C△, たかた[かーっ]と L6C△
o0398｜文脈・構造 汗などが大量に｜だくだくと｜ABABto
o0398｜情態副詞ア 通常ア：[だくだく]と H4, [だくだ]くと H3, [だく]だくと H2｜強調ア：[だ]くだくと H1
o0398｜情副挿入形 だくだ[くっ]と L5C△, だくだ[くーっ]と L6C△, [だっ]く[だっ]くと H2.H2△ 

o0398｜形容動詞 通常ア：だ[くだくに L0A｜挿入形：だっ[くだくに L0B△
o0399｜文脈・構造 足もとが定まらずよろめいて｜たじたじと｜ABABto
o0399｜情態副詞ア 通常ア：[た]じたじと H1｜強調ア：た[じ]たじと L2△
o0399｜情副挿入形 たじた[じっ]と L5C△, たじた[じーっ]と L6C△

o0399｜形容動詞 通常ア：た[じたじに L0A
o0400｜文脈・構造 困難さや、相手に威圧されて｜たじたじと｜ABABto
o0400｜情態副詞ア 通常ア：[た]じたじと H1
o0400｜情副挿入形 たじた[じっ]と L5C△, たじた[じーっ]と L6C△

o0400｜形容動詞 通常ア：た[じたじに L0A
o0401｜文脈・構造 不確かな足どりで｜たどたどと｜ABABto
o0401｜情態副詞ア 通常ア：[た]どたどと H1
o0401｜情副挿入形 たどた[どっ]と L5C△, たどた[どーっ]と L6C△
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o0401｜形容動詞 通常ア：た[どたどに L0A△
o0402｜文脈・構造 必要以上に大量にあって｜たぶたぶと｜ABABto
o0402｜情態副詞ア 通常ア：[た]ぶたぶと H1
o0402｜情副挿入形 たぶた[ぶっ]と L5C△, たぶた[ぶーっ]と L6C△, た[ぶっ]た[ぶっ]と L3A.L3A△ 

o0402｜形容動詞 通常ア：た[ぶたぶに L0A｜挿入形：たっぶ[たぶに L0C△
o0403｜文脈・構造 ふくらんだものがゆれ動いて｜たぷたぷと｜ABABto
o0403｜情態副詞ア 通常ア：[た]ぷたぷと H1
o0403｜情副挿入形 たぷた[ぷっ]と L5C△, たぷた[ぷーっ]と L6C△, [たっ]ぷ[たっ]ぷと H2.H2△, た[ぷっ]

た[ぷっ]と L3A.L3A△
o0403｜形容動詞 通常ア：た[ぷたぷに L0A｜挿入形：たっ[ぷたぷに L0B△, たっぷ[たっぷに L0C△

o0404｜文脈・構造 締まりなく太って｜だぶだぶと｜ABABto
o0404｜情態副詞ア 通常ア：[だ]ぶだぶと H1
o0404｜情副挿入形 だぶだ[ぶっ]と L5C△, だぶだ[ぶーっ]と L6C△, だ[ぶっ]だ[ぶっ]と L3A.L3A△ 

o0404｜形容動詞 通常ア：だ[ぶだぶに L0A△
o0405｜文脈・構造 水が音をたててゆれ動いて｜たぽたぽと｜ABABto
o0405｜情態副詞ア 通常ア：[た]ぽたぽと H1
o0405｜情副挿入形 たぽた[ぽっ]と L5C△, たぽた[ぽーっ]と L6C△, [たっ]ぽ[たっ]ぽと H2.H2△, た[ぽっ]

た[ぽっ]と L3A.L3A△
o0405｜形容動詞 通常ア：た[ぽたぽに L0A△｜挿入形：たっ[ぽたぽに L0B△

o0406｜文脈・構造 液体が容器の中でゆれ動いて｜たぽたぽと｜ABABto
o0406｜情態副詞ア 通常ア：[た]ぽたぽと H1
o0406｜情副挿入形 たぽた[ぽっ]と L5C△, たぽた[ぽーっ]と L6C△, [たっ]ぽ[たっ]ぽと H2.H2△, た[ぽっ]

た[ぽっ]と L3A.L3A△
o0406｜形容動詞 通常ア：た[ぽたぽに L0A｜挿入形：たっ[ぽたぽに L0B△, たっぽ[たっぽに L0C△

o0407｜文脈・構造 多めの水や液体を注ぎかけて｜だぼだぼと｜ABABto
o0407｜情態副詞ア 通常ア：[だ]ぼだぼと H1
o0407｜情副挿入形 だぼだ[ぼっ]と L5C△, だぼだ[ぼーっ]と L6C△

o0407｜形容動詞 通常ア：だ[ぼだぼに L0A｜挿入形：だっ[ぼだぼに L0B△
o0408｜文脈・構造 汗・血などがつたい落ちて｜たらたらと｜ABABto
o0408｜情態副詞ア 通常ア：[た]らたらと H1
o0408｜情副挿入形 たらた[らっ]と L5C△, たらた[らーっ]と H6△

o0408｜形容動詞 通常ア：た[らたらに L0A
o0409｜文脈・構造 不満・不平を長々と際限なく｜たらたらと｜ABABto
o0409｜情態副詞ア 通常ア：[た]らたらと H1
o0409｜情副挿入形 たらた[らー]と L5C△, た[らー]た[らー]と L3A.L3A△

o0409｜形容動詞 通常ア：た[らたらに L0A, た[ら]たらに L2
o0410｜文脈・構造 液体が垂れ落ちて｜たらたらと｜ABABto
o0410｜情態副詞ア 通常ア：[た]らたらと H1
o0410｜情副挿入形 [たらたらっ]と H5△, たらた[らっ]と L5C△, たらた[らー]と L5C△, [たらたらーっ]と

H6△, たらた[らーっ]と L6C△, た[らっ]た[らっ]と L3A.L3A△, た[らー]た[らー]と
L3A.L3A△ 

o0410｜形容動詞 通常ア：た[らたらに L0A
o0411｜文脈・構造 汗・血・油などが玉となって｜だらだらと｜ABABto
o0411｜情態副詞ア 通常ア：[だ]らだらと H1
o0411｜情副挿入形 だらだ[らっ]と L5C△, だらだ[らーっ]と H6△

o0411｜形容動詞 通常ア：だ[らだらに L0A
o0412｜文脈・構造 要領を得ないことを言い続け｜だらだらと｜ABABto
o0412｜情態副詞ア 通常ア：[だ]らだらと H1
o0412｜情副挿入形 だらだ[らー]と L5C△, だ[らー]だ[らー]と L3A.L3A△, だ[らっ]だ[らっ]と L3A.L3A△

o0412｜形容動詞 通常ア：だ[らだらに L0A
o0413｜文脈・構造 ものごとが締まりなく長びき｜だらだらと｜ABABto
o0413｜情態副詞ア 通常ア：[だ]らだらと H1
o0413｜情副挿入形 だらだ[らっ]とL5C△, だらだ[らー]とL5C△, だらだ[らーっ]とL6C△, [だー]ら[だー]

らと H2.H2△, だ[らー]だ[らー]と L3A.L3A△
o0413｜形容動詞 通常ア：だ[らだらに L0A

o0414｜文脈・構造 強い光が目を刺激して｜ちかちかと｜ABABto
o0414｜情態副詞ア 通常ア：[ち]かちかと H1
o0414｜情副挿入形 ちかち[かっ]と L5C△, ちかち[かーっ]と L6C△, ち[かっ]ち[かっ]と L3A.L3A△ 

o0414｜形容動詞 通常ア：ち[かちかに L0A｜挿入形：ちっ[かちかに L0B
o0415｜文脈・構造 目が光線などに刺激されて｜ちかちかと｜ABABto
o0415｜情態副詞ア 通常ア：[ち]かちかと H1
o0415｜情副挿入形 ちかちかっと L5C△,ちかちかーっと L6C△,ちかっちかっと L3A.L3A△ 
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o0415｜形容動詞 通常ア：ち[かちかに L0A△｜挿入形：ちっ[かちかに L0B△, ちっか[ちっかに L0C△
o0416｜文脈・構造 にぶい光が断続的に光って｜ちかちかと｜ABABto
o0416｜情態副詞ア 通常ア：[ち]かちかと H1
o0416｜情副挿入形 ちかち[かっ]と L5C△, ちかち[かーっ]と L6C△, [ちっ]か[ちっ]かと H2.H2△, ち[かっ]

ち[かっ]と L3A.L3A△
o0416｜形容動詞 通常ア：ち[かちかに L0A△

o0417｜文脈・構造 針で何度も刺されるように｜ちくちくと｜ABABto
o0417｜情態副詞ア 通常ア：[ち]くちくと H1
o0417｜情副挿入形 ちくち[くっ]と L5C△, ちくち[くーっ]と L6C△, [ちっ]く[ちっ]くと H2.H2△, ち[くっ]

ち[くっ]と L3A.L3A△
o0417｜形容動詞 通常ア：ち[くちくに L0A△

o0418｜文脈・構造 針などで繰り返し刺されて｜ちくちくと｜ABABto
o0418｜情態副詞ア 通常ア：[ち]くちくと H1
o0418｜情副挿入形 ちくち[くっ]と L5C△, ちくち[くーっ]と L6C△, ち[くっ]ち[くっ]と L3A.L3A 

o0418｜形容動詞 通常ア：ち[くちくに L0A△
o0419｜文脈・構造 金の支払いなどを少しずつ｜ちびちびと｜ABABto
o0419｜情態副詞ア 通常ア：[ち]びちびと H1
o0419｜情副挿入形 ちびち[びっ]と L5C△, ちびち[びーっ]と L6C△, ち[びっ]ち[びっ]と L3A.L3A△ 

o0419｜形容動詞 通常ア：ち[びちびに L0A△
o0420｜文脈・構造 なくなるのを惜しみつつ使い｜ちびちびと｜ABABto
o0420｜情態副詞ア 通常ア：[ち]びちびと H1
o0420｜情副挿入形 ちびち[びっ]と L5C△, ちびち[びーっ]と L6C△, ち[びっ]ち[びっ]と L3A.L3A△ 

o0420｜形容動詞 通常ア：ち[びちびに L0A
o0421｜文脈・構造 動作に落ち着きがなく｜ちゃかちゃかと｜ABABto
o0421｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃ]かちゃかと H1
o0421｜情副挿入形 ちゃかちゃ[かっ]と L5C△, ちゃかちゃ[かーっ]と L6C△, ちゃ[かっ]ちゃ[かっ]と

L3A.L3A△ 
o0421｜形容動詞 通常ア：ちゃ[かちゃかに L0A△

o0422｜文脈・構造 元気よく、手早くやって｜ちゃきちゃきと｜ABABto
o0422｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃ]きちゃきと H1
o0422｜情副挿入形 ちゃきちゃ[きっ]と L5C△, ちゃきちゃ[きーっ]と L6C△

o0422｜形容動詞 通常ア：ちゃ[きちゃきに L0A△
o0423｜文脈・構造 水が軽く波立って｜ちゃぷちゃぷと｜ABABto
o0423｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃ]ぷちゃぷと H1
o0423｜情副挿入形 ちゃぷちゃ[ぷっ]と L5C△, ちゃぷちゃ[ぷーっ]と L6C△, [ちゃっ]ぷ[ちゃっ]ぷと

H2.H2△ 
o0423｜形容動詞 通常ア：ちゃ[ぷちゃぷに L0A△｜挿入形：ちゃっ[ぷちゃぷに L0B△ 

o0424｜文脈・構造 軽薄でおしゃべりで｜ちゃらちゃらと｜ABABto
o0424｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃ]らちゃらと H1
o0424｜情副挿入形 ちゃらちゃ[らっ]と L5C△, ちゃらちゃ[らーっ]と L6C△, ちゃ[らっ]ちゃ[らっ]と

L3A.L3A△ 
o0424｜形容動詞 通常ア：ちゃ[らちゃらに L0A△

o0425｜文脈・構造 金属やかたいものがふれ合い｜ちゃらちゃらと｜ABABto
o0425｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃ]らちゃらと H1
o0425｜情副挿入形 ちゃらちゃ[らっ]と L5C△, ちゃらちゃ[らーっ]と L6C△, ちゃ[らっ]ちゃ[らっ]と

L3A.L3A△ 
o0425｜形容動詞 通常ア：ちゃ[らちゃらに L0A△

o0426｜文脈・構造 少しずつ吸いあげるように｜ちゅるちゅると｜ABABto
o0426｜情態副詞ア 通常ア：[ちゅるちゅる]と H4｜強調ア：[ちゅ]るちゅると H1△
o0426｜情副挿入形 [ちゅるちゅるっ]と H5△, ちゅるちゅ[るっ]と L5C△, ちゅ[るっ]ちゅ[るっ]と

L3A.L3A△ 
o0426｜形容動詞 通常ア：ちゅ[るちゅるに L0A△

o0427｜文脈・構造 はさみで紙や植木などを｜ちょきちょきと｜ABABto
o0427｜情態副詞ア 通常ア：[ちょ]きちょきと H1
o0427｜情副挿入形 ちょきちょ[きっ]と L5C△, ちょきちょ[きーっ]と L6C△, ちょ[きっ]ちょ[きっ]と

L3A.L3A△ 
o0428｜文脈・構造 小またでこきざみに｜ちょこちょこと｜ABABto
o0428｜情態副詞ア 通常ア：[ちょ]こちょこと H1
o0428｜情副挿入形 ちょこちょ[こっ]と L5C△, ちょこちょ[こーっ]と L6C△, [ちょっ]こ[ちょっ]こと

H2.H2△, ちょ[こっ]ちょ[こっ]と L3A.L3A△
o0428｜形容動詞 通常ア：ちょ[こちょこに L0A△

o0429｜文脈・構造 少量ずつあちこちに存在して｜ちょぼちょぼと｜ABABto
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o0429｜情態副詞ア 通常ア：[ちょ]ぼちょぼと H1
o0429｜情副挿入形 ちょぼちょ[ぼっ]と L5C△, ちょぼちょ[ぼーっ]と L6C△, ちょ[ぼっ]ちょ[ぼっ]と

L3A.L3A△ 
o0429｜形容動詞 通常ア：ちょ[ぼちょぼに L0A

o0430｜文脈・構造 小さい炎で持続的に燃えて｜ちょろちょろと｜ABABto
o0430｜情態副詞ア 通常ア：[ちょ]ろちょろと H1, [ちょ]ろちょろ H1【※「と」が付かない形を偶々記述し

たもの。本調査では「と」が付かない場合については調査していない。】 
o0430｜情副挿入形 ちょろちょ[ろっ]と L5C△, ちょろちょ[ろーっ]と L6C△, ちょ[ろっ]ちょ[ろっ]と

L3A.L3A△ 
o0430｜形容動詞 通常ア：ちょ[ろちょろに L0A△

o0431｜文脈・構造 こきざみにゆれたり動いて｜ちょろちょろと｜ABABto
o0431｜情態副詞ア 通常ア：[ちょ]ろちょろと H1
o0431｜情副挿入形 ちょろちょ[ろっ]と L5C△, ちょろちょ[ろーっ]と L6C△, ちょ[ろっ]ちょ[ろっ]と

L3A.L3A△ 
o0431｜形容動詞 通常ア：ちょ[ろちょろに L0A△

o0432｜文脈・構造 小川の水などが細く流れて｜ちょろちょろと｜ABABto
o0432｜情態副詞ア 通常ア：[ちょろちょろ]と H4, [ちょろ]ちょろと H2｜強調ア：[ちょ]ろちょろと H1
o0432｜情副挿入形 ちょろちょ[ろっ]と L5C△, ちょろちょ[ろーっ]と L6C△
o0433｜文脈・構造 目のはしで何度も見て｜ちらちらと｜ABABto
o0433｜情態副詞ア 通常ア：[ち]らちらと H1
o0433｜情副挿入形 ちらち[らっ]と L5C△, ちらち[らーっ]と L6C△, ち[らっ]ち[らっ]と L3A.L3A△ 
o0434｜文脈・構造 雪や花などがゆれつつ落ちて｜ちらちらと｜ABABto
o0434｜情態副詞ア 通常ア：[ち]らちらと H1
o0434｜情副挿入形 ちらち[らっ]と L5C△, ちらち[らーっ]と L6C△, ち[らっ]ち[らっ]と L3A.L3A△ 
o0435｜文脈・構造 弱い光が断続的に光って｜ちらちらと｜ABABto
o0435｜情態副詞ア 通常ア：[ち]らちらと H1
o0435｜情副挿入形 ちらち[らっ]と L5C△, ちらち[らーっ]と L6C△, ち[らっ]ち[らっ]と L3A.L3A△ 

o0435｜形容動詞 通常ア：ち[らちらに L0A△
o0436｜文脈・構造 傷や皮膚が焼けるように痛み｜ちりちりと｜ABABto
o0436｜情態副詞ア 通常ア：[ち]りちりと H1
o0436｜情副挿入形 ちりち[りっ]と L5C△, ちりち[りーっ]と L6C△, ち[りっ]ち[りっ]と L3A.L3A△ 
o0437｜文脈・構造 毛などが焼けて｜ちりちりと｜ABABto
o0437｜情態副詞ア 通常ア：[ち]りちりと H1
o0437｜情副挿入形 ちりち[りっ]と L5C△, ちりち[りーっ]と L6C△, ち[りっ]ち[りっ]と L3A.L3A△ 

o0437｜形容動詞 通常ア：ち[りちりに L0A
o0438｜文脈・構造 毛髪などが縮れてひきつれ｜ちりちりと｜ABABto
o0438｜情態副詞ア 通常ア：[ち]りちりと H1
o0438｜情副挿入形 ちりち[りっ]と L5C△, ちりち[りーっ]と L6C△, ち[りっ]ち[りっ]と L3A.L3A△ 

o0438｜形容動詞 通常ア：ち[りちりに L0A
o0439｜文脈・構造 小さい炎でゆれながら燃えて｜ちろちろと｜ABABto
o0439｜情態副詞ア 通常ア：[ち]ろちろと H1
o0439｜情副挿入形 ちろち[ろっ]と L5C△, ちろち[ろーっ]と L6C△, ち[ろっ]ち[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0439｜形容動詞 通常ア：ち[ろちろに L0A△
o0440｜文脈・構造 かすかに断続的に光って｜ちろちろと｜ABABto
o0440｜情態副詞ア 通常ア：[ち]ろちろと H1
o0440｜情副挿入形 ちろち[ろっ]と L5C△, ちろち[ろーっ]と L6C△, ち[ろっ]ち[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0440｜形容動詞 通常ア：ち[ろちろに L0A△
o0441｜文脈・構造 期待していないほうに進んで｜ついついと｜ABABto
o0441｜情態副詞ア 通常ア：[つ]いつい H1【※「と」が付かない形のみ OK】
o0442｜文脈・構造 遠慮なく思ったままを言って｜つかつかと｜ABABto
o0442｜情態副詞ア 通常ア：[つ]かつかと H1
o0442｜情副挿入形 つかつ[かっ]と L5C△, つかつ[かーっ]と L6C△
o0443｜文脈・構造 ためらわずに大股で近寄って｜つかつかと｜ABABto
o0443｜情態副詞ア 通常ア：[つ]かつかと H1
o0443｜情副挿入形 つかつ[かっ]と L5C△, つかつ[かーっ]と L6C△, つ[かっ]つ[かっ]と L3A.L3A△ 
o0444｜文脈・構造 感慨にふけりながら見つめて｜つくずくと｜ABABto
o0444｜情態副詞ア 通常ア：[つくず]くと H3, [つく]ずくと H2｜強調ア：つ[く]ずくと L2 
o0445｜文脈・構造 心の底から、そう思って｜つくずくと｜ABABto
o0445｜情態副詞ア 通常ア：[つくず]くと H3, [つく]ずくと H2｜強調ア：つ[く]ずくと L2 
o0445｜情副挿入形 [つっくず]くと H4△, つっく[ず]くと L4C△
o0446｜文脈・構造 遠慮なく思ったままを言って｜つけつけと｜ABABto
o0446｜情態副詞ア 通常ア：[つ]けつけと H1
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o0446｜情副挿入形 つけつ[けっ]と L5C△, つけつ[けーっ]と L6C△
o0447｜文脈・構造 無遠慮な動作や口調で｜つけつけと｜ABABto
o0447｜情態副詞ア 通常ア：[つ]けつけと H1
o0447｜情副挿入形 つけつ[けっ]と L5C△, つけつ[けーっ]と L6C△
o0448｜文脈・構造 光沢があって美しく｜つやつやと｜ABABto
o0448｜情態副詞ア 通常ア：[つやつや]と H4, [つやつ]やと H3, [つや]つやと H2｜強調ア：[つ]やつやと H1
o0448｜情副挿入形 つやつ[やっ]と L5C△, つやつ[やーっ]と L6C△, つ[やっ]つ[やっ]と L3A.L3A△ 

o0448｜形容動詞 通常ア：つ[やつやに L0A
o0449｜文脈・構造 ものごとを深く考えて｜つらつらと｜ABABto
o0449｜情態副詞ア 通常ア：[つらつ]らと H3, [つら]つらと H2｜強調ア：[つ]らつらと H1, つ[ら]つらと L2

△ 
o0449｜情副挿入形 つらつ[らっ]と L5C△, つらつ[らーっ]と L6C△
o0450｜文脈・構造 麺などを軽くすすりながら｜つるつると｜ABABto
o0450｜情態副詞ア 通常ア：[つ]るつると H1
o0450｜情副挿入形 つるつ[るっ]と L5C△, つるつ[るーっ]と L6C△, つ[るっ]つ[るっ]と L3A.L3A△ 

o0450｜形容動詞 通常ア：つ[るつるに L0A△
o0451｜文脈・構造 日光の照り輝いて｜てかてかと｜ABABto
o0451｜情態副詞ア 通常ア：[て]かてかと H1
o0451｜情副挿入形 てかて[かっ]と L5C△, てかて[かーっ]と L6C△

o0451｜形容動詞 通常ア：て[かてかに L0A｜挿入形：てっ[かてかに L0B, てっ[かてっかに L0B△ 
o0452｜文脈・構造 表面につやがあり、光って｜てかてかと｜ABABto
o0452｜情態副詞ア 通常ア：[て]かてかと H1
o0452｜情副挿入形 てかて[かっ]と L5C△, てかて[かーっ]と L6C△, [てっ]か[てっ]かと H2.H2△, て[かっ]

て[かっ]と L3A.L3A△
o0452｜形容動詞 通常ア：て[かてかに L0A｜挿入形：てっ[かてかに L0B△

o0453｜文脈・構造 遠い距離を踏みしめながら｜てくてくと｜ABABto
o0453｜情態副詞ア 通常ア：[て]くてくと H1
o0453｜情副挿入形 [てっ]く[てっ]くと H2.H2△, [てっ]く[てっ]く H2.H2△
o0454｜文脈・構造 エレキギターが速いリズムで｜てけてけと｜ABABto
o0454｜情態副詞ア 通常ア：[て]けてけと H1
o0454｜情副挿入形 てけて[けっ]と L5C△, てけて[けーっ]と L6C△, て[けっ]て[けっ]と L3A.L3A△ 

o0454｜形容動詞 通常ア：て[けてけに L0A△
o0455｜文脈・構造 肉や脂肪でみっともなく太り｜でぶでぶと｜ABABto
o0455｜情態副詞ア 通常ア：[で]ぶでぶと H1
o0455｜情副挿入形 でぶで[ぶっ]と L5C△, でぶで[ぶーっ]と L6C△, で[ぶっ]で[ぶっ]と L3A.L3A△ 

o0455｜形容動詞 通常ア：で[ぶでぶに L0A△
o0456｜文脈・構造 表面がぬれてにぶく光って｜てらてらと｜ABABto
o0456｜情態副詞ア 通常ア：[て]らてらと H1
o0456｜情副挿入形 てらて[らっ]と L5C△, てらて[らーっ]と L6C△

o0456｜形容動詞 通常ア：て[らてらに L0A△
o0457｜文脈・構造 重いものが続けて落ちて｜どかどかと｜ABABto
o0457｜情態副詞ア 通常ア：[ど]かどかと H1
o0457｜情副挿入形 どかど[かっ]と L5C△, どかど[かーっ]と L6C△, [どっ]か[どっ]かと H2.H2△, ど[かっ]

ど[かっ]と L3A.L3A△
o0458｜文脈・構造 大勢が遠慮なく踏み込んで｜どかどかと｜ABABto
o0458｜情態副詞ア 通常ア：[ど]かどかと H1
o0458｜情副挿入形 どかど[かっ]と L5C△, どかど[かーっ]と L6C△, [どっ]か[どっ]かと H2.H2△, ど[かっ]

ど[かっ]と L3A.L3A△
o0459｜文脈・構造 心配や恐怖に鼓動が速まり｜どきどきと｜ABABto
o0459｜情態副詞ア 通常ア：[ど]きどきと H1
o0459｜情副挿入形 どきど[きっ]と L5C△, どきど[きーっ]と L6C△, [どっ]き[どっ]きと H2.H2△, [どっ]き

[どっ]き H2.H2△, ど[きっ]ど[きっ]と L3A.L3A△
o0459｜形容動詞 通常ア：ど[きどきに L0A△｜挿入形：どっ[きどきに L0B△

o0460｜文脈・構造 口の小さな入れ物から注いで｜とくとくと｜ABABto
o0460｜情態副詞ア 通常ア：[と]くとくと H1
o0460｜情副挿入形 とくと[くっ]と L5C△, とくと[くーっ]と L6C△
o0461｜文脈・構造 液体が多量に流れ出て｜どくどくと｜ABABto
o0461｜情態副詞ア 通常ア：[ど]くどくと H1
o0461｜情副挿入形 どくど[くっ]と L5C△, どくど[くーっ]と L6C△, [どっ]く[どっ]くと H2.H2△, ど[くっ]

ど[くっ]と L3A.L3A△
o0461｜形容動詞 通常ア：ど[くどくに L0A｜挿入形：どっ[くどくに L0B△, どっ[くどっくに L0B△

o0462｜文脈・構造 血などがあふれ出て｜どくどくと｜ABABto
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o0462｜情態副詞ア 通常ア：[どくどく]と H4, [どくど]くと H3, [どく]どくと H2｜強調ア：[ど]くどくと H1
o0462｜情副挿入形 どくど[くっ]と L5C△, どくど[くーっ]と L6C△, [どっ]く[どっ]くと H2.H2△ 

o0462｜形容動詞 通常ア：ど[くどくに L0A｜挿入形：どっ[くどくに L0B△
o0463｜文脈・構造 意地のわるい口調や目つきで｜とげとげと｜ABABto
o0463｜情態副詞ア 通常ア：[と]げとげと H1
o0463｜情副挿入形 とげと[げっ]と L5C△, とげと[げーっ]と L6C△

o0463｜形容動詞 通常ア：と[げとげに L0A△
o0464｜文脈・構造 子どもが小またで小きざみに｜とことこと｜ABABto
o0464｜情態副詞ア 通常ア：[と]ことこと H1
o0464｜情副挿入形 とこと[こっ]と L5C△, とこと[こーっ]と L6C△, [とっ]こ[とっ]こと H2.H2△ 
o0465｜文脈・構造 大勢がいちどきに入り乱れて｜どさどさと｜ABABto
o0465｜情態副詞ア 通常ア：[ど]さどさと H1
o0465｜情副挿入形 どさど[さっ]と L5C△, どさど[さーっ]と L6C△, ど[さっ]ど[さっ]と L3A.L3A△ 

o0465｜形容動詞 通常ア：ど[さどさに L0A△｜挿入形：どっ[さどさに L0B△, どっさ[どっさに L0C△
o0466｜文脈・構造 重いものが続けざまに落ちて｜どさどさと｜ABABto
o0466｜情態副詞ア 通常ア：[ど]さどさと H1
o0466｜情副挿入形 [どさどさっ]と H5△, どさど[さっ]と L5C△, [どさどさーっ]と H6△, どさど[さーっ]

と L6C△, [どっ]さ[どっ]さと H2.H2△, ど[さっ]ど[さっ]と L3A.L3A△ 
o0466｜形容動詞 通常ア：ど[さどさに L0A｜挿入形：どっ[さどさに L0B△, どっさ[どっさに L0C△

o0467｜文脈・構造 目的に積極的に進んで｜どしどしと｜ABABto
o0467｜情態副詞ア 通常ア：[ど]しどしと H1
o0467｜情副挿入形 どしど[しっ]と L5C△, どしど[しーっ]と L6C△, [どっ]し[どっ]しと H2.H2△, ど[しっ]

ど[しっ]と L3A.L3A△
o0468｜文脈・構造 何度も強く打ち／踏み鳴らし｜どしどしと｜ABABto
o0468｜情態副詞ア 通常ア：[ど]しどしと H1
o0468｜情副挿入形 どしど[しっ]と L5C△, [どしどしーっ]と H6△, どしど[しーっ]と L6C△, [どっ]し[ど]

しと H2.H1△, [どっ]し[どっ]しと H2.H2△, ど[しっ]ど[しっ]と L3A.L3A△ 
o0468｜形容動詞 通常ア：ど[しどしに L0A△｜挿入形：どっ[しどしに L0B△

o0469｜文脈・構造 次から次へたくさん続いて｜どしどしと｜ABABto
o0469｜情態副詞ア 通常ア：[ど]しどしと H1
o0469｜情副挿入形 どしど[しっ]と L5C△, どしど[しーっ]と L6C△, ど[しっ]ど[しっ]と L3A.L3A△ 
o0470｜文脈・構造 多量の雨がはげしく降って｜どしゃどしゃと｜ABABto
o0470｜情態副詞ア 通常ア：[ど]しゃどしゃと H1
o0470｜情副挿入形 どしゃど[しゃっ]と L5C△, どしゃど[しゃーっ]と L6C△, [どっ]しゃ[どっ]しゃと

H2.H2△, ど[しゃっ]ど[しゃっ]と L3A.L3A△
o0470｜形容動詞 通常ア：ど[しゃどしゃに L0A△｜挿入形：どっ[しゃどしゃに L0B△ 

o0471｜文脈・構造 乱暴に音を立てて動き回って｜どたどたと｜ABABto
o0471｜情態副詞ア 通常ア：[ど]たどたと H1
o0471｜情副挿入形 どたど[たっ]と L5C△, どたど[たーっ]と L6C△, [どっ]た[どっ]たと H2.H2△, ど[たっ]

ど[たっ]と L3A.L3A△
o0471｜形容動詞 通常ア：ど[たどたに L0A｜挿入形：どっ[たどたに L0B△, どった[どったに L0C△

o0472｜文脈・構造 大量の水が一気に吹き出て｜どばどばと｜ABABto
o0472｜情態副詞ア 通常ア：[ど]ばどばと H1
o0472｜情副挿入形 どばど[ばっ]と L5C△, どばど[ばーっ]と L6C△

o0472｜形容動詞 通常ア：ど[ばどばに L0A
o0473｜文脈・構造 勢いよく続けざまに噴き出て｜どばどばと｜ABABto
o0473｜情態副詞ア 通常ア：[ど]ばどばと H1
o0473｜情副挿入形 どばど[ばっ]と L5C△, どばど[ばーっ]と L6C△, ど[ばっ]ど[ばっ]と L3A.L3A△ 

o0473｜形容動詞 通常ア：ど[ばどばに L0A△
o0474｜文脈・構造 水や酒を音をたてて注いで｜どぶどぶと｜ABABto
o0474｜情態副詞ア 通常ア：[ど]ぶどぶと H1
o0474｜情副挿入形 どぶど[ぶっ]と L5C△, どぶど[ぶーっ]と L6C△
o0475｜文脈・構造 遠い距離を肩を落として｜とぼとぼと｜ABABto
o0475｜情態副詞ア 通常ア：[と]ぼとぼと H1
o0475｜情副挿入形 とぼと[ぼっ]と L5C△, とぼと[ぼーっ]と L6C△
o0476｜文脈・構造 意気消沈してうなだれ歩いて｜とぼとぼと｜ABABto
o0476｜情態副詞ア 通常ア：[と]ぼとぼと H1
o0476｜情副挿入形 とぼと[ぼっ]と L5C△, とぼと[ぼーっ]と L6C△, と[ぼっ]と[ぼっ]と L3A.L3A△ 

o0476｜形容動詞 通常ア：と[ぼとぼに L0A△
o0477｜文脈・構造 液体を続けて大量に注いで｜どぼどぼと｜ABABto
o0477｜情態副詞ア 通常ア：[と]ぼとぼと H1｜強調ア：と[ぼ]とぼと L2△
o0477｜情副挿入形 どぼど[ぼっ]と L5C△, どぼど[ぼーっ]と L6C△, [どっ]ぼ[どっ]ぼと H2.H2△, ど[ぼっ]
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ど[ぼっ]と L3A.L3A△
o0477｜形容動詞 通常ア：と[ぼとぼに L0A｜挿入形：どっ[ぼどぼに L0B△

o0478｜文脈・構造 大勢が一時に騒がしく出入し｜どやどやと｜ABABto
o0478｜情態副詞ア 通常ア：[ど]やどやと H1
o0478｜情副挿入形 どやど[やっ]とL5C△, どやど[やーっ]とL6C△, ど[やっ]ど[やっ]とL3A.L3A△, ど[や

ー]ど[やー]と L3A.L3A△
o0478｜形容動詞 通常ア：ど[やどやに L0A△

o0479｜文脈・構造 大勢が騒ぎながら出入りして｜どやどやと｜ABABto
o0479｜情態副詞ア 通常ア：[ど]やどやと H1
o0479｜情副挿入形 どやど[やっ]と L5C△, どやど[やーっ]と L6C△, ど[やっ]ど[やっ]と L3A.L3A△ 

o0479｜形容動詞 通常ア：ど[やどやに L0A△
o0480｜文脈・構造 とろみのある液体が流れて｜とろとろと｜ABABto
o0480｜情態副詞ア 通常ア：[と]ろとろと H1
o0480｜情副挿入形 とろと[ろっ]と L5C△, とろと[ろーっ]と L6C△

o0480｜形容動詞 通常ア：と[ろとろに L0A△
o0481｜文脈・構造 弱火で長時間燃えて｜とろとろと｜ABABto
o0481｜情態副詞ア 通常ア：[と]ろとろと H1
o0481｜情副挿入形 とろと[ろっ]と L5C△, とろと[ろーっ]と L6C△, と[ろっ]と[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0481｜形容動詞 通常ア：と[ろとろに L0A△
o0482｜文脈・構造 浅くまどろんで｜とろとろと｜ABABto
o0482｜情態副詞ア 通常ア：[と]ろとろと H1
o0482｜情副挿入形 とろと[ろっ]と L5C△, とろと[ろーっ]と L6C△, と[ろっ]と[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0482｜形容動詞 通常ア：と[ろとろに L0A△
o0483｜文脈・構造 固体がやわらかく液状に溶け｜とろとろと｜ABABto
o0483｜情態副詞ア 通常ア：[と]ろとろと H1
o0483｜情副挿入形 とろと[ろっ]と L5C△, とろと[ろーっ]と L6C△, と[ろっ]と[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0483｜形容動詞 通常ア：と[ろとろに L0A｜挿入形：とん[ろとろに L0B△
o0484｜文脈・構造 動作が緩慢で｜とろとろと｜ABABto
o0484｜情態副詞ア 通常ア：[と]ろとろと H1
o0484｜情副挿入形 とろと[ろっ]と L5C△, とろと[ろー]とL5C△, とろと[ろーっ]と L6C△, と[ろー]と[ろ

ー]と L3A.L3A△ 
o0484｜形容動詞 通常ア：と[ろとろに L0A

o0485｜文脈・構造 粘りけのある濁った液状で｜どろどろと｜ABABto
o0485｜情態副詞ア 通常ア：[ど]ろどろと H1
o0485｜情副挿入形 どろど[ろっ]と L5C△, どろど[ろーっ]と L6C△, ど[ろっ]ど[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0485｜形容動詞 通常ア：ど[ろどろに L0A
o0486｜文脈・構造 固体がやわらかく液状に溶け｜どろどろと｜ABABto
o0486｜情態副詞ア 通常ア：[ど]ろどろと H1
o0486｜情副挿入形 どろど[ろっ]と L5C△, どろど[ろーっ]と L6C△, ど[ろっ]ど[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0486｜形容動詞 通常ア：ど[ろどろに L0A｜挿入形：どん[ろどろに L0B△
o0487｜文脈・構造 あふれるほど大量についで｜なみなみと｜ABABto
o0487｜情態副詞ア 通常ア：[なみなみ]と H4
o0488｜文脈・構造 弱々しく曲がりくねって｜なよなよと｜ABABto
o0488｜情態副詞ア 通常ア：[な]よなよと H1
o0488｜情副挿入形 なよな[よっ]と L5C△, なよな[よーっ]と L6C△, な[よっ]な[よっ]と L3A.L3A△ 

o0488｜形容動詞 通常ア：な[よなよに L0A△
o0489｜文脈・構造 芯がなくて弱々しく｜なよなよと｜ABABto
o0489｜情態副詞ア 通常ア：[な]よなよと H1
o0489｜情副挿入形 なよな[よっ]と L5C△, なよな[よーっ]と L6C△, な[よっ]な[よっ]と L3A.L3A△ 

o0489｜形容動詞 通常ア：な[よなよに L0A
o0490｜文脈・構造 うれしそうに明るく笑って｜にこにこと｜ABABto
o0490｜情態副詞ア 通常ア：[に]こにこと H1
o0490｜情副挿入形 にこに[こっ]と L5C△, にこに[こーっ]と L6C△, [にっ]こ[にっ]こと H2.H2△, に[こっ]

に[こっ]と L3A.L3A△
o0490｜形容動詞 通常ア：に[こにこに L0A｜挿入形：にっ[こにこに L0B△, にっこ[にっこに L0C△

o0491｜文脈・構造 喜びを隠しきれずに下品に｜にたにたと｜ABABto
o0491｜情態副詞ア 通常ア：[に]たにたと H1
o0491｜情副挿入形 にたに[たっ]と L5C△, にたに[たーっ]と L6C△, [にっ]た[にっ]たと H2.H2△, に[たっ]

に[たっ]と L3A.L3A△
o0491｜形容動詞 通常ア：に[たにたに L0A

o0492｜文脈・構造 やわらかいものを口中でかみ｜にちゃにちゃと｜ABABto
o0492｜情態副詞ア 通常ア：[に]ちゃにちゃと H1
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o0492｜情副挿入形 にちゃに[ちゃっ]と L5C△, にちゃに[ちゃーっ]と L6C△, に[ちゃっ]に[ちゃっ]と
L3A.L3A△ 

o0492｜形容動詞 通常ア：に[ちゃにちゃに L0A△
o0493｜文脈・構造 冷ややかに薄笑いを浮かべて｜にやにやと｜ABABto
o0493｜情態副詞ア 通常ア：[に]やにやと H1
o0493｜情副挿入形 にやに[やっ]と L5C△, にやに[やーっ]と L6C△, [にー]や[にー]やと H2.H2△, に[やっ]

に[やっ]と L3A.L3A△
o0493｜形容動詞 通常ア：に[やにやに L0A△

o0494｜文脈・構造 すべってつかみどころがなく｜にゅるにゅると｜ABABto
o0494｜情態副詞ア 通常ア：[にゅ]るにゅると H1
o0494｜情副挿入形 にゅるにゅ[るっ]と L5C△, にゅるにゅ[るーっ]と L6C△, にゅ[るっ]にゅ[るっ]と

L3A.L3A△ 
o0494｜形容動詞 通常ア：にゅ[るにゅるに L0A

o0495｜文脈・構造 長くうねるものがのび進んで｜にゅるにゅると｜ABABto
o0495｜情態副詞ア 通常ア：[にゅ]るにゅると H1
o0495｜情副挿入形 にゅるにゅ[るっ]と L5C△, にゅるにゅ[るーっ]と L6C△, にゅ[るっ]にゅ[るっ]と

L3A.L3A△ 
o0495｜形容動詞 通常ア：にゅ[るにゅるに L0A

o0496｜文脈・構造 植物などが次々に生えてのび｜にょきにょきと｜ABABto
o0496｜情態副詞ア 通常ア：[にょ]きにょきと H1
o0496｜情副挿入形 にょきにょ[きっ]と L5C△, にょきにょ[きーっ]と L6C△, [にょっ]き[にょっ]きと

H2.H2, にょ[きっ]にょ[きっ]と L3A.L3A△
o0496｜形容動詞 通常ア：にょ[きにょきに L0A｜挿入形：にょっ[きにょきに L0B△ 

o0497｜文脈・構造 自分だけうまいことをやって｜ぬくぬくと｜ABABto
o0497｜情態副詞ア 通常ア：[ぬ]くぬくと H1
o0497｜情副挿入形 ぬくぬ[くっ]と L5C△, ぬくぬ[くーっ]と L6C△, [ぬっ]く[ぬっ]くと H2.H2△ 

o0497｜形容動詞 通常ア：ぬ[くぬくに L0A｜挿入形：ぬっ[くぬくに L0B△, ぬっく[ぬっくに L0C△
o0498｜文脈・構造 あたたかい所で心地よく｜ぬくぬくと｜ABABto
o0498｜情態副詞ア 通常ア：[ぬくぬく]と H4, [ぬくぬ]くと H3, [ぬく]ぬくと H2｜強調ア：[ぬ]くぬくと H1,

ぬ[く]ぬくと L2△ 
o0498｜情副挿入形 ぬくぬ[くっ]と L5C△, ぬくぬ[くーっ]と L6C△

o0498｜形容動詞 通常ア：ぬ[くぬくに L0A｜挿入形：ぬっ[くぬくに L0B△, ぬっく[ぬっくに L0C△
o0499｜文脈・構造 自慢や作り話を言ってのけて｜ぬけぬけと｜ABABto
o0499｜情態副詞ア 通常ア：[ぬけぬ]けと H3, [ぬけ]ぬけと H2｜強調ア：[ぬ]けぬけと H1, ぬ[け]ぬけと L2

△ 
o0499｜情副挿入形 ぬけぬ[けっ]と L5C△, ぬけぬ[けーっ]と L6C△
o0500｜文脈・構造 知らないふりでしらじらしく｜ぬけぬけと｜ABABto
o0500｜情態副詞ア 通常ア：[ぬけぬけ]と H4, [ぬけぬ]けと H3, [ぬけ]ぬけと H2｜強調ア：[ぬ]けぬけと H1

△, ぬ[け]ぬけと L2△
o0500｜情副挿入形 ぬけぬ[けっ]と L5C△, ぬけぬ[けーっ]と L6C△
o0501｜文脈・構造 表面がぬれてやわらかく光り｜ぬめぬめと｜ABABto
o0501｜情態副詞ア 通常ア：[ぬ]めぬめと H1
o0501｜情副挿入形 ぬめぬ[めっ]と L5C△, ぬめぬ[めーっ]と L6C△, ぬ[めっ]ぬ[めっ]と L3A.L3A△ 

o0501｜形容動詞 通常ア：ぬ[めぬめに L0A△
o0502｜文脈・構造 油や粘液などで表面が粘って｜ぬめぬめと｜ABABto
o0502｜情態副詞ア 通常ア：[ぬ]めぬめと H1
o0502｜情副挿入形 ぬめぬ[めっ]と L5C△, ぬめぬ[めーっ]と L6C△, ぬ[めっ]ぬ[めっ]と L3A.L3A△ 

o0502｜形容動詞 通常ア：ぬ[めぬめに L0A△
o0503｜文脈・構造 油や粘液などで表面が粘って｜ぬらぬらと｜ABABto
o0503｜情態副詞ア 通常ア：[ぬ]らぬらと H1
o0503｜情副挿入形 ぬらぬ[らっ]と L5C△, ぬらぬ[らーっ]と L6C△, ぬ[らっ]ぬ[らっ]と L3A.L3A△ 

o0503｜形容動詞 通常ア：ぬ[らぬらに L0A△
o0504｜文脈・構造 油や粘液などで表面が粘って｜ぬるぬると｜ABABto
o0504｜情態副詞ア 通常ア：[ぬ]るぬると H1
o0504｜情副挿入形 ぬるぬ[るっ]と L5C△, ぬるぬ[るーっ]と L6C△, ぬ[るっ]ぬ[るっ]と L3A.L3A△ 

o0504｜形容動詞 通常ア：ぬ[るぬるに L0A
o0505｜文脈・構造 しつこく不快に粘りついて｜ねちねちと｜ABABto
o0505｜情態副詞ア 通常ア：[ね]ちねちと H1
o0505｜情副挿入形 ねちね[ちっ]と L5C△, ねちね[ちーっ]と L6C△, ね[ちっ]ね[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0505｜形容動詞 通常ア：ね[ちねちに L0A｜挿入形：ねっ[ちねちに L0B△, ねっち[ねっちに L0C△
o0506｜文脈・構造 水けを含んで粘りついて｜ねちゃねちゃと｜ABABto
o0506｜情態副詞ア 通常ア：[ね]ちゃねちゃと H1
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o0506｜情副挿入形 ねちゃね[ちゃっ]と L5C△, ねちゃね[ちゃーっ]と L6C△, ね[ちゃっ]ね[ちゃっ]と
L3A.L3A△ 

o0506｜形容動詞 通常ア：ね[ちゃねちゃに L0A｜挿入形：ねっ[ちゃねちゃに L0B△, ねっちゃ[ねっち
ゃに L0C△ 

o0507｜文脈・構造 しきりに粘りついて｜ねとねとと｜ABABto
o0507｜情態副詞ア 通常ア：[ね]とねとと H1
o0507｜情副挿入形 ねとね[とっ]と L5C△, ねとね[とーっ]と L6C△, ね[とっ]ね[とっ]と L3A.L3A△ 

o0507｜形容動詞 通常ア：ね[とねとに L0A｜挿入形：ねっ[とねとに L0B△
o0508｜文脈・構造 納豆などが粘って糸を引いて｜ねばねばと｜ABABto
o0508｜情態副詞ア 通常ア：[ね]ばねばと H1
o0508｜情副挿入形 ねばね[ばっ]と L5C△, ねばね[ばーっ]と L6C△, ね[ばっ]ね[ばっ]と L3A.L3A△ 

o0508｜形容動詞 通常ア：ね[ばねばに L0A
o0509｜文脈・構造 恥じらいもなく平気で現れて｜のこのこと｜ABABto
o0509｜情態副詞ア 通常ア：[の]このこと H1
o0509｜情副挿入形 のこの[こっ]と L5C△, のこの[こーっ]と L6C△, [のっ]こ[のっ]こと H2.H2△, の[こっ]

の[こっ]と L3A.L3A△
o0510｜文脈・構造 周囲の状況に無頓着に現れて｜のこのこと｜ABABto
o0510｜情態副詞ア 通常ア：[の]このこと H1
o0510｜情副挿入形 のこの[こっ]と L5C△, のこの[こーっ]と L6C△, [のっ]こ[のっ]こと H2.H2△, の[こっ]

の[こっ]と L3A.L3A△
o0511｜文脈・構造 無頓着にゆっくり出てきて｜のこのこと｜ABABto
o0511｜情態副詞ア 通常ア：[の]このこと H1
o0511｜情副挿入形 のこの[こっ]と L5C△, のこの[こーっ]と L6C△, [のっ]こ[のっ]こと H2.H2△, の[こっ]

の[こっ]と L3A.L3A△
o0512｜文脈・構造 力強く重々しい足どりで｜のしのしと｜ABABto
o0512｜情態副詞ア 通常ア：[の]しのしと H1
o0512｜情副挿入形 のしの[しっ]と L5C△, のしの[しーっ]と L6C△, [のっ]し[のっ]しと H2.H2△ 
o0513｜文脈・構造 大男がにぶそうな動きで｜のそのそと｜ABABto
o0513｜情態副詞ア 通常ア：[の]そのそと H1
o0513｜情副挿入形 のその[そっ]と L5C△, のその[そーっ]と L6C△, [のっ]そ[のっ]そと H2.H2△, の[そっ]

の[そっ]と L3A.L3A△
o0514｜文脈・構造 動作が遅くて｜のそのそと｜ABABto
o0514｜情態副詞ア 通常ア：[の]そのそと H1
o0514｜情副挿入形 のその[そっ]とL5C△, のその[そーっ]とL6C△, の[そっ]の[そっ]とL3A.L3A△, [のっ]

そ[のっ]そと H2.H2△
o0514｜形容動詞 通常ア：の[そのそに L0A△

o0515｜文脈・構造 いらだたしいほどゆっくりと｜のたのたと｜ABABto
o0515｜情態副詞ア 通常ア：[の]たのたと H1
o0515｜情副挿入形 のたの[たっ]とL5C△, のたの[たー]とL5C△, のたの[たーっ]とL6C△, [のっ]た[のっ]

たと H2.H2△, の[たっ]の[たっ]と L3A.L3A△
o0515｜形容動詞 通常ア：の[たのたに L0A△

o0516｜文脈・構造 障りなくのびたり、成長して｜のびのびと｜ABABto
o0516｜情態副詞ア 通常ア：[のびのび]と H4, [のびの]びと H3, [のび]のびと H2｜強調ア：[の]びのびと H1
o0516｜情副挿入形 のびの[びっ]と L5C△, のびの[びーっ]と L6C△
o0517｜文脈・構造 何となく怠惰に時を過ごして｜のめのめと｜ABABto
o0517｜情態副詞ア 通常ア：[のめの]めと H3, [のめ]のめと H2｜強調ア：[の]めのめと H1 
o0517｜情副挿入形 のめの[めっ]と L5C△, のめの[めーっ]と L6C△
o0518｜文脈・構造 恥じらいもなく平然として｜のめのめと｜ABABto
o0518｜情態副詞ア 通常ア：[のめのめ]と H4, [のめの]めと H3, [のめ]のめと H2｜強調ア：[の]めのめと H1
o0519｜文脈・構造 にぶい動きでなかなか進まず｜のろのろと｜ABABto
o0519｜情態副詞ア 通常ア：[の]ろのろと H1
o0519｜情副挿入形 のろの[ろっ]と L5C△, のろの[ろーっ]と L6C△, [のー]ろ[のー]ろと H2.H2△, の[ろっ]

の[ろっ]と L3A.L3A△
o0519｜形容動詞 通常ア：の[ろのろに L0A△

o0520｜文脈・構造 動作が遅くてなかなか進まず｜のろのろと｜ABABto
o0520｜情態副詞ア 通常ア：[の]ろのろと H1
o0520｜情副挿入形 のろの[ろっ]と L5C△, のろの[ろーっ]と L6C△, [のー]ろ[のー]ろと H2.H2△, の[ろっ]

の[ろっ]と L3A.L3A△
o0520｜形容動詞 通常ア：の[ろのろに L0A

o0521｜文脈・構造 ウマが軽やかに足音をたてて｜ぱかぱかと｜ABABto
o0521｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]かぱかと H1
o0521｜情副挿入形 ぱかぱ[かっ]と L5C△, ぱかぱ[かーっ]と L6C△, [ぱっ]か[ぱっ]か H2.H2△, ぱ[かっ]ぱ
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[かっ]と L3A.L3A△ 
o0522｜文脈・構造 返事やことばが活発で明るく｜はきはきと｜ABABto
o0522｜情態副詞ア 通常ア：[は]きはきと H1
o0522｜情副挿入形 はきは[きっ]と L5C△, はきは[きーっ]と L6C△, は[きっ]は[きっ]と L3A.L3A△ 
o0523｜文脈・構造 乾いたものが勢いよく折れて｜ばきばきと｜ABABto
o0523｜情態副詞ア 通常ア：[ば]きばきと H1
o0523｜情副挿入形 ばきば[きっ]と L5C△, ばきば[きーっ]と L6C△, ば[きっ]ば[きっ]と L3A.L3A△ 

o0523｜形容動詞 通常ア：ば[きばきに L0A△
o0524｜文脈・構造 かたくてこわばって｜ばきばきと｜ABABto
o0524｜情態副詞ア 通常ア：[ば]きばきと H1
o0524｜情副挿入形 ばきば[きっ]と L5C△, ばきば[きーっ]と L6C△, ば[きっ]ば[きっ]と L3A.L3A△ 

o0524｜形容動詞 通常ア：ば[きばきに L0A｜挿入形：ばっ[きばきに L0B△
o0525｜文脈・構造 細いものが次々に折れて｜ぱきぱきと｜ABABto
o0525｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]きぱきと H1
o0525｜情副挿入形 ぱきぱ[きっ]と L5C△, ぱきぱ[きーっ]と L6C△, ぱ[きっ]ぱ[きっ]と L3A.L3A△ 

o0525｜形容動詞 通常ア：ぱ[きぱきに L0A△
o0526｜文脈・構造 大口を盛んに開け閉めして｜ばくばくと｜ABABto
o0526｜情態副詞ア 通常ア：[ば]くばくと H1
o0526｜情副挿入形 ばくば[くっ]と L5C△, ばくば[くーっ]と L6C△, ば[くっ]ば[くっ]と L3A.L3A△ 
o0527｜文脈・構造 大口を盛んに開け閉めして｜ぱくぱくと｜ABABto
o0527｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]くぱくと H1
o0527｜情副挿入形 ぱくぱ[くっ]と L5C△, ぱくぱ[くーっ]と L6C△, ぱ[くっ]ぱ[くっ]と L3A.L3A△ 

o0527｜形容動詞 通常ア：ぱ[くぱくに L0A△
o0528｜文脈・構造 食品の水分が不足してまずく｜ばさばさと｜ABABto
o0528｜情態副詞ア 通常ア：[ば]さばさと H1
o0528｜情副挿入形 ばさば[さっ]と L5C△, ばさば[さーっ]と L6C△, ば[さっ]ば[さっ]と L3A.L3A△ 

o0528｜形容動詞 通常ア：ば[さばさに L0A｜挿入形：ばっ[さばさに L0B△
o0529｜文脈・構造 髪や書類などが乱れて｜ばさばさと｜ABABto
o0529｜情態副詞ア 通常ア：[ば]さばさと H1
o0529｜情副挿入形 ばさば[さっ]と L5C△, ばさば[さーっ]と L6C△, [ばっ]さ[ばっ]さと H2.H2△, ば[さっ]

ば[さっ]と L3A.L3A△
o0529｜形容動詞 通常ア：ば[さばさに L0A｜挿入形：ばっ[さばさに L0B△, ばっさ[ばっさに L0C△

o0530｜文脈・構造 しっとりしたうるおいがなく｜ぱさぱさと｜ABABto
o0530｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]さぱさと H1
o0530｜情副挿入形 ぱさぱ[さっ]と L5C△, ぱさぱ[さーっ]と L6C△, [ぱっ]さ[ぱっ]さと H2.H2△, ぱ[さっ]

ぱ[さっ]と L3A.L3A△
o0530｜形容動詞 通常ア：ぱ[さぱさに L0A｜挿入形：ぱっ[さぱさに L0B△

o0531｜文脈・構造 遠慮なくきびしいもの言いで｜ばしばしと｜ABABto
o0531｜情態副詞ア 通常ア：[ば]しばしと H1
o0531｜情副挿入形 ばしば[しっ]と L5C△, ばしば[しーっ]と L6C△, ば[しっ]ば[しっ]と L3A.L3A△ 
o0532｜文脈・構造 平手などで何度も強くたたき｜ばしばしと｜ABABto
o0532｜情態副詞ア 通常ア：[ば]しばしと H1
o0532｜情副挿入形 ばしば[しっ]と L5C△, ばしば[しーっ]と L6C△, ば[しっ]ば[しっ]と L3A.L3A△ 

o0532｜形容動詞 通常ア：ば[しばしに L0A△
o0533｜文脈・構造 かたく薄いものが折れ曲がり｜ぱしぱしと｜ABABto
o0533｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]しぱしと H1
o0533｜情副挿入形 ぱしぱ[しっ]と L5C△, ぱしぱ[しーっ]と L6C△, ぱ[しっ]ぱ[しっ]と L3A.L3A△ 
o0534｜文脈・構造 風に布などがひるがえって｜はたはたと｜ABABto
o0534｜情態副詞ア 通常ア：[は]たはたと H1｜強調ア：は[た]はたと L2△
o0534｜情副挿入形 はたは[たっ]と L5C△, はたは[たーっ]と L6C△
o0535｜文脈・構造 続けざまに打ち合わせて｜はたはたと｜ABABto
o0535｜情態副詞ア 通常ア：[は]たはたと H1
o0535｜情副挿入形 はたは[たっ]と L5C△, はたは[たーっ]と L6C△, は[たっ]は[たっ]と L3A.L3A△ 
o0536｜文脈・構造 風に布などが強くあおられて｜ばたばたと｜ABABto
o0536｜情態副詞ア 通常ア：[ば]たばたと H1
o0536｜情副挿入形 ばたば[たっ]と L5C△, [ばっ]たばたと H2△, [ばっ]た[ばっ]たと H2.H2△, ば[たっ]ば

[たっ]と L3A.L3A△ 
o0536｜形容動詞 通常ア：ば[たばたに L0A｜挿入形：ばっ[たばたに L0B△

o0537｜文脈・構造 音をたてて、勢いよく歩いて｜ばたばたと｜ABABto
o0537｜情態副詞ア 通常ア：[ば]たばたと H1
o0537｜情副挿入形 ばたば[たっ]と L5C△, ばたば[たーっ]と L6C△, [ばっ]た[ばっ]たと H2.H2△ 
o0538｜文脈・構造 あわただしくことを行って｜ばたばたと｜ABABto
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o0538｜情態副詞ア 通常ア：[ば]たばたと H1
o0538｜情副挿入形 ばたば[たっ]と L5C△, ばたば[たーっ]と L6C△

o0538｜形容動詞 通常ア：ば[たばたに L0A△｜挿入形：ばっ[たばたに L0B△, ばった[ばったに L0C△
o0539｜文脈・構造 続けてはげしく打ち合わせ｜ばたばたと｜ABABto
o0539｜情態副詞ア 通常ア：[ば]たばたと H1
o0539｜情副挿入形 ばたば[たっ]と L5C△, ばたば[たーっ]と L6C△, ば[たっ]ば[たっ]と L3A.L3A△ 

o0539｜形容動詞 通常ア：ば[たばたに L0A△｜挿入形：ばっ[たばたに L0B△, ばった[ばったに L0C△
o0540｜文脈・構造 風に布などが軽くあおられて｜ぱたぱたと｜ABABto
o0540｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]たぱたと H1
o0540｜情副挿入形 ぱたぱ[たっ]と L5C△, ぱ[たっ]ぱ[たっ]と L3A.L3A△

o0540｜形容動詞 通常ア：ぱ[たぱたに L0A△
o0541｜文脈・構造 音をたてて、勢いよく歩いて｜ぱたぱたと｜ABABto
o0541｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]たぱたと H1
o0541｜情副挿入形 ぱたぱ[たっ]と L5C△, ぱたぱ[たーっ]と L6C△, [ぱっ]た[ぱっ]たと H2.H2△ 
o0542｜文脈・構造 忙しく動き回って騒いで｜ぱたぱたと｜ABABto
o0542｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]たぱたと H1
o0542｜情副挿入形 ぱたぱ[たっ]と L5C△, ぱたぱ[たーっ]と L6C△, [ぱっ]た[ぱっ]たと H2.H2△, ぱ[たっ]

ぱ[たっ]と L3A.L3A△
o0542｜形容動詞 通常ア：ぱ[たぱたに L0A△｜挿入形：ぱっ[たぱたに L0B△, ぱった[ぱったに L0C△

o0543｜文脈・構造 続けざまに軽く打ち合わせて｜ぱたぱたと｜ABABto
o0543｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]たぱたと H1
o0543｜情副挿入形 ぱたぱ[たっ]と L5C△, ぱたぱ[たーっ]と L6C△, ぱ[たっ]ぱ[たっ]と L3A.L3A△ 

o0543｜形容動詞 通常ア：ぱ[たぱたに L0A△｜挿入形：ぱっ[たぱたに L0B△, ぱった[ぱったに L0C△
o0544｜文脈・構造 ものが焼けたり火花が散って｜ばちばちと｜ABABto
o0544｜情態副詞ア 通常ア：[ば]ちばちと H1
o0544｜情副挿入形 ばちば[ちっ]と L5C△, ばちば[ちーっ]と L6C△, ば[ちっ]ば[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0544｜形容動詞 通常ア：ば[ちばちに L0A△｜挿入形：ばっ[ちばちに L0B△
o0545｜文脈・構造 平手などで何度も強くたたき｜ばちばちと｜ABABto
o0545｜情態副詞ア 通常ア：[ば]ちばちと H1
o0545｜情副挿入形 ばちば[ちっ]と L5C△, ばちば[ちーっ]と L6C△, ば[ちっ]ば[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0545｜形容動詞 通常ア：ば[ちばちに L0A△
o0546｜文脈・構造 火が強くはぜて燃えて｜ぱちぱちと｜ABABto
o0546｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]ちぱちと H1
o0546｜情副挿入形 ぱちぱ[ちっ]と L5C△, ぱちぱ[ちーっ]と L6C△, ぱ[ちっ]ぱ[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0546｜形容動詞 通常ア：ぱ[ちぱちに L0A△
o0547｜文脈・構造 拍手して｜ぱちぱちと｜ABABto
o0547｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]ちぱちと H1
o0547｜情副挿入形 ぱちぱ[ちっ]と L5C△, ぱちぱ[ちーっ]と L6C△, ぱ[ちっ]ぱ[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0547｜形容動詞 通常ア：ぱ[ちぱちに L0A△
o0548｜文脈・構造 目を大きく見ひらいて｜ぱちぱちと｜ABABto
o0548｜情態副詞ア 通常ア：[ぱち]ぱちと H2｜強調ア：[ぱ]ちぱちと H1△
o0548｜情副挿入形 ぱちぱ[ちっ]と L5C△, ぱ[ちっ]ぱ[ちっ]と L3A.L3A△

o0548｜形容動詞 通常ア：ぱ[ちぱちに L0A△｜挿入形：ぱっ[ちぱちに L0B△
o0549｜文脈・構造 空気を含んでやわらかく｜ぱふぱふと｜ABABto
o0549｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]ふぱふと H1
o0549｜情副挿入形 ぱふぱ[ふっ]と L5C△, ぱふぱ[ふーっ]と L6C△, [ぱっ]ふ[ぱっ]ふと H2.H2△, ぱ[ふっ]

ぱ[ふっ]と L3A.L3A△
o0549｜形容動詞 通常ア：ぱ[ふぱふに L0A

o0550｜文脈・構造 粉雪などがごく軽いようすで｜はらはらと｜ABABto
o0550｜情態副詞ア 通常ア：[は]らはらと H1
o0550｜情副挿入形 はらは[らっ]と L5C△, はらは[らーっ]と L6C△
o0551｜文脈・構造 涙がとめどなく流れて｜はらはらと｜ABABto
o0551｜情態副詞ア 通常ア：[は]らはらと H1
o0551｜情副挿入形 はらは[らっ]と L5C△, はらは[らーっ]と L6C△
o0552｜文脈・構造 どうなることかと心配で｜はらはらと｜ABABto
o0552｜情態副詞ア 通常ア：[は]らはらと H1
o0552｜情副挿入形 はらは[らっ]と L5C△, はらは[らーっ]と L6C△, は[らっ]は[らっ]と L3A.L3A△ 

o0552｜形容動詞 通常ア：は[らはらに L0A△
o0553｜文脈・構造 涙や花びらなどが次々と落ち｜はらはらと｜ABABto
o0553｜情態副詞ア 通常ア：[は]らはらと H1
o0553｜情副挿入形 はらは[らっ]と L5C△, はらは[らーっ]と L6C△, は[らっ]は[らっ]と L3A.L3A△ 

o0553｜形容動詞 通常ア：は[らはらに L0A△
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o0554｜文脈・構造 大粒の雨や雹などが急に降り｜ばらばらと｜ABABto
o0554｜情態副詞ア 通常ア：[ば]らばらと H1
o0554｜情副挿入形 ばらば[らっ]と L5C△, ばらば[らーっ]と L6C△
o0555｜文脈・構造 多数が次々に立ったり、動いて｜ばらばらと｜ABABto
o0555｜情態副詞ア 通常ア：[ば]らばらと H1
o0555｜情副挿入形 ばらば[らっ]と L5C△, ばらば[らーっ]と L6C△

o0555｜形容動詞 通常ア：ば[らばらに L0A△
o0556｜文脈・構造 こまかくなって落ちて｜ばらばらと｜ABABto
o0556｜情態副詞ア 通常ア：[ば]らばらと H1
o0556｜情副挿入形 ばらば[らっ]と L5C△, ばらば[らーっ]と L6C△, ば[らっ]ば[らっ]と L3A.L3A△ 

o0556｜形容動詞 通常ア：ばらばらに L0A
o0557｜文脈・構造 まとまらずに分散・独立して｜ばらばらと｜ABABto
o0557｜情態副詞ア 通常ア：[ば]らばらと H1
o0557｜情副挿入形 ばらば[らっ]と L5C△, ばらば[らーっ]と L6C△, ば[らっ]ば[らっ]と L3A.L3A△ 

o0557｜形容動詞 通常ア：ば[らばらに L0A
o0558｜文脈・構造 少量の雨や霰などが急に降り｜ぱらぱらと｜ABABto
o0558｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]らぱらと H1
o0558｜情副挿入形 [ぱらぱらっ]と H5△, ぱらぱ[らっ]と L5C△, [ぱらぱらーっ]と H6△, ぱらぱ[らーっ]

と L6C△ 
o0559｜文脈・構造 雨や霰や葉などがまばらに｜ぱらぱらと｜ABABto
o0559｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]らぱらと H1
o0559｜情副挿入形 ぱらぱ[らっ]と L5C△, ぱらぱ[らーっ]と L6C△, ぱ[らっ]ぱ[らっ]と L3A.L3A△ 

o0559｜形容動詞 通常ア：ぱ[らぱらに L0A△
o0560｜文脈・構造 まばらに散らばって｜ぱらぱらと｜ABABto
o0560｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]らぱらと H1
o0560｜情副挿入形 ぱらぱ[らっ]と L5C△, ぱらぱ[らーっ]と L6C△, ぱ[らっ]ぱ[らっ]と L3A.L3A△ 

o0560｜形容動詞 通常ア：ぱ[らぱらに L0A
o0561｜文脈・構造 かたいものをかみ砕いて｜ばりばりと｜ABABto
o0561｜情態副詞ア 通常ア：[ば]りばりと H1
o0561｜情副挿入形 ばりば[りっ]と L5C△, ばりば[りーっ]と L6C△, ば[りっ]ば[りっ]と L3A.L3A△ 

o0561｜形容動詞 通常ア：ば[りばりに L0A△
o0562｜文脈・構造 石や弾丸が続けて発射され｜ばりばりと｜ABABto
o0562｜情態副詞ア 通常ア：[ばりばり]と H4｜強調ア：[ば]りばりと H1△
o0562｜情副挿入形 [ばりばりっ]と H5△, ばりば[りっ]と L5C△, [ばりばりーっ]と H6△, ばりば[りーっ]

と L6C△, ば[りっ]ば[りっ]と L3A.L3A△
o0562｜形容動詞 通常ア：ば[りばりに L0A△

o0563｜文脈・構造 こわばったものがふれ合って｜ばりばりと｜ABABto
o0563｜情態副詞ア 通常ア：[ばりばり]と H4, [ばり]ばりと H2｜強調ア：[ば]りばりと H1△ 
o0563｜情副挿入形 [ばりばりっ]と H5△, ばりば[りっ]と L5C△, ばりば[りーっ]と H6△, ばりば[りーっ]

と L6C△, ば[りっ]ば[りっ]と L3A.L3A△
o0563｜形容動詞 通常ア：ば[りばりに L0A

o0564｜文脈・構造 景気や羽振りがよく｜ばりばりと｜ABABto
o0564｜情態副詞ア 通常ア：[ばりばり]と H4, [ばりば]りと H3, [ばり]ばりと H2｜強調ア：[ば]りばりと H1

△ 
o0564｜情副挿入形 ばりば[りっ]と L5C△, ばりば[りーっ]と L6C△, ば[りっ]ば[りっ]と L3A.L3A△ 

o0564｜形容動詞 通常ア：ば[りばりに L0A｜挿入形：ばっ[りばりに L0B△
o0565｜文脈・構造 乾燥した状態で燃えさかって｜ぱりぱりと｜ABABto
o0565｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]りぱりと H1
o0565｜情副挿入形 ぱりぱ[りっ]と L5C△, ぱりぱ[りーっ]と L6C△
o0566｜文脈・構造 歯切れよくものをかんで｜ぱりぱりと｜ABABto
o0566｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]りぱりと H1
o0566｜情副挿入形 ぱりぱ[りっ]と L5C△, ぱりぱ[りーっ]と L6C△, ぱ[りっ]ぱ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0566｜形容動詞 通常ア：ぱ[りぱりに L0A△
o0567｜文脈・構造 勢いが盛んで活動的で｜ぱりぱりと｜ABABto
o0567｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]りぱりと H1
o0567｜情副挿入形 ぱりぱ[りっ]と L5C△, ぱりぱ[りーっ]と L6C△, ぱ[りっ]ぱ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0567｜形容動詞 通常ア：ぱ[りぱりに L0A△
o0568｜文脈・構造 強く引き裂いたり引き剥がし｜ぱりぱりと｜ABABto
o0568｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]りぱりと H1
o0568｜情副挿入形 ぱりぱ[りっ]と L5C△, ぱりぱ[りーっ]と L6C△, ぱ[りっ]ぱ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0568｜形容動詞 通常ア：ぱ[りぱりに L0A△
o0569｜文脈・構造 布や紙が勢いよく破れて｜ぱりぱりと｜ABABto



付録 8 オノマトペ 

- 276 - 

 

o0569｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]りぱりと H1
o0569｜情副挿入形 ぱりぱ[りっ]と L5C△, ぱりぱ[りーっ]と L6C△, ぱ[りっ]ぱ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0569｜形容動詞 通常ア：ぱ[りぱりに L0A△
o0570｜文脈・構造 新入生が期待と喜びで輝いて｜ぴかぴかと｜ABABto
o0570｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]かぴかと H1
o0570｜情副挿入形 ぴかぴ[かっ]と L5C△, ぴかぴ[かーっ]と L6C△, [ぴっ]か[ぴっ]かと H2.H2△ 

o0570｜形容動詞 通常ア：ぴ[かぴかに L0A｜挿入形：ぴっ[かぴかに L0B△, ぴっか[ぴっかに L0C△
o0571｜文脈・構造 点滅したり光線をよく反射し｜ぴかぴかと｜ABABto
o0571｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]かぴかと H1
o0571｜情副挿入形 ぴかぴ[かっ]と L5C△, ぴかぴ[かーっ]と L6C△, [ぴっ]か[ぴっ]かと H2.H2△, ぴ[かっ]

ぴ[かっ]と L3A.L3A△
o0571｜形容動詞 通常ア：ぴ[かぴかに L0A｜挿入形：ぴっ[かぴかに L0B△, ぴっか[ぴっかに L0C△

o0572｜文脈・構造 けいれんして神経をとがらせ｜ぴきぴきと｜ABABto
o0572｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]きぴきと H1
o0572｜情副挿入形 ぴきぴ[きっ]と L5C△, ぴきぴ[きーっ]と L6C△, ぴ[きっ]ぴ[きっ]と L3A.L3A△ 
o0573｜文脈・構造 体の一部がこきざみに痙攣し｜ひくひくと｜ABABto
o0573｜情態副詞ア 通常ア：[ひ]くひくと H1
o0573｜情副挿入形 ひくひ[くっ]と L5C△, ひくひ[くーっ]と L6C△, [ひっ]く[ひっ]くと H2.H2△, ひ[くっ]

ひ[くっ]と L3A.L3A△
o0573｜形容動詞 通常ア：ひ[くひくに L0A△｜挿入形：ひっ[くひくに L0B△, ひっく[ひっくに L0C△

o0574｜文脈・構造 体の一部が小さくひきつって｜びくびくと｜ABABto
o0574｜情態副詞ア 通常ア：[び]くびくと H1
o0574｜情副挿入形 びくび[くっ]と L5C△, びくび[くーっ]と L6C△, [びっ]く[びっ]くと H2.H2△, び[くっ]

び[くっ]と L3A.L3A△
o0574｜形容動詞 通常ア：び[くびくに L0A△｜挿入形：びっ[くびくに L0B△

o0575｜文脈・構造 不安や恐れで心も体もふるえ｜びくびくと｜ABABto
o0575｜情態副詞ア 通常ア：[び]くびくと H1
o0575｜情副挿入形 びくび[くっ]と L5C△, びくび[くーっ]と L6C△, び[くっ]び[くっ]と L3A.L3A△ 

o0575｜形容動詞 通常ア：び[くびくに L0A△
o0576｜文脈・構造 体の一部が小さくひきつって｜ぴくぴくと｜ABABto
o0576｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]くぴくと H1
o0576｜情副挿入形 ぴくぴ[くっ]と L5C△, ぴくぴ[くーっ]と L6C△, [ぴっ]く[ぴっ]くと H2.H2△, ぴ[くっ]

ぴ[くっ]と L3A.L3A△
o0576｜形容動詞 通常ア：ぴ[くぴくに L0A△｜挿入形：ぴっ[くぴくに L0B△

o0577｜文脈・構造 少しずつこまかくふるえて｜ぴこぴこと｜ABABto
o0577｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]こぴこと H1
o0577｜情副挿入形 ぴこぴ[こっ]と L5C△, ぴこぴ[こーっ]と L6C△, ぴ[こっ]ぴ[こっ]と L3A.L3A△ 

o0577｜形容動詞 通常ア：ぴ[こぴこに L0A△
o0578｜文脈・構造 むちなどで何度も強く打って｜びしびしと｜ABABto
o0578｜情態副詞ア 通常ア：[び]しびしと H1
o0578｜情副挿入形 びしび[しっ]とL5C△, びしび[しーっ]とL6C△, [びっ]し[び]しとH2.H1△, [びっ]し[び

っ]しと H2.H2△, び[しっ]び[しっ]と L3A.L3A△
o0578｜形容動詞 通常ア：び[しびしに L0A△

o0579｜文脈・構造 むちなどで何度も強く打って｜ぴしぴしと｜ABABto
o0579｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]しぴしと H1
o0579｜情副挿入形 ぴしぴ[しっ]とL5C△, ぴしぴ[しーっ]とL6C△, [ぴっ]し[ぴ]しとH2.H1△, [ぴっ]し[ぴ

っ]しと H2.H2△, ぴ[しっ]ぴ[しっ]と L3A.L3A△
o0579｜形容動詞 通常ア：ぴ[しぴしに L0A△

o0580｜文脈・構造 次から次へと的を射って｜ぴしぴしと｜ABABto
o0580｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]しぴしと H1
o0580｜情副挿入形 ぴしぴ[しっ]と L5C△, ぴしぴ[しーっ]と L6C△, ぴ[しっ]ぴ[しっ]と L3A.L3A△ 

o0580｜形容動詞 通常ア：ぴ[しぴしに L0A△
o0581｜文脈・構造 水たまりになりつつ雨が降り｜びしゃびしゃと｜ABABto
o0581｜情態副詞ア 通常ア：[び]しゃびしゃと H1
o0581｜情副挿入形 びしゃび[しゃっ]と L5C△, びしゃび[しゃーっ]と L6C△

o0581｜形容動詞 通常ア：び[しゃびしゃに L0A｜挿入形：びっ[しゃびしゃに L0B, びっしゃ[びっしゃ
に L0C△ 

o0582｜文脈・構造 表面に水が溜まるほどで｜びしゃびしゃと｜ABABto
o0582｜情態副詞ア 通常ア：[び]しゃびしゃと H1
o0582｜情副挿入形 びしゃび[しゃっ]と L5C△, びしゃび[しゃーっ]と L6C△, び[しゃっ]び[しゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0582｜形容動詞 通常ア：び[しゃびしゃに L0A｜挿入形：びっ[しゃびしゃに L0B△ 
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o0583｜文脈・構造 平手などで何度も軽くたたき｜ぴしゃぴしゃと｜ABABto
o0583｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]しゃぴしゃと H1
o0583｜情副挿入形 ぴしゃぴ[しゃっ]と L5C△, ぴしゃぴ[しゃーっ]と L6C△, ぴ[しゃっ]ぴ[しゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0583｜形容動詞 通常ア：ぴ[しゃぴしゃに L0A△｜挿入形：ぴっ[しゃぴしゃに L0B△ 

o0584｜文脈・構造 梅雨の長雨が絶えまなく降り｜びしょびしょと｜ABABto
o0584｜情態副詞ア 通常ア：[び]しょびしょと H1
o0584｜情副挿入形 びしょび[しょっ]と L5C△, びしょび[しょーっ]と L6C△

o0584｜形容動詞 通常ア：び[しょびしょに L0A｜挿入形：びっ[しょびしょに L0B
o0585｜文脈・構造 大量の水でひどくぬれて｜びしょびしょと｜ABABto
o0585｜情態副詞ア 通常ア：[び]しょびしょと H1
o0585｜情副挿入形 びしょび[しょっ]と L5C△, びしょび[しょーっ]と L6C△, び[しょっ]び[しょっ]と

L3A.L3A△ 
o0585｜形容動詞 通常ア：び[しょびしょに L0A｜挿入形：びっ[しょびしょに L0B△ 

o0586｜文脈・構造 まわりに聞かれぬよう小声で｜ひそひそと｜ABABto
o0586｜情態副詞ア 通常ア：[ひ]そひそと H1
o0586｜情副挿入形 ひそひ[そっ]と L5C△, ひそひ[そーっ]と L6C△, ひ[そっ]ひ[そっ]と L3A.L3A△ 

o0586｜形容動詞 通常ア：ひ[そひそに L0A△
o0587｜文脈・構造 ちょうど浸るくらいの水で｜ひたひたと｜ABABto
o0587｜情態副詞ア 通常ア：[ひ]たひたと H1
o0587｜情副挿入形 ひたひ[たっ]と L5C△, ひたひ[たーっ]と L6C△

o0587｜形容動詞 通常ア：ひ[たひたに L0A
o0588｜文脈・構造 波などが岸に打ち当たって｜ひたひたと｜ABABto
o0588｜情態副詞ア 通常ア：[ひたひた]と H4, [ひた]ひたと H2｜強調ア：[ひ]たひたと H1 
o0588｜情副挿入形 ひたひ[たっ]と L5C△, ひたひ[たーっ]と L6C△, ひ[たっ]ひ[たっ]と L3A.L3A△ 

o0588｜形容動詞 通常ア：ひ[たひたに L0A△
o0589｜文脈・構造 足早に歩いて｜ぴたぴたと｜ABABto
o0589｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]たぴたと H1
o0589｜情副挿入形 ぴたぴ[たっ]と L5C△, ぴたぴ[たーっ]と L6C△
o0590｜文脈・構造 続けざまに密着して｜ぴたぴたと｜ABABto
o0590｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]たぴたと H1
o0590｜情副挿入形 ぴたぴ[たっ]と L5C△, ぴたぴ[たーっ]と L6C△, ぴ[たっ]ぴ[たっ]と L3A.L3A△ 

o0590｜形容動詞 通常ア：ぴ[たぴたに L0A｜挿入形：ぴっ[たぴたに L0B△, ぴった[ぴったに L0C△
o0591｜文脈・構造 平手で何度も軽くたたいて｜ぴたぴたと｜ABABto
o0591｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]たぴたと H1
o0591｜情副挿入形 ぴたぴ[たっ]と L5C△, ぴたぴ[たーっ]と L6C△, ぴ[たっ]ぴ[たっ]と L3A.L3A△ 

o0591｜形容動詞 通常ア：ぴ[たぴたに L0A△｜挿入形：ぴっ[たぴたに L0B△
o0592｜文脈・構造 若く健康で／魚のいきがよく｜ぴちぴちと｜ABABto
o0592｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]ちぴちと H1
o0592｜情副挿入形 ぴちぴ[ちっ]と L5C△, ぴちぴ[ちーっ]と L6C△, [ぴっ]ち[ぴっ]ちと H2.H2△, ぴ[ちっ]

ぴ[ちっ]と L3A.L3A△
o0592｜形容動詞 通常ア：ぴ[ちぴちに L0A｜挿入形：ぴっ[ちぴちに L0B△

o0593｜文脈・構造 水たまりになりつつ雨が降り｜びちゃびちゃと｜ABABto
o0593｜情態副詞ア 通常ア：[び]ちゃびちゃと H1
o0593｜情副挿入形 びちゃび[ちゃっ]と L5C△, びちゃび[ちゃーっ]と L6C△

o0593｜形容動詞 通常ア：び[ちゃびちゃに L0A｜挿入形：びっ[ちゃびちゃに L0B, びっちゃ[びっちゃ
に L0C△ 

o0594｜文脈・構造 表面に水が溜まるほどで｜びちゃびちゃと｜ABABto
o0594｜情態副詞ア 通常ア：[び]ちゃびちゃと H1
o0594｜情副挿入形 びちゃび[ちゃっ]と L5C△, びちゃび[ちゃーっ]と L6C△, び[ちゃっ]び[ちゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0594｜形容動詞 通常ア：び[ちゃびちゃに L0A｜挿入形：びっ[ちゃびちゃに L0B△ 

o0595｜文脈・構造 耳ざわりな舌の音をたてて｜ぴちゃぴちゃと｜ABABto
o0595｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]ちゃぴちゃと H1
o0595｜情副挿入形 ぴちゃぴ[ちゃっ]と L5C△, ぴちゃぴ[ちゃーっ]と L6C△, [ぴっ]ちゃ[ぴっ]ちゃと

H2.H2△, ぴ[ちゃっ]ぴ[ちゃっ]と L3A.L3A△
o0595｜形容動詞 通常ア：ぴ[ちゃぴちゃに L0A△｜挿入形：ぴっ[ちゃぴちゃに L0B△, ぴっちゃ[ぴっ

ちゃに L0C△ 
o0596｜文脈・構造 イヌなどが舌で音をたてて｜ぴちゃぴちゃと｜ABABto
o0596｜情態副詞ア 通常ア：[ぴちゃぴちゃ]と H4, [ぴちゃ]ぴちゃと H2｜強調ア：[ぴ]ちゃぴちゃと H1
o0596｜情副挿入形 ぴちゃぴ[ちゃっ]と L5C△, ぴちゃぴ[ちゃーっ]と L6C△, ぴ[ちゃっ]ぴ[ちゃっ]と

L3A.L3A△ 
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o0596｜形容動詞 通常ア：ぴ[ちゃぴちゃに L0A△｜挿入形：ぴっ[ちゃぴちゃに L0B△, ぴっちゃ[ぴっ
ちゃに L0C△ 

o0597｜文脈・構造 梅雨の長雨が絶えまなく降り｜びちょびちょと｜ABABto
o0597｜情態副詞ア 通常ア：[び]ちょびちょと H1

o0597｜形容動詞 通常ア：び[ちょびちょに L0A｜挿入形：びっ[ちょびちょに L0B, びっちょ[びっちょ
に L0B,L0C△ 

o0598｜文脈・構造 大量の水でひどくぬれて｜びちょびちょと｜ABABto
o0598｜情態副詞ア 通常ア：[び]ちょびちょと H1
o0598｜情副挿入形 びちょび[ちょっ]と L5C△, びちょび[ちょーっ]と L6C△, び[ちょっ]び[ちょっ]と

L3A.L3A△ 
o0598｜形容動詞 通常ア：び[ちょびちょに L0A｜挿入形：びっ[ちょびちょに L0B△ 

o0599｜文脈・構造 肌に冷たく感じて｜ひやひやと｜ABABto
o0599｜情態副詞ア 通常ア：[ひやひや]と H4, [ひやひ]やと H3, [ひや]ひやと H2｜強調ア：[ひ]やひやと H1

△ 
o0599｜情副挿入形 [ひやひやっ]と H5△, ひやひ[やっ]と L5C△, [ひやひやーっ]と H6△, ひやひ[やーっ]

と L6C△ 
o0599｜形容動詞 通常ア：ひ[やひやに L0A△

o0600｜文脈・構造 線状のものがのびて｜ひゅるひゅると｜ABABto
o0600｜情態副詞ア 通常ア：[ひゅ]るひゅると H1
o0600｜情副挿入形 ひゅるひゅ[るっ]と L5C△, ひゅるひゅ[るーっ]と L6C△, ひゅ[るっ]ひゅ[るっ]と

L3A.L3A△ 
o0601｜文脈・構造 気軽にそのあたりを出歩いて｜ひょこひょこと｜ABABto
o0601｜情態副詞ア 通常ア：[ひょ]こひょこと H1
o0601｜情副挿入形 ひょこひょ[こっ]と L5C△, ひょこひょ[こーっ]と L6C△, [ひょっ]こ[ひょっ]こと

H2.H2△, [ひょっ]こ[ひょっ]こ H2.H2△, ひょ[こっ]ひょ[こっ]と L3A.L3A△ 
o0602｜文脈・構造 次から次へ数多く出てきて｜ひょこひょこと｜ABABto
o0602｜情態副詞ア 通常ア：[ひょ]こひょこと H1
o0602｜情副挿入形 ひょこひょ[こっ]と L5C△, ひょこひょ[こーっ]と L6C△, [ひょっ]こ[ひょっ]こと

H2.H2△, ひょ[こっ]ひょ[こっ]と L3A.L3A△
o0603｜文脈・構造 小さいものが次々に現れて｜ぴょこぴょこと｜ABABto
o0603｜情態副詞ア 通常ア：[ぴょ]こぴょこと H1
o0603｜情副挿入形 ぴょこぴょ[こっ]と L5C△, ぴょこぴょ[こーっ]と L6C△, [ぴょっ]こ[ぴょっ]こと

H2.H2△, ぴょ[こっ]ぴょ[こっ]と L3A.L3A△
o0604｜文脈・構造 やせて身長が高く、頼りなげで｜ひょろひょろと｜ABABto
o0604｜情態副詞ア 通常ア：[ひょ]ろひょろと H1
o0604｜情副挿入形 ひょろひょ[ろっ]と L5C△, ひょろひょ[ろーっ]と L6C△, ひょ[ろっ]ひょ[ろっ]と

L3A.L3A△ 
o0604｜形容動詞 通常ア：ひょ[ろひょろに L0A

o0605｜文脈・構造 細長く弱々しげにのびて｜ひょろひょろと｜ABABto
o0605｜情態副詞ア 通常ア：[ひょ]ろひょろと H1
o0605｜情副挿入形 ひょろひょ[ろっ]と L5C△, ひょろひょ[ろーっ]と L6C△, ひょ[ろっ]ひょ[ろっ]と

L3A.L3A△ 
o0605｜形容動詞 通常ア：ひょ[ろひょろに L0A

o0606｜文脈・構造 炎がゆれ動いて｜ひらひらと｜ABABto
o0606｜情態副詞ア 通常ア：[ひ]らひらと H1
o0606｜情副挿入形 ひらひ[らっ]と L5C△, ひらひ[らーっ]と L6C△, ひ[らっ]ひ[らっ]と L3A.L3A△ 

o0606｜形容動詞 通常ア：ひ[らひらに L0A△
o0607｜文脈・構造 炎がゆれ動いて｜ぴらぴらと｜ABABto
o0607｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]らぴらと H1
o0607｜情副挿入形 ぴらぴ[らっ]と L5C△, ぴらぴ[らーっ]と L6C△, ぴ[らっ]ぴ[らっ]と L3A.L3A△ 

o0607｜形容動詞 通常ア：ぴ[らぴらに L0A△
o0608｜文脈・構造 皮膚やのどが痛さや辛さで｜ひりひりと｜ABABto
o0608｜情態副詞ア 通常ア：[ひ]りひりと H1
o0608｜情副挿入形 ひりひ[りっ]と L5C△, ひりひ[りーっ]と L6C△, ひ[りっ]ひ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0608｜形容動詞 通常ア：ひ[りひりに L0A△
o0609｜文脈・構造 ガラスなどが爆音に共鳴して｜びりびりと｜ABABto
o0609｜情態副詞ア 通常ア：[び]りびりと H1
o0609｜情副挿入形 びりび[りっ]と L5C△, びりび[りーっ]と L6C△, び[りっ]び[りっ]と L3A.L3A△ 

o0609｜形容動詞 通常ア：び[りびりに L0A△｜挿入形：びっ[りびりに L0B△, び[りっびりに L0A△
o0610｜文脈・構造 刺激や痛みを継続して感じて｜びりびりと｜ABABto
o0610｜情態副詞ア 通常ア：[び]りびりと H1
o0610｜情副挿入形 びりび[りっ]と L5C△, びりび[りーっ]と L6C△, び[りっ]び[りっ]と L3A.L3A△ 
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o0610｜形容動詞 通常ア：び[りびりに L0A△
o0611｜文脈・構造 紙や布などが続けて裂けて｜びりびりと｜ABABto
o0611｜情態副詞ア 通常ア：[び]りびりと H1
o0611｜情副挿入形 びりび[りっ]と L5C△, びりび[りーっ]と L6C△, び[りっ]び[りっ]と L3A.L3A△ 

o0611｜形容動詞 通常ア：び[りびりに L0A
o0612｜文脈・構造 刺激や痛みを継続して感じて｜ぴりぴりと｜ABABto
o0612｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]りぴりと H1
o0612｜情副挿入形 ぴりぴ[りっ]と L5C△, ぴりぴ[りーっ]と L6C△, ぴ[りっ]ぴ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0612｜形容動詞 通常ア：ぴ[りぴりに L0A△
o0613｜文脈・構造 笛などを吹き鳴らして｜ぴりぴりと｜ABABto
o0613｜情態副詞ア 通常ア：[ぴりぴり]と H4｜強調ア：[ぴ]りぴりと H1△
o0613｜情副挿入形 ぴりぴ[りっ]と H5△, ぴりぴ[りーっ]と H6△

o0613｜形容動詞 通常ア：ぴ[りぴりに L0A△
o0614｜文脈・構造 布や舌などがゆれ動いて｜びろびろと｜ABABto
o0614｜情態副詞ア 通常ア：[び]ろびろと H1
o0614｜情副挿入形 びろび[ろっ]とL5C△, びろび[ろーっ]とL6C△, び[ろっ]び[ろっ]とL3A.L3A△, び[ろ

ーっ]び[ろーっ]と L4A.L4A△
o0614｜形容動詞 通常ア：び[ろびろに L0A

o0615｜文脈・構造 やわらかそうにふくらんで｜ふかふかと｜ABABto
o0615｜情態副詞ア 通常ア：[ふ]かふかと H1
o0615｜情副挿入形 ふかふ[かっ]と L5C△, ふかふ[かーっ]と L6C△, ふ[かっ]ふ[かっ]と L3A.L3A△ 

o0615｜形容動詞 通常ア：ふ[かふかに L0A｜挿入形：ふっ[かふかに L0B△, ふっか[ふっかに L0C△
o0616｜文脈・構造 ものが浮いたり、漂って｜ふかふかと｜ABABto
o0616｜情態副詞ア 通常ア：[ふ]かふかと H1
o0616｜情副挿入形 ふかふ[かっ]と L5C△, ふかふ[かー]とL5C△, ふかふ[かーっ]と L6C△, ふ[かっ]ふ[か

っ]と L3A.L3A△, ふ[かー]ふ[かー]と L3A.L3A△
o0616｜形容動詞 通常ア：ふ[かふかに L0A△

o0617｜文脈・構造 やわらかくふくらんで｜ふかふかと｜ABABto
o0617｜情態副詞ア 通常ア：[ふ]かふかと H1
o0617｜情副挿入形 ふかふ[かっ]と L5C△, ふかふ[かーっ]と L6C△, [ふっ]か[ふっ]かと H2.H2△, ふ[かっ]

ふ[かっ]と L3A.L3A△
o0617｜形容動詞 通常ア：ふ[かふかに L0A｜挿入形：ふっ[かふかに L0B△, ふっか[ふっかに L0C△

o0618｜文脈・構造 なすすべなく水に浮くだけで｜ぶかぶかと｜ABABto
o0618｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]かぶかと H1
o0618｜情副挿入形 ぶかぶ[かっ]と L5C△, ぶかぶ[かーっ]と L6C△, ぶ[かっ]ぶ[かっ]と L3A.L3A△ 

o0618｜形容動詞 通常ア：ぶ[かぶかに L0A△
o0619｜文脈・構造 軽そうに水に浮き／浮遊して｜ぷかぷかと｜ABABto
o0619｜情態副詞ア 通常ア：[ぷ]かぷかと H1
o0619｜情副挿入形 ぷかぷ[かっ]と L5C△, ぷかぷ[かーっ]と L6C△, [ぷっ]か[ぷっ]かと H2.H2△, [ぷっ]か

[ぷっ]か H2.H2△, ぷ[かっ]ぷ[かっ]と L3A.L3A△
o0619｜形容動詞 通常ア：ぷ[かぷかに L0A｜挿入形：ぷっ[かぷかに L0B△

o0620｜文脈・構造 らっぱや笛を盛んに吹いて｜ぷかぷかと｜ABABto
o0620｜情態副詞ア 通常ア：[ぷ]かぷかと H1
o0620｜情副挿入形 ぷかぷ[かっ]と L5C△, ぷかぷ[かーっ]と L6C△, [ぷっ]か[ぷっ]かと H2.H2△, ぷ[かっ]

ぷ[かっ]と L3A.L3A△
o0620｜形容動詞 通常ア：ぷ[かぷかに L0A△

o0621｜文脈・構造 豊かに富み栄え、幸せそうに｜ふくふくと｜ABABto
o0621｜情態副詞ア 通常ア：[ふ]くふくと H1

o0621｜形容動詞 通常ア：ふ[くふくに L0A△
o0622｜文脈・構造 やわらかくふくらんで｜ふくふくと｜ABABto
o0622｜情態副詞ア 通常ア：[ふ]くふくと H1
o0622｜情副挿入形 ふくふ[くっ]と L5C△, ふくふ[くーっ]と L6C△, [ふっ]く[ふっ]くと H2.H2△, ふ[くっ]

ふ[くっ]と L3A.L3A△
o0622｜形容動詞 通常ア：ふ[くふくに L0A△

o0623｜文脈・構造 次々と泡立って｜ぶくぶくと｜ABABto
o0623｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]くぶくと H1｜強調ア：ぶ[く]ぶくと L2△
o0623｜情副挿入形 ぶくぶ[くっ]と L5C△, ぶくぶ[くーっ]と L6C△, ぶ[くっ]ぶ[くっ]と L3A.L3A△ 

o0623｜形容動詞 通常ア：ぶ[くぶくに L0A｜挿入形：ぶっ[くぶくに L0B△, ぶっく[ぶっくに L0C△
o0624｜文脈・構造 不快にふくらんだり太って｜ぶくぶくと｜ABABto
o0624｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]くぶくと H1
o0624｜情副挿入形 ぶくぶ[くっ]と L5C△, ぶくぶ[くーっ]と L6C△, [ぶっ]く[ぶっ]くと H2.H2△, ぶ[くっ]

ぶ[くっ]と L3A.L3A△
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o0624｜形容動詞 通常ア：ぶ[くぶくに L0A｜挿入形：ぶっ[くぶくに L0B△, ぶっく[ぶっくに L0C△
o0625｜文脈・構造 不快なほどやわらかくふくれ｜ぶくぶくと｜ABABto
o0625｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]くぶくと H1
o0625｜情副挿入形 ぶくぶ[くっ]と L5C△, ぶくぶ[くーっ]と L6C△, [ぶっ]く[ぶっ]くと H2.H2△, ぶ[くっ]

ぶ[くっ]と L3A.L3A△
o0625｜形容動詞 通常ア：ぶ[くぶくに L0A｜挿入形：ぶっ[くぶくに L0B△, ぶっく[ぶっくに L0C△

o0626｜文脈・構造 こまかい泡が次々と生まれて｜ぷくぷくと｜ABABto
o0626｜情態副詞ア 通常ア：[ぷ]くぷくと H1
o0626｜情副挿入形 ぷくぷ[くっ]と L5C△, ぷくぷ[くーっ]と L6C△, [ぷっ]く[ぷっ]くと H2.H2△ 

o0626｜形容動詞 通常ア：ぷ[くぷくに L0A△
o0627｜文脈・構造 かわいらしいほどふくれて｜ぷくぷくと｜ABABto
o0627｜情態副詞ア 通常ア：[ぷ]くぷくと H1
o0627｜情副挿入形 ぷくぷ[くっ]と L5C△, ぷくぷ[くーっ]と L6C△, ぷ[くっ]ぷ[くっ]と L3A.L3A△ 

o0627｜形容動詞 通常ア：ぷ[くぷくに L0A
o0628｜文脈・構造 かわいくやわらかにふくらみ｜ぷくぷくと｜ABABto
o0628｜情態副詞ア 通常ア：[ぷ]くぷくと H1
o0628｜情副挿入形 ぷくぷ[くっ]と L5C△, ぷくぷ[くーっ]と L6C△, ぷ[くっ]ぷ[くっ]と L3A.L3A△ 

o0628｜形容動詞 通常ア：ぷ[くぷくに L0A｜挿入形：ぷっ[くぷくに L0B△, ぷっく[ぷっくに L0C△
o0629｜文脈・構造 毛が房のように豊富にあって｜ふさふさと｜ABABto
o0629｜情態副詞ア 通常ア：[ふさふさ]と H4, [ふさふ]さと H3, [ふさ]ふさと H2｜強調ア：[ふ]さふさと H1
o0629｜情副挿入形 ふさふ[さっ]と L5C△, ふさふ[さーっ]と L6C△, [ふっ]さ[ふっ]さと H2.H2△, ふ[さっ]

ふ[さっ]と L3A.L3A△
o0629｜形容動詞 通常ア：ふ[さふさに L0A｜挿入形：ふっ[さふさに L0B△, ふっ[さふっさに L0B△

o0630｜文脈・構造 煙だけ出してくすぶって｜ぶすぶすと｜ABABto
o0630｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]すぶすと H1
o0630｜情副挿入形 ぶすぶ[すっ]と L5C△, ぶすぶ[すーっ]と L6C△, ぶ[すっ]ぶ[すっ]と L3A.L3A△ 

o0630｜形容動詞 通常ア：ぶ[すぶすに L0A△
o0631｜文脈・構造 くぐもった声で不満などを｜ぶすぶすと｜ABABto
o0631｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]すぶすと H1
o0631｜情副挿入形 ぶすぶ[すっ]と L5C△, ぶすぶ[すーっ]と L6C△, ぶ[すっ]ぶ[すっ]と L3A.L3A△ 
o0632｜文脈・構造 何度も突き刺して｜ぶすぶすと｜ABABto
o0632｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]すぶすと H1
o0632｜情副挿入形 ぶすぶ[すっ]と L5C△, ぶすぶ[すーっ]と L6C△, ぶ[すっ]ぶ[すっ]と L3A.L3A△ 

o0632｜形容動詞 通常ア：ぶ[すぶすに L0A｜挿入形：ぶっ[すぶすに L0B△, ぶっす[ぶっすに L0C△
o0633｜文脈・構造 煙だけ出してくすぶって｜ぷすぷすと｜ABABto
o0633｜情態副詞ア 通常ア：[ぷ]すぷすと H1
o0633｜情副挿入形 ぷすぷ[すっ]と L5C△, ぷすぷ[すーっ]と L6C△, ぷ[すっ]ぷ[すっ]と L3A.L3A△ 

o0633｜形容動詞 通常ア：ぷ[すぷすに L0A△
o0634｜文脈・構造 何度も突き刺して｜ぷすぷすと｜ABABto
o0634｜情態副詞ア 通常ア：[ぷ]すぷすと H1
o0634｜情副挿入形 ぷすぷ[すっ]と L5C△, ぷすぷ[すーっ]と L6C△, ぷ[すっ]ぷ[すっ]と L3A.L3A△ 

o0634｜形容動詞 通常ア：ぷ[すぷすに L0A△
o0635｜文脈・構造 小声で不平・不満を言い続け｜ぶちぶちと｜ABABto
o0635｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]ちぶちと H1
o0635｜情副挿入形 ぶちぶ[ちっ]と L5C△, ぶちぶ[ちーっ]と L6C△, ぶ[ちっ]ぶ[ちっ]と L3A.L3A△ 
o0636｜文脈・構造 蕎麦などが切れやすくて｜ぶちぶちと｜ABABto
o0636｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]ちぶちと H1
o0636｜情副挿入形 ぶちぶ[ちっ]と L5C△, ぶちぶ[ちーっ]と L6C△, ぶ[ちっ]ぶ[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0636｜形容動詞 通常ア：ぶ[ちぶちに L0A△
o0637｜文脈・構造 小声で不平・不満を言い続け｜ぶつぶつと｜ABABto
o0637｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]つぶつと H1
o0637｜情副挿入形 ぶつぶ[つっ]と L5C△, ぶつぶ[つーっ]と L6C△, ぶ[つっ]ぶ[つっ]と L3A.L3A△ 

o0637｜形容動詞 通常ア：ぶ[つぶつに L0A△
o0638｜文脈・構造 ものを細かく切って｜ぶつぶつと｜ABABto
o0638｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]つぶつと H1
o0638｜情副挿入形 ぶつぶ[つっ]と L5C△, ぶつぶ[つーっ]と L6C△, ぶ[つっ]ぶ[つっ]と L3A.L3A△ 

o0638｜形容動詞 通常ア：ぶ[つぶつに L0A｜挿入形：ぶっ[つぶつに L0B△, ぶっつ[ぶっつに L0C△
o0639｜文脈・構造 鋭いもので何度も穴をあけて｜ぶつぶつと｜ABABto
o0639｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]つぶつと H1
o0639｜情副挿入形 ぶつぶ[つっ]と L5C△, ぶつぶ[つーっ]と L6C△, [ぶっ]つ[ぶっ]つと H2.H2△, ぶ[つっ]

ぶ[つっ]と L3A.L3A△
o0639｜形容動詞 通常ア：ぶ[つぶつに L0A｜挿入形：ぶっ[つぶつに L0B△, ぶっつ[ぶっつに L0C△
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o0640｜文脈・構造 ものごとが切れ切れになって｜ぷつぷつと｜ABABto
o0640｜情態副詞ア 通常ア：[ぷ]つぷつと H1
o0640｜情副挿入形 ぷつぷ[つっ]と L5C△, ぷつぷ[つーっ]と L6C△, [ぷっ]つ[ぷっ]つと H2.H2△, ぷ[つっ]

ぷ[つっ]と L3A.L3A△
o0640｜形容動詞 通常ア：ぷ[つぷつに L0A｜挿入形：ぷっつ[ぷつに L0C△, ぷっつ[ぷっつに L0C△

o0641｜文脈・構造 鋭いものでたくさん穴をあけ｜ぷつぷつと｜ABABto
o0641｜情態副詞ア 通常ア：[ぷ]つぷつと H1
o0641｜情副挿入形 ぷつぷ[つっ]と L5C△, ぷつぷ[つーっ]と L6C△, ぷ[つっ]ぷ[つっ]と L3A.L3A△ 

o0641｜形容動詞 通常ア：ぷ[つぷつに L0A△
o0642｜文脈・構造 張りや締まりがなく｜ふにゃふにゃと｜ABABto
o0642｜情態副詞ア 通常ア：[ふ]にゃふにゃと H1
o0642｜情副挿入形 ふにゃふ[にゃっ]と L5C△, ふにゃふ[にゃーっ]と L6C△, [ふー]にゃ[ふー]にゃと

H2.H2△, ふ[にゃっ]ふ[にゃっ]と L3A.L3A△
o0642｜形容動詞 通常ア：ふ[にゃふにゃに L0A｜挿入形：ふん[にゃふにゃに L0B△, ふー[にゃふにゃ

に L0B△ 
o0643｜文脈・構造 水けを含んでやわらかく｜ふやふやと｜ABABto
o0643｜情態副詞ア 通常ア：[ふ]やふやと H1
o0643｜情副挿入形 ふやふ[やっ]と L5C△, ふやふ[やーっ]と L6C△, [ふー]や[ふー]やと H2.H2△, ふ[やっ]

ふ[やっ]と L3A.L3A△
o0643｜形容動詞 通常ア：ふ[やふやに L0A｜挿入形：ふん[やふやに L0B△, ふー[やふやに L0B△ 

o0644｜文脈・構造 太りすぎて締まりがなく｜ぶよぶよと｜ABABto
o0644｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]よぶよと H1
o0644｜情副挿入形 ぶよぶ[よっ]と L5C△, ぶよぶ[よーっ]と L6C△, ぶ[よっ]ぶ[よっ]と L3A.L3A△ 

o0644｜形容動詞 通常ア：ぶ[よぶよに L0A△｜挿入形：ぶ[よんぶよんに L0A△
o0645｜文脈・構造 押すと沈み込むやわらかさで｜ぶよぶよと｜ABABto
o0645｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]よぶよと H1
o0645｜情副挿入形 ぶよぶ[よっ]とL5C△, ぶよぶ[よーっ]とL6C△, ぶ[よっ]ぶ[よっ]とL3A.L3A△, ぶ[よ

ー]ぶ[よー]と L3A.L3A△
o0645｜形容動詞 通常ア：ぶ[よぶよに L0A｜挿入形：ぶ[よぶよーに L0A△

o0646｜文脈・構造 押すと弾力がありやわらかく｜ぷよぷよと｜ABABto
o0646｜情態副詞ア 通常ア：[ぷ]よぷよと H1
o0646｜情副挿入形 ぷよぷ[よっ]と L5C△, ぷよぷ[よーっ]と L6C△, [ぷー]よ[ぷー]よと H2.H2△, ぷ[よっ]

ぷ[よっ]と L3A.L3A△
o0646｜形容動詞 通常ア：ぷ[よぷよに L0A

o0647｜文脈・構造 目的もなくさまよい歩いて｜ふらふらと｜ABABto
o0647｜情態副詞ア 通常ア：[ふ]らふらと H1
o0647｜情副挿入形 ふらふ[らっ]と L5C△, ふらふ[らーっ]と L6C△, [ふー]ら[ふー]らと H2.H2△, ふ[らっ]

ふ[らっ]と L3A.L3A△
o0647｜形容動詞 通常ア：ふ[らふらに L0A△

o0648｜文脈・構造 体の平衡が取れずにゆれて｜ふらふらと｜ABABto
o0648｜情態副詞ア 通常ア：[ふ]らふらと H1
o0648｜情副挿入形 ふらふ[らっ]と L5C△, ふらふ[らーっ]と L6C△, ふ[らっ]ふ[らっ]と L3A.L3A△ 

o0648｜形容動詞 通常ア：ふ[らふらに L0A
o0649｜文脈・構造 決断できずに迷って｜ふらふらと｜ABABto
o0649｜情態副詞ア 通常ア：[ふ]らふらと H1
o0649｜情副挿入形 ふらふ[らっ]と L5C△, ふらふ[らーっ]と L6C△, [ふー]ら[ふー]らと H2.H2△, ふ[らっ]

ふ[らっ]と L3A.L3A△
o0649｜形容動詞 通常ア：ふ[らふらに L0A△

o0650｜文脈・構造 目的もなくさまよい歩いて｜ぶらぶらと｜ABABto
o0650｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]らぶらと H1
o0650｜情副挿入形 ぶらぶ[らっ]と L5C△, ぶらぶ[らーっ]と L6C△, [ぶー]ら[ぶー]らと H2.H2△, [ぶー]ら

[ぶー]ら H2.H2△, ぶ[らっ]ぶ[らっ]と L3A.L3A△
o0651｜文脈・構造 なすこともなく怠惰に暮らし｜ぶらぶらと｜ABABto
o0651｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]らぶらと H1
o0651｜情副挿入形 ぶらぶ[らっ]と L5C△, ぶらぶ[らーっ]と L6C△, [ぶー]ら[ぶー]らと H2.H2△, [ぶー]ら

[ぶー]ら H2.H2△, ぶ[らっ]ぶ[らっ]と L3A.L3A△
o0652｜文脈・構造 下がっているものがゆれ動き｜ぶらぶらと｜ABABto
o0652｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]らぶらと H1
o0652｜情副挿入形 ぶらぶ[らっ]と L5C△, ぶらぶ[らーっ]と L6C△, ぶ[らっ]ぶ[らっ]と L3A.L3A△ 

o0652｜形容動詞 通常ア：ぶ[らぶらに L0A
o0653｜文脈・構造 重々しく弾力性に富んで｜ぶりぶりと｜ABABto
o0653｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]りぶりと H1
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o0653｜情副挿入形 ぶりぶ[りっ]と L5C△, ぶりぶ[りーっ]と L6C△, ぶ[りっ]ぶ[りっ]と L3A.L3A△ 
o0653｜形容動詞 通常ア：ぶ[りぶりに L0A

o0654｜文脈・構造 不満や怒りで頬をふくらませ｜ぷりぷりと｜ABABto
o0654｜情態副詞ア 通常ア：[ぷ]りぷりと H1
o0654｜情副挿入形 ぷりぷ[りっ]と L5C△, ぷりぷ[りーっ]と L6C△, ぷ[りっ]ぷ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0654｜形容動詞 通常ア：ぷ[りぷりに L0A｜挿入形：ぷ[りっぷりに L0A△
o0655｜文脈・構造 はじけそうに弾力性に富んで｜ぷりぷりと｜ABABto
o0655｜情態副詞ア 通常ア：[ぷ]りぷりと H1
o0655｜情副挿入形 ぷりぷ[りっ]と L5C△, ぷりぷ[りーっ]と L6C△, ぷ[りっ]ぷ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0655｜形容動詞 通常ア：ぷ[りぷりに L0A｜挿入形：ぷっ[りぷりに L0B△
o0656｜文脈・構造 軽くこまかくふるえ動いて｜ふるふると｜ABABto
o0656｜情態副詞ア 通常ア：[ふ]るふると H1
o0656｜情副挿入形 ふるふ[るっ]と L5C△, ふるふ[るーっ]と L6C△, ふ[るっ]ふ[るっ]と L3A.L3A△ 

o0656｜形容動詞 通常ア：ふ[るふるに L0A△
o0657｜文脈・構造 寒さ・恐怖・怒りにわなないて｜ぶるぶると｜ABABto
o0657｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]るぶると H1
o0657｜情副挿入形 ぶるぶ[るっ]と L5C△, ぶるぶ[るーっ]と L6C△, ぶ[るっ]ぶ[るっ]と L3A.L3A△ 

o0657｜形容動詞 通常ア：ぶ[るぶるに L0A△｜挿入形：ぶっ[るぶるに L0B△
o0658｜文脈・構造 振動したりゆれ動いて｜ぶるぶると｜ABABto
o0658｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]るぶると H1
o0658｜情副挿入形 ぶるぶ[るっ]と L5C△, ぶるぶ[るーっ]と L6C△, ぶ[るっ]ぶ[るっ]と L3A.L3A△ 

o0658｜形容動詞 通常ア：ぶ[るぶるに L0A△
o0659｜文脈・構造 軽くこまかくふるえ動いて｜ぷるぷると｜ABABto
o0659｜情態副詞ア 通常ア：[ぷ]るぷると H1
o0659｜情副挿入形 ぷるぷ[るっ]と L5C△, ぷるぷ[るーっ]と L6C△, ぷ[るっ]ぷ[るっ]と L3A.L3A△ 

o0659｜形容動詞 通常ア：ぷ[るぷるに L0A△｜挿入形：ぷ[るっぷるに L0A△
o0660｜文脈・構造 とろけるようにやわらかくて｜ぷるぷると｜ABABto
o0660｜情態副詞ア 通常ア：[ぷ]るぷると H1
o0660｜情副挿入形 ぷるぷ[るっ]と L5C△, ぷるぷ[るーっ]と L6C△, ぷ[るっ]ぷ[るっ]と L3A.L3A△ 

o0660｜形容動詞 通常ア：ぷ[るぷるに L0A
o0661｜文脈・構造 ふくらんでやわらかくて｜ふわふわと｜ABABto
o0661｜情態副詞ア 通常ア：[ふ]わふわと H1
o0661｜情副挿入形 ふわふ[わっ]と L5C△, ふわふ[わーっ]と L6C△, [ふー]わ[ふー]わと H2.H2△, ふ[わっ]

ふ[わっ]と L3A.L3A△
o0661｜形容動詞 通常ア：ふ[わふわに L0A｜挿入形：ふん[わふわに L0B△, ふー[わふわに L0B△ 

o0662｜文脈・構造 軽々と空中や水上に漂って｜ふわふわと｜ABABto
o0662｜情態副詞ア 通常ア：[ふ]わふわと H1
o0662｜情副挿入形 ふわふ[わっ]と L5C△, ふわふ[わーっ]と L6C△, [ふー]わ[ふー]わと H2.H2△, ふ[わっ]

ふ[わっ]と L3A.L3A△
o0662｜形容動詞 通常ア：ふ[わふわに L0A

o0663｜文脈・構造 多量の空気を含みやわらかく｜ふわふわと｜ABABto
o0663｜情態副詞ア 通常ア：[ふ]わふわと H1
o0663｜情副挿入形 ふわふ[わっ]と L5C△, ふわふ[わーっ]と L6C△, [ふー]わ[ふー]わと H2.H2△, ふ[わっ]

ふ[わっ]と L3A.L3A△
o0663｜形容動詞 通常ア：ふ[わふわに L0A｜挿入形：ふっ[わふわに L0B△, ふん[わふわに L0B△, ふー

[わふわに L0B△ 
o0664｜文脈・構造 締まりがなくふくらんで｜ぶわぶわと｜ABABto
o0664｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]わぶわと H1
o0664｜情副挿入形 ぶわぶ[わっ]と L5C△, ぶわぶ[わーっ]と L6C△, ぶ[わっ]ぶ[わっ]と L3A.L3A△ 

o0664｜形容動詞 通常ア：ぶ[わぶわに L0A△
o0665｜文脈・構造 下手な三味線の音が｜べこべこと｜ABABto
o0665｜情態副詞ア 通常ア：[べ]こべこと H1
o0665｜情副挿入形 べこべ[こっ]と L5C△, べこべ[こーっ]と L6C△, べ[こっ]べ[こっ]と L3A.L3A△ 

o0665｜形容動詞 通常ア：べ[こべこに L0A△
o0666｜文脈・構造 下手な三味線の音が｜ぺこぺこと｜ABABto
o0666｜情態副詞ア 通常ア：[ぺ]こぺこと H1
o0666｜情副挿入形 ぺこぺ[こっ]と L5C△, ぺこぺ[こーっ]と L6C△, ぺ[こっ]ぺ[こっ]と L3A.L3A△ 

o0666｜形容動詞 通常ア：ぺ[こぺこに L0A△
o0667｜文脈・構造 やわらかく弱々しくなって｜ぺこぺこと｜ABABto
o0667｜情態副詞ア 通常ア：[ぺ]こぺこと H1
o0667｜情副挿入形 ぺこぺ[こっ]と L5C△, ぺこぺ[こーっ]と L6C△, ぺ[こっ]ぺ[こっ]と L3A.L3A△ 

o0667｜形容動詞 通常ア：ぺ[こぺこに L0A△
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o0668｜文脈・構造 ぐずりながら泣いて｜べそべそと｜ABABto
o0668｜情態副詞ア 通常ア：[べ]そべそと H1
o0668｜情副挿入形 べそべ[そっ]と L5C△, べそべ[そーっ]と L6C△, べ[そっ]べ[そっ]と L3A.L3A△ 

o0668｜形容動詞 通常ア：べ[そべそに L0A△
o0669｜文脈・構造 急に力が抜けて倒れこんで｜へたへたと｜ABABto
o0669｜情態副詞ア 通常ア：[へ]たへたと H1
o0669｜情副挿入形 へたへ[たっ]と L5C△, へたへ[たーっ]と L6C△, へ[たっ]へ[たっ]と L3A.L3A△ 

o0669｜形容動詞 通常ア：へ[たへたに L0A｜挿入形：へっ[たへたに L0B△
o0670｜文脈・構造 ものがいやにくっついて｜べたべたと｜ABABto
o0670｜情態副詞ア 通常ア：[べ]たべたと H1
o0670｜情副挿入形 べたべ[たっ]と L5C△, べたべ[たーっ]と L6C△, [べっ]た[べっ]たと H2.H2△, べ[たっ]

べ[たっ]と L3A.L3A△
o0670｜形容動詞 通常ア：べ[たべたに L0A｜挿入形：べっ[たべたに L0B△, べった[べったに L0C△

o0671｜文脈・構造 ものが軽く粘りついて｜ぺたぺたと｜ABABto
o0671｜情態副詞ア 通常ア：[ぺ]たぺたと H1
o0671｜情副挿入形 ぺたぺ[たっ]と L5C△, ぺたぺ[たーっ]と L6C△, [ぺっ]た[ぺっ]たと H2.H2△, ぺ[たっ]

ぺ[たっ]と L3A.L3A△
o0671｜形容動詞 通常ア：ぺ[たぺたに L0A｜挿入形：ぺっ[たぺたに L0B△

o0672｜文脈・構造 平手で何度も軽くたたいて｜ぺたぺたと｜ABABto
o0672｜情態副詞ア 通常ア：[ぺ]たぺたと H1
o0672｜情副挿入形 ぺたぺ[たっ]と L5C△, ぺたぺ[たーっ]と L6C△, ぺ[たっ]ぺ[たっ]と L3A.L3A△ 

o0672｜形容動詞 通常ア：ぺ[たぺたに L0A△｜挿入形：ぺっ[たぺたに L0B△, ぺった[ぺったに L0C△
o0673｜文脈・構造 水けを含んでやわらかくなり｜べちゃべちゃと｜ABABto
o0673｜情態副詞ア 通常ア：[べ]ちゃべちゃと H1
o0673｜情副挿入形 べちゃべ[ちゃっ]と L5C△, べちゃべ[ちゃーっ]と L6C△, べ[ちゃっ]べ[ちゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0673｜形容動詞 通常ア：べ[ちゃべちゃに L0A｜挿入形：べっ[ちゃべちゃに L0B△ 

o0674｜文脈・構造 品のない音をたてつつ食べて｜べちゃべちゃと｜ABABto
o0674｜情態副詞ア 通常ア：[べ]ちゃべちゃと H1
o0674｜情副挿入形 べちゃべ[ちゃっ]と L5C△, べちゃべ[ちゃーっ]と L6C△, [べっ]ちゃ[べっ]ちゃと

H2.H2△, べ[ちゃっ]べ[ちゃっ]と L3A.L3A△
o0674｜形容動詞 通常ア：べ[ちゃべちゃに L0A△｜挿入形：べっ[ちゃべちゃに L0B△ 

o0675｜文脈・構造 耳ざわりな舌の音をたてて｜ぺちゃぺちゃと｜ABABto
o0675｜情態副詞ア 通常ア：[ぺ]ちゃぺちゃと H1
o0675｜情副挿入形 ぺちゃぺ[ちゃっ]と L5C△, ぺちゃぺ[ちゃーっ]と L6C△, [ぺっ]ちゃ[ぺっ]ちゃと

H2.H2△, ぺ[ちゃっ]ぺ[ちゃっ]と L3A.L3A△
o0675｜形容動詞 通常ア：ぺ[ちゃぺちゃに L0A△｜挿入形：ぺっ[ちゃぺちゃに L0B△ 

o0676｜文脈・構造 舌の音をたてて飲み食いして｜ぺちゃぺちゃと｜ABABto
o0676｜情態副詞ア 通常ア：[ぺ]ちゃぺちゃと H1
o0676｜情副挿入形 ぺちゃぺ[ちゃっ]と L5C△, ぺちゃぺ[ちゃーっ]と L6C△, ぺ[ちゃっ]ぺ[ちゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0676｜形容動詞 通常ア：ぺ[ちゃぺちゃに L0A△｜挿入形：ぺっ[ちゃぺちゃに L0B△, ぺっちゃ[ぺっ

ちゃに L0C△ 
o0677｜文脈・構造 他愛なくしゃべり続けて｜ぺちゃぺちゃと｜ABABto
o0677｜情態副詞ア 通常ア：[ぺ]ちゃぺちゃと H1
o0677｜情副挿入形 ぺちゃぺ[ちゃっ]と L5C△, ぺちゃぺ[ちゃーっ]と L6C△
o0678｜文脈・構造 水分を過度に含んで不快で｜べちょべちょと｜ABABto
o0678｜情態副詞ア 通常ア：[べ]ちょべちょと H1
o0678｜情副挿入形 べちょべ[ちょっ]と L5C△, べちょべ[ちょーっ]と L6C△, べ[ちょっ]べ[ちょっ]と

L3A.L3A△ 
o0678｜形容動詞 通常ア：べ[ちょべちょに L0A｜挿入形：べっ[ちょべちょに L0B△ 

o0679｜文脈・構造 疲労困憊で、息もたえだえに｜へとへとと｜ABABto
o0679｜情態副詞ア 通常ア：[へとへと]と H4, [へと]へとと H2｜強調ア：[へ]とへとと H1△, へ[と]へとと

L2△
o0679｜情副挿入形 へとへ[とっ]と L5C△, へとへ[とー]と H5△, へとへ[とーっ]と L6C△, へ[とー]へ[と

ー]と L3A.L3A△, へ[とっ]へ[とっ]と L3A.L3A△
o0679｜形容動詞 通常ア：へ[とへとに L0A｜挿入形：へっ[とへとに L0B△

o0680｜文脈・構造 汗などが表面について粘り｜べとべとと｜ABABto
o0680｜情態副詞ア 通常ア：[べ]とべとと H1
o0680｜情副挿入形 べとべ[とっ]と L5C△, べとべ[とーっ]と L6C△, べ[とっ]べ[とっ]と L3A.L3A△ 

o0680｜形容動詞 通常ア：べ[とべとに L0A｜挿入形：べっ[とべとに L0B△
o0681｜文脈・構造 汗や油などが粘りついて｜べとべとと｜ABABto
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o0681｜情態副詞ア 通常ア：[べ]とべとと H1
o0681｜情副挿入形 べとべ[とっ]と L5C△, べとべ[とーっ]と L6C△, べ[とっ]べ[とっ]と L3A.L3A△ 

o0681｜形容動詞 通常ア：べ[とべとに L0A
o0682｜文脈・構造 力が抜け、その場に座りこみ｜へなへなと｜ABABto
o0682｜情態副詞ア 通常ア：[へ]なへなと H1
o0682｜情副挿入形 へなへ[なっ]と L5C△, へなへ[なーっ]と L6C△, へ[なっ]へ[なっ]と L3A.L3A△ 

o0682｜形容動詞 通常ア：へ[なへなに L0A
o0683｜文脈・構造 支えがはずれ弱々しくくずれ｜へなへなと｜ABABto
o0683｜情態副詞ア 通常ア：[へ]なへなと H1
o0683｜情副挿入形 へなへ[なっ]とL5C△, へなへ[なーっ]とL6C△, へ[なっ]へ[なっ]とL3A.L3A△, へ[な

ー]へ[なー]と L3A.L3A△
o0683｜形容動詞 通常ア：へ[なへなに L0A｜挿入形：へー[なへなに L0B△, へ[なへなーに L0A△ 

o0684｜文脈・構造 だらしなく軽薄に笑って｜へらへらと｜ABABto
o0684｜情態副詞ア 通常ア：[へ]らへらと H1
o0684｜情副挿入形 へらへ[らっ]と H5△, へらへ[らー]と H5△, へらへ[らーっ]と H6△, [へー]ら[へー]ら

と H2.H2△, へ[らっ]へ[らっ]と L3A.L3A△
o0685｜文脈・構造 炎をあげてよく燃えて｜べらべらと｜ABABto
o0685｜情態副詞ア 通常ア：[べ]らべらと H1
o0685｜情副挿入形 べらべ[らっ]と L5C△, べらべ[らーっ]と L6C△
o0686｜文脈・構造 外国語を流暢に操って｜べらべらと｜ABABto
o0686｜情態副詞ア 通常ア：[べ]らべらと H1
o0686｜情副挿入形 べらべ[らっ]と L5C△, べらべ[らーっ]と L6C△

o0686｜形容動詞 通常ア：べ[らべらに L0A△
o0687｜文脈・構造 外国語を流暢に操って｜ぺらぺらと｜ABABto
o0687｜情態副詞ア 通常ア：[ぺ]らぺらと H1
o0687｜情副挿入形 ぺらぺ[らっ]と L5C△, ぺらぺ[らーっ]と L6C△

o0687｜形容動詞 通常ア：ぺ[らぺらに L0A
o0688｜文脈・構造 薄いものがこきざみにゆれて｜ぺらぺらと｜ABABto
o0688｜情態副詞ア 通常ア：[ぺ]らぺらと H1
o0688｜情副挿入形 ぺらぺ[らっ]と L5C△, ぺらぺ[らーっ]と L6C△, [ぺー]ら[ぺー]らと H2.H2△, ぺ[らっ]

ぺ[らっ]と L3A.L3A△, ぺ[らー]ぺ[らー]と L3A.L3A△
o0688｜形容動詞 通常ア：ぺ[らぺらに L0A

o0689｜文脈・構造 厚手のものを何度も破って｜べりべりと｜ABABto
o0689｜情態副詞ア 通常ア：[べ]りべりと H1
o0689｜情副挿入形 べりべ[りっ]と L5C△, べりべ[りーっ]と L6C△, べ[りっ]べ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0689｜形容動詞 通常ア：べ[りべりに L0A△
o0690｜文脈・構造 薄手のものを何度も破って｜ぺりぺりと｜ABABto
o0690｜情態副詞ア 通常ア：[ぺ]りぺりと H1
o0690｜情副挿入形 ぺりぺ[りっ]と L5C△, ぺりぺ[りーっ]と L6C△, ぺ[りっ]ぺ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0690｜形容動詞 通常ア：ぺ[りぺりに L0A△
o0691｜文脈・構造 舌でものをなめ回して｜べろべろと｜ABABto
o0691｜情態副詞ア 通常ア：[べ]ろべろと H1
o0691｜情副挿入形 べろべ[ろっ]と L5C△, べろべ[ろーっ]と L6C△, [べー]ろ[べー]ろと H2.H2△, べ[ろっ]

べ[ろっ]と L3A.L3A△
o0691｜形容動詞 通常ア：べ[ろべろに L0A

o0692｜文脈・構造 琵琶の音が｜べろべろと｜ABABto
o0692｜情態副詞ア 通常ア：[べろべろ]と H4｜強調ア：[べ]ろべろと H1△
o0692｜情副挿入形 [べろべろー]と H5△, べろべ[ろー]と L5C△, [べろべろーっ]と H6△, べろべ[ろーっ]

と L6C△ 
o0692｜形容動詞 通常ア：べ[ろべろに L0A△

o0693｜文脈・構造 酔って体がまともに動かせず｜べろべろと｜ABABto
o0693｜形容動詞 通常ア：べ[ろべろに L0A

o0694｜文脈・構造 舌でものをなめ回して｜ぺろぺろと｜ABABto
o0694｜情態副詞ア 通常ア：[ぺ]ろぺろと H1
o0694｜情副挿入形 ぺろぺ[ろっ]と L5C△, ぺろぺ[ろーっ]と L6C△, [ぺー]ろ[ぺー]ろと H2.H2△, ぺ[ろっ]

ぺ[ろっ]と L3A.L3A△
o0694｜形容動詞 通常ア：ぺ[ろぺろに L0A△

o0695｜文脈・構造 舌で大きく何度もなめて｜ぺろぺろと｜ABABto
o0695｜情態副詞ア 通常ア：[ぺ]ろぺろと H1
o0695｜情副挿入形 ぺろぺ[ろっ]と L5C△, ぺろぺ[ろーっ]と L6C△, [ぺー]ろ[ぺー]ろと H2.H2△, ぺ[ろー

っ]ぺ[ろーっ]と L4A.L4A△
o0695｜形容動詞 通常ア：ぺ[ろぺろに L0A△
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o0696｜文脈・構造 深く考えずに喜んで応じて｜ほいほいと｜ABABto
o0696｜情態副詞ア 通常ア：[ほ]いほいと H1
o0696｜情副挿入形 ほいほ[いっ]とL5C△, ほいほ[いーっ]とL6C△, [ほー]い[ほ]いとH2.H1△, [ほー]い[ほ

ー]いと H2.H2△ 
o0697｜文脈・構造 調子よく気軽に進んで｜ほいほいと｜ABABto
o0697｜情態副詞ア 通常ア：[ほ]いほいと H1
o0697｜情副挿入形 ほいほ[いっ]と L5C△, ほいほ[いーっ]と L6C△, [ほー]い[ほー]いと H2.H2△ 

o0697｜形容動詞 通常ア：ほ[いほいに L0A△
o0698｜文脈・構造 体や食べ物などがあたたかく｜ほかほかと｜ABABto
o0698｜情態副詞ア 通常ア：[ほかほか]と H4, [ほか]ほかと H2｜強調ア：[ほ]かほかと H1 
o0698｜情副挿入形 ほかほ[かっ]と L5C△, ほかほ[かーっ]と L6C△

o0698｜形容動詞 通常ア：ほ[かほかに L0A｜挿入形：ほっ[かほかに L0B△, ほっ[かほっかに L0B△
o0699｜文脈・構造 あたたかい日ざしが差しこみ｜ぽかぽかと｜ABABto
o0699｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]かぽかと H1
o0699｜情副挿入形 ぽかぽ[かっ]と L5C△, ぽかぽ[かーっ]と L6C△

o0699｜形容動詞 通常ア：ぽ[かぽかに L0A｜挿入形：ぽっ[かぽかに L0B
o0700｜文脈・構造 心地よく感じるあたたかさで｜ぽかぽかと｜ABABto
o0700｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]かぽかと H1
o0700｜情副挿入形 ぽかぽ[かっ]と L5C△, ぽかぽ[かーっ]と L6C△

o0700｜形容動詞 通常ア：ぽ[かぽかに L0A｜挿入形：ぽっ[かぽかに L0B△
o0701｜文脈・構造 こぶしで容赦なくなぐり｜ぽかぽかと｜ABABto
o0701｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]かぽかと H1
o0701｜情副挿入形 ぽかぽ[かっ]と L5C△, ぽかぽ[かーっ]と L6C△, ぽ[かっ]ぽ[かっ]と L3A.L3A△ 

o0701｜形容動詞 通常ア：ぽ[かぽかに L0A｜挿入形：ぽっ[かぽかに L0B△
o0702｜文脈・構造 かたい棒状のものを何度も折り｜ぼきぼきと｜ABABto
o0702｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]きぼきと H1
o0702｜情副挿入形 ぼきぼ[きっ]と L5C△, ぼきぼ[きーっ]と L6C△, ぼ[きっ]ぼ[きっ]と L3A.L3A△ 

o0702｜形容動詞 通常ア：ぼ[きぼきに L0A△｜挿入形：ぼっ[きぼきに L0B△, ぼっき[ぼっきに L0C△
o0703｜文脈・構造 軽い棒状のものを何度も折り｜ぽきぽきと｜ABABto
o0703｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]きぽきと H1
o0703｜情副挿入形 ぽきぽ[きっ]と L5C△, ぽきぽ[きーっ]と L6C△, ぽ[きっ]ぽ[きっ]と L3A.L3A△ 

o0703｜形容動詞 通常ア：ぽ[きぽきに L0A△｜挿入形：ぽっき[ぽきに L0C△, ぽっき[ぽっきに L0C△
o0704｜文脈・構造 多額の利益などを得て喜んで｜ほくほくと｜ABABto
o0704｜情態副詞ア 通常ア：[ほくほく]と H4, [ほくほ]くと H3, [ほく]ほくと H2｜強調ア：[ほ]くほくと H1

△ 
o0704｜情副挿入形 ほくほ[くっ]と L5C△, ほくほ[くーっ]と L6C△, [ほっ]く[ほっ]くと H2.H2△ 

o0704｜形容動詞 通常ア：ほ[くほくに L0A｜挿入形：ほっ[くほくに L0B△, ほっく[ほっくに L0C△
o0705｜文脈・構造 満足でうれしさを隠しきれず｜ほくほくと｜ABABto
o0705｜情態副詞ア 通常ア：[ほくほく]と H4, [ほくほ]くと H3, [ほく]ほくと H2｜強調ア：[ほ]くほくと H1
o0705｜情副挿入形 ほくほ[くっ]とL5C△, ほくほ[くーっ]とL6C△, [ほっ]く[ほ]くとH2.H1△, [ほっ]く[ほ

っ]くと H2.H2△, ほ[くっ]ほ[くっ]と L3A.L3A△
o0705｜形容動詞 通常ア：ほ[くほくに L0A｜挿入形：ほっ[くほくに L0B△, ほっく[ほっくに L0C△

o0706｜文脈・構造 あたたかくて、気持ちがよく｜ほこほこと｜ABABto
o0706｜情態副詞ア 通常ア：[ほ]こほこと H1
o0706｜情副挿入形 ほこほ[こっ]と L5C△, ほこほ[こーっ]と L6C△

o0706｜形容動詞 通常ア：ほ[こほこに L0A｜挿入形：ほっ[こほこに L0B△, ほっこ[ほっこに L0C△
o0707｜文脈・構造 大きな泡が浮かび上がって｜ぼこぼこと｜ABABto
o0707｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]こぼこと H1｜強調ア：ぼ[こ]ぼこと L2△
o0707｜情副挿入形 ぼこぼ[こっ]と L5C△, ぼこぼ[こーっ]と L6C△, [ぼっ]こ[ぼっ]こと H2.H2△, ぼ[こっ]

ぼ[こっ]と L3A.L3A△
o0707｜形容動詞 通常ア：ぼ[こぼこと L0A｜挿入形：ぼっ[こぼこに L0B△, ぼっこ[ぼっこに L0C△

o0708｜文脈・構造 窪みや穴がたくさんあって｜ぼこぼこと｜ABABto
o0708｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]こぼこと H1
o0708｜情副挿入形 ぼこぼ[こっ]と L5C△, ぼこぼ[こーっ]と L6C△, [ぼっ]こ[ぼっ]こと H2.H2△, ぼ[こっ]

ぼ[こっ]と L3A.L3A△
o0708｜形容動詞 通常ア：ぼ[こぼこに L0A｜挿入形：ぼっ[こぼこに L0B△, ぼっこ[ぼっこに L0C△

o0709｜文脈・構造 中空なものをはげしくたたき｜ぼこぼこと｜ABABto
o0709｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]こぼこと H1
o0709｜情副挿入形 ぼこぼ[こっ]と L5C△, ぼこぼ[こーっ]と L6C△, ぼ[こっ]ぼ[こっ]と L3A.L3A△ 

o0709｜形容動詞 通常ア：ぼ[こぼこに L0A｜挿入形：ぼっ[こぼこに L0B△, ぼっこ[ぼっこに L0C△
o0710｜文脈・構造 調子よく次々に現れて｜ぼこぼこと｜ABABto
o0710｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]こぼこと H1
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o0710｜情副挿入形 ぼこぼ[こっ]と L5C△, ぼこぼ[こーっ]と L6C△, ぼ[こっ]ぼ[こっ]と L3A.L3A△ 
o0710｜形容動詞 通常ア：ぼ[こぼこに L0A｜挿入形：ぼっ[こぼこに L0B△

o0711｜文脈・構造 調子よく次々に現れて｜ぽこぽこと｜ABABto
o0711｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]こぽこと H1
o0711｜情副挿入形 ぽこぽ[こっ]と L5C△, ぽこぽ[こーっ]と L6C△, ぽ[こっ]ぽ[こっ]と L3A.L3A△ 

o0711｜形容動詞 通常ア：ぽ[こぽこに L0A｜挿入形：ぽっ[こぽこに L0B△
o0712｜文脈・構造 紙などが乱雑に毛羽立って｜ぼさぼさと｜ABABto
o0712｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]さぼさと H1
o0712｜情副挿入形 ぼさぼ[さっ]と L5C△, ぼさぼ[さーっ]と L6C△, ぼ[さっ]ぼ[さっ]と L3A.L3A△ 

o0712｜形容動詞 通常ア：ぼ[さぼさに L0A｜挿入形：ぼっ[さぼさに L0B△, ぼっ[さぼっさに L0B△
o0713｜文脈・構造 何ごとにも気のりがしないで｜ぼさぼさと｜ABABto
o0713｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]さぼさと H1
o0713｜情副挿入形 ぼさぼ[さっ]とL5C△, ぼさぼ[さーっ]とL6C△, ぼ[さっ]ぼ[さっ]とL3A.L3A△, ぼ[さ

ー]ぼ[さー]と L3A.L3A△
o0713｜形容動詞 通常ア：ぼ[さぼさに L0A

o0714｜文脈・構造 張りのない低く沈んだ声で｜ぼそぼそと｜ABABto
o0714｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]そぼそと H1
o0714｜情副挿入形 ぼそぼ[そっ]と L5C△, ぼそぼ[そーっ]と L6C△, ぼ[そっ]ぼ[そっ]と L3A.L3A△ 

o0714｜形容動詞 通常ア：ぼ[そぼそに L0A△
o0715｜文脈・構造 食品の水分が不足してまずく｜ぼそぼそと｜ABABto
o0715｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]そぼそと H1
o0715｜情副挿入形 ぼそぼ[そっ]と L5C△, ぼそぼ[そーっ]と L6C△, ぼ[そっ]ぼ[そっ]と L3A.L3A△ 

o0715｜形容動詞 通常ア：ぼ[そぼそに L0A｜挿入形：ぼっ[そぼそに L0B△, ぼっそ[ぼっそに L0C△
o0716｜文脈・構造 大粒の液体が次々と垂れ落ち｜ぼたぼたと｜ABABto
o0716｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]たぼたと H1
o0716｜情副挿入形 ぼたぼ[たっ]と L5C△, ぼたぼ[たーっ]と L6C△, [ぼっ]た[ぼっ]たと H2.H2△, ぼ[たっ]

ぼ[たっ]と L3A.L3A△
o0716｜形容動詞 通常ア：ぼ[たぼたに L0A｜挿入形：ぼっ[たぼたに L0B△

o0717｜文脈・構造 大きめの水滴などが連続して｜ぼたぼたと｜ABABto
o0717｜情態副詞ア 通常ア：[ぼたぼた]と H4, [ぼた]ぼたと H2｜強調ア：[ぼ]たぼたと H1 
o0717｜情副挿入形 ぼたぼ[たっ]と L5C△, ぼたぼ[たーっ]と L6C△, [ぼっ]た[ぼっ]たと H2.H2△, ぼ[たっ]

ぼ[たっ]と L3A.L3A△
o0717｜形容動詞 通常ア：ぼ[たぼたに L0A｜挿入形：ぼっ[たぼたに L0B△, ぼった[ぼったに L0C△

o0718｜文脈・構造 小さいしずくが続けて落ちて｜ぽたぽたと｜ABABto
o0718｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]たぽたと H1
o0718｜情副挿入形 ぽたぽ[たっ]と L5C△, ぽたぽ[たーっ]と L6C△, [ぽっ]た[ぽっ]たと H2.H2△, ぽ[たっ]

ぽ[たっ]と L3A.L3A△
o0718｜形容動詞 通常ア：ぽ[たぽたに L0A｜挿入形：ぽっ[たぽたに L0B△

o0719｜文脈・構造 少量の水などが次々に落ちて｜ぽたぽたと｜ABABto
o0719｜情態副詞ア 通常ア：[ぽたぽた]と H4, [ぽた]ぽたと H2｜強調ア：[ぽ]たぽたと H1 
o0719｜情副挿入形 ぽたぽ[たっ]と L5C△, ぽたぽ[たーっ]と L6C△, [ぽっ]た[ぽっ]たと H2.H2△, ぽ[たっ]

ぽ[たっ]と L3A.L3A△
o0719｜形容動詞 通常ア：ぽ[たぽたに L0A｜挿入形：ぽっ[たぽたに L0B△, ぽった[ぽったに L0C△

o0720｜文脈・構造 少しずつだが着実に前進して｜ぽちぽちと｜ABABto
o0720｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]ちぽちと H1
o0720｜情副挿入形 ぽちぽ[ちっ]と L5C△, ぽちぽ[ちーっ]と L6C△, [ぽっ]ち[ぽっ]ちと H2.H2△ 
o0721｜文脈・構造 量が少なくて｜ぽちぽちと｜ABABto
o0721｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]ちぽちと H1
o0721｜情副挿入形 ぽちぽ[ちっ]と L5C△, ぽちぽ[ちーっ]と L6C△, [ぽっ]ち[ぽっ]ちと H2.H2△, ぽ[ちっ]

ぽ[ちっ]と L3A.L3A△
o0721｜形容動詞 通常ア：ぽ[ちぽちに L0A

o0722｜文脈・構造 仕事などに少しずつ取り組み｜ぽちぽちと｜ABABto
o0722｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]ちぽちと H1
o0722｜情副挿入形 [ぽっ]ち[ぽっ]ちと H2.H2△
o0723｜文脈・構造 肥え太っていても愛らしくて｜ぼちゃぼちゃと｜ABABto
o0723｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]ちゃぼちゃと H1
o0723｜情副挿入形 ぼちゃぼ[ちゃっ]と L5C△, ぼちゃぼ[ちゃーっ]と L6C△, ぼ[ちゃっ]ぼ[ちゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0723｜形容動詞 通常ア：ぼ[ちゃぼちゃに L0A△

o0724｜文脈・構造 少し太りぎみで｜ぽちゃぽちゃと｜ABABto
o0724｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]ちゃぽちゃと H1
o0724｜情副挿入形 ぽちゃぽ[ちゃっ]と L5C△, ぽちゃぽ[ちゃーっ]と L6C△, ぽ[ちゃっ]ぽ[ちゃっ]と
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L3A.L3A△ 
o0724｜形容動詞 通常ア：ぽ[ちゃぽちゃに L0A△

o0725｜文脈・構造 少しずつだが着実に前進して｜ぼつぼつと｜ABABto
o0725｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]つぼつと H1
o0725｜情副挿入形 ぼつぼ[つっ]と L5C△, ぼつぼ[つーっ]と L6C△, [ぼっ]つ[ぼっ]つと H2.H2△ 
o0726｜文脈・構造 あちこちで少しずつ行われて｜ぼつぼつと｜ABABto
o0726｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]つぼつと H1
o0726｜情副挿入形 ぼつぼ[つっ]と L5C△, ぼつぼ[つーっ]と L6C△, [ぼっ]つ[ぼっ]つと H2.H2△, ぼ[つっ]

ぼ[つっ]と L3A.L3A△
o0727｜文脈・構造 雨が一粒ずつまばらに落ちて｜ぽつぽつと｜ABABto
o0727｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]つぽつと H1
o0727｜情副挿入形 ぽつぽ[つっ]と L5C△, [ぽっ]つ[ぽっ]つと H2.H2△, ぽ[つっ]ぽ[つっ]と L3A.L3A△ 
o0728｜文脈・構造 いくつにも切ったり、中断して｜ぽつぽつと｜ABABto
o0728｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]つぽつと H1
o0728｜情副挿入形 ぽつぽ[つっ]と L5C△, ぽつぽ[つーっ]と L6C△, ぽ[つっ]ぽ[つっ]と L3A.L3A△ 

o0728｜形容動詞 通常ア：ぽ[つぽつに L0A｜挿入形：ぽっ[つぽつに L0B△, ぽっつ[ぽっつに L0C△
o0729｜文脈・構造 仕事などに少しずつ取り組み｜ぽつぽつと｜ABABto
o0729｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]つぽつと H1
o0729｜情副挿入形 [ぽっ]つ[ぽっ]つと H2.H2△
o0730｜文脈・構造 不必要な肉などがついて｜ぼてぼてと｜ABABto
o0730｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]てぼてと H1
o0730｜情副挿入形 ぼてぼ[てっ]とL5C△, ぼてぼ[てーっ]とL6C△, ぼ[てっ]ぼ[てっ]とL3A.L3A△, ぼ[て

ー]ぼ[てー]と L3A.L3A△
o0730｜形容動詞 通常ア：ぼ[てぼてに L0A△

o0731｜文脈・構造 肉づきがよく、張りがあって｜ぽてぽてと｜ABABto
o0731｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]てぽてと H1
o0731｜情副挿入形 ぽてぽ[てっ]と L5C△, ぽてぽ[てーっ]と L6C△, ぽ[てっ]ぽ[てっ]と L3A.L3A△ 

o0731｜形容動詞 通常ア：ぽ[てぽてに L0A△
o0732｜文脈・構造 大きめの水滴などが重そうに｜ぼとぼとと｜ABABto
o0732｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]とぼとと H1
o0732｜情副挿入形 ぼとぼ[とっ]と L5C△, ぼとぼ[とーっ]と L6C△, [ぼっ]と[ぼっ]とと H2.H2△ 

o0732｜形容動詞 通常ア：ぼ[とぼとに L0A｜挿入形：ぼっ[とぼとに L0B△
o0733｜文脈・構造 大粒の液体が次々と垂れ落ち｜ぼとぼとと｜ABABto
o0733｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]とぼとと H1
o0733｜情副挿入形 ぼとぼ[とっ]と L5C△, ぼとぼ[とーっ]と L6C△, ぼ[とっ]ぼ[とっ]と L3A.L3A△ 
o0734｜文脈・構造 少量の水などが垂れ落ちて｜ぽとぽとと｜ABABto
o0734｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]とぽとと H1
o0734｜情副挿入形 ぽとぽ[とっ]と L5C△, ぽとぽ[とーっ]と L6C△, ぽ[とっ]ぽ[とっ]と L3A.L3A△ 

o0734｜形容動詞 通常ア：ぽ[とぽとに L0A△
o0735｜文脈・構造 小さいしずくが続けて落ちて｜ぽとぽとと｜ABABto
o0735｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]とぽとと H1
o0735｜情副挿入形 ぽとぽ[とっ]と L5C△, ぽとぽ[とーっ]と L6C△, ぽ[とっ]ぽ[とっ]と L3A.L3A△ 

o0735｜形容動詞 通常ア：ぽ[とぽとに L0A△
o0736｜文脈・構造 はっきりと見分けられないで｜ほのぼのと｜ABABto
o0736｜情態副詞ア 通常ア：[ほのぼ]のと H3, [ほの]ぼのと H2｜強調ア：ほ[の]ぼのと L2△ 
o0736｜情副挿入形 ほのぼ[のっ]と L5C△, ほのぼ[のー]と L5C△, ほのぼ[のーっ]と L6C△ 
o0737｜文脈・構造 心の中があたたかく感じられ｜ほのぼのと｜ABABto
o0737｜情態副詞ア 通常ア：[ほのぼの]と H4, [ほのぼ]のと H3, [ほの]ぼのと H2｜強調ア：ほ[の]ぼのと L2

△ 
o0737｜情副挿入形 ほのぼ[のー]と L5C△
o0738｜文脈・構造 肌にやわらかく感じて｜ほやほやと｜ABABto
o0738｜情態副詞ア 通常ア：[ほ]やほやと H1
o0738｜情副挿入形 ほやほ[やっ]と L5C△, ほやほ[やーっ]と L6C△, ほ[やっ]ほ[やっ]と L3A.L3A△ 

o0738｜形容動詞 通常ア：ほ[やほやに L0A
o0739｜文脈・構造 湯気が立つほどできたてで｜ほやほやと｜ABABto

o0739｜形容動詞 通常ア：ほ[やほやに L0A
o0740｜文脈・構造 気がきかなくて｜ぼやぼやと｜ABABto
o0740｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]やぼやと H1
o0740｜情副挿入形 ぼやぼ[やっ]と L5C△, ぼやぼ[やーっ]と L6C△, ぼ[やっ]ぼ[やっ]と L3A.L3A△ 
o0741｜文脈・構造 輪郭があいまいな状態が続き｜ぼやぼやと｜ABABto
o0741｜情態副詞ア 通常ア：[ぼやぼや]と H4, ぼ[やぼや]と L4A｜強調ア：ぼ[や]ぼやと L2△ 
o0741｜情副挿入形 [ぼやぼやっ]と H5△, ぼ[やぼやっ]と L5A△, ぼやぼ[やっ]と L5C△, [ぼやぼやーっ]と
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H6△, ぼ[やぼやーっ]とL6A△, ぼやぼ[やーっ]とL6C△, ぼ[やっ]ぼ[やっ]とL3A.L3A
△, ぼ[やー]ぼ[やー]と L3A.L3A△

o0741｜形容動詞 通常ア：ぼ[やぼやに L0A△
o0742｜文脈・構造 やわらかに草などがふくらみ｜ぽやぽやと｜ABABto
o0742｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]やぽやと H1
o0742｜情副挿入形 ぽやぽ[やっ]と L5C△, ぽやぽ[やーっ]と L6C△, ぽ[やっ]ぽ[やっ]と L3A.L3A△ 

o0742｜形容動詞 通常ア：ぽ[やぽやに L0A△
o0743｜文脈・構造 弾力を伴ってゆれて｜ぽよぽよと｜ABABto
o0743｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]よぽよと H1
o0743｜情副挿入形 ぽよぽ[よっ]と L5C△, ぽよぽ[よーっ]と L6C△, ぽ[よっ]ぽ[よっ]と L3A.L3A△ 

o0743｜形容動詞 通常ア：ぽ[よぽよに L0A△
o0744｜文脈・構造 かたいものをかみ砕いて｜ぼりぼりと｜ABABto
o0744｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]りぼりと H1
o0744｜情副挿入形 ぼりぼ[りっ]と L5C△, ぼりぼ[りーっ]と L6C△, ぼ[りっ]ぼ[りっ]と L3A.L3A△ 

o0744｜形容動詞 通常ア：ぼ[りぼりに L0A△
o0745｜文脈・構造 軽やかにものをかみ砕いて｜ぽりぽりと｜ABABto
o0745｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]りぽりと H1
o0745｜情副挿入形 ぽりぽ[りっ]と L5C△, ぽりぽ[りーっ]と L6C△, ぽ[りっ]ぽ[りっ]と L3A.L3A 

o0745｜形容動詞 通常ア：ぽ[りぽりに L0A△
o0746｜文脈・構造 涙や水滴などが流れ落ちて｜ほろほろと｜ABABto
o0746｜情態副詞ア 通常ア：[ほ]ろほろと H1
o0746｜情副挿入形 ほろほ[ろっ]と L5C△, ほろほ[ろーっ]と L6C△, ほ[ろっ]ほ[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0746｜形容動詞 通常ア：ほ[ろほろに L0A△
o0747｜文脈・構造 大粒の涙を流して｜ぼろぼろと｜ABABto
o0747｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]ろぼろと H1
o0747｜情副挿入形 ぼろぼ[ろっ]と L5C△, ぼろぼ[ろーっ]と L6C△, ぼ[ろっ]ぼ[ろっ]と L3A.L3A△ 
o0748｜文脈・構造 粒状のものが大量にこぼれて｜ぼろぼろと｜ABABto
o0748｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]ろぼろと H1
o0748｜情副挿入形 ぼろぼ[ろっ]と L5C△, ぼろぼ[ろーっ]と L6C△, ぼ[ろっ]ぼ[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0748｜形容動詞 通常ア：ぼ[ろぼろに L0A△
o0749｜文脈・構造 布などが細かく破れて｜ぼろぼろと｜ABABto
o0749｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]ろぼろと H1
o0749｜情副挿入形 ぼろぼ[ろっ]と L5C△, ぼろぼ[ろーっ]と L6C△, ぼ[ろっ]ぼ[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0749｜形容動詞 通常ア：ぼ[ろぼろに L0A｜挿入形：ぼっ[ろぼろに L0B△
o0750｜文脈・構造 水分が不足して、もろくなり｜ぼろぼろと｜ABABto
o0750｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]ろぼろと H1
o0750｜情副挿入形 ぼろぼ[ろっ]と L5C△, ぼろぼ[ろーっ]と L6C△, ぼ[ろっ]ぼ[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0750｜形容動詞 通常ア：ぼ[ろぼろに L0A
o0751｜文脈・構造 心身ともに疲れきって｜ぼろぼろと｜ABABto

o0751｜形容動詞 通常ア：ぼ[ろぼろに L0A｜挿入形：ぼっ[ろぼろに L0B△, ぼ[ろっぼろに L0A△ 
o0752｜文脈・構造 涙が次々にこぼれ落ちて｜ぽろぽろと｜ABABto
o0752｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]ろぽろと H1
o0752｜情副挿入形 ぽろぽ[ろっ]と L5C△, ぽろぽ[ろーっ]と L6C△
o0753｜文脈・構造 涙がこぼれ続けて｜ぽろぽろと｜ABABto
o0753｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]ろぽろと H1
o0753｜情副挿入形 ぽろぽ[ろっ]と L5C△, ぽろぽ[ろーっ]と L6C△, ぽ[ろっ]ぽ[ろっ]と L3A.L3A△ 
o0754｜文脈・構造 涙やごはん粒がこぼれ落ちて｜ぽろぽろと｜ABABto
o0754｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]ろぽろと H1
o0754｜情副挿入形 ぽろぽ[ろっ]と L5C△, ぽろぽ[ろーっ]と L6C△, ぽ[ろっ]ぽ[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0754｜形容動詞 通常ア：ぽ[ろぽろに L0A△
o0755｜文脈・構造 水分がなくなって、くだけて｜ぽろぽろと｜ABABto
o0755｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]ろぽろと H1
o0755｜情副挿入形 ぽろぽ[ろっ]と L5C△, ぽろぽ[ろーっ]と L6C△, ぽ[ろっ]ぽ[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0755｜形容動詞 通常ア：ぽ[ろぽろに L0A
o0756｜文脈・構造 実態が定かでなく頼りなくて｜ぼわぼわと｜ABABto
o0756｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]わぼわと H1
o0756｜情副挿入形 ぼわぼ[わっ]と L5C△, ぼわぼ[わーっ]と L6C△, ぼ[わっ]ぼ[わっ]と L3A.L3A△ 

o0756｜形容動詞 通常ア：ぼ[わぼわに L0A△
o0757｜文脈・構造 やわらかくて頼りなく｜ぽわぽわと｜ABABto
o0757｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]わぽわと H1
o0757｜情副挿入形 ぽわぽ[わっ]と L5C△, ぽわぽ[わーっ]と L6C△, ぽ[わっ]ぽ[わっ]と L3A.L3A△ 

o0757｜形容動詞 通常ア：ぽ[わぽわに L0A△
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o0758｜文脈・構造 対処がわからずうろたえて｜まごまごと｜ABABto
o0758｜情態副詞ア 通常ア：[まごま]ごと H3, [まご]まごと H2｜強調ア：[ま]ごまごと H1 
o0758｜情副挿入形 まごま[ごっ]と L5C△, まごま[ごーっ]と L6C△, ま[ごっ]ま[ごっ]と L3A.L3A△ 

o0758｜形容動詞 通常ア：ま[ごまごに L0A△
o0759｜文脈・構造 目前の出来事かのように｜まざまざと｜ABABto
o0759｜情態副詞ア 通常ア：[まざま]ざと H3, [まざ]まざと H2｜強調ア：[ま]ざまざと H1, ま[ざ]まざと L2

△ 
o0759｜情副挿入形 まざま[ざっ]と H5△, まざま[ざーっ]と H6△
o0760｜文脈・構造 まばたきなどをして眠れずに｜まじまじと｜ABABto
o0760｜情態副詞ア 通常ア：[まじま]じと H3, [まじ]まじと H2｜強調ア：[ま]じまじと H1, ま[じ]まじと L2

△ 
o0760｜情副挿入形 まじま[じっ]と L5C△, まじま[じーっ]と L6C△
o0761｜文脈・構造 目をそらさずじっと見つめて｜まじまじと｜ABABto
o0761｜情態副詞ア 通常ア：[まじま]じと H3, [まじ]まじと H2｜強調ア：[ま]じまじと H1, ま[じ]まじと L2

△ 
o0761｜情副挿入形 まじま[じっ]と H5△, まじま[じーっ]と H6△
o0762｜文脈・構造 ことに動じることなく平気で｜まじまじと｜ABABto
o0762｜情態副詞ア 通常ア：[まじまじ]と H4, [まじま]じと H3, [まじ]まじと H2｜強調ア：[ま]じまじと H1,

ま[じ]まじと L2△ 
o0762｜情副挿入形 まじま[じっ]と L5C△, まじま[じーっ]と L6C△
o0763｜文脈・構造 ものの性質がやわらかくて｜まろまろと｜ABABto
o0763｜情態副詞ア 通常ア：[ま]ろまろと H1
o0763｜情副挿入形 まろま[ろっ]と L5C△, まろま[ろーっ]と L6C△, ま[ろっ]ま[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0763｜形容動詞 通常ア：ま[ろまろに L0A△
o0764｜文脈・構造 木組や骨組が続けてきしんで｜みしみしと｜ABABto
o0764｜情態副詞ア 通常ア：[みしみし]と H4｜強調ア：[み]しみしと H1
o0764｜情副挿入形 みしみ[しっ]と L5C△, みしみ[しーっ]と L6C△, み[しっ]み[しっ]と L3A.L3A△ 
o0765｜文脈・構造 骨組みがきしんだり、壊れて｜みりみりと｜ABABto
o0765｜情態副詞ア 通常ア：[み]りみりと H1
o0765｜情副挿入形 みりみ[りっ]と L5C△, みりみ[りーっ]と L6C△, み[りっ]み[りっ]と L3A.L3A△ 

o0765｜形容動詞 通常ア：み[りみりに L0A△
o0766｜文脈・構造 胃の奥から吐きけをもよおし｜むかむかと｜ABABto
o0766｜情態副詞ア 通常ア：[む]かむかと H1
o0766｜情副挿入形 むかむ[かっ]と L5C△, むかむ[かーっ]と L6C△, [むっ]か[むっ]かと H2.H2△, む[かっ]

む[かっ]と L3A.L3A△
o0766｜形容動詞 通常ア：む[かむかに L0A｜挿入形：むっ[かむかに L0B△, むっか[むっかに L0C△

o0767｜文脈・構造 怒りが急激にこみあげてきて｜むかむかと｜ABABto
o0767｜情態副詞ア 通常ア：[む]かむかと H1
o0767｜情副挿入形 [むかむかっ]と H5△, むかむ[かっ]と L5C△, [むかむかーっ]と H6△, むかむ[かーっ]

と L6C△, む[かっ]む[かっ]と L3A.L3A△
o0767｜形容動詞 通常ア：む[かむかに L0A｜挿入形：むっ[かむかに L0B△

o0768｜文脈・構造 うごめきながら起きあがって｜むくむくと｜ABABto
o0768｜情態副詞ア 通常ア：[む]くむくと H1
o0768｜情副挿入形 むくむ[くっ]と L5C△, むくむ[くーっ]と L6C△, [むっ]く[むっ]くと H2.H2△, む[くっ]

む[くっ]と L3A.L3A△
o0768｜形容動詞 通常ア：む[くむくに L0A△｜挿入形：むっ[くむくに L0B△, むっく[むっくに L0C△

o0769｜文脈・構造 厚くやわらかくふくらんで｜むくむくと｜ABABto
o0769｜情態副詞ア 通常ア：[む]くむくと H1
o0769｜情副挿入形 むくむ[くっ]と L5C△, むくむ[くーっ]と L6C△, [むっ]く[むっ]くと H2.H2△, む[くっ]

む[くっ]と L3A.L3A△
o0769｜形容動詞 通常ア：む[くむくに L0A｜挿入形：むっ[くむくに L0B△, むっく[むっくに L0B△

o0770｜文脈・構造 毛が多く重なり合って生えて｜むくむくと｜ABABto
o0770｜情態副詞ア 通常ア：[む]くむくと H1
o0770｜情副挿入形 むくむ[くっ]とL5C△, むくむ[くーっ]とL6C△, む[くっ]む[くっ]とL3A.L3A△, [むっ]

く[むっ]くと H2.H2△
o0770｜形容動詞 通常ア：む[くむくに L0A｜挿入形：むっ[くむくに L0B△, むっ[くむっくに L0B△

o0771｜文脈・構造 感情や考えが急に浮かんで｜むくむくと｜ABABto
o0771｜情態副詞ア 通常ア：[むくむく]と H4｜強調ア：[む]くむくと H1△
o0771｜情副挿入形 [むくむくっ]と H5△, むくむ[くっ]と L5C△, [むくむくーっ]と H6△, むくむ[くーっ]

と L6C△, む[くっ]む[くっ]と L3A.L3A△
o0771｜形容動詞 通常ア：む[くむくに L0A△

o0772｜文脈・構造 厚くやわらかくふくらんで｜むくむくと｜ABABto
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o0772｜情態副詞ア 通常ア：[むくむく]と H4, [むくむ]くと H3, [むく]むくと H2｜強調ア：[む]くむくと H1
△ 

o0772｜情副挿入形 むくむ[くっ]と L5C△, むくむ[くーっ]と L6C△, む[くっ]む[くっ]と L3A.L3A△ 
o0772｜形容動詞 通常ア：む[くむくに L0A｜挿入形：むっ[くむくに L0B△, むっく[むっくに L0C△

o0773｜文脈・構造 口をあけずにものをかんで｜むぐむぐと｜ABABto
o0773｜情態副詞ア 通常ア：[む]ぐむぐと H1
o0773｜情副挿入形 むぐむ[ぐっ]と L5C△, むぐむ[ぐーっ]と L6C△, [むん]ぐ[むん]ぐと H2.H2△ 
o0774｜文脈・構造 湿気が多く、不快に暑くて｜むしむしと｜ABABto
o0774｜情態副詞ア 通常ア：[む]しむしと H1
o0774｜情副挿入形 むしむ[しっ]と L5C△, むしむ[しーっ]と L6C△

o0774｜形容動詞 通常ア：む[しむしに L0A△
o0775｜文脈・構造 勢いこんで食べて｜むしゃむしゃと｜ABABto
o0775｜情態副詞ア 通常ア：[む]しゃむしゃと H1
o0775｜情副挿入形 むしゃむ[しゃっ]と L5C△, むしゃむ[しゃーっ]と L6C△, む[しゃっ]む[しゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0776｜文脈・構造 毛などが乱雑に密生して｜むしゃむしゃと｜ABABto
o0776｜情態副詞ア 通常ア：[む]しゃむしゃと H1
o0776｜情副挿入形 むしゃむ[しゃっ]と L5C△, むしゃむ[しゃーっ]と L6C△, む[しゃっ]む[しゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0776｜形容動詞 通常ア：む[しゃむしゃに L0A｜挿入形：むっ[しゃむしゃに L0B△ 

o0777｜文脈・構造 することを前に腕が鳴って｜むずむずと｜ABABto
o0777｜情態副詞ア 通常ア：[む]ずむずと H1
o0777｜情副挿入形 むずむ[ずっ]と L5C△, むずむ[ずーっ]と L6C△, [むん]ず[むん]ずと H2.H2△, む[ずっ]

む[ずっ]と L3A.L3A△
o0777｜形容動詞 通常ア：む[ずむずに L0A△

o0778｜文脈・構造 虫がはうようなかゆみを感じ｜むずむずと｜ABABto
o0778｜情態副詞ア 通常ア：[む]ずむずと H1
o0778｜情副挿入形 むずむ[ずっ]と L5C△, むずむ[ずーっ]と L6C△, む[ずっ]む[ずっ]と L3A.L3A△ 

o0778｜形容動詞 通常ア：む[ずむずに L0A△
o0779｜文脈・構造 肌に張りがあり、肉づきがよく｜むちむちと｜ABABto
o0779｜情態副詞ア 通常ア：[む]ちむちと H1
o0779｜情副挿入形 むちむ[ちっ]と L5C△, むちむ[ちーっ]と L6C△, む[ちっ]む[ちっ]と L3A.L3A△ 

o0779｜形容動詞 通常ア：む[ちむちに L0A｜挿入形：むっ[ちむちに L0B△, むっち[むっちに L0C△
o0780｜文脈・構造 ゆっくりと口を動かしてかみ｜むにゃむにゃと｜ABABto
o0780｜情態副詞ア 通常ア：[む]にゃむにゃと H1
o0780｜情副挿入形 むにゃむ[にゃっ]と L5C△, むにゃむ[にゃーっ]と L6C△, む[にゃっ]む[にゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0781｜文脈・構造 寝言や不平・不満などを言って｜むにゃむにゃと｜ABABto
o0781｜情態副詞ア 通常ア：[む]にゃむにゃと H1
o0781｜情副挿入形 むにゃむ[にゃっ]と L5C△, むにゃむ[にゃーっ]と L6C△, む[にゃっ]む[にゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0782｜文脈・構造 弾力やぬめりが感じられて｜むにゅむにゅと｜ABABto
o0782｜情態副詞ア 通常ア：[む]にゅむにゅと H1
o0782｜情副挿入形 むにゅむ[にゅっ]と L5C△, むにゅむ[にゅーっ]と L6C△, む[にゅっ]む[にゅっ]と

L3A.L3A△ 
o0782｜形容動詞 通常ア：む[にゅむにゅに L0A△

o0783｜文脈・構造 怒りが腹の底からわいてきて｜むらむらと｜ABABto
o0783｜情態副詞ア 通常ア：[む]らむらと H1
o0783｜情副挿入形 むらむ[らっ]と L5C△, むらむ[らーっ]と L6C△, む[らっ]む[らっ]と L3A.L3A△ 

o0783｜形容動詞 通常ア：む[らむらに L0A△
o0784｜文脈・構造 抑えられない思いが次々に｜むらむらと｜ABABto
o0784｜情態副詞ア 通常ア：[む]らむらと H1
o0784｜情副挿入形 むらむ[らっ]と L5C△, むらむ[らーっ]と L6C△, む[らっ]む[らっ]と L3A.L3A△ 

o0784｜形容動詞 通常ア：む[らむらに L0A△
o0785｜文脈・構造 目に見えて程度が進んで｜めきめきと｜ABABto
o0785｜情態副詞ア 通常ア：[め]きめきと H1
o0785｜情副挿入形 めきめ[きっ]と L5C△, めきめ[きーっ]と L6C△, [めっ]き[めっ]きと H2.H2△, め[きっ]

め[きっ]と L3A.L3A△
o0785｜形容動詞 通常ア：め[きめきに L0A△

o0786｜文脈・構造 ものが壊れたり、きしんで｜めきめきと｜ABABto
o0786｜情態副詞ア 通常ア：[め]きめきと H1
o0786｜情副挿入形 めきめ[きっ]と L5C△, めきめ[きーっ]と L6C△, め[きっ]め[きっ]と L3A.L3A△ 
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o0787｜文脈・構造 意気地なくいつまでも泣いて｜めそめそと｜ABABto
o0787｜情態副詞ア 通常ア：[め]そめそと H1
o0787｜情副挿入形 めそめ[そっ]と L5C△, めそめ[そーっ]と L6C△, [めっ]そ[めっ]そと H2.H2△, め[そっ]

め[そっ]と L3A.L3A△
o0787｜形容動詞 通常ア：め[そめそに L0A△｜挿入形：めっ[そめそに L0B△

o0788｜文脈・構造 壊れ方がひどくて｜めためたと｜ABABto
o0788｜情態副詞ア 通常ア：[め]ためたと H1
o0788｜情副挿入形 めため[たっ]と L5C△, めため[たーっ]と L6C△, め[たっ]め[たっ]と L3A.L3A△ 

o0788｜形容動詞 通常ア：め[ためたに L0A｜挿入形：めっ[ためたに L0B△, めった[めったに L0C△
o0789｜文脈・構造 嘆かわしいほど無秩序で｜めちゃめちゃと｜ABABto

o0789｜形容動詞 通常ア：め[ちゃめちゃに L0A△｜挿入形：めっ[ちゃめちゃに L0B△, めっちゃ[めっ
ちゃに L0C△ 

o0790｜文脈・構造 急に勢いよく燃え上がって｜めらめらと｜ABABto
o0790｜情態副詞ア 通常ア：[め]らめらと H1
o0790｜情副挿入形 めらめ[らっ]と L5C△, めらめ[らーっ]と L6C△

o0790｜形容動詞 通常ア：め[らめらに L0A△
o0791｜文脈・構造 もろく裂け破れたり、砕けて｜めりめりと｜ABABto
o0791｜情態副詞ア 通常ア：[め]りめりと H1
o0791｜情副挿入形 めりめ[りっ]と L5C△, めりめ[りーっ]と L6C△, め[りっ]め[りっ]と L3A.L3A△ 

o0791｜形容動詞 通常ア：め[りめりに L0A△
o0792｜文脈・構造 盛り上がったりうごめいて｜もくもくと｜ABABto
o0792｜情態副詞ア 通常ア：[も]くもくと H1
o0792｜情副挿入形 もくも[くっ]と L5C△, もくも[くーっ]と L6C△, [もっ]く[もっ]くと H2.H2△, も[くっ]

も[くっ]と L3A.L3A△
o0792｜形容動詞 通常ア：も[くもくに L0A△｜挿入形：もっ[くもくに L0B△, もっく[もっくに L0C△

o0793｜文脈・構造 やわらかくあたたかい感じで｜もくもくと｜ABABto
o0793｜情態副詞ア 通常ア：[も]くもくと H1
o0793｜情副挿入形 もくも[くっ]と L5C△, もくも[くーっ]と L6C△, [もっ]く[もっ]くと H2.H2△, も[くっ]

も[くっ]と L3A.L3A△
o0793｜形容動詞 通常ア：も[くもくに L0A｜挿入形：もっ[くもくに L0B△, もっ[くもっくに L0B△

o0794｜文脈・構造 口にほおばり、何度もかんで｜もぐもぐと｜ABABto
o0794｜情態副詞ア 通常ア：[も]ぐもぐと H1
o0794｜情副挿入形 もぐも[ぐっ]と L5C△, もぐも[ぐーっ]と L6C△, [もん]ぐ[もん]ぐと H2.H2△ 
o0795｜文脈・構造 ふくらんで厚みがあり｜もこもこと｜ABABto
o0795｜情態副詞ア 通常ア：[も]こもこと H1
o0795｜情副挿入形 もこも[こっ]と L5C△, もこも[こーっ]と L6C△, [もっ]こ[もっ]こと H2.H2△, も[こっ]

も[こっ]と L3A.L3A△
o0795｜形容動詞 通常ア：も[こもこに L0A｜挿入形：もっ[こもこに L0B△, もっこ[もっこに L0C△

o0796｜文脈・構造 口をよく開けずこもった声で｜もごもごと｜ABABto
o0796｜情態副詞ア 通常ア：[も]ごもごと H1
o0796｜情副挿入形 もごも[ごっ]と L5C△, もごも[ごーっ]と L6C△, も[ごっ]も[ごっ]と L3A.L3A△ 

o0796｜形容動詞 通常ア：も[ごもごに L0A△
o0797｜文脈・構造 毛などが乱雑に密生して｜もさもさと｜ABABto
o0797｜情態副詞ア 通常ア：[も]さもさと H1
o0797｜情副挿入形 もさも[さっ]と L5C△, もさも[さーっ]と L6C△, も[さっ]も[さっ]と L3A.L3A△ 

o0797｜形容動詞 通常ア：も[さもさに L0A｜挿入形：もっ[さもさに L0B△, もっさ[もっさに L0C△
o0798｜文脈・構造 動作がのろく意気があがらず｜もさもさと｜ABABto
o0798｜情態副詞ア 通常ア：[も]さもさと H1
o0798｜情副挿入形 もさも[さっ]と L5C△, もさも[さーっ]と L6C△, も[さっ]も[さっ]と L3A.L3A△ 

o0798｜形容動詞 通常ア：も[さもさに L0A△
o0799｜文脈・構造 遠慮や恥じらいで決心できず｜もじもじと｜ABABto
o0799｜情態副詞ア 通常ア：[も]じもじと H1
o0799｜情副挿入形 もじも[じっ]と L5C△, もじも[じーっ]と L6C△, も[じっ]も[じっ]と L3A.L3A△ 

o0799｜形容動詞 通常ア：も[じもじに L0A△
o0800｜文脈・構造 毛や草が不ぞろいに密生し｜もしゃもしゃと｜ABABto
o0800｜情態副詞ア 通常ア：[も]しゃもしゃと H1
o0800｜情副挿入形 もしゃも[しゃっ]と L5C△, もしゃも[しゃーっ]と L6C△, も[しゃっ]も[しゃっ]と

L3A.L3A△ 
o0800｜形容動詞 通常ア：も[しゃもしゃに L0A｜挿入形：もっ[しゃもしゃに L0B△ 

o0801｜文脈・構造 毛や草が不ぞろいに密生し｜もじゃもじゃと｜ABABto
o0801｜情態副詞ア 通常ア：[も]じゃもじゃと H1
o0801｜情副挿入形 もじゃも[じゃっ]と L5C△, もじゃも[じゃーっ]と L6C△, も[じゃっ]も[じゃっ]と
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L3A.L3A△ 
o0801｜形容動詞 通常ア：も[じゃもじゃに L0A｜挿入形：もっ[じゃもじゃに L0B△ 

o0802｜文脈・構造 水けの少ないものをまずそうに｜もそもそと｜ABABto
o0802｜情態副詞ア 通常ア：[も]そもそと H1
o0802｜情副挿入形 もそも[そっ]と L5C△, もそも[そーっ]と L6C△, も[そっ]も[そっ]と L3A.L3A△ 
o0803｜文脈・構造 虫がはうようなかゆみを感じ｜もぞもぞと｜ABABto
o0803｜情態副詞ア 通常ア：[も]ぞもぞと H1
o0803｜情副挿入形 もぞも[ぞっ]と L5C△, もぞも[ぞーっ]と L6C△, も[ぞっ]も[ぞっ]と L3A.L3A△ 

o0803｜形容動詞 通常ア：も[ぞもぞに L0A△
o0804｜文脈・構造 動作がにぶく、はかどらずに｜もたもたと｜ABABto
o0804｜情態副詞ア 通常ア：[も]たもたと H1
o0804｜情副挿入形 もたも[たっ]と L5C△, もたも[たーっ]と L6C△, も[たっ]も[たっ]と L3A.L3A△ 

o0804｜形容動詞 通常ア：も[たもたに L0A△
o0805｜文脈・構造 のぼせたり、欲情が起きて｜もやもやと｜ABABto
o0805｜情態副詞ア 通常ア：[も]やもやと H1
o0805｜情副挿入形 もやも[やっ]と L5C△, もやも[やーっ]と L6C△, も[やっ]も[やっ]と L3A.L3A△ 

o0805｜形容動詞 通常ア：も[やもやに L0A△
o0806｜文脈・構造 煙や湯気で視界が不明瞭で｜もやもやと｜ABABto
o0806｜情態副詞ア 通常ア：[もやもや]と H4, [もやも]やと H3, [もや]もやと H2｜強調ア：[も]やもやと H1

△ 
o0806｜情副挿入形 もやも[やっ]と L5C△, もやも[やーっ]と L6C△, も[やっ]も[やっ]と L3A.L3A△ 

o0806｜形容動詞 通常ア：も[やもやに L0A｜挿入形：もやも[やーに L0C△
o0807｜文脈・構造 旺盛な食欲で次々と食べて｜もりもりと｜ABABto
o0807｜情態副詞ア 通常ア：[も]りもりと H1
o0808｜文脈・構造 元気・意欲などが次々にわき｜もりもりと｜ABABto
o0808｜情態副詞ア 通常ア：[も]りもりと H1
o0808｜情副挿入形 もりも[りっ]と L5C△, もりも[りーっ]と L6C△, [もー]りもりと H2△, [もー]り[もー]

りと H2.H2△ 
o0808｜形容動詞 通常ア：も[りもりに L0A

o0809｜文脈・構造 筋肉が盛り上がって強そうで｜もりもりと｜ABABto
o0809｜情態副詞ア 通常ア：[も]りもりと H1
o0809｜情副挿入形 もりも[りっ]と L5C△, もりも[りーっ]と L6C△, も[りっ]も[りっ]と L3A.L3A△ 

o0809｜形容動詞 通常ア：も[りもりに L0A△
o0810｜文脈・構造 盛り上がるほどたくさんで｜もりもりと｜ABABto
o0810｜情態副詞ア 通常ア：[も]りもりと H1
o0810｜情副挿入形 もりも[りっ]と L5C△, もりも[りーっ]と L6C△, も[りっ]も[りっ]と L3A.L3A△ 

o0810｜形容動詞 通常ア：も[りもりに L0A｜挿入形：もっ[りもりに L0B△
o0811｜文脈・構造 形や動きがはっきりしないで｜もわもわと｜ABABto
o0811｜情態副詞ア 通常ア：[も]わもわと H1
o0811｜情副挿入形 もわも[わっ]と L5C△, もわも[わー]とL5C△, もわも[わーっ]と L6C△, も[わっ]も[わ

っ]と L3A.L3A△ 
o0811｜形容動詞 通常ア：も[わもわに L0A△

o0812｜文脈・構造 湯気などが一面に広がって｜もわもわと｜ABABto
o0812｜情態副詞ア 通常ア：[もわもわ]と H4, [もわも]わと H3, [もわ]もわと H2｜強調ア：[も]わもわと H1
o0812｜情副挿入形 もわも[わっ]と L5C△, もわも[わー]とL5C△, もわも[わーっ]と L6C△, も[わー]も[わ

ー]と L3A.L3A△ 
o0812｜形容動詞 通常ア：も[わもわに L0A△

o0813｜文脈・構造 落ち着きなく騒ぎたてて｜やいやいと｜ABABto
o0813｜情態副詞ア 通常ア：[や]いやいと H1
o0813｜情副挿入形 [やー]い[やー]いと H2.H2△
o0814｜文脈・構造 うるさくせがんだり催促して｜やいやいと｜ABABto
o0814｜情態副詞ア 通常ア：[や]いやいと H1
o0814｜情副挿入形 [やー]い[やー]いと H2.H2△
o0815｜文脈・構造 感触がやわらかで｜やわやわと｜ABABto
o0815｜情態副詞ア 通常ア：[や]わやわと H1
o0815｜情副挿入形 やわや[わっ]と L5C△, やわや[わーっ]と L6C△, や[わっ]や[わっ]と L3A.L3A△ 

o0815｜形容動詞 通常ア：や[わやわに L0A△
o0816｜文脈・構造 重々しげに大きくゆれ動いて｜ゆさゆさと｜ABABto
o0816｜情態副詞ア 通常ア：[ゆ]さゆさと H1
o0816｜情副挿入形 ゆさゆ[さっ]と L5C△, ゆさゆ[さーっ]と L6C△, [ゆっ]さ[ゆっ]さと H2.H2, ゆ[さっ]ゆ

[さっ]と L3A.L3A△ 
o0816｜形容動詞 通常ア：ゆ[さゆさに L0A△
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o0817｜文脈・構造 何度もゆれ動いて｜ゆらゆらと｜ABABto
o0817｜情態副詞ア 通常ア：[ゆら]ゆらと H2｜強調ア：[ゆ]らゆらと H1
o0817｜情副挿入形 ゆらゆ[らっ]と L5C△, ゆらゆ[らーっ]と L6C△, ゆ[らっ]ゆ[らっ]と L3A.L3A△ 

o0817｜形容動詞 通常ア：ゆ[らゆらに L0A△
o0818｜文脈・構造 溶けるなどしてやわらかくて｜ゆるゆると｜ABABto
o0818｜情態副詞ア 通常ア：[ゆ]るゆると H1
o0818｜情副挿入形 ゆるゆ[るっ]と L5C△, ゆるゆ[るーっ]と L6C△, ゆ[るっ]ゆ[るっ]と L3A.L3A△ 

o0818｜形容動詞 通常ア：ゆ[るゆるに L0A｜挿入形：ゆっ[るゆるに L0B△
o0819｜文脈・構造 動作・進展・回転などが遅く｜ゆるゆると｜ABABto
o0819｜情態副詞ア 通常ア：[ゆ]るゆると H1
o0819｜情副挿入形 ゆるゆ[るっ]と L5C△, ゆるゆ[るーっ]と L6C△, ゆ[るっ]ゆ[るっ]と L3A.L3A△ 

o0819｜形容動詞 通常ア：ゆ[るゆるに L0A△
o0820｜文脈・構造 老人や病人などが足どり弱く｜よたよたと｜ABABto
o0820｜情態副詞ア 通常ア：[よ]たよたと H1
o0820｜情副挿入形 よたよ[たっ]と L5C△, よたよ[たーっ]と L6C△, [よっ]た[よっ]たと H2.H2△, よ[たっ]

よ[たっ]と L3A.L3A△
o0820｜形容動詞 通常ア：よ[たよたに L0A｜挿入形：よっ[たよたに L0B△

o0821｜文脈・構造 疲れきってまともに歩けず｜よたよたと｜ABABto
o0821｜情態副詞ア 通常ア：[よ]たよたと H1
o0821｜情副挿入形 よたよ[たっ]とL5C△, よたよ[たー]とL5C△, よたよ[たーっ]とL6C△, [よっ]た[よ]た

とH2.H1△, [よっ]た[よっ]たとH2.H2△, よ[たー]よ[たー]とL3A.L3A△, よ[たっ]よ[た
っ]と L3A.L3A△ 

o0821｜形容動詞 通常ア：よ[たよたに L0A｜挿入形：よっ[たよたに L0B△, よっ[たよったに L0B△
o0822｜文脈・構造 幼児などが慣れない足どりで｜よちよちと｜ABABto
o0822｜情態副詞ア 通常ア：[よ]ちよちと H1
o0822｜情副挿入形 よちよ[ちっ]と L5C△, よちよ[ちーっ]と L6C△, [よっ]ち[よっ]ちと H2.H2△, [よっ]ち

[よっ]ち H2.H2△ 
o0822｜形容動詞 通常ア：よ[ちよちに L0A△

o0823｜文脈・構造 老人がひざをふるわせながら｜よぼよぼと｜ABABto
o0823｜情態副詞ア 通常ア：[よぼよ]ぼと H3, [よぼ]よぼと H2｜強調ア：[よ]ぼよぼと H1, よ[ぼ]よぼと L2

△ 
o0823｜情副挿入形 よぼよ[ぼっ]と L5C△, よぼよ[ぼーっ]と L6C△, [よー]ぼ[よー]ぼと H2.H2△, よ[ぼっ]

よ[ぼっ]と L3A.L3A△
o0823｜形容動詞 通常ア：よ[ぼよぼに L0A｜挿入形：よっ[ぼよぼに L0B△

o0824｜文脈・構造 年老いて気力・体力が衰えて｜よぼよぼと｜ABABto
o0824｜情態副詞ア 通常ア：[よぼよ]ぼと H3, [よぼ]よぼと H2｜強調ア：[よ]ぼよぼと H1, よ[ぼ]よぼと L2

△ 
o0824｜情副挿入形 よぼよ[ぼっ]と L5C△, よぼよ[ぼーっ]と L6C△, よ[ぼっ]よ[ぼっ]と L3A.L3A△ 

o0824｜形容動詞 通常ア：よ[ぼよぼに L0A｜挿入形：よっ[ぼよぼに L0B△
o0825｜文脈・構造 元気がなくすっかり弱りきり｜よれよれと｜ABABto
o0825｜情態副詞ア 通常ア：[よ]れよれと H1△
o0825｜情副挿入形 よれよ[れっ]と L5C△, よれよ[れーっ]と L6C△, よ[れっ]よ[れっ]と L3A.L3A△ 

o0825｜形容動詞 通常ア：よ[れよれに L0A
o0826｜文脈・構造 今にも倒れそうな足取りで｜よろよろと｜ABABto
o0826｜情態副詞ア 通常ア：[よ]ろよろと H1
o0826｜情副挿入形 よろよ[ろっ]と L5C△, よろよ[ろーっ]と L6C△, [よー]ろ[よー]ろと H2.H2△, よ[ろっ]

よ[ろっ]と L3A.L3A△
o0826｜形容動詞 通常ア：よ[ろよろに L0A｜挿入形：よっ[ろよろに L0B△

o0827｜文脈・構造 酒や薬などで舌がもつれて｜れろれろと｜ABABto
o0827｜情態副詞ア 通常ア：[れ]ろれろと H1△

o0827｜形容動詞 通常ア：れ[ろれろに L0A
o0828｜文脈・構造 酒や薬などで舌がもつれて｜れろれろと｜ABABto
o0828｜情態副詞ア 通常ア：[れろれろ]と H4｜強調ア：[れ]ろれろと H1
o0828｜情副挿入形 れろれ[ろっ]と L5C△, れろれ[ろーっ]と L6C△, れ[ろっ]れ[ろっ]と L3A.L3A△ 

o0828｜形容動詞 通常ア：れ[ろれろに L0A△
o0829｜文脈・構造 大勢が声高に言いたてて｜わいわいと｜ABABto
o0829｜情態副詞ア 通常ア：[わ]いわいと H1
o0829｜情副挿入形 [わー]い[わー]いと H2.H2△

o0829｜形容動詞 通常ア：わ[いわいに L0A△
o0830｜文脈・構造 大勢がにぎやかに騒いで｜わいわいと｜ABABto
o0830｜情態副詞ア 通常ア：[わ]いわいと H1
o0830｜情副挿入形 わいわ[いっ]と L5C△, わいわ[いーっ]と L6C△, [わー]い[わー]いと H2.H2△ 
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o0831｜文脈・構造 大勢がにぎやかに騒いで｜わいわいと｜ABABto
o0831｜情態副詞ア 通常ア：[わ]いわいと H1
o0831｜情副挿入形 [わー]い[わー]いと H2.H2△
o0832｜文脈・構造 喜びや期待で心がときめいて｜わくわくと｜ABABto
o0832｜情態副詞ア 通常ア：[わ]くわくと H1
o0832｜情副挿入形 わくわ[くっ]と L5C△, わくわ[くーっ]と L6C△, [わっ]く[わっ]くと H2.H2△, [わっ]く

[わっ]く H2.H2△, わ[くっ]わ[くっ]と L3A.L3A△
o0832｜形容動詞 通常ア：わ[くわくに L0A△｜挿入形：わっ[くわくに L0B△

o0833｜文脈・構造 期待・喜び・楽しさなどで｜わくわくと｜ABABto
o0833｜情態副詞ア 通常ア：[わ]くわくと H1
o0833｜情副挿入形 わくわ[くっ]と L5C△, わくわ[くーっ]と L6C△, [わっ]く[わっ]くと H2.H2△, [わっ]く

[わっ]く H2.H2△, わ[くっ]わ[くっ]と L3A.L3A△
o0833｜形容動詞 通常ア：わ[くわくに L0A｜挿入形：わっ[くわくに L0B△, わっく[わっくに L0C△

o0834｜文脈・構造 草や木の葉をそよがせて｜わさわさと｜ABABto
o0834｜情態副詞ア 通常ア：[わ]さわさと H1
o0834｜情副挿入形 わさわ[さっ]と L5C△, わさわ[さーっ]と L6C△
o0835｜文脈・構造 数や量がたくさんあって｜わさわさと｜ABABto
o0835｜情態副詞ア 通常ア：[わ]さわさと H1
o0835｜情副挿入形 わさわ[さっ]と L5C△, わさわ[さーっ]と L6C△, [わっ]さ[わっ]さと H2.H2△, わ[さっ]

わ[さっ]と L3A.L3A△
o0835｜形容動詞 通常ア：わ[さわさに L0A｜挿入形：わっ[さわさに L0B△, わっさ[わっさに L0C△

o0836｜文脈・構造 寒さ・恐怖・怒りなどでふるえ｜わなわなと｜ABABto
o0836｜情態副詞ア 通常ア：[わ]なわなと H1
o0836｜情副挿入形 わなわ[なっ]と L5C△, わなわ[なーっ]と L6C△

o0836｜形容動詞 通常ア：わ[なわなに L0A△
o0837｜文脈・構造 破れ乱れて｜わらわらと｜ABABto
o0837｜情態副詞ア 通常ア：[わ]らわらと H1
o0837｜情副挿入形 わらわ[らっ]と L5C△, わらわ[らーっ]と L6C△

o0837｜形容動詞 通常ア：わ[らわらに L0A△
o0838｜文脈・構造 心を動かされて涙ぐんで｜うるるんと｜ABBNto
o0838｜情態副詞ア 通常ア：う[るるん]と L4A
o0838｜情副挿入形 うる[るーん]と L5B△
o0839｜文脈・構造 小鼓をたたいて｜すぽぽんと｜ABBNto
o0839｜情態副詞ア 通常ア：[すぽぽん]と H4, す[ぽぽん]と L4A｜強調ア：す[ぽ]ぽんと L2△ 
o0839｜情副挿入形 す[ぽぽーん]と L5A△
o0840｜文脈・構造 気ままに／なんの心配もなく｜のほほんと｜ABBNto
o0840｜情態副詞ア 通常ア：の[ほほん]と L4A
o0840｜情副挿入形 のほ[ほーん]と L5B△
o0841｜文脈・構造 風が鋭く空をわたって｜ひゅるるんと｜ABBNto
o0841｜情態副詞ア 通常ア：[ひゅるるん]と H4, ひゅ[るるん]と L4A
o0841｜情副挿入形 [ひゅるるーん]と H5△, ひゅ[るるーん]と L5A△
o0842｜文脈・構造 快活に大声で笑って｜あははと｜ABBto
o0842｜情態副詞ア 通常ア：[あはは]と H3, あ[はは]と L3A｜強調ア：[あ]ははと H1△ 
o0842｜情副挿入形 あは[はっ]と L4B△, あは[はーっ]と L5B△, [あっはっは]と H5, あっ[はっは]と L5B,

[あっ]はっはと H2△ 
o0843｜文脈・構造 急に気づいて思わず声が出て｜あわわと｜ABBto
o0843｜情態副詞ア 通常ア：[あわわ]と H3
o0843｜情副挿入形 [あわわー]と H4△, [あわわっ]と H4△, [あわわーっ]と H5△
o0844｜文脈・構造 口を横に引いて陰険に笑って｜いひひと｜ABBto
o0844｜情態副詞ア 通常ア：[いひひ]と H3
o0844｜情副挿入形 いひ[ひっ]と L4B△, いひ[ひーっ]と L5B△
o0845｜文脈・構造 口をやや開けて秘密めかして｜うふふと｜ABBto
o0845｜情態副詞ア 通常ア：[うふふ]と H3, う[ふふ]と L3A
o0845｜情副挿入形 うふ[ふっ]と L4B△, うふ[ふーっ]と L5B△
o0846｜文脈・構造 春の日ざしがあたたかく｜うららと｜ABBto
o0846｜情態副詞ア 通常ア：[う]ららと H1
o0847｜文脈・構造 照れながら恥ずかしそうに｜えへへと｜ABBto
o0847｜情態副詞ア 通常ア：え[へへ]と L3A
o0847｜情副挿入形 えへ[へー]と L4B△, えへ[へっ]と L4B△, えへ[へーっ]と L5B△
o0848｜文脈・構造 口をすぼめて上品に気どって｜おほほと｜ABBto
o0848｜情態副詞ア 通常ア：[おほほ]と H3, お[ほほ]と L3A
o0848｜情副挿入形 おほ[ほっ]と L4B△, おほ[ほーっ]と L5B△
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o0849｜文脈・構造 好都合なことに接して下品に｜ぎゃははと｜ABBto
o0849｜情態副詞ア 通常ア：[ぎゃはは]と H3, ぎゃ[はは]と L3A
o0849｜情副挿入形 ぎゃは[はっ]と L4B△, ぎゃは[はー]と L4B△, ぎゃは[はーっ]と L5B△ 
o0850｜文脈・構造 木の枝にたくさん実がなって｜たわわと｜ABBto
o0850｜情態副詞ア 通常ア：[たわわ]と H3, た[わわ]と L3A｜強調ア：た[わ]わと L2△ 

o0850｜形容動詞 通常ア：た[わわに L0A
o0851｜文脈・構造 情けなくみじめなようすで｜とほほと｜ABBto
o0851｜情態副詞ア 通常ア：[とほほ]と H3
o0851｜情副挿入形 [とほほっ]と H4△, [とほほー]と H4△, [とほほーっ]と H5△
o0852｜文脈・構造 振動したりゆれ動いて｜ぶるると｜ABBto
o0852｜情態副詞ア 通常ア：ぶ[るる]と L3A｜強調ア：ぶ[る]ると L2△
o0852｜情副挿入形 ぶる[るっ]と L4B△, ぶる[るーっ]と L5B△
o0853｜文脈・構造 小さく振動したりゆれ動き｜ぷるると｜ABBto
o0853｜情態副詞ア 通常ア：[ぷるる]と H3, ぷ[るる]と L3A｜強調ア：ぷ[る]ると L2△ 
o0853｜情副挿入形 ぷる[るっ]と L4B△, ぷる[るーっ]と L5B△
o0854｜文脈・構造 快活に大声で笑って｜わははと｜ABBto
o0854｜情態副詞ア 通常ア：[わはは]と H3, わ[はは]と L3A｜強調ア：[わ]ははと H1△ 
o0854｜情副挿入形 わは[はっ]と L4B△, わは[はーっ]と L5B△, [わっはっは]と H5, わっ[はっは]と L5B,

[わっ]はっはと H2 
o0855｜文脈・構造 何度も催促したり口出しして｜やいのやいのと｜ABCABCto
o0855｜情態副詞ア 通常ア：[や]いの[や]いのと H1.H1
o0856｜文脈・構造 らっぱを鳴らして｜とてちてたーと｜ABCBDRto
o0856｜情態副詞ア 通常ア：[とてち]て[たー]とH3.H2, [とて]ちて[たー]と H2.H2｜強調ア：と[て]ちて[た

ー]と L2.H2△ 
o0856｜情副挿入形 と[て]ちて[たーっ]と L2.H3△
o0857｜文脈・構造 気持ちや時間などに余裕なく齷齪｜あくせくと｜ABCBto
o0857｜情態副詞ア 通常ア：[あ]くせくと H1
o0858｜文脈・構造 突然のことに慌てて動き回り｜あたふたと｜ABCBto
o0858｜情態副詞ア 通常ア：[あ]たふたと H1
o0858｜情副挿入形 あたふ[たっ]と L5C△, あたふ[たーっ]と L6C△
o0859｜文脈・構造 回答や返事などが不明瞭で｜あやふやと｜ABCBto
o0859｜情態副詞ア 通常ア：[あ]やふやと H1
o0859｜情副挿入形 [あやふやー]と H5△, あ[やふやー]と L5A△

o0859｜形容動詞 通常ア：[あやふやに H0, あ[やふやに L0A｜挿入形：[あやふやーに H0△, あ[やふや
ーに L0A△ 

o0860｜文脈・構造 結末や態度があいまいで｜うやむやと｜ABCBto
o0860｜情態副詞ア 通常ア：[うやむや]と H4｜強調ア：[う]やむやと H1△
o0860｜情副挿入形 [うやむやー]と H5△, う[やむやー]と L5A△

o0860｜形容動詞 通常ア：[うやむやに H0, う[やむやに L0A｜挿入形：[うやむやーに H0△, う[やむや
ーに L0A△ 

o0861｜文脈・構造 あたりをすばやく動き回って｜うろちょろと｜ABCBto
o0861｜情態副詞ア 通常ア：[う]ろちょろと H1
o0861｜情副挿入形 うろちょ[ろっ]とL5C△, うろちょ[ろーっ]とL6C△, う[ろっ]ちょ[ろっ]とL3A.L3A△
o0862｜文脈・構造 角立って折れ曲がり｜ぎくしゃくと｜ABCBto
o0862｜情態副詞ア 通常ア：[ぎ]くしゃくと H1
o0863｜文脈・構造 直線が Z 字形に曲がって｜ジグザグと｜ABCBto

o0863｜形容動詞 通常ア：ジ[グザグに L0A
o0864｜文脈・構造 あせってあわて、もがいて｜じたばたと｜ABCBto
o0864｜情態副詞ア 通常ア：[じ]たばたと H1
o0864｜情副挿入形 [じっ]た[ばっ]たと H2.H2△
o0865｜文脈・構造 応対にまごついて｜しどもどと｜ABCBto
o0865｜情態副詞ア 通常ア：[し]どもどと H1
o0866｜文脈・構造 金などを惜しみなく消費して｜じゃかすかと｜ABCBto
o0866｜情態副詞ア 通常ア：[じゃ]かすかと H1
o0867｜文脈・構造 惜しみなく大量に消費して｜じゃかすかと｜ABCBto
o0867｜情態副詞ア 通常ア：[じゃ]かすかと H1
o0868｜文脈・構造 空から雪がまばらに散り落ち｜ちらほらと｜ABCBto
o0868｜情態副詞ア 通常ア：[ち]らほらと H1
o0868｜情副挿入形 ちらほ[らっ]と L5C△, ちらほ[らーっ]と L6C△
o0869｜文脈・構造 あちこちで少しずつ見られて｜ちらほらと｜ABCBto
o0869｜情態副詞ア 通常ア：[ち]らほらと H1
o0869｜情副挿入形 ちらほ[らっ]と L5C△, ちらほ[らーっ]と L6C△, ち[らっ]ほ[らっ]と L3A.L3A△ 
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o0870｜文脈・構造 不平や理屈などをうるさく｜つべこべと｜ABCBto
o0870｜情態副詞ア 通常ア：[つ]べこべと H1
o0871｜文脈・構造 事柄がすばやく進展して｜てきぱきと｜ABCBto
o0871｜情態副詞ア 通常ア：[て]きぱきと H1
o0871｜情副挿入形 てきぱ[きっ]と L5C△, てきぱ[きーっ]と L6C△
o0872｜文脈・構造 地面などに凹凸があって｜でこぼこと｜ABCBto
o0872｜情態副詞ア 通常ア：[で]こぼこと H1｜強調ア：で[こ]ぼこと L2△
o0872｜情副挿入形 [でっ]こ[ぼっ]こと H2.H2△

o0872｜形容動詞 通常ア：で[こぼこに L0A, で[こ]ぼこに L2
o0873｜文脈・構造 真実を見透かされてうろたえ｜どぎまぎと｜ABCBto
o0873｜情態副詞ア 通常ア：[ど]ぎまぎと H1
o0874｜文脈・構造 混雑や事件などで取りこんで｜どさくさと｜ABCBto
o0874｜情態副詞ア 通常ア：[ど]さくさと H1
o0874｜情副挿入形 どさく[さっ]と L5C△, どさく[さーっ]と L6C△

o0874｜形容動詞 通常ア：ど[さくさに L0A△
o0875｜文脈・構造 騒々しく走り回って｜どたばたと｜ABCBto
o0875｜情態副詞ア 通常ア：[ど]たばたと H1
o0875｜情副挿入形 どたば[たっ]と L5C△, どたば[たーっ]と L6C△

o0875｜形容動詞 通常ア：ど[たばたに L0A△
o0876｜文脈・構造 走り回ったり暴れ騒いで｜どたばたと｜ABCBto
o0876｜情態副詞ア 通常ア：[ど]たばたと H1
o0876｜情副挿入形 どたば[たっ]と L5C△, どたば[たーっ]と L6C△, [どっ]た[ばっ]たと H2.H2△, ど[たっ]

ば[たっ]と L3A.L3A△
o0876｜形容動詞 通常ア：ど[たばたに L0A｜挿入形：どっ[たばたに L0B△, どった[ばったに L0C△

o0877｜文脈・構造 さまざまな雑事に追われて｜どたばたと｜ABCBto
o0877｜情態副詞ア 通常ア：[ど]たばたと H1
o0877｜情副挿入形 どたば[たっ]と L5C△, どたば[たーっ]と L6C△, [どっ]た[ばっ]たと H2.H2△, ど[たっ]

ば[たっ]と L3A.L3A△
o0877｜形容動詞 通常ア：ど[たばたに L0A｜挿入形：どっ[たばたに L0B△, どった[ばったに L0C△

o0878｜文脈・構造 怠けて気楽に遊んで｜のらくらと｜ABCBto
o0878｜情態副詞ア 通常ア：[の]らくらと H1
o0878｜情副挿入形 のらく[らー]と L5C△, のらく[らーっ]と L6C△, の[らっ]く[らっ]と L3A.L3A△ 

o0878｜形容動詞 通常ア：の[らくらに L0A△
o0879｜文脈・構造 こぶしで容赦なくなぐり｜ばかすかと｜ABCBto
o0879｜情態副詞ア 通常ア：[ば]かすかと H1
o0880｜文脈・構造 ものごとが混乱して｜はちゃめちゃと｜ABCBto
o0880｜情態副詞ア 通常ア：[は]ちゃめちゃと H1

o0880｜形容動詞 通常ア：は[ちゃめちゃに L0A
o0881｜文脈・構造 他愛なくしゃべり続けて｜べちゃくちゃと｜ABCBto
o0881｜情態副詞ア 通常ア：[べ]ちゃくちゃと H1
o0881｜情副挿入形 べちゃく[ちゃっ]と L5C△, べちゃく[ちゃーっ]と L6C△, [べっ]ちゃ[くっ]ちゃと

H2.H2△ 
o0881｜形容動詞 通常ア：べ[ちゃくちゃに L0A△

o0882｜文脈・構造 他愛なくしゃべり続けて｜ぺちゃくちゃと｜ABCBto
o0882｜情態副詞ア 通常ア：[ぺ]ちゃくちゃと H1
o0882｜情副挿入形 ぺちゃく[ちゃっ]と L5C△, ぺちゃく[ちゃーっ]と L6C△, [ぺっ]ちゃ[くっ]ちゃと

H2.H2△ 
o0882｜形容動詞 通常ア：ぺ[ちゃくちゃに L0A△

o0883｜文脈・構造 うろたえて返答につまって｜へどもどと｜ABCBto
o0883｜情態副詞ア 通常ア：[へ]どもどと H1

o0883｜形容動詞 通常ア：へ[どもどに L0A△
o0884｜文脈・構造 平静さを失い無性に腹が立ち｜むしゃくしゃと｜ABCBto
o0884｜情態副詞ア 通常ア：[む]しゃくしゃと H1
o0884｜情副挿入形 むしゃく[しゃっ]と L5C△, むしゃく[しゃーっ]と L6C△

o0884｜形容動詞 通常ア：む[しゃくしゃに L0A△
o0885｜文脈・構造 あきれるほど無秩序で｜めちゃくちゃと｜ABCBto

o0885｜形容動詞 通常ア：め[ちゃくちゃに L0A｜挿入形：めっ[ちゃくちゃに L0B△ 
o0886｜文脈・構造 心配やあせりで落ち着かずに｜やきもきと｜ABCBto
o0886｜情態副詞ア 通常ア：[や]きもきと H1
o0886｜情副挿入形 やきも[きっ]と L5C△, やきも[きーっ]と L6C△

o0886｜形容動詞 通常ア：や[きもきに L0A△
o0887｜文脈・構造 三味線の音が｜ちりとてちんと｜ABCDANto
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o0887｜情態副詞ア 通常ア：[ちりとてちん]と H6, [ちりとてち]んと H5｜強調ア：[ちり]とて[ちん]と H2.H2
△, [ちり]とて[ち]んと H2.H1△

o0887｜情副挿入形 [ちり]とて[ちーん]と H2.H3△
o0888｜文脈・構造 太鼓や三味線などの音が｜てれつくてんと｜ABCDANto
o0888｜情態副詞ア 通常ア：[てれ]つく[てん]と H2.H2, [てれ]つく[て]んと H2.H1｜強調ア：[て]れつく[て]

んと H1.H1△ 
o0888｜情副挿入形 [てれ]つく[てーん]と H2.H3△, [て]れつく[てーん]と H1.H3△
o0889｜文脈・構造 弁解などを脈絡なく言って｜しどろもどろと｜ABCDBCto
o0889｜情態副詞ア 通常ア：[しどろもど]ろと H5△, [しどろも]どろと H4△

o0889｜形容動詞 通常ア：[しどろもど]ろに H5, [しどろも]どろに H4
o0890｜文脈・構造 話の内容やことばが不確かで｜しどろもどろと｜ABCDBCto
o0890｜情態副詞ア 通常ア：[しどろもどろ]と H6△, し[どろもどろ]と L6A△｜強調ア：しどろ[も]どろと

L4C△ 
o0890｜形容動詞 通常ア：[しどろもどろに H0, し[どろもどろに L0A, しどろ[も]どろに L4C 

o0891｜文脈・構造 振り返りもせずに逃げだして｜すたこらさっさと｜ABCDEQEto
o0891｜情態副詞ア 通常ア：[すた]こら[さっさ]と H2.H3, [すた]こら[さっ]さと H2.H2｜強調ア：[す]たこら

[さっ]さと H1.H2△, す[た]こら[さっ]さと L2.H2△
o0892｜文脈・構造 かたいものがふれ合って｜かたことと｜ABCDto
o0892｜情態副詞ア 通常ア：[か]たことと H1
o0892｜情副挿入形 かたこ[とっ]と L5C△, かたこ[とーっ]と L6C△, か[たっ]こ[とっ]と L3A.L3A△ 
o0893｜文脈・構造 騒がしくふれ合って｜がたごとと｜ABCDto
o0893｜情態副詞ア 通常ア：[が]たごとと H1
o0893｜情副挿入形 がたご[とっ]と L5C△, がたご[とーっ]と L6C△, が[たっ]ご[とっ]と L3A.L3A△ 
o0894｜文脈・構造 古い家具や建具がきしんで｜がたぴしと｜ABCDto
o0894｜情態副詞ア 通常ア：[が]たぴしと H1
o0895｜文脈・構造 下駄などが軽い音をたてて｜からころと｜ABCDto
o0895｜情態副詞ア 通常ア：[か]らころと H1
o0895｜情副挿入形 からこ[ろっ]と L5C△, からこ[ろーっ]と L6C△, か[らっ]こ[ろっ]と L3A.L3A△ 
o0896｜文脈・構造 しわが寄って縮れて｜しわくちゃと｜ABCDto
o0896｜情態副詞ア 通常ア：[しわくちゃ]と H4△

o0896｜形容動詞 通常ア：[しわくちゃに H0｜挿入形：[しわくっちゃに H0△
o0897｜文脈・構造 急ぎ足で懸命に歩いて｜すたこらと｜ABCDto
o0897｜情態副詞ア 通常ア：[す]たこらと H1｜強調ア：す[た]こらと L2△
o0898｜文脈・構造 鉦や笛・鼓などがにぎやかに｜ちゃかぼこと｜ABCDto
o0898｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃ]かぼこと H1
o0899｜文脈・構造 太鼓をたたいて｜てれつくと｜ABCDto
o0899｜情態副詞ア 通常ア：[てれ]つくと H2｜強調ア：[て]れつくと H1△
o0900｜文脈・構造 驚きあきれ、盛んにまばたいて｜ぱちくりと｜ABCDto
o0900｜情態副詞ア 通常ア：[ぱちく]りと H3, [ぱち]くりと H2｜強調ア：ぱ[ち]くりと L2△ 
o0900｜情副挿入形 ぱちく[りっ]と L5C△, ぱちく[りーっ]と L6C△
o0901｜文脈・構造 小声で不平・不満を言い続け｜ぶつくさと｜ABCDto
o0901｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]つくさと H1
o0902｜文脈・構造 泥酔して視点や口調が乱れて｜へべれけと｜ABCDto

o0902｜形容動詞 通常ア：[へべれけに H0
o0903｜文脈・構造 憎らしいほどにあつかましく｜いけしゃーしゃーと｜ABCRCRto 
o0903｜情態副詞ア 通常ア：[いけしゃーしゃー]と H6
o0903｜情副挿入形 [いけしゃーしゃーっ]と H7△
o0904｜文脈・構造 多額の金を一気にもうけて｜がばちょと｜ABCto
o0904｜情態副詞ア 通常ア：[が]ばちょと H1
o0905｜文脈・構造 意気地なく口をへの字に曲げ｜うえんうえんと｜ABNABNto
o0905｜情態副詞ア 通常ア：う[え]んう[え]んと L2.L2
o0905｜情副挿入形 う[え]んう[えー]んと L2.L3A△, う[えー]んう[えー]んと L3A.L3A△ 
o0906｜文脈・構造 繰り返し軽く折れ曲がって｜かくんかくんと｜ABNABNto
o0906｜情態副詞ア 通常ア：か[くん]か[くん]と L3A.L3A
o0906｜情副挿入形 かっ[くん]かっ[くん]と L4B.L4B△, か[くーん]か[くーん]と L4A.L4A△ 

o0906｜形容動詞 通常ア：か[くんかくんに L0A△
o0907｜文脈・構造 大幅に動き続けて｜がくんがくんと｜ABNABNto
o0907｜情態副詞ア 通常ア：が[くん]が[くん]と L3A.L3A｜強調ア：が[く]んが[く]んと L2.L2△ 
o0907｜情副挿入形 が[くん]が[くーん]と L3A.L4A△, が[くーん]が[くーん]と L4A.L4A△, がっ[くん]がっ

[くん]と L4B.L4B△ 
o0907｜形容動詞 通常ア：が[くんがくんに L0A△

o0908｜文脈・構造 かたいものが続けてぶつかり｜かたんかたんと｜ABNABNto
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o0908｜情態副詞ア 通常ア：か[たん]か[たん]と L3A.L3A｜強調ア：[か]たん[か]たんと H1.H1△, か[た]ん
か[た]んと L2.L2△ 

o0908｜情副挿入形 か[たん]か[たーん]とL3A.L4A△, か[たーん]か[たーん]とL4A.L4A△, [かっ]たん[かっ]
たんと H2.H2△, かっ[たん]かっ[たん]と L4B.L4B△, かっ[た]んかっ[た]んと L3B.L3B
△ 

o0908｜形容動詞 通常ア：か[たんかたんに L0A△
o0909｜文脈・構造 重いものが続けてぶつかって｜がたんがたんと｜ABNABNto
o0909｜情態副詞ア 通常ア：が[たん]が[たん]と L3A.L3A｜強調ア：[が]たん[が]たんと H1.H1△, が[た]ん

が[た]んと L2.L2△ 
o0909｜情副挿入形 が[たん]が[たーん]とL3A.L4A△, が[たーん]が[たーん]とL4A.L4A△, [がっ]たん[がっ]

たんと H2.H2△, がっ[たん]がっ[たん]と L4B.L4B△, がっ[た]んがっ[た]んと L3B.L3B
△ 

o0909｜形容動詞 通常ア：が[たんがたんに L0A△
o0910｜文脈・構造 軽くかたいものが何度も｜かちんかちんと｜ABNABNto
o0910｜情態副詞ア 通常ア：か[ちん]か[ちん]と L3A.L3A
o0910｜情副挿入形 か[ちん]か[ちーん]と L3A.L4A△, か[ちーん]か[ちーん]と L4A.L4A△, かっ[ちん]かっ

[ちん]と L4B.L4B△ 
o0910｜形容動詞 通常ア：か[ちんかちんに L0A△

o0911｜文脈・構造 食品や体などがこわばって｜かちんかちんと｜ABNABNto
o0911｜情態副詞ア 通常ア：か[ちんかちん]と L6A
o0911｜情副挿入形 かちんか[ちーん]と L7D△, か[ちーんかちーん]と L8A△, か[ちーん]か[ちーん]と

L4A.L4A△, かっ[ちんかっちん]と L8B△, かっ[ちん]かっ[ちん]と L4B.L4B△ 
o0911｜形容動詞 通常ア：か[ちんかちんに L0A｜挿入形：か[ちんかちーんに L0A△, かっ[ちんかっち

んに L0B△ 
o0912｜文脈・構造 重くかたいものが続けて強く｜がちんがちんと｜ABNABNto
o0912｜情態副詞ア 通常ア：が[ちん]が[ちん]と L3A.L3A
o0912｜情副挿入形 が[ちん]が[ちーん]と L3A.L4A△, が[ちーん]が[ちーん]と L4A.L4A△, がっ[ちん]がっ

[ちん]と L4B.L4B△ 
o0912｜形容動詞 通常ア：が[ちんがちんに L0A△

o0913｜文脈・構造 かたいものがさらに硬化して｜がちんがちんと｜ABNABNto
o0913｜情態副詞ア 通常ア：が[ちんがちん]と L6A
o0913｜情副挿入形 がちんが[ちーん]と L7D△, が[ちーんがちーん]と L8A△, が[ちーん]が[ちーん]と

L4A.L4A△, がっ[ちんがっちん]と L8B△, がっ[ちん]がっ[ちん]と L4B.L4B△ 
o0913｜形容動詞 通常ア：が[ちんがちんに L0A｜挿入形：が[ちんがちーんに L0A△, がっ[ちんがっち

んに L0B△ 
o0914｜文脈・構造 かたいものがぶつかり続け｜がらんがらんと｜ABNABNto
o0914｜情態副詞ア 通常ア：が[らん]が[らん]と L3A.L3A｜強調ア：が[ら]んが[ら]んと L2.L2△ 
o0914｜情副挿入形 が[らん]が[らーん]と L3A.L4A△, が[らーん]が[らーん]と L4A.L4A△ 

o0914｜形容動詞 通常ア：が[らんがらんに L0A△
o0915｜文脈・構造 仕送りなどを几帳面に続けて｜きちんきちんと｜ABNABNto
o0915｜情態副詞ア 通常ア：き[ちん]き[ちん]と L3A.L3A｜強調ア：き[ち]んき[ち]んと L2.L2△ 
o0915｜情副挿入形 き[ちんきちーん]と L7A△

o0915｜形容動詞 通常ア：き[ちんきちんに L0A△
o0916｜文脈・構造 酒に酔って正体をなくして｜ぐでんぐでんと｜ABNABNto

o0916｜形容動詞 通常ア：ぐ[でんぐでんと L0A
o0917｜文脈・構造 のどを鳴らしながら勢いよく｜ごくんごくんと｜ABNABNto
o0917｜情態副詞ア 通常ア：ご[くん]ご[くん]と L3A.L3A｜強調ア：ご[く]んご[く]んと L2.L2△ 
o0917｜情副挿入形 ご[くん]ご[くーん]と L3A.L4A△, ご[くーん]ご[くーん]と L4A.L4A△, ごっ[くん]ごっ

[くん]と L4B.L4B△, ごっ[く]んごっ[く]んと L3B.L3B△
o0918｜文脈・構造 水分が抜け、かたく固まって｜こちんこちんと｜ABNABNto
o0918｜情態副詞ア 通常ア：こ[ちんこちん]と L6A
o0918｜情副挿入形 こちんこ[ちーん]と L7D△, こ[ちーんこちーん]と L8A△, こ[ちーん]こ[ちーん]と

L4A.L4A△, こっ[ちんこっちん]と L8B△, こっ[ちん]こっ[ちん]と L4B.L4B△ 
o0918｜形容動詞 通常ア：こ[ちんこちんに L0A｜挿入形：こ[ちんこちーんに L0A△, こっ[ちんこっち

んに L0B△ 
o0919｜文脈・構造 かたいものが規則的にぶつかり｜ことんことんと｜ABNABNto
o0919｜情態副詞ア 通常ア：こ[とん]こ[とん]と L3A.L3A｜強調ア：こ[と]んこ[と]んと L2.L2△ 
o0919｜情副挿入形 こ[とん]こ[とーん]と L3A.L4A△, こ[とーん]こ[とーん]と L4A.L4A△ 

o0919｜形容動詞 通常ア：こ[とんことんに L0A△
o0920｜文脈・構造 かたく重いものがぶつかって｜ごとんごとんと｜ABNABNto
o0920｜情態副詞ア 通常ア：ご[とん]ご[とん]と L3A.L3A｜強調ア：ご[と]んご[と]んと L2.L2△ 
o0920｜情副挿入形 ご[とん]ご[とーん]と L3A.L4A△, ご[とーん]ご[とーん]と L4A.L4A△ 



付録 8 オノマトペ 

- 299 - 

 

o0920｜形容動詞 通常ア：ご[とんごとんに L0A△
o0921｜文脈・構造 軽いせきがとまらずに｜こほんこほんと｜ABNABNto
o0921｜情態副詞ア 通常ア：[こほんこほん]と H6｜強調ア：[こ]ほん[こ]ほんと H1.H1△, こ[ほ]んこ[ほ]

んと L2.L2△, こ[ほん]こ[ほん]と L3A.L3A△
o0921｜情副挿入形 [こほんこほーん]と H7△, [こほんこほー]んと H6△, [こほーんこほーん]と H8△, [こほ

ーんこほー]んと H7△, こっ[ほん]こっ[ほん]と L4B.L4B△, こっ[ほ]んこっ[ほ]んと
L3B.L3B△ 

o0922｜文脈・構造 何度も強くせきこんで｜ごほんごほんと｜ABNABNto
o0922｜情態副詞ア 通常ア：[ごほんごほん]と H6｜強調ア：ご[ほ]んご[ほ]んと L2.L2, ご[ほん]ご[ほん]と

L3A.L3A 
o0922｜情副挿入形 [ごほんごほーん]と H7△, [ごほんごほー]んと H6△, [ごほーんごほーん]と H8△, [ごほ

ーんごほー]んと H7△, ごっ[ほん]ごっ[ほん]と L4B.L4B△, ごっ[ほ]んごっ[ほ]んと
L3B.L3B△ 

o0923｜文脈・構造 琴やピアノの音色が軽やかに｜ころんころんと｜ABNABNto
o0923｜情態副詞ア 通常ア：こ[ろん]こ[ろん]と L3A.L3A｜強調ア：[こ]ろん[こ]ろんと H1.H1△ 
o0923｜情副挿入形 こ[ろん]こ[ろーん]と L3A.L4A△, こ[ろーん]こ[ろーん]と L4A.L4A△ 

o0923｜形容動詞 通常ア：こ[ろんころんに L0A△
o0924｜文脈・構造 怠けて寝ころがって｜ごろんごろんと｜ABNABNto
o0924｜情態副詞ア 通常ア：ご[ろん]ご[ろん]と L3A.L3A
o0924｜情副挿入形 ご[ろんごろーん]と L7A△, ご[ろーん]ご[ろーん]と L4A.L4A△
o0925｜文脈・構造 重みのある金属が連続して｜じゃらんじゃらんと｜ABNABNto
o0925｜情態副詞ア 通常ア：[じゃらんじゃらん]と H6｜強調ア：[じゃ]らん[じゃ]らんと H1.H1△, じゃ[ら]

んじゃ[ら]んと L2.L2△
o0925｜情副挿入形 [じゃらんじゃらーん]とH7△, [じゃらーんじゃらーん]とH8△, じゃ[らーん]じゃ[らー

ん]と L4A.L4A△ 
o0925｜形容動詞 通常ア：じゃ[らんじゃらんに L0A△

o0926｜文脈・構造 鈴や細い鎖がふれ合って｜しゃりんしゃりんと｜ABNABNto
o0926｜情態副詞ア 通常ア：[しゃりんしゃりん]と H6
o0926｜情副挿入形 [しゃりんしゃりーん]と H7△, [しゃりーんしゃりーん]と H8△
o0927｜文脈・構造 脈打つように絶えずうずいて｜ずきんずきんと｜ABNABNto
o0927｜情態副詞ア 通常ア：ず[きん]ず[きん]と L3A.L3A
o0927｜情副挿入形 ず[きんずきーん]と L7A△, ず[きーん]ず[きーん]と L4A.L4A△, ずっ[きん]ずっ[きん]

と L4B.L4B△ 
o0927｜形容動詞 通常ア：ず[きんずきんに L0A△

o0928｜文脈・構造 水がゆれ動いたり、波立って｜たぷんたぷんと｜ABNABNto
o0928｜情態副詞ア 通常ア：た[ぷん]た[ぷん]と L3A.L3A
o0928｜情副挿入形 た[ぷん]た[ぷーん]と L3A.L4A△, た[ぷーん]た[ぷーん]と L4A.L4A△, たっ[ぷん]たっ

[ぷん]と L4B.L4B△ 
o0928｜形容動詞 通常ア：た[ぷんたぷんに L0A△

o0929｜文脈・構造 金属やかたいものがふれ合い｜ちゃらんちゃらんと｜ABNABNto 
o0929｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃらんちゃらん]と H6
o0929｜情副挿入形 [ちゃらんちゃらーん]と H7△, [ちゃらーんちゃらーん]と H8△

o0929｜形容動詞 通常ア：ちゃ[らんちゃらんに L0A△
o0930｜文脈・構造 硬貨などがふれ合い、ぶつかり｜ちゃりんちゃりんと｜ABNABNto 
o0930｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃりんちゃりん]と H6｜強調ア：ちゃ[りん]ちゃ[りん]と L3A.L3A△ 
o0930｜情副挿入形 ちゃ[りん]ちゃ[りーん]と L3A.L4A△, ちゃ[りーん]ちゃ[りーん]と L4A.L4A△ 
o0931｜文脈・構造 鉦や鈴の音が｜ちりんちりんと｜ABNABNto
o0931｜情態副詞ア 通常ア：[ちりんちりん]と H6｜強調ア：ち[り]んち[り]んと L2.L2△ 
o0931｜情副挿入形 [ちりんちりーん]と H7△, ちりん[ちりーん]と L7C△, [ちりーんちりーん]と H8△ 
o0932｜文脈・構造 はげしい動悸がして｜どきんどきんと｜ABNABNto
o0932｜情態副詞ア 通常ア：ど[きん]ど[きん]と L3A.L3A
o0932｜情副挿入形 ど[きん]ど[きーん]と L3A.L4A△, ど[きーん]ど[きーん]と L4A.L4A△, どっ[きん]どっ

[きん]と L4B.L4B, どっ[き]んどっ[き]んと L3B.L3B△
o0932｜形容動詞 通常ア：ど[きんどきんに L0A△｜挿入形：どっ[きんどっきんに L0B△ 

o0933｜文脈・構造 何度も強く打ち／踏み鳴らし｜どしんどしんと｜ABNABNto
o0933｜情態副詞ア 通常ア：ど[しん]ど[しん]と L3A.L3A
o0933｜情副挿入形 ど[しん]ど[しーん]と L3A.L4A△, ど[しーん]ど[しーん]と L4A.L4A△, どっ[しん]どっ

[しん]と L4B.L4B△ 
o0933｜形容動詞 通常ア：ど[しんどしんに L0A△

o0934｜文脈・構造 水がゆれて軽い音をたてて｜とぷんとぷんと｜ABNABNto
o0934｜情態副詞ア 通常ア：と[ぷん]と[ぷん]と L3A.L3A
o0934｜情副挿入形 と[ぷん]と[ぷーん]と L3A.L4A△, と[ぷーん]と[ぷーん]と L4A.L4A△, とっ[ぷん]とっ
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[ぷん]と L4B.L4B△ 
o0934｜形容動詞 通常ア：と[ぷんとぷんに L0A△

o0935｜文脈・構造 入れ物の中の水がゆれて｜とぷんとぷんと｜ABNABNto
o0935｜情態副詞ア 通常ア：と[ぷん]と[ぷん]と L3A.L3A
o0935｜情副挿入形 と[ぷん]と[ぷーん]と L3A.L4A△, と[ぷーん]と[ぷーん]と L4A.L4A△, とっ[ぷん]とっ

[ぷん]と L4B.L4B△ 
o0935｜形容動詞 通常ア：と[ぷんとぷんに L0A△

o0936｜文脈・構造 間をおいて何度もふるえつつ｜ぴくんぴくんと｜ABNABNto
o0936｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[くん]ぴ[くん]と L3A.L3A｜強調ア：ぴ[く]んぴ[く]んと L2.L2△ 
o0936｜情副挿入形 ぴ[くん]ぴ[くーん]と L3A.L4A△, ぴ[くーん]ぴ[くーん]と L4A.L4A△ 

o0936｜形容動詞 通常ア：ぴ[くんぴくんに L0A△
o0937｜文脈・構造 印判を押したりものを貼って｜ぴたんぴたんと｜ABNABNto
o0937｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[たん]ぴ[たん]と L3A.L3A｜強調ア：ぴ[た]んぴ[た]んと L2.L2△ 
o0937｜情副挿入形 ぴ[たん]ぴ[たーん]と L3A.L4A△, ぴ[たーん]ぴ[たーん]と L4A.L4A△, ぴっ[たん]ぴっ

[たん]と L4B.L4B△ 
o0938｜文脈・構造 締まりなくふくらんで｜ぶくんぶくんと｜ABNABNto
o0938｜情態副詞ア 通常ア：ぶ[くん]ぶ[くん]と L3A.L3A｜強調ア：ぶ[く]んぶ[く]んと L2.L2△ 
o0938｜情副挿入形 ぶ[くんぶくーん]と L7A△, ぶ[く]んぶ[くーん]と L2.L4A△, ぶ[くーん]ぶ[くーん]と

L4A.L4A△, ぶ[くー]んぶ[くー]んと L3A.L3A△, ぶっ[くん]ぶっ[くん]と L4B.L4B△, 
ぶっ[く]んぶっ[く]んと L3B.L3B△

o0938｜形容動詞 通常ア：ぶ[くんぶくんに L0A△
o0939｜文脈・構造 たれ下がって頼りなげにゆれ｜ぶらんぶらんと｜ABNABNto
o0939｜情態副詞ア 通常ア：ぶ[らん]ぶ[らん]と L3A.L3A
o0939｜情副挿入形 ぶ[らん]ぶ[らーん]と L3A.L4A△, ぶ[らーん]ぶ[らーん]と L4A.L4A△ 

o0939｜形容動詞 通常ア：ぶ[らんぶらんに L0A△
o0940｜文脈・構造 弾力性があり、弾んでゆれて｜ぷりんぷりんと｜ABNABNto
o0940｜情態副詞ア 通常ア：ぷ[りん]ぷ[りん]と L3A.L3A
o0940｜情副挿入形 ぷ[りん]ぷ[りーん]と L3A.L4A△, ぷ[りーん]ぷ[りーん]と L4A.L4A△ 

o0940｜形容動詞 通常ア：ぷ[りんぷりんに L0A｜挿入形：ぷ[りんぷりーんに L0A△ 
o0941｜文脈・構造 続けざまに大きく体をふるわせ｜ぶるんぶるんと｜ABNABNto
o0941｜情態副詞ア 通常ア：ぶ[るん]ぶ[るん]と L3A.L3A｜強調ア：ぶ[る]んぶ[る]んと L2.L2△ 
o0941｜情副挿入形 ぶ[るん]ぶ[るーん]と L3A.L4A△, ぶ[るーん]ぶ[るーん]と L4A.L4A△ 

o0941｜形容動詞 通常ア：ぶ[るんぶるんに L0A△
o0942｜文脈・構造 軽々とふるえ動いて｜ぷるんぷるんと｜ABNABNto
o0942｜情態副詞ア 通常ア：ぷ[るん]ぷ[るん]と L3A.L3A｜強調ア：ぷ[る]んぷ[る]んと L2.L2△ 
o0942｜情副挿入形 ぷ[るん]ぷ[るーん]と L3A.L4A△, ぷ[るーん]ぷ[るーん]と L4A.L4A△ 

o0942｜形容動詞 通常ア：ぷ[るんぷるんに L0A△
o0943｜文脈・構造 琵琶の音が｜べろんべろんと｜ABNABNto
o0943｜情態副詞ア 通常ア：[べろんべろん]と H6｜強調ア：べ[ろん]べ[ろん]と L3A.L3A△ 
o0943｜情副挿入形 [べろんべろーん]と H7△, べ[ろん]べ[ろーん]と L3A.L4A△, [べろーんべろーん]と H8

△, べ[ろーん]べ[ろーん]と L4A.L4A△
o0943｜形容動詞 通常ア：べ[ろんべろんに L0A△

o0944｜文脈・構造 舌で大きく何度もなめ回して｜べろんべろんと｜ABNABNto
o0944｜情態副詞ア 通常ア：べ[ろん]べ[ろん]と L3A.L3A｜強調ア：[べ]ろん[べ]ろんと H1.H1△, べ[ろ]ん

べ[ろ]んと L2.L2△ 
o0944｜情副挿入形 べ[ろん]べ[ろーん]と L3A.L4A△, べ[ろーん]べ[ろーん]と L4A.L4A△ 

o0944｜形容動詞 通常ア：べ[ろんべろんに L0A
o0945｜文脈・構造 酔って体がまともに動かせず｜べろんべろんと｜ABNABNto

o0945｜形容動詞 通常ア：べ[ろんべろんと L0A
o0946｜文脈・構造 舌で大きく何度もなめ回して｜ぺろんぺろんと｜ABNABNto
o0946｜情態副詞ア 通常ア：ぺ[ろん]ぺ[ろん]と L3A.L3A｜強調ア：ぺ[ろ]んぺ[ろ]んと L2.L2△ 
o0946｜情副挿入形 ぺ[ろん]ぺ[ろーん]と L3A.L4A△, ぺ[ろーん]ぺ[ろーん]と L4A.L4A△ 

o0946｜形容動詞 通常ア：ぺ[ろんぺろんに L0A△
o0947｜文脈・構造 食品や体などがこわばって｜かちんこちんと｜ABNCBNto
o0947｜情態副詞ア 通常ア：か[ちんこちん]と L6A
o0947｜情副挿入形 か[ちんこちーん]と L7A△, かっ[ちんこっちん]と L8B△, かっ[ちん]こっ[ちん]と

L4B.L4B△ 
o0947｜形容動詞 通常ア：か[ちんこちんに L0A△｜挿入形：かっ[ちんこっちんに L0B△ 

o0948｜文脈・構造 走り回ったり暴れ騒いで｜どたんばたんと｜ABNCBNto
o0948｜情態副詞ア 通常ア：ど[たん]ば[たん]と L3A.L3A｜強調ア：ど[た]んば[た]んと L2.L2△ 
o0948｜情副挿入形 ど[たん]ば[たーん]と L3A.L4A△, ど[たーん]ば[たーん]と L4A.L4A△, どっ[たん]ばっ

[たん]と L4B.L4B△, どっ[た]んばっ[た]んと L3B.L3B△
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o0948｜形容動詞 通常ア：ど[たんばたんに L0A
o0949｜文脈・構造 かたいものがぶつかり合って｜かたんことんと｜ABNCDNto
o0949｜情態副詞ア 通常ア：か[たん]こ[とん]と L3A.L3A｜強調ア：か[た]んこ[と]んと L2.L2△ 
o0949｜情副挿入形 か[たん]こ[とーん]とL3A.L4A△, か[たーん]こ[とーん]とL4A.L4A△, [かっ]たん[こっ]

とんと H2.H2△, かっ[たん]こっ[とん]と L4B.L4B△, かっ[た]んこっ[と]んと L3B.L3B
△ 

o0949｜形容動詞 通常ア：か[たんことんに L0A△
o0950｜文脈・構造 重いものがぶつかり合って｜がたんごとんと｜ABNCDNto
o0950｜情態副詞ア 通常ア：が[たん]ご[とん]と L3A.L3A｜強調ア：が[た]んご[と]んと L2.L2△ 
o0950｜情副挿入形 が[たん]ご[とーん]とL3A.L4A△, が[たーん]ご[とーん]とL4A.L4A△, [がっ]たん[ごっ]

とんと H2.H2△, がっ[たん]ごっ[とん]と L4B.L4B△, がっ[た]んごっ[と]んと L3B.L3B
△ 

o0950｜形容動詞 通常ア：が[たんごとんに L0A△
o0951｜文脈・構造 勢いよく倒れたり、ぶつかり｜どしんばたんと｜ABNCDNto
o0951｜情態副詞ア 通常ア：ど[し]んば[た]んと L2.L2
o0951｜情副挿入形 ど[し]んば[たーん]と L2.L4A△, ど[しーん]ば[たーん]と L4A.L4A△, どっ[し]んばっ

[た]んと L3B.L3B△ 
o0951｜形容動詞 通常ア：ど[しんばたんに L0A△

o0952｜文脈・構造 横になるや深い眠りに落ちて｜ばたんきゅーと｜ABNCRto
o0952｜情態副詞ア 通常ア：ば[た]ん[きゅー]と L2.H2
o0952｜情副挿入形 ばっ[た]ん[きゅー]と L3B.H2△

o0952｜形容動詞 通常ア：ば[た]ん[きゅーに L2.H0△｜挿入形：ばっ[た]ん[きゅーに L3B.H0△ 
o0953｜文脈・構造 ものが非常に強く固まって｜かちんこと｜ABNCto
o0953｜情態副詞ア 通常ア：か[ちんこ]と L4A
o0953｜情副挿入形 かっ[ちんこ]と L5B△

o0953｜形容動詞 通常ア：か[ちんこに L0A｜挿入形：かっ[ちんこに L0B△
o0954｜文脈・構造 せきこんだり、せき払いして｜えへんと｜ABNto
o0954｜情態副詞ア 通常ア：え[へん]と L3A｜強調ア：え[へ]んと L2△
o0954｜情副挿入形 えっ[へん]と L4B△, えっ[へ]んと L3B△, え[へーん]と L4A△, えっ[へーん]と L5B△,

えっ[へー]んと L4B△
o0955｜文脈・構造 気どったり、いばったりして｜おほんと｜ABNto
o0955｜情態副詞ア 通常ア：お[ほん]と L3A｜強調ア：お[ほ]んと L2△
o0955｜情副挿入形 おっ[ほん]と L4B△, おっ[ほ]んと L3B△, お[ほーん]と L4A△, おっ[ほーん]と L5B△,

おっ[ほー]んと L4B△
o0956｜文脈・構造 期待がかなわず軽く失望して｜かくんと｜ABNto
o0956｜情態副詞ア 通常ア：か[くん]と L3A
o0956｜情副挿入形 かっ[くん]と L4B, か[くーん]と L4A△, かっ[くーん]と L5B△, かーっ[くん]と L5C△
o0957｜文脈・構造 急に折れ曲がったりはずれて｜かくんと｜ABNto
o0957｜情態副詞ア 通常ア：か[くん]と L3A
o0957｜情副挿入形 か[くーん]と L4A△, かっ[くん]と L4B, かっ[くーん]と L5B△
o0958｜文脈・構造 急にはげしくゆれて｜がくんと｜ABNto
o0958｜情態副詞ア 通常ア：が[くん]と L3A
o0958｜情副挿入形 が[くーん]と L4A△, がっ[くん]と L4B△, がっ[くーん]と L5B△
o0959｜文脈・構造 かたいものが軽くぶつかって｜かしゃんと｜ABNto
o0959｜情態副詞ア 通常ア：か[しゃん]と L3A
o0959｜情副挿入形 か[しゃーん]と L4A△, かっ[しゃん]と L4B△, かっ[しゃーん]と L5B△ 
o0960｜文脈・構造 かたいもの同士がぶつかって｜がしゃんと｜ABNto
o0960｜情態副詞ア 通常ア：が[しゃん]と L3A
o0960｜情副挿入形 が[しゃーん]と L4A△, がっ[しゃん]と L4B△, がっ[しゃーん]と L5B△ 
o0961｜文脈・構造 軽くかたいものが転倒・落下し｜かたんと｜ABNto
o0961｜情態副詞ア 通常ア：か[たん]と L3A
o0961｜情副挿入形 か[たーん]と L4A△, かっ[たん]と L4B△, かっ[たーん]と L5B△
o0962｜文脈・構造 かたいものが落ちたり、ぶつかり｜かたんと｜ABNto
o0962｜情態副詞ア 通常ア：か[たん]と L3A
o0962｜情副挿入形 か[たーん]と L4A△, かっ[たん]と L4B△, かっ[たーん]と L5B△
o0963｜文脈・構造 重いものが急に転倒・落下し｜がたんと｜ABNto
o0963｜情態副詞ア 通常ア：が[たん]と L3A
o0963｜情副挿入形 が[たーん]と L4A△, がっ[たん]と L4B△, がっ[たーん]と L5B△
o0964｜文脈・構造 重いものが落ちたり、ぶつかり｜がたんと｜ABNto
o0964｜情態副詞ア 通常ア：が[たん]と L3A
o0964｜情副挿入形 が[たーん]と L4A△, がっ[たん]と L4B△, がっ[たーん]と L5B△
o0965｜文脈・構造 鍵がはまったり、はずれたり｜かちゃんと｜ABNto



付録 8 オノマトペ 

- 302 - 

 

o0965｜情態副詞ア 通常ア：か[ちゃん]と L3A
o0965｜情副挿入形 か[ちゃーん]と L4A△, かっ[ちゃん]と L4B△, かっ[ちゃーん]と L5B△ 
o0966｜文脈・構造 鍵がはまったり、はずれたり｜がちゃんと｜ABNto
o0966｜情態副詞ア 通常ア：が[ちゃん]と L3A
o0966｜情副挿入形 が[ちゃーん]と L4A△, がっ[ちゃん]と L4B△, がっ[ちゃーん]と L5B△ 
o0967｜文脈・構造 言われたことにすぐ反応して｜かちんと｜ABNto
o0967｜情態副詞ア 通常ア：か[ちん]と L3A
o0967｜情副挿入形 か[ちーん]と L4A△, かっ[ちん]と L4B△, かっ[ちーん]と L5B△
o0968｜文脈・構造 小さくかたいものが勢いよく｜かちんと｜ABNto
o0968｜情態副詞ア 通常ア：か[ちん]と L3A
o0968｜情副挿入形 か[ちーん]と L4A△ 
o0969｜文脈・構造 重くかたいものが勢いよく｜がちんと｜ABNto
o0969｜情態副詞ア 通常ア：が[ちん]と L3A
o0969｜情副挿入形 が[ちーん]と L4A△, がっ[ちん]と L4B△, がっ[ちーん]と L5B△
o0970｜文脈・構造 言われたことにすぐ反応して｜かつんと｜ABNto
o0970｜情態副詞ア 通常ア：か[つん]と L3A
o0970｜情副挿入形 か[つーん]と L4A△, かっ[つん]と L4B△, かっ[つーん]と L5B△
o0971｜文脈・構造 軽くてかたいものが当たり｜かつんと｜ABNto
o0971｜情態副詞ア 通常ア：か[つん]と L3A
o0971｜情副挿入形 か[つーん]と L4A△, かっ[つん]と L4B△, かっ[つーん]と L5B△
o0972｜文脈・構造 重くてかたいもの同士が強く｜がつんと｜ABNto
o0972｜情態副詞ア 通常ア：が[つん]と L3A
o0972｜情副挿入形 が[つーん]と L4A△, がっ[つん]と L4B△, がっ[つーん]と L5B△
o0973｜文脈・構造 かたいものを一度歯切れよく｜かりんと｜ABNto
o0973｜情態副詞ア 通常ア：か[りん]と L3A
o0973｜情副挿入形 か[りーん]と L4A△ 
o0974｜文脈・構造 不意に秘密などにふれられて｜ぎくんと｜ABNto
o0974｜情態副詞ア 通常ア：ぎ[くん]と L3A
o0974｜情副挿入形 ぎ[くーん]と L4A△, ぎっ[くん]と L4B, ぎっ[くーん]と L5B△
o0975｜文脈・構造 突然はげしく折れ曲がって｜ぎくんと｜ABNto
o0975｜情態副詞ア 通常ア：ぎ[くん]と L3A
o0975｜情副挿入形 ぎ[くーん]と L4A△, ぎっ[くん]と L4B△, ぎっ[くーん]と L5B△
o0976｜文脈・構造 時間や勘定などが正確で｜きちんと｜ABNto
o0976｜情態副詞ア 通常ア：き[ちん]と L3A
o0976｜情副挿入形 き[ちーん]と L4A△ 
o0977｜文脈・構造 やりこめられひと言も返せず｜ぎゃふんと｜ABNto
o0977｜情態副詞ア 通常ア：ぎゃ[ふん]と L3A
o0977｜情副挿入形 ぎゃ[ふーん]と L4A△, ぎゃっ[ふん]と L4B△, ぎゃっ[ふーん]と L5B△ 
o0978｜文脈・構造 状況がわからず目を丸くして｜きょとんと｜ABNto
o0978｜情態副詞ア 通常ア：きょ[とん]と L3A
o0978｜情副挿入形 きょ[とーん]と L4A△, きょっ[とん]と L4B△, きょっ[とーん]と L5B△ 
o0979｜文脈・構造 気持ちがくじけて｜くしゅんと｜ABNto
o0979｜情態副詞ア 通常ア：く[しゅん]と L3A
o0979｜情副挿入形 く[しゅーん]と L4A△, くっ[しゅん]と L4B△, くっ[しゅーん]と L5B△ 
o0980｜文脈・構造 鼻先で軽く笑って｜くすんと｜ABNto
o0980｜情態副詞ア 通常ア：く[すん]と L3A
o0980｜情副挿入形 く[すーん]と L4A△, くっ[すん]と L4B△, くっ[すーん]と L5B△
o0981｜文脈・構造 涙ぐんで鼻を鳴らして｜くすんと｜ABNto
o0981｜情態副詞ア 通常ア：く[すん]と L3A
o0981｜情副挿入形 く[すーん]と L4A△, くっ[すん]と L4B, くっ[すーん]と L5B△
o0982｜文脈・構造 涙ぐんで鼻を鳴らして｜ぐすんと｜ABNto
o0982｜情態副詞ア 通常ア：ぐ[すん]と L3A
o0982｜情副挿入形 ぐ[すーん]と L4A△, ぐっ[すん]と L4B, ぐっ[すーん]と L5B△
o0983｜文脈・構造 一口小さく飲みこんで｜こくんと｜ABNto
o0983｜情態副詞ア 通常ア：こ[くん]と L3A
o0983｜情副挿入形 こ[くーん]と L4A△, こっ[くん]と L4B, こっ[くーん]と L5B△
o0984｜文脈・構造 一口のどを鳴らして飲みこみ｜ごくんと｜ABNto
o0984｜情態副詞ア 通常ア：ご[くん]と L3A
o0984｜情副挿入形 ごっ[くん]と L4B, ご[くーん]と L4A△, ごっ[くーん]と L5B△
o0985｜文脈・構造 癇にさわって｜こちんと｜ABNto
o0985｜情態副詞ア 通常ア：こ[ちん]と L3A
o0985｜情副挿入形 こ[ちーん]と L4A△ 
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o0986｜文脈・構造 かたいものが軽くぶつかって｜こちんと｜ABNto
o0986｜情態副詞ア 通常ア：こ[ちん]と L3A
o0986｜情副挿入形 こ[ちーん]と L4A△, こっ[ちん]と L4B△, こっ[ちーん]と L5B△
o0987｜文脈・構造 小さくまとまって固まり｜こちんと｜ABNto
o0987｜情態副詞ア 通常ア：こ[ちん]と L3A
o0987｜情副挿入形 こ[ちーん]と L4A△, こっ[ちん]と L4B△
o0988｜文脈・構造 かたく重いもの同士が｜ごちんと｜ABNto
o0988｜情態副詞ア 通常ア：ご[ちん]と L3A
o0988｜情副挿入形 ご[ちーん]と L4A△, ごっ[ちん]と L4B△, ごっ[ちーん]と L5B△
o0989｜文脈・構造 小さくかたいものがぶつかり｜こつんと｜ABNto
o0989｜情態副詞ア 通常ア：こ[つん]と L3A
o0989｜情副挿入形 こ[つーん]と L4A△, こっ[つん]と L4B, こっ[つ]んと L3B△, こっ[つーん]と L5B△
o0990｜文脈・構造 重いものが強くぶつかり｜ごつんと｜ABNto
o0990｜情態副詞ア 通常ア：ご[つん]と L3A
o0990｜情副挿入形 ご[つーん]と L4A△, ごっ[つん]と L4B△, ごっ[つ]んと L3B△, ごっ[つーん]と L5B△
o0991｜文脈・構造 軽いものが倒れたり落ちて｜ことんと｜ABNto
o0991｜情態副詞ア 通常ア：[ことん]と H3, こ[とん]と L3A
o0991｜情副挿入形 こ[とーん]と L4A△, こっ[とん]と L4B△, こっ[とーん]と L5B△
o0992｜文脈・構造 小さくかたいものがぶつかり｜ことんと｜ABNto
o0992｜情態副詞ア 通常ア：こ[とん]と L3A
o0992｜情副挿入形 こ[とーん]と L4A△, こっ[とん]と L4B△, こっ[とーん]と L5B△
o0993｜文脈・構造 重いものが倒れたり落ちて｜ごとんと｜ABNto
o0993｜情態副詞ア 通常ア：ご[とん]と L3A
o0993｜情副挿入形 ご[とーん]と L4A△, ごっ[とん]と L4B△, ごっ[とーん]と L5B△
o0994｜文脈・構造 重いものが強くぶつかり｜ごとんと｜ABNto
o0994｜情態副詞ア 通常ア：ご[とん]と L3A
o0994｜情副挿入形 ご[とーん]と L4A△, ごっ[とん]と L4B△, ごっ[とーん]と L5B△
o0995｜文脈・構造 のどにつかえた重いせきを一回｜ごほんと｜ABNto
o0995｜情態副詞ア 通常ア：ご[ほん]と L3A｜強調ア：ご[ほ]んと L2△
o0995｜情副挿入形 ご[ほーん]と L4A△, ご[ほー]んと L3A△, ごっ[ほん]と L4B△, ごっ[ほ]んと L3B△,

ごっ[ほーん]と L5B△, ごっ[ほー]んと L4B△
o0996｜文脈・構造 琴やピアノの音色が軽やかに｜ころんと｜ABNto
o0996｜情態副詞ア 通常ア：こ[ろん]と L3A
o0996｜情副挿入形 こ[ろーん]と L4A△ 
o0997｜文脈・構造 横たわって｜ごろんと｜ABNto
o0997｜情態副詞ア 通常ア：ご[ろん]と L3A
o0997｜情副挿入形 ご[ろーん]と L4A△ 
o0998｜文脈・構造 水に飛びこんだりかきわけて｜ざぶんと｜ABNto
o0998｜情態副詞ア 通常ア：ざ[ぶん]と L3A
o0998｜情副挿入形 ざ[ぶーん]と L4A△ 
o0999｜文脈・構造 勢いよく飛びこんで｜じゃぶんと｜ABNto
o0999｜情態副詞ア 通常ア：じゃ[ぶん]と L3A
o0999｜情副挿入形 じゃ[ぶーん]と L4A△
o1000｜文脈・構造 勢いよく飛びこんで｜じゃぼんと｜ABNto
o1000｜情態副詞ア 通常ア：じゃ[ぼん]と L3A
o1000｜情副挿入形 じゃ[ぼーん]と L4A△
o1001｜文脈・構造 金属が強くふれ合って｜じゃらんと｜ABNto
o1001｜情態副詞ア 通常ア：じゃ[らん]と L3A
o1001｜情副挿入形 じゃ[らーん]と L4A△
o1002｜文脈・構造 弦楽器を一度かき鳴らして｜じゃらんと｜ABNto
o1002｜情態副詞ア 通常ア：じゃ[らん]と L3A
o1002｜情副挿入形 じゃ[らーん]と L4A△
o1003｜文脈・構造 気力をなくし、落ちこんで｜しょぼんと｜ABNto
o1003｜情態副詞ア 通常ア：しょ[ぼん]と L3A
o1003｜情副挿入形 しょ[ぼーん]と L4A△
o1004｜文脈・構造 はげしいうずきが一瞬走って｜ずきんと｜ABNto
o1004｜情態副詞ア 通常ア：ず[きん]と L3A
o1004｜情副挿入形 ず[きーん]と L4A△, ずっ[きん]と L4B△, ずっ[きーん]と L5B△
o1005｜文脈・構造 ものが軽く打ち当たって｜すこんと｜ABNto
o1005｜情態副詞ア 通常ア：す[こん]と L3A
o1005｜情副挿入形 す[こーん]と L4A△ 
o1006｜文脈・構造 まっすぐに落ちて｜すとんと｜ABNto
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o1006｜情態副詞ア 通常ア：[すとん]と H3, す[とん]と L3A｜強調ア：す[と]んと L2△ 
o1006｜情副挿入形 す[とーん]と L4A△, すっ[とん]と L4B△, すっ[とーん]と L5B△
o1007｜文脈・構造 飛んで身軽に降り立って｜すとんと｜ABNto
o1007｜情態副詞ア 通常ア：す[とん]と L3A
o1007｜情副挿入形 す[とーん]と L4A△ 
o1008｜文脈・構造 軽く切り落とされて｜すとんと｜ABNto
o1008｜情態副詞ア 通常ア：す[とん]と L3A
o1008｜情副挿入形 す[とーん]と L4A△, すっ[とん]と L4B△, すっ[とーん]と L5B△
o1009｜文脈・構造 銃や大砲などを発射して｜ずどんと｜ABNto
o1009｜情態副詞ア 通常ア：ず[どん]と L3A
o1009｜情副挿入形 ず[どーん]と L4A△, ずっ[どーん]と L5B△
o1010｜文脈・構造 大きいものが水の中に落ちて｜だぼんと｜ABNto
o1010｜情態副詞ア 通常ア：だ[ぼん]と L3A
o1010｜情副挿入形 だ[ぼーん]と L4A△, だっ[ぼん]と L4B△, だっ[ぼーん]と L5B△
o1011｜文脈・構造 針や虫に一瞬刺されたように｜ちくんと｜ABNto
o1011｜情態副詞ア 通常ア：ち[くん]と L3A
o1011｜情副挿入形 ち[くーん]と L4A△ 
o1012｜文脈・構造 針などで一度だけ刺されて｜ちくんと｜ABNto
o1012｜情態副詞ア 通常ア：ち[くん]と L3A
o1012｜情副挿入形 ち[くーん]と L4A△, ちっ[くん]と L4B△, ちっ[くーん]と L5B△
o1013｜文脈・構造 水に何かが落ちて｜ちゃぽんと｜ABNto
o1013｜情態副詞ア 通常ア：ちゃ[ぽん]と L3A
o1013｜情副挿入形 ちゃっ[ぽん]と L4B△, ちゃ[ぽーん]と L4A△, ちゃっ[ぽーん]と L5B△ 
o1014｜文脈・構造 硬貨などがぶつかり合って｜ちゃりんと｜ABNto
o1014｜情態副詞ア 通常ア：ちゃ[りん]と L3A
o1014｜情副挿入形 ちゃ[りーん]と L4A△
o1015｜文脈・構造 硬貨などがふれ合い、ぶつかり｜ちゃりんと｜ABNto
o1015｜情態副詞ア 通常ア：ちゃ[りん]と L3A
o1015｜情副挿入形 ちゃ[りーん]と L4A△
o1016｜文脈・構造 はさみで完全に切り落として｜ちょきんと｜ABNto
o1016｜情態副詞ア 通常ア：ちょ[きん]と L3A
o1016｜情副挿入形 ちょ[きーん]と L4A△, ちょっ[きん]と L4B△, ちょっ[きーん]と L5B△ 
o1017｜文脈・構造 小さなものがくっついて｜ちょこんと｜ABNto
o1017｜情態副詞ア 通常ア：ちょ[こん]と L3A
o1017｜情副挿入形 ちょ[こーん]と L4A△, ちょっ[こん]と L4B△, ちょっ[こーん]と L5B△ 
o1018｜文脈・構造 大きくて重いものがぶつかり｜どかんと｜ABNto
o1018｜情態副詞ア 通常ア：ど[かん]と L3A
o1018｜情副挿入形 ど[かーん]と L4A△, どっ[かん]と L4B△, どっ[かーん]と L5B△
o1019｜文脈・構造 大砲や鉄砲などを発射して｜どかんと｜ABNto
o1019｜情態副詞ア 通常ア：ど[かん]と L3A
o1019｜情副挿入形 ど[かーん]と L4A△, どっ[かーん]と L5B△
o1020｜文脈・構造 大きな重いものが一度に落ちて｜どさんと｜ABNto
o1020｜情態副詞ア 通常ア：ど[さん]と L3A
o1020｜情副挿入形 ど[さーん]と L4A△, どっ[さん]と L4B△, どっ[さーん]と L5B△
o1021｜文脈・構造 大きくて重いものがぶつかり｜どしんと｜ABNto
o1021｜情態副詞ア 通常ア：ど[しん]と L3A
o1021｜情副挿入形 ど[しーん]と L4A△, どっ[しん]と L4B△, どっ[しーん]と L5B△
o1022｜文脈・構造 大きく重いものが落ちた衝撃で｜どすんと｜ABNto
o1022｜情態副詞ア 通常ア：ど[すん]と L3A
o1022｜情副挿入形 ど[すーん]と L4A△, どっ[すん]と L4B△, どっ[すーん]と L5B△
o1023｜文脈・構造 大きく重いものが突き当たり｜どすんと｜ABNto
o1023｜情態副詞ア 通常ア：ど[すん]と L3A
o1023｜情副挿入形 ど[すーん]と L4A△, どっ[すん]と L4B△, どっ[すーん]と L5B△
o1024｜文脈・構造 疲れていかにもだるそうに｜どたんと｜ABNto
o1024｜情態副詞ア 通常ア：ど[たん]と L3A
o1024｜情副挿入形 どっ[たん]と L4B△, ど[たーん]と L4A△, どっ[たーん]と L5B△
o1025｜文脈・構造 大きな重いものが一度に落ちて｜どたんと｜ABNto
o1025｜情態副詞ア 通常ア：ど[たん]と L3A
o1025｜情副挿入形 ど[たーん]と L4A△, どっ[たん]と L4B△, どっ[たーん]と L5B△
o1026｜文脈・構造 重いものが水中に落ちて｜どぶんと｜ABNto
o1026｜情態副詞ア 通常ア：ど[ぶん]と L3A
o1026｜情副挿入形 ど[ぶーん]と L4A△, どっ[ぶーん]と L5B△
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o1027｜文脈・構造 重いものが水中に落ちて｜どぼんと｜ABNto
o1027｜情態副詞ア 通常ア：ど[ぼん]と L3A
o1027｜情副挿入形 ど[ぼーん]と L4A△, どっ[ぼーん]と L5B△
o1028｜文脈・構造 今にも眠りそうな目で｜とろんと｜ABNto
o1028｜情態副詞ア 通常ア：と[ろん]と L3A
o1028｜情副挿入形 と[ろーん]と L4A△ 
o1029｜文脈・構造 眠けや酔いでにぶい目つきで｜とろんと｜ABNto
o1029｜情態副詞ア 通常ア：と[ろん]と L3A
o1029｜情副挿入形 と[ろー]んと L4A 
o1030｜文脈・構造 眠けや酔いでにぶい目つきで｜どろんと｜ABNto
o1030｜情態副詞ア 通常ア：ど[ろん]と L3A
o1030｜情副挿入形 ど[ろーん]と L4A△ 
o1031｜文脈・構造 拳銃を発砲して｜ばきゅんと｜ABNto
o1031｜情態副詞ア 通常ア：ば[きゅん]と L3A｜強調ア：ば[きゅ]んと L2△
o1031｜情副挿入形 ば[きゅーん]と L4A△, ばっ[きゅーん]と L5B△
o1032｜文脈・構造 かたく薄いものが急に折れて｜ばきんと｜ABNto
o1032｜情態副詞ア 通常ア：ば[きん]と L3A
o1032｜情副挿入形 ば[きーん]と L4A△, ばっ[きん]と L4B△, ばっ[きーん]と L5B△
o1033｜文脈・構造 細いものが折れて｜ぱきんと｜ABNto
o1033｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[きん]と L3A
o1033｜情副挿入形 ぱ[きーん]と L4A△, ぱっ[きん]と L4B△, ぱっ[きーん]と L5B△
o1034｜文脈・構造 大きな口で一度に飲みこんで｜ぱくんと｜ABNto
o1034｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[くん]と L3A
o1034｜情副挿入形 ぱ[くーん]と L4A△, ぱっ[くん]と L4B, ぱっ[くーん]と L5B△
o1035｜文脈・構造 平手などで強くたたいて｜ばしんと｜ABNto
o1035｜情態副詞ア 通常ア：ば[しん]と L3A
o1035｜情副挿入形 ば[しーん]と L4A△, ばっ[しーん]と L5B△
o1036｜文脈・構造 平たいものを強くたたきつけ｜ぱしんと｜ABNto
o1036｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[しん]と L3A
o1036｜情副挿入形 ぱ[しーん]と L4A△, ぱっ[しん]と L4B△, ぱっ[しーん]と L5B△
o1037｜文脈・構造 平手などで強くたたいて｜ばちんと｜ABNto
o1037｜情態副詞ア 通常ア：ば[ちん]と L3A
o1037｜情副挿入形 ば[ちーん]と L4A△, ばっ[ちん]と L4B△, ばっ[ちーん]と L5B△
o1038｜文脈・構造 かたくて張りがあって｜ぱりんと｜ABNto
o1038｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[りん]と L3A
o1038｜情副挿入形 ぱ[りーん]と L4A△ 
o1039｜文脈・構造 突然体や体の一部が引きつり｜ぴくんと｜ABNto
o1039｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[くん]と L3A
o1039｜情副挿入形 ぴ[くーん]と L4A△ 
o1040｜文脈・構造 印判を押したりものを貼って｜ぴたんと｜ABNto
o1040｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[たん]と L3A
o1040｜情副挿入形 ぴ[たーん]と L4A△, ぴっ[たん]と L4B△, ぴっ[たーん]と L5B△
o1041｜文脈・構造 やせて身長が高く、頼りなげで｜ひょろんと｜ABNto
o1041｜情態副詞ア 通常ア：ひょ[ろん]と L3A
o1041｜情副挿入形 ひょ[ろーん]と L4A△
o1042｜文脈・構造 急激な刺激に体がしびれて｜びりんと｜ABNto
o1042｜情態副詞ア 通常ア：び[りん]と L3A
o1042｜情副挿入形 び[りーん]と L4A△ 
o1043｜文脈・構造 ふくれて丸みを帯びて｜ぷくんと｜ABNto
o1043｜情態副詞ア 通常ア：ぷ[くん]と L3A
o1043｜情副挿入形 ぷ[くーん]と L4A△, ぷっ[くん]と L4B△, ぷっ[くーん]と L5B△
o1044｜文脈・構造 急激に完全に切れて｜ぶつんと｜ABNto
o1044｜情態副詞ア 通常ア：ぶ[つん]と L3A
o1044｜情副挿入形 ぶ[つーん]と L4A△, ぶっ[つん]と L4B, ぶっ[つーん]と L5B△
o1045｜文脈・構造 話や音信などが突然絶えて｜ぷつんと｜ABNto
o1045｜情態副詞ア 通常ア：ぷ[つん]と L3A
o1045｜情副挿入形 ぷ[つーん]と L4A△, ぷっ[つん]と L4B, ぷっ[つーん]と L5B△
o1046｜文脈・構造 重たげに釣り下がってゆれて｜ぶらんと｜ABNto
o1046｜情態副詞ア 通常ア：ぶ[らん]と L3A
o1046｜情副挿入形 ぶ[らーん]と L4A△ 
o1047｜文脈・構造 弾力性に富み中身が締まって｜ぷりんと｜ABNto
o1047｜情態副詞ア 通常ア：ぷ[りん]と L3A
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o1047｜情副挿入形 ぷ[りーん]と L4A△ 
o1048｜文脈・構造 腕などを大きく振り動かして｜ぶるんと｜ABNto
o1048｜情態副詞ア 通常ア：ぶ[るん]と L3A
o1048｜情副挿入形 ぶ[るーん]と L4A△ 
o1049｜文脈・構造 振動したりゆれ動いて｜ぶるんと｜ABNto
o1049｜情態副詞ア 通常ア：ぶ[るん]と L3A
o1049｜情副挿入形 ぶ[るーん]と L4A△ 
o1050｜文脈・構造 小さく振動したりゆれ動き｜ぷるんと｜ABNto
o1050｜情態副詞ア 通常ア：ぷ[るん]と L3A
o1050｜情副挿入形 ぷ[るーん]と L4A△ 
o1051｜文脈・構造 しっかりとくっついて｜べたんと｜ABNto
o1051｜情態副詞ア 通常ア：べ[たん]と L3A
o1051｜情副挿入形 べ[たーん]と L4A△, べっ[たん]と L4B△, べっ[たーん]と L5B△
o1052｜文脈・構造 平らに全面的に張りついて｜ぺたんと｜ABNto
o1052｜情態副詞ア 通常ア：ぺ[たん]と L3A
o1052｜情副挿入形 ぺ[たーん]と L4A△, ぺっ[たん]と L4B△, ぺっ[たーん]と L5B△
o1053｜文脈・構造 舌でものを大きく一度なめて｜べろんと｜ABNto
o1053｜情態副詞ア 通常ア：べ[ろん]と L3A
o1053｜情副挿入形 べ[ろーん]と L4A△ 
o1054｜文脈・構造 舌でものを大きく一度なめて｜ぺろんと｜ABNto
o1054｜情態副詞ア 通常ア：ぺ[ろん]と L3A
o1054｜情副挿入形 ぺ[ろーん]と L4A△ 
o1055｜文脈・構造 弾力のあるものが当たって｜ぼいんと｜ABNto
o1055｜情態副詞ア 通常ア：[ぼいん]と H3, ぼ[いん]と L3A
o1055｜情副挿入形 ぼ[いーん]と L4A△ 
o1056｜文脈・構造 かたいものを強く打って｜ぼかんと｜ABNto
o1056｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[かん]と L3A
o1056｜情副挿入形 ぼ[かーん]と L4A△, ぼっ[かーん]と L5B△
o1057｜文脈・構造 かたいものを軽く打って｜ぽかんと｜ABNto
o1057｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[かん]と L3A
o1057｜情副挿入形 ぽ[かーん]と L4A△, ぽっ[かーん]と L5B△
o1058｜文脈・構造 かたい棒状のものが完全に折れ｜ぼきんと｜ABNto
o1058｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[きん]と L3A
o1058｜情副挿入形 ぼ[きーん]と L4A△, ぼっ[きん]と L4B△, ぼっ[きーん]と L5B△
o1059｜文脈・構造 軽い棒状のものが完全に折れ｜ぽきんと｜ABNto
o1059｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[きん]と L3A
o1059｜情副挿入形 ぽ[きーん]と L4A△, ぽっ[きん]と L4B△, ぽっ[きーん]と L5B△
o1060｜文脈・構造 中空なものを軽くたたいて｜ぽこんと｜ABNto
o1060｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[こん]と L3A
o1060｜情副挿入形 ぽ[こーん]と L4A△, ぽっ[こん]と L4B△, ぽっ[こーん]と L5B△
o1061｜文脈・構造 水滴などが高い所から落ちて｜ぼたんと｜ABNto
o1061｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[たん]と L3A
o1061｜情副挿入形 ぼ[たーん]と L4A△, ぼっ[たん]と L4B△, ぼっ[たーん]と L5B△
o1062｜文脈・構造 水滴などが一滴表面に落ちて｜ぽたんと｜ABNto
o1062｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[た]んと L2
o1062｜情副挿入形 ぽ[たーん]と L4A△, ぽっ[たーん]と L5B△
o1063｜文脈・構造 水滴などが高い所から落ちて｜ぽたんと｜ABNto
o1063｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[たん]と L3A
o1063｜情副挿入形 ぽ[たーん]と L4A△, ぽっ[たん]と L4B△, ぽっ[たーん]と L5B△
o1064｜文脈・構造 小さいものが液体の中へ落ち｜ぽちゃんと｜ABNto
o1064｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[ちゃん]と L3A
o1064｜情副挿入形 ぽ[ちゃーん]と L4A△, ぽっ[ちゃん]と L4B△, ぽっ[ちゃーん]と L5B△ 
o1065｜文脈・構造 水滴などが一滴表面に落ちて｜ぽつんと｜ABNto
o1065｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[つ]んと L2
o1065｜情副挿入形 ぽっ[つん]と L4B△, ぽっ[つ]んと L3B△, ぽ[つーん]と L4A△, ぽっ[つーん]と L5B△
o1066｜文脈・構造 ものが小さく目に見えて｜ぽつんと｜ABNto
o1066｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[つん]と L3A
o1066｜情副挿入形 ぽ[つーん]と L4A△, ぽっ[つん]と L4B△, ぽっ[つーん]と L5B△
o1067｜文脈・構造 広い所にたったひとつだけで｜ぽつんと｜ABNto
o1067｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[つん]と L3A
o1067｜情副挿入形 ぽ[つーん]と L4A△, ぽっ[つん]と L4B△, ぽっ[つーん]と L5B△
o1068｜文脈・構造 ものや液体が重たげに落ちて｜ぼとんと｜ABNto
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o1068｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[とん]と L3A
o1068｜情副挿入形 ぼ[とーん]と L4A△, ぼっ[とん]と L4B△, ぼっ[とーん]と L5B△
o1069｜文脈・構造 水滴などが一滴表面に落ちて｜ぽとんと｜ABNto
o1069｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[と]んと L2
o1069｜情副挿入形 ぽ[とーん]と L4A△, ぽっ[とーん]と L5B△
o1070｜文脈・構造 ものや水滴が軽そうに落ちて｜ぽとんと｜ABNto
o1070｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[とん]と L3A
o1070｜情副挿入形 ぽ[とーん]と L4A△, ぽっ[とん]と L4B△, ぽっ[とーん]と L5B△
o1071｜文脈・構造 ピアノや弦楽器を弾いて｜ぼろんと｜ABNto
o1071｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[ろん]と L3A
o1071｜情副挿入形 ぼ[ろーん]と L4A△ 
o1072｜文脈・構造 何かをあっけなく落として｜ぽろんと｜ABNto
o1072｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[ろん]と L3A
o1072｜情副挿入形 ぽ[ろーん]と L4A△ 
o1073｜文脈・構造 ピアノや弦楽器を弾いて｜ぽろんと｜ABNto
o1073｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[ろん]と L3A
o1073｜情副挿入形 ぽ[ろーん]と L4A△ 
o1074｜文脈・構造 酔いが回り気もそぞろになり｜ぽわんと｜ABNto
o1074｜情態副詞ア 通常ア：[ぽわん]と H3｜強調ア：ぽ[わん]と L3A
o1074｜情副挿入形 ぽ[わーん]と L4A△ 
o1075｜文脈・構造 急に短い眠けにおそわれて｜うとっと｜ABQto
o1075｜情態副詞ア 通常ア：う[とっ]と L3A
o1075｜情副挿入形 う[とーっ]と L4A△ 
o1076｜文脈・構造 小声で短く笑って｜うふっと｜ABQto
o1076｜情態副詞ア 通常ア：う[ふっ]と L3A
o1076｜情副挿入形 う[ふーっ]と L4A△ 
o1077｜文脈・構造 思わず涙がこぼれそうになり｜うるっと｜ABQto
o1077｜情態副詞ア 通常ア：う[るっ]と L3A
o1077｜情副挿入形 う[るーっ]と L4A△ 
o1078｜文脈・構造 急に軽く力が抜けて｜かくっと｜ABQto
o1078｜情態副詞ア 通常ア：か[くっ]と L3A
o1078｜情副挿入形 か[くーっ]と L4A△ 
o1079｜文脈・構造 急に軽く力が抜けて｜がくっと｜ABQto
o1079｜情態副詞ア 通常ア：が[くっ]と L3A
o1079｜情副挿入形 が[くーっ]と L4A△ 
o1080｜文脈・構造 一瞬ふれ合ってかすかに｜かさっと｜ABQto
o1080｜情態副詞ア 通常ア：か[さっ]と L3A
o1080｜情副挿入形 か[さーっ]と L4A△ 
o1081｜文脈・構造 一瞬ふれ合ってうるさく｜がさっと｜ABQto
o1081｜情態副詞ア 通常ア：が[さっ]と L3A
o1081｜情副挿入形 が[さーっ]と L4A△ 
o1082｜文脈・構造 体や骨組みなどが頑丈で｜がしっと｜ABQto
o1082｜情態副詞ア 通常ア：が[しっ]と L3A
o1082｜情副挿入形 が[しーっ]と L4A△ 
o1083｜文脈・構造 勢いよくぶつかって｜がしっと｜ABQto
o1083｜情態副詞ア 通常ア：が[しっ]と L3A
o1083｜情副挿入形 が[しーっ]と L4A△, がっ[しーっ]と L5B△
o1084｜文脈・構造 写真のシャッターなどが｜かしゃっと｜ABQto
o1084｜情態副詞ア 通常ア：か[しゃっ]と L3A
o1084｜情副挿入形 か[しゃーっ]と L4A△
o1085｜文脈・構造 一瞬でつぶれたり、ぶつかり｜がしゃっと｜ABQto
o1085｜情態副詞ア 通常ア：が[しゃっ]と L3A
o1085｜情副挿入形 が[しゃーっ]と L4A△, がっ[しゃーっ]と L5B△
o1086｜文脈・構造 かたいものがぶつかって｜かたっと｜ABQto
o1086｜情態副詞ア 通常ア：か[たっ]と L3A
o1086｜情副挿入形 か[たーっ]と L4A△ 
o1087｜文脈・構造 かたいものがぶつかって｜がたっと｜ABQto
o1087｜情態副詞ア 通常ア：が[たっ]と L3A
o1087｜情副挿入形 が[たーっ]と L4A△ 
o1088｜文脈・構造 軽くてかたいものがふれ合い｜かちっと｜ABQto
o1088｜情態副詞ア 通常ア：か[ちっ]と L3A
o1088｜情副挿入形 か[ちーっ]と L4A△ 
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o1089｜文脈・構造 かたいものが勢いよく当たり｜がちっと｜ABQto
o1089｜情態副詞ア 通常ア：が[ちっ]と L3A
o1089｜情副挿入形 が[ちーっ]と L4A△ 
o1090｜文脈・構造 陶器などが一度ぶつかって｜がちゃっと｜ABQto
o1090｜情態副詞ア 通常ア：が[ちゃっ]と L3A
o1090｜情副挿入形 が[ちゃーっ]と L4A△
o1091｜文脈・構造 小さいものなどが強くあたり｜かつっと｜ABQto
o1091｜情態副詞ア 通常ア：か[つっ]と L3A
o1091｜情副挿入形 か[つーっ]と L4A△ 
o1092｜文脈・構造 小さいものなどが強くあたり｜がつっと｜ABQto
o1092｜情態副詞ア 通常ア：が[つっ]と L3A
o1092｜情副挿入形 が[つーっ]と L4A△ 
o1093｜文脈・構造 急に一気に起き上がって｜がばっと｜ABQto
o1093｜情態副詞ア 通常ア：が[ばっ]と L3A
o1093｜情副挿入形 が[ばーっ]と L4A△ 
o1094｜文脈・構造 大口で一度に大量に飲んで｜がばっと｜ABQto
o1094｜情態副詞ア 通常ア：が[ばっ]と L3A
o1094｜情副挿入形 が[ばーっ]と L4A△ 
o1095｜文脈・構造 一度に深くかみついて｜がぶっと｜ABQto
o1095｜情態副詞ア 通常ア：が[ぶっ]と L3A
o1095｜情副挿入形 が[ぶーっ]と L4A△ 
o1096｜文脈・構造 一度に大口で大量に飲んで｜がぶっと｜ABQto
o1096｜情態副詞ア 通常ア：が[ぶっ]と L3A
o1096｜情副挿入形 が[ぶーっ]と L4A△ 
o1097｜文脈・構造 一気に気分よく飲みこんで｜かぽっと｜ABQto
o1097｜情態副詞ア 通常ア：か[ぽっ]と L3A
o1097｜情副挿入形 か[ぽーっ]と L4A△ 
o1098｜文脈・構造 一気に気分よく飲みこんで｜がぼっと｜ABQto
o1098｜情態副詞ア 通常ア：が[ぼっ]と L3A
o1098｜情副挿入形 が[ぼーっ]と L4A△ 
o1099｜文脈・構造 金が一度にたくさん入って｜がぼっと｜ABQto
o1099｜情態副詞ア 通常ア：が[ぼっ]と L3A
o1099｜情副挿入形 が[ぼーっ]と L4A△ 
o1100｜文脈・構造 湿度が低く気持ちよく晴れて｜からっと｜ABQto
o1100｜情態副詞ア 通常ア：か[らっ]と L3A
o1100｜情副挿入形 か[らーっ]と L4A△ 
o1101｜文脈・構造 湿気がなく気持ちよくかわき｜からっと｜ABQto
o1101｜情態副詞ア 通常ア：か[らっ]と L3A
o1101｜情副挿入形 か[らーっ]と L4A△ 
o1102｜文脈・構造 かたいものを一度歯切れよく｜かりっと｜ABQto
o1102｜情態副詞ア 通常ア：か[りっ]と L3A
o1102｜情副挿入形 か[りーっ]と L4A△ 
o1103｜文脈・構造 食べ物がこのましく乾いて｜かりっと｜ABQto
o1103｜情態副詞ア 通常ア：か[りっ]と L3A
o1103｜情副挿入形 か[りーっ]と L4A△ 
o1104｜文脈・構造 かたいものをひと口かじって｜がりっと｜ABQto
o1104｜情態副詞ア 通常ア：が[りっ]と L3A
o1104｜情副挿入形 が[りーっ]と L4A△ 
o1105｜文脈・構造 不意に秘密などにふれられて｜ぎくっと｜ABQto
o1105｜情態副詞ア 通常ア：ぎ[くっ]と L3A
o1105｜情副挿入形 ぎ[くーっ]と L4A△ 
o1106｜文脈・構造 ものが急に折れ曲がって｜ぎくっと｜ABQto
o1106｜情態副詞ア 通常ア：ぎ[くっ]と L3A
o1106｜情副挿入形 ぎ[くーっ]と L4A△ 
o1107｜文脈・構造 かたいものが一瞬こすれ合い｜きしっと｜ABQto
o1107｜情態副詞ア 通常ア：き[しっ]と L3A
o1107｜情副挿入形 き[しーっ]と L4A△ 
o1108｜文脈・構造 かたいものが一瞬こすれ合い｜ぎしっと｜ABQto
o1108｜情態副詞ア 通常ア：ぎ[しっ]と L3A
o1108｜情副挿入形 ぎ[しーっ]と L4A△ 
o1109｜文脈・構造 時間や勘定などが正確で｜きちっと｜ABQto
o1109｜情態副詞ア 通常ア：き[ちっ]と L3A
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o1109｜情副挿入形 き[ちーっ]と L4A△ 
o1110｜文脈・構造 油が気持ちわるく粘りついて｜ぎとっと｜ABQto
o1110｜情態副詞ア 通常ア：ぎ[とっ]と L3A
o1110｜情副挿入形 ぎ[とーっ]と L4A△ 
o1111｜文脈・構造 状況がわからず目を丸くして｜きょとっと｜ABQto
o1111｜情態副詞ア 通常ア：きょ[とっ]と L3A
o1111｜情副挿入形 きょ[とーっ]と L4A△
o1112｜文脈・構造 愛らしく目を丸く見開いて｜きょろっと｜ABQto
o1112｜情態副詞ア 通常ア：きょ[ろっ]と L3A
o1112｜情副挿入形 きょ[ろーっ]と L4A△
o1113｜文脈・構造 目玉をむいてひとにらみして｜ぎょろっと｜ABQto
o1113｜情態副詞ア 通常ア：ぎょ[ろっ]と L3A
o1113｜情副挿入形 ぎょ[ろーっ]と L4A 
o1114｜文脈・構造 一瞬、明るく鋭く光って｜きらっと｜ABQto
o1114｜情態副詞ア 通常ア：き[らっ]と L3A
o1114｜情副挿入形 き[らーっ]と L4A△ 
o1115｜文脈・構造 すごみを帯びて強く光り輝き｜ぎらっと｜ABQto
o1115｜情態副詞ア 通常ア：ぎ[らっ]と L3A
o1115｜情副挿入形 ぎ[らーっ]と L4A△ 
o1116｜文脈・構造 力を込めてしぼったり巻いて｜ぎりっと｜ABQto
o1116｜情態副詞ア 通常ア：ぎ[りっ]と L3A
o1116｜情副挿入形 ぎ[りーっ]と L4A△ 
o1117｜文脈・構造 目玉などが一瞬すばやく動き｜きろっと｜ABQto
o1117｜情態副詞ア 通常ア：き[ろっ]と L3A
o1117｜情副挿入形 き[ろーっ]と L4A△ 
o1118｜文脈・構造 大きな目で鋭くにらんで｜ぎろっと｜ABQto
o1118｜情態副詞ア 通常ア：ぎ[ろっ]と L3A
o1118｜情副挿入形 ぎ[ろーっ]と L4A△ 
o1119｜文脈・構造 相手の言動に心理的に傷つき｜ぐさっと｜ABQto
o1119｜情態副詞ア 通常ア：ぐ[さっ]と L3A
o1119｜情副挿入形 ぐ[さーっ]と L4A△ 
o1120｜文脈・構造 刃物で一度に深く刺して｜ぐさっと｜ABQto
o1120｜情態副詞ア 通常ア：ぐ[さっ]と L3A
o1120｜情副挿入形 ぐ[さーっ]と L4A△ 
o1121｜文脈・構造 やる気や期待がしぼんで｜くしゃっと｜ABQto
o1121｜情態副詞ア 通常ア：く[しゃっ]と L3A
o1121｜情副挿入形 く[しゃーっ]と L4A△
o1122｜文脈・構造 やわらかいものがつぶれて｜くしゃっと｜ABQto
o1122｜情態副詞ア 通常ア：く[しゃっ]と L3A
o1122｜情副挿入形 く[しゃーっ]と L4A△
o1123｜文脈・構造 だらしなく形をたもてないで｜ぐしゃっと｜ABQto
o1123｜情態副詞ア 通常ア：ぐ[しゃっ]と L3A
o1123｜情副挿入形 ぐ[しゃーっ]と L4A△
o1124｜文脈・構造 ほんの少しだけ声を出して｜くすっと｜ABQto
o1124｜情態副詞ア 通常ア：く[すっ]と L3A
o1124｜情副挿入形 く[すーっ]と L4A△ 
o1125｜文脈・構造 鼻水をすすったり、涙ぐんで｜ぐすっと｜ABQto
o1125｜情態副詞ア 通常ア：ぐ[すっ]と L3A
o1125｜情副挿入形 ぐ[すーっ]と L4A△ 
o1126｜文脈・構造 疲れて動けなくなって｜くたっと｜ABQto
o1126｜情態副詞ア 通常ア：く[たっ]と L3A
o1126｜情副挿入形 く[たーっ]と L4A△ 
o1127｜文脈・構造 疲れて動けなくなって｜ぐたっと｜ABQto
o1127｜情態副詞ア 通常ア：ぐ[たっ]と L3A
o1127｜情副挿入形 ぐ[たーっ]と L4A△ 
o1128｜文脈・構造 のどを鳴らして酒をあおって｜ぐびっと｜ABQto
o1128｜情態副詞ア 通常ア：ぐ[びっ]と L3A
o1128｜情副挿入形 ぐ[びーっ]と L4A△ 
o1129｜文脈・構造 急に大きくゆれ動いて｜くらっと｜ABQto
o1129｜情態副詞ア 通常ア：く[らっ]と L3A
o1129｜情副挿入形 く[らーっ]と L4A△ 
o1130｜文脈・構造 急激に大きく一瞬ゆれ動いて｜ぐらっと｜ABQto
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o1130｜情態副詞ア 通常ア：ぐ[らっ]と L3A
o1130｜情副挿入形 ぐ[らーっ]と L4A△ 
o1131｜文脈・構造 下品に表情をゆるめて笑って｜げたっと｜ABQto
o1131｜情態副詞ア 通常ア：げ[たっ]と L3A
o1131｜情副挿入形 げ[たーっ]と L4A△ 
o1132｜文脈・構造 何の打撃も感じないようすで｜けろっと｜ABQto
o1132｜情態副詞ア 通常ア：け[ろっ]と L3A
o1132｜情副挿入形 け[ろーっ]と L4A△ 
o1133｜文脈・構造 ひと思いに吐いて｜げろっと｜ABQto
o1133｜情態副詞ア 通常ア：げ[ろっ]と L3A
o1133｜情副挿入形 げ[ろーっ]と L4A△ 
o1134｜文脈・構造 かたいものが折れたり、こすれ｜こきっと｜ABQto
o1134｜情態副詞ア 通常ア：こ[きっ]と L3A
o1134｜情副挿入形 こ[きーっ]と L4A△ 
o1135｜文脈・構造 かたいものが折れたり、こすれ｜ごきっと｜ABQto
o1135｜情態副詞ア 通常ア：ご[きっ]と L3A
o1135｜情副挿入形 ご[きーっ]と L4A△ 
o1136｜文脈・構造 一口小さく飲みこんで｜こくっと｜ABQto
o1136｜情態副詞ア 通常ア：こ[くっ]と L3A
o1136｜情副挿入形 こ[くーっ]と L4A△ 
o1137｜文脈・構造 一口のどを鳴らして飲みこみ｜ごくっと｜ABQto
o1137｜情態副詞ア 通常ア：ご[くっ]と L3A
o1137｜情副挿入形 ご[くーっ]と L4A△ 
o1138｜文脈・構造 ものがふれ合って、かすかに｜こそっと｜ABQto
o1138｜情態副詞ア 通常ア：こ[そっ]と L3A
o1138｜情副挿入形 こ[そーっ]と L4A△ 
o1139｜文脈・構造 一度に大量のものが動いて｜ごそっと｜ABQto
o1139｜情態副詞ア 通常ア：ご[そっ]と L3A
o1139｜情副挿入形 ご[そーっ]と L4A△ 
o1140｜文脈・構造 かたいものが一度ぶつかって｜こちっと｜ABQto
o1140｜情態副詞ア 通常ア：こ[ちっ]と L3A
o1140｜情副挿入形 こ[ちーっ]と L4A△ 
o1141｜文脈・構造 かたいものが一度ぶつかって｜ごちっと｜ABQto
o1141｜情態副詞ア 通常ア：ご[ちっ]と L3A
o1141｜情副挿入形 ご[ちーっ]と L4A△ 
o1142｜文脈・構造 小さくかたいものがぶつかり｜こつっと｜ABQto
o1142｜情態副詞ア 通常ア：こ[つっ]と L3A
o1142｜情副挿入形 こ[つーっ]と L4A△ 
o1143｜文脈・構造 重くかたいものがぶつかって｜ごつっと｜ABQto
o1143｜情態副詞ア 通常ア：ご[つっ]と L3A
o1143｜情副挿入形 ご[つーっ]と L4A△ 
o1144｜文脈・構造 不必要にたくさん飾って｜ごてっと｜ABQto
o1144｜情態副詞ア 通常ア：ご[てっ]と L3A
o1144｜情副挿入形 ご[てーっ]と L4A△ 
o1145｜文脈・構造 疲れはててすぐに眠りに落ち｜ことっと｜ABQto
o1145｜情態副詞ア 通常ア：こ[とっ]と L3A
o1145｜情副挿入形 こ[とーっ]と L4A△ 
o1146｜文脈・構造 かたいものが一瞬打ち当たり｜ことっと｜ABQto
o1146｜情態副詞ア 通常ア：こ[とっ]と L3A
o1146｜情副挿入形 こ[とーっ]と L4A△ 
o1147｜文脈・構造 かたいものが一瞬打ち当たり｜ごとっと｜ABQto
o1147｜情態副詞ア 通常ア：ご[とっ]と L3A
o1147｜情副挿入形 ご[とーっ]と L4A△ 
o1148｜文脈・構造 かたいものを一口かんで｜こりっと｜ABQto
o1148｜情態副詞ア 通常ア：こ[りっ]と L3A
o1148｜情副挿入形 こ[りーっ]と L4A△ 
o1149｜文脈・構造 食品に弾力や歯ごたえがあり｜こりっと｜ABQto
o1149｜情態副詞ア 通常ア：こ[りっ]と L3A
o1149｜情副挿入形 こ[りーっ]と L4A△ 
o1150｜文脈・構造 かたいものを強くかんで｜ごりっと｜ABQto
o1150｜情態副詞ア 通常ア：ご[りっ]と L3A
o1150｜情副挿入形 ご[りーっ]と L4A△ 
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o1151｜文脈・構造 横になり簡単に眠りに落ちて｜ころっと｜ABQto
o1151｜情態副詞ア 通常ア：こ[ろっ]と L3A
o1151｜情副挿入形 こ[ろーっ]と L4A△ 
o1152｜文脈・構造 横たわって｜ごろっと｜ABQto
o1152｜情態副詞ア 通常ア：ご[ろっ]と L3A
o1152｜情副挿入形 ご[ろーっ]と L4A△ 
o1153｜文脈・構造 砂を混ぜたり踏んだりして｜さくっと｜ABQto
o1153｜情態副詞ア 通常ア：さ[くっ]と L3A
o1153｜情副挿入形 さ[くーっ]と L4A△ 
o1154｜文脈・構造 軽い歯ごたえで｜さくっと｜ABQto
o1154｜情態副詞ア 通常ア：さ[くっ]と L3A
o1154｜情副挿入形 さ[くーっ]と L4A△ 
o1155｜文脈・構造 食べ物などを鋭利な刃物で｜さくっと｜ABQto
o1155｜情態副詞ア 通常ア：さ[くっ]と L3A
o1155｜情副挿入形 さ[くーっ]と L4A△ 
o1156｜文脈・構造 刃物で力をこめて大きく深く｜ざくっと｜ABQto
o1156｜情態副詞ア 通常ア：ざ[くっ]と L3A
o1156｜情副挿入形 ざ[くーっ]と L4A△ 
o1157｜文脈・構造 大量の水をかきわけて｜ざばっと｜ABQto
o1157｜情態副詞ア 通常ア：ざ[ばっ]と L3A
o1157｜情副挿入形 ざ[ばーっ]と L4A△ 
o1158｜文脈・構造 水に飛びこんだりかきわけて｜ざぶっと｜ABQto
o1158｜情態副詞ア 通常ア：ざ[ぶっ]と L3A
o1158｜情副挿入形 ざ[ぶーっ]と L4A△ 
o1159｜文脈・構造 適度に乾燥して快くて｜さらっと｜ABQto
o1159｜情態副詞ア 通常ア：さ[らっ]と L3A
o1159｜情副挿入形 さ[らーっ]と L4A△ 
o1160｜文脈・構造 ものが軽くふれ合って｜さらっと｜ABQto
o1160｜情態副詞ア 通常ア：さ[らっ]と L3A
o1160｜情副挿入形 さ[らーっ]と L4A△ 
o1161｜文脈・構造 薄く軽いものに何かがふれて｜さわっと｜ABQto
o1161｜情態副詞ア 通常ア：さ[わっ]と L3A
o1161｜情副挿入形 さ[わーっ]と L4A△ 
o1162｜文脈・構造 心地よい歯ごたえで｜しこっと｜ABQto
o1162｜情態副詞ア 通常ア：し[こっ]と L3A
o1162｜情副挿入形 し[こーっ]と L4A△ 
o1163｜文脈・構造 湿気が軽く全体にいきわたり｜しとっと｜ABQto
o1163｜情態副詞ア 通常ア：し[とっ]と L3A
o1163｜情副挿入形 し[とーっ]と L4A△ 
o1164｜文脈・構造 湿気や水分が不快で｜じとっと｜ABQto
o1164｜情態副詞ア 通常ア：じ[とっ]と L3A
o1164｜情副挿入形 じ[とーっ]と L4A△ 
o1165｜文脈・構造 恨めしげ、うらやましげに｜じとっと｜ABQto
o1165｜情態副詞ア 通常ア：じ[とっ]と L3A
o1165｜情副挿入形 じ[とーっ]と L4A△ 
o1166｜文脈・構造 たわみ、しなって｜しなっと｜ABQto
o1166｜情態副詞ア 通常ア：し[なっ]と L3A
o1166｜情副挿入形 し[なーっ]と L4A△ 
o1167｜文脈・構造 体や気持ちに張りがあって｜しゃきっと｜ABQto
o1167｜情態副詞ア 通常ア：しゃ[きっ]と L3A
o1167｜情副挿入形 しゃ[きーっ]と L4A△
o1168｜文脈・構造 かたくて歯切れのよい感じで｜しゃきっと｜ABQto
o1168｜情態副詞ア 通常ア：しゃ[きっ]と L3A
o1168｜情副挿入形 しゃ[きーっ]と L4A△
o1169｜文脈・構造 小石などがこすれながら落ち｜じゃりっと｜ABQto
o1169｜情態副詞ア 通常ア：じゃ[りっ]と L3A
o1169｜情副挿入形 じゃ[りーっ]と L4A△
o1170｜文脈・構造 一瞬、なめらかにこすれ合って｜しゅるっと｜ABQto
o1170｜情態副詞ア 通常ア：しゅ[るっ]と L3A
o1170｜情副挿入形 しゅ[るーっ]と L4A△
o1171｜文脈・構造 水けの多い食べ物をすすって｜じゅるっと｜ABQto
o1171｜情態副詞ア 通常ア：じゅ[るっ]と L3A
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o1171｜情副挿入形 じゅ[るーっ]と L4A△
o1172｜文脈・構造 つばや汁けのものを飲みこみ｜じゅるっと｜ABQto
o1172｜情態副詞ア 通常ア：じゅ[るっ]と L3A
o1172｜情副挿入形 じゅ[るーっ]と L4A△
o1173｜文脈・構造 食べ物が適度においしく焼け｜じゅわっと｜ABQto
o1173｜情態副詞ア 通常ア：じゅ[わっ]と L3A
o1173｜情副挿入形 じゅ[わーっ]と L4A△
o1174｜文脈・構造 開いているかわからない目で｜しょぼっと｜ABQto
o1174｜情態副詞ア 通常ア：しょ[ぼっ]と L3A
o1174｜情副挿入形 しょ[ぼーっ]と L4A△
o1175｜文脈・構造 元気をなくし、うなだれて｜しょぼっと｜ABQto
o1175｜情態副詞ア 通常ア：しょ[ぼっ]と L3A
o1175｜情副挿入形 しょ[ぼーっ]と L4A△
o1176｜文脈・構造 髪・ひげを勢いよく剃って｜じょりっと｜ABQto
o1176｜情態副詞ア 通常ア：じょ[りっ]と L3A
o1176｜情副挿入形 じょ[りーっ]と L4A△
o1177｜文脈・構造 何でもなさそうなようすで｜しらっと｜ABQto
o1177｜情態副詞ア 通常ア：し[らっ]と L3A
o1177｜情副挿入形 し[らーっ]と L4A△ 
o1178｜文脈・構造 何でもなさそうなようすで｜しれっと｜ABQto
o1178｜情態副詞ア 通常ア：し[れっ]と L3A
o1178｜情副挿入形 し[れーっ]と L4A△ 
o1179｜文脈・構造 冷たく相手をにらみつけて｜じろっと｜ABQto
o1179｜情態副詞ア 通常ア：じ[ろっ]と L3A
o1179｜情副挿入形 じ[ろーっ]と L4A△ 
o1180｜文脈・構造 液体がしみこんだり、しみ出て｜じわっと｜ABQto
o1180｜情態副詞ア 通常ア：じ[わっ]と L3A
o1180｜情副挿入形 じ[わーっ]と L4A△ 
o1181｜文脈・構造 少しずつ、確実に進んで｜じわっと｜ABQto
o1181｜情態副詞ア 通常ア：じ[わっ]と L3A
o1181｜情副挿入形 じ[わーっ]と L4A△ 
o1182｜文脈・構造 雲ひとつなく晴れ上がって｜すかっと｜ABQto
o1182｜情態副詞ア 通常ア：す[かっ]と L3A
o1182｜情副挿入形 す[かーっ]と L4A 
o1183｜文脈・構造 あざやかに気持よく切れて｜すかっと｜ABQto
o1183｜情態副詞ア 通常ア：す[かっ]と L3A
o1183｜情副挿入形 す[かーっ]と L4A△ 
o1184｜文脈・構造 はげしいうずきが一瞬走って｜ずきっと｜ABQto
o1184｜情態副詞ア 通常ア：ず[きっ]と L3A
o1184｜情副挿入形 ず[きーっ]と L4A△ 
o1185｜文脈・構造 勢いよく、まっすぐに立って｜すくっと｜ABQto
o1185｜情態副詞ア 通常ア：す[くっ]と L3A
o1185｜情副挿入形 す[くーっ]と L4A△ 
o1186｜文脈・構造 身軽に降り立って｜すたっと｜ABQto
o1186｜情態副詞ア 通常ア：す[たっ]と L3A
o1186｜情副挿入形 す[たーっ]と L4A△ 
o1187｜文脈・構造 鋭い刃物で完全に切り落とし｜すぱっと｜ABQto
o1187｜情態副詞ア 通常ア：す[ぱっ]と L3A
o1187｜情副挿入形 す[ぱーっ]と L4A△ 
o1188｜文脈・構造 一瞬のうちに切るように｜すぱっと｜ABQto
o1188｜情態副詞ア 通常ア：す[ぱっ]と L3A
o1188｜情副挿入形 す[ぱーっ]と L4A△ 
o1189｜文脈・構造 核心などを遠慮なく指摘して｜ずばっと｜ABQto
o1189｜情態副詞ア 通常ア：ず[ばっ]と L3A
o1189｜情副挿入形 ず[ばーっ]と L4A△ 
o1190｜文脈・構造 矢や槍などが突き刺さって｜ずばっと｜ABQto
o1190｜情態副詞ア 通常ア：ず[ばっ]と L3A
o1190｜情副挿入形 ず[ばーっ]と L4A△ 
o1191｜文脈・構造 刃物で根元まで深く刺して｜ずぶっと｜ABQto
o1191｜情態副詞ア 通常ア：ず[ぶっ]と L3A
o1191｜情副挿入形 ず[ぶーっ]と L4A△ 
o1192｜文脈・構造 やわらかいものを踏みぬいて｜ずぼっと｜ABQto
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o1192｜情態副詞ア 通常ア：ず[ぼっ]と L3A
o1192｜情副挿入形 ず[ぼーっ]と L4A△ 
o1193｜文脈・構造 立ち姿がやせて格好よく｜すらっと｜ABQto
o1193｜情態副詞ア 通常ア：す[らっ]と L3A
o1193｜情副挿入形 す[らーっ]と L4A 
o1194｜文脈・構造 背が高くやせていて｜すらっと｜ABQto
o1194｜情態副詞ア 通常ア：す[らっ]と L3A
o1194｜情副挿入形 す[らーっ]と L4A△ 
o1195｜文脈・構造 多くが並び連なり｜ずらっと｜ABQto
o1195｜情態副詞ア 通常ア：ず[らっ]と L3A
o1195｜情副挿入形 ず[らーっ]と L4A△ 
o1196｜文脈・構造 汁ものや鼻水を一気にすすり｜ずるっと｜ABQto
o1196｜情態副詞ア 通常ア：ず[るっ]と L3A
o1196｜情副挿入形 ず[るーっ]と L4A△ 
o1197｜文脈・構造 寒さ・恐怖・感動に一瞬ふるえ｜ぞくっと｜ABQto
o1197｜情態副詞ア 通常ア：ぞ[くっ]と L3A
o1197｜情副挿入形 ぞ[くーっ]と L4A△ 
o1198｜文脈・構造 髪・ひげを勢いよく剃って｜ぞりっと｜ABQto
o1198｜情態副詞ア 通常ア：ぞ[りっ]と L3A
o1198｜情副挿入形 ぞ[りーっ]と L4A△ 
o1199｜文脈・構造 多くのものがひとつながりで｜ぞろっと｜ABQto
o1199｜情態副詞ア 通常ア：ぞ[ろっ]と L3A
o1199｜情副挿入形 ぞ[ろーっ]と L4A△ 
o1200｜文脈・構造 ごく一瞬鋭く光って｜ちかっと｜ABQto
o1200｜情態副詞ア 通常ア：ち[かっ]と L3A
o1200｜情副挿入形 ち[かーっ]と L4A△ 
o1201｜文脈・構造 針や虫に一瞬刺されたように｜ちくっと｜ABQto
o1201｜情態副詞ア 通常ア：ち[くっ]と L3A
o1201｜情副挿入形 ち[くーっ]と L4A△ 
o1202｜文脈・構造 針などで一度だけ刺されて｜ちくっと｜ABQto
o1202｜情態副詞ア 通常ア：ち[くっ]と L3A
o1202｜情副挿入形 ち[くーっ]と L4A△ 
o1203｜文脈・構造 何かが落ちて、水がはねて｜ちゃぽっと｜ABQto
o1203｜情態副詞ア 通常ア：ちゃ[ぽっ]と L3A
o1203｜情副挿入形 ちゃ[ぽーっ]と L4A△
o1204｜文脈・構造 量・程度や時間がわずかで｜ちょこっと｜ABQto
o1204｜情態副詞ア 通常ア：ちょ[こっ]と L3A
o1204｜情副挿入形 ちょ[こーっ]と L4A△
o1205｜文脈・構造 量・程度や時間がわずかで｜ちょびっと｜ABQto
o1205｜情態副詞ア 通常ア：ちょ[びっ]と L3A
o1205｜情副挿入形 ちょ[びーっ]と L4A△
o1206｜文脈・構造 ほんのわずかで｜ちょぼっと｜ABQto
o1206｜情態副詞ア 通常ア：ちょ[ぼっ]と L3A
o1206｜情副挿入形 ちょ[ぼーっ]と L4A△
o1207｜文脈・構造 目のはしで一瞬視線を向けて｜ちらっと｜ABQto
o1207｜情態副詞ア 通常ア：ち[らっ]と L3A
o1207｜情副挿入形 ち[らーっ]と L4A△ 
o1208｜文脈・構造 目玉を鋭く動かし横目で見て｜ちろっと｜ABQto
o1208｜情態副詞ア 通常ア：ち[ろっ]と L3A
o1208｜情副挿入形 ち[ろーっ]と L4A△ 
o1209｜文脈・構造 表面につやがあり、光って｜てかっと｜ABQto
o1209｜情態副詞ア 通常ア：て[かっ]と L3A
o1209｜情副挿入形 て[かーっ]と L4A△ 
o1210｜文脈・構造 大きなかたまりが一度に落ちて｜どかっと｜ABQto
o1210｜情態副詞ア 通常ア：ど[かっ]と L3A
o1210｜情副挿入形 ど[かーっ]と L4A△ 
o1211｜文脈・構造 一度にたくさん集まって｜どかっと｜ABQto
o1211｜情態副詞ア 通常ア：ど[かっ]と L3A
o1211｜情副挿入形 ど[かーっ]と L4A△ 
o1212｜文脈・構造 驚き・恐怖・期待に動悸がして｜どきっと｜ABQto
o1212｜情態副詞ア 通常ア：ど[きっ]と L3A
o1212｜情副挿入形 ど[きーっ]と L4A△ 
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o1213｜文脈・構造 大きな重いものが一度に落ちて｜どさっと｜ABQto
o1213｜情態副詞ア 通常ア：ど[さっ]と L3A
o1213｜情副挿入形 ど[さーっ]と L4A△ 
o1214｜文脈・構造 重いものがぶつかって｜どすっと｜ABQto
o1214｜情態副詞ア 通常ア：ど[すっ]と L3A
o1214｜情副挿入形 ど[すーっ]と L4A△ 
o1215｜文脈・構造 何かが勢いよくぶつかって｜どたっと｜ABQto
o1215｜情態副詞ア 通常ア：ど[たっ]と L3A
o1215｜情副挿入形 ど[たーっ]と L4A△ 
o1216｜文脈・構造 大量に勢いよく噴き出て｜どばっと｜ABQto
o1216｜情態副詞ア 通常ア：ど[ばっ]と L3A
o1216｜情副挿入形 ど[ばーっ]と L4A△ 
o1217｜文脈・構造 眠けをもよおして｜とろっと｜ABQto
o1217｜情態副詞ア 通常ア：と[ろっ]と L3A
o1217｜情副挿入形 と[ろーっ]と L4A△ 
o1218｜文脈・構造 やわらかく粘りけがあって｜とろっと｜ABQto
o1218｜情態副詞ア 通常ア：と[ろっ]と L3A
o1218｜情副挿入形 と[ろーっ]と L4A△ 
o1219｜文脈・構造 やわらかく粘りけがあって｜とろっと｜ABQto
o1219｜情態副詞ア 通常ア：と[ろっ]と L3A
o1219｜情副挿入形 と[ろーっ]と L4A△ 
o1220｜文脈・構造 液体に粘りや濁りがあって｜どろっと｜ABQto
o1220｜情態副詞ア 通常ア：ど[ろっ]と L3A
o1220｜情副挿入形 ど[ろーっ]と L4A△ 
o1221｜文脈・構造 歯を見せてほほえんで｜にかっと｜ABQto
o1221｜情態副詞ア 通常ア：に[かっ]と L3A
o1221｜情副挿入形 に[かーっ]と L4A△ 
o1222｜文脈・構造 うれしそうな顔で微笑んで｜にこっと｜ABQto
o1222｜情態副詞ア 通常ア：に[こっ]と L3A
o1222｜情副挿入形 に[こーっ]と L4A△ 
o1223｜文脈・構造 喜びを隠しきれずに下品に｜にたっと｜ABQto
o1223｜情態副詞ア 通常ア：に[たっ]と L3A
o1223｜情副挿入形 に[たーっ]と L4A△ 
o1224｜文脈・構造 喜びを隠しきれず、思わず｜にやっと｜ABQto
o1224｜情態副詞ア 通常ア：に[やっ]と L3A
o1224｜情副挿入形 に[やーっ]と L4A△ 
o1225｜文脈・構造 細長いものが長くのび出て｜にょろっと｜ABQto
o1225｜情態副詞ア 通常ア：にょ[ろっ]と L3A
o1225｜情副挿入形 にょ[ろーっ]と L4A△
o1226｜文脈・構造 なめらかで、よくすべって｜ぬめっと｜ABQto
o1226｜情態副詞ア 通常ア：ぬ[めっ]と L3A
o1226｜情副挿入形 ぬ[めーっ]と L4A△ 
o1227｜文脈・構造 表面に粘りけや油けがあって｜ぬらっと｜ABQto
o1227｜情態副詞ア 通常ア：ぬ[らっ]と L3A
o1227｜情副挿入形 ぬ[らーっ]と L4A△ 
o1228｜文脈・構造 粘液状でつかみどころがなく｜ぬるっと｜ABQto
o1228｜情態副詞ア 通常ア：ぬ[るっ]と L3A
o1228｜情副挿入形 ぬ[るーっ]と L4A△ 
o1229｜文脈・構造 気味悪く粘りついて｜ねちゃっと｜ABQto
o1229｜情態副詞ア 通常ア：ね[ちゃっ]と L3A
o1229｜情副挿入形 ね[ちゃーっ]と L4A△
o1230｜文脈・構造 粘るようにぴったりくっつき｜ねとっと｜ABQto
o1230｜情態副詞ア 通常ア：ね[とっ]と L3A
o1230｜情副挿入形 ね[とーっ]と L4A△ 
o1231｜文脈・構造 いかにも動きがにぶくて｜のろっと｜ABQto
o1231｜情態副詞ア 通常ア：の[ろっ]と L3A
o1231｜情副挿入形 の[ろーっ]と L4A△ 
o1232｜文脈・構造 かたく薄いものが急に折れて｜ばきっと｜ABQto
o1232｜情態副詞ア 通常ア：ば[きっ]と L3A
o1232｜情副挿入形 ば[きーっ]と L4A△ 
o1233｜文脈・構造 細いものが折れて｜ぱきっと｜ABQto
o1233｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[きっ]と L3A
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o1233｜情副挿入形 ぱ[きーっ]と L4A△ 
o1234｜文脈・構造 大口で、勢いよく食いついて｜ばくっと｜ABQto
o1234｜情態副詞ア 通常ア：ば[くっ]と L3A
o1234｜情副挿入形 ば[くーっ]と L4A△ 
o1235｜文脈・構造 大口で、勢いよく食いついて｜ぱくっと｜ABQto
o1235｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[くっ]と L3A
o1235｜情副挿入形 ぱ[くーっ]と L4A△ 
o1236｜文脈・構造 ものを軽くたたいて｜ぱこっと｜ABQto
o1236｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[こっ]と L3A
o1236｜情副挿入形 ぱ[こーっ]と L4A△ 
o1237｜文脈・構造 開いた本などが落ちて｜ばさっと｜ABQto
o1237｜情態副詞ア 通常ア：ば[さっ]と L3A
o1237｜情副挿入形 ば[さーっ]と L4A△ 
o1238｜文脈・構造 広げた紙などが落ちて｜ぱさっと｜ABQto
o1238｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[さっ]と L3A
o1238｜情副挿入形 ぱ[さーっ]と L4A△ 
o1239｜文脈・構造 かわいて水分がたりなくて｜ぱさっと｜ABQto
o1239｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[さっ]と L3A
o1239｜情副挿入形 ぱ[さーっ]と L4A△ 
o1240｜文脈・構造 平手などで強くたたいて｜ばしっと｜ABQto
o1240｜情態副詞ア 通常ア：ば[しっ]と L3A
o1240｜情副挿入形 ば[しーっ]と L4A△ 
o1241｜文脈・構造 ものが軽く打ち当たって｜ぱしっと｜ABQto
o1241｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[しっ]と L3A
o1241｜情副挿入形 ぱ[しーっ]と L4A△ 
o1242｜文脈・構造 水が勢いよく飛び散って｜ばしゃっと｜ABQto
o1242｜情態副詞ア 通常ア：ば[しゃっ]と L3A
o1242｜情副挿入形 ば[しゃーっ]と L4A△
o1243｜文脈・構造 水が軽く砕けたり飛び散って｜ぱしゃっと｜ABQto
o1243｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[しゃっ]と L3A
o1243｜情副挿入形 ぱ[しゃーっ]と L4A△
o1244｜文脈・構造 重いものが勢いよく落ちて｜ばたっと｜ABQto
o1244｜情態副詞ア 通常ア：ば[たっ]と L3A
o1244｜情副挿入形 ば[たーっ]と L4A△ 
o1245｜文脈・構造 平手などで強くたたいて｜ばちっと｜ABQto
o1245｜情態副詞ア 通常ア：ば[ちっ]と L3A
o1245｜情副挿入形 ば[ちーっ]と L4A△ 
o1246｜文脈・構造 目を大きく見ひらいて｜ぱちっと｜ABQto
o1246｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[ちっ]と L3A
o1246｜情副挿入形 ぱ[ちーっ]と L4A△ 
o1247｜文脈・構造 水が大きくはねかかって｜ばちゃっと｜ABQto
o1247｜情態副詞ア 通常ア：ば[ちゃっ]と L3A
o1247｜情副挿入形 ば[ちゃーっ]と L4A△
o1248｜文脈・構造 水が小さくはねて｜ぱちゃっと｜ABQto
o1248｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[ちゃっ]と L3A
o1248｜情副挿入形 ぱ[ちゃーっ]と L4A△
o1249｜文脈・構造 紙や木の葉などが散って｜はらっと｜ABQto
o1249｜情態副詞ア 通常ア：は[らっ]と L3A
o1249｜情副挿入形 は[らーっ]と L4A△ 
o1250｜文脈・構造 ひとつにならずに散らばって｜ばらっと｜ABQto
o1250｜情態副詞ア 通常ア：ば[らっ]と L3A
o1250｜情副挿入形 ば[らーっ]と L4A△ 
o1251｜文脈・構造 雨や葉などがまばらに落ちて｜ぱらっと｜ABQto
o1251｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[らっ]と L3A
o1251｜情副挿入形 ぱ[らーっ]と L4A△ 
o1252｜文脈・構造 少しずつ散らばって｜ぱらっと｜ABQto
o1252｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[らっ]と L3A
o1252｜情副挿入形 ぱ[らーっ]と L4A△ 
o1253｜文脈・構造 かたいものが割れたり破れて｜ばりっと｜ABQto
o1253｜情態副詞ア 通常ア：ば[りっ]と L3A
o1253｜情副挿入形 ば[りーっ]と L4A△ 
o1254｜文脈・構造 薄いものが割れたり破れて｜ぱりっと｜ABQto
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o1254｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[りっ]と L3A
o1254｜情副挿入形 ぱ[りーっ]と L4A△ 
o1255｜文脈・構造 稲妻などが一瞬鋭く光って｜ぴかっと｜ABQto
o1255｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[かっ]と L3A
o1255｜情副挿入形 ぴ[かーっ]と L4A△ 
o1256｜文脈・構造 突然体や体の一部が引きつり｜ひくっと｜ABQto
o1256｜情態副詞ア 通常ア：ひ[くっ]と L3A
o1256｜情副挿入形 ひ[くーっ]と L4A△ 
o1257｜文脈・構造 驚いて反射的に身をふるわせ｜びくっと｜ABQto
o1257｜情態副詞ア 通常ア：び[くっ]と L3A
o1257｜情副挿入形 び[くーっ]と L4A△ 
o1258｜文脈・構造 一瞬の恐怖に、身をふるわせ｜びくっと｜ABQto
o1258｜情態副詞ア 通常ア：び[くっ]と L3A
o1258｜情副挿入形 び[くーっ]と L4A△ 
o1259｜文脈・構造 突然体や体の一部が引きつり｜ぴくっと｜ABQto
o1259｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[くっ]と L3A
o1259｜情副挿入形 ぴ[くーっ]と L4A△ 
o1260｜文脈・構造 細くて弾力のあるものが折れ｜びしっと｜ABQto
o1260｜情態副詞ア 通常ア：び[しっ]と L3A
o1260｜情副挿入形 び[しーっ]と L4A△ 
o1261｜文脈・構造 むちなどで一回強く打って｜びしっと｜ABQto
o1261｜情態副詞ア 通常ア：び[しっ]と L3A
o1261｜情副挿入形 び[しーっ]と L4A△ 
o1262｜文脈・構造 小さく折れたり、割れて｜ぴしっと｜ABQto
o1262｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[しっ]と L3A
o1262｜情副挿入形 ぴ[しーっ]と L4A△ 
o1263｜文脈・構造 はげしい勢いで当たって｜ぴしっと｜ABQto
o1263｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[しっ]と L3A
o1263｜情副挿入形 ぴ[しーっ]と L4A△ 
o1264｜文脈・構造 水が勢いよくはねかかって｜びしゃっと｜ABQto
o1264｜情態副詞ア 通常ア：び[しゃっ]と L3A
o1264｜情副挿入形 び[しゃーっ]と L4A△
o1265｜文脈・構造 平たいものを強く打って｜びしゃっと｜ABQto
o1265｜情態副詞ア 通常ア：び[しゃっ]と L3A
o1265｜情副挿入形 び[しゃーっ]と L4A△
o1266｜文脈・構造 水が鋭くはねかかって｜ぴしゃっと｜ABQto
o1266｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[しゃっ]と L3A
o1266｜情副挿入形 ぴ[しゃーっ]と L4A△
o1267｜文脈・構造 強い口調で決めつけるように｜ぴしゃっと｜ABQto
o1267｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[しゃっ]と L3A
o1267｜情副挿入形 ぴ[しゃーっ]と L4A△
o1268｜文脈・構造 平手などで一回軽くたたいて｜ぴしゃっと｜ABQto
o1268｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[しゃっ]と L3A
o1268｜情副挿入形 ぴ[しゃーっ]と L4A△
o1269｜文脈・構造 平手でたたいて｜びたっと｜ABQto
o1269｜情態副詞ア 通常ア：び[たっ]と L3A
o1269｜情副挿入形 び[たーっ]と L4A△ 
o1270｜文脈・構造 完全にすきまなく密着して｜ぴたっと｜ABQto
o1270｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[たっ]と L3A
o1270｜情副挿入形 ぴ[たーっ]と L4A△ 
o1271｜文脈・構造 平手で軽くたたいて｜ぴたっと｜ABQto
o1271｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[たっ]と L3A
o1271｜情副挿入形 ぴ[たーっ]と L4A△ 
o1272｜文脈・構造 急にはぜたり、切れて｜ぴちっと｜ABQto
o1272｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[ちっ]と L3A
o1272｜情副挿入形 ぴ[ちーっ]と L4A△ 
o1273｜文脈・構造 水が勢いよく音高くかかって｜びちゃっと｜ABQto
o1273｜情態副詞ア 通常ア：び[ちゃっ]と L3A
o1273｜情副挿入形 び[ちゃーっ]と L4A△, びっ[ちゃーっ]と L5B△
o1274｜文脈・構造 少量の水がはねかかって｜ぴちゃっと｜ABQto
o1274｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[ちゃっ]と L3A
o1274｜情副挿入形 ぴ[ちゃーっ]と L4A△, ぴっ[ちゃーっ]と L5B△
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o1275｜文脈・構造 水や空気などが肌に冷たくて｜ひやっと｜ABQto
o1275｜情態副詞ア 通常ア：ひ[やっ]と L3A
o1275｜情副挿入形 ひ[やーっ]と L4A△ 
o1276｜文脈・構造 わるい結果を感じて瞬間的に｜ひやっと｜ABQto
o1276｜情態副詞ア 通常ア：ひ[やっ]と L3A
o1276｜情副挿入形 ひ[やーっ]と L4A△ 
o1277｜文脈・構造 やせて身長が高く、頼りなげで｜ひょろっと｜ABQto
o1277｜情態副詞ア 通常ア：ひょ[ろっ]と L3A
o1277｜情副挿入形 ひょ[ろーっ]と L4A△
o1278｜文脈・構造 障害物や攻撃を迅速にかわし｜ひらっと｜ABQto
o1278｜情態副詞ア 通常ア：ひ[らっ]と L3A
o1278｜情副挿入形 ひ[らーっ]と L4A△ 
o1279｜文脈・構造 急激な刺激・痛み・辛味を感じ｜ひりっと｜ABQto
o1279｜情態副詞ア 通常ア：ひ[りっ]と L3A
o1279｜情副挿入形 ひ[りーっ]と L4A△ 
o1280｜文脈・構造 急激な刺激に体がしびれて｜びりっと｜ABQto
o1280｜情態副詞ア 通常ア：び[りっ]と L3A
o1280｜情副挿入形 び[りーっ]と L4A△ 
o1281｜文脈・構造 布や紙などを勢いよく破って｜びりっと｜ABQto
o1281｜情態副詞ア 通常ア：び[りっ]と L3A
o1281｜情副挿入形 び[りーっ]と L4A△ 
o1282｜文脈・構造 一瞬、ふるえ動いて｜ぴりっと｜ABQto
o1282｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[りっ]と L3A
o1282｜情副挿入形 ぴ[りーっ]と L4A△ 
o1283｜文脈・構造 急激な刺激・痛み・辛味を感じ｜ぴりっと｜ABQto
o1283｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[りっ]と L3A
o1283｜情副挿入形 ぴ[りーっ]と L4A△ 
o1284｜文脈・構造 布や紙などを勢いよく破って｜ぴりっと｜ABQto
o1284｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[りっ]と L3A
o1284｜情副挿入形 ぴ[りーっ]と L4A△ 
o1285｜文脈・構造 軽いものが空や水に浮いて｜ぷかっと｜ABQto
o1285｜情態副詞ア 通常ア：ぷ[かっ]と L3A
o1285｜情副挿入形 ぷ[かーっ]と L4A△ 
o1286｜文脈・構造 やわらかくふくれ、くずれそうで｜ぶくっと｜ABQto
o1286｜情態副詞ア 通常ア：ぶ[くっ]と L3A
o1286｜情副挿入形 ぶ[くーっ]と L4A△ 
o1287｜文脈・構造 やわらかく、くずれそうで｜ぶくっと｜ABQto
o1287｜情態副詞ア 通常ア：ぶ[くっ]と L3A
o1287｜情副挿入形 ぶ[くーっ]と L4A△ 
o1288｜文脈・構造 一部分だけふくれ上がって｜ぷくっと｜ABQto
o1288｜情態副詞ア 通常ア：ぷ[くっ]と L3A
o1288｜情副挿入形 ぷ[くーっ]と L4A△ 
o1289｜文脈・構造 不機嫌にふくれっ面をして｜ぶすっと｜ABQto
o1289｜情態副詞ア 通常ア：ぶ[すっ]と L3A
o1289｜情副挿入形 ぶ[すーっ]と L4A△ 
o1290｜文脈・構造 やわらかいものを突き刺して｜ぶすっと｜ABQto
o1290｜情態副詞ア 通常ア：ぶ[すっ]と L3A
o1290｜情副挿入形 ぶ[すーっ]と L4A△ 
o1291｜文脈・構造 やわらかいものを突き刺して｜ぷすっと｜ABQto
o1291｜情態副詞ア 通常ア：ぷ[すっ]と L3A
o1291｜情副挿入形 ぷ[すーっ]と L4A△ 
o1292｜文脈・構造 急に完全に断ち切られて｜ぶちっと｜ABQto
o1292｜情態副詞ア 通常ア：ぶ[ちっ]と L3A
o1292｜情副挿入形 ぶ[ちーっ]と L4A△ 
o1293｜文脈・構造 急に軽い調子で断ち切れて｜ぷちっと｜ABQto
o1293｜情態副詞ア 通常ア：ぷ[ちっ]と L3A
o1293｜情副挿入形 ぷ[ちーっ]と L4A△ 
o1294｜文脈・構造 ひとこと小声でつぶやいて｜ぶつっと｜ABQto
o1294｜情態副詞ア 通常ア：ぶ[つっ]と L3A
o1294｜情副挿入形 ぶ[つーっ]と L4A△ 
o1295｜文脈・構造 急に勢いよく刺して｜ぶつっと｜ABQto
o1295｜情態副詞ア 通常ア：ぶ[つっ]と L3A
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o1295｜情副挿入形 ぶ[つーっ]と L4A△ 
o1296｜文脈・構造 綱・縄や音信などが突然切れ｜ぷつっと｜ABQto
o1296｜情態副詞ア 通常ア：ぷ[つっ]と L3A
o1296｜情副挿入形 ぷ[つーっ]と L4A△ 
o1297｜文脈・構造 不満や怒りで頬をふくらませ｜ぷりっと｜ABQto
o1297｜情態副詞ア 通常ア：ぷ[りっ]と L3A
o1297｜情副挿入形 ぷ[りーっ]と L4A△ 
o1298｜文脈・構造 弾力性に富み中身が締まって｜ぷりっと｜ABQto
o1298｜情態副詞ア 通常ア：ぷ[りっ]と L3A
o1298｜情副挿入形 ぷ[りーっ]と L4A△ 
o1299｜文脈・構造 寒さなどで一瞬全身がふるえ｜ぶるっと｜ABQto
o1299｜情態副詞ア 通常ア：ぶ[るっ]と L3A
o1299｜情副挿入形 ぶ[るーっ]と L4A△ 
o1300｜文脈・構造 小さく瞬間的に振動して｜ぷるっと｜ABQto
o1300｜情態副詞ア 通常ア：ぷ[るっ]と L3A
o1300｜情副挿入形 ぷ[るーっ]と L4A△ 
o1301｜文脈・構造 やわらかくゆるやかで｜ぷるっと｜ABQto
o1301｜情態副詞ア 通常ア：ぷ[るっ]と L3A
o1301｜情副挿入形 ぷ[るーっ]と L4A△ 
o1302｜文脈・構造 瞬間的に軽く浮き上がって｜ふわっと｜ABQto
o1302｜情態副詞ア 通常ア：ふ[わっ]と L3A
o1302｜情副挿入形 ふ[わーっ]と L4A△ 
o1303｜文脈・構造 やわらかく軽やかで｜ふわっと｜ABQto
o1303｜情態副詞ア 通常ア：ふ[わっ]と L3A
o1303｜情副挿入形 ふ[わーっ]と L4A△ 
o1304｜文脈・構造 やわらかいものがつぶれて｜べしゃっと｜ABQto
o1304｜情態副詞ア 通常ア：べ[しゃっ]と L3A
o1304｜情副挿入形 べ[しゃーっ]と L4A△
o1305｜文脈・構造 密着したり、貼りつけて｜べたっと｜ABQto
o1305｜情態副詞ア 通常ア：べ[たっ]と L3A
o1305｜情副挿入形 べ[たーっ]と L4A△ 
o1306｜文脈・構造 粘液状のものが張りついて｜べたっと｜ABQto
o1306｜情態副詞ア 通常ア：べ[たっ]と L3A
o1306｜情副挿入形 べ[たーっ]と L4A△ 
o1307｜文脈・構造 平らに全面的に張りついて｜ぺたっと｜ABQto
o1307｜情態副詞ア 通常ア：ぺ[たっ]と L3A
o1307｜情副挿入形 ぺ[たーっ]と L4A△ 
o1308｜文脈・構造 泥や塗料などを塗りつけて｜べちょっと｜ABQto
o1308｜情態副詞ア 通常ア：べ[ちょっ]と L3A
o1308｜情副挿入形 べ[ちょーっ]と L4A△
o1309｜文脈・構造 軽く貼りつけたり塗りつけて｜ぺちょっと｜ABQto
o1309｜情態副詞ア 通常ア：ぺ[ちょっ]と L3A
o1309｜情副挿入形 ぺ[ちょーっ]と L4A△
o1310｜文脈・構造 粘りつくようで／湿って｜べとっと｜ABQto
o1310｜情態副詞ア 通常ア：べ[とっ]と L3A
o1310｜情副挿入形 べ[とーっ]と L4A△ 
o1311｜文脈・構造 流暢にあっさりとしゃべって｜ぺらっと｜ABQto
o1311｜情態副詞ア 通常ア：ぺ[らっ]と L3A
o1311｜情副挿入形 ぺ[らーっ]と L4A△ 
o1312｜文脈・構造 一気に破ったり、剥がして｜べりっと｜ABQto
o1312｜情態副詞ア 通常ア：べ[りっ]と L3A
o1312｜情副挿入形 べ[りーっ]と L4A△ 
o1313｜文脈・構造 薄手のものを勢いよく剥がし｜ぺりっと｜ABQto
o1313｜情態副詞ア 通常ア：ぺ[りっ]と L3A
o1313｜情副挿入形 ぺ[りーっ]と L4A△ 
o1314｜文脈・構造 すばやく舌でなめて｜べろっと｜ABQto
o1314｜情態副詞ア 通常ア：べ[ろっ]と L3A
o1314｜情副挿入形 べ[ろーっ]と L4A△ 
o1315｜文脈・構造 すばやく舌でなめて｜ぺろっと｜ABQto
o1315｜情態副詞ア 通常ア：ぺ[ろっ]と L3A
o1315｜情副挿入形 ぺ[ろーっ]と L4A△ 
o1316｜文脈・構造 こぶしでなぐって｜ぽかっと｜ABQto
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o1316｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[かっ]と L3A
o1316｜情副挿入形 ぽ[かーっ]と L4A△ 
o1317｜文脈・構造 かたい棒状のものが折れて｜ぼきっと｜ABQto
o1317｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[きっ]と L3A
o1317｜情副挿入形 ぼ[きーっ]と L4A△ 
o1318｜文脈・構造 かたく軽い棒状のものが折れ｜ぽきっと｜ABQto
o1318｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[きっ]と L3A
o1318｜情副挿入形 ぽ[きーっ]と L4A△ 
o1319｜文脈・構造 強くたたいたり、折れて｜ぼくっと｜ABQto
o1319｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[くっ]と L3A
o1319｜情副挿入形 ぼ[くーっ]と L4A△ 
o1320｜文脈・構造 無為にだらしなく過ごして｜ぼけっと｜ABQto
o1320｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[けっ]と L3A
o1320｜情副挿入形 ぼ[けーっ]と L4A△ 
o1321｜文脈・構造 あたたかくて、気持ちがよく｜ほこっと｜ABQto
o1321｜情態副詞ア 通常ア：ほ[こっ]と L3A
o1321｜情副挿入形 ほ[こーっ]と L4A△ 
o1322｜文脈・構造 ものが他のものに打ち当たり｜ぼこっと｜ABQto
o1322｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[こっ]と L3A
o1322｜情副挿入形 ぼ[こーっ]と L4A△ 
o1323｜文脈・構造 無意味に立ち続けて｜ぼさっと｜ABQto
o1323｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[さっ]と L3A
o1323｜情副挿入形 ぼ[さーっ]と L4A△ 
o1324｜文脈・構造 無愛想な態度で｜ぼさっと｜ABQto
o1324｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[さっ]と L3A
o1324｜情副挿入形 ぼ[さーっ]と L4A△ 
o1325｜文脈・構造 瞬間的に重く水がはねて｜ぼしゃっと｜ABQto
o1325｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[しゃっ]と L3A
o1325｜情副挿入形 ぼ[しゃーっ]と L4A△, ぼっ[しゃーっ]と L5B△
o1326｜文脈・構造 低く小さい声で一言だけ｜ぼそっと｜ABQto
o1326｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[そっ]と L3A
o1326｜情副挿入形 ぼ[そーっ]と L4A△ 
o1327｜文脈・構造 気のりがしないようすで｜ぼそっと｜ABQto
o1327｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[そっ]と L3A
o1327｜情副挿入形 ぼ[そーっ]と L4A△ 
o1328｜文脈・構造 水分が少なく干からびて｜ぽそっと｜ABQto
o1328｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[そっ]と L3A
o1328｜情副挿入形 ぽ[そーっ]と L4A△ 
o1329｜文脈・構造 水や液体が一滴落ちて｜ぼたっと｜ABQto
o1329｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[たっ]と L3A
o1329｜情副挿入形 ぼ[たーっ]と L4A△ 
o1330｜文脈・構造 水や液体が一滴落ちて｜ぽたっと｜ABQto
o1330｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[たっ]と L3A
o1330｜情副挿入形 ぽ[たーっ]と L4A△ 
o1331｜文脈・構造 顔や体つきがふっくらして｜ぽちゃっと｜ABQto
o1331｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[ちゃっ]と L3A
o1331｜情副挿入形 ぽ[ちゃーっ]と L4A△
o1332｜文脈・構造 ものがつぶれたように落ちて｜ぽちゃっと｜ABQto
o1332｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[ちゃっ]と L3A
o1332｜情副挿入形 ぽ[ちゃーっ]と L4A△
o1333｜文脈・構造 ものが小さく目に見えて｜ぼつっと｜ABQto
o1333｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[つっ]と L3A
o1333｜情副挿入形 ぼ[つーっ]と L4A△ 
o1334｜文脈・構造 低く小さい声で一言だけ｜ぼつっと｜ABQto
o1334｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[つっ]と L3A
o1334｜情副挿入形 ぼ[つーっ]と L4A△ 
o1335｜文脈・構造 ものが小さく目に見えて｜ぽつっと｜ABQto
o1335｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[つっ]と L3A
o1335｜情副挿入形 ぽ[つーっ]と L4A△ 
o1336｜文脈・構造 見苦しいほど厚み・重みがあり｜ぼてっと｜ABQto
o1336｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[てっ]と L3A
o1336｜情副挿入形 ぼ[てーっ]と L4A△ 
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o1337｜文脈・構造 顔などが垂れるように肥えて｜ぽてっと｜ABQto
o1337｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[てっ]と L3A
o1337｜情副挿入形 ぽ[てーっ]と L4A△ 
o1338｜文脈・構造 水や液体が一滴落ちて｜ぽとっと｜ABQto
o1338｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[とっ]と L3A
o1338｜情副挿入形 ぽ[とーっ]と L4A△ 
o1339｜文脈・構造 景色や記憶などがかすんで｜ぼやっと｜ABQto
o1339｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[やっ]と L3A
o1339｜情副挿入形 ぼ[やーっ]と L4A△ 
o1340｜文脈・構造 かたいものを音高くかじって｜ぼりっと｜ABQto
o1340｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[りっ]と L3A
o1340｜情副挿入形 ぼ[りーっ]と L4A△ 
o1341｜文脈・構造 ほどよく酒に酔って心地よく｜ほろっと｜ABQto
o1341｜情態副詞ア 通常ア：ほ[ろっ]と L3A
o1341｜情副挿入形 ほ[ろーっ]と L4A△ 
o1342｜文脈・構造 同情や感動で涙が一粒こぼれ｜ほろっと｜ABQto
o1342｜情態副詞ア 通常ア：ほ[ろっ]と L3A
o1342｜情副挿入形 ほ[ろーっ]と L4A△ 
o1343｜文脈・構造 涙などが一滴こぼれ落ちて｜ほろっと｜ABQto
o1343｜情態副詞ア 通常ア：ほ[ろっ]と L3A
o1343｜情副挿入形 ほ[ろーっ]と L4A△ 
o1344｜文脈・構造 ものをうっかりとり落として｜ぽろっと｜ABQto
o1344｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[ろっ]と L3A
o1344｜情副挿入形 ぽ[ろーっ]と L4A△ 
o1345｜文脈・構造 あたたかさに包まれ、なごんで｜ほわっと｜ABQto
o1345｜情態副詞ア 通常ア：ほ[わっ]と L3A
o1345｜情副挿入形 ほ[わーっ]と L4A△ 
o1346｜文脈・構造 やわらかく、あたたかくて｜ほわっと｜ABQto
o1346｜情態副詞ア 通常ア：ほ[わっ]と L3A
o1346｜情副挿入形 ほ[わーっ]と L4A△ 
o1347｜文脈・構造 形や色がぼけてはっきりせず｜ぼわっと｜ABQto
o1347｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[わっ]と L3A
o1347｜情副挿入形 ぼ[わーっ]と L4A△ 
o1348｜文脈・構造 胃の奥から吐きけをもよおし｜むかっと｜ABQto
o1348｜情態副詞ア 通常ア：む[かっ]と L3A
o1348｜情副挿入形 む[かーっ]と L4A△ 
o1349｜文脈・構造 怒りが急激にこみあげてきて｜むかっと｜ABQto
o1349｜情態副詞ア 通常ア：む[かっ]と L3A
o1349｜情副挿入形 む[かーっ]と L4A△ 
o1350｜文脈・構造 突然立ったり、起きあがって｜むくっと｜ABQto
o1350｜情態副詞ア 通常ア：む[くっ]と L3A
o1350｜情副挿入形 む[くーっ]と L4A△ 
o1351｜文脈・構造 不機嫌におし黙って｜むすっと｜ABQto
o1351｜情態副詞ア 通常ア：む[すっ]と L3A
o1351｜情副挿入形 む[すーっ]と L4A△ 
o1352｜文脈・構造 肌に張りがあり、肉づきがよく｜むちっと｜ABQto
o1352｜情態副詞ア 通常ア：む[ちっ]と L3A
o1352｜情副挿入形 む[ちーっ]と L4A△ 
o1353｜文脈・構造 突如、感情や思いがわいて｜むらっと｜ABQto
o1353｜情態副詞ア 通常ア：む[らっ]と L3A
o1353｜情副挿入形 む[らーっ]と L4A△ 
o1354｜文脈・構造 熱気などが一面に広がって｜むわっと｜ABQto
o1354｜情態副詞ア 通常ア：む[わっ]と L3A
o1354｜情副挿入形 む[わーっ]と L4A△ 
o1355｜文脈・構造 もろく裂け破れたり、砕けて｜めりっと｜ABQto
o1355｜情態副詞ア 通常ア：め[りっ]と L3A
o1355｜情副挿入形 め[りーっ]と L4A△ 
o1356｜文脈・構造 丸く目立って盛り上がって｜もこっと｜ABQto
o1356｜情態副詞ア 通常ア：も[こっ]と L3A
o1356｜情副挿入形 も[こーっ]と L4A△ 
o1357｜文脈・構造 煙や湯気で視界が不明瞭で｜もやっと｜ABQto
o1357｜情態副詞ア 通常ア：も[やっ]と L3A



付録 8 オノマトペ 

- 321 - 

 

o1357｜情副挿入形 も[やーっ]と L4A△ 
o1358｜文脈・構造 熱気などが一面に広がって｜もわっと｜ABQto
o1358｜情態副詞ア 通常ア：も[わっ]と L3A
o1358｜情副挿入形 も[わーっ]と L4A△ 
o1359｜文脈・構造 湯気がたちこめて｜もわっと｜ABQto
o1359｜情態副詞ア 通常ア：も[わっ]と L3A
o1359｜情副挿入形 も[わーっ]と L4A△ 
o1360｜文脈・構造 大きく一度、ゆれ動いて｜ゆらっと｜ABQto
o1360｜情態副詞ア 通常ア：ゆ[らっ]と L3A
o1360｜情副挿入形 ゆ[らーっ]と L4A△ 
o1361｜文脈・構造 なかば眠りなかばさめて｜うつらうつらと｜ABraABrato
o1361｜情態副詞ア 通常ア：[う]つら[う]つらと H1.H1
o1362｜文脈・構造 見えたり見えなかったりで｜うつらうつらと｜ABraABrato
o1362｜情態副詞ア 通常ア：[う]つら[う]つらと H1.H1
o1363｜文脈・構造 ゆっくりとゆれ動いて｜うつらうつらと｜ABraABrato
o1363｜情態副詞ア 通常ア：[う]つら[う]つらと H1.H1
o1364｜文脈・構造 不適切なときに締まりなく｜えへらえへらと｜ABraABrato
o1364｜情態副詞ア 通常ア：[え]へら[え]へらと H1.H1
o1365｜文脈・構造 動作が非常ににぶくて｜ぐずらぐずらと｜ABraABrato
o1365｜情態副詞ア 通常ア：[ぐず]ら[ぐず]らと H2.H2｜強調ア：[ぐ]ずら[ぐ]ずらと H1.H1△, ぐ[ず]らぐ

[ず]らと L2.L2△ 
o1366｜文脈・構造 力が抜けて頼りなく｜ぐにゃらぐにゃらと｜ABraABrato
o1366｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]にゃらぐにゃらと H1

o1366｜形容動詞 通常ア：ぐ[にゃらぐにゃらに L0A△
o1367｜文脈・構造 広がったものがゆれ動いて｜ばさらばさらと｜ABraABrato
o1367｜情態副詞ア 通常ア：[ば]さらばさらと H1
o1368｜文脈・構造 赤ん坊が泣きわめいて｜おぎゃーおぎゃーと｜ABRABRto
o1368｜情態副詞ア 通常ア：お[ぎゃ]ーお[ぎゃ]ーと L2.L2
o1369｜文脈・構造 急激に動いては、元に戻り｜がくりがくりと｜ABriABrito
o1369｜情態副詞ア 通常ア：[がく]り[がく]りと H2.H2｜強調ア：[が]くり[が]くりと H1.H1△, が[く]りが

[く]りと L2.L2△ 
o1369｜形容動詞 通常ア：[がく]り[がく]りに H2.H2△, [が]くり[が]くりに H1.H1△, が[く]りが[く]りに

L2.L2△ 
o1370｜文脈・構造 大口で大量に何度も飲んで｜がぶりがぶりと｜ABriABrito
o1370｜情態副詞ア 通常ア：[がぶ]り[がぶ]りと H2.H2｜強調ア：[が]ぶり[が]ぶりと H1.H1△, が[ぶ]りが

[ぶ]りと L2.L2△ 
o1371｜文脈・構造 かたいものが何度もこすれて｜ぎしりぎしりと｜ABriABrito
o1371｜情態副詞ア 通常ア：[ぎし]り[ぎし]りと H2.H2｜強調ア：[ぎ]しり[ぎ]しりと H1.H1△, ぎ[し]りぎ

[し]りと L2.L2△ 
o1372｜文脈・構造 続けざまにしのび笑いして｜くすりくすりと｜ABriABrito
o1372｜情態副詞ア 通常ア：[くす]り[くす]りと H2.H2｜強調ア：[く]すり[く]すりと H1.H1△ 
o1373｜文脈・構造 鼻水を大きくすすり上げて｜ぐすりぐすりと｜ABriABrito
o1373｜情態副詞ア 通常ア：[ぐす]り[ぐす]りと H2.H2, [ぐ]すり[ぐ]すりと H1.H1｜強調ア：ぐ[す]りぐ[す]

りと L2.L2△ 
o1374｜文脈・構造 酒を続けてあおりのどが鳴り｜ぐびりぐびりと｜ABriABrito
o1374｜情態副詞ア 通常ア：[ぐび]り[ぐび]りと H2.H2｜強調ア：[ぐ]びり[ぐ]びりと H1.H1△, ぐ[び]りぐ

[び]りと L2.L2△ 
o1375｜文脈・構造 繰り返し大きくゆれ動いて｜くらりくらりと｜ABriABrito
o1375｜情態副詞ア 通常ア：[くら]り[くら]りと H2.H2｜強調ア：[く]らり[く]らりと H1.H1△, く[ら]りく

[ら]りと L2.L2△ 
o1376｜文脈・構造 大きくゆっくりゆれ動いて｜ぐらりぐらりと｜ABriABrito
o1376｜情態副詞ア 通常ア：[ぐら]り[ぐら]りと H2.H2｜強調ア：[ぐ]らり[ぐ]らりと H1.H1△, ぐ[ら]りぐ

[ら]りと L2.L2△ 
o1377｜文脈・構造 一口ずつ味わうように飲んで｜こくりこくりと｜ABriABrito
o1377｜情態副詞ア 通常ア：[こく]り[こく]りと H2.H2｜強調ア：[こ]くり[こ]くりと H1.H1△, こ[く]りこ

[く]りと L2.L2△ 
o1378｜文脈・構造 続けて大きくのどを鳴らし｜ごくりごくりと｜ABriABrito
o1378｜情態副詞ア 通常ア：[ごく]り[ごく]りと H2.H2｜強調ア：[ご]くり[ご]くりと H1.H1△, ご[く]りご

[く]りと L2.L2△ 
o1379｜文脈・構造 かたく重いものがぶつかり続け｜ごとりごとりと｜ABriABrito
o1379｜情態副詞ア 通常ア：[ごと]り[ごと]りと H2.H2｜強調ア：[ご]とり[ご]とりと H1.H1△, ご[と]りご

[と]りと L2.L2△ 
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o1380｜文脈・構造 何もしないで過ごして｜ごろりごろりと｜ABriABrito
o1380｜情態副詞ア 通常ア：[ごろ]り[ごろ]りと H2.H2｜強調ア：[ご]ろり[ご]ろりと H1.H1△, ご[ろ]りご

[ろ]りと L2.L2△ 
o1380｜情副挿入形 ごろ[りー]ごろ[りー]と L4B.L4B△, ご[ろー]りご[ろー]りと L3A.L3A△ 
o1381｜文脈・構造 軽いもの同士が何度もこすれ｜さらりさらりと｜ABriABrito
o1381｜情態副詞ア 通常ア：[さら]り[さら]りと H2.H2｜強調ア：[さ]らり[さ]らりと H1.H1△, さ[ら]りさ

[ら]りと L2.L2△ 
o1382｜文脈・構造 粗いもの同士がこすれ合って｜ざらりざらりと｜ABriABrito
o1382｜情態副詞ア 通常ア：[ざら]り[ざら]りと H2.H2｜強調ア：[ざ]らり[ざ]らりと H1.H1△, ざ[ら]りざ

[ら]りと L2.L2△ 
o1383｜文脈・構造 針で刺すような痛みが何度も｜しくりしくりと｜ABriABrito
o1383｜情態副詞ア 通常ア：[しく]り[しく]りと H2.H2｜強調ア：し[く]りし[く]りと L2.L2△ 
o1384｜文脈・構造 しなやかに気どって歩いて｜しゃなりしゃなりと｜ABriABrito
o1384｜情態副詞ア 通常ア：[しゃ]なり[しゃ]なりと H1.H1｜強調ア：しゃ[な]りしゃ[な]りと L2.L2△ 
o1384｜情副挿入形 しゃ[なー]りしゃ[なー]りと L3A.L3A△
o1385｜文脈・構造 身をしなやかに動かして｜しゃなりしゃなりと｜ABriABrito
o1385｜情態副詞ア 通常ア：[しゃ]なり[しゃ]なりと H1.H1
o1386｜文脈・構造 軽い音をたてながら歩いて｜しゃらりしゃらりと｜ABriABrito
o1386｜情態副詞ア 通常ア：[しゃ]らり[しゃ]らりと H1.H1｜強調ア：しゃ[ら]りしゃ[ら]りと L2.L2△ 
o1386｜情副挿入形 しゃ[らー]りしゃ[らー]りと L3A.L3A△
o1387｜文脈・構造 だらしなく乱れたり、引きずり｜じょろりじょろりと｜ABriABrito 
o1387｜情態副詞ア 通常ア：[じょろ]り[じょろ]りと H2.H2｜強調ア：[じょ]ろり[じょ]ろりと H1.H1△, じ

ょ[ろ]りじょ[ろ]りと L2.L2△
o1387｜情副挿入形 [じょー]ろり[じょー]ろりと H2.H2△, じょろ[りー]じょろ[りー]と L4B.L4B△ 

o1387｜形容動詞 通常ア：[じょろ]り[じょろ]りに H2.H2△, [じょ]ろり[じょ]ろりに H1.H1△, じょ[ろ]り
じょ[ろ]りに L2.L2△ 

o1388｜文脈・構造 間をおいて少しずつ進んで｜じりりじりりと｜ABriABrito
o1388｜情態副詞ア 通常ア：[じり]り[じり]りと H2.H2｜強調ア：[じ]りり[じ]りりと H1.H1△, じ[り]りじ

[り]りと L2.L2△ 
o1389｜文脈・構造 無遠慮にしつこく視線を送り｜じろりじろりと｜ABriABrito
o1389｜情態副詞ア 通常ア：[じろ]り[じろ]りと H2.H2｜強調ア：[じ]ろり[じ]ろりと H1.H1△, じ[ろ]りじ

[ろ]りと L2.L2 
o1389｜情副挿入形 じ[ろー]りじ[ろー]りと L3A.L3A△
o1390｜文脈・構造 少しずつ進行したり圧迫して｜じわりじわりと｜ABriABrito
o1390｜情態副詞ア 通常ア：[じわ]り[じわ]りと H2.H2｜強調ア：[じ]わり[じ]わりと H1.H1△, じ[わ]りじ

[わ]りと L2.L2△ 
o1390｜情副挿入形 じわ[りっ]じわ[りっ]と L4B.L4B△
o1391｜文脈・構造 振動しながらゆっくり動いて｜ずしりずしりと｜ABriABrito
o1391｜情態副詞ア 通常ア：[ずし]り[ずし]りと H2.H2｜強調ア：[ず]しり[ず]しりと H1.H1△, ず[し]りず

[し]りと L2.L2△ 
o1391｜情副挿入形 ずし[りっ]ずし[りっ]と L4B.L4B△
o1392｜文脈・構造 勢い鋭く、何度も切って｜ずばりずばりと｜ABriABrito
o1392｜情態副詞ア 通常ア：[ずば]り[ずば]りと H2.H2｜強調ア：[ず]ばり[ず]ばりと H1.H1△, ず[ば]りず

[ば]りと L2.L2△ 
o1393｜文脈・構造 急所や核心を鋭く突いて｜ずばりずばりと｜ABriABrito
o1393｜情態副詞ア 通常ア：[ずば]り[ずば]りと H2.H2｜強調ア：[ず]ばり[ず]ばりと H1.H1△, ず[ば]りず

[ば]りと L2.L2△ 
o1394｜文脈・構造 大勢がひとつながりに続いて｜ぞろりぞろりと｜ABriABrito
o1394｜情態副詞ア 通常ア：[ぞろ]り[ぞろ]りと H2.H2｜強調ア：[ぞ]ろり[ぞ]ろりと H1.H1△, ぞ[ろ]りぞ

[ろ]りと L2.L2△ 
o1395｜文脈・構造 長いものがだらしなくゆれて｜だらりだらりと｜ABriABrito
o1395｜情態副詞ア 通常ア：[だら]り[だら]りと H2.H2｜強調ア：[だ]らり[だ]らりと H1.H1△, だ[ら]りだ

[ら]りと L2.L2△ 
o1395｜情副挿入形 だら[りー]だら[りー]と L4B.L4B△

o1395｜形容動詞 通常ア：[だら]り[だら]りに H2.H2△, [だ]らり[だ]らりに H1.H1△, だ[ら]りだ[ら]りに
L2.L2△ 

o1396｜文脈・構造 針などで繰り返し刺されて｜ちくりちくりと｜ABriABrito
o1396｜情態副詞ア 通常ア：[ちく]り[ちく]りと H2.H2｜強調ア：[ち]くり[ち]くりと H1.H1△, ち[く]りち

[く]りと L2.L2△ 
o1397｜文脈・構造 酒を少しずつ飲んで｜ちびりちびりと｜ABriABrito
o1397｜情態副詞ア 通常ア：[ちび]り[ちび]りと H2.H2｜強調ア：[ち]びり[ち]びりと H1.H1, ち[び]りち[び]

りと L2.L2△ 
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o1397｜情副挿入形 ちび[りっ]ちび[りっ]と L4B.L4B△
o1397｜形容動詞 通常ア：[ちび]り[ちび]りに H2.H2△, [ち]びり[ち]びりに H1.H1△, ち[び]りち[び]りに

L2.L2△ 
o1398｜文脈・構造 なくなるのを惜しみつつ使い｜ちびりちびりと｜ABriABrito
o1398｜情態副詞ア 通常ア：[ちび]り[ちび]りと H2.H2｜強調ア：[ち]びり[ち]びりと H1.H1△, ち[び]りち

[び]りと L2.L2△ 
o1398｜情副挿入形 ちび[りっ]ちび[りっ]と L4B.L4B△

o1398｜形容動詞 通常ア：[ちび]り[ちび]りに H2.H2△, [ち]びり[ち]びりに H1.H1△, ち[び]りち[び]りに
L2.L2△ 

o1399｜文脈・構造 ものが目に見えかくれして｜ちらりちらりと｜ABriABrito
o1399｜情態副詞ア 通常ア：[ち]らり[ち]らりと H1.H1｜強調ア：ち[ら]りち[ら]りと L2.L2△ 
o1399｜情副挿入形 ちら[りっ]ちら[りっ]と L4B.L4B△
o1400｜文脈・構造 いやみな笑いを繰り返して｜にたりにたりと｜ABriABrito
o1400｜情態副詞ア 通常ア：[にた]り[にた]りと H2.H2, [に]たり[に]たりと H1.H1｜強調ア：に[た]りに[た]

りと L2.L2△ 
o1400｜情副挿入形 に[たー]りに[たー]りと L3A.L3A△
o1401｜文脈・構造 すべるようにあちこち動き回り｜ぬるりぬるりと｜ABriABrito
o1401｜情態副詞ア 通常ア：[ぬる]り[ぬる]りと H2.H2｜強調ア：[ぬ]るり[ぬ]るりと H1.H1△, ぬ[る]りぬ

[る]りと L2.L2△ 
o1402｜文脈・構造 にぶい動きでゆっくり歩いて｜のそりのそりと｜ABriABrito
o1402｜情態副詞ア 通常ア：[のそ]り[のそ]りと H2.H2｜強調ア：[の]そり[の]そりと H1.H1△, の[そ]りの

[そ]りと L2.L2△ 
o1402｜情副挿入形 のそ[りっ]のそ[りっ]と L4B.L4B△, [のっ]そり[のっ]そりと H2.H2△ 
o1403｜文脈・構造 大洋の海面がうねって｜のたりのたりと｜ABriABrito
o1403｜情態副詞ア 通常ア：[の]たり[の]たりと H1.H1｜強調ア：の[た]りの[た]りと L2.L2△ 
o1403｜情副挿入形 の[たー]りの[たー]りと L3A.L3A△

o1403｜形容動詞 通常ア：[の]たり[の]たりに H1.H1△
o1404｜文脈・構造 いらだたしいほどゆっくりと｜のたりのたりと｜ABriABrito
o1404｜情態副詞ア 通常ア：[のた]り[のた]りと H2.H2｜強調ア：[の]たり[の]たりと H1.H1△, の[た]りの

[た]りと L2.L2△ 
o1404｜情副挿入形 のた[りっ]のた[りっ]と L4B.L4B△, のた[りー]のた[りー]と L4B.L4B△ 
o1405｜文脈・構造 あてもなくゆっくりと歩いて｜のらりのらりと｜ABriABrito
o1405｜情態副詞ア 通常ア：[の]らり[の]らりと H1.H1｜強調ア：の[ら]りの[ら]りと L2.L2△ 
o1405｜情副挿入形 の[らー]りの[らー]りと L3A.L3A△
o1406｜文脈・構造 にぶい動きでなかなか進まず｜のろりのろりと｜ABriABrito
o1406｜情態副詞ア 通常ア：[の]ろり[の]ろりと H1.H1｜強調ア：の[ろ]りの[ろ]りと L2.L2△ 
o1406｜情副挿入形 の[ろー]りの[ろー]りと L3A.L3A△
o1407｜文脈・構造 少しずつ時間をかけて進んで｜のろりのろりと｜ABriABrito
o1407｜情態副詞ア 通常ア：[のろ]り[のろ]りと H2.H2｜強調ア：[の]ろり[の]ろりと H1.H1△, の[ろ]りの

[ろ]りと L2.L2△ 
o1407｜情副挿入形 のろ[りっ]のろ[りっ]と L4B.L4B△, のろ[りー]のろ[りー]と L4B.L4B△ 
o1408｜文脈・構造 大口を盛んに開け閉めして｜ばくりばくりと｜ABriABrito
o1408｜情態副詞ア 通常ア：[ばく]り[ばく]りと H2.H2｜強調ア：[ば]くり[ば]くりと H1.H1△, ば[く]りば

[く]りと L2.L2△ 
o1409｜文脈・構造 大口を盛んに開け閉めして｜ぱくりぱくりと｜ABriABrito
o1409｜情態副詞ア 通常ア：[ぱく]り[ぱく]りと H2.H2｜強調ア：[ぱ]くり[ぱ]くりと H1.H1△, ぱ[く]りぱ

[く]りと L2.L2△ 
o1410｜文脈・構造 何度もまたたくように光って｜ぴかりぴかりと｜ABriABrito
o1410｜情態副詞ア 通常ア：[ぴか]り[ぴか]りと H2.H2｜強調ア：[ぴ]かり[ぴ]かりと H1.H1△, ぴ[か]りぴ

[か]りと L2.L2△ 
o1411｜文脈・構造 間をおいて何度もふるえつつ｜ぴくりぴくりと｜ABriABrito
o1411｜情態副詞ア 通常ア：[ぴく]り[ぴく]りと H2.H2｜強調ア：[ぴ]くり[ぴ]くりと H1.H1△, ぴ[く]りぴ

[く]りと L2.L2△ 
o1412｜文脈・構造 繰り返し冷たさを肌に感じて｜ひやりひやりと｜ABriABrito
o1412｜情態副詞ア 通常ア：[ひや]り[ひや]りと H2.H2｜強調ア：[ひ]やり[ひ]やりと H1.H1△, ひ[や]りひ

[や]りと L2.L2△ 
o1413｜文脈・構造 軽く飛び越えて進んで｜ひらりひらりと｜ABriABrito
o1413｜情態副詞ア 通常ア：[ひら]り[ひら]りと H2.H2｜強調ア：[ひ]らり[ひ]らりと H1.H1, ひ[ら]りひ[ら]

りと L2.L2 
o1414｜文脈・構造 空中にひるがえってきらめき｜ひらりひらりと｜ABriABrito
o1414｜情態副詞ア 通常ア：[ひら]り[ひら]りと H2.H2｜強調ア：[ひ]らり[ひ]らりと H1.H1, ひ[ら]りひ[ら]

りと L2.L2 
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o1415｜文脈・構造 軽そうに水に浮き／浮遊して｜ぷかりぷかりと｜ABriABrito
o1415｜情態副詞ア 通常ア：[ぷか]り[ぷか]りと H2.H2｜強調ア：[ぷ]かり[ぷ]かりと H1.H1△, ぷ[か]りぷ

[か]りと L2.L2△ 
o1416｜文脈・構造 刃物などで続けざまに刺して｜ぶすりぶすりと｜ABriABrito
o1416｜情態副詞ア 通常ア：[ぶす]り[ぶす]りと H2.H2｜強調ア：[ぶ]すり[ぶ]すりと H1.H1△, ぶ[す]りぶ

[す]りと L2.L2△ 
o1417｜文脈・構造 ゆっくりと大きくゆれ動いて｜ふらりふらりと｜ABriABrito
o1417｜情態副詞ア 通常ア：[ふら]り[ふら]りと H2.H2｜強調ア：[ふ]らり[ふ]らりと H1.H1△, ふ[ら]りふ

[ら]りと L2.L2△ 
o1417｜形容動詞 通常ア：[ふら]り[ふら]りに H2.H2△, [ふ]らり[ふ]らりに H1.H1△, ふ[ら]りふ[ら]りに

L2.L2△ 
o1418｜文脈・構造 重たげにゆっくりゆれ続けて｜ぶらりぶらりと｜ABriABrito
o1418｜情態副詞ア 通常ア：[ぶら]り[ぶら]りと H2.H2｜強調ア：[ぶ]らり[ぶ]らりと H1.H1△, ぶ[ら]りぶ

[ら]りと L2.L2△ 
o1418｜形容動詞 通常ア：[ぶら]り[ぶら]りに H2.H2△, [ぶ]らり[ぶ]らりに H1.H1△, ぶ[ら]りぶ[ら]りに

L2.L2△ 
o1419｜文脈・構造 軽々と空中や水上に漂って｜ふわりふわりと｜ABriABrito
o1419｜情態副詞ア 通常ア：[ふわ]り[ふわ]りと H2.H2｜強調ア：[ふ]わり[ふ]わりと H1.H1△, ふ[わ]りふ

[わ]りと L2.L2△ 
o1419｜情副挿入形 ふわ[りっ]ふわ[りっ]と L4B.L4B△, [ふわー]り[ふわー]りと H3.H3△, ふ[わー]りふ[わ

ー]りと L3A.L3A△ 
o1420｜文脈・構造 やわらかいものにくるまれて｜ふわりふわりと｜ABriABrito
o1420｜情態副詞ア 通常ア：[ふわ]り[ふわ]りと H2.H2｜強調ア：[ふ]わり[ふ]わりと H1.H1△, ふ[わ]りふ

[わ]りと L2.L2△ 
o1420｜情副挿入形 [ふんわ]り[ふんわ]りと H3.H3△, [ふん]わり[ふん]わりと H2.H2△, ふん[わ]りふん[わ]

りと L3B.L3B△ 
o1421｜文脈・構造 しつこく粘りついて｜べたりべたりと｜ABriABrito
o1421｜情態副詞ア 通常ア：[べた]り[べた]りと H2.H2｜強調ア：[べ]たり[べ]たりと H1.H1△, べ[た]りべ

[た]りと L2.L2△ 
o1421｜情副挿入形 べた[りっ]べた[りっ]と L4B.L4B△, [べたー]り[べたー]りと H3.H3△, べ[たー]りべ[た

ー]りと L3A.L3A△ 
o1422｜文脈・構造 平らな面で何度も軽くたたき｜ぺたりぺたりと｜ABriABrito
o1422｜情態副詞ア 通常ア：[ぺた]り[ぺた]りと H2.H2｜強調ア：ぺ[た]りぺ[た]りと H1.H1△, ぺ[た]りぺ

[た]りと L2.L2△ 
o1423｜文脈・構造 煙草の煙などが上がって｜ぽかりぽかりと｜ABriABrito
o1423｜情態副詞ア 通常ア：[ぽか]り[ぽか]りと H2.H2｜強調ア：[ぽ]かり[ぽ]かりと H1.H1△, ぽ[か]りぽ

[か]りと L2.L2△ 
o1424｜文脈・構造 あちこちで少しずつ行われて｜ぼつりぼつりと｜ABriABrito
o1424｜情態副詞ア 通常ア：[ぼつ]り[ぼつ]りと H2.H2｜強調ア：[ぼ]つり[ぼ]つりと H1.H1△, ぼ[つ]りぼ

[つ]りと L2.L2△ 
o1424｜情副挿入形 ぼつ[りっ]ぼつ[りっ]と L4B.L4B△
o1425｜文脈・構造 間をおいてひとつずつ落ちて｜ぽとりぽとりと｜ABriABrito
o1425｜情態副詞ア 通常ア：[ぽと]り[ぽと]りと H2.H2, [ぽ]とり[ぽ]とりと H1.H1｜強調ア：ぽ[と]りぽ[と]

りと L2.L2△ 
o1425｜情副挿入形 ぽと[りっ]ぽと[りっ]と L4B.L4B△
o1426｜文脈・構造 涙や花・葉などが続けて落ち｜ほろりほろりと｜ABriABrito
o1426｜情態副詞ア 通常ア：[ほ]ろり[ほ]ろりと H1.H1
o1426｜情副挿入形 ほろ[りっ]ほろ[りっ]と L4B.L4B△
o1427｜文脈・構造 涙が一滴ずつこぼれ落ちて｜ほろりほろりと｜ABriABrito
o1427｜情態副詞ア 通常ア：[ほろ]り[ほろ]りと H2.H2, [ほ]ろり[ほ]ろりと H1.H1｜強調ア：ほ[ろ]りほ[ろ]

りと L2.L2△ 
o1427｜情副挿入形 ほ[ろー]りほ[ろー]りと L3A.L3A△
o1428｜文脈・構造 涙が一滴ずつこぼれ落ちて｜ぽろりぽろりと｜ABriABrito
o1428｜情態副詞ア 通常ア：[ぽろ]り[ぽろ]りと H2.H2, [ぽ]ろり[ぽ]ろりと H1.H1｜強調ア：ぽ[ろ]りぽ[ろ]

りと L2.L2△ 
o1428｜情副挿入形 ぽ[ろー]りぽ[ろー]りと L3A.L3A△
o1429｜文脈・構造 涙や液体が間をおいて落ちて｜ぽろりぽろりと｜ABriABrito
o1429｜情態副詞ア 通常ア：[ぽろ]り[ぽろ]りと H2.H2, [ぽ]ろり[ぽ]ろりと H1.H1｜強調ア：ぽ[ろ]りぽ[ろ]

りと L2.L2△ 
o1429｜情副挿入形 ぽろ[りっ]ぽろ[りっ]と L4B.L4B△
o1430｜文脈・構造 木組や骨組が続けてきしんで｜みしりみしりと｜ABriABrito
o1430｜情態副詞ア 通常ア：[みし]り[みし]りと H2.H2｜強調ア：[み]しり[み]しりと H1.H1△, み[し]りみ
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[し]りと L2.L2△ 
o1431｜文脈・構造 続けざまに勢いこんで食べて｜むしゃりむしゃりと｜ABriABrito
o1431｜情態副詞ア 通常ア：[む]しゃり[む]しゃりと H1.H1｜強調ア：む[しゃ]りむ[しゃ]りと L2.L2△ 
o1432｜文脈・構造 大きなものが何度もゆれて｜ゆさりゆさりと｜ABriABrito
o1432｜情態副詞ア 通常ア：[ゆさ]り[ゆさ]りと H2.H2｜強調ア：[ゆ]さり[ゆ]さりと H1.H1△, ゆ[さ]りゆ

[さ]りと L2.L2△ 
o1432｜情副挿入形 [ゆっさ]り[ゆっさ]りと H3.H3△, [ゆっ]さり[ゆっ]さりと H2.H2△, ゆっ[さ]りゆっ[さ]

りと L3B.L3B△, ゆさ[りー]ゆさ[りー]と L4A.L4A△
o1432｜形容動詞 通常ア：[ゆさ]り[ゆさ]りに H2.H2△, [ゆ]さり[ゆ]さりに H1.H1△, ゆ[さ]りゆ[さ]りに

L2.L2△ 
o1433｜文脈・構造 何度もゆるやかにゆれ動いて｜ゆらりゆらりと｜ABriABrito
o1433｜情態副詞ア 通常ア：[ゆら]り[ゆら]りと H2.H2｜強調ア：[ゆ]らり[ゆ]らりと H1.H1△, ゆ[ら]りゆ

[ら]りと L2.L2△ 
o1433｜情副挿入形 ゆら[りー]ゆら[りー]と L4B.L4B△, [ゆー]らり[ゆー]らりと H2.H2△ 

o1433｜形容動詞 通常ア：[ゆら]り[ゆら]りに H2.H2△, [ゆ]らり[ゆ]らりに H1.H1△, ゆ[ら]りゆ[ら]りに
L2.L2△ 

o1434｜文脈・構造 足がもつれながらゆれ動いて｜よろりよろりと｜ABriABrito
o1434｜情態副詞ア 通常ア：[よろ]り[よろ]りと H2.H2｜強調ア：[よ]ろり[よ]ろりと H1.H1, よ[ろ]りよ[ろ]

りと L2.L2 
o1434｜情副挿入形 [よー]ろり[よー]ろりと H2.H2△, よろ[りー]よろ[りー]と L4B.L4B△ 

o1434｜形容動詞 通常ア：[よろ]り[よろ]りに H2.H2△, [よ]ろり[よ]ろりに H1.H1△, よ[ろ]りよ[ろ]りに
L2.L2△ 

o1435｜文脈・構造 重いものが間をおいてぶつかり｜どたりばたりと｜ABriCBrito
o1435｜情態副詞ア 通常ア：[どた]り[ばた]りと H2.H2｜強調ア：[ど]たり[ば]たりと H1.H1△, ど[た]りば

[た]りと L2.L2△ 
o1435｜情副挿入形 どた[りっ]ばた[りっ]と L4B.L4B△

o1435｜形容動詞 通常ア：[どた]り[ばた]りに H2.H2△, [ど]たり[ば]たりに H1.H1△, ど[た]りば[た]りに
L2.L2△ 

o1436｜文脈・構造 すべって、つかまえにくくて｜ぬらりくらりと｜ABriCBrito
o1436｜情態副詞ア 通常ア：[ぬら]り[くら]りと H2.H2｜強調ア：[ぬ]らり[く]らりと H1.H1△, ぬ[ら]りく

[ら]りと L2.L2△ 
o1437｜文脈・構造 漫然と時を過ごして｜のらりくらりと｜ABriCBrito
o1437｜情態副詞ア 通常ア：[のら]り[くら]りと H2.H2｜強調ア：[の]らり[く]らりと H1.H1△, の[ら]りく

[ら]りと L2.L2△ 
o1437｜情副挿入形 のら[りー]くら[りー]と L4B.L4B△, の[らー]りく[らー]りと L3A.L3A△ 

o1437｜形容動詞 通常ア：[のら]り[くら]りに H2.H2△, [の]らり[く]らりに H1.H1△, の[ら]りく[ら]りに
L2.L2△ 

o1438｜文脈・構造 琴を弾いて｜ころりんしゃんと｜ABriNCNto
o1438｜情態副詞ア 通常ア：[こ]ろりん[しゃん]と H1.H2
o1438｜情副挿入形 [こ]ろりん[しゃーん]と H1.H3△
o1439｜文脈・構造 琴を弾いて｜ころりんと｜ABriNto
o1439｜情態副詞ア 通常ア：こ[ろりん]と L4A｜強調ア：[こ]ろりんと H1△
o1439｜情副挿入形 ころ[りーん]と L5B△
o1440｜文脈・構造 弦楽器を一度かき鳴らして｜ざらりんと｜ABriNto
o1440｜情態副詞ア 通常ア：ざ[らりん]と L4A
o1440｜情副挿入形 ざら[りーん]と L5B△
o1441｜文脈・構造 急に強く折れ曲がって｜がくりと｜ABrito
o1441｜情態副詞ア 通常ア：[がくり]と H3, が[くり]と L3A｜強調ア：が[く]りと L2△ 
o1441｜情副挿入形 がく[りっ]と L4B△, がく[りーっ]と L5B△
o1442｜文脈・構造 一瞬ふれ合ってかすかに｜かさりと｜ABrito
o1442｜情態副詞ア 通常ア：[かさり]と H3, か[さり]と L3A｜強調ア：[か]さりと H1△, か[さ]りと L2△
o1442｜情副挿入形 かさ[りっ]と L4B△, かさ[りーっ]と L5B△
o1443｜文脈・構造 一瞬ふれ合ってうるさく｜がさりと｜ABrito
o1443｜情態副詞ア 通常ア：[がさり]と H3, が[さり]と L3A｜強調ア：[が]さりと H1△, が[さ]りと L2△
o1443｜情副挿入形 がさ[りっ]と L4B△, がさ[りーっ]と L5B△
o1444｜文脈・構造 硬質で小さいものがぶつかり｜かしゃりと｜ABrito
o1444｜情態副詞ア 通常ア：[かしゃり]と H3, か[しゃり]と L3A｜強調ア：[か]しゃりと H1△, か[しゃ]り

と L2△ 
o1444｜情副挿入形 かしゃ[りっ]と L4B△, かしゃ[りーっ]と L5B△
o1445｜文脈・構造 かたいものが強くぶつかり｜がしゃりと｜ABrito
o1445｜情態副詞ア 通常ア：[がしゃり]と H3, が[しゃり]と L3A｜強調ア：[が]しゃりと H1△, が[しゃ]り

と L2△ 
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o1445｜情副挿入形 がしゃ[りっ]と L4B△, がしゃ[りーっ]と L5B△, [がっしゃ]りと H3△, [がっ]しゃりと
H2△, がっ[しゃ]りと L3B△

o1446｜文脈・構造 かたいものが軽くぶつかって｜かたりと｜ABrito
o1446｜情態副詞ア 通常ア：[かたり]と H3, か[たり]と L3A｜強調ア：[か]たりと H1△, か[た]りと L2△
o1446｜情副挿入形 かた[りっ]と L4B△, かた[りーっ]と L5B△
o1447｜文脈・構造 軽くかたいものが転倒・落下し｜かたりと｜ABrito
o1447｜情態副詞ア 通常ア：か[たり]と L3A｜強調ア：か[た]りと L2△
o1447｜情副挿入形 かた[りっ]と L4B△, かた[りーっ]と L5B△
o1448｜文脈・構造 重いものが騒がしくぶつかり｜がたりと｜ABrito
o1448｜情態副詞ア 通常ア：[がたり]と H3, が[たり]と L3A｜強調ア：[が]たりと H1△, が[た]りと L2△
o1448｜情副挿入形 がた[りっ]と L4B△, がた[りーっ]と L5B△
o1449｜文脈・構造 重いものが急に転倒・落下し｜がたりと｜ABrito
o1449｜情態副詞ア 通常ア：が[たり]と L3A｜強調ア：が[た]りと L2△
o1449｜情副挿入形 がた[りっ]と L4B△, がた[りーっ]と L5B△
o1450｜文脈・構造 かたいものが一度ふれ合って｜かちゃりと｜ABrito
o1450｜情態副詞ア 通常ア：[かちゃり]と H3, か[ちゃり]と L3A｜強調ア：[か]ちゃりと H1△, か[ちゃ]り

と L2△ 
o1450｜情副挿入形 かちゃ[りっ]と L4B△, かちゃ[りーっ]と L5B△
o1451｜文脈・構造 かたいものが一度ふれ合って｜がちゃりと｜ABrito
o1451｜情態副詞ア 通常ア：[がちゃり]と H3, が[ちゃり]と L3A｜強調ア：[が]ちゃりと H1△, が[ちゃ]り

と L2△ 
o1451｜情副挿入形 がちゃ[りっ]と L4B△, がちゃ[りーっ]と L5B△
o1452｜文脈・構造 かたいものがぶつかり合って｜かちりと｜ABrito
o1452｜情態副詞ア 通常ア：[かちり]と H3, か[ちり]と L3A｜強調ア：か[ち]りと L2△ 
o1452｜情副挿入形 かち[りっ]と L4B△, かち[りーっ]と L5B△
o1453｜文脈・構造 かたいものがぶつかり合って｜がちりと｜ABrito
o1453｜情態副詞ア 通常ア：[がちり]と H3, が[ちり]と L3A｜強調ア：が[ち]りと L2△ 
o1453｜情副挿入形 がち[りっ]と L4B△, がち[りーっ]と L5B△
o1454｜文脈・構造 一度に深くかみついて｜がぶりと｜ABrito
o1454｜情態副詞ア 通常ア：[がぶり]と H3, が[ぶり]と L3A｜強調ア：[が]ぶりと H1△, が[ぶ]りと L2△
o1454｜情副挿入形 がぶ[りっ]と L4B△, がぶ[りーっ]と L5B△
o1455｜文脈・構造 一度に大口で大量に飲んで｜がぶりと｜ABrito
o1455｜情態副詞ア 通常ア：[がぶり]と H3, が[ぶり]と L3A｜強調ア：[が]ぶりと H1△, が[ぶ]りと L2△
o1455｜情副挿入形 がぶ[りっ]と L4B△, がぶ[りーっ]と L5B△
o1456｜文脈・構造 湿度が低く気持ちよく晴れて｜からりと｜ABrito
o1456｜情態副詞ア 通常ア：[からり]と H3, [から]りと H2｜強調ア：か[ら]りと L2
o1456｜情副挿入形 から[りっ]と L4B△, から[りーっ]と L5B△
o1457｜文脈・構造 湿気がなく気持ちよくかわき｜からりと｜ABrito
o1457｜情態副詞ア 通常ア：[からり]と H3, か[らり]と L3A｜強調ア：か[ら]りと L2△ 
o1457｜情副挿入形 から[りっ]と L4B△, から[りーっ]と L5B△
o1458｜文脈・構造 かたいものが急激にぶつかり｜がらりと｜ABrito
o1458｜情態副詞ア 通常ア：[がらり]と H3, が[らり]と L3A｜強調ア：[が]らりと H1△, が[ら]りと L2△
o1458｜情副挿入形 がら[りっ]と L4B△, がら[りーっ]と L5B△
o1459｜文脈・構造 かたいものを一度歯切れよく｜かりりと｜ABrito
o1459｜情態副詞ア 通常ア：[かりり]と H3, か[りり]と L3A｜強調ア：か[り]りと L2△ 
o1459｜情副挿入形 か[りりっ]と L4A△, か[りりーっ]と L5A△
o1460｜文脈・構造 かたいものをひと口かじって｜がりりと｜ABrito
o1460｜情態副詞ア 通常ア：[がりり]と H3, が[りり]と L3A｜強調ア：が[り]りと L2△ 
o1460｜情副挿入形 が[りりっ]と L4A△, が[りりーっ]と L5A△
o1461｜文脈・構造 不意に秘密などにふれられて｜ぎくりと｜ABrito
o1461｜情態副詞ア 通常ア：[ぎくり]と H3, ぎ[くり]と L3A｜強調ア：ぎ[く]りと L2△ 
o1461｜情副挿入形 ぎく[りっ]と L4B△, ぎく[りーっ]と L5B△
o1462｜文脈・構造 ものが急に折れ曲がって｜ぎくりと｜ABrito
o1462｜情態副詞ア 通常ア：[ぎくり]と H3, ぎ[くり]と L3A｜強調ア：ぎ[く]りと L2△ 
o1462｜情副挿入形 ぎく[りっ]と L4B△, ぎく[りーっ]と L5B△
o1463｜文脈・構造 周囲をすばやく見回して｜きょろりと｜ABrito
o1463｜情態副詞ア 通常ア：[きょろり]と H3, きょ[ろり]と L3A｜強調ア：[きょ]ろりと H1, きょ[ろ]りと

L2 
o1463｜情副挿入形 きょ[ろりっ]と L4A△, きょろ[りーっ]と L5B△
o1464｜文脈・構造 目玉をむいてひとにらみして｜ぎょろりと｜ABrito
o1464｜情態副詞ア 通常ア：[ぎょろり]と H3, ぎょ[ろり]と L3A｜強調ア：[ぎょ]ろりと H1, ぎょ[ろ]りと

L2 
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o1464｜情副挿入形 ぎょ[ろりっ]と L4A△, ぎょろ[りーっ]と L5B△
o1465｜文脈・構造 一瞬、明るく鋭く光って｜きらりと｜ABrito
o1465｜情態副詞ア 通常ア：[きらり]と H3, き[らり]と L3A｜強調ア：[き]らりと H1△, き[ら]りと L2△
o1465｜情副挿入形 きら[りっ]と L4B△, きら[りーっ]と L5B△
o1466｜文脈・構造 すごみを帯びて強く光り輝き｜ぎらりと｜ABrito
o1466｜情態副詞ア 通常ア：[ぎらり]と H3, ぎ[らり]と L3A｜強調ア：ぎ[ら]りと L2△ 
o1466｜情副挿入形 ぎら[りっ]と L4B△, ぎら[りーっ]と L5B△
o1467｜文脈・構造 力を込めてしぼったり巻いて｜ぎりりと｜ABrito
o1467｜情態副詞ア 通常ア：[ぎりり]と H3, ぎ[りり]と L3A｜強調ア：[ぎ]りりと H1△, ぎ[り]りと L2△
o1467｜情副挿入形 ぎり[りっ]と L4B△, ぎり[りーっ]と L5B△
o1468｜文脈・構造 大きな目で鋭くにらんで｜きろりと｜ABrito
o1468｜情態副詞ア 通常ア：[きろり]と H3, き[ろり]と L3A｜強調ア：[き]ろりと H1△, き[ろ]りと L2△
o1468｜情副挿入形 きろ[りっ]と L4B△, きろ[りーっ]と L5B△
o1469｜文脈・構造 威嚇するように鋭い視線で｜ぎろりと｜ABrito
o1469｜情態副詞ア 通常ア：[ぎろり]と H3, ぎ[ろり]と L3A｜強調ア：[ぎ]ろりと H1△, ぎ[ろ]りと L2△
o1469｜情副挿入形 ぎろ[りっ]と L4B△, ぎろ[りーっ]と L5B△
o1470｜文脈・構造 足をくじいて／棒が折れて｜ぐきりと｜ABrito
o1470｜情態副詞ア 通常ア：[ぐきり]と H3, ぐ[きり]と L3A｜強調ア：ぐ[き]りと L2△ 
o1470｜情副挿入形 ぐき[りっ]と L4B△, ぐき[りーっ]と L5B△
o1471｜文脈・構造 相手の言動に心理的に傷つき｜ぐさりと｜ABrito
o1471｜情態副詞ア 通常ア：[ぐさり]と H3, ぐ[さり]と L3A｜強調ア：ぐ[さ]りと L2△ 
o1471｜情副挿入形 ぐさ[りっ]と L4B△, ぐさ[りーっ]と L5B△, ぐーっ[さ]りと L4C△ 
o1472｜文脈・構造 刃物で一度に深く刺して｜ぐさりと｜ABrito
o1472｜情態副詞ア 通常ア：[ぐさり]と H3, ぐ[さり]と L3A｜強調ア：[ぐ]さりと H1△, ぐ[さ]りと L2△
o1472｜情副挿入形 ぐさ[りっ]とL4B△, ぐさ[りーっ]とL5B△, [ぐっさ]りとH3, [ぐっ]さりとH2, ぐっ[さ]

りと L3B 
o1473｜文脈・構造 ほんの少しだけ声を出して｜くすりと｜ABrito
o1473｜情態副詞ア 通常ア：[くすり]と H3, く[すり]と L3A｜強調ア：く[す]りと L2△ 
o1473｜情副挿入形 くす[りっ]と L4B△, くす[りーっ]と L5B△
o1474｜文脈・構造 鼻水をすすったり、涙ぐんで｜ぐすりと｜ABrito
o1474｜情態副詞ア 通常ア：[ぐすり]と H3, ぐ[すり]と L3A｜強調ア：ぐ[す]りと L2△ 
o1474｜情副挿入形 ぐす[りっ]と L4B△, ぐす[りーっ]と L5B△
o1475｜文脈・構造 一部分が突然曲がって｜くにゃりと｜ABrito
o1475｜情態副詞ア 通常ア：[くにゃり]と H3, く[にゃり]と L3A｜強調ア：く[にゃ]りと L2△ 
o1475｜情副挿入形 くにゃ[りっ]と L4B△, くにゃ[りーっ]と L5B△
o1476｜文脈・構造 一部分が突然曲がって｜ぐにゃりと｜ABrito
o1476｜情態副詞ア 通常ア：[ぐにゃり]と H3, ぐ[にゃり]と L3A｜強調ア：ぐ[にゃ]りと L2△ 
o1476｜情副挿入形 [ぐんにゃ]りとH3, [ぐん]にゃりとH2, ぐん[にゃ]りとL3B, ぐにゃ[りっ]とL4B△, ぐ

にゃ[りーっ]と L5B△
o1477｜文脈・構造 やわらかで手ごたえがなく｜ぐにゃりと｜ABrito
o1477｜情態副詞ア 通常ア：[ぐにゃり]と H3, ぐ[にゃり]と L3A｜強調ア：ぐ[にゃ]りと L2△ 
o1477｜情副挿入形 [ぐんにゃ]りと H3, [ぐん]にゃりと H2, ぐん[にゃ]りと L3B△, ぐーん[にゃ]りと L4C

△, [ぐにゃりっ]と H4△, ぐ[にゃりっ]と L4A△, [ぐにゃりーっ]と H5△, ぐ[にゃりー
っ]と L5A△ 

o1478｜文脈・構造 のどを鳴らして酒をあおって｜ぐびりと｜ABrito
o1478｜情態副詞ア 通常ア：[ぐびり]と H3, ぐ[びり]と L3A｜強調ア：ぐ[び]りと L2△ 
o1478｜情副挿入形 ぐび[りっ]と L4B△, ぐび[りーっ]と L5B△
o1479｜文脈・構造 急に大きくゆれ動いて｜くらりと｜ABrito
o1479｜情態副詞ア 通常ア：[くらり]と H3, く[らり]と L3A｜強調ア：く[ら]りと L2△ 
o1479｜情副挿入形 くら[りっ]と L4B△, くら[りーっ]と L5B△
o1480｜文脈・構造 急激に大きく一瞬ゆれ動いて｜ぐらりと｜ABrito
o1480｜情態副詞ア 通常ア：[ぐらり]と H3, ぐ[らり]と L3A｜強調ア：ぐ[ら]りと L2△ 
o1480｜情副挿入形 ぐら[りっ]と L4B△, ぐら[りーっ]と L5B△
o1481｜文脈・構造 曇っていた空が明るく晴れて｜けろりと｜ABrito
o1481｜情態副詞ア 通常ア：[けろり]と H3, [けろ]りと H2｜強調ア：け[ろ]りと L2
o1481｜情副挿入形 けろ[りっ]と L4B△, けろ[りーっ]と L5B△
o1482｜文脈・構造 何の打撃も感じないようすで｜けろりと｜ABrito
o1482｜情態副詞ア 通常ア：[けろり]と H3, け[ろり]と L3A｜強調ア：[け]ろりと H1△, け[ろ]りと L2△
o1482｜情副挿入形 けろ[りっ]と L4B△, けろ[りーっ]と L5B△
o1483｜文脈・構造 一口小さく飲みこんで｜こくりと｜ABrito
o1483｜情態副詞ア 通常ア：[こくり]と H3, こ[くり]と L3A｜強調ア：こ[く]りと L2△ 
o1483｜情副挿入形 こく[りっ]と L4B△, こく[りーっ]と L5B△
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o1484｜文脈・構造 一口のどを鳴らして飲みこみ｜ごくりと｜ABrito
o1484｜情態副詞ア 通常ア：[ごくり]と H3, ご[くり]と L3A｜強調ア：ご[く]りと L2△ 
o1484｜情副挿入形 ごく[りっ]と L4B△, ごく[りーっ]と L5B△
o1485｜文脈・構造 ものがふれ合って、かすかに｜こそりと｜ABrito
o1485｜情態副詞ア 通常ア：こ[そり]と L3A｜強調ア：[こ]そりと H1△
o1485｜情副挿入形 こそ[りっ]と L4B△, こそ[りーっ]と L5B△
o1486｜文脈・構造 かわいたものが騒がしくこすれ｜ごそりと｜ABrito
o1486｜情態副詞ア 通常ア：[ごそり]と H3, ご[そり]と L3A｜強調ア：[ご]そりと H1△, ご[そ]りと L2△
o1486｜情副挿入形 ごそ[りっ]と L4B△, ごそ[りーっ]と L5B△
o1487｜文脈・構造 一度に大量のものが動いて｜ごそりと｜ABrito
o1487｜情態副詞ア 通常ア：[ごそり]と H3, ご[そり]と L3A｜強調ア：[ご]そりと H1△, ご[そ]りと L2△
o1487｜情副挿入形 ごそ[りっ]とL4B△, ごそ[りーっ]とL5B△, [ごっそ]りとH3, [ごっ]そりとH2, ごっ[そ]

りと L3B△ 
o1488｜文脈・構造 かたいものが軽くぶつかって｜こちりと｜ABrito
o1488｜情態副詞ア 通常ア：[こちり]と H3, こ[ちり]と L3A｜強調ア：[こ]ちりと H1△, こ[ち]りと L2△
o1488｜情副挿入形 こち[りっ]と L4B△, こち[りーっ]と L5B△
o1489｜文脈・構造 かたいもの同士がぶつかって｜こつりと｜ABrito
o1489｜情態副詞ア 通常ア：[こつり]と H3, こ[つり]と L3A｜強調ア：こ[つ]りと L2△ 
o1489｜情副挿入形 こつ[りっ]と L4B△, [こっつ]りと H3△, [こっ]つりと H2△, こっ[つ]りと L3B△, こつ

[りーっ]と L5B△ 
o1490｜文脈・構造 かたいもの同士がぶつかって｜ごつりと｜ABrito
o1490｜情態副詞ア 通常ア：[ごつり]と H3, ご[つり]と L3A｜強調ア：ご[つ]りと L2△ 
o1490｜情副挿入形 ごつ[りっ]と L4B△, [ごっつ]りと H3△, [ごっ]つりと H2△, ごっ[つ]りと L3B△, ごつ

[りーっ]と L5B△ 
o1491｜文脈・構造 軽いものが倒れたり落ちて｜ことりと｜ABrito
o1491｜情態副詞ア 通常ア：[ことり]と H3, [こと]りと H2, こと[り]と L3B｜強調ア：こ[と]りと L2△ 
o1491｜情副挿入形 [ことりっ]と H4△, こと[りっ]と L4B△, [ことりーっ]と H5△, こと[りーっ]と L5B△
o1492｜文脈・構造 大きいものがぶつかって｜ごとりと｜ABrito
o1492｜情態副詞ア 通常ア：[ごとり]と H3, ご[とり]と L3A｜強調ア：ご[と]りと L2△ 
o1492｜情副挿入形 ごと[りっ]と L4B△, ごと[りーっ]と L5B△
o1493｜文脈・構造 重いものが倒れたり落ちて｜ごとりと｜ABrito
o1493｜情態副詞ア 通常ア：ご[とり]と L3A｜強調ア：ご[と]りと L2△
o1493｜情副挿入形 ごと[りっ]と L4B△, ごと[りーっ]と L5B△
o1494｜文脈・構造 横になり簡単に眠りに落ちて｜ころりと｜ABrito
o1494｜情態副詞ア 通常ア：[ころり]と H3, こ[ろり]と L3A｜強調ア：[こ]ろりと H1, こ[ろ]りと L2△ 
o1494｜情副挿入形 ころ[りっ]と L4B△, ころ[りーっ]と L5B△
o1495｜文脈・構造 横たわって｜ごろりと｜ABrito
o1495｜情態副詞ア 通常ア：[ごろり]と H3, ご[ろり]と L3A｜強調ア：[ご]ろりと H1, ご[ろ]りと L2△ 
o1495｜情副挿入形 ごろ[りっ]と L4B△, ごろ[りーっ]と L5B△
o1496｜文脈・構造 食べ物などを鋭利な刃物で｜さくりと｜ABrito
o1496｜情態副詞ア 通常ア：[さくり]と H3, さ[くり]と L3A｜強調ア：さ[く]りと L2△ 
o1496｜情副挿入形 さく[りっ]とL4B△, さく[りーっ]とL5B△, [さっく]りとH3, [さっ]くりとH2, さっ[く]

りと L3B 
o1497｜文脈・構造 刃物で力をこめて大きく深く｜ざくりと｜ABrito
o1497｜情態副詞ア 通常ア：[ざくり]と H3, ざ[くり]と L3A｜強調ア：ざ[く]りと L2△ 
o1497｜情副挿入形 ざく[りっ]とL4B△, ざく[りーっ]とL5B△, [ざっく]りとH3, [ざっ]くりとH2, ざっ[く]

りと L3B 
o1498｜文脈・構造 適度に乾燥して快くて｜さらりと｜ABrito
o1498｜情態副詞ア 通常ア：[さらり]と H3, さ[らり]と L3A｜強調ア：[さ]らりと H1△, さ[ら]りと L2△
o1498｜情副挿入形 さら[りっ]と L4B△, さら[りーっ]と L5B△
o1499｜文脈・構造 軽いものがこすれ合って｜さらりと｜ABrito
o1499｜情態副詞ア 通常ア：[さらり]と H3, さ[らり]と L3A｜強調ア：[さ]らりと H1△, さ[ら]りと L2△
o1499｜情副挿入形 さら[りっ]と L4B△, さら[りーっ]と L5B△
o1500｜文脈・構造 重いものがこすれ合って｜ざらりと｜ABrito
o1500｜情態副詞ア 通常ア：[ざらり]と H3, ざ[らり]と L3A｜強調ア：[ざ]らりと H1△, ざ[ら]りと L2△
o1500｜情副挿入形 ざら[りっ]と L4B△, ざら[りーっ]と L5B△
o1501｜文脈・構造 湿気が軽く全体にいきわたり｜しとりと｜ABrito
o1501｜情副挿入形 [しっと]りと H3, [しっ]とりと H2, しっ[と]りと L3B, しーっ[と]りと L4C△ 
o1502｜文脈・構造 恨めしげ、うらやましげに｜じとりと｜ABrito
o1502｜情態副詞ア 通常ア：[じとり]と H3, じ[とり]と L3A｜強調ア：じ[と]りと L2
o1502｜情副挿入形 じと[りっ]と L4B△, じと[りー]と L4B△, じと[りーっ]と L5B△
o1503｜文脈・構造 湿気や水分が不快で｜じとりと｜ABrito
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o1503｜情副挿入形 [じっと]りと H3, [じっ]とりと H2, じっ[と]りと L3B, じーっ[と]りと L4C△ 
o1504｜文脈・構造 砂などをすくって｜じゃくりと｜ABrito
o1504｜情態副詞ア 通常ア：[じゃくり]と H3, [じゃく]りと H2｜強調ア：[じゃ]くりと H1△, じゃ[く]りと

L2△
o1504｜情副挿入形 [じゃっく]りと H3△, [じゃっ]くりと H2△, じゃーっ[く]りと L4C△ 
o1505｜文脈・構造 はさみで布などをひと思いに｜じょきりと｜ABrito
o1505｜情態副詞ア 通常ア：[じょきり]と H3, じょ[きり]と L3A｜強調ア：[じょ]きりと H1△, じょ[き]り

と L2△ 
o1505｜情副挿入形 じょき[りっ]と L4B△, じょき[りーっ]と L5B△, [じょっき]りと H3△, [じょっ]きりと

H2△, じょっ[き]りと L3B△
o1506｜文脈・構造 冷たく相手をにらみつけて｜じろりと｜ABrito
o1506｜情態副詞ア 通常ア：[じろり]と H3, じ[ろり]と L3A｜強調ア：[じ]ろりと H1△, じ[ろ]りと L2 
o1506｜情副挿入形 じろ[りっ]と L4B△, じろ[りーっ]と L5B△
o1507｜文脈・構造 ものが焼けたりとけたりして｜じわりと｜ABrito
o1507｜情態副詞ア 通常ア：[じわり]と H3, じ[わり]と L3A｜強調ア：[じ]わりと H1△, じ[わ]りと L2△
o1507｜情副挿入形 じわ[りっ]と L4B△, じわ[りーっ]と L5B△, [じんわ]りとH3△, [じん]わりと H2△, じ

ん[わ]りと L3B△ 
o1508｜文脈・構造 少しずつ、確実に進んで｜じわりと｜ABrito
o1508｜情態副詞ア 通常ア：[じわり]と H3, じ[わり]と L3A｜強調ア：[じ]わりと H1△, じ[わ]りと L2△
o1508｜情副挿入形 じわ[りっ]と L4B△, じわ[りーっ]と L5B△
o1509｜文脈・構造 鋭い刃物で力強く切りこんで｜ずかりと｜ABrito
o1509｜情態副詞ア 通常ア：[ずかり]と H3, ず[かり]と L3A｜強調ア：ず[か]りと L2△ 
o1509｜情副挿入形 ずか[りっ]と L4B△, ずか[りーっ]と L5B△
o1510｜文脈・構造 はげしいうずきが一瞬走って｜ずきりと｜ABrito
o1510｜情態副詞ア 通常ア：[ずきり]と H3, ず[きり]と L3A｜強調ア：ず[き]りと L2△ 
o1510｜情副挿入形 ずき[りっ]と L4B△, ずき[りーっ]と L5B△, [ずっき]りとH3△, [ずっ]きりと H2△, ず

っ[き]りと L3B△, [ずーっ]きりと H3△
o1511｜文脈・構造 鋭い刃物で完全に切り落とし｜すぱりと｜ABrito
o1511｜情態副詞ア 通常ア：[すぱり]と H3, す[ぱり]と L3A｜強調ア：す[ぱ]りと L2△ 
o1511｜情副挿入形 すぱ[りっ]と L4B△, すぱ[りーっ]と L5B△, [すっぱ]りとH3△, [すっ]ぱりと H2△, す

っ[ぱ]りと L3B△ 
o1512｜文脈・構造 核心などを遠慮なく指摘して｜ずばりと｜ABrito
o1512｜情態副詞ア 通常ア：[ずばり]と H3, ず[ばり]と L3A｜強調ア：[ず]ばりと H1△, ず[ば]りと L2△
o1512｜情副挿入形 ずば[りっ]と L4B△, ずば[りーっ]と L5B△
o1513｜文脈・構造 刃物で一気に切りこんで｜ずばりと｜ABrito
o1513｜情態副詞ア 通常ア：[ずばり]と H3, ず[ばり]と L3A｜強調ア：ず[ば]りと L2△ 
o1513｜情副挿入形 ずば[りっ]と L4B△, ずば[りーっ]と L5B△
o1514｜文脈・構造 刃物で根元まで深く刺して｜ずぶりと｜ABrito
o1514｜情態副詞ア 通常ア：[ずぶり]と H3, ず[ぶり]と L3A｜強調ア：[ず]ぶりと H1△, ず[ぶ]りと L2△
o1514｜情副挿入形 ずぶ[りっ]と L4B△, ずぶ[りーっ]と L5B△
o1515｜文脈・構造 立ち姿がやせて格好よく｜すらりと｜ABrito
o1515｜情態副詞ア 通常ア：[すらり]と H3, す[らり]と L3A｜強調ア：す[ら]りと L2△ 
o1515｜情副挿入形 すら[りっ]と L4B△, すら[りーっ]と L5B△
o1516｜文脈・構造 足などが細長くて格好よく｜すらりと｜ABrito
o1516｜情態副詞ア 通常ア：[すらり]と H3, す[らり]と L3A｜強調ア：[す]らりと H1△, す[ら]りと L2△
o1516｜情副挿入形 すら[りっ]と L4B△, すら[りーっ]と L5B△
o1517｜文脈・構造 多くが並び連なり｜ずらりと｜ABrito
o1517｜情態副詞ア 通常ア：[ずらり]と H3, ず[らり]と L3A｜強調ア：[ず]らりと H1△, ず[ら]りと L2△
o1517｜情副挿入形 ずら[りっ]と L4B△, ずら[りーっ]と L5B△
o1518｜文脈・構造 動作がたやすく、すみやかで｜するりと｜ABrito
o1518｜情態副詞ア 通常ア：[するり]と H3, す[るり]と L3A｜強調ア：[す]るりと H1△, す[る]りと L2△
o1518｜情副挿入形 する[りっ]と L4B△, する[りーっ]と L5B△
o1519｜文脈・構造 急に、はげしく寒気を感じて｜ぞくりと｜ABrito
o1519｜情態副詞ア 通常ア：[ぞくり]と H3, [ぞく]りと H2｜強調ア：ぞ[く]りと L2△
o1519｜情副挿入形 ぞく[りっ]と L4B△, ぞく[りーっ]と L5B△
o1520｜文脈・構造 風が軽く静かに吹きすぎて｜そよりと｜ABrito
o1520｜情態副詞ア 通常ア：[そより]と H3, そ[より]と L3A｜強調ア：[そ]よりと H1△, そ[よ]りと L2△
o1520｜情副挿入形 そよ[りっ]と L4B△, そよ[りーっ]と L5B△
o1521｜文脈・構造 多くのものがひとつながりで｜ぞろりと｜ABrito
o1521｜情態副詞ア 通常ア：[ぞろり]と H3, ぞ[ろり]と L3A｜強調ア：[ぞ]ろりと H1△, ぞ[ろ]りと L2△
o1521｜情副挿入形 ぞろ[りっ]と L4B△, ぞろ[りーっ]と L5B△
o1522｜文脈・構造 一瞬、光ったり、ひらめいて｜ちかりと｜ABrito
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o1522｜情態副詞ア 通常ア：[ちかり]と H3, ち[かり]と L3A｜強調ア：ち[か]りと L2△ 
o1522｜情副挿入形 ちか[りっ]と L4B△, ちか[りーっ]と L5B△
o1523｜文脈・構造 針や虫に一瞬刺されたように｜ちくりと｜ABrito
o1523｜情態副詞ア 通常ア：[ちくり]と H3, ち[くり]と L3A｜強調ア：ち[く]りと L2△ 
o1523｜情副挿入形 ちく[りっ]と L4B△, ちく[りーっ]と L5B△
o1524｜文脈・構造 針などで一度だけ刺されて｜ちくりと｜ABrito
o1524｜情態副詞ア 通常ア：[ちくり]と H3, ち[くり]と L3A｜強調ア：[ち]くりと H1△, ち[く]りと L2△
o1524｜情副挿入形 ちく[りっ]と L4B△, ちく[りーっ]と L5B△
o1525｜文脈・構造 わずかに｜ちょろりと｜ABrito
o1525｜情態副詞ア 通常ア：[ちょろり]と H3, ちょ[ろり]と L3A｜強調ア：ちょ[ろ]りと L2△ 
o1525｜情副挿入形 ちょろ[りっ]と L4B△, ちょろ[りーっ]と L5B△
o1526｜文脈・構造 巧妙で迅速に動いて｜ちょろりと｜ABrito
o1526｜情態副詞ア 通常ア：[ちょろり]と H3, ちょ[ろり]と L3A｜強調ア：[ちょ]ろりと H1△, ちょ[ろ]り

と L2△ 
o1526｜情副挿入形 ちょろ[りっ]と L4B△, ちょろ[りーっ]と L5B△
o1527｜文脈・構造 目のはしで一瞬視線を向けて｜ちらりと｜ABrito
o1527｜情態副詞ア 通常ア：[ちらり]と H3, ち[らり]と L3A｜強調ア：[ち]らりと H1, ち[ら]りと L2 
o1527｜情副挿入形 ちら[りっ]と L4B△, ちら[りーっ]と L5B△
o1528｜文脈・構造 重いものが落ちて、当たって｜どかりと｜ABrito
o1528｜情態副詞ア 通常ア：ど[かり]と L3A｜強調ア：ど[か]りと L2△
o1528｜情副挿入形 どか[りっ]と L4B△, どか[りーっ]と L5B△, [どっか]りとH3△, [どっ]かりと H2△, ど

っ[か]りと L3B△ 
o1529｜文脈・構造 驚き・恐怖・期待に動悸がして｜どきりと｜ABrito
o1529｜情態副詞ア 通常ア：[どきり]と H3, ど[きり]と L3A｜強調ア：ど[き]りと L2△ 
o1529｜情副挿入形 どき[りっ]と L4B△, どき[りーっ]と L5B△, [どっ]きりとH2△, どっ[き]りと L3B△,

どっき[りーっ]と L6C△
o1530｜文脈・構造 大きな重いものが一度に落ちて｜どさりと｜ABrito
o1530｜情態副詞ア 通常ア：[どさり]と H3, ど[さり]と L3A｜強調ア：ど[さ]りと L2△ 
o1530｜情副挿入形 どさ[りっ]と L4B△, どさ[りーっ]と L5B△
o1531｜文脈・構造 重いものがぶつかって｜どしりと｜ABrito
o1531｜情態副詞ア 通常ア：[どしり]と H3, ど[しり]と L3A｜強調ア：ど[し]りと L2△ 
o1531｜情副挿入形 どし[りっ]と L4B△, どし[りーっ]と L5B△
o1532｜文脈・構造 体が肥満して｜どたりと｜ABrito
o1532｜情態副詞ア 通常ア：[どたり]と H3, ど[たり]と L3A｜強調ア：ど[た]りと L2△ 
o1532｜情副挿入形 [どった]りとH3△, [どっ]たりとH2△, どっ[た]りとL3B△, どた[りっ]とL4B△, どた

[りーっ]と L5B△ 
o1533｜文脈・構造 大きな重いものが一度に落ちて｜どたりと｜ABrito
o1533｜情態副詞ア 通常ア：[どたり]と H3, ど[たり]と L3A｜強調ア：ど[た]りと L2△ 
o1533｜情副挿入形 [どたりっ]と H4△, どた[りっ]と L4B△, [どたりーっ]と H5△, どた[りーっ]と L5B△
o1534｜文脈・構造 眠けや酔いでにぶい目つきで｜とろりと｜ABrito
o1534｜情態副詞ア 通常ア：[とろり]と H3, [とろ]りと H2｜強調ア：[と]ろりと H1△, と[ろ]りと L2△ 
o1534｜情副挿入形 とろ[りっ]と L4B△, [とろりー]と H4△, とろ[りー]と L4B△, とろ[りーっ]と L5B△
o1535｜文脈・構造 肌ざわりがやわらかく快くて｜とろりと｜ABrito
o1535｜情態副詞ア 通常ア：[とろり]と H3, と[ろり]と L3A｜強調ア：[と]ろりと H1△, と[ろ]りと L2△
o1535｜情副挿入形 とろ[りっ]と L4B△, とろ[りーっ]と L5B△
o1536｜文脈・構造 うれしそうな顔で微笑んで｜にこりと｜ABrito
o1536｜情態副詞ア 通常ア：[にこり]と H3, に[こり]と L3A｜強調ア：に[こ]りと L2△ 
o1536｜情副挿入形 にこ[りっ]とL4B△, にこ[りーっ]とL5B△, [にっこ]りとH3, [にっ]こりとH2, にっ[こ]

りと L3B△, にーっ[こ]りと L4C△
o1537｜文脈・構造 冷ややかに薄笑いを浮かべて｜にやりと｜ABrito
o1537｜情態副詞ア 通常ア：[にやり]と H3, に[やり]と L3A｜強調ア：に[や]りと L2△ 
o1537｜情副挿入形 にや[りっ]と L4B△, にや[りーっ]と L5B, [にんや]りと H3△, [にん]やりと H2△, にん

[や]りと L3B△, にーん[や]りと L4C△
o1538｜文脈・構造 すべってつかみどころがなく｜にゅるりと｜ABrito
o1538｜情態副詞ア 通常ア：[にゅる]りと H3, にゅ[るり]と L3A｜強調ア：[にゅ]るりと H1△, にゅ[る]り

と L2△ 
o1538｜情副挿入形 にゅる[りっ]と L4B△, にゅる[りーっ]と L5B△
o1539｜文脈・構造 細長いものがうねり進んで｜にょろりと｜ABrito
o1539｜情態副詞ア 通常ア：[にょろり]と H3, にょ[ろり]と L3A｜強調ア：にょ[ろ]りと L2△ 
o1539｜情副挿入形 にょろ[りっ]と L4B△, にょろ[りーっ]と L5B△
o1540｜文脈・構造 なめらかで、よくすべって｜ぬめりと｜ABrito
o1540｜情態副詞ア 通常ア：[ぬめり]と H3, ぬ[めり]と L3A｜強調ア：ぬ[め]りと L2△ 
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o1540｜情副挿入形 ぬめ[りっ]と L4B△, ぬめ[りーっ]と L5B△
o1541｜文脈・構造 押さえてもすべってすり抜け｜ぬるりと｜ABrito
o1541｜情態副詞ア 通常ア：[ぬるり]と H3, ぬ[るり]と L3A｜強調ア：[ぬ]るりと H1△, ぬ[る]りと L2△
o1541｜情副挿入形 ぬる[りっ]と L4B△, ぬる[りーっ]と L5B△
o1542｜文脈・構造 にぶい動作でぶっきらぼうに｜のそりと｜ABrito
o1542｜情態副詞ア 通常ア：[のそり]と H3, の[そり]と L3A｜強調ア：[の]そりと H1△, の[そ]りと L2△
o1542｜情副挿入形 のそ[りっ]と L4B△, [のっそり]と H4△, [のっそ]りと H3△, [のっ]そりとH2△, のっ

[そ]りと L3B△, のそ[りーっ]と L5B△, のーっ[そ]りと L4C△
o1543｜文脈・構造 あわてずゆったりとして｜のたりと｜ABrito
o1543｜情態副詞ア 通常ア：[のたり]と H3, の[たり]と L3A｜強調ア：[の]たりと H1△, の[た]りと L2△
o1543｜情副挿入形 のた[りー]と L4B△, のた[りーっ]と L5B△
o1544｜文脈・構造 大きな口で一度に飲みこんで｜ぱくりと｜ABrito
o1544｜情態副詞ア 通常ア：[ぱくり]と H3, ぱ[くり]と L3A｜強調ア：[ぱ]くりと H1△, ぱ[く]りと L2△
o1544｜情副挿入形 ぱく[りっ]と L4B△, ぱく[りーっ]と L5B△
o1545｜文脈・構造 開いた本などが落ちて｜ばさりと｜ABrito
o1545｜情態副詞ア 通常ア：[ばさり]と H3, ば[さり]と L3A｜強調ア：ば[さ]りと L2△ 
o1545｜情副挿入形 ばさ[りっ]と L4B△, ばさ[りーっ]と L5B△
o1546｜文脈・構造 刃物などで大きく切り落とし｜ばさりと｜ABrito
o1546｜情態副詞ア 通常ア：[ばさり]と H3, ば[さり]と L3A｜強調ア：[ば]さりと H1△, ば[さ]りと L2△
o1546｜情副挿入形 ばさ[りっ]と L4B△, ばさ[りーっ]と L5B△
o1547｜文脈・構造 広げた紙などが落ちて｜ぱさりと｜ABrito
o1547｜情態副詞ア 通常ア：[ぱさり]と H3, ぱ[さり]と L3A｜強調ア：ぱ[さ]りと L2△ 
o1547｜情副挿入形 ぱさ[りっ]と L4B△, ぱさ[りーっ]と L5B△
o1548｜文脈・構造 かたいものを打ちつけて｜ばしりと｜ABrito
o1548｜情態副詞ア 通常ア：[ばしり]と H3, ば[しり]と L3A｜強調ア：ば[し]りと L2△ 
o1548｜情副挿入形 ばし[りっ]と L4B△, ばし[りーっ]と L5B△, [ばっし]りとH3△, [ばっ]しりと H2△ 
o1549｜文脈・構造 軽いものが落ちて｜ぱたりと｜ABrito
o1549｜情態副詞ア 通常ア：[ぱたり]と H3, ぱ[たり]と L3A｜強調ア：ぱ[た]りと L2△ 
o1549｜情副挿入形 ぱた[りっ]と L4B△, ぱた[りーっ]と L5B△
o1550｜文脈・構造 目を大きく見ひらいて｜ぱちりと｜ABrito
o1550｜情態副詞ア 通常ア：[ぱちり]と H3, ぱ[ちり]と L3A｜強調ア：[ぱ]ちりと H1△, ぱ[ち]りと L2△
o1550｜情副挿入形 [ぱっち]りと H3, [ぱっ]ちりと H2, ぱっ[ち]りと L3B△, ぱーっ[ち]りと L4C△ 
o1551｜文脈・構造 かたいものが折れて｜ぱちりと｜ABrito
o1551｜情態副詞ア 通常ア：ぱ[ちり]と L3A｜強調ア：ぱ[ち]りと L2△
o1551｜情副挿入形 ぱち[りっ]と L4B△, ぱち[りーっ]と L5B△, [ぱっち]りとH3△, [ぱっ]ちりと H2△, ぱ

っ[ち]りと L3B△ 
o1552｜文脈・構造 軽いものが落ちて｜はらりと｜ABrito
o1552｜情態副詞ア 通常ア：[はらり]と H3, は[らり]と L3A｜強調ア：[は]らりと H1△, は[ら]りと L2△
o1552｜情副挿入形 はら[りっ]と L4B△, はら[りーっ]と L5B△
o1553｜文脈・構造 重みを感じさせながら落ちて｜ばらりと｜ABrito
o1553｜情態副詞ア 通常ア：[ばらり]と H3, ば[らり]と L3A｜強調ア：[ば]らりと H1△, ば[ら]りと L2△
o1553｜情副挿入形 ばら[りっ]と L4B△, ばら[りーっ]と L5B△
o1554｜文脈・構造 糸・紐や継ぎ目などが切れて｜ばらりと｜ABrito
o1554｜情態副詞ア 通常ア：[ばらり]と H3, ば[らり]と L3A｜強調ア：[ば]らりと H1△, ば[ら]りと L2△
o1554｜情副挿入形 ばら[りっ]と L4B△, ばら[りーっ]と L5B△
o1555｜文脈・構造 軽いものが落ちて｜ぱらりと｜ABrito
o1555｜情態副詞ア 通常ア：[ぱらり]と H3, ぱ[らり]と L3A｜強調ア：[ぱ]らりと H1△, ぱ[ら]りと L2△
o1555｜情副挿入形 ぱら[りっ]と L4B△, ぱら[りーっ]と L5B△
o1556｜文脈・構造 まばらに散らばって｜ぱらりと｜ABrito
o1556｜情態副詞ア 通常ア：[ぱらり]と H3, ぱ[らり]と L3A｜強調ア：[ぱ]らりと H1△, ぱ[ら]りと L2△
o1556｜情副挿入形 ぱら[りっ]と L4B△, ぱら[りーっ]と L5B△
o1557｜文脈・構造 稲妻などが一瞬鋭く光って｜ぴかりと｜ABrito
o1557｜情態副詞ア 通常ア：[ぴかり]と H3, ぴ[かり]と L3A｜強調ア：ぴ[か]りと L2△ 
o1557｜情副挿入形 ぴか[りっ]と L4B△, ぴか[りーっ]と L5B△
o1558｜文脈・構造 一瞬の恐怖に、身をふるわせ｜びくりと｜ABrito
o1558｜情態副詞ア 通常ア：[びくり]と H3, び[くり]と L3A｜強調ア：び[く]りと L2△ 
o1558｜情副挿入形 びく[りっ]と L4B△, びく[りーっ]と L5B△
o1559｜文脈・構造 突然体や体の一部が引きつり｜ぴくりと｜ABrito
o1559｜情態副詞ア 通常ア：[ぴくり]と H3, [ぴく]りと H2｜強調ア：[ぴ]くりと H1△, ぴ[く]りと L2△ 
o1559｜情副挿入形 ぴく[りっ]と L4B△, ぴく[りーっ]と L5B△
o1560｜文脈・構造 平たいものを強く打って｜びしゃりと｜ABrito
o1560｜情態副詞ア 通常ア：[びしゃり]と H3, び[しゃり]と L3A｜強調ア：[び]しゃりと H1△, び[しゃ]り
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と L2△ 
o1560｜情副挿入形 びしゃ[りっ]とL4A△, [びっしゃ]りとH3△, [びっ]しゃりとH2△, びっ[しゃ]りとL3B

△, びしゃ[りーっ]と L5A△, びっしゃ[りーっ]と L6C△
o1560｜形容動詞 びっ[しゃ]りに L3B△

o1561｜文脈・構造 強い口調で決めつけるように｜ぴしゃりと｜ABrito
o1561｜情態副詞ア 通常ア：[ぴしゃり]と H3, ぴ[しゃり]と L3A｜強調ア：[ぴ]しゃりと H1, ぴ[しゃ]りと

L2△
o1561｜情副挿入形 ぴしゃ[りっ]と L4B△, ぴしゃ[りーっ]と L5B△
o1562｜文脈・構造 平手などで一回軽くたたいて｜ぴしゃりと｜ABrito
o1562｜情態副詞ア 通常ア：[ぴしゃり]と H3, ぴ[しゃり]と L3A｜強調ア：[ぴ]しゃりと H1△, ぴ[しゃ]り

と L2△ 
o1562｜情副挿入形 ぴしゃ[りっ]と L4B△, ぴしゃ[りーっ]と L5B△
o1563｜文脈・構造 棒などで強く打って｜びしりと｜ABrito
o1563｜情態副詞ア 通常ア：[びしり]と H3, び[しり]と L3A｜強調ア：[び]しりと H1△, び[し]りと L2△
o1563｜情副挿入形 びし[りっ]と L4B△, びし[りーっ]と L5B△
o1564｜文脈・構造 細くて弾力のあるものが折れ｜びしりと｜ABrito
o1564｜情態副詞ア 通常ア：び[しり]と L3A｜強調ア：び[し]りと L2△
o1564｜情副挿入形 びし[りっ]と L4B△, びし[りーっ]と L5B△
o1565｜文脈・構造 むちなどで鋭く一撃して｜ぴしりと｜ABrito
o1565｜情態副詞ア 通常ア：[ぴしり]と H3, ぴ[しり]と L3A｜強調ア：[ぴ]しりと H1△, ぴ[し]りと L2△
o1565｜情副挿入形 ぴし[りっ]と L4B△, ぴし[りーっ]と L5B△
o1566｜文脈・構造 完全にすきまなく密着して｜ぴたりと｜ABrito
o1566｜情態副詞ア 通常ア：[ぴたり]と H3, ぴ[たり]と L3A｜強調ア：ぴ[た]りと L2△ 
o1566｜情副挿入形 ぴた[りっ]とL4B△, ぴた[りーっ]とL5B△, [ぴった]りとH3, [ぴっ]たりとH2, ぴっ[た]

りと L3B 
o1567｜文脈・構造 水や空気などが肌に冷たくて｜ひやりと｜ABrito
o1567｜情態副詞ア 通常ア：[ひやり]と H3, [ひや]りと H2｜強調ア：[ひ]やりと H1△ 
o1567｜情副挿入形 [ひんや]りと H3△, [ひん]やりと H2△
o1568｜文脈・構造 わるい結果を感じて瞬間的に｜ひやりと｜ABrito
o1568｜情態副詞ア 通常ア：[ひやり]と H3, ひ[やり]と L3A｜強調ア：ひ[や]りと L2△ 
o1568｜情副挿入形 ひや[りっ]と L4B△, ひや[りーっ]と L5B△
o1569｜文脈・構造 やせて身長が高く、頼りなげで｜ひょろりと｜ABrito
o1569｜情態副詞ア 通常ア：[ひょろり]と H3, ひょ[ろり]と L3A｜強調ア：ひょ[ろ]りと L2△ 
o1569｜情副挿入形 ひょろ[りー]と L4B△, ひょろ[りっ]と L4B△, ひょろ[りーっ]と L5B△ 
o1570｜文脈・構造 一瞬きらめき輝いて｜ひらりと｜ABrito
o1570｜情態副詞ア 通常ア：[ひらり]と H3, ひ[らり]と L3A｜強調ア：[ひ]らりと H1, ひ[ら]りと L2 
o1570｜情副挿入形 ひら[りっ]と L4B△, ひら[りーっ]と L5B△
o1571｜文脈・構造 障害物や攻撃を迅速にかわし｜ひらりと｜ABrito
o1571｜情態副詞ア 通常ア：[ひらり]と H3, ひ[らり]と L3A｜強調ア：[ひ]らりと H1△, ひ[ら]りと L2△
o1571｜情副挿入形 ひら[りっ]と L4B△, ひら[りーっ]と L5B△
o1572｜文脈・構造 瞬間的な刺激や痛みを感じて｜ひりりと｜ABrito
o1572｜情態副詞ア 通常ア：[ひりり]と H3, ひ[りり]と L3A｜強調ア：ひ[り]りと L2△ 
o1572｜情副挿入形 ひり[りっ]と L4B△, ひり[りーっ]と L5B△
o1573｜文脈・構造 瞬間的な刺激にしびれて｜びりりと｜ABrito
o1573｜情態副詞ア 通常ア：[びりり]と H3, び[りり]と L3A｜強調ア：び[り]りと L2△ 
o1573｜情副挿入形 びり[りっ]と L4B△, びり[りーっ]と L5B△
o1574｜文脈・構造 瞬間的な刺激にしびれて｜ぴりりと｜ABrito
o1574｜情態副詞ア 通常ア：[ぴりり]と H3, ぴ[りり]と L3A｜強調ア：ぴ[り]りと L2△ 
o1574｜情副挿入形 ぴり[りっ]と L4B△, ぴり[りーっ]と L5B△
o1575｜文脈・構造 灰や粉などに足を踏み入れて｜ふかりと｜ABrito
o1575｜情態副詞ア 通常ア：[ふかり]と H3, ふ[かり]と L3A｜強調ア：ふ[か]りと L2△ 
o1575｜情副挿入形 ふか[りっ]と L4B△, ふか[りーっ]と L5B△
o1576｜文脈・構造 ゆっくりと浮き上がって｜ぷかりと｜ABrito
o1576｜情態副詞ア 通常ア：[ぷかり]と H3, ぷ[かり]と L3A｜強調ア：[ぷ]かりと H1△, ぷ[か]りと L2△
o1576｜情副挿入形 ぷか[りっ]と L4B△, ぷか[りーっ]と L5B△, [ぷっか]りとH3△, [ぷっ]かりと H2△ 
o1577｜文脈・構造 一部分だけ丸くふくらんで｜ぷくりと｜ABrito
o1577｜情態副詞ア 通常ア：[ぷくり]と H3, ぷ[くり]と L3A｜強調ア：ぷ[く]りと L2△ 
o1577｜情副挿入形 ぷく[りっ]と L4B△, ぷく[りーっ]と L5B△
o1578｜文脈・構造 不機嫌にふくれっ面をして｜ぶすりと｜ABrito
o1578｜情態副詞ア 通常ア：[ぶすり]と H3, ぶ[すり]と L3A｜強調ア：ぶ[す]りと L2△ 
o1578｜情副挿入形 ぶす[りっ]と L4B△, ぶす[りーっ]と L5B△
o1579｜文脈・構造 やわらかいものを突き刺して｜ぶすりと｜ABrito



付録 8 オノマトペ 

- 333 - 

 

o1579｜情態副詞ア 通常ア：[ぶすり]と H3, ぶ[すり]と L3A｜強調ア：[ぶ]すりと H1△, ぶ[す]りと L2△
o1579｜情副挿入形 ぶす[りっ]と L4B△, ぶす[りーっ]と L5B△, [ぶっす]りとH3△, [ぶっ]すりと H2△, ぶ

っ[す]りと L3B△ 
o1580｜文脈・構造 糸や紐などが切れて｜ぷすりと｜ABrito
o1580｜情態副詞ア 通常ア：[ぷすり]と H3, ぷ[すり]と L3A｜強調ア：ぷ[す]りと L2△ 
o1580｜情副挿入形 ぷす[りっ]と L4B△, ぷす[りーっ]と L5B△
o1581｜文脈・構造 やわらかいものを突き刺して｜ぷすりと｜ABrito
o1581｜情態副詞ア 通常ア：[ぷすり]と H3, ぷ[すり]と L3A｜強調ア：[ぷ]すりと H1△, ぷ[す]りと L2△
o1581｜情副挿入形 ぷす[りっ]と L4B△, ぷす[りーっ]と L5B△, [ぷっす]りとH3△, [ぷっ]すりと H2△, ぷ

っ[す]りと L3B△ 
o1582｜文脈・構造 急激に完全に切れて｜ぶつりと｜ABrito
o1582｜情態副詞ア 通常ア：[ぶつり]と H3, ぶ[つり]と L3A｜強調ア：ぶ[つ]りと L2△ 
o1582｜情副挿入形 ぶつ[りっ]と L4B△, ぶつ[りーっ]と L5B△, [ぶっつ]りとH3△, [ぶっ]つりと H2△, ぶ

っ[つ]りと L3B△ 
o1583｜文脈・構造 とがったもので突き刺して｜ぶつりと｜ABrito
o1583｜情態副詞ア 通常ア：[ぶつり]と H3, ぶ[つり]と L3A｜強調ア：ぶ[つ]りと L2△ 
o1583｜情副挿入形 ぶつ[りっ]と L4B△, ぶつ[りーっ]と L5B△, [ぶっつ]りとH3△, [ぶっ]つりと H2△, ぶ

っ[つ]りと L3B△ 
o1584｜文脈・構造 話や音信などが突然絶えて｜ぷつりと｜ABrito
o1584｜情態副詞ア 通常ア：[ぷつり]と H3, ぷ[つり]と L3A｜強調ア：ぷ[つ]りと L2△ 
o1584｜情副挿入形 ぷつ[りっ]とL4B△, ぷつ[りーっ]とL5B△, [ぷっつ]りとH3, [ぷっ]つりとH2, ぷっ[つ]

りと L3B 
o1585｜文脈・構造 とがったもので突き刺して｜ぷつりと｜ABrito
o1585｜情態副詞ア 通常ア：[ぷつり]と H3, ぷ[つり]と L3A｜強調ア：ぷ[つ]りと L2△ 
o1585｜情副挿入形 ぷつ[りっ]とL4B△, ぷつ[りーっ]とL5B△, [ぷっつ]りとH3, [ぷっ]つりとH2, ぷっ[つ]

りと L3B 
o1586｜文脈・構造 やわらかく弾力が感じられず｜ふにゃりと｜ABrito
o1586｜情態副詞ア 通常ア：[ふにゃり]と H3, [ふにゃ]りと H2｜強調ア：[ふ]にゃりと H1△, ふ[にゃ]りと

L2△
o1586｜情副挿入形 ふにゃ[りっ]とL4B△, ふにゃ[りーっ]とL5B△, [ふんにゃ]りとH3, [ふん]にゃりとH2,

ふん[にゃ]りと L3B△, ふんにゃ[りっ]と L5C△, ふんにゃ[りーっ]と L6C△ 
o1587｜文脈・構造 なすこともなく手持ちぶさたで｜ぶらりと｜ABrito
o1587｜情態副詞ア 通常ア：[ぶらり]と H3, [ぶら]りと H2｜強調ア：[ぶ]らりと H1, ぶ[ら]りと L2△ 
o1587｜情副挿入形 ぶら[りっ]と L4B△, ぶら[りーっ]と L5B△
o1588｜文脈・構造 急にふるえ動いて｜ぶるりと｜ABrito
o1588｜情態副詞ア 通常ア：[ぶるり]と H3, ぶ[るり]と L3A｜強調ア：[ぶ]るりと H1△, ぶ[る]りと L2△
o1588｜情副挿入形 ぶる[りっ]と L4B△, ぶる[りーっ]と L5B△
o1589｜文脈・構造 瞬間的に軽く浮き上がって｜ふわりと｜ABrito
o1589｜情態副詞ア 通常ア：[ふわり]と H3, ふ[わり]と L3A｜強調ア：[ふ]わりと H1△, ふ[わ]りと L2△
o1589｜情副挿入形 ふわ[りっ]とL4B△, ふわ[りーっ]とL5B△, [ふんわ]りとH3, [ふん]わりとH2, ふん[わ]

りと L3B 
o1590｜文脈・構造 やわらかく軽やかで｜ふわりと｜ABrito
o1590｜情態副詞ア 通常ア：[ふわり]と H3, ふ[わり]と L3A｜強調ア：[ふ]わりと H1△, ふ[わ]りと L2△
o1590｜情副挿入形 ふわ[りっ]と L4B△, ふわ[りーっ]と L5B△, [ふんわ]りとH3△, [ふん]わりと H2△, ふ

ん[わ]りと L3B△ 
o1591｜文脈・構造 やわらかいものがつぶれて｜べしゃりと｜ABrito
o1591｜情態副詞ア 通常ア：[べしゃり]と H3, [べしゃ]りと H2｜強調ア：[べ]しゃりと H1△, べ[しゃ]りと

L2△
o1591｜情副挿入形 べしゃ[りっ]とL4B△, [べっしゃ]りとH3△, [べっ]しゃりとH2△, べっ[しゃ]りとL3B

△, べしゃ[りーっ]と L5B△
o1592｜文脈・構造 かたまりになって張りついて｜べたりと｜ABrito
o1592｜情態副詞ア 通常ア：[べたり]と H3, べ[たり]と L3A｜強調ア：[べ]たりと H1△, べ[た]りと L2△
o1592｜情副挿入形 べた[りっ]とL4B△, [べった]りとH3, [べっ]たりとH2, べっ[た]りとL3B△, べた[りー

っ]と L5B△ 
o1593｜文脈・構造 押しつけるように貼って｜ぺたりと｜ABrito
o1593｜情態副詞ア 通常ア：[ぺたり]と H3, ぺ[たり]と L3A｜強調ア：[ぺ]たりと H1△, ぺ[た]りと L2△
o1593｜情副挿入形 ぺた[りっ]とL4B△, [ぺった]りとH3, [ぺっ]たりとH2, ぺっ[た]りとL3B△, ぺた[りー

っ]と L5B△ 
o1594｜文脈・構造 きれいに食べ尽くして｜ぺろりと｜ABrito
o1594｜情態副詞ア 通常ア：[ぺろり]と H3, ぺ[ろり]と L3A｜強調ア：[ぺ]ろりと H1, ぺ[ろ]りと L2 
o1594｜情副挿入形 ぺろ[りっ]と L4B△, ぺろ[りーっ]と L5B△
o1595｜文脈・構造 空中や水面に浮かんで｜ぽかりと｜ABrito
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o1595｜情態副詞ア 通常ア：[ぽかり]と H3, ぽ[かり]と L3A｜強調ア：[ぽ]かりと H1△, ぽ[か]りと L2△
o1595｜情副挿入形 ぽか[りっ]と L4B△, ぽか[りーっ]と L5B△, [ぽっか]りとH3△, [ぽっ]かりと H2△, ぽ

っ[か]りと L3B△ 
o1596｜文脈・構造 こぶしでなぐって｜ぽかりと｜ABrito
o1596｜情態副詞ア 通常ア：[ぽかり]と H3, ぽ[かり]と L3A｜強調ア：[ぽ]かりと H1△, ぽ[か]りと L2△
o1596｜情副挿入形 ぽか[りっ]と L4B△, ぽか[りーっ]と L5B△
o1597｜文脈・構造 かたい棒状のものが折れて｜ぼきりと｜ABrito
o1597｜情態副詞ア 通常ア：[ぼきり]と H3, ぼ[きり]と L3A｜強調ア：ぼ[き]りと L2△ 
o1597｜情副挿入形 ぼき[りっ]とL4B△, ぼき[りーっ]とL5B△, [ぼっ]きりとH3, [ぼっ]きりとH2, ぼっ[き]

りと L3B△, ぼーっ[き]りと L4C△
o1598｜文脈・構造 かたく軽い棒状のものが折れ｜ぽきりと｜ABrito
o1598｜情態副詞ア 通常ア：[ぽきり]と H3, ぽ[きり]と L3A｜強調ア：ぽ[き]りと L2△ 
o1598｜情副挿入形 ぽき[りっ]とL4B△, ぽき[りーっ]とL5B△, [ぽっき]りとH3, [ぽっ]きりとH2, ぽっ[き]

りと L3B△, ぽーっ[き]りと L4C△
o1599｜文脈・構造 ものをたたいたり、投げつけ｜ぽこりと｜ABrito
o1599｜情態副詞ア 通常ア：[ぽこり]と H3, ぽ[こり]と L3A｜強調ア：[ぽ]こりと H1△, ぽ[こ]りと L2△
o1599｜情副挿入形 ぽこ[りっ]と L4B△, ぽこ[りーっ]と L5B△
o1600｜文脈・構造 低く小さい声で一言だけ｜ぼそりと｜ABrito
o1600｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[そり]と L3A｜強調ア：ぼ[そ]りと L2△
o1600｜情副挿入形 ぼそ[りっ]と L4B△, ぼそ[りーっ]と L5B△
o1601｜文脈・構造 水や液体が一滴落ちて｜ぼたりと｜ABrito
o1601｜情態副詞ア 通常ア：[ぼたり]と H3, ぼ[たり]と L3A｜強調ア：[ぼ]たりと H1△, ぼ[た]りと L2△
o1601｜情副挿入形 ぼた[りっ]と L4B△, ぼた[りーっ]と L5B△
o1602｜文脈・構造 水滴などが一滴表面に落ちて｜ぽたりと｜ABrito
o1602｜情態副詞ア 通常ア：[ぽたり]と H3, [ぽた]りと H2｜強調ア：[ぽ]たりと H1, ぽ[た]りと L2△ 
o1602｜情副挿入形 ぽた[りっ]と L4B△, ぽた[りーっ]と L5B△
o1603｜文脈・構造 水や液体が一滴落ちて｜ぽたりと｜ABrito
o1603｜情態副詞ア 通常ア：[ぽたり]と H3, ぽ[たり]と L3A｜強調ア：[ぽ]たりと H1△, ぽ[た]りと L2△
o1603｜情副挿入形 ぽた[りっ]と L4B△, ぽた[りーっ]と L5B△
o1604｜文脈・構造 広い所にたったひとつだけで｜ぼつりと｜ABrito
o1604｜情態副詞ア 通常ア：[ぼつり]と H3, ぼ[つり]と L3A｜強調ア：ぼ[つ]りと L2△ 
o1604｜情副挿入形 ぼつ[りっ]と L4B△, ぼつ[りーっ]と L5B△
o1605｜文脈・構造 低く小さい声で一言だけ｜ぼつりと｜ABrito
o1605｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[つり]と L3A｜強調ア：ぼ[つ]りと L2△
o1605｜情副挿入形 ぼつ[りっ]と L4B△, ぼつ[りーっ]と L5B△
o1606｜文脈・構造 水滴などが一滴表面に落ちて｜ぽつりと｜ABrito
o1606｜情態副詞ア 通常ア：[ぽつり]と H3, ぽ[つり]と L3A｜強調ア：ぽ[つ]りと L2△ 
o1606｜情副挿入形 [ぽっつ]りと H3△, [ぽっ]つりと H2△, ぽっ[つ]りと L3B△, [ぽつりっ]とH4△, ぽつ

[りっ]と L4A△, ぽつ[りーっ]と L5B△
o1607｜文脈・構造 雨などのしずくが一粒落ちて｜ぽつりと｜ABrito
o1607｜情態副詞ア 通常ア：[ぽつり]と H3, ぽ[つり]と L3A｜強調ア：ぽ[つ]りと L2△ 
o1607｜情副挿入形 ぽつ[りっ]と L4B△, ぽつ[りーっ]と L5B△, [ぽっつ]りとH3△, [ぽっ]つりと H2△, ぽ

っ[つ]りと L3B△ 
o1608｜文脈・構造 突然、途中で切れて｜ぽつりと｜ABrito
o1608｜情態副詞ア 通常ア：[ぽつり]と H3, ぽ[つり]と L3A｜強調ア：ぽ[つ]りと L2△ 
o1608｜情副挿入形 ぽつ[りっ]と L4B△, ぽつ[りーっ]と L5B△
o1609｜文脈・構造 低く小さい声で一言だけ｜ぽつりと｜ABrito
o1609｜情態副詞ア 通常ア：ぽ[つり]と L3A｜強調ア：ぽ[つ]りと L2△
o1609｜情副挿入形 ぽつ[りっ]と L4B△, ぽつ[りーっ]と L5B△
o1610｜文脈・構造 ものや液体が重たげに落ちて｜ぼとりと｜ABrito
o1610｜情態副詞ア 通常ア：[ぼとり]と H3, ぼ[とり]と L3A｜強調ア：ぼ[と]りと L2△ 
o1610｜情副挿入形 ぼと[りっ]と L4B△, ぼと[りーっ]と L5B△
o1611｜文脈・構造 水滴などが一滴表面に落ちて｜ぽとりと｜ABrito
o1611｜情態副詞ア 通常ア：[ぽとり]と H3, ぽ[とり]と L3A｜強調ア：ぽ[と]りと L2△ 
o1611｜情副挿入形 ぽと[りっ]と L4B△, ぽと[りーっ]と L5B△
o1612｜文脈・構造 ものや水滴が軽そうに落ちて｜ぽとりと｜ABrito
o1612｜情態副詞ア 通常ア：[ぽとり]と H3, ぽ[とり]と L3A｜強調ア：[ぽ]とりと H1△, ぽ[と]りと L2△
o1612｜情副挿入形 ぽと[りっ]と L4B△, ぽと[りーっ]と L5B△
o1613｜文脈・構造 形や色がぼけてはっきりせず｜ぼやりと｜ABrito
o1613｜情態副詞ア 通常ア：[ぼやり]と H3, ぼ[やり]と L3A｜強調ア：[ぼ]やりと H1△, ぼ[や]りと L2△
o1613｜情副挿入形 ぼや[りっ]と L4B△, ぼや[りー]と L4B△, ぼや[りーっ]と L5B△
o1614｜文脈・構造 ほどよく酒に酔って心地よく｜ほろりと｜ABrito
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o1614｜情態副詞ア 通常ア：[ほろり]と H3, [ほろ]りと H2｜強調ア：[ほ]ろりと H1△, ほ[ろ]りと L2△ 
o1614｜情副挿入形 ほろ[りっ]と L4B△, ほろ[りーっ]と L5B△
o1615｜文脈・構造 同情や感動で涙が一粒こぼれ｜ほろりと｜ABrito
o1615｜情態副詞ア 通常ア：[ほろり]と H3, ほ[ろり]と L3A｜強調ア：[ほ]ろりと H1△, ほ[ろ]りと L2△
o1615｜情副挿入形 ほろ[りっ]と L4B△, ほろ[りーっ]と L5B△
o1616｜文脈・構造 相手に同情して｜ほろりと｜ABrito
o1616｜情態副詞ア 通常ア：[ほろり]と H3, ほ[ろり]と L3A｜強調ア：[ほ]ろりと H1△, ほ[ろ]りと L2△
o1616｜情副挿入形 ほろ[りっ]と L4B△, ほろ[りーっ]と L5B△
o1617｜文脈・構造 涙などが一滴こぼれ落ちて｜ほろりと｜ABrito
o1617｜情態副詞ア 通常ア：[ほろり]と H3, ほ[ろり]と L3A｜強調ア：ほ[ろ]りと L2△ 
o1617｜情副挿入形 ほろ[りっ]と L4B△, ほろ[りーっ]と L5B△
o1618｜文脈・構造 同情や感動で涙が一粒こぼれ｜ぽろりと｜ABrito
o1618｜情態副詞ア 通常ア：[ぽろり]と H3, ぽ[ろり]と L3A｜強調ア：[ぽ]ろりと H1△, ぽ[ろ]りと L2△
o1618｜情副挿入形 ぽろ[りっ]と L4B△, ぽろ[りーっ]と L5B△
o1619｜文脈・構造 ものをうっかりとり落として｜ぽろりと｜ABrito
o1619｜情態副詞ア 通常ア：[ぽろり]と H3, ぽ[ろり]と L3A｜強調ア：[ぽ]ろりと H1△, ぽ[ろ]りと L2△
o1619｜情副挿入形 ぽろ[りっ]と L4B△, ぽろ[りーっ]と L5B△
o1620｜文脈・構造 柱や板などが一瞬きしんで｜みしりと｜ABrito
o1620｜情態副詞ア 通常ア：[みしり]と H3, み[しり]と L3A｜強調ア：[み]しりと H1△, み[し]りと L2△
o1620｜情副挿入形 みし[りっ]と L4B△, みし[りーっ]と L5B△
o1621｜文脈・構造 氷などがひび割れて｜みりりと｜ABrito
o1621｜情態副詞ア 通常ア：[みりり]と H3, み[りり]と L3A｜強調ア：み[り]りと L2△ 
o1621｜情副挿入形 みり[りっ]と L4B△, みり[りーっ]と L5B△
o1622｜文脈・構造 大きなものがゆれ動いて｜ゆさりと｜ABrito
o1622｜情態副詞ア 通常ア：[ゆさり]と H3, ゆ[さり]と L3A｜強調ア：ゆ[さ]りと L2△ 
o1622｜情副挿入形 ゆさ[りっ]と L4B△, ゆさ[りーっ]と L5B△, [ゆっさ]りとH3△, [ゆっ]さりと H2△, ゆ

っ[さ]りと L3B△, ゆーっ[さ]りと L4C△
o1623｜文脈・構造 一度、軽くゆっくりゆれ動き｜ゆらりと｜ABrito
o1623｜情態副詞ア 通常ア：[ゆらり]と H3, ゆ[らり]と L3A｜強調ア：[ゆ]らりと H1△, ゆ[ら]りと L2△
o1623｜情副挿入形 ゆら[りっ]と L4B△, ゆら[りーっ]と L5B△
o1624｜文脈・構造 動作・進展などがゆるやかで｜ゆるりと｜ABrito
o1624｜情態副詞ア 通常ア：[ゆるり]と H3, ゆ[るり]と L3A｜強調ア：[ゆ]るりと H1△, ゆ[る]りと L2△
o1624｜情副挿入形 ゆる[りっ]と L4B△, ゆる[りーっ]と L5B△
o1625｜文脈・構造 子どもが周りをはばからず｜うわーんと｜ABRNto
o1625｜情態副詞ア 通常ア：[うわーん]と H4, う[わーん]と L4A
o1626｜文脈・構造 大げさにひどく驚いて｜がびょーんと｜ABRNto
o1626｜情態副詞ア 通常ア：が[びょーん]と L4A
o1627｜文脈・構造 乗り物が飛ぶように速く走り｜びゅわーんと｜ABRNto
o1627｜情態副詞ア 通常ア：[びゅわーん]と H4｜強調ア：びゅ[わーん]と L4A△
o1628｜文脈・構造 よくのびて｜びよーんと｜ABRNto
o1628｜情態副詞ア 通常ア：[びよーん]と H4, び[よーん]と L4A｜強調ア：び[よー]んと L3A△ 
o1629｜文脈・構造 驚きのあまり悲鳴をあげて｜うぎゃーと｜ABRto
o1629｜情態副詞ア 通常ア：[うぎゃー]と H3
o1629｜情副挿入形 [うぎゃーっ]と H4△ 
o1630｜文脈・構造 不意に秘密などにふれられて｜ぎくと｜ABto
o1630｜情態副詞ア 通常ア：ぎ[く]と L2 
o1630｜情副挿入形 ぎ[くっ]と L3A, ぎ[くーっ]と L4A△
o1631｜文脈・構造 一部分が突然曲がって｜くにゃと｜ABto
o1631｜情態副詞ア 通常ア：く[にゃ]と L2
o1631｜情副挿入形 く[にゃっ]と L3A, く[にゃーっ]と L4A△
o1632｜文脈・構造 急にやわらかく曲がって｜くにゃと｜ABto
o1632｜情態副詞ア 通常ア：く[にゃ]と L2
o1632｜情副挿入形 く[にゃっ]と L3A, く[にゃーっ]と L4A△
o1633｜文脈・構造 一部分が突然曲がって｜ぐにゃと｜ABto
o1633｜情態副詞ア 通常ア：ぐ[にゃ]と L2
o1633｜情副挿入形 ぐ[にゃっ]と L3A, ぐ[にゃーっ]と L4A△
o1634｜文脈・構造 やわらかく張りがなくなって｜ぐにゃと｜ABto
o1634｜情態副詞ア 通常ア：ぐ[にゃ]と L2
o1634｜情副挿入形 ぐ[にゃっ]と L3A, ぐ[にゃーっ]と L4A△
o1635｜文脈・構造 かわいたものが騒がしくこすれ｜ごそと｜ABto
o1635｜情態副詞ア 通常ア：ご[そ]と L2△
o1635｜情副挿入形 ご[そっ]と L3A, ご[そーっ]と L4A△
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o1636｜文脈・構造 雑多に秩序なく入り混じって｜ごちゃと｜ABto
o1636｜情態副詞ア 通常ア：ご[ちゃ]と L2△
o1636｜情副挿入形 ご[ちゃっ]と L3A, ご[ちゃーっ]と L4A

o1636｜形容動詞 通常ア：ご[ちゃ]に L2△｜挿入形：ごっ[ちゃに L0B
o1637｜文脈・構造 虫などに鋭く刺されて痛んで｜しくと｜ABto
o1637｜情態副詞ア 通常ア：し[く]と L2△
o1637｜情副挿入形 し[くっ]と L3A, し[くーっ]と L4A△
o1638｜文脈・構造 風が軽く静かに吹きすぎて｜そよと｜ABto
o1638｜情態副詞ア 通常ア：[そ]よと H1 
o1638｜情副挿入形 そ[よっ]と L3A△, そ[よーっ]と L4A△
o1639｜文脈・構造 目を据えて強くにらんで｜はたと｜ABto
o1639｜情態副詞ア 通常ア：[は]たと H1 
o1639｜情副挿入形 [はった]と H3, [はっ]たと H2
o1640｜文脈・構造 膝などを手で軽く打って｜はたと｜ABto
o1640｜情態副詞ア 通常ア：[は]たと H1 
o1640｜情副挿入形 は[たっ]と L3A△, [はっ]たとH2△
o1641｜文脈・構造 突然、現れたり動いて｜ひょこと｜ABto
o1641｜情態副詞ア 通常ア：ひょ[こ]と L2△
o1641｜情副挿入形 ひょ[こっ]と L3A, ひょ[こーっ]と L4A△
o1642｜文脈・構造 押すとやわらかくへこんで｜ふにゃと｜ABto
o1642｜情態副詞ア 通常ア：ふ[にゃ]と L2
o1642｜情副挿入形 ふ[にゃっ]と L3A, ふ[にゃーっ]と L4A△
o1643｜文脈・構造 柱や板などが一瞬きしんで｜みしと｜ABto
o1643｜情態副詞ア 通常ア：み[し]と L2△
o1643｜情副挿入形 み[しっ]と L3A, み[しーっ]と L4A△
o1644｜文脈・構造 酒などを軽くひと息に飲んで｜くいと｜ABto
o1644｜情態副詞ア 通常ア：[くい]と H2 
o1644｜情副挿入形 [くいっ]と H3, く[いっ]と L3A, [くいーっ]と H4△, く[いーっ]と L4A△ 
o1645｜文脈・構造 ものを急に曲げて｜くいと｜ABto
o1645｜情態副詞ア 通常ア：[くい]と H2 
o1645｜情副挿入形 [くいっ]と H3△, く[いーっ]と L4A△
o1646｜文脈・構造 酒などをあおるように一気に｜ぐいと｜ABto
o1646｜情態副詞ア 通常ア：[ぐい]と H2 
o1646｜情副挿入形 [ぐいっ]と H3, ぐ[いっ]と L3A, [ぐいーっ]と H4△, ぐ[いーっ]と L4A△ 
o1647｜文脈・構造 すばやく動いたり変化して｜すいと｜ABto
o1647｜情態副詞ア 通常ア：[すい]と H2 
o1647｜情副挿入形 [すーい]と H3, [すいっ]と H3△, [すいー]とH3△, [すいーっ]と H4△ 
o1648｜文脈・構造 家の奥などへ遠慮なく上がり｜ずいと｜ABto
o1648｜情態副詞ア 通常ア：[ずい]と H2 
o1648｜情副挿入形 [ずいっ]と H3△, [ずいーっ]と H4△
o1649｜文脈・構造 身軽に立ち上がって｜ひょいと｜ABto
o1649｜情態副詞ア 通常ア：[ひょい]と H2
o1649｜情副挿入形 [ひょー]いと H2△, [ひょいー]と H3△, [ひょいっ]と H3△
o1650｜文脈・構造 突然、現れたり動いて｜ひょいと｜ABto
o1650｜情態副詞ア 通常ア：[ひょい]と H2
o1650｜情副挿入形 [ひょーい]と H3△, [ひょいー]と H3△, [ひょいっ]と H3△
o1651｜文脈・構造 口もきかずに横を向いて｜ぷいと｜ABto
o1651｜情態副詞ア 通常ア：[ぷい]と H2 
o1651｜情副挿入形 [ぷいっ]と H3△, [ぷいー]とH3△, [ぷいーっ]と H4△
o1652｜文脈・構造 ブリキ缶などをたたいて｜がんがらがんと｜ANABANto
o1652｜情態副詞ア 通常ア：[がんがらがん]と H6
o1652｜情副挿入形 [がんがらがーん]と H7△
o1653｜文脈・構造 はでな装飾が光り輝いて｜きんきらきんと｜ANABANto
o1653｜情態副詞ア 通常ア：[きんきらきん]と H6, [きんきらき]んと H5, [きん]きら[きん]と H2.H2｜強調

ア：[きん]きら[き]んと H2.H1△, [き]んきら[き]んと H1.H1△
o1653｜情副挿入形 [きんきらきーん]と H7△, [きん]きら[きーん]と H2.H3△, [き]んきら[きーん]と H1.H3

△ 
o1653｜形容動詞 通常ア：き[んきらきんに L0A

o1654｜文脈・構造 はでにどぎつく光り輝いて｜ぎんぎらぎんと｜ANABANto
o1654｜情態副詞ア 通常ア：[ぎんぎらぎん]と H6, [ぎんぎらぎ]んと H5, [ぎん]ぎら[ぎん]と H2.H2｜強調

ア：[ぎん]ぎら[ぎ]んと H2.H1△, [ぎ]んぎら[ぎ]んと H1.H1△
o1654｜情副挿入形 [ぎんぎらぎーん]と H7△, [ぎん]ぎら[ぎーん]と H2.H3△, [ぎ]んぎら[ぎーん]と H1.H3
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△ 
o1654｜形容動詞 通常ア：ぎ[んぎらぎんに L0A

o1655｜文脈・構造 破裂しそうにふくれ上がって｜ぱんぱかぱんと｜ANABANto
o1655｜情態副詞ア 通常ア：[ぱんぱかぱん]と H6
o1655｜情副挿入形 [ぱんぱかぱーん]と H7△

o1655｜形容動詞 通常ア：ぱ[んぱかぱんに L0A△
o1656｜文脈・構造 タヌキが腹鼓を打って｜ぽんぽこぽんと｜ANABANto
o1656｜情態副詞ア 通常ア：[ぽん]ぽこ[ぽん]と H2.H2｜強調ア：[ぽ]んぽこ[ぽ]んと H1.H1△ 
o1656｜情副挿入形 [ぽん]ぽこ[ぽーん]と H2.H3△, [ぽ]んぽこ[ぽーん]と H1.H3△
o1657｜文脈・構造 かたいものが何度もぶつかり｜かんからと｜ANABto
o1657｜情態副詞ア 通常ア：[か]んからと H1
o1658｜文脈・構造 軽々しいほど光り輝いて｜きんきらと｜ANABto
o1658｜情態副詞ア 通常ア：[き]んきらと H1
o1658｜情副挿入形 きんき[らっ]と L5C△, きんき[らーっ]と L6C△

o1658｜形容動詞 通常ア：き[んきらに L0A△
o1659｜文脈・構造 楽器などを鳴らして騒いで｜じゃんじゃかと｜ANABto
o1659｜情態副詞ア 通常ア：[じゃん]じゃかと H2｜強調ア：[じゃ]んじゃかと H1
o1660｜文脈・構造 宴席などで遊び騒いで｜ちゃんちゃかと｜ANABto
o1660｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃん]ちゃかと H2｜強調ア：[ちゃ]んちゃかと H1△
o1661｜文脈・構造 太鼓をたたいて｜てんてこと｜ANABto
o1661｜情態副詞ア 通常ア：[てん]てこと H2｜強調ア：[て]んてこと H1△
o1662｜文脈・構造 ためらわずにことを進めて｜どんどこと｜ANABto
o1662｜情態副詞ア 通常ア：[どん]どこと H2｜強調ア：[ど]んどこと H1
o1663｜文脈・構造 太鼓を勢いよくたたいて｜どんどこと｜ANABto
o1663｜情態副詞ア 通常ア：[どんどこ]と H4, [どん]どこと H2｜強調ア：[ど]んどこと H1△ 
o1664｜文脈・構造 腹がいっぱいにふくれて｜ぽんぽこと｜ANABto
o1664｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]んぽこと H1

o1664｜形容動詞 通常ア：ぽ[んぽこに L0A
o1665｜文脈・構造 鼓などを調子よく打って｜ぽんぽこと｜ANABto
o1665｜情態副詞ア 通常ア：[ぽんぽこ]と H4, [ぽん]ぽこと H2｜強調ア：[ぽ]んぽこと H1△ 
o1665｜情副挿入形 ぽんぽ[こっ]と L5C△, ぽんぽ[こーっ]と L6C△
o1666｜文脈・構造 金色に光り輝いて｜きんきんきらきらと｜ANANABABto
o1666｜情態副詞ア 通常ア：[きんきんきらきら]と H8, [きんきんきらき]らと H7, [きんきんきら]きらと H6,

[きんきんき]らきらと H5｜強調ア：[き]んきん[き]らきらと H1.H1△ 
o1667｜文脈・構造 はでに強く光り輝いて｜ぎんぎんぎらぎらと｜ANANABABto
o1667｜情態副詞ア 通常ア：[ぎんぎんぎらぎら]と H8, [ぎんぎんぎらぎ]らと H7, [ぎんぎんぎら]ぎらと H6,

[ぎんぎんぎ]らぎらと H5｜強調ア：[ぎ]んぎん[ぎ]らぎらと H1.H1△ 
o1668｜文脈・構造 太鼓をたたいて｜てんてんてれつくと｜ANANABCDto
o1668｜情態副詞ア 通常ア：[てんてんてれ]つくと H6, [てんてんて]れつくと H5｜強調ア：[て]んてん[て]

れつくと H1.H1△ 
o1669｜文脈・構造 祭りの太鼓が｜どんどんかかかと｜ANANBBBto
o1669｜情態副詞ア 通常ア：[どんどんかかか]と H7｜強調ア：[ど]んどん[かかか]と H1.H3△ 
o1670｜文脈・構造 刀で斬り合いをして｜ちゃんちゃんばらばらと｜ANANBCBCto
o1670｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃんちゃんばらばら]と H8｜強調ア：[ちゃんちゃん]ばらばらと H4△ 

o1670｜形容動詞 通常ア：[ちゃんちゃんばらばらに H0△
o1671｜文脈・構造 人が大声を上げて泣いて｜えんえんと｜ANANto
o1671｜情態副詞ア 通常ア：[え]んえんと H1
o1671｜情副挿入形 [えー]ん[えー]んと H2.H2△
o1672｜文脈・構造 泣き声を飲みこみながら｜おんおんと｜ANANto
o1672｜情態副詞ア 通常ア：[お]ん[お]んと H1
o1672｜情副挿入形 [おー]ん[おー]んと H2.H2△
o1673｜文脈・構造 夏の強い日ざしが照りつけて｜かんかんと｜ANANto
o1673｜情態副詞ア 通常ア：[か]んかんと H1

o1673｜形容動詞 通常ア：か[んかんに L0A△
o1674｜文脈・構造 激怒のあまり理由も聞かず｜かんかんと｜ANANto
o1674｜情態副詞ア 通常ア：[か]んかんと H1

o1674｜形容動詞 通常ア：か[んかんに L0A
o1675｜文脈・構造 金属や石などがぶつかって｜かんかんと｜ANANto
o1675｜情態副詞ア 通常ア：[か]んかんと H1
o1675｜情副挿入形 [かんかーん]と H5△, [かーんかーん]と H6△, [かー]ん[かー]んと H2.H2△ 

o1675｜形容動詞 通常ア：か[んかんに L0A△
o1676｜文脈・構造 騒音や痛みが頭などにひびき｜がんがんと｜ANANto
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o1676｜情態副詞ア 通常ア：[が]んがんと H1
o1676｜情副挿入形 [がんがーん]と H5△, がん[がーん]と L5B△, [がーんがーん]と H6△, [がー]ん[がー]ん

と H2.H2△ 
o1676｜形容動詞 通常ア：が[んがんに L0A△

o1677｜文脈・構造 周囲を気にせず突き進んで｜がんがんと｜ANANto
o1677｜情態副詞ア 通常ア：[が]んがんと H1
o1677｜情副挿入形 [がんがーん]と H5△, [がーんがーん]と H6△, [がー]ん[がー]んと H2.H2△ 

o1677｜形容動詞 通常ア：が[んがんに L0A△
o1678｜文脈・構造 ドラム缶などを何度も打って｜がんがんと｜ANANto
o1678｜情態副詞ア 通常ア：[が]んがんと H1
o1678｜情副挿入形 [がんがーん]と H5△, [がーんがーん]と H6△, [がー]ん[がー]んと H2.H2△ 

o1678｜形容動詞 通常ア：が[んがんに L0A△
o1679｜文脈・構造 重いものが何度もぶつかって｜がんがんと｜ANANto
o1679｜情態副詞ア 通常ア：[が]んがんと H1
o1679｜情副挿入形 [がんがーん]と H5△, [がーんがーん]と H6△, [がー]ん[がー]んと H2.H2△ 

o1679｜形容動詞 通常ア：が[んがんに L0A△
o1680｜文脈・構造 かん高い声で騒ぎ立てて｜きゃんきゃんと｜ANANto
o1680｜情態副詞ア 通常ア：[きゃ]んきゃんと H1
o1680｜情副挿入形 [きゃー]ん[きゃー]んと H2.H2△

o1680｜形容動詞 通常ア：きゃ[んきゃんに L0A△
o1681｜文脈・構造 騒ぎ立てたり、泣きわめいて｜ぎゃんぎゃんと｜ANANto
o1681｜情態副詞ア 通常ア：[ぎゃ]んぎゃんと H1
o1681｜情副挿入形 [ぎゃー]ん[ぎゃー]んと H2.H2△
o1682｜文脈・構造 かん高い声で騒ぎ立てて｜きんきんと｜ANANto
o1682｜情態副詞ア 通常ア：[き]んきんと H1
o1682｜情副挿入形 [きー]ん[きー]んと H2.H2△

o1682｜形容動詞 通常ア：き[んきんに L0A△
o1683｜文脈・構造 頭が絶えずひどく痛んで｜ぎんぎんと｜ANANto
o1683｜情態副詞ア 通常ア：[ぎ]んぎんと H1
o1683｜情副挿入形 [ぎんぎーん]と H5△, ぎん[ぎーん]と L5B△, [ぎーんぎーん]と H6△, [ぎー]ん[ぎー]ん

と H2.H2△ 
o1683｜形容動詞 通常ア：ぎ[んぎんに L0A△

o1684｜文脈・構造 次第に加速しながら前進して｜ぐんぐんと｜ANANto
o1684｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]んぐんと H1
o1684｜情副挿入形 [ぐんぐーん]と H5△, ぐん[ぐーん]と L5B△, [ぐーんぐーん]と H6△, [ぐー]ん[ぐー]ん

と H2.H2△ 
o1685｜文脈・構造 目に見えて速くのびて｜ぐんぐんと｜ANANto
o1685｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]んぐんと H1
o1685｜情副挿入形 [ぐんぐーん]と H5△, ぐん[ぐーん]と L5B△, [ぐーんぐーん]と H6△, [ぐー]ん[ぐー]ん

と H2.H2△ 
o1686｜文脈・構造 かたいもので何度もたたいて｜こんこんと｜ANANto
o1686｜情態副詞ア 通常ア：[こ]んこんと H1
o1686｜情副挿入形 [こんこーん]と H5△, [こーんこーん]と H6△, [こー]ん[こー]んと H2.H2△ 
o1687｜文脈・構造 雪やあられが次々と降って｜こんこんと｜ANANto
o1687｜情態副詞ア 通常ア：[こん]こんと H2｜強調ア：[こ]んこんと H1
o1688｜文脈・構造 深く長い眠りに落ちて昏昏｜こんこんと｜ANANto
o1688｜情態副詞ア 通常ア：[こんこん]と H4
o1689｜文脈・構造 軽くせきをして｜こんこんと｜ANANto
o1689｜情態副詞ア 通常ア：[こんこん]と H4｜強調ア：[こ]んこんと H1
o1689｜情副挿入形 [こんこーん]と H5△ 
o1690｜文脈・構造 かたいもので強くたたき続け｜ごんごんと｜ANANto
o1690｜情態副詞ア 通常ア：[ご]んごんと H1
o1690｜情副挿入形 [ごんごーん]と H5△, [ごーんごーん]と H6△, [ごー]ん[ごー]んと H2.H2△ 
o1691｜文脈・構造 日ざしがいっぱいに差しこみ燦燦｜さんさんと｜ANANto
o1691｜情態副詞ア 通常ア：[さんさん]と H4
o1692｜文脈・構造 元気に立ち働いて｜しゃんしゃんと｜ANANto
o1692｜情態副詞ア 通常ア：[しゃ]んしゃんと H1
o1693｜文脈・構造 ものごとが景気よく進んで｜じゃんじゃんと｜ANANto
o1693｜情態副詞ア 通常ア：[じゃ]んじゃんと H1
o1693｜情副挿入形 [じゃんじゃーん]と H5△, じゃん[じゃーん]と L5B△, [じゃーんじゃーん]と H6△, [じ

ゃー]ん[じゃー]んと H2.H2△
o1694｜文脈・構造 程度がはなはだしくて｜じゃんじゃんと｜ANANto
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o1694｜情態副詞ア 通常ア：[じゃ]んじゃんと H1
o1694｜情副挿入形 [じゃー]ん[じゃ]んと H2.H1△, [じゃー]ん[じゃー]んと H2.H2△
o1695｜文脈・構造 やかんなどの湯が沸きたって｜しゅんしゅんと｜ANANto
o1695｜情態副詞ア 通常ア：[しゅんしゅん]と H4
o1695｜情副挿入形 [しゅんしゅーん]と H5△, [しゅーんしゅーん]と H6△

o1695｜形容動詞 通常ア：しゅ[んしゅんに L0A△
o1696｜文脈・構造 体がしびれるほど冷えてきて｜じんじんと｜ANANto
o1696｜情態副詞ア 通常ア：[じ]んじんと H1
o1696｜情副挿入形 [じー]ん[じー]んと H2.H2△
o1697｜文脈・構造 患部が始終痛んだりしびれて｜じんじんと｜ANANto
o1697｜情態副詞ア 通常ア：[じ]んじんと H1
o1697｜情副挿入形 [じんじーん]と H5△, じん[じーん]と L5B△, [じーんじーん]と H6△, [じー]ん[じー]ん

と H2.H2△ 
o1697｜形容動詞 通常ア：じ[んじんに L0A△

o1698｜文脈・構造 絶えまなく、うずき痛んで｜ずんずんと｜ANANto
o1698｜情態副詞ア 通常ア：[ず]んずんと H1
o1698｜情副挿入形 [ずーんずーん]と H6△, [ずー]ん[ずー]んと H2.H2△
o1699｜文脈・構造 遅滞なく次から次へと進んで｜ずんずんと｜ANANto
o1699｜情態副詞ア 通常ア：[ず]んずんと H1
o1699｜情副挿入形 [ずー]ん[ず]んと H2.H1△, [ずー]ん[ずー]んと H2.H2△
o1700｜文脈・構造 ものごとを力強く押し進めて｜ずんずんと｜ANANto
o1700｜情態副詞ア 通常ア：[ずんずん]と H4｜強調ア：[ず]んずんと H1△
o1700｜情副挿入形 [ずんずーん]と H5△, ずん[ずーん]と L5B△, [ずーんずーん]と H6△, [ずー]ん[ずー]ん

と H2.H2△ 
o1701｜文脈・構造 谷川の浅い清流などが流れて潺潺｜せんせんと｜ANANto
o1701｜情態副詞ア 通常ア：[せんせん]と H4
o1702｜文脈・構造 ものを軽く連続して打って｜たんたんと｜ANANto
o1702｜情態副詞ア 通常ア：[たんたん]と H4｜強調ア：[た]んたんと H1△
o1702｜情副挿入形 [たんたーん]と H5△, [たーんたーん]と H6△, [たー]ん[たー]んと H2.H2△ 
o1703｜文脈・構造 ものを力強く連続してたたき｜だんだんと｜ANANto
o1703｜情態副詞ア 通常ア：[だんだん]と H4｜強調ア：[だ]んだんと H1△
o1703｜情副挿入形 [だんだーん]と H5△, [だーんだーん]と H6△, [だー]ん[だー]んと H2.H2△ 
o1704｜文脈・構造 刀と刀などを打ち合わせて｜ちゃんちゃんと｜ANANto
o1704｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃんちゃん]と H4｜強調ア：[ちゃ]んちゃんと H1△
o1704｜情副挿入形 [ちゃんちゃーん]とH5△, [ちゃーんちゃーん]とH6△, [ちゃー]ん[ちゃー]んとH2.H2△

o1704｜形容動詞 通常ア：ちゃ[んちゃんに L0A△
o1705｜文脈・構造 三味線を続けて弾いて｜ちゃんちゃんと｜ANANto
o1705｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃんちゃん]と H4｜強調ア：[ちゃ]んちゃんと H1△
o1705｜情副挿入形 [ちゃんちゃーん]とH5△, [ちゃーんちゃーん]とH6△, [ちゃー]ん[ちゃー]んとH2.H2△
o1706｜文脈・構造 刀で斬り合いをして｜ちゃんちゃんと｜ANANto
o1706｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃんちゃん]と H4｜強調ア：[ちゃ]んちゃんと H1△
o1706｜情副挿入形 [ちゃんちゃーん]とH5△, [ちゃーんちゃーん]とH6△, [ちゃー]ん[ちゃー]んとH2.H2△
o1707｜文脈・構造 やかんなどの湯が沸騰して｜ちんちんと｜ANANto
o1707｜情態副詞ア 通常ア：[ちんちん]と H4
o1707｜情副挿入形 [ちんちーん]と H5△, [ちーんちーん]と H6△

o1707｜形容動詞 通常ア：ち[んちんに L0A△
o1708｜文脈・構造 金属やかたいものがふれ合い｜ちんちんと｜ANANto
o1708｜情態副詞ア 通常ア：[ちんちん]と H4｜強調ア：[ち]んちんと H1△
o1708｜情副挿入形 [ちんちーん]と H5△, [ちーんちーん]と H6△
o1709｜文脈・構造 不機嫌にそっぽを向いて｜つんつんと｜ANANto
o1709｜情態副詞ア 通常ア：[つ]んつんと H1
o1709｜情副挿入形 [つんつーん]と H5△, [つーんつーん]と H6△

o1709｜形容動詞 通常ア：つ[んつんに L0A△
o1710｜文脈・構造 何度も軽く突っついて｜つんつんと｜ANANto
o1710｜情態副詞ア 通常ア：[つんつん]と H4｜強調ア：[つ]んつんと H1△
o1710｜情副挿入形 [つんつーん]と H5△, [つーんつーん]と H6△
o1711｜文脈・構造 三味線をつまびいて｜つんつんと｜ANANto
o1711｜情態副詞ア 通常ア：[つんつん]と H4｜強調ア：[つ]んつんと H1△
o1711｜情副挿入形 [つんつーん]と H5△, [つーんつーん]と H6△
o1712｜文脈・構造 三味線・銅鑼・太鼓が重く｜でんでんと｜ANANto
o1712｜情態副詞ア 通常ア：[でんでん]と H4
o1712｜情副挿入形 [でーんでーん]と H6△, [でんーでんー]と H6△【※「んー」は撥音の延長の意。】
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o1713｜文脈・構造 続けざまに、順調に運んで｜とんとんと｜ANANto
o1713｜情態副詞ア 通常ア：[とんとん]と H4
o1713｜情副挿入形 [とんとーん]と H5△, とん[とーん]と L5B△, [とーんとーん]と H6△, とーん[とーん]

と L6C△ 
o1713｜形容動詞 通常ア：と[んとんに L0A△

o1714｜文脈・構造 たたいたり踏み鳴らして｜とんとんと｜ANANto
o1714｜情態副詞ア 通常ア：[とんとん]と H4, [とん]とんと H2｜強調ア：[と]んとんと H1 
o1714｜情副挿入形 [とんとーん]と H5△, とん[とーん]と L5B△, [とーんとーん]と H6△, とーん[とーん]

と L6C△, [とー]ん[とー]んと H2.H2△
o1715｜文脈・構造 収支が五分五分で｜とんとんと｜ANANto
o1715｜情態副詞ア 通常ア：と[んと]んと L3A△

o1715｜形容動詞 通常ア：と[んとんに L0A
o1716｜文脈・構造 勢いよくためらわずに進めて｜どんどんと｜ANANto
o1716｜情態副詞ア 通常ア：[ど]んどんと H1
o1716｜情副挿入形 [どんどーん]と H5△, どん[どーん]と L5B△, [どーんどーん]と H6△, どーん[どーん]

と L6C△ 
o1717｜文脈・構造 戸などを何度も強くたたいて｜どんどんと｜ANANto
o1717｜情態副詞ア 通常ア：[どんどん]と H4｜強調ア：[ど]んどんと H1△
o1717｜情副挿入形 [どんどーん]と H5△, [どーんどーん]と H6△
o1718｜文脈・構造 水や日ざしが満ち満ちて｜なんなんと｜ANANto
o1718｜情態副詞ア 通常ア：[なんなん]と H4
o1719｜文脈・構造 勢いよくためらわずに進めて｜ばんばんと｜ANANto
o1719｜情態副詞ア 通常ア：[ば]んばんと H1
o1719｜情副挿入形 [ばんばーん]と H5△, ばん[ばーん]と L5B△, [ばーんばーん]と H6△, [ばー]ん[ばー]ん

と H2.H2△ 
o1719｜形容動詞 通常ア：ば[んばんに L0A△

o1720｜文脈・構造 拍手を打って｜ぱんぱんと｜ANANto
o1720｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]んぱんと H1
o1720｜情副挿入形 [ぱー]ん[ぱ]んと H2.H1△, [ぱー]ん[ぱー]んと H2.H2△
o1721｜文脈・構造 はち切れそうにふくらんで｜ぱんぱんと｜ANANto
o1721｜情態副詞ア 通常ア：[ぱんぱん]と H4
o1721｜情副挿入形 [ぱんぱーん]と H5△, [ぱーんぱーん]と H6△

o1721｜形容動詞 通常ア：ぱ[んぱんに L0A
o1722｜文脈・構造 矢などが強く風を切って｜びゅんびゅんと｜ANANto
o1722｜情態副詞ア 通常ア：[びゅ]んびゅんと H1
o1722｜情副挿入形 [びゅんびゅーん]とH5△, [びゅーんびゅーん]とH6△, [びゅー]ん[びゅー]んとH2.H2△
o1723｜文脈・構造 連続的に強風が吹いて｜びゅんびゅんと｜ANANto
o1723｜情態副詞ア 通常ア：[びゅんびゅん]と H4｜強調ア：[びゅ]んびゅんと H1
o1723｜情副挿入形 [びゅんびゅーん]と H5△, びゅん[びゅーん]と L5B△, [びゅーんびゅーん]と H6△, [び

ゅー]ん[びゅー]んと H2.H2△
o1724｜文脈・構造 矢などが強く風を切って｜ぴゅんぴゅんと｜ANANto
o1724｜情態副詞ア 通常ア：[ぴゅ]んぴゅんと H1
o1724｜情副挿入形 [ぴゅんぴゅーん]とH5△, [ぴゅーんぴゅーん]とH6△, [ぴゅー]ん[ぴゅー]んとH2.H2△
o1725｜文脈・構造 連続的に強風が吹いて｜ぴゅんぴゅんと｜ANANto
o1725｜情態副詞ア 通常ア：[ぴゅんぴゅん]と H4｜強調ア：[ぴゅ]んぴゅんと H1
o1725｜情副挿入形 [ぴゅんぴゅーん]と H5△, ぴゅん[ぴゅーん]と L5B△, [ぴゅーんぴゅーん]と H6△, [ぴ

ゅー]ん[ぴゅー]んと H2.H2△
o1726｜文脈・構造 元気で生き生きして｜ぴんぴんと｜ANANto
o1726｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]んぴんと H1
o1726｜情副挿入形 [ぴー]んぴんと H2△, [ぴー]ん[ぴー]んと H2.H2△
o1727｜文脈・構造 相手の思いが強く心に伝わり｜ぴんぴんと｜ANANto
o1727｜情態副詞ア 通常ア：[ぴんぴん]と H4
o1727｜情副挿入形 [ぴんぴーん]と H5△, [ぴーんぴーん]と H6△
o1728｜文脈・構造 重く鋭く風を切って｜ぶんぶんと｜ANANto
o1728｜情態副詞ア 通常ア：[ぶんぶん]と H4｜強調ア：[ぶ]んぶんと H1
o1728｜情副挿入形 [ぶんぶーん]と H5△, ぶん[ぶーん]と L5B△, [ぶーんぶーん]と H6△, [ぶー]ん[ぶー]ん

と H2.H2△ 
o1729｜文脈・構造 腹を立てて不機嫌さを隠さず｜ぷんぷんと｜ANANto
o1729｜情態副詞ア 通常ア：[ぷ]んぷんと H1
o1729｜情副挿入形 [ぷんぷーん]と H5△, [ぷーんぷーん]と H6△

o1729｜形容動詞 通常ア：ぷ[んぷんに L0A
o1730｜文脈・構造 三味線や太鼓の音がひびいて｜べんべんと｜ANANto
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o1730｜情態副詞ア 通常ア：[べんべん]と H4｜強調ア：[べ]んべんと H1△
o1730｜情副挿入形 [べんべーん]と H5△, [べんべんー]と H5△, [べーんべーん]と H6△, [べー]ん[べー]んと

H2.H2△, [べんーべんー]と H6△
o1731｜文脈・構造 尻などを軽くたたいて｜ぺんぺんと｜ANANto
o1731｜情態副詞ア 通常ア：[ぺんぺん]と H4｜強調ア：[ぺ]んぺんと H1△
o1731｜情副挿入形 [ぺんぺーん]と H5△, [ぺーんぺーん]と H6△

o1731｜形容動詞 通常ア：[ぺんぺんに H0△
o1732｜文脈・構造 三味線を弾いて｜ぺんぺんと｜ANANto
o1732｜情態副詞ア 通常ア：[ぺんぺん]と H4｜強調ア：[ぺ]んぺんと H1△
o1732｜情副挿入形 [ぺんぺーん]と H5△, [ぺーんぺーん]と H6△, [ぺー]ん[ぺー]んと H2.H2△ 
o1733｜文脈・構造 鐘や三味線のこもった音が｜ぼんぼんと｜ANANto
o1733｜情態副詞ア 通常ア：[ぼんぼん]と H4｜強調ア：[ぼ]んぼんと H1△
o1733｜情副挿入形 [ぼんぼーん]と H5△, [ぼーんぼーん]と H6△, [ぼー]ん[ぼー]んと H2.H2△ 
o1734｜文脈・構造 鉄砲を撃ち続けて｜ぼんぼんと｜ANANto
o1734｜情態副詞ア 通常ア：[ぼんぼん]と H4｜強調ア：[ぼ]んぼんと H1△
o1734｜情副挿入形 [ぼんぼーん]と H5△, [ぼーんぼーん]と H6△, [ぼー]ん[ぼー]んと H2.H2△ 
o1735｜文脈・構造 次々と威勢よくたたみかけて｜ぽんぽんと｜ANANto
o1735｜情態副詞ア 通常ア：[ぽ]んぽんと H1
o1735｜情副挿入形 [ぽんぽーん]と H5△, [ぽーんぽーん]と H6△
o1736｜文脈・構造 腹がいっぱいにふくれて｜ぽんぽんと｜ANANto
o1736｜情態副詞ア 通常ア：[ぽんぽん]と H4, [ぽんぽ]んと H3, [ぽん]ぽんと H2｜強調ア：[ぽ]んぽんと H1

△ 
o1736｜情副挿入形 [ぽんぽーん]と H5△, [ぽーんぽーん]と H6△

o1736｜形容動詞 通常ア：ぽ[んぽんに L0A
o1737｜文脈・構造 熱気などが強く立ちこめて｜むんむんと｜ANANto
o1737｜情態副詞ア 通常ア：[む]んむんと H1
o1737｜情副挿入形 [むー]ん[むー]んと H2.H2△

o1737｜形容動詞 通常ア：む[んむんに L0A△
o1738｜文脈・構造 気分が浮き立って躍りあがり｜らんらんと｜ANANto
o1738｜情態副詞ア 通常ア：[らんらん]と H4
o1738｜情副挿入形 [らーんらん]と H5△, [らー]ん[らん]と H2.H2△, [らんらーん]と H5△, [ら]ん[らーん]と

H1.H3△, [らーんらーん]と H6△, [らー]ん[らー]んと H2.H2△
o1739｜文脈・構造 猛獣の目が暗い所で鋭く光り爛爛｜らんらんと｜ANANto
o1739｜情態副詞ア 通常ア：[らんらん]と H4
o1740｜文脈・構造 気分が浮き立ち鼻歌まじりで｜るんるんと｜ANANto
o1740｜情態副詞ア 通常ア：[るんるん]と H4
o1740｜情副挿入形 [るんるーん]と H5△ 

o1740｜形容動詞 通常ア：[るんるんに H0△
o1741｜文脈・構造 所かまわず大声で泣きわめき｜わんわんと｜ANANto
o1741｜情態副詞ア 通常ア：[わ]んわんと H1
o1741｜情副挿入形 [わー]ん[わー]んと H2.H2△

o1741｜形容動詞 通常ア：わ[んわんに L0A△
o1742｜文脈・構造 枝や葉をはげしく鳴らして｜ざんざと｜ANAto
o1742｜情態副詞ア 通常ア：[ざ]んざと H1
o1743｜文脈・構造 熱気などが強く立ちこめて｜むんむと｜ANAto
o1743｜情態副詞ア 通常ア：[むん]むと H2｜強調ア：[む]んむと H1△
o1743｜情副挿入形 [むー]んむと H2△ 
o1744｜文脈・構造 やかましく騒いで｜わんわと｜ANAto
o1744｜情態副詞ア 通常ア：[わ]んわと H1
o1745｜文脈・構造 豪快に、屈託なく笑って｜かんらかんらと｜ANBANBto
o1745｜情態副詞ア 通常ア：[かん]ら[かん]らと H2.H2
o1746｜文脈・構造 大勢が押し寄せ混み合って｜わんさわんさと｜ANBANBto
o1746｜情態副詞ア 通常ア：[わ]んさ[わ]んさと H1.H1

o1746｜形容動詞 通常ア：[わ]んさ[わ]んさに H1.H1△
o1747｜文脈・構造 三味線の音が｜てんつるてんと｜ANBCANto
o1747｜情態副詞ア 通常ア：[てんつるてん]と H6, [てんつるて]んと H5｜強調ア：[てん]つる[てん]と H2.H2

△, [てん]つる[て]んと H2.H1△, [て]んつる[て]んと H1.H1△
o1747｜情副挿入形 [てん]つる[てーん]と H2.H3△
o1748｜文脈・構造 大勢が先を争って混乱して｜てんやわんやと｜ANBCNBto
o1748｜情態副詞ア 通常ア：[てんやわん]やと H5, [てんやわ]んやと H4

o1748｜形容動詞 通常ア：[てんやわん]やに H5, [てんやわ]んやに H4
o1749｜文脈・構造 金属製のものがぶつかって｜ちんからりと｜ANBCrito
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o1749｜情態副詞ア 通常ア：[ちんからり]と H5, [ちんから]りと H4, [ちん]からりと H2 
o1749｜情副挿入形 [ちんからりっ]と H6△, [ちんからりーっ]と H7△
o1750｜文脈・構造 金色に光り輝き／真新しくて｜きんぴかと｜ANBCto

o1750｜形容動詞 通常ア：き[んぴかと L0A
o1751｜文脈・構造 規則正しく鉦をたたいて｜ちゃんちきと｜ANBCto
o1751｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃんちき]と H4, [ちゃん]ちきと H2｜強調ア：[ちゃ]んちきと H1△ 
o1752｜文脈・構造 太鼓をたたいて｜てんつくと｜ANBCto
o1752｜情態副詞ア 通常ア：[てん]つくと H2｜強調ア：[て]んつくと H1△
o1753｜文脈・構造 宴席で鳴物入りで遊び騒いで｜どんちきと｜ANBCto
o1753｜情態副詞ア 通常ア：[ど]んちきと H1

o1753｜形容動詞 通常ア：[ど]んちきに H1△
o1754｜文脈・構造 宴席で鳴物入りで遊び騒いで｜どんちゃかと｜ANBCto
o1754｜情態副詞ア 通常ア：[ど]んちゃかと H1

o1754｜形容動詞 通常ア：[ど]んちゃかに H1△
o1755｜文脈・構造 うちわ太鼓をたたく音が｜どんつくと｜ANBCto
o1755｜情態副詞ア 通常ア：[どん]つくと H2｜強調ア：[ど]んつくと H1△
o1756｜文脈・構造 ピストルで撃ち合って｜どんぱちと｜ANBCto
o1756｜情態副詞ア 通常ア：[ど]んぱちと H1

o1756｜形容動詞 通常ア：[ど]んぱちに H1△
o1757｜文脈・構造 軽くてやわらかくて｜ふんわかと｜ANBCto
o1757｜情態副詞ア 通常ア：[ふんわか]と H4, [ふんわ]かと H3, [ふん]わかと H2｜強調ア：ふん[わ]かと L3B

△ 
o1757｜情副挿入形 ふーん[わ]かと L4C△
o1758｜文脈・構造 あたたかな雰囲気で心地よく｜ほんわかと｜ANBCto
o1758｜情態副詞ア 通常ア：[ほんわ]かと H3, [ほん]わかと H2｜強調ア：ほん[わ]かと L3B△ 
o1758｜情副挿入形 ほーん[わ]かと L4C△
o1759｜文脈・構造 大量に一度に押し寄せて｜わんさかと｜ANBCto
o1759｜情態副詞ア 通常ア：[わ]んさかと H1
o1759｜情副挿入形 [わー]んさかと H2△ 
o1760｜文脈・構造 だらしなく時を過ごして｜のんべんだらりと｜ANBNCDrito
o1760｜情態副詞ア 通常ア：[のんべんだらり]と H7, [のんべんだら]りと H6, [のんべんだ]らりと H5｜強調

ア：[のんべん]だ[ら]りと H4.L2△
o1760｜情副挿入形 [のんべんだらりー]と H8△

o1760｜形容動詞 通常ア：[のんべんだらりに H0△, [のんべん]だ[ら]りにH4.L2△, [のんべん]だ[らりに
H4.L0A△, [のんべんだら]りに H6△, [のんべんだ]らりに H5△

o1761｜文脈・構造 三味線や口三味線の音が｜ちんとんしゃんと｜ANBNCNto
o1761｜情態副詞ア 通常ア：[ちん]とん[しゃん]と H2.H2｜強調ア：[ち]んとん[しゃん]と H1.H2△ 
o1761｜情副挿入形 [ちん]とん[しゃーん]と H2.H3△, [ち]んとん[しゃーん]と H1.H3△ 
o1762｜文脈・構造 金槌などをたたいて｜とんてんかんと｜ANBNCNto
o1762｜情態副詞ア 通常ア：[とん]てん[かん]と H2.H2｜強調ア：[と]んてん[か]んと H1.H1 
o1762｜情副挿入形 [とん]てん[かーん]と H2.H3△, [と]んてん[かーん]と H1.H3△
o1763｜文脈・構造 鉦と太鼓の音がいりまじって｜ちんどんと｜ANBNto
o1763｜情態副詞ア 通常ア：[ちんどん]と H4, [ちん]どんと H2｜強調ア：[ち]んどんと H1△ 
o1763｜情副挿入形 [ちんどーん]と H5△, [ち]ん[どーん]と H1.H3△, [ちーんどーん]と H6△, [ちー]ん[どー

ん]と H2.H3△ 
o1764｜文脈・構造 とげのある口調や態度で｜つんけんと｜ANBNto
o1764｜情態副詞ア 通常ア：[つ]んけんと H1
o1765｜文脈・構造 宴席で鳴物入りで遊び騒いで｜どんちゃんと｜ANBNto
o1765｜情態副詞ア 通常ア：[ど]んちゃんと H1

o1765｜形容動詞 通常ア：[ど]んちゃんに H1△
o1766｜文脈・構造 太鼓と鉦を同時に打ち鳴らし｜どんちゃんと｜ANBNto
o1766｜情態副詞ア 通常ア：[ど]んちゃんと H1
o1766｜情副挿入形 [ど]ん[ちゃーん]と H1.H3△, [ど]ん[ちゃー]んと H1.H2△, [どー]ん[ちゃー]んと H2.H2

△ 
o1766｜形容動詞 通常ア：[ど]んちゃんに H1△

o1767｜文脈・構造 年齢の割に元気がよくて｜ぴんしゃんと｜ANBNto
o1767｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]んしゃんと H1
o1768｜文脈・構造 女性のプロポーションがよく｜ぼんきゅっぼんと｜ANBQANto
o1768｜情態副詞ア 通常ア：[ぼんきゅっぼん]と H6
o1768｜情副挿入形 [ぼんきゅっぼーん]と H7△

o1768｜形容動詞 通常ア：[ぼんきゅっぼんに H0△
o1769｜文脈・構造 吹奏楽などの楽隊が｜じんたったと｜ANBQBto
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o1769｜情態副詞ア 通常ア：[じん]たったと H2｜強調ア：[じ]んたったと H1△
o1769｜情副挿入形 [じ]んたっ[たー]と H1.H2△, [じ]んたっ[たーっ]と H1.H3△
o1770｜文脈・構造 肥え太って、ふくれて｜ずんぐりむっくりと｜ANBriCQDrito
o1770｜情態副詞ア 通常ア：ずん[ぐりむっ]くりと L6B

o1770｜形容動詞 通常ア：ずん[ぐりむっ]くりに L6B△
o1771｜文脈・構造 水中に勢いよく沈んで｜どんぶりこと｜ANBriCto
o1771｜情態副詞ア 通常ア：[どん]ぶりこと H2
o1772｜文脈・構造 大口をあけて一口に食べて｜あんぐりと｜ANBrito
o1772｜情態副詞ア 通常ア：[あんぐ]りと H3, [あん]ぐりと H2｜強調ア：あん[ぐ]りと L3B△ 
o1772｜情副挿入形 [あーん]ぐりと H3△ 
o1773｜文脈・構造 しつこさに嫌気がさして｜うんざりと｜ANBrito
o1773｜情態副詞ア 通常ア：[うんざ]りと H3, [うん]ざりと H2｜強調ア：うん[ざ]りと L3B△ 
o1773｜情副挿入形 うーん[ざ]りと L4C△

o1773｜形容動詞 通常ア：[うんざ]りに H3△, [うん]ざりに H2△, うん[ざ]りに L3B△｜挿入形：うーん
[ざ]りに L4C△ 

o1774｜文脈・構造 たわいなく曲がって｜ぐんにゃりと｜ANBrito
o1774｜情態副詞ア 通常ア：[ぐんにゃ]りと H3, [ぐん]にゃりと H2｜強調ア：ぐん[にゃ]りと L3B 
o1774｜情副挿入形 ぐーん[にゃ]りと L4C△

o1774｜形容動詞 通常ア：[ぐんにゃ]りに H3△, [ぐん]にゃりに H2△, ぐん[にゃ]りに L3B△ 
o1775｜文脈・構造 疲れや暑さに弱ってしまい｜げんなりと｜ANBrito
o1775｜情態副詞ア 通常ア：[げんな]りと H3, [げん]なりと H2｜強調ア：げん[な]りと L3B△ 
o1775｜情副挿入形 げーん[な]りと L4C△

o1775｜形容動詞 通常ア：[げんな]りに H3△, [げん]なりに H2△, げん[な]りに L3B△｜挿入形：げーん
[な]りに L4C△ 

o1776｜文脈・構造 ひどさのあまり気力をそがれ｜げんなりと｜ANBrito
o1776｜情態副詞ア 通常ア：[げんな]りと H3, [げん]なりと H2｜強調ア：げん[な]りと L3B△ 
o1776｜情副挿入形 げーん[な]りと L4C△

o1776｜形容動詞 通常ア：[げんな]りと H3△, [げん]なりと H2△, げん[な]りと L3B△ 
o1777｜文脈・構造 適度なこげめでこうばしく｜こんがりと｜ANBrito
o1777｜情態副詞ア 通常ア：[こんが]りと H3, [こん]がりと H2｜強調ア：こん[が]りと L3B△ 
o1777｜情副挿入形 こーん[が]りと L4C△

o1777｜形容動詞 通常ア：[こんが]りに H3△, [こん]がりに H2△, こん[が]りに L3B△ 
o1778｜文脈・構造 山が丸みをおびて盛り上がり｜こんもりと｜ANBrito
o1778｜情態副詞ア 通常ア：[こんも]りと H3, [こん]もりと H2｜強調ア：こん[も]りと L3B△ 
o1778｜情副挿入形 こーん[も]りと L4C△
o1779｜文脈・構造 波が大きく寄せては返し｜ざんぶりと｜ANBrito
o1779｜情態副詞ア 通常ア：[ざん]ぶりと H2
o1779｜情副挿入形 [ざーん]ぶりと H3△ 
o1780｜文脈・構造 しおれて、さびしそうにして｜しょんぼりと｜ANBrito
o1780｜情態副詞ア 通常ア：[しょんぼ]りと H3, [しょん]ぼりと H2｜強調ア：しょん[ぼ]りと L3B△ 
o1780｜情副挿入形 [しょーんぼ]りと H4△, [しょーん]ぼりと H3△,しょんー[ぼ]りと L4C△ 

o1780｜形容動詞 通常ア：[しょんぼ]りに H3△, [しょん]ぼりに H2△, しょん[ぼ]りに L3B△ 
o1781｜文脈・構造 ものがやわらかく曲がって｜しんなりと｜ANBrito
o1781｜情態副詞ア 通常ア：[しんな]りと H3, [しん]なりと H2｜強調ア：しん[な]りと L3B△ 
o1781｜情副挿入形 しーん[な]りと L4C△

o1781｜形容動詞 通常ア：[しんな]りに H3△, [しん]なりに H2△, しん[な]りに L3B△ 
o1782｜文脈・構造 かたかったものが軟化して｜しんなりと｜ANBrito
o1782｜情態副詞ア 通常ア：[しんな]りと H3, [しん]なりと H2｜強調ア：しん[な]りと L3B△ 
o1782｜情副挿入形 しんな[りっ]と L5C△, しんな[りーっ]と L6C△, しーん[な]りと L4C△ 

o1782｜形容動詞 通常ア：[しんな]りに H3△, [しん]なりに H2△, しん[な]りに L3B△ 
o1783｜文脈・構造 しつこく、粘っこくて｜しんねりと｜ANBrito
o1783｜情態副詞ア 通常ア：[しんね]りと H3, [しん]ねりと H2｜強調ア：しん[ね]りと L3B△ 
o1783｜情副挿入形 しーん[ね]りと L4C△

o1783｜形容動詞 通常ア：[しんね]りに H3△, [しん]ねりに H2△, しん[ね]りに L3B△ 
o1784｜文脈・構造 やわらかいが歯ごたえがあり｜しんねりと｜ANBrito
o1784｜情態副詞ア 通常ア：[しんね]りと H3, [しん]ねりと H2｜強調ア：しん[ね]りと L3B△ 
o1784｜情副挿入形 しんね[りっ]と L5C△, しんね[りーっ]と L6C△, しーん[ね]りと L4C△ 
o1785｜文脈・構造 沈んだ口調で静かに言って｜しんみりと｜ANBrito
o1785｜情態副詞ア 通常ア：[しんみ]りと H3, [しん]みりと H2｜強調ア：しん[み]りと L3B△ 
o1785｜情副挿入形 しーん[み]りと L4C△

o1785｜形容動詞 通常ア：[しんみ]りに H3△, [しん]みりに H2△, しん[み]りに L3B△ 
o1786｜文脈・構造 ものさびしくしめやかに｜しんみりと｜ANBrito
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o1786｜情態副詞ア 通常ア：[しんみ]りと H3, [しん]みりと H2
o1786｜情副挿入形 [しーんみ]りと H4△, [しーん]みりと H3△, しんー[み]りと L4C△ 

o1786｜形容動詞 通常ア：[しんみ]りに H3△, [しん]みりに H2△, しん[み]りに L3B△ 
o1787｜文脈・構造 同情して少し悲しく感じて｜しんみりと｜ANBrito
o1787｜情態副詞ア 通常ア：[しんみ]りと H3, [しん]みりと H2｜強調ア：しん[み]りと L3B△ 
o1787｜情副挿入形 しーん[み]りと L4C△
o1788｜文脈・構造 汗や涙などが徐々にしみ出て｜じんわりと｜ANBrito
o1788｜情態副詞ア 通常ア：[じんわ]りと H3, [じん]わりと H2｜強調ア：じん[わ]りと L3B△ 
o1788｜情副挿入形 じーん[わ]りと L4C△
o1789｜文脈・構造 汗や涙が徐々にしみ出して｜じんわりと｜ANBrito
o1789｜情態副詞ア 通常ア：[じんわ]りと H3, [じん]わりと H2｜強調ア：じん[わ]りと L3B△ 
o1789｜情副挿入形 じーん[わ]りと L4C△
o1790｜文脈・構造 背の低いわりに太って｜ずんぐりと｜ANBrito
o1790｜情態副詞ア 通常ア：[ずんぐ]りと H3, [ずん]ぐりと H2｜強調ア：ずん[ぐ]りと L3B△ 
o1790｜情副挿入形 ずーん[ぐ]りと L4C△

o1790｜形容動詞 通常ア：[ずんぐ]りに H3△, [ずん]ぐりに H2△, ずん[ぐ]りに L3B△ 
o1791｜文脈・構造 抵抗なくおだやかに進んで｜すんなりと｜ANBrito
o1791｜情態副詞ア 通常ア：[すんな]りと H3, [すん]なりと H2｜強調ア：すん[な]りと L3B△ 
o1791｜情副挿入形 すーん[な]りと L4C△

o1791｜形容動詞 通常ア：[すんな]りに H3△, [すん]なりに H2△, すん[な]りに L3B△ 
o1792｜文脈・構造 長細くしなやかで｜すんなりと｜ANBrito
o1792｜情態副詞ア 通常ア：[すんな]りと H3, [すん]なりと H2｜強調ア：すん[な]りと L3B△ 
o1792｜情副挿入形 すーん[な]りと L4C△

o1792｜形容動詞 通常ア：[すんな]りに H3△, [すん]なりに H2△, すん[な]りに L3B△ 
o1793｜文脈・構造 金などを満足できるだけ得て｜たんまりと｜ANBrito
o1793｜情態副詞ア 通常ア：[たんま]りと H3, [たん]まりと H2｜強調ア：たん[ま]りと L3B△ 
o1793｜情副挿入形 たーん[ま]りと L4C△
o1794｜文脈・構造 金などをじゅうぶんに得て｜たんまりと｜ANBrito
o1794｜情態副詞ア 通常ア：[たんま]りと H3, [たん]まりと H2｜強調ア：たん[ま]りと L3B△ 
o1794｜情副挿入形 [たーんま]りと H4△, たーん[ま]りと L4C△
o1795｜文脈・構造 いまにも雨が降りそうで｜どんよりと｜ANBrito
o1795｜情態副詞ア 通常ア：[どんよ]りと H3, [どん]よりと H2｜強調ア：どん[よ]りと L3B△ 
o1795｜情副挿入形 どーん[よ]りと L4C△
o1796｜文脈・構造 生気の失せた、にごった目で｜どんよりと｜ANBrito
o1796｜情態副詞ア 通常ア：[どんよ]りと H3, [どん]よりと H2｜強調ア：どん[よ]りと L3B△ 
o1796｜情副挿入形 どーん[よ]りと L4C△
o1797｜文脈・構造 望むとおりになって満足げに｜にんまりと｜ANBrito
o1797｜情態副詞ア 通常ア：[にんま]りと H3, [にん]まりと H2｜強調ア：にん[ま]りと L3B△ 
o1797｜情副挿入形 にーん[ま]りと L4C△
o1798｜文脈・構造 表面が粘液でおおわれて｜ぬんめりと｜ANBrito
o1798｜情態副詞ア 通常ア：[ぬんめ]りと H3, [ぬん]めりと H2｜強調ア：ぬん[め]りと L3B△ 
o1798｜情副挿入形 ぬーん[め]りと L4C△

o1798｜形容動詞 通常ア：[ぬんめ]りに H3△, [ぬん]めりに H2△, ぬん[めりに L3B△ 
o1799｜文脈・構造 心身ともにくつろいで｜のんびりと｜ANBrito
o1799｜情態副詞ア 通常ア：[のんび]りと H3, [のん]びりと H2｜強調ア：のん[び]りと L3B△ 
o1799｜情副挿入形 のーん[び]りと L4C△

o1799｜形容動詞 通常ア：[のんび]りに H3△, [のん]びりに H2△
o1800｜文脈・構造 仕事をしないで心身を休めて｜のんびりと｜ANBrito
o1800｜情態副詞ア 通常ア：[のんびり]と H4, [のんび]りと H3, [のん]びりと H2｜強調ア：のん[び]りと L3B

△ 
o1800｜情副挿入形 [のーん]びりと H3△ 
o1801｜文脈・構造 冷たさを感じて｜ひんやりと｜ANBrito
o1801｜情態副詞ア 通常ア：[ひんや]りと H3, [ひん]やりと H2
o1801｜情副挿入形 ひんや[りっ]と L5C△, ひんや[りーっ]と L6C△
o1802｜文脈・構造 ふくらんでやわらかくて｜ふんわりと｜ANBrito
o1802｜情態副詞ア 通常ア：[ふんわ]りと H3, [ふん]わりと H2｜強調ア：ふん[わ]りと L3B△ 
o1802｜情副挿入形 ふーん[わ]りと L4C△

o1802｜形容動詞 通常ア：[ふんわ]りに H3△, [ふん]わりに H2△, ふん[わ]りに L3B△ 
o1803｜文脈・構造 静かに空中に浮かんで｜ふんわりと｜ANBrito
o1803｜情態副詞ア 通常ア：[ふんわ]りと H3, [ふん]わりと H2｜強調ア：ふん[わ]りと L3B△ 
o1803｜情副挿入形 ふーん[わ]りと L4C△

o1803｜形容動詞 通常ア：[ふんわ]りに H3△, [ふん]わりに H2△, ふん[わ]りに L3B△ 
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o1804｜文脈・構造 多量の空気を含みやわらかく｜ふんわりと｜ANBrito
o1804｜情態副詞ア 通常ア：[ふんわ]りと H3, [ふん]わりと H2｜強調ア：ふん[わ]りと L3B△ 
o1804｜情副挿入形 ふーん[わ]りと L4C△

o1804｜形容動詞 通常ア：[ふんわ]りに H3△, [ふん]わりに H2△, ふん[わ]りに L3B△ 
o1805｜文脈・構造 形・色・香りなどがかすかに｜ほんのりと｜ANBrito
o1805｜情態副詞ア 通常ア：[ほんの]りと H3, [ほん]のりと H2｜強調ア：ほん[の]りと L3B△ 
o1805｜情副挿入形 ほーん[の]りと L4C△
o1806｜文脈・構造 ものの形や輪郭が不明瞭に｜ぼんやりと｜ANBrito
o1806｜情態副詞ア 通常ア：[ぼんや]りと H3, [ぼん]やりと H2｜強調ア：ぼん[や]りと L3B 
o1806｜情副挿入形 ぼーん[や]りと L4C△

o1806｜形容動詞 通常ア：[ぼんや]りに H3△, [ぼん]やりに H2△, ぼん[や]りに L3B△｜挿入形：ぼーん
[や]りに L4C△ 

o1807｜文脈・構造 形や色がぼけてはっきりせず｜ぼんやりと｜ANBrito
o1807｜情態副詞ア 通常ア：[ぼんや]りと H3, [ぼん]やりと H2｜強調ア：ぼん[や]りと L3B△ 
o1807｜情副挿入形 ぼーん[や]りと L4C△

o1807｜形容動詞 通常ア：[ぼんや]りに H3△, [ぼん]やりに H2△, ぼん[や]りに L3B△ 
o1808｜文脈・構造 事柄がはっきりしないで｜ぼんやりと｜ANBrito
o1808｜情態副詞ア 通常ア：[ぼんや]りと H3, [ぼん]やりと H2｜強調ア：ぼん[や]りと L3B△ 
o1808｜情副挿入形 ぼーん[や]りと L4C△
o1809｜文脈・構造 やわらかく、あたたかくて｜ほんわりと｜ANBrito
o1809｜情態副詞ア 通常ア：[ほんわ]りと H3, [ほん]わりと H2｜強調ア：ほん[わ]りと L3B△ 
o1809｜情副挿入形 ほんわ[りっ]と L5C△, ほーん[わ]りと L4C△, ほんわ[りーっ]と L6C△ 
o1810｜文脈・構造 ほんの少し眠って｜まんじりと｜ANBrito
o1810｜情態副詞ア 通常ア：[まんじ]りと H3, [まん]じりと H2｜強調ア：まん[じ]りと L3B△ 
o1810｜情副挿入形 まーん[じ]りと L4C△
o1811｜文脈・構造 心配で何も手につかないで｜まんじりと｜ANBrito
o1811｜情態副詞ア 通常ア：[まんじ]りと H3, [まん]じりと H2｜強調ア：まん[じ]りと L3B△ 
o1812｜文脈・構造 物の言い方などがやわらかく｜やんわりと｜ANBrito
o1812｜情態副詞ア 通常ア：[やんわ]りと H3, [やん]わりと H2｜強調ア：やん[わ]りと L3B△ 
o1812｜情副挿入形 やーん[わ]りと L4C△

o1812｜形容動詞 通常ア：[やんわ]りに H3△, [やん]わりに H2△, やん[わ]りに L3B△ 
o1813｜文脈・構造 大量に一度に押し寄せて｜わんさと｜ANBto
o1813｜情態副詞ア 通常ア：[わ]んさと H1
o1814｜文脈・構造 バットでボールを打って｜かんと｜ANto
o1814｜情態副詞ア 通常ア：[かん]と H2 
o1814｜情副挿入形 [かーん]と H3 
o1815｜文脈・構造 かたいもので強く打って｜がんと｜ANto
o1815｜情態副詞ア 通常ア：[がん]と H2 
o1815｜情副挿入形 [がーん]と H3 
o1816｜文脈・構造 一瞬、胸が切なくなって｜きゅんと｜ANto
o1816｜情態副詞ア 通常ア：[きゅん]と H2
o1816｜情副挿入形 [きゅーん]と H3 
o1817｜文脈・構造 軽くせきをして｜こんと｜ANto
o1817｜情態副詞ア 通常ア：[こん]と H2 
o1817｜情副挿入形 [こーん]と H3△ 
o1818｜文脈・構造 かたいものが打ち当たって｜こんと｜ANto
o1818｜情態副詞ア 通常ア：[こん]と H2 
o1818｜情副挿入形 [こーん]と H3△ 
o1819｜文脈・構造 かたいもの同士がぶつかって｜ごんと｜ANto
o1819｜情態副詞ア 通常ア：[ごん]と H2 
o1819｜情副挿入形 [ごーん]と H3△ 
o1820｜文脈・構造 まっすぐに、しっかり立って｜しゃんと｜ANto
o1820｜情態副詞ア 通常ア：[しゃ]んと H1
o1820｜情副挿入形 [しゃーん]と H3△ 
o1821｜文脈・構造 行動や考えがしっかりして｜しゃんと｜ANto
o1821｜情態副詞ア 通常ア：[しゃん]と H2
o1821｜情副挿入形 [しゃーん]と H3△ 
o1822｜文脈・構造 鈴や三味線を鳴らして｜しゃんと｜ANto
o1822｜情態副詞ア 通常ア：[しゃん]と H2
o1822｜情副挿入形 [しゃーん]と H3△ 
o1823｜文脈・構造 金属をたたいて｜じゃんと｜ANto
o1823｜情態副詞ア 通常ア：[じゃん]と H2



付録 8 オノマトペ 

- 346 - 

 

o1823｜情副挿入形 [じゃーん]と H3△ 
o1824｜文脈・構造 元気をなくし、うなだれて｜しゅんと｜ANto
o1824｜情態副詞ア 通常ア：[しゅん]と H2
o1824｜情副挿入形 [しゅーん]と H3△ 
o1825｜文脈・構造 寒さが身に深くしみとおって｜しんと｜ANto
o1825｜情態副詞ア 通常ア：[しん]と H2 
o1825｜情副挿入形 [しーん]と H3△ 
o1826｜文脈・構造 強く胸に迫り、涙が出そうで｜じんと｜ANto
o1826｜情態副詞ア 通常ア：[じん]と H2 
o1826｜情副挿入形 [じーん]と H3 
o1827｜文脈・構造 手足などが重くしびれて｜じんと｜ANto
o1827｜情態副詞ア 通常ア：[じん]と H2 
o1827｜情副挿入形 [じーん]と H3 
o1828｜文脈・構造 程度が隔たってはなはだしく｜ずんと｜ANto
o1828｜情態副詞ア 通常ア：[ずん]と H2 
o1828｜情副挿入形 [ずーん]と H3△, [ずんー]とH3△
o1829｜文脈・構造 ものを軽く打って｜たんと｜ANto
o1829｜情態副詞ア 通常ア：[たん]と H2 
o1829｜情副挿入形 [たーん]と H3△ 
o1830｜文脈・構造 鐘や陶器などがぶつかって｜ちゃんと｜ANto
o1830｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃん]と H2
o1830｜情副挿入形 [ちゃーん]と H3△ 
o1831｜文脈・構造 小さなものがくっついて｜ちょんと｜ANto
o1831｜情態副詞ア 通常ア：[ちょん]と H2
o1831｜情副挿入形 [ちょーん]と H3△ 
o1832｜文脈・構造 金属などがぶつかって｜ちんと｜ANto
o1832｜情態副詞ア 通常ア：[ちん]と H2 
o1832｜情副挿入形 [ちーん]と H3△ 
o1833｜文脈・構造 不機嫌にそっぽを向いて｜つんと｜Anto
o1833｜情態副詞ア 通常ア：[つん]と H2 
o1833｜情副挿入形 [つーん]と H3△ 
o1834｜文脈・構造 一度、軽く突っついて｜つんと｜ANto
o1834｜情態副詞ア 通常ア：[つん]と H2 
o1834｜情副挿入形 [つーん]と H3△ 
o1835｜文脈・構造 はずみをつけて軽くたたいて｜とんと｜ANto
o1835｜情態副詞ア 通常ア：[とん]と H2 
o1835｜情副挿入形 [とーん]と H3△ 
o1836｜文脈・構造 重いものが強くぶつかって｜どんと｜ANto
o1836｜情態副詞ア 通常ア：[どん]と H2 
o1836｜情副挿入形 [どーん]と H3△ 
o1837｜文脈・構造 ものを勢いよく打って｜ぱんと｜ANto
o1837｜情態副詞ア 通常ア：[ぱん]と H2 
o1837｜情副挿入形 [ぱーん]と H3△ 
o1838｜文脈・構造 高速で飛んだり、走って｜びゅんと｜ANto
o1838｜情態副詞ア 通常ア：[びゅん]と H2
o1838｜情副挿入形 [びゅーん]と H3△, びゅ[ーん]と L3A△
o1839｜文脈・構造 高速で飛んだり、走って｜ぴゅんと｜ANto
o1839｜情態副詞ア 通常ア：[ぴゅん]と H2
o1839｜情副挿入形 [ぴゅーん]と H3△, ぴゅ[ーん]と L3A△
o1840｜文脈・構造 はね上がったり、直立して｜ぴんと｜ANto
o1840｜情態副詞ア 通常ア：[ぴん]と H2 
o1840｜情副挿入形 [ぴーん]と H3△ 
o1841｜文脈・構造 直感的に強く感じて｜ぴんと｜ANto
o1841｜情態副詞ア 通常ア：[ぴん]と H2 
o1841｜情副挿入形 [ぴーん]と H3 
o1842｜文脈・構造 ふくれっ面をしたまま黙って｜ぷんと｜ANto
o1842｜情態副詞ア 通常ア：[ぷん]と H2 
o1842｜情副挿入形 [ぷーん]と H3△ 
o1843｜文脈・構造 勢いよくぶつかって｜ぼんと｜ANto
o1843｜情態副詞ア 通常ア：[ぼん]と H2 
o1843｜情副挿入形 [ぼーん]と H3△ 
o1844｜文脈・構造 ボールなどを軽く打って｜ぽんと｜ANto
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o1844｜情態副詞ア 通常ア：[ぽん]と H2 
o1844｜情副挿入形 [ぽーん]と H3△ 
o1845｜文脈・構造 惜しげなく金品を差し出して｜ぽんと｜ANto
o1845｜情態副詞ア 通常ア：[ぽん]と H2 
o1845｜情副挿入形 [ぽーん]と H3 
o1846｜文脈・構造 熱気がにわかに感じられ｜むんと｜ANto
o1846｜情態副詞ア 通常ア：[むん]と H2 
o1846｜情副挿入形 [むーん]と H3△ 
o1847｜文脈・構造 寒気で気分が引き締まって｜りんと｜ANto
o1847｜情態副詞ア 通常ア：[りん]と H2 
o1847｜情副挿入形 [りーん]と H3△ 
o1848｜文脈・構造 軽快に走って｜たったかたったかと｜AQABAQABto
o1848｜情態副詞ア 通常ア：[たっ]たか[たっ]たかと H2.H2
o1849｜文脈・構造 足早に調子をとって小またで｜とっとことっとこと｜AQABAQABto 
o1849｜情態副詞ア 通常ア：[とっ]とこ[とっ]とこと H2.H2
o1850｜文脈・構造 笛の音が鳴りひびいて｜ぱっぱらぱーと｜AQABARto
o1850｜情態副詞ア 通常ア：[ぱっぱらぱー]と H6｜強調ア：[ぱっ]ぱら[ぱー]と H2.H2△ 
o1850｜情副挿入形 [ぱっぱらぱーっ]と H7△, [ぱっ]ぱら[ぱーっ]と H2.H3△
o1851｜文脈・構造 ものごとを深く考えないで｜ぱっぱらぱーと｜AQABARto
o1851｜情態副詞ア 通常ア：ぱっ[ぱらぱ]ーと L5B
o1851｜情副挿入形 ぱっ[ぱらぱーっ]と L7B△

o1851｜形容動詞 通常ア：ぱっ[ぱらぱ]ーに L5B△
o1852｜文脈・構造 ウマが軽やかに足音をたてて｜ぱっぱかと｜AQABto
o1852｜情態副詞ア 通常ア：[ぱっ]ぱかと H2
o1853｜文脈・構造 金などを惜しげもなく使って｜ぱっぱかと｜AQABto
o1853｜情態副詞ア 通常ア：[ぱっ]ぱかと H2
o1853｜情副挿入形 [ぱーっ]ぱかと H3△ 
o1854｜文脈・構造 怒りや不満で興奮して｜かっかっと｜AQAQto
o1854｜情態副詞ア 通常ア：[かっかっ]と H4
o1854｜情副挿入形 [かっかーっ]と H5△, [かーっかーっ]と H6△
o1855｜文脈・構造 靴やウマのひづめが当たって｜かっかっと｜AQAQto
o1855｜情態副詞ア 通常ア：[かっかっ]と H4
o1855｜情副挿入形 [かっかーっ]と H5△ 
o1856｜文脈・構造 続けて強く打ち当たって｜がっがっと｜AQAQto
o1856｜情態副詞ア 通常ア：[がっがっ]と H4
o1856｜情副挿入形 [がっがーっ]と H5△, [がーっがーっ]と H6△
o1857｜文脈・構造 子どもなどがはしゃぎながら｜きゃっきゃっと｜AQAQto
o1857｜情態副詞ア 通常ア：[きゃっきゃっ]と H4
o1857｜情副挿入形 [きゃっきゃーっ]と H5△, [きゃーっきゃーっ]と H6△
o1858｜文脈・構造 のど元から笑いがこみあげて｜きゅっきゅっと｜AQAQto
o1858｜情態副詞ア 通常ア：[きゅっきゅっ]と H4
o1858｜情副挿入形 [きゅっきゅーっ]と H5△, [きゅーっきゅーっ]と H6△
o1859｜文脈・構造 何度もきしんだり、こすれて｜きゅっきゅっと｜AQAQto
o1859｜情態副詞ア 通常ア：[きゅっきゅっ]と H4
o1859｜情副挿入形 [きゅっきゅーっ]と H5△, [きゅーっきゅーっ]と H6△
o1860｜文脈・構造 強くきしんだり、こすれて｜ぎゅっぎゅっと｜AQAQto
o1860｜情態副詞ア 通常ア：[ぎゅっぎゅっ]と H4
o1860｜情副挿入形 [ぎゅっぎゅーっ]と H5△, [ぎゅーっぎゅーっ]と H6△
o1861｜文脈・構造 おかしさを抑えられず小声で｜くっくっと｜AQAQto
o1861｜情態副詞ア 通常ア：[くっくっ]と H4
o1861｜情副挿入形 [くっくーっ]と H5△ 
o1862｜文脈・構造 息もつかずに勢いよく飲んで｜ぐっぐっと｜AQAQto
o1862｜情態副詞ア 通常ア：[ぐっぐっ]と H4｜強調ア：ぐっ[ぐっ]と L4B△
o1862｜情副挿入形 [ぐっぐーっ]と H5△, ぐっ[ぐーっ]と L5B△, [ぐーっぐーっ]と H6△ 
o1863｜文脈・構造 足を小気味よく動かして｜さっさっと｜AQAQto
o1863｜情態副詞ア 通常ア：[さっさっ]と H4｜強調ア：さっ[さっ]と L4B
o1863｜情副挿入形 [さっさーっ]と H5△, [さーっさーっ]と H6△
o1864｜文脈・構造 こだわりなく気軽に進んで｜さっさっと｜AQAQto
o1864｜情態副詞ア 通常ア：[さっさっ]と H4｜強調ア：さっ[さっ]と L4B△
o1864｜情副挿入形 [さっさーっ]と H5△, さっ[さーっ]と L5B△, [さーっさーっ]と H6△, さーっ[さーっ]

と L6C△ 
o1865｜文脈・構造 手際がよくて行動がすばやく｜さっさっと｜AQAQto
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o1865｜情態副詞ア 通常ア：[さっさっ]と H4｜強調ア：さっ[さっ]と L4B△
o1865｜情副挿入形 [さーっさっ]とH5△, さーっ[さっ]とL5C△, [さっさーっ]とH5△, さっ[さーっ]とL5B

△, [さーっさーっ]と H6△
o1866｜文脈・構造 すばやくこすったり、削って｜しゃっしゃっと｜AQAQto
o1866｜情態副詞ア 通常ア：[しゃっしゃっ]と H4｜強調ア：しゃっ[しゃっ]と L4B△ 
o1866｜情副挿入形 [しゃっしゃーっ]と H5△, しゃっ[しゃーっ]と L5B△, [しゃーっしゃーっ]と H6△, し

ゃーっ[しゃーっ]と L6C△
o1867｜文脈・構造 布などやわらかいものがこすれ｜しゅっしゅっと｜AQAQto
o1867｜情態副詞ア 通常ア：[しゅっしゅっ]と H4
o1867｜情副挿入形 [しゅっしゅーっ]と H5△, [しゅーっしゅーっ]と H6△
o1868｜文脈・構造 水分が高温に接し、蒸発して｜じゅっじゅっと｜AQAQto
o1868｜情態副詞ア 通常ア：[じゅっじゅっ]と H4
o1868｜情副挿入形 [じゅっじゅーっ]と H5△, [じゅーっじゅーっ]と H6△
o1869｜文脈・構造 ものごとが支障なく進行して｜すっすっと｜AQAQto
o1869｜情態副詞ア 通常ア：[すっすっ]と H4
o1869｜情副挿入形 [すっすーっ]と H5△, すっ[すーっ]と L5B△, [すーっすーっ]と H6△, すーっ[すーっ]

と L6C△ 
o1870｜文脈・構造 ものがなめらかにこすれて｜すっすっと｜AQAQto
o1870｜情態副詞ア 通常ア：[すっすっ]と H4
o1870｜情副挿入形 [すっすーっ]と H5△, [すーっすーっ]と H6△
o1871｜文脈・構造 自発的にすばやく動いて｜すっすっと｜AQAQto
o1871｜情態副詞ア 通常ア：[すっすっ]と H4｜強調ア：すっ[すっ]と L4B△
o1871｜情副挿入形 [すっすーっ]と H5△, すっ[すーっ]と L5B△, [すーっすーっ]と H6△ 
o1872｜文脈・構造 ものごとを力強く押し進めて｜ずっずっと｜AQAQto
o1872｜情態副詞ア 通常ア：[ずっずっ]と H4
o1872｜情副挿入形 [ずっずーっ]と H5△, ずっ[ずーっ]と L5B△, [ずーっずーっ]と H6△, ずーっ[ずーっ]

と L6C△ 
o1873｜文脈・構造 ものがこすれ合って｜ずっずっと｜AQAQto
o1873｜情態副詞ア 通常ア：[ずっずっ]と H4
o1873｜情副挿入形 [ずっずーっ]と H5△, [ずーっずーっ]と H6△
o1874｜文脈・構造 足早に大またで歩いて｜たったっと｜AQAQto
o1874｜情態副詞ア 通常ア：[たったっ]と H4｜強調ア：たっ[たっ]と L4B△
o1874｜情副挿入形 [たったーっ]と H5△, たっ[たーっ]と L5B△, [たーったーっ]と H6△ 
o1875｜文脈・構造 細かいことは飛ばして進んで｜たったっと｜AQAQto
o1875｜情態副詞ア 通常ア：[たったっ]と H4｜強調ア：たっ[たっ]と L4B△
o1875｜情副挿入形 [たったーっ]と H5△, たっ[たーっ]と L5B△
o1876｜文脈・構造 勢いをたもって推し進めて｜だっだっと｜AQAQto
o1876｜情態副詞ア 通常ア：[だっだっ]と H4｜強調ア：だっ[だっ]と L4B△
o1876｜情副挿入形 [だっだーっ]と H5△, だっ[だーっ]と L5B△
o1877｜文脈・構造 足早に調子をとって小またで｜とっとっと｜AQAQto
o1877｜情態副詞ア 通常ア：[とっとっ]と H4｜強調ア：とっ[とっ]と L4B△
o1877｜情副挿入形 [とっとーっ]と H5△, とっ[とーっ]と L5B△, [とーっとーっ]と H6△ 
o1878｜文脈・構造 屈託なく笑って｜はっはっと｜AQAQto
o1878｜情態副詞ア 通常ア：[はっはっ]と H4
o1878｜情副挿入形 [はっはーっ]と H5△, [はーっはーっ]と H6△
o1879｜文脈・構造 たくさん勢いよく散って｜ばっばっと｜AQAQto
o1879｜情態副詞ア 通常ア：[ばっばっ]と H4
o1879｜情副挿入形 [ばっばーっ]と H5△, ばっ[ばーっ]と L5B△, [ばーっばーっ]と H6△ 
o1880｜文脈・構造 手早く、あたりを憚らないで｜ぱっぱっと｜AQAQto
o1880｜情態副詞ア 通常ア：[ぱっぱっ]と H4｜強調ア：ぱっ[ぱっ]と L4B△
o1880｜情副挿入形 [ぱーっぱっ]と H5△, [ぱっぱーっ]と H5△, ぱっ[ぱーっ]と L5B△, [ぱーっぱーっ]と

H6△
o1881｜文脈・構造 大きな炎で勢いよく燃えて｜ぱっぱっと｜AQAQto
o1881｜情態副詞ア 通常ア：[ぱっぱっ]と H4
o1881｜情副挿入形 ぱっ[ぱーっ]と L5B△, [ぱーっぱーっ]と H6△
o1882｜文脈・構造 光りが点滅して｜ぱっぱっと｜AQAQto
o1882｜情態副詞ア 通常ア：[ぱっぱっ]と H4
o1882｜情副挿入形 [ぱっぱーっ]と H5△, [ぱーっぱーっ]と H6△
o1883｜文脈・構造 悪人などが狡猾そうに下品に｜ひっひっと｜AQAQto
o1883｜情態副詞ア 通常ア：[ひっひっ]と H4
o1883｜情副挿入形 [ひっひーっ]と H5△, [ひーっひーっ]と H6△
o1884｜文脈・構造 声をおさえてしゃくり上げて｜ひっひっと｜AQAQto
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o1884｜情態副詞ア 通常ア：[ひっひっ]と H4
o1884｜情副挿入形 [ひっひーっ]と H5△, ひっ[ひーっ]と L5B△, [ひーっひーっ]と H6△ 
o1885｜文脈・構造 不敵な笑いを浮かべて｜ふっふっと｜AQAQto
o1885｜情態副詞ア 通常ア：[ふっふっ]と H4
o1885｜情副挿入形 [ふっふーっ]と H5△, [ふーっふーっ]と H6△
o1886｜文脈・構造 口中から勢いよくふき出して｜ぷっぷっと｜AQAQto
o1886｜情態副詞ア 通常ア：[ぷっぷっ]と H4｜強調ア：ぷっ[ぷっ]と L4B△
o1886｜情副挿入形 [ぷっぷーっ]と H5△, ぷっ[ぷーっ]と L5B△, [ぷーっぷーっ]と H6△ 
o1887｜文脈・構造 卑屈に／照れて／得意になり｜へっへっと｜AQAQto
o1887｜情態副詞ア 通常ア：[へっへっ]と H4
o1887｜情副挿入形 [へっへーっ]と H5△, へっ[へーっ]と L5B△(得意になり), [へーっへーっ]と H6△(卑屈

に／照れて) 
o1888｜文脈・構造 つばや痰を勢いよく吐き出し｜ぺっぺっと｜AQAQto
o1888｜情態副詞ア 通常ア：[ぺっぺっ]と H4｜強調ア：ぺっ[ぺっ]と L4B△
o1888｜情副挿入形 [ぺっぺーっ]と H5△, ぺっ[ぺーっ]と L5B△, [ぺーっぺーっ]と H6△ 
o1889｜文脈・構造 大きな声で息を切るように｜ほっほっと｜AQAQto
o1889｜情態副詞ア 通常ア：[ほっほっ]と H4
o1889｜情副挿入形 [ほっほーっ]と H5△, [ほーっほーっ]と H6△
o1890｜文脈・構造 体の中から熱くなって｜ぽっぽっと｜AQAQto
o1890｜情態副詞ア 通常ア：[ぽっぽっ]と H4
o1890｜情副挿入形 ぽっ[ぽーっ]と L5B△, [ぽーっぽーっ]と H6△
o1891｜文脈・構造 ときどき大きな炎で燃えて｜ぽっぽっと｜AQAQto
o1891｜情態副詞ア 通常ア：[ぽっぽっ]と H4
o1891｜情副挿入形 ぽっ[ぽーっ]と L5B△, [ぽーっぽーっ]と H6△
o1892｜文脈・構造 日光が熱く照りつけて｜かっかと｜AQAto
o1892｜情態副詞ア 通常ア：[かっか]と H3
o1893｜文脈・構造 火や怒りで熱くなって｜かっかと｜AQAto
o1893｜情態副詞ア 通常ア：[かっか]と H3｜強調ア：[かっ]かと H2△
o1893｜情副挿入形 [かっかっ]と H4△, かっ[かーっ]と L5B△
o1894｜文脈・構造 太陽や火が持続的に熱く燃え｜かっかと｜AQAto
o1894｜情態副詞ア 通常ア：[かっか]と H3｜強調ア：[かっ]かと H2△
o1894｜情副挿入形 [かっ]かーH2 
o1895｜文脈・構造 怒りや不満で興奮して｜かっかと｜AQAto
o1895｜情態副詞ア 通常ア：[かっか]と H3
o1895｜情副挿入形 [かっかっ]と H4, [かっかーっ]と H5△, [かーっかーっ]と H6△

o1895｜形容動詞 通常ア：[かっかに H0△
o1896｜文脈・構造 光り輝いて非常に明るく｜かっかと｜AQAto
o1896｜情態副詞ア 通常ア：[かっか]と H3
o1896｜情副挿入形 [かーっか]と H4△, [かっかー]と H4△, [かーっかーっ]と H6△
o1897｜文脈・構造 おかしさを抑えられず小声で｜くっくと｜AQAto
o1897｜情態副詞ア 通常ア：[くっく]と H3
o1897｜情副挿入形 [くっくっ]と H4, [くっくーっ]と H5△
o1898｜文脈・構造 足を小気味よく動かして｜さっさと｜AQAto
o1898｜情態副詞ア 通常ア：[さっさ]と H3, [さっ]さと H2｜強調ア：さっ[さ]と L3B△ 
o1898｜情副挿入形 [さっさっ]と H4△, [さっさーっ]と H5△
o1899｜文脈・構造 迷いや気づかいなく、すばやく｜さっさと｜AQAto
o1899｜情態副詞ア 通常ア：[さっさ]と H3, [さっ]さと H2｜強調ア：さっ[さ]と L3B△ 
o1899｜情副挿入形 [さーっさ]とH4△, さーっ[さ]とL4C△, [さっさっ]とH4, さっ[さっ]とL4B△, [さーっ

さっ]と H5△, さーっ[さっ]と L5C△, [さっさーっ]と H5△, さっ[さーっ]と L5B△ 
o1900｜文脈・構造 すばやい動作で｜たったと｜AQAto
o1900｜情態副詞ア 通常ア：[たった]と H3, [たっ]たと H2｜強調ア：たっ[た]と L3B△ 
o1900｜情副挿入形 [たったっ]と H4△, たっ[たっ]と L4B△, [たったーっ]と H5△, たっ[たーっ]と L5B△,

[たーった]と H4△, たーっ[た]と L4C△, [たーったっ]と H5△, たーっ[たっ]と L5C△
o1901｜文脈・構造 すばやく歩いて｜とっとと｜AQAto
o1901｜情態副詞ア 通常ア：[とっと]と H3｜強調ア：[とっ]とと H2
o1901｜情副挿入形 [とっとっ]と H4△, [とっとーっ]と H5△, とっ[とーっ]と L5B△, [とーっとーっ]と H6

△ 
o1902｜文脈・構造 手早くかたづけて立ち去り｜とっとと｜AQAto
o1902｜情態副詞ア 通常ア：[とっと]と H3, [とっ]とと H2｜強調ア：とっ[と]と L3B△ 
o1902｜情副挿入形 とーっ[と]と L4C△, [とっとっ]と H4△
o1903｜文脈・構造 活発に歩いて｜ぱっぱと｜AQAto
o1903｜情態副詞ア 通常ア：[ぱっぱ]と H3｜強調ア：ぱっ[ぱ]と L3B△
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o1903｜情副挿入形 [ぱっぱっ]と H4△, ぱっ[ぱっ]と L4B△, ぱっ[ぱーっ]と L5B△
o1904｜文脈・構造 金などを惜しげもなく使って｜ぱっぱと｜AQAto
o1904｜情態副詞ア 通常ア：[ぱっぱ]と H3｜強調ア：ぱっ[ぱ]と L3B△
o1904｜情副挿入形 [ぱっぱっ]と H4△, [ぱっぱーっ]と H5△, [ぱーっぱーっ]と H6△
o1905｜文脈・構造 心底うれしげに笑って｜にっこにこと｜AQBABto
o1905｜情態副詞ア 通常ア：[にっ]こにこと H2｜強調ア：にっ[こ]にこと L3B△
o1905｜情副挿入形 [にっ]こ[にっ]こと H2.H2△

o1905｜形容動詞 通常ア：にっ[こにこに L0B△｜挿入形：にっこ[にっこに L0C△
o1906｜文脈・構造 新入生が期待と喜びで輝いて｜ぴっかぴかと｜AQBABto
o1906｜情態副詞ア 通常ア：[ぴっ]か[ぴ]かと H2.H1
o1906｜情副挿入形 [ぴっ]か[ぴっ]かと H2.H2△

o1906｜形容動詞 通常ア：ぴっ[かぴかに L0B△｜挿入形：ぴっか[ぴっかに L0C△
o1907｜文脈・構造 まぶしいほど光り輝いて｜ぴっかぴかと｜AQBABto
o1907｜情副挿入形 [ぴっ]か[ぴっ]かと H2.H2△

o1907｜形容動詞 通常ア：ぴっ[かぴかに L0B△｜挿入形：ぴっか[ぴっかに L0C△
o1908｜文脈・構造 水におぼれて苦しみもがいて｜あっぷあっぷと｜AQBAQBto
o1908｜情態副詞ア 通常ア：[あっ]ぷ[あっ]ぷと H2.H2

o1908｜形容動詞 通常ア：[あっ]ぷ[あっ]ぷに H2.H2△
o1909｜文脈・構造 ウマがひづめの音をたてて｜かっぽかっぽと｜AQBAQBto
o1909｜情態副詞ア 通常ア：[かっ]ぽ[かっ]ぽと H2.H2
o1910｜文脈・構造 金が一度にたくさん入って｜がっぽがっぽと｜AQBAQBto
o1910｜情態副詞ア 通常ア：[がっ]ぽ[がっ]ぽと H2.H2
o1911｜文脈・構造 持続的にたくさんもうかって｜がっぽがっぽと｜AQBAQBto
o1911｜情態副詞ア 通常ア：[がっ]ぽ[がっ]ぽと H2.H2
o1912｜文脈・構造 のどを鳴らして続けて飲んで｜ごっくごっくと｜AQBAQBto
o1912｜情態副詞ア 通常ア：[ごっ]く[ごっ]くと H2.H2
o1913｜文脈・構造 小判などが次々と大量に出て｜ざっくざっくと｜AQBAQBto
o1913｜情態副詞ア 通常ア：[ざっ]く[ざっ]くと H2.H2
o1914｜文脈・構造 小鼓をたたいて｜すっぽすっぽと｜AQBAQBto
o1914｜情態副詞ア 通常ア：[すっ]ぽ[すっ]ぽと H2.H2
o1915｜文脈・構造 はげしい動悸がして｜どっきどっきと｜AQBAQBto
o1915｜情態副詞ア 通常ア：[どっ]き[どっ]きと H2.H2

o1915｜形容動詞 通常ア：どっき[どっきに L0C△
o1916｜文脈・構造 体重をかけ力強く踏みつけて｜どっしどっしと｜AQBAQBto
o1916｜情態副詞ア 通常ア：[どっ]し[どっ]しと H2.H2
o1917｜文脈・構造 巨漢が大またで悠然と｜のっしのっしと｜AQBAQBto
o1917｜情態副詞ア 通常ア：[のっ]し[のっ]しと H2.H2
o1918｜文脈・構造 刀で相手を次々と倒して｜ばっさばっさと｜AQBAQBto
o1918｜情態副詞ア 通常ア：[ばっ]さ[ばっ]さと H2.H2
o1919｜文脈・構造 大きく重そうなものがゆれて｜ゆっさゆっさと｜AQBAQBto
o1919｜情態副詞ア 通常ア：[ゆっ]さ[ゆっ]さと H2.H2
o1919｜情副挿入形 [ゆーっ]さ[ゆーっ]さと H3.H3△

o1919｜形容動詞 通常ア：[ゆっ]さ[ゆっ]さに H2.H2△
o1920｜文脈・構造 大勢が一度にかけ声を出し｜わっさわっさと｜AQBAQBto
o1920｜情態副詞ア 通常ア：[わっ]さ[わっ]さと H2.H2
o1921｜文脈・構造 内情や心底を隠さずに率直に｜ざっくばらんと｜AQBCDNto

o1921｜形容動詞 通常ア：[ざっ]くば[らんに H2.L0A
o1922｜文脈・構造 回復できないほど混乱して｜しっちゃかめっちゃかと｜AQBCDQBCto 
o1922｜情態副詞ア 通常ア：しっ[ちゃかめっ]ちゃかと L6B

o1922｜形容動詞 通常ア：しっ[ちゃかめっ]ちゃかに L6B
o1923｜文脈・構造 大勢の人が混乱して騒いで｜やっさもっさと｜AQBCQBto
o1923｜情態副詞ア 通常ア：[やっ]さ[もっ]さと H2.H2

o1923｜形容動詞 通常ア：[やっ]さ[もっ]さに H2.H2△
o1924｜文脈・構造 規則正しく軽くぶつかり合い｜かっしゃんかっしゃんと｜AQBNAQBNto 
o1924｜情態副詞ア 通常ア：かっ[しゃん]かっ[しゃん]と L4B.L4B｜強調ア：かっ[しゃ]んかっ[しゃ]んと

L3B.L3B△ 
o1925｜文脈・構造 重くてかたいものが連続して｜がったんがったんと｜AQBNAQBNto 
o1925｜情態副詞ア 通常ア：がっ[たん]がっ[たん]とL4B.L4B｜強調ア：[がっ]たん[がっ]たんとH2.H2△, が

っ[た]んがっ[た]んと L3B.L3B△
o1925｜情副挿入形 がっ[たん]がっ[たーん]と L4B.L5B△, がっ[たーん]がっ[たーん]と L5B.L5B△ 

o1925｜形容動詞 通常ア：がっ[たんがったんに L0B△
o1926｜文脈・構造 凍ったり干からびたりして｜かっちんかっちんと｜AQBNAQBNto 
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o1926｜情態副詞ア 通常ア：かっ[ちんかっちん]と L8B
o1926｜形容動詞 通常ア：かっ[ちんかっちんに L0B

o1927｜文脈・構造 凍ったり干からびてかたくて｜がっちんがっちんと｜AQBNAQBNto 
o1927｜情態副詞ア 通常ア：がっ[ちんがっちん]と L8B

o1927｜形容動詞 通常ア：がっ[ちんがっちんに L0B
o1928｜文脈・構造 ものが動くときにきしんで｜ぎっこんぎっこんと｜AQBNAQBNto 
o1928｜情態副詞ア 通常ア：[ぎっ]こん[ぎっ]こんと H2.H2｜強調ア：ぎっ[こ]んぎっ[こ]んと L3B.L3B△
o1929｜文脈・構造 かたいものが規則的にぶつかり｜こっとんこっとんと｜AQBNAQBNto 
o1929｜情態副詞ア 通常ア：こっ[とん]こっ[とん]と L4B.L4B｜強調ア：こっ[と]んこっ[と]んと L3B.L3B

△ 
o1929｜情副挿入形 こっ[とん]こっ[とーん]と L4B.L5B△, こっ[とーん]こっ[とーん]と L5B.L5B△ 
o1930｜文脈・構造 かたく重いものがぶつかって｜ごっとんごっとんと｜AQBNAQBNto 
o1930｜情態副詞ア 通常ア：ごっ[とん]ごっ[とん]と L4B.L4B｜強調ア：ごっ[と]んごっ[と]んと L3B.L3B

△ 
o1930｜情副挿入形 ごっ[とん]ごっ[とーん]と L4B.L5B△, ごっ[とーん]ごっ[とーん]と L5B.L5B△ 
o1931｜文脈・構造 はげしい動悸がして｜どっきんどっきんと｜AQBNAQBNto
o1931｜情態副詞ア 通常ア：どっ[きん]どっ[きん]と L4B.L4B｜強調ア：どっ[き]んどっ[き]んと L3B.L3B

△ 
o1931｜形容動詞 通常ア：どっ[きんどっきんに L0B△

o1932｜文脈・構造 餅など粘るものをついて｜ぺったんぺったんと｜AQBNAQBNto
o1932｜情態副詞ア 通常ア：[ぺっ]たん[ぺっ]たんと H2.H2｜強調ア：ぺっ[た]んぺっ[た]んと L3B.L3B△
o1933｜文脈・構造 張りついたり離れたりして｜ぺったんぺったんと｜AQBNAQBNto 
o1933｜情態副詞ア 通常ア：ぺっ[たん]ぺっ[たん]と L4B.L4B
o1934｜文脈・構造 かたいもの同士が両方から軽く｜こっつんこと｜AQBNAto
o1934｜情態副詞ア 通常ア：こっ[つ]んこと L3B

o1934｜形容動詞 通常ア：こっ[つ]んこに L3B△
o1935｜文脈・構造 太鼓をたたいて｜すってんてれつくと｜AQBNBCDEto
o1935｜情態副詞ア 通常ア：[すっ]てん[て]れつくと H2.H1｜強調ア：すっ[て]ん[て]れつくと L3B.H1△
o1936｜文脈・構造 無一文または無一物になって｜すってんてんと｜AQBNBNto
o1936｜情態副詞ア 通常ア：すっ[てんて]んと L5B

o1936｜形容動詞 通常ア：すっ[てんてんに L0B, すっ[てんて]んに L5B
o1937｜文脈・構造 ものが何かに当たり、調子よく｜すっとんとんと｜AQBNBNto
o1937｜情態副詞ア 通常ア：すっ[とんとん]と L6B｜強調ア：すっ[と]んとんと L3B△, すっ[と]ん[と]んと

L3B.H1△, すっ[と]ん[とん]と L3B.H2△
o1937｜情副挿入形 すっ[とんとーん]と L7B△
o1938｜文脈・構造 愛想もなくぶっきらぼうに｜つっけんどんと｜AQBNCNto
o1938｜情態副詞ア 通常ア：つっ[けんどん]と L6B△

o1938｜形容動詞 通常ア：つっ[けんどんに L0B
o1939｜文脈・構造 かたいものを強く打ち合わせ｜かったんこっとんと｜AQBNCQDNto 
o1939｜情態副詞ア 通常ア：かっ[たん]こっ[とん]とL4B.L4B｜強調ア：[かっ]たん[こっ]とんとH2.H2△, か

っ[た]んこっ[と]んと L3B.L3B△
o1939｜情副挿入形 かっ[たん]こっ[とーん]と L4B.L5B△, かっ[たーん]こっ[とーん]と L5B.L5B△ 
o1940｜文脈・構造 期待がかなわず軽く失望して｜かっくんと｜AQBNto
o1940｜情態副詞ア 通常ア：かっ[くん]と L4B
o1940｜情副挿入形 かっ[くーん]と L5B△, かーっ[くん]と L5C△
o1941｜文脈・構造 急に折れ曲がったりはずれて｜かっくんと｜AQBNto
o1941｜情態副詞ア 通常ア：かっ[くん]と L4B
o1941｜情副挿入形 かっ[くーん]と L5B△
o1942｜文脈・構造 壊れるぐらいにぶつかって｜がっしゃんと｜AQBNto
o1942｜情態副詞ア 通常ア：がっ[しゃん]と L4B
o1942｜情副挿入形 がっ[しゃーん]と L5B△
o1943｜文脈・構造 かたいものがぶつかって｜かったんと｜AQBNto
o1943｜情態副詞ア 通常ア：かっ[たん]と L4B｜強調ア：かっ[た]んと L3B△
o1943｜情副挿入形 かっ[たーん]と L5B△
o1944｜文脈・構造 重くてかたいものがぶつかり｜がったんと｜AQBNto
o1944｜情態副詞ア 通常ア：がっ[たん]と L4B｜強調ア：がっ[た]んと L3B△
o1944｜情副挿入形 がっ[たーん]と L5B△
o1945｜文脈・構造 小さくかたいものがあたって｜かっちゃんと｜AQBNto
o1945｜情態副詞ア 通常ア：かっ[ちゃん]と L4B｜強調ア：かっ[ちゃ]んと L3B△
o1945｜情副挿入形 かっ[ちゃーん]と L5B△
o1946｜文脈・構造 はげしくぶつかったり壊れて｜がっちゃんと｜AQBNto
o1946｜情態副詞ア 通常ア：がっ[ちゃん]と L4B｜強調ア：がっ[ちゃ]んと L3B△



付録 8 オノマトペ 

- 352 - 

 

o1946｜情副挿入形 がっ[ちゃーん]と L5B△
o1947｜文脈・構造 中空のものがかたいものと｜かっぽんと｜AQBNto
o1947｜情態副詞ア 通常ア：かっ[ぽん]と L4B｜強調ア：かっ[ぽ]んと L3B△
o1947｜情副挿入形 かっ[ぽーん]と L5B△
o1948｜文脈・構造 一瞬、不意をつかれて動揺し｜ぎっくんと｜AQBNto
o1948｜情態副詞ア 通常ア：ぎっ[くん]と L4B
o1948｜情副挿入形 ぎっ[くーん]と L5B△
o1949｜文脈・構造 涙ぐんで鼻を鳴らして｜ぐっすんと｜AQBNto
o1949｜情態副詞ア 通常ア：ぐっ[すん]と L4B
o1949｜情副挿入形 ぐっ[すーん]と L5B△
o1950｜文脈・構造 一口小さく飲みこんで｜こっくんと｜AQBNto
o1950｜情態副詞ア 通常ア：こっ[くん]と L4B
o1950｜情副挿入形 こっ[くーん]と L5B△
o1951｜文脈・構造 一口のどを鳴らして飲みこみ｜ごっくんと｜AQBNto
o1951｜情態副詞ア 通常ア：ごっ[くん]と L4B
o1951｜情副挿入形 ごっ[くーん]と L5B△
o1952｜文脈・構造 かたいもの同士が軽く｜こっつんと｜AQBNto
o1952｜情態副詞ア 通常ア：こっ[つん]と L4B｜強調ア：こっ[つ]んと L3B△
o1952｜情副挿入形 こっ[つーん]と L5B△
o1953｜文脈・構造 大きな口で一度に飲みこんで｜ぱっくんと｜AQBNto
o1953｜情態副詞ア 通常ア：ぱっ[くん]と L4B
o1953｜情副挿入形 ぱっ[くーん]と L5B△
o1954｜文脈・構造 はげしくものが断ち切られて｜ぶっつんと｜AQBNto
o1954｜情態副詞ア 通常ア：ぶっ[つん]と L4B
o1954｜情副挿入形 ぶっ[つーん]と L5B△, ぶーっ[つん]と L5C△, ぶーっ[つーん]と L6C△ 
o1955｜文脈・構造 鋭くものが断ち切られて｜ぷっつんと｜AQBNto
o1955｜情態副詞ア 通常ア：ぷっ[つん]と L4B
o1955｜情副挿入形 ぷっ[つーん]と L5B△, ぷーっ[つん]と L5C△, ぷーっ[つーん]と L6C△ 

o1955｜形容動詞 通常ア：ぷっ[つんに L0B△
o1956｜文脈・構造 快活に大声で笑って｜あっはっはと｜AQBQBto
o1956｜情態副詞ア 通常ア：[あっはっは]と H5, あっ[はっは]と L5B｜強調ア：[あっ]はっはと H2△ 
o1956｜情副挿入形 [あっ]はっ[はっ]と H2.H2△, [あっ]はっ[はーっ]と H2.H3△
o1957｜文脈・構造 うまくやったとほくそえんで｜うっしっしと｜AQBQBto
o1957｜情態副詞ア 通常ア：[うっしっし]と H5
o1957｜情副挿入形 [うっしっしっ]と H6△, [うっしっしーっ]と H7△
o1958｜文脈・構造 リズムをとりながら行進して｜らったったと｜AQBQBto
o1958｜情態副詞ア 通常ア：[らっ]たったと H2
o1958｜情副挿入形 [らっ]たっ[たっ]と H2.H2△, [らっ]たっ[たーっ]と H2.H3△
o1959｜文脈・構造 話しぶりや態度が滞りがちで｜もったらもったらと｜AQBraAQBrato 
o1959｜情態副詞ア 通常ア：[もっ]たら[もっ]たらと H2.H2
o1960｜文脈・構造 ためらいや恥じらいもなく｜あっけらかんと｜AQBraCNto
o1960｜情態副詞ア 通常ア：[あっけらかん]と H6
o1960｜情副挿入形 [あっけらかーん]と H7△

o1960｜形容動詞 通常ア：[あっけらかんに H0
o1961｜文脈・構造 やっとのことで歩いて｜えっちらおっちらと｜AQBraCQBrato
o1961｜情態副詞ア 通常ア：[えっ]ちら[おっ]ちらと H2.H2
o1962｜文脈・構造 ものごとの度合がかすかで｜うっすらと｜AQBrato
o1962｜情態副詞ア 通常ア：[うっす]らと H3, [うっ]すらと H2｜強調ア：うっ[す]らと L3B△ 
o1962｜情副挿入形 うーっ[す]らと L4C△, [うっすらー]と H5△, うっす[らー]と L5C△, [うっすらーっ]と

H6△, うっす[らーっ]と L6C△
o1962｜形容動詞 通常ア：[うっす]らに H3△, [うっ]すらに H2△, うっ[す]らに L3B△ 

o1963｜文脈・構造 豊かにやわらかくふくらんで｜ふっくらと｜AQBrato
o1963｜情態副詞ア 通常ア：[ふっく]らと H3, [ふっ]くらと H2｜強調ア：ふっ[く]らと L3B△ 
o1963｜情副挿入形 ふーっ[く]らと L4C△, [ふっくらーっ]と H6△, ふっく[らーっ]と L6C△ 

o1963｜形容動詞 通常ア：[ふっく]らに H3△, [ふっ]くらに H2△, ふっ[く]らに L3B△ 
o1964｜文脈・構造 やわらかく豊かにふくらんで｜ふっくらと｜AQBrato
o1964｜情態副詞ア 通常ア：[ふっくら]と H4, [ふっく]らと H3, [ふっ]くらと H2｜強調ア：ふっ[く]らと L3B

△ 
o1964｜情副挿入形 ふーっ[く]らと L4C△, ふっく[らーっ]と L6C△

o1964｜形容動詞 通常ア：[ふっく]らに H3△, [ふっ]くらに H2△, ふっ[く]らに L3B△ 
o1965｜文脈・構造 居眠りして体が前後に動いて｜こっくりこっくりと｜AQBriAQBrito 
o1965｜情態副詞ア 通常ア：[こっ]くり[こっ]くりと H2.H2
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o1966｜文脈・構造 かわいらしく光って｜ぴっかりこと｜AQBriCto
o1966｜情態副詞ア 通常ア：[ぴっ]かりこと H2
o1967｜文脈・構造 美しいものなどに恍惚として｜うっとりと｜AQBrito
o1967｜情態副詞ア 通常ア：[うっと]りと H3, [うっ]とりと H2｜強調ア：うっ[と]りと L3B△ 
o1967｜情副挿入形 うーっ[と]りと L4C△

o1967｜形容動詞 通常ア：[うっと]りに H3△, [うっ]とりに H2△, うっ[と]りに L3B△ 
o1968｜文脈・構造 日ざしがおだやかで｜おっとりと｜AQBrito
o1968｜情態副詞ア 通常ア：[おっと]りと H3, [おっ]とりと H2｜強調ア：おっ[と]りと L3B△ 
o1968｜情副挿入形 おーっ[と]りと L4C△
o1969｜文脈・構造 間延びしてみえるほど悠然と｜おっとりと｜AQBrito
o1969｜情態副詞ア 通常ア：[おっと]りと H3, [おっ]とりと H2｜強調ア：おっ[と]りと L3B 
o1969｜情副挿入形 おーっ[と]りと L4C△

o1969｜形容動詞 通常ア：[おっと]りに H3△, [おっ]とりに H2△, おっ[と]りに L3B△｜挿入形：おーっ
[と]りに L4C△ 

o1970｜文脈・構造 ひどく消耗して気力も失せて｜がっかりと｜AQBrito
o1970｜情態副詞ア 通常ア：[がっか]りと H3, [がっ]かりと H2｜強調ア：がっ[か]りと L3B△ 
o1970｜情副挿入形 がーっ[か]りと L4C△

o1970｜形容動詞 通常ア：[がっか]りに H3△, [がっ]かりに H2△, がっ[か]りに L3B△｜挿入形：がーっ
[か]りに L4C△ 

o1971｜文脈・構造 不本意な結果に気落ちして｜がっかりと｜AQBrito
o1971｜情態副詞ア 通常ア：[がっか]りと H3, [がっ]かりと H2｜強調ア：がっ[か]りと L3B△ 
o1971｜情副挿入形 がーっ[か]りと L4C△

o1971｜形容動詞 通常ア：[がっか]りに H3△, [がっ]かりに H2△, がっ[か]りに L3B△ 
o1972｜文脈・構造 時間や数量などが正確で｜かっきりと｜AQBrito
o1972｜情態副詞ア 通常ア：[かっき]りと H3, [かっ]きりと H2｜強調ア：かっ[き]りと L3B△ 
o1972｜情副挿入形 かーっ[き]りと L4C△

o1972｜形容動詞 通常ア：[かっき]りに H3△, [かっ]きりに H2△, かっ[き]りに L3B△ 
o1973｜文脈・構造 急に軽い感じで折れ曲がって｜かっくりと｜AQBrito
o1973｜情態副詞ア 通常ア：[かっく]りと H3, [かっ]くりと H2｜強調ア：かっ[く]りと L3B△ 
o1973｜情副挿入形 かーっ[く]りと L4C△

o1973｜形容動詞 通常ア：[かっく]りに H3△, [かっ]くりに H2△, かっ[く]りに L3B△ 
o1974｜文脈・構造 不本意な結果に気落ちして｜がっくりと｜AQBrito
o1974｜情態副詞ア 通常ア：[がっく]りと H3, [がっ]くりと H2｜強調ア：がっ[く]りと L3B△ 
o1974｜情副挿入形 がーっ[く]りと L4C△

o1974｜形容動詞 通常ア：[がっく]りに H3△, [がっ]くりに H2△, がっ[く]りに L3B△ 
o1975｜文脈・構造 急に強く折れ曲がって｜がっくりと｜AQBrito
o1975｜情態副詞ア 通常ア：[がっく]りと H3, [がっ]くりと H2｜強調ア：がっ[く]りと L3B△ 
o1975｜情副挿入形 がーっ[く]りと L4C△
o1976｜文脈・構造 急に強く折れ曲がって｜がっくりと｜AQBrito
o1976｜情態副詞ア 通常ア：[がっく]りと H3, [がっ]くりと H2｜強調ア：がっ[く]りと L3B△ 
o1976｜情副挿入形 がーっ[く]りと L4C△

o1976｜形容動詞 通常ア：[がっく]りに H3△, [がっ]くりに H2△, がっ[く]りに L3B△ 
o1977｜文脈・構造 体や骨組みなどが頑丈で｜がっしりと｜AQBrito
o1977｜情態副詞ア 通常ア：[がっし]りと H3, [がっ]しりと H2｜強調ア：がっ[し]りと L3B△ 
o1977｜情副挿入形 がーっ[し]りと L4C△

o1977｜形容動詞 通常ア：[がっし]りに H3△, [がっ]しりに H2△, がっ[し]りに L3B△ 
o1978｜文脈・構造 抜け目なくて／押しが強くて｜がっちりと｜AQBrito
o1978｜情態副詞ア 通常ア：[がっち]りと H3, [がっ]ちりと H2｜強調ア：がっ[ち]りと L3B△ 
o1978｜情副挿入形 がーっ[ち]りと L4C△

o1978｜形容動詞 通常ア：[がっち]りに H3, [がっ]ちりに H2, がっ[ち]りに L3B
o1979｜文脈・構造 体や骨組みなどが頑丈で｜がっちりと｜AQBrito
o1979｜情態副詞ア 通常ア：[がっち]りと H3, [がっ]ちりと H2｜強調ア：がっ[ち]りと L3B△ 
o1979｜情副挿入形 がーっ[ち]りと L4C△

o1979｜形容動詞 通常ア：[がっち]りに H3△, [がっ]ちりに H2△, がっ[ち]りに L3B△ 
o1980｜文脈・構造 口の奥深くかみついて離さず｜がっぷりと｜AQBrito
o1980｜情態副詞ア 通常ア：[がっぷ]りと H3, [がっ]ぷりと H2｜強調ア：がっ[ぷ]りと L3B△ 
o1980｜情副挿入形 がーっ[ぷ]りと L4C△
o1981｜文脈・構造 金が一度にたくさん入って｜がっぽりと｜AQBrito
o1981｜情態副詞ア 通常ア：[がっぽ]りと H3, [がっ]ぽりと H2｜強調ア：がっ[ぽ]りと L3B△ 
o1981｜情副挿入形 がーっ[ぽ]りと L4C△
o1982｜文脈・構造 一度にたくさんもうかって｜がっぽりと｜AQBrito
o1982｜情態副詞ア 通常ア：[がっぽ]りと H3, [がっ]ぽりと H2｜強調ア：がっ[ぽ]りと L3B△ 
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o1982｜情副挿入形 がーっ[ぽ]りと L4C△
o1983｜文脈・構造 時間や数量などが正確で｜きっかりと｜AQBrito
o1983｜情態副詞ア 通常ア：[きっか]りと H3, [きっ]かりと H2｜強調ア：きっ[か]りと L3B△ 
o1983｜情副挿入形 きーっ[か]りと L4C△

o1983｜形容動詞 通常ア：[きっか]りに H3△, [きっ]かりに H2△, きっ[か]りに L3B△ 
o1984｜文脈・構造 すきまなくたくさん詰まって｜ぎっしりと｜AQBrito
o1984｜情態副詞ア 通常ア：[ぎっし]りと H3, [ぎっ]しりと H2｜強調ア：ぎっ[し]りと L3B△ 
o1984｜情副挿入形 ぎーっ[し]りと L4C△

o1984｜形容動詞 通常ア：[ぎっし]りに H3△, [ぎっ]しりに H2△, ぎっ[し]りに L3B△ 
o1985｜文脈・構造 強いことばで言い切って｜きっぱりと｜AQBrito
o1985｜情態副詞ア 通常ア：[きっぱ]りと H3｜強調ア：[きっ]ぱりと H2, きっ[ぱ]りと L3B△ 
o1985｜情副挿入形 きーっ[ぱ]りと L4C△
o1986｜文脈・構造 服などが完全に重くぬれて｜ぐっしょりと｜AQBrito
o1986｜情態副詞ア 通常ア：[ぐっ]しょりと H2｜強調ア：ぐっ[しょ]りと L3B△
o1986｜情副挿入形 ぐーっ[しょ]りと L4C△

o1986｜形容動詞 通常ア：[ぐっ]しょりに H2△, ぐっ[しょ]りに L3B△
o1987｜文脈・構造 深い眠りで完全に熟睡して｜ぐっすりと｜AQBrito
o1987｜情態副詞ア 通常ア：[ぐっす]りと H3, [ぐっ]すりと H2｜強調ア：ぐっ[す]りと L3B△ 
o1987｜情副挿入形 ぐーっ[す]りと L4C△
o1988｜文脈・構造 疲れて動けなくなって｜ぐったりと｜AQBrito
o1988｜情態副詞ア 通常ア：[ぐった]りと H3, [ぐっ]たりと H2｜強調ア：ぐっ[た]りと L3B 
o1988｜情副挿入形 ぐーっ[た]りと L4C△

o1988｜形容動詞 通常ア：[ぐった]りに H3△, [ぐっ]たりに H2△, ぐっ[た]りに L3B△｜挿入形：ぐーっ
[た]りに L4C△ 

o1989｜文脈・構造 疲労や病気で体の力が抜けて｜ぐったりと｜AQBrito
o1989｜情態副詞ア 通常ア：[ぐった]りと H3, [ぐっ]たりと H2｜強調ア：ぐっ[た]りと L3B△ 
o1989｜情副挿入形 ぐーっ[た]りと L4C△

o1989｜形容動詞 通常ア：[ぐった]りに H3△, [ぐっ]たりに H2△, ぐっ[た]りに L3B△ 
o1990｜文脈・構造 ひどく消耗してやせ衰えて｜げっそりと｜AQBrito
o1990｜情態副詞ア 通常ア：[げっそ]りと H3, [げっ]そりと H2｜強調ア：げっ[そ]りと L3B 
o1990｜情副挿入形 げーっ[そ]りと L4C△

o1990｜形容動詞 通常ア：[げっそ]りに H3△, [げっ]そりに H2△, げっ[そ]りに L3B△｜挿入形：げーっ
[そ]りに L4C△ 

o1991｜文脈・構造 病気や心労で急激に衰えて｜げっそりと｜AQBrito
o1991｜情態副詞ア 通常ア：[げっそ]りと H3, [げっ]そりと H2｜強調ア：げっ[そ]りと L3B△ 
o1991｜情副挿入形 げーっ[そ]りと L4C△

o1991｜形容動詞 通常ア：[げっそ]りに H3△, [げっ]そりに H2△, げっ[そ]りに L3B△ 
o1992｜文脈・構造 居眠りで頭が急に前後に動き｜こっくりと｜AQBrito
o1992｜情態副詞ア 通常ア：[こっく]りと H3, [こっ]くりと H2｜強調ア：こっ[く]りと L3B△ 
o1992｜情副挿入形 こーっ[く]りと L4C△
o1993｜文脈・構造 大きくのどを鳴らしひと息に｜ごっくりと｜AQBrito
o1993｜情態副詞ア 通常ア：[ごっく]りと H3, [ごっ]くりと H2｜強調ア：ごっ[く]りと L3B△ 
o1993｜情副挿入形 ごーっ[く]りと L4C△
o1994｜文脈・構造 一度に大量のものが動いて｜ごっそりと｜AQBrito
o1994｜情態副詞ア 通常ア：[ごっそ]りと H3, [ごっ]そりと H2｜強調ア：ごっ[そ]りと L3B△ 
o1994｜情副挿入形 ごーっ[そ]りと L4C△
o1995｜文脈・構造 いやになるほど多すぎて｜こってりと｜AQBrito
o1995｜情態副詞ア 通常ア：[こって]りと H3, [こっ]てりと H2｜強調ア：こっ[て]りと L3B△ 
o1995｜情副挿入形 こーっ[て]りと L4C△

o1995｜形容動詞 通常ア：[こって]りと H3△, [こっ]てりと H2△, こっ[て]りと L3B△ 
o1996｜文脈・構造 いやになるほど多すぎて｜ごってりと｜AQBrito
o1996｜情態副詞ア 通常ア：[ごって]りと H3, [ごっ]てりと H2｜強調ア：ごっ[て]りと L3B△ 
o1996｜情副挿入形 ごーっ[て]りと L4C△

o1996｜形容動詞 通常ア：[ごって]りに H3△, [ごっ]てりに H2△, ごっ[て]りに L3B△ 
o1997｜文脈・構造 一度に大量のものが動いて｜ごっぽりと｜AQBrito
o1997｜情態副詞ア 通常ア：[ごっぽ]りと H3, [ごっ]ぽりと H2｜強調ア：ごっ[ぽ]りと L3B△ 
o1997｜情副挿入形 ごーっ[ぽ]りと L4C△
o1998｜文脈・構造 食べ物などを鋭利な刃物で｜さっくりと｜AQBrito
o1998｜情態副詞ア 通常ア：[さっく]りと H3, [さっ]くりと H2｜強調ア：さっ[く]りと L3B△ 
o1998｜情副挿入形 さーっ[く]りと L4C△
o1999｜文脈・構造 刃物で力をこめて大きく深く｜ざっくりと｜AQBrito
o1999｜情態副詞ア 通常ア：[ざっく]りと H3, [ざっ]くりと H2｜強調ア：ざっ[く]りと L3B△ 
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o1999｜情副挿入形 ざーっ[く]りと L4C△
o2000｜文脈・構造 金や小石を無造作につかんで｜ざっくりと｜AQBrito
o2000｜情態副詞ア 通常ア：[ざっく]りと H3, [ざっ]くりと H2｜強調ア：ざっ[く]りと L3B△ 
o2000｜情副挿入形 [ざーっ]くりと H3△ 
o2001｜文脈・構造 金・米などを無造作につかみ｜ざっくりと｜AQBrito
o2001｜情態副詞ア 通常ア：[ざっく]りと H3, [ざっ]くりと H2｜強調ア：ざっ[く]りと L3B△ 
o2001｜情副挿入形 ざーっ[く]りと L4C△

o2001｜形容動詞 通常ア：[ざっく]りに H3△, [ざっ]くりに H2△, ざっ[く]りに L3B△ 
o2002｜文脈・構造 表面が乾燥して快くて｜さっぱりと｜AQBrito
o2002｜情態副詞ア 通常ア：[さっぱ]りと H3, [さっ]ぱりと H2｜強調ア：さっ[ぱ]りと L3B△ 
o2002｜情副挿入形 さーっ[ぱ]りと L4C△
o2003｜文脈・構造 ものや程度がじゅうぶんで｜しっかりと｜AQBrito
o2003｜情態副詞ア 通常ア：[しっか]りと H3, [しっ]かりと H2｜強調ア：しっ[か]りと L3B△ 
o2003｜情副挿入形 しーっ[か]りと L4C△
o2004｜文脈・構造 じゅうぶんに時間をかけて｜じっくりと｜AQBrito
o2004｜情態副詞ア 通常ア：[じっく]りと H3, [じっ]くりと H2｜強調ア：じっ[く]りと L3B△ 
o2004｜情副挿入形 じーっ[く]りと L4C△
o2005｜文脈・構造 適度な水分がいきわたって｜しっとりと｜AQBrito
o2005｜情態副詞ア 通常ア：[しっと]りと H3, [しっ]とりと H2｜強調ア：しっ[と]りと L3B△ 
o2005｜情副挿入形 しーっ[と]りと L4C△

o2005｜形容動詞 通常ア：[しっと]りに H3△, [しっ]とりに H2△
o2006｜文脈・構造 気持ちわるく汗ばんで｜じっとりと｜AQBrito
o2006｜情態副詞ア 通常ア：[じっと]りと H3, [じっ]とりと H2｜強調ア：じっ[と]りと L3B△ 
o2006｜情副挿入形 じーっ[と]りと L4C△

o2006｜形容動詞 通常ア：[じっと]りに H3△, [じっ]とりに H2△
o2007｜文脈・構造 春の雨などにやさしく包まれ｜しっぽりと｜AQBrito
o2007｜情態副詞ア 通常ア：[しっぽ]りと H3, [しっ]ぽりと H2｜強調ア：しっ[ぽ]りと L3B△ 
o2007｜情副挿入形 しーっ[ぽ]りと L4C△
o2008｜文脈・構造 直立して｜しゃっきりと｜AQBrito
o2008｜情態副詞ア 通常ア：[しゃっき]りと H3, [しゃっ]きりと H2｜強調ア：しゃっ[き]りと L3B△ 

o2008｜形容動詞 通常ア：[しゃっき]りに H3△, [しゃっ]きりに H2△
o2009｜文脈・構造 体や気持ちに張りがあって｜しゃっきりと｜AQBrito
o2009｜情態副詞ア 通常ア：[しゃっき]りと H3, [しゃっ]きりと H2｜強調ア：しゃっ[き]りと L3B△ 
o2009｜情副挿入形 しゃっき[りっ]と L5C△, しゃっき[りーっ]と L6C△, しゃーっ[き]りと L4C△ 

o2009｜形容動詞 通常ア：[しゃっき]りに H3△, [しゃっ]きりに H2△
o2010｜文脈・構造 力強く、しっかりしていて｜しゃっきりと｜AQBrito
o2010｜情態副詞ア 通常ア：[しゃっき]りと H3, [しゃっ]きりと H2｜強調ア：しゃっ[き]りと L3B△ 
o2010｜情副挿入形 しゃーっ[き]りと L4C△

o2010｜形容動詞 通常ア：[しゃっき]りに H3△, [しゃっ]きりに H2△, しゃっ[き]りに L3B△ 
o2011｜文脈・構造 鋭い刃物で完全に切り落とし｜すっぱりと｜AQBrito
o2011｜情態副詞ア 通常ア：[すっぱ]りと H3, [すっ]ぱりと H2｜強調ア：すっ[ぱ]りと L3B△ 
o2011｜情副挿入形 すーっ[ぱ]りと L4C△
o2012｜文脈・構造 雨や大量の水に全身がぬれて｜ずっぷりと｜AQBrito
o2012｜情態副詞ア 通常ア：[ずっぷ]りと H3｜強調ア：[ずっ]ぷりと H2
o2012｜情副挿入形 ずーっ[ぷ]りと L4C△
o2013｜文脈・構造 あまるほど大量にあって｜たっぷりと｜AQBrito
o2013｜情態副詞ア 通常ア：[たっぷ]りと H3, [たっ]ぷりと H2｜強調ア：たっ[ぷ]りと L3B△ 
o2013｜情副挿入形 たーっ[ぷ]りと L4C△

o2013｜形容動詞 通常ア：[たっぷ]りに H3△, [たっ]ぷりに H2△, たっ[ぷ]りに L3B△ 
o2014｜文脈・構造 抜け目のなさも憎めなくて｜ちゃっかりと｜AQBrito
o2014｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃっか]りと H3, [ちゃっ]かりと H2｜強調ア：ちゃっ[か]りと L3B△ 
o2014｜情副挿入形 ちゃーっ[か]りと L4C△

o2014｜形容動詞 通常ア：[ちゃっか]りに H3△, [ちゃっ]かりに H2△, ちゃっ[か]りに L3B△ 
o2015｜文脈・構造 はさみで完全に切り落として｜ちょっきりと｜AQBrito
o2015｜情態副詞ア 通常ア：[ちょっき]りと H3, [ちょっ]きりと H2｜強調ア：ちょっ[き]りと L3B△ 
o2015｜情副挿入形 ちょーっ[き]りと L4C△
o2016｜文脈・構造 量・程度や時間がわずかで｜ちょっぴりと｜AQBrito
o2016｜情態副詞ア 通常ア：[ちょっぴ]りと H3, [ちょっ]ぴりと H2｜強調ア：ちょっ[ぴ]りと L3B△ 
o2016｜情副挿入形 ちょーっ[ぴ]りと L4C△

o2016｜形容動詞 通常ア：[ちょっぴ]りに H3△, [ちょっ]ぴりに H2△, ちょっ[ぴ]りに L3B△｜挿入形：
ちょーっ[ぴ]りに L4C△

o2017｜文脈・構造 腹などに脂肪や肉がついて｜でっぷりと｜AQBrito
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o2017｜情態副詞ア 通常ア：[でっぷ]りと H3, [でっ]ぷりと H2｜強調ア：でっ[ぷ]りと L3B△ 
o2017｜情副挿入形 でーっ[ぷ]りと L4C△

o2017｜形容動詞 通常ア：[でっぷ]りに H3△, [でっ]ぷりに H2△, でっ[ぷ]りに L3B△ 
o2018｜文脈・構造 驚き・恐怖・期待に動悸がして｜どっきりと｜AQBrito
o2018｜情態副詞ア 通常ア：[どっ]きりと H2｜強調ア：どっ[き]りと L3B△
o2018｜情副挿入形 どっき[りーっ]と L6C△, どーっ[き]りと L4C△

o2018｜形容動詞 通常ア：[どっ]きりに H2△, どっ[き]りに L3B△
o2019｜文脈・構造 たくさんあって｜どっさりと｜AQBrito
o2019｜情態副詞ア 通常ア：[どっさ]りと H3, [どっ]さりと H2｜強調ア：どっ[さ]りと L3B△ 
o2019｜情副挿入形 どーっ[さ]りと L4C△

o2019｜形容動詞 通常ア：[どっさ]りに H3, [どっ]さりに H2, どっ[さ]りに L3B｜挿入形：どーっ[さ]り
に L4C△ 

o2020｜文脈・構造 湯や液体にじゅうぶんつかり｜とっぷりと｜AQBrito
o2020｜情態副詞ア 通常ア：[とっぷ]りと H3｜強調ア：[とっ]ぷりと H2, とっ[ぷ]りと L3B△ 
o2020｜情副挿入形 とーっ[ぷ]りと L4C△
o2021｜文脈・構造 すっかり日が暮れて｜とっぷりと｜AQBrito
o2021｜情態副詞ア 通常ア：[とっぷ]りと H3, [とっ]ぷりと H2｜強調ア：とっ[ぷ]りと L3B△ 
o2021｜情副挿入形 とーっ[ぷ]りと L4C△
o2022｜文脈・構造 湯や液体にじゅうぶんつかり｜どっぷりと｜AQBrito
o2022｜情態副詞ア 通常ア：[どっぷ]りと H3｜強調ア：[どっ]ぷりと H2, どっ[ぷ]りと L3B△ 
o2022｜情副挿入形 どーっ[ぷ]りと L4C△
o2023｜文脈・構造 うれしそうな顔で微笑んで｜にっこりと｜AQBrito
o2023｜情態副詞ア 通常ア：[にっこ]りと H3, [にっ]こりと H2｜強調ア：にっ[こ]りと L3B△ 
o2023｜情副挿入形 にーっ[こ]りと L4C△
o2024｜文脈・構造 不意に大きくのびて出て｜にょっきりと｜AQBrito
o2024｜情態副詞ア 通常ア：[にょっき]りと H3, [にょっ]きりと H2｜強調ア：にょっ[き]りと L3B△ 
o2024｜情副挿入形 にょーっ[き]りと L4C△
o2025｜文脈・構造 汗や油などがまとわりついて｜ねっとりと｜AQBrito
o2025｜情態副詞ア 通常ア：[ねっと]りと H3, [ねっ]とりと H2｜強調ア：ねっ[と]りと L3B△ 
o2025｜情副挿入形 ねーっ[と]りと L4C△

o2025｜形容動詞 通常ア：[ねっと]りに H3△, [ねっ]とりに H2△, ねっ[と]りに L3B△ 
o2026｜文脈・構造 悠然と見おろすように｜のっそりと｜AQBrito
o2026｜情態副詞ア 通常ア：[のっそ]りと H3, [のっ]そりと H2｜強調ア：のっ[そ]りと L3B△ 
o2026｜情副挿入形 のーっ[そ]りと L4C△
o2027｜文脈・構造 対象が明瞭に見えて｜はっきりと｜AQBrito
o2027｜情態副詞ア 通常ア：[はっき]りと H3, [はっ]きりと H2｜強調ア：はっ[き]りと L3B△ 
o2027｜情副挿入形 はーっ[き]りと L4C△

o2027｜形容動詞 通常ア：[はっき]りに H3△, [はっ]きりに H2△, はっ[き]りに L3B△ 
o2028｜文脈・構造 露骨に自分の気持ちを表して｜はっきりと｜AQBrito
o2028｜情態副詞ア 通常ア：[はっき]りと H3, [はっ]きりと H2｜強調ア：はっ[き]りと L3B△ 
o2028｜情副挿入形 はーっ[き]りと L4C△

o2028｜形容動詞 通常ア：[はっき]りに H3△, [はっ]きりに H2△
o2029｜文脈・構造 刃物などで大きく切り落とし｜ばっさりと｜AQBrito
o2029｜情態副詞ア 通常ア：[ばっさ]りと H3, [ばっ]さりと H2｜強調ア：ばっ[さ]りと L3B△ 
o2029｜情副挿入形 ばーっ[さ]りと L4C△
o2030｜文脈・構造 刀などで勢いよく切って｜ぱっさりと｜AQBrito
o2030｜情態副詞ア 通常ア：[ぱっさ]りと H3, [ぱっ]さりと H2｜強調ア：ぱっ[さ]りと L3B△ 
o2030｜情副挿入形 ぱーっ[さ]りと L4C△
o2031｜文脈・構造 目を大きく見ひらいて｜ぱっちりと｜AQBrito
o2031｜情態副詞ア 通常ア：[ぱっち]りと H3, [ぱっ]ちりと H2｜強調ア：ぱっ[ち]りと L3B△ 
o2031｜情副挿入形 ぱーっ[ち]りと L4C△

o2031｜形容動詞 通常ア：[ぱっち]りに H3△, [ぱっ]ちりに H2△, ぱっ[ち]りに L3B△ 
o2032｜文脈・構造 急なことや意外なことに驚き｜びっくりと｜AQBrito
o2032｜情態副詞ア 通常ア：[びっく]りと H3, [びっ]くりと H2｜強調ア：びっ[く]りと L3B△ 
o2032｜情副挿入形 びーっ[く]りと L4C△
o2033｜文脈・構造 大量の汗などでひどくぬれて｜びっしょりと｜AQBrito
o2033｜情態副詞ア 通常ア：[びっ]しょりと H2｜強調ア：びっ[しょ]りと L3B△
o2033｜情副挿入形 びーっ[しょ]りと L4C△

o2033｜形容動詞 通常ア：[びっしょ]りに H3, [びっ]しょりに H2, びっ[しょ]りに L3B 
o2034｜文脈・構造 大量にすきまなく並んで｜びっしりと｜AQBrito
o2034｜情態副詞ア 通常ア：[びっし]りと H3, [びっ]しりと H2｜強調ア：びっ[し]りと L3B△ 
o2034｜情副挿入形 びーっ[し]りと L4C△
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o2034｜形容動詞 通常ア：[びっし]りに H3△, [びっ]しりに H2△, びっ[し]りに L3B△ 
o2035｜文脈・構造 完全にすきまなく密着して｜ぴったりと｜AQBrito
o2035｜情態副詞ア 通常ア：[ぴった]りと H3, [ぴっ]たりと H2｜強調ア：ぴっ[た]りと L3B△ 
o2035｜情副挿入形 ぴーっ[た]りと L4C△

o2035｜形容動詞 通常ア：[ぴった]りに H3△, [ぴっ]たりに H2△, ぴっ[た]りに L3B△ 
o2036｜文脈・構造 大量の水などで完全にぬれて｜びっちょりと｜AQBrito
o2036｜情態副詞ア 通常ア：[びっ]ちょりと H2｜強調ア：びっ[ちょ]りと L3B△
o2036｜情副挿入形 びーっ[ちょ]りと L4C△

o2036｜形容動詞 通常ア：[びっ]ちょりに H2△
o2037｜文脈・構造 完全にすきまなく密着して｜ぴっちりと｜AQBrito
o2037｜情態副詞ア 通常ア：[ぴっち]りと H3, [ぴっ]ちりと H2｜強調ア：ぴっ[ち]りと L3B△ 
o2037｜情副挿入形 ぴーっ[ち]りと L4C△

o2037｜形容動詞 通常ア：[ぴっち]りと H3△, [ぴっ]ちりと H2△, ぴっ[ち]りと L3B△ 
o2038｜文脈・構造 子どもの頬などがふくらんで｜ふっくりと｜AQBrito
o2038｜情態副詞ア 通常ア：[ふっく]りと H3, [ふっ]くりと H2｜強調ア：ふっ[く]りと L3B△ 
o2038｜情副挿入形 ふーっ[く]りと L4C△
o2039｜文脈・構造 やわらかく包みこむようで｜ふっくりと｜AQBrito
o2039｜情態副詞ア 通常ア：[ふっく]りと H3, [ふっ]くりと H2｜強調ア：ふっ[く]りと L3B△ 
o2039｜情副挿入形 ふーっ[く]りと L4C△
o2040｜文脈・構造 一部分だけ丸くふくらんで｜ぷっくりと｜AQBrito
o2040｜情態副詞ア 通常ア：[ぷっく]りと H3, [ぷっ]くりと H2｜強調ア：ぷっ[く]りと L3B△ 
o2040｜情副挿入形 ぷーっ[く]りと L4C△

o2040｜形容動詞 通常ア：[ぷっく]りに H3△, [ぷっ]くりに H2△, ぷっ[く]りに L3B△ 
o2041｜文脈・構造 餅などがやわらかくふくらみ｜ぷっくりと｜AQBrito
o2041｜情態副詞ア 通常ア：[ぷっく]りと H3, [ぷっ]くりと H2｜強調ア：ぷっ[く]りと L3B△ 
o2041｜情副挿入形 ぷーっ[く]りと L4C△

o2041｜形容動詞 通常ア：[ぷっく]りに H3△, [ぷっ]くりに H2△
o2042｜文脈・構造 毛が房のように豊富にあって｜ふっさりと｜AQBrito
o2042｜情態副詞ア 通常ア：[ふっさ]りと H3, [ふっ]さりと H2｜強調ア：ふっ[さ]りと L3B△ 
o2042｜情副挿入形 ふーっ[さ]りと L4C△

o2042｜形容動詞 通常ア：[ふっさ]りに H3△, [ふっ]さりに H2△, ふっ[さ]りに L3B△ 
o2043｜文脈・構造 思いきってものを断ち切り｜ふっつりと｜AQBrito
o2043｜情態副詞ア 通常ア：[ふっつ]りと H3, [ふっ]つりと H2｜強調ア：ふっ[つ]りと L3B△ 
o2043｜情副挿入形 ふーっ[つ]りと L4C△
o2044｜文脈・構造 刃物を勢いよく突き刺して｜ぶっつりと｜AQBrito
o2044｜情態副詞ア 通常ア：[ぶっつ]りと H3, [ぶっ]つりと H2｜強調ア：ぶっ[つ]りと L3B△ 
o2044｜情副挿入形 ぶーっ[つ]りと L4C△
o2045｜文脈・構造 紐や関係などが完全に切れて｜ぷっつりと｜AQBrito
o2045｜情態副詞ア 通常ア：[ぷっつ]りと H3, [ぷっ]つりと H2｜強調ア：ぷっ[つ]りと L3B△ 
o2045｜情副挿入形 ぷーっ[つ]りと L4C△

o2045｜形容動詞 通常ア：[ぷっつ]りに H3△, [ぷっ]つりに H2△, ぷっ[つ]りに L3B△ 
o2046｜文脈・構造 水けを含んで広く粘りつき｜べったりと｜AQBrito
o2046｜情態副詞ア 通常ア：[べった]りと H3, [べっ]たりと H2｜強調ア：べっ[た]りと L3B△ 
o2046｜情副挿入形 べーっ[た]りと L4C△, べった[りーっ]と L6C△

o2046｜形容動詞 通常ア：[べった]りに H3△, [べっ]たりに H2△, べっ[た]りに L3B△｜挿入形：べーっ
[た]りに L4C△ 

o2047｜文脈・構造 軽く一面に張りついて｜ぺったりと｜AQBrito
o2047｜情態副詞ア 通常ア：[ぺった]りと H3, [ぺっ]たりと H2｜強調ア：ぺっ[た]りと L3B△ 
o2047｜情副挿入形 ぺーっ[た]りと L4C△

o2047｜形容動詞 通常ア：[ぺった]りに H3△, [ぺっ]たりに H2△, ぺっ[た]りに L3B△ 
o2048｜文脈・構造 水けを含んで広く粘りつき｜べっちゃりと｜AQBrito
o2048｜情態副詞ア 通常ア：[べっちゃ]りと H3, [べっ]ちゃりと H2｜強調ア：べっ[ちゃ]りと L3B△ 
o2048｜情副挿入形 べーっ[ちゃ]りと L4C△

o2048｜形容動詞 通常ア：[べっちゃ]りに H3△, [べっ]ちゃりに H2△, べっ[ちゃ]りに L3B△ 
o2049｜文脈・構造 汗などが表面に濃くにじみ｜べっとりと｜AQBrito
o2049｜情態副詞ア 通常ア：[べっ]とりと H2｜強調ア：べっ[と]りと L3B△
o2049｜情副挿入形 べーっ[と]りと L4C△

o2049｜形容動詞 通常ア：[べっ]とりに H2△
o2050｜文脈・構造 粘りけのあるものが一面に｜べっとりと｜AQBrito
o2050｜情態副詞ア 通常ア：[べっと]りと H3, [べっ]とりと H2｜強調ア：べっ[と]りと L3B△ 
o2050｜情副挿入形 べーっ[と]りと L4C△

o2050｜形容動詞 通常ア：[べっと]りに H3△, [べっ]とりに H2△, べっ[と]りに L3B△ 
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o2051｜文脈・構造 汗や血などが一面について｜べっとりと｜AQBrito
o2051｜情態副詞ア 通常ア：[べっと]りと H3, [べっ]とりと H2｜強調ア：べっ[と]りと L3B△ 
o2051｜情副挿入形 べーっ[と]りと L4C△

o2051｜形容動詞 通常ア：[べっと]りに H3△, [べっ]とりに H2△, べっ[と]りに L3B△ 
o2052｜文脈・構造 粘液状のものが一面について｜ぺっとりと｜AQBrito
o2052｜情態副詞ア 通常ア：[ぺっと]りと H3, [ぺっ]とりと H2｜強調ア：ぺっ[と]りと L3B△ 
o2052｜情副挿入形 ぺーっ[と]りと L4C△

o2052｜形容動詞 通常ア：[ぺっと]りに H3△, [ぺっ]とりに H2△, ぺっ[と]りに L3B△ 
o2053｜文脈・構造 息や湯気があたたかくかかり｜ほっかりと｜AQBrito
o2053｜情態副詞ア 通常ア：[ほっ]かりと H2
o2053｜情副挿入形 ほーっ[か]りと L4C△
o2054｜文脈・構造 息や湯気があたたかくかかり｜ぽっかりと｜AQBrito
o2054｜情態副詞ア 通常ア：[ぽっ]かりと H2
o2054｜情副挿入形 ぽーっ[か]りと L4C△
o2055｜文脈・構造 空中に軽々と浮かんで｜ぽっかりと｜AQBrito
o2055｜情態副詞ア 通常ア：[ぽっか]りと H3, [ぽっ]かりと H2｜強調ア：ぽっ[か]りと L3B△ 
o2055｜情副挿入形 ぽーっ[か]りと L4C△

o2055｜形容動詞 通常ア：[ぽっか]りに H3△, [ぽっ]かりに H2△, ぽっ[か]りに L3B△ 
o2056｜文脈・構造 あっけなくきれいに折れて｜ぽっきりと｜AQBrito
o2056｜情態副詞ア 通常ア：[ぽっき]りと H3, [ぽっ]きりと H2｜強調ア：ぽっ[き]りと L3B△ 
o2056｜情副挿入形 ぽーっ[き]りと L4C△

o2056｜形容動詞 通常ア：[ぽっき]りに H3△, [ぽっ]きりに H2△, ぽっ[き]りに L3B△ 
o2057｜文脈・構造 きれいに切れたり、中断して｜ぽっきりと｜AQBrito
o2057｜情態副詞ア 通常ア：[ぽっき]りと H3, [ぽっ]きりと H2｜強調ア：ぽっ[き]りと L3B△ 
o2057｜情副挿入形 ぽーっ[き]りと L4C△

o2057｜形容動詞 通常ア：[ぽっき]りに H3△, [ぽっ]きりに H2△, ぽっ[き]りに L3B△ 
o2058｜文脈・構造 ちょうどそれだけで｜ぽっきりと｜AQBrito
o2058｜情態副詞ア 通常ア：[ぽっき]りと H3, [ぽっ]きりと H2｜強調ア：ぽっ[き]りと L3B△ 
o2058｜情副挿入形 ぽーっ[き]りと L4C△

o2058｜形容動詞 通常ア：[ぽっき]りに H3△, [ぽっ]きりに H2△, ぽっ[き]りに L3B△ 
o2059｜文脈・構造 目立つぐらいにふくらんで｜ぼっこりと｜AQBrito
o2059｜情態副詞ア 通常ア：[ぼっこ]りと H3, [ぼっ]こりと H2｜強調ア：ぼっ[こ]りと L3B△ 
o2059｜情副挿入形 ぼーっ[こ]りと L4C△

o2059｜形容動詞 通常ア：[ぼっこ]りに H3△, [ぼっ]こりに H2△, ぼっ[こ]りに L3B△ 
o2060｜文脈・構造 小さく出っ張って｜ぽっこりと｜AQBrito
o2060｜情態副詞ア 通常ア：[ぽっこ]りと H3, [ぽっ]こりと H2｜強調ア：ぽっ[こ]りと L3B△ 
o2060｜情副挿入形 ぽーっ[こ]りと L4C△

o2060｜形容動詞 通常ア：[ぽっこ]りに H3△, [ぽっ]こりに H2△, ぽっ[こ]りに L3B△ 
o2061｜文脈・構造 細くて流れるような姿をして｜ほっそりと｜AQBrito
o2061｜情態副詞ア 通常ア：[ほっそ]りと H3, [ほっ]そりと H2｜強調ア：ほっ[そ]りと L3B△ 
o2061｜情副挿入形 ほーっ[そ]りと L4C△

o2061｜形容動詞 通常ア：[ほっそ]りに H3△, [ほっ]そりに H2△
o2062｜文脈・構造 ふっくら肥えてかわいらしく｜ぼっちゃりと｜AQBrito
o2062｜情態副詞ア 通常ア：[ぼっちゃ]りと H3, [ぼっ]ちゃりと H2｜強調ア：ぼっ[ちゃ]りと L3B△ 
o2062｜情副挿入形 ぼーっ[ちゃ]りと L4C△

o2062｜形容動詞 通常ア：[ぼっちゃ]りに H3△, [ぼっ]ちゃりに H2△
o2063｜文脈・構造 ふっくら肥えてかわいらしく｜ぽっちゃりと｜AQBrito
o2063｜情態副詞ア 通常ア：[ぽっちゃ]りと H3, [ぽっ]ちゃりと H2｜強調ア：ぽっ[ちゃ]りと L3B△ 
o2063｜情副挿入形 ぽーっ[ちゃ]りと L4C△

o2063｜形容動詞 通常ア：[ぽっちゃ]りに H3△, [ぽっ]ちゃりに H2△, ぽっ[ちゃ]りに L3B△ 
o2064｜文脈・構造 量や程度がごくわずかで｜ぽっちりと｜AQBrito
o2064｜情態副詞ア 通常ア：[ぽっち]りと H3, [ぽっ]ちりと H2｜強調ア：ぽっ[ち]りと L3B△ 
o2064｜情副挿入形 ぽーっ[ち]りと L4C△

o2064｜形容動詞 通常ア：[ぽっち]りに H3△, [ぽっ]ちりに H2△
o2065｜文脈・構造 肉づきが重たげに豊かで｜ぼってりと｜AQBrito
o2065｜情態副詞ア 通常ア：[ぼって]りと H3, [ぼっ]てりと H2｜強調ア：ぼっ[て]りと L3B△ 
o2065｜情副挿入形 ぼーっ[て]りと L4C△

o2065｜形容動詞 通常ア：[ぼって]りに H3△, [ぼっ]てりに H2△, ぼっ[て]りに L3B△ 
o2066｜文脈・構造 ふくよかに肥えて愛らしく｜ぽってりと｜AQBrito
o2066｜情態副詞ア 通常ア：[ぽって]りと H3, [ぽっ]てりと H2｜強調ア：ぽっ[て]りと L3B△ 
o2066｜情副挿入形 ぽーっ[て]りと L4C△

o2066｜形容動詞 通常ア：[ぽって]りに H3△, [ぽっ]てりに H2△, ぽっ[て]りに L3B△ 
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o2067｜文脈・構造 厚みとふくよかさがあって｜ぽってりと｜AQBrito
o2067｜情態副詞ア 通常ア：[ぽって]りと H3, [ぽっ]てりと H2｜強調ア：ぽっ[て]りと L3B△ 
o2067｜情副挿入形 ぽーっ[て]りと L4C△

o2067｜形容動詞 通常ア：[ぽって]りに H3△, [ぽっ]てりに H2△, ぽっ[て]りに L3B△ 
o2068｜文脈・構造 肉づきがよくなって｜みっしりと｜AQBrito
o2068｜情態副詞ア 通常ア：[みっし]りと H3, [みっ]しりと H2｜強調ア：みっ[し]りと L3B△ 
o2068｜情副挿入形 みーっ[し]りと L4C△

o2068｜形容動詞 通常ア：[みっし]りに H3△, [みっ]しりに H2△, みっ[し]りに L3B△ 
o2069｜文脈・構造 すきまなくたくさんあって｜みっしりと｜AQBrito
o2069｜情態副詞ア 通常ア：[みっし]りと H3, [みっ]しりと H2｜強調ア：みっ[し]りと L3B△ 
o2069｜情副挿入形 みーっ[し]りと L4C△

o2069｜形容動詞 通常ア：[みっし]りに H3△, [みっ]しりに H2△, みっ[し]りに L3B△ 
o2070｜文脈・構造 突然立ったり、起きあがって｜むっくりと｜AQBrito
o2070｜情態副詞ア 通常ア：[むっく]りと H3, [むっ]くりと H2｜強調ア：むっ[く]りと L3B△ 
o2070｜情副挿入形 むーっ[く]りと L4C△
o2071｜文脈・構造 丸く盛り上がって｜むっくりと｜AQBrito
o2071｜情態副詞ア 通常ア：[むっく]りと H3, [むっ]くりと H2｜強調ア：むっ[く]りと L3B△ 
o2071｜情副挿入形 むーっ[く]りと L4C△

o2071｜形容動詞 通常ア：[むっく]りに H3△, [むっ]くりに H2△, むっ[く]りに L3B△ 
o2072｜文脈・構造 肌に張りがあり、肉づきがよく｜むっちりと｜AQBrito
o2072｜情態副詞ア 通常ア：[むっち]りと H3, [むっ]ちりと H2｜強調ア：むっ[ち]りと L3B△ 
o2072｜情副挿入形 むーっ[ち]りと L4C△

o2072｜形容動詞 通常ア：[むっち]りに H3△, [むっ]ちりに H2△, むっ[ち]りに L3B△ 
o2073｜文脈・構造 愛想もなくぶっきら棒に｜むっつりと｜AQBrito
o2073｜情態副詞ア 通常ア：[むっつ]りと H3, [むっ]つりと H2｜強調ア：むっ[つ]りと L3B△ 
o2073｜情副挿入形 むーっ[つ]りと L4C△

o2073｜形容動詞 通常ア：[むっつ]りに H3△, [むっ]つりに H2△, むっ[つ]りに L3B△ 
o2074｜文脈・構造 目に見えて程度が進んで｜めっきりと｜AQBrito
o2074｜情態副詞ア 通常ア：[めっき]りと H3, [めっ]きりと H2｜強調ア：めっ[き]りと L3B△ 
o2074｜情副挿入形 めーっ[き]りと L4C△
o2075｜文脈・構造 丸みを帯びて高く盛り上がり｜もっこりと｜AQBrito
o2075｜情態副詞ア 通常ア：[もっこ]りと H3, [もっ]こりと H2｜強調ア：もっ[こ]りと L3B△ 
o2075｜情副挿入形 もーっ[こ]りと L4C△

o2075｜形容動詞 通常ア：[もっこ]りに H3△, [もっ]こりに H2△, もっ[こ]りに L3B△ 
o2076｜文脈・構造 毛や草が生えて、盛り上がり｜もっさりと｜AQBrito
o2076｜情態副詞ア 通常ア：[もっさ]りと H3, [もっ]さりと H2｜強調ア：もっ[さ]りと L3B△ 
o2076｜情副挿入形 もーっ[さ]りと L4C△

o2076｜形容動詞 通常ア：[もっさ]りに H3△, [もっ]さりに H2△, もっ[さ]りに L3B△ 
o2077｜文脈・構造 重みやよどみが感じられて｜もったりと｜AQBrito
o2077｜情態副詞ア 通常ア：[もった]りと H3, [もっ]たりと H2｜強調ア：もっ[た]りと L3B△ 
o2077｜情副挿入形 もーっ[た]りと L4C△
o2078｜文脈・構造 動作・進展・回転などが遅く｜ゆっくりと｜AQBrito
o2078｜情態副詞ア 通常ア：[ゆっく]りと H3, [ゆっ]くりと H2｜強調ア：ゆっ[く]りと L3B△ 
o2078｜情副挿入形 ゆーっ[く]りと L4C△

o2078｜形容動詞 通常ア：[ゆっく]りに H3△, [ゆっ]くりに H2△, ゆっ[く]りに L3B△ 
o2079｜文脈・構造 動作・進展などがゆるやかで｜ゆったりと｜AQBrito
o2079｜情態副詞ア 通常ア：[ゆった]りと H3, [ゆっ]たりと H2｜強調ア：ゆっ[た]りと L3B△ 
o2079｜情副挿入形 ゆーっ[た]りと L4C△

o2079｜形容動詞 通常ア：[ゆった]りに H3△, [ゆっ]たりに H2△, ゆっ[た]りに L3B△ 
o2080｜文脈・構造 はげしくぶつかってかみ合い｜がっきと｜AQBto
o2080｜情態副詞ア 通常ア：[がっき]と H3, [がっ]きと H2｜強調ア：がっ[き]と L3B△ 
o2081｜文脈・構造 雑多に秩序なく入り混じって｜ごったと｜AQBto
o2081｜情副挿入形 ご[たっ]と L3A, ご[たーっ]と L4A△

o2081｜形容動詞 通常ア：ごっ[たに L0B
o2082｜文脈・構造 雑多に秩序なく入り混じって｜ごっちゃと｜AQBto
o2082｜情副挿入形 ご[ちゃっ]と L3A, ご[ちゃーっ]と L4A△

o2082｜形容動詞 通常ア：ごっ[ちゃに L0B
o2083｜文脈・構造 砂などを勢いよくつかんで｜ざっくと｜AQBto
o2083｜情態副詞ア 通常ア：[ざっ]くと H2
o2083｜情副挿入形 ざ[くっ]と L3A, ざ[くーっ]と L4A△
o2084｜文脈・構造 勢いよく切ったり、たたき割り｜ざっくと｜AQBto
o2084｜情態副詞ア 通常ア：[ざっ]くと H2
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o2085｜文脈・構造 勢いよくまっすぐにのびて｜すっきと｜AQBto
o2085｜情態副詞ア 通常ア：[すっき]と H3｜強調ア：[すっ]きと H2△
o2086｜文脈・構造 勢いよく、まっすぐに立って｜すっくと｜AQBto
o2086｜情態副詞ア 通常ア：[すっく]と H3｜強調ア：[すっ]くと H2
o2086｜情副挿入形 [すーっく]と H4△ 
o2087｜文脈・構造 ものが長くのび出て｜にょっきと｜AQBto
o2087｜情態副詞ア 通常ア：[にょっき]と H3｜強調ア：[にょっ]きと H2
o2087｜情副挿入形 [にょーっき]と H4△, にょーっ[き]と L4C△
o2088｜文脈・構造 まっすぐに毅然として立って｜ぬっくと｜AQBto
o2088｜情態副詞ア 通常ア：[ぬっく]と H3｜強調ア：[ぬっ]くと H2△
o2088｜情副挿入形 [ぬーっく]と H4△ 
o2089｜文脈・構造 勢いよく立ち上がって｜ぬっくと｜AQBto
o2089｜情態副詞ア 通常ア：[ぬっく]と H3｜強調ア：[ぬっ]くと H2△
o2089｜情副挿入形 [ぬーっく]と H4△ 
o2090｜文脈・構造 刀などで勢いよく強く打って｜はっしと｜AQBto
o2090｜情態副詞ア 通常ア：[はっし]と H3, [はっ]しと H2｜強調ア：はっ[し]と L3B△ 
o2090｜情副挿入形 はーっ[し]と L4C△ 
o2091｜文脈・構造 目を据えて強くにらんで｜はったと｜AQBto
o2091｜情態副詞ア 通常ア：[はった]と H3, [はっ]たと H2
o2092｜文脈・構造 酒に酔ってしゃっくりが出て｜ひっくと｜AQBto
o2092｜情態副詞ア 通常ア：[ひっ]くと H2
o2092｜情副挿入形 [ひーっく]と H4△ 
o2093｜文脈・構造 ひきつけるように泣いて｜ひっくと｜AQBto
o2093｜情態副詞ア 通常ア：[ひっく]と H3, [ひっ]くと H2
o2093｜情副挿入形 [ひーっく]と H4△ 
o2094｜文脈・構造 突然立ったり、起きあがって｜むっくと｜AQBto
o2094｜情態副詞ア 通常ア：[むっく]と H3｜強調ア：[むっ]くと H2△
o2094｜情副挿入形 [むーっく]と H4△ 
o2095｜文脈・構造 日光が熱く照りつけて｜かっと｜AQto
o2095｜情態副詞ア 通常ア：[かっ]と H2 
o2095｜情副挿入形 [かーっ]と H3△ 
o2096｜文脈・構造 火や怒りで熱くなって｜かっと｜AQto
o2096｜情態副詞ア 通常ア：[かっ]と H2 
o2096｜情副挿入形 [かーっ]と H3△ 
o2097｜文脈・構造 目を大きく見開きにらんで｜かっと｜AQto
o2097｜情態副詞ア 通常ア：[かっ]と H2 
o2097｜情副挿入形 [かーっ]と H3△ 
o2098｜文脈・構造 痰やつばを勢いよく吐いて｜かっと｜AQto
o2098｜情態副詞ア 通常ア：[かっ]と H2 
o2098｜情副挿入形 [かーっ]と H3 
o2099｜文脈・構造 恥辱や怒りで頭に血がのぼり｜かっと｜AQto
o2099｜情態副詞ア 通常ア：[かっ]と H2 
o2099｜情副挿入形 [かーっ]と H3△, か[ーっ]と L3A△
o2100｜文脈・構造 重みのあるものがはげしく｜がっと｜AQto
o2100｜情態副詞ア 通常ア：[がっ]と H2 
o2100｜情副挿入形 [がーっ]と H3△ 
o2101｜文脈・構造 目つきや態度をきつくして｜きっと｜AQto
o2101｜情態副詞ア 通常ア：[きっ]と H2 
o2101｜情副挿入形 [きーっ]と H3△ 
o2102｜文脈・構造 態度や目つきを急に硬化させ｜きっと｜AQto
o2102｜情態副詞ア 通常ア：[きっ]と H2 
o2102｜情副挿入形 [きーっ]と H3△ 
o2103｜文脈・構造 ものが一瞬きしんで｜きっと｜AQto
o2103｜情態副詞ア 通常ア：[きっ]と H2 
o2103｜情副挿入形 [きーっ]と H3 
o2104｜文脈・構造 ものが一瞬きしんで｜ぎっと｜AQto
o2104｜情態副詞ア 通常ア：[ぎっ]と H2 
o2104｜情副挿入形 [ぎーっ]と H3 
o2105｜文脈・構造 驚き・恐怖・苦痛に悲鳴をあげ｜きゃっと｜AQto
o2105｜情態副詞ア 通常ア：[きゃっ]と H2
o2105｜情副挿入形 [きゃーっ]と H3 
o2106｜文脈・構造 驚き・恐怖・苦痛に悲鳴をあげ｜ぎゃっと｜AQto
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o2106｜情態副詞ア 通常ア：[ぎゃっ]と H2
o2106｜情副挿入形 [ぎゃーっ]と H3 
o2107｜文脈・構造 あわてて思わず声を出して｜ぎゃっと｜AQto
o2107｜情態副詞ア 通常ア：[ぎゃっ]と H2
o2107｜情副挿入形 [ぎゃーっ]と H3 
o2108｜文脈・構造 強い酒を味わいつつ一気に｜きゅっと｜AQto
o2108｜情態副詞ア 通常ア：[きゅっ]と H2
o2108｜情副挿入形 [きゅーっ]と H3 
o2109｜文脈・構造 強い摩擦によって｜きゅっと｜AQto
o2109｜情態副詞ア 通常ア：[きゅっ]と H2
o2109｜情副挿入形 [きゅーっ]と H3 
o2110｜文脈・構造 ゆるんだものを締めつけて｜きゅっと｜AQto
o2110｜情態副詞ア 通常ア：[きゅっ]と H2
o2110｜情副挿入形 [きゅーっ]と H3 
o2111｜文脈・構造 ゆるんだものを締めつけて｜ぎゅっと｜AQto
o2111｜情態副詞ア 通常ア：[ぎゅっ]と H2
o2111｜情副挿入形 [ぎゅーっ]と H3 
o2112｜文脈・構造 突然のことに目をむいて｜ぎょっと｜AQto
o2112｜情態副詞ア 通常ア：[ぎょっ]と H2
o2112｜情副挿入形 [ぎょーっ]と H3△ 
o2113｜文脈・構造 ひと息に飲みくだして｜くっと｜AQto
o2113｜情態副詞ア 通常ア：[くっ]と H2 
o2113｜情副挿入形 [くーっ]と H3, く[ーっ]と L3A
o2114｜文脈・構造 笑いをこらえながらも思わず｜くっと｜AQto
o2114｜情態副詞ア 通常ア：[くっ]と H2 
o2114｜情副挿入形 [くーっ]と H3 
o2115｜文脈・構造 焦点を鋭く合わせにらんで｜ぐっと｜AQto
o2115｜情態副詞ア 通常ア：[ぐっ]と H2 
o2115｜情副挿入形 [ぐーっ]と H3△ 
o2116｜文脈・構造 ひと息に飲みくだして｜ぐっと｜AQto
o2116｜情態副詞ア 通常ア：[ぐっ]と H2 
o2116｜情副挿入形 [ぐーっ]と H3, ぐ[ーっ]と L3A
o2117｜文脈・構造 心に強い衝撃を受けて｜ぐっと｜AQto
o2117｜情態副詞ア 通常ア：[ぐっ]と H2 
o2117｜情副挿入形 [ぐーっ]と H3△ 
o2118｜文脈・構造 飲食物を吐いて｜げっと｜AQto
o2118｜情態副詞ア 通常ア：[げっ]と H2 
o2118｜情副挿入形 [げーっ]と H3△, げ[ーっ]と L3A△
o2119｜文脈・構造 意外なものごとを見聞きして｜げっと｜AQto
o2119｜情態副詞ア 通常ア：[げっ]と H2 
o2119｜情副挿入形 [げーっ]と H3△, げ[ーっ]と L3A△
o2120｜文脈・構造 通り雨が軽く一時に降って｜さっと｜AQto
o2120｜情態副詞ア 通常ア：[さっ]と H2 
o2120｜情副挿入形 [さーっ]と H3 
o2121｜文脈・構造 率先して気軽に立ち上がって｜さっと｜AQto
o2121｜情態副詞ア 通常ア：[さっ]と H2 
o2121｜情副挿入形 [さーっ]と H3△ 
o2122｜文脈・構造 反応がよくて動作がすばやく｜さっと｜AQto
o2122｜情態副詞ア 通常ア：[さっ]と H2 
o2122｜情副挿入形 [さーっ]と H3△ 
o2123｜文脈・構造 夕立がはげしく一時に降って｜ざっと｜AQto
o2123｜情態副詞ア 通常ア：[ざっ]と H2 
o2123｜情副挿入形 [ざーっ]と H3 
o2124｜文脈・構造 視線を対象からそらさず｜じっと｜AQto
o2124｜情態副詞ア 通常ア：[じっ]と H2 
o2124｜情副挿入形 [じーっ]と H3, じ[ーっ]と L3A, じー[ーっ]と L4B△
o2125｜文脈・構造 熱いフライパンに材料を入れ｜じゃっと｜AQto
o2125｜情態副詞ア 通常ア：[じゃっ]と H2
o2125｜情副挿入形 [じゃーっ]と H3△ 
o2126｜文脈・構造 すばやく、勢いよくこすれて｜しゅっと｜AQto
o2126｜情態副詞ア 通常ア：[しゅっ]と H2
o2126｜情副挿入形 [しゅーっ]と H3△ 
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o2127｜文脈・構造 脂肪分が焼けて溶け出して｜じゅっと｜AQto
o2127｜情態副詞ア 通常ア：[じゅっ]と H2
o2127｜情副挿入形 [じゅーっ]と H3 
o2128｜文脈・構造 何気なく気軽に立ち上がって｜すっと｜AQto
o2128｜情態副詞ア 通常ア：[すっ]と H2 
o2128｜情副挿入形 [すーっ]と H3△ 
o2129｜文脈・構造 すばやく静かに進んで｜すっと｜AQto
o2129｜情態副詞ア 通常ア：[すっ]と H2 
o2129｜情副挿入形 [すーっ]と H3, す[ーっ]と L3A△
o2130｜文脈・構造 細長くまっすぐにのびて｜すっと｜AQto
o2130｜情態副詞ア 通常ア：[すっ]と H2 
o2130｜情副挿入形 [すーっ]と H3 
o2131｜文脈・構造 自発的にすばやく動いて｜すっと｜AQto
o2131｜情態副詞ア 通常ア：[すっ]と H2 
o2131｜情副挿入形 [すーっ]と H3△ 
o2132｜文脈・構造 ものごとをいっそう推し進め｜ずっと｜AQto
o2132｜情態副詞ア 通常ア：[ずっ]と H2 
o2132｜情副挿入形 [ずーっ]と H3 
o2133｜文脈・構造 ものがずれたり、こすれて｜ずっと｜AQto
o2133｜情態副詞ア 通常ア：[ずっ]と H2 
o2133｜情副挿入形 [ずーっ]と H3△ 
o2134｜文脈・構造 恐怖に体の表面が一瞬ふるえ｜ぞっと｜AQto
o2134｜情態副詞ア 通常ア：[ぞっ]と H2 
o2134｜情副挿入形 [ぞーっ]と H3, ぞ[ーっ]と L3A
o2135｜文脈・構造 いい気持ちがしないで｜ぞっと｜AQto
o2135｜情態副詞ア 通常ア：[ぞっ]と H2 
o2135｜情副挿入形 [ぞーっ]と H3△ 
o2136｜文脈・構造 強い感動が身内を走り抜け｜ぞっと｜AQto
o2136｜情態副詞ア 通常ア：[ぞっ]と H2 
o2136｜情副挿入形 [ぞーっ]と H3△ 
o2137｜文脈・構造 すばやい動作で｜たっと｜AQto
o2137｜情態副詞ア 通常ア：[たっ]と H2 
o2137｜情副挿入形 [たーっ]と H3△ 
o2138｜文脈・構造 重いものがぶつかって｜だっと｜AQto
o2138｜情態副詞ア 通常ア：[だっ]と H2 
o2138｜情副挿入形 [だーっ]と H3△ 
o2139｜文脈・構造 勢いよく飛び出して｜だっと｜AQto
o2139｜情態副詞ア 通常ア：[だっ]と H2 
o2139｜情副挿入形 [だーっ]と H3△ 
o2140｜文脈・構造 動作が迅速で｜ちゃっと｜AQto
o2140｜情態副詞ア 通常ア：[ちゃっ]と H2
o2140｜情副挿入形 [ちゃーっ]と H3△ 
o2141｜文脈・構造 少量の水が細く勢いよく飛び｜ちゅっと｜AQto
o2141｜情態副詞ア 通常ア：[ちゅっ]と H2
o2141｜情副挿入形 [ちゅーっ]と H3△ 
o2142｜文脈・構造 汁などを短くすすって｜ちゅっと｜AQto
o2142｜情態副詞ア 通常ア：[ちゅっ]と H2
o2142｜情副挿入形 [ちゅーっ]と H3△ 
o2143｜文脈・構造 大勢が一度に高笑いして｜どっと｜AQto
o2143｜情態副詞ア 通常ア：[どっ]と H2 
o2143｜情副挿入形 [どーっ]と H3 
o2144｜文脈・構造 一度に大量に押し寄せて｜どっと｜AQto
o2144｜情態副詞ア 通常ア：[どっ]と H2 
o2144｜情副挿入形 [どーっ]と H3 
o2145｜文脈・構造 声をたてず愛嬌を漂わせて｜にっと｜AQto
o2145｜情態副詞ア 通常ア：[にっ]と H2 
o2145｜情副挿入形 [にーっ]と H3△ 
o2146｜文脈・構造 突然気づいて、驚いて｜はっと｜AQto
o2146｜情態副詞ア 通常ア：[はっ]と H2 
o2146｜情副挿入形 [はーっ]と H3△ 
o2147｜文脈・構造 動作や状態が急に変化して｜はっと｜AQto
o2147｜情態副詞ア 通常ア：[はっ]と H2 
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o2147｜情副挿入形 [はーっ]と H3△ 
o2148｜文脈・構造 動作や状態が急に変化して｜ばっと｜AQto
o2148｜情態副詞ア 通常ア：[ばっ]と H2 
o2148｜情副挿入形 [ばーっ]と H3△ 
o2149｜文脈・構造 すばやい反応で立ち上がって｜ぱっと｜AQto
o2149｜情態副詞ア 通常ア：[ぱっ]と H2 
o2149｜情副挿入形 [ぱーっ]と H3△ 
o2150｜文脈・構造 急に明るく／電気や火がつき｜ぱっと｜AQto
o2150｜情態副詞ア 通常ア：[ぱっ]と H2 
o2150｜情副挿入形 [ぱーっ]と H3△ 
o2151｜文脈・構造 動作や状態が急に変化して｜ぱっと｜AQto
o2151｜情態副詞ア 通常ア：[ぱっ]と H2 
o2151｜情副挿入形 [ぱーっ]と H3△ 
o2152｜文脈・構造 驚いたりして息をのんで｜ひっと｜AQto
o2152｜情態副詞ア 通常ア：[ひっ]と H2 
o2152｜情副挿入形 [ひーっ]と H3△ 
o2153｜文脈・構造 笛の音が短く強く｜ひっと｜AQto
o2153｜情態副詞ア 通常ア：[ひっ]と H2 
o2153｜情副挿入形 [ひーっ]と H3△ 
o2154｜文脈・構造 勢いよく裂いたり、剥いで｜びっと｜AQto
o2154｜情態副詞ア 通常ア：[びっ]と H2 
o2154｜情副挿入形 [びーっ]と H3△ 
o2155｜文脈・構造 勢いよく裂いたり、剥いで｜ぴっと｜AQto
o2155｜情態副詞ア 通常ア：[ぴっ]と H2 
o2155｜情副挿入形 [ぴーっ]と H3△ 
o2156｜文脈・構造 笛の音が短く強く｜ぴっと｜AQto
o2156｜情態副詞ア 通常ア：[ぴっ]と H2 
o2156｜情副挿入形 [ぴーっ]と H3△ 
o2157｜文脈・構造 ものが風を切って飛んで｜ひゅっと｜AQto
o2157｜情態副詞ア 通常ア：[ひゅっ]と H2
o2157｜情副挿入形 [ひゅーっ]と H3△, ひゅ[ーっ]と L3A△
o2158｜文脈・構造 風を切ってすばやく飛んで｜ひゅっと｜AQto
o2158｜情態副詞ア 通常ア：[ひゅっ]と H2
o2158｜情副挿入形 [ひゅーっ]と H3△, ひゅ[ーっ]と L3A△
o2159｜文脈・構造 ものが風を切って飛んで｜びゅっと｜AQto
o2159｜情態副詞ア 通常ア：[びゅっ]と H2
o2159｜情副挿入形 [びゅーっ]と H3△, びゅ[ーっ]と L3A△
o2160｜文脈・構造 高速で風を切って進んで｜びゅっと｜AQto
o2160｜情態副詞ア 通常ア：[びゅっ]と H2
o2160｜情副挿入形 [びゅーっ]と H3△, びゅ[ーっ]と L3A△
o2161｜文脈・構造 ものが風を切って飛んで｜ぴゅっと｜AQto
o2161｜情態副詞ア 通常ア：[ぴゅっ]と H2
o2161｜情副挿入形 [ぴゅーっ]と H3△, ぴゅ[ーっ]と L3A△
o2162｜文脈・構造 少量の水が細く勢いよく飛び｜ぴゅっと｜AQto
o2162｜情態副詞ア 通常ア：[ぴゅっ]と H2
o2162｜情副挿入形 [ぴゅーっ]と H3△ 
o2163｜文脈・構造 ものが勢いよく飛び出して｜ぴゅっと｜AQto
o2163｜情態副詞ア 通常ア：[ぴゅっ]と H2
o2163｜情副挿入形 [ぴゅーっ]と H3△, ぴゅ[ーっ]と L3A△
o2164｜文脈・構造 おかしなことに吹き出して｜ふっと｜AQto
o2164｜情態副詞ア 通常ア：[ふっ]と H2 
o2164｜情副挿入形 [ふーっ]と H3 
o2165｜文脈・構造 おかしなことに吹き出して｜ぷっと｜AQto
o2165｜情態副詞ア 通常ア：[ぷっ]と H2 
o2165｜情副挿入形 [ぷーっ]と H3 
o2166｜文脈・構造 不満や怒りで頬をふくらませ｜ぷっと｜AQto
o2166｜情態副詞ア 通常ア：[ぷっ]と H2 
o2166｜情副挿入形 [ぷーっ]と H3 
o2167｜文脈・構造 炎が一瞬大きく燃え上がって｜ぼっと｜AQto
o2167｜情態副詞ア 通常ア：[ぼっ]と H2 
o2167｜情副挿入形 [ぼーっ]と H3 
o2168｜文脈・構造 ものの輪郭が不明瞭で｜ぼっと｜AQto
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o2168｜情態副詞ア 通常ア：[ぼっ]と H2 
o2168｜情副挿入形 [ぼーっ]と H3△ 
o2169｜文脈・構造 日が射したり、光がともって｜ぽっと｜AQto
o2169｜情態副詞ア 通常ア：[ぽっ]と H2 
o2169｜情副挿入形 [ぽーっ]と H3 
o2170｜文脈・構造 相手の言動にむかっ腹を立て｜むっと｜AQto
o2170｜情態副詞ア 通常ア：[むっ]と H2 
o2170｜情副挿入形 [むーっ]と H3△ 
o2171｜文脈・構造 大勢がいっせいにどよめき｜わっと｜AQto
o2171｜情態副詞ア 通常ア：[わっ]と H2 
o2171｜情副挿入形 [わーっ]と H3△ 
o2172｜文脈・構造 急にはげしく泣き出して｜わっと｜AQto
o2172｜情態副詞ア 通常ア：[わっ]と H2 
o2172｜情副挿入形 [わーっ]と H3△ 
o2173｜文脈・構造 不意に事が起きて｜わっと｜AQto
o2173｜情態副詞ア 通常ア：[わっ]と H2 
o2173｜情副挿入形 [わーっ]と H3△, わ[ーっ]と L3A△
o2174｜文脈・構造 幼稚なことを脈絡なく騒いで｜ちーちーぱーぱーと｜ARARBRBRto 
o2174｜情態副詞ア 通常ア：[ち]ーちー[ぱ]ーぱーと H1.H1

o2174｜形容動詞 通常ア：[ち]ーちー[ぱ]ーぱーに H1.H1△
o2175｜文脈・構造 人が悲しみに泣き叫んで｜おーおーと｜ARARto
o2175｜情態副詞ア 通常ア：[お]ーおーと H1
o2176｜文脈・構造 かん高く鋭い声で騒がしく｜きーきーと｜ARARto
o2176｜情態副詞ア 通常ア：[き]ーきーと H1
o2176｜情副挿入形 [きー]ー[きー]ーと H2.H2△

o2176｜形容動詞 通常ア：き[ーきーに L0A△
o2177｜文脈・構造 かたいものがこすれ合って｜きーきーと｜ARARto
o2177｜情態副詞ア 通常ア：[き]ーきーと H1
o2177｜情副挿入形 [きーきーっ]と H5△, [きーっきーっ]と H6△
o2178｜文脈・構造 重いものがきしんで｜ぎーぎーと｜ARARto
o2178｜情態副詞ア 通常ア：[ぎ]ーぎーと H1
o2178｜情副挿入形 [ぎーぎーっ]と H5△, [ぎーっぎーっ]と H6△
o2179｜文脈・構造 喜びや恐怖で奇声を発して｜きゃーきゃーと｜ARARto
o2179｜情態副詞ア 通常ア：[きゃ]ーきゃーと H1
o2179｜情副挿入形 きゃーきゃ[ーっ]と L5C△, [きゃー]ー[きゃー]ーと H2.H2△, [きゃーっきゃーっ]と H6

△ 
o2179｜形容動詞 通常ア：きゃ[ーきゃーに L0A△

o2180｜文脈・構造 驚き・恐怖・苦痛に悲鳴をあげ｜きゃーきゃーと｜ARARto
o2180｜情態副詞ア 通常ア：[きゃ]ーきゃーと H1
o2180｜情副挿入形 [きゃーきゃーっ]と H5△, きゃーきゃ[ーっ]と L5C△, [きゃーっきゃーっ]と H6△ 

o2180｜形容動詞 通常ア：きゃ[ーきゃーに L0A△
o2181｜文脈・構造 文句などを大声で繰り返して｜ぎゃーぎゃーと｜ARARto
o2181｜情態副詞ア 通常ア：[ぎゃ]ーぎゃーと H1
o2181｜情副挿入形 [ぎゃーぎゃーっ]と H5△, [ぎゃーっぎゃーっ]と H6△

o2181｜形容動詞 通常ア：ぎゃ[ーぎゃーに L0A△
o2182｜文脈・構造 喜びや恐怖で奇声を発して｜ぎゃーぎゃーと｜ARARto
o2182｜情態副詞ア 通常ア：[ぎゃ]ーぎゃーと H1
o2182｜情副挿入形 ぎゃーぎゃ[ーっ]と L5C△, [ぎゃー]ー[ぎゃー]ーと H2.H2△, [ぎゃーっぎゃーっ]と H6

△ 
o2182｜形容動詞 通常ア：ぎゃ[ーぎゃーに L0A△

o2183｜文脈・構造 きかん気の子どもがわめいて｜ぎゃーぎゃーと｜ARARto
o2183｜情態副詞ア 通常ア：[ぎゃ]ーぎゃーと H1
o2183｜情副挿入形 [ぎゃー]ー[ぎゃー]ーと H2.H2△

o2183｜形容動詞 通常ア：ぎゃ[ーぎゃーに L0A△
o2184｜文脈・構造 きしんだり、押しつけられ｜きゅーきゅーと｜ARARto
o2184｜情態副詞ア 通常ア：[きゅ]ーきゅーと H1
o2184｜情副挿入形 [きゅーきゅーっ]と H5△, [きゅーっきゅーっ]と H6△

o2184｜形容動詞 通常ア：きゅ[ーきゅーに L0A
o2185｜文脈・構造 貧乏で暮らしに余裕がなく｜きゅーきゅーと｜ARARto
o2185｜情態副詞ア 通常ア：[きゅーきゅー]と H4

o2185｜形容動詞 通常ア：きゅ[ーきゅーに L0A
o2186｜文脈・構造 きしんだり、押しつけられ｜ぎゅーぎゅーと｜ARARto
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o2186｜情態副詞ア 通常ア：[ぎゅ]ーぎゅーと H1
o2186｜情副挿入形 [ぎゅーぎゅーっ]と H5△, [ぎゅーっぎゅーっ]と H6△

o2186｜形容動詞 通常ア：ぎゅ[ーぎゅーに L0A
o2187｜文脈・構造 鼻を鳴らしながらよく眠って｜くーくーと｜ARARto
o2187｜情態副詞ア 通常ア：[く]ーくーと H1
o2187｜情副挿入形 [くー]ー[くー]ーと H2.H2△
o2188｜文脈・構造 いびきをかきながらよく眠り｜ぐーぐーと｜ARARto
o2188｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]ーぐーと H1
o2188｜情副挿入形 [ぐー]ー[ぐー]ーと H2.H2△
o2189｜文脈・構造 飲食物を続けて嘔吐して｜げーげーと｜ARARto
o2189｜情態副詞ア 通常ア：[げ]ーげーと H1
o2189｜情副挿入形 [げーげーっ]と H5△, げーげ[ーっ]と L5C△

o2189｜形容動詞 通常ア：げ[ーげーに L0A△
o2190｜文脈・構造 明るく光り輝いて煌煌｜こーこーと｜ARARto
o2190｜情態副詞ア 通常ア：[こーこー]と H4
o2191｜文脈・構造 風で木の葉がこすれ合って｜さーさーと｜ARARto
o2191｜情態副詞ア 通常ア：[さ]ーさーと H1
o2191｜情副挿入形 さーさ[ーっ]と L5C△
o2192｜文脈・構造 大量の雨が続けて降って｜ざーざーと｜ARARto
o2192｜情態副詞ア 通常ア：[ざ]ーざーと H1
o2193｜文脈・構造 大量の水が連続的に｜ざーざーと｜ARARto
o2193｜情態副詞ア 通常ア：[ざ]ーざーと H1
o2194｜文脈・構造 油やものが焼けこげて｜じーじーと｜ARARto
o2194｜情態副詞ア 通常ア：[じ]ーじーと H1
o2194｜情副挿入形 [じーじーっ]と H5△, [じーっじーっ]と H6△

o2194｜形容動詞 通常ア：じ[ーじーに L0A△
o2195｜文脈・構造 水が軽やかに流れ続けて｜しゃーしゃーと｜ARARto
o2195｜情態副詞ア 通常ア：[しゃ]ーしゃーと H1
o2196｜文脈・構造 恥を恥とも思わず、すまして｜しゃーしゃーと｜ARARto
o2196｜情態副詞ア 通常ア：[しゃーしゃー]と H4
o2196｜情副挿入形 [しゃーしゃーっ]と H5△
o2197｜文脈・構造 蛇口の水などが流れ続けて｜じゃーじゃーと｜ARARto
o2197｜情態副詞ア 通常ア：[じゃ]ーじゃーと H1

o2197｜形容動詞 通常ア：じゃ[ーじゃーに L0A△
o2198｜文脈・構造 肉などの油分の多いものを焼き｜じゅーじゅーと｜ARARto
o2198｜情態副詞ア 通常ア：[じゅ]ーじゅーと H1
o2198｜情副挿入形 [じゅーじゅーっ]と H5△, [じゅーっじゅーっ]と H6△

o2198｜形容動詞 通常ア：じゅ[ーじゅーに L0A△
o2199｜文脈・構造 すきま風などが吹きこんで｜すーすーと｜ARARto
o2199｜情態副詞ア 通常ア：[す]ーすーと H1
o2199｜情副挿入形 [すーすーっ]と H5△, すーす[ーっ]と L5C△, [すー]ー[すー]ーと H2.H2△ 

o2199｜形容動詞 通常ア：す[ーすーに L0A△
o2200｜文脈・構造 すきま風が吹き、うすら寒く｜すーすーと｜ARARto
o2200｜情態副詞ア 通常ア：[す]ーすーと H1
o2200｜情副挿入形 [すーすーっ]と H5△, すーす[ーっ]と L5C, [すー]ー[すー]ーと H2.H2△ 

o2200｜形容動詞 通常ア：す[ーすーに L0A△
o2201｜文脈・構造 規則的に呼吸しながら眠って｜すーすーと｜ARARto
o2201｜情態副詞ア 通常ア：[す]ーすーと H1
o2201｜情副挿入形 [すー]ー[すー]ーと H2.H2△
o2202｜文脈・構造 汁けのものを音高く吸って｜ずーずーと｜ARARto
o2202｜情態副詞ア 通常ア：[ずーずー]と H4｜強調ア：[ず]ーずーと H1△
o2202｜情副挿入形 [ずーずーっ]と H5△ 

o2202｜形容動詞 通常ア：ず[ーずーに L0A△
o2203｜文脈・構造 痰などがからまって息をして｜ぜーぜーと｜ARARto
o2203｜情態副詞ア 通常ア：[ぜ]ーぜーと H1
o2203｜情副挿入形 [ぜー]ー[ぜー]ーと H2.H2△

o2203｜形容動詞 通常ア：ぜ[ーぜーに L0A△
o2204｜文脈・構造 少しずつ吸いあげるように｜ちゅーちゅーと｜ARARto
o2204｜情態副詞ア 通常ア：[ちゅ]ーちゅーと H1
o2204｜情副挿入形 [ちゅーちゅーっ]と H5△, ちゅーちゅ[ーっ]と L5C△, [ちゅーっちゅーっ]と H6△ 
o2205｜文脈・構造 ものごとが妨げられず進んで｜つーつーと｜ARARto
o2205｜情態副詞ア 通常ア：[つーつー]と H4
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o2205｜情副挿入形 [つーつーっ]と H5△, [つーっつーっ]と H6△
o2205｜形容動詞 通常ア：[つーつーに H0△

o2206｜文脈・構造 たたいたり踏み鳴らして｜とーとーと｜ARARto
o2206｜情態副詞ア 通常ア：[とーとー]と H4
o2206｜情副挿入形 [とーとーっ]と H5△, [とーっとーっ]と H6△
o2207｜文脈・構造 大量の水が流れ落ちて｜どーどーと｜ARARto
o2207｜情態副詞ア 通常ア：[どーどー]と H4｜強調ア：[ど]ーどーと H1△
o2207｜情副挿入形 [どーどーっ]と H5△, [どーっどーっ]と H6△
o2208｜文脈・構造 周囲を気にせず、楽にして｜のーのーと｜ARARto
o2208｜情態副詞ア 通常ア：[のーのー]と H4, [のー]のーと H2｜強調ア：[の]ーのーと H1 
o2208｜情副挿入形 [のーのーっ]と H5△ 
o2209｜文脈・構造 心配やとらわれごともなく｜のーのーと｜ARARto
o2209｜情態副詞ア 通常ア：[のーのー]と H4, [のー]のーと H2｜強調ア：[の]ーのーと H1 
o2210｜文脈・構造 無一文になって｜ぱーぱーと｜ARARto
o2210｜情態副詞ア 通常ア：[ぱ]ーぱーと H1△

o2210｜形容動詞 通常ア：ぱ[ーぱーに L0A
o2211｜文脈・構造 情けない声で悲鳴をあげて｜ひーひーと｜ARARto
o2211｜情態副詞ア 通常ア：[ひ]ーひーと H1
o2211｜情副挿入形 [ひーひーっ]と H5△, [ひー]ー[ひー]ーと H2.H2△

o2211｜形容動詞 通常ア：ひ[ーひーに L0A△
o2212｜文脈・構造 金がいつもなくて、貧しく｜ぴーぴーと｜ARARto
o2212｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]ーぴーと H1

o2212｜形容動詞 通常ア：ぴ[ーぴーに L0A
o2213｜文脈・構造 笛の音が鳴りひびいて｜ぴーぴーと｜ARARto
o2213｜情態副詞ア 通常ア：[ぴーぴー]と H4｜強調ア：[ぴ]ーぴーと H1△
o2213｜情副挿入形 [ぴーぴーっ]と H5△, [ぴーっぴーっ]と H6△
o2214｜文脈・構造 強風が木や電線にあたって｜ひゅーひゅーと｜ARARto
o2214｜情態副詞ア 通常ア：[ひゅ]ーひゅーと H1
o2214｜情副挿入形 [ひゅーひゅーっ]と H5△, ひゅーひゅ[ーっ]と L5C△
o2215｜文脈・構造 笛・口笛・指笛などを鳴らし｜ひゅーひゅーと｜ARARto
o2215｜情態副詞ア 通常ア：[ひゅーひゅー]と H4｜強調ア：[ひゅ]ーひゅーと H1△
o2215｜情副挿入形 [ひゅーひゅーっ]と H5△

o2215｜形容動詞 通常ア：ひゅー[ひゅーに L0B△
o2216｜文脈・構造 台風などの強風が吹き続けて｜びゅーびゅーと｜ARARto
o2216｜情態副詞ア 通常ア：[びゅ]ーびゅーと H1
o2216｜情副挿入形 [びゅーびゅーっ]と H5△, びゅーびゅ[ーっ]と L5C△, [びゅーっびゅーっ]と H6△, [び

ゅー]ん[びゅー]んと H2.H2△
o2217｜文脈・構造 木枯しなどの強風が吹き続け｜ぴゅーぴゅーと｜ARARto
o2217｜情態副詞ア 通常ア：[ぴゅ]ーぴゅーと H1
o2217｜情副挿入形 [ぴゅーぴゅーっ]と H5△, ぴゅーぴゅ[ーっ]と L5C△, [ぴゅーっぴゅーっ]と H6△ 
o2218｜文脈・構造 笛・口笛・指笛などを鳴らし｜ぴゅーぴゅーと｜ARARto
o2218｜情態副詞ア 通常ア：[ぴゅーぴゅー]と H4｜強調ア：[ぴゅ]ーぴゅーと H1△
o2218｜情副挿入形 [ぴゅーぴゅーっ]と H5△

o2218｜形容動詞 通常ア：ぴゅー[ぴゅーに L0B△
o2219｜文脈・構造 不平・不満・文句などを盛んに｜ぶーぶーと｜ARARto
o2219｜情態副詞ア 通常ア：[ぶ]ーぶーと H1

o2219｜形容動詞 通常ア：ぶ[ーぶーに L0A△
o2220｜文脈・構造 火事などが燃えさかって｜ぼーぼーと｜ARARto
o2220｜情態副詞ア 通常ア：[ぼーぼー]と H4｜強調ア：[ぼ]ーぼーと H1
o2221｜文脈・構造 幼児が意気地なく泣いて｜めーめーと｜ARARto
o2221｜情態副詞ア 通常ア：[め]ーめーと H1
o2221｜情副挿入形 [めー]ー[めー]ーと H2.H2△

o2221｜形容動詞 通常ア：め[ーめーに L0A△
o2222｜文脈・構造 泣き声や叫び声を上げ騒いで｜わーわーと｜ARARto
o2222｜情態副詞ア 通常ア：[わ]ーわーと H1
o2222｜情副挿入形 わーわ[ーっ]と L5C△, [わー]ー[わー]ーと H2.H2△
o2223｜文脈・構造 所かまわず大声で泣きわめき｜わーわーと｜ARARto
o2223｜情態副詞ア 通常ア：[わ]ーわーと H1
o2223｜情副挿入形 [わーわーっ]と H5, わーわ[ーっ]と L5C△, [わーっわーっ]と H6△, [わー]ー[わー]ーと

H2.H2△ 
o2223｜形容動詞 通常ア：わ[ーわーに L0A△

o2224｜文脈・構造 ものが繰り返しきしんで｜ぎーこぎーこと｜ARBARBto
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o2224｜情態副詞ア 通常ア：[ぎー]こ[ぎー]こと H2.H2
o2225｜文脈・構造 かん高い声でやかましく騒ぎ｜ぴーちくぱーちくと｜ARBCDRBCto 
o2225｜情態副詞ア 通常ア：[ぴー]ちく[ぱー]ちくと H2.H2｜強調ア：[ぴ]ーちく[ぱ]ーちくと H1.H1 

o2225｜形容動詞 通常ア：[ぴー]ちく[ぱー]ちくに H2.H2△, [ぴ]ーちく[ぱ]ーちくに H1.H1△ 
o2226｜文脈・構造 いびきをかきながらよく眠り｜ぐーすかと｜ARBCto
o2226｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]ーすかと H1
o2227｜文脈・構造 怠けてばかりで気力がなく｜ぐーたらと｜ARBCto
o2227｜情態副詞ア 通常ア：[ぐーたら]と H4△｜強調ア：[ぐ]ーたらと H1△

o2227｜形容動詞 通常ア：[ぐーたらに H0
o2228｜文脈・構造 苦境におちいってあえぎつつ｜ひーこらと｜ARBCto
o2228｜情態副詞ア 通常ア：[ひ]ーこらと H1
o2229｜文脈・構造 苦役などで悲鳴をもらして｜ひーこらと｜ARBCto
o2229｜情態副詞ア 通常ア：[ひ]ーこらと H1
o2230｜文脈・構造 笛やチャルメラの音が｜ぴーひゃらと｜ARBCto
o2230｜情態副詞ア 通常ア：[ぴー]ひゃらと H2｜強調ア：[ぴ]ーひゃらと H1△
o2230｜情副挿入形 [ぴー]ひゃ[らっ]と H2.L3A△, [ぴー]ひゃ[らーっ]と H2.L4A△
o2231｜文脈・構造 規則的にものがきしんで｜ぎーとんぎーとんと｜ARBNARBNto
o2231｜情態副詞ア 通常ア：[ぎー]とん[ぎー]とんと H2.H2
o2232｜文脈・構造 矢が音をたてて飛び命中して｜ひょーふっと｜ARBQto
o2232｜情態副詞ア 通常ア：[ひょーふっ]と H4｜強調ア：ひょー[ふっ]と L4B△
o2232｜情副挿入形 [ひょーふーっ]と H5△, [ひょーっふーっ]と H6△
o2233｜文脈・構造 子どもが周りをはばからず｜あーんと｜ARNto
o2233｜情態副詞ア 通常ア：[あーん]と H3
o2234｜文脈・構造 子どもが訴えるように泣いて｜えーんと｜ARNto
o2234｜情態副詞ア 通常ア：[えー]んと H2
o2235｜文脈・構造 かたいもので軽いものを打ち｜かーんと｜ARNto
o2235｜情態副詞ア 通常ア：[かーん]と H3
o2236｜文脈・構造 心理的に強い衝撃を受けて｜がーんと｜ARNto
o2236｜情態副詞ア 通常ア：[がーん]と H3
o2237｜文脈・構造 かたいもので強く打って｜がーんと｜ARNto
o2237｜情態副詞ア 通常ア：[がーん]と H3
o2238｜文脈・構造 冷えすぎるくらいよく冷えて｜きーんと｜ARNto
o2238｜情態副詞ア 通常ア：[きーん]と H3
o2239｜文脈・構造 悲哀などで胸が締めつけられ｜きゅーんと｜ARNto
o2239｜情態副詞ア 通常ア：[きゅーん]と H3
o2240｜文脈・構造 かたいもの同士がぶつかって｜こーんと｜ARNto
o2240｜情態副詞ア 通常ア：[こーん]と H3
o2241｜文脈・構造 感動が静かに湧き上がって｜じーんと｜ARNto
o2241｜情態副詞ア 通常ア：[じーん]と H3
o2242｜文脈・構造 痛さや寒さで感覚がまひして｜じーんと｜ARNto
o2242｜情態副詞ア 通常ア：[じーん]と H3
o2243｜文脈・構造 何かを強く打ちたたいて｜だーんと｜ARNto
o2243｜情態副詞ア 通常ア：[だーん]と H3
o2244｜文脈・構造 銃などを撃ったり爆発して｜だーんと｜ARNto
o2244｜情態副詞ア 通常ア：[だーん]と H3
o2245｜文脈・構造 勢いよく足を踏みつけて｜とーんと｜ARNto
o2245｜情態副詞ア 通常ア：[とーん]と H3
o2246｜文脈・構造 はずみをつけて落ちて｜とーんと｜ARNto
o2246｜情態副詞ア 通常ア：[とーん]と H3
o2247｜文脈・構造 重いものが強くぶつかって｜どーんと｜ARNto
o2247｜情態副詞ア 通常ア：[どーん]と H3
o2248｜文脈・構造 大砲や鉄砲などを発射して｜どーんと｜ARNto
o2248｜情態副詞ア 通常ア：[どーん]と H3
o2249｜文脈・構造 勢いよく打ったり、たたいて｜ばーんと｜ARNto
o2249｜情態副詞ア 通常ア：[ばーん]と H3
o2250｜文脈・構造 しびれや刺激が体中にひびき｜びーんと｜ARNto
o2250｜情態副詞ア 通常ア：[びーん]と H3
o2251｜文脈・構造 はっきりと手ごたえを感じて｜ぴーんと｜ARNto
o2251｜情態副詞ア 通常ア：[ぴーん]と H3
o2252｜文脈・構造 爆発的に火が燃え上がって｜ぼーんと｜ARNto
o2252｜情態副詞ア 通常ア：[ぼーん]と H3
o2253｜文脈・構造 軽々と勢いよく打って｜ぽーんと｜ARNto
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o2253｜情態副詞ア 通常ア：[ぽーん]と H3
o2254｜文脈・構造 惜しげなく金品を差し出して｜ぽーんと｜ARNto
o2254｜情態副詞ア 通常ア：[ぽーん]と H3
o2255｜文脈・構造 所かまわず大声で泣きわめき｜わーんと｜ARNto
o2255｜情態副詞ア 通常ア：[わーん]と H3
o2256｜文脈・構造 痰をのどから口の奥に上げて｜かーっと｜ARQto
o2256｜情態副詞ア 通常ア：[かーっ]と H3
o2257｜文脈・構造 思いどおりにならず逆上して｜かーっと｜ARQto
o2257｜情態副詞ア 通常ア：[かーっ]と H3｜強調ア：か[ーっ]と L3A△
o2258｜文脈・構造 勢いよく押し寄せて｜がーっと｜ARQto
o2258｜情態副詞ア 通常ア：[がーっ]と H3
o2259｜文脈・構造 かたいものがこすれ合って｜きーっと｜ARQto
o2259｜情態副詞ア 通常ア：[きーっ]と H3
o2260｜文脈・構造 重いものがきしんで｜ぎーっと｜ARQto
o2260｜情態副詞ア 通常ア：[ぎーっ]と H3
o2261｜文脈・構造 笑いをこらえながらも思わず｜くーっと｜ARQto
o2261｜情態副詞ア 通常ア：[くーっ]と H3
o2262｜文脈・構造 飲み物をひと息に飲んで｜ぐーっと｜ARQto
o2262｜情態副詞ア 通常ア：[ぐーっ]と H3｜強調ア：ぐ[ーっ]と L3A△
o2263｜文脈・構造 強い風が吹きすさんで｜ごーっと｜ARQto
o2263｜情態副詞ア 通常ア：[ごーっ]と H3｜強調ア：ご[ーっ]と L3A△
o2264｜文脈・構造 大量の水が重く鳴りひびいて｜ごーっと｜ARQto
o2264｜情態副詞ア 通常ア：[ごーっ]と H3｜強調ア：ご[ーっ]と L3A△
o2265｜文脈・構造 通り雨が軽く一時に降って｜さーっと｜ARQto
o2265｜情態副詞ア 通常ア：[さーっ]と H3
o2266｜文脈・構造 瞬間的に風が吹き過ぎて｜さーっと｜ARQto
o2266｜情態副詞ア 通常ア：[さーっ]と H3｜強調ア：さ[ーっ]と L3A△
o2267｜文脈・構造 大量の水が一度に｜さーっと｜ARQto
o2267｜情態副詞ア 通常ア：[さーっ]と H3｜強調ア：さ[ーっ]と L3A△
o2268｜文脈・構造 夕立がはげしく一時に降って｜ざーっと｜ARQto
o2268｜情態副詞ア 通常ア：[ざーっ]と H3
o2269｜文脈・構造 風がはげしく木の葉をゆすり｜ざーっと｜ARQto
o2269｜情態副詞ア 通常ア：[ざーっ]と H3｜強調ア：ざ[ーっ]と L3A△
o2270｜文脈・構造 大量の水が一度に｜ざーっと｜ARQto
o2270｜情態副詞ア 通常ア：[ざーっ]と H3｜強調ア：ざ[ーっ]と L3A△
o2271｜文脈・構造 砂などが勢いよく動いて｜ざーっと｜ARQto
o2271｜情態副詞ア 通常ア：[ざーっ]と H3｜強調ア：ざ[ーっ]と L3A△
o2272｜文脈・構造 視線を対象からそらさず｜じーっと｜ARQto
o2272｜情態副詞ア 通常ア：[じーっ]と H3｜強調ア：じ[ーっ]と L3A△
o2272｜情副挿入形 じー[ーっ]と L4B△ 
o2273｜文脈・構造 深く静かに考えこんで｜じーっと｜ARQto
o2273｜情態副詞ア 通常ア：[じーっ]と H3｜強調ア：じ[ーっ]と L3A△
o2274｜文脈・構造 すきま風や微風を体に感じて｜すーっと｜ARQto
o2274｜情態副詞ア 通常ア：[すーっ]と H3｜強調ア：す[ーっ]と L3A△
o2275｜文脈・構造 静かにものごとが進んで｜すーっと｜ARQto
o2275｜情態副詞ア 通常ア：[すーっ]と H3｜強調ア：す[ーっ]と L3A△
o2276｜文脈・構造 細長くまっすぐにのびて｜すーっと｜ARQto
o2276｜情態副詞ア 通常ア：[すーっ]と H3
o2277｜文脈・構造 汁などを音を立てて吸いこみ｜ずーっと｜ARQto
o2277｜情態副詞ア 通常ア：[ずーっ]と H3
o2278｜文脈・構造 鳥肌が立って背筋が寒く｜ぞーっと｜ARQto
o2278｜情態副詞ア 通常ア：[ぞーっ]と H3｜強調ア：ぞ[ーっ]と L3A
o2279｜文脈・構造 恐怖で背筋に悪寒がはしって｜ぞーっと｜ARQto
o2279｜情態副詞ア 通常ア：[ぞーっ]と H3｜強調ア：ぞ[ーっ]と L3A△
o2280｜文脈・構造 大量の水が一度に勢いよく｜どーっと｜ARQto
o2280｜情態副詞ア 通常ア：[どーっ]と H3｜強調ア：ど[ーっ]と L3A△
o2281｜文脈・構造 一度に大量に押し寄せて｜どーっと｜ARQto
o2281｜情態副詞ア 通常ア：[どーっ]と H3
o2282｜文脈・構造 意味ありげに／薄気味わるく｜にーっと｜ARQto
o2282｜情態副詞ア 通常ア：[にーっ]と H3
o2283｜文脈・構造 何もせず黙って突っ立って｜ぬーっと｜ARQto
o2283｜情態副詞ア 通常ア：[ぬーっ]と H3
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o2284｜文脈・構造 風などがはげしく吹き出して｜ぶぉーっと｜ARQto【※調査票は「ぉ」で OK。】 
o2284｜情態副詞ア 通常ア：[ぶおーっ]と H4｜強調ア：ぶ[おーっ]と L4A△【※回答は「お」で OK。】
o2285｜文脈・構造 炎が一瞬大きく燃え上がって｜ぼーっと｜ARQto
o2285｜情態副詞ア 通常ア：[ぼーっ]と H3
o2286｜文脈・構造 怒りや不機嫌さをむき出して｜むーっと｜ARQto
o2286｜情態副詞ア 通常ア：[むーっ]と H3
o2287｜文脈・構造 突然、大声で笑って｜わーっと｜ARQto
o2287｜情態副詞ア 通常ア：[わーっ]と H3
o2288｜文脈・構造 大勢がいっせいに声を出して｜わーっと｜ARQto
o2288｜情態副詞ア 通常ア：[わーっ]と H3
o2289｜文脈・構造 突然、行動をおこして｜わーっと｜ARQto
o2289｜情態副詞ア 通常ア：[わーっ]と H3｜強調ア：わ[ーっ]と L3A△
o2290｜文脈・構造 かたいものがこすれ合って｜きーと｜ARto
o2290｜情態副詞ア 通常ア：[きー]と H2 
o2290｜情副挿入形 [きーっ]と H3 
o2291｜文脈・構造 重いものがきしんで｜ぎーと｜ARto
o2291｜情態副詞ア 通常ア：[ぎー]と H2△
o2291｜情副挿入形 [ぎーっ]と H3 
o2292｜文脈・構造 けたたましい声で笑って｜きゃーと｜ARto
o2292｜情態副詞ア 通常ア：[きゃー]と H2
o2292｜情副挿入形 [きゃーっ]と H3 
o2293｜文脈・構造 驚き・恐怖・苦痛に悲鳴をあげ｜きゃーと｜ARto
o2293｜情態副詞ア 通常ア：[きゃー]と H2
o2293｜情副挿入形 [きゃーっ]と H3 
o2294｜文脈・構造 きかん気の子どもがわめいて｜ぎゃーと｜ARto
o2294｜情態副詞ア 通常ア：[ぎゃー]と H2
o2294｜情副挿入形 [ぎゃーっ]と H3 
o2295｜文脈・構造 驚き・恐怖・苦痛に悲鳴をあげ｜ぎゃーと｜ARto
o2295｜情態副詞ア 通常ア：[ぎゃー]と H2
o2295｜情副挿入形 [ぎゃーっ]と H3 
o2296｜文脈・構造 強い摩擦によって｜きゅーと｜ARto
o2296｜情態副詞ア 通常ア：[きゅー]と H2
o2296｜情副挿入形 [きゅーっ]と H3 
o2297｜文脈・構造 ゆるんだものを締めつけて｜きゅーと｜ARto
o2297｜情態副詞ア 通常ア：[きゅー]と H2
o2297｜情副挿入形 [きゅーっ]と H3 
o2298｜文脈・構造 強い酒を味わいつつ一気に｜きゅーと｜ARto
o2298｜情態副詞ア 通常ア：[きゅー]と H2△
o2298｜情副挿入形 [きゅーっ]と H3 
o2299｜文脈・構造 やりこめられ打ちのめされて｜ぎゅーと｜ARto
o2299｜情態副詞ア 通常ア：[ぎゅー]と H2
o2299｜情副挿入形 [ぎゅーっ]と H3 
o2300｜文脈・構造 ゆるんだものを締めつけて｜ぎゅーと｜ARto
o2300｜情態副詞ア 通常ア：[ぎゅー]と H2
o2300｜情副挿入形 [ぎゅーっ]と H3 
o2301｜文脈・構造 飲み物をひと息に飲んで｜くーと｜ARto
o2301｜情態副詞ア 通常ア：[くー]と H2△
o2301｜情副挿入形 [くーっ]と H3, く[ーっ]と L3A
o2302｜文脈・構造 飲み物をひと息に飲んで｜ぐーと｜ARto
o2302｜情態副詞ア 通常ア：[ぐー]と H2△
o2302｜情副挿入形 [ぐーっ]と H3, ぐ[ーっ]と L3A
o2303｜文脈・構造 飲食物を吐いて｜げーと｜ARto
o2303｜情態副詞ア 通常ア：[げー]と H2｜強調ア：げ[ー]と L2△
o2303｜情副挿入形 [げーっ]と H3△, げ[ーっ]と L3A△

o2303｜形容動詞 通常ア：げー[に L0B△
o2304｜文脈・構造 意外なものごとを見聞きして｜げーと｜ARto
o2304｜情態副詞ア 通常ア：[げー]と H2｜強調ア：げ[ー]と L2△
o2304｜情副挿入形 [げーっ]と H3△, げ[ーっ]と L3A△
o2305｜文脈・構造 絹ものなどがすれ合って｜しゅーと｜ARto
o2305｜情態副詞ア 通常ア：[しゅー]と H2
o2305｜情副挿入形 [しゅーっ]と H3△ 
o2306｜文脈・構造 脂肪分が焼けて溶け出して｜じゅーと｜ARto
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o2306｜情態副詞ア 通常ア：[じゅー]と H2
o2306｜情副挿入形 [じゅーっ]と H3 
o2307｜文脈・構造 軽快に一気に走り抜けて｜たーと｜ARto
o2307｜情態副詞ア 通常ア：[たー]と H2 
o2307｜情副挿入形 [たーっ]と H3 
o2308｜文脈・構造 勢いをつけて突っ走って｜だーと｜ARto
o2308｜情態副詞ア 通常ア：[だー]と H2 
o2308｜情副挿入形 [だーっ]と H3 
o2309｜文脈・構造 大きな重いものが強く当たり｜どーと｜ARto
o2309｜情態副詞ア 通常ア：[どー]と H2 
o2309｜情副挿入形 [どーっ]と H3 
o2310｜文脈・構造 重量のあるものが多くて｜どーと｜ARto
o2310｜情態副詞ア 通常ア：[どー]と H2 
o2310｜情副挿入形 [どーっ]と H3 
o2311｜文脈・構造 すっかりなくなって｜ぱーと｜ARto
o2311｜情態副詞ア 通常ア：[ぱー]と H2 
o2311｜情副挿入形 [ぱーっ]と H3 
o2312｜文脈・構造 驚き・恐怖・苦しさに声をあげ｜ひーと｜ARto
o2312｜情態副詞ア 通常ア：[ひー]と H2 
o2312｜情副挿入形 [ひーっ]と H3 
o2313｜文脈・構造 矢が風を切って｜ひーと｜ARto
o2313｜情態副詞ア 通常ア：[ひー]と H2 
o2313｜情副挿入形 [ひーっ]と H3△ 
o2314｜文脈・構造 笛の音が鳴りひびいて｜ぴーと｜ARto
o2314｜情態副詞ア 通常ア：[ぴー]と H2 
o2314｜情副挿入形 [ぴーっ]と H3△ 
o2315｜文脈・構造 少し強い風が音を立てて吹き｜ひゅーと｜ARto
o2315｜情態副詞ア 通常ア：[ひゅー]と H2
o2315｜情副挿入形 ひゅ[ーっ]と L3A△ 
o2316｜文脈・構造 笛・口笛・指笛などを鳴らし｜ひゅーと｜ARto
o2316｜情態副詞ア 通常ア：[ひゅー]と H2｜強調ア：[ひゅ]ーと H1△
o2316｜情副挿入形 [ひゅーっ]と H3 
o2317｜文脈・構造 強風が音を立てて吹き過ぎ｜びゅーと｜ARto
o2317｜情態副詞ア 通常ア：[びゅー]と H2
o2317｜情副挿入形 びゅ[ーっ]と L3A△ 
o2318｜文脈・構造 少し強い風が音を立てて吹き｜ぴゅーと｜ARto
o2318｜情態副詞ア 通常ア：[ぴゅー]と H2
o2318｜情副挿入形 ぴゅ[ーっ]と L3A△ 
o2319｜文脈・構造 笛・口笛・指笛などを鳴らし｜ぴゅーと｜ARto
o2319｜情態副詞ア 通常ア：[ぴゅー]と H2｜強調ア：[ぴゅ]ーと H1△
o2319｜情副挿入形 [ぴゅーっ]と H3 
o2320｜文脈・構造 矢が弦を離れて飛んで｜ぴょーと｜ARto
o2320｜情態副詞ア 通常ア：[ぴょー]と H2
o2320｜情副挿入形 [ぴょーっ]と H3△ 
o2321｜文脈・構造 風が吹いて｜ふーと｜ARto
o2321｜情態副詞ア 通常ア：[ふー]と H2 
o2321｜情副挿入形 [ふーっ]と H3△ 
o2322｜文脈・構造 おかしなことに吹き出して｜ぷーと｜ARto
o2322｜情態副詞ア 通常ア：[ぷー]と H2 
o2322｜情副挿入形 [ぷーっ]と H3 
o2323｜文脈・構造 不満や怒りで頬をふくらませ｜ぷーと｜ARto
o2323｜情態副詞ア 通常ア：[ぷー]と H2 
o2323｜情副挿入形 [ぷーっ]と H3 
o2324｜文脈・構造 お餅がふくれて｜ぷーと｜ARto
o2324｜情態副詞ア 通常ア：[ぷー]と H2 
o2324｜情副挿入形 [ぷーっ]と H3 
o2325｜文脈・構造 土ぼこりが大きく舞い上がり｜もーと｜ARto
o2325｜情態副詞ア 通常ア：[もー]と H2 
o2325｜情副挿入形 [もーっ]と H3 
  【※以下，方言や未記述のオノマトペの内省記述調査のデータ。計算には算入せず。】
oxx01｜文脈・構造 手に油がついて｜ぎちゃぎちゃと｜ABABto
oxx01｜情態副詞ア 通常ア：[ぎ]ちゃぎちゃと H1
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oxx01｜情副挿入形 ぎちゃぎ[ちゃっ]と L5C△, ぎちゃぎ[ちゃーっ]と L6C△, [ぎっ]ちゃ[ぎっ]ちゃと
H2.H2△, ぎ[ちゃっ]ぎ[ちゃっ]と L3A.L3A△

oxx01｜形容動詞 通常ア：ぎ[ちゃぎちゃに L0A｜挿入形：ぎっ[ちゃぎちゃに L0B△, ぎっちゃ[ぎっち
ゃに L0C△ 

oxx02｜文脈・構造 手に油がついて｜ぎちゃっと｜ABQto
oxx02｜情態副詞ア 通常ア：ぎ[ちゃっ]と L3A
oxx02｜情副挿入形 ぎ[ちゃーっ]と L4A△
oxx03｜文脈・構造 南瓜やじゃが芋を煮過ぎて崩れて｜ぐじゃぐじゃと｜ABABto
oxx03｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]じゃぐじゃと H1
oxx03｜情副挿入形 ぐじゃぐ[じゃっ]と L5C△, ぐじゃぐ[じゃーっ]と L6C△, [ぐっ]じゃ[ぐっ]じゃと

H2.H2△, ぐ[じゃっ]ぐ[じゃっ]と L3A.L3A△
oxx03｜形容動詞 通常ア：ぐ[じゃぐじゃに L0A｜挿入形：ぐっ[じゃぐじゃに L0B△, ぐっじゃ[ぐっじ

ゃに L0C△ 
oxx04｜文脈・構造 南瓜やじゃが芋を煮過ぎて崩れて｜ぐじゃっと｜ABQto
oxx04｜情態副詞ア 通常ア：ぐ[じゃっ]と L3A
oxx04｜情副挿入形 ぐ[じゃーっ]と L4A△
oxx05｜文脈・構造 南瓜やじゃが芋を煮過ぎて崩れて｜ぐじゃりぐじゃりと｜ABriABrito 
oxx05｜情態副詞ア 通常ア：[ぐじゃ]り[ぐじゃ]りと H2.H2｜強調ア：[ぐ]じゃり[ぐ]じゃりと H1.H1△, ぐ

[じゃ]りぐ[じゃ]りと L2.L2△
oxx05｜情副挿入形 ぐ[じゃー]りぐ[じゃー]りとL3A.L3A△, ぐじゃ[りっ]ぐじゃ[りっ]とL4B.L4B△, ぐじ

ゃ[りー]ぐじゃ[りー]と L4B.L4B△
oxx06｜文脈・構造 思い切り悪く不平・文句を言って｜ぐじぐじと｜ABABto
oxx06｜情態副詞ア 通常ア：[ぐ]じぐじと H1
oxx06｜情副挿入形 ぐじぐ[じっ]と L5C△, ぐじぐ[じーっ]と L6C△, ぐ[じっ]ぐ[じっ]と L3A.L3A△ 
oxx07｜文脈・構造 思い切り悪く不平・文句を言って｜ぐじりぐじりと｜ABriABrito
oxx07｜情態副詞ア 通常ア：[ぐじ]り[ぐじ]りと H2.H2｜強調ア：[ぐ]じり[ぐ]じりと H1.H1△, ぐ[じ]りぐ

[じ]りと L2.L2△ 
oxx08｜文脈・構造 何もせず寝てばかりで｜くたくたと｜ABABto
oxx08｜情態副詞ア 通常ア：[く]たくたと H1
oxx08｜情副挿入形 く[たー]く[たー]と L3A.L3A△
oxx09｜文脈・構造 口をあけてチューインガムを噛んで・キャラメルが歯にくっついて｜にちゃにちゃと

｜ABABto 
oxx09｜情態副詞ア 通常ア：[に]ちゃにちゃと H1
oxx09｜情副挿入形 にちゃに[ちゃっ]と L5C△, にちゃに[ちゃーっ]と L6C△, [にっ]ちゃ[にっ]ちゃと

H2.H2△, に[ちゃっ]に[ちゃっ]と L3A.L3A△
oxx09｜形容動詞 通常ア：に[ちゃにちゃに L0A｜挿入形：にっ[ちゃにちゃに L0B△, にっちゃ[にっち

ゃに L0C△ 
oxx10｜文脈・構造 【※oxx09 と同じ】｜にちゃっと｜ABQto
oxx10｜情態副詞ア 通常ア：に[ちゃっ]と L3A
oxx10｜情副挿入形 に[ちゃーっ]と L4A△
oxx11｜文脈・構造 【※oxx09 と同じ】｜にちゃりと｜ABrito
oxx11｜情態副詞ア 通常ア：[にちゃり]と H3, に[ちゃり]と L3A｜強調ア：[に]ちゃりと H1△, に[ちゃ]り

と L2△ 
oxx11｜情副挿入形 にちゃ[りっ]と L4B△, にちゃ[りーっ]と L5B△
oxx12｜文脈・構造 【※oxx09 と同じ】｜にちゃりにちゃりと｜ABriABrito
oxx12｜情態副詞ア 通常ア：[にちゃ]り[にちゃ]りと H2.H2｜強調ア：[に]ちゃり[に]ちゃりと H1.H1△, に

[ちゃ]りに[ちゃ]りと L2.L2△
oxx12｜情副挿入形 に[ちゃー]りに[ちゃー]りとL3A.L3A△, にちゃ[りっ]にちゃ[りっ]とL4B.L4B△, にち

ゃ[りー]にちゃ[りー]と L4B.L4B△
oxx13｜文脈・構造 プールで水を跳ね掛けられて｜ばしゃばしゃと｜ABABto
oxx13｜情態副詞ア 通常ア：[ば]しゃばしゃと H1
oxx13｜情副挿入形 ばしゃば[しゃっ]と L5C△, ばしゃば[しゃーっ]と L6C△, [ばっ]しゃ[ばっ]しゃと

H2.H2△, ば[しゃっ]ば[しゃっ]と L3A.L3A△
oxx13｜形容動詞 通常ア：ば[しゃばしゃに L0A｜挿入形：ばっ[しゃばしゃに L0B△, ばっしゃ[ばっし

ゃに L0C△ 
oxx14｜文脈・構造 プールで水を跳ね掛けられて｜ばしゃっと｜ABQto
oxx14｜情態副詞ア 通常ア：ば[しゃっ]と L3A
oxx14｜情副挿入形 ば[しゃーっ]と L4A△
oxx15｜文脈・構造 プールで水を跳ね掛けられて｜ばしゃりと｜ABrito
oxx15｜情態副詞ア 通常ア：[ばしゃり]と H3, ば[しゃり]と L3A｜強調ア：ば[しゃ]りと L2△ 
oxx15｜情副挿入形 ばしゃ[りっ]と L4B△, ばしゃ[りーっ]と L5B△
oxx16｜文脈・構造 プールで水を跳ね掛けられて｜ばしゃりばしゃりと｜ABriABrito
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oxx16｜情態副詞ア 通常ア：[ばしゃ]り[ばしゃ]りと H2.H2｜強調ア：[ば]しゃり[ば]しゃりと H1.H1△, ば
[しゃ]りば[しゃ]りと L2.L2△

oxx16｜情副挿入形 ば[しゃー]りば[しゃー]りとL3A.L3A△, ばしゃ[りっ]ばしゃ[りっ]とL4B.L4B△, ばし
ゃ[りー]ばしゃ[りー]と L4B.L4B△

oxx17｜文脈・構造 プールで水を跳ね掛けられて｜ばしゃんと｜ABNto
oxx17｜情態副詞ア 通常ア：ば[しゃん]と L3A
oxx17｜情副挿入形 ば[しゃーん]と L4A△, ばっ[しゃん]と L4B△, ばっ[しゃーん]と L5B△ 
oxx18｜文脈・構造 プールで水を跳ね掛けられて｜ばしゃんばしゃんと｜ABNABNto 
oxx18｜情態副詞ア 通常ア：ば[しゃん]ば[しゃん]と L3A.L3A｜強調ア：ば[しゃ]んば[しゃ]んと L2.L2△
oxx18｜情副挿入形 ば[しゃん]ば[しゃーん]と L3A.L4A△, ば[しゃーん]ば[しゃーん]と L4A.L4A△, ばっ

[しゃん]ばっ[しゃん]と L4B.L4B△, ばっ[しゃ]んばっ[しゃ]んと L3B.L3B△, ばっ[し
ゃーん]ばっ[しゃーん]と L5B.L5B△, ばっ[しゃー]んばっ[しゃー]んと L4B.L4B△ 

oxx18｜形容動詞 通常ア：ば[しゃんばしゃんに L0A
oxx19｜文脈・構造 袋の細い紐をきちんと結ばずたれ下がって・うどんを食べていて唇の外に一筋たれて

｜ぴろぴろと｜ABABto
oxx19｜情態副詞ア 通常ア：[ぴ]ろぴろと H1
oxx19｜情副挿入形 ぴろぴ[ろっ]と L5C△, ぴろぴ[ろーっ]と L6C△

oxx19｜形容動詞 通常ア：ぴ[ろぴろに L0A
oxx20｜文脈・構造 【※oxx19 と同じ】｜ぴろっと｜ABQto
oxx20｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[ろっ]と L3A
oxx20｜情副挿入形 ぴ[ろーっ]と L4A△ 
oxx21｜文脈・構造 【※oxx19 と同じ】｜ぴろりと｜ABrito
oxx21｜情態副詞ア 通常ア：[ぴろり]と H3, ぴ[ろり]と L3A｜強調ア：[ぴ]ろりと H1△, ぴ[ろ]りと L2△
oxx21｜情副挿入形 ぴろ[りっ]と L4B△, ぴろ[りーっ]と L5B△
oxx22｜文脈・構造 【※oxx19 と同じ】｜ぴろんと｜ABNto
oxx22｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[ろ]んと L2
oxx22｜情副挿入形 ぴ[ろーん]と L4A△ 
oxx23｜文脈・構造 【※oxx19 と同じ】｜ぴろんぴろんと｜ABNABNto
oxx23｜情態副詞ア 通常ア：ぴ[ろん]ぴ[ろん]と L3A.L3A
oxx23｜情副挿入形 ぴ[ろん]ぴ[ろーん]と L3A.L4A△, ぴ[ろーん]ぴ[ろーん]と L4A.L4A△ 

oxx23｜形容動詞 通常ア：ぴ[ろんぴろんに L0A
oxx24｜文脈・構造 【※oxx19 と同じ】｜ぴろりぴろりと｜ABriABrito
oxx24｜情態副詞ア 通常ア：[ぴろ]り[ぴろ]りと H2.H2｜強調ア：[ぴ]ろり[ぴ]ろりと H1.H1△, ぴ[ろ]りぴ

[ろ]りと L2.L2△ 
oxx24｜情副挿入形 ぴ[ろー]りぴ[ろー]りと L3A.L3A△, ぴろ[りっ]ぴろ[りっ]と L4B.L4B△, ぴろ[りー]ぴ

ろ[りー]と L4B.L4B△
oxx25｜文脈・構造 喧嘩をして相手の頭を叩いて｜ぼかぼかと｜ABABto
oxx25｜情態副詞ア 通常ア：[ぼ]かぼかと H1
oxx25｜情副挿入形 ぼかぼ[かっ]と L5C△, ばかぼ[かーっ]と L6C△, [ぼっ]か[ぼっ]かと H2.H2△, ぼ[かっ]

ぼ[かっ]と L3A.L3A△
oxx25｜形容動詞 通常ア：ぼ[かぼかに L0A｜挿入形：ぼっ[かぼかに L0B△, ぼっか[ぼっかに L0C△

oxx26｜文脈・構造 喧嘩をして相手の頭を叩いて｜ぼかっと｜ABQto
oxx26｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[かっ]と L3A
oxx26｜情副挿入形 ぼ[かーっ]と L4A△ 
oxx27｜文脈・構造 喧嘩をして相手の頭を叩いて｜ぼかりと｜ABrito
oxx27｜情態副詞ア 通常ア：[ぼかり]と H3, ぼ[かり]と L3A｜強調ア：ぼ[か]りと L2△ 
oxx27｜情副挿入形 ぼか[りっ]と L4B△, ぼか[りーっ]と L5B△
oxx28｜文脈・構造 喧嘩をして相手の頭を叩いて｜ぼかりぼかりと｜ABriABrito
oxx28｜情態副詞ア 通常ア：[ぼか]り[ぼか]りと H2.H2｜強調ア：[ぼ]かり[ぼ]かりと H1.H1△, ぼ[か]りぼ

[か]りと L2.L2△ 
oxx28｜情副挿入形 ぼ[かー]りぼ[かー]りと L3A.L3A△, ぼか[りっ]ぼか[りっ]と L4B.L4B△, ぼか[りー]ぼ

か[りー]と L4B.L4B△
oxx29｜文脈・構造 喧嘩をして相手の頭を叩いて｜ぼかんと｜ABNto
oxx29｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[かん]と L3A
oxx29｜情副挿入形 ぼ[かーん]と L4A△, ぼっ[かん]と L4B△, ぼっ[かーん]と L5B△
oxx30｜文脈・構造 喧嘩をして相手の頭を叩いて｜ぼかんぼかんと｜ABNABNto
oxx30｜情態副詞ア 通常ア：ぼ[かん]ぼ[かん]と L3A.L3A｜強調ア：ぼ[か]んぼ[か]んと L2.L2△ 
oxx30｜情副挿入形 ぼ[かん]ぼ[かーん]と L3A.L4A△, ぼ[かーん]ぼ[かーん]と L4A.L4A△, ぼっ[かん]ぼっ

[かん]と L4B.L4B△, ぼっ[か]んぼっ[か]んと L3B.L3B△, ぼっ[かーん]ぼっ[かーん]と
L5B.L5B△ 

oxx30｜形容動詞 通常ア：ぼ[かんぼかんに L0A△
oxx31｜文脈・構造 芋類や南瓜を食べるときの感触｜もちゃもちゃと｜ABABto
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oxx31｜情態副詞ア 通常ア：[も]ちゃもちゃと H1
oxx31｜情副挿入形 もちゃも[ちゃっ]と L5C△, もちゃも[ちゃーっ]と L6C△, [もっ]ちゃ[もっ]ちゃと

H2.H2△, も[ちゃっ]も[ちゃっ]と L3A.L3A△
oxx31｜形容動詞 通常ア：も[ちゃもちゃに L0A｜挿入形：もっ[ちゃもちゃに L0B△, もっちゃ[もっち

ゃに L0C△ 
oxx32｜文脈・構造 芋類や南瓜を食べるときの感触｜もちゃっと｜ABQto
oxx32｜情態副詞ア 通常ア：も[ちゃっ]と L3A
oxx32｜情副挿入形 も[ちゃーっ]と L4A△
oxx33｜文脈・構造 芋類や南瓜を食べるときの感触｜もちゃりと｜ABrito
oxx33｜情態副詞ア 通常ア：[もちゃり]と H3, も[ちゃり]と L3A｜強調ア：も[ちゃ]りと L2△ 
oxx33｜情副挿入形 もちゃ[りっ]と L4B△, もちゃ[りーっ]と L5B△, [もっちゃ]りと H3◎, [もっ]ちゃりと

H2◎, もっ[ちゃ]りと L3B△
oxx34｜文脈・構造 芋類や南瓜を食べるときの感触｜もちゃりもちゃりと｜ABriABrito 
oxx34｜情態副詞ア 通常ア：[もちゃ]り[もちゃ]りと H2.H2｜強調ア：[も]ちゃり[も]ちゃりと H1.H1△, も

[ちゃ]りも[ちゃ]りと L2.L2△
oxx34｜情副挿入形 も[ちゃー]りも[ちゃー]りとL3A.L3A△, もちゃ[りっ]もちゃ[りっ]とL4B.L4B△, もち

ゃ[りー]もちゃ[りー]と L4B.L4B△, [もっ]ちゃり[もっ]ちゃりと H2.H2△ 
oxx35｜文脈・構造 ハンバーグを作る過程でよく捏ねて｜ぐっちゃらぐっちゃらと｜ABraABrato 
oxx35｜情態副詞ア 通常ア：[ぐっ]ちゃら[ぐっ]ちゃらと H2.H2
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付録9 形容動詞(1) 

表 25．形容動詞の通常形，語末・語中挿入形，遅上がり形の連用形の音調 
番号 拍 意味 通常形 ア 語末・語中挿入，遅上がり形 
v001 2 地味 [じ]みに H1 じみ[ー]に L3B, じ[みー]に L3A 共 
v002 2 別 [べつに H0 [べつーに H0
v003 2 稀 [まれに H0 [まれーに H0

v004 2 妙 みょ[ー]に, 
[みょ]ーに

L2,
H1 みょー[ー]に L3B 

v005 2 楽 [ら]くに H1 らく[ー]に L3B, ら[くー]に L3A△共
v006 2 碌 [ろくに H0 [ろくーに H0

v007 3 露 あ[らわに L0A あら[わに L0B【※強調 OK。】 
【※以下同様に「なまけ」ではない】

v008 3 朧 [おぼろに H0 [おぼーろに H0△, [おぼろーに H0△

v009 3 微か か[す]かに L2 

か[すか]に L3A, かす[か]に L3B,  
か[すー]かに L3A△, かすー[か]に 
L4C△, か[すかー]に L4A△【※当然 
「かす[かー]に」も可，以下同様。】

v010 3 気軽 [きがるに,
き[がるに

H0, L0A [きがーるに H0△,  
きがー[るに L0C△ 

v011 3 気さく [きさくに H0 [きさくーに H0△
v012 3 気長 [きながに H0 [きながーに H0, きな[がーに L0B 
v013 3 嫌い [きらいに H0 [きらーいに H0△

v014 3 奇麗 [き]れいに H1 きれ[い]に L3B,
[き]れーいにH1, きれー[い]に L4C 

v015 3 小柄 こ[がらに L0A こ[がらーに L0A

v016 3 細か [こま]かに H2 
[こまか]に H3, こま[か]に L3B, 
[こまかー]にH4△, 
こま[かー]に L4B△ 

v017 3 小まめ こ[まめに L0A こま[めに L0B
v018 3 盛ん [さかんに H0 [さかーんに H0, [さかんーに H0△ 

v019 3 寒げ さ[む]げに, 
[さむ]げに

L2, H2 さむ[げ]に L3B 

v020 3 静か し[ず]かに L2 しず[か]に L3B, し[ずかー]に L4A 
v021 3 素敵 す[てきに L0A すて[きに L0B
v022 3 素直 す[なおに L0A すな[おに L0B
v023 3 ず[ぼらに L0A ずぼ[らに L0B, ず[ぼらーに L0A△ 

v024 3 狭げ せ[ま]げに, 
[せま]げに

L2, H2 せま[げ]に L3B, [せまー]げに H3△ 

v025 3 平ら [たい]らに H2 たい[ら]に L3B, [たいらー]に H4△ 
v026 3 確か た[し]かに L2 たし[か]に L3B, た[しかー]に L4A△
v027 3 円ら つ[ぶらに L0A つぶ[らに L0B, つ[ぶらーに L0A△ 
v028 3 強気 つ[よきに L0A つよ[きに L0B
v029 3 強げ [つよ]げに H2 つよ[げ]に L3B
v030 3 手荒 て[あらに L0A てあ[らに L0B
v031 3 手軽 て[がるに L0A てが[るに L0B
v032 3 手頃 て[ごろに L0A てご[ろに L0B
v033 3 手狭 て[ぜまに L0A てぜ[まに L0B
v034 3 憎げ に[く]げに L2 にく[げ]に L3B
v035 3 俄か に[わ]かに L2 にわ[か]に L3B
v036 3 長閑 の[ど]かに L2 のど[か]に L3B, の[どかー]に L4A△
v037 3 早目 は[やめに L0A はや[めに L0B
v038 3 遥か は[る]かに L2 はる[か]に L3B, は[るかー]に L4A△
v039 3 低目 ひ[くめに L0A ひく[めに L0B
v040 3 密か ひ[そ]かに L2 ひそ[か]に L3B, ひ[そかー]に L4A 

v041 3 ひ弱 [ひよわに H0 ひよ[わに L0B,
[ひよわーに H0, ひよ[わーに L0B 

v042 3 深げ ふ[か]げに L2 ふか[げ]に L3B

v043 3 不気味 [ぶきみに H0 [ぶきみーに H0△,  
ぶき[みーに L0B△ 

v044 3 不思議 [ふしぎに H0 ふし[ぎに L0B, [ふしーぎにH0△,  
ふしー[ぎに L0C△, [ふしぎーに H0△
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v045 3 普通 ふ[つーに L0A ふつ[ーに L0B

v046 3 仄か ほ[の]かに L2 ほの[か]に L3B, ほ[のかー]に L4A, 
ほのー[か]に L4C△ 

v047 3 真面目 ま[じ]めに L2 まじ[め]に L3B, ま[じめー]に L4A 

v048 3 間近 ま[じかに,
[まじかに

L0A, H0 まじ[かに L0B, ま[じかーに L0A△ 

v049 3 まとも [まともに H0 まと[もに L0B

v050 3 間抜け ま[ぬけに,
ま[ぬ]けに

L0A, L2 まぬ[けに L0B 

v051 3 疎 ま[ばらに L0A まば[らに L0B
v052 3 身軽 み[がるに L0A みが[るに L0B
v053 3 見事 [みご]とに H2 みご[と]に L3B
v054 3 惨め み[じ]めに L2 みじ[め]に L3B
v055 3 身近 み[じかに L0A みじ[かに L0B
v056 3 夢中 む[ちゅーに L0A むちゅ[ーに L0B
v057 3 滅多 [めっ]たに H2 めっ[た]に L3B
v058 3 矢鱈 や[たらに L0A やた[らに L0B
v059 3 豊か ゆ[た]かに L2 ゆた[か]に L3B
v060 3 余計 よ[けいに L0A よけ[いに L0B
v061 3 弱気 よ[わきに L0A よわ[きに L0B
v062 3 弱げ [よわ]げに H2 よわ[げ]に L3B
v063 3 立派 [りっぱに H0 りっ[ぱに L0B
v064 3 僅か わ[ず]かに L2 わず[か]に L3B, わ[ずかー]に L4A 
v065 4 明らか [あ]きらかに H1 [あ]きら[か]に
v066 4 鮮やか [あ]ざやかに H1 [あ]ざや[か]に, [あ]ざや[かー]に△ 

v067 4 暖か [あたた]かに H3 あたた[か]に L4C, [あたたかー]に 
H5△, あたた[かー]に L5C△ 

v068 4 熱  々 あ[つあつに L0A あ[つあつーに L0A△,  
あつあ[つーに L0C△ 

v069 4 暖か [あった]かに H3 あった[か]に L4C, [あったかー]に 
H5△, あった[かー]に L5C△ 

v070 4 艶やか [あ]でやかに H1 [あ]でや[か]に, [あ]でや[かー]に△ 

v071 4 怪しげ [あやし]げに H3 あやし[げ]に L4C, [あやし]げーに 
H3△, あやし[げー]に L5C△ 

v072 4 あらたか [あ]らたかに H1 [あ]らた[か]に
v073 4 色  々 い[ろいろに L0A いろい[ろに L0C

v074 4 有耶無耶 [うやむやに H0 [うやむやーに H0△, 
うやむ[やーに L0C△ 

v075 4 嬉しげ [うれし]げに H3 うれし[げ]に L4C, [うれしげー]に 
H5△, うれし[げー]に L5C△ 

v076 4 美味しげ お[いし]げに L3A おいし[げ]に L4C, お[いしげー]に 
L5A△, おいし[げー]に L5C△ 

v077 4 大まか おー[まかに L0B おーま[かに L0C

v078 4 厳か [おご]そかに, 
[お]ごそかに H2, H1 

[おごそかー]に H5△, 
おごそ[かー]に L5C△, 
[お]ごそ[か]に, [お]ごそ[かー]に△ 

v079 4 穏やか [お]だやかに H1 [お]だや[か]に, [お]だや[かー]に△ 

v080 4 朧気 [おぼろ]げに H3 [おぼろげーに H0△, 
おぼろ[げーに L0C△ 

v081 4 疎か [お]ろそかに H1 [お]ろそ[か]に

v082 4 賢げ [かしこ]げに H3 [かしこ]げーに H3△, 
かしこ[げー]に L5C△ 

v083 4 頑な [かたくなに H0 [かたくなーに H0△, 
かたく[なーに L0C△ 

v084 4 悲しげ [かなし]げに H3 かなし[げ]に L4C, [かなしげー]に 
H5△, かなし[げー]に L5C△ 

v085 4 がらがら が[らがらに L0A が[らがらーに L0A△, 
がらが[らーに L0C△ 

v086 4 空っぽ か[らっぽに L0A からっ[ぽに L0C
v087 4 軽やか [か]ろやかに H1 [か]ろや[か]に, [か]ろや[かー]に△ 
v088 4 生まじめ [き]まじめに H1 [き]まじ[め]に, [き]まじ[めー]に△ 
v089 4 清らか [き]よらかに H1 [き]よら[か]に, [き]よら[かー]に△ 
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v090 4 糞味噌 [く]そみそに H1 [く]そみ[そ]に

v091 4 苦しげ [くるし]げに H3 [くるしげー]に H5△, 
くるし[げー]に L5C△ 

v092 4 煙たげ [けむた]げに H3 けむた[げ]に L4C, [けむたげー]に 
H5△, けむた[げー]に L5C△ 

v093 4 小刻み [こ]きざみに H1 [こ]きざ[み]に

v094 4 小奇麗 [こぎ]れいに H2 [こぎれいー]に H5△, 
こぎれ[いー]に L5C△ 

v095 4 粉  々 こ[なごなに L0A こなご[なに L0C
v096 4 濃やか [こ]まやかに H1 [こ]まや[か]に, [こ]まや[かー]に△ 

v097 4 逆様 [さかさまに H0 [さかさまーに H0△, 
さかさ[まーに L0C△ 

v098 4 ささやか [さ]さやかに H1 [さ]さや[か]に, [さ]さや[かー]に△ 

v099 4 寂しげ [さびし]げに H3 さびし[げ]に L4C, [さびしげー]に 
H5△, さびし[げー]に L5C△ 

v100 4 爽やか [さ]わやかに H1 [さ]わや[か]に, [さ]わや[かー]に△ 

v101 4 幸せ [しあわせに H0 [しあわせーに H0△, 
しあわ[せーに L0C△ 

v102 4 親しげ [したし]げに H3 したし[げ]に L4C, [したしげー]に 
H5△, したし[げー]に L5C△ 

v103 4 淑やか [し]とやかに H1 [し]とや[か]に, [し]とや[かー]に△ 
v104 4 しなやか [し]なやかに H1 [し]なや[か]に, [し]なや[かー]に△ 
v105 4 自慢げ じ[まん]げに L3A じまん[げ]に L4C
v106 4 しめやか [し]めやかに H1 [し]めや[か]に, [し]めや[かー]に△ 

v107 4 皺くちゃ [しわくちゃに H0 [しわくちゃーに H0△, 
しわく[ちゃーに L0C△ 

v108 4 少な目 [すくなめに H0 [すくなめーに H0△, 
すくな[めーに L0C△ 

v109 4 健やか [す]こやかに H1 [す]こや[か]に, [す]こや[かー]に△ 

v110 4 涼しげ [すずし]げに H3 すずし[げ]に L4C, [すずしげー]に 
H5△, すずし[げー]に L5C△ 

v111 4 涼やか [す]ずやかに H1 [す]ずや[かー]に△ 
v112 4 速やか [す]みやかに H1 [す]みや[か]に

v113 4 擦れ擦れ す[れすれに L0A す[れすれーに L0A△, 
すれす[れーに L0C△ 

v114 4 大好き [だ]いすきに H1 [だ]いす[き]に

v115 4 平らか [たい]らかに H2 [たいらかー]に H5△, 
たいら[かー]に L5C△ 

v116 4 嫋やか [たお]やかに,
[た]おやかに

H2, H1 [た]おや[か]に 

v117 4 高らか [たか]らかに H2 [たからかー]に H5△, 
たから[かー]に L5C△ 

v118 4 楽しげ [たのし]げに H3 たのし[げ]に L4C, [たのしげー]に 
H5△, たのし[げー]に L5C△ 

v119 4 艶やか [つ]ややかに H1 [つ]やや[か]に, [つ]やや[かー]に△ 
v120 4 手短 て[みじかに L0A てみじ[かに L0C
v121 4 和やか [な]ごやかに H1 [な]ごや[か]に, [な]ごや[かー]に△ 
v122 4 なだらか [な]だらかに H1 [な]だら[か]に, [な]だら[かー]に△ 
v123 4 滑らか [な]めらかに H1 [な]めら[か]に, [な]めら[かー]に△ 
v124 4 賑やか [に]ぎやかに H1 [に]ぎや[か]に
v125 4 にこやか [に]こやかに H1 [に]こや[か]に, [に]こや[かー]に△ 

v126 4 眠たげ [ねむた]げに H3 ねむた[げ]に L4C, [ねむたげー]に 
H5△, ねむた[げー]に L5C△ 

v127 4 伸びやか [の]びやかに H1 [の]びや[か]に, [の]びや[かー]に△ 

v128 4 儚げ [はかな]げに H3 [はかなげー]に H5△, 
はかな[げー]に L5C△ 

v129 4 華やか [は]なやかに H1 [は]なや[か]に, [は]なや[かー]に△ 
v130 4 晴れやか [は]れやかに H1 [は]れや[か]に, [は]れや[かー]に△ 

v131 4 控え目 [ひかえめに H0 [ひかえめーに H0△, 
ひかえ[めーに L0C△ 

v132 4 密やか [ひ]そやかに H1 [ひ]そや[か]に, [ひ]そや[かー]に△ 
v133 4 冷ややか [ひ]ややかに H1 [ひ]やや[か]に
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v134 4 ふくよか [ふ]くよかに H1 [ふ]くよ[か]に, [ふ]くよ[かー]に△ 
v135 4 ぺしゃんこ ぺ[しゃんこに L0A ぺしゃん[こに L0C 
v136 4 へっちゃら へっ[ちゃらに L0B へっちゃ[らに L0C 
v137 4 変てこ へ[んてこに L0A へんて[こに L0C
v138 4 朗らか [ほ]がらかに H1 [ほ]がら[か]に

v139 4 眩しげ [まぶし]げに H3 まぶし[げ]に L4C, [まぶしげー]に 
H5△, まぶし[げー]に L5C△ 

v140 4 円やか [ま]ろやかに H1 [ま]ろや[か]に, [ま]ろや[かー]に△ 

v141 4 短目 [みじかめに H0 [みじかめーに H0△, 
みじか[めーに L0C△ 

v142 4 無茶苦茶 む[ちゃくちゃに L0A 
むちゃく[ちゃに L0C, 
む[ちゃくちゃーに L0A△, 
むちゃく[ちゃーに L0C△ 

v143 4 滅茶苦茶 め[ちゃくちゃに L0A 
めちゃく[ちゃに L0C, 
め[ちゃくちゃーに L0A△, 
めちゃく[ちゃーに L0C△ 

v144 4 目茶目茶 め[ちゃめちゃに L0A 
めちゃめ[ちゃに L0C, 
め[ちゃめちゃーに L0A△, 
めちゃめ[ちゃーに L0C△ 

v145 4 物憂げ [ものう]げに H3 ものう[げ]に L4C, [ものうげー]に 
H5△, ものう[げー]に L5C△ 

v146 4 優しげ [やさし]げに H3 やさし[げ]に L4C, [やさし]げーに 
H3△, やさし[げー]に L5C△ 

v147 4 安らか [や]すらかに H1 [や]すら[か]に, [や]すら[かー]に△ 

v148 4 柔らか [やわら]かに H3 やわら[か]に L4C, [やわらかー]に 
H5, やわら[かー]に L5C△ 

v149 4 有意義 [ゆーい]ぎに H3 ゆーい[ぎ]に L4C
v150 4 由々しげ [ゆゆし]げに H3 ゆゆし[げ]に L4C
v151 4 緩やか [ゆ]るやかに H1 [ゆ]るや[か]に, [ゆ]るや[かー]に 
v152 4 若やか [わ]かやかに H1 [わ]かや[か]に, [わ]かや[かー]に 

v153 4 侘しげ [わびし]げに H3 わびし[げ]に L4C, [わびしげー]に 
H5△, わびし[げー]に L5C△ 

v154 5 愛らしげ あ[いらし]げに L4A 
あいらし[げ]に L5D, 
あ[いらしげー]に L6A△, 
あいらし[げー]に L6D△ 

v155 5 浅ましげ [あさまし]げに H4 あさまし[げ]に L5D 
v156 5 暖かげ [あたたか]げに H4 あたたか[げ]に L5D 
v157 5 新しげ [あたらし]げに H4 あたらし[げ]に L5D 

v158 5 あどけなげ [あどけな]げに H4 
あどけな[げ]に L5D, 
[あどけなげー]に H6△, 
あどけな[げー]に L6D△ 

v159 5 有難げ [ありがた]げに H4 ありがた[げ]に L5D 
v160 5 忙しげ [いそがし]げに H4 いそがし[げ]に L5D 
v161 5 痛ましげ [いたまし]げに H4 いたまし[げ]に L5D 

v162 5 薄っぺら う[すっぺらに L0A う[すっぺらーに L0A, 
うすっぺ[らーに L0D 

v163 5 美しげ [うつくし]げに H4 
うつくし[げ]に L5D, 
[うつくしげー]に H6△, 
うつくし[げー]に L6D△ 

v164 5 疎ましげ [うとまし]げに H4 うとまし[げ]に L5D 
v165 5 恨めしげ [うらめし]げに H4 うらめし[げ]に L5D 
v166 5 大真面目 [おーま]じめに H3 [おーま]じ[め]に
v167 5 おぞましげ [おぞまし]げに H4 おぞまし[げ]に L5D 
v168 5 恐ろしげ [おそろし]げに H4 おそろし[げ]に L5D 
v169 5 大人しげ お[となし]げに L4A おとなし[げ]に L5D 

v170 5 面白げ [おもしろ]げに H4 
おもしろ[げ]に L5D, 
[おもしろげー]に H6△, 
おもしろ[げー]に L6D△ 

v171 5 親不孝 [おやふ]こーに H3 [おやふ]こ[ー]に
v172 5 愚かしげ [おろかし]げに H4 おろかし[げ]に L5D 
v173 5 かっ怠げ [かったる]げに H4 かったる[げ]に L5D 
v174 5 木目細か [きめこま]かに H4 きめこま[か]に L5D, 
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[きめこまかー]に H6△, 
きめこま[かー]に L6D△ 

v175 5 煌びやか [きらび]やかに H3 [きらび]や[か]に

v176 5 心地好げ [ここちよ]げに H4 
ここち[よ]げに L4C,【※OK。】 
[ここちよげー]に H6△, 
ここちよ[げー]に L6D△ 

v177 5 快げ [こころよ]げに H4 こころ[よ]げに L4C【※OK。】 

v178 5 事細か [ことこま]かに H4 
ことこま[か]に L5D, 
[ことこまかー]に H6△, 
ことこま[かー]に L6D△ 

v179 5 好ましげ [このまし]げに H4 このまし[げ]に L5D 
v180 5 騒がしげ [さわがし]げに H4 さわがし[げ]に L5D 
v181 5 しおらしげ [しおらし]げに H4 しおらし[げ]に L5D 

v182 5 慕わしげ [したわし]げに H4 
したわし[げ]に L5D, 
[したわしげー]に H6△, 
したわし[げー]に L6D△ 

v183 5 忍びやか [しのび]やかに H3 [しのび]や[か]に, [しのび]や[かー]に△
v184 5 上機嫌 [じょーき]げんに H3 [じょーき]げ[ん]に 
v185 5 筋違い す[じち]がいに L3A す[じち]が[い]に
v186 5 大嫌い [だ]いきらいに H1 [だ]いきら[い]に
v187 5 頼もしげ [たのもし]げに H4 たのもし[げ]に L5D 
v188 5 頼り無げ た[よりな]げに L4A たよりな[げ]に L5D 
v189 5 段違い [だんち]がいに H3 [だんち]が[い]に

v190 5 慎ましげ [つつまし]げに H4 
つつまし[げ]に L5D, 
[つつましげー]に H6△, 
つつまし[げー]に L6D△ 

v191 5 詳らか [つまび]らかに H3 [つまび]ら[か]に

v192 5 照れ臭げ [てれくさ]げに H4 
てれくさ[げ]に L5D, 
[てれくさげー]に H6△, 
てれくさ[げー]に L6D△ 

v193 5 懐かしげ [なつかし]げに H4 
なつかし[げ]に L5D, 
[なつかしげー]に H6△, 
なつかし[げー]に L6D△ 

v194 5 悩ましげ [なやまし]げに H4 なやまし[げ]に L5D 
v195 5 憎らしげ [にくらし]げに H4 にくらし[げ]に L5D 

v196 5 妬ましげ [ねたまし]げに H4 
ねたまし[げ]に L5D, 
[ねたましげー]に H6△, 
ねたまし[げー]に L6D△ 

v197 5 恥ずかしげ [はずかし]げに H4 
はずかし[げ]に L5D, 
[はずかしげー]に H6△, 
はずかし[げー]に L6D△ 

v198 5 無愛想 [ぶ]あいそーに H1 [ぶ]あいそ[ー]に

v199 5 誇らしげ [ほこらし]げに H4 
ほこらし[げ]に L5D, 
[ほこらしげー]に H6△, 
ほこらし[げー]に L6D△ 

v200 5 真っ黒け まっ[くろけに, 
[まっ]くろけに 

L0B, 
H2 

まっくろ[けに L0D, 
まっ[くろけーに L0B△, 
まっくろ[けーに L0D△ 

v201 5 真っ白け まっ[しろけに,
[まっ]しろけに

L0B,
H2

まっ[しろけーに L0B△, 
まっしろ[けーに L0D△ 

v202 5 雅やか [みやび]やかに H3 [みやび]や[か]に
v203 5 無神経 [むし]んけいに H2 [むし]んけ[い]に

v204 5 睦まじげ [むつまじ]げに H4 
むつまじ[げ]に L5D, 
[むつまじげー]に H6△, 
むつまじ[げー]に L6D△ 

v205 5 珍しげ [めずらし]げに H4 
めずらし[げ]に L5D, 
[めずらしげー]に H6△, 
めずらし[げー]に L6D△ 

v206 5 もどかしげ [もどかし]げに H4 もどかし[げ]に L5D 
v207 5 物哀れ [ものあ]われに H3 [ものあ]わ[れ]に

v208 5 物静か [ものしず]かに H4 
ものしず[か]に L5D, 
[ものしずかー]に H6△, 
ものしず[かー]に L6D△ 
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v209 5 物欲しげ [ものほし]げに H4 ものほし[げ]に L5D 
v210 5 予想外 よ[そー]がいに L3A よ[そー]が[い]に

v211 6 愛苦しげ [あいくるし]げに H5 
あいくる[し]げに L5D,【※OK。】 
[あいくるしげー]に H7△, 
あいくるし[げー]に L7E△ 

v212 6 足手纏い [あしでまと]いに H5 あしで[まと]いに L5C 
v213 6 頭ごなし [あたまごな]しに H5 あたま[ごな]しに L5C 
v214 6 厚かましげ [あつかまし]げに H5 あつかま[し]げに L5D 
v215 6 暑苦しげ [あつくるし]げに H5 あつくる[し]げに L5D 
v216 6 荒々しげ [あらあらし]げに H5 あらあら[し]げに L5D 
v217 6 慌しげ [あわただし]げに H5 あわただ[し]げに L5D 

v218 6 如何わしげ [いかがわし]げに H5 いかがわ[し]げに L5D, 
いかがわし[げ]に L6E 

v219 6 息苦しげ い[きぐるし]げに L5A いきぐる[し]げに L5D 

v220 6 痛々しげ [いたいたし]げに H5 
いたいた[し]げに L5D, 
[いたいたしげー]に H7△, 
いたいたし[げー]に L7E△ 

v221 6 忌々しげ [いまいまし]げに H5 いまいま[し]げに L5D 
v222 6 苛立たしげ [いらだたし]げに H5 いらだた[し]げに L5D 

v223 6 色鮮やか [い]ろ[あ]ざやかに H1.H1 [い]ろ[あ]ざや[か]に, 
[い]ろ[あ]ざや[かー]に△ 

v224 6 初々しげ [ういういし]げに H5 ういうい[し]げに L5D 
v225 6 疑わしげ [うたがわし]げに H5 うたがわ[し]げに L5D 
v226 6 鬱陶しげ [うっとーし]げに H5 うっとー[し]げに L5D 
v227 6 恭しげ [うやうやし]げに H5 うやうや[し]げに L5D 

v228 6 うら悲しげ [うらがなし]げに H5 
うらがな[し]げに L5D, 
[うらがなしげー]に H7△, 
うらがなし[げー]に L7E△ 

v229 6 うら寂しげ [うらさびし]げに H5 
うらさび[し]げに L5D, 
[うらさびしげー]に H7△, 
うらさびし[げー]に L7E△ 

v230 6 羨ましげ [うらやまし]げに H5 

うらやま[し]げに L5D, 
うらやまし[げ]に L6E, 
[うらやましげー]に H7△, 
うらやまし[げー]に L7E△ 

v231 6 重々しげ [おもおもし]げに H5 おもおも[し]げに L5D 
v232 6 重苦しげ [おもくるし]げに H5 おもくる[し]げに L5D 
v233 6 甲斐甲斐しげ [かいがいし]げに H5 かいがい[し]げに L5D 

v234 6 可愛らしげ [かわいらし]げに H5 

かわいら[し]げに L5D, 
かわいらし[げ]に L6E, 
[かわいらしげー]に H7△, 
かわいらし[げー]に L7E△ 

v235 6 汚らしげ [きたならし]げに H5 きたなら[し]げに L5D, 
きたならし[げ]に L6E 

v236 6 擽ったげ [くすぐった]げに H5 くすぐっ[た]げに L5D 
v237 6 口説き上手 [くどきじょー]ずに H5 くどき[じょー]ずに L5C 
v238 6 けたたましげ [けたたまし]げに H5 けたたま[し]げに L5D 

v239 6 心細げ [こころぼそ]げに H5 
こころ[ぼそ]げに L5C, 
[こころぼそげー]に H7△, 
こころぼそ[げー]に L7E△ 

v240 6 心豊か 
[こころゆた]かに,
[こころ]ゆ[た]かに,
[こ]ころゆ[た]かに

H5,
H0.L2, 
H1.L2

こころゆ[た]かに L5D 

v241 6 事々しげ [ことごとし]げに H5 ことごと[し]げに L5D 
v242 6 小憎らしげ [こにくらし]げに H5 こにくら[し]げに L5D 
v243 6 小難しげ [こむずかし]げに H5 こむずか[し]げに L5D 

v244 6 杓子定規 [しゃくしじょー]ぎ
に H5 しゃくし[じょー]ぎに L5C 

v245 6 清々しげ [すがすがし]げに H5 
すがすが[し]げに L5D, 
[すがすがしげー]に H7△, 
すがすがし[げー]に L7E△ 

v246 6 狭苦しげ [せまくるし]げに H5 せまくる[し]げに L5D 
v247 6 空々しげ [そらぞらし]げに H5 そらぞら[し]げに L5D 
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v248 6 力強げ [ちからずよ]げに H5 ちから[ずよ]げに L5C 
v249 6 力任せ [ちからまか]せに H5 ちから[まか]せに L5C 
v250 6 血腥げ [ちなまぐさ]げに H5 ちなま[ぐさ]げに L5C 
v251 6 ちゃらんぽらん ちゃ[らんぽらんに L0A ちゃらんぽ[らんに L0D 
v252 6 中途半端 ちゅ[ーとは]んぱに L4A ちゅ[ーとは]ん[ぱ]に 
v253 6 宙ぶらりん ちゅ[ーぶらりんに L0A ちゅーぶら[りんに L0D 
v254 6 ちんちくりん ち[んちくりんに L0A ちんちく[りんに L0D 

v255 6 慎ましやか [つつまし]やかに H4 
[つつまし]や[か]に, 
[つつましやかー]に H7△, 
つつましや[かー]に L7E△ 

v256 6 途切れ途切れ [とぎれとぎ]れに H5 とぎれ[とぎ]れに L5C 
v257 6 毒々しげ [どくどくし]げに H5 どくどく[し]げに L5D 
v258 6 嘆かわしげ [なげかわし]げに H5 なげかわ[し]げに L5D 

v259 6 名残惜しげ [なごりおし]げに H5 

なごり[おし]げに L5C, 
なごりおし[げ]に L6E, 
[なごりおしげー]に H7△, 
なごりおし[げー]に L7E△ 

v260 6 情け知らず [なさけしら]ずに H5 なさけ[しら]ずに L5C 
v261 6 情け深げ [なさけぶか]げに H5 なさけ[ぶか]げに L5C 
v262 6 艶かしげ な[まめかし]げに L5A なまめか[し]げに L5D 
v263 6 馴れ馴れしげ [なれなれし]げに H5 なれなれ[し]げに L5D 
v264 6 苦々しげ [にがにがし]げに H5 にがにが[し]げに L5D 
v265 6 憎たらしげ [にくたらし]げに H5 にくたら[し]げに L5D 
v266 6 憎々しげ [にくにくし]げに H5 にくにく[し]げに L5D 
v267 6 似つかわしげ [につかわし]げに H5 につかわ[し]げに L5D 
v268 6 馬鹿正直 ば[かしょーじ]きに L5A ばかしょー[じ]きに L5D 
v269 6 馬鹿丁寧 ば[かて]いねいに L3A ば[かて]いね[い]に 
v270 6 捗々しげ [はかばかし]げに H5 はかばか[し]げに L5D 
v271 6 馬鹿馬鹿しげ ば[かばかし]げに L5A ばかばか[し]げに L5D 
v272 6 話し上手に [はなしじょー]ずに H5 はなし[じょー]ずに L5C 
v273 6 腹立たしげ [はらだたし]げに H5 はらだた[し]げに L5D 
v274 6 晴れがましげ [はれがまし]げに H5 はれがま[し]げに L5D 
v275 6 変ちくりん へ[んちくりんに L0A へんちく[りんに L0D 

v276 6 微笑ましげ ほ[ほえまし]げに L5A 
ほほえま[し]げに L5D, 
ほ[ほえましげー]に L7A△, 
ほほえまし[げー]に L7E△ 

v277 6 負けず嫌い [まけずぎら]いに H5 まけず[ぎら]いに L5C 

v278 6 誠しやか ま[ことしや]かに, 
ま[ことし]やかに 

L5A,  
L4A 

まこと[しや]かに L5C, 
ま[ことしやかー]に L7A△, 
まことしや[かー]に L7E△ 

v279 6 待ち遠しげ [まちどーし]げに H5 

まちどー[し]げに L5D, 
まちどーし[げ]に L6E, 
[まちどーしげー]に H7△, 
まちどーし[げー]に L7E△ 

v280 6 真っ正直 [まっしょーじ]きに H5 まっしょー[じ]きに L5D 
v281 6 まめまめしげ [まめまめし]げに H5 まめまめ[し]げに L5D 

v282 6 見すぼらしげ [みすぼらし]げに H5 

みすぼら[し]げに L5D, 
みすぼらし[げ]に L6E, 
[みすぼらしげー]に H7△, 
みすぼらし[げー]に L7E△ 

v283 6 妙ちきりん [みょーちきりんに H0 みょーちき[りんに L0D 
v284 6 惨たらしげ [むごたらし]げに H5 むごたら[し]げに L5D 
v285 6 むさ苦しげ [むさくるし]げに H5 むさくる[し]げに L5D 

v286 6 物悲しげ [ものがなし]げに H5 

ものがな[し]げに L5D, 
ものがなし[げ]に L6E, 
[ものがなしげー]に H7△, 
ものがなし[げー]に L7E△ 

v287 6 物寂しげ [ものさびし]げに H5 

ものさび[し]げに L5D, 
ものさびし[げ]に L6E, 
[ものさびしげー]に H7△, 
ものさびし[げー]に L7E△ 

v288 6 物足りなげ [ものたりな]げに H5 ものたり[な]げに L5D, 
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[ものたりなげー]に H7△, 
ものたりな[げー]に L7E△ 

v289 6 物々しげ [ものものし]げに H5 ものもの[し]げに L5D 
v290 6 盛り沢山 [もりだくさ]んに H5 もりだく[さ]んに L5D 
v291 6 問題外 [もんだいが]いに H5 もんだい[が]いに L5D 
v292 6 破れかぶれ や[ぶれかぶ]れに L5A やぶれ[かぶ]れに L5C 

v293 6 喜ばしげ [よろこばし]げに H5 
よろこば[し]げに L5D, 
[よろこばしげー]に H7△, 
よろこばし[げー]に L7E△ 

v294 6 弱々しげ [よわよわし]げに H5 

よわよわ[し]げに L5D, 
よわよわし[げ]に L6E, 
[よわよわしげー]に H7△, 
よわよわし[げー]に L7E△ 

v295 6 煩わしげ [わずらわし]げに H5 わずらわ[し]げに L5D 

v296 7 商い上手 [あきないじょー]ず
に H6 あきないじょー[ず]に L7F 

v297 7 頭でっかち [あたまでっか]ちに H6 あたまでっ[か]ちに L6E 

v298 7 徒や疎か [あ]だや[お]ろそか
に H1.H1 [あ]だや[お]ろそ[か]に 

v299 7 危なっかしげ [あぶなっかし]げに H6 あぶなっか[し]げに L6E 

v300 7 悪戯盛り [いたずらざか]りの H6 いたずら[ざか]りの L6D, 
いたずらざか[り]の L7F 

v301 7 薄気味悪げ 

[うすきみわる]げ
に, 
[うすきみ]わ[る]げ
に 

H6, 
H0.L2 うすきみ[わる]げに L6D 

v302 7 心苦しげ [こころぐるし]げに H6 こころぐる[し]げに L6E, 
こころぐるし[げ]に L7F 

v303 7 しかつめらしげ [しかつめらし]げに H6 しかつめ[らし]げに L6D 

v304 7 笑止千万 [しょ]ーし
[せ]んばんに

H1.H1 [しょ]ーし[せ]んば[ん]に 

v305 7 末頼もしげ [すえたのもし]げに H6 すえたのも[し]げに L6E 

v306 7 残り少なげ 

の[こりすくな]げ
に, 
[のこりすくな]げ 
に 

L6A, 
H6 のこりすく[な]げに L6E 

v307 7 人懐かしげ [ひとなつかし]げに H6 

ひとなつか[し]げに L6E, 
ひとなつかし[げ]に L7F, 
[ひとなつかしげー]に H8△, 
ひとなつかし[げー]に L8F△ 

v308 7 風光明媚 [ふーこーめ]いびに H5 [ふーこーめ]い[び]に 
v309 7 複雑怪奇 [ふくざつか]いきに H5 [ふくざつか]い[き]に 
v310 7 盲滅法 め[くらめっ]ぽーに L5A めくら[めっ]ぽーに L5C 
v311 7 物恐ろしげ [ものおそろし]げに H6 ものおそろし[げ]に L7F【※OK。】

v312 7 物珍しげ [ものめずらし]げに H6 
ものめずらし[げ]に L7F【※OK。】
[ものめずらしげー]に H8△, 
ものめずらし[げー]に L8F△ 

v313 8 有難迷惑 [ありがため]いわく
に H5 [ありがため]いわ[く]に 

v314 8 ずるずる
べったり

ず[るずるべっ]たり
に L6A ずるずる[べっ]たりに L6D, 

ずるずるべっ[た]りに L7F 

v315 8 ちんぷん
かんぷん

ちん[ぷんかんぷん
に L0B ちんぷん[かんぷんに L0D 
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付録10 二三拍体言 

資料1．二三拍体言 
番 意味 かな＋が ア 説明・備考 

N0001 愛 あ[いが L0A
N0002 藍 あ[いが L0A 説明：(色名;植物名)
N0003 青 あ[お]が L2 説明：(色名)
N0004 青 [あ]おが H1 説明：(馬の名)
N0005 垢 [あ]かが H1 説明：(体の;水の)
N0006 赤 あ[か]が L2 説明：(犬の名.固有名詞として) 
N0007 赤 あ[か]が L2 説明：(色名;共産主義者)
N0008 空き [あきが H0 説明：(～がある)
N0009 秋 あ[き]が L2
N0010 飽き [あ]きが H1 説明：(～がくる)
N0011 悪 [あ]くが H1 説明：(～にそまる)
N0012 灰汁 [あくが H0 説明：(灰;野菜の;性格)
N0013 明け [あけが H0 説明：(寒の～)
N0014 上げ [あげが H0 説明：(衣類に～をする)
N0015 揚げ [あげが H0 説明：(=揚げ豆腐)
N0016 アコ あ[こが L0A 説明：(彼処)
N0017 顎 [あ]ごが H1
N0018 朝 あ[さ]が L2 説明：(～が来る,～起きる)
N0019 朝 あ[さ]が L2 説明：(～のうち)
N0020 麻 あ[さ]が L2 説明：(布,植物名)
N0021 字 [あ]ざが H1 説明：(区画)
N0022 痣 [あ]ざが H1
N0023 芦 あ[し]が L2 説明：(植物名)
N0024 足 [あ]しが H1 説明：(足;脚;机の～)
N0025 鯵 [あ]じが H1 説明：(魚名)
N0026 味 [あじが H0
N0027 明日 [あ]すが H1 説明：(～は;～来て下さい)
N0028 汗 あ[せ]が L2
N0029 畦 あ[ぜ]が L2
N0030 阿蘇 あ[そ]が L2 説明：(地名)
N0031 仇 [あ]だが H1 説明：(～をうつ)
N0032 徒 [あ]だが H1 説明：(～になる)
N0033 当て [あ]てが H1 説明：(～にする)
N0034 当て [あてが H0 説明：(酒の肴)
N0035 後 あ[とが L0A 説明：(戦争の～,～を継ぐ;～の) 
N0036 跡 あ[とが L0A 説明：(車の通った～,傷の,城の) 
N0037 穴 あ[なが L0A
N0038 兄 あ[に]が L2
N0039 姉 [あねが H0 説明：(～と妹)
N0040 虻 あ[ぶ]が L2 説明：(虫名)
N0041 阿部 [あべが H0 説明：(姓)
N0042 海女 [あ]まが H1
N0043 尼 あ[まが L0A 説明：(女僧)
N0044 尼 [あ]まが H1 説明：(卑で女)
N0045 網 [あ]みが H1
N0046 飴 [あめが H0
N0047 雨 あ[め]が L2
N0048 綾 [あ]やが H1 説明：(言葉の;綾織り)
N0049 鮎 あ[ゆ]が L2 説明：(魚名)
N0050 粗 [あ]らが H1 説明：(欠点;魚の)
N0051 蟻 [ありが H0 説明：(虫名)
N0052 有り [あ]りが H1 説明：(そんな事～か)
N0053 或る あ[るが L0A 説明：(連体)
N0054 あれ [あ]れが H1 説明：(～を取って)
N0055 荒れ [あれが H0 説明：(肌,天気の)
N0056 阿波 あ[わ]が L2 説明：(地名)
N0057 粟 あ[わ]が L2 説明：(植物名)
N0058 泡 [あ]わが H1
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N0059 アン [あ]んが H1 説明：(幼児語でお辞儀)
N0060 案 [あ]んが H1 説明：(～を出す)
N0061 餡 [あんが H0
N0062 五 [いーが H0 説明：(ﾐ-,ﾖ-,～)
N0063 家 [い]えが H1
N0064 以下 い[か]が L2 説明：(～と以上,8 割～で)
N0065 烏賊 [いかが H0 説明：(魚名)
N0066 凧 [いかが H0 説明：(遊具)
N0067 伊賀 い[が]が L2 説明：(地名)
N0068 栗毬 い[が]が L2 説明：(栗の～)
N0069 意気 [い]きが H1 説明：(～投合;～さかん)
N0070 域 [い]きが H1 説明：(悟りの～)
N0071 壱岐 [い]きが H1 説明：(地名)
N0072 行き [いきが H0 説明：(～と帰り)
N0073 粋 い[きが L0A 説明：(～が;～だ,な人,に)
N0074 生き [いきが H0 説明：(～が良い)
N0075 息 い[きが L0A
N0076 威儀 [い]ぎが H1 説明：(～を正す)
N0077 意義 [い]ぎが H1
N0078 異議 [い]ぎが H1 説明：(～を申し立てる)
N0079 活け い[けが L0A 説明：(～の魚)
N0080 池 [い]けが H1
N0081 以後 [い]ごが H1
N0082 囲碁 [い]ごが H1
N0083 意志 [い]しが H1
N0084 医師 [い]しが H1
N0085 石 [い]しが H1
N0086 意地 [い]じが H1
N0087 維持 [い]じが H1 説明：(～が;～する)
N0088 医者 [いしゃが H0
N0089 遺書 [い]しょが H1
N0090 椅子 [い]すが H1
N0091 伊豆 い[ず]が L2 説明：(地名)
N0092 伊勢 [い]せが H1 説明：(地名)
N0093 磯 [いそが H0
N0094 板 い[たが L0A
N0095 位置 い[ちが L0A
N0096 一 [い]ちが H1 説明：(～とニ,から)
N0097 市 い[ちが L0A 説明：(～が立つ)
N0098 何時 い[つが L0A 説明：(～が良い,～来た)
N0099 五 [い]つが H1 説明：(～,ﾑｰ,ﾅｰ)
N0100 意図 [い]とが H1
N0101 糸 い[とが L0A
N0102 緯度 [い]どが H1
N0103 井戸 い[ど]が L2
N0104 犬 [い]ぬが H1 説明：(動物;干支(戌))
N0105 稲 い[ねが L0A
N0106 疣 い[ぼ]が L2
N0107 居間 [い]まが H1
N0108 今 い[まが L0A 説明：(～は,～来た)
N0109 意味 [い]みが H1
N0110 芋 [い]もが H1 説明：(総称;甘藷)
N0111 嫌 [いやが H0 説明：(～だ,な,～に親切)
N0112 伊予 い[よ]が L2 説明：(地名)
N0113 入り [いりが H0 説明：(客の,実の;彼岸や寒の) 
N0114 炒り [い]りが H1 説明：(～が足りない)
N0115 色 [い]ろが H1
N0116 岩 [い]わが H1
N0117 印 [い]んが H1 説明：(印鑑.～をおす)
N0118 院 [い]んが H1 説明：(大学院.～に入る)
N0119 陰 [い]んが H1 説明：(～に篭る,～と陽)
N0120 韻 い[んが L0A 説明：(～を踏む)
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N0121 飢え [う]えが H1 説明：(～と寒さで)
N0122 上 [うえが H0 説明：(～と下;あの～;～の)
N0123 魚 [うおが H0
N0124 雨季 [う]きが H1
N0125 浮き [うきが H0 説明：(釣り;浮き貸し)
N0126 受け [う]けが H1 説明：(～が良い)
N0127 有卦 [う]けが H1 説明：(～に入る)
N0128 羽後 [う]ごが H1 説明：(地名)
N0129 雨後 [う]ごが H1 説明：(～の筍)
N0130 憂さ う[さ]が L2 説明：(～を晴らす)
N0131 牛 [うしが H0 説明：(動物;干支(丑))
N0132 宇治 う[じ]が L2 説明：(地名)
N0133 氏 う[じ]が L2 説明：(～より育ち)
N0134 蛆 う[じ]が L2 説明：(虫;男やもめに～がわく) 
N0135 臼 う[すが L0A
N0136 渦 [う]ずが H1
N0137 嘘 う[そ]が L2
N0138 歌 [う]たが H1 説明：(音楽;和歌)
N0139 内 [う]ちが H1 説明：(～に篭る(内向的))
N0140 内 [う]ちが H1 説明：(家)
N0141 内 [うちが H0 説明：(今は駄目.その～に)
N0142 腕 [う]でが H1
N0143 独活 [う]どが H1 説明：(植物名)
N0144 雲丹 [う]にが H1 説明：(生物名)
N0145 自 [うぬが H0 説明：(時代劇で.お前;私)
N0146 畝 [う]ねが H1 説明：(畑の～)
N0147 宇野 [うのが H0 説明：(姓)
N0148 右派 [う]はが H1
N0149 乳母 [う]ばが H1
N0150 初 う[ぶ]が L2 説明：(～な人,だ,に)
N0151 うま [う]まが H1 説明：(～があう)
N0152 馬 [う]まが H1 説明：(動物;干支(午))
N0153 海 う[みが L0A
N0154 産み [うみが H0 説明：(～の苦しみ)
N0155 膿 [う]みが H1
N0156 有無 [う]むが H1 説明：(～を言わさず)
N0157 梅 [うめが H0 説明：(植物名)
N0158 浦 [う]らが H1
N0159 裏 [う]らが H1
N0160 瓜 う[り]が L2 説明：(野菜;～の蔓に)
N0161 売り [うりが H0 説明：(～と買い)
N0162 粳 う[る]が L2 説明：(うるち)
N0163 売れ [うれが H0 説明：(～が悪い)
N0164 洞 [うろが H0 説明：(木の～)
N0165 うん [う]んが H1 説明：(返事)
N0166 運 う[んが L0A 説明：(～が良い)
N0167 鰾 [えいが H0 説明：(魚名)
N0168 易 [えきが H0 説明：(八卦)
N0169 液 [え]きが H1
N0170 益 [え]きが H1 説明：(～もない)
N0171 駅 [えきが H0
N0172 餌 [え]さが H1
N0173 絵図 [え]ずが H1
N0174 壊疽 [えそが H0
N0175 蝦夷 [えぞが H0 説明：(地名)
N0176 枝 [えだが H0
N0177 悦 [え]つが H1 説明：(～に入る)
N0178 得手 [え]てが H1 説明：(得意;～に帆をあげる)
N0179 干支 [えとが H0
N0180 江戸 [えどが H0 説明：(地名;姓)
N0181 絵羽 [え]ばが H1 説明：(衣)
N0182 海老 [えびが H0 説明：(魚名)
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N0183 会符 [え]ふが H1 説明：(荷札)
N0184 絵馬 [え]まが H1 説明：(神社の)
N0185 笑み [え]みが H1 説明：(～を忘れず)
N0186 鰓 [えらが H0 説明：(魚の～)
N0187 襟 [え]りが H1
N0188 円 [え]んが H1 説明：(～を描く;～とドル)
N0189 園 [え]んが H1 説明：(～に勤める.幼稚園など) 
N0190 宴 え[んが L0A 説明：(～もたけなわ)
N0191 縁 え[んが L0A 説明：(因)
N0192 縁 [え]んが H1 説明：(縁側)
N0193 甥 [おいが H0
N0194 老い [お]いが H1 説明：(～も若きも)
N0195 老い [お]いが H1 説明：(～を忘れて)
N0196 王 お[ーが L0A 説明：(一国の～)
N0197 丘 [おかが H0 説明：(小山)
N0198 陸 [おかが H0 説明：(～に上がった河童)
N0199 隠岐 [お]きが H1 説明：(地名)
N0200 沖 [おきが H0
N0201 奥 お[くが L0A
N0202 億 [お]くが H1 説明：(単位)
N0203 桶 お[け]が L2
N0204 御子 お[こが L0A
N0205 唖 [おしが H0
N0206 圧し [おしが H0 説明：(漬物に～をする)
N0207 押し [おしが H0 説明：(相撲で;～が強い人)
N0208 叔父 [おじが H0 説明：([伯父])
N0209 お酢 お[すが L0A
N0210 雄 [おすが H0
N0211 織田 [お]だが H1 説明：(姓.[小田])
N0212 落ち [お]ちが H1 説明：(...するのが～;落語の)
N0213 お茶 お[ちゃが L0A
N0214 乙 [おつが H0 説明：(～な味)
N0215 乙 [お]つが H1 説明：(甲と～)
N0216 お手 お[てが L0A 説明：(犬に;～をどうぞ)
N0217 音 [お]とが H1 説明：(～が聞こえる,～がする,～を聞く) 
N0218 鬼 [お]にが H1
N0219 尾根 [お]ねが H1 説明：(～と谷)
N0220 小野 [おのが H0 説明：(姓;地名)
N0221 斧 お[のが L0A
N0222 叔母 [おばが H0 説明：([伯母])
N0223 帯 お[びが L0A
N0224 お目 お[めが L0A 説明：(～にかかる,～が悪い)
N0225 主 お[も]が L2 説明：(～な,に)
N0226 親 [お]やが H1
N0227 お湯 お[ゆが L0A
N0228 織り [お]りが H1 説明：(染めと)
N0229 折 [お]りが H1 説明：(時.～を見て,その～)
N0230 折 [お]りが H1 説明：(箱の 1 種)
N0231 檻 [お]りが H1 説明：(動物用)
N0232 滓 [お]りが H1 説明：(～がたまる)
N0233 俺 [おれが H0
N0234 恩 お[んが L0A
N0235 音 [お]んが H1 説明：(漢字の訓と)
N0236 雄 [おんが H0 説明：(オス)
N0237 下位 [か]いが H1
N0238 会 か[いが L0A 説明：(～がある)
N0239 回 [か]いが H1 説明：(～を重ねる)
N0240 階 [か]いが H1 説明：(～を間違えた)
N0241 貝 か[い]が L2
N0242 効 [かいが H0 説明：(～が無い)
N0243 甲斐 [か]いが H1 説明：(地名)
N0244 櫂 [か]いが H1 説明：(ｵ-ﾙ)
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N0245 害 が[いが L0A
N0246 替え [かえが H0
N0247 顔 [かおが H0

N0248 加賀 [か]がが, 
[かがが 

H1,
H0 説明：(地名;姓)。備考：地名 H1,姓 H0 

N0249 画家 [がかが H0
N0250 牡蛎 か[き]が L2 説明：(貝名)
N0251 下記 [か]きが H1
N0252 夏期 [か]きが H1 説明：([夏季])
N0253 火気 [か]きが H1 説明：(～に注意)
N0254 花器 [か]きが H1
N0255 垣 [か]きが H1
N0256 柿 [かきが H0 説明：(植物名)
N0257 鍵 [か]ぎが H1 説明：(キー;鈎)
N0258 餓鬼 [が]きが H1 説明：(卑で子供;あいつめ)
N0259 画 [か]くが H1 説明：(漢字の点と～)
N0260 格 [かくが H0 説明：(～が違う)
N0261 格 [か]くが H1 説明：(文法)
N0262 核 [か]くが H1 説明：(中心;兵器の 1)
N0263 角 か[く]が L2 説明：(幾何)
N0264 家具 [か]ぐが H1
N0265 学 [がくが H0 説明：(～が有る)
N0266 額 [がくが H0 説明：(額縁)
N0267 額 [がくが H0 説明：(金額)
N0268 萼 [がくが H0 説明：(花の～)
N0269 掛け [か]けが H1 説明：(蕎麦の;売買で)
N0270 欠け か[け]が L2 説明：(かけら.ｶﾞﾗｽの～)
N0271 賭け [か]けが H1 説明：(～をする)
N0272 蔭 か[げ]が L2 説明：(木の～,人の～)
N0273 崖 [が]けが H1
N0274 過去 か[こ]が L2
N0275 加護 [か]ごが H1 説明：(神仏の～)
N0276 駕篭 [かごが H0 説明：(～に乗る)
N0277 篭 [かごが H0 説明：(～に入れる)
N0278 笠 か[さが L0A 説明：(傘,暈も)
N0279 嵩 [か]さが H1 説明：(～が高い)
N0280 カザ [かざが H0 説明：(悪臭)
N0281 ガサ が[さ]が L2 説明：(がさがさする人)
N0282 歌詞 [か]しが H1
N0283 河岸 [かしが H0 説明：(～を変える)
N0284 菓子 [か]しが H1
N0285 樫 [か]しが H1 説明：(植物名)
N0286 貸し [かしが H0 説明：(～がある)
N0287 家事 [か]じが H1
N0288 火事 [か]じが H1
N0289 舵 [か]じが H1 説明：(～を取る)
N0290 餓死 [が]しが H1
N0291 貨車 [か]しゃが H1
N0292 歌手 [か]しゅが H1
N0293 果樹 [か]じゅが H1
N0294 箇所 [か]しょが H1
N0295 糟 か[すが L0A 説明：(～に漬ける)
N0296 滓 か[すが L0A 説明：(～が溜る)
N0297 数 か[ずが L0A
N0298 風 [かぜが H0 説明：(～が吹く)
N0299 風邪 [かぜが H0 説明：(～をひく)
N0300 過疎 か[そ]が L2
N0301 型 [か]たが H1 説明：(裁縫の;～にはめる)
N0302 肩 か[たが L0A
N0303 片 [か]たが H1 説明：(～がつく)
N0304 方 [か]たが H1 説明：(その～.人)
N0305 ガタ が[た]が L2 説明：(～がくる)
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N0306 価値 [か]ちが H1
N0307 勝ち [か]ちが H1 説明：(～だ,と負け)
N0308 カツ [か]つが H1 説明：(料理名.てんぷらと)
N0309 活 [か]つが H1 説明：(～を入れる)
N0310 且つ [か]つが H1
N0311 糧 [か]てが H1 説明：(日々の～)
N0312 角 か[どが L0A 説明：(～を曲がる;～が立つ)
N0313 門 か[どが L0A 説明：(家の表,屋外;笑う～には) 
N0314 廉 [か]どが H1 説明：(収賄の～で逮捕=収賄の理由で) 
N0315 仮名 [かなが H0 説明：(～と漢字)
N0316 蟹 [かにが H0 説明：(生物名)
N0317 金 [かねが H0 説明：(金属;銭)
N0318 鐘 [かねが H0 説明：(鐘,鉦)
N0319 彼の [か]のが H1 説明：(～有名な)
N0320 河馬 か[ば]が L2 説明：(動物名)
N0321 樺 か[ばが L0A 説明：(植物名)
N0322 華美 [か]びが H1 説明：(～だ,な服装)
N0323 黴 [かびが H0
N0324 カブ [かぶが H0 説明：(=おいちょかぶ)
N0325 下部 [か]ぶが H1
N0326 株 [かぶが H0 説明：(木;株式)
N0327 蕪 [かぶが H0 説明：(=カブラ.植物名)
N0328 壁 [かべが H0
N0329 釜 [かまが H0 説明：(飯を炊く)
N0330 鎌 か[まが L0A 説明：(草刈用)
N0331 窯 [かまが H0 説明：(陶器の,蒸気機関車の)
N0332 蝦蟇 が[ま]が L2 説明：(～の油)
N0333 蒲 が[まが L0A 説明：(～の穂)
N0334 加味 [か]みが H1 説明：(～する)
N0335 紙 [か]みが H1
N0336 上 か[みが L0A
N0337 神 [か]みが H1 説明：(～と仏)
N0338 髪 [か]みが H1 説明：(～が長い)
N0339 亀 [か]めが H1 説明：(人名.女性)
N0340 亀 [か]めが H1 説明：(男性人名略称)
N0341 亀 [か]めが H1 説明：(動物名)
N0342 瓶 [か]めが H1
N0343 賀茂,鴨 か[も]が L2 説明：(地名.京都の)
N0344 鴨 か[も]が L2 説明：(鳥名)
N0345 鴨 か[も]が L2 説明：(良い～)
N0346 蚊帳 [かやが H0
N0347 茅,萱 か[やが L0A 説明：(植物名)
N0348 粥 [かゆが H0
N0349 カラ [か]らが H1 説明：(体格.～が大きい)
N0350 殻 か[らが L0A 説明：(～を破る)
N0351 幹 か[らが L0A 説明：(豆の～)
N0352 空 か[らが L0A 説明：(～になる,だ,の)
N0353 唐 [か]らが H1 説明：(中国)
N0354 ガラ が[ら]が L2 説明：(鶏の骨)
N0355 柄 [がらが H0 説明：(～が悪い;着物の～)
N0356 仮り [かりが H0 説明：(～に,の)
N0357 雁 [か]りが H1 説明：(鳥名)
N0358 借り [かりが H0 説明：(～を返す)
N0359 狩り [か]りが H1 説明：(獣の～をする)
N0360 枯れ [かれが H0 説明：(～が目立つ)
N0361 彼 [か]れが H1 説明：(あの人;男性恋人)
N0362 川 [か]わが H1
N0363 皮 か[わが L0A 説明：(みかんの～;革)
N0364 側 [がわが H0 説明：(どっちの～に)
N0365 皮 [がわが H0 説明：(表面.～ばっかり立派)
N0366 寒 [か]んが H1 説明：(季節)
N0367 勘 か[んが L0A 説明：(～が良い)
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N0368 感 [か]んが H1 説明：(...の～がある)
N0369 棺 か[んが L0A
N0370 管 [か]んが H1 説明：(～が詰まる)
N0371 缶 [か]んが H1
N0372 間 [か]んが H1 説明：(その～に)
N0373 館 [か]んが H1 説明：(～に勤める.図書館など) 
N0374 燗 か[んが L0A 説明：(酒の～)
N0375 癇 か[んが L0A 説明：(～にさわる)
N0376 鐶 [か]んが H1 説明：(金の輪)
N0377 癌 [が]んが H1 説明：(病名)
N0378 雁 [が]んが H1 説明：(鳥名)
N0379 願 が[んが L0A 説明：(～をかける)
N0380 紀伊 [き]ーが H1 説明：(地名)
N0381 帰依 [き]えが H1 説明：(仏教に～.～が;～する) 
N0382 幾何 き[か]が L2 説明：(数学)
N0383 帰化 き[か]が L2 説明：(～が;～する)
N0384 貴下 [き]かが H1 説明：(手紙で)
N0385 飢餓 [き]がが H1
N0386 危機 [き]きが H1
N0387 嬉嬉 [き]きが H1 説明：(～として)
N0388 鬼気 [き]きが H1 説明：(～せまる)
N0389 木木 [き]ぎが H1 説明：(庭の～)
N0390 菊 [き]くが H1 説明：(植物名)
N0391 器具 [き]ぐが H1
N0392 気障 き[ざ]が L2 説明：(～だ,な人,に)
N0393 岸 [き]しが H1 説明：(姓)
N0394 岸 [き]しが H1 説明：(川の～)
N0395 騎士 [き]しが H1
N0396 記事 [き]じが H1
N0397 生地 [き]じが H1 説明：(布,パンの～)
N0398 雉 [きじが H0 説明：(鳥名)
N0399 技師 [ぎ]しが H1
N0400 義士 [ぎ]しが H1 説明：(赤穂の～)
N0401 義姉 [ぎ]しが H1
N0402 義歯 [ぎ]しが H1 説明：(入れ歯)
N0403 喜捨 [き]しゃが H1 説明：(～が;～する)
N0404 汽車 [き]しゃが H1
N0405 記者 [き]しゃが H1
N0406 騎手 [き]しゅが H1 説明：(競馬の～)
N0407 喜寿 [き]じゅが H1 説明：(77 歳)
N0408 鱚 き[す]が L2 説明：(魚名)
N0409 傷 [きずが H0 説明：(怪我;机に;玉に～)
N0410 生酢 [き]ずが H1 説明：(梅漬けの酢)
N0411 基礎 き[そ]が L2
N0412 起訴 [き]そが H1 説明：(～が;～する)
N0413 喜多 [き]たが H1 説明：(姓)
N0414 北 [き]たが H1
N0415 危地 [き]ちが H1 説明：(～を脱する)
N0416 基地 [き]ちが H1 説明：(自衛隊の～)
N0417 吉 [き]ちが H1 説明：(～と凶)
N0418 来手 [きてが H0 説明：(～がない)
N0419 帰途 [き]とが H1 説明：(～につく)
N0420 木戸 [き]どが H1 説明：(芝居;城)
N0421 衣 き[ぬ]が L2
N0422 絹 き[ぬ]が L2
N0423 杵 き[ねが L0A
N0424 牙 [き]ばが H1
N0425 機微 [き]びが H1 説明：(人情の～)
N0426 黍 き[び]が L2 説明：(植物名)
N0427 寄付 き[ふが L0A 説明：(～が;～する)
N0428 岐阜 [ぎふが H0 説明：(地名)
N0429 義父 [ぎ]ふが H1
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N0430 規模 [き]ぼが H1
N0431 義母 [ぎ]ぼが H1
N0432 黄身 [きみが H0 説明：(卵の～)
N0433 黄味 [きみが H0 説明：(～を帯びる)
N0434 気味 [き]みが H1 説明：(～が悪い)
N0435 気味 [き]みが H1 説明：(良い～)
N0436 君 [きみが H0 説明：(あなた;主君)
N0437 義務 [ぎ]むが H1
N0438 決め [きめが H0 説明：(決定)
N0439 肌理 [き]めが H1 説明：(～が細かい)
N0440 肝 [き]もが H1 説明：(内臓;～をつぶす)
N0441 客 [きゃくが H0
N0442 逆 [ぎゃくが H0
N0443 華奢 [きゃしゃが H0 説明：(～だ,な身体,に)
N0444 急 [きゅーが H0 説明：(～だ,な仕事,に)
N0445 灸 きゅ[ーが L0A 説明：(～をすえる)
N0446 球 [きゅ]ーが H1
N0447 級 [きゅ]ーが H1 説明：(～を取る)

N0448 旧 きゅ[ーが L0A 説明：(～と新;太陰暦.～でする;～の正月;～は使わ
ない)

N0449 九 [きゅ]ーが H1
N0450 牛 [ぎゅ]ーが H1 説明：(牛肉)
N0451 寄与 [き]よが H1 説明：(～が;～する)
N0452 御意 [ぎょいが H0 説明：(時代劇で返事)
N0453 京 [きょ]ーが H1 説明：(地名)
N0454 凶 [きょ]ーが H1 説明：(吉と～)
N0455 興 [きょ]ーが H1 説明：(～をそぐ)
N0456 経 [きょーが H0 説明：(～を読む)
N0457 今日 きょ[ーが L0A 説明：(～と明日,～は,～の天気,～来た) 
N0458 行 [ぎょ]ーが H1 説明：(文章の～;修行.～をする) 
N0459 許可 きょ[かが L0A 説明：(～が;～する)
N0460 漁火 [ぎょ]かが H1
N0461 局 [きょ]くが H1 説明：(郵便,電話.～に行く)
N0462 曲 [きょくが H0 説明：(音楽の～)
N0463 極 [きょ]くが H1 説明：(混乱の～)
N0464 馭者 [ぎょ]しゃが H1
N0465 挙手 [きょ]しゅが H1 説明：(～が;～する)
N0466 巨費 [きょ]ひが H1 説明：(～を投じる)
N0467 拒否 [きょ]ひが H1 説明：(～が;～する)
N0468 漁夫 [ぎょ]ふが H1
N0469 虚無 [きょ]むが H1
N0470 距離 [きょ]りが H1
N0471 キリ [き]りが H1 説明：(ピンから～まで)
N0472 桐 [きりが H0 説明：(植物名)
N0473 錐 き[りが L0A 説明：(～で穴をあける)
N0474 切り [き]りが H1 説明：(～をつける,がない)
N0475 霧 [きりが H0
N0476 義理 [ぎ]りが H1
N0477 切れ [き]れが H1 説明：(刃物の～が悪い)
N0478 布 [き]れが H1
N0479 際 [き]わが H1 説明：(畑の～;決算日)
N0480 禁 [き]んが H1 説明：(～を破る)
N0481 菌 [き]んが H1 説明：(～をまき散らす)
N0482 金 [き]んが H1 説明：(金属の;将棋の金将)
N0483 銀 [ぎ]んが H1 説明：(金属の;将棋の銀将)
N0484 悔い [く]いが H1 説明：(～が残る)
N0485 杭 [く]いが H1
N0486 空 く[ーが L0A 説明：(～を切って)
N0487 ぐう [ぐ]ーが H1 説明：(じゃん拳)
N0488 久我 [くがが H0 説明：(姓)
N0489 茎 [く]きが H1
N0490 釘 [くぎが H0
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N0491 九九 [くくが H0 説明：(算数)
N0492 公家 [くげが H0
N0493 枸杞 く[こ]が L2 説明：(植物名)
N0494 草 [く]さが H1
N0495 駆使 [く]しが H1 説明：(～が;～する)
N0496 串 [く]しが H1 説明：(魚を～に刺す)
N0497 櫛 [く]しが H1 説明：(～で髪の毛を)
N0498 九時 [く]じが H1
N0499 籤 [く]じが H1
N0500 愚者 [ぐ]しゃが H1
N0501 楠 く[す]が L2 説明：(植物名)
N0502 葛 く[ずが L0A 説明：(粉;植物名)
N0503 屑 く[ずが L0A
N0504 ぐず ぐ[ず]が L2 説明：(のろま)
N0505 癖 [く]せが H1 説明：(性癖;...の～に)
N0506 糞 [く]そが H1 説明：(卑で大便)
N0507 管 く[だが L0A
N0508 口 [くちが H0
N0509 愚痴 ぐ[ちが L0A
N0510 靴 [く]つが H1
N0511 竈 [くどが H0 説明：(かまど)
N0512 国 [くにが H0
N0513 句碑 [く]ひが H1
N0514 首 [くびが H0
N0515 久保 [くぼが H0 説明：(姓)
N0516 熊 [く]まが H1 説明：(人名.女性)
N0517 熊 [く]まが H1 説明：(男性人名略称)
N0518 熊 [く]まが H1 説明：(動物名)
N0519 隈 [くまが H0 説明：(～なく)
N0520 隈 [くまが H0 説明：(顔に～ができる)
N0521 組 [く]みが H1 説明：(学級;群)
N0522 茱萸 ぐ[みが L0A 説明：(植物名)。備考：高知では「グ[イミ L0A」
N0523 雲 [く]もが H1
N0524 蜘蛛 く[も]が L2 説明：(虫名)
N0525 鞍 [く]らが H1 説明：(馬の～)
N0526 倉 [く]らが H1
N0527 栗 [く]りが H1 説明：(植物名)
N0528 庫裏 [く]りが H1 説明：(寺の～)
N0529 苦慮 [く]りょが H1 説明：(～が;～する)
N0530 ぐる ぐ[る]が L2 説明：(～になる,だ)
N0531 暮れ [くれが H0 説明：(年の～)
N0532 黒 [く]ろが H1 説明：(犬の名前)
N0533 黒 く[ろ]が L2 説明：(色名;有罪)
N0534 桑 [く]わが H1 説明：(植物名)
N0535 鍬 [くわが H0 説明：(農具)
N0536 訓 [く]んが H1 説明：(漢字の～と音)
N0537 群 [ぐ]んが H1 説明：(～を抜く)
N0538 軍 [ぐ]んが H1
N0539 郡 [ぐ]んが H1 説明：(行政区画)
N0540 刑 け[いが L0A
N0541 罫 [け]いが H1 説明：(～が引いてある紙)
N0542 計 [け]いが H1 説明：(一年の～,合計)
N0543 芸 げ[いが L0A 説明：(～が細かい)
N0544 稀有 [け]うが H1 説明：(～だ,の)
N0545 ゲー げ[ーが L0A 説明：(反吐)
N0546 怪我 [け]がが H1 説明：(～が;～する)
N0547 外科 [げかが H0
N0548 劇 [げ]きが H1 説明：(芝居)
N0549 下戸 げ[こ]が L2 説明：(酒駄目)
N0550 袈裟 け[さが L0A 説明：(僧衣)
N0551 今朝 け[さが L0A 説明：(～は,～来た,～の)
N0552 芥子 [け]しが H1 説明：(植物名)
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N0553 夏至 [げ]しが H1
N0554 下車 [げ]しゃが H1 説明：(～が;～する)
N0555 下女 [げ]じょが H1 説明：(女中)
N0556 下衆 [げすが H0 説明：(～の勘ぐり)
N0557 げそ げ[そ]が L2 説明：(烏賊の足)
N0558 桁 け[たが L0A 説明：(計算;家の;～が違う)
N0559 下駄 げ[たが L0A
N0560 けち け[ち]が L2 説明：(～をつける;吝嗇.～だ,な,に) 
N0561 決 [け]つが H1 説明：(～をとる)
N0562 尻 [け]つが H1 説明：(卑で尻; 後)
N0563 実に げ[にが L0A
N0564 下馬 [げ]ばが H1 説明：(神社で.～が;～する)
N0565 煙 [けむが H0 説明：(～に巻く)
N0566 けり [け]りが H1 説明：(～をつける)
N0567 蹴り [けりが H0 説明：(～が強い)
N0568 下痢 げ[りが L0A
N0569 反吐 げ[ろ]が L2 説明：(～を吐く)
N0570 けん け[んが L0A 説明：(刺身のつま)
N0571 件 [け]んが H1 説明：(その～)
N0572 兼 [け]んが H1 説明：(社長～お茶汲み)
N0573 券 [け]んが H1 説明：(～を買う)
N0574 剣 け[んが L0A 説明：(～で斬る)
N0575 県 [け]んが H1
N0576 鍵 [け]んが H1 説明：(ﾋﾟｱﾉの～)
N0577 険 け[んが L0A 説明：(～がある顔)
N0578 験 げ[んが L0A 説明：(縁起.～が良い)
N0579 弦 [げ]んが H1 説明：(楽器の～)
N0580 減 [げ]んが H1 説明：(二割の～)
N0581 故意 [こ]いが H1 説明：(わざと)
N0582 鯉 こ[い]が L2 説明：(魚名)
N0583 恋 [こ]いが H1
N0584 五位 [ご]いが H1 説明：(順位)
N0585 語彙 [ご]いが H1
N0586 声 こ[え]が L2
N0587 肥え [こ]えが H1 説明：(肥料)
N0588 九 [こーが H0 説明：(ﾔ-,～,ﾄ-)
N0589 功 [こ]ーが H1 説明：(～を焦る)
N0590 効 [こ]ーが H1 説明：(薬石～なく)
N0591 孝 [こ]ーが H1 説明：(忠と～)
N0592 幸 [こ]ーが H1 説明：(～か不幸か)
N0593 甲 [こ]ーが H1 説明：(～と乙;手の～)
N0594 講 [こ]ーが H1 説明：(伊勢参りの～)
N0595 香 こ[ーが L0A 説明：(～をたく)
N0596 郷 [ご]ーが H1 説明：(～に入っては)
N0597 業 [ご]ーが H1 説明：(～を煮やす;人間の)
N0598 号 [ご]ーが H1 説明：(雅号;雑誌の)
N0599 壕 [ご]ーが H1 説明：(～に隠れる)
N0600 古歌 [こ]かが H1
N0601 古稀 こ[き]が L2 説明：(70 歳)
N0602 語気 [ご]きが H1 説明：(～が鋭い)
N0603 こく [こくが H0 説明：(～がある味)
N0604 酷 [こ]くが H1 説明：(～だ,な,に)
N0605 語句 [ご]くが H1
N0606 苔 [こ]けが H1
N0607 焦げ こ[げ]が L2 説明：(こげた御飯)
N0608 後家 ご[けが L0A 説明：(寡婦)
N0609 九 [こ]こが H1 説明：(ﾔ-,～,ﾄ-)
N0610 個個 [こ]こが H1 説明：(～に)
N0611 此処 こ[こが L0A 説明：(～は駄目,の)
N0612 古語 [こ]ごが H1
N0613 五個 [ごこが H0 説明：(～が;～食べる)
N0614 午後 ご[ご]が L2 説明：(午前と;～六時)
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N0615 誤差 [ご]さが H1
N0616 茣座 [ご]ざが H1 説明：(～を敷く)
N0617 腰 [こしが H0 説明：(～が痛い;麺の～)
N0618 輿 [こしが H0 説明：(玉の～)
N0619 輿 [こ]しが H1 説明：(乗り物)
N0620 居士 [こ]じが H1 説明：(戒名の位)
N0621 孤児 [こ]じが H1
N0622 故事 [こ]じが H1
N0623 五時 [ご]じが H1
N0624 誤字 [ご]じが H1
N0625 固守 [こ]しゅが H1 説明：(～が;～する)
N0626 戸主 [こ]しゅが H1
N0627 御酒 [ごしゅが H0 説明：(～を頂く)
N0628 古書 [こ]しょが H1
N0629 御所 [ご]しょが H1 説明：(京都の)
N0630 こつ [こつが H0 説明：(要領)
N0631 骨 [こ]つが H1 説明：(遺骨)
N0632 小手 [こてが H0 説明：(～をかざす)
N0633 鏝 [こてが H0 説明：(裁縫用)
N0634 後手 ご[てが L0A 説明：(～に回る)
N0635 琴 こ[とが L0A
N0636 事 [こ]とが H1 説明：(その～,言う～;～だ(大変)) 
N0637 粉 こ[なが L0A
N0638 コネ [こ]ねが H1 説明：(～で入る)
N0639 媚び [こ]びが H1 説明：(～を売る)
N0640 語尾 [ご]びが H1
N0641 鼓舞 [こ]ぶが H1 説明：(～が;～する)
N0642 昆布 こ[ぶ]が L2
N0643 瘤 こ[ぶ]が L2
N0644 五分 [ご]ぶが H1 説明：(長さ.～が,～に戦う;～長い;) 
N0645 駒 こ[まが L0A 説明：(将棋の～)
N0646 駒 こ[まが L0A 説明：(馬)
N0647 独楽 こ[まが L0A 説明：(玩具)
N0648 胡麻 [ごまが H0 説明：(植物名)
N0649 護摩 [ごまが H0 説明：(～をたく)
N0650 込み [こ]みが H1 説明：(～で)
N0651 塵芥 [ご]みが H1
N0652 米 [こ]めが H1
N0653 薦 [こもが H0
N0654 小屋 [こ]やが H1
N0655 凝り [こ]りが H1 説明：(肩の～)
N0656 ごり ご[り]が L2 説明：(魚名.淡水魚)
N0657 五里 [ご]りが H1 説明：(～が;～歩いた)
N0658 これ [こ]れが H1 説明：(～!,そんなことをしては駄目) 
N0659 これ [これが H0 説明：(～はペンです)
N0660 ころ [こ]ろが H1 説明：(鯨の炒殻)
N0661 頃 [こ]ろが H1 説明：(その～,～を見て)
N0662 ゴロ [ご]ろが H1 説明：(野球の)
N0663 語呂 ご[ろ]が L2 説明：(～が良い)
N0664 根 こ[んが L0A 説明：(根気)
N0665 根 [こ]んが H1 説明：(数学)
N0666 紺 [こ]んが H1 説明：(色名)
N0667 差異 [さ]いが H1
N0668 妻 [さ]いが H1 説明：(うちの～が)
N0669 才 [さ]いが H1 説明：(～に溺れる)
N0670 犀 さ[い]が L2 説明：(動物名)
N0671 菜 [さいが H0 説明：(おかず)
N0672 際 [さ]いが H1 説明：(この～)
N0673 賽 [さ]いが H1 説明：(さいころ)
N0674 在 [ざ]いが H1 説明：(いなか.～に住んでる)
N0675 財 [ざ]いが H1 説明：(～をなす)
N0676 冴え [さ]えが H1 説明：(腕の～,色の～)
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N0677 竿 [さ]おが H1
N0678 坂 [さ]かが H1
N0679 佐賀 [さ]がが H1 説明：(地名)
N0680 嵯峨 [さ]がが H1 説明：(地名.京都の～に行く)
N0681 左記 [さ]きが H1

N0682 先 [さ]きが H1 説明：(～に行け)。備考：～に行け；～が楽しみ；
行った～

N0683 先 [さきが H0 説明：(棒の～;～が楽しみ;行った～)。備考：棒の
～

N0684 詐欺 [さ]ぎが H1 説明：(～にあう)
N0685 鷺 さ[ぎ]が L2 説明：(鳥名.～が居る)
N0686 作 [さくが H0 説明：(会心の～;稲の～が悪い) 
N0687 柵 [さ]くが H1 説明：(家の周りの～)
N0688 策 [さ]くが H1 説明：(～がない)
N0689 鮭 さ[け]が L2 説明：(魚名)
N0690 酒 [さけが H0
N0691 下げ [さ]げが H1 説明：(落語の～;株は 100 円の～を記録) 
N0692 雑魚 ざ[こが L0A
N0693 笹 [ささが H0 説明：(植物名)
N0694 差し さ[し]が L2 説明：(～で飲む)
N0695 尺 [さ]しが H1 説明：(ものさし)
N0696 匙 [さ]じが H1 説明：(スプーン)
N0697 さぞ [さ]ぞが H1 説明：(きっと.～御困りでしょう) 
N0698 沙汰 [さ]たが H1 説明：(地獄の～も)
N0699 幸 [さ]ちが H1 説明：(海の～)
N0700 札 [さつが H0 説明：(紙幣)
N0701 雑 [ざつが H0 説明：(～な仕事,だ,に)
N0702 雑 [ざつが H0 説明：(分類名)
N0703 さて [さ]てが H1 説明：(～、そろそろ帰ろうか) 
N0704 里 [さとが H0 説明：(実家;人里)
N0705 佐渡 [さ]どが H1 説明：(地名.～に行く)
N0706 核 [さ]ねが H1 説明：(植物の種)
N0707 佐野 [さ]のが H1 説明：(姓)
N0708 左派 [さ]はが H1
N0709 鯖 [さばが H0 説明：(魚名)
N0710 さび [さ]びが H1 説明：(寿司屋で山葵)
N0711 錆 [さ]びが H1
N0712 寂 [さ]びが H1 説明：(侘びと～)
N0713 様 [さ]まが H1 説明：(...する～が目に見える) 
N0714 様 [さまが H0 説明：(～にならぬ;名前に～をつける) 
N0715 態 [ざ]まが H1 説明：(～を見ろ)
N0716 態 [ざ]まが H1 説明：(みため.～が悪い)
N0717 鮫 [さ]めが H1 説明：(魚名)
N0718 さも [さ]もが H1 説明：(まるで)
N0719 鞘 さ[やが L0A 説明：(刀の～)
N0720 莢 さ[やが L0A 説明：(豆の～)
N0721 白湯 さ[ゆが L0A 説明：(～を飲む)
N0722 さら さ[ら]が L2 説明：(新品)
N0723 皿 [さらが H0
N0724 ざら ざ[ら]が L2 説明：(～だ,にある)
N0725 さる [さ]るが H1 説明：(～お方)
N0726 猿 さ[る]が L2 説明：(動物.干支(申))
N0727 笊 [ざ]るが H1
N0728 沢 [さ]わが H1 説明：(山の～)
N0729 三 [さんが H0
N0730 桟 [さ]んが H1 説明：(障子の)
N0731 産 [さんが H0 説明：(産地)
N0732 産 [さんが H0 説明：(出産)
N0733 賛 [さ]んが H1 説明：(画と～)
N0734 酸 [さ]んが H1 説明：(ｱﾙｶﾘと～)
N0735 残 [ざ]んが H1 説明：(残高)
N0736 シー [し]ーが H1 説明：(小便(幼児語))
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N0737 椎 [し]ーが H1 説明：(植物名)
N0738 爺 [じ]ーが H1 説明：(時代劇で)
N0739 慈雨 [じ]うが H1 説明：(干天の～)
N0740 潮 [し]おが H1 説明：(機会.これを～に)
N0741 塩 [し]おが H1 説明：(調味料)
N0742 潮 [し]おが H1 説明：(満干する海の)
N0743 歯科 [し]かが H1
N0744 鹿 [し]かが H1 説明：(動物名)
N0745 滋賀 [しがが H0 説明：(姓)
N0746 滋賀 [し]がが H1 説明：(地名)
N0747 時価 [じ]かが H1
N0748 直 じ[か]が L2 説明：(～に触る)
N0749 自我 [じ]がが H1
N0750 四季 [し]きが H1
N0751 士気 [し]きが H1
N0752 指揮 し[きが L0A 説明：(～が;～する)
N0753 死期 [し]きが H1
N0754 式 [し]きが H1 説明：(儀式,数式)
N0755 鴫 し[ぎ]が L2 説明：(鳥名.～が居る)
N0756 時期 じ[きが L0A
N0757 次期 [じ]きが H1
N0758 磁器 [じ]きが H1
N0759 磁気 [じ]きが H1
N0760 直 [じきが H0 説明：(すぐ.～来ます)
N0761 辞儀 [じぎが H0 説明：(=おじぎ)
N0762 死去 [し]きょが H1 説明：(～が;～する)
N0763 軸 [じ]くが H1 説明：(心棒;掛軸)
N0764 時化 [し]けが H1 説明：(海で)
N0765 地毛 じ[げ]が L2 説明：(鬘でなく～)
N0766 四股 [し]こが H1 説明：(～を踏む)
N0767 四五 [し]ごが H1 説明：(～二十)
N0768 死後 [し]ごが H1
N0769 私語 [し]ごが H1
N0770 事故 [じ]こが H1
N0771 自己 じ[こ]が L2 説明：(自分)
N0772 示唆 [し]さが H1 説明：(～が;～する)
N0773 シシ [し]しが H1 説明：(小便(幼児語))。備考：[し]ーがH1 
N0774 四肢 [し]しが H1
N0775 獅子 [し]しが H1
N0776 猪 [し]しが H1
N0777 指示 [し]じが H1 説明：(～が;～する)
N0778 支持 [し]じが H1 説明：(～が;～する)
N0779 私事 [し]じが H1 説明：(～にわたり)
N0780 支社 [し]しゃが H1
N0781 死者 [し]しゃが H1
N0782 自首 じ[しゅが L0A 説明：(～が;～する)
N0783 支所 [し]しょが H1
N0784 子女 [し]じょが H1
N0785 辞書 [じ]しょが H1
N0786 地所 [じ]しょが H1 説明：(～を持っている)
N0787 侍女 [じ]じょが H1
N0788 次女 [じ]じょが H1
N0789 紫蘇 し[そが L0A 説明：(植物名)
N0790 下 [したが H0 説明：(～と上;その～;～の)
N0791 舌 [し]たが H1
N0792 羊歯 [しだが H0 説明：(植物名)
N0793 自他 [じ]たが H1 説明：(～ともに)
N0794 七 [し]ちが H1 説明：([ﾋﾁ])
N0795 質 [し]ちが H1 説明：(～に入れる)
N0796 自治 じ[ちが L0A
N0797 質 し[つが L0A 説明：(～が良い)
N0798 実 [じ]つが H1 説明：(～は;～を取る)
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N0799 仕手 [してが H0 説明：(する人)
N0800 仕手 [し]てが H1 説明：(能で脇と)
N0801 科 [しなが H0 説明：(～を作る)
N0802 支那 し[な]が L2 説明：(旧国名)
N0803 品 [しなが H0
N0804 篠 [し]のが H1
N0805 柴 し[ばが L0A 説明：(たきぎ)
N0806 芝 し[ばが L0A 説明：(緑の)
N0807 鴟尾 し[び]が L2 説明：(屋根の)
N0808 慈悲 [じ]ひが H1
N0809 自費 じ[ひが L0A
N0810 支部 [し]ぶが H1
N0811 渋 し[ぶ]が L2 説明：(柿の～)
N0812 蕋 [し]べが H1 説明：(おしべとめしべ)
N0813 皺 [しぼが H0 説明：(布,床柱の)
N0814 志摩 [し]まが H1 説明：(地名)
N0815 縞 [し]まが H1
N0816 島 [し]まが H1
N0817 紙魚 [しみが H0
N0818 染み [しみが H0 説明：(汚点)
N0819 地味 [じ]みが H1 説明：(～と派手;～な,に)
N0820 事務 [じ]むが H1
N0821 〆 [し]めが H1 説明：(帳面の～をする)
N0822 標 [し]めが H1
N0823 下 [し]もが H1 説明：(川下;舞台で;大小便)
N0824 霜 [し]もが H1
N0825 視野 [し]やが H1 説明：(～が広い)
N0826 じゃあ [じゃ]ーが H1 説明：(～失礼)
N0827 釈迦 [しゃかが H0 説明：(～に説法)
N0828 尺 [しゃ]くが H1 説明：(長さ.～が足りない;単位.～で測る) 
N0829 杓 [しゃくが H0 説明：(ひしゃく)
N0830 酌 [しゃくが H0 説明：(～をする)
N0831 癪 [しゃくが H0 説明：(～にさわる)
N0832 癪 [しゃくが H0 説明：(病名)
N0833 蝦蛄 しゃ[こ]が L2 説明：(生物名)
N0834 車庫 [しゃ]こが H1
N0835 雑魚 じゃ[こが L0A
N0836 斜視 [しゃ]しが H1 説明：(ひんがらめ)
N0837 社寺 [しゃ]じが H1
N0838 鯱 [しゃちが H0 説明：(魚名)
N0839 車馬 [しゃ]ばが H1 説明：(～の喧噪)
N0840 娑婆 [しゃばが H0 説明：(此の世;牢屋と～)
N0841 車夫 [しゃ]ふが H1 説明：(人力車の)
N0842 邪魔 [じゃまが H0 説明：(～が入る;～だ,な,に)
N0843 軍鶏 しゃ[も]が L2
N0844 砂利 [じゃりが H0
N0845 洒落 [しゃれが H0 説明：(～を言う)
N0846 首位 [しゅ]いが H1
N0847 州 [しゅ]ーが H1 説明：(ｱﾒﾘｶの)
N0848 週 [しゅ]ーが H1
N0849 十 じゅ[ーが L0A
N0850 銃 [じゅ]ーが H1
N0851 酒気 [しゅ]きが H1 説明：(～を帯びる)
N0852 主義 [しゅ]ぎが H1
N0853 塾 [じゅ]くが H1
N0854 主語 [しゅ]ごが H1 説明：(文法)
N0855 守護 [しゅ]ごが H1 説明：(～が;～する)
N0856 種子 [しゅ]しが H1
N0857 趣旨 [しゅ]しが H1 説明：([主旨])
N0858 種種 [しゅ]じゅが H1 説明：(さまざま)
N0859 繻子 しゅ[す]が L2 説明：(衣)
N0860 数珠 じゅ[ず]が L2
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N0861 術 [じゅ]つが H1 説明：(忍者の)
N0862 首都 [しゅ]とが H1
N0863 守備 [しゅ]びが H1 説明：(～が;～する)
N0864 首尾 [しゅ]びが H1 説明：(～は上 ;々～一貫)
N0865 樹皮 [じゅ]ひが H1
N0866 主婦 [しゅ]ふが H1
N0867 首府 [しゅ]ふが H1
N0868 趣味 [しゅ]みが H1
N0869 修羅 [しゅ]らが H1
N0870 棕櫚 [しゅろが H0 説明：(植物名)
N0871 旬 しゅ[んが L0A 説明：(食べ物の)
N0872 純 [じゅんが H0 説明：(～な性格,だ,に)
N0873 順 [じゅんが H0 説明：(～に,～を追って)
N0874 女医 [じょ]いが H1
N0875 升 [しょーが H0 説明：(単位.～で数える)
N0876 小 [しょ]ーが H1 説明：(大と～)
N0877 省 [しょ]ーが H1 説明：(役所)
N0878 章 [しょ]ーが H1 説明：(本の)
N0879 賞 [しょ]ーが H1 説明：(～をもらう)
N0880 性 [しょ]ーが H1 説明：(～に合わない)
N0881 笙 しょ[ーが L0A 説明：(笛の 1)
N0882 上 [じょ]ーが H1 説明：(～と下,～,中,下)
N0883 丈 [じょ]ーが H1 説明：(長さ.～が足りない;～で計る) 
N0884 情 [じょーが H0 説明：(～に脆い)
N0885 錠 [じょ]ーが H1 説明：(～をおろす)
N0886 初夏 [しょ]かが H1
N0887 書家 [しょ]かが H1
N0888 初期 [しょ]きが H1
N0889 書記 しょ[きが L0A 説明：(人)
N0890 職 [しょくが H0 説明：(～を探す)
N0891 食 [しょくが H0 説明：(～が細い)
N0892 書庫 [しょ]こが H1
N0893 所作 [しょ]さが H1
N0894 初志 [しょ]しが H1 説明：(～を貫く)
N0895 所持 [しょ]じが H1 説明：(～が;～する)
N0896 助詞 [じょ]しが H1 説明：(文法)
N0897 女史 [じょ]しが H1 説明：(ﾍﾚﾝｹﾗｰ～)
N0898 女子 [じょ]しが H1
N0899 書写 [しょ]しゃが H1 説明：(～が;～する)
N0900 助手 [じょ]しゅが H1
N0901 処置 [しょ]ちが H1 説明：(～が;～する)
N0902 初手 [しょてが H0 説明：(はじめ)
N0903 諸派 [しょ]はが H1
N0904 初歩 [しょ]ほが H1
N0905 初夜 [しょ]やが H1
N0906 除夜 [じょ]やが H1 説明：(～の鐘)
N0907 処理 [しょ]りが H1 説明：(～が;～する)
N0908 白 [し]らが H1 説明：(～を切る)
N0909 私利 [し]りが H1 説明：(～私欲)
N0910 尻 [し]りが H1 説明：(身体)
N0911 汁 し[るが L0A 説明：(液;飲む)
N0912 城 [しろが H0
N0913 白 [し]ろが H1 説明：(犬の名前)
N0914 白 し[ろ]が L2 説明：(色名;無罪)
N0915 皺 [しわが H0 説明：(皮膚の～,衣服に～ができる) 
N0916 新 し[ん]が L2 説明：(～と旧)
N0917 真 [し]んが H1 説明：(～にせまる)
N0918 芯 し[んが L0A 説明：(鉛筆の～)
N0919 仁 [じ]んが H1 説明：(～,義,礼,智;巧言令色～少なし) 
N0920 陣 じ[んが L0A 説明：(～を敷く)
N0921 粋 [す]いが H1 説明：(～を集める)
N0922 粋 [す]いが H1 説明：(いき.～な人,だ,に)
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N0923 髄 [ず]いが H1 説明：(骨の～まで)
N0924 数 す[ーが L0A
N0925 末 [すえが H0 説明：(～は博士か;秋の～;考えた～) 
N0926 スカ す[か]が L2 説明：(はずれ)
N0927 図画 ず[が]が L2
N0928 隙 [すきが H0 説明：(～がない)
N0929 好き [す]きが H1 説明：(～だ,になる,な人)
N0930 鋤 [すきが H0 説明：(農具)
N0931 数奇 [す]きが H1 説明：(～を凝らす)
N0932 杉 [すぎが H0 説明：(植物名)
N0933 直ぐ [す]ぐが H1 説明：(～に,～来い)
N0934 助け [す]けが H1 説明：(助手.～を呼ぶ)
N0935 菅 [すげが H0 説明：(植物名)
N0936 寿司 [す]しが H1
N0937 筋 す[じ]が L2 説明：(話の;血管;筋肉)
N0938 煤 す[す]が L2 説明：(～が汚い)
N0939 錫 [す]ずが H1
N0940 鈴 [すずが H0 説明：(～をならす)
N0941 裾 [すそが H0
N0942 素手 [す]でが H1 説明：(～で掴む)
N0943 砂 [すなが H0
N0944 脛 [す]ねが H1 説明：(足の;親の～)
N0945 スフ [す]ふが H1 説明：(衣)
N0946 ズブ [ず]ぶが H1 説明：(～の素人)
N0947 術 [す]べが H1 説明：(～がない)
N0948 隅 す[みが L0A 説明：(部屋の～)
N0949 炭 [す]みが H1 説明：(火鉢の～)
N0950 墨 [す]みが H1 説明：(書,鍋の,烏賊の)
N0951 刷り [す]りが H1 説明：(～が悪い(印刷))
N0952 掏摸 [す]りが H1 説明：(電車の中の～)
N0953 ずれ [ず]れが H1 説明：(ずれること.～が大きい) 
N0954 寸 [す]んが H1 説明：(長さ)
N0955 所為 せ[いが L0A 説明：(人の～)
N0956 姓 せ[いが L0A 説明：(みょうじ)
N0957 性 せ[いが L0A 説明：(男女)
N0958 生 [せ]いが H1 説明：(～と死)
N0959 精 [せ]いが H1 説明：(～が出る;～がつく;妖精) 
N0960 背 [せ]いが H1 説明：(～が高い)
N0961 税 [ぜ]いが H1 説明：(～を払う)
N0962 堰 [せ]きが H1 説明：(水の;～を切って)
N0963 咳 [せ]きが H1
N0964 関 [せ]きが H1 説明：(安宅の～)
N0965 席 [せきが H0
N0966 籍 [せきが H0 説明：(～を入れる)
N0967 世事 [せ]じが H1 説明：(～に疎い)
N0968 施主 [せ]しゅが H1 説明：(法事の～)
N0969 切 [せ]つが H1 説明：(～に)
N0970 節 [せ]つが H1 説明：(その～は;～を守る)
N0971 説 [せ]つが H1 説明：(～が分かれる)
N0972 瀬戸 せ[と]が L2 説明：(愛知県地名;一般に)
N0973 背戸 [せ]どが H1 説明：(家の)
N0974 背 [せなが H0 説明：(背中)
N0975 銭 ぜ[にが L0A
N0976 是非 ぜ[ひ]が L2 説明：(～を言う;～来てくれ)
N0977 蝉 [せ]みが H1 説明：(虫名)
N0978 攻め [せ]めが H1 説明：(守りと)
N0979 責め [せ]めが H1 説明：(～を負う)
N0980 競り [せ]りが H1 説明：(～にかける)
N0981 芹 [せ]りが H1 説明：(植物名)
N0982 世話 [せ]わが H1 説明：(～をする)
N0983 先 [せ]んが H1 説明：(～から,～を越す)
N0984 千 せ[んが L0A 説明：(～が,は;～買った)
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N0985 栓 [せ]んが H1 説明：(水道の～)
N0986 線 [せ]んが H1
N0987 善 [ぜ]んが H1 説明：(悪と;～は急げ)
N0988 禅 ぜ[んが L0A
N0989 膳 [ぜんが H0
N0990 僧 [そ]ーが H1
N0991 層 [そ]ーが H1 説明：(～になる)
N0992 相 [そ]ーが H1 説明：(女難の～)
N0993 葬 [そ]ーが H1 説明：(～の仕上げ)
N0994 象 [ぞ]ーが H1 説明：(動物名)
N0995 像 [ぞーが H0 説明：(彫像)
N0996 増 [ぞ]ーが H1 説明：(二割の～)
N0997 粗菓 [そ]かが H1
N0998 俗 [ぞくが H0 説明：(～だ,に,な)
N0999 賊 [ぞくが H0 説明：(～が入る)
N1000 続 [ぞくが H0 説明：(接頭語)
N1001 其処 そ[こが L0A 説明：(～とここ)
N1002 底 [そこが H0
N1003 阻止 [そ]しが H1 説明：(～が;～する)
N1004 楚楚 [そ]そが H1 説明：(～とした)
N1005 そち [そ]ちが H1 説明：(二人称)
N1006 措置 [そ]ちが H1
N1007 粗茶 [そ]ちゃが H1 説明：(～ですが)
N1008 そつ [そつが H0 説明：(～がない)
N1009 袖 [そでが H0 説明：(着物の～)
N1010 外 そ[とが L0A 説明：(～が,の,に)
N1011 園 [そのが H0 説明：(薔薇の～)
N1012 蕎麦 そ[ばが L0A 説明：(植物;麺)
N1013 側 そ[ばが L0A
N1014 祖父 [そ]ふが H1
N1015 祖母 [そ]ぼが H1
N1016 染め [そめが H0 説明：(織りと)
N1017 そら [そ]らが H1 説明：(～見ろ)

N1018 そら [そらが H0 説明：(其れは.～駄目=それはだめ.～結構=それは
結構)

N1019 空 そ[らが L0A 説明：(天)
N1020 反り [そ]りが H1 説明：(刀の;～が合わない)
N1021 橇 [そ]りが H1
N1022 それ [それが H0 説明：(～を取ってくれ)
N1023 それ [そ]れが H1 説明：(ほら.～見なさい)
N1024 損 [そ]んが H1
N1025 他意 [た]いが H1 説明：(～はない)
N1026 体 [た]いが H1 説明：(～をかわす;名は～を)
N1027 隊 [た]いが H1 説明：(～に入る)
N1028 鯛 [た]いが H1 説明：(魚名)
N1029 代 [だいが H0 説明：(金.～を払う)
N1030 代 だ[いが L0A 説明：(世代.～がかわる)
N1031 台 だ[いが L0A 説明：(～にのせる)
N1032 大 [だいが H1 説明：(～,中,小;は小を;の好物;の大人) 
N1033 題 だ[いが L0A

N1034 高 [たかが, 
た[か]が 

H0,
L2

説明：(～をくくる,～が知れてる)。備考：～くく
る H0,～が知れてる L2

N1035 鷹 [たかが H0 説明：(鳥名)
N1036 箍 [たがが H0 説明：(～が緩む)
N1037 滝 [たきが H0
N1038 宅 [たくが H0 説明：(自宅,主人)
N1039 丈 [た]けが H1 説明：(～をはかる)
N1040 竹 [たけが H0 説明：(植物名)
N1041 凧 [た]こが H1 説明：(～をあげる)
N1042 蛸 [た]こが H1 説明：(生物名)
N1043 胼胝 [た]こが H1 説明：(足の;耳に～)
N1044 足し [たしが H0 説明：(～になる)
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N1045 多事 [た]じが H1 説明：(多忙)
N1046 山車 [だ]しが H1 説明：(祭の～)
N1047 出汁 [だ]しが H1
N1048 打者 [だ]しゃが H1 説明：(野球)
N1049 只 た[だ]が L2 説明：(無料.～でもらう)
N1050 唯 た[だ]が L2 説明：(副詞,接続詞.～ちょっとｹﾁだ) 
N1051 駄駄 [だ]だが H1 説明：(～をこねる)
N1052 性質 た[ち]が L2 説明：(～が悪い)
N1053 太刀 [た]ちが H1
N1054 龍 [たつが H0 説明：(りゅう;干支(辰))
N1055 縦 た[てが L0A 説明：(横と～)
N1056 盾 [た]てが H1 説明：(武器;～をつく)
N1057 蓼 [たでが H0 説明：(植物;～食う虫も)
N1058 伊達 [だてが H0 説明：(姓;～や酔狂;～の薄着) 
N1059 棚 [たなが H0
N1060 谷 [た]にが H1
N1061 壁蝨 だ[に]が L2 説明：(虫名)
N1062 種 た[ねが L0A 説明：(植物の～)
N1063 束 た[ばが L0A
N1064 足袋 た[び]が L2 説明：(～をはく)
N1065 度 [た]びが H1 説明：(その～に,来る～)
N1066 旅 [た]びが H1
N1067 荼毘 [だ]びが H1 説明：(～に付す)
N1068 玉 [た]まが H1 説明：(水晶の～;饂飩の～)

N1069 偶 [たまが H0 説明：(～に,の休み)。備考：[たまーに H0,[たまー
の H0

N1070 多摩 [た]まが H1 説明：(地名)
N1071 弾 [た]まが H1 説明：(鉄砲の～)
N1072 民 [た]みが H1
N1073 為 [ためが H0 説明：(人の～,～になる)
N1074 矯め [た]めが H1 説明：(生け花)
N1075 溜め [ためが H0 説明：(肥料や水をためる所)
N1076 駄目 [だ]めが H1 説明：(～だ,なやつ;～を押す) 
N1077 鱈 [た]らが H1 説明：(魚名)
N1078 樽 [た]るが H1
N1079 たれ [た]れが H1 説明：(汁)
N1080 誰 [だれが H0 説明：(～が,を)
N1081 誰 [だれが H0 説明：(～でも良い;～も来ない) 
N1082 反 [た]んが H1 説明：(呉服を～で売る;面積単位) 
N1083 痰 た[んが L0A
N1084 壇 [だ]んが H1 説明：(～に上がる)
N1085 暖 [だ]んが H1 説明：(～を取る))
N1086 段 [だ]んが H1 説明：(階段;位)
N1087 地位 [ち]いが H1
N1088 智恵 [ち]えが H1
N1089 地下 ち[か]が L2 説明：(地上と;百貨店の)
N1090 地区 [ち]くが H1
N1091 稚児 [ち]ごが H1
N1092 千千 [ち]じが H1 説明：(～に乱れる)
N1093 知事 [ち]じが H1
N1094 萵苣 [ちしゃが H0 説明：(野菜名)
N1095 地図 ち[ず]が L2
N1096 遅遅 [ち]ちが H1 説明：(～として)
N1097 乳 ち[ちが L0A 説明：(ﾐﾙｸ,乳房)
N1098 父 ち[ちが L0A
N1099 帙 [ち]つが H1 説明：(本を入れる)
N1100 ちと [ち]とが H1 説明：(少し)
N1101 千葉 [ちばが H0 説明：(姓)
N1102 千葉 [ち]ばが H1 説明：(地名)
N1103 チビ ち[び]が L2 説明：(のっぽと)
N1104 チャイ [ちゃ]いが H1 説明：(捨てること)
N1105 茶器 [ちゃ]きが H1
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N1106 チャコ [ちゃ]こが H1 説明：(裁縫用)
N1107 ちゃち ちゃ[ち]が L2 説明：(御粗末)
N1108 茶茶 [ちゃ]ちゃが H1 説明：(～を入れる)
N1109 ちゃぼ ちゃ[ぼ]が L2 説明：(鶏名)
N1110 茶目 ちゃ[め]が L2 説明：(お茶目)
N1111 茶屋 ちゃ[やが L0A 説明：(葉;遊廓)
N1112 治癒 [ち]ゆが H1 説明：(～が;～する)
N1113 中 ちゅ[ーが L0A 説明：(～と小)
N1114 宙 ちゅ[ーが L0A 説明：(～に浮く)
N1115 忠 [ちゅ]ーが H1 説明：(～と孝)
N1116 註 [ちゅ]ーが H1 説明：(本の～)
N1117 千代 [ち]よが H1 説明：(人名)
N1118 丁 [ちょ]ーが H1 説明：(～か半か)
N1119 兆 [ちょ]ーが H1 説明：(単位)
N1120 庁 [ちょ]ーが H1 説明：(役所の 1)
N1121 町 [ちょ]ーが H1 説明：(町内;市と～)
N1122 腸 ちょ[ーが L0A
N1123 蝶 [ちょ]ーが H1
N1124 長 [ちょ]ーが H1 説明：(～になる)
N1125 チョキ [ちょ]きが H1 説明：(じゃんけんで)
N1126 猪口 [ちょ]くが H1 説明：(さかずき)
N1127 猪口 [ちょ]こが H1 説明：(さかずき)
N1128 著書 [ちょ]しょが H1
N1129 チョン [ちょ]んが H1 説明：(馬鹿でも～でも)
N1130 チリ ち[り]が L2 説明：(鍋の 1)
N1131 塵 [ちりが H0 説明：(～も積もれば)
N1132 地理 ち[り]が L2 説明：(科目)
N1133 朕 [ち]んが H1 説明：(天皇)
N1134 珍 [ち]んが H1 説明：(～だ,な料理,に)
N1135 珍 [ち]んが H1 説明：(～無類)
N1136 狆 [ち]んが H1 説明：(犬)
N1137 つい [つ]いが H1 説明：(～してしまう;もう～そこ) 
N1138 対 [つ]いが H1 説明：(ペア)
N1139 つう [つ]ーが H1 説明：(～と言えばかあ)
N1140 通 [つ]ーが H1 説明：(あの人は～だ)
N1141 杖 つ[えが L0A
N1142 塚 [つ]かが H1
N1143 柄 [つかが H0 説明：(刀の)
N1144 月 [つ]きが H1 説明：(～が出る;時)
N1145 尽き [つ]きが H1 説明：(運の～)
N1146 突き [つきが H0 説明：(相撲,剣道で)
N1147 付き [つ]きが H1 説明：(火の;博打の)
N1148 搗き [つ]きが H1 説明：(餅の)
N1149 継ぎ [つぎが H0 説明：(～を当てる)
N1150 次 [つ]ぎが H1
N1151 付け [つ]けが H1 説明：(～が回る;～で買う)
N1152 柘植 [つ]げが H1 説明：(植物名)
N1153 津市 [つ]しが H1 説明：(地名)
N1154 辻 [つじが H0 説明：(四つ辻;姓)
N1155 蔦 [つ]たが H1 説明：(植物名)
N1156 津田 [つだが H0 説明：(姓)
N1157 槌 つ[ちが L0A
N1158 土 [つ]ちが H1
N1159 筒 [つつが H0
N1160 伝手 [つ]てが H1 説明：(～がある)
N1161 苞 [つ]とが H1
N1162 都度 [つ]どが H1 説明：(その～)
N1163 綱 [つ]なが H1
N1164 常 つ[ね]が L2 説明：(人の世の～,～に,普段)
N1165 角 [つ]のが H1
N1166 唾 [つ]ばが H1
N1167 鍔 つ[ばが L0A 説明：(刀の)
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N1168 粒 つ[ぶが L0A
N1169 坪 [つぼが H0 説明：(土地)
N1170 壷 [つ]ぼが H1 説明：(容器;急所.英語学習の～;思う～) 
N1171 妻 [つ]まが H1 説明：(夫と～;刺身の～)
N1172 褄 [つまが H0 説明：(～を取る)
N1173 罪 つ[みが L0A
N1174 詰め [つ]めが H1 説明：(計画の～が甘い)
N1175 詰め [つ]めが H1 説明：(瓶の～(物))
N1176 爪 [つめが H0
N1177 艶 [つ]やが H1
N1178 通夜 [つ]やが H1 説明：(死んだときの)
N1179 汁 つ[ゆ]が L2 説明：(～が出る)
N1180 梅雨 つ[ゆ]が L2
N1181 露 つ[ゆ]が L2
N1182 面 [つ]らが H1
N1183 吊り [つりが H0 説明：(相撲で)
N1184 釣り [つりが H0 説明：(魚;銭)
N1185 弦 [つ]るが H1 説明：(弓の～)
N1186 鶴 つ[る]が L2 説明：(鳥名)
N1187 蔓 [つ]るが H1 説明：(植物;眼鏡の)
N1188 鉉 [つ]るが H1 説明：(鍋の)
N1189 連れ [つれが H0 説明：(～がある;能)
N1190 体 [ていが H0 説明：(～良く)
N1191 体 [て]いが H1 説明：(這う這うの～)
N1192 デカ [で]かが H1 説明：(刑事)
N1193 敵 [てきが H0
N1194 出来 [できが H0 説明：(～が良い)
N1195 梃子 [て]こが H1
N1196 弟子 [で]しが H1
N1197 鉄 [て]つが H1

N1198 手手 [ててが H0 説明：(～噛む鰯=新鮮)。備考：幼児語で「手」を
「てん[てが、お[て]てが）

N1199 出歯 で[ば]が L2 説明：(でっぱ)
N1200 出場 [で]ばが H1 説明：(～がない)
N1201 出刃 で[ば]が L2 説明：(出刃包丁)
N1202 でぶ で[ぶ]が L2 説明：(太った人)
N1203 手間 [て]まが H1 説明：(～がかかる)
N1204 出目 で[め]が L2 説明：(目の出た人)
N1205 寺 [て]らが H1
N1206 照り [て]りが H1 説明：(艶.～をつける)
N1207 照れ [て]れが H1 説明：(～をかくす)
N1208 テン [て]んが H1 説明：(動物名)
N1209 天 [て]んが H1 説明：(～を仰いで)
N1210 点 [てんが H0 説明：(～を打つ;試験の～)
N1211 伝 [で]んが H1 説明：(やり方.その～で)
N1212 樋 と[い]が L2
N1213 問い [といが H0 説明：(～と答え)
N1214 土井 [どいが H0 説明：(姓)
N1215 十 [と]ーが H1 説明：(～は,が;～食べた)
N1216 党 と[ーが L0A
N1217 唐 [と]ーが H1 説明：(国名)
N1218 塔 と[ーが L0A
N1219 当 [と]ーが H1 説明：(～の本人;～を得た)
N1220 糖 [と]ーが H1 説明：(～が出る)
N1221 籐 [と]ーが H1 説明：(～の椅子)
N1222 薹 [と]ーが H1 説明：(野菜の;人間)
N1223 同 ど[ーが L0A 説明：(繰り返しのかわりに)
N1224 堂 ど[ーが L0A 説明：(～に入った態度)
N1225 堂 [ど]ーが H1 説明：(建物)
N1226 胴 ど[ーが L0A
N1227 銅 [ど]ーが H1
N1228 咎 [と]がが H1 説明：(罪と～)
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N1229 時 [と]きが H1 説明：(～と所;その～;行く～) 
N1230 朱鷺 [と]きが H1 説明：(鳥名)
N1231 閧 [と]きが H1 説明：(～をつくる)
N1232 土器 [ど]きが H1
N1233 得 [とくが H0 説明：(～をする)
N1234 徳 [と]くが H1 説明：(人徳)
N1235 特 [と]くが H1 説明：(～,上,中,下)
N1236 毒 [ど]くが H1
N1237 刺 と[げ]が L2 説明：(植物についている)
N1238 所 [と]こが H1 説明：(親の～;これからする～だ,書く～) 
N1239 床 [とこが H0 説明：(寝床;床の間)
N1240 何処 [どこが H0 説明：(～が良い,で遊ぶ;でも良い,にもない) 
N1241 土佐 [と]さが H1 説明：(地名)
N1242 都市 と[しが L0A
N1243 年 [と]しが H1 説明：(～を取る)
N1244 ドジ [ど]じが H1 説明：(～を踏む)
N1245 土砂 [ど]しゃが H1
N1246 図書 と[しょ]が L2
N1247 どす [どすが H0 説明：(～がきく)
N1248 どす [どすが H0 説明：(短刀)
N1249 屠蘇 [と]そが H1 説明：(飲物)
N1250 土地 と[ちが L0A
N1251 栃 と[ち]が L2 説明：(植物名)
N1252 凸 [と]つが H1
N1253 土手 [ど]てが H1

N1254 トト [と]とが H1 説明：(幼児語で魚)。備考：普通「お[と]とが L2」、
高知では「[びんびが H0」

N1255 殿 [と]のが H1 説明：(時代劇で呼掛け)
N1256 殿 [どのが H0 説明：(接尾語.鈴木太郎～)
N1257 鳥羽 [とばが H0 説明：(姓)
N1258 鳥羽 [とばが H0 説明：(地名.三重県)
N1259 鳶 と[び]が L2 説明：(職名;鳥名)
N1260 溝 ど[ぶ]が L2
N1261 徒歩 [と]ほが H1
N1262 杜甫 [と]ほが H1 説明：(人名)
N1263 苫 [とまが H0
N1264 土間 [ど]まが H1
N1265 富 [と]みが H1 説明：(巨万の～)
N1266 供 [と]もが H1
N1267 共 [ともが H0 説明：(～に,～にする)
N1268 友 [と]もが H1
N1269 虎 [と]らが H1 説明：(人名.女性)
N1270 虎 [と]らが H1 説明：(人名.男性人名略称)
N1271 虎 [とらが H0 説明：(動物;干支(寅))
N1272 銅鑼 ど[ら]が L2 説明：(船の)
N1273 鳥 [とりが H0 説明：(生物;干支(酉))
N1274 何れ [どれが H0 説明：(～がよろしいですか)
N1275 とろ [と]ろが H1 説明：(鮪の)
N1276 泥 [ど]ろが H1
N1277 トン [と]んが H1 説明：(幼児語で落ちること)
N1278 鈍 [ど]んが H1 説明：(～だ,な男;貧すれば)
N1279 七 [なーが H0 説明：(ｲﾂ,ﾑ-,～)
N1280 苗 な[えが L0A
N1281 猶 な[おが L0A 説明：(副詞,接続詞)
N1282 中 な[かが L0A 説明：(～と外)
N1283 仲 な[かが L0A 説明：(～が良い)
N1284 泣き [なきが H0 説明：(～を入れる,～の涙)
N1285 泣き な[き]が L2 説明：(すぐ泣く人)
N1286 亡き [な]きが H1 説明：(今は亡き)
N1287 凪ぎ [な]ぎが H1
N1288 投げ [な]げが H1 説明：(～が強い)
N1289 無し [な]しが H1 説明：(～にする)
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N1290 梨 [な]しが H1 説明：(植物名)
N1291 茄子 な[すが L0A 説明：(植物名)
N1292 何故 な[ぜが L0A 説明：(～だ,～来たのか)
N1293 謎 [なぞが H0 説明：(永遠の;謎謎)
N1294 鉈 [なたが H0
N1295 灘 [な]だが H1 説明：(兵庫県地名;一般に)
N1296 夏 [な]つが H1
N1297 七 [な]なが H1
N1298 何 な[にが L0A 説明：(～が欲しい;例の)
N1299 鍋 な[べ]が L2
N1300 生 な[まが L0A 説明：(～だ,の魚)
N1301 波 [な]みが H1
N1302 並み [なみが H0 説明：(～の人間;上,中,～)
N1303 納屋 [な]やが H1
N1304 奈良 [な]らが H1 説明：(地名)
N1305 楢 [な]らが H1 説明：(植物;～の小川)
N1306 生り [な]りが H1 説明：(果物の～)
N1307 装 [な]りが H1 説明：(妙な～して)
N1308 鳴り [な]りが H1 説明：(～をひそめる)
N1309 鳴り [なりが H0 説明：(鐘の～)
N1310 慣れ [な]れが H1 説明：(～が大事)
N1311 縄 [な]わが H1
N1312 難 [な]んが H1 説明：(～を逃れる)
N1313 二位 [に]いが H1
N1314 煮え [にえが H0 説明：(～が足りない)
N1315 二区 に[くが L0A 説明：(選挙区)
N1316 肉 [に]くが H1 説明：(～と魚)
N1317 逃げ [に]げが H1
N1318 二個 に[こが L0A 説明：(名詞,副詞)
N1319 西 [に]しが H1 説明：(姓)
N1320 西 [にしが H0 説明：(方角)
N1321 二児 [に]じが H1
N1322 二時 [に]じが H1
N1323 虹 [に]じが H1
N1324 ニス [に]すが H1 説明：(艶出し用)
N1325 偽 [にせが H0
N1326 二兎 [に]とが H1 説明：(～を追う者は)
N1327 二度 [に]どが H1 説明：(～が;行った,高い)
N1328 二度 [に]どが H1 説明：(回数,温度.～が;～ある) 
N1329 二部 [に]ぶが H1 説明：(芝居,大学,雑誌.～が;～買った) 
N1330 にべ [に]べが H1 説明：(～もなく)
N1331 二歩 に[ほが L0A 説明：(～が;～歩く)
N1332 尿 [にょ]ーが H1
N1333 韮 [に]らが H1 説明：(野菜名)
N1334 二里 [に]りが H1 説明：(～が;～歩く)
N1335 楡 [に]れが H1 説明：(植物名)
N1336 庭 [にわが H0 説明：(庭先;土間)
N1337 二羽 に[わが L0A 説明：(～が;～飼う)
N1338 縫い [ぬ]いが H1 説明：(～が粗末)
N1339 糠 [ぬ]かが H1
N1340 抜き [ぬ]きが H1 説明：(...は～にして)
N1341 抜き [ぬ]きが H1 説明：(腕の～)
N1342 主 ぬ[しが L0A 説明：(家の中の大きな蛇など;古い人) 
N1343 ぬた ぬ[た]が L2 説明：(料理名)
N1344 布 [ぬのが H0 説明：(きれ;絹と)
N1345 沼 [ぬ]まが H1
N1346 塗り [ぬりが H0 説明：(～がはげる)
N1347 ネキ [ね]きが H1 説明：(近く)
N1348 葱 ね[ぎ]が L2 説明：(植物名)
N1349 猫 ね[こ]が L2 説明：(動物名)
N1350 猫 ね[こ]が L2 説明：(猫背)
N1351 捻子 [ね]じが H1 説明：(～を巻く)
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N1352 ネタ [ねたが H0 説明：(材料)
N1353 根太 ね[だ]が L2 説明：(家の床の)
N1354 熱 [ね]つが H1
N1355 寝間 [ね]まが H1 説明：(寝床)
N1356 合歓 [ね]むが H1 説明：(植物名)
N1357 練り [ね]りが H1 説明：(～が不足)
N1358 年 ね[んが L0A 説明：(～が明ける)
N1359 年 [ね]んが H1 説明：(～三回)
N1360 念 ね[んが L0A 説明：(～を入れる,～を押す)
N1361 能 [の]ーが H1 説明：(～有る鷹は)
N1362 能 [のーが H0 説明：(～と狂言)
N1363 脳 [の]ーが H1
N1364 軒 [のきが H0
N1365 鋸 [の]こが H1 説明：(のこぎり)
N1366 熨斗 [の]しが H1 説明：(進物の)
N1367 後 [のちが H0 説明：(～に,の)
N1368 能登 の[と]が L2 説明：(地名)
N1369 喉 の[どが L0A
N1370 伸び [の]びが H1 説明：(～をする;ｺﾞﾑの)
N1371 野火 [の]びが H1
N1372 延べ [のべが H0 説明：(支払い,合計)
N1373 蚤 [の]みが H1 説明：(虫名)
N1374 鑿 の[みが L0A 説明：(大工道具)
N1375 野良 の[ら]が L2 説明：(～に出る)
N1376 海苔 [の]りが H1
N1377 糊 [の]りが H1
N1378 乗り [のりが H0 説明：(お白粉の～)
N1379 ぱあ [ぱ]ーが H1 説明：(馬鹿;水の泡;じゃんけん) 
N1380 はい [は]いが H1 説明：(返事)
N1381 灰 [はいが H0
N1382 肺 は[いが L0A
N1383 バイ ば[い]が L2 説明：(べい独楽)
N1384 倍 [ば]いが H1
N1385 蝿 [はえが H0 説明：(虫名)
N1386 はか [は]かが H1 説明：(～が行く)
N1387 墓 [は]かが H1
N1388 馬鹿 ば[か]が L2 説明：(～だ,な人;あの～め;～に親切) 
N1389 馬鹿 ば[かが L0A 説明：(～にする)
N1390 覇気 [は]きが H1 説明：(～がない)
N1391 萩 [は]ぎが H1 説明：(植物名)
N1392 脛 [は]ぎが H1
N1393 箔 [はくが H0 説明：(～をつける)
N1394 箔 [は]くが H1 説明：(金銀の)
N1395 獏 [ば]くが H1 説明：(動物名)
N1396 馬具 [ば]ぐが H1
N1397 刷毛 [は]けが H1
N1398 捌け [は]けが H1 説明：(水,品物の)
N1399 禿げ は[げ]が L2 説明：(禿げた人;ﾍﾟﾝｷの～が目立つ) 
N1400 箱 [はこが H0
N1401 橋 [は]しが H1
N1402 端 [はしが H0
N1403 箸 は[しが L0A 説明：(茶碗と～)
N1404 恥 [は]じが H1
N1405 馬車 [ば]しゃが H1
N1406 場所 [ば]しょが H1
N1407 斜 [はすが H0 説明：(～にかう)
N1408 蓮 [はすが H0 説明：(植物名)
N1409 筈 [はずが H0 説明：(その～だ)
N1410 沙魚 は[ぜ]が L2 説明：(魚名)
N1411 旗 [は]たが H1
N1412 機 [は]たが H1 説明：(～を織る)
N1413 端 [はたが H0 説明：(池の～)



付録 10 二三拍体言 

- 405 - 

 

N1414 傍 [はたが H0 説明：(～が迷惑)
N1415 肌 は[だが L0A
N1416 八 [は]ちが H1
N1417 鉢 [は]ちが H1 説明：(料理用,植物用)
N1418 蜂 [はちが H0 説明：(虫名)
N1419 罰 [ば]ちが H1 説明：(～が当たる)
N1420 撥 [ば]ちが H1 説明：(三味線の)
N1421 枹 [ば]ちが H1 説明：(太鼓の)
N1422 初 は[つ]が L2 説明：(日本で～の)
N1423 × ば[つ]が L2
N1424 ばつ [ばつが H0 説明：(～が悪い)
N1425 罰 [ばつが H0 説明：(～を受ける)
N1426 はて [は]てが H1 説明：(～?,妙だ)
N1427 果て [は]てが H1 説明：(なれの～)
N1428 派手 [はでが H0 説明：(～だ,なこと,に)
N1429 鳩 [は]とが H1 説明：(鳥名)
N1430 花 [は]なが H1 説明：(植物の)
N1431 花 [は]なが H1 説明：(人名)
N1432 端 [は]なが H1 説明：(～から)
N1433 鼻 [はなが H0 説明：(～と目.～が出る[洟])
N1434 羽 [はねが H0
N1435 跳ね [はねが H0 説明：(水,文字の)
N1436 発条 [ば]ねが H1
N1437 母 は[はが L0A 説明：(父と,発明の～)
N1438 幅 [はばが H0
N1439 婆 ば[ば]が L2 説明：(トランプのジョーカー) 
N1440 馬場 [ば]ばが H1 説明：(場所)
N1441 馬場 [ばばが H0 説明：(姓)
N1442 糞 ば[ば]が L2 。備考：「汚い」の幼児語。
N1443 はぶ は[ぶ]が L2 説明：(毒蛇)
N1444 浜 [は]まが H1
N1445 破目 [は]めが H1 説明：(～をはずす)
N1446 鱧 は[も]が L2 説明：(魚名)
N1447 はや は[やが L0A 説明：(もう.～三年)
N1448 はや は[や]が L2 説明：(魚名)
N1449 原 は[らが L0A 説明：(姓)
N1450 腹 [は]らが H1 説明：(体の;～を探る)
N1451 ばら ば[ら]が L2 説明：(～で買う)
N1452 薔薇 ば[ら]が L2 説明：(植物名)
N1453 針 は[りが L0A 説明：(裁縫用;釣り用;鍼)
N1454 張り [はりが H0 説明：(～がない)
N1455 梁 [は]りが H1
N1456 春 は[る]が L2 説明：(季節)
N1457 春 [は]るが H1 説明：(人名)
N1458 腫れ [はれが H0 説明：(～がひく)
N1459 晴れ [は]れが H1 説明：(式.～の儀式)
N1460 晴れ [は]れが H1 説明：(天気.～と雨)
N1461 判 [は]んが H1 説明：(印鑑)
N1462 半 [は]んが H1 説明：(丁か～か)
N1463 版 [は]んが H1 説明：(～を重ねる)
N1464 班 [は]んが H1 説明：(学校で)
N1465 藩 [は]んが H1
N1466 版 ば[んが L0A 説明：(～が大きい)
N1467 晩 [ばんが H0 説明：(昼と～,その～)
N1468 番 ば[んが L0A 説明：(～をする,が来る)
N1469 盤 ば[んが L0A 説明：(将棋の)
N1470 万 [ば]んが H1 説明：(～やむをえず)
N1471 パン [ぱ]んが H1 説明：(～する=幼児語で割る) 
N1472 一 [ひ]ーが H1 説明：(～,フー,ミー)
N1473 稗 [ひえが H0 説明：(植物名)
N1474 冷え [ひ]えが H1 説明：(体の)
N1475 引き [ひきが H0 説明：(引くこと;人の～で)
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N1476 悲喜 [ひ]きが H1 説明：(～こもごも)
N1477 匹 [ひ]きが H1 説明：(動物単位)
N1478 疋 [ひ]きが H1 説明：(反物を～で売る)
N1479 魚篭 [び]くが H1
N1480 負け [ひけが H0 説明：(～を取らぬ)
N1481 卑下 [ひ]げが H1 説明：(～は;～する)
N1482 髭 [ひげが H0 説明：(口上の;顎の;頬の)
N1483 肥後 [ひ]ごが H1 説明：(地名)
N1484 膝 [ひざが H0 説明：(膝頭;腿の上)
N1485 菱 [ひしが H0 説明：(形;植物名)
N1486 肘 [ひ]じが H1
N1487 飛車 ひ[しゃが L0A 説明：(将棋)
N1488 秘書 [ひ]しょが H1
N1489 避暑 [ひ]しょが H1
N1490 美女 [び]じょが H1
N1491 砒素 [ひ]そが H1
N1492 飛騨 [ひ]だが H1 説明：(地名)
N1493 襞 [ひ]だが H1 説明：(スカートの)
N1494 櫃 [ひつが H0 説明：(御飯用)
N1495 人 [ひ]とが H1 説明：(～が多い,～を頼りに)
N1496 雛 ひ[な]が L2 説明：(鳥の;三月三日)
N1497 鄙 ひ[な]が L2 説明：(～に稀な美人)
N1498 ヒネ ひ[ね]が L2 説明：(ひねた物;ひね漬)
N1499 日野 [ひのが H0 説明：(地名.京都の;姓)
N1500 桧葉 [ひ]ばが H1 説明：(植物名;ひのきの葉)
N1501 狒狒 [ひ]ひが H1 説明：(動物名)
N1502 日日 [ひ]びが H1
N1503 皸 [ひ]びが H1 説明：(皮膚の)
N1504 罅 [ひ]びが H1 説明：(茶碗や壁の)
N1505 微微 [び]びが H1 説明：(～たる)
N1506 皮膚 ひ[ふが L0A
N1507 被布 ひ[ふが L0A 説明：(コートの 1 種)
N1508 日歩 [ひ]ぶが H1 説明：(～５厘)
N1509 暇 [ひまが H0 説明：(～だ,な時,に)
N1510 美味 [び]みが H1 説明：(～だ)
N1511 姫 [ひ]めが H1
N1512 紐 [ひもが H0 説明：(～で結ぶ;人)
N1513 冷や ひ[や]が L2 説明：(～で飲む)
N1514 百 [ひゃ]くが H1 説明：(～が,は;～食べた)
N1515 比喩 [ひ]ゆが H1
N1516 俵 [ひょーが H0 説明：(=たわら.～をかつぐ)
N1517 票 [ひょーが H0 説明：(～を集める)
N1518 表 [ひょーが H0 説明：(～にする)
N1519 豹 ひょ[ーが L0A 説明：(動物名)
N1520 雹 ひょ[ーが L0A 説明：(～が降る)
N1521 秒 [びょ]ーが H1 説明：(～を競う)
N1522 鋲 びょ[ーが L0A 説明：(～をさす)
N1523 平 ひ[ら]が L2 説明：(～の社員)
N1524 びら び[ら]が L2 説明：(ちらし広告)
N1525 びり [び]りが H1 説明：( 下位.～になる)
N1526 昼 [ひ]るが H1 説明：(夜と;正午)
N1527 蛭 ひ[る]が L2 説明：(～に血を吸われる)
N1528 ヒレ [ひれが H0 説明：(肉の)
N1529 鰭 [ひれが H0 説明：(魚の～)
N1530 枇杷 [びわが H0 説明：(果物名)
N1531 琵琶 [び]わが H1 説明：(楽器名)
N1532 貧 [ひ]んが H1 説明：(～すりゃ鈍する)
N1533 瓶 [び]んが H1
N1534 便 [び]んが H1 説明：(次の～で)
N1535 鬢 び[んが L0A
N1536 ピン [ぴ]んが H1 説明：(～からキリまで)
N1537 ふい [ふいが H0 説明：(せっかくの努力が～に) 
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N1538 不意 ふ[いが L0A 説明：(～を打つ,～に)
N1539 二 [ふ]ーが H1 説明：(ﾋ-,～,ﾐ-)
N1540 封 [ふ]ーが H1 説明：(～をする)
N1541 風 [ふ]ーが H1 説明：(様子;体裁)
N1542 笛 [ふえが H0
N1543 不可 ふ[か]が L2 説明：(優,良,可,～.をとる)
N1544 鱶 [ふかが H0 説明：(魚名)
N1545 部下 [ぶ]かが H1
N1546 蕗 [ふきが H0 説明：(植物名)
N1547 不義 [ふ]ぎが H1 説明：(男女の)
N1548 武器 [ぶ]きが H1
N1549 副 [ふ]くが H1 説明：(正と)
N1550 服 [ふ]くが H1 説明：(～を着る)
N1551 福 [ふ]くが H1 説明：(～が来る)
N1552 河豚 ふ[ぐ]が L2 説明：(魚名)
N1553 不具 [ふ]ぐが H1
N1554 雲脂 [ふけが H0
N1555 老け [ふ]けが H1 説明：(～が目立つ)
N1556 武家 [ぶけが H0
N1557 フゴ [ふごが H0 説明：(篭)
N1558 房 [ふ]さが H1 説明：(～が下がる)
N1559 節 [ふ]しが H1 説明：(竹の;音楽の)
N1560 不死 [ふ]しが H1
N1561 父子 [ふ]しが H1
N1562 藤 [ふじが H0 説明：(植物名)
N1563 不時 [ふ]じが H1 説明：(～の事故)
N1564 不治 [ふ]じが H1 説明：(～の病)
N1565 富士 [ふ]じが H1 説明：(～に登る)
N1566 武士 [ぶ]しが H1
N1567 無事 [ぶじが H0 説明：(～帰った;～だ,に,な)
N1568 ブス ぶ[す]が L2 説明：(無器量.～だ)
N1569 布施 [ふせが H0 説明：(僧への)
N1570 伏せ [ふ]せが H1 説明：(軍隊で)
N1571 蓋 [ふたが H0
N1572 札 [ふだが H0
N1573 豚 ぶ[た]が L2 説明：(動物;豚肉)
N1574 縁 [ふ]ちが H1
N1575 淵 [ふ]ちが H1 説明：(川の)
N1576 斑 ぶ[ち]が L2
N1577 筆 [ふでが H0
N1578 ふと [ふ]とが H1 説明：(～立ち止まって)
N1579 太 ふ[と]が L2 説明：(太ざお.三味線の)
N1580 鮒 ふ[な]が L2 説明：(魚名)
N1581 樗 ぶ[な]が L2 説明：(木名)
N1582 船 ふ[ねが L0A
N1583 不備 [ふ]びが H1 説明：(書類に～がある)
N1584 父母 [ふ]ぼが H1
N1585 文 [ふ]みが H1 説明：(手紙;人名)
N1586 冬 [ふ]ゆが H1
N1587 ブヨ ぶ[よ]が L2 説明：(虫名)
N1588 ふり [ふ]りが H1 説明：(～の客)
N1589 降り [ふ]りが H1 説明：(たいへんな～だ)
N1590 振り [ふりが H0 説明：(～が鋭い;芝居の～)
N1591 振り [ふ]りが H1 説明：(知らん～をする)
N1592 不利 [ふ]りが H1 説明：(～だ,な)
N1593 鰤 [ぶ]りが H1 説明：(魚名)
N1594 古 ふ[る]が L2 説明：(古い物)
N1595 触れ [ふれが H0 説明：(～が回る)
N1596 ブレ [ぶ]れが H1 説明：(写真の)
N1597 風呂 [ふ]ろが H1
N1598 不和 [ふ]わが H1 説明：(家庭の～)
N1599 分 [ふ]んが H1 説明：(時間単位.～で計る)
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N1600 糞 ふ[んが L0A
N1601 分 [ぶ]んが H1 説明：(その～,私の～,～を弁えろ) 
N1602 文 [ぶ]んが H1 説明：(ｾﾝﾃﾝｽ;武と～)
N1603 丙 [へ]いが H1 説明：(甲,乙,～)
N1604 兵 [へ]いが H1 説明：(～を起こす)
N1605 塀 [へいが H0
N1606 × [ぺ]けが H1
N1607 臍 [へそが H0
N1608 べそ べ[そ]が L2 説明：(～をかく)
N1609 下手 [へ]たが H1 説明：(～だ,な人,に)
N1610 蔕 [へたが H0 説明：(柿の～)
N1611 別 [べつが H0 説明：(～だ,の,にする;男女の～なく) 
N1612 反吐 へ[ど]が L2 説明：(～を吐く)
N1613 紅 べ[に]が L2 説明：(色名;～をつける)
N1614 蛇 へ[び]が L2 説明：(生物名)
N1615 べべ [べべが H0 説明：(着物)
N1616 へま へ[ま]が L2 説明：(～をする)
N1617 部屋 [へ]やが H1
N1618 箆 へ[らが L0A 説明：(裁縫用;練る)
N1619 縁 [へ]りが H1 説明：(畳の～)
N1620 減り [へりが H0 説明：(～が少ない)
N1621 べろ べ[ろ]が L2 説明：(舌)
N1622 偏 [へんが H0 説明：(漢字の)
N1623 変 [へ]んが H1 説明：(～だ,な,に)。備考：古形「へ[ん]が L2」。
N1624 変 [へ]んが H1 説明：(○○の～(事変))
N1625 辺 [へ]んが H1 説明：(あたり.この～)
N1626 辺 [へんが H0 説明：(図形の)
N1627 便 [べ]んが H1 説明：(大便;交通の)
N1628 弁 [べ]んが H1 説明：(～が立つ;ﾊﾞﾙﾌﾞ)
N1629 報 [ほーが H0 説明：(合格の～)
N1630 方 [ほ]ーが H1 説明：(～が悪い(凶))
N1631 方 [ほ]ーが H1 説明：(西の～;これの～が良い) 
N1632 法 [ほーが H0 説明：(～を破る)
N1633 頬 ほ[ーが L0A
N1634 朴 [ほ]ーが H1 説明：(植物名)
N1635 棒 [ぼーが H0
N1636 他 ほ[かが L0A 説明：(～に;～五名)
N1637 簿記 ぼ[き]が L2
N1638 僕 [ぼ]くが H1 説明：(一人称)
N1639 ホケ ほ[け]が L2 説明：(湯気)
N1640 惚け ぼ[け]が L2 説明：(～が進む)
N1641 惚け ぼ[け]が L2 説明：(馬鹿者;惚た人)
N1642 木瓜 ぼ[け]が L2 説明：(植物名)
N1643 鉾 [ほ]こが H1 説明：(祇園祭りの;武器)
N1644 反故 [ほ]ごが H1 説明：(紙屑;約束を～にする)
N1645 保護 [ほ]ごが H1 説明：(～が;～する)
N1646 補佐 [ほ]さが H1 説明：(～が;～する)
N1647 干し [ほ]しが H1 説明：(～が足りない)
N1648 星 [ほしが H0 説明：(天の,目の;犯人)
N1649 母子 [ぼ]しが H1 説明：(～ともに健康)
N1650 保守 ほ[しゅが L0A 説明：(革新と)
N1651 捕手 [ほ]しゅが H1 説明：(野球で)
N1652 補助 [ほ]じょが H1 説明：(～が;～する)
N1653 ほぞ [ほ]ぞが H1 説明：(～を噛む)
N1654 墓地 ぼ[ち]が L2
N1655 ポチ [ぽ]ちが H1 説明：(犬の名)
N1656 没 [ぼ]つが H1 説明：(～になる,1986 年～)
N1657 程 [ほどが H0 説明：(する～)
N1658 骨 [ほ]ねが H1
N1659 ほぼ [ほ]ぼが H1 説明：(およそ.～解決した)
N1660 保母 [ほ]ぼが H1
N1661 火屋 [ほやが H0 説明：(ランプの)
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N1662 ぼや ぼ[や]が L2 説明：(小火事)
N1663 法螺 [ほらが H0 説明：(～を吹く)
N1664 鯔 ぼ[ら]が L2 説明：(魚名)
N1665 彫り [ほ]りが H1 説明：(～が深い)
N1666 堀 [ほ]りが H1 説明：(城の;姓)
N1667 捕虜 [ほ]りょが H1
N1668 幌 [ほ]ろが H1 説明：(車の)
N1669 襤褸 ぼ[ろ]が L2 説明：(布;～が出る)
N1670 本 [ほ]んが H1 説明：(書物)
N1671 盆 ぼ[んが L0A 説明：(器)
N1672 盆 ぼ[んが L0A 説明：(盂蘭盆)
N1673 ポン [ぽんが H0 説明：(菓子の名)。備考：パットライスのことか。
N1674 舞 [まいが H0 説明：(～を舞う)
N1675 前 ま[え]が L2 説明：(～と後ろ,～を向く)
N1676 前 [ま]えが H1 説明：(以前.～は良かった,する～に) 
N1677 巻き [まきが H0 説明：(～がしっかりしてる)
N1678 薪 [まきが H0
N1679 槙 [まきが H0 説明：(植物名.高野槙)
N1680 幕 [ま]くが H1
N1681 膜 [ま]くが H1
N1682 負け [まけが H0 説明：(勝ちと)
N1683 髷 [まげが H0
N1684 孫 [ま]ごが H1
N1685 馬子 [ま]ごが H1 説明：(～にも衣装)
N1686 まし [ましが H0 説明：(まだ～だ)
N1687 魔女 [ま]じょが H1
N1688 鱒 [ますが H0 説明：(魚名)
N1689 桝 [ま]すが H1 説明：(器;席)
N1690 先ず [ま]ずが H1 説明：(～挨拶しなさい)
N1691 ませ ま[せ]が L2 説明：(ませた人)
N1692 また [ま]たが H1 説明：(～来い;接続詞;～にする) 
N1693 股 [ま]たが H1 説明：(体の;木の)
N1694 未だ ま[だが L0A 説明：(～来ない,～だ)
N1695 町 [ま]ちが H1
N1696 襠 ま[ちが L0A 説明：(裁縫で)
N1697 松 ま[つが L0A 説明：(植物名)
N1698 的 [まとが H0 説明：(弓の;～を絞る)
N1699 窓 ま[ど]が L2
N1700 真似 [ま]ねが H1 説明：(～をする)
N1701 麻痺 ま[ひが L0A 説明：(～が;～する)

N1702 ママ [ま]まが H1 説明：(飯)。備考：幼児語「[まん]まがH2」が自
然

N1703 侭 [ままが H0 説明：(言うが～,～ならぬ)
N1704 マメ [まめが H0 説明：(達者.～だ,な人,にくらす) 
N1705 豆 [ま]めが H1 説明：(植物;肉刺)
N1706 眉 ま[ゆが L0A
N1707 繭 ま[ゆが L0A
N1708 鞠 [ま]りが H1
N1709 丸 ま[る]が L2 説明：(～を付ける)
N1710 希 [まれが H0 説明：(～だ,な出来事,に)
N1711 マン ま[んが L0A 説明：(運.～が悪い)
N1712 万 [ま]んが H1 説明：(数)
N1713 満 [ま]んが H1 説明：(年齢を～で数える)
N1714 三 [み]ーが H1 説明：(ﾋ-,ﾌ-,～)
N1715 見栄 み[え]が L2 説明：(～をはる)
N1716 三重 [み]えが H1 説明：(地名)
N1717 幹 [みきが H0
N1718 右 [みぎが H0
N1719 三毛 み[け]が L2 説明：(猫の一種)
N1720 巫女 [みこが H0
N1721 御簾 [みすが H0
N1722 水 [みずが H0
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N1723 店 [み]せが H1
N1724 味噌 み[そが L0A 説明：(食物;特色)
N1725 溝 [みぞが H0
N1726 弥陀 [み]だが H1 説明：(阿弥陀)
N1727 道 [みちが H0
N1728 未知 [み]ちが H1
N1729 密 [み]つが H1 説明：(連絡を～に)
N1730 蜜 [み]つが H1 説明：(～を吸う)
N1731 見手 [みてが H0 説明：(見る人)
N1732 水戸 [みとが H0 説明：(地名)

N1733 皆 [み]なが H1 説明：(～が,は;～食べた)。備考：「み[ん]なが L2」
は共通語。「みん[な]ーが L3B」が方言。 

N1734 峰 [みねが H0 説明：(山の頂上)
N1735 美濃 み[の]が L2 説明：(地名)
N1736 蓑 み[のが L0A 説明：(～を着る)
N1737 見場 み[ば]が L2 説明：(～が悪い)
N1738 壬生 [み]ぶが H1 説明：(地名.京都の)
N1739 耳 [み]みが H1 説明：(体の;ﾊﾟﾝ,反物の)
N1740 見目 [み]めが H1 説明：(～麗しく)
N1741 宮 [みやが H0 説明：(皇族.○○の～)
N1742 脈 [みゃ]くが H1 説明：(～を測る)
N1743 御代 [み]よが H1 説明：(桓武天皇の～)
N1744 妙 [みょ]ーが H1 説明：(～な,に,だ)
N1745 無為 [む]いが H1 説明：(～に過ごす)
N1746 六 [む]ーが H1 説明：(ｲﾂ,～,ﾅ-)
N1747 無我 [む]がが H1 説明：(～の境地)
N1748 向き [む]きが H1 説明：(～になって怒る)
N1749 向き [むきが H0 説明：(風の;～と不向き)
N1750 無期 [む]きが H1 説明：(～懲役)
N1751 麦 む[ぎが L0A 説明：(植物名)
N1752 ムク む[く]が L2 説明：(犬の種類)
N1753 無垢 [む]くが H1
N1754 椋 む[く]が L2 説明：(植物名)
N1755 無下 [む]げが H1 説明：(～に断る)
N1756 婿 む[こ]が L2
N1757 蒸し [む]しが H1 説明：(食物;染物)
N1758 虫 [む]しが H1 説明：(昆虫;～がよい)
N1759 無視 [む]しが H1 説明：(～が;～する)
N1760 無地 む[じ]が L2 説明：(～の着物,だ)
N1761 無駄 む[だが L0A 説明：(～が,になる,な)
N1762 鞭 [む]ちが H1
N1763 無知 [む]ちが H1
N1764 無茶 む[ちゃ]が L2 説明：(～をする;～だ,なこと) 
N1765 陸奥 [む]つが H1 説明：(地名)
N1766 無二 [む]にが H1 説明：(～の親友)
N1767 胸 [む]ねが H1
N1768 旨,宗 [む]ねが H1 説明：(その～;～とする)
N1769 棟 [むねが H0
N1770 無味 [む]みが H1 説明：(～乾燥)
N1771 村 [む]らが H1
N1772 斑 む[ら]が L2 説明：(成績に～がある;染物の～) 
N1773 無理 [む]りが H1 説明：(～を言う;～だ,なこと,に) 
N1774 群れ [む]れが H1 説明：(羊の～)
N1775 室 [む]ろが H1
N1776 命 [め]いが H1 説明：(～により)
N1777 明 [め]いが H1 説明：(先見の～)
N1778 銘 [め]いが H1 説明：(～を入れる)
N1779 姪 [め]いが H1 説明：(甥と)
N1780 飯 [め]しが H1 説明：(米の～;食事)
N1781 目地 [め]じが H1 説明：(タイルの)
N1782 雌 [めすが H0
N1783 メド [め]どが H1 説明：(針穴)
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N1784 目処 [め]どが H1 説明：(～が立つ)
N1785 メン [めんが H0 説明：(雌)
N1786 綿 [めんが H0
N1787 面 [めんが H0 説明：(～を被る;～を取る)
N1788 麺 [めんが H0
N1789 燃え [もえが H0 説明：(～が悪い)

N1790 もう [もーが, 
も[ーが 

H0,
L0A

説明：(～少し;～結構,～だめ)。備考：～少し H0；
～結構・だめ L0A

N1791 猛者 [も]さが H1
N1792 もし [も]しが H1 説明：(～そうだったら)
N1793 文字 [も]じが H1
N1794 門司 [も]じが H1 説明：(地名)
N1795 模写 [も]しゃが H1 説明：(～が;～する)
N1796 喪主 [も]しゅが H1
N1797 モス [も]すが H1 説明：(布)
N1798 百舌 も[ず]が L2 説明：(鳥名)
N1799 もち も[ち]が L2 説明：(とりもち)
N1800 持ち [も]ちが H1 説明：(～が良い)
N1801 餅 [もちが H0
N1802 もつ [も]つが H1 説明：(臓物)
N1803 許 [も]とが H1 説明：(親の～)
N1804 元 [も]とが H1 説明：(～に戻る;～横綱)
N1805 本 も[と]が L2 説明：(根本,原因)
N1806 者 [も]のが H1
N1807 物 [も]のが H1 説明：(～になる;が良い(品質)) 
N1808 物 [も]のが H1 説明：(あげる～)
N1809 物 [も]のが H1 説明：(戦争中～が無かった)
N1810 紅絹 [も]みが H1 説明：(裏地用)
N1811 籾 [もみが H0 説明：(米や麦の)
N1812 樅 [も]みが H1 説明：(植物名)
N1813 腿 も[もが L0A
N1814 桃 [ももが H0 説明：(植物,果物)
N1815 靄 [もやが H0 説明：(～がかかる)
N1816 守り も[りが L0A 説明：(子守)
N1817 森 [もりが H0 説明：(林と;姓)
N1818 盛り [もりが H0 説明：(～が良い)
N1819 銛 [もりが H0
N1820 漏れ [も]れが H1 説明：(～がある)
N1821 もろ [も]ろが H1 説明：(～に)
N1822 者 [も]んが H1
N1823 物 [も]んが H1
N1824 文 [も]んが H1 説明：(足袋;金.～で数える)
N1825 紋 も[んが L0A 説明：(紋所)
N1826 門 [も]んが H1
N1827 やあ [や]ーが H1 説明：(!)
N1828 八 [や]ーが H1 説明：(～,ｺｺ,ﾄ-)
N1829 八重 [や]えが H1 説明：(花;～に折る;人名)
N1830 焼き [やきが H0 説明：(～を入れる,が回る)
N1831 山羊 や[ぎ]が L2 説明：(動物名)
N1832 八木 [や]ぎが H1 説明：(姓)
N1833 厄 [や]くが H1 説明：(～を落とす)
N1834 役 [や]くが H1 説明：(～に立つ;芝居の)
N1835 約 [や]くが H1 説明：(およそ.～500 人)
N1836 薬 [や]くが H1 説明：(=麻薬)
N1837 訳 [や]くが H1 説明：(～を付ける)
N1838 夜具 [や]ぐが H1
N1839 自棄 や[け]が L2 説明：(～になる)
N1840 ヤゴ や[ご]が L2 説明：(とんぼの)
N1841 香具師 [や]しが H1
N1842 椰子 [や]しが H1 説明：(植物名)
N1843 野次 や[じ]が L2 説明：(～を飛ばす)
N1844 夜叉 [や]しゃが H1
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N1845 野趣 [や]しゅが H1 説明：(～溢れた)
N1846 痩せ や[せ]が L2 説明：(～が目立つ)
N1847 痩せ や[せ]が L2 説明：(～の大喰い)
N1848 耶蘇 や[そ]が L2 説明：(キリスト)
N1849 奴 [や]つが H1 説明：(けしからぬ～)
N1850 宿 や[どが L0A 説明：(～をとる)
N1851 簗 [やなが H0 説明：(漁具の 1)
N1852 脂 [や]にが H1 説明：(松,目の)
N1853 屋根 や[ねが L0A
N1854 野卑 [や]ひが H1 説明：(～だ,なこと)
N1855 薮 や[ぶ]が L2 説明：(あの医者は～だ)
N1856 薮 [やぶが H0 説明：(草木の)
N1857 野暮 や[ぼ]が L2 説明：(～だ,な人,に)
N1858 山 [や]まが H1

N1859 闇 [やみが, 
や[みが 

H0,
L0A 説明：(暗闇;闇取引)。備考：暗闇 H0；闇取引 L0A

N1860 止め [やめが H0 説明：(～にする)
N1861 ヤヤ や[や]が L2 説明：(赤ん坊)
N1862 椰揄 [や]ゆが H1 説明：(～が;～する)
N1863 槍 [やりが H0 説明：(武器;香車)
N1864 柔 や[わ]が L2 説明：(～な身体,に,だ)
N1865 結い [ゆ]いが H1 説明：(共同作業)
N1866 優 [ゆ]ーが H1 説明：(～,良,可;～に)
N1867 雄 [ゆ]ーが H1 説明：(一方の～)
N1868 故 [ゆえが H0 説明：(～に,それ～)
N1869 床 [ゆかが H0
N1870 雪 [ゆ]きが H1 説明：(～が降る)
N1871 裄 [ゆきが H0 説明：(衣)
N1872 湯気 ゆ[げ]が L2
N1873 油脂 [ゆ]しが H1
N1874 柚子 ゆ[ず]が L2 説明：(植物名)
N1875 湯茶 [ゆ]ちゃが H1 説明：(～の接待)
N1876 湯葉 [ゆ]ばが H1 説明：(食物)
N1877 指 ゆ[びが L0A 説明：(手や足の～)
N1878 弓 [ゆ]みが H1 説明：(～を射る)
N1879 努 [ゆ]めが H1 説明：(～疑うことなかれ)
N1880 夢 [ゆ]めが H1 説明：(～を見る)
N1881 湯屋 ゆ[や]が L2 説明：(風呂屋)
N1882 百合 [ゆりが H0 説明：(植物名)
N1883 搖れ [ゆれが H0 説明：(～が酷い)
N1884 宵 [よいが H0 説明：(～のうち)
N1885 酔い [よ]いが H1 説明：(～が回る)
N1886 よう [よ]ーが H1 説明：(～として不明)
N1887 四 [よ]ーが H1 説明：(ﾐ-,～,ｲﾂ)
N1888 洋 [よ]ーが H1 説明：(～の東西)
N1889 用 [よ]ーが H1 説明：(～がある)
N1890 要 [よ]ーが H1 説明：(～は,～を得る)
N1891 陽 [よ]ーが H1 説明：(陰と～)
N1892 良う [よ]ーが H1 説明：(良く)
N1893 癰 [よ]ーが H1 説明：(腫れ物)
N1894 予科 よ[か]が L2 説明：(学校)
N1895 余暇 [よ]かが H1 説明：(～を利用して)
N1896 予期 [よ]きが H1 説明：(～せぬ出来事)
N1897 夜着 [よ]ぎが H1 説明：(衣)
N1898 余技 [よ]ぎが H1
N1899 欲 [よ]くが H1 説明：(～が出る)
N1900 翌 [よくが H0 説明：(～20 日)
N1901 良く [よ]くが H1 説明：(病気が～なる;しばしば) 
N1902 横 [よこが H0
N1903 良さ よ[さが L0A 説明：(人の～)
N1904 よし [よ]しが H1 説明：(～やろう)
N1905 よし よ[しが L0A 説明：(～仮に)
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N1906 葦 よ[し]が L2 説明：(～の簾)
N1907 由 よ[しが L0A 説明：(その～)
N1908 四時 [よ]じが H1
N1909 寄席 [よせが H0
N1910 余所 [よ]そが H1
N1911 予知 よ[ちが L0A 説明：(地震の～;～する)
N1912 余地 よ[ちが L0A 説明：(考える～)
N1913 四つ [よ]つが H1 説明：(～に組む)
N1914 余波 [よ]はが H1
N1915 予備 よ[び]が L2
N1916 読み [よ]みが H1 説明：(～が深い)
N1917 嫁 [よめが H0
N1918 夜目 [よ]めが H1 説明：(～にも)
N1919 夜目 [よ]めが H1 説明：(～遠目)
N1920 四方 [よ]もが H1 説明：(姓)
N1921 よよ [よ]よが H1 説明：(～と泣く)
N1922 より [よりが H0 説明：(～美しく;～一層)
N1923 寄り [よりが H0 説明：(相撲で)
N1924 縒り [よ]りが H1 説明：(糸の;～を戻す)
N1925 夜 よ[るが L0A 説明：(～は,来て下さい)
N1926 夜半 [よ]わが H1
N1927 四 [よ]んが H1
N1928 癩 ら[い]が L2 説明：(=癩病)
N1929 楽 [ら]くが H1 説明：(=楽焼)
N1930 楽 [ら]くが H1 説明：(～をする)
N1931 ラシャ [ら]しゃが H1 説明：(織物)
N1932 埓 [ら]ちが H1 説明：(～があく)
N1933 騾馬 [ら]ばが H1 説明：(動物名)
N1934 乱 [ら]んが H1 説明：(応仁の～)
N1935 欄 [ら]んが H1 説明：(書くための)
N1936 蘭 [ら]んが H1 説明：(植物名)
N1937 理科 り[か]が L2 説明：(科目)
N1938 利器 [り]きが H1 説明：(文明の～)
N1939 力 [り]きが H1 説明：(品物に～がある)
N1940 陸 [りくが H0
N1941 利子 [り]しが H1
N1942 理事 [り]じが H1
N1943 栗鼠 [り]すが H1 説明：(動物名)
N1944 率 [りつが H0 説明：(～が良い)
N1945 略 [りゃ]くが H1 説明：(略称)
N1946 竜 [りゅ]ーが H1
N1947 漁 [りょ]ーが H1 説明：(～に出る)
N1948 寮 [りょ]ーが H1 説明：(～に入る)
N1949 猟 [りょ]ーが H1 説明：(～に出る)
N1950 良 [りょ]ーが H1 説明：(優,～,可)
N1951 量 [りょーが H0 説明：(～が多い)
N1952 旅費 りょ[ひが L0A
N1953 厘 [り]んが H1 説明：(単位)
N1954 燐 り[んが L0A 説明：(～が燃える)
N1955 鈴 り[んが L0A 説明：(～が鳴る)
N1956 塁 [る]いが H1 説明：(～に出る)
N1957 類 る[いが L0A 説明：(～がない,～は友を)
N1958 留守 [る]すが H1 説明：(～が,にする,だ)
N1959 ルビ [る]びが H1 説明：(振り仮名)
N1960 瑠璃 [る]りが H1 説明：(宝石)
N1961 例 れ[いが L0A 説明：(～をあげる)
N1962 礼 [れいが H0 説明：(お辞儀)
N1963 礼 [れいが H0 説明：(御礼)
N1964 零 [れ]いが H1 説明：(ゼロ)
N1965 霊 れ[いが L0A 説明：(祖先の～)
N1966 列 [れつが H0 説明：(～を作る)
N1967 労 [ろ]ーが H1 説明：(～を取る)
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N1968 牢 [ろ]ーが H1 説明：(～に入る)
N1969 蝋 [ろ]ーが H1 説明：(～を塗る)
N1970 濾過 [ろ]かが H1 説明：(～が;～する)
N1971 ろく [ろくが H0 説明：(～な,に,でもない)
N1972 六 [ろ]くが H1
N1973 禄 [ろ]くが H1 説明：(武士の)
N1974 濾紙 [ろ]しが H1
N1975 露地 [ろ]じが H1 説明：(温室と;茶庭の)
N1976 只 [ろ]はが H1 説明：(無料)
N1977 驢馬 ろ[ば]が L2 説明：(動物名)
N1978 論 [ろ]んが H1 説明：(～より証拠)
N1979 和歌 [わ]かが H1
N1980 我が わ[がが L0A 説明：(～日本国は)
N1981 沸き [わきが H0 説明：(～が遅い)
N1982 和気 [わ]きが H1 説明：(～あいあい)
N1983 脇 [わ]きが H1 説明：(横;能のシテと)
N1984 腋 [わ]きが H1 説明：(体の)
N1985 枠 [わ]くが H1
N1986 訳 わ[けが L0A 説明：(～がわからぬ,という～だ) 
N1987 技 [わ]ざが H1 説明：(相撲の～)
N1988 業 [わ]ざが H1 説明：(容易な～ではない)
N1989 わし [わしが H0 説明：(一人称)
N1990 和紙 [わ]しが H1
N1991 鷲 [わ]しが H1 説明：(鳥名)
N1992 早稲 わ[せが L0A
N1993 腸 [わ]たが H1 説明：(魚の)
N1994 綿 [わ]たが H1
N1995 和田 [わ]だが H1 説明：(姓)
N1996 罠 わ[なが L0A 説明：(鳥獣を捕える;謀略)
N1997 鰐 [わ]にが H1 説明：(動物名)
N1998 詫び [わびが H0 説明：(～を入れる)
N1999 侘び [わ]びが H1 説明：(～とさび)
N2000 ワヤ [わ]やが H1 説明：(めちゃくちゃ)
N2001 藁 わ[らが L0A
N2002 割り [わりが H0 説明：(～に合わない;～に)
N2003 悪 わ[る]が L2 説明：(人)
N2004 ワレ わ[れ]が L2 説明：(二人称)
N2005 我 わ[れ]が L2 説明：(～に返る,～を忘れる)
N2006 割れ [われが H0 説明：(破片)
N2007 椀 [わんが H0
N2008 合図 [あ]いずが H1 説明：(～をする)
N2009 愛想 [あい]そが H2 説明：(～が良い;～する)
N2010 間 [あいだが H0 説明：(～があく;夫婦の～が;ここに居る～に) 
N2011 愛知 あ[い]ちが L2 説明：(地名)
N2012 相手 [あい]てが H2 説明：(喧嘩の～が;～にしない) 
N2013 合い間 [あいまが H0
N2014 敢えて あ[え]てが L2 説明：(～言う)
N2015 亜鉛 [あえんが H0
N2016 青葉 [あ]おばが H1 説明：(～が茂る)
N2017 赤茶 [あかちゃが H0 説明：(色名)
N2018 赤み [あかみが H0 説明：(～がさす,を帯びる)
N2019 赤身 [あかみが H0 説明：(肉や魚の～と白身)
N2020 明り [あかりが H0
N2021 上がり [あがりが H0 説明：(双六の)
N2022 秋田 あ[き]たが L2 説明：(地名)
N2023 空き地 [あきちが H0
N2024 空き家 [あきやが H0 説明：(～が１軒)
N2025 握手 [あくしゅが H0 説明：(～が;～する)
N2026 あくび [あくびが H0 説明：([欠伸].～が出る)
N2027 悪魔 [あ]くまが H1 説明：(～がいる)
N2028 悪夢 [あ]くむが H1
N2029 あぐら [あぐらが H0 説明：([胡座].～をかく)
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N2030 アケビ [あ]けびが H1 説明：(植物名.～が生る)
N2031 浅瀬 [あさせが H0 説明：(～を渡る)
N2032 朝寝 あ[さねが L0A 説明：(～が大好き;～する)
N2033 朝日 [あ]さひが H1 説明：(～がのぼる;新聞名)
N2034 浅間 [あさまが H0 説明：(地名.～に登る)
N2035 アサリ [あさりが H0 説明：(貝名.～とシジミ)
N2036 明日 [あしたが H0 説明：(～が良い;～来い;～の) 
N2037 足場 [あし]ばが H2 説明：(建築の～を組む;交通の便) 
N2038 小豆 あ[ず]きが L2 説明：(～を煮る)
N2039 安土 あ[ず]ちが L2 説明：(地名)
N2040 あせも [あせ]もが H2 説明：([汗疣].～が治る[ｱｾﾎﾞ]) 
N2041 あそこ あ[そこが L0A 説明：(～とここ[ｱｽｺ])
N2042 遊び あ[そびが L0A 説明：(子供の～)
N2043 値 [あたいが H0 説明：(価値.～がない;数学での) 
N2044 渾名 [あだなが H0 説明：(～を付ける)
N2045 頭 [あた]まが H2 説明：(～が良い;～が痛い)
N2046 当たり [あたりが H0 説明：(～とハズレ)
N2047 辺り [あた]りが H2 説明：(～を見回す;その～を探す) 
N2048 厚着 [あつぎが H0 説明：(～と薄着;～する)
N2049 厚さ [あつさが H0
N2050 暑さ あ[つさが L0A
N2051 あっち [あっちが H0 説明：([彼方].～に行け)
N2052 あの世 [あのよが H0
N2053 肋 [あばらが H0 説明：(～が折れた)
N2054 アヒル [あひるが H0 説明：([家鴨].～とガチョウ)

N2055 油 [あ]ぶらが H1 説明：(～で揚げる;を差す;が切れた;[脂]～が多い
肉)

N2056 甘え [あまえが H0 説明：(～がある)
N2057 甘さ [あまさが H0
N2058 雨戸 [あ]まどが H1 説明：(～を開ける)
N2059 余り あ[ま]りが L2 説明：(～が出た)
N2060 余り [あまりが H0 説明：(悲しみの～)
N2061 網戸 [あみ]どが H2 説明：(～に変える)
N2062 あやめ あ[やめが L0A 説明：([菖蒲].～が咲く)
N2063 洗い [あらいが H0 説明：(～が足らん;鯉の～)
N2064 嵐 [あら]しが H2 説明：(～が来る;～を呼ぶ男)
N2065 霰 [あられが H0 説明：(雪;餅菓子)
N2066 歩き あ[るきが L0A 説明：(～で出かける)
N2067 袷 [あわせが H0 説明：(～を着る)
N2068 アワビ [あ]わびが H1 説明：([鮑].～を採る;寿司種;の片思い) 
N2069 哀れ [あ]われが H1 説明：(～な奴,に;～を催す)
N2070 あんか [あんかが H0 説明：([行火].暖房用具)
N2071 暗記 あ[んきが L0A 説明：(～が得意;～する)
N2072 餡子 [あんこが H0
N2073 暗示 あ[んじが L0A 説明：(～が;～する)
N2074 杏 [あんずが H0 説明：(植物名)
N2075 安保 [あ]んぽが H1 説明：(～の締結)
N2076 按摩 [あんまが H0 説明：(～をする;～になる)
N2077 慰安 い[あんが L0A
N2078 委員 [い]いんが H1 説明：(～を選ぶ)
N2079 家出 [いえでが H0 説明：(～が増えた;～する)
N2080 硫黄 い[おーが L0A 説明：(～が採れる[ユオー])
N2081 以外 [い]がいが H1 説明：(それ～は)
N2082 医学 [い]がくが H1
N2083 鋳掛け [いかけが H0 説明：(鍋などの)
N2084 筏 [いかだが H0 説明：(～に乗る)
N2085 錨 [いかりが H0 説明：(船の～を下ろす)
N2086 行き来 [い]ききが H1 説明：(～が多い;～する)
N2087 いくさ [いく]さが H2 説明：(戦い.～をする)
N2088 藺草 [いぐさが H0 説明：(畳表等の)
N2089 意気地 [い]くじが H1 説明：(～がない)
N2090 育児 [い]くじが H1
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N2091 生け簀 [いけすが H0 説明：(魚用)
N2092 意見 [い]けんが H1 説明：(～を言う;～をする)
N2093 意向 い[こーが L0A
N2094 胃散 [いさんが H0 説明：(薬.～を飲む)
N2095 意識 [い]しきが H1 説明：(～をかえる;する)
N2096 石粉 [いしこが H0
N2097 いじめ [いじめが H0 説明：(子供の～)
N2098 衣裳 [い]しょーが H1
N2099 以上 [い]じょーが H1 説明：(それ～は;～で終わり)
N2100 異常 い[じょーが L0A 説明：(～な状態,に;～と正常) 
N2101 移植 い[しょくが L0A 説明：(～が;～する)
N2102 維新 [い]しんが H1 説明：(～に活躍した)
N2103 泉 [いずみが H0 説明：(水の沸き出る)
N2104 いずれ い[ずれが L0A 説明：(～そのうち;どれ)
N2105 異性 い[せいが L0A
N2106 以前 [い]ぜんが H1
N2107 急ぎ [いそぎが H0 説明：(～の仕事)
N2108 鼬 い[た]ちが L2 説明：(～がいる;～の 後っ屁) 
N2109 痛み [いた]みが H2 説明：(怪我の～が止まる;心の～) 
N2110 炒め [いた]めが H2 説明：(～がたりない)
N2111 苺 い[ち]ごが L2 説明：(果物名;氷等,苺味のもの) 

N2112 一時 [いち]じが, 
い[ちじが 

H2,
L0A

説明：(午後～に;～中止)。備考：午後～に H2；～
中止 L0A

N2113 一次 [いち]じが H2 説明：(～と二次)
N2114 一度 [いち]どが H2 説明：(温度.～が;～上がる)
N2115 一度 [いち]どが H2 説明：(回数.～が;～行った)
N2116 一二 [い]ちにが H1 説明：(～ある)
N2117 市場 い[ちばが L0A 説明：(～に行ってみる)
N2118 一部 [いち]ぶが H2 説明：(全体と;雑誌,～が;～ある 
N2119 一夜 [いち]やが H2 説明：(～をともに)
N2120 銀杏 [いちょーが H0 説明：([銀杏].～が散る)
N2121 胃腸 [いちょーが H0 説明：(～が丈夫)
N2122 一里 [いち]りが H2 説明：(～が;～歩く)
N2123 一羽 [いち]わが H2 説明：(～が;～居る)
N2124 五日 [いつ]かが H2 説明：(～をかけて;通う;一月～に行く) 
N2125 一気 いっ[きが L0B 説明：(～に)
N2126 一騎 いっ[きが L0B 説明：(～で;～進んだ)
N2127 一個 いっ[こが L0B 説明：(～で;～ある)
N2128 一種 いっ[しゅが L0B 説明：(種類)
N2129 一首 いっ[しゅが L0B 説明：(歌.～が;～よむ)
N2130 一緒 [いっしょが H0 説明：(～に;同じ)
N2131 一致 いっ[ちが L0B 説明：(～が;～する)
N2132 五つ [い]つつが H1 説明：(数,歳が～に;～買った) 
N2133 一歩 いっ[ぽが L0B 説明：(～で;～歩く)
N2134 いつも い[つ]もが L2 説明：(～は,の;～居る)
N2135 移転 い[てんが L0A 説明：(～が;～する)
N2136 遺伝 い[でんが L0A 説明：(～でそうなる;～する)
N2137 異動 い[どーが L0A 説明：(人事の～;～する)
N2138 移動 い[どーが L0A 説明：(～が;～する)
N2139 いとこ [い]とこが H1 説明：([従兄弟].～と兄弟)
N2140 以内 [い]ないが H1 説明：(以上と～;千円～)
N2141 田舎 [いなかが H0 説明：(～と都会;～に帰る)
N2142 蝗 い[な]ごが L2 説明：(昆虫名)
N2143 稲荷 [いなりが H0 説明：(神社;寿司)
N2144 命 [い]のちが H1 説明：(～を狙う;信用が～だ)
N2145 位牌 [いは]いが H2 説明：(～を置く)
N2146 違反 い[はんが L0A 説明：(～が;～する)
N2147 いびき [いび]きが H2 説明：([鼾].～をかく)
N2148 衣服 [い]ふくが H1
N2149 移民 い[みんが L0A 説明：(人)
N2150 鋳物 [いものが H0 説明：(～を作る)
N2151 慰問 い[もんが L0A 説明：(～が;～する)
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N2152 嫌気 [いやけが H0 説明：(～がさす[イヤキ])
N2153 嫌味 [いやみが H0
N2154 意欲 [い]よくが H1
N2155 入り江 [いりえが H0 説明：(海の～)
N2156 衣料 い[りょーが L0A
N2157 衣類 [い]るいが H1
N2158 入れ歯 [いれ]ばが H2 説明：(～をする)
N2159 色気 [いろ]けが H2 説明：(女の～;欲.つい～を出す) 
N2160 いろは [い]ろはが H1 説明：(～から習う)
N2161 囲炉裏 い[ろりが L0A
N2162 祝い [いわ]いが H2 説明：(～をする.cf.お～)
N2163 鰯 [いわしが H0 説明：(～とサンマ)
N2164 隠居 [いんきょが H0 説明：(～をする;人;～する)
N2165 印紙 [い]んしが H1
N2166 植え木 [うえきが H0 説明：(庭の～が)
N2167 上野 [うえのが H0 説明：(地名.東京)
N2168 うがい [うがいが H0 説明：([嗽].～をする)
N2169 動き [うご]きが H2 説明：(～が早い)
N2170 兎 う[さぎが L0A 説明：(～と亀;[卯]干支)
N2171 後ろ う[し]ろが L2 説明：(～と前;～を見せる)
N2172 薄着 [うすぎが H0 説明：(～は健康によい;～する) 
N2173 鶉 [う]ずらが H1 説明：(～を飼う;～の卵)
N2174 右折 [うせつが H0 説明：(～が;～する)
N2175 内気 う[ちきが L0A 説明：(～な人,に)
N2176 宇宙 う[ちゅーが L0A
N2177 団扇 [うち]わが H2 説明：(～で扇ぐ)
N2178 内輪 [うちわが H0 説明：(～だけで)
N2179 写し [うつ]しが H2 説明：(～がある)
N2180 写り [うつ]りが H2 説明：(～がわるい)
N2181 器 [うつわが H0
N2182 腕輪 [うでわが H0 説明：(ブレスレット)
N2183 雨天 [う]てんが H1
N2184 うどん [うどんが H0 説明：([饂飩].～と蕎麦)
N2185 鰻 う[なぎが L0A 説明：(～を蒲焼きにする;～の寝床) 
N2186 産着 う[ぶ]ぎが L2
N2187 馬屋 [うま]やが H2
N2188 生まれ [うま]れが H2 説明：(10 月の～)
N2189 海辺 う[み]べが L2
N2190 恨み [うら]みが H2 説明：([怨].～を晴らす;[憾]勉強不足の～がある)
N2191 裏目 [うらめが H0 説明：(～に出る)
N2192 売り手 [うりてが H0 説明：(～と買い手)
N2193 売り場 [うりばが H0
N2194 漆 [うるしが H0 説明：(～に負ける;～を塗る)
N2195 浮気 [うわきが H0 説明：(～が;～する)
N2196 上着 [うわ]ぎが H2 説明：(～を着る)
N2197 噂 [うわさが H0 説明：(～が広まる)
N2198 上目 [うわめが H0 説明：(～で見る)
N2199 運河 [う]んがが H1
N2200 映画 [え]いがが H1 説明：(～を見る)
N2201 英語 [えいごが H0 説明：(～を習う)
N2202 絵描き [えか]きが H2 説明：(人)
N2203 易者 [えきしゃが H0
N2204 えくぼ [え]くぼが H1 説明：(笑窪.笑うと～ができる;あばたも～) 
N2205 餌食 [えじ]きが H2 説明：(～になる)
N2206 榎 [えの]きが H2 説明：(木名;榎茸)
N2207 絵の具 [えの]ぐが H2 説明：(～を塗る)
N2208 絵本 [えほ]んが H2 説明：(～を読む)
N2209 獲物 [えも]のが H2 説明：(狩猟の.～を狙う)
N2210 延期 [えんきが H0 説明：(～が;～する)
N2211 演技 [えんぎが H0 説明：(～が下手;～する)
N2212 縁起 [えんぎが H0 説明：(～をかつぐ;社寺由来)
N2213 塩素 [え]んそが H1
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N2214 閻魔 [え]んまが H1 説明：(～に舌を抜かれる)
N2215 遠慮 [えんりょが H0 説明：(～は要らない;～する)
N2216 扇 [おー]ぎが H2 説明：(せんす.～を使う)
N2217 王手 [お]ーてが H1 説明：(将棋の～;優勝に～をかける) 
N2218 大手 [お]ーてが H1 説明：(～の会社)
N2219 鸚鵡 お[ー]むが L2 説明：(鳥名.～がしゃべる)
N2220 おかげ お[かげが L0A 説明：(あの人の～で)
N2221 お菓子 お[か]しが L2
N2222 おかず お[かずが L0A 説明：(副食物.～を残す)
N2223 置き場 [おきばが H0
N2224 お客 お[きゃくが L0A
N2225 奥歯 お[く]ばが L2 説明：(～が痛む)
N2226 小倉 [おぐらが H0 説明：(小豆;姓)
N2227 遅れ [おくれが H0 説明：(～が目立つ)
N2228 桶屋 お[けやが L0A 説明：(～がある,～になる)
N2229 押さえ [おさえが H0 説明：(物の～;人の～)
N2230 お下げ お[さ]げが L2 説明：(髪型)
N2231 教え [おしえが H0 説明：(～を守る)
N2232 お辞儀 お[じぎが L0A 説明：(～が;～する)
N2233 お洒落 お[しゃ]れが L2 説明：(～な,に;～をする)
N2234 和尚 お[しょ]ーが L2
N2235 汚染 お[せんが L0A 説明：(～が;～する)
N2236 お膳 お[ぜんが L0A
N2237 恐れ [おそ]れが H2 説明：(～を抱く;[虞]その～がある) 
N2238 落ち葉 [お]ちばが H1 説明：(～をかき集める)
N2239 落ち穂 [お]ちぼが H1
N2240 起き おっ[きが L0B 説明：(子供に.～したか)
N2241 夫 [おっとが H0 説明：(～と妻)
N2242 おつゆ お[つ]ゆが L2 説明：(お汁.～と御飯)
N2243 お寺 お[て]らが L2
N2244 おでん お[で]んが L2 説明：(料理.～を食べる)
N2245 男 [おと]こが H2 説明：(～と女;を上げる;１人で) 
N2246 大人 お[となが L0A 説明：(～と子ども;～１枚,子供２枚) 
N2247 乙女 お[と]めが L2
N2248 踊り [おどりが H0 説明：(～を習う)
N2249 同じ [おなじが H0 説明：(～こと;～するなら)
N2250 お墓 お[はかが L0A
N2251 お萩 お[は]ぎが L2 説明：(菓子名)
N2252 お化け お[ば]けが L2 説明：(化け物.～が出る)
N2253 お人 お[ひとが L0A 説明：(えらい～だ;～が見える) 
N2254 お古 お[ふ]るが L2 説明：(服など.～を着る)
N2255 覚え [おぼ]えが H2 説明：(～がある)
N2256 お前 お[まえが L0A 説明：(二人称;～と俺の仲)
N2257 おまけ お[まけが L0A 説明：(～に;グリコの～が付く) 
N2258 思い [おも]いが H2 説明：(良い～をする;～をかける) 
N2259 重石 [おもしが H0 説明：(漬け物に～をする;～が外れる) 
N2260 玩具 お[も]ちゃが L2 説明：(子供に～を買う;～にされる) 
N2261 表 [おも]てが H2 説明：(～と裏;～に出る;野球で 9 回の～) 
N2262 重り [おもりが H0 説明：([錘].釣り糸に～を)
N2263 親子 お[やこが L0A 説明：(～で出かける;丼.～を注文) 
N2264 親父 [お]やじが H1 説明：(父親;あの店の～は)
N2265 泳ぎ [およ]ぎが H2 説明：(～を習う)
N2266 お嫁 お[よめが L0A 説明：(～に行く)
N2267 卸し [おろ]しが H2
N2268 終わり [おわりが H0 説明：(初めと～;もう～だ)
N2269 音痴 お[ん]ちが L2 説明：(～が歌うのは…;～だ,な奴) 
N2270 温度 [お]んどが H1 説明：(～が高い)
N2271 女 [おん]なが H2 説明：(～と男;愛人.～ができる) 
N2272 降り おん[りが L0B 説明：(子供に.～しましょ)
N2273 会議 か[いぎが L0A
N2274 解雇 [か]いこが H1 説明：(～が;～する)
N2275 蚕 か[い]こが L2 説明：(繭の.～を飼う)
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N2276 会社 か[い]しゃが L2 説明：(～に勤める)
N2277 甲斐性 [かい]しょが H2 説明：(～がない)
N2278 楷書 [かいしょが H0
N2279 かいな [か]いなが H1 説明：([腕].相撲で～を返す)
N2280 外務 が[い]むが L2 説明：(～か大蔵か)
N2281 外野 が[い]やが L2 説明：(野球)
N2282 懐炉 [か]いろが H1 説明：(暖房の 1)
N2283 街路 が[いろが L0A
N2284 会話 か[いわが L0A
N2285 カエデ か[えでが L0A 説明：([楓].もみじ)
N2286 帰り [かえりが H0
N2287 蛙 か[えるが L0A 説明：(～を捕まえる;蛇ににらまれた～) 
N2288 価格 [か]かくが H1
N2289 化学 [か]がくが H1
N2290 科学 [か]がくが H1 説明：(～が進歩する)
N2291 かかし か[かしが L0A 説明：([案山子].田圃の中の～[ｶｶﾞｼ]) 
N2292 かがと か[がとが L0A 説明：(足の[ｶｶﾄ])
N2293 鏡 [かが]みが H2 説明：(～を見る;[鑑]教師の～) 
N2294 掛かり [かか]りが H2 説明：(エンジンの～が悪い)
N2295 係り [かか]りが H2 説明：(受け持ち;担当者)
N2296 垣根 [かき]ねが H2 説明：(～を作る)
N2297 下級 [かきゅーが H0
N2298 限り [かぎ]りが H2 説明：(資源には～がある)
N2299 覚悟 [か]くごが H1 説明：(～を決める;～する)
N2300 学資 が[くしが L0A
N2301 学者 [がくしゃが H0 説明：(～になる)
N2302 各地 [か]くちが H1 説明：(～で)
N2303 角度 [か]くどが H1
N2304 学徒 [が]くとが H1
N2305 学部 が[く]ぶが L2
N2306 楽屋 [がくやが H0 説明：(芝居の)
N2307 神楽 [か]ぐらが H1 説明：(舞楽.～を踊る)
N2308 家計 か[けいが L0A
N2309 欠けら か[けらが L0A 説明：(断片.ガラスの～)
N2310 加減 [かげんが H0 説明：(手加減,～が;～する)
N2311 火災 か[さいが L0A
N2312 佳作 か[さくが L0A
N2313 飾り [かざりが H0 説明：(～を付ける;単なる～)
N2314 火山 [か]ざんが H1 説明：(～が爆発)
N2315 果実 [か]じつが H1
N2316 火事場 [かじ]ばが H2
N2317 貸し間 [かしまが H0
N2318 貸し家 [かしやが H0 説明：(～がある)
N2319 鍛冶屋 [かじやが H0 説明：(～になる)
N2320 歌集 [かしゅーが H0
N2321 頭 [かし]らが H2 説明：(盗賊の～が;十歳を～に;～右!) 
N2322 柏 か[し]わが L2 説明：(木名.～の葉に包む)
N2323 春日 [か]すがが H1 説明：(地名)
N2324 霞 [かすみが H0 説明：(～がかかる;～を食って生きる) 
N2325 絣 か[す]りが L2 説明：(～の着物,～を着る)
N2326 火星 か[せいが L0A
N2327 化石 か[せきが L0A 説明：(～を発見;生きた～)
N2328 稼ぎ [かせ]ぎが H2 説明：(～が悪い)
N2329 数え か[ぞ]えが L2 説明：(年齢.満と～)
N2330 仮装 か[そーが L0A 説明：(～が;～する)
N2331 火葬 か[そーが L0A 説明：(～が;～する)
N2332 家族 [か]ぞくが H1 説明：(～で;～揃って)
N2333 かたき [かた]きが H2 説明：([敵].親の～を討つ)
N2334 形 [かたちが H0 説明：(～を揃える;謝った～にする) 
N2335 片手 [かた]てが H2
N2336 刀 [かた]なが H2 説明：(～を抜く)
N2337 形見 [かた]みが H2 説明：(死者の～を)
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N2338 肩身 [かた]みが H2 説明：(～が狭い)
N2339 片目 か[ためが L0A 説明：(～をつぶる;あの人は～だ) 
N2340 語り [かたりが H0 説明：(～を聞く)
N2341 家畜 か[ちくが L0A
N2342 鵞鳥 [がちょーが H0 説明：(鳥名.～とアヒル)
N2343 鰹 [かつおが H0 説明：(～を釣る,～を食べる)
N2344 学科 がっ[かが L0B
N2345 活気 かっ[きが L0B
N2346 学期 がっ[きが L0B
N2347 楽器 がっ[きが L0B 説明：(～を鳴らす)
N2348 脚気 [かっ]けが H2 説明：(病名.～になる)
N2349 括弧 [かっ]こが H2 説明：(～でくくる)
N2350 勝手 [かってが H0 説明：(～が違う,～な人,に;台所) 
N2351 河童 [かっぱが H0 説明：(～が出る;陸に上がった～) 
N2352 合羽 [かっぱが H0 説明：(衣類名.～を着る)
N2353 月日 がっ[ぴが L0B
N2354 桂 [か]つらが H1 説明：(植物名)
N2355 桂 [か]つらが H1 説明：(姓)
N2356 鬘 [か]つらが H1 説明：(～を被る)
N2357 家庭 か[ていが L0A
N2358 過程 か[ていが L0A
N2359 合点 [がてんが H0 説明：(～がいかぬ)
N2360 過渡期 か[と]きが L2
N2361 家内 [か]ないが H1 説明：(奥さん)
N2362 金具 [かなぐが H0 説明：(～を付ける)
N2363 要 [かなめが H0 説明：(重要点;扇の～)
N2364 かばん か[ばんが L0A 説明：([鞄].～を持つ)
N2365 花瓶 [かびんが H0 説明：(～をこわした)
N2366 兜 か[ぶ]とが L2 説明：(～を被る;折り紙で～を折る;かぶと虫) 
N2367 蕪 [かぶらが H0 説明：(野菜名.カブ)
N2368 かぶれ [かぶれが H0 説明：(～がひどい)
N2369 花粉 か[ふんが L0A
N2370 貨幣 [か]へいが H1
N2371 花弁 か[べんが L0A
N2372 構え [かま]えが H2 説明：(家の～)
N2373 カマス [か]ますが H1 説明：(魚名.口の尖った)
N2374 かまど [かまどが H0 説明：([竈].煮炊き用の)
N2375 我慢 [が]まんが H1 説明：(～が足りない;～する)
N2376 上座 か[みざが L0A 説明：(～にすわる)
N2377 仮面 か[めんが L0A
N2378 鴨居 [かも]いが H2 説明：(建築で.～と敷居)
N2379 科目 [か]もくが H1
N2380 貨物 [か]もつが H1 説明：(荷物;～で送る)
N2381 カモメ か[もめが L0A 説明：([鴎].海鳥)
N2382 火薬 か[やくが L0A 説明：(～が爆発)
N2383 痒み [かゆ]みが H2 説明：(～が取れない)
N2384 通い [かよいが H0 説明：(寮生活か～か;帳面)
N2385 歌謡 [か]よーが H1
N2386 火曜 か[よーが L0A
N2387 辛子 か[ら]しが L2 説明：(～を付ける)
N2388 烏 か[らすが L0A 説明：(～がいる;～の行水)
N2389 体 [からだが H0 説明：(～と心)
N2390 空手 か[らてが L0A 説明：(拳法の一種;手ぶら.～で) 
N2391 カレイ [か]れいが H1 説明：([鰈].～とヒラメ)
N2392 枯れ葉 [かれはが H0 説明：(～が落ちる)
N2393 河原 [かわらが H0 説明：(～で遊ぶ;～の枯れすすき) 
N2394 瓦 [かわ]らが H2 説明：(屋根の～とトタン)
N2395 代わり [かわりが H0 説明：(～に行ってくれ)
N2396 変わり [かわりが H0 説明：(～がない)
N2397 眼科 [が]んかが H1
N2398 換気 [かんきが H0 説明：(～が必要;～する)
N2399 看護 [か]んごが H1 説明：(～が必要;～する)
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N2400 頑固 [が]んこが H1 説明：(～な人,に)
N2401 幹事 [か]んじが H1 説明：(宴会の～をする)
N2402 感じ [かんじが H0 説明：(～が悪い)
N2403 漢字 か[んじが L0A 説明：(～で書く)
N2404 感謝 [か]んしゃが H1 説明：(～が;～する)
N2405 願書 [が]んしょが H1
N2406 簡素 [か]んそが H1 説明：(～な､だ,に)
N2407 頑と [がん]とが H2 説明：(～して)
N2408 鉋 [か]んなが H1 説明：(大工道具.～をかける)
N2409 完備 [か]んびが H1 説明：(～が;～する)
N2410 管理 [か]んりが H1 説明：(～が;～する)
N2411 漢和 か[んわが L0A
N2412 気合い [きあいが H0 説明：(～を入れて)
N2413 気圧 [きあつが H0
N2414 生糸 き[いとが L0A 説明：(蚕から～を作る)
N2415 黄色 [きいろが H0 説明：(～と赤)
N2416 議員 [ぎ]いんが H1
N2417 議院 [ぎ]いんが H1
N2418 記憶 [きおくが H0 説明：(～がない;～する)
N2419 気温 [きおんが H0 説明：(～が上がる)
N2420 機会 き[かいが L0A 説明：(折.～がない)
N2421 機械 [き]かいが H1 説明：([器械].～で計る)
N2422 議会 [ぎ]かいが H1
N2423 着替え [きがえが H0 説明：([ｷｶｴ])
N2424 気兼ね [きがねが H0 説明：(～(を)する;～だ)
N2425 期間 き[かんが L0A
N2426 機関 き[かんが L0A 説明：(機械;団体組織)
N2427 効きめ [ききめが H0 説明：(～が現れる)
N2428 桔梗 き[きょーが L0A 説明：(～が咲く)
N2429 企業 [き]ぎょーが H1
N2430 危険 [きけんが H0 説明：(～が多い;～な所,～になる) 
N2431 期限 [き]げんが H1
N2432 機嫌 [きげんが H0 説明：(～が悪い)
N2433 紀元 [き]げんが H1
N2434 帰国 [きこくが H0 説明：(～が;～する)
N2435 気質 [きしつが H0
N2436 期日 [き]じつが H1
N2437 奇襲 [きしゅーが H0 説明：(～が;～する)
N2438 技術 [ぎ]じゅつが H1
N2439 基準 [きじゅんが H0
N2440 気象 [きしょーが H0
N2441 気性 [きしょーが H0 説明：(性格.～が激しい)
N2442 基数 [きすーが H0
N2443 寄生 き[せいが L0A 説明：(生物の;～する)
N2444 既製 き[せいが L0A 説明：(～の食品)
N2445 帰省 [きせいが H0 説明：(～が;～する)
N2446 犠牲 ぎ[せいが L0A
N2447 奇跡 [きせきが H0
N2448 季節 [きせつが H0 説明：(～が変わる)
N2449 気絶 [きぜつが H0 説明：(～が;～する)
N2450 煙管 [きせるが H0 説明：(煙草の～;不正乗車)
N2451 汽船 [き]せんが H1
N2452 規則 [きそくが H0
N2453 貴族 [き]ぞくが H1
N2454 義足 [ぎ]そくが H1
N2455 期待 き[たいが L0A 説明：(～をかける;～する)
N2456 気体 き[たいが L0A
N2457 帰宅 [きたくが H0 説明：(～が;～する)
N2458 気立て [きだてが H0 説明：(～が良い)
N2459 貴重 き[ちょーが L0A 説明：(～な,だ,に)
N2460 気付け [きつけが H0 説明：(～の薬,を飲む)
N2461 着付け [きつけが H0 説明：(着物の～)
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N2462 喫茶 きっ[さが L0B
N2463 左利き ぎっ[ちょが L0B 説明：(左きき)。備考：方言ぎっ[ちょ]ーが L3B
N2464 切手 [きってが H0 説明：(～を貼る)
N2465 狐 き[つねが L0A 説明：(～と狸;狐うどん)
N2466 切符 [きっ]ぷが H2 説明：(乗り物の;配給の)
N2467 規定 [きていが H0 説明：(～が;～する)
N2468 きな粉 [き]なこが H1 説明：(豆の粉.～を付けて)
N2469 記念 [き]ねんが H1 説明：(～に;…を～して)
N2470 昨日 [きの]ーが H2 説明：(～は;～来た人)
N2471 技能 [ぎ]のーが H1
N2472 茸 [き]のこが H1 説明：(～を採る)
N2473 木箱 き[ば]こが L2 説明：(～にしまう)
N2474 気風 [きふーが H0
N2475 気分 [き]ぶんが H1 説明：(～が悪い;～の問題)
N2476 希望 き[ぼーが L0A 説明：(～をもつ;～する)
N2477 基本 [きほんが H0 説明：(～が大切)
N2478 気侭 [きままが H0 説明：(～は;～な,だ,に)
N2479 決まり [きまりが H0 説明：(～を守る;どうも～が悪い;これで～だ) 
N2480 気持ち [きもちが H0 説明：(～が良い;少し.～右にずらす) 
N2481 着物 [きものが H0 説明：(～を着る)
N2482 疑問 ぎ[もんが L0A 説明：(～がある)
N2483 休暇 [きゅーかが H0
N2484 旧家 [きゅ]ーかが H1
N2485 球技 [きゅー]ぎが H2
N2486 急死 [きゅーしが H0 説明：(～が;～する)
N2487 給仕 きゅ[ー]じが L2
N2488 救助 [きゅ]ーじょが H1 説明：(～が;～する)
N2489 給与 [きゅ]ーよが H1
N2490 胡瓜 [きゅ]ーりが H1 説明：(～とナス.[キウリ])
N2491 器用 [き]よーが H1 説明：(～な人,に)
N2492 胸囲 [きょ]ーいが H1
N2493 教科 [きょ]ーかが H1
N2494 競技 [きょーぎが H0
N2495 協議 [きょー]ぎが H2 説明：(～が;～する)
N2496 狭義 [きょ]ーぎが H1 説明：(～の)
N2497 行儀 ぎょー[ぎが L0B 説明：(～が悪い)
N2498 凝固 [ぎょーこが H0 説明：(～が;～する)
N2499 教師 [きょーしが H0
N2500 行事 [ぎょ]ーじが H1 説明：(～が多い)
N2501 教授 きょ[ーじゅが L0A 説明：(人)
N2502 京都 [きょ]ーとが H1 説明：(地名)
N2503 強度 [きょ]ーどが H1 説明：(～を測る)
N2504 郷土 [きょ]ーどが H1
N2505 恐怖 [きょーふが H0
N2506 興味 きょ[ー]みが L2 説明：(～がある)
N2507 教務 きょ[ー]むが L2
N2508 教諭 きょ[ーゆが L0B
N2509 郷里 きょ[ー]りが L2
N2510 漁獲 ぎょ[かくが L0A
N2511 漁業 [ぎょ]ぎょーが H1
N2512 魚群 ぎょ[ぐんが L0A
N2513 虚構 [きょこーが H0
N2514 漁港 ぎょ[こーが L0A
N2515 虚弱 きょ[じゃくが L0A 説明：(～だ,な,に)
N2516 居住 きょ[じゅーが L0A 説明：(～が;～する)
N2517 巨人 きょ[じんが L0A 説明：(大男;～と阪神)
N2518 虚数 [きょすーが H0
N2519 拒絶 きょ[ぜつが L0A 説明：(～が;～する)
N2520 漁船 ぎょ[せんが L0A
N2521 巨大 きょ[だいが L0A 説明：(～だ,な,に)
N2522 去年 [きょ]ねんが H1 説明：(～と今年;～行った)
N2523 漁民 ぎょ[みんが L0A



付録 10 二三拍体言 

- 423 - 

 

N2524 嫌い [きらいが H0
N2525 切り身 [きり]みが H2 説明：(魚の～を買う)
N2526 器量 [き]りょーが H1 説明：(～が良い女性;能力.それだけの～はない)
N2527 キリン [きりんが H0 説明：(動物園の;ビール名;[麒麟]想像上の) 
N2528 綺麗 [き]れいが H1 説明：(～だ､な､に,～な女の人;便所を～に) 
N2529 切れ目 [きれ]めが H2 説明：(切れた所)
N2530 記録 [きろくが H0 説明：(～を取る;～する)
N2531 議論 [ぎ]ろんが H1 説明：(～が;～する)
N2532 疑惑 ぎ[わくが L0A
N2533 金貨 [き]んかが H1
N2534 銀貨 [ぎ]んかが H1
N2535 銀河 [ぎ]んがが H1
N2536 金魚 [き]んぎょが H1 説明：(～を飼う)
N2537 金庫 [き]んこが H1
N2538 禁止 き[んしが L0A 説明：(～が;～する)
N2539 近似 き[んじが L0A
N2540 金紗 [き]んしゃが H1
N2541 近所 [きんじょが H0 説明：(～に配る)
N2542 吟味 [ぎ]んみが H1 説明：(～が;～する)
N2543 勤務 き[ん]むが L2 説明：(～が;～する)
N2544 具合 [ぐあ]いが H2 説明：(体の～が;こんな～に)
N2545 空気 [く]ーきが H1 説明：(～がきれいだ;タイヤの～が抜けた) 
N2546 苦学 [く]がくが H1 説明：(～が;～する)
N2547 九月 [く]がつが H1 説明：(～に;～５日)
N2548 区切り く[ぎりが L0A 説明：(～を付ける)
N2549 潜り [くぐ]りが H2 説明：(戸の一種,～を通る)
N2550 矩形 [くけいが H0
N2551 草津 [く]さつが H1 説明：(地名)
N2552 楔 [くさびが H0 説明：(三角形をした;～を打ち込む) 
N2553 鎖 [くさりが H0 説明：(～に繋ぐ)
N2554 孔雀 [くじゃくが H0 説明：(～が羽根を広げる)
N2555 くしゃみ [く]しゃみが H1 説明：(～が出る;～する)
N2556 鯨 [く]じらが H1 説明：(～がいる;鯨肉.～を食べる;尺.～とカネ)
N2557 苦心 [く]しんが H1 説明：(～が実る;～する)
N2558 屑屋 く[ず]やが L2
N2559 薬 く[す]りが L2 説明：(～を飲む;～を撒く;いい～になった) 
N2560 具体 [ぐたいが H0 説明：(抽象と～)
N2561 下り [くだりが H0 説明：(～と上ぼり.汽車の;山道の) 
N2562 口絵 [くちえが H0
N2563 駆逐 く[ちくが L0A 説明：(～が;～する)
N2564 口火 [くちびが H0 説明：(～を切る)
N2565 口調 [くちょーが H0
N2566 靴屋 [くつ]やが H2
N2567 轡 [くつわが H0 説明：(馬の～;～を並べる)
N2568 クヌギ [くぬ]ぎが H2 説明：([櫟].木名)
N2569 くびれ [くびれが H0 説明：(腰や瓶の～が)
N2570 首輪 [くびわが H0 説明：(犬に～を付ける)
N2571 工夫 [くふーが H0 説明：(～が大切;～する)
N2572 区別 [く]べつが H1 説明：(～が付かない;～する)
N2573 雲間 [くもまが H0
N2574 曇り [くも]りが H2 説明：(天気)
N2575 悔み [くやみが H0 説明：(～を言う)
N2576 供養 [く]よーが H1 説明：(～になる;～する)
N2577 位 [くらいが H0 説明：(計算の～を間違える;官位.～が上がる) 
N2578 くらげ [く]らげが H1 説明：(～に刺される;中華料理の材料) 
N2579 暗さ [くらさが H0
N2580 暮らし [くらしが H0 説明：(日々の～)
N2581 鞍馬 [く]らまが H1 説明：(地名.京都)
N2582 狂い [くる]いが H2 説明：(目に～が)
N2583 車 [くるまが H0 説明：(～が回る;自動車.～で行く) 
N2584 クルミ [くるみが H0 説明：(木名;～を食べる)
N2585 苦労 [く]ろーが H1 説明：(～が続く;～する)
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N2586 黒字 く[ろじが L0A 説明：(儲け)
N2587 黒田 [く]ろだが H1 説明：(人名)
N2588 黒部 [く]ろべが H1 説明：(地名)
N2589 黒目 く[ろめが L0A 説明：(目の黒い部分)
N2590 食わず く[わ]ずが L2 説明：(～に=食べないで)
N2591 君子 [く]んしが H1
N2592 軍手 ぐ[ん]てが L2 説明：(～をはめる)
N2593 毛穴 [けあなが H0 説明：(～が見える)
N2594 経過 け[いかが L0A 説明：(～が;～する)
N2595 景気 [け]いきが H1 説明：(～が悪い)
N2596 稽古 [け]いこが H1 説明：(踊りの～;相撲の～;～する) 
N2597 敬語 け[いごが L0A
N2598 軽視 [けいしが H0 説明：(～が;～する)
N2599 刑事 [け]いじが H1 説明：(～と犯人;～と民事)
N2600 掲示 け[い]じが L2 説明：(～が;～する)
N2601 傾斜 け[いしゃが L0A 説明：(～が;～する)
N2602 鶏舎 [け]いしゃが H1
N2603 芸者 げ[いしゃが L0A
N2604 系図 け[いずが L0A
N2605 毛糸 [けいとが H0 説明：(～で編む)
N2606 競馬 [けいばが H0
N2607 経費 [け]いひが H1
N2608 毛織り [けおりが H0 説明：(絹織りと～)
N2609 毛皮 [けがわが H0 説明：(～を着る)
N2610 下剤 げ[ざいが L0A
N2611 景色 [け]しきが H1 説明：(～を見る)
N2612 下宿 [げしゅくが H0 説明：(～がある;する)
N2613 化粧 [けしょ]ーが H2
N2614 下水 げ[すいが L0A
N2615 削り [けず]りが H2 説明：(～が粗い)
N2616 決意 [け]ついが H1 説明：(～が;～する)
N2617 結果 けっ[かが L0B 説明：(～が分かる)
N2618 げっぷ げっ[ぷが L0B 説明：(食べ過ぎで～が出る)
N2619 月賦 げっ[ぷが L0B 説明：(～で買う)
N2620 毛抜き [けぬ]きが H2 説明：(道具名;抜くこと)
N2621 気配 [けは]いが H2
N2622 毛虫 [けむしが H0 説明：(～がいる)
N2623 煙 [けむりが H0 説明：(～が出ている.cf.ケム)
N2624 獣 [けも]のが H2 説明：(～と人間の違い)
N2625 けやき [けや]きが H2 説明：([欅].木名;建材)
N2626 家来 [け]らいが H1 説明：(～になる)
N2627 権威 [け]んいが H1
N2628 喧嘩 [けんかが H0 説明：(～を売る;～する)
N2629 原価 [げ]んかが H1
N2630 元気 [げ]んきが H1 説明：(～がない;～な人,～に暮らす) 
N2631 検挙 [け]んきょが H1 説明：(～が;～する)
N2632 原語 げ[んごが L0A
N2633 検査 け[んさが L0A 説明：(～が;～する)
N2634 原始 [げ]んしが H1
N2635 原子 [げ]んしが H1
N2636 源氏 [げんじが H0 説明：(～と平家)
N2637 厳守 [げ]んしゅが H1 説明：(～が;～する)
N2638 元素 [げ]んそが H1
N2639 見地 [け]んちが H1
N2640 現場 [げんばが H0
N2641 権利 [けんりが H0
N2642 原理 [げ]んりが H1
N2643 小石 [こいしが H0 説明：(～を拾う)
N2644 碁石 ご[い]しが L2 説明：(～を置く)
N2645 こいつ [こいつが H0 説明：(これ,この人.～とあいつ) 
N2646 小犬 [こいぬが H0
N2647 子芋 [こいもが H0 説明：(里芋の～と親芋)
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N2648 子牛 [こうしが H0 説明：(～と親牛;～のヒレ肉)
N2649 小唄 [こうたが H0
N2650 五円 [ご]えんが H1 説明：(～と十円;～払う)
N2651 好意 [こ]ーいが H1
N2652 更衣 [こ]ーいが H1 説明：(着替え.～が;～する;桐壷の～) 
N2653 行為 [こ]ーいが H1
N2654 降雨 [こ]ーうが H1
N2655 豪雨 [ご]ーうが H1
N2656 効果 [こ]ーかが H1
N2657 校歌 [こ]ーかが H1
N2658 硬化 [こーかが H0 説明：(ゴムの,態度の,～が;～する) 
N2659 硬貨 [こ]ーかが H1
N2660 豪華 [ご]ーかが H1 説明：(～だ,な,に)
N2661 後期 こ[ー]きが L2
N2662 好奇 [こ]ーきが H1 説明：(～の目)
N2663 広義 [こ]ーぎが H1
N2664 抗議 [こーぎが H0 説明：(～が;～する)
N2665 講義 [こーぎが H0 説明：(～が;～する)
N2666 校具 [こー]ぐが H2
N2667 五億 [ご]おくが H1 説明：(数;金.～で;～払う)
N2668 交差 こ[ーさが L0A 説明：(道路の～;～する)
N2669 考査 [こ]ーさが H1
N2670 口座 [こーざが H0 説明：(銀行の～)
N2671 講座 [こーざが H0
N2672 公私 [こ]ーしが H1 説明：(～のけじめ)
N2673 講師 [こ]ーしが H1
N2674 工事 [こ]ーじが H1
N2675 麹 [こーじが H0 説明：(甘酒・味噌・醤油などの) 
N2676 公社 [こ]ーしゃが H1
N2677 校舎 [こ]ーしゃが H1
N2678 高所 [こ]ーしょが H1 説明：(～から)
N2679 酵素 [こ]ーそが H1
N2680 耕地 [こ]ーちが H1
N2681 紅茶 こ[ーちゃが L0A 説明：(～とコーヒー)
N2682 光度 [こ]ーどが H1
N2683 工場 [こーばが H0 説明：(～がある)
N2684 公布 [こ]ーふが H1 説明：(～が;～する)
N2685 候補 [こ]ーほが H1
N2686 酵母 [こ]ーぼが H1
N2687 公務 こ[ー]むが L2 説明：(～と私用)
N2688 甲羅 [こーらが H0 説明：(亀･蟹の～;人の背中)
N2689 行李 [こー]りが H2 説明：(入れ物.～に詰める)
N2690 高利 [こー]りが H2 説明：(～で借りる)
N2691 氷 [こーりが H0 説明：(～が張る;～を食べる)
N2692 考慮 [こ]ーりょが H1 説明：(～が;～する)
N2693 誤解 ご[かいが L0A 説明：(～が;～する)
N2694 小型 こ[がたが L0A 説明：(～と大型.タクシー等)
N2695 五月 [ご]がつが H1
N2696 小金 [こがねが H0 説明：(～をためる)
N2697 黄金 [こがねが H0 説明：(金;～の波)
N2698 小柄 こ[がらが L0A 説明：(着物の柄;～だ,な人)
N2699 五感 ご[かんが L0A
N2700 語幹 ご[かんが L0A
N2701 呼吸 [こきゅーが H0 説明：(～が;～する)
N2702 小切り こ[ぎりが L0A 説明：(～にする)
N2703 古今 [こきんが H0 説明：(～と万葉)
N2704 悟空 ご[く]ーが L2 説明：(人名.～よ！)
N2705 国技 [こ]くぎが H1 説明：(相撲は日本の～)
N2706 国語 こ[くごが L0A 説明：(科目名;日本語)
N2707 小口 [こぐちが H0 説明：(から切る)
N2708 国土 [こ]くどが H1
N2709 小首 [こくびが H0 説明：(～をかしげる)
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N2710 こけし こ[け]しが L2 説明：(木の人形.民芸品)
N2711 焦げ茶 こ[げちゃが L0A 説明：(色名,～が好き)
N2712 語源 ご[げんが L0A
N2713 心地 [ここ]ちが H2
N2714 ここら こ[こ]らが L2 説明：(～で)
N2715 心 [こ]ころが H1 説明：(～と体;その～は)
N2716 五歳 [ご]さいが H1 説明：(～で;～上だ)
N2717 小皿 こ[ざ]らが L2 説明：(～と大皿)
N2718 五三 ご[さ]んが L2 説明：(～15;～の桐)
N2719 乞食 こ[じ]きが L2 説明：(～になる;～をする)
N2720 五十 [ごじゅ]ーが H2 説明：(数;年齢.～になる;ある) 
N2721 故障 [こしょ]ーが H2 説明：(～が多い;～する)
N2722 胡椒 [こしょ]ーが H2 説明：(～をかける)
N2723 五勝 [ご]しょーが H1 説明：(～が;～する)
N2724 個人 [こ]じんが H1 説明：(一人.～で;個人競技.～で優勝) 
N2725 梢 [こずえが H0 説明：(木の.cf.女名)
N2726 五寸 [ご]すんが H1 説明：(～が;～長い)
N2727 戸籍 [こせきが H0 説明：(～を移す)
N2728 小銭 [こぜにが H0
N2729 五千 ご[せんが L0A 説明：(～が;～ある)
N2730 五線 ご[せんが L0A
N2731 午前 ご[ぜんが L0A 説明：(～と午後;～6 時)
N2732 小僧 こ[ぞ]ーが L2 説明：(寺の～が;店員など)
N2733 固体 こ[たいが L0A
N2734 五体 [ご]たいが H1 説明：(体)
N2735 答え こ[たえが L0A 説明：(問題の～を書く;返事.～を聞く) 
N2736 炬燵 こ[たつが L0A 説明：(暖房の.～に入る)

N2737 こだま [こだまが H0 説明：([木霊].～が返る;～する;新幹線の～とひか
り)

N2738 国家 こっ[かが L0B
N2739 ごっこ [ごっ]こが H2 説明：(真似.～をする)
N2740 こっち [こっちが H0 説明：(～とそっち)
N2741 小粒 [こつぶが H0 説明：(～と大粒;～な実;器量が～だ) 
N2742 固定 こ[ていが L0A 説明：(～が;～する)
N2743 孤独 こ[どくが L0A 説明：(～だ,な,に)
N2744 今年 [ことしが H0 説明：(～と来年;～来た)
N2745 言葉 [こと]ばが H2 説明：(～をしゃべる)
N2746 子供 [こどもが H0 説明：(～が生まれる;まだ～だ) 
N2747 小鳥 [ことりが H0 説明：(～を飼う)
N2748 粉茶 こ[なちゃが L0A
N2749 五人 [ごにんが H0 説明：(～が;～居た)
N2750 五年 [ごねんが H0 説明：(年数;学年.～が,～かかる,小学校の～) 
N2751 好み [この]みが H2 説明：(～がある)
N2752 五敗 [ごはいが H0 説明：(～だ;～する)
N2753 小判 [こ]ばんが H1 説明：(お金.～と大判)
N2754 御飯 [ご]はんが H1 説明：(～かパンか;～の時間)
N2755 五番 [ごばんが H0 説明：(～と六番;～勝負した)
N2756 碁盤 [ごばんが H0 説明：(碁の)
N2757 小人 [こびとが H0 説明：(おとぎ話の)
N2758 五百 [ごひゃ]くが H2 説明：(～が;～あった)
N2759 呉服 [ごふくが H0
N2760 拳 [こぶしが H0 説明：(げんこつ.～を振り上げる) 
N2761 小降り [こぶりが H0 説明：(雨が～になる)

N2762 子分 [こ]ぶんが, 
こ[ぶ]んが 

H1,
L2 説明：(親分と～が) 

N2763 五分 [ご]ふんが H1 説明：(～で;～経った)
N2764 ゴボウ [ごぼーが H0 説明：([牛蒡].野菜名)
N2765 五枚 [ごまいが H0 説明：(～が;～ある)
N2766 小道 [こみちが H0 説明：(道;心の～)
N2767 小麦 [こむぎが H0 説明：(穀物名.～を作る)
N2768 米屋 [こめ]やが H2 説明：(～がある;～になる)
N2769 五目 ご[もくが L0A 説明：(五目飯など;ごみ)
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N2770 小物 [こものが H0 説明：(ﾊﾝﾄﾞﾊﾞｯｸﾞなど)
N2771 子守り [こも]りが H2 説明：(人.～がいない;～する) 
N2772 肥やし [こや]しが H2 説明：(肥料;将来の～に)

N2773 小山 [こやまが, 
[こ]やまが 

H0,
H1

説明：(小さい山.cf.姓)。備考：小さい山H0；姓
H1

N2774 小指 こ[ゆ]びが L2 説明：(～と親指)
N2775 暦 [こよ]みが H2 説明：(～をめくる)
N2776 娯楽 ご[らくが L0A
N2777 五六 [ごろくが H0 説明：(～三十;三十～)
N2778 殺し [ころしが H0 説明：(～があった,～の現場)
N2779 衣 [ころもが H0 説明：(てんぷらの～;僧の～)
N2780 根気 こ[んきが L0A 説明：(～がない)
N2781 根拠 [こ]んきょが H1
N2782 今後 こ[んごが L0A
N2783 今度 こ[ん]どが L2 説明：(～は,の;～来た先生)
N2784 昆布 こ[ん]ぶが L2 説明：(海藻の.cf.コブ)
N2785 今夜 こ[ん]やが L2 説明：(～は,の;～行く所は)
N2786 細工 [さ]いくが H1 説明：(～が細かい;裏で)
N2787 後 さ[い]ごが L2 説明：(～が,に,の)
N2788 細字 [さいじが H0
N2789 初 さ[いしょが L0A 説明：(～だ,の;～来た時)
N2790 財布 [さいふが H0 説明：(～を忘れる)
N2791 境 [さか]いが H2 説明：(～を決める;生死の～を) 
N2792 逆さ [さかさが H0 説明：(逆さま.～に落ちる)
N2793 魚 [さかなが H0 説明：(～がいる;～を食べる)
N2794 酒屋 [さかやが H0 説明：(～で買う)
N2795 盛り [さかりが H0 説明：(花は今が～だ;猫が～がつく) 
N2796 左官 さ[かんが L0A 説明：(～と大工[シャカン])
N2797 詐欺師 [さぎ]しが H2
N2798 作業 [さ]ぎょーが H1 説明：(～が進む;～する)
N2799 作詩 さ[くしが L0A 説明：([作詞].～が;～する)
N2800 桜 [さくらが H0 説明：(～が咲く;客のふり)
N2801 探り [さぐりが H0 説明：(～を入れる)
N2802 ザクロ [ざ]くろが H1 説明：(植物名;～を食べる)
N2803 叫び [さけびが H0 説明：(～が聞こえる)
N2804 鎖国 さ[こくが L0A 説明：(～が;～する)
N2805 さざえ [さ]ざえが H1 説明：([栄螺].～を壷焼きに)
N2806 挿し絵 [さしえが H0
N2807 插し木 [さし]きが H2 説明：(～で増やす;～する)
N2808 座敷 [ざ]しきが H1
N2809 刺し身 [さし]みが H2 説明：(～を食べる)
N2810 さすが さ[すがが L0A 説明：(～に,だ,の)
N2811 座席 ざ[せきが L0A 説明：(～を決める)
N2812 座禅 ざ[ぜんが L0A 説明：(～を組む)
N2813 誘い [さそいが H0 説明：(～を断る)
N2814 さそり [さそりが H0 説明：([蠍].虫名)
N2815 座談 ざ[だんが L0A
N2816 作家 さっ[かが L0B
N2817 先っき さっ[きが L0B 説明：(～は;～行ったばかり)
N2818 雑記 ざっ[きが L0B
N2819 さっさ [さっさが H0 説明：(～と;～､～と)
N2820 雑誌 ざっ[しが L0B 説明：(～を読む)
N2821 ざっと [ざっ]とが H2 説明：(～読んだ)
N2822 薩摩 [さ]つまが H1 説明：(地名)
N2823 砂糖 [さと]ーが H2 説明：(～を入れる)
N2824 悟り [さとりが H0 説明：(～を開く)
N2825 さなぎ さ[な]ぎが L2 説明：([蛹].～から蝶になる)
N2826 さばき [さば]きが H2 説明：(裾の～が)
N2827 砂漠 さ[ばくが L0A 説明：(～をラクダで)
N2828 差別 [さ]べつが H1 説明：(～が;～する)
N2829 作法 [さ]ほーが H1
N2830 寒気 [さむ]けが H2 説明：(～がする)
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N2831 左右 [さ]ゆーが H1 説明：(～を良くみて;将来を～する) 
N2832 作用 [さ]よーが H1 説明：(～が;～する)
N2833 晒し [さらしが H0 説明：(木綿の～を巻く)
N2834 更に さ[ら]にが L2
N2835 騒ぎ [さわ]ぎが H2 説明：(～があった)
N2836 障り [さわりが H0 説明：(～がなければ)
N2837 触り [さわりが H0 説明：(聞き所.～だけ)
N2838 参加 [さんかが H0 説明：(～が;～する)
N2839 酸化 [さんかが H0 説明：(～が;～する)
N2840 珊瑚 [さんごが H0 説明：(海の～を守る)
N2841 三時 さ[ん]じが L2 説明：(時刻)

N2842 山椒 [さんしょが H0 説明：(～をかける;～は小粒でも.cf.サンショー)。
備考：[さんしょーが H0

N2843 残暑 [ざ]んしょが H1
N2844 酸素 [さ]んそが H1
N2845 三羽 さ[んばが L0A 説明：(～が;～居る)
N2846 産婆 [さんばが H0 説明：(助産婦.cf.サンバサン)
N2847 賛否 [さ]んぴが H1
N2848 散布 [さ]んぷが H1 説明：(～が;～する)
N2849 散歩 [さんぽが H0 説明：(～が好き;～する)
N2850 さんま [さんまが H0 説明：(魚名.～とイワシ)
N2851 仕合い [しあいが H0 説明：(意地悪の～)
N2852 試合 [しあいが H0 説明：(～に出る)
N2853 思案 [し]あんが H1 説明：(～が;～する)
N2854 飼育 し[いくが L0A
N2855 強いて し[ー]てが L2 説明：(～言えば)
N2856 仕入れ [しいれが H0 説明：(商品の～)
N2857 自衛 じ[えいが L0A 説明：(～が;～する)
N2858 使役 [し]えきが H1 説明：(文法用語)
N2859 塩気 [しお]けが H2 説明：(塩分.～が足りない)
N2860 市会 [し]かいが H1
N2861 市外 [し]がいが H1
N2862 四角 [しか]くが H2 説明：(～と三角;～な,に)
N2863 視覚 し[かくが L0A
N2864 資格 し[かくが L0A 説明：(～を取る)
N2865 史学 [し]がくが H1
N2866 字画 じ[かくが L0A
N2867 自覚 じ[かくが L0A 説明：(～が;～する)
N2868 仕掛け [しかけが H0 説明：(種も～も;途中.やりかけ) 
N2869 仕方 [しかたが H0 説明：(やり方;～がない)
N2870 四月 [しが]つが H2 説明：(～になる;～４日)
N2871 時間 [じ]かんが H1 説明：(～がない;算数の～に)
N2872 敷居 [しきいが H0 説明：(～と鴨居;～が高い)
N2873 色紙 [し]きしが H1
N2874 色素 [し]きそが H1
N2875 敷地 [しきちが H0
N2876 敷き布 [しきふが H0 説明：(シーツ)
N2877 子宮 し[きゅーが L0A 説明：(内臓名)
N2878 至急 し[きゅーが L0A
N2879 始業 [しぎょーが H0 説明：(～の時間)
N2880 詩吟 し[ぎんが L0A
N2881 刺激 し[げきが L0A 説明：(～が;～する)
N2882 試験 [しけんが H0 説明：(学校の～;機械の～をする;～する) 
N2883 資源 [し]げんが H1
N2884 事件 [じ]けんが H1 説明：(～が起きた)
N2885 思考 し[こーが L0A 説明：(～が;～する)
N2886 時刻 [じ]こくが H1
N2887 地獄 [じご]くが H2 説明：(～と極楽;受験は～だ)
N2888 仕事 [しごとが H0 説明：(～をする)
N2889 視察 し[さつが L0A 説明：(～が;～する)
N2890 自殺 じ[さつが L0A 説明：(～が多い;～する)
N2891 持参 [じさんが H0 説明：(～が;～する)
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N2892 史実 [し]じつが H1
N2893 しじみ [しじみが H0 説明：([蜆].～とアサリ)
N2894 磁石 [じ]しゃくが H1 説明：(～で鉄を集める;～で方角を知る) 
N2895 刺繍 [ししゅーが H0
N2896 自習 [じしゅーが H0 説明：(～が;～する)
N2897 事情 [じじょーが H0
N2898 自乗 [じじょーが H0 説明：(数学,～が;～する)
N2899 試食 し[しょくが L0A 説明：(～が;～する)
N2900 辞職 じ[しょくが L0A 説明：(～が;～する)
N2901 詩人 し[じんが L0A
N2902 自信 じ[しんが L0A 説明：(～がある)
N2903 地震 [じ]しんが H1 説明：(～が起きる)
N2904 自炊 じ[すいが L0A 説明：(～が;～する)
N2905 静か し[ず]かが L2 説明：(～な,だ,に;人名)
N2906 姿勢 し[せいが L0A 説明：(～が悪い;積極的な～で) 
N2907 時勢 [じせいが H0
N2908 施設 [し]せつが H1
N2909 時節 [じ]せつが H1
N2910 自然 [しぜんが H0 説明：(～を守る;～な姿;～にそうなる) 
N2911 事前 [じぜんが H0
N2912 思想 し[そーが L0A
N2913 時速 [じ]そくが H1
N2914 持続 じ[ぞくが L0A 説明：(～が;～する)
N2915 次第 [しだ]いが H2 説明：(～に)
N2916 字体 じ[たいが L0A
N2917 辞退 [じ]たいが H1 説明：(～が;～する)
N2918 時代 [じだいが H0 説明：(～が変わった;歴史上の～) 
N2919 下絵 [したえが H0
N2920 下着 [した]ぎが H2 説明：(～を着る)
N2921 支度 し[たくが L0A 説明：(～が;～する)
N2922 自宅 じ[たくが L0A
N2923 仕立て [したてが H0 説明：(着物の～)
N2924 下見 [したみが H0 説明：(～が済む;～する)
N2925 したら [し]たらが H1 説明：(もしも～)
N2926 枝垂れ [しだれが H0 説明：(桜は～が好きだ)
N2927 七五 し[ちごが L0A 説明：(～三十五)
N2928 質屋 [しち]やが H2 説明：(～に行く;～になる)
N2929 市長 [し]ちょーが H1
N2930 失意 [し]ついが H1
N2931 実家 じっ[かが L0B
N2932 仕付け [しつけが H0 説明：(裁縫の)
N2933 躾 [しつけが H0 説明：(子どもの～をする)
N2934 湿気 [しっ]けが H2 説明：([ｼｯｷ])
N2935 実子 じっ[しが L0B
N2936 質素 [しっ]そが H2 説明：(～だ,な,に)
N2937 嫉妬 しっ[とが L0B 説明：(～が;～する)
N2938 湿度 [し]つどが H1
N2939 実に [じ]つにが H1
N2940 湿布 [しっ]ぷが H2 説明：(～で治る;～する)
N2941 尻尾 しっ[ぽが L0B 説明：(動物・魚の～;沢庵の～;ついに～を出す)
N2942 実話 じ[つわが L0A
N2943 指定 し[ていが L0A 説明：(～が;～する)
N2944 指定 し[ていが L0A 説明：(～が;～する)
N2945 指摘 し[てきが L0A 説明：(～が;～する)
N2946 私鉄 し[てつが L0A
N2947 支店 [してんが H0
N2948 自転 [じてんが H0 説明：(地球の～)
N2949 辞典 [じてんが H0 説明：(～を引く.[事典])
N2950 自伝 じ[でんが L0A
N2951 指導 し[どーが L0A 説明：(～が;～する)
N2952 児童 [じ]どーが H1
N2953 自動 じ[どーが L0A 説明：(手動と～)
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N2954 市内 [し]ないが H1
N2955 竹刀 [し]ないが H1 説明：(剣道の～で打つ)
N2956 地主 じ[ぬ]しが L2 説明：(～と小作)
N2957 忍び [しのびが H0 説明：(～の者)
N2958 支配 [し]はいが H1 説明：(～が;～する)
N2959 芝居 [しばいが H0 説明：(～を見る;嘘の～をする) 
N2960 自発 じ[はつが L0A
N2961 縛り [しば]りが H2 説明：(制限.～がある)
N2962 師範 [し]はんが H1 説明：(～を出た.学校)
N2963 地盤 じ[ばんが L0A
N2964 字引き [じび]きが H2
N2965 しぶき [しぶ]きが H2 説明：(水の～がかかる)
N2966 私服 し[ふくが L0A
N2967 事物 [じ]ぶつが H1
N2968 渋味 [しぶ]みが H2
N2969 時分 [じぶんが H0
N2970 自分 [じぶんが H0 説明：(自分自身;私)
N2971 紙幣 [し]へいが H1
N2972 事変 [じ]へんが H1
N2973 志望 し[ぼーが L0A
N2974 死亡 し[ぼーが L0A 説明：(～が;～する)
N2975 脂肪 [し]ぼーが H1
N2976 時報 じ[ほーが L0A
N2977 絞り し[ぼ]りが L2 説明：(柄.～の着物)
N2978 搾り [しぼ]りが H2 説明：(～が足りない)
N2979 資本 [し]ほんが H1
N2980 仕舞 [し]まいが H1 説明：(能の)
N2981 姉妹 [し]まいが H1
N2982 終い [しまいが H0 説明：([仕舞い].終わり;片付け) 
N2983 字幕 じ[まくが L0A 説明：(映画の)
N2984 始末 [し]まつが H1 説明：(処分.～が;～する)
N2985 締まり [しま]りが H2 説明：(戸の～;～がない人)
N2986 自慢 じ[まんが L0A 説明：(～が鼻につく;～する)
N2987 市民 [し]みんが H1
N2988 自民 [じ]みんが H1 説明：(政党名.～か社会か)
N2989 指名 し[めいが L0A 説明：(～が;～する)
N2990 しめじ [し]めじが H1 説明：(茸名)
N2991 地面 [じめ]んが H2 説明：(～が揺れた)
N2992 地元 じ[も]とが L2 説明：(～に帰る)
N2993 指紋 し[もんが L0A 説明：(～が付く)
N2994 社員 [しゃ]いんが H1
N2995 社会 しゃ[か]いが L2 説明：(～に出る;科目名.～と理科) 
N2996 車間 しゃ[かんが L0A 説明：(～の距離を)
N2997 杓子 [しゃ]くしが H1
N2998 社交 しゃ[こーが L0A
N2999 写実 しゃ[じつが L0A
N3000 車掌 [しゃしょーが H0 説明：(～と運転手)
N3001 写真 [しゃしんが H0 説明：(～を写す)
N3002 写生 しゃ[せいが L0A 説明：(～が;～する)
N3003 社説 しゃ[せつが L0A
N3004 謝絶 しゃ[ぜつが L0A 説明：(～が;～する)
N3005 斜線 [しゃせんが H0
N3006 社長 [しゃ]ちょーが H1 説明：(～になる)
N3007 車内 [しゃ]ないが H1
N3008 しゃべり しゃ[べ]りが L2 説明：(あの人は～だ;～がへた) 
N3009 謝礼 しゃ[れいが L0A
N3010 自由 [じゆ]ーが H2 説明：(～を守る;～な暮らし,～に) 
N3011 十九 [じゅ]ーくが H1
N3012 十五 [じゅ]ーごが H1 説明：(年齢;数.～が,～になった,～ある) 
N3013 習字 しゅ[ー]じが L2 説明：(～をならう)
N3014 重視 [じゅーしが H0 説明：(～が;～する)
N3015 十字 じゅ[ーじが L0A 説明：(～を切って)
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N3016 住所 [じゅ]ーしょが H1 説明：(～が変わる)
N3017 舅 [しゅーとが H0 説明：(～と姑;姑のこと)
N3018 十二 [じゅー]にが H2 説明：(数字;年齢.～になる;～ある) 
N3019 修理 しゅー[り]が L2 説明：(～に出す;～する)
N3020 主演 [しゅえんが H0 説明：(～が;～する)
N3021 主観 [しゅかんが H0
N3022 修業 [しゅぎょーが H0
N3023 授業 [じゅ]ぎょーが H1 説明：(～を受ける;～する)
N3024 祝賀 しゅ[くがが L0A
N3025 熟語 じゅ[くごが L0A
N3026 祝辞 [しゅくじが H0
N3027 縮図 [しゅくずが H0
N3028 受験 [じゅけんが H0 説明：(～が;～する)
N3029 受講 [じゅこーが H0 説明：(～が;～する)
N3030 珠算 [しゅざんが H0
N3031 手術 [しゅ]じゅつが H1 説明：(～を受ける;～する)
N3032 首相 [しゅしょーが H0
N3033 主人 [しゅ]じんが H1
N3034 主体 [しゅたいが H0
N3035 主題 [しゅだいが H0
N3036 手段 [しゅ]だんが H1
N3037 述語 じゅ[つごが L0A
N3038 出世 [しゅっせが H0 説明：(～が早い;～する)
N3039 種痘 [しゅとーが H0
N3040 繻絆 [じゅばんが H0 説明：(衣類名[ｼﾞﾊﾞﾝ])
N3041 寿命 [じゅみょーが H0 説明：(人の～が延びる;電池などが～だ) 
N3042 主役 [しゅやくが H0
N3043 需要 じゅ[よーが L0A
N3044 樹立 じゅ[りつが L0A 説明：(～が;～する)
N3045 受領 じゅ[りょーが L0A 説明：(～する)
N3046 種類 [しゅるいが H0 説明：(～が多い)
N3047 順位 [じゅ]んいが H1
N3048 巡査 [じゅ]んさが H1
N3049 順序 [じゅ]んじょが H1 説明：(～が狂う)
N3050 順に [じゅんにが H0
N3051 準備 [じゅ]んびが H1 説明：(～ができない;～する)
N3052 使用 し[よーが L0A 説明：(～が;～する)
N3053 滋養 じ[よーが L0A
N3054 女王 [じょお]ーが H2 説明：(cf.ｼﾞｮｰｵｰ)
N3055 唱歌 しょ[ー]かが L2
N3056 消化 [しょーかが H0 説明：(～が;～する)
N3057 消火 しょ[ーかが L0A 説明：(～が;～する)
N3058 生萋 しょ[ーがが L0A 説明：(植物名;～をすり下ろす) 
N3059 城下 [じょ]ーかが H1 説明：(～に住む)
N3060 将棋 しょ[ーぎが L0A 説明：(～を指す)
N3061 蒸気 [じょ]ーきが H1
N3062 定規 じょ[ー]ぎが L2 説明：(器具.～とコンパス)
N3063 上下 [じょ]ーげが H1
N3064 証拠 [しょ]ーこが H1 説明：(～を残す)
N3065 正午 しょ[ーごが L0A
N3066 障子 [しょーじが H0 説明：(～と襖)
N3067 乗車 [じょーしゃが H0 説明：(～が;～する)
N3068 証書 しょ[ーしょが L0A
N3069 上手 [じょー]ずが H2 説明：(～な人,に;～の手から) 
N3070 承知 [しょ]ーちが H1 説明：(～が;～する)
N3071 情緒 [じょ]ーちょが H1
N3072 消費 しょ[ーひが L0A
N3073 勝負 [しょ]ーぶが H1
N3074 菖蒲 しょ[ーぶが L0A 説明：(菖蒲湯の;花菖蒲の)
N3075 丈夫 じょ[ーぶが L0A 説明：(～な体,～で何より)
N3076 醤油 [しょー]ゆが H2 説明：(～をかける.cf.ｵｼｮｰﾕ)
N3077 食事 [しょくじが H0
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N3078 職場 [しょくばが H0
N3079 食費 しょ[くひが L0A
N3080 職務 しょ[く]むが L2
N3081 諸君 [しょ]くんが H1
N3082 助言 [じょげんが H0 説明：(～が;～する)
N3083 諸国 [しょ]こくが H1
N3084 書斎 [しょさいが H0
N3085 叙事詩 じょ[じ]しが L2
N3086 初診 [しょしんが H0
N3087 女性 じょ[せいが L0A
N3088 除草 [じょそーが H0 説明：(～が;～する)
N3089 所属 しょ[ぞくが L0A 説明：(～が;～する)
N3090 所帯 [しょた]いが H2 説明：([世帯])
N3091 初代 [しょ]だいが H1
N3092 暑中 しょ[ちゅーが L0A
N3093 女中 [じょちゅーが H0 説明：(お手伝いさん)
N3094 除虫 [じょちゅーが H0 説明：(～が;～する)
N3095 食器 しょっ[きが L0B
N3096 書道 [しょ]どーが H1
N3097 所得 しょ[とくが L0A
N3098 処分 [しょ]ぶんが H1 説明：(～が;～する)
N3099 除幕 [じょまくが H0 説明：(記念碑の～;～する)
N3100 庶民 [しょ]みんが H1
N3101 署名 [しょめいが H0 説明：(～が;～する)
N3102 書物 [しょ]もつが H1
N3103 所有 しょ[ゆーが L0A 説明：(～が;～する)
N3104 女優 [じょゆーが H0
N3105 書類 [しょるいが H0
N3106 序列 [じょれつが H0
N3107 女郎 [じょろ]ーが H2 説明：(遊廓の)
N3108 白髪 [し]らがが H1 説明：(～が生える)
N3109 白子 し[らこが L0A 説明：(魚の)
N3110 知らず [しら]ずが H2 説明：(～に)
N3111 調べ [しら]べが H2 説明：(調査)
N3112 しらみ し[らみが L0A 説明：([蝨].～と蚤)
N3113 知らん [しらんが H0 説明：(知らない)
N3114 私立 し[りつが L0A 説明：(～と公立)
N3115 資料 [し]りょーが H1
N3116 視力 [し]りょくが H1
N3117 汁粉 し[るこが L0A
N3118 印 [しるしが H0 説明：(～を付ける;御礼の～に;平和の～) 
N3119 司令 し[れいが L0A
N3120 辞令 じ[れいが L0A 説明：(～を貰う)
N3121 白さ し[ろさが L0A
N3122 白身 [しろ]みが H2 説明：(～の魚;卵の～と黄身)
N3123 仕分け [しわけが H0 説明：(～が;～する)
N3124 仕業 [しわざが H0 説明：(誰の～だ)
N3125 人家 [じ]んかが H1
N3126 新規 し[ん]きが L2
N3127 審査 [し]んさが H1 説明：(～が;～する)
N3128 紳士 [し]んしが H1
N3129 新車 し[んしゃが L0A
N3130 神社 [じ]んじゃが H1 説明：(～にお参りする[ｼﾞﾝｼｬ]) 
N3131 真珠 し[ん]じゅが L2 説明：(～を買う;豚に～)
N3132 人種 じ[んしゅが L0A
N3133 人種 じ[んしゅが L0A 説明：(民族;ああいう～とは)
N3134 新婦 [し]んぷが H1 説明：(新郎と～)
N3135 進歩 [し]んぽが H1
N3136 神武 じ[ん]むが L2 説明：(～,すいぜい,いとく...)
N3137 深夜 [し]んやが H1
N3138 心理 [し]んりが H1
N3139 神話 [しんわが H0
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N3140 素足 す[あしが L0A
N3141 図案 [ずあんが H0
N3142 すいか [すいかが H0 説明：([西瓜].～とメロン)
N3143 炊事 す[い]じが L2
N3144 水車 す[いしゃが L0A 説明：(～が回る)
N3145 水素 [す]いそが H1
N3146 推理 す[い]りが L2 説明：(～が;～する)
N3147 水路 [す]いろが H1
N3148 数字 す[ー]じが L2 説明：(～を書く;～に明るい)
N3149 図解 [ずかいが H0
N3150 素顔 [す]がおが H1
N3151 姿 [す]がたが H1 説明：(元気な～で;世の～)
N3152 図鑑 [ずかんが H0
N3153 隙間 [すきまが H0 説明：([透き間].～をふさぐ)
N3154 頭巾 [ずき]んが H2 説明：(～を被る)
N3155 直に [す]ぐにが H1
N3156 少し す[こ]しが L2 説明：(～ある;～の,は)
N3157 ススキ す[すきが L0A 説明：([芒].植物名)
N3158 涼み [すずみが H0 説明：(～に行く)
N3159 雀 す[ずめが L0A 説明：(～と鳩)
N3160 硯 [すず]りが H2 説明：(～と筆)
N3161 簾 す[だ]れが L2 説明：(～をかける;海苔巻き用の) 
N3162 頭痛 [ずつーが H0
N3163 ずっと [ずっ]とが H2 説明：(～待つ)
N3164 既に す[で]にが L2
N3165 捨て身 [すてみが H0 説明：(～でぶつかる)
N3166 素直 す[なおが L0A 説明：(～な性格,～になる)
N3167 簀の子 す[の]こが L2 説明：(～を敷く)
N3168 巣箱 [す]ばこが H1 説明：(鳥の～を作る)
N3169 すばる [す]ばるが H1 説明：(星座名;自動車商品名)
N3170 すべて [す]べてが H1 説明：(全部)
N3171 滑り [すべ]りが H2 説明：(敷居の～が悪い)
N3172 住まい [す]まいが H1 説明：(ここが私の～だ)
N3173 すまし [すましが H0 説明：(味噌汁か～か)
N3174 住みか [す]みかが H1 説明：(悪者の～を見つける)
N3175 酢味噌 す[み]そが L2 説明：(～で食べる)
N3176 炭火 [すみ]びが H2 説明：(～で焼く)
N3177 すみれ [すみれが H0 説明：([菫].～が咲く)
N3178 図面 [ずめ]んが H2 説明：(～を見る)
N3179 相撲 [すもーが H0 説明：(子供が～を取る;大相撲;～にならぬ) 
N3180 李 す[も]もが L2 説明：(植物名;～を食べる)
N3181 素焼き す[やきが L0A
N3182 駿河 [す]るがが H1 説明：(地名)
N3183 するめ [するめが H0 説明：([鯣].～をかじる)
N3184 座り [すわりが H0 説明：(安定.～が悪い)
N3185 盛夏 [せ]いかが H1
N3186 世紀 [せ]いきが H1
N3187 正規 [せ]いきが H1
N3188 生気 [せ]いきが H1
N3189 正義 [せ]いぎが H1
N3190 生後 [せいごが H0
N3191 星座 せ[いざが L0A
N3192 正座 せ[いざが L0A 説明：(～は疲れる;～する)
N3193 正視 [せいしが H0 説明：(～が;～する)
N3194 製紙 せ[いしが L0A
N3195 政治 [せ]いじが H1 説明：(～と経済)
N3196 清書 [せいしょが H0 説明：(～と下書き;～する)
N3197 生徒 せ[いとが L0A 説明：(～と先生)
N3198 制度 [せ]いどが H1
N3199 整備 せ[い]びが L2 説明：(～が;～する)
N3200 政府 [せ]いふが H1 説明：(国の)
N3201 西部 せ[い]ぶが L2 説明：(東部と～;米国の)
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N3202 歳暮 [せいぼが H0
N3203 整理 せ[い]りが L2 説明：(～が悪い;～する)
N3204 生理 せ[い]りが L2
N3205 世界 [せか]いが H2 説明：(～は広い;自分の～に)
N3206 席次 [せきじが H0
N3207 石油 せ[きゆが L0A 説明：(～が採れる;ストーブに～を入れる) 
N3208 赤痢 せ[きりが L0A 説明：(病名.～が流行る)
N3209 世間 [せ]けんが H1 説明：(世の中)
N3210 背筋 [せ]すじが H1
N3211 世帯 [せた]いが H2
N3212 背丈 [せた]けが H2 説明：(身長;着物の丈)
N3213 石器 せっ[きが L0B
N3214 節句 [せっくが H0 説明：(３月３日の;五節句の)
N3215 摂氏 [せっ]しが H2 説明：(カシと～)
N3216 設置 せっ[ちが L0B 説明：(～が;～する)
N3217 設備 せ[つ]びが L2 説明：(～が悪い)
N3218 説話 せ[つわが L0A
N3219 背中 [せなかが H0 説明：(～を伸ばす;～を向ける) 
N3220 背伸び [せの]びが H2 説明：(～をする;無理に～する) 
N3221 背広 せ[びろが L0A
N3222 背骨 [せぼねが H0 説明：(～が曲がっている)
N3223 せむし [せむしが H0
N3224 台詞 [せりふが H0 説明：(芝居の～を忘れる)
N3225 繊維 [せ]んいが H1
N3226 前期 [ぜ]んきが H1
N3227 全期 [ぜ]んきが H1
N3228 選挙 [せんきょが H0 説明：(～がある;～する)
N3229 戦後 [せんごが H0
N3230 前後 [ぜ]んごが H1 説明：(～を良くみて;戦争の～) 
N3231 戦死 [せんしが H0 説明：(～が;～する)
N3232 煎じ [せん]じが H2 説明：(～が足らん)
N3233 選手 [せんしゅが H0 説明：(～に選ばれる)
N3234 扇子 [せんすが H0
N3235 先祖 [せ]んぞが H1
N3236 煎茶 [せんちゃが H0 説明：(～と番茶)
N3237 先手 せ[んてが L0A
N3238 前途 [ぜ]んとが H1
N3239 千羽 せ[んばが L0A 説明：(～が;～居る)
N3240 全部 [ぜ]んぶが H1 説明：(～は,の;～食べた)
N3241 専務 せ[ん]むが L2
N3242 千里 せ[ん]りが L2 説明：(～が;～走る)
N3243 線路 [せ]んろが H1 説明：(鉄道の～を敷く)
N3244 相違 そ[ーいが L0A 説明：(～が;～する)
N3245 増加 ぞ[ーかが L0A 説明：(～が;～する)

N3246 葬儀 [そ]ーぎが, 
そ[ー]ぎが 

H1,
L2 説明：(～があった) 

N3247 雑木 [ぞーきが H0 説明：(～が生えている)
N3248 象牙 [ぞーげが H0 説明：(～で作った判こ;～の塔) 
N3249 倉庫 [そ]ーこが H1
N3250 捜査 そ[ーさが L0A 説明：(～に加わる;～する)
N3251 操作 [そ]ーさが H1 説明：(機械の～;～する)
N3252 掃除 そ[ーじが L0A 説明：(～が終わる;～する)
N3253 相似 [そーじが H0
N3254 装置 [そ]ーちが H1
N3255 雑煮 [ぞーにが H0 説明：(正月の～.cf.オゾーニ)
N3256 相場 [そーばが H0
N3257 総理 そ[ー]りが L2 説明：(～に申し上げる)
N3258 草履 [ぞーりが H0 説明：(～を履く)
N3259 疎開 そ[かいが L0A 説明：(～が;～する)
N3260 即位 [そ]くいが H1 説明：(～が;～する)
N3261 俗語 [ぞくごが H0
N3262 即死 [そくしが H0 説明：(～が;～する)
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N3263 速度 [そ]くどが H1
N3264 俗に [ぞくにが H0
N3265 そこら そ[こ]らが L2 説明：(そのあたり)
N3266 育ち [そだ]ちが H2 説明：(～が違う)
N3267 速記 そっ[きが L0B
N3268 そっと [そっ]とが H2
N3269 ぞっと [ぞっ]とが H2 説明：(～する)
N3270 そっぽ そっ[ぽが L0B 説明：(～をむく)
N3271 供え [そな]えが H2 説明：(神への～)
N3272 その日 [そのひ]が H3 説明：(～に;～行った)
N3273 蕎麦屋 そ[ば]やが L2 説明：(～がある;～になる)
N3274 素朴 そ[ぼくが L0A 説明：(～な味,～に)
N3275 粗末 [そ]まつが H1 説明：(～な家,～にする)

N3276 揃い [そろ]いが, 
そ[ろ]いが 

H2,
L2

説明：(～が悪い;セット,～で)。備考：～が悪い
H2；セット L2

N3277 そんな [そんなが H0 説明：(～女は嫌いだ;～に怒るな) 
N3278 大器 [た]いきが H1 説明：(未完の～)
N3279 大工 [だ]いくが H1 説明：(～が来る;～になる)
N3280 太鼓 た[いこが L0A 説明：(～を叩く)
N3281 大佐 た[いさが L0A
N3282 太子 [た]いしが H1
N3283 退治 [たい]じが H2 説明：(～が;～する)
N3284 大事 [だい]じが H2 説明：(大切.～な,に;～の前の;国家の～) 
N3285 大蛇 [だ]いじゃが H1 説明：(～が出る)
N3286 大豆 [だ]いずが H1 説明：(～を植える;その豆)
N3287 態度 [た]いどが H1 説明：(～が立派)
N3288 第二 だ[い]にが L2 説明：(第一と～)
N3289 大分 [だいぶが H0 説明：(～よくなった)
N3290 平ら [たい]らが H2 説明：(～な,だ,に)
N3291 田植え た[う]えが L2 説明：(～と稲刈り)
N3292 楕円 [だえんが H0
N3293 互い た[がいが L0A 説明：(～に)
N3294 高さ た[かさが L0A 説明：(～を測る)
N3295 駄菓子 だ[が]しが L2
N3296 宝 [たか]らが H2 説明：(～を探す;子供は～だ)
N3297 薪 [たきぎが H0 説明：(焚き木.～を集める)
N3298 焚き火 [たきびが H0 説明：(～をする)
N3299 確か た[し]かが L2 説明：(～有ったと思うが;～になる,な,だ) 
N3300 駄洒落 [だじゃれが H0 説明：(～を言う)
N3301 多数 [たすーが H0 説明：(～の,ある,で)
N3302 襷 [た]すきが H1 説明：(～をかける)
N3303 助け [たす]けが H2 説明：(～を呼ぶ;～になる)
N3304 叩き た[た]きが L2 説明：(土間;鰹の～)
N3305 畳 [たたみが H0 説明：(～を敷く)
N3306 立ち場 [たち]ばが H2 説明：(～がない;人の～を理解する) 
N3307 達者 [たっしゃが H0 説明：(～に暮す;～な演技;～が何より) 
N3308 譬え [たと]えが H2 説明：(ものの～)
N3309 田中 た[なかが L0A 説明：(姓)
N3310 谷間 [たにまが H0 説明：(～に咲く百合;ビルの～で) 
N3311 他人 [たにんが H0 説明：(兄弟は～の始まり)
N3312 狸 [た]ぬきが H1 説明：(～と狐;あの人は～だ;狸そば) 
N3313 頼み [たの]みが H2 説明：(～がある;～にする)
N3314 タバコ [たばこが H0 説明：(～を飲む,～を栽培)
N3315 旅路 [たびじが H0
N3316 多分 た[ぶんが L0A 説明：(～に疑わしい)
N3317 多分 [た]ぶんが H1 説明：(恐らく.～だめだろう)
N3318 卵 [た]まごが H1 説明：(～で目玉焼きを;虫の～;医者の～) 
N3319 溜まり [たまりが H0 説明：(水の～が少ない)
N3320 田虫 た[む]しが L2 説明：(白癬)
N3321 試し [ため]しが H2 説明：(～に)
N3322 例 [ため]しが H2 説明：(してくれた～がない)
N3323 袂 [たも]とが H2 説明：(着物の～;～を分かつ)
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N3324 便り た[よ]りが L2 説明：(手紙.～が届く)
N3325 頼り た[よ]りが L2 説明：(～にする,～になる)
N3326 たらい た[ら]いが L2 説明：([盥].～で洗う)
N3327 鱈子 た[らこが L0A 説明：(～を食べる)
N3328 足らず [たら]ずが H2 説明：(足りない物)
N3329 だらり [だらりが H0 説明：(～と垂れる)
N3330 達磨 [だるまが H0 説明：(人形や絵の;人名)
N3331 弛み [たるみが H0 説明：(皮膚の～)
N3332 垂れ目 た[れめが L0A 説明：(あの人は～だ)
N3333 太郎 [た]ろーが H1 説明：(人名)
N3334 束子 [たわ]しが H2 説明：(～でこする)
N3335 俵 [たわ]らが H2 説明：(米を～に詰める;土俵の～に足が) 
N3336 短歌 [た]んかが H1 説明：(～を作る)
N3337 短気 た[んきが L0A 説明：(～な人,に;～は損気)
N3338 団子 だ[んごが L0A 説明：(～を食べる;～になって走る) 
N3339 男児 [だ]んじが H1
N3340 男女 [だ]んじょが H1 説明：(～とも;～一緒に)
N3341 箪笥 [たんすが H0 説明：(～にしまう)
N3342 炭素 [た]んそが H1
N3343 旦那 だ[んなが L0A
N3344 短波 [た]んぱが H1
N3345 たんぼ た[んぼが L0A 説明：([田圃].～と畑)
N3346 地域 [ち]いきが H1 説明：(～で違う)
N3347 違い [ちがいが H0 説明：(～が分かる;～ない=その通り) 
N3348 近く ち[か]くが L2 説明：(～に住む;近日.～開店) 
N3349 近目 ち[かめが L0A 説明：(近眼)
N3350 力 [ち]からが H1 説明：(～が強い;～を合わせて.cf.男名) 
N3351 地球 ち[きゅーが L0A 説明：(～は丸い;鉛筆メーカー名) 
N3352 竹輪 [ちくわが H0 説明：(煉り製品.～とカマボコ) 
N3353 遅刻 [ちこくが H0 説明：(～が増えた;～する)
N3354 知識 [ち]しきが H1
N3355 千島 ち[し]まが L2 説明：(地名)
N3356 縮み [ちじみが H0 説明：(～が少ない;布の 1 種)
N3357 血筋 [ち]すじが H1
N3358 馳走 [ちそーが H0 説明：(～になる)。備考：[ごちそーが H0 
N3359 秩序 [ち]つじょが H1
N3360 千歳 ち[と]せが L2 説明：(地名.北海道)
N3361 千鳥 ち[ど]りが L2 説明：(鳥名.～が鳴く)
N3362 知能 [ち]のーが H1
N3363 地方 ち[ほーが L0A 説明：(～と中央;地域.ある～で) 
N3364 粽 [ちまきが H0 説明：([茅巻き].～を食べる)
N3365 血豆 [ちまめが H0 説明：(～ができる)
N3366 茶色 ちゃ[いろが L0A 説明：(～に塗る)
N3367 茶菓子 ちゃ[が]しが L2
N3368 茶漬け ちゃ[ずけが L0A 説明：(～を食べる)
N3369 茶筒 ちゃ[ずつが L0A 説明：(～に入れる)
N3370 茶の間 [ちゃのまが H0
N3371 茶碗 ちゃ[わんが L0A 説明：(～を割った)
N3372 注意 [ちゅーいが H0 説明：(～が足りない;～する)
N3373 中華 ちゅ[ー]かが L2 説明：(～か和食か)
N3374 中止 ちゅ[ーしが L0A 説明：(～が;～する)
N3375 注射 [ちゅーしゃが H0 説明：(～を打つ;～する)
N3376 駐車 [ちゅーしゃが H0
N3377 長歌 [ちょ]ーかが H1
N3378 調査 ちょ[ーさが L0A 説明：(～が;～する)
N3379 調子 [ちょーしが H0 説明：(身体の～で;～がいい性格) 
N3380 長者 [ちょー]じゃが H2 説明：(金持ち)
N3381 長寿 ちょ[ー]じゅが L2
N3382 長女 [ちょ]ーじょが H1
N3383 蝶蝶 [ちょ]ーちょが H1 説明：(～とトンボ.cf.ﾁｮｰﾁｮｰ)
N3384 丁度 ちょ[ー]どが L2 説明：(～間に合った)
N3385 調味 ちょ[ー]みが L2 説明：(～が;～する)
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N3386 調理 ちょ[ー]りが L2 説明：(～が;～する)
N3387 貯金 [ちょきんが H0 説明：(～が溜まる;～する)
N3388 直後 [ちょ]くごが H1
N3389 直射 ちょ[くしゃが L0A 説明：(日光の)
N3390 散らし [ちらしが H0 説明：(ビラ.～を配る)
N3391 ちんば ち[ん]ばが L2 説明：(びっこ)
N3392 追加 [ついかが H0 説明：(～が;～する)
N3393 序 [ついでが H0 説明：(～がある;～に;…した～に) 
N3394 使い [つかいが H0 説明：(～に行く,～を出す)
N3395 支え つ[かえが L0A 説明：(胸の～がおりる)
N3396 津軽 [つ]がるが H1 説明：(地名;りんご品種名)
N3397 疲れ [つかれが H0 説明：(～がたまる)
N3398 接ぎ木 [つぎきが H0 説明：(～をする)
N3399 月見 [つき]みが H2 説明：(満月に～をする;生卵入りの麺類) 
N3400 月夜 [つ]きよが H1 説明：(～に)
N3401 机 [つくえが H0 説明：(～で勉強する)
N3402 ツクシ つ[くしが L0A 説明：([土筆].植物名)
N3403 佃 つ[くだが L0A 説明：(地名;姓)
N3404 造り [つく]りが H2 説明：([作り].～を食べる;～がきゃしゃ) 
N3405 付け目 [つけ]めが H2 説明：(ねらいめ.そこが～だ)
N3406 都合 [つご]ーが H2 説明：(～がわるい)
N3407 都合 [つご]ーが H2 説明：(合計.～5 万円)
N3408 続き [つずきが H0 説明：(～を読む;～が悪い)
N3409 鼓 つ[ずみが L0A 説明：(楽器[ツツミ])
N3410 綴り [つず]りが H2 説明：(スペル)
N3411 ツツジ つ[つ]じが L2 説明：([躑躅].～が咲く.)
N3412 包み [つつ]みが H2 説明：(～を解く)
N3413 勤め [つと]めが H2 説明：(会社の～が;[務め]～を果たす) 
N3414 繋ぎ [つなぎが H0 説明：(話しの～に;料理)
N3415 津波 [つなみが H0 説明：(～が押し寄せる)
N3416 椿 つ[ば]きが L2 説明：(植物名.～が咲いた)
N3417 翼 つ[ばさが L0A 説明：(鳥の～;飛行機の～)
N3418 燕 つ[ば]めが L2 説明：(鳥名.～が飛ぶ)
N3419 蕾 [つぼみが H0 説明：(花の～が;半人前.まだまだ～だ) 
N3420 摘まみ [つまみが H0 説明：(チャンネル;酒の～)
N3421 詰まり [つま]りが H2 説明：(管の～をとる)
N3422 積み木 [つみきが H0 説明：(おもちゃの～)
N3423 強さ つ[よさが L0A 説明：(力の～)
N3424 剣 [つる]ぎが H2
N3425 釣瓶 [つる]べが H2 説明：(井戸)
N3426 つんぼ つ[ん]ぼが L2 説明：(聾)
N3427 手垢 [てあ]かが H2 説明：(～がつく)
N3428 手足 [てあ]しが H2 説明：(～を伸ばす;～となって働く) 
N3429 手当て [てあ]てが H2 説明：(病人の～;お金;～する) 
N3430 定期 [て]いきが H1 説明：(臨時と～;=定期券,～を買う) 
N3431 停止 て[いしが L0A 説明：(～が;～する)
N3432 定時 [てい]じが H2 説明：(～の番組)
N3433 停車 て[いしゃが L0A 説明：(～が;～する)
N3434 亭主 [て]いしゅが H1
N3435 程度 [ていどが H0 説明：(～が低い,その～)
N3436 手打ち て[うちが L0A 説明：(～の麺類)
N3437 手書き て[がきが L0A 説明：(～とワープロ)
N3438 手紙 [てがみが H0 説明：(～を書く)
N3439 手柄 [てが]らが H2 説明：(君の～だ)
N3440 出口 [で]ぐちが H1 説明：(～と入口)
N3441 手首 [てく]びが H2 説明：(～が細い)
N3442 手提げ て[さ]げが L2 説明：(～のかばん)
N3443 手品 て[じ]なが L2 説明：(奇術)
N3444 手数 [てす]ーが H2 説明：(～がかかる)
N3445 手摺り [てす]りが H2 説明：(階段の～につかまる)
N3446 手帳 て[ちょーが L0A 説明：(～を見る)
N3447 手付け [てつ]けが H2 説明：(～を貰う)
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N3448 徹夜 て[つやが L0A 説明：(～が続く;～する)
N3449 手抜き [てぬ]きが H2 説明：(仕事の～)
N3450 手拭き [てふ]きが H2 説明：(布)
N3451 出臍 で[べ]そが L2 説明：(へそ)
N3452 手本 [てほ]んが H2 説明：(習字の～;皆の～になる) 
N3453 出窓 で[まどが L0A 説明：(家の)
N3454 手鞠 [てま]りが H2 説明：(～で遊ぶ)
N3455 手持ち て[もちが L0A 説明：(～の金)
N3456 天下 [て]んかが H1 説明：(～をとる)
N3457 天気 [て]んきが H1 説明：(～がいい;～が心配)
N3458 電気 [で]んきが H1 説明：(～を付ける;～が流れる) 
N3459 天狗 て[んぐが L0A 説明：(化物;自慢.～になる)
N3460 電子 [で]んしが H1
N3461 電車 [で]んしゃが H1 説明：(路面電車;旧国電等の)
N3462 天守 [て]んしゅが H1 説明：(城の～)
N3463 電池 [で]んちが H1 説明：(～が切れる)
N3464 電話 [でんわが H0 説明：(～で話す;～する)
N3465 砥石 [と]いしが H1 説明：(～で研ぐ)
N3466 どいつ [どいつが H0 説明：(どれ;誰.～が)
N3467 十色 [と]いろが H1 説明：(種類数;色彩数.～が)
N3468 十日 [とーかが H0 説明：(この仕事に～をかける;～通う;一月～に)
N3469 道具 [どー]ぐが H2 説明：(仕事の～を揃える)
N3470 峠 [とー]げが H2 説明：(山の～;今夜が～だ)
N3471 通し と[ー]しが L2 説明：(～で見る)
N3472 闘志 [と]ーしが H1
N3473 冬至 [とー]じが H2 説明：(～と夏至)
N3474 湯治 [とーじが H0 説明：(温泉に～に行く)
N3475 当時 [とーじが H0 説明：(～は,の;～あった)
N3476 杜氏 [とーじが H0 説明：(酒の)
N3477 謄写 と[ーしゃが L0A
N3478 投書 [とーしょが H0 説明：(新聞への～;～する)
N3479 豆腐 [とー]ふが H2 説明：(～を買う;～１丁)
N3480 遠目 [とーめが H0 説明：(～にもすぐ分かる)
N3481 通り [とー]りが H2 説明：(その～,あなたの言う～) 
N3482 通り [とー]りが H2 説明：(管の～が悪い)
N3483 通り [とー]りが H2 説明：(道路.～に出る)
N3484 道理 [どー]りが H2 説明：(～で;～が引っ込む)
N3485 道路 [ど]ーろが H1 説明：(～が込んでいる)
N3486 童話 [どーわが H0
N3487 都会 と[かいが L0A 説明：(～と田舎)
N3488 トカゲ と[か]げが L2 説明：([蜥蜴].～とサソリ)
N3489 土方 ど[かたが L0A 説明：(人夫)
N3490 土管 ど[かんが L0A 説明：(～を埋める)
N3491 度胸 ど[きょ]ーが L2 説明：(～がある)
N3492 得意 と[くいが L0A 説明：(得手.～な,に;店の～)
N3493 木賊 [と]くさが H1 説明：([砥草].植物名)
N3494 特殊 と[くしゅが L0A 説明：(～だ,な)
N3495 読書 [ど]くしょが H1 説明：(～が趣味;～する)
N3496 戸口 [と]ぐちが H1 説明：(家の～で)
N3497 毒見 [どく]みが H2 説明：(食べ物の～;～する)
N3498 とぐろ [と]ぐろが H1 説明：(蛇が～を巻く)
N3499 時計 [とけいが H0 説明：(～が止まる)
N3500 どこも [どこ]もが H2 説明：(～かしこも;～駄目だ)
N3501 床屋 [とこやが H0 説明：(理髪店.～に行く)

N3502 所 [とこ]ろが, 
[ところが 

H2,
H0

説明：(親の～で;時と～を)。備考：親のH2；時と
～を H0

N3503 登山 [とざんが H0 説明：(～が好き;～する)
N3504 泥鰌 ど[じょーが L0A 説明：(～とウナギ)
N3505 土足 ど[そくが L0A 説明：(～はだめ)

N3506 土台 ど[だいが, 
ど[だ]いが 

L0A,
L2

説明：(建て物の～が;そもそも.～そんなことは)。
備考：建物 L0A；～そんなことは L2 

N3507 戸棚 [とだなが H0 説明：(～を開ける)
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N3508 トタン [とたんが H0 説明：(～と瓦)
N3509 途中 と[ちゅーが L0A 説明：(～で,の)
N3510 特許 とっ[きょが L0B
N3511 どっち [どっちが H0 説明：(どれ.～が良いか)
N3512 届け [とど]けが H2 説明：(役所への～)
N3513 隣 [となりが H0 説明：(左右の;家の～)
N3514 怒鳴り [どな]りが H2 説明：(～が聞こえる)
N3515 土俵 ど[ひょーが L0A 説明：(力士が～に上がる;同じ～で) 
N3516 扉 [と]びらが H1 説明：(戸の～;本の～)
N3517 土瓶 [どびんが H0 説明：(～で煎じる)
N3518 土木 [ど]ぼくが H1 説明：(～や建築;～を専攻)
N3519 泊まり [とまりが H0 説明：(宿直;宿泊.今日は～だ) 
N3520 共に [ともにが H0
N3521 土曜 ど[よーが L0A 説明：(曜日)
N3522 トヨタ [とよたが H0 説明：(会社名)
N3523 鳥居 [とりいが H0 説明：(神社の～)
N3524 俘 [とりこが H0 説明：(～になる;捕虜)
N3525 鳥目 [とりめが H0 説明：(病名.夜盲症)
N3526 努力 [ど]りょくが H1 説明：(～が;～する)
N3527 奴隷 ど[れいが L0A 説明：(身分;仕事の～になる)
N3528 とろろ [とろろが H0 説明：(山芋などの～)
N3529 鳶 と[ん]びが L2 説明：(鳥名;～が鷹を生む)
N3530 とんぼ と[んぼが L0A 説明：(～と蝉;鉛筆メーカー名;～を切る) 
N3531 内緒 [ないしょが H0 説明：(～にする,親に～で)
N3532 内野 [ないやが H0 説明：(野球)
N3533 直し [なお]しが H2 説明：(～に出す)
N3534 直り [なお]りが H2 説明：(～が遅い)
N3535 長居 [なが]いが H2 説明：(～は無用)
N3536 長さ な[がさが L0A 説明：(時間の;距離の.～を測る) 

N3537 流し [なが]しが, 
[な]がしが 

H2,
H1

説明：(台所;芸人;タクシー)。備考：台所 H2；芸
人・タクシーH1

N3538 半ば [な]かばが H1 説明：(八月の～に)
N3539 仲間 [なか]まが H2 説明：(～と一緒に;鴕鳥は鳥の～か) 
N3540 中身 な[か]みが L2 説明：(箱の～を出す;見掛けより～だ) 
N3541 長屋 な[がやが L0A 説明：(～に住む)
N3542 流れ [なが]れが H2 説明：(川の～;流派.…の～を汲む) 
N3543 嘆き [なげ]きが H2 説明：(～が深まる)
N3544 名古屋 [な]ごやが H1 説明：(地名)
N3545 名付け [なずけが H0 説明：(～をする)
N3546 なすび な[すびが L0A 説明：(野菜名.[茄子].ナス)
N3547 菜種 [なたねが H0 説明：(植物名.～から油を)
N3548 なだれ [なだれが H0 説明：([雪崩].～が発生;一斉に～を打って) 
N3549 夏場 [なつばが H0 説明：(～に弱い)
N3550 菜っ葉 なっ[ぱが L0B 説明：(野菜の)
N3551 なつめ [なつめが H0 説明：([棗].果物名;茶道具)
N3552 七つ [ななつが H0 説明：(数,歳が～になる;～買った) 
N3553 斜め [ななめが H0 説明：(～に渡る,～の線)
N3554 何が な[にがが L0A 説明：(～あるの)
N3555 浪花 [なにわが H0 説明：(地名.大阪;店名･芸名)
N3556 七日 [なの]かが H2 説明：(～をかけて;～通う;一月～.[ﾅﾇｶ]) 
N3557 名札 [な]ふだが H1 説明：(～を付ける)
N3558 名前 [なまえが H0 説明：(氏名;ものの～)
N3559 怠け [なまけが H0 説明：(～がひどい)
N3560 なまこ [な]まこが H1 説明：([海鼠].～を採る;～を食べる) 
N3561 なます [な]ますが H1 説明：([膾].～を作る;熱物に懲りて…) 
N3562 鯰 な[まずが L0A 説明：(～とウナギ)
N3563 鉛 な[ま]りが L2 説明：(金属.～で出来ている)
N3564 訛り な[ま]りが L2 説明：(ことばに～がある)
N3565 涙 [な]みだが H1 説明：(～が出る;～を飲む)
N3566 悩み [なや]みが H2 説明：(～を打ち明ける)
N3567 習い [なら]いが H2 説明：(世の～)
N3568 並び [ならびが H0 説明：(～が悪い;この家の～に) 
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N3569 成田 [な]りたが H1 説明：(地名;人名.社会党政治家) 
N3570 為り手 [なり]てが H2 説明：(～がない)
N3571 難儀 [なん]ぎが H2 説明：(～をする;～な,に)
N3572 何時 な[ん]じが L2 説明：(～に行くか)
N3573 何と な[ん]とが L2 説明：(～言う人？)
N3574 匂い [にお]いが H2 説明：(～がする)
N3575 二回 [にか]いが H2 説明：(～で;～行った)
N3576 二階 に[かいが L0A 説明：(百貨店の～)
N3577 二月 [にが]つが H2 説明：(～になる;～３日)
N3578 苦手 [にが]てが H2 説明：(～をなくす;～な科目,になる) 
N3579 膠 [にかわが H0 説明：([煮皮].～でくっつける) 
N3580 にきび [に]きびが H1 説明：(顔に～ができる)
N3581 握り [にぎりが H0 説明：(寿司.～を注文;～が弱い) 
N3582 二組 [に]くみが H1 説明：(一年の～)
N3583 肉屋 [にく]やが H2 説明：(～がある;～になる)
N3584 逃げ場 [にげ]ばが H2 説明：(避難場所;もう～がない) 
N3585 二号 [にご]ーが H2 説明：(号数.一号,～;妾)
N3586 二合 [にご]ーが H2 説明：(酒は～でいい;～飲む)
N3587 二才 [にさ]いが H2 説明：(～の女の子;～年上)
N3588 二三 に[さ]んが L2 説明：(～が六;～心当たりが)
N3589 錦 [に]しきが H1 説明：(織物;郷里に～を飾る)
N3590 西日 [にし]びが H2 説明：(～が当たる)
N3591 二週 [にしゅ]ーが H2 説明：(～が;～経った)
N3592 二十 に[じゅーが L0A 説明：(数,歳.～と三十;～ある) 
N3593 二重 に[じゅ]ーが L2 説明：(～に)
N3594 ニシン に[し]んが L2 説明：(魚名.～が獲れる)
N3595 二束 [にそ]くが H2 説明：(薪など)
N3596 二代 に[だいが L0A 説明：(初代と～)
N3597 二段 [にだ]んが H2 説明：(剣道,階段.一段,～;～上) 
N3598 二丁 に[ちょーが L0A 説明：(距離)
N3599 二丁 に[ちょーが L0A 説明：(拳銃.～が;～ある)
N3600 日露 [に]ちろが H1 説明：(日清と～)
N3601 日記 [にっ]きが H2 説明：(～をつける)
N3602 日射 [にっ]しゃが H2 説明：(激しい～)
N3603 二等 [にと]ーが H2 説明：(列車;くじびき)
N3604 二トン [にと]んが H2 説明：(重量)
N3605 二年 に[ねんが L0A 説明：(年数;学年)
N3606 二敗 に[はいが L0A 説明：(～で;～する)
N3607 二倍 に[ば]いが L2 説明：(～が;～する)
N3608 二泊 [には]くが H2 説明：(～が;～する)
N3609 二番 に[ばんが L0A 説明：(番号;自分より～前の人) 
N3610 二百 [にひゃ]くが H2 説明：(～が;～ある)
N3611 荷札 に[ふ]だが L2 説明：(～を貼る)
N3612 二本 に[ほんが L0A 説明：(～でいくら;～ある)
N3613 日本 [にほ]んが H2 説明：(～が優勝)
N3614 二枚 に[まいが L0A 説明：(～が;～ある)
N3615 荷物 [に]もつが H1 説明：(～が多い)
N3616 睨み [にらみが H0 説明：(～をきかす)
N3617 俄 に[わ]かが L2 説明：(～に;喜劇)
N3618 庭木 [にわきが H0 説明：(～を手入れする)
N3619 庭師 [にわ]しが H2
N3620 人気 [に]んきが H1 説明：(～がある)
N3621 忍者 [に]んじゃが H1 説明：(～がいた;～服部)
N3622 縫い目 [ぬい]めが H2 説明：(～が粗い)
N3623 抜け目 [ぬけめが H0 説明：(～がない)
N3624 塗り絵 [ぬりえが H0 説明：(～で遊ぶ)
N3625 値上げ [ねあげが H0 説明：(～を行なう;～する)
N3626 寝息 [ねいきが H0 説明：(～を立てる)
N3627 音色 ね[いろが L0A 説明：(～が良い)
N3628 値打ち [ねうちが H0 説明：(～がある)
N3629 寝起き [ねおきが H0 説明：(ここで～する;～が悪い子供) 
N3630 願い [ねが]いが H2 説明：(～を聞き入れる)
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N3631 寝顔 [ねがおが H0 説明：(～がかわいい)
N3632 猫背 ね[こ]ぜが L2 説明：(背中が～になる)
N3633 寝言 [ねごとが H0 説明：(寝ながら～を言う;訳の分からないこと)
N3634 鼠 ね[ずみが L0A 説明：(～と猫;干支;色名)
N3635 寝相 [ねぞーが H0 説明：(～が悪い)
N3636 値段 [ね]だんが H1 説明：(～を付ける)
N3637 根っこ ねっ[こが L0B 説明：(植物の根)
N3638 寝ても [ね]てもが H1 説明：(かりに～)
N3639 寝床 [ねど]こが H2 説明：(～に入る)
N3640 粘り [ねば]りが H2 説明：(～が激しい)
N3641 寝坊 ね[ぼ]ーが L2 説明：(～が)
N3642 眠気 [ねむけが H0 説明：(～がさす)
N3643 眠り [ねむりが H0 説明：(～が浅い)
N3644 根元 ね[も]とが L2 説明：(～が腐る)
N3645 狙い [ねら]いが H2 説明：(～を定める)
N3646 練馬 [ねりまが H0 説明：(地名.東京)
N3647 年賀 [ねんがが H0 説明：(～の挨拶)
N3648 年季 ね[んきが L0A 説明：(～が入っている;奉公の～) 
N3649 年貢 ね[んぐが L0A 説明：(封建時代の～;～の納め時) 
N3650 捻挫 ね[んざが L0A 説明：(～に気を付ける;～する) 
N3651 年始 [ねんしが H0 説明：(年末と～;～の客)
N3652 年度 [ねん]どが H2 説明：(～が変わる)
N3653 粘土 ね[んどが L0A 説明：(陶器用;遊び用.～をこねる) 
N3654 濃霧 の[ー]むが L2 説明：(～のため)
N3655 野菊 の[ぎ]くが L2 説明：(植物名;～の墓)
N3656 残り [のこ]りが H2 説明：(～はいくらか)
N3657 覗き [のぞきが H0 説明：(のぞくこと;～で捕まる;見せ物) 
N3658 望み [のぞみが H0 説明：(回復の～;～をかける;人名) 
N3659 のっぽ のっ[ぽが L0B 説明：(～とチビ;背が～な人,になる) 
N3660 野原 の[は]らが L2 説明：(～で遊ぶ)
N3661 上り [のぼりが H0 説明：(山道の～;東京方面行)
N3662 幟 [のぼりが H0 説明：(～をたてる)
N3663 飲まず の[ま]ずが L2 説明：(飲まない;～に)
N3664 飲み屋 の[みやが L0A 説明：(～で一杯やる)
N3665 乗り気 [のりきが H0 説明：(～になる)
N3666 乗り場 [のりばが H0 説明：(バスの～)
N3667 のれん の[れんが L0A 説明：([暖簾].～が出ている;～に腕押し) 
N3668 のろし [のろしが H0 説明：([狼煙].～を上げる)
N3669 のろま の[ろまが L0A 説明：(ぐず.～が;～な奴,になる) 
N3670 呑気 [の]んきが H1 説明：(～な人,～に構える)
N3671 排気 は[いきが L0A 説明：(～が;～する)
N3672 俳句 [は]いくが H1 説明：(～を作る)
N3673 背後 [は]いごが H1 説明：(～から)
N3674 歯医者 [は]いしゃが H1 説明：(～に行く;～になる)
N3675 羽織 [はおりが H0 説明：(～を着る)
N3676 葉書 [はがきが H0 説明：(郵便の～と切手)
N3677 博士 は[かせが L0A 説明：(～になる)
N3678 博多 [はかたが H0 説明：(地名)
N3679 はがね [はがねが H0 説明：(鋼.～で出来ている)
N3680 袴 [はか]まが H2 説明：(～を着る;つくし等の～) 
N3681 秤 は[か]りが L2 説明：(道具名;両方を～にかけて判断) 
N3682 吐き気 [はき]けが H2 説明：(病気;嫌悪.～がする)
N3683 歯切れ [はぎれが H0 説明：(～が悪い言い方)
N3684 歯茎 は[ぐ]きが L2 説明：(～が腫れた)
N3685 白紙 は[くしが L0A 説明：(白い紙;答案を～で出す;計画を～に戻す)
N3686 拍手 [はくしゅが H0 説明：(～が多い;～する)
N3687 歯糞 は[く]そが L2 説明：(～が溜まる)
N3688 ばくち ば[く]ちが L2 説明：([博打].～を打つ)
N3689 幕府 ば[くふが L0A
N3690 運び [はこびが H0 説明：(荷物の～;話しの～;する～となった) 
N3691 鋏 は[さ]みが L2 説明：(～で切る;じゃんけんの;蟹の～) 
N3692 はしか [はし]かが H2 説明：([麻疹].～にかかる)
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N3693 弾き [はじ]きが H2 説明：(水の～)
N3694 梯子 は[し]ごが L2 説明：(～にのぼる;酒の～をする) 
N3695 初め [はじめが H0 説明：(～と終り;まず～に;男名) 
N3696 柱 は[し]らが L2 説明：(～を建てる;一家の～)
N3697 はしり [はし]りが H2 説明：(台所の流し)

N3698 走り [はし]りが, 
は[し]りが 

H2,
L2

説明：(走り方.車の～;旬より早い食物)。備考：走
り方・車の～H2；旬より早い食物 L2 

N3699 はずみ [はずみが H0 説明：(ものの～に)

N3700 外れ は[ず]れが, 
[はず]れが 

L2,
H2

説明：(くじ.～と当たり;村の～に)。備考：くじ・
～と当たり L2；村の～が H2

N3701 裸 は[だかが L0A 説明：(～になる;～の付き合い) 
N3702 はたき [はた]きが H2 説明：(掃除道具)
N3703 肌着 [はだ]ぎが H2 説明：(～を着る)
N3704 畑 は[た]けが L2 説明：(～と田;専門.～が違う) 
N3705 裸足 は[だしが L0A 説明：(～で歩く.履き物なし,素足) 
N3706 二十歳 [は]たちが H1 説明：(～になる)
N3707 八分 [はち]ぶが H2 説明：(長さなど.～で;～ある) 
N3708 二十日 [はつかが H0 説明：(～が過ぎた;～経った)
N3709 薄荷 はっ[かが L0B 説明：(香料.～が入ってｽｰｽｰする) 
N3710 八九 はっ[くが L0B 説明：(～七十二;年は六十～)
N3711 八卦 はっ[けが L0B 説明：(当たるも～;～を置く)
N3712 発車 はっ[しゃが L0B 説明：(～は 10 時;～する)
N3713 ばった ばっ[たが L0B 説明：([蝗].～とイナゴ)
N3714 発破 [はっぱが H0 説明：(～をかける.ﾀﾞｲﾅﾏｲﾄで;激励) 
N3715 葉っぱ [はっ]ぱが H2 説明：(葉.～が落ちる)
N3716 はっぴ はっ[ぴが L0B 説明：([法被].～を着る)
N3717 鼻緒 [はなおが H0 説明：(下駄の～をすげる)
N3718 話 [はな]しが H2 説明：(～をする;～がある)
N3719 鼻血 [はなじが H0 説明：(～が出る)
N3720 花火 [は]なびが H1 説明：(～を打ち上げる)
N3721 花見 [はな]みが H2 説明：(～をする)

N3722 離れ は[な]れが, 
[はな]れが 

L2,
H2

説明：(～に住む;実の～が悪い)。備考：～に住む
L2；実の～がH2

N3723 花輪 [はなわが H0 説明：(慶弔の～を贈る)
N3724 場面 [ば]めんが H1 説明：(～が変わる)
N3725 刃物 [はも]のが H2 説明：(～を突き付ける)
N3726 林 [はや]しが H2 説明：(～と森;姓)
N3727 早寝 は[やねが L0A 説明：(～が;～する)
N3728 はやり は[や]りが L2 説明：([流行]. 近の～だ)
N3729 払い [はら]いが H2 説明：(～が悪い)
N3730 馬力 [ば]りきが H1 説明：(～がある)
N3731 針師 は[り]しが L2
N3732 晴れ着 [はれ]ぎが H2 説明：(～を買う)
N3733 晴れ間 [はれまが H0 説明：(梅雨の～に)
N3734 波浪 は[ろーが L0A 説明：(～が高い)
N3735 範囲 [は]んいが H1 説明：(～が広い)
N3736 繁華 [はんかが H0 説明：(～だ,な土地)
N3737 版画 は[んがが L0A 説明：(～を彫る)
N3738 判こ は[んこが L0A 説明：(印鑑.～を押す)
N3739 半紙 [は]んしが H1 説明：(～に書く)
N3740 反射 [はんしゃが H0 説明：(～が;～する)
N3741 半田 [はんだが H0 説明：(金属を～で付ける)
N3742 番茶 [ばんちゃが H0 説明：(安物の煎茶;焙じ茶)
N3743 半端 は[んぱが L0A 説明：(～の,な;～が出る)
N3744 贔屓 [ひ]ーきが H1 説明：(えこひいき)
N3745 贔屓 [ひ]ーきが H1 説明：(店を～にする)
N3746 被害 ひ[がいが L0A 説明：(～は少ない)
N3747 控え [ひか]えが H2 説明：(メモ.～をとる)
N3748 比較 [ひかくが H0 説明：(～が難しい;～する)
N3749 日蔭 [ひ]かげが H1 説明：([日陰].～と日向)
N3750 東 [ひが]しが H2 説明：(～と西.方角;政治体制;) 
N3751 僻み [ひが]みが H2 説明：(～がある)
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N3752 光 [ひか]りが H2 説明：(太陽の～が;新幹線の～とこだま) 
N3753 彼岸 [ひがんが H0 説明：(春秋の.今日は～だ;悟り 
N3754 卑怯 [ひ]きょーが H1 説明：(～な態度,に)
N3755 日暮れ [ひぐ]れが H2 説明：(～と夜明け)
N3756 引けめ [ひけめが H0 説明：(～を感じる)
N3757 飛行 ひ[こーが L0A 説明：(～が;～する)
N3758 庇 [ひさしが H0 説明：(家の～;帽子の～)
N3759 日差し [ひざしが H0 説明：(～が強い)
N3760 ひじき [ひじ]きが H2 説明：(海藻名.～を油炒めに)
N3761 美術 [び]じゅつが H1
N3762 非常 ひ[じょーが L0A 説明：(～の事態)
N3763 美人 [び]じんが H1 説明：(～が多い)
N3764 日付け [ひずけが H0 説明：(～が間違っている)
N3765 ひずめ [ひずめが H0 説明：([蹄].馬などの～)
N3766 額 [ひたいが H0 説明：(おでこ.～が広い)
N3767 火種 ひ[だねが L0A 説明：(火の;紛争の～)
N3768 左 ひ[だりが L0A 説明：(～と右.方向;左手;左翼思想) 
N3769 筆記 ひっ[きが L0B 説明：(～が;～する)
N3770 びっこ びっ[こが L0B 説明：(～をひく;あの人は～だ) 
N3771 羊 [ひつじが H0 説明：(～とヤギ;[未]干支)
N3772 日照り [ひでりが H0 説明：(～が続く)
N3773 ひとえ ひ[と]えが L2 説明：([単衣].～と袷)
N3774 一重 ひ[と]えが L2 説明：(花の～と八重;まぶた)
N3775 人気 [ひとけが H0 説明：(～がない所)
N3776 一つ ひ[と]つが L2 説明：(～はこれだ;～買った)
N3777 ヒトデ [ひとでが H0 説明：([海星].海に～がいる)
N3778 人手 [ひとでが H0 説明：(～が足りない)
N3779 人出 [ひとでが H0 説明：(～が多い)
N3780 瞳 [ひとみが H0 説明：(目の～が;女名)
N3781 一目 [ひと]めが H2 説明：(～で分かる;～見たい)
N3782 人目 [ひとめが H0 説明：(～が多い,～につく)
N3783 一人 ひ[と]りが L2 説明：(～でやる;～来た)
N3784 日なた [ひなたが H0 説明：(～と日陰)
N3785 避難 [ひ]なんが H1 説明：(～が;～する)
N3786 皮肉 [ひにくが H0 説明：(～を言う;～な運命)
N3787 日にち [ひにちが H0 説明：(～がたつ)
N3788 ひのき [ひ]のきが H1 説明：([桧].木名,建材)
N3789 日の出 [ひのでが H0 説明：(～を見る)
N3790 火の見 [ひのみが H0 説明：(～に出る)
N3791 火箸 [ひ]ばしが H1 説明：(火鉢などの)
N3792 火鉢 ひ[ばちが L0A 説明：(～に当たる)
N3793 火花 ひ[ば]なが L2 説明：(火の;争いの～をちらす) 
N3794 ヒバリ ひ[ばりが L0A 説明：([雲雀].～が鳴く;女名.美空～) 
N3795 響き [ひび]きが H2 説明：(～が聞こえる;言葉の～が良い) 
N3796 干乾し [ひぼしが H0 説明：(～になる.空腹)
N3797 秘密 [ひみつが H0 説明：(～がある;～だ,の,に)
N3798 悲鳴 [ひめいが H0 説明：(～をあげる)
N3799 姫路 [ひめじが H0 説明：(地名)
N3800 火元 ひ[もとが L0A 説明：(火事の～はどこか)
N3801 干物 [ひも]のが H2 説明：(魚の～を買う)
N3802 日焼け [ひやけが H0 説明：(～を防ぐ)
N3803 百歩 ひゃっ[ぽが L0B 説明：(～で;～歩く)
N3804 費用 [ひ]よーが H1 説明：(～がかかる)
N3805 美容 び[よーが L0A
N3806 評価 [ひょ]ーかが H1 説明：(～が;～する)
N3807 病気 [びょーきが H0 説明：(～にかかる;あれじゃまるで～だ) 
N3808 拍子 [ひょー]しが H2 説明：(～をとる;…した～に)
N3809 表紙 [ひょー]しが H2 説明：(～を付ける)
N3810 屏風 びょ[ーぶが L0A 説明：(～を立てる)

N3811 ヒヨコ [ひよこが H0 
説明：([雛].鳥の～;あの人はまだ～だ)。備考：鳥
の雛「[ひよこが H0」；あの人はまだ～だ「[ひよ
っこが H0」
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N3812 開き [ひら]きが H2 説明：(鯵の～を買う;戸の一種;差.～が大きい) 
N3813 平手 ひ[らてが L0A 説明：(～で殴る)
N3814 ひらめ ひ[らめが L0A 説明：([鮃,平目].魚名)
N3815 肥料 ひ[りょーが L0A 説明：(～をやる)
N3816 昼寝 [ひるねが H0 説明：(～が好き;～する)
N3817 昼間 [ひるまが H0 説明：(～から;～行った)
N3818 比例 ひ[れいが L0A 説明：(～が;～する)
N3819 披露 ひ[ろーが L0A 説明：(～が;～する)
N3820 広さ ひ[ろさが L0A 説明：(～を測る)
N3821 広場 ひ[ろ]ばが L2 説明：(～に集まる)
N3822 広間 ひ[ろ]まが L2 説明：(大きな～がある)
N3823 品種 [ひんしゅが H0
N3824 不安 ふ[あんが L0A 説明：(～が残る;～な様子,になる) 
N3825 ふいご ふ[いごが L0A 説明：([鞴].鍛冶屋の.cf.ﾌｲｺﾞｰ) 
N3826 夫婦 [ふ]ーふが H1 説明：(～になる;～揃って)
N3827 不得手 [ふ]えてが H1 説明：(～と得手;～な科目,になる) 
N3828 深み [ふか]みが H2 説明：(～にはまる;～がある話) 
N3829 付近 [ふ]きんが H1 説明：(～の住宅;その～で)
N3830 布巾 [ふき]んが H2 説明：(～で拭く)
N3831 福井 [ふく]いが H2 説明：(地名;姓)
N3832 服地 [ふくじが H0 説明：(～を買う)
N3833 袋 [ふく]ろが H2 説明：(～に入れる)
N3834 父兄 ふ[けいが L0A
N3835 不潔 ふ[けつが L0A 説明：(～な所,に)
N3836 不孝 [ふ]こーが H1
N3837 ふざけ [ふざけが H0 説明：(～がすぎる)

N3838 無沙汰 [ぶさたが H0 説明：(～を致しております)。備考：[ごぶさたが
H0

N3839 不思議 [ふしぎが H0 説明：(～な話,に)
N3840 節目 [ふし]めが H2 説明：(木の～が;人生の～)
N3841 無精 [ぶしょーが H0 説明：(～な,だ,に)
N3842 婦人 [ふじんが H0
N3843 襖 [ふす]まが H2 説明：(～と障子)
N3844 不正 ふ[せいが L0A 説明：(～を許さぬ)
N3845 不戦 [ふせんが H0 説明：(～を誓う)
N3846 不足 [ふそくが H0 説明：(～が出る;～する)
N3847 付属 [ふぞくが H0 説明：(～の学校,部品)
N3848 舞台 [ぶ]たいが H1 説明：(劇場の～で;清水の～から) 
N3849 部隊 [ぶ]たいが H1
N3850 二重 ふ[た]えが L2 説明：(花;瞼が～だ)
N3851 双子 ふ[たごが L0A 説明：(～が生まれた)

N3852 二つ [ふた]つが H2 説明：(～が揃って;～買った)。備考：[ふたー]つ
が H3,[ふた]ーつが H2

N3853 二人 [ふた]りが H2 説明：(～が出会った場所;～来た)。備考：[ふたー]
りが H3,[ふた]ーりが H2

N3854 不断 ふ[だんが L0A 説明：(～の努力)
N3855 普段 [ふ]だんが H1 説明：(～は;～行く店)
N3856 普通 ふ[つーが L0A 説明：(～だ,の;列車の～と急行) 
N3857 二日 [ふつかが H0 説明：(～をかけて;～通う;一月～に行く) 
N3858 不動 ふ[どーが L0A 説明：(仏名;～の姿勢)
N3859 武道 [ぶ]どーが H1
N3860 葡萄 [ぶどーが H0 説明：(～を食べる;～を植える) 
N3861 太り [ふと]りが H2 説明：(果物の～が悪い)
N3862 布団 [ふとんが H0 説明：(～を敷く)
N3863 赴任 [ふにんが H0 説明：(～が;～する)
N3864 吹雪 [ふぶ]きが H2 説明：(～になる)
N3865 部分 [ぶ]ぶんが H1 説明：(～と全体;その～が)
N3866 不便 [ふ]べんが H1 説明：(～な生活,になる;～を我慢して) 
N3867 踏まず [ふま]ずが H2 説明：(踏まない.～に)
N3868 不満 ふ[まんが L0A
N3869 不眠 ふ[みんが L0A
N3870 不明 ふ[めいが L0A 説明：(行方が～の人;～を恥じる) 
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N3871 麓 [ふもとが H0 説明：(山の～に)
N3872 冬場 [ふゆばが H0 説明：(～を乗りきる)
N3873 扶養 ふ[よーが L0A 説明：(～が;～する)
N3874 舞踊 ぶ[よーが L0A
N3875 振り子 [ふりこが H0 説明：(時計の～;～を元に戻す) 
N3876 不良 ふ[りょーが L0A 説明：(商品が～だ;人.～になる) 
N3877 篩 [ふる]いが H2 説明：(道具名;～にかけて選抜する) 
N3878 古着 ふ[るぎが L0A 説明：(～を送る)
N3879 付録 [ふろくが H0
N3880 風呂場 [ふろ]ばが H2 説明：(～で倒れた)
N3881 風呂屋 [ふろ]やが H2
N3882 文化 [ぶ]んかが H1
N3883 ブブ [ぶんぶが H0 説明：(茶,湯)
N3884 陛下 [へ]いかが H1
N3885 兵器 [へ]いきが H1
N3886 平気 [へいきが H0 説明：(～な顔で,になる)
N3887 平家 [へ]いけが H1 説明：(源氏と～)
N3888 平次 [へ]いじが H1 説明：(人名)
N3889 平野 [へいやが H0
N3890 平和 [へいわが H0
N3891 ヘチマ へ[ちまが L0A 説明：([糸瓜].植物名;～でこする) 
N3892 別居 べっ[きょが L0B 説明：(～が;～する)
N3893 別府 べっ[ぷが L0B 説明：(地名)
N3894 ペテン [ぺてんが H0 説明：(いんちき)
N3895 減らず [へら]ずが H2 説明：(減らない)
N3896 変異 [へ]んいが H1
N3897 変化 へ[ん]かが L2 説明：(～が起こる;～する)
N3898 弁護 [べ]んごが H1 説明：(～が;～する)
N3899 返事 [へん]じが H2 説明：(～をする,～を書く;～する) 
N3900 便所 [べ]んじょが H1 説明：(～に行く)
N3901 便利 [べ]んりが H1 説明：(～な所,～になる)
N3902 保育 ほ[い]くが L2 説明：(～が;～する)
N3903 箒 [ほ]ーきが H1 説明：(～で掃く)
N3904 法師 [ほ]ーしが H1
N3905 法事 [ほーじが H0 説明：(死者の)
N3906 帽子 ぼ[ーしが L0A 説明：(～を被る)
N3907 放射 ほ[ーしゃが L0A 説明：(～が;～する)
N3908 坊主 ぼ[ー]ずが L2 説明：(僧侶;男児.うちの～は;頭髪.～になる) 
N3909 褒美 ほ[ーびが L0A 説明：(～をもらう)
N3910 募金 ぼ[きんが L0A 説明：(～が;～する)
N3911 捕鯨 [ほげいが H0
N3912 補欠 [ほけつが H0
N3913 保健 [ほけんが H0
N3914 保険 [ほけんが H0
N3915 誇り [ほこりが H0 説明：(～をもつ)
N3916 埃 [ほこりが H0 説明：(～が溜まる)
N3917 募集 [ぼしゅーが H0 説明：(～が;～する)
N3918 保証 [ほしょーが H0 説明：(～が;～する)
N3919 舗装 [ほそーが H0 説明：(～が;～する)
N3920 帆立て [ほたてが H0 説明：(～を食べる)
N3921 蛍 [ほ]たるが H1 説明：(虫名.～が飛ぶ)
N3922 牡丹 [ぼ]たんが H1 説明：(植物名.～が咲く)
N3923 発作 ほっ[さが L0B 説明：(病気の～)
N3924 歩道 [ほ]どーが H1
N3925 仏 [ほとけが H0 説明：(神と～;死人;人の良い.～の○○) 
N3926 辺り [ほとりが H0 説明：(池の～に)
N3927 骨身 [ほね]みが H2 説明：(～にこたえる,～を削る) 
N3928 炎 ほ[の]ーが L2 説明：(～が上がる;ガスの～)
N3929 本気 [ほんきが H0 説明：(～になる,～だ)
N3930 本家 [ほ]んけが H1 説明：(～と分家)
N3931 本社 [ほ]んしゃが H1
N3932 本土 [ほ]んどが H1
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N3933 本場 [ほんばが H0 説明：(リンゴの～は)
N3934 本部 [ほ]んぶが H1
N3935 本屋 [ほん]やが H2 説明：(書物の.～がある;～を始める) 
N3936 迷子 ま[い]ごが L2 説明：(～になる)
N3937 真上 [まうえが H0 説明：(～に)
N3938 前歯 ま[え]ばが L2 説明：(口の～が抜けた;下駄の～) 
N3939 間際 [まぎわが H0 説明：(出かける～に)
N3940 間口 [ま]ぐちが H1 説明：(家の～と奥行き)
N3941 枕 [ま]くらが H1 説明：(寝る時の;話の～に)
N3942 まぐれ ま[ぐ]れが L2 説明：(偶然.～で,だ)
N3943 マグロ ま[ぐろが L0A 説明：([鮪].～を釣る;～を食べる) 
N3944 負けず [まけ]ずが H2 説明：(～に)

N3945 誠 ま[ことが L0A 説明：(～に;嘘と～.cf.男名)。備考：土佐弁で「げ
に、まっこと」

N3946 摩擦 ま[さつが L0A 説明：(～で熱が;日米の～;～する) 
N3947 柾目 [まさ]めが H2 説明：(木の～と板目)
N3948 真近 ま[じかが L0A 説明：(～だ,の,に迫る)
N3949 真面目 ま[じ]めが L2 説明：(～な,に考える)
N3950 麻酔 ま[すいが L0A
N3951 桝目 [ます]めが H2 説明：(模様の一種;原稿用紙の～) 
N3952 真っ赤 [まっ]かが H2 説明：(～な顔,になる)
N3953 まつ毛 ま[つ]げが L2 説明：([睫].まぶたの)
N3954 マッチ [まっ]ちが H2 説明：([燐寸].～で火を)
N3955 松葉 ま[つ]ばが L2
N3956 祭り [まつりが H0 説明：(秋の～)
N3957 纏め [まと]めが H2 説明：(～をする)
N3958 眼 [ま]なこが H1
N3959 真夏 [まなつが H0 説明：(～に)
N3960 魔法 [まほーが H0 説明：(～を使う)
N3961 マムシ [まむしが H0 説明：([蝮].毒蛇)
N3962 守り [まもりが H0 説明：(攻撃と～)
N3963 麻薬 ま[やくが L0A 説明：(～を密輸する)
N3964 迷い [まよ]いが H2 説明：(気持ちに～がある)
N3965 魔除け [まよけが H0 説明：(～,虫除け,…)
N3966 丸木 [まるきが H0
N3967 丸太 [まるたが H0 説明：(材木の)
N3968 回し [まわしが H0 説明：(相撲取りのしめる)

N3969 回り [まわりが, 
[まわ]りが 

H0,
H2

説明：(回転.～が悪い;周囲.家の～)。備考：回転・
～が悪い H0；周囲・家の～H2 

N3970 漫画 [まんがが H0 説明：(～を読む;まるで～だ)
N3971 まんま [まん]まが H2 説明：(飯;～の食い上げだ)
N3972 見合い [みあいが H0 説明：(～で結婚.cf.オミアイ)
N3973 身内 [みうちが H0 説明：(～に相談する)
N3974 磨き [みがきが H0 説明：(～が足らん)
N3975 御影 [みかげが H0 説明：(地名.兵庫県)
N3976 味方 [みかたが H0 説明：(敵と～に分かれて)

N3977 身軽 [みがるが, 
み[がるが 

H0,
L0A 説明：(～な,～に動ける) 

N3978 みかん [み]かんが H1 説明：([蜜柑].～とリンゴ)
N3979 右手 [みぎてが H0 説明：(手;右方向.～をごらん下さい) 
N3980 見事 [みご]とが H2 説明：(～だ,な,に)
N3981 見込み [みこみが H0 説明：(卒業の～だ,～が違った) 
N3982 操 [みさおが H0 説明：(～を守る;女名)
N3983 岬 [み]さきが H1 説明：(海に突き出ている)
N3984 微塵 [みじんが H0 説明：(～に)
N3985 水着 [みず]ぎが H2 説明：(～を着る)
N3986 店屋 [みせ]やが H2 説明：(～を始める)
N3987 晦日 み[そかが L0A
N3988 みぞれ [みぞれが H0 説明：([霙].雨や～;かき氷の)
N3989 三日 [みっかが H0 説明：(～をかけて;～通う;一月～に行く) 
N3990 三つ [みっ]つが H2 説明：(数,歳が～になる;～買った) 
N3991 密度 [み]つどが H1
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N3992 三つ葉 み[つばが L0A 説明：(～とセリ;～のクローバー) 
N3993 認め [みと]めが H2 説明：(印鑑)

N3994 緑 み[ど]りが, 
[み]どりが 

L2,
H1 説明：(松の～;女名)。備考：松の～L2；女名 H1 

N3995 緑 み[ど]りが L2 説明：(色名)
N3996 港 [みなとが H0 説明：(船が～に入る)
N3997 南 [み]なみが H1 説明：(姓)

N3998 南 [みなみが H0 説明：(方角.～を向く)。備考：「みんなみが H0」
は雅語

N3999 見張り [みはりが H0 説明：(～をする;～をたてる)
N4000 身振り [みぶ]りが H2 説明：(～で知らせる)
N4001 身分 [み]ぶんが H1 説明：(～が高い)
N4002 見本 [みほんが H0 説明：(～を見せる)
N4003 見舞い [みまいが H0 説明：(病人の～に行く.cf.オｰ) 
N4004 ミミズ み[みずが L0A 説明：([蚯蚓].～がいる)
N4005 身元 [みもとが H0 説明：(～が確かだ)
N4006 土産 [みやげが H0 説明：(旅行の～を買う;訪問の～) 
N4007 都 [みやこが H0 説明：(首都.京の～;住めば～) 
N4008 茗荷 みょ[ーがが L0A 説明：(植物名.～を食べる)
N4009 名字 みょ[ー]じが L2 説明：(姓.～と名前)
N4010 未来 [み]らいが H1 説明：(～は明るい)
N4011 魅力 [み]りょくが H1 説明：(～がある)
N4012 味醂 [みりんが H0 説明：(～で味付けする)
N4013 未練 [み]れんが H1 説明：(～がある)
N4014 みんな み[ん]なが L2 説明：(～が,で;～食べた)。備考：みん[な]ーが L3B
N4015 六日 [むいかが H0 説明：(～をかけて;～通う;一月～に行く) 
N4016 向かい [むかいが H0 説明：(家の～に)
N4017 迎え [むかえが H0 説明：(～に出る;盆の～)
N4018 昔 む[か]しが L2 説明：(～は,の友達;～あった) 
N4019 百足 む[か]でが L2 説明：(虫名.～が出る)
N4020 麦茶 む[ぎ]ちゃが L2 説明：(～を飲む)
N4021 無休 む[きゅーが L0A 説明：(～で)
N4022 無口 [む]くちが H1 説明：(～な人,になる)
N4023 無形 む[けいが L0A 説明：(～の)
N4024 向こう [むこ]ーが H2 説明：(家の～に;先方.～は)
N4025 虫歯 む[し]ばが L2 説明：(～が痛む)
N4026 無色 [む]しょくが H1
N4027 蓆 [むし]ろが H2 説明：(～を敷く)
N4028 無人 む[じんが L0A 説明：(駅が～になる)
N4029 息子 [むすこが H0 説明：(～と娘)
N4030 結び [むすびが H0 説明：(～の一番)
N4031 娘 [むす]めが H2 説明：(～と息子;若い～が)
N4032 無線 む[せんが L0A
N4033 六つ [むっ]つが H2 説明：(数,歳が～になる;～買った) 
N4034 無料 む[りょーが L0A
N4035 室戸 [む]ろとが H1 説明：(地名)
N4036 目当て [めあ]てが H2 説明：(そこを～に)
N4037 名義 [めいぎが H0 説明：(～を書換える)
N4038 名刺 [めいしが H0 説明：(～を渡す)
N4039 明治 [めいじが H0 説明：(年号;会社名.菓子)
N4040 目医者 [め]いしゃが H1 説明：(～に行く)
N4041 名簿 [めいぼが H0
N4042 名誉 [め]いよが H1 説明：(～だ,な話,に)
N4043 迷路 [め]いろが H1 説明：(～になっている)
N4044 妾 め[かけが L0A 説明：(～を囲う)
N4045 目方 め[か]たが L2 説明：(重量.～を計る)
N4046 眼鏡 [め]がねが H1 説明：(～をかける)
N4047 目糞 め[くそが L0A 説明：(めやに;～鼻糞を笑う)
N4048 盲 め[く]らが L2 説明：(盲人)
N4049 目先 [めさ]きが H2 説明：(～をかえる;～のことに) 
N4050 目刺し め[ざしが L0A 説明：(魚の～を食べる)
N4051 雌しべ [め]しべが H1 説明：(花の～とおしべ)
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N4052 目玉 め[だ]まが L2 説明：(目の;特価品など.今日の～) 
N4053 めっき めっ[きが L0B 説明：(金属;～がはげる)
N4054 目まい [めま]いが H2 説明：(～がする)
N4055 目脂 [めや]にが H2 説明：(～が出ている)
N4056 免許 [めんきょが H0 説明：(車の～を取る)
N4057 儲け [もー]けが H2 説明：(～が少ない)
N4058 亡者 [もー]じゃが H2 説明：(金の～)
N4059 毛布 [も]ーふが H1 説明：(～をかける)
N4060 木魚 [も]くぎょが H1 説明：(～をたたく)
N4061 もぐさ [もぐ]さが H2 説明：([艾].灸の)
N4062 モグラ も[ぐらが L0A 説明：(～と鼠)
N4063 模型 も[けいが L0A 説明：(～を作る)
N4064 もっと [もっとが H0 説明：(～たくさん)
N4065 元手 も[と]でが L2 説明：(～を取る;体が～だ)
N4066 戻り [もどりが H0 説明：(行きと～)
N4067 中 も[な]かが L2 説明：(菓子名.～が好きだ)
N4068 模範 も[はんが L0A
N4069 もみじ [もみ]じが H2 説明：(秋の紅葉;カエデ)
N4070 木綿 も[めんが L0A 説明：(～と絹)
N4071 萌やし も[や]しが L2 説明：(野菜名.～を食べる)
N4072 模様 [もよーが H0 説明：(図案;様子.取り止める～だ) 
N4073 貰い [もらいが H0 説明：(～が少ない)
N4074 文句 も[ん]くが L2 説明：(語句;苦情.～を言う)
N4075 モンペ [もんぺが H0 説明：(衣類名.～を穿く)
N4076 八重歯 [やえ]ばが H2 説明：(鬼歯)
N4077 野外 や[がいが L0A 説明：(～で)
N4078 夜間 や[か]んが L2 説明：(～に;～外出する時は)
N4079 薬缶 や[かんが L0A 説明：(～で沸かす)
N4080 野球 や[きゅーが L0A
N4081 やくざ [や]くざが H1 説明：(暴力団)
N4082 役者 [やくしゃが H0 説明：(俳優;～が揃う)
N4083 役所 [や]くしょが H1
N4084 役場 [やく]ばが H2 説明：(～に届ける)
N4085 厄日 [やく]びが H2 説明：(災難の.今日は～だ)
N4086 薬味 [やく]みが H2 説明：(葱や唐辛子など)
N4087 役目 [やく]めが H2 説明：(親の～を果たす)
N4088 櫓 [やぐらが H0 説明：(～を組む;炬燵の～)
N4089 火傷 [やけどが H0 説明：(～に気を付ける;～する) 
N4090 夜行 や[こーが L0A 説明：(～で行く)
N4091 野菜 や[さいが L0A 説明：(～と果物)
N4092 屋敷 [や]しきが H1 説明：(～を手放す;立派な～)
N4093 休み [やす]みが H2 説明：(休日.今日は～;休憩.～を取る) 
N4094 休め [や]すめが H1 説明：(命令)
N4095 やすり [やすりが H0 説明：([鑢].工具名;謄写版の～) 
N4096 野生 や[せいが L0A
N4097 家賃 や[ち]んが L2 説明：(～を払う)
N4098 奴 やっ[こが L0B 説明：(大名行列の～;冷奴)
N4099 八つ [やっ]つが H2 説明：(数,歳が～になる;～買った) 
N4100 八つ手 や[つでが L0A 説明：(植物名)
N4101 宿屋 や[どやが L0A 説明：(～がある)
N4102 柳 [やなぎが H0 説明：(植物名;～に風と)
N4103 柳 [や]なぎが H1 説明：(姓)
N4104 家主 や[ぬ]しが L2
N4105 野蛮 や[ばんが L0A 説明：(～だ,な,に)
N4106 薮蚊 [やぶかが H0 説明：(昆虫.～が多い)
N4107 破れ や[ぶ]れが L2 説明：(～からのぞく)
N4108 病 や[ま]いが L2 説明：(病気.～は気から;悪い性癖) 
N4109 大和 [や]まとが H1 説明：(地名)
N4110 やり手 [やりてが H0 説明：(敏腕家.なかなかの～だ) 
N4111 やる気 [やるきが H0 説明：(～がある)
N4112 野郎 [やろ]ーが H2 説明：(あの～！)
N4113 やんま [や]んまが H1 説明：(蜻蛉)
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N4114 勇気 [ゆ]ーきが H1 説明：(～がある)
N4115 夕日 [ゆ]ーひが H1 説明：(～が当たる)
N4116 夕べ ゆ[ーべが L0A 説明：(昨夜.～は;～来た;音楽会の～) 
N4117 有利 ゆ[ー]りが L2 説明：(～と不利;～な条件,に) 
N4118 愉快 [ゆ]かいが H1 説明：(～な人,～になる)
N4119 ゆかた [ゆ]かたが H1 説明：([浴衣].～を着る)
N4120 行くえ [ゆくえが H0 説明：(～が分からない)
N4121 輸血 ゆ[けつが L0A 説明：(～が必要;～する)
N4122 輸出 ゆ[しゅつが L0A 説明：(～が増えた;～する)
N4123 揺すり [ゆすりが H0 説明：(金の～とたかり)
N4124 譲り [ゆずりが H0 説明：(譲ること)
N4125 油断 ゆ[だんが L0A 説明：(～は禁物;～する)
N4126 輸入 ゆ[にゅーが L0A 説明：(～が;～する)
N4127 湯飲み [ゆの]みが H2 説明：(～に茶を入れる)
N4128 指輪 [ゆびわが H0 説明：(～をする)
N4129 湯船 ゆ[ぶねが L0A 説明：(浴槽.～に浸かる)
N4130 夢見 [ゆめ]みが H2 説明：(～が悪い)
N4131 夜明け よ[あけが L0A 説明：(～を待つ)
N4132 用意 よ[ー]いが L2 説明：(～がない;～する)
N4133 八日 [よーかが H0 説明：(～をかけて;～通う;一月～に行く) 
N4134 養護 [よ]ーごが H1 説明：(～が;～する)
N4135 用紙 [よ]ーしが H1
N4136 養子 よ[ーしが L0A 説明：(～をもらう)
N4137 楊枝 よ[ーじが L0A 説明：(爪楊枝.～を使う)
N4138 用事 [よーじが H0 説明：(～がある)
N4139 様子 [よーすが H0 説明：(～を見る;～がおかしい) 
N4140 幼稚 よー[ちが L0B 説明：(～な考え,～になる)
N4141 曜日 [よー]びが H2 説明：(～を間違える)
N4142 予感 よ[かんが L0A 説明：(～がする)
N4143 予告 よ[こくが L0A 説明：(～が;～する)
N4144 汚れ [よごれが H0 説明：(～がひどい)
N4145 予算 よ[さんが L0A 説明：(～を立てる)
N4146 吉田 [よしだが H0 説明：(姓)
N4147 吉野 [よ]しのが H1 説明：(地名)
N4148 四畳 [よじょ]ーが H2 説明：(～が;～ある)
N4149 予選 よ[せんが L0A
N4150 予想 よ[そーが L0A 説明：(～が;～する)
N4151 涎 [よだれが H0 説明：(～を垂らす)
N4152 四日 [よっかが H0 説明：(～をかけて;～通う;一月～に行く) 
N4153 四つ [よっ]つが H2 説明：(数,歳が～になる;～買った) 
N4154 寄って [よっ]てが H2 説明：(～たかって)
N4155 四谷 よ[つやが L0A 説明：(地名)
N4156 予定 よ[ていが L0A
N4157 夜中 [よな]かが H2 説明：(～に)
N4158 夜泣き よ[なきが L0A 説明：(赤ん坊の～;～する)
N4159 夜逃げ よ[に]げが L2 説明：(～が多い;～する)
N4160 四人 [よにんが H0 説明：(～で;～居る)
N4161 四年 [よねんが H0 説明：(～が経った;学年.～になる) 
N4162 夜更け よ[ふけが L0A 説明：(～に)
N4163 余分 よ[ぶんが L0A 説明：(～に働く;その～が回ってくる) 
N4164 予報 よ[ほーが L0A
N4165 夜道 よ[み]ちが L2 説明：(～は危ない)
N4166 読み手 [よみ]てが H2 説明：(カルタなどの)
N4167 よもぎ よ[もぎが L0A 説明：([蓬].餅草.～を摘む)
N4168 予約 よ[やくが L0A 説明：(～が取れる;～する)
N4169 余裕 よ[ゆーが L0A 説明：(～がある)
N4170 鎧 [よろいが H0 説明：(武者の～と兜)
N4171 万 [よろずが H0 説明：(すべて)
N4172 弱気 よ[わきが L0A 説明：(～な,～になる)
N4173 弱み [よわ]みが H2 説明：(～をにぎる)
N4174 落語 ら[くごが L0A 説明：(～を聞く)
N4175 ラクダ ら[くだが L0A 説明：([駱駝].～に乗る;～のｼｬﾂ) 
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N4176 落下 らっ[かが L0B 説明：(～が;～する)
N4177 落花 [らっ]かが H2 説明：(～が;～する)
N4178 ラッパ らっ[ぱが L0B 説明：(楽器;ホラ.～を吹く)
N4179 ラワン [ら]わんが H1 説明：(材木)
N4180 利益 [りえきが H0 説明：(～を上げる)
N4181 陸地 [りくちが H0 説明：(～を進む)
N4182 理屈 [りくつが H0 説明：(～が通る;～を言う)
N4183 利口 [りこーが H0 説明：(～な,に.賢い;お買得)
N4184 理想 り[そーが L0A 説明：(～と現実)
N4185 離乳 り[にゅーが L0A 説明：(～が;～する)
N4186 理由 [り]ゆーが H1 説明：(～を言う)
N4187 利用 [りよーが H0 説明：(～が;～する)
N4188 漁師 [り]ょーしが H1 説明：([猟師].～になる)
N4189 両手 [りょーてが H0 説明：(～で;～に花)
N4190 領土 [りょ]ーどが H1
N4191 料理 [りょ]ーりが H1 説明：(～がうまい;夕食を～する;相手を～する)
N4192 旅館 りょ[かんが L0A 説明：(～に泊まる)
N4193 旅行 りょ[こーが L0A 説明：(～が好きだ;～する)
N4194 履歴 [りれきが H0
N4195 林檎 [り]んごが H1 説明：(植物名.～を植える)
N4196 臨時 り[んじが L0A
N4197 礼儀 [れい]ぎが H2 説明：(～を知らない)
N4198 零度 [れい]どが H2 説明：(温度)
N4199 歴史 れ[きしが L0A 説明：(～が長い;科目名.～と地理) 
N4200 列車 れっ[しゃが L0B
N4201 煉瓦 [れ]んがが H1 説明：(～で作る)
N4202 蓮華 れ[んげが L0A 説明：(植物名;ちり蓮華)
N4203 廊下 [ろ]ーかが H1 説明：(～を歩く)
N4204 老化 ろ[ーかが L0A 説明：(～が;～する)
N4205 牢屋 [ろー]やが H2 説明：(～に入れる)
N4206 ろくろ [ろ]くろが H1 説明：(～を回す)
N4207 露天 ろ[てんが L0A 説明：(この風呂は～だ)
N4208 若手 わ[かてが L0A 説明：(人.～に期待する)
N4209 わかめ [わ]かめが H1 説明：(海藻名.～を食べる)
N4210 若芽 わ[か]めが L2 説明：(草木の～)
N4211 我が家 わ[が]やが L2 説明：(～では)
N4212 分かり [わか]りが H2 説明：(～が早い)
N4213 別れ [わか]れが H2 説明：(親子の～;～を告げる)
N4214 脇見 [わき]みが H2 説明：(～をするな)
N4215 分け目 [わけ]めが H2 説明：(髪の～;天下～の)
N4216 和裁 わ[さいが L0A 説明：(～と洋裁)
N4217 わざと [わ]ざとが H1 説明：(知っていて.～した)
N4218 わさび [わ]さびが H1 説明：([山葵].～を植える;～を付けて食べる) 
N4219 わずか わ[ず]かが L2 説明：(～な金額,～に 3 人;～百円) 
N4220 忘れ わ[す]れが L2 説明：(～がひどい)
N4221 早稲田 わ[せ]だが L2 説明：(学校名)
N4222 話題 わ[だいが L0A 説明：(～になる)
N4223 私 [わたしが H0 説明：(一人称.～は)
N4224 渡し [わたしが H0 説明：(矢切りの～)
N4225 渡り [わたりが H0 説明：(～をつける;～に船)
N4226 輪投げ わ[な]げが L2 説明：(遊び)
N4227 和風 わ[ふーが L0A 説明：(洋風と～)
N4228 和服 わ[ふくが L0A 説明：(～を着る)
N4229 笑い [わらいが H0 説明：(～が止まらない)
N4230 わらじ わ[らじが L0A 説明：([草鞋].～を履く)
N4231 蕨 [わら]びが H2 説明：(山菜名.～を採る)
N4232 悪気 わ[るぎが L0A 説明：(～はない)
N4233 割れ目 [われめが H0 説明：(割れた所.岩の～に)
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付録11 動詞 

資料2．動詞 
番 意味 かな ア 説明 

V001 明く [あく H0 (目が～;背の～た服) 
V002 飽く あ[く L0
V003 行く [いく H0 ([ユク].[逝く]) 
V004 忌む い[む L0
V005 居る [いる H0
V006 倦む う[む L0
V007 嗅ぐ [かぐ H0
V008 恋う こ[う L0 (恋愛する.[u]) 
V009 済む す[む L0 (用事が～;傷が軽くて～)
V010 研ぐ と[ぐ L0 ([磨])

V011 済す な[す L0 (残らず支払う,借りた物を
返す)

V012 似る [にる H0
V013 寝る [ねる H0
V014 経る へ[る L0 (年月を～;段階を～) 

V015 待つ ま[つ L0 (人を～;今後の研究を～
[俟])

V016 蒸す む[す L0 (芋を～;ムシムシする) 
V017 病む や[む L0 (病気;気に～) 
V018 揺る [ゆる H0 (地震などで) 
V019 沸く [わく H0 (湯が～) 
V020 湧く [わく H0 (泉が～[涌]) 
V021 青む [あおむ H0 (青くなる) 

V022 明かす [あかす H0 (夜,鼻,タネを～;身の潔白を
～[証])

V023 飽かす [あかす H0 (暇に～;使.) 
V024 明る [あかる H0 (雨があがる) 
V025 飽きる [あ]きる H1
V026 明ける [あける H0 (夜,年が～) 
V027 浅む [あさむ H0 (驚く)
V028 荒らす [あらす H0
V029 荒れる [あれる H0
V030 醂す [あ]わす H1 (柿の渋を抜く.[淡]) 
V031 行かす [いかす H0 (使.)
V032 行ける [いける H0 (酒が～;可.) 
V033 勇む [いさむ H0
V034 急ぐ [い]そぐ H1 (完成を～;勝ちを～) 

V035 痛む [い]たむ H1 (傷が～;屋根,食べ物が～
[傷])

V036 悼む [い]たむ H1 (友の死を～) 

V037 厭う [い]とう H1 (世間を～;体を大事にす
る.[us])

V038 疎む [う]とむ H1 (いやだと思う,遠ざける) 
V039 恨む [う]らむ H1 (他人を～) 
V040 怒る [お]こる H1 (父が～) 
V041 惜しむ [お]しむ H1
V042 思す [おぼす H0 (お思いになる) 
V043 思う [お]もう H1
V044 重る [おもる H0 (重くなる) 
V045 香る [かおる H0 (香りがする;風～[薫]) 
V046 嗅げる [かげる H0 (可.)
V047 黄ばむ [きばむ H0
V048 悔いる [く]いる H1
V049 腐す [く]さす H1 (けなす) 
V050 腐る [く]さる H1 (腐敗する) 
V051 腐す [くたす H0 (くさらせる) 
V052 悔やむ [く]やむ H1
V053 暮らす [くらす H0
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V054 眩む [くらむ H0
V055 狂う [く]るう H1
V056 暮れる [くれる H0 (日が～) 
V057 黒む [くろむ H0 (黒くなる) 
V058 汚す [け]がす H1
V059 けちる [けちる H0 (けちけちする) 
V060 煙る [けむる H0
V061 好む [こ]のむ H1
V062 冴える [さ]える H1 (頭,目が～) 
V063 諭す [さとす H0
V064 悟る [さとる H0
V065 寂びる [さ]びる H1
V066 冷ます [さ]ます H1 (湯を～;興を～) 
V067 冷める [さ]める H1 (湯が～) 
V068 騒ぐ [さ]わぐ H1
V069 湿気る [しける H0 (海苔が～;～た面) 
V070 茂る [しげる H0 ([繁])
V071 慕う [したう H0

V072 忍ぶ [しのぶ H0 (人目を～;恥を～;面影を～
[偲])

V073 渋る [し]ぶる H1
V074 湿す [し]めす H1 (湿気を与える) 
V075 湿る [し]める H1
V076 白む [し]らむ H1 (東の空が～) 
V077 白む [し]ろむ H1 (白くなる;ひるむ) 
V078 凄む [す]ごむ H1 (相手を脅して～) 
V079 荒ぶ [すさぶ H0 (心が～) 
V080 荒む [すさむ H0 (心が～) 
V081 涼む [す]ずむ H1
V082 滑る [す]べる H1 ([辷])
V083 窄む [すぼむ H0 (先が～;花が～) 
V084 済ます [す]ます H1 (使.)
V085 猛る [たける H0 (風が～;獣が～[哮]) 
V086 質す [た]だす H1 (真意,方針を～;取調べ[糺])
V087 正す [た]だす H1 (襟を～;誤りを～) 
V088 辿る [たどる H0 (道を,経過を～) 
V089 頼む [た]のむ H1 (～！)
V090 頼む [た]のむ H1 (人に物を～) 
V091 頼る [た]よる H1
V092 弛む [たるむ H0 ([ﾀﾞﾙﾑ])
V093 茶化す [ちゃ]かす H1
V094 窄む [つぼむ H0
V095 尖る [と]がる H1
V096 研げる [と]げる H1 (可.)
V097 無くす [な]くす H1 (物等を～;人を～[亡]) 
V098 嘆く [な]げく H1 ([歎])
V099 馴染む [な]じむ, [なじむ H1, H0
V100 懐く [な]つく H1
V101 悩む [な]やむ H1
V102 慣らす [な]らす H1 (肩を～;動物を～[馴]) 

V103 慣れる [な]れる H1 (新しい職場に～;ライオン
が～[馴]) 

V104 憎む [に]くむ H1
V105 似せる [にせる H0 (本物に～) 
V106 鈍る [に]ぶる H1
V107 温む [ぬ]るむ H1 (春になって水が～) 
V108 願う [ね]がう H1
V109 寝かす [ねかす H0 (使.)
V110 寝せる [ねせる H0
V111 妬む [ね]たむ H1 ([嫉])
V112 粘る [ね]ばる H1
V113 眠る [ねぶる H0 (ねむる) 
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V114 眠る [ねむる H0
V115 寝れる [ねれる H0 (可.)
V116 望む [のぞむ H0 (遠くを～;出世を～) 
V117 臨む [のぞむ H0 (海に～;試験に～) 
V118 呪う [の]ろう H1

V119 映える [は]える H1 (夕日に～,緑が～;優勝に～
[栄])

V120 恥じる [は]じる H1
V121 果たす [は]たす H1 (約束を～) 
V122 果てる [は]てる H1 (死ぬ;芝居が～) 
V123 囃す [は]やす H1 (音楽;大声で) 
V124 逸る [は]やる H1 (心が～) 
V125 流行る [は]やる H1
V126 晴らす [は]らす H1 (疑いを～) 
V127 腫らす [はらす H0
V128 晴れる [は]れる H1
V129 腫れる [はれる H0
V130 冷える [ひ]える H1
V131 冷やす [ひ]やす H1
V132 不貞る [ふ]てる H1 (ふてくされる) 
V133 太る [ふ]とる H1 ([肥])
V134 古す [ふ]るす H1
V135 狂れる [ふ]れる H1 (気が～) 
V136 誇る [ほこる H0
V137 細る [ほ]そる H1 (身も～;食が～) 
V138 紛う [ま]がう H1 (～かたなき) 
V139 曲がる [まがる H0
V140 曲げる [まげる H0
V141 待てる [ま]てる H1 (可.)
V142 真似る [ま]ねる H1
V143 回す [まわす H0
V144 回る [まわる H0
V145 水漬く [みずく H0 (水につかる) 
V146 乱す [み]だす H1
V147 蒸せる [む]せる H1 (自.もうすぐ～;可.) 
V148 睦む [むつむ H0
V149 蒸らす [む]らす H1 (ご飯を～) 
V150 蒸れる [む]れる H1 (ごはんが～;部屋の中が～)
V151 愛でる [め]でる H1
V152 病める [や]める H1 (痛む,苦しむ.頭が～,歯が～)
V153 揺する [ゆする H0 (木を～;人を～) 
V154 揺らぐ [ゆらぐ H0 (身代が,自信が) 
V155 揺らす [ゆらす H0
V156 揺るぐ [ゆるぐ H0 (心が)
V157 緩む [ゆるむ H0 ([弛])
V158 善がる [よ]がる H1
V159 装う [よそう H0 (御飯を盛る.[us]) 
V160 弱る [よ]わる H1 (衰弱する;困る) 
V161 沸かす [わかす H0 (使.湯を～;観衆を～) 
V162 湧かす [わかす H0 (使.うじを～) 
V163 詫びる [わ]びる H1 (謝罪する) 
V164 侘びる [わ]びる H1 (失意の暮らし) 
V165 青ばむ [あおばむ H0 (青みをおびる) 
V166 赤める [あかめる H0 (顔を～) 
V167 赤らむ [あからむ H0 (顔が～) 
V168 明らむ [あからむ H0 (空が～) 
V169 明るむ [あかるむ H0 (明るくなる) 
V170 暑がる [あつ]がる H2
V171 熱がる [あつ]がる H2
V172 甘える [あまえる H0
V173 怪しむ [あやしむ H0
V174 危ぶむ [あやぶむ H0
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V175 荒げる [あらげる H0 (声を～) 
V176 荒立つ [あらだつ H0
V177 慌てる [あわてる H0
V178 哀れむ [あわれむ H0
V179 行かせる [いかせる H0
V180 居過ぎる [いす]ぎる H2
V181 急がす [いそ]がす H2 (使.)
V182 勤しむ [いそしむ H0
V183 痛がる [いた]がる H2
V184 甚振る [いたぶる H0 (せびり取る;痛めつけ) 

V185 痛める [いた]める H2 (心を～;腹を～;建物を～
[傷])

V186 炒める [いた]める H2
V187 労わる [いた]わる H2
V188 訝る [いぶ]かる H2
V189 嫌がる [いや]がる H2
V190 卑しむ [いやしむ H0
V191 薄まる [うす]まる H2
V192 薄める [うす]める H2
V193 薄らぐ [うすらぐ H0
V194 薄れる [うすれる H0
V195 疑う [うたがう H0
V196 疑る [うたぐる H0
V197 旨がる [うま]がる H2
V198 裏切る [うら]ぎる H2
V199 占う [うら]なう H2
V200 羨む [うらやむ H0
V201 憂える う[れーる L0A (将来を～;不運を～[愁]) 
V202 豪がる [えらがる H0 (えらいと思う) 
V203 偉ぶる [えらぶる H0
V204 惜しがる [おし]がる H2
V205 恐れる [おそ]れる H2 ([畏])
V206 驚く [おどろく H0
V207 覚える [おぼ]える H2
V208 思える [おも]える H2 (自.;可.)
V209 輝く [かが]やく, [かがやく H2, H0
V210 角張る [かくばる H0
V211 香嗅ぐ [かざかぐ H0 (匂いをかぐ) 

V212 畏む [かし]こむ H2 (｢かしこみ,かしこみ申さ
く｣?)

V213 固まる [かたまる H0
V214 固める [かためる H0
V215 角立つ か[どたつ L0A (角が見える;感情が～) 
V216 角張る か[どばる L0A
V217 悲しむ [かなしむ H0
V218 痒がる [かゆ]がる H2
V219 気遣う [きず]かう H2
V220 清まる [きよ]まる H2
V221 清める [きよ]める H2
V222 窮まる [きわ]まる H2

V223 極める [きわ]める H2 (栄華,山頂,真理,学問を～
[窮].[究]) 

V224 腐らす [くさ]らす H2
V225 擽る [くすぐる H0
V226 悔しむ [くやしむ H0
V227 暮らせる [くらせる H0 (可.)
V228 苦しむ [くるしむ H0
V229 狂わす [くる]わす H2
V230 黒ずむ [くろずむ H0
V231 黒ばむ く[ろばむ L0A (黒みをおびる) 
V232 汚せる [けが]せる H2
V233 汚れる [けが]れる H2 ([穢])
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V234 煙がる [けむがる H0 (けむたがる) 
V235 恋する [こ]いする H1
V236 恐がる [こわ]がる H2
V237 強張る [こわばる H0 (表情が～) 
V238 諭せる [さと]せる H2
V239 悟れる [さとれる H0
V240 寂れる [さび]れる H2
V241 冷ませる [さま]せる H2
V242 寒がる [さむ]がる H2
V243 騒がす [さわ]がす H2
V244 騒げる [さわ]げる H2
V245 親しむ [したしむ H0
V246 湿気る [しっ]ける H2 (部屋が～) 
V247 忍べる [しの]べる H2 (可.)
V248 白ける [しら]ける H2 (雰囲気が～) 
V249 白ばむ し[ろばむ L0A
V250 涼める [すず]める H2
V251 滑らす [すべ]らす H2 (使.口を～) 
V252 滑れる [すべ]れる H2
V253 窄まる [すぼ]まる H2
V254 窄める [すぼ]める H2 (他.傘を～;可.) 
V255 済ませる [すま]せる H2
V256 狭まる [せば]まる H2
V257 狭める [せば]める H2
V258 高鳴る た[かなる L0A
V259 高ぶる た[かぶる L0A (偉そうにする;神経が～)
V260 高巻く た[かまく L0A
V261 高まる [たか]まる H2
V262 高める [たか]める H2
V263 正せる [ただ]せる H2
V264 尊ぶ [たっとぶ H0
V265 尊む [たっとむ H0
V266 辿れる [たど]れる H2
V267 楽しむ [たのしむ H0
V268 頼める [たの]める H2 (可.)
V269 頼れる [たよ]れる H2 (可.)
V270 弛める [たる]める H2 (たるます) 
V271 近付く [ちかずく H0
V272 近寄る [ちか]よる H2
V273 慎む [つつしむ H0
V274 窄まる [つぼ]まる H2
V275 窄める [つぼ]める H2 (自.;可.)
V276 強がる [つよ]がる H2 (強いふりをする) 
V277 強まる [つよ]まる H2 (強くなる) 
V278 強める [つよ]める H2
V279 辛がる [つらがる H0
V280 手慣れる [てな]れる H2
V281 尊ぶ [とーとぶ H0
V282 尊む [とーとむ H0 (とうとぶ) 
V283 遠退く [とーのく H0
V284 尖らす [とが]らす H2 (使.)
V285 毒突く [どくずく H0 (非難する) 
V286 棘立つ と[げだつ L0A (刺が立つ;いらいらする)
V287 尖がる [とん]がる H2
V288 長引く [ながびく H0
V289 眺める [なが]める H2
V290 無くする [な]くする H1 (物を～;人を～[亡]) 
V291 無くせる [なく]せる H2
V292 無くなる [な]くなる H1 (物が～;人が～[亡]) 
V293 馴染める [なじ]める H2
V294 懐ける [なつ]ける H2 (自.;可.)
V295 艶く [なまめく H0
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V296 悩ます [なや]ます H2
V297 悩める [なや]める H2 (なやます) 
V298 賑わう [にぎ]わう H2
V299 賑わす [にぎ]わす H2
V300 憎がる に[くがる L0A
V301 憎める [にく]める H2
V302 似過ぎる [にす]ぎる H2
V303 温まる [ぬく]まる H2 (あたたまる) 
V304 温める [ぬく]める H2 (暖める) 
V305 温もる [ぬく]もる H2 (あたたまる) 
V306 温める [ぬる]める H2 (お湯を～) 
V307 労う [ねぎ]らう H2
V308 寝過ぎる [ねす]ぎる H2
V309 ねば付く [ねばつく H0 (ねばねばする) 
V310 粘れる [ねば]れる H2
V311 寝まくる [ねまくる H0 (さんざんする) 
V312 眠がる [ねむ]がる H2 (ねむたがる) 
V313 眠れる [ねむれる H0 (可.;～獅子) 
V314 望める [のぞめる H0
V315 惚気る [のろける H0 (のろけを言う) 
V316 馬鹿げる ば[かげる L0A
V317 捗る [はか]どる H2 (仕事が～) 
V318 儚む [はかなむ H0 (世を～) 
V319 果たせる [はた]せる H2
V320 花めく [はなめく H0 (華やかに見える) 
V321 華やぐ [はなやぐ H0
V322 早まる [はや]まる H2 (時期が～;～たことをする)
V323 速まる [はや]まる H2 (速度が～) 
V324 早める [はや]める H2 (時期を～;成長を～) 
V325 流行らす [はや]らす H2 (使.)
V326 晴らせる [はら]せる H2
V327 腹立つ [はらだつ H0
V328 低まる [ひく]まる H2 (低くなる) 
V329 低める [ひく]める H2
V330 冷やかす [ひや]かす H2
V331 冷やせる [ひや]せる H2
V332 ひょろ付く [ひょろつく H0 (足が～) 
V333 平伏す [ひれふす H0
V334 広がる [ひろがる H0 ([拡])
V335 広げる [ひろげる H0 ([拡])
V336 広まる [ひろ]まる H2 ([弘])
V337 広める [ひろ]める H2 (噂を,教えを～) 
V338 深まる [ふか]まる H2
V339 深める [ふか]める H2
V340 太れる [ふと]れる H2
V341 古びる [ふる]びる H2
V342 隔たる [へだ]たる H2
V343 隔てる [へだ]てる H2
V344 頬笑む ほ[ーえむ L0A
V345 誇れる [ほこれる H0
V346 欲しがる [ほし]がる H2
V347 細まる [ほそ]まる H2
V348 細める [ほそ]める H2 (目を～) 
V349 欲する ほっ[する L0B
V350 微笑む ほ[ほえむ L0A

V351 紛える [まが]える H2 (入乱れさせる,間違えさせ
る)

V352 曲がれる [まがれる H0
V353 紛らす [まぎ]らす H2 (気分を～) 
V354 紛れる [まぎ]れる H2 (気が～;どこかに～) 
V355 紛れる [まぐ]れる H2 (道に迷う) 
V356 真似する [ま]ねする H1
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V357 丸まる [まる]まる, [まるまる H2, H0
V358 丸める [まるめる H0
V359 回せる [まわせる H0 (可.)
V360 回れる [まわれる H0 (可.)
V361 見たがる [みたがる H0
V362 乱せる [みだ]せる H2
V363 乱れる [みだ]れる H2
V364 貪る [むさぼる H0
V365 むずかる [むず]かる H2 (子供が～) 
V366 むず付く [むずつく H0 (喉が～) 
V367 蒸らせる [むら]せる H2
V368 目馴れる [めな]れる H2 (見慣れる) 
V369 物言う [も]のいう H1 (話す)
V370 物する [も]のする H1
V371 安らぐ [やすらぐ H0 (心が～) 
V372 和らぐ [やわらぐ H0
V373 揺さぶる [ゆさぶる H0
V374 揺すぶる [ゆすぶる H0
V375 揺すれる [ゆすれる H0
V376 揺らめく [ゆらめく H0
V377 揺られる [ゆられる H0
V378 揺るがす [ゆる]がす H2 (地面を～) 
V379 緩まる [ゆる]まる H2
V380 緩める [ゆる]める, [ゆるめる H2, H0
V381 善くする [よ]くする H1
V382 良過ぎる よ[すぎる L0A
V383 装う よ[そおう L0A (平静を～;着飾る.[u]) 
V384 世慣れる [よな]れる H2 ([世馴])
V385 喜ぶ [よろ]こぶ H2
V386 弱まる [よわ]まる H2
V387 弱める [よわ]める H2
V388 沸かせる [わかせる H0
V389 若やぐ [わかやぐ H0 (若々しく振舞う) 
V390 煩う [わずらう H0
V391 忘れる [わすれる H0
V392 悪がる [わる]がる H2
V393 悪振る わ[るぶる L0A (悪者ぶる) 
V394 青ざめる [あおざ]める H3
V395 赤錆びる [あかさ]びる H3
V396 赤茶ける [あかちゃける H0
V397 赤らめる [あから]める H3 (頬を～) 
V398 飽き過ぎる あ[きす]ぎる L3A
V399 明らめる [あきら]める H3
V400 暖まる [あたたまる H0
V401 暖める [あたた]める H3 ([ｱｯﾀﾒﾙ]) 
V402 暖める [あった]める H3
V403 危ながる [あぶながる H0
V404 甘過ぎる [あますぎる H0
V405 甘やかす [あまやかす H0
V406 甘んじる あ[まんじる L0A ([サ変])
V407 甘んずる あ[まんずる L0A (現状に～) 
V408 怪しがる [あやしがる H0
V409 荒くれる [あらくれる H0 (乱暴,～た男) 
V410 荒立てる [あらだ]てる H3 (事を～;声を～) 
V411 改まる [あらた]まる H3
V412 改める [あらた]める H3
V413 荒らげる [あらら]げる H3 (乱暴に行う) 
V414 哀れがる [あわれ]がる H3
V415 行き来する [いき]きする H2
V416 行き過ぎる [いきす]ぎる H3
V417 居食いする [いぐいする H0
V418 急がせる [いそが]せる H3 (使.)
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V419 慈しむ [いつくしむ H0
V420 愛おしむ [いとーしむ H0
V421 愛しがる [いとしがる H0
V422 訝しむ [いぶかしむ H0 (不審に思う) 
V423 卑しめる [いやし]める H3
V424 薄霞む [うすがすむ H0 (霞が薄くかかる) 
V425 薄曇る [うすぐ]もる H3
V426 疑える [うたが]える, [うたがえる H3, H0
V427 慈しむ [うつくしむ H0 (いつくしむ) 
V428 疎んじる [うとんじる H0
V429 疎んずる [うとんずる H0 (軽蔑する.cf.ウトンズ) 
V430 裏返す [うらが]えす H3
V431 裏返る [うらが]える H3
V432 裏切れる [うらぎ]れる H3
V433 裏付ける [うらず]ける H3 (証言を～) 
V434 占える [うらな]える H3
V435 うらぶれる [うらぶ]れる H3
V436 煩さがる [うるさがる H0
V437 嬉しがる [うれし]がる H3
V438 上回る [うわま]わる, [うわまわる H3, H0
V439 美味しがる お[いしがる L0A
V440 多過ぎる [おーすぎる H0
V441 可笑しがる [おかしがる H0 (おかしいと思う) 
V442 遅過ぎる [おそすぎる H0
V443 大人びる お[となびる L0A
V444 大人ぶる お[となぶる L0A
V445 驚かす [おどろかす H0
V446 重過ぎる [おもすぎる H0
V447 重たがる [おもたがる H0
V448 重んじる お[もんじる L0A
V449 重んずる お[もんずる L0A
V450 輝かす [かがやかす H0
V451 畏まる [かしこ]まる H3
V452 角立てる か[どだ]てる L3A
V453 悲しがる [かなしがる H0
V454 悲しめる [かなしめる H0
V455 神さびる [かみさ]びる H3
V456 軽しめる [かろしめる H0
V457 軽んじる か[ろんじる L0A
V458 軽んずる か[ろんずる L0A
V459 可愛がる [かわい]がる H3
V460 汚ながる [きたながる H0
V461 気病みする [きやみする H0
V462 腐らかす [くさらかす H0
V463 腐らせる [くさら]せる H3
V464 擽れる [くすぐれる H0
V465 悔しがる [くやしがる H0
V466 苦しがる [くるしがる H0
V467 苦しめる [くるしめる H0
V468 狂わせる [くるわ]せる H3
V469 煙たがる [けぶたがる H0
V470 煙たがる [けむたがる H0 (煙を～;人を～) 
V471 恋しがる [こいし]がる H3
V472 心得る [こころ]える H3
V473 志す [こころ]ざす H3
V474 心付く [こころずく H0 (気づく) 
V475 心する [こ]ころする H1
V476 試みる [こころ]みる H3
V477 心行く [こころゆく H0 (～まで) 
V478 ごろ寝する ご[ろねする L0A
V479 冴えまくる さ[えまくる L0A (頭,目が～) 
V480 先細る [さきぼ]そる H3
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V481 雑魚寝する ざ[こねする L0A
V482 寂しがる [さびしがる H0
V483 寒気立つ [さむ]けだつ H2
V484 騒がせる [さわが]せる H3
V485 四角張る [しかくばる H0 (顔が～) 
V486 親しめる [したしめる H0 (可.)
V487 下回る [したまわる H0
V488 忍ばせる [しのばせる H0 (使.足音を～;懐に～) 
V489 白茶ける [しらちゃ]ける H3
V490 酸っぱがる [すっぱがる H0
V491 滑らせる [すべら]せる H3
V492 済まながる [すまながる H0
V493 狭過ぎる せ[ますぎる L0A
V494 そら寝する そ[らねする L0A
V495 譜じる そ[らんじる L0A ([サ変])
V496 譜んずる そ[らんずる L0A (暗記する) 
V497 平らげる [たいら]げる H3 (敵を～;残り物を～) 
V498 尊べる [たっとべる H0
V499 楽しがる [たのしがる H0
V500 楽しめる [たのしめる H0 (可.)
V501 近付ける [ちかずける H0
V502 近寄せる [ちかよせる H0
V503 近寄れる [ちかよれる H0
V504 茶断ちする ちゃ[だちする L0A
V505 ちょろまかす [ちょろまかす H0
V506 冷たがる [つめたがる H0
V507 遠ざかる [とーざかる H0
V508 遠ざける [とーざける H0
V509 遠退ける [とーのける H0
V510 尖かす [とがらかす H0 (口を～) 
V511 尖らせる [とがら]せる H3
V512 尖がらす [とん]がらす H2
V513 長居する [なが]いする H2
V514 長過ぎる な[がすぎる L0A
V515 長らえる [ながら]える H3
V516 無くて済む [な]くてす[む H1.L0
V517 懐かしむ [なつかしむ H0
V518 艶めかす な[まめかす L0A
V519 慣れ過ぎる な[れす]ぎる L3A
V520 苦笑う [にがわらう H0
V521 賑わわす [にぎわ]わす H3
V522 寝起きする [ねお]きする H2
V523 寝溜めする [ねだめする H0
V524 寝冷えする [ねびえする H0
V525 眠たがる [ねむたがる H0
V526 眠らせる [ねむらせる H0
V527 歯痒がる [はがゆがる H0
V528 鼻白む [はなじろむ H0 (興ざめする) 
V529 場慣れする ば[なれする L0A
V530 早過ぎる は[やすぎる L0A
V531 早出する は[やでする L0A
V532 腹立てる [はらだ]てる H3 (怒る)
V533 晴れ過ぎる は[れす]ぎる L3A
V534 腫れ過ぎる [はれす]ぎる H3
V535 人馴れる [ひとな]れる H3
V536 一人ごつ [ひとりごつ H0
V537 ひもじがる [ひもじがる H0
V538 冷やかせる [ひやか]せる H3
V539 昼寝する [ひるねする H0
V540 広がれる [ひろが]れる H3
V541 ふて寝する ふ[てねする L0A
V542 紛らかす [まぎらかす H0 (紛らす) 
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V543 紛らせる [まぎら]せる H3
V544 紛らわす [まぎら]わす H3
V545 曲げ過ぎる [まげす]ぎる H3
V546 待ち過ぎる ま[ちす]ぎる L3A
V547 目映がる [まばゆがる H0
V548 眩しがる [まぶしがる H0
V549 水煮する [みずにする H0
V550 耳慣れる [みみな]れる H3
V551 貪れる [むさぼ]れる H3
V552 蒸し過ぎる む[しす]ぎる L3A
V553 目出度がる [めでたがる H0 (喜ぶ,祝う) 
V554 物語る [ものがたる H0
V555 物慣れる [ものな]れる H3
V556 物申す [も]の[も]ーす H1.H1 (苦情を言う) 
V557 安んじる や[すんじる L0A (あんしんする) 
V558 安んずる や[すんずる L0A (あんしんする) 
V559 和らげる [やわら]げる H3
V560 床しがる [ゆかしがる H0 ([懐].床しいと思う) 
V561 揺さぶれる [ゆさぶれる H0
V562 湯冷めする ゆ[ざめする L0A
V563 揺すぶれる [ゆすぶれる H0 (ゆれ動く) 
V564 揺らめかす [ゆらめかす H0
V565 揺るがせる [ゆるが]せる H3
V566 装える よ[そーえる L0A
V567 他所見する よ[そみする L0A
V568 喜ばす [よろこばす H0 (使.)
V569 喜べる [よろこ]べる H3
V570 留守居する [るす]いする H2
V571 若返る [わかが]える H3
V572 沸き過ぎる [わきす]ぎる H3
V573 煩わす [わずらわす H0
V574 侘しがる [わびしがる H0
V575 悪びれる わ[るび]れる L3A
V576 赤っ茶ける [あかっちゃける H0 (赤茶ける) 
V577 飽き飽きする [あきあ]きする H3
V578 浅ましがる [あさましがる H0
V579 味気無がる [あじけながる H0
V580 新しがる [あたらしがる H0
V581 甘え過ぎる [あまえす]ぎる H4
V582 有り難がる [ありがたがる H0
V583 慌て過ぎる [あわてす]ぎる H4
V584 勇ましがる [いさましがる H0
V585 意地悪する い[じわるする L0A
V586 忙しがる [いそがしがる H0
V587 急ぎ過ぎる [いそぎす]ぎる H4
V588 痛ましがる [いたましがる H0
V589 傷み過ぎる [いたみす]ぎる H4 (屋根,食べ物が～) 
V590 傷め過ぎる [いためす]ぎる H4 (建物を～) 
V591 炒め過ぎる [いためす]ぎる H4
V592 痛めまくる [いた]め[まくる H2.H0 (心を～;腹を～) 
V593 愛おしがる [いとーしがる H0
V594 居眠りする [いねむ]りする H3
V595 訝しがる [いぶかしがる H0 (不審に思う) 
V596 忌わしがる [いまわしがる H0
V597 厭らしがる [いやらしがる H0
V598 薄め過ぎる [うすめす]ぎる H4
V599 薄汚れる [うすよごれる H0
V600 うたた寝する [うたたねする H0
V601 疎ましがる [うとましがる H0
V602 裏打ちする [うらう]ちする H3
V603 裏返せる [うらがえ]せる H4
V604 裏書きする [うらがきする H0
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V605 裏漉する [うらごしする H0
V606 裏付け得る [うらずけ]うる H4
V607 恨み過ぎる [うらみす]ぎる H4
V608 恨めしがる [うらめしがる H0
V609 大き過ぎる [おーきすぎる H0
V610 大振りする お[ーぶりする L0A
V611 大負けする [おーまけする H0
V612 大もめする [おーもめする H0
V613 沖待ちする [おきまちする H0
V614 怒り過ぎる [おこりす]ぎる H4
V615 恐れ過ぎる [おそれす]ぎる H4 ([畏])
V616 恐ろしがる [おそろしがる H0
V617 驚かせる [おどろか]せる H4
V618 お願いする お[ねがいする L0A
V619 思い過ぎる [おもいす]ぎる H4
V620 面白がる [おもしろがる H0
V621 面映がる [おもはゆがる H0
V622 買い物する [かいものする H0
V623 固め過ぎる [かためす]ぎる H4
V624 固めまくる [かた]め[まくる H2.H0
V625 可愛がれる [かわいが]れる H4
V626 気の毒がる [きのどくがる H0
V627 黄ばみ過ぎる [きばみす]ぎる H4
V628 気味悪がる [きみわる]がる H4
V629 興冷めする [きょーざめする H0
V630 腐り過ぎる [くさりす]ぎる H4
V631 悔やみ過ぎる [くやみす]ぎる H4
V632 暮らし過ぎる [くらしす]ぎる H4 (長い間一緒に～) 
V633 黒味掛かる [くろみがかる H0
V634 心掛ける [こころが]ける H4
V635 子供じみる [こどもじみる H0
V636 怖がらせる [こわがら]せる H4
V637 冷まし過ぎる [さましす]ぎる H4
V638 騒ぎ過ぎる [さわぎす]ぎる H4
V639 塩蒸しする [しおむしする H0
V640 地固めする [じ]がためする H1
V641 茂り過ぎる [しげりす]ぎる H4 ([繁])
V642 地滑りする [じす]べりする H2
V643 芝居がかる [しばいが]かる H4
V644 芝居染みる [しばいじ]みる H4
V645 湿り過ぎる [しめりす]ぎる H4
V646 白黒する [しろ]くろする H2
V647 少な過ぎる [すくなすぎる H0
V648 狭め過ぎる [せばめす]ぎる H4
V649 底冷えする [そこびえする H0
V650 高飛びする [たかとびする H0
V651 質し過ぎる [た]だしすぎる H1 (真意を～;方針を～) 
V652 頼み過ぎる [たの]みすぎる H2
V653 頼もしがる [たのもしがる H0
V654 頼り過ぎる [たよ]りすぎる H2
V655 弛み過ぎる [たるみすぎる H0
V656 ちょろまかせる [ちょろまかせる H0
V657 詰まらながる [つまらながる H0 (つまらないと思う) 
V658 強め過ぎる [つよ]めすぎる H2
V659 強めまくる [つ]よめ[まくる H1.H0
V660 手回しする [てま]わしする H2
V661 遠乗りする [とーのりする H0
V662 遠吠えする [とーぼえする H0
V663 尖り過ぎる [とがりす]ぎる H4
V664 度忘れする [どわすれする H0
V665 尖がらかす [とんがらかす H0
V666 長生きする [ながい]きする H3
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V667 長鳴きする な[がなきする L0A
V668 眺め過ぎる [ながめす]ぎる H4
V669 長持ちする [ながも]ちする H3
V670 情け無がる [なさけながる H0
V671 馴染み過ぎる [なじみす]ぎる H4
V672 懐しがる [なつかしがる H0
V673 生臭がる [なまぐさがる H0
V674 悩ましがる [なやましがる H0
V675 悩み過ぎる [なやみす]ぎる H4
V676 憎み過ぎる [にくみす]ぎる H4
V677 憎らしがる [にくらしがる H0
V678 妬ましがる [ねたましがる H0
V679 寝泊まりする [ねとま]りする H3
V680 粘り過ぎる [ねばりす]ぎる H4
V681 寝不足する [ねぶそくする H0
V682 根回しする ね[ま]わしする L2
V683 眠り過ぎる [ねむりす]ぎる H4
V684 望み過ぎる [のぞみす]ぎる H4 (遠くを～;出世を～) 
V685 惚気まくる [のろけまくる H0
V686 激し過ぎる [はげしすぎる H0
V687 恥かしがる [はずかしがる H0
V688 辱しめる [はずかしめる H0
V689 早起きする [はやお]きする H3
V690 早死にする は[やじにする L0A
V691 早撮りする は[やどりする L0A
V692 早引きする は[やびきする L0A
V693 流行り過ぎる [はやりす]ぎる H4
V694 人怖じする [ひとおじする H0
V695 人擦れする [ひとずれする H0
V696 一なでする [ひとなでする H0
V697 人馴れする [ひとなれする H0
V698 一肌脱ぐ [ひと]はだぬ[ぐ H2.L0
V699 一降りする [ひと]ふり[する H2.H0
V700 人真似する [ひとまねする H0
V701 冷やし過ぎる [ひやしす]ぎる H4
V702 広げ過ぎる [ひろげす]ぎる H4
V703 広げまくる [ひろげまくる H0 ([拡])
V704 広め過ぎる [ひろめす]ぎる H4
V705 深入りする ふ[かいりする L0A
V706 深追いする ふ[かおいする L0A
V707 深爪する ふ[かずめする L0A
V708 深め過ぎる [ふかめす]ぎる H4
V709 不貞腐れる [ふてくさ]れる H4
V710 太り過ぎる [ふとりす]ぎる H4
V711 曲がり過ぎる [まがりす]ぎる H4
V712 増し水する [まし]みずする H2
V713 真面目腐る ま[じ]め[く]さる L2.H1
V714 待ち伏せする ま[ちぶせする L0A
V715 全うする [まっとーする H0
V716 丸染めする [まるぞめする H0
V717 丸取りする [まるどりする H0
V718 丸呑みする [まるのみする H0
V719 丸めまくる [まる]め[まくる H2.H0
V720 回し過ぎる [まわしす]ぎる H4
V721 回り過ぎる [まわりす]ぎる H4
V722 水揚げする [みずあげする H0
V723 水浴びする [みずあ]びする H3
V724 水際立つ [みずぎわだつ H0
V725 水増しする [みずましする H0
V726 水漏りする [みずもりする H0
V727 水割りする [みずわりする H0
V728 乱れ過ぎる [みだれす]ぎる H4
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V729 難しがる [むずかしがる H0
V730 無駄足する む[だあしする L0A
V731 無駄死にする む[だじにする L0A
V732 蒸らし過ぎる [むらしす]ぎる H4
V733 珍らしがる [めずらしがる H0
V734 もどかしがる [もどかしがる H0
V735 物怖じする [ものお]じする H3
V736 物乞いする [ものごいする H0
V737 物持ちする [ものも]ちする H3
V738 喧ましがる [やかましがる H0
V739 安売りする や[すうりする L0A
V740 緩み過ぎる [ゆるみす]ぎる H4 ([弛])
V741 緩め過ぎる [ゆるめす]ぎる H4
V742 夜明かしする [よあか]しする H3
V743 弱め過ぎる [よわめす]ぎる H4
V744 弱り過ぎる [よわりす]ぎる H4 (衰弱する;困る) 
V745 若返れる [わかがえ]れる H4
V746 沸かし過ぎる [わかしす]ぎる H4
V747 若死にする わ[かじにする L0A
V748 悪乗りする わ[るのりする L0A
V749 悪酔いする わ[るよいする L0A
V750 赤らみ過ぎる [あからみす]ぎる H5 (顔が～) 
V751 朝寝坊する あ[さねぼ]ーする L4A
V752 暖め過ぎる [あたためす]ぎる H5
V753 後回しする あ[とまわ]しする L4A
V754 甘んじ過ぎる あ[まんじす]ぎる L5A
V755 荒稼ぎする [あらかせ]ぎする H4
V756 改め過ぎる [あらためす]ぎる H5
V757 息苦しがる い[きぐるしがる L0A
V758 居候する [いそーろーする H0
V759 急がし過ぎる [いそがしす]ぎる H5 (使.)
V760 急がせ過ぎる [いそがせす]ぎる H5 (使.)
V761 急がせまくる [いそが]せ[まくる H3.H0
V762 急ぎ足する [いそぎ]あしする H3
V763 甚振り過ぎる [いたぶりす]ぎる H5 (痛めつける) 
V764 労わり過ぎる [いたわりす]ぎる H5
V765 忌々しがる [いまいましがる H0
V766 卑しめ過ぎる [いやしめす]ぎる H5
V767 憂さ晴らしする う[さばら]しする L4A
V768 後ろ押しする う[しろおしする L0A
V769 薄化粧する [うすげしょーする H4
V770 薄らぎ過ぎる [うすらぎす]ぎる H5
V771 疑い過ぎる [うたがいす]ぎる H5
V772 鬱陶しがる [うっとーしがる H0
V773 恨みじにする [うらみじにする H0
V774 羨ましがる [うらやましがる H0
V775 羨み過ぎる [うらやみす]ぎる H5
V776 嬉しがらせる [うれしがらせる H0
V777 嬉し泣きする [うれしなきする H0
V778 上滑りする [うわすべりする H0
V779 選り好みする え[りごのみする L0A
V780 大当たりする [おーあた]りする H4
V781 大慌てする [おーあわ]てする H4
V782 大急ぎする [おーいそ]ぎする H4
V783 大威張りする [おーいば]りする H4
V784 大騒ぎする [おーさわ]ぎする H4
V785 大掃除する [おーそー]じする H4
V786 大回りする [おーまわ]りする H4
V787 大儲けする [おーもー]けする H4
V788 大弱りする [おーよわ]りする H4
V789 大笑いする [おーわら]いする H4
V790 奥ゆかしがる お[くゆかしがる L0A
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V791 お騒がせする お[さわがせする L0A
V792 お高くとまる お[たか]くとまる L3A
V793 驚き過ぎる [おどろきす]ぎる H5
V794 覚え書する [おぼえがきする H0
V795 覚束無がる [おぼつかながる H0
V796 思い死にする [おもいじにする H0
V797 重んじ過ぎる [おもんじす]ぎる H5
V798 輝き過ぎる [かがやきす]ぎる H5
V799 片思いする [かたおも]いする H4
V800 忝がる か[たじけながる L0A
V801 固まり過ぎる [かたまりす]ぎる H5
V802 悲しみ過ぎる [かなしみす]ぎる H5
V803 神頼みする [かみだの]みする H4
V804 空騒ぎする か[らさわ]ぎする L4A
V805 空回りする か[らまわりする L0A
V806 軽んじ過ぎる か[ろんじす]ぎる L5A
V807 汚らしがる [きたならしがる H0
V808 決まり悪がる [きまりわる]がる H5
V809 窮まり過ぎる [きわまりす]ぎる H5
V810 窮め書する [きわめがきする H0
V811 擽ったがる [くすぐったがる H0
V812 擽り過ぎる [くすぐりす]ぎる H5
V813 悔し泣きする [くやしなきする H0
V814 狂い咲きする [くるいざきする H0
V815 狂い死にする [くるいじにする H0
V816 苦しみ過ぎる [くるしみす]ぎる H5
V817 苦しめ過ぎる [くるしめす]ぎる H5
V818 苦しめまくる [くるし]め[まくる H3.H0
V819 狂わし過ぎる [くるわしす]ぎる H5
V820 黒光りする く[ろびかりする L0A
V821 心細がる [こころぼそ]がる H5
V822 試みまくる [こころ]み[まくる H3.H0
V823 恐がり過ぎる [こわがりす]ぎる H5
V824 強張り過ぎる [こわばりす]ぎる H5
V825 逆恨みする [さかうらみする H0
V826 先回りする [さきまわ]りする H4
V827 親しみ過ぎる [したしみす]ぎる H5
V828 辛気臭がる [しんきくさがる H0
V829 狭まり過ぎる [せばまりす]ぎる H5
V830 空っとぼける そ[らっとぼける L0A
V831 平らげまくる [たいら]げ[まくる H3.H0 (敵を～;残り物を～) 
V832 高望みする た[かのぞみする L0A
V833 高ぶり過ぎる た[かぶりす]ぎる L5A
V834 高まり過ぎる [たかまりす]ぎる H5
V835 高笑いする た[かわら]いする L4A
V836 逞しゅうする [たくましゅ]ーする H4 (想像を～) 
V837 立ち腐れする た[ちぐされする L0A
V838 立眩みする た[ちくらみする L0A
V839 楽しみ過ぎる [たのしみす]ぎる H5
V840 近付き過ぎる [ちかずきす]ぎる H5
V841 近付け過ぎる [ちかずけす]ぎる H5
V842 近寄り過ぎる [ちかよりす]ぎる H5
V843 尊び過ぎる [とーとびす]ぎる H5
V844 遠ざけまくる [とーざ]け[まくる H3.H0
V845 遠回りする [とーまわ]りする H4
V846 尖らし過ぎる [とがらしす]ぎる H5 (使.)
V847 どさ回りする ど[さまわ]りする L4A
V848 尖がり過ぎる [とんがりす]ぎる H5
V849 中弛みする な[かだるみする L0A
V850 長続きする [ながつず]きする H4
V851 長電話する な[がでんわする L0A
V852 長話する な[がばな]しする L4A
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V853 長引き過ぎる [ながびきす]ぎる H5
V854 泣き寝入りする [なきねいりする H0
V855 無くなり過ぎる [なくなりす]ぎる H5 (物が～) 
V856 嘆きじにする [なげきじにする H0
V857 名残惜しがる [なごりおし]がる H5
V858 生返事する な[まへん]じする L4A
V859 悩まし過ぎる [なやましすぎる H0
V860 苦笑いする [にがわら]いする H4
V861 賑わい過ぎる [にぎわいす]ぎる H5
V862 労い過ぎる [ねぎらいす]ぎる H5
V863 粘り勝ちする [ねばりがちする H0
V864 馬鹿当たりする ば[かあたりする L0A
V865 馬鹿騒ぎする ば[かさわ]ぎする L4A
V866 馬鹿笑いする ば[かわら]いする L4A
V867 華やぎ過ぎる [はなやぎすぎる H0
V868 早合点する [はやがて]んする H4
V869 早仕舞する は[やじま]いする L4A
V870 早まり過ぎる [はやまりす]ぎる H5 (時期が～) 
V871 腹立ち過ぎる [はらだちす]ぎる H5
V872 一足下がる [ひとあしさ]がる H5
V873 一足進む [ひとあしすすむ H0
V874 一工夫する [ひとく]ふーする H3
V875 一苦労する [ひとく]ろーする H3
V876 一勝負する [ひとしょー]ぶする H4
V877 人作りする [ひとずく]りする H4
V878 人助けする [ひとだす]けする H4
V879 人違いする [ひとちが]いする H4
V880 一寝入りする [ひとねい]りする H4
V881 一眠りする [ひとねむ]りする H4
V882 人払いする [ひとばら]いする H4
V883 人減らしする [ひとべら]しする H4
V884 一回りする [ひとまわ]りする H4
V885 人見知りする [ひとみし]りする H4
V886 一巡りする [ひとめぐ]りする H4
V887 一儲けする [ひともー]けする H4
V888 一休みする [ひとやす]みする H4
V889 一人ぎめする ひ[とりぎめする L0A
V890 一人占めする ひ[とりじめする L0A
V891 一人立ちする ひ[とりだちする L0A
V892 冷やかし過ぎる [ひやかしす]ぎる H5
V893 平手打ちする ひ[らてうちする L0A
V894 広がり過ぎる [ひろがりす]ぎる H5
V895 広まり過ぎる [ひろまりす]ぎる H5
V896 深まり過ぎる [ふかまりす]ぎる H5
V897 古惚け過ぎる [ふるぼけす]ぎる H5
V898 隔たり過ぎる [へだたりす]ぎる H5
V899 頬笑み過ぎる ほ[ーえみす]ぎる L5A
V900 微笑み過ぎる ほ[ほえみす]ぎる L5A
V901 ぼろ儲けする ぼ[ろもー]けする L4A
V902 待ち遠しがる [まちどーしがる H0
V903 丸洗いする [まるあらいする H0
V904 丸暗記する [まるあんきする H0
V905 丸写しする [まるうつしする H0
V906 丸抱えする [まるがかえする H0
V907 丸かじりする [まるかじりする H0
V908 丸儲けする [まるもー]けする H4
V909 回し飲みする [まわしのみする H0
V910 回り道する [まわり]みちする H3
V911 水中りする [みずあたりする H0
V912 水洗いする [みずあらいする H0
V913 貪り過ぎる [むさぼりす]ぎる H5
V914 無駄遣いする む[だずか]いする L4A
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V915 無駄話する む[だばな]しする L4A
V916 勿体無がる [もったいながる H0
V917 戻り待ちする [もどりまちする H0
V918 物惜しみする [ものおし]みする H4
V919 物別れする [ものわか]れする H4
V920 物忘れする [ものわす]れする H4
V921 横滑りする [よこすべりする H0
V922 装い過ぎる よ[そおいす]ぎる L5A
V923 喜び過ぎる [よろこびす]ぎる H5
V924 侘び住まいする [わびずま]いする H4
V925 悪足掻きする わ[るあがきする L0A
V926 悪巧みする わ[るだくみする L0A
V927 悪びれ過ぎる わ[るびれす]ぎる L5A
V928 悪ふざけする わ[るふざけする L0A
V929 暖まり過ぎる あ[たたまりす]ぎる L6A
V930 油炒めする [あぶらいた]めする H5
V931 甘っ垂れ過ぎる [あまったれす]ぎる H6
V932 甘やかし過ぎる [あまやかしす]ぎる H6
V933 改まり過ぎる [あらたまりす]ぎる H6
V934 慈しみ過ぎる [いつくしみす]ぎる H6
V935 愛しがり過ぎる [いとしがりす]ぎる H6
V936 田舎回りする [いなかまわ]りする H5
V937 薄気味悪がる [うすきみわる]がる H6
V938 嬉しがり過ぎる [うれしがりす]ぎる H6
V939 上回り過ぎる [うわまわりす]ぎる H6
V940 大売り出しする [おーうり]だしする H4
V941 大振舞いする お[ーぶるまいする L0A
V942 大喜びする [おーよろこ]びする H5
V943 驚かし過ぎる [おどろかしす]ぎる H6
V944 畏まり過ぎる [かしこまりす]ぎる H6
V945 忝くする か[たじけな]くする L5A
V946 忝うする か[たじけの]ーする L5A
V947 可愛がり過ぎる [かわいがりす]ぎる H6
V948 苦しがり過ぎる [くるしがりす]ぎる H6
V949 煙たがり過ぎる [けむたがりす]ぎる H6 (人を～) 
V950 心暖まる [こ]ころ[あたたまる H1.H0
V951 心掛け過ぎる [こころがけす]ぎる H6
V952 心許無がる [こころもとな]がる H6
V953 下回り過ぎる [したまわりす]ぎる H6
V954 狸寝入りする [たぬきねい]りする H5
V955 ちょろまかし過ぎる [ちょろまかしす]ぎる H6
V956 遠ざかり過ぎる [とーざかりす]ぎる H6
V957 長患いする な[がわずら]いする L5A
V958 情容赦する [なさけよー]しゃする H5
V959 生放送する な[まほ]ーそーする L3A
V960 糠喜びする [ぬかよろこ]びする H5
V961 早手回しする は[やてまわ]しする L5A
V962 早のみこみする は[やのみこ]みする L5A
V963 一安心する [ひとあん]しんする H4
V964 一人歩きする ひ[とりある]きする L5A
V965 一人合点する ひ[とりがて]んする L5A
V966 一人暮らしする ひ[とりぐら]しする L5A
V967 一人住まいする ひ[とりずま]いする L5A
V968 平謝りする ひ[らあやま]りする L5A
V969 星占いする [ほしうらな]いする H5
V970 水商売する [みずしょ]ーばいする H3
V971 安請合いする や[すうけあ]いする L5A
V972 喜ばし過ぎる [よろこばしす]ぎる H6
V973 若返り過ぎる [わかがえりす]ぎる H6
V974 青空駐車する [あおぞらちゅ]ーしゃする H5
V975 大立ち回りする [おーたちまわ]りする H6
V976 面白がり過ぎる [おもしろがりす]ぎる H7
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V977 どんちゃん騒ぎする [どんちゃんさわ]ぎする H6
V978 早寝早起きする [はやねはやお]きする H6
V979 継子扱いする [ままこあつか]いする H6
V980 青色申告する あ[おいろし]んこくする L5A

V981 春季大掃除する [しゅ]んき[おーそー]じす
る H1.H4 

V982 水先案内する [みずさきあんな]いする H7
V983 水増し入学する [みずましにゅ]ーがくする H5
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付録12 形容動詞(2) 

資料3．形容動詞 
番 拍 意味 かな ア 挿 低 遅 M

VA001 2 徒 [あ]だに H1    
VA002 2 粋 い[きに L0A    
VA003 2 厭 [いやに H0    
VA004 2 初 う[ぶ]に L2    
VA005 2 得手 [え]てに H1    
VA006 2 乙 [おつに H0    
VA007 2 主 お[も]に L2    
VA008 2 気障 き[ざ]に L2    
VA009 2 逆 [ぎゃくに H0    
VA010 2 花車 [きゃしゃに H0    
VA011 2 急 [きゅーに H0    
VA012 2 愚図 ぐ[ず]に L2    
VA013 2 吝 け[ち]に L2    
VA014 2 酷 [こくに H0    
VA015 2 雑 [ざつに H0 ＋ － － Q
VA016 2 地味 [じ]みに H1 ＋ ＋ ＋ R
VA017 2 好き [す]きに H1    
VA018 2 切 [せ]つに H1    
VA019 2 俗 [ぞくに H0    
VA020 2 損 [そ]んに H1    
VA021 2 伊達 [だてに H0    
VA022 2 駄目 [だ]めに H1    
VA023 2 ちゃち ちゃ[ちに L0A ＋ － － Q
VA024 2 得 [とくに H0    
VA025 2 並み [なみの H0    
VA026 2 馬鹿 ば[かに L0A ＋ － － Q
VA027 2 派手 [はでに H0    
VA028 2 暇 [ひまに H0    
VA029 2 無事 [ぶじに H0    
VA030 2 下手 [へ]たに H1    
VA031 2 別 [べつに H0 ＋ － － R
VA032 2 変 へ[ん]に, [へ]んに L2, H1    
VA033 2 まし [ましに H0    
VA034 2 稀 [まれに H0 ＋ － － R
VA035 2 密 [み]つに H1    
VA036 2 妙 みょ[ー]に, [みょ]ーに L2, H1 ＋ － ＋ R
VA037 2 無駄 む[だに L0A    
VA038 2 無茶 む[ちゃ]に L2 ＋ － － Q
VA039 2 無理 [む]りに H1    
VA040 2 野暮 や[ぼ]に L2    
VA041 2 軟 [や]わに H1    
VA042 2 優 [ゆ]ーに H1    
VA043 2 楽 [ら]くに H1 ＋ ＋ ＋ QR
VA044 2 碌 [ろくに H0 ＋ － － R
VA045 3 阿漕 あ[こ]ぎに L2    
VA046 3 阿呆 あ[ほ]ーに L2    
VA047 3 新た [あ]らたに H1    
VA048 3 露 あ[らわに L0A － － ＋ 
VA049 3 哀れ [あ]われに H1 ＋ － － N
VA050 3 好い気 えー[きに L0B    
VA051 3 意固地 い[こ]じに L2    
VA052 3 いなせ [いなせに H0    
VA053 3 歪 [いびつに H0    
VA054 3 厭味 [いやみに H0    
VA055 3 内気 う[ちきに L0A    
VA056 3 虚ろ [うつろに H0    
VA057 3 上手 [うわての H0    
VA058 3 御侠 お[きゃ]んに L2    
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VA059 3 お釈迦 お[しゃかに L0A    
VA060 3 おしゃま お[しゃ]まに L2    
VA061 3 お洒落 お[しゃ]れに L2    
VA062 3 お茶目 お[ちゃ]めに L2    
VA063 3 同じ [おなじに H0    
VA064 3 朧 [おぼろに H0 ＋ － － R
VA065 3 愚か [お]ろかに H1    
VA066 3 がさつ が[さつに L0A    
VA067 3 微か か[す]かに L2 ＋ － ＋ R
VA068 3 勝ち気 か[ちきに L0A    
VA069 3 軽目 [かるめに H0    
VA070 3 奇怪 [きかいに, き[かいに H0, L0A ＋ － － Q
VA071 3 気軽 [きがるに, き[がるに H0, L0A ＋ － ＋ R
VA072 3 気さく [きさくに H0 ＋ － － R
VA073 3 きつめ [きつめに H0    
VA074 3 気長 [きながに H0 ＋ － ＋ R
VA075 3 気侭 [きままに H0    
VA076 3 奇妙 [き]みょーに H1    
VA077 3 嫌い [きらいに H0 ＋ － － R
VA078 3 奇麗 [き]れいに H1 ＋ － ＋ R
VA079 3 小粋 [こいきに H0    
VA080 3 小柄 こ[がらに L0A ＋ － － R
VA081 3 小癪 [こ]しゃくに H1    
VA082 3 ごった ごっ[たに L0B    
VA083 3 ごっちゃ ごっ[ちゃに L0B    
VA084 3 小粒 [こつぶの H0    
VA085 3 小幅 [こはばに H0    
VA086 3 小振り [こぶりの H0    
VA087 3 細か [こま]かに H2 ＋ － ＋ R
VA088 3 小まめ こ[まめに L0A － － ＋ 
VA089 3 盛ん [さかんに H0 ＋ － － NR
VA090 3 定か さ[だ]かに, [さ]だかに L2, H1    
VA091 3 寒げ さ[む]げに, [さむ]げに L2, H2 － － ＋ 
VA092 3 清か さ[や]かに, [さ]やかに L2, H1    
VA093 3 静か し[ず]かに L2 ＋ － ＋ NR
VA094 3 杜撰 ず[さんに L0A    
VA095 3 すずろ す[ずろに L0A    
VA096 3 素敵 す[てきに L0A － － ＋ 
VA097 3 素直 す[なおに L0A － － ＋ 
VA098 3 ずぼら ず[ぼらに L0A ＋ － ＋ R
VA099 3 狭げ せ[ま]げに, [せま]げに L2, H2 ＋ － ＋ R
VA100 3 平ら [たい]らに H2 ＋ － ＋ R
VA101 3 巧み [たくみに H0    
VA102 3 確か た[し]かに L2 ＋ － ＋ QR
VA103 3 たわわ た[わわに L0A    
VA104 3 円ら つ[ぶらに L0A ＋ － ＋ R
VA105 3 強気 つ[よきに L0A － － ＋ 
VA106 3 強げ [つよ]げに H2 － － ＋ 
VA107 3 辛げ [つら]げに H2    
VA108 3 手荒 て[あらに L0A － － ＋ 
VA109 3 手薄 て[うすに L0A    
VA110 3 手軽 て[がるに L0A － － ＋ 
VA111 3 手頃 て[ごろに L0A － － ＋ 
VA112 3 手狭 て[ぜまに L0A － － ＋ 
VA113 3 手近 て[じかに L0A    
VA114 3 頓馬 とん[まに L0B    
VA115 3 斜め [ななめに H0    
VA116 3 苦手 [にが]てに H2    
VA117 3 憎げ に[く]げに L2 － － ＋ 
VA118 3 俄か に[わ]かに L2 － － ＋ 
VA119 3 眠げ [ねむ]げに H2    
VA120 3 長閑 の[ど]かに L2 ＋ － ＋ R
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VA121 3 暢気 [の]んきに H1    
VA122 3 蓮葉 [はすはに H0 共    
VA123 3 早目 は[やめに L0A － － ＋ 
VA124 3 遥か は[る]かに L2 ＋ － ＋ NR
VA125 3 低目 ひ[くめに L0A － － ＋ 
VA126 3 密か ひ[そ]かに L2 ＋ － ＋ R
VA127 3 ひ弱 [ひよわに H0 ＋ － ＋ R
VA128 3 深げ ふ[か]げに L2    
VA129 3 不気味 [ぶきみに H0 ＋ － ＋ R
VA130 3 無様 [ぶ]ざまに H1    
VA131 3 不思議 [ふしぎに H0 ＋ － ＋ R
VA132 3 普通 ふ[つーに L0A － － ＋ 
VA133 3 太目 ふ[とめに L0A    
VA134 3 腑抜け ふ[ぬ]けに L2    
VA135 3 不向き [ふ]むきに H1    
VA136 3 不埓 [ふ]らちに H1    
VA137 3 便利 [べ]んりに H1    
VA138 3 仄か ほ[の]かに L2 ＋ － ＋ R
VA139 3 真面目 ま[じ]めに L2 ＋ － ＋ R
VA140 3 間近 ま[じかに, [まじかに L0A, H0 ＋ － ＋ R
VA141 3 真っ赤 [まっ]かに H2    
VA142 3 間遠 [まどーに H0    
VA143 3 円か [ま]どかに H1    
VA144 3 まとも [まともに H0 － － ＋ 
VA145 3 間抜け ま[ぬけに, ま[ぬ]けに L0A, L2 － － ＋ 
VA146 3 疎 ま[ばらに L0A － － ＋ 
VA147 3 身軽 み[がるに L0A － － ＋ 
VA148 3 見事 [みご]とに H2 － － ＋ 
VA149 3 惨め み[じ]めに L2 － － ＋ 
VA150 3 淫ら み[だらに L0A    
VA151 3 身近 み[じかに L0A － － ＋ 
VA152 3 雅 [みや]びに H2    
VA153 3 無意味 [むい]みに, む[い]みに H2, L2    
VA154 3 無邪気 [む]じゃきに H1    
VA155 3 夢中 む[ちゅーに L0A － － ＋ 
VA156 3 無闇 [む]やみに H1    
VA157 3 滅多 [めっ]たに H2 － － ＋ 
VA158 3 やくざ [や]くざに H1    
VA159 3 安手 や[すでの L0A    
VA160 3 矢鱈 や[たらに L0A － － ＋ 
VA161 3 野蛮 や[ばんに L0A    
VA162 3 やんちゃ [やんちゃに H0    
VA163 3 愉快 [ゆ]かいに H1    
VA164 3 豊か ゆ[た]かに L2 － － ＋ 
VA165 3 余計 よ[けいに L0A － － ＋ 
VA166 3 弱気 よ[わきに L0A － － ＋ 
VA167 3 弱げ [よわ]げに H2 － － ＋ 
VA168 3 利口 [りこーに H0    
VA169 3 立派 [りっぱに H0 － － ＋ 
VA170 3 僅か わ[ず]かに L2 ＋ － ＋ R
VA171 4 曖昧 [あいまいに H0    
VA172 4 明らか [あ]きらかに H1 － － ＋ 
VA173 4 明け透け [あけすけに H0 ＋ － － Q
VA174 4 浅はか [あ]さはかに H1    
VA175 4 鮮やか [あ]ざやかに H1 ＋ － ＋ R
VA176 4 足速 [あしばやに H0    
VA177 4 足まめ [あしまめに H0    
VA178 4 汗だく あ[せだくに L0A ＋ － － Q
VA179 4 暖か [あたた]かに H3 ＋ － ＋ R
VA180 4 熱  々 あ[つあつに L0A ＋ － ＋ QR
VA181 4 暖か [あった]かに H3 ＋ － ＋ R
VA182 4 天晴 [あっ]ぱれに H2    
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VA183 4 艶やか [あ]でやかに H1 ＋ － ＋ R
VA184 4 怪しげ [あやし]げに H3 ＋ － ＋ R
VA185 4 あやふや [あやふやに H0    
VA186 4 灼か [あ]らたかに H1 － － ＋ 
VA187 4 有りがち あ[りがちに L0A    
VA188 4 荒気味 [あれぎみの H0    
VA189 4 如何様 い[かよーに L0A    
VA190 4 意地悪 い[じわるに L0A    
VA191 4 いたいけ [いたいけに H0    
VA192 4 徒 [いたずらに H0    
VA193 4 今風 い[まふーに L0A    
VA194 4 入り用 [いりよーの H0    
VA195 4 色  々 い[ろいろに L0A ＋ － ＋ QN
VA196 4 色白 [いろじろの H0    
VA197 4 いんちき いん[ち]きに L3B    
VA198 4 薄のろ う[すのろに L0A    
VA199 4 薄馬鹿 [うすばかに H0 ＋ － － Q
VA200 4 移り気 [うつり]ぎに H3    
VA201 4 腕利き [うでき]きの H3    
VA202 4 有耶無耶 [うやむやに H0 ＋ － ＋ R
VA203 4 裏腹 [うらはらに H0    
VA204 4 煩げ [うるさ]げに H3    
VA205 4 嬉しげ [うれし]げに H3 ＋ － ＋ R
VA206 4 上向き [うわむきに H0    
VA207 4 美味しげ お[いし]げに L3A ＋ － ＋ R
VA208 4 大甘 おー[あまに L0B    
VA209 4 大荒れ [おーあれの H0    
VA210 4 大柄 おー[がらの L0B    
VA211 4 大袈裟 [おーげさに H0    
VA212 4 大幅 おー[はばに L0B    
VA213 4 大振り おー[ぶりの L0B    
VA214 4 大まか おー[まかに L0B － － ＋ 
VA215 4 大らか [おー]らかに H2    
VA216 4 可笑しげ [おかし]げに H3    
VA217 4 厳か [おご]そかに, [お]ごそかに H2, H1 ＋ － ＋ R
VA218 4 御座なり お[ざなりに L0A    
VA219 4 御喋り お[しゃ]べりに L2    
VA220 4 穏やか [お]だやかに H1 ＋ － ＋ R
VA221 4 御転婆 お[てんばに L0A    
VA222 4 朧気 [おぼろ]げに H3 ＋ － ＋ R
VA223 4 疎か [お]ろそかに H1 － － ＋ 
VA224 4 おんぼろ おん[ぼ]ろの L3B    
VA225 4 賢げ [かしこ]げに H3 ＋ － ＋ R
VA226 4 頑な [かたくなに H0 ＋ － ＋ R
VA227 4 悲しげ [かなし]げに H3 ＋ － ＋ R
VA228 4 我武者羅 [がむしゃらに H0    

VA229 4 がらがら が[らがらに L0A ＋ － ＋ QN
R

VA230 4 空っぽ か[らっぽに L0A ＋ － ＋ NR

VA231 4 涸れ涸れ か[れがれに L0A ＋ － － QN
R

VA232 4 軽やか [か]ろやかに H1 ＋ － ＋ R
VA233 4 頑丈 [がんじょーに H0    
VA234 4 聞きべた [ききべたに H0    
VA235 4 奇っ怪 [きっかいに H0    
VA236 4 奇天烈 [きてれつに H0    
VA237 4 気の毒 [きのど]くに H3    
VA238 4 生真面目 [き]まじめに H1 ＋ － ＋ R
VA239 4 仰山 [ぎょーさ]んの H3    
VA240 4 清らか [き]よらかに H1 ＋ － ＋ R
VA241 4 切れ切れ き[れぎれに L0A    
VA242 4 ぐうたら [ぐーたらに H0    
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VA243 4 糞味噌 [く]そみそに H1 － － ＋ 
VA244 4 くたくた く[たくたに L0A ＋ － － Q
VA245 4 口下手 [くちべたに, く[ちべたに H0, L0A    
VA246 4 悔しげ [くやし]げに H3    
VA247 4 苦しげ [くるし]げに H3 ＋ － ＋ R
VA248 4 卦体 [けっ]たいに, ([け]たいに) H2 ＋ － － Q
VA249 4 煙たげ [けむた]げに H3 ＋ － ＋ R
VA250 4 ご機嫌 [ごきげんに H0 ＋ － － Q
VA251 4 小刻み [こ]きざみに H1 － － ＋ 
VA252 4 小奇麗 [こぎ]れいに H2 ＋ － ＋ R
VA253 4 御苦労 [ごく]ろーに H2    
VA254 4 粉  々 こ[なごなに L0A ＋ － ＋ N
VA255 4 濃やか [こ]まやかに H1 ＋ － ＋ R
VA256 4 小利口 [こりこ]ーに H3    
VA257 4 声高 こ[わだかに L0A    
VA258 4 細心 [さいしんの H0    
VA259 4 幸い [さいわいに H0    
VA260 4 逆様 [さかさまに H0 ＋ － ＋ QR
VA261 4 賢しら [さかしらに H0    
VA262 4 酒好き [さけずきに H0    
VA263 4 ささやか [さ]さやかに H1 ＋ － ＋ R
VA264 4 寂しげ [さびし]げに H3 ＋ － ＋ R
VA265 4 様  々 [さま]ざまに H2    
VA266 4 さもしげ [さもし]げに H3    
VA267 4 爽やか [さ]わやかに H1 ＋ － ＋ R
VA268 4 幸せ [しあわせに H0 ＋ － ＋ R
VA269 4 親しげ [したし]げに H3 ＋ － ＋ R
VA270 4 強か し[た]たかに L2    
VA271 4 自堕落 [じ]だらくに H1    
VA272 4 淑やか [し]とやかに H1 ＋ － ＋ R
VA273 4 品薄 [しなうすに H0    
VA274 4 しなやか [し]なやかに H1 ＋ － ＋ R
VA275 4 渋ちん し[ぶち]んに L3A    
VA276 4 自慢げ じ[まん]げに L3A － － ＋ 
VA277 4 しめやか [し]めやかに H1 ＋ － ＋ R
VA278 4 上出来 [じょーできの H0    
VA279 4 尻軽 [しりがるに H0    

VA280 4 皺くちゃ [しわくちゃに H0 ＋ － ＋ QN
R

VA281 4 清やか [す]がやかに H1    
VA282 4 少な目 [すくなめに H0 ＋ － ＋ R
VA283 4 助平 す[けべ]ーに L3A    
VA284 4 健やか [す]こやかに H1 ＋ － ＋ R
VA285 4 涼しげ [すずし]げに H3 ＋ － ＋ R
VA286 4 涼やか [す]ずやかに H1 ＋ － ＋ R
VA287 4 捨て鉢 [すてばちに H0    
VA288 4 速やか [す]みやかに H1 － － ＋ 

VA289 4 擦れ擦れ す[れすれに L0A ＋ － ＋ QN
R

VA290 4 赤裸々 [せきららに H0    
VA291 4 せっかち [せっ]かちに H2    
VA292 4 世話好き [せわずきに H0    
VA293 4 ぞんざい [ぞんざいに H0    
VA294 4 大好き [だ]いすきに H1 － － ＋ 
VA295 4 台無し だ[いな]しに L3A    
VA296 4 大変 た[いへんに L0A    
VA297 4 平らか [たい]らかに H2 ＋ － ＋ R
VA298 4 嫋やか [たお]やかに, [た]おやかに H2, H1 － － ＋ 
VA299 4 高飛車 た[かびしゃに L0A    
VA300 4 高らか [たか]らかに H2 ＋ － ＋ R
VA301 4 沢山 [たくさ]んの H3 ＋ － － QR
VA302 4 楽しげ [たのし]げに H3 ＋ － ＋ R
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VA303 4 垂れ気味 だ[れぎみに L0A    
VA304 4 ちぐはぐ ち[ぐ]はぐに L2    
VA305 4 小っぽけ ちっ[ぽけに L0B    
VA306 4 血塗れ [ちまみ]れに H3    
VA307 4 血みどろ [ちみどろに H0    
VA308 4 ちょこ才 [ちょこざいに H0    
VA309 4 月並 [つきなみに H0    
VA310 4 円らか [つ]ぶらかに H1    
VA311 4 艶やか [つ]ややかに H1 ＋ － ＋ R
VA312 4 徒然 つ[れ]ずれに L2    
VA313 4 つれなげ [つれな]げに H3    
VA314 4 凸凹 で[こ]ぼこに L2 ＋ － － Q
VA315 4 出鱈目 で[たらめに L0A ＋ － － Q
VA316 4 出任せ [でまかせに H0    
VA317 4 手短 て[みじかに L0A － － ＋ 
VA318 4 得意気 と[くい]げに L3A    
VA319 4 等閑 [なおざりに H0    
VA320 4 投遣り な[げやりに L0A    
VA321 4 和やか [な]ごやかに H1 ＋ － ＋ R
VA322 4 なだらか [な]だらかに H1 ＋ － ＋ R
VA323 4 何より な[に]よりの L2    
VA324 4 生意気 な[まいきに L0A    
VA325 4 生臭 [なまぐさに H0    
VA326 4 鈍ら な[まくらの L0A    
VA327 4 生半 な[ま]なかに L2    
VA328 4 滑らか [な]めらかに H1 ＋ － ＋ R
VA329 4 賑やか [に]ぎやかに H1 － － ＋ 
VA330 4 にこやか [に]こやかに H1 ＋ － ＋ R
VA331 4 眠たげ [ねむた]げに H3 ＋ － ＋ R
VA332 4 懇ろ ね[んごろに L0A    
VA333 4 伸びやか [の]びやかに H1 ＋ － ＋ R
VA334 4 儚げ [はかな]げに H3 ＋ － ＋ R
VA335 4 禿ちょろ は[げちょろに L0A    
VA336 4 蓮っ葉 [はすっぱに H0    
VA337 4 場違い ば[ち]がいに L2    
VA338 4 華やか [は]なやかに H1 ＋ － ＋ R
VA339 4 晴れやか [は]れやかに H1 ＋ － ＋ R
VA340 4 破廉恥 は[れ]んちに L2    
VA341 4 控え目 [ひかえめに H0 ＋ － ＋ R
VA342 4 久  々 [ひさびさに H0 ＋ － － Q
VA343 4 密やか [ひ]そやかに H1 ＋ － ＋ R
VA344 4 直ぶる [ひたぶるに H0    
VA345 4 直向き [ひたむきに H0    
VA346 4 人並み [ひとなみに H0    
VA347 4 冷ややか [ひ]ややかに H1 － － ＋ 
VA348 4 広やか [ひ]ろやかに H1    
VA349 4 不可欠 ふ[か]けつに L2    
VA350 4 不可能 ふ[か]のーに L2    
VA351 4 不器用 [ぶ]きっちょに H1    
VA352 4 複雑 [ふくざつに H0    
VA353 4 ふくよか [ふ]くよかに H1 ＋ － ＋ R
VA354 4 ふしだら [ふ]しだらに H1    
VA355 4 物騒 [ぶっ]そーに H2    
VA356 4 筆まめ [ふでまめに H0    
VA357 4 不真面目 [ふ]まじめに H1    
VA358 4 不愉快 [ふ]ゆかいに H1    
VA359 4 ぺしゃんこ ぺ[しゃんこに L0A ＋ － ＋ Q
VA360 4 下手糞 [へたくそに H0 ＋ － － Q
VA361 4 へっちゃら へっ[ちゃらに L0B － － ＋ 
VA362 4 別  々 [べつべつに H0 ＋ － － Q
VA363 4 へっぽこ へっ[ぽこに L0B    
VA364 4 箆棒 べ[らぼーに L0A    
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VA365 4 偏屈 へ[んくつに L0A    
VA366 4 変てこ へ[んてこに L0A － － ＋ 
VA367 4 茫  々 ぼ[ーぼーに L0A    
VA368 4 朗らか [ほ]がらかに H1 － － ＋ 
VA369 4 ぼちゃぼちゃ ぼ[ちゃぼちゃに L0A ＋ － － Q
VA370 4 ぼろ糞 [ぼろくそに H0 ＋ － － QN

VA371 4 ぼろぼろ ぼ[ろぼろに L0A ＋ － － QN
R

VA372 4 盆暗 [ぼんくらに H0    
VA373 4 本当 [ほんとーに H0    
VA374 4 前向き ま[えむきに L0A    
VA375 4 真四角 [ましか]くに H3 ＋ － － Q
VA376 4 区  々 ま[ちまちに L0A ＋ － － Q
VA377 4 真っ暗 [まっ]くらに H2    
VA378 4 真っ黒 [まっ]くろに H2    
VA379 4 真っ青 [まっ]さおに H2    
VA380 4 真っ白 [まっ]しろに H2    
VA381 4 真っ直ぐ [まっ]すぐに H2    
VA382 4 真っ当 [まっとーに H0    
VA383 4 眩しげ [まぶし]げに H3 ＋ － ＋ R
VA384 4 円やか [ま]ろやかに H1 ＋ － ＋ R
VA385 4 真ん丸 ま[んまるに L0A    
VA386 4 身勝手 [み]がってに H1    
VA387 4 短目 [みじかめに H0 ＋ － ＋ R
VA388 4 耳寄り [みみよりに H0    
VA389 4 無茶苦茶 む[ちゃくちゃに L0A ＋ － ＋ QR
VA390 4 無防備 む[ぼ]ーびに L2    
VA391 4 目障り [め]ざわりに H1    
VA392 4 滅茶苦茶 め[ちゃくちゃに L0A ＋ － ＋ QR
VA393 4 目茶目茶 め[ちゃめちゃに L0A ＋ － ＋ QR
VA394 4 面倒 [めんど]ーに H3    
VA395 4 尤も [もっ]ともに H2    
VA396 4 物憂げ [ものう]げに H3 ＋ － ＋ R
VA397 4 物臭 [ものぐさに H0    
VA398 4 物知り [ものし]りに H3    
VA399 4 物好き [ものずきに, [ものず]きに H0, H3    
VA400 4 やけ糞 や[けくそに L0A ＋ － － Q
VA401 4 優しげ [やさし]げに H3 ＋ － ＋ R
VA402 4 安らか [や]すらかに H1 ＋ － ＋ R
VA403 4 痩せぎす [やせぎすに H0 ＋ － － Q
VA404 4 柔らか [やわら]かに H3 ＋ － ＋ R
VA405 4 有意義 [ゆーい]ぎに H3 － － ＋ 
VA406 4 由々しげ [ゆゆし]げに H3 － － ＋ 
VA407 4 緩やか [ゆ]るやかに H1 ＋ － ＋ R
VA408 4 邪ま [よこしまに H0    
VA409 4 横這い よ[こば]いに L3A    
VA410 4 理不尽 り[ふ]じんに L2    
VA411 4 凛々しげ [りりし]げに H3    
VA412 4 猥褻 [わいせつに H0    
VA413 4 我が侭 わ[がままに L0A    
VA414 4 若やか [わ]かやかに H1 ＋ － ＋ R
VA415 4 侘しげ [わびし]げに H3 ＋ － ＋ R
VA416 4 割高 [わりだかに H0    
VA417 4 割安 [わりやすに H0    
VA418 4 腕白 わ[んぱくに L0A    
VA419 5 愛らしげ あ[いらし]げに L4A ＋ － ＋ R
VA420 5 明から様 [あからさまに H0    
VA421 5 浅ましげ [あさまし]げに H4 ＋ － ＋ Q
VA422 5 暖かげ [あたたか]げに H4 － － ＋ 
VA423 5 頭越し [あたまごしに H0    
VA424 5 新しげ [あたらし]げに H4 － － ＋ 
VA425 5 当たり前 あ[たりまえに, [あたりまえに L0A, H0 ＋ － － Q
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VA426 5 あどけなげ [あどけな]げに H4 ＋ － ＋ R
VA427 5 粗削り あ[らけずりに L0A    
VA428 5 有難げ [ありがた]げに H4 － － ＋ 
VA429 5 好い加減 い[ーかげんに L0A    
VA430 5 厳めしげ [いかめし]げに H4    
VA431 5 勇ましげ [いさまし]げに H4    
VA432 5 意地っぱり い[じっぱりに, い[じっぱ]りに L0A, L4A    
VA433 5 忙しげ [いそがし]げに H4 － － ＋ 
VA434 5 痛ましげ [いたまし]げに H4 － － ＋ 
VA435 5 今一つ い[ま]ひとつに L2    
VA436 5 忌わしげ [いまわし]げに H4    
VA437 5 厭らしげ [いやらし]げに H4    
VA438 5 後ろ向き う[しろむきに L0A    
VA439 5 薄っぺら う[すっぺらに L0A ＋ － ＋ R
VA440 5 有頂天 [うちょ]ーてんに H2    
VA441 5 美しげ [うつくし]げに H4 ＋ － ＋ R
VA442 5 疎ましげ [うとまし]げに H4 － － ＋ 
VA443 5 恨めしげ [うらめし]げに H4 － － ＋ 
VA444 5 上滑り [うわすべりに H0    
VA445 5 上の空 [うわの]そらに H3    
VA446 5 大掛かり お[ーがかりに L0A    
VA447 5 大雑把 お[ーざっぱに L0A    
VA448 5 大仕掛け お[ーじかけに L0A    
VA449 5 大っ平 お[ーっぴらに L0A    
VA450 5 大真面目 [おーま]じめに H3 － － ＋ 
VA451 5 大童 [おーわ]らわに H3    
VA452 5 御節介 お[せっ]かいに L3A    
VA453 5 おぞましげ [おぞまし]げに H4 － － ＋ 
VA454 5 恐ろしげ [おそろし]げに H4 － － ＋ 
VA455 5 大人しげ お[となし]げに L4A － － ＋ 
VA456 5 御人好し お[ひとよしに L0A    
VA457 5 面白げ [おもしろ]げに H4 ＋ － ＋ R
VA458 5 親不孝 [おやふ]こーに H3 － － ＋ 
VA459 5 愚かしげ [おろかし]げに H4 － － ＋ 
VA460 5 片手落ち [かたておちに H0    
VA461 5 型破り [かたやぶ]りに H4    
VA462 5 かっ怠げ [かったる]げに H4 － － ＋ 
VA463 5 空っ下手 か[らっぺたに L0A    
VA464 5 可哀想 [かわいそ]ーに H4    
VA465 5 聞き上手 [ききじょー]ずに H4    
VA466 5 ぎこちなげ [ぎこちな]げに H4    
VA467 5 几帳面 き[ちょーめんに L0A    
VA468 5 木目細か [きめこま]かに H4 ＋ － ＋ R
VA469 5 煌びやか [きらび]やかに H3 － － ＋ 
VA470 5 曇りがち [くもりがちに H0    
VA471 5 狂おしげ [くるおし]げに H4    
VA472 5 黒眼勝 く[ろめがちの L0A    
VA473 5 桁違い け[たちが]いに L4A    
VA474 5 桁外れ け[たはず]れに L4A    
VA475 5 吝ん坊 け[ちんぼーに L0A    
VA476 5 毛尨じゃら [けむくじゃらに H0    
VA477 5 心地好げ [ここちよ]げに H4 ＋ － ＋ R
VA478 5 快げ [こころよ]げに H4 － － ＋ 
VA479 5 小賢しげ [こざかし]げに H4    
VA480 5 こそばゆげ [こそばゆ]げに H4    
VA481 5 事細か [ことこま]かに H4 ＋ － ＋ R
VA482 5 事も無げ [こ]ともなげに, [こ]とも[な]げに H1, H1.H1    
VA483 5 小生意気 [こ]なまいきに H1    
VA484 5 好ましげ [このまし]げに H4 － － ＋ 
VA485 5 子煩悩 [こぼんの]ーに H4    
VA486 5 騒がしげ [さわがし]げに H4 － － ＋ 
VA487 5 しおらしげ [しおらし]げに H4 － － ＋ 
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VA488 5 刺激的 し[げきてきに L0A    
VA489 5 舌足らず [したたら]ずに H4    
VA490 5 慕わしげ [したわし]げに H4 ＋ － ＋ R
VA491 5 品不足 [しなぶそくに H0    
VA492 5 忍びやか [しのび]やかに H3 ＋ － ＋ R
VA493 5 慈悲深げ じ[ひぶか]げに L4A    
VA494 5 自暴自棄 [じぼーじ]きに H4    
VA495 5 しみっ垂れ [しみったれに H0    
VA496 5 十二分 [じゅーにぶんに H0    
VA497 5 上機嫌 [じょーき]げんに H3 － － ＋ 
VA498 5 尻窄み [しりすぼ]みに H4    
VA499 5 焦れったげ [じれった]げに H4    
VA500 5 素寒貧 す[かんぴんに L0A ＋ － － Q
VA501 5 凄まじげ [すさまじ]げに H4    
VA502 5 筋違い す[じち]がいに L3A － － ＋ 
VA503 5 す頓狂 す[とんきょーに L0A ＋ － － Q
VA504 5 寸詰まり す[んずま]りに L4A    
VA505 5 忙しなげ [せわしな]げに H4    
VA506 5 大嫌い [だ]いきらいに H1 － － ＋ 
VA507 5 大丈夫 [だいじょー]ぶに H4    
VA508 5 比まれ [たぐいまれに H0    
VA509 5 頼もしげ [たのもし]げに H4 － － ＋ 
VA510 5 頼り無げ た[よりな]げに L4A － － ＋ 
VA511 5 段違い [だんち]がいに H3 － － ＋ 
VA512 5 小さやか [ちーさ]やかに H3    
VA513 5 慎ましげ [つつまし]げに H4 ＋ － ＋ R
VA514 5 約やか [つずま]やかに H3    
VA515 5 詳らか [つまび]らかに H3 － － ＋ 
VA516 5 詰まらなげ [つまらな]げに H4    
VA517 5 罪作り つ[みつく]りに L4A    
VA518 5 鉄面皮 [てつめ]んぴの H3    
VA519 5 照れ臭げ [てれくさ]げに H4 ＋ － ＋ R
VA520 5 懐かしげ [なつかし]げに H4 ＋ － ＋ R
VA521 5 生半可 な[まはんかに L0A    
VA522 5 悩ましげ [なやまし]げに H4 － － ＋ 
VA523 5 似合わしげ [にあわし]げに H4    
VA524 5 憎らしげ [にくらし]げに H4 － － ＋ 
VA525 5 寝苦しげ [ねぐるし]げに H4    
VA526 5 妬ましげ [ねたまし]げに H4 ＋ － ＋ R
VA527 5 望み薄 [のぞみうすに H0    
VA528 5 呪わしげ [のろわし]げに H4    
VA529 5 馬鹿らしげ ば[からし]げに L4A    
VA530 5 恥曝し [はじさら]しに H4    
VA531 5 恥知らず [はじしら]ずに H4    
VA532 5 場所塞ぎ [ばしょふさ]ぎに H4    
VA533 5 恥ずかしげ [はずかし]げに H4 ＋ － ＋ R
VA534 5 罰当たり [ばちあた]りに H4    
VA535 5 破天荒 は[て]んこーに L2    
VA536 5 話下手 [はなしべたに H0    
VA537 5 等し並 [ひとしなみに H0    
VA538 5 無愛想 [ぶ]あいそーに H1 － － ＋ 
VA539 5 風変わり [ふーがわ]りに H4    
VA540 5 伏し目がち [ふしめがちに H0    
VA541 5 太っ腹 ふ[とっぱらに L0A    
VA542 5 臍曲がり [へそまが]りに H4    
VA543 5 誇らしげ [ほこらし]げに H4 ＋ － ＋ R
VA544 5 恣 [ほ]しい[ままに H1.H0    
VA545 5 真っ黒け まっ[くろけに, [まっ]くろけに L0B, H2 ＋ － ＋ R
VA546 5 真っ白け まっ[しろけに, [まっ]しろけに L0B, H2 ＋ － ＋ R
VA547 5 真っ二つ [まっ]ぷたつに H2    
VA548 5 的外れ [まとはず]れに H4    
VA549 5 見えっ張り み[えっぱ]りに L4A    
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VA550 5 未完成 み[か]んせいの L2    
VA551 5 耳障り [みみざわ]りに H4    
VA552 5 雅やか [みやび]やかに H3 － － ＋ 
VA553 5 昔風 む[かしふーに L0A    
VA554 5 向こう見ず [むこー]みずに H3    
VA555 5 無神経 [むし]んけいに H2 － － ＋ 
VA556 5 難しげ [むずかし]げに H4    
VA557 5 無責任 [む]せきにんに H1    
VA558 5 睦まじげ [むつまじ]げに H4 ＋ － ＋ R
VA559 5 睦まやか [むつま]やかに H3    
VA560 5 珍しげ [めずらし]げに H4 ＋ － ＋ R
VA561 5 もどかしげ [もどかし]げに H4 － － ＋ 
VA562 5 物哀れ [ものあ]われに H3 － － ＋ 
VA563 5 物静か [ものしず]かに H4 ＋ － ＋ R
VA564 5 物欲しげ [ものほし]げに H4 － － ＋ 
VA565 5 喧しげ [やかまし]げに H4 ＋ － － Q
VA566 5 安上がり や[すあがりに L0A    
VA567 5 矢継ぎ早 [やつぎばやに, や[つぎばやに H0, L0A    
VA568 5 ややこしげ [ややこし]げに H4    
VA569 5 夢みがち [ゆめみがちに H0    
VA570 5 用有り気 [よーあり]げに H4    
VA571 5 予想外 よ[そー]がいに L3A － － ＋ 
VA572 5 悪達者 わ[るだっしゃに L0A    
VA573 6 愛苦しげ [あいくるし]げに H5 ＋ － ＋ R
VA574 6 商下手 [あきないべたに H0    
VA575 6 開けっ広げ [あけっぴろげに H0    
VA576 6 足手纏い [あしでまと]いに H5 － － ＋ 
VA577 6 頭ごなし [あたまごな]しに H5 － － ＋ 
VA578 6 厚かましげ [あつかまし]げに H5 － － ＋ 
VA579 6 暑苦しげ [あつくるし]げに H5 － － ＋ 
VA580 6 誂え向き [あつらえむきに H0    
VA581 6 荒々しげ [あらあらし]げに H5 － － ＋ 
VA582 6 慌ただしげ [あわただし]げに H5 － － ＋ 
VA583 6 阿呆たん あん[ぽんたんに L0B    
VA584 6 如何わしげ [いかがわし]げに H5 － － ＋ 
VA585 6 息苦しげ い[きぐるし]げに L5A － － ＋ 
VA586 6 いけぞんざい [いけぞんざいに H0    
VA587 6 痛々しげ [いたいたし]げに H5 ＋ － ＋ R
VA588 6 命知らず [いのちしら]ずに H5    
VA589 6 忌々しげ [いまいまし]げに H5 － － ＋ 
VA590 6 苛立たしげ [いらだたし]げに H5 － － ＋ 
VA591 6 色鮮やか [い]ろ[あ]ざやかに H1.H1 ＋ － ＋ R
VA592 6 初々しげ [ういういし]げに H5 － － ＋ 

VA593 6 後めたげ [うしろめた]げに,
う[しろめた]げに

H5, 
L5A     

VA594 6 薄生意気 [うすなまいきに H0    
VA595 6 疑わしげ [うたがわし]げに H5 － － ＋ 
VA596 6 鬱陶しげ [うっとーし]げに H5 － － ＋ 
VA597 6 疎々しげ [うとうとし]げに H5 － － ＋ 
VA598 6 恭しげ [うやうやし]げに H5 － － ＋ 
VA599 6 心悲しげ [うらがなし]げに H5 ＋ － ＋ R
VA600 6 心寂しげ [うらさびし]げに H5 ＋ － ＋ R
VA601 6 羨ましげ [うらやまし]げに H5 ＋ － ＋ R
VA602 6 上っ調子 [うわっちょーしに H0    
VA603 6 大忙し [おーいそが]しの H5    
VA604 6 おっちょこちょい おっ[ちょこちょいに L0B    
VA605 6 男嫌い [おとこぎら]いに H5    
VA606 6 重々しげ [おもおもし]げに H5 － － ＋ 
VA607 6 重苦しげ [おもくるし]げに H5 － － ＋ 
VA608 6 思わせぶり [おもわせぶりに H0    
VA609 6 親孝行 [おやこ]ーこーに H3    
VA610 6 甲斐甲斐しげ [かいがいし]げに H5 － － ＋ 
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VA611 6 勝手次第 [かってしだ]いに H5    
VA612 6 可愛らしげ [かわいらし]げに H5 ＋ － ＋ R
VA613 6 汚ならしげ [きたならし]げに H5 － － ＋ 
VA614 6 擽ったげ [くすぐった]げに H5 － － ＋ 
VA615 6 口煩げ [くちうるさ]げに H5    
VA616 6 口説き上手 [くどきじょー]ずに H5 － － ＋ 
VA617 6 けたたましげ [けたたまし]げに H5 － － ＋ 
VA618 6 心掛かり [こころがか]りに H5    
VA619 6 心細げ [こころぼそ]げに H5 ＋ － ＋ R

VA620 6 心豊か 
[こころゆた]かに,
[こころ]ゆ[た]かに, 
[こ]ころゆ[た]かに

H5,
H0.L2, 
H1.L2

－ － ＋  

VA621 6 事々しげ [ことごとし]げに H5 － － ＋ 
VA622 6 小憎らしげ [こにくらし]げに H5 － － ＋ 
VA623 6 小難しげ [こむずかし]げに H5 － － ＋ 
VA624 6 根本的 こ[んぽんてきに L0A    
VA625 6 ざっくばらん [ざっ]くば[らんに H2.L0A    
VA626 6 殺風景 [さっぷ]ーけいに H3    
VA627 6 七面倒 [しちめんど]ーに H5    
VA628 6 しどろもどろ し[どろも]どろに L4A    
VA629 6 自分勝手 [じぶんかってに H0    
VA630 6 杓子定規 [しゃくしじょー]ぎに H5 － － ＋ 
VA631 6 自由自在 [じ]ゆー[じざいに H1.H0    
VA632 6 支離滅裂 [し]り[めつれつに H1.H0    
VA633 6 神経質 [しんけい]しつに H4    
VA634 6 清々しげ [すがすがし]げに H5 ＋ － ＋ R

VA635 6 素っ頓狂 すっ[と]んきょーに,
すっ[とんきょーに

L3B,
L0B ＋ － － Q

VA636 6 正反対 [せ]い[はんたいに H1.H0    
VA637 6 絶好調 ぜっ[こー]ちょーに L4B    
VA638 6 狭苦しげ [せまくるし]げに H5 － － ＋ 
VA639 6 空々しげ [そらぞらし]げに H5 － － ＋ 
VA640 6 他人行儀 [たにんぎょー]ぎに H5    
VA641 6 力強げ [ちからずよ]げに H5 － － ＋ 
VA642 6 力任せ [ちからまか]せに H5 － － ＋ 
VA643 6 血腥げ [ちなまぐさ]げに H5 － － ＋ 
VA644 6 ちゃらんぽらん ちゃ[らんぽらんに L0A － － ＋ 
VA645 6 中途半端 ちゅ[ーとは]んぱに L4A － － ＋ 
VA646 6 宙ぶらりん ちゅ[ーぶらりんに L0A － － ＋ 
VA647 6 ちんちくりん ち[んちくりんに L0A － － ＋ 
VA648 6 つっけんどん つっ[けん]どんに L4B    
VA649 6 慎ましやか [つつまし]やかに H4 ＋ － ＋ R
VA650 6 つむじ曲がり つ[むじまが]りに L5A    
VA651 6 手一杯 て[ー]いっ[ぱいに L0.L0B    
VA652 6 徹底的 [てっていてきに H0    
VA653 6 手前勝手 [てまえがってに H0    
VA654 6 手持ち無沙汰 て[もちぶさ]たに L5A    
VA655 6 典型的 [てんけいてきに H0    
VA656 6 途切れ途切れ [とぎれとぎ]れに H5 － － ＋ 
VA657 6 毒々しげ [どくどくし]げに H5 － － ＋ 
VA658 6 頓珍漢 とん[ちん]かんに L4B    
VA659 6 嘆かわしげ [なげかわし]げに H5 － － ＋ 
VA660 6 名残惜しげ [なごりおし]げに H5 ＋ － ＋ R
VA661 6 情け知らず [なさけしら]ずに H5 － － ＋ 
VA662 6 情け深げ [なさけぶか]げに H5 － － ＋ 
VA663 6 艶かしげ な[まめかし]げに L5A － － ＋ 
VA664 6 並み大抵 [なみたいていの H0    
VA665 6 馴れ馴れしげ [なれなれし]げに H5 － － ＋ 
VA666 6 苦々しげ [にがにがし]げに H5 － － ＋ 
VA667 6 憎たらしげ [にくたらし]げに H5 － － ＋ 
VA668 6 憎々しげ [にくにくし]げに H5 － － ＋ 
VA669 6 似つかわしげ [につかわし]げに H5 － － ＋ 
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VA670 6 馬鹿正直 ば[かしょーじ]きに L5A － － ＋ 
VA671 6 馬鹿丁寧 ば[かて]いねいに L3A － － ＋ 
VA672 6 捗々しげ [はかばかし]げに H5 － － ＋ 
VA673 6 馬鹿馬鹿しげ ば[かばかし]げに L5A － － ＋ 
VA674 6 傍迷惑 [はためい]わくに H4    
VA675 6 話上手 [はなしじょー]ずに H5 － － ＋ 
VA676 6 離れ離れ は[なればな]れに L5A    
VA677 6 腹立たしげ [はらだたし]げに H5 － － ＋ 
VA678 6 晴れがましげ [はれがまし]げに H5 － － ＋ 
VA679 6 人騒がせ [ひとさわが]せに H5    
VA680 6 一人善がり ひ[とりよが]りに L5A    
VA681 6 ぶっきら棒 ぶっ[きらぼーに L0B    
VA682 6 分相応 [ぶ]んそ[ーおーに H1.L0A    
VA683 6 変ちくりん へ[んちくりんに L0A － － ＋ 
VA684 6 微笑ましげ ほ[ほえまし]げに L5A ＋ － ＋ R
VA685 6 負けず嫌い [まけずぎら]いに H5 － － ＋ 

VA686 6 誠しやか ま[ことしや]かに,
ま[ことし]やかに【※なまけ】

L5A, 
L4A ＋ － ＋ R

VA687 6 待ち遠しげ [まちどーし]げに,
ま[ちどーし]げに

H5,
L5A ＋ － ＋ R

VA688 6 真っ逆様 [まっ]さかさまに H2    
VA689 6 真っ正直 [まっしょーじ]きに H5 ＋ － ＋ Q
VA690 6 まめまめしげ [まめまめし]げに H5 － － ＋ 
VA691 6 見窄らしげ [みすぼらし]げに H5 ＋ － ＋ R
VA692 6 妙ちきりん [みょーちきりんに H0 － － ＋ 
VA693 6 昔気質 む[かしかた]ぎに L5A    
VA694 6 惨たらしげ [むごたらし]げに H5 － － ＋ 
VA695 6 むさ苦しげ [むさくるし]げに H5 － － ＋ 
VA696 6 以ての外 もっ[て]のほかに L3B    
VA697 6 物悲しげ [ものがなし]げに H5 ＋ － ＋ R
VA698 6 物寂しげ [ものさびし]げに H5 ＋ － ＋ R
VA699 6 物足りなげ [ものたりな]げに H5 ＋ － ＋ R
VA700 6 物々しげ [ものものし]げに H5 － － ＋ 
VA701 6 盛り沢山 [もりだくさ]んに H5 － － ＋ 
VA702 6 問題外 [もんだいが]いに H5 － － ＋ 
VA703 6 破れかぶれ や[ぶれかぶ]れに L5A － － ＋ 
VA704 6 喜ばしげ [よろこばし]げに H5 ＋ － ＋ R
VA705 6 弱々しげ [よわよわし]げに H5 ＋ － ＋ R
VA706 6 煩わしげ [わずらわし]げに H5 － － ＋ 
VA707 7 商上手 [あきないじょー]ずに H6 － － ＋ 
VA708 7 頭でっかち [あたまでっか]ちに H6 － － ＋ 
VA709 7 徒や疎か [あ]だや[お]ろそかに H1.H1 － － ＋ 
VA710 7 危なっかしげ [あぶなっかし]げに H6 － － ＋ 
VA711 7 悪戯盛り [いたずらざか]りの H6 － － ＋ 

VA712 7 薄気味悪げ [うすきみわる]げに,
[うすきみ]わ[る]げに

H6,
H0.L2 － － ＋  

VA713 7 心恥ずかしげ [うらはずかし]げに H6    
VA714 7 心苦しげ [こころぐるし]げに H6 － － ＋ 
VA715 7 しかつめらしげ [しかつめらし]げに H6 － － ＋ 
VA716 7 笑止千万 [しょ]ーし[せ]んばんに H1.H1 － － ＋ 
VA717 7 末頼もしげ [すえたのもし]げに H6 － － ＋ 

VA718 7 通り一遍 [とー]り[いっぺ]んの,
[とー]り[いっぺんの

H2.H3,
H2.H0     

VA719 7 肉付豊か [にくずき]ゆ[た]かに H0.L2    

VA720 7 残り少なげ の[こりすくな]げに,
[のこりすくな]げに

L6A,
H6 － － ＋  

VA721 7 人懐かしげ [ひとなつかし]げに H6 ＋ － ＋ R
VA722 7 品性下劣 [ひ]んせいげ[れつに H1.L0A    
VA723 7 風光明媚 [ふーこーめ]いびに H5 － － ＋ 
VA724 7 複雑怪奇 [ふくざつか]いきに H5 － － ＋ 
VA725 7 盲滅法 め[くらめっ]ぽーに L5A － － ＋ 
VA726 7 物恐ろしげ [ものおそろし]げに H6 － － ＋ 
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VA727 7 物珍しげ [ものめずらし]げに H6 ＋ － ＋ R
VA728 7 用意周到 よ[ー]い[しゅーとーに L2.H0    
VA729 7 臨機応変 [り]んき[おーへんに H1.H0    
VA730 8 有難迷惑 [ありがため]いわくに H5 － － ＋ 
VA731 8 ずるずるべったり ず[るずるべっ]たりに L6A － － ＋ 
VA732 8 清廉潔白 [せいれん]けっ[ぱくに H0.L0B    
VA733 8 絶体絶命 ぜっ[たいぜつめいの L0B    
VA734 8 散散ばらばら ち[り]じりば[らばらに L2.L0A    
VA735 8 ちんぷんかんぷん ちん[ぷんかんぷんに L0B － － ＋ 
VA736 8 天真爛漫 [てんしんらんまんに H0    
VA737 8 でんでんばらばら て[んでん]ば[らばらに L0A.L0A    
VA738 8 どっこいどっこい どっ[こいどっ]こいに L6B    
VA739 8 品行方正 [ひんこーほーせいに H0    
VA740 8 不届き千万 [ふとどきせ]んばんに H5    
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付録13 副詞 

資料4．副詞 
番 拍 意味 かな アクセント 

F001 2 いざ [い]ざ H1 
F002 2 いや い[や, [い]や L0, H1 
F003 2 おや お[や, [お]や L0, H1 
F004 2 斯う [こ]ー H1 
F005 2 極 [ご]く H1 
F006 2 嘸 [さ]ぞ H1 
F007 2 直 [じき H0 
F008 2 直ぐ [す]ぐ H1 
F009 2 是非 ぜ[ひ L0 
F010 2 多  々 [た]た H1 
F011 2 唯 た[だ L0 
F012 2 ちょい [ちょ]い H1 
F013 2 つい [つ]い H1 
F014 2 露 [つ]ゆ H1 
F015 2 どう [ど]ー H1 
F016 2 尚 な[お L0 
F017 2 何故 な[ぜ L0 
F018 2 早 は[や L0 
F019 2 ふと [ふ]と H1 
F020 2 ほぼ [ほ]ぼ H1 
F021 2 先ず [ま]ず H1 
F022 2 又 [ま]た H1 
F023 2 未だ ま[だ L0 
F024 2 間  々 [ま]ま H1 
F025 2 皆 [み]な H1 
F026 2 もう も[ー L0 
F027 2 若し [も]し H1 
F028 2 約 [や]く H1 
F029 2 稍 [や]や H1 
F030 2 努 [ゆ]め H1 
F031 2 善・良・能く [よ]く H1 
F032 2 より [より H0 
F033 3 敢えて あ[え]て L2 
F034 3 あわや [あ]わや H1 
F035 3 哀れ [あ]われ H1 
F036 3 いいえ いー[え L0B 
F037 3 いいや い[ー]や, いー[や, [いー]や L2, L0B, H2 
F038 3 如何 [い]かが H1 
F039 3 如何に [い]かに H1 
F040 3 幾多 い[く]た L2 
F041 3 幾ら い[くら L0A 
F042 3 何れ い[ずれ L0A 
F043 3 急ぎ [い]そぎ H1 
F044 3 痛く い[た]く L2 
F045 3 何時か い[つ]か L2 
F046 3 いっそ [いっそ H0 
F047 3 未だ い[ま]だ, い[まだ L2, L0A 
F048 3 今に い[まに L0A 
F049 3 今や い[ま]や L2 
F050 3 厭に [いやに H0 
F051 3 言わば い[わ]ば, [い]わば L2, H1 
F052 3 うかと [う]かと H1 
F053 3 うんと [う]んと H1 
F054 3 追って [おっ]て H2 
F055 3 同じ [おなじ H0 
F056 3 主に お[も]に L2 
F057 3 がたん が[たん L0A 
F058 3 かちん か[ちん L0A 
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F059 3 かっか [かっか, [かっ]か H0, H2 
F060 3 かっと [かっ]と H2 
F061 3 可也 か[な]り L2 
F062 3 がばと [が]ばと H1 
F063 3 がぶり [が]ぶり, が[ぶり H1, L0A 
F064 3 仮に [かりに H0 
F065 3 軽く [かる]く H2 
F066 3 きっと [きっ]と H2 
F067 3 ぎょっと [ぎょっ]と H2 
F068 3 ぐっと [ぐっ]と H2 
F069 3 くるり [く]るり H1 
F070 3 ぐるり [ぐ]るり H1 
F071 3 ぐんと [ぐん]と H2 
F072 3 現に [げ]んに H1 
F073 3 此処で こ[こで L0A 
F074 3 此処に こ[こに L0A 
F075 3 殊に こ[と]に L2 
F076 3 ころり [こ]ろり H1 
F077 3 先に [さ]きに H1 
F078 3 さくり [さく]り H2 
F079 3 ざくり [ざく]り H2 
F080 3 然して さ[し]て L2 
F081 3 嘸や さ[ぞ]や, [さ]ぞや L2, H1 
F082 3 颯と [さっ]と H2 
F083 3 ざっと [ざっ]と H2 
F084 3 さては さ[て]わ L2 
F085 3 更に さ[ら]に L2 
F086 3 さらり [さ]らり H1 
F087 3 散  々 [さんざ H0 
F088 3 確と [し]かと H1 
F089 3 直に じ[か]に L2 
F090 3 直に [じきに H0 
F091 3 じっと [じっ]と H2 
F092 3 実に [じ]つに H1 
F093 3 実は [じ]つわ H1 
F094 3 しゃんと [しゃん]と H2 
F095 3 しゅんと [しゅん]と H2 
F096 3 所詮 [しょせん H0 
F097 3 しょぼん しょ[ぼん L0A 
F098 3 じろり [じ]ろり H1 
F099 3 しんと [しん]と H2 
F100 3 じんと [じん]と H2 
F101 3 真に [し]んに H1 
F102 3 ずいと [ずい]と H2 
F103 3 直ぐに [す]ぐに H1 
F104 3 凄く [すご]く H2 
F105 3 些し す[こ]し L2 
F106 3 ずしり [ずし]り, ず[し]り H2, L2 
F107 3 すっと [すっ]と H2 
F108 3 ずっと [ずっ]と H2 
F109 3 既に す[で]に L2 
F110 3 すらり [すら]り, [す]らり H2, H1 
F111 3 ずらり [ず]らり, ず[ら]り H1, L2 
F112 3 ずんと [ずん]と H2 
F113 3 切に [せ]つに H1 
F114 3 せめて せ[めて L0A 
F115 3 俗に [ぞくに H0 
F116 3 漫ろ そ[ぞろ L0A 
F117 3 そっと [そっ]と H2 
F118 3 ぞっと [ぞっ]と H2 
F119 3 空で そ[らで L0A 
F120 3 ぞろり [ぞ]ろり H1 
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F121 3 大分 [だいぶ H0 
F122 3 絶えず た[え]ず L2 
F123 3 絶えて た[え]て L2 
F124 3 確か た[し]か L2 
F125 3 仮令 [た]とい H1 
F126 3 仮令 [た]とえ H1 
F127 3 多分 [た]ぶん H1 
F128 3 偶に [たまに H0 
F129 3 だらり [だ]らり H1 
F130 3 たんと [たん]と H2 
F131 3 単に [た]んに H1 
F132 3 ちっと [ちっ]と H2 
F133 3 ちゃんと [ちゃん]と H2 
F134 3 ちょいと [ちょい]と H2 
F135 3 丁度 ちょ[ー]ど L2 
F136 3 ちらと ち[ら]と L2 
F137 3 ちらり [ち]らり H1 
F138 3 ちんと [ちん]と H2 
F139 3 終ぞ [つ]いぞ H1 
F140 3 次いで [つ]いで H1 
F141 3 ついと [つい]と H2 
F142 3 遂に つ[い]に L2 
F143 3 次に [つ]ぎに H1 
F144 3 つっと [つっ]と H2 
F145 3 夙に [つ]とに H1 
F146 3 常に つ[ね]に L2 
F147 3 つんと [つん]と H2 
F148 3 てんで てん[で L0B 
F149 3 でんと [でん]と H2 
F150 3 如何か [ど]ーか H1 
F151 3 如何せ [どーせ H0 
F152 3 如何ぞ [ど]ーぞ H1 
F153 3 疾うに [と]ーに H1 共 
F154 3 如何も [ど]ーも H1 
F155 3 兎角 と[かく L0A 
F156 3 時に [ときに H0 
F157 3 篤と [と]くと H1 
F158 3 特に [と]くに H1 
F159 3 兎角 と[こ]ー L2 
F160 3 何処か [どこ]か H2 
F161 3 どさり [どさ]り H2 
F162 3 どしり [どし]り H2 
F163 3 土台 ど[だ]い L2 
F164 3 疾っく とっ[く L0B 
F165 3 どっと [どっ]と H2 
F166 3 迚 と[て]も L2 
F167 3 頓に [と]みに H1 
F168 3 共に [ともに H0 
F169 3 とろり [と]ろり H1 
F170 3 どろり [ど]ろり H1 
F171 3 どろん ど[ろん L0A 
F172 3 とんと [とん]と H2 
F173 3 どんと [どん]と H2 
F174 3 尚も な[お]も L2 
F175 3 何故か な[ぜ]か L2 
F176 3 何か な[に]か L2 
F177 3 何せ な[に]せ L2 
F178 3 何も な[に]も L2 
F179 3 並べて な[べ]て L2 
F180 3 なまじ な[まじ L0A 
F181 3 何て な[ん]て L2 
F182 3 何で なん[で L0B 
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F183 3 何と な[ん]と L2 
F184 3 何等 な[ん]ら L2 
F185 3 にこり [に]こり H1 
F186 3 にたり [に]たり H1 
F187 3 にっと [にっ]と H2 
F188 3 二度と [に]どと H1 
F189 3 にやり [に]やり H1 
F190 3 にゅっと [にゅっ]と H2 
F191 3 ぬっと [ぬっ]と H2 
F192 3 ぬるり [ぬ]るり H1 
F193 3 のっと [のっ]と H2 
F194 3 のべつ [の]べつ H1 
F195 3 馬鹿に ば[かに L0A 
F196 3 ぱくり ぱ[く]り, [ぱく]り L2, H2 
F197 3 はたと [は]たと H1 
F198 3 はっと [はっ]と H2 
F199 3 ぱっと [ぱっ]と H2 
F200 3 果ては [は]てわ H1 
F201 3 早く は[や]く L2 
F202 3 遥か は[る]か L2 
F203 3 晴れて は[れ]て L2 
F204 3 ぴくり [ぴ]くり H1 
F205 3 犇と [ひ]しと H1 
F206 3 ぴしゃり [ぴ]しゃり H1 
F207 3 ひたと [ひ]たと H1 
F208 3 ぴたり [ぴ]たり H1 
F209 3 酷く [ひど]く H2 
F210 3 ひょいと [ひょい]と H2 
F211 3 ぴょいと [ぴょい]と H2 
F212 3 ひょっと [ひょっ]と H2 
F213 3 ぴょんと [ぴょん]と H2 
F214 3 平に [ひ]らに H1 
F215 3 ひらり [ひ]らり H1 
F216 3 ぴんと [ぴん]と H2 
F217 3 ふいと [ふい]と H2 
F218 3 ぷいと [ぷい]と H2 
F219 3 伏して ふ[し]て L2 
F220 3 ふっと [ふっ]と H2 
F221 3 ぷっと [ぷっ]と H2 
F222 3 ぶらん ぶ[らん L0A 
F223 3 古く ふ[る]く L2 
F224 3 ぷんと [ぷん]と H2 
F225 3 別に [べつに H0 
F226 3 ぺろり [ぺ]ろり H1 
F227 3 変に [へ]んに, へ[ん]に H1, L2 
F228 3 ぽたり [ぽ]たり H1 
F229 3 ほっと [ほっ]と H2 
F230 3 ぽっと [ぽっ]と H2 
F231 3 ぽっぽ [ぽっぽ H0 
F232 3 ぽつり ぽ[つ]り, [ぽ]つり L2, H1 
F233 3 ぽつん ぽ[つん L0A 
F234 3 ほろり [ほ]ろり H1 
F235 3 ぽろり [ぽ]ろり H1 
F236 3 ほんの [ほんの H0 
F237 3 真逆 [ま]さか, ま[さ]か H1, L2 
F238 3 正・当・将に ま[さ]に L2 
F239 3 況して [ま]して H1 
F240 3 先ずは [ま]ずわ H1 
F241 3 又も [ま]たも H1 
F242 3 まるで [まるで H0 
F243 3 皆 み[ん]な L2 
F244 3 無下に [む]げに H1 
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F245 3 寧ろ [む]しろ H1 
F246 3 むずと [む]ずと H1 
F247 3 むっと [むっ]と H2 
F248 3 無論 [むろん H0 
F249 3 若しや [も]しや H1 
F250 3 もっと [もっと H0 
F251 3 早 [も]はや H1 
F252 3 やおら や[おら L0A 
F253 3 軈て や[がて L0A 
F254 3 やけに や[け]に L2 
F255 3 矢鱈 や[たら L0A 
F256 3 やっと [やっ]と H2 
F257 3 矢張り や[は]り L2 共 
F258 3 優に [ゆ]ーに H1 
F259 3 ゆらり [ゆ]らり H1 
F260 3 ゆるり [ゆる]り H2 
F261 3 要は [よ]ーわ H1 
F262 3 能くも [よ]くも H1 
F263 3 余計 よ[けい L0A 
F264 3 世にも [よに]も H2 
F265 3 よもや [よ]もや H1 
F266 3 楽に [ら]くに H1 
F267 3 凛と [りん]と H2 
F268 3 碌に [ろくに H0 
F269 3 態と [わ]ざと H1 
F270 3 わっと [わっ]と H2 
F271 3 割と [わりと H0 
F272 3 割に [わりに H0 
F273 3 わんさ [わ]んさ H1 
F274 4 生憎 あ[いにく L0A 
F275 4 齷齪 [あ]くせく H1 
F276 4 飽く迄 [あ]くまで H1 
F277 4 恰かも あ[た]かも L2 
F278 4 あっさり [あっ]さり H2 
F279 4 強ち あ[ながち L0A 
F280 4 危なく [あぶな]く H3 
F281 4 普く [あま]ねく H2 
F282 4 余りに [あまりに H0 
F283 4 粗方 あ[ら]かた L2 
F284 4 あんぐり [あん]ぐり H2 
F285 4 あんなに [あんなに H0 
F286 4 余り [あんまり H0 
F287 4 如何にも [い]かにも H1 
F288 4 行き成り [いきなり H0 
F289 4 至って [いたっ]て H3 
F290 4 一  々 い[ち]いち L2 
F291 4 一度に [いち]どに H2 
F292 4 いっかな [いっかな H0 共 
F293 4 何時しか い[つ]しか L2 
F294 4 未だに い[まだに L0A 
F295 4 今にも い[まに]も L3A 
F296 4 いやはや [い]やはや H1 
F297 4 うっかり [うっ]かり H2 
F298 4 薄っすら [うっ]すら H2 
F299 4 うっすり [うっ]すり H2 
F300 4 うっとり [うっ]とり H2 
F301 4 うろちょろ [う]ろちょろ H1 
F302 4 うんざり [うん]ざり H2 
F303 4 大いに [お]ーいに H1 
F304 4 概ね おー[むね L0B 
F305 4 恐らく [おそ]らく H2 
F306 4 追っ付け [おっつけ H0 
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F307 4 おっとり [おっ]とり H2 
F308 4 同じく [おなじ]く H3 共 
F309 4 自ずと [おのず]と H3 
F310 4 覚えず [おぼ]えず H2 
F311 4 思うに [お]もうに H1 
F312 4 思わず [おも]わず H2 
F313 4 折しも [おり]しも H2 
F314 4 却って [か]えって H1 
F315 4 がくんと が[くん]と L3A 
F316 4 重ねて [かさ]ねて H2 
F317 4 がたっと が[たっ]と L3A 
F318 4 がたぴし [が]たぴし H1 
F319 4 がっかり [がっ]かり H2 
F320 4 かっきり [かっ]きり H2 
F321 4 がっくり [がっ]くり H2 
F322 4 がっしり [がっ]しり H2 
F323 4 かっちり [かっ]ちり H2 
F324 4 がっちり [がっ]ちり H2 
F325 4 かっぱと [かっ]ぱと H2 
F326 4 がっぷり [がっ]ぷり H2 
F327 4 がっぽり [がっ]ぽり H2 
F328 4 必ず [かなら]ず H3 
F329 4 構えて [かま]えて H2 
F330 4 からきし か[らきし L0A 共 
F331 4 辛くも か[ら]くも L2 
F332 4 からりと [からり]と, [から]りと, [か]らりと, か[ら]りと H3, H2, H1, L2
F333 4 がらりと [がらり]と, [がら]りと, [が]らりと, が[ら]りと H3, H2, H1, L2
F334 4 がらんと が[らん]と L3A 
F335 4 仮にも [かりに]も H3 
F336 4 彼此 [か]れこれ H1 
F337 4 代わりに [かわりに H0 
F338 4 ぎくしゃく [ぎ]くしゃく H1 
F339 4 きちんと き[ちん]と L3A 
F340 4 きっかり [きっ]かり H2 
F341 4 ぎっしり [ぎっ]しり H2 
F342 4 きっちり [きっ]ちり H2 
F343 4 きっぱり [きっ]ぱり H2 
F344 4 決まって [きまっ]て H3 
F345 4 極力 [きょ]くりょく H1 
F346 4 きょとんと きょ[とん]と L3A 
F347 4 極めて [きわ]めて, [き]わめて H2, H1 
F348 4 奇しくも く[し]くも L2 
F349 4 くっきり [くっ]きり H2 
F350 4 ぐっすり [ぐっ]すり H2 
F351 4 ぐったり [ぐっ]たり H2 
F352 4 隈無く [くまな]く H3 
F353 4 くわっと く[わっ]と L3A 
F354 4 決して けっ[し]て L3B 
F355 4 げっそり [げっ]そり H2 
F356 4 けろりと [けろり]と, [けろ]りと, [け]ろりと, け[ろ]りと H3, H2, H1, L2
F357 4 げんなり [げん]なり H2 
F358 4 挙って [こぞっ]て, [こ]ぞって H3, H1 
F359 4 こっくり [こっ]くり H2 
F360 4 こっそり [こっ]そり H2 
F361 4 ごっそり [ごっ]そり H2 
F362 4 こってり [こっ]てり H2 
F363 4 事無く [ことな]く H3 
F364 4 此の際 [このさ]い H3 
F365 4 五万と [ごま]んと H2 
F366 4 御ゆるり [ごゆる]り, [ごゆ]るり H3, H2 
F367 4 此れ程 [これほど H0 
F368 4 焦んがり [こん]がり H2 
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F369 4 こんなに [こんなに H0 
F370 4 こんもり [こん]もり H2 
F371 4 幸い [さいわい H0 
F372 4 さくっと さ[くっ]と L3A 
F373 4 差し詰め さ[しずめ L0A 
F374 4 嘸かし [さぞ]かし H2 
F375 4 定めし [さだ]めし H2 
F376 4 ざっくり [ざっ]くり H2 
F377 4 さっさと [さっさ]と H3 
F378 4 さっぱり [さっ]ぱり H2 
F379 4 さてこそ さ[て]こそ L2 
F380 4 宛ら [さながら H0 
F381 4 しーんと [しーん]と H3 
F382 4 じーんと [じーん]と H3 
F383 4 頻りに [しきりに H0 
F384 4 しこたま し[こ]たま L2 
F385 4 親しく [したし]く H3 
F386 4 強か し[た]たか L2 
F387 4 じたばた [じ]たばた H1 
F388 4 しっかと [しっ]かと H2 
F389 4 確り [しっ]かり H2 
F390 4 しっくり [しっ]くり H2 
F391 4 じっくり [じっ]くり H2 
F392 4 しっとり [しっ]とり H2 
F393 4 じっとり [じっ]とり H2 
F394 4 じゃかすか [じゃ]かすか H1 
F395 4 しゃきっと しゃ[きっ]と L3A 
F396 4 しゃっきり [しゃっ]きり H2 
F397 4 しゃりっと しゃ[りっ]と L3A 
F398 4 しょんぼり [しょん]ぼり H2 
F399 4 しれっと し[れっ]と L3A 
F400 4 じわっと じ[わっ]と L3A 
F401 4 しんなり [しん]なり H2 
F402 4 しんみり [しん]みり H2 
F403 4 透かさず [すかさ]ず H3 
F404 4 すかっと す[かっ]と L3A 
F405 4 すきっと す[きっ]と L3A 
F406 4 直ぐ様 [す]ぐさま H1 
F407 4 勝れて [すぐ]れて H2 
F408 4 少しく す[こし]く L3A 共 
F409 4 少しも す[こ]しも L2 
F410 4 頗る す[こ]ぶる L2 
F411 4 進んで [すす]んで H2 
F412 4 すたこら [すた]こら H2 
F413 4 すっかり [すっ]かり H2 
F414 4 すっきり [すっ]きり H2 
F415 4 すっくと [すっ]くと H2 
F416 4 ずっしり [ずっ]しり, ずっ[し]り H2, L3B 
F417 4 すっぱり [すっ]ぱり H2 
F418 4 ずっぷり [ずっ]ぷり H2 
F419 4 すっぽり [すっ]ぽり H2 
F420 4 すぽっと す[ぽっ]と L3A 
F421 4 ずんぐり [ずん]ぐり H2 
F422 4 既に [すんでに H0 
F423 4 すんなり [すん]なり H2 
F424 4 せっせと [せっせ]と H3 
F425 4 絶対 ぜっ[たい L0B 
F426 4 是非とも ぜ[ひとも L0A 
F427 4 せめても せ[めて]も L3A 
F428 4 然う斯う [そ]ーこー H1 
F429 4 そそくさ [そ]そくさ H1 
F430 4 そっくり [そっ]くり H2 
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F431 4 ぞっこん [ぞっこん H0 
F432 4 其の内 [そのうち H0 
F433 4 其の実 [そのじ]つ H3 
F434 4 其の場で [その]ばで H2 
F435 4 其の侭 [そのまま H0 
F436 4 其れ丈 [それだけ H0 
F437 4 其れでは [それでわ H0 
F438 4 其れ程 [それほど H0 
F439 4 そんなに [そんなに H0 
F440 4 大して [た]いして H1 
F441 4 大変 た[いへん L0A 
F442 4 直ちに [た]だちに H1 
F443 4 忽ち [たち]まち H2 
F444 4 たっぷり [たっ]ぷり H2 
F445 4 偶さか [たま]さか H2 
F446 4 試しに [ため]しに H2 
F447 4 鱈腹 た[ら]ふく L2 
F448 4 断じて だん[じ]て, だ[ん]じて L3B, L2 
F449 4 たんまり [たんま]り H3 
F450 4 誓って [ちかっ]て H3 
F451 4 ちっとも ちっ[と]も L3B 
F452 4 因に [ちなみに H0 
F453 4 ちゃっかり [ちゃっ]かり H2 
F454 4 ちやほや [ち]やほや H1 
F455 4 ちょこまか [ちょ]こまか H1 
F456 4 ちょっくら [ちょっ]くら H2 
F457 4 ちょっぴり [ちょっ]ぴり H2 
F458 4 ちらっと ち[らっ]と L3A 
F459 4 ちらほら [ち]らほら H1 
F460 4 ちんまり [ちん]まり H2 
F461 4 序でに [ついでに H0 
F462 4 遂には つ[い]にわ L2 
F463 4 つつっと [つつっ]と H3 
F464 4 努めて [つと]めて, [つ]とめて H2, H1 
F465 4 具に [つ]ぶさに H1 
F466 4 つべこべ [つ]べこべ H1 
F467 4 露ほど つ[ゆほど L0A 
F468 4 つるりと [つ]るりと H1 
F469 4 つんけん [つ]んけん H1 
F470 4 体よく [ていよ]く H3 
F471 4 てきぱき [て]きぱき H1 
F472 4 凸凹 [で]こぼこ, で[こ]ぼこ H1, L2 
F473 4 手ずから [て]ずから H1 
F474 4 てっきり [てっ]きり H2 
F475 4 でっぷり [でっ]ぷり H2 
F476 4 でれっと で[れっ]と L3A 
F477 4 てんでに てん[でに L0B 
F478 4 如何斯う [ど]ーこー H1 
F479 4 如何して [どーして H0 
F480 4 如何でも [ど]ーでも, どー[で]も H1, L3B 
F481 4 如何にか [ど]ーにか, どー[に]か H1, L3B 
F482 4 如何にも [ど]ーにも, どー[に]も H1, L3B 
F483 4 如何やら [ど]ーやら, どー[や]ら H1, L3B 
F484 4 道理で [どー]りで H2 
F485 4 どかっと ど[かっ]と L3A 
F486 4 時しも [とき]しも H2 
F487 4 どぎまぎ [ど]ぎまぎ H1 
F488 4 どきりと [どきり]と, [どき]りと, ど[き]りと H3, H2, L2 
F489 4 とことん と[こと]ん L3A 
F490 4 どたばた [ど]たばた H1 
F491 4 途端に [とたんに H0 
F492 4 どっかと [どっ]かと H2 
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F493 4 どっかり [どっ]かり H2 
F494 4 とっくり [とっ]くり H2 
F495 4 どっさり [どっ]さり H2 
F496 4 どっしり [どっ]しり H2 
F497 4 突然 [とつぜん H0 
F498 4 とっても とっ[て]も L3B 
F499 4 とっとと [とっと]と, [とっ]とと H3, H2 
F500 4 とっぷり [とっ]ぷり H2 
F501 4 どっぷり [どっ]ぷり H2 
F502 4 兎に角 と[に]かく L2 
F503 4 どの道 [どのみち H0 
F504 4 兎も角 と[も]かく L2 
F505 4 兎や角 [と]やかく H1 
F506 4 取り分け と[り]わけ, と[りわけ L2, L0A 
F507 4 とろんと と[ろん]と L3A 
F508 4 どんなに [どんなに H0 
F509 4 どんより [どん]より H2 
F510 4 尚且つ な[お]かつ, な[おか]つ L2, L3A 
F511 4 尚更 な[お]さら L2 
F512 4 中でも な[かで]も, なか[で]も L3A, L3B 
F513 4 長らく [なが]らく H2 
F514 4 何かと な[に]かと L2 
F515 4 何糞 な[にく]そ L3A 
F516 4 何しろ な[に]しろ L2 
F517 4 何卒 な[にとぞ L0A 
F518 4 何やら な[に]やら L2 
F519 4 何より な[に]より L2 
F520 4 成る丈 な[るたけ L0A 共 
F521 4 成るべく なる[べ]く L3B 
F522 4 成る程 な[るほど L0A 
F523 4 何だか な[ん]だか L2 
F524 4 何でも なん[で]も L3B 
F525 4 何とか な[ん]とか L2 
F526 4 何とも な[ん]とも, なん[と]も L2, L3B 
F527 4 何なら な[ん]なら L2 
F528 4 何にも なん[に]も L3B 
F529 4 にこっと に[こっ]と L3A 
F530 4 にっこり [にっ]こり H2 
F531 4 にったり [にっ]たり H2 
F532 4 にんまり [にん]まり H2 
F533 4 ぬらくら [ぬ]らくら H1 
F534 4 根っから ねっ[から L0B 
F535 4 ねっちり [ねっ]ちり H2 
F536 4 ねっとり [ねっ]とり H2 
F537 4 残らず [のこら]ず, [のこ]らず H3, H2 
F538 4 のっそり [のっ]そり H2 
F539 4 のっぺり [のっ]ぺり H2 
F540 4 のらくら [の]らくら H1 
F541 4 のろくさ のろ[くさ L0B 
F542 4 のんびり [のん]びり H2 
F543 4 果たして [は]たして H1 
F544 4 ぱたっと ぱ[たっ]と L3A 
F545 4 ぱたりと [ぱ]たりと H1 
F546 4 ぱちくり [ぱち]くり H2 
F547 4 はっきり [はっ]きり H2 
F548 4 ばっさり [ばっ]さり H2 
F549 4 はったと [はっ]たと H2 
F550 4 ばったり [ばっ]たり H2 
F551 4 ぱったり [ぱっ]たり H2 
F552 4 ぱっちり [ぱっ]ちり H2 
F553 4 ぱっぱと [ぱっぱ]と H3 
F554 4 甚だ [はなはだ H0 
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F555 4 ぱぱっと [ぱぱっ]と H3 
F556 4 早くも は[や]くも L2 
F557 4 はらりと [は]らりと H1 
F558 4 ばらりと [ば]らりと H1 
F559 4 ぱらりと [ぱ]らりと H1 
F560 4 ばりっと ば[りっ]と L3A 
F561 4 ぱりっと ぱ[りっ]と L3A 
F562 4 はんなり [はん]なり H2 
F563 4 延いては [ひ]ーてわ H1 
F564 4 ぴかっと ぴ[かっ]と L3A 
F565 4 ぴかりと [ぴかり]と, [ぴか]りと H3, H2 
F566 4 びくとも び[く]とも L2 
F567 4 非常に ひ[じょーに L0A 
F568 4 只管 [ひたすら H0 
F569 4 ぴたりと [ぴたり]と, [ぴた]りと, [ぴ]たりと H3, H2, H1 
F570 4 ぴちっと ぴ[ちっ]と L3A 
F571 4 びっしょり [びっ]しょり H2 
F572 4 びっしり [びっ]しり H2 
F573 4 ひっそり [ひっ]そり H2 
F574 4 ぴったり [ぴっ]たり H2 
F575 4 ぴっちり [ぴっ]ちり H2 
F576 4 一重に [ひと]えに H2 
F577 4 一際 [ひときわ H0 
F578 4 等しく [ひとし]く H3 
F579 4 一度 [ひと]たび H2 
F580 4 一先ず [ひと]まず H2 
F581 4 日増しに [ひましに H0 
F582 4 冷やりと [ひ]やりと H1 
F583 4 ぴょこんと ぴょ[こん]と L3A 
F584 4 ひょっくり [ひょっ]くり H2 
F585 4 ひりりと [ひり]りと H2 
F586 4 ぶすりと ぶ[す]りと L2 
F587 4 再び [ふたたび H0 
F588 4 ぶつくさ [ぶ]つくさ H1 
F589 4 ふっくら [ふっ]くら H2 
F590 4 ふっくり [ふっ]くり H2 
F591 4 ふっつり [ふっ]つり H2 
F592 4 ふらっと ふ[らっ]と L3A 
F593 4 ふらりと [ふ]らりと H1 
F594 4 ぶらりと [ぶ]らりと H1 
F595 4 へいこら [へ]いこら H1 
F596 4 ぺこりと [ぺ]こりと H1 
F597 4 ぺこんと ぺ[こん]と L3A 
F598 4 ぺたりと [ぺ]たりと H1 
F599 4 ぺたんと ぺ[たん]と L3A 
F600 4 ぺちゃくちゃ [ぺ]ちゃくちゃ H1 
F601 4 ぺちゃんこ ぺ[ちゃんこ L0A 
F602 4 べったり [べっ]たり H2 
F603 4 ぺったり [ぺっ]たり H2 
F604 4 へどもど [へ]どもど H1 
F605 4 ぼーっと [ぼーっ]と H3 
F606 4 ぽーっと [ぽーっ]と H3 
F607 4 ぽかっと ぽ[かっ]と L3A 
F608 4 ぽかんと ぽ[かん]と L3A 
F609 4 ぼさっと ぼ[さっ]と L3A 
F610 4 ぽっかり [ぽっ]かり H2 
F611 4 ぽっきり [ぽっ]きり H2 
F612 4 ぽっくり [ぽっ]くり H2 
F613 4 ほっそり [ほっ]そり H2 
F614 4 ぽっちり [ぽっ]ちり H2 
F615 4 ぽっつり [ぽっ]つり H2 
F616 4 ぼってり [ぼっ]てり H2 
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F617 4 程無く [ほどな]く H3 
F618 4 殆ど [ほと]んど H2 
F619 4 本当に [ほんとに H0 
F620 4 ほんのり [ほんの]り, [ほん]のり H3, H2 
F621 4 ぼんやり [ぼんや]り, [ぼん]やり H3, H2 
F622 4 正しく [まさし]く H3 
F623 4 未だしも ま[だ]しも L2 
F624 4 又ぞろ [またぞろ H0 
F625 4 全く [まったく H0 
F626 4 真っ平 [まっ]ぴら H2 
F627 4 丸きり [まるきり H0 
F628 4 まんまと [まん]まと, [ま]んまと H2, H1 
F629 4 微塵も [みじん]も H3 
F630 4 味噌糞 み[そくそ L0A 
F631 4 妄りに [み]だりに H1 
F632 4 みっしり [みっ]しり H2 
F633 4 みっちり [みっ]ちり H2 
F634 4 見事 [みんご]と H3 
F635 4 むしゃくしゃ [む]しゃくしゃ H1 
F636 4 むっくと [むっ]くと H2 
F637 4 むっくり [むっ]くり H2 
F638 4 むっちり [むっ]ちり H2 
F639 4 むっつり [むっ]つり H2 
F640 4 無理遣り [むりやり H0 
F641 4 むんずと [むん]ずと H2 
F642 4 目立って め[だっ]て L3A 
F643 4 めっきり [めっ]きり H2 
F644 4 もう直 [もーじき H0 
F645 4 もう直ぐ [もーす]ぐ H3 
F646 4 もうちょい [もーちょ]い H3 
F647 4 もさっと も[さっ]と L3A 
F648 4 も少し [も]すこし H1 
F649 4 もそっと も[そっ]と L3A 
F650 4 勿論 [も]ちろん H1 
F651 4 もっさり [もっ]さり H2 
F652 4 も [もっ]とも H2 
F653 4 固より [も]とより H1 
F654 4 やきもき [や]きもき H1 
F655 4 矢鱈に や[たらに L0A 
F656 4 やっぱし やっ[ぱ]し L3B 
F657 4 やっぱり やっ[ぱ]り L3B 共 
F658 4 やんわり [やん]わり H2 
F659 4 ゆっくり [ゆっ]くり H2 
F660 4 ゆったり [ゆっ]たり H2 
F661 4 夢にも [ゆ]めにも H1 
F662 4 善うこそ [よ]ーこそ H1 
F663 4 漸く よー[や]く L3B 
F664 4 善しなに よ[しなに L0A 
F665 4 宜しく [よろし]く H3 
F666 4 僅かに わ[ず]かに L2 
F667 5 飽く迄も [あ]くまでも H1 
F668 5 悪しからず あ[しから]ず L4A 
F669 5 悪し様に [あしざまに H0 
F670 5 剰え [あ]まつさえ H1 
F671 5 余りにも [あまりに]も H4 
F672 5 予め [あらかじめ H0 
F673 5 改めて [あらた]めて H3 
F674 5 有りったけ あ[りったけ L0A 
F675 5 あわ善くば あ[わよ]くば L3A 
F676 5 一時に [いち]どきに H2 
F677 5 逸速く [いちはや]く H4 
F678 5 何時かしら い[つ]かしら L2 
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F679 5 何時の間に い[つのまに L0A 
F680 5 何時までも い[つ]までも L2 
F681 5 今一つ い[ま]ひとつ L2 
F682 5 いみじくも [いみじ]くも H3 
F683 5 苟も [いやし]くも H3 
F684 5 俯せに [うつぶせに H0 
F685 5 おいそれと [お]いそれと H1 
F686 5 惜し気無く [おしげな]く H4 
F687 5 押し並べて [お]しなべて H1 
F688 5 遅くとも [おそ]くとも H2 
F689 5 自ずから [おのずから H0 
F690 5 思い切り [おもいきり H0 
F691 5 徐に [おもむ]ろに H3 
F692 5 折り入って お[りいっ]て, おり[いっ]て L4A, L4B 
F693 5 陰ながら か[げながら L0A 
F694 5 畏くも [かしこ]くも H3 
F695 5 必ずや [かなら]ずや H3 
F696 5 からっきし か[らっきし L0A 
F697 5 辛うじて か[ろー]じて L3A 
F698 5 心して [こ]ころして H1 
F699 5 試みに [こころ]みに H3 
F700 5 小ざっぱり [こざっぱ]り H4 
F701 5 小じんまり [こじんま]り H4 
F702 5 悉く [ことごと]く, [ことご]とく, [こと]ごとく H4, H3, H2 
F703 5 事毎に [ことご]とに, [こと]ごとに H3, H2 
F704 5 殊の外 [ことの]ほか H3 
F705 5 此の様に [このよーに, [このよ]ーに H0, H3 

F706 5 須らく [す]べからく, [すべ]からく,
[すべか]らく, [すべから]く

H1, H2,  
H3, H4 

F707 5 速やかに [す]みやかに H1 
F708 5 其の代わり [そのかわり H0 
F709 5 其の儘で [そのままで H0 
F710 5 其の様に [そのよーに, [そのよ]ーに H0, H3 
F711 5 其れと無く [それ]となく, [それ]と[な]く H2, H2.H1 
F712 5 只でさえ た[だ]でさえ L2 
F713 5 たった今 たっ[た]いま, たっ[た]い[ま L3B, L3B.L0 
F714 5 つくねんと [つくねん]と H4 
F715 5 謹んで [つつし]んで H3 
F716 5 出来るだけ [できるだけ H0 
F717 5 手際よく て[ぎわよ]く L4A 
F718 5 如何しても [どーして]も H4 
F719 5 時として [と]きとして H1 
F720 5 何処と無く [どこ]と[な]く H2.H1 
F721 5 どっち道 [どっ]ちみち, [どっちみち H2, H0 
F722 5 何のように [どのよーに, [どのよ]ーに H0, H3 
F723 5 兎も角も と[も]かくも L2 
F724 5 ともすると [と]もすると H1 
F725 5 ともすれば [と]もすれば H1 
F726 5 取り敢えず と[りあえ]ず, と[りあ]えず, と[り]あえず L4A, L3A, L2 
F727 5 取り急ぎ と[りい]そぎ, と[りいそぎ L3A, L0A 
F728 5 どんぴしゃり [ど]ん[ぴ]しゃり H1.H1 
F729 5 何かしら な[にかしら L0A 共 
F730 5 何も彼も な[に]もかも, な[に]も[か]も L2, L2.H1 
F731 5 何や彼や な[に]や[か]や L2.H1 
F732 5 何よりも な[に]よりも L2 
F733 5 なまじっか な[まじっか L0A 
F734 5 何たって な[ん]たって L2 共 
F735 5 何だって な[ん]だって L2 共 
F736 5 何と言う な[ん]という L2 
F737 5 何と無く な[んとな]く, な[ん]と[な]く L4A, L2.H1 
F738 5 何とやら な[ん]とやら L2 
F739 5 何なりと な[ん]なりと L2 
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F740 5 何の彼の な[ん]のかの, な[ん]の[か]の L2, L2.H1 
F741 5 願わくは [ねがわ]くわ, [ねが]わくわ H3, H2 
F742 5 のほほんと の[ほほん]と L4A 
F743 5 図らずも [はから]ずも, [はか]らずも H3, H2 
F744 5 早い事 [は]やいこと H1 
F745 5 早いとこ [は]やいとこ H1 共 
F746 5 早くとも は[や]くとも L2 
F747 5 腹癒せに [はらいせに H0 
F748 5 久し振り [ひさしぶり H0 
F749 5 一思い [ひとおも]い, [ひとお]もい H4, H3 
F750 5 一頻り [ひとしきり, [ひとし]きり H0, H3 
F751 5 人知れず [ひとしれ]ず H4 
F752 5 一飛び [ひとっとび, [ひとっ]とび H0, H3 
F753 5 独りでに ひ[とりでに L0A 
F754 5 ふんだんに [ふんだんに H0 
F755 5 ぽつねんと [ぽつねん]と H4 
F756 5 前以て [まえ]もって, [ま]えもって H2, H1 
F757 5 先ず以て [ま]ずもって H1 
F758 5 又しても [ま]たしても H1 
F759 5 真っしぐら [まっし]ぐら, [まっ]しぐら H3, H2 
F760 5 丸っ切り [まるっきり H0 
F761 5 まんじりと [まんじ]りと, [まん]じりと H3, H2 
F762 5 見るからに み[るからに L0A 
F763 5 闇雲に や[みくもに L0A 
F764 5 已むを得ず [やむおえ]ず H4 
F765 5 ようやっと よー[やっ]と L4B 
F766 5 碌すっぽ [ろくすっぽ H0 
F767 5 割合に [わりあいに H0 
F768 5 我先に わ[れさ]きに L3A 
F769 5 我ながら わ[れながら L0A 
F770 6 朝な夕な あ[さ]な[ゆー]な L2.H2 
F771 6 あっけらかん [あっけらかん H0 
F772 6 あっぷあっぷ [あっ]ぷあっぷ, [あっ]ぷ[あっ]ぷ H2, H2.H2 
F773 6 洗い浚い [あらいざ]らい H4 
F774 6 いつ何時 い[つ]なん[どき L2.L0B 
F775 6 いつの間にか い[つのまに]か L5A 
F776 6 未かつて い[ま]だかつて L2 
F777 6 弥が上に [いやがうえに H0 
F778 6 うつらうつら [う]つらうつら, [う]つら[う]つら H1, H1.H1 
F779 6 生まれながら [うまれながら H0 
F780 6 上の空で [うわの]そらで H3 
F781 6 恐る恐る [おそるおそる H0 
F782 6 恐れながら [おそれながら H0 
F783 6 思いの外 [おもいの]ほか, [おも]いのほか H4, H2 
F784 6 返す返す [かえすが]えす H4 
F785 6 重ね重ね [かさねがさ]ね H5 
F786 6 必ずしも [かならず]しも, [かなら]ずしも H4, H3 
F787 6 代わる代わる [かわるがわ]る H5 
F788 6 口酸っぱく [くちずっぱ]く H5 
F789 6 ぐでんぐでん ぐ[でんぐでん L0A 
F790 6 けちょんけちょん け[ちょんけちょん L0A 
F791 6 此処の所 こ[このとこ]ろ L5A 
F792 6 こてんこてん こ[てんこてん L0A 
F793 6 散々っぱら [さんざっぱら H0 
F794 6 時々刻々 [じ]じ[こっこく H1.H0 共 
F795 6 しゃなりしゃなり [しゃ]なり[しゃ]なり H1.H1 
F796 6 知らず知らず [しらずしら]ず H5 
F797 6 じわりじわり [じ]わり[じ]わり H1.H1 
F798 6 ずきんずきん ず[きん]ず[きん](と), [ず]きん[ず]きん L3A.L3A, H1.H1
F799 6 少なからず [すくなから]ず H5 
F800 6 少なくても [すくな]くても H3 
F801 6 少なくとも [すくな]くとも H3 
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F802 6 すったもんだ [すっ]たもんだ, [すっ]た[も]んだ H2, H2.H1 
F803 6 立ち所に [たちどころに H0 
F804 6 千切れ千切れ ち[ぎれち]ぎれ L4A 
F805 6 ちびりちびり [ち]びり[ち]びり H1.H1 
F806 6 ちらりほらり [ち]らり[ほ]らり H1.H1 
F807 6 付きっ切りで つ[きっきりで L0A 
F808 6 続け様に [つずけざまに H0 
F809 6 詰まる所 [つ]まるところ H1 
F810 6 如何の斯うの [ど]ーのこーの, [ど]ーの[こ]ーの H1, H1.H1 
F811 6 とどの詰まり [と]どの[つま]り H1.H2 
F812 6 何か彼にか な[に]か[かに]か L2.H2 
F813 6 何かに付け な[に]かにつけ L2 
F814 6 何にしても な[ににして]も, な[ににし]ても L5A, L4A 
F815 6 何としても な[ん]としても, な[ん]と[し]ても L2, L2.H1 
F816 6 ぬらりくらり [ぬ]らり[く]らり H1.H1 
F817 6 根掘り葉掘り ね[ほ]り[はほ]り, ね[ほ]り[は]ほり L2.H2, L2.H1 
F818 6 のたりのたり [の]たり[の]たり H1.H1 
F819 6 のっしのっし [のっ]し[のっ]し H2.H2 
F820 6 のらりくらり [の]らり[く]らり H1.H1 
F821 6 鼻高  々 [はなたか]だか H4 
F822 6 引きも切らず [ひき]もき[ら]ず H2.L2 
F823 6 久方振り [ひさかたぶり H0 
F824 6 ひた隠しに [ひたかくしに, [ひたかく]しに H0, H4 
F825 6 一つ一つ ひ[とつ]ひとつ L3A 
F826 6 翻って [ひるが]えって H3 
F827 6 二つながら [ふたつながら H0 

F828 6 ぷりんぷりん ぷ[り]んぷりん, ぷ[りん]ぷ[りん](と), 
ぷ[り]んぷ[り]ん

L2, L3A.L3A, 
L2.L2 

F829 6 ぽつりぽつり [ぽ]つりぽつり, [ぽ]つり[ぽ]つり H1, H1.H1 
F830 6 昔ながら む[かしながら L0A 
F831 6 無闇矢鱈 [む]やみや[たら H1.L0A 
F832 6 やいのやいの [や]いの[や]いの H1.H1 
F833 6 休み休み [やすみやすみ H0 
F834 6 ややもすれば [や]やもすれば, [や]やも[す]れば H1, H1.H1 
F835 7 云い付け通 [いーつけどー]り H6 
F836 7 幾等何でも い[くら]なん[で]も L0A.L3B 
F837 7 一目散に [いちもく]さんに H4 
F838 7 居乍にして [いながらにし]て H6 
F839 7 いの一番に [いのい]ちばんに H3 
F840 7 命辛  々 [い]のちか[らがら H1.L0A 
F841 7 今と成っては い[ま]となっ[て]わ L2.L3B 
F842 7 弥が上にも [いやがうえに]も H6 
F843 7 厭味たっぷり [いやみたっ]ぷり H5 
F844 7 御手柔らかに お[てやわ]らかに L4A 
F845 7 思う存分 [お]もう[ぞんぶん H1.H0 
F846 7 及ばずながら [およばずながら H0 
F847 7 女だてらに [おんなだて]らに H5 
F848 7 返す返すも [かえすがえ]すも H5 
F849 7 糅てて加えて か[て]てく[わ]えて L2.L2 
F850 7 雁字搦めに がん[じがら]めに L5B 
F851 7 聞こえよがしに [きこえよが]しに H5 
F852 7 悔し紛れに [くやしまぎ]れに H5 
F853 7 心置き無く [こころおきな]く H6 
F854 7 心静かに [こころしず]かに H5 
F855 7 心ならずも [こころなら]ずも H5 
F856 7 事の序でに [ことのついでに H0 
F857 7 此れに対して [これにた]いして H4 
F858 7 幸いにして [さいわいにし]て H6 
F859 7 すってんころり すっ[て]ん[こ]ろり L3B.H1 
F860 7 矯めつ眇めつ た[め]つ[すが]めつ L2.H2 
F861 7 ちっとやそっと [ちっ]とや[そっ]と H2.H2 
F862 7 手当たり次第 [てあたりしだ]い, [てあたりし]だい H6, H5 
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F863 7 手取り足取り て[と]り[あ]しとり L2.H1 
F864 7 兎にも角にも と[に]も[か]くにも L2.H1 
F865 7 取りも直さず と[り]も[なおさ]ず, と[り]も[なお]さず L2.H3, L2.H2 
F866 7 何が何でも な[にが]なん[で]も L0A.L3B 
F867 7 何とは無しに な[ん]とわ[な]しに L2.H1 
F868 7 寝ても覚めても [ね]てもさ[め]ても H1.L2 共 
F869 7 のべつ幕無し [の]べつ[まくな]し H1.H3 
F870 7 のんべんだらり [のんべんだ]らり H5 
F871 7 憚りながら [はばかりながら H0 
F872 7 日がな一日 [ひ]がな[いちに]ち H1.H3 
F873 7 引切り無しに [ひっきりな]しに H5 
F874 7 這々の体 [ほーほーのて]い H6 
F875 7 負けず劣らず [まけずおとら]ず, [まけずおと]らず H6, H5 
F876 7 待てど暮らせど ま[て]ど[くらせ]ど L2.H3 
F877 7 面と向かって [めんとむかっ]て H6 
F878 7 勿論のこと [も]ちろんの[こ]と, [も]ちろんのこと H1.H1, H1 
F879 7 止むに止まれず [やむにやまれ]ず H6 
F880 8 遅かれ早かれ [おそ]かれは[や]かれ H2.L2 
F881 8 おっかなびっくり [おっかなびっ]くり H6 
F882 8 しんねりむっつり [しんねりむっ]つり H6 
F883 8 既の所で [すんでのとこ]ろで H6 
F884 8 如何やら斯うやら [ど]ーやら[こ]ーやら, [どーやらこ]ーやら H1.H1, H5 
F885 8 何から何まで な[にから]な[に]まで L0A.L2 
F886 8 なんでも彼でも なん[で]も[かんで]も L3B.H3 
F887 8 何とか彼んとか な[ん]とか[かん]とか L2.H2 
F888 8 二進も三進も [にっ]ちも[さっ]ちも H2.H2 
F889 8 抜き足差し足 ぬ[きあし]さ[しあし L0A.L0A 
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付録14 連体詞 

資料5．連体詞 
番 意味 かな ア 

R001 ああ云う [あーいう H0
R002 ああ為た [あーした H0
R003 明くる（日） [あくる H0
R004 味な（言） [あじ]な H2
R005 当る（日） [あたる H0
R006 彼の（本） [あ]の H1
R007 彼の様な [あのよ]ーな H3
R008 （人間） あ[ら]ゆる L2
R009 或る（日） あ[る L0
R010 彼程（食べた） [ありょーど H0
R011 彼程の（食事） [ありょーどの H0
R012 案外の あ[んが]いの L3A
R013 彼んな [あんな H0
R014 如何なる [い]かなる H1
R015 如何程（払った） い[かほど L0A
R016 如何程の（支払） い[かほどの L0A
R017 幾らかの い[くら]かの L3A
R018 生ける（屍） [い]ける H1
R019 何れの い[ずれの L0A
R020 至らぬ（者） [いたら]ぬ H3
R021 一層の [いっそーの H0
R022 異な（言） [い]な H1
R023 今（一個） い[ま L0
R024 色んな い[ろんな L0A
R025 （英才教育） い[わ]ゆる L2
R026 生みの（母） [うみの H0
R027 老いらくの [おいらくの H0
R028 大いなる [おー]いなる H2
R029 大きな（問題） [おっ]けな, [お]ーけな H2, H1 
R030 大凡の [おーよその H0
R031 （事件） [おかし]な H3
R032 恐るべき [おそるべ]き H4
R033 同じ [おなじ H0
R034 己が（心） [おのが H0
R035 凡その [およその H0
R036 （大問題） [か]かる H1
R037 各（賛成者） [か]く H1
R038 数える程（少ない） [かぞ]えるほど H2
R039 数える程の（人数） [かぞ]えるほどの H2
R040 予ての か[ね]ての L2
R041 彼の（人） [か]の H1
R042 来る（日） [きたる, [きた]る H0, H2 
R043 腐る程（多い） [く]さるほど H1
R044 腐る程の（人数） [く]さるほどの H1
R045 故（入道） [こ H0
R046 斯う云う [こーいう H0
R047 斯うした [こーした H0
R048 此処な（人） こ[こ]な L2
R049 此の（本） [この H0
R050 此の様な [このよーな H0
R051 是程（頑張った） [こりょーど H0
R052 是程の（努力） [こりょーどの H0
R053 此んな [こんな H0
R054 先程（話した） [さきほど H0
R055 先程の（話し） [さきほどの H0
R056 昨（17 日） [さく H0
R057 （不便はない） さ[し]たる L2
R058 然しもの さ[しもの L0A
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R059 （不便はない） [させる H0
R060 先の さっ[き]の L3B
R061 然程（寒くない） さ[ほど L0A
R062 然程の（寒さか） さ[ほどの L0A
R063 更なる さ[ら]なる L2
R064 去る（15 日） [さ]る H1
R065 然る（人） [さ]る H1
R066 然るべき（時） [しかるべ]き H4
R067 実の [じ]つの H1
R068 少々の [しょ]ーしょーの H1
R069 少しの す[こ]しの L2
R070 全ての [す]べての H1
R071 聖なる（日） [せ]いなる H1
R072 切なる [せ]つなる H1
R073 責めての せ[めての L0A
R074 然う云う [そーいう H0
R075 然うした [そーした H0
R076 其処な（人） そ[こ]な L2
R077 其の（本） [その H0
R078 其の様な [そのよーな H0
R079 抑々の（始め） [そ]もそもの H1
R080 其程（悩まない） [そりょーど H0
R081 其程の（悩みか） [そりょーどの H0
R082 其んな [そんな H0
R083 大概の た[いが]いの L3A
R084 大した（人物） [た]いした H1
R085 （考え） [だいそ]れた H3
R086 大体の [だいたいの H0
R087 大抵の た[いて]いの L3A
R088 大の（甘党） [だ]いの H1
R089 沢山の [たくさ]んの H3
R090 多少の [たしょーの H0
R091 （三人） たっ[た L0B
R092 偶の [たまの H0
R093 単なる [た]んなる H1
R094 小さな（問題） [ちっさ]な, [ちーさ]な H3
R095 （話） [つまら]ぬ H3
R096 露程（疑わない） つ[ゆほど L0A
R097 露程の（疑い） つ[ゆほどの L0A
R098 当（研究所） [と]ー H1
R099 同（商会） ど[ー L0
R100 如何云う [どーいう H0
R101 如何した [どーした, [どーし]た H0, H3(疑問) 
R102 当の（本人） [と]ーの H1
R103 疾うの [と]ーの H1
R104 疾っくの とっ[く]の L3B
R105 突然の [とつぜんの H0
R106 何の（本） [どの H0
R107 何の様な [どのよーな, [どのよ]ーな H0, H3 
R108 飛び切りの [とびきりの H0
R109 何程（歩いたか） [どりょーど H0
R110 何程の（距離か） [どりょーどの H0
R111 （失敗） [とんだ, [と]んだ H0, H1 
R112 何んな [どんな H0
R113 鈍な（奴） [ど]んな H1
R114 尚更の な[おさ]らの L3A
R115 中々の [なかなかの H0
R116 長の（いとま） [な]がの H1
R117 何程（欲しくても） な[にほど L0A
R118 何程の（事がある） な[にほどの L0A
R119 成程（その通り） な[るほど L0A
R120 成程の（解答） な[るほどの L0A
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R121 何の（事） な[んの L0A
R122 根っからの ねっ[からの L0B
R123 残んの（月） の[こんの L0A
R124 初の は[つ]の L2
R125 晴れの（舞台） [は]れの H1
R126 平の ひ[ら]の L2
R127 不意の ふ[いの L0A
R128 殆どの [ほとん]どの H3
R129 本（問題） [ほ]ん H1
R130 本当の [ほんとの H0
R131 本の（申訳） [ほんの H0
R132 （少し） [ほんの H0
R133 誠の ま[ことの L0A
R134 （場合） [ま]さかの H1
R135 先ず先ずの [ま]ず[ま]ずの H1.H1
R136 又の（日） [ま]たの H1
R137 全くの [まったくの H0
R138 明（17 日） みょ[ー L0
R139 無二の（親友） [むにの H0
R140 （五名） [もー H0
R141 （事） [も]しもの H1
R142 諸々の（罪） も[ろもろの L0A
R143 自棄の や[け]の L2
R144 （思いで） [やっ]との H2
R145 山程（沢山ある） [や]まほど H1
R146 山程の（借金） [や]まほどの H1
R147 漸うの よ[ーよーの L0A
R148 翌（17 日） [よく H0
R149 余程（疲れたか） よ[ほど, よっ[ぽ]ど L0A, L3B 
R150 余程の（疲れか） よ[ほどの, よっ[ぽ]どの L0A, L3B 
R151 例の（話） れ[い]の L2
R152 碌な（人間） [ろく]な H2
R153 我が（国） わ[が L0
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付録15 数詞 

資料6．数詞 
番 意味 かな ア 

S01 一人 ひ[と]り, ひっ[と]り L2, L3B 
S02 二人 [ふたー]り, [ふた]ーり H3, H2 
S03 三人 [み]たり H1 共 
S04 四人 [よ]たり H1 共 
S05 幾人 い[く]たり L2 共 
S06 一つ ひ[と]つ, ひっ[と]つ L2, L3B 
S07 二つ [ふたー]つ, [ふた]ーつ H3, H2 
S08 三つ [みっ]つ H2 
S09 四つ [よっ]つ H2 
S10 五つ [い]つつ H1 
S11 六つ [むっ]つ H2 
S12 七つ [な]なつ H1 
S13 八つ [やっ]つ H2 
S14 九つ [こ]このつ H1 
S15 十 [と]ー H1 
S16 万 [よろず H0 
S17 八百万 [やおよろず H0 
S18 幾つ い[く]つ, いっ[く]つ L2, L3B 
S19 幾ら い[くら L0A 
S20 一度 [ひと]たび H2 
S21 再び [ふたたび H0 
S22 三度 [み]たび H1 
S23 四度 [よ]たび H1 
S24 幾度 い[く]たび L2 
S25 二日 [ふつか H0 
S26 三日 [みっか H0 
S27 四日 [よっか H0 
S28 五日 [いつ]か H2 
S29 六日 [むいか H0 
S30 七日 [なの]か H2 
S31 八日 [よーか H0 
S32 九日 [ここの]か H3 
S33 十日 [とーか H0 
S34 二十日 [はつか H0 
S35 三十日 み[そ]か L2 
S36 幾日 い[くか L0A 
S37 二十歳 [は]たち H1 
S38 三十路 [み]そじ H1 
S39 十重 [と]え H1 
S40 二十重 [はた]え H2 
S41 幾重 い[く]え L2 
S42 ～に伝える（考え） ひ[とり]ひとり, ひ[と]りひ[と]り L3A, L2.L2 
S43 ～に伝える（考え） ひっ[とり]ひっとり, ひっ[と]りひっ[と]り L4B, L3B.L3B 
S44 ～に込める（思い） ひ[とつ]ひとつ, ひ[と]つひ[と]つ L3A, L2.L2 
S45 ～に込める（思い） ひっ[とつ]ひっとつ, ひっ[と]つひっ[と]つ L4B, L3B.L3B 
S46 ～になる（数値） い[くつ]いくつ L3A 
S47 ～になる（値段） い[くら]いくら L3A 
S48 一言も（無い） [ひとこと]も H4 
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付録16 代名詞 

資料7．代名詞 
番 意味 かな ア

D01 俺(一人称) [おれが H0
D02 僕(一人称) [ぼ]くが H1
D03 我が(一人称) わ[が L0A
D04 私(一人称) [わたくしが H0
D05 私(一人称) [わたしが H0
D06 我(一人称) わ[れ]が L2
D07 貴男(二人称) [あんたが, [あん]たが H0, H2
D08 お前(二人称) お[まんが, お[ま]んが L0A, L2 
D09 君(二人称) [きみが H0
D10 彼女(三人称) [か]のじょが H1
D11 彼(三人称) [か]れが H1
D12 此奴(近称) [こいつが H0
D13 斯う(近称) [こ]ー, [こー H1, H0
D14 此処(近称) こ[こが L0A
D15 此方(近称) [こちらが H0
D16 此方(近称) [こっちが H0
D17 此の(近称) [この H0
D18 此の方(近称) [このか]たが H3
D19 此れ(近称) [これが H0
D20 斯んな(近称) [こんな H0
D21 其奴(中称) [そいつが H0
D22 然う(中称) [そ]ー, [そー H1, H0
D23 其処(中称) そ[こが L0A
D24 其方(中称) [そちらが H0
D25 其方(中称) [そっちが H0
D26 其方(中称) [そ]なたが H1
D27 其の(中称) [その H0
D28 其の方(中称) [そのか]たが H3
D29 其れ(中称) [それが H0
D30 然んな(中称) [そんな H0
D31 彼(遠称) [あ]ー, [あー H1, H0
D32 彼奴(遠称) [あいつが H0
D33 彼其処(遠称) あ[そこが L0A
D34 彼方(遠称) [あちらが H0
D35 彼方(遠称) [あっちが H0
D36 彼方(遠称) [あな]たが H2
D37 彼の(遠称) [あ]の H1
D38 彼の方(遠称) [あ]のかたが H1
D39 彼れ(遠称) [あ]れが H1
D40 彼んな(遠称) [あんな H0
D41 彼方(遠称) [か]なたが H1
D42 彼の(遠称) [か]の H1
D43 何処(不定称) い[ず]こが L2
D44 何れ(不定称) い[ずれが L0A
D45 彼処(不定称) [かし]こが H2
D46 誰(不定称) [だれが H0
D47 何奴(不定称) [どいつが H0
D48 如何(不定称) [ど]ー, [どー H1, H0
D49 何処(不定称) [どこが H0
D50 何方(不定称) [どちらが H0
D51 何方(不定称) [どっちが H0
D52 何方(不定称) [どな]たが H2
D53 何の(不定称) [どの H0
D54 何れ(不定称) [どれが H0
D55 何んな(不定称) [どんな H0
D56 何(不定称) な[にが L0A
D57 こうする, こういう [こーする, [こーいう H0.H0
D58 こうすれば良い [こーし]たらえ[ー H0.H1.L0 
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D59 こうはしない [こ]ーわ[せん H1.H0
D60 こうが良い [こ]ーがえ[ー H1.L0
D61 こういえば良い [こーゆ]ーたらえ[ー H0.H1.L0 
D62 こうはいわない [こ]ーわ[ゆわん H1.H0
D63 そうする, そういう [そーする, [そーいう H0.H0
D64 そうすれば良い [そーし]たらえ[ー H0.H1.L0 
D65 そうはしない [そ]ーわ[せん H1.H0
D66 そうが良い [そ]ーがえ[ー H1.L0
D67 そういえば良い [そーゆ]ーたらえ[ー H0.H1.L0 
D68 そうはいわない [そ]ーわ[ゆわん H1.H0
D69 ああする, ああいう [あーする, [あーいう H0.H0
D70 ああすれば良い [あーし]たらえ[ー H0.H1.L0 
D71 ああはしない [あ]ーわ[せん H1.H0
D72 ああが良い [あ]ーがえ[ー H1.L0
D73 ああいえば良い [あーゆ]ーたらえ[ー H0.H1.L0 
D74 ああはいわない [あ]ーわ[ゆわん H1.H0
D75 どうする, どういう [どーする, [どーいう H0.H0
D76 どうすれば良い [どーし]たらえ[ー H0.H1.L0 
D77 どうもしない [ど]ーも[せん H1.H0
D78 どうが良い [ど]ーがえ[ー H1.L0
D79 どういえば良い [どーゆ]ーたらえ[ー H0.H1.L0 
D80 どうもいわない [ど]ーも[ゆわん H1.H0
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付録17 罵倒語 

資料8．罵倒語 
番 枠 説明 1 説明 2 かな 拍 ア 

BA001 不足 不足 障害者 [しょーがい]しゃが 5 H4 
BA002 不足 不足 出来損ない [できそこないが 6 H0 
BA003 不足 不足 足手纏い [あしでまと]いが 6 H5 
BA004 不足 不足 不出来 [ふ]できが 3 H1 
BA005 不足 不足 不能 ふ[のーが 3 L0A 
BA006 不足 不足 不具 [ふ]ぐが 2 H1 
BA007 不足 不足 不揃い [ふ]ぞろいが 4 H1 
BA008 不足 不足 無能 む[のーが 3 L0A 
BA009 不足 不足 無知 [む]ちが 2 H1 
BA010 不足 不足 無知蒙昧 [む]ち[もーまいが 6 H1.H0 
BA011 知能 知的障害者 知恵遅れ [ちえおく]れが 5 H4 
BA012 知能 知的障害者 脳足らん [のーたらんが 5 H0 
BA013 知能 識字不能 文盲 [もんもーが 4 H0 
BA014 視覚 目見えず 盲人 [もーじんが 4 H0 
BA015 視覚 目見えず 盲 め[く]らが 3 L2 
BA016 視覚 盲 目癈い [めし]いが 3 H2 
BA017 視覚 目が見える 目明き め[あ]きが 3 L2 
BA018 聴覚 耳聞こえず 聾 つ[ん]ぼが 3 L2 
BA019 聴覚 耳聞こえず 聾 つ[ん]ぼーが 4 L2 
BA020 聴覚 聾 耳癈い [みみし]いが 4 H3 
BA021 発音 口利けず 唖者 [あ]しゃが 2 H1 
BA022 発音 口利けず 唖 [おしが 2 H0 
BA023 発音 吃音 吃り ど[も]りが 3 L2 
BA024 発音 構音障害 舌足らず [したたら]ずが 5 H4 
BA025 五体 無欠損 五体満足 [ご]たい[ま]んぞくが 7 H1.H1 
BA026 五体 欠損 五体不満足 [ご]たい[ふ]まんぞくが 8 H1.H1 
BA027 五体 歩行不釣合 跛 びっ[こが 3 L0B 
BA028 五体 歩行不釣合 跛 ち[ん]ばが 3 L2 
BA029 五体 尻を地に 膝行 い[ざ]りが 3 L2 
BA030 五体 身体欠損 片端 [かた]わが 3 H2 
BA031 五体 身体欠損 片目 か[ためが 3 L0A 
BA032 五体 身体欠損 片手 [かた]てが 3 H2 
BA033 五体 配慮の偏り 片手落ち [かたておちが 5 H0 
BA034 五体 身体欠損 片足 [かたあしが 4 H0 
BA035 五体 小人症 小人 [こびとが 3 H0 
BA036 重病 ハンセン病 癩病 ら[い]びょーが 4 L2 
BA037 重病 ハンセン病 癩 ら[い]が 2 L2 
BA038 重病 癩・乞食 狂人 [きょーじんが 4 H0 
BA039 重病 狂人 気違い [きちが]いが 4 H3 
BA040 顔面 醜い顔 不細工 [ぶ]さいくが 4 H1 
BA041 顔面 醜い顔 醜男 ぶ[お]とこが 4 L2 
BA042 顔面 醜い顔 醜女 ぶ[す]が 2 L2 
BA043 顔面 不細工 へちゃ剥れ へ[ちゃむくれが 5 L0A 
BA044 顔面 前歯が出た 出歯 で[ば]が 2 L2 
BA045 顔面 前歯が出た 出歯 でっ[ぱが 3 L0B△ 
BA046 顔面 髭の多い顔 髭面 [ひげずらが 4 H0 
BA047 頭部 白髪 白髪 [し]らがが 3 H1 
BA048 頭部 天然パーマ 縮れ毛 ち[じれ]げが 4 L3A 
BA049 頭部 頭髪減少 禿げ は[げ]が 2 L2 
BA050 頭部 頭髪減少 禿げ頭 は[げあた]まが 5 L4A 
BA051 頭部 頭髪皆無 つる禿げ つ[るっぱげが 5 L0A 
BA052 頭部 融通利かず 石頭 [いしあた]まが 5 H4 
BA053 視力 眼鏡をした 眼鏡 [め]がねが 3 H1 
BA054 視力 斜視 藪睨み [やぶにら]みが 5 H4 
BA055 視力 斜視 僻眼 ひん[がら]めが 5 L4B 
BA056 視力 片目が悪い 眇 す[がめが 3 L0A 
BA057 体格 高身長 のっぽ のっ[ぽが 3 L0B 
BA058 体格 低身長 ちび ち[び]が 2 L2 
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BA059 体格 低年齢児童 ちびっ子 ち[びっ]こが 4 L3A 
BA060 体格 太った人 でぶ で[ぶ]が 2 L2 
BA061 体格 太った人 でぶっちょ で[ぶっ]ちょが, で[ぶっちょが 4 L3A, L0A
BA062 体格 痩せた人 痩せ や[せ]が 2 L2 
BA063 体格 臍が出た人 出臍 で[べ]そが 3 L2 
BA064 体格 胴が長い人 胴長 ど[ーながが 4 L0A 
BA065 体格 足が短い人 短足 た[んそくが 4 L0B 
BA066 体格 左利き 左利き ぎっ[ちょ]ーが 4 L3B 
BA067 発育 児童に似て 子供 [こどもが 3 H0 
BA068 発育 児童に似て 子供騙し [こどもだま]しが 6 H5 
BA069 発育 裸の人 裸ん坊 は[だかんぼーが 6 L0A 
BA070 発育 子供側から 大人 お[となが 3 L0A 
BA071 発育 子供の卑称 餓鬼 [が]きが 2 H1 
BA072 発育 子供の卑称 糞餓鬼 [くそが]きが 4 H3 
BA073 発育 子供の卑称 阿呆餓鬼 あ[ほがきが 4 L0A 
BA074 発育 無思慮な人 餓鬼の遣い [がきのつかいが 6 H0 
BA075 発育 生娘 おぼこ お[ぼこが 3 L0A 
BA076 発育 処女 生娘 き[む]すめが 4 L2 
BA077 結婚 混血児 合の子 あ[いのこが 4 L0A 
BA078 結婚 片親 片親 [かたおやが 4 H0 
BA079 結婚 孤児 孤児 [みなし]ごが 4 H3 
BA080 結婚 孤児 親無し [おやな]しが 4 H3 
BA081 結婚 孤児 親無し子 [おやなし]ごが 5 H4 
BA082 結婚 非実子 継子 [ままこが 3 H0 
BA083 性別 女性 女 [おん]なが 3 H2 
BA084 性別 女性・子供 女子供 [おん]な[こどもが, [おん]なこどもが 6 H2.H0, H2
BA085 性別 女性 女子 [じょ]しが 2 H1 
BA086 性別 女性 雌 [めすが 2 H0 
BA087 性別 男性的女性 男女 [おとこおん]なが 6 H5 
BA088 性別 男心の女 お鍋 お[な]べが 3 L2 
BA089 性別 男性 男 [おと]こが 3 H2 
BA090 性別 男性 男子 [だ]んしが 3 H1 
BA091 性別 男性 雄 [おすが 2 H0 
BA092 性別 女性的男性 女男 [おんなおと]こが 6 H5 
BA093 性別 女心の男 お釜 お[かまが 3 L0A 
BA094 領内 中央を罵り 都 [みやこが 3 H0 
BA095 領内 地方 田舎 [いなかが 3 H0 
BA096 領内 地方人 田舎者 [いなかものが 5 H0 
BA097 領内 東日本 東 あ[ず]まが 3 L2 
BA098 領内 東北原住民 蝦夷 [えぞが 2 H0 
BA099 領内 東北原住民 蝦夷 [え]みしが 3 H1 
BA100 領内 アイヌ アイヌ [あ]いぬが 3 H1 
BA101 異人 外国人 異人 い[じんが 3 L0A 
BA102 異人 外国人 外人 が[いじんが 4 L0A 
BA103 異人 土着人 土人 ど[じんが 3 L0A 
BA104 異人 土着人 土公 ど[こ]ーが 3 L2 
BA105 異人 朝鮮 朝 [ちょ]んが 2 H1 
BA106 異人 朝鮮 朝公 ちょん[こ]ーが 4 L3B 
BA107 異人 中国 支那 し[な]が 2 L2 
BA108 異人 中国 支那畜 し[なちくが 4 L0A 
BA109 異人 中国 支那畜生 し[なちくしょ]ーが 6 L5A 
BA110 異人 中国・欧米 毛唐 け[と]ーが 3 L2 
BA111 異人 白色人種 白人 [はくじんが 4 H0 
BA112 異人 アルビノ症 白子 し[ろこが 3 L0A 
BA113 異人 アメリカ人 アメ公 あ[めこ]ーが 4 L3A 
BA114 異人 黒色人種 黒人 [こくじんが 4 H0 
BA115 異人 肌の黒い人 黒ん坊 く[ろんぼーが 5 L0A 
BA116 犯罪 犯罪者 犯罪者 [はんざい]しゃが 5 H4 
BA117 犯罪 犯罪者 人殺し [ひとごろ]しが 5 H4 
BA118 犯罪 犯罪者 親殺し [おやごろ]しが 5 H4 
BA119 犯罪 犯罪者 子殺し [こ]ごろしが 4 H1 
BA120 犯罪 夫を殺す妻 丙午 [ひのえう]まが 5 H4 
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BA121 犯罪 放火する人 火付け ひ[つけが 3 L0A 
BA122 犯罪 誘拐犯 人攫い [ひとさら]いが 5 H4 
BA123 犯罪 強盗 押し込み [おしこみが 4 H0 
BA124 犯罪 窃盗 泥棒 [どろぼーが 4 H0 
BA125 犯罪 窃盗 盗人 [ぬすっ]とが 4 H3 
BA126 犯罪 財布盗 掏摸 [す]りが 2 H1 
BA127 悪徳 偽物 人非人 [にんぴにんが 5 H0 
BA128 悪徳 偽物 人でなし [ひとでなしが 5 H0 
BA129 悪徳 偽物 碌でなし [ろくでなしが 5 H0 
BA130 悪徳 偽物 擬きが [もど]きが 3 H2 
BA131 悪徳 偽物 偽物 [にせものが 4 H0 
BA132 悪徳 偽物 紛い物 [まがいものが 5 H0 
BA133 悪徳 悪 ズル ず[る]が 2 L2 
BA134 悪徳 悪 卑怯者 [ひきょーものが 5 H0 
BA135 悪徳 悪 裏切り者 [うらぎりものが 6 H0 
BA136 悪徳 悪 悪 わ[る]が 2 L2 
BA137 悪徳 悪 悪知恵 わ[るじえが 4 L0A 
BA138 悪徳 悪 不良 ふ[りょーが 3 L0A 
BA139 悪徳 悪 悪党 [あくとーが 4 H0 
BA140 悪徳 悪 悪人 [あくに]んが 4 H3 
BA141 悪徳 悪 極悪人 [ごくあくにんが 6 H0 
BA142 悪徳 悪 非道 ひ[どーが 3 L0A 
BA143 悪徳 悪 極悪非道 [ごくあく]ひ[どーが 7 H0.L0A 
BA144 職業 非正規労働 派遣 [はけんが 3 H0 
BA145 職業 非正規労働 日雇い [ひやといが 4 H0 
BA146 職業 簡易宿 ドヤ ど[や]が 2 L2 
BA147 職業 簡易宿街 ドヤ街 ど[や]がいが 4 L2 
BA148 職業 土木工事者 土方 ど[かたが 3 L0A 
BA149 職業 港湾労働者 沖仲仕 [おきなか]しが 5 H4 
BA150 職業 浮浪者 浮浪者 ふ[ろー]しゃが 4 L3A 
BA151 職業 屠殺者 屠者 [と]しゃが 2 H1 
BA152 職業 屠殺・解体 廃品 ぽ[んこつが 4 L0A 
BA153 職業 屑屋 屑屋 く[ずやが, く[ず]やが 3 L0A, L2 
BA154 職業 無免許医 野巫 や[ぶ]が 2 L2 
BA155 職業 無免許医 藪医 や[ぶ]いが 3 L2 
BA156 職業 無免許医 藪医者 や[ぶ]いしゃが 4 L2 
BA157 職業 売春婦 売女 [ばいたが 3 H0 
BA158 職業 売春婦 娼婦 [しょ]ーふが 3 H1 
BA159 職業 売春婦 淫売 [いんばいが 4 H0 
BA160 職業 売春婦 夜鷹 [よ]たかが 3 H1 
BA161 職業 売春婦 立ちん坊 た[ちんぼーが 5 L0A 
BA162 職業 暴力団 極道 [ごくど]ーが 4 H3 
BA163 職業 無職者 無職 [む]しょくが 3 H1 
BA164 職業 無職者 穀潰し [ごくつぶ]しが 5 H4 
BA165 身分 同和 部落 [ぶ]らくが 3 H1 
BA166 身分 同和 同和 どー[わが 3 L0B 
BA167 身分 賤民 穢多非人 [えた]ひ[にんが 5 H0.L0A 
BA168 身分 賤民の一種 穢多 [えたが 2 H0 
BA169 身分 賤民の一種 非人 ひ[にんが 3 L0A 
BA170 身分 非人（獣） 四足獣 よ[つ]が 2 L2 
BA171 身分 非人（獣） 四足獣 よ[つあしが 4 L0A 
BA172 身分 乞食 乞食 こ[じ]きが 3 L2 
BA173 身分 乞食 乞食 [こつじきが 4 H0 
BA174 身分 暴力団 ヤクザ [や]くざが 3 H1 
BA175 身分 村八分 村八分 [むらはち]ぶが 5 H4 
BA176 生命 鬼のような 鬼 [お]にが 2 H1 
BA177 生命 鬼と畜生 鬼畜 き[ちくが 3 L0A 
BA178 生命 鬼と畜生 鬼婆 [おにばば]ーが 5 H4 
BA179 生命 悪魔の如く 悪魔 [あ]くまが 3 H1 
BA180 生命 幽霊 幽霊 [ゆ]ーれいが 4 H1 
BA181 生命 化け物 お化け お[ば]けが 3 L2 
BA182 生命 化け物 化け物 [ばけも]のが 4 H3 
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BA183 生命 妖怪 妖怪 [よーかいが 4 H0 
BA184 生命 妖怪 妖怪変化 [よーかいへ]んげが 7 H5 
BA185 生命 動物 畜生 [ち]くしょーが 4 H1 
BA186 生命 獣の如き顔 畜生面 [ちくしょーずらが 6 H0 
BA187 禽獣 四足獣 獣 [けも]のが 3 H2 
BA188 禽獣 四足獣卑称 獣 [けだも]のが 4 H3 
BA189 禽獣 四足獣卑称 家畜 か[ちくが 3 L0A 
BA190 禽獣 四足獣卑称 猿 さ[る]が 2 L2 
BA191 禽獣 四足獣卑称 猿真似 さ[るまねが 4 L0A 
BA192 禽獣 非家畜 野良 の[ら]が 2 L2 
BA193 禽獣 国家の 犬 [い]ぬが 2 H1 
BA194 禽獣 淫乱な女 雌犬 [めすいぬが 4 H0 
BA195 禽獣 四足獣卑称 犬畜生 [いぬちくしょ]ーが 6 H5 
BA196 禽獣 非家畜 野良犬 の[らいぬが 4 L0A 
BA197 禽獣 借りてきた 猫 ね[こ]が 2 L2 
BA198 禽獣 不倫する女 雌猫 [めすねこが 4 H0 
BA199 禽獣 猫被り 猫被り ね[こっかぶ]りが 6 L5A 
BA200 禽獣 短い顔の人 猫面 ね[こずらが 4 L0A 
BA201 禽獣 非家畜 野良猫 の[らねこが 4 L0A 
BA202 禽獣 太った人 豚 ぶ[た]が 2 L2 
BA203 禽獣 淫乱な女 雌豚 [めすぶたが 4 H0 
BA204 禽獣 長い顔の人 馬面 [うまずらが 4 H0 
BA205 禽獣 狸 狸 [た]ぬきが 3 H1 
BA206 禽獣 狸 狸親父 [たぬきお]やじが 6 H4 
BA207 禽獣 狸 狸爺 [たぬきじじ]ーが 6 H5 
BA208 禽獣 狸 狸婆 [たぬきばば]ーが 6 H5 
BA209 禽獣 狸 狸寝入り [たぬきね]いりが 6 H4 
BA210 禽獣 老成した人 古狸 ふ[るだ]ぬきが 5 L3A 
BA211 禽獣 騙す人 狐 き[つねが 3 L0A 
BA212 禽獣 悪女 女狐 [めぎ]つねが 4 H2 
BA213 禽獣 老成した人 古狐 ふ[るぎつ]ねが 5 L4A 
BA214 禽獣 精神錯乱者 狐憑き き[つねつ]きが 5 L4A 
BA215 禽獣 移住者 旅烏 [たびが]らすが 5 H3 
BA216 蟲魚 大酒呑み 蟒蛇 [うわばみが 4 H0 
BA217 蟲魚 数え飛ばし 鯖読み [さばよみが 4 H0 
BA218 蟲魚 小魚 雑魚 ざ[こが 2 L0A 
BA219 蟲魚 小魚 小物 [こものが 3 H0 
BA220 蟲魚 虫 虫 [む]しが 2 H1 
BA221 蟲魚 虫 虫けら [むしけらが 4 H0 
BA222 蟲魚 虫 塵虫 [ごみ]むしが 4 H2 
BA223 蟲魚 虫 糞虫 [くそ]むしが 4 H2 
BA224 蟲魚 虫 蛆虫 う[じ]むしが 4 L2 
BA225 蟲魚 虫 油虫 あ[ぶら]むしが 5 L3A 
BA226 蟲魚 虫 弱虫 よ[わ]むしが 4 L2 
BA227 蟲魚 虫 泣虫 な[きむ]しが, な[き]むしが 4 L3A, L2 
BA228 蟲魚 虫 ゴキブリ ご[きぶ]りが 4 L3A 
BA229 蟲魚 虫 ダニ だ[に]が 2 L2 
BA230 植物 不細工 南瓜 [かぼちゃが 3 H0 
BA231 植物 役立たず 土手南瓜 [どてか]ぼちゃが 5 H3 
BA232 植物 間抜け お短小茄子 お[たんこ]なすが 6 L4A 
BA233 植物 間抜け お短珍 お[た]んちんが 5 L2 
BA234 植物 顔色青い人 青瓢箪 あ[おびょーた]んが 6 L5A 
BA235 廃棄 社会の 塵 [ご]みが 2 H1 
BA236 廃棄 塵芥 屑 く[ずが 2 L0A 
BA237 廃棄 塵芥 塵屑 [ごみ]くずが 4 H2 
BA238 廃棄 塵芥 滓 か[すが 2 L0A 
BA239 廃棄 塵芥 塵滓 [ごみかすが 4 H0 
BA240 廃棄 塵芥 塵 [ちりが 2 H0 
BA241 廃棄 塵芥 芥 [あくたが 3 H0 
BA242 廃棄 塵芥 塵芥 [ちりあくたが 5 H0 
BA243 排泄 汚れ 汚物 お[ぶつが, [お]ぶつが 3 L0A, H1
BA244 排泄 糞 糞 ば[ば]が 2 L2 



付録 17 罵倒語 

- 506 - 

 

BA245 排泄 糞 糞爺 [くそじじ]ーが 5 H4 
BA246 排泄 糞 糞婆 [くそばば]ーが 5 H4 
BA247 排泄 糞 糞坊主 [くそぼー]ずが 5 H4 
BA248 愚鈍 愚かな人 阿呆 あ[ほ]が 2 L2 
BA249 愚鈍 愚かな人 阿呆 あ[ほ]ーが 3 L2 
BA250 愚鈍 阿呆な顔 阿呆面 あ[ほずらが 4 L0A 
BA251 愚鈍 阿呆な顔 阿呆面 あ[ほーずらが 5 L0A 
BA252 愚鈍 愚かな人 阿呆だら あ[ほんだらが 5 L0A 
BA253 愚鈍 愚かな人 阿呆垂れ あ[ほた]れが 4 L3A 
BA254 愚鈍 愚かな人 阿呆丹 あん[ぽ]んたんが 6 L3B 
BA255 愚鈍 呆けた人 呆け ぼ[け]が 2 L2 
BA256 愚鈍 呆けた人 糞呆け [くそぼけが 4 H0 
BA257 愚鈍 忘れっぽい 忘れん坊 わ[すれんぼーが 6 L0A 
BA258 愚鈍 愚かな人 虚仮 [こ]けに 2 H1 
BA259 愚鈍 愚かな人 虚け [うつけが 3 H0 
BA260 愚鈍 愚かな人 虚け者 [うつけものが 5 H0 
BA261 愚鈍 愚かな人 戯け [たわ]けが 3 H2 
BA262 愚鈍 愚かな人 糞戯け [くそたわ]けが 5 H4 
BA263 愚鈍 愚かな人 盆暗 [ぼんくらが 4 H0 
BA264 愚鈍 臆病 腑抜け ふ[ぬ]けが 3 L2 
BA265 愚鈍 臆病 へたれ へ[た]れが 3 L2 
BA266 愚鈍 臆病 腰抜け こ[しぬ]けが 4 L3A 
BA267 愚鈍 臆病 意気地無し [いくじな]しが 5 H4 
BA268 愚鈍 失敗する人 どじ [ど]じが 2 H1 
BA269 愚鈍 失敗する人 間抜け ま[ぬけが 3 L0A 
BA270 愚鈍 失敗する人 鈍間 の[ろまが 3 L0A 
BA271 愚鈍 失敗する人 頓馬 と[んまが 3 L0A 
BA272 愚鈍 馬鹿 馬鹿 ば[か]が 2 L2 
BA273 愚鈍 馬鹿な顔 馬鹿面 ば[かずらが 4 L0A 
BA274 愚鈍 馬鹿 抜け作 ぬ[けさくが 4 L0A 
BA275 愚鈍 馬鹿 馬鹿垂れ ば[かた]れが 4 L3A 
BA276 愚鈍 馬鹿 糞馬鹿 [くそば]かが 4 H3 
BA277 気性 吝嗇 けち け[ち]が 2 L2 
BA278 気性 けちな人 けちん坊 け[ちんぼーが 5 L0A 
BA279 気性 けちな人 しみったれ [しみったれが 5 H0 
BA280 気性 助平 助平 す[けべ]ーが 4 L3A 
BA281 気性 助平 変態 へ[んたいが 4 L0A 
BA282 気性 助平 エッチ [えっ]ちが 3 H2 
BA283 気性 助平 エロ [え]ろが 2 H1 
BA284 気性 甘えん坊 甘えん坊 あ[まえんぼーが 6 L0A 
BA285 気性 乱暴 暴れん坊 あ[ばれんぼーが 6 L0A 
BA286 気性 食いしん坊 食いしん坊 く[いしんぼーが 6 L0A 
BA287 気性 食欲・吝嗇 卑しん坊 い[やしんぼーが 6 L0A 
BA288 気性 怒りん坊 怒りん坊 お[こりんぼーが 6 L0A 
BA289 気性 気性激しい 利かん坊 き[かんぼーが 5 L0A 
BA290 気性 悔しがり 悔しん坊 [くやしんぼーが 6 H0 
BA291 気性 変人 変人 へ[んじんが 4 L0A 
BA292 気性 変人 変わり者 [かわりものが 5 H0 
BA293 気性 慌て者 いられ い[ら]れが 3 L2 
BA294 気性 捻くれ者 どくれ者 [どくれものが 5 H0 
BA295 気性 文句言い りぐり り[ぐ]りが 3 L2 
BA296 気性 怠け者 怠け者 [なまけものが 5 H0 
BA297 気性 怠け者 どら息子 ど[らむ]すこが 5 L3A 
BA298 気性 怠け者 極道者 [ごくどーものが 6 H0 
BA299 気性 ずぼらな人 不精者 [ぶしょーものが 5 H0 
BA300 気性 嘘吐き 嘘吐き う[そつ]きが 4 L3A 
BA301 気性 嘘吐き てんくろ [てんくろが 4 H0 
BA302 気性 法螺吹き 法螺吹き [ほらふ]きが 4 H3 
BA303 気性 おてんば お転婆 お[てんばが 4 L0A 
BA304 気性 おてんば はちきん は[ちきんが 4 L0A 
BA305 気性 頑固 いごっそう [いごっそーが 5 H0 
BA306 気性 悪い事しい わりことし わ[りこと]しが 5 L4A 
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BA307 気性 人見知り 人見知り [ひとみ]しりが 5 H3 
BA308 気性 孤独 一人ぼっち ひ[とりぼっ]ちが 6 L5A 
BA309 気性 孤独 仲間外れ [なかまはず]れが 6 H5 
BA310 気性 木偶の坊 木偶 [で]くが 2 H1 
BA311 気性 木偶の坊 木偶の坊 [でくのぼーが 5 H0 
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付録18 形式体言 

資料9．形式体言 
番 述語 前部＋後部 ア 前部 ア 後部 ア 

K001 聞いた この間 H3 [この H0 [あいだ H0 

K002 流行る 人の間で H0 [ひ]との, 
[ひとの

H1, H0 [あいだで H0 

K003 負けた その挙句 H0 [その H0 [あげく H0 
K004 負けた その挙句に H0 [その H0 [あげくに H0 
K005 有る 上あたりに H4 [うえに H0 [あた]りに H2 
K006 見ん そのあと H2 [その H0 あ[と L0 
K007 建つ 五年あとに H3 [ごねんが H0 あ[とに L0A 
K008 経つ 五年余り H5 [ごねんが H0 [あま]り H2 
K009 知らん それ以外 H3 [それが H0 [い]がい H1 
K010 会わん それ以降 H3 [それが H0 [い]こー H1 
K011 知らん それ以後は H3 [それが H0 [い]ごわ H1 
K012 知らん それ以上 H3 [それが H0 [い]じょー H1 
K013 問題 それ以前の H3 [それが H0 [い]ぜんの H1 
K014 積もる 庭一面に H0 [にわに H0 [いちめんに H0 
K015 会わん それ以来 H3 [それが H0 [い]らい H1 
K016 会う 仕事の上で H0 [しごとの H0 [うえで H0 
K017 暮れる 待つうち L0A ま[つ。 L0 [うち H0 
K018 暮れる 待つうちに L0A ま[つ。 L0 [うちに H0 

K019 出会う 旅の折 H4 [た]びの,
[たびの

H1, H0 [お]り H1 

K020 話す その折に H3 [その H0 [お]りに H1 
K021 やらん せん限り H4 [せん。 H0 [かぎ]り H2 
K022 話 その場限りの H5 [その]ばで H2 [かぎ]りの H2 
K023 そう この方が H3 [この H0 [か]たが H1 
K024 なる 忘れがちに H0 [わす]れ、 H2 [がちに H0 
K025 頼む その代り H0 [その H0 [かわり H0 
K026 やる その代りに H0 [その H0 [かわりに H0 
K027 出来事 その間の H3 [その H0 [か]んの H1 
K028 なる こんな具合に H5 [こんな H0 [ぐあ]いに H2 
K029 やらん そのくせ H3 [その H0 [く]せ H1 
K030 やらん そのくせに H3 [その H0 [く]せに H1 
K031 有る それぐらい H0 [それが H0 [ぐら]い H2 
K032 食べる 皮ごと L0A か[わお L0A [ごと H0 
K033 何や あれ如きが H4, H1.H2 [あ]れが H1 [ごと]きが H2 
K034 話す そのことで H3 [その H0 [こ]とで H1 
K035 話す 会うごとに L3A あ[う。 L0 [ご]とに H1 
K036 せん 悪い事には H1.H1 [わ]るい。 H1 [こ]とにわ H1 
K037 生れた その頃 H3 [その H0 [こ]ろ H1 
K038 咲く 秋ごろ L3A あ[き]が L2 [ご]ろ H1 
K039 生れた その頃に H3 [その H0 [こ]ろに H1 
K040 話す この際 H3 [この H0 [さ]い H1 
K041 見る 五年先を H4 [ごねんが H0 [さ]きお H1 

K042 住む 橋の下に H0 [は]しの,
[はしの

H1, H0 [したに H0 

K043 見ん 今時分 L0A い[まわ L0A [じぶん H0 
K044 見る その瞬間 H0 [その H0 [しゅんかん H0 
K045 人 その筋の H0.L2 [その H0 す[じ]の L2 
K046 負けた そのせいで H0.L0A [その H0 せ[いで L0A 
K047 どうも その節は H3 [その H0 [せ]つわ H1 
K048 なる 忘れそうに H4 [わす]れ、 H2 [そ]ーに H1 
K049 無い それその物が H5 [それが H0 [そのも]のが H3 

K050 述べる 思いの丈を H5 [おも]いの,
[おもいの

H2, H0 [た]けお H1 

K051 驚く 来る度 L3A く[る。 L0 [た]び H1 
K052 驚く 来る度に L3A く[る。 L0 [た]びに H1 
K053 働く 子の為 H0 [こが H0 [ため H0 
K054 働く 子の為に H0 [こが H0 [ために H0 
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K055 なる 五年近う H5 [ごねんが H0 [ちこー, 
ち[こ]ー 

H2,  
L2 

K056 負けた 勝つつもりが L0A か[つ。 L0 [つもりが H0 
K057 人 その程度の H0 [その H0 [ていどの H0 
K058 帰れん 言うた手前 H1.H0 [い]うた。 H1 [てまえ H0 
K059 働く 指示通り H4 [し]じが H1 [どー]り H2 
K060 する 指示通りに H4 [し]じが H1 [どー]りに H2 
K061 気づく その時 H3 [その H0 [と]き H1 
K062 気づく その時に H3 [その H0 [と]きに H1 
K063 無い それどころで H4 [それが H0 [どこ]ろで H2 
K064 有る 至るところに H5 [いたる。 H0 [とこ]ろに H2 
K065 逃げる 見た途端 H1.H0 [み]た。 H1 [とたん H0 
K066 逃げる 見た途端に H1.H0 [み]た。 H1 [とたんに H0 

K067 眠る 土の中で H3 [つ]ちの,
[つちの

H1, H0 な[かで L0A 

K068 形 自分なりの H0 [じぶんが H0 [なりの H0 
K069 会う 五年のち H0 [ごねんが H0 [のち H0 
K070 会う 五年のちに H0 [ごねんが H0 [のちに H0 
K071 帰る その場合 H4 [その H0 [ばー]い H2 
K072 帰る その場合は H4 [その H0 [ばー]いわ H2 
K073 話 済んだ筈の L2 す[ん]だ。 L2 [はずの H0 
K074 動かん 眉一つ L0.L2 ま[ゆが L0A ひ[と]つ L2 
K075 嫌や あのひとは H1 [あ]の H1 [ひ]とわ H1 
K076 戦う 自分一人 H0.L2 [じぶんが H0 ひ[と]り L2 
K077 言う そんな風に H4 [そんな H0 [ふ]ーに H1 
K078 する 知らんふり H4 [しらん。 H0 [ふ]り H1 
K079 する 知らんふりを H4 [しらん。 H0 [ふ]りお H1 
K080 疲れた その分 H3 [その H0 [ぶ]ん H1 
K081 無い 望むべくも H4 [のぞむ。 H0 [べ]くも H1 
K082 話す その辺 H3 [その H0 [へ]ん H1 
K083 話す その辺を H3 [その H0 [へ]んお H1 
K084 えー その方が H3 [その H0 [ほ]ーが H1 
K085 無い その他 H0.L0, H2 [その H0 ほ[か L0 
K086 無い その他に H0.L0A, H2 [その H0 ほ[かに L0A 
K087 大きさ 鯨程の H1 [く]じらが H1 [ほどの H0 

K088 遊ぶ 池のほとりで H5, H0 [い]けの,
[いけの

H1, H0 [ほと]りで, 
[ほとりで H2, H0 

K089 見た 五年前 H4 [ごねんが H0 [ま]え H1 
K090 見た 五年前に H4 [ごねんが H0 [ま]えに H1 
K091 話す そのまま H0 [その H0 [まま H0 
K092 話す そのままに H0 [その H0 [ままに H0 
K093 騒ぐ 馬鹿みたいに L3A ば[か]が L2 [み]たいに H1 
K094 達人 その道の H0 [その H0 [みちの H0 
K095 宜しう この旨 H3 [この H0 [む]ね H1 

K096 帰る 親の下へ H4 [お]やの,
[おやの

H1, H0 [も]とえ H1 

K097 出来た 良いものが L3A え[ー。 L0 [も]のが H1 
K098 無い 騒ぐ者は H1 [さ]わぐ。 H1 [も]のわ H1 
K099 馬鹿や そんな奴は H4 [そんな H0 [や]つわ H1 
K100 戦う それゆえ H0 [それが H0 [ゆえ H0 
K101 戦う それゆえに H0 [それが H0 [ゆえに H0 
K102 なる 凝るように L3A こ[る。 L0 [よ]ーに H1 
K103 帰る そんな訳で H3 [そんな H0 わ[けで L0A 
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付録19 助詞 

資料10．助詞 
番 述語 前部＋後部 ア 前部 ア 後部 ア 
J01 勝つ 行く以上 H3 [いく。 H0 [い]じょー H1 
J02 終いや 今日限りで L4A きょ[ーが L0A [かぎ]りで H2 
J03 寄る 散歩がてら H5 [さんぽが H0 [がて]ら H2 
J04 居る 初めから H0 [はじめが H0 [から H0 
J05 勝つ 行くからには H0 [いく。 H0 [からにわ H0 
J06 勝つ 行くからは H0 [いく。 H0 [からわ H0 
J07 帰らん 行ったきり H2.H0, H2 [いっ]た。 H2 [きり H0 
J08 帰らん 行ったっきり H2.L0A, H2 [いっ]た。 H2 っ[きり H0 
J09 帰らん 行ったぎり H2.H0△ [いっ]た。 H2 [ぎり H0△ 
J10 話す 二人きりで H0 [ふた]りが H2 [きりで H0 
J11 話す 二人っきりで H0 [ふた]りが H2 [っきりで H0 
J12 話す 二人ぎりで H0△ [ふた]りが H2 [ぎりで H0△ 
J13 有る 其れくらい H0 [それが H0 [くらい H0 
J14 有る 其れっくらい H0 [それが H0 [っくらい H0 
J15 有る 其れぐらい H0 [それが H0 [ぐらい H0 
J16 せん 出来るけれども H1.H0, H1 [で]きる。 H1 [けれども H0 
J17 馬鹿や 其れこそ H3 [それが H0 [こ]そ H1 
J18 止せば こんなことなら H4 [こんな H0 [こ]となら H1 
J19 せん ～ばえーことを L3A え[ー。 L0 [こ]とお H1 
J20 惜しまん 命さえ H1.H1, H1 [い]のちが H1 [さ]え H1 
J21 惜しまん 命さえも H1.H1, H1 [い]のちが H1 [さ]えも H1 
J22 無い 其れしか H3 [それが H0 [し]か H1 
J23 行く 二人して H2 [ふた]りが H2 [し]て H1 
J24 来る 折しも L2, H3 [お]りに H1 [し]も H1 
J25 数える 一つずつ L4A ひ[と]つが L2 [ず]つ H1 
J26 出来ん 其れすら H3 [それが H0 [す]ら H1 
J27 買う 其れだけ H0 [それが H0 [だけ H0 
J28 嬉しい 其れだけに H0 [それが H0 [だけに H0 
J29 青だの 赤だの L2 あ[か]が L2 [だ]の H1 
J30 得る 僅かでも L2.H1, L2 わ[ず]かに L2 [で]も H1 
J31 飲んだ お茶とか L3A お[ちゃが L0A [と]か H1 
J32 駄目や したところが H1.H2, H1 [し]た。 H1 [とこ]ろが H2 
J33 大人もや 子供どころか H5 [こどもが H0 [どこ]ろか H2 
J34 無駄や したところで H1.H2, H1 [し]た。 H1 [とこ]ろで H2 
J35 話しか 其れどころの H4 [それが H0 [どこ]ろの H2 
J36 無い 其れどころや H4 [それが H0 [どこ]ろや H2 
J37 馬鹿や 我ながら L0A わ[れ]に L2 [ながら H0 
J38 知らん あれなど H1 [あ]れが H1 [な]ど H1 
J39 許す 其れなら H3 [それが H0 [な]ら H1 
J40 取る 休みなり H2.H1, H2 [やす]みが H2 [な]り H1 
J41 会う 一目なりと H2.H1, H2 [ひと]めが H2 [な]りと H1 
J42 知らん それなんか H2 [それが H0 なんか 低接 
J43 知らん それらー H2 [それが H0 らー 低接 
J44 死す 二十にして H1.L2, H1 [は]たちが H1 に[し]て H0.H1 
J45 死す 都にて H4 [みやこが H0 [に]て H1 
J46 死んだ 其ののちに H0 [その H0 [のちに H0 
J47 願う 其れのみ H3 [それが H0 [の]み H1 
J48 知る 神のみぞ H1.H1 [か]みが H1 [の]みぞ H1 
J49 言う 其ればかり H4 [それが H0 [ばか]り H2 
J50 無い 其のほか H0.L0 [その H0 ほ[か L0 
J51 言うた ありょーど H0 [あ]れが H1 [ほど H0 
J52 食う 草まで H1.H1, H1 [く]さが H1 [ま]で H1 
J53 食う 草までも H1.H1, H1 [く]さが H1 [ま]でも H1 
J54 帰る 其のまま H0 [その H0 [まま H0 
J55 戦う 槍もて H0.L0 [やりが H0 も[て L0 
J56 欲しい 出来るものなら H1.H1 [で]きる。 H1 [も]のなら H1 
J57 帰った 来たものの H1.H0, H1 [き]た。 H1 [ものの H0 
J58 せん ～ばえーものを L3A え[ー。 L0 [も]のお H1 
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J59 知らん 何やら L3A な[にが L0A [や]ら H1 
J60 団子や 花より H1 [は]なが H1 [よ]り H1 
J61 団子や 花よりか H1.H1, H1 [は]なが H1 [よ]りか H1 
J62 えー 死ぬよりは H3 [しぬ。 H0 [よ]りわ H1 
J63 無い 死ぬよりほか H3.L0 [しぬ。 H0 [よ]りほ[か H1.L0 
J64 好きや 何よりも L3A な[にが L0A [よ]りも H1 
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付録20 接続詞 

資料11．接続詞 
番 意味 かな ア 

CO001 或いは あ[る]いわ、 L2 
CO002 併せて [あ]わせて、 H1 
CO003 言い換えれば [いいかえれ]ば、, [い]いかえれば、 H5, H1 
CO004 一方 [いっ]ぽー、 H2 
CO005 言わば い[わ]ば、 L2 
CO006 所謂 い[わ]ゆる、 L2 
CO007 況や [いわん]や、 H3 
CO008 お負けに お[まけに、 L0A 
CO009 及び [およ]び、 H2 
CO010 が [が、 H0 
CO011 斯くして [か]くして、 H1 
CO012 斯くて か[く]て、, [か]くて、 L2, H1 
CO013 且つ [か]つ、 H1 
CO014 且つ又 [か]つまた、 H1 
CO015 仮に [かりに、 H0 
CO016 加えて く[わ]えて、 L2 
CO017 結局 けっ[きょく、 L0B 
CO018 けど [け]ど、, [け]んど、 H1 
CO019 けども [け]ども、 H1△ 
CO020 けれど [けれど、 H0 
CO021 けれども [けれども、 H0 
CO022 斯うして [こーして、 H0 
CO023 斯うすると [こーすると、 H0 
CO024 斯うなると [こー]なる[と、 H0.L0B 
CO025 斯うなれば [こー]な[れ]ば、 H0.L2 
CO026 此処に こ[こに、 L0A 
CO027 此の為 [このため、 H0 
CO028 此の為に [このために、 H0 
CO029 此の様な訳で [このよーな]わ[けで、 H0.L0A 
CO030 此れと共に [これとともに、 H0 
CO031 扨て さ[て、 L0 
CO032 扨ては さ[て]わ、 L2 
CO033 更に さ[ら]に、 L2 
CO034 然りとて さ[り]とて、 L2 
CO035 然りとは さ[り]とわ、 L2 
CO036 然りながら [さ]りながら、 H1 
CO037 然し [し]かし、 H1 
CO038 然しながら [しかしながら、 H0 
CO039 然も [し]かも、 H1 
CO040 従って [したがっ]て、 H4 
CO041 じゃ [じゃ、 H0△ 
CO042 じゃあ [じゃ]あ、 H1 
CO043 即ち す[な]わち、 L2 
CO044 為ると [すると、 H0 
CO045 然う云う事なら [そーいうこ]となら、 H5 
CO046 然う云う訳で [そーいう]わ[けで、 H0.L0A 
CO047 然う云えば [そーいえ]ば、 H4 
CO048 然う云われると [そーいわれると、 H0 
CO049 然うしたら [そーした]ら、 H4 
CO050 然うして [そーして、 H0 
CO051 然うすると [そーすると、 H0 
CO052 然うだからと云って [そ]ーやからと[い]うて、 H1.H1 
CO053 然うだとしたら [そ]ーやと[し]たら、 H1.H1 
CO054 然うだとすれば [そ]ーやと[す]れば、 H1.H1 
CO055 然うでありますから [そ]ーであ[ります]から、 H1.L4A 
CO056 然うなると [そー]な[ると、 H0.L0A 
CO057 然うなれば [そー]な[れ]ば、 H0.L2 
CO058 然うは云っても [そ]ーわ[い]うても、 H1.H1 
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CO059 其処で そ[こで、 L0A 
CO060 然して [そ]して、 H1 
CO061 其の上 [そのうえ、 H0 
CO062 其の代り [そのかわり、 H0 
CO063 其の代りに [そのかわりに、 H0 
CO064 其の癖 [そのく]せ、 H3 
CO065 其の結果 [その]けっ[か、 H0.L0B 
CO066 其の為 [そのため、 H0 
CO067 其の為に [そのために、 H0 
CO068 其の反面 [そのはんめ]ん、 H5 
CO069 其の理由については [そのり]ゆーにつ[いてわ、 H3.L0A 
CO070 其りゃあ [そりゃあ、 H0 
CO071 其れが [それが、 H0 
CO072 其れから [それから、 H0 
CO073 其れじゃ [それじゃ、 H0 
CO074 其れじゃあ [それじゃあ、 H0 
CO075 其れだから [それ]やから、 H2 
CO076 其れだのに [それ]やのに、 H2 
CO077 其れで [それで、 H0 
CO078 其れでいて [それでい]て、 H4 
CO079 其れでは [それでわ、 H0 
CO080 其れでも [それで]も、 H3 
CO081 其れ処か [それどこ]ろか、 H4 
CO082 其れと同時に [それと]ど[ーじに、 H0.L0A 
CO083 其れとも [それとも、 H0 
CO084 其れなのに [それ]やに、 H2 
CO085 其れなら [それな]ら、 H3 
CO086 其れならば [それな]らば、 H3 
CO087 其れに [それに、 H0 
CO088 其れにしては [それにし]てわ、 H4 
CO089 其れにしても [それにし]ても、 H4 
CO090 其れにも拘らず [それに]もか[かわら]ず、 H3.L4A 
CO091 其れ計りか [そればか]りか、 H4 
CO092 其れ計りでなく [そればか]りで[な]く、 H4.H1 
CO093 其れはさて置き [それわ]さ[てお]き、 H0.L3A 
CO094 其れは然うだが [それわそ]ーやけんど、 H4 
CO095 其れは然うと [それわそ]ーと、 H4 
CO096 其れは然うとして [それわそ]ーとして、 H4 
CO097 其れ故 [それゆえ、 H0 
CO098 其れ故に [それゆえに、 H0 
CO099 其れよりは [それ]よりわ、 H2 
CO100 其んなだとしても [そんな]やと[し]ても、 H3.H1 
CO101 其んな訳で [そんな]わけで、 H3 
CO102 只 た[だ、 L0 
CO103 但し た[だ]し、 L2 
CO104 だと云えども だと[い]えども、 L3B 
CO105 だのに だ[の]に、 L2 
CO106 因みに [ちなみに、 H0 
CO107 次いで [つ]いで、 H1 
CO108 次に [つ]ぎに、 H1 
CO109 詰まり [つ]まり、 H1 
CO110 で [で、 H0 
CO111 であるにも拘らず [で]あ[るに]もか[かわら]ず、 H0.L3A.L4A 
CO112 ですが [で]すが、 H1 
CO113 ですから [で]すから、 H1 
CO114 ですけれど [で]すけれど、 H1 
CO115 ですけれども [で]すけれども、 H1 
CO116 では [で]わ、 H1 
CO117 でも [で]も、 H1 
CO118 と [と、 H0 
CO119 と言いますのは [といいますの]わ、 H6 
CO120 と言うのは [というの]わ、 H4 
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CO121 と言うのも [というの]も、 H4 
CO122 と言うより [というよ]り、 H4 
CO123 と言うよりは [というよ]りわ、 H4 
CO124 と言って [とい]うて H2 
CO125 と言っても [とい]うても H2 
CO126 時に [と]きに、 H1 
CO127 処が [とこ]ろが、 H2 
CO128 処で [とこ]ろで、 H2 
CO129 と為ると [とすると、 H0 
CO130 と為れば [とす]れば、 H2 
CO131 と成ると [と]な[ると、 H0.L0A 
CO132 と成れば [と]な[れ]ば、 H0.L2 
CO133 とは云うものの [と]わ[いうものの、 H1.H0 
CO134 とは云え [と]わ[い]え、 H1.H1 
CO135 とは云えど [と]わ[い]えど、 H1.H1 
CO136 とは云えども [と]わ[い]えども、 H1.H1 
CO137 とも有れ [と]もあれ、 H1 
CO138 乃至 [な]いし、 H1 
CO139 乃至は [な]いしわ、 H1 
CO140 尚 な[お、 L0 
CO141 尚且つ な[おか]つ、 L3A 
CO142 就中 な[かんず]く、 L4A 
CO143 何故かと云うと な[ぜ]かと[いうと、 L2.H0 
CO144 何故かと云えば な[ぜ]かと[い]えば、 L2.H1 
CO145 何故なら な[ぜ]なら、 L2 
CO146 何故ならば な[ぜ]ならば、 L2 
CO147 なので [な]ので、 H1 
CO148 なのに [な]のに、 H1 
CO149 ならば [な]らば、 H1 
CO150 並びに [ならびに、 H0 
CO151 何となれば な[ん]となれば、 L2 
CO152 にも拘らず [に]もか[かわら]ず 、 H1.L4A 
CO153 将 [は]た、 H1 
CO154 況して [ま]して、 H1 
CO155 又 [ま]た、 H1 
CO156 又は [ま]たわ、 H1 
CO157 寧ろ [む]しろ、 H1 
CO158 若しくは [も]しくわ、 H1 
CO159 若しも [も]しも、 H1 
CO160 以って もっ[て、 L0B 
CO161 尤も [もっ]とも、 H2 
CO162 故に [ゆえに、 H0 
CO163 要するに [よーす]るに、, [よ]ーするに、 H3, H1 
CO164 要約すると [よーやくすると、 H0 
CO165 因って [よっ]て、 H2 
CO166 分けても わ[け]ても、 L2 
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付録21 感動詞 

資料12．感動詞 
番 意味 かな ア 

E001 （そうか） [あ H0 
E002 （困った） [あ]ー H1 
E003 （赤目を出し） [あ]かん[べー H1.H0 
E004 （しまった） [あっ H0 
E005 （しまった） [あっ]と H2 
E006 天晴 [あっ]ぱれ H2 
E007 （恐ろしや） [あ]な H1 
E008 （えー） あ[のー L0A 
E009 （大変） [あ]ら H1 
E010 （大変） [あ]らあら H1 
E011 有難う [あ]りが[と]ー H1.L2 
E012 （御覧） [あ]れ H1 
E013 （一大事） [あ]わや, あ[わ]や H1, L2 
E014 （滅亡の憂目） [あ]われ H1 
E015 （違います） いー[え, いん[ね(古形) L0B 
E016 （違います） いー[え]いー[え L0B.L0B 
E017 （違う） いー[や, [いー]や L0B, H2 
E018 （違います） い[え L0 
E019 （違います） い[え]いえ L2 
E020 YES [イ]エス H1 
E021 「どうだ」 [い]かに H1 
E022 （行かむ） [い]ざ H1 
E023 いざ然らば [い]ざさ[ら]ば H1.L2 
E024 行って来ます [いてきます H0 
E025 否（違う） い[な L0 
E026 否（違う） [い]や H1 
E027 否否（違う） い[や]いや, [い]やいや L2, H1 
E028 弥栄 い[や]さか L2 
E029 （しまった） [うっ H0 
E030 （そうだ） [う]ん H1 
E031 （その通り） [う]ん[う]ん H1.H1 
E032 ？（何です） [え H0△ 
E033 （面倒だ） [え]い H1 
E034 （そうです） [え]ー H1 
E035 （あのー） [えー H0 
E036 （その通り） [え]ー[え]ー H1.H1 
E037 ？（何です） [えっ H0△ 
E038 （そうだ） [おっ H0△ 
E039 おあいにく様 お[あいにくさま L0A 
E040 （新聞屋） [お]い H1 
E041 （大丈夫か） [お]いおい, [お]い[お]い H1, H1.H1 
E042 （そうだ） [お]ー H1 
E043 （寒い） [お]ー H1 
E044 OK [オッ]ケイ H2 
E045 お気の毒様 お[きのど]くさま, お[きのど]く[さま L4A, L4A.H0 
E046 お然らば お[さ]らば L2 
E047 お粗末様 お[そ]まつさま, お[そ]まつ[さま L2, L2.H0 
E048 （そうだ） [おっ H0 
E049 （危ない） [おっ H0 
E050 お疲れ様 お[つかれさま L0A 
E051 （危ない） [おっ]と H2 
E052 （違う） [おっ]と H2 
E053 お早う お[はよー L0A 
E054 お待遠様 お[まちど]ーさま, お[まちど]ー[さま L4A, L4A.H0 
E055 お芽出度う お[めでとー L0A 
E056 （変だ） お[や L0 
E057 （どうした） お[や]おや, [お]やおや L2, H1 
E058 喝 [か]つ H1 
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E059 気を付け [きお]つけ H2 
E060 糞食らえ [くそくら]え H4 
E061 桑原 [くわ]ばら H2 
E062 斯うっと [こ]ーっと H1 
E063 御機嫌好う [ごきげんよ]ー H5 
E064 御苦労様 [ごくろ]ーさま, [ごくろ]ー[さま H3, H3.H0 
E065 御馳走様 [ごちそーさま H0 
E066 御免 ご[めん L0A 
E067 御免なさい ご[めんな]さい L4A 
E068 （何だ） [こ]ら H1 
E069 （やめなさい） [こ]らこら, [こ]ら[こ]ら H1, H1.H1 
E070 （何をする） [こ]れ H1 
E071 （何をする） [こ]れこれ, [こ]れ[こ]れ H1, H1.H1 
E072 今日は こ[ん]にち[わ L2.H0 
E073 今晩は こ[ん]ばん[わ L2.H0 
E074 （行こう） [さ]ー H1 
E075 ？（何だろう） [さ]ー H1 
E076 （御注目） [さ]ーさー H1 
E077 （何としよう） さ[て L0 
E078 （何としよう） さ[て]さて L2 
E079 然様なら [さ]よー[な]ら H1.H1 
E080 然様なら [さ]よ[な]ら H1.H1 
E081 然らば さ[ら]ば L2 
E082 失敬 [しっけい H0 
E083 仕舞った [しまっ]た H3 
E084 済まん [す]まん H1 
E085 済みません す[みません L0A 
E086 （遣るぞ） [そ]ら H1 
E087 （見たか） [そ]れ H1 
E088 （そこにある） [それそれ H0 
E089 只今 た[だ]い[ま L2.L0 
E090 （そこの人） [ちょっ]と H2 
E091 どう致しまして [どーいたしまし]て H7 
E092 （違う） どっ[こ]い L3B 
E093 （そうはさせぬ） どっ[こ]い L3B 
E094 （力を入れて） どっ[こ]いしょ L3B 
E095 （力を入れて） [どっ]こらしょ H2 
E096 （出掛けよう） [ど]ら H1 
E097 （見せろ） [ど]れ H1 
E098 （見せろ） [ど]れどれ H1 
E099 （君） [な]ー H1 
E100 （そこの君） [な]ーなー H1 
E101 （そうでない） な[に L0 
E102 （そうなのか） な[に]な[に L0.L0 
E103 （あなた） [ね H0△ 
E104 （あなた） [ね]ー H1 
E105 NO [ノ]ー H1 
E106 （そうです） [は]ー H1 
E107 （さ様です） [は]い H1 
E108 （仰せの儘に） [は]いはい, [は]い[は]い H1, H1.H1 
E109 初めまして [はじめまし]て H5 
E110 （どうしよう） は[て L0 
E111 （どうしよう） は[て]さて L2 
E112 （そうか） [ははー H0 
E113 万歳 [ばんざ]い H3 
E114 （頬を染めて） [ぽっ H0△ 
E115 （来た） [ほ]い H1 
E116 （俺の勝ち） [ほ]いきた H1 
E117 （感心だ） [ほー H0 
E118 （立派だろう） [ほ]ら H1 
E119 （驚いた） [ま]ー H1 
E120 （お珍しい） [ま]ー[ま]ー H1.H1 
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E121 回れ右 [まわ]れ[みぎ H2.H0 
E122 申し申し [も]しもし H1 
E123 （大変） [やっ H0△ 
E124 （大変だ） [や]ー H1 
E125 （安心） [や]れ H1 
E126 （一安心） [や]れやれ, [や]れ[や]れ H1, H1.H1 
E127 （力を入れて） [よ]いこら[しょ H1.H0 
E128 （力を入れて） [よ]いしょ H1 
E129 好し [よ]し H1 
E130 （力を入れて） [よっ]こい[しょ H2.H0 
E131 （力を入れて） [よっ]こら[しょ H2.H0 
E132 宜しく [よろし]く H3 
E133 （神輿を担ぎ） [わっ]しょい H2 
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付録22 二六八モーラ畳語 

資料13．二六八モーラ畳語 
番 説明 1 説明 2 無挿入 ア 

H001 唯唯 (～として従う) [い]いと H1 
H002 呵呵 (～と笑う) [か]かと H1 
H003 嬶 (うちの～(妻)) [か]かが H1 
H004 嬉嬉 (～として) [き]きと H1 
H005 木木 [き]ぎが H1 
H006 九九 (算数;～八十一) [くくが H0 
H007 区区 (～に分かれる) [く]くに H1 
H008 九 (ﾔｰ,～,ﾄｰ) [こ]このつ，[こ]の H1 
H009 個個 (～の) [こ]こが H1 
H010 戸戸 (一軒一軒) [こ]こが H1 
H011 笹 (植物名) [ささが H0 
H012 酒 (～をお持ちしましょう) [ささお H0 
H013 しし (幼児語で小便) [し]しが H1△ 
H014 獣 (けもの) [し]しが H1 
H015 猪 (いのしし) [し]しが H1 
H016 肉 (にく) [し]しが H1 
H017 爺 (～とﾊﾞﾊﾞ) [じ]じが H1 
H018 種種 (さまざま.～の) [しゅ]じゅが H1 
H019 所所 (あちこち[諸所,諸処]) [しょ]しょに H1 
H020 じょじょ (草履.幼児語) [じょ]じょが H1 
H021 徐徐 (～に) [じょ]じょに H1 
H022 煤 す[す]が L2 
H023 楚楚 (～とした) [そ]そと H1 
H024 多多 (～あります) [た]た H1 
H025 只 (無料.～で) た[だ]で L2 
H026 唯 (～それだけ,～ちょっと) た[だ L0 
H027 駄駄 (～をこねる) [だ]だお H1 
H028 遅遅 (～として) [ち]ちと H1 
H029 乳 (ﾐﾙｸ;乳房) ち[ちが L0A 
H030 父 (～と母) ち[ちが L0A 
H031 千  々 普通名詞 [ち]じに H1 
H032 茶茶 (～を入れる) [ちゃ]ちゃお H1 
H033 筒 [つつが H0 
H034 津  々 (～浦々) [つ]つが H1 
H035 トト (幼児語で魚) [と]とが H1 
H036 父 (～とｶｶ) [と]とが H1 
H037 七 [な]なが H1 
H038 母 (父と,発明の～) は[はが L0A 
H039 幅 (～が広い) [はばが H0 
H040 婆 (ﾄﾗﾝﾌﾟのｼﾞｮｰｶｰ) ば[ば]が L2 
H041 汚いもの ば[ば]が L2 
H042 パパ (父) [ぱ]ぱが H1 
H043 狒狒 (動物名) [ひ]ひが H1 
H044 日日 (～努力を,の) [ひ]びが H1 
H045 ひび (皸.皮膚の～) [ひ]びが H1 
H046 ひび (罅.茶碗や壁の) [ひ]びが H1 
H047 微微 (～たる) [び]びたる H1 
H048 べべ (着物) [べべが H0 
H049 頬 ほ[ほが L0A 
H050 ほぼ (およそ.～解決した) [ほ]ぼ H1 
H051 まま (飯) [ま]まが H1 
H052 ママ (母) [ま]まが H1 
H053 間間 (しばしば.～ある事) [ま]ま H1 
H054 侭 (言うが～,～ならん) [ままに H0 
H055 耳 (体の;ﾊﾟﾝ,反物の) [み]みが H1 
H056 腿 (体の) も[もが L0A 
H057 桃 (植物名.果物) [ももが H0 
H058 やや (～不足) [や]や H1 
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H059 やや (赤ん坊) や[や]が L2 
H060 よよ (～と泣く) [よ]よと H1 
H061 代代 (だいだい[世世]) [よ]よ H1 
H062 夜夜 (毎晩,よなよな) [よ]よ H1 
H063 縷縷 (～述べてきたように) [る]ると H1 
H064 あえぎあえぎ (～登る) [あえぎあえぎ H0 
H065 朝な朝な (～に;～お祈りをする) あ[さ]なあ[さ]なに L2.L2 
H066 あれよあれよ (～と言うまに) [あ]れよ[あ]れよと H1.H1 

H067 一語一語 (～が;～覚える) [いちごいち]ごが, 
[いち]ご[いち]ごが 

H5, 
H2.H2 

H068 一字一字 (～に;～ﾁｪｯｸする) [いちじいち]じに, 
[いち]じ[いち]じに 

H5, 
H2.H2 

H069 一歩一歩 (～を;～進む) いっ[ぽ]いっ[ぽお L0B.L0B
H070 おいでおいで (～をする) お[いで]お[いでお L0A.L0A

H071 押すな押すな (～の) [おすなおす]なの, 
[おす]な[おす]なの 

H5, 
H2.H2 

H072 恐る恐る (～触ってみる) [おそるおそる H0 

H073 思い思い (～に,の) [おもいおも]いに, 
[おも]い[おも]いに 

H5, 
H2.H2 

H074 返す返す (～も;～残念) 
[かえすがえ]すも, 
[かえすが]えすも, 
[か]えすがえすも 

H5, 
H4, 
H1 

H075 重ね重ね (～お詫びを) 
[かさねがさ]ね,
[かさねが]さね, 
[かさね]がさね

H5, 
H4, 
H3 

H076 代わる代わる (入れ代わりに.～やる) 
[かわるがわ]るで, 
[かわるが]わるで, 
[かわる]がわるで 

H5, 
H4, 
H3 

H077 個人個人 (～で) [こじんこ]じんで H4 
H078 こてんこてん (～にやっつける) こ[てんこてんに L0A 
H079 これはこれは (～ようこそ) [これわこれわ H0 

H080 次第次第 (～に＝だんだん) 
[しだいしだ]いに, 
[しだいし]だいに, 
[しだい]しだいに 

H5, 
H4, 
H3 

H081 知らず知らず (～染まっていく) 

[しらずしら]ずに, 
[しらずし]らずに, 
[しらず]しらずに, 
[しら]ず[しら]ずに 

H5, 
H4, 
H3, 
H2.H2 

H082 時代時代 (～で) 
[じだいじだいで, 
[じだいじだ]いで, 
[じだい]じだいで 

H0, 
H5, 
H3 

H083 ずしんずしん (～と歩く) ず[しん]ず[しん]と L3A.L3A
H084 先手先手 (～と攻める) せ[んて]せ[んて]と L3A.L3A
H085 それはそれは (～かわいそうですよ) [それわそれわ H0 

H086 そろりそろり (～と) [そろ]り[そろ]りと, 
[そ]ろり[そ]ろりと 

H2.H2,
H1.H1 

H087 ちぎれちぎれ (～に) 

[ちぎれちぎ]れに, 
[ちぎれち]ぎれに, 
ちぎ[れ]ちぎれに, 
ちぎれ[ち]ぎれに 

H5, 
H4, 
L3B, 
L4C 

H088 とぎれとぎれ (～に;～聞こえて来る) 

[とぎれとぎ]れに, 
[とぎれと]ぎれに, 
とぎ[れ]とぎれに, 
とぎれ[と]ぎれに 

H5, 
H4, 
L3B, 
L4C 

H089 所所 (～に;～ある) 

[ところどこ]ろに, 
[ところ]どころに, 
とこ[ろ]どころに, 
ところ[ど]ころに 

H5, 
H3, 
L3B, 
L4C 

H090 のっそのっそ (～と歩く) [のっ]そ[のっ]そと H2.H2 

H091 離れ離れ (～になる) 

[はなればな]れに, 
[はなれば]なれに, 
[はなれ]ばなれに, 
はな[れ]ばなれに, 

H5, 
H4, 
H3, 
L3B, 



付録 22 二六八モーラ畳語 

- 520 - 

 

はなれ[ば]なれに L4C 

H092 一つ一つ (～を;～破壊する) 

ひ[とつひと]つお, 
ひ[とつひ]とつお, 
ひ[とつ]ひとつお, 
ひと[つ]ひとつお 

L5A, 
L4A, 
L3A, 
L3B 

H093 一人一人 (～を;～殺す) 

ひ[とりひと]りお, 
ひ[とりひ]とりお, 
ひ[とり]ひとりお, 
ひと[り]ひとりお 

L5A, 
L4A, 
L3A, 
L3B 

H094 部分部分 (～は良いが) 
[ぶぶんぶぶ]んわ, 
[ぶぶんぶ]ぶんわ, 
[ぶぶん]ぶぶんわ 

H5, 
H4, 
H3 

H095 昔昔 (～の;～ある所に) む[か]しむ[か]しの L2.L2 
H096 休み休み (仕事を～;冗談も～言え) [やすみやすみ H0 

H097 要所要所 (～を押さえる) 

[よーしょよー]しょお, 
[よーしょよ]ーしょお, 
[よーしょ]よーしょお, 
よーしょ[よ]ーしょお 

H5, 
H4, 
H3, 
L4C 

H098 別れ別れ (～になる) 

[わかれわか]れに, 
[わかれわ]かれに, 
[わかれ]わかれに, 
わか[れ]わかれに, 
わかれ[わ]かれに 

H5, 
H4, 
H3, 
L3B, 
L4C 

H099 一日一日 (～を大切に;～日が延びる) [いちにちいちに]ちお, 
いちにち[いちに]ちお 

H7, 
L7D 

H100 一枚一枚 (～を;～数える) [いちまいいちまいお H0 
H101 一戦一戦 (～を大事に;～勝ち抜く) [いっせんいっせんお H0 

H102 一杯一杯 (～を;～味わって飲む;限界に
近く) いっ[ぱい]いっぱいお L4B 

H103 一本一本 (～が;～選り分ける) いっ[ぽんいっ]ぽんが, 
いっ[ぽん]いっぽんが 

L6B, 
L4B 

H104 どっこいどっこい (～だ) どっ[こいどっ]こいに L6B 
H105 一粒一粒 (～に;～拾う) [ひとつぶひとつぶに H0 
H106 めでたしめでたし (話など) [めでた]し[めでた]しに H3.H3 

 



付録 23 四モーラ畳語 

- 521 - 

 

付録23 四モーラ畳語 

資料14．四モーラ畳語 
番号 例文，語形，漢字，通常ア，強調ア，備考

Y001｜文 和気・藹々とする，藹々する，藹々と，藹々
Y001｜語 あいあいと｜漢字：藹々｜通常ア：[あいあい]と H4
Y002｜文 青々とする，青々する，青々と，青々，青い
Y002｜語 あおあおと｜漢字：青々｜通常ア：[あおあ]おと H3, [あお]あおと H2。強調ア：[あ]

おあおと H1, あ[お]あおと L2。【※このパターンが「[アカ]アカと」の類。】 
Y003｜文 赤々とする，赤々する，赤々と，赤々，赤い
Y003｜語 あかあかと｜漢字：赤 /々明々｜通常ア：[あかあ]かと H3, [あか]あかと H2。強調ア：

[あ]かあかとH1, あ[か]あかと L2
Y004｜文 飽き飽きとする，飽き飽きする，飽き飽きと，飽き飽き，飽きる 
Y004｜語 あきあきと｜漢字：飽き飽き｜通常ア：[あきあ]きと H3, [あき]あきと H2。強調ア：

[あ]きあきとH1, あ[き]あきと L2
Y005｜文 浅々とする，浅々する，浅々と，浅々，浅い
Y005｜語 あさあさと｜漢字：浅々
Y006｜文 鮮々とする，鮮々する，鮮々と，鮮々，鮮やかに
Y006｜語 あざあざと｜漢字：鮮々
Y007｜文 熱々だ，熱々になる，熱々のご飯，熱々
Y007｜語 あつあつに｜漢字：熱々｜通常ア：あ[つあつに L0A
Y008｜文 後々話す，後々だ，後々，後の，後
Y008｜語 あとあと｜漢字：後々｜通常ア：[あと]あと H2。強調ア：あ[と]あと L2 
Y009｜文 甘々だ，甘々になる，甘々の説教，甘々
Y009｜語 あまあまに｜漢字：甘々｜通常ア：あ[まあまに L0A△
Y010｜文 在り在りとする，在り在りする，在り在りと，在り在り，在る
Y010｜語 ありありと｜漢字：在り在り｜通常ア：[ありあ]りと H3, [あり]ありと H2。強調ア：

[あ]りありとH1, あ[り]ありと L2
Y011｜文 暗々のうちに，暗  々
Y011｜語 あんあんの｜漢字：暗々｜通常ア：[あんあんの H0△
Y012｜文 家々が立ち並ぶ，家々，家の，家
Y012｜語 いえいえが｜漢字：家々｜通常ア：[いえ]いえが H2
Y013｜文 栗の毬々を取る，毬々，毬の，毬
Y013｜語 いがいがを｜漢字：毬々｜通常ア：い[がいがお L0A
Y014｜文 いがいがとする，いがいがする，いがいがと，いがいが
Y014｜語 いがいがと｜漢字：毬々｜通常ア：[いがい]がと H3, [いが]いがと H2。強調ア：[い]

がいがと H1, い[が]いがと L2
Y015｜文 生き生きとする，生き生きする，生き生きと，生き生き，生きる 
Y015｜語 いきいきと｜漢字：生き生き｜通常ア：[いきい]きと H3, [いき]いきと H2。強調ア：

[い]きいきとH1, い[き]いきと L2
Y016｜文 いじいじとする，いじいじする，いじいじと，いじいじ
Y016｜語 いじいじと｜通常ア：[いじ]いじと H2。強調ア：[い]じいじと H1。【※通常形がH2

で強調形が H1 と回答されたパターンは「[ピ]カピカと」の類。ここで通常形と言う
のは新形であり，H2 型への合流変化を部分的に起こしつつあるものと考えられる。
「[ピ]カピカと」の類で H1 型を通常形として回答しているのは H2 型への合流変化
を起こしていないもので，こちらが大多数である。なお，強調形「[ピ]カ[ピ]カと」
は完全に規則的・生産的である事を確認した上で，データでは記述を省略している。
高山（2013b: 159-162）では一山型と併せて二山型も通常形である高知市春野町，土
佐市，安芸市話者の例を示しており，古くは二山型も通常形だったと言える。】 

Y017｜文 いそいそとする，いそいそする，いそいそと，いそいそ
Y017｜語 いそいそと｜漢字：忙々｜通常ア：[いそい]そと H3, [いそ]いそと H2。強調ア：[い]

そいそと H1 
Y018｜文 一々話す，一々だ，一々，一の，一
Y018｜語 いちいち｜漢字：一々｜通常ア：い[ちい]ち L3A, い[ち]いち L2
Y019｜文 疣々だ，疣々になる，疣々の顔，疣々
Y019｜語 いぼいぼに｜漢字：疣々｜通常ア：い[ぼいぼに L0A
Y020｜文 厭々行く，厭々ながら，厭々
Y020｜語 いやいや｜漢字：厭々｜通常ア：[いやいや H0
Y021｜文 いやいや！違う！いや！いやいやいやいや！
Y021｜語 いやいや｜漢字：否々｜通常ア：い[や]いや L2
Y022｜文 首を振って嫌々をする，嫌々，嫌だ，嫌
Y022｜語 いやいやを｜漢字：嫌々｜通常ア：[いやいやお H0
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Y023｜文 愈々始まる，愈々だ，愈々
Y023｜語 いよいよ｜漢字：愈々｜通常ア：[いよ]いよ H2。強調ア：[い]よいよ H1 
Y024｜文 苛々が募る，苛  々
Y024｜語 いらいらが｜漢字：苛々｜通常ア：い[らいらが L0A
Y025｜文 苛々とする，苛々する，苛々と，苛々
Y025｜語 いらいらと｜漢字：苛々｜通常ア：[いら]いらと H2。強調ア：[い]らいらと H1 
Y026｜文 色々な話をする，色々，色の，色
Y026｜語 いろいろな｜漢字：色々｜通常ア：い[ろいろな L0A。強調ア：いろ[い]ろな L3B, い

[ろ]いろな L2。【※通常「な」は低接だが「い[ろいろな L0A」は OK】 
Y027｜文 話は色々ある，色々と話す，色々話す，色々と，色々
Y027｜語 いろいろと｜漢字：色々｜通常ア：い[ろい]ろと L3A。強調ア：い[ろ]いろと L2 
Y028｜文 陰々とする，陰々する，陰々と，陰々
Y028｜語 いんいんと｜漢字：陰々｜通常ア：[いんいん]と H4△
Y029｜文 うかうかとする，うかうかする，うかうかと，うかうか
Y029｜語 うかうかと｜通常ア：[うか]うかと H2。強調ア：[う]かうかと H1 
Y030｜文 浮き浮きとする，浮き浮きする，浮き浮きと，浮き浮き
Y030｜語 うきうきと｜漢字：浮き浮き｜通常ア：[うき]うきと H2。強調ア：[う]きうきと H1
Y031｜文 うじうじとする，うじうじする，うじうじと，うじうじ
Y031｜語 うじうじと｜通常ア：[うじ]うじと H2。強調ア：[う]じうじと H1 
Y032｜文 薄々と見える，薄々分かる，薄々と，薄々，薄い
Y032｜語 うすうすと｜漢字：薄々｜通常ア：[うすう]すと H3, [うす]うすと H2。強調ア：[う]

すうすと H1, う[す]うすと L2
Y033｜文 うずうずとする，うずうずする，うずうずと，うずうず
Y033｜語 うずうずと｜通常ア：[うず]うずと H2。強調ア：[う]ずうずと H1 
Y034｜文 うだうだと言う，うだうだ言う，うだうだと，うだうだ
Y034｜語 うだうだと｜通常ア：[う]だうだと H1。【※このように H1 のみの場合もあり，以下

は原則として新形の H2 を除いた回答となっている。】
Y035｜文 内々だ，内々に話す，内々の話，内々
Y035｜語 うちうちに｜漢字：内々｜通常ア：[うち]うちに H2
Y036｜文 鬱々とする，鬱々する，鬱々と，鬱々
Y036｜語 うつうつと｜漢字：鬱々｜通常ア：[うつうつ]と H4
Y037｜文 うとうととする，うとうとする，うとうとと，うとうと
Y037｜語 うとうとと｜通常ア：[うとう]とと H3, [うと]うとと H2。強調ア：[う]とうとと H1
Y038｜文 うねうねとする，うねうねする，うねうねと，うねうね
Y038｜語 うねうねと｜通常ア：[うねう]ねと H3, [うね]うねと H2。強調ア：[う]ねうねと H1
Y039｜文 うまうまと成功する，うまうまする，うまうまと，うまうま，うまい 
Y039｜語 うまうまと｜漢字：甘々｜通常ア：[うまう]まと H3, [うま]うまと H2。強調ア：[う]

まうまと H1, う[ま]うまと L2
Y040｜文 うようよとする，うようよする，うようよと，うようよ
Y040｜語 うようよと｜通常ア：[うよ]うよと H2。強調ア：[う]ようよと H1 
Y041｜文 うらうらとする，うらうらする，うらうらと，うらうら
Y041｜語 うらうらと｜通常ア：[うら]うらと H2。強調ア：[う]らうらと H1 
Y042｜文 津々・浦々だ，津々・浦々にある，津々・浦々の暮らし，浦々，浦の，浦 
Y042｜語 うらうらに｜漢字：浦々｜通常ア：[うら]うらに H2。強調ア：う[ら]うらに L2。備

考：※「うら（浦）」は H1。
Y043｜文 うるうるとする，うるうるする，うるうると，うるうる
Y043｜語 うるうると｜通常ア：[うるう]ると H3, [うる]うると H2。強調ア：[う]るうると H1
Y044｜文 熟れ熟れだ，熟れ熟れになる，熟れ熟れの果物，熟れ熟れ
Y044｜語 うれうれに｜漢字：熟れ熟れ｜通常ア：う[れうれに L0A
Y045｜文 うろうろとする，うろうろする，うろうろと，うろうろ
Y045｜語 うろうろと｜通常ア：[うろう]ろと H3, [うろ]うろと H2。強調ア：[う]ろうろと H1
Y046｜文 うんうんと唸る，うんうん唸る，うんうんと，うんうん
Y046｜語 うんうんと｜通常ア：[う]んうんと H1
Y047｜文 営々とする，営々する，営々と，営々
Y047｜語 えいえいと｜漢字：営々｜通常ア：[えいえい]と H4
Y048｜文 延々と続く，延々続く，延々と，延々
Y048｜語 えんえんと｜漢字：延々｜通常ア：[えんえん]と H4
Y049｜文 おいおいと泣く，おいおい泣く，おいおいと，おいおい
Y049｜語 おいおいと｜通常ア：[お]いおいと H1
Y050｜文 追々に話す，追々話す，追々だ，追々
Y050｜語 おいおいに｜漢字：追々｜通常ア：[おいお]いに H3, [おい]おいに H2 
Y051｜文 往々にして失敗する，往々だ，往々
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Y051｜語 おーおーに｜漢字：往々｜通常ア：[おーおーに H0
Y052｜文 用意・おさおさ怠りない，おさおさだ，おさおさ
Y052｜語 おさおさ｜通常ア：お[さ]おさ L2
Y053｜文 怖じ怖じとする，怖じ怖じする，怖じ怖じと，怖じ怖じ
Y053｜語 おじおじと｜漢字：怖じ怖じ｜通常ア：[おじお]じと H3, [おじ]おじと H2。強調ア：

[お]じおじとH1 
Y054｜文 怖ず怖ずとする，怖ず怖ずする，怖ず怖ずと，怖ず怖ず
Y054｜語 おずおずと｜漢字：怖ず怖ず｜通常ア：[おずお]ずと H3, [おず]おずと H2。強調ア：

[お]ずおずとH1 
Y055｜文 押せ押せだ，押せ押せになる，押せ押せの態度，押せ押せ
Y055｜語 おせおせに｜漢字：押せ押せ｜通常ア：お[せおせに L0A
Y056｜文 おたおたとする，おたおたする，おたおたと，おたおた
Y056｜語 おたおたと｜通常ア：[おた]おたと H2。強調ア：[お]たおたと H1 
Y057｜文 夜もおちおち眠れない，おちおちだ，おちおち，落ちる
Y057｜語 おちおち｜漢字：落ち落ち｜通常ア：[おち]おち H2。強調ア：[お]ちおち H1 
Y058｜文 おどおどとする，おどおどする，おどおどと，おどおど
Y058｜語 おどおどと｜漢字：怖ど怖ど｜通常ア：[おどお]どと H3, [おど]おどと H2。強調ア：

[お]どおどとH1 
Y059｜文 各々意見を述べる，各々だ，各々
Y059｜語 おのおの｜漢字：各々｜通常ア：お[の]おの L2
Y060｜文 おほおほとする，おほおほする，おほおほと，おほおほ，おほい 
Y060｜語 おほおほと｜漢字：多々
Y061｜文 おめおめと帰れない，おめおめ帰れない，おめおめと，おめおめ 
Y061｜語 おめおめと｜通常ア：[おめお]めと H3, [おめ]おめと H2。強調ア：[お]めおめと H1, お

[め]おめと L2 
Y062｜文 おやおや！おや！おやおやおやおや！
Y062｜語 おやおや｜通常ア：[お]やおや H1。強調ア：お[や]おや L2
Y063｜文 四季・折々だ，折々に話す，折々の花，折々
Y063｜語 おりおりに｜漢字：折々｜通常ア：[おりお]りに H3, [おり]おりに H2。強調ア：お[り]

おりに L2 
Y064｜文 おろおろとする，おろおろする，おろおろと，おろおろ
Y064｜語 おろおろと｜通常ア：[おろ]おろと H2。強調ア：[お]ろおろと H1 
Y065｜文 かあかあと鳴く，かあかあ鳴く，かあかあと，かあかあ
Y065｜語 かーかーと｜通常ア：[か]ーかーと H1
Y066｜文 があがあと鳴く，があがあ鳴く，があがあと，があがあ
Y066｜語 がーがーと｜通常ア：[が]ーがーと H1
Y067｜文 斯く斯くしかじかの話，斯く斯く
Y067｜語 かくかく｜漢字：斯く斯く｜通常ア：[かく]かく H2。強調ア：か[く]かく L2 
Y068｜文 侃々(かんかん)・諤々だ，諤々になる，諤々の喧嘩，諤々(がくがく) 
Y068｜語 がくがくに｜漢字：諤々｜通常ア：[がくがくに H0
Y069｜文 がくがくだ，がくがくになる，がくがくの入れ歯，がくがく
Y069｜語 がくがくに｜通常ア：が[くがくに L0A。備考：がっ[くがっくに L0B△ 
Y070｜文 歯ががくがくとする，がくがくする，がくがくと，がくがく
Y070｜語 がくがくと｜通常ア：[が]くがくと H1
Y071｜文 手がかさかさだ，かさかさになる，かさかさの手，かさかさ
Y071｜語 かさかさに｜通常ア：か[さかさに L0A
Y072｜文 かさかさとする，かさかさする，かさかさと，かさかさ
Y072｜語 かさかさと｜通常ア：[か]さかさと H1
Y073｜文 手ががさがさだ，がさがさになる，がさがさの手，がさがさ
Y073｜語 がさがさに｜通常ア：が[さがさに L0A。備考：がっ[さがっさに L0B△ 
Y074｜文 がさがさとする，がさがさする，がさがさと，がさがさ
Y074｜語 がさがさと｜通常ア：[が]さがさと H1
Y075｜文 果物がかすかすだ，かすかすになる，かすかすの果物，かすかす 
Y075｜語 かすかすに｜通常ア：か[すかすに L0A
Y076｜文 かすかすとする，かすかすする，かすかすと，かすかす
Y076｜語 かすかすと｜通常ア：[か]すかすと H1
Y077｜文 逸品の数々，数々の逸品，数々，数の，数
Y077｜語 かずかずの｜漢字：数々｜通常ア：か[ず]かずの L2
Y078｜文 こちらの方々に話す，方々，方の，方
Y078｜語 かたがたに｜漢字：方々｜通常ア：[かたが]たに H3, [かた]がたに H2。強調ア：か[た]

がたに L2 
Y079｜文 がたがただ，がたがたになる，がたがたの椅子，がたがた
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Y079｜語 がたがたに｜通常ア：が[たがたに L0A
Y080｜文 がたがたとする，がたがたする，がたがたと，がたがた
Y080｜語 がたがたと｜通常ア：[が]たがたと H1
Y081｜文 頭がかちかちだ，かちかちになる，かちかちの頭，かちかち
Y081｜語 かちかちに｜通常ア：か[ちかちに L0A
Y082｜文 かちかちとする，かちかちする，かちかちと，かちかち
Y082｜語 かちかちと｜通常ア：[か]ちかちと H1
Y083｜文 がちがちだ，がちがちになる，がちがちの体，がちがち
Y083｜語 がちがちに｜通常ア：が[ちがちに L0A
Y084｜文 歯ががちがちとする，がちがちする，がちがちと，がちがち
Y084｜語 がちがちと｜通常ア：[が]ちがちと H1
Y085｜文 お金がかつかつだ，かつかつになる，かつかつの暮らし，かつかつ 
Y085｜語 かつかつに｜通常ア：か[つかつに L0A。備考：かっ[つかっつに L0B 
Y086｜文 がつがつとする，がつがつする，がつがつと，がつがつ
Y086｜語 がつがつと｜通常ア：[が]つがつと H1
Y087｜文 （蝉の）かなかなが鳴く，かなかな
Y087｜語 かなかなが｜通常ア：[かなかなが H0
Y088｜文 かながなとする，かながなする，かながなと，かながな，かなしい 
Y088｜語 かながなと｜漢字：愛々
Y089｜文 名前はかねがね聞いている，かねがねだ，かねがね
Y089｜語 かねがね｜漢字：予々｜通常ア：か[ね]がね L2
Y090｜文 がばがばだ，がばがばになる，がばがばのズボン，がばがば
Y090｜語 がばがばに｜通常ア：が[ばがばに L0A
Y091｜文 がばがばと流れる，がばがば流れる，がばがばと，がばがば
Y091｜語 がばがばと｜通常ア：[が]ばがばと H1
Y092｜文 腹ががぶがぶだ，がぶがぶになる，がぶがぶの腹，がぶがぶ
Y092｜語 がぶがぶに｜通常ア：が[ぶがぶに L0A
Y093｜文 がぶがぶと飲む，がぶがぶ飲む，がぶがぶと，がぶがぶ
Y093｜語 がぶがぶと｜通常ア：[が]ぶがぶと H1
Y094｜文 神々がおわす，神々，神の，神
Y094｜語 かみがみが｜漢字：神々｜通常ア：[かみ]がみが H2
Y095｜文 がみがみと怒る，がみがみ怒る，がみがみと，がみがみ
Y095｜語 がみがみと｜通常ア：[が]みがみと H1
Y096｜文 がやがやとする，がやがやする，がやがやと，がやがや
Y096｜語 がやがやと｜通常ア：[が]やがやと H1
Y097｜文 喉がからからだ，からからになる，からからの喉，からから
Y097｜語 からからに｜通常ア：か[らからに L0A
Y098｜文 からからと笑う，からから笑う，からからと，からから
Y098｜語 からからと｜通常ア：[か]らからと H1
Y099｜文 命からがら逃げ出す，からがらだ，からがら
Y099｜語 からがら｜漢字：辛々｜通常ア：[からがら H0。強調ア：か[ら]がら L2 
Y100｜文 がらがらだ，がらがらになる，がらがらの店，がらがら
Y100｜語 がらがらに｜通常ア：が[らがらに L0A
Y101｜文 がらがらと鳴る，がらがら鳴る，がらがらと，がらがら
Y101｜語 がらがらと｜通常ア：[が]らがらと H1
Y102｜文 （玩具の）がらがらが鳴る，がらがら
Y102｜語 がらがらが｜通常ア：[がらがらが H0
Y103｜文 かりかりだ，かりかりになる，かりかりのお菓子，かりかり
Y103｜語 かりかりに｜通常ア：か[りかりに L0A
Y104｜文 かりかりとする，かりかりする，かりかりと，かりかり
Y104｜語 かりかりと｜通常ア：[か]りかりと H1
Y105｜文 がりがりだ，がりがりになる，がりがりの男，がりがり
Y105｜語 がりがりに｜通常ア：が[りがりに L0A
Y106｜文 がりがりと噛む，がりがりする，がりがりと，がりがり
Y106｜語 がりがりと｜通常ア：[が]りがりと H1
Y107｜文 軽々と運ぶ，軽々運ぶ，軽々と，軽々，軽い
Y107｜語 かるがると｜漢字：軽々｜通常ア：[かるが]ると H3, [かる]がると H2。強調ア：か[る]

がると L2 
Y108｜文 かんかんだ，かんかんになる，かんかんの怒り，かんかん
Y108｜語 かんかんに｜通常ア：か[んかんに L0A
Y109｜文 日がかんかんと照る，かんかん照る，かんかんと，かんかん
Y109｜語 かんかんと｜通常ア：[か]んかんと H1
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Y110｜文 閑々とする，閑々する，閑々と，閑々
Y110｜語 かんかんと｜漢字：閑々｜通常ア：[かんかん]と H4
Y111｜文 耳ががんがんとする，がんがんする，がんがんと，がんがん
Y111｜語 がんがんと｜通常ア：[が]んがんと H1
Y112｜文 きいきいと叫ぶ，きいきい叫ぶ，きいきいと，きいきい
Y112｜語 きーきーと｜通常ア：[き]いきいと H1
Y113｜文 ぎいぎいと鳴る，ぎいぎい鳴る，ぎいぎいと，ぎいぎい
Y113｜語 ぎーぎーと｜通常ア：[ぎ]いぎいと H1
Y114｜文 きいぎいとする，きいぎいする，きいぎいと，きいぎい，きいろい 
Y114｜語 きーぎーと｜漢字：黄々
Y115｜文 ぎくぎくとする，ぎくぎくする，ぎくぎくと，ぎくぎく
Y115｜語 ぎくぎくと｜通常ア：[ぎ]くぎくと H1
Y116｜文 鋸でぎこぎこと切る，ぎこぎこ切る，ぎこぎこと，ぎこぎこ
Y116｜語 ぎこぎこと｜通常ア：[ぎ]こぎこと H1
Y117｜文 ぎざぎざだ，ぎざぎざになる，ぎざぎざの歯，ぎざぎざ
Y117｜語 ぎざぎざに｜通常ア：ぎ[ざぎざに L0A
Y118｜文 ぎざぎざとする，ぎざぎざする，ぎざぎざと，ぎざぎざ
Y118｜語 ぎざぎざと｜通常ア：[ぎ]ざぎざと H1
Y119｜文 ぎしぎしと揺れる，ぎしぎし揺れる，ぎしぎしと，ぎしぎし
Y119｜語 ぎしぎしと｜通常ア：[ぎ]しぎしと H1
Y120｜文 ぎすぎすとする，ぎすぎすする，ぎすぎすと，ぎすぎす
Y120｜語 ぎすぎすと｜通常ア：[ぎ]すぎすと H1
Y121｜文 きちきちだ，きちきちになる，きちきちの服，きちきち
Y121｜語 きちきちに｜通常ア：き[ちきちに L0A
Y122｜文 きちきちと払う，きちきち払う，きちきちと，きちきち
Y122｜語 きちきちと｜通常ア：[き]ちきちと H1
Y123｜文 きつきつだ，きつきつになる，きつきつの服，きつきつ
Y123｜語 きつきつに｜通常ア：き[つきつに L0A
Y124｜文 きびきびとする，きびきびする，きびきびと，きびきび
Y124｜語 きびきびと｜通常ア：[き]びきびと H1
Y125｜文 きゃんきゃんと吠える，きゃんきゃん吠える，きゃんきゃんと，きゃんきゃん 
Y125｜語 きゃんきゃんと｜通常ア：[きゃ]んきゃんと H1
Y126｜文 きゅうきゅうだ，きゅうきゅうになる，きゅうきゅうの靴，きゅうきゅう 
Y126｜語 きゅーきゅーに｜通常ア：きゅ[ーきゅーに L0A
Y127｜文 きゅうきゅうとする，きゅうきゅうする，きゅうきゅうと，きゅうきゅう 
Y127｜語 きゅーきゅーと｜通常ア：[きゅーきゅー]と H4
Y128｜文 ぎゅうぎゅうだ，ぎゅうぎゅうになる，ぎゅうぎゅうの鞄，ぎゅうぎゅう 
Y128｜語 ぎゅーぎゅーに｜通常ア：ぎゅ[ーぎゅーに L0A
Y129｜文 ぎゅうぎゅうとする，ぎゅうぎゅうする，ぎゅうぎゅうと，ぎゅうぎゅう 
Y129｜語 ぎゅーぎゅーと｜通常ア：[ぎゅ]ーぎゅーと H1
Y130｜文 戦々・恐々とする，戦々・恐々する，戦々・恐々と，戦々・恐  々
Y130｜語 きょーきょーと｜漢字：恐々｜通常ア：[きょーきょー]と H4
Y131｜文 きょろきょろとする，きょろきょろする，きょろきょろと，きょろきょろ 
Y131｜語 きょろきょろと｜通常ア：[きょ]ろきょろと H1
Y132｜文 ぎょろぎょろとする，ぎょろぎょろする，ぎょろぎょろと，ぎょろぎょろ 
Y132｜語 ぎょろぎょろと｜通常ア：[ぎょ]ろぎょろと H1
Y133｜文 きらきらだ，きらきらになる，きらきらの宝石，きらきら
Y133｜語 きらきらに｜通常ア：き[らきらに L0A
Y134｜文 きらきらとする，きらきらする，きらきらと，きらきら
Y134｜語 きらきらと｜通常ア：[き]らきらと H1
Y135｜文 ぎらぎらとする，ぎらぎらする，ぎらぎらと，ぎらぎら
Y135｜語 ぎらぎらと｜通常ア：[ぎ]らぎらと H1
Y136｜文 きりきりだ，きりきりになる，きりきりの痛み，きりきり
Y136｜語 きりきりに｜通常ア：き[りきりに L0A
Y137｜文 きりきりと痛む，きりきり痛む，きりきりと，きりきり
Y137｜語 きりきりと｜通常ア：[き]りきりと H1
Y138｜文 ぎりぎりだ，ぎりぎりになる，ぎりぎりの時間，ぎりぎり
Y138｜語 ぎりぎりに｜通常ア：ぎ[りぎりに L0A
Y139｜文 ぎりぎりと痛む，ぎりぎり痛む，ぎりぎりと，ぎりぎり
Y139｜語 ぎりぎりと｜通常ア：[ぎ]りぎりと H1
Y140｜文 切れ切れだ，切れ切れになる，切れ切れの記憶，切れ切れ
Y140｜語 きれぎれに｜漢字：切れ切れ｜通常ア：き[れぎれに L0A
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Y141｜文 近々に移転する，近々移転する，近々だ，近々
Y141｜語 きんきんに｜漢字：近々｜通常ア：き[んきんに L0A
Y142｜文 ぎんぎんだ，ぎんぎんになる，ぎんぎんの頭，ぎんぎん
Y142｜語 ぎんぎんに｜通常ア：ぎ[んぎんに L0A
Y143｜文 ぐいぐいと飲む，ぐいぐい飲む，ぐいぐいと，ぐいぐい
Y143｜語 ぐいぐいと｜通常ア：[ぐ]いぐいと H1
Y144｜文 ぐうぐうと鳴る，ぐうぐう鳴る，ぐうぐうと，ぐうぐう
Y144｜語 ぐーぐーと｜通常ア：[ぐ]ーぐーと H1
Y145｜文 気がくさくさとする，くさくさする，くさくさと，くさくさ
Y145｜語 くさくさと｜通常ア：[く]さくさと H1
Y146｜文 くさぐさの品，くさぐさ，草の，草
Y146｜語 くさぐさの｜漢字：種々｜通常ア：く[さ]ぐさの L2。備考：※「草々」は H3,H2。
Y147｜文 くしゃくしゃだ，くしゃくしゃになる，くしゃくしゃの紙，くしゃくしゃ 
Y147｜語 くしゃくしゃに｜通常ア：く[しゃくしゃに L0A
Y148｜文 くしゃくしゃとする，くしゃくしゃする，くしゃくしゃと，くしゃくしゃ 
Y148｜語 くしゃくしゃと｜通常ア：[く]しゃくしゃと H1
Y149｜文 ぐしゃぐしゃだ，ぐしゃぐしゃになる，ぐしゃぐしゃの紙，ぐしゃぐしゃ 
Y149｜語 ぐしゃぐしゃに｜通常ア：ぐ[しゃぐしゃに L0A
Y150｜文 ぐしゃぐしゃとする，ぐしゃぐしゃする，ぐしゃぐしゃと，ぐしゃぐしゃ 
Y150｜語 ぐしゃぐしゃと｜通常ア：[ぐ]しゃぐしゃと H1
Y151｜文 くすくすと笑う，くすくす笑う，くすくすと，くすくす
Y151｜語 くすくすと｜通常ア：[く]すくすと H1
Y152｜文 鼻がぐすぐすとする，ぐすぐすする，ぐすぐすと，ぐすぐす
Y152｜語 ぐすぐすと｜通常ア：[ぐ]すぐすと H1
Y153｜文 鼻がぐずぐずだ，ぐずぐずになる，ぐずぐずの鼻，ぐずぐず
Y153｜語 ぐずぐずに｜通常ア：ぐ[ずぐずに L0A
Y154｜文 ぐずぐずと言う，ぐずぐず言う，ぐずぐずと，ぐずぐず
Y154｜語 ぐずぐずと｜通常ア：[ぐ]ずぐずと H1
Y155｜文 くたくただ，くたくたになる，くたくたの足，くたくた
Y155｜語 くたくたに｜通常ア：く[たくたに L0A
Y156｜文 くだくだと言う，くだくだ言う，くだくだと，くだくだ
Y156｜語 くだくだと｜通常ア：[く]だくだと H1
Y157｜文 口々に言う，口々，口の，口
Y157｜語 くちぐちに｜漢字：口々｜通常ア：[くちぐ]ちに H3, [くち]ぐちに H2。強調ア：く[ち]

ぐちに L2 
Y158｜文 ぐちぐちと言う，ぐちぐち言う，ぐちぐちと，ぐちぐち
Y158｜語 ぐちぐちと｜通常ア：[ぐ]ちぐちと H1
Y159｜文 くちゃくちゃだ，くちゃくちゃになる，くちゃくちゃの紙，くちゃくちゃ 
Y159｜語 くちゃくちゃに｜通常ア：く[ちゃくちゃに L0A
Y160｜文 くちゃくちゃとする，くちゃくちゃする，くちゃくちゃと，くちゃくちゃ 
Y160｜語 くちゃくちゃと｜通常ア：[く]ちゃくちゃと H1
Y161｜文 ぐちゃぐちゃだ，ぐちゃぐちゃになる，ぐちゃぐちゃの紙，ぐちゃぐちゃ 
Y161｜語 ぐちゃぐちゃに｜通常ア：ぐ[ちゃぐちゃに L0A
Y162｜文 ぐちゃぐちゃと言う，ぐちゃぐちゃ言う，ぐちゃぐちゃと，ぐちゃぐちゃ 
Y162｜語 ぐちゃぐちゃと｜通常ア：[ぐ]ちゃぐちゃと H1
Y163｜文 くちゅくちゅとウガイをする，くちゅくちゅする，くちゅくちゅと，くちゅくちゅ
Y163｜語 くちゅくちゅと｜通常ア：[く]ちゅくちゅと H1
Y164｜文 ぐちょぐちょだ，ぐちょぐちょになる，ぐちょぐちょの靴，ぐちょぐちょ 
Y164｜語 ぐちょぐちょに｜通常ア：ぐ[ちょぐちょに L0A
Y165｜文 くつくつと笑う，くつくつ笑う，くつくつと，くつくつ
Y165｜語 くつくつと｜通常ア：[く]つくつと H1
Y166｜文 ぐつぐつと煮る，ぐつぐつ煮る，ぐつぐつと，ぐつぐつ
Y166｜語 ぐつぐつと｜通常ア：[ぐ]つぐつと H1
Y167｜文 くどくどと言う，くどくど言う，くどくどと，くどくど
Y167｜語 くどくどと｜通常ア：[く]どくどと H1
Y168｜文 国々がある，国々，国の，国
Y168｜語 くにぐにが｜漢字：国々｜通常ア：[くにぐ]にが H3, [くに]ぐにが H2 
Y169｜文 ぐにゃぐにゃだ，ぐにゃぐにゃになる，ぐにゃぐにゃの体，ぐにゃぐにゃ 
Y169｜語 ぐにゃぐにゃに｜通常ア：ぐ[にゃぐにゃに L0A
Y170｜文 ぐにゃぐにゃとする，ぐにゃぐにゃする，ぐにゃぐにゃと，ぐにゃぐにゃ 
Y170｜語 ぐにゃぐにゃと｜通常ア：[ぐ]にゃぐにゃと H1
Y171｜文 くねくねとする，くねくねする，くねくねと，くねくね
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Y171｜語 くねくねと｜通常ア：[く]ねくねと H1
Y172｜文 くよくよとする，くよくよする，くよくよと，くよくよ
Y172｜語 くよくよと｜通常ア：[く]よくよと H1
Y173｜文 くらくらだ，くらくらになる，くらくらの頭，くらくら
Y173｜語 くらくらに｜通常ア：く[らくらに L0A
Y174｜文 くらくらとする，くらくらする，くらくらと，くらくら
Y174｜語 くらくらと｜通常ア：[く]らくらと H1
Y175｜文 夜道がくらぐらとする，くらぐらする，くらぐらと，くらぐら，暗い 
Y175｜語 くらぐらと｜漢字：暗々｜通常ア：[くらぐ]らと H3, [くら]ぐらと H2。強調ア：く[ら]

ぐらと L2 
Y176｜文 ぐらぐらだ，ぐらぐらになる，ぐらぐらの椅子，ぐらぐら
Y176｜語 ぐらぐらに｜通常ア：ぐ[らぐらに L0A
Y177｜文 ぐらぐらとする，ぐらぐらする，ぐらぐらと，ぐらぐら
Y177｜語 ぐらぐらと｜通常ア：[ぐ]らぐらと H1
Y178｜文 頭をくりくりに剃る，くりくりの頭，くりくり
Y178｜語 くりくりに｜通常ア：く[りくりに L0A
Y179｜文 目がくりくりとする，くりくりする，くりくりと，くりくり
Y179｜語 くりくりと｜通常ア：[く]りくりと H1
Y180｜文 ぐりぐりがある，ぐりぐり
Y180｜語 ぐりぐりが｜通常ア：ぐ[りぐりが L0A
Y181｜文 ぐりぐりとする，ぐりぐりする，ぐりぐりと，ぐりぐり
Y181｜語 ぐりぐりと｜通常ア：[ぐ]りぐりと H1
Y182｜文 くるくると回る，くるくる回る，くるくると，くるくる
Y182｜語 くるくると｜通常ア：[く]るくると H1
Y183｜文 ぐるぐると巻く，ぐるぐる巻く，ぐるぐると，ぐるぐる
Y183｜語 ぐるぐると｜通常ア：[ぐ]るぐると H1
Y184｜文 日の暮れ暮れまで待つ，暮れ暮れ
Y184｜語 くれぐれまで｜漢字：暮れ暮れ
Y185｜文 くれぐれも気を付ける，くれぐれも，くれぐれ
Y185｜語 くれぐれも｜漢字：呉々｜通常ア：[くれぐ]れも H3, [くれ]ぐれも H2。強調ア：く[れ]

ぐれも L2 
Y186｜文 黒々とする，黒々する，黒々と，黒々，黒い
Y186｜語 くろぐろと｜漢字：黒々｜通常ア：[くろぐ]ろと H3, [くろ]ぐろと H2。強調ア：く[ろ]

ぐろと L2 
Y187｜文 くんくんと鳴らす，くんくん鳴らす，くんくんと，くんくん
Y187｜語 くんくんと｜通常ア：[く]んくんと H1
Y188｜文 ぐんぐんと引っ張る，ぐんぐん引っ張る，ぐんぐんと，ぐんぐん 
Y188｜語 ぐんぐんと｜通常ア：[ぐ]んぐんと H1
Y189｜文 軽々に話す，軽々だ，軽々
Y189｜語 けいけいに｜漢字：軽々｜通常ア：[けいけいに H0
Y190｜文 げえげえと吐く，げえげえ吐く，げえげえと，げえげえ
Y190｜語 げーげーと｜通常ア：[げ]ーげーと H1
Y191｜文 蛙がげこげこと鳴く，げこげこ鳴く，げこげこと，げこげこ
Y191｜語 げこげこと｜通常ア：[げ]こげこと H1
Y192｜文 （虫の）ゲジゲジが出た，ゲジゲジ
Y192｜語 げじげじが｜通常ア：げ[じげじが L0A
Y193｜文 けちけちとする，けちけちする，けちけちと，けちけち
Y193｜語 けちけちと｜通常ア：[け]ちけちと H1
Y194｜文 けらけらと笑う，けらけら笑う，けらけらと，けらけら
Y194｜語 けらけらと｜通常ア：[け]らけらと H1
Y195｜文 げらげらと笑う，げらげら笑う，げらげらと，げらげら
Y195｜語 げらげらと｜通常ア：[げ]らげらと H1
Y196｜文 けろけろとする，けろけろする，けろけろと，けろけろ
Y196｜語 けろけろと｜通常ア：[け]ろけろと H1
Y197｜文 げろげろと吐く，げろげろ吐く，げろげろと，げろげろ
Y197｜語 げろげろと｜通常ア：[げ]ろげろと H1
Y198｜文 （遊びの）けんけんが上手だ，けんけん
Y198｜語 けんけんが｜通常ア：け[んけ]んが L3A
Y199｜文 煌々とする，煌々する，煌々と，煌々
Y199｜語 こーこーと｜漢字：煌々｜通常ア：[こーこー]と H4
Y200｜文 囂々とする，囂々する，囂々と，囂々
Y200｜語 ごーごーと｜漢字：囂々｜通常ア：[ごーごー]と H4
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Y201｜文 風がごうごうと鳴る，ごうごう鳴る，ごうごうと，ごうごう
Y201｜語 ごーごーと｜通常ア：[ご]ーごーと H1
Y202｜文 声々に叫ぶ，声々，声の，声
Y202｜語 こえごえに｜漢字：声々｜通常ア：こ[えご]えに L3A, こ[え]ごえに L2 
Y203｜文 こくこくと頷(うなず)く，こくこく頷く，こくこくと，こくこく
Y203｜語 こくこくと｜通常ア：[こ]くこくと H1
Y204｜文 時々・刻々と迫る，時々・刻々迫る，時々・刻々と，時々・刻  々
Y204｜語 こくこくと｜漢字：刻々｜通常ア：[こくこく]と H4
Y205｜文 極々少数，極々だ，極々，極少数
Y205｜語 ごくごく｜漢字：極々｜通常ア：[ごくご]く H3, [ごく]ごく H2。強調ア：[ご]くごく

H1 
Y206｜文 ごくごくと飲む，ごくごく飲む，ごくごくと，ごくごく
Y206｜語 ごくごくと｜通常ア：[ご]くごくと H1。備考：[ごっ]く[ごっ]くと△ 
Y207｜文 ごしごしとこする，ごしごしこする，ごしごしと，ごしごし
Y207｜語 ごしごしと｜通常ア：[ご]しごしと H1。備考：[ごっ]し[ごっ]しと△ 
Y208｜文 こせこせとする，こせこせする，こせこせと，こせこせ
Y208｜語 こせこせと｜通常ア：[こ]せこせと H1
Y209｜文 こそこそとする，こそこそする，こそこそと，こそこそ
Y209｜語 こそこそと｜通常ア：[こ]そこそと H1
Y210｜文 ごそごそとする，ごそごそする，ごそごそと，ごそごそ
Y210｜語 ごそごそと｜通常ア：[ご]そごそと H1
Y211｜文 ごたごただ，ごたごたになる，ごたごた，ごたごたが起こる
Y211｜語 ごたごたに｜通常ア：ご[たごたに L0A
Y212｜文 ごたごたとする，ごたごたする，ごたごたと，ごたごた
Y212｜語 ごたごたと｜通常ア：[ご]たごたと H1
Y213｜文 頭がこちこちだ，こちこちになる，こちこちの頭，こちこち
Y213｜語 こちこちに｜通常ア：こ[ちこちに L0A
Y214｜文 こちこちと鳴る，こちこち鳴る，こちこちと，こちこち
Y214｜語 こちこちと｜通常ア：[こ]ちこちと H1
Y215｜文 ごちゃごちゃだ，ごちゃごちゃになる，ごちゃごちゃの部屋，ごちゃごちゃ 
Y215｜語 ごちゃごちゃに｜通常ア：ご[ちゃごちゃに L0A
Y216｜文 ごちゃごちゃとする，ごちゃごちゃする，ごちゃごちゃと，ごちゃごちゃ 
Y216｜語 ごちゃごちゃと｜通常ア：[ご]ちゃごちゃと H1
Y217｜文 こちょこちょとくすぐる，こちょこちょくすぐる，こちょこちょと，こちょこちょ
Y217｜語 こちょこちょと｜通常ア：[こ]ちょこちょと H1
Y218｜文 こつこつと勉強する，こつこつ勉強する，こつこつと，こつこつ 
Y218｜語 こつこつと｜漢字：兀々｜通常ア：[こ]つこつと H1
Y219｜文 ごつごつだ，ごつごつになる，ごつごつの岩，ごつごつ
Y219｜語 ごつごつに｜通常ア：ご[つごつに L0A
Y220｜文 ごつごつとする，ごつごつする，ごつごつと，ごつごつ
Y220｜語 ごつごつと｜通常ア：[ご]つごつと H1
Y221｜文 こてこてだ，こてこてになる，こてこての料理，こてこて
Y221｜語 こてこてに｜通常ア：こ[てこてに L0A
Y222｜文 こてこてと塗る，こてこて塗る，こてこてと，こてこて
Y222｜語 こてこてと｜通常ア：[こ]てこてと H1
Y223｜文 ことことと鳴る，ことこと鳴る，ことことと，ことこと
Y223｜語 ことことと｜通常ア：[こ]とことと H1
Y224｜文 例の事々が問題になる，事々，事の，事
Y224｜語 ことごとが｜漢字：事々｜通常ア：[ことご]とが H3, [こと]ごとが H2 
Y225｜文 ごとごとと鳴る，ごとごと鳴る，ごとごとと，ごとごと
Y225｜語 ごとごとと｜通常ア：[ご]とごとと H1
Y226｜文 粉々だ，粉々になる，粉々のガラス，粉々，粉の，粉
Y226｜語 こなごなに｜漢字：粉々｜通常ア：こ[なごなに L0A
Y227｜文 五分五分だ，五分五分の勝負，五分五分，五分の，五分
Y227｜語 ごぶごぶの｜漢字：五分五分｜通常ア：ご[ぶごぶの L0A
Y228｜文 ごぼごぼと湧く，ごぼごぼ湧く，ごぼごぼと，ごぼごぼ
Y228｜語 ごぼごぼと｜通常ア：[ご]ぼごぼと H1
Y229｜文 こまごまとする，こまごまする，こまごまと，こまごま，細かい 
Y229｜語 こまごまと｜漢字：細々｜通常ア：[こまご]まと H3, [こま]ごまと H2。強調ア：こ[ま]

ごまと L2 
Y230｜文 ごみごみとする，ごみごみする，ごみごみと，ごみごみ
Y230｜語 ごみごみと｜通常ア：[ご]みごみと H1
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Y231｜文 悲喜・こもごもだ，こもごもになる，こもごもの話，こもごも
Y231｜語 こもごもの｜漢字：交々｜通常ア：[こもご]もの H3, [こも]ごもの H2。強調ア：こ[も]

ごもの L2 
Y232｜文 こりこりとする，こりこりする，こりこりと，こりこり
Y232｜語 こりこりと｜通常ア：[こ]りこりと H1
Y233｜文 懲り懲りとする，懲り懲りする，懲り懲りと，懲り懲り，懲り懲りだ，懲りる 
Y233｜語 こりごりと｜漢字：懲り懲り｜通常ア：[こりご]りと H3, [こり]ごりと H2。強調ア：

こ[り]ごりと L2 
Y234｜文 ごりごりとする，ごりごりする，ごりごりと，ごりごり
Y234｜語 ごりごりと｜通常ア：[ご]りごりと H1
Y235｜文 これこれ！やめなさい！これ！これこれこれこれ！
Y235｜語 これこれ｜通常ア：[こ]れこれ H1
Y236｜文 これこれしかじか，これこれ，これの，これ
Y236｜語 これこれ｜漢字：此々｜通常ア：[これ]これ H2
Y237｜文 ころころと笑う，ころころ笑う，ころころと，ころころ
Y237｜語 ころころと｜通常ア：[こ]ろころと H1
Y238｜文 ごろごろと鳴る，ごろごろ鳴る，ごろごろと，ごろごろ
Y238｜語 ごろごろと｜通常ア：[ご]ろごろと H1
Y239｜文 （雨で）ごろごろが鳴る，ごろごろ
Y239｜語 ごろごろが｜通常ア：[ごろごろが H0
Y240｜文 怖々と歩く，怖々歩く，怖々と，怖々，怖い
Y240｜語 こわごわと｜漢字：怖々｜通常ア：[こわご]わと H3, [こわ]ごわと H2。強調ア：こ[わ]

ごわと L2 
Y241｜文 ごわごわだ，ごわごわになる，ごわごわの服，ごわごわ
Y241｜語 ごわごわに｜通常ア：ご[わごわに L0A
Y242｜文 ごわごわとする，ごわごわする，ごわごわと，ごわごわ
Y242｜語 ごわごわと｜通常ア：[ご]わごわと H1
Y243｜文 こんこんと眠る，こんこん眠る，こんこんと，こんこん
Y243｜語 こんこんと｜漢字：昏々｜通常ア：[こんこん]と H4
Y244｜文 （雪が）こんこんと降る，こんこん降る，こんこんと，こんこん 
Y244｜語 こんこんと｜通常ア：[こんこん]と H4
Y245｜文 （咳が）こんこんと出る，こんこん出る，こんこんと，こんこんが出る 
Y245｜語 こんこんと｜漢字：こんこん｜通常ア：[こ]んこんと H1
Y246｜文 ごんごんと叩く，ごんごん叩く，ごんごんと，ごんごん
Y246｜語 ごんごんと｜通常ア：[ごんごん]と H4。【※これは擬音語専用形の音調】 
Y247｜文 （雨が）ざあざあと降る，ざあざあ降る，ざあざあと，ざあざあ 
Y247｜語 ざーざーと｜通常ア：[ざ]ーざーと H1
Y248｜文 年年・歳歳だ，歳歳の，歳歳
Y248｜語 さいさいの｜漢字：歳々｜通常ア：[さいさいの H0
Y249｜文 冴え冴えとする，冴え冴えする，冴え冴えと，さえざえ，冴える 
Y249｜語 さえざえと｜漢字：冴え冴え｜通常ア：[さえざ]えと H3, [さえ]ざえと H2。強調ア：

さ[え]ざえと L2 
Y250｜文 先々の心配，先々，先の，先
Y250｜語 さきざきの｜漢字：先々｜通常ア：[さきざ]きの H3, [さき]ざきの H2 
Y251｜文 さくさくと掘る，さくさく掘る，さくさくと，さくさく
Y251｜語 さくさくと｜通常ア：[さ]くさくと H1。備考：[さっ]く[さっ]くと△ 
Y252｜文 ざくざくと掘る，ざくざく掘る，ざくざくと，ざくざく
Y252｜語 ざくざくと｜通常ア：[ざ]くざくと H1。備考：[ざっ]く[ざっ]くと△ 
Y253｜文 さてさて！さて！さてさてさてさて！
Y253｜語 さてさて｜通常ア：さ[て]さて L2
Y254｜文 さばさばとする，さばさばする，さばさばと，さばさば，さばける 
Y254｜語 さばさばと｜通常ア：[さ]ばさばと H1
Y255｜文 さびさびとする，さびさびする，さびさびと，さびさび，さびしい 
Y255｜語 さびさびと｜漢字：寂々
Y256｜文 ざぶざぶと洗う，ざぶざぶ洗う，ざぶざぶと，ざぶざぶ
Y256｜語 ざぶざぶと｜通常ア：[ざ]ぶざぶと H1。備考：[ざん]ぶ[ざん]ぶと△ 
Y257｜文 様々だ，様々になる，様々な話，様々，様の，様
Y257｜語 さまざまに｜漢字：様々｜通常ア：[さまざ]まに H3, [さま]ざまに H2。強調ア：さ[ま]

ざまに L2 
Y258｜文 寒々とする，寒々する，寒々と，寒々，寒い
Y258｜語 さむざむと｜漢字：寒々｜通常ア：[さむざ]むと H3, [さむ]ざむと H2。強調ア：さ[む]

ざむと L2 
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Y259｜文 さめざめと泣く，さめざめ泣く，さめざめと，さめざめ，醒める 
Y259｜語 さめざめと｜通常ア：[さめざ]めと H3, [さめ]ざめと H2
Y260｜文 （風で）さやさやと揺れる，さやさや揺れる，さやさやと，さやさや 
Y260｜語 さやさやと｜通常ア：[さ]やさやと H1
Y261｜文 その気は更々無い，更々だ，更々，更に
Y261｜語 さらさら｜漢字：更々｜通常ア：さ[ら]さら L2
Y262｜文 さらさらだ，さらさらになる，さらさらの髪，さらさら
Y262｜語 さらさらに｜通常ア：さ[らさらに L0A
Y263｜文 さらさらとする，さらさらする，さらさらと，さらさら
Y263｜語 さらさらと｜通常ア：[さ]らさらと H1
Y264｜文 ざらざらだ，ざらざらになる，ざらざらの肌，ざらざら
Y264｜語 ざらざらに｜通常ア：ざ[らざらに L0A
Y265｜文 ざらざらとする，ざらざらする，ざらざらと，ざらざら
Y265｜語 ざらざらと｜通常ア：[ざ]らざらと H1
Y266｜文 さわさわとする，さわさわする，さわさわと，さわさわ
Y266｜語 さわさわと｜通常ア：[さ]わさわと H1
Y267｜文 ざわざわとする，ざわざわする，ざわざわと，ざわざわ
Y267｜語 ざわざわと｜通常ア：[ざ]わざわと H1
Y268｜文 燦々と照る，燦々照る，燦々と，燦々
Y268｜語 さんさんと｜漢字：燦々｜通常ア：[さんさん]と H4
Y269｜文 散々待つ，散々だ，散々
Y269｜語 さんざん｜漢字：散々｜通常ア：[さんざん H0
Y270｜文 散々だ，散々になる，散々の負け戦，散々
Y270｜語 さんざんに｜漢字：散々｜通常ア：[さんざんに H0
Y271｜文 （幼児に）しいしいをさせる，しいしい
Y271｜語 しーしーを｜通常ア：[し]ーしーを H1
Y272｜文 じいじいと鳴く，じいじい鳴く，じいじいと，じいじい
Y272｜語 じーじーと｜通常ア：[じ]ーじーと H1
Y273｜文 しおしおとする，しおしおする，しおしおと，しおしお，萎れる 
Y273｜語 しおしおと｜漢字：萎々｜通常ア：[し]おしおと H1
Y274｜文 これこれしかじかの話，しかじか
Y274｜語 しかじかの｜漢字：然々｜通常ア：[しかじ]かの H3, [しか]じかの H2。強調ア：し[か]

じかの L2 
Y275｜文 直々に話す，直々の話，直々
Y275｜語 じきじきに｜漢字：直々｜通常ア：じ[きじきに L0A
Y276｜文 しくしくと泣く，しくしく泣く，しくしくと，しくしく
Y276｜語 しくしくと｜通常ア：[し]くしくと H1
Y277｜文 じくじくと痛む，じくじく痛む，じくじくと，じくじく
Y277｜語 じくじくと｜通常ア：[じ]くじくと H1
Y278｜文 繁々と見る，繁々見る，繁々と，繁々，繁る
Y278｜語 しげしげと｜漢字：繁々｜通常ア：[しげし]げと H3, [しげ]しげと H2。強調ア：[し]

げしげと H1 
Y279｜文 （噛むと）しこしことする，しこしこする，しこしこと，しこしこ 
Y279｜語 しこしこと｜通常ア：[し]こしこと H1
Y280｜文 静々と歩く，静々歩く，静々と，静々
Y280｜語 しずしずと｜漢字：静々｜通常ア：[し]ずしずと H1
Y281｜文 しとしとと降る，しとしと降る，しとしとと，しとしと
Y281｜語 しとしとと｜通常ア：[しとし]とと H3, [しと]しとと H2。強調ア：[し]としとと H1
Y282｜文 じとじととする，じとじとする，じとじとと，じとじと
Y282｜語 じとじとと｜通常ア：[じ]とじとと H1
Y283｜文 しなしなと撓(たわ)む，しなしな撓む，しなしなと，しなしな
Y283｜語 しなしなと｜通常ア：[し]なしなと H1
Y284｜文 品々がある，品々，品の，品
Y284｜語 しなじなが｜漢字：品々｜通常ア：[しなじ]なが H3, [しな]じなが H2。強調ア：し[な]

じなが L2 
Y285｜文 しばしば起こる，しばしばだ，しばしば
Y285｜語 しばしば｜漢字：屡｜通常ア：[しば]しば H2。強調ア：[し]ばしば H1 
Y286｜文 （目を）しばしばとさせる，しばしばさせる，しばしばと，しばしば 
Y286｜語 しばしばと｜通常ア：[し]ばしばと H1
Y287｜文 （目が）しぱしぱとする，しぱしぱする，しぱしぱと，しぱしぱ 
Y287｜語 しぱしぱと｜通常ア：[し]ぱしぱと H1
Y288｜文 渋々だ，渋々の承諾，渋々
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Y288｜語 しぶしぶの｜漢字：渋々｜通常ア：し[ぶしぶの L0A
Y289｜文 渋々と諦める，渋々諦める，渋々と，渋々
Y289｜語 しぶしぶと｜漢字：渋々｜通常ア：[しぶし]ぶと H3, [しぶ]しぶと H2。強調ア：[し]

ぶしぶと H1 
Y290｜文 縞々(しましま)だ，縞々になる，縞々の服，縞々がある，縞々，縞の，縞 
Y290｜語 しましまの｜漢字：縞々｜通常ア：し[ましまの L0A
Y291｜文 島々がある，島々，島の，島
Y291｜語 しまじまが｜漢字：島々｜通常ア：[しまじ]まが H3, [しま]じまが H2。強調ア：し[ま]

じまが L2 
Y292｜文 しみじみと考える，しみじみ考える，しみじみと，しみじみ，しみる 
Y292｜語 しみじみと｜通常ア：[しみじ]みと H3, [しみ]じみと H2。強調ア：し[み]じみと L2
Y293｜文 しめしめ！しめしめしめしめ！
Y293｜語 しめしめ｜通常ア：[し]めしめ H1
Y294｜文 じめじめとする，じめじめする，じめじめと，じめじめ
Y294｜語 じめじめと｜通常ア：[じ]めじめと H1
Y295｜文 下々の者，下々が頭を下げる，下々，下の，下
Y295｜語 しもじもの｜漢字：下々｜通常ア：[しもじ]もの H3, [しも]じもの H2。強調ア：し[も]

じもの L2 
Y296｜文 しゃあしゃあとする，しゃあしゃあする，しゃあしゃあと，しゃあしゃあ 
Y296｜語 しゃーしゃーと｜漢字：洒々｜通常ア：[しゃーしゃー]と H4
Y297｜文 （水が）しゃあしゃあと出る，しゃあしゃあ出る，しゃあしゃあと，しゃあしゃあ
Y297｜語 しゃーしゃーと｜通常ア：[しゃ]ーしゃーと H1
Y298｜文 （水が）じゃあじゃあと出る，じゃあじゃあ出る，じゃあじゃあと，じゃあじゃあ
Y298｜語 じゃーじゃーと｜通常ア：[じゃ]ーじゃーと H1
Y299｜文 しゃかしゃかと鳴る，しゃかしゃか鳴る，しゃかしゃかと，しゃかしゃか 
Y299｜語 しゃかしゃかと｜通常ア：[しゃ]かしゃかと H1
Y300｜文 じゃかじゃかと鳴る，じゃかじゃか鳴る，じゃかじゃかと，じゃかじゃか 
Y300｜語 じゃかじゃかと｜通常ア：[じゃ]かじゃかと H1
Y301｜文 しゃきしゃきとする，しゃきしゃきする，しゃきしゃきと，しゃきしゃき 
Y301｜語 しゃきしゃきと｜通常ア：[しゃ]きしゃきと H1
Y302｜文 余裕・綽々だ，綽々になる，綽々の態度，綽々
Y302｜語 しゃくしゃくに｜漢字：綽々｜通常ア：[しゃくしゃくに H0
Y303｜文 （店で）しゃぶしゃぶを食べる，しゃぶしゃぶ
Y303｜語 しゃぶしゃぶを｜通常ア：しゃ[ぶしゃぶお L0A
Y304｜文 じゃぶじゃぶとする，じゃぶじゃぶする，じゃぶじゃぶと，じゃぶじゃぶ 
Y304｜語 じゃぶじゃぶと｜通常ア：[じゃ]ぶじゃぶと H1
Y305｜文 しゃらしゃらと鳴る，しゃらしゃら鳴る，しゃらしゃらと，しゃらしゃら 
Y305｜語 しゃらしゃらと｜通常ア：[しゃ]らしゃらと H1
Y306｜文 じゃらじゃらと鳴る，じゃらじゃら鳴る，じゃらじゃらと，じゃらじゃら 
Y306｜語 じゃらじゃらと｜通常ア：[じゃ]らじゃらと H1
Y307｜文 しゃりしゃりとする，しゃりしゃりする，しゃりしゃりと，しゃりしゃり 
Y307｜語 しゃりしゃりと｜通常ア：[しゃ]りしゃりと H1
Y308｜文 じゃりじゃりとする，じゃりじゃりする，じゃりじゃりと，じゃりじゃり 
Y308｜語 じゃりじゃりと｜通常ア：[じゃ]りじゃりと H1
Y309｜文 しゃんしゃんと鳴る，しゃんしゃん鳴る，しゃんしゃんと，しゃんしゃん 
Y309｜語 しゃんしゃんと｜通常ア：[しゃんしゃん]と H4, [しゃ]んしゃんと H1 
Y310｜文 じゃんじゃんと鳴る，じゃんじゃん鳴る，じゃんじゃんと，じゃんじゃん 
Y310｜語 じゃんじゃんと｜通常ア：[じゃんじゃん]と H4, [じゃ]んじゃんと H1 
Y311｜文 鬼哭(きこく)・啾々と泣く，啾々泣く，啾々と，啾々
Y311｜語 しゅーしゅーと｜漢字：啾々｜通常ア：[しゅーしゅー]と H4
Y312｜文 しゅうしゅうと鳴る，しゅうしゅう鳴る，しゅうしゅうと，しゅうしゅう 
Y312｜語 しゅーしゅーと｜通常ア：[しゅーしゅー]と H4
Y313｜文 重々承知だ，重々だ，重々
Y313｜語 じゅーじゅー｜漢字：重々｜通常ア：[じゅーじゅーH0。強調ア：じゅ[ー]じゅーL2
Y314｜文 じゅうじゅうと鳴る，じゅうじゅう鳴る，じゅうじゅうと，じゅうじゅう 
Y314｜語 じゅーじゅーと｜通常ア：[じゅーじゅー]と H4, [じゅ]ーじゅーと H1 
Y315｜文 粛々とする，粛々する，粛々と，粛々
Y315｜語 しゅくしゅくと｜漢字：粛々｜通常ア：[しゅくしゅく]と H4
Y316｜文 順々だ，順々に並ぶ，順々の挨拶，順々
Y316｜語 じゅんじゅんに｜漢字：順々｜通常ア：[じゅんじゅんに H0
Y317｜文 少々足りない，少々だ，少々
Y317｜語 しょーしょー｜漢字：少々｜通常ア：[しょ]ーしょーH1
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Y318｜文 気分は上々だ，上々になる，上々の気分，上々
Y318｜語 じょーじょーに｜漢字：上々｜通常ア：[じょーじょーに H0
Y319｜文 しょぼしょぼとする，しょぼしょぼする，しょぼしょぼと，しょぼしょぼ 
Y319｜語 しょぼしょぼと｜通常ア：[しょ]ぼしょぼと H1
Y320｜文 じょりじょりと剃る，じょりじょり剃る，じょりじょりと，じょりじょり 
Y320｜語 じょりじょりと｜通常ア：[じょ]りじょりと H1
Y321｜文 じょろじょろと出る，じょろじょろ出る，じょろじょろと，じょろじょろ 
Y321｜語 じょろじょろと｜通常ア：[じょ]ろじょろと H1
Y322｜文 しらじらとする，しらじらする，しらじらと，しらじら，白い
Y322｜語 しらじらと｜漢字：白々｜通常ア：[しらじ]らと H3, [しら]じらと H2。強調ア：し[ら]

じらと L2 
Y323｜文 じりじりとする，じりじりする，じりじりと，じりじり
Y323｜語 じりじりと｜通常ア：[じ]りじりと H1
Y324｜文 しろじろとする，しろじろする，しろじろと，しろじろ，白い
Y324｜語 しろじろと｜漢字：白々｜通常ア：[しろじ]ろと H3, [しろ]じろと H2。強調ア：し[ろ]

じろと L2 
Y325｜文 じろじろと見る，じろじろ見る，じろじろと，じろじろ
Y325｜語 じろじろと｜通常ア：[じ]ろじろと H1
Y326｜文 しわしわだ，しわしわになる，しわしわの顔，しわしわ
Y326｜語 しわしわに｜漢字：皺々｜通常ア：し[わしわに L0A
Y327｜文 （汗が）じわじわと出る，じわじわ出る，じわじわと，じわじわ 
Y327｜語 じわじわと｜通常ア：[じ]わじわと H1
Y328｜文 （雪が）深々と降る，深々降る，深々と，深々
Y328｜語 しんしんと｜漢字：深々｜通常ア：[しんしん]と H4
Y329｜文 興味・津々だ，興味・津々になる，興味・津々の顔，興味・津  々
Y329｜語 しんしんに｜漢字：津々｜通常ア：[しんしんに H0
Y330｜文 じんじんと痛む，じんじん痛む，じんじんと，じんじん
Y330｜語 じんじんと｜通常ア：[じ]んじんと H1
Y331｜文 すいすいと飛ぶ，すいすい飛ぶ，すいすいと，すいすい
Y331｜語 すいすいと｜通常ア：[す]いすいと H1。備考：[すー]い[すー]いと△ 
Y332｜文 すうすうと寝る，すうすう寝る，すうすうと，すうすう
Y332｜語 すーすーと｜通常ア：[す]ーすーと H1
Y333｜文 末々まで残る，末々，末の，末
Y333｜語 すえずえまで｜漢字：末々｜通常ア：[すえず]えまで H3, [すえ]ずえまで H2 
Y334｜文 すかすかだ，すかすかになる，すかすかの果物，すかすか
Y334｜語 すかすかに｜通常ア：す[かすかに L0A。備考：すっ[かすっかに L0B△ 
Y335｜文 すかすかと通り抜ける，すかすか通り抜ける，すかすかと，すかすか 
Y335｜語 すかすかと｜通常ア：[す]かすかと H1
Y336｜文 ずかずかと上がる，ずかずか上がる，ずかずかと，ずかずか
Y336｜語 ずかずかと｜通常ア：[ず]かずかと H1
Y337｜文 好き好きだ，好き好きに選ぶ，好き好きの選択，好き好き，好きだ，好き 
Y337｜語 すきずきに｜漢字：好き好き｜通常ア：す[き]ずきに L2
Y338｜文 ずきずきとする，ずきずきする，ずきずきと，ずきずき
Y338｜語 ずきずきと｜通常ア：[ず]きずきと H1
Y339｜文 すくすくと伸びる，すくすく伸びる，すくすくと，すくすく
Y339｜語 すくすくと｜通常ア：[す]くすくと H1
Y340｜文 透け透けだ，透け透けになる，透け透けの服，透け透け
Y340｜語 すけすけに｜漢字：透け透け｜通常ア：す[けすけに L0A
Y341｜文 ずけずけと言う，ずけずけ言う，ずけずけと，ずけずけ
Y341｜語 ずけずけと｜通常ア：[ず]けずけと H1
Y342｜文 すごすごと帰る，すごすご帰る，すごすごと，すごすご，凄い
Y342｜語 すごすごと｜漢字：悄々｜通常ア：[す]ごすごと H1
Y343｜文 すたすたと歩く，すたすた歩く，すたすたと，すたすた
Y343｜語 すたすたと｜通常ア：[す]たすたと H1
Y344｜文 ずたずただ，ずたずたになる，ずたずたの布，ずたずた
Y344｜語 ずたずたに｜漢字：寸々｜通常ア：ず[たずたに L0A
Y345｜文 ずたずたと切る，ずたずた切る，ずたずたと，ずたずた
Y345｜語 ずたずたと｜漢字：寸々｜通常ア：[ず]たずたと H1
Y346｜文 すぱすぱと吸う，すぱすぱ吸う，すぱすぱと，すぱすぱ
Y346｜語 すぱすぱと｜通常ア：[す]ぱすぱと H1
Y347｜文 ずばずばと言う，ずばずば言う，ずばずばと，ずばずば
Y347｜語 ずばずばと｜通常ア：[ず]ばずばと H1
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Y348｜文 ずぶずぶだ，ずぶずぶになる，ずぶずぶの沼，ずぶずぶ
Y348｜語 ずぶずぶに｜通常ア：ず[ぶずぶに L0A
Y349｜文 （足が）ずぶずぶと入る，ずぶずぶ入る，ずぶずぶと，ずぶずぶ 
Y349｜語 ずぶずぶと｜通常ア：[ず]ぶずぶと H1
Y350｜文 すべすべだ，すべすべになる，すべすべの肌，すべすべ
Y350｜語 すべすべに｜漢字：滑々｜通常ア：す[べすべに L0A
Y351｜文 すべすべとする，すべすべする，すべすべと，すべすべ
Y351｜語 すべすべと｜漢字：滑々｜通常ア：[す]べすべと H1
Y352｜文 すぽすぽと抜ける，すぽすぽ抜ける，すぽすぽと，すぽすぽ
Y352｜語 すぽすぽと｜通常ア：[す]ぽすぽと H1
Y353｜文 ずぼずぼと抜ける，ずぼずぼ抜ける，ずぼずぼと，ずぼずぼ
Y353｜語 ずぼずぼと｜通常ア：[ず]ぼずぼと H1
Y354｜文 隅々まで掃除する，隅々，隅の，隅
Y354｜語 すみずみまで｜漢字：隅々｜通常ア：す[み]ずみまで L2
Y355｜文 すやすやと眠る，すやすや眠る，すやすやと，すやすや
Y355｜語 すやすやと｜通常ア：[す]やすやと H1
Y356｜文 すらすらだ，すらすらになる，すらすらの筆，すらすら
Y356｜語 すらすらに｜通常ア：す[らすらに L0A
Y357｜文 すらすらと読む，すらすら読む，すらすらと，すらすら
Y357｜語 すらすらと｜通常ア：[す]らすらと H1
Y358｜文 すりすりと撫でる，すりすり撫でる，すりすりと，すりすり
Y358｜語 すりすりと｜漢字：擦り擦り｜通常ア：[す]りすりと H1
Y359｜文 するすると解(ほど)ける，するする解ける，するすると，するする 
Y359｜語 するすると｜通常ア：[す]るすると H1
Y360｜文 ずるずるだ，ずるずるになる，ずるずるの鼻，ずるずる
Y360｜語 ずるずるに｜通常ア：ず[るずるに L0A
Y361｜文 ずるずるとする，ずるずるする，ずるずると，ずるずる
Y361｜語 ずるずると｜通常ア：[ず]るずると H1
Y362｜文 時間・すれすれだ，すれすれになる，すれすれの時間，すれすれ 
Y362｜語 すれすれに｜漢字：擦れ擦れ｜通常ア：す[れすれに L0A
Y363｜文 ずんずんと響く，ずんずん響く，ずんずんと，ずんずん
Y363｜語 ずんずんと｜通常ア：[ずんずん]と H4。【※擬音語専用形の音調】 
Y364｜文 奴が居なくて清々とする，清々する，清々と，清々
Y364｜語 せいせいと｜漢字：清々｜通常ア：[せ]いせいと H1
Y365｜文 精々努力する，精々だ，精々
Y365｜語 せいぜい｜漢字：精々｜通常ア：[せいぜ]い H3, [せい]ぜい H2。強調ア：[せ]いぜい

H1, せ[い]ぜい L2 
Y366｜文 （喉が）ぜえぜえとする，ぜえぜえする，ぜえぜえと，ぜえぜえ 
Y366｜語 ぜーぜーと｜通常ア：[ぜ]ーぜーと H1
Y367｜文 せかせかとする，せかせかする，せかせかと，せかせか
Y367｜語 せかせかと｜通常ア：[せか]せかと H2。強調ア：[せ]かせかと H1 
Y368｜文 切々と語る，切々語る，切々と，切々
Y368｜語 せつせつと｜漢字：切々｜通常ア：[せつせつ]と H4
Y369｜文 狭々とする，狭々する，狭々と，狭々，狭い
Y369｜語 せまぜまと｜漢字：狭々｜通常ア：[せまぜ]まと H3, [せま]ぜまと H2。強調ア：せ[ま]

ぜまと L2 
Y370｜文 錚々たる人物，錚  々
Y370｜語 そーそーたる｜漢字：錚々｜通常ア：[そーそー]たる H4
Y371｜文 新年・早々に出掛ける，早々出掛ける，早々
Y371｜語 そーそーに｜漢字：早々｜通常ア：[そーそーに H0
Y372｜文 そうそう良い顔もできない，そうそうは，そうそう
Y372｜語 そーそー｜漢字：然う然う｜通常ア：[そ]ーそーH1
Y373｜文 続々と集まる，続々集まる，続々と，続々
Y373｜語 ぞくぞくと｜漢字：続々｜通常ア：[ぞくぞく]と H4, [ぞく]ぞくと H2。強調ア：[ぞ]

くぞくと H1 
Y374｜文 ぞくぞくとする，ぞくぞくする，ぞくぞくと，ぞくぞく
Y374｜語 ぞくぞくと｜通常ア：[ぞ]くぞくと H1
Y375｜文 百円そこそこだ，そこそこの値段，そこそこ，そこの，そこ
Y375｜語 そこそこの｜漢字：其処其処｜通常ア：そ[こ]そこの L2
Y376｜文 挨拶もそこそこに本題に入る
Y376｜語 そこそこに｜漢字：其処其処｜通常ア：そ[こ]そこに L2
Y377｜文 そもそも有り得ない，そもそもだ，そもそも
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Y377｜語 そもそも｜漢字：抑々｜通常ア：[そ]もそも H1
Y378｜文 そよそよと吹く，そよそよ吹く，そよそよと，そよそよ
Y378｜語 そよそよと｜通常ア：[そよ]そよと H2。強調ア：[そ]よそよと H1 
Y379｜文 剃り剃りとする，剃り剃りする，剃り剃りと，剃り剃り
Y379｜語 そりそりと｜漢字：剃り剃り｜通常ア：[そり]そりと H2。強調ア：[そ]りそりと H1
Y380｜文 ぞりぞりと剃る，ぞりぞり剃る，ぞりぞりと，ぞりぞり
Y380｜語 ぞりぞりと｜通常ア：[ぞり]ぞりと H2。強調ア：[ぞ]りぞりと H1 
Y381｜文 それぞれだ，それぞれにある，それぞれの事情，それぞれ，それの，それ 
Y381｜語 それぞれに｜漢字：其々｜通常ア：[それぞ]れに H3, [それ]ぞれに H2。強調ア：そ[れ]

ぞれに L2 
Y382｜文 そろそろと帰る，そろそろ帰る，そろそろと，そろそろ
Y382｜語 そろそろと｜通常ア：[そ]ろそろと H1
Y383｜文 ぞろぞろと歩く，ぞろぞろ歩く，ぞろぞろと，ぞろぞろ
Y383｜語 ぞろぞろと｜通常ア：[ぞ]ろぞろと H1
Y384｜文 そわそわとする，そわそわする，そわそわと，そわそわ
Y384｜語 そわそわと｜通常ア：[そ]わそわと H1
Y385｜文 先祖・代々だ，代々に伝わる，代々の墓，代々，代の，代
Y385｜語 だいだいに｜漢字：代々｜通常ア：だ[い]だいに L2
Y386｜文 （木の）だいだいを植える，だいだい
Y386｜語 だいだいを｜漢字：橙｜通常ア：だ[いだいお L0A
Y387｜文 息も絶え絶えだ，絶え絶えになる，絶え絶えの息，絶え絶え
Y387｜語 たえだえに｜漢字：絶え絶え｜通常ア：[たえだ]えに H3, [たえ]だえに H2。強調ア：

た[え]だえに L2 
Y388｜文 たかだか千円ぐらい，たかだかだ，たかだか
Y388｜語 たかだか｜漢字：高々｜通常ア：[たかだ]か H3, [たか]だか H2。強調ア：た[か]だか

L2 
Y389｜文 高々と持ち上げる，高々持ち上げる，高々と，高々，高い
Y389｜語 たかだかと｜漢字：高々｜通常ア：[たかだ]かと H3, [たか]だかと H2。強調ア：た[か]

だかと L2 
Y390｜文 （汗が）だくだくだ，だくだくになる，だくだくの汗，だくだく 
Y390｜語 だくだくに｜通常ア：だ[くだくに L0A。備考：だっ[くだっくに L0B△ 
Y391｜文 （汗が）だくだくと流れる，だくだく流れる，だくだくと，だくだく 
Y391｜語 だくだくと｜通常ア：[だくだく]と H4
Y392｜文 たじたじだ，たじたじになる，たじたじの足，たじたじ
Y392｜語 たじたじに｜通常ア：た[じたじに L0A
Y393｜文 たじたじとする，たじたじする，たじたじと，たじたじ
Y393｜語 たじたじと｜通常ア：[た]じたじと H1
Y394｜文 ただただ疲れた，ただただだ，ただただ，ただ疲れた
Y394｜語 ただただ｜漢字：只々｜通常ア：た[だ]ただ L2
Y395｜文 度々言う，度々だ，度々，この度の事件，この度は
Y395｜語 たびたび｜漢字：度々｜通常ア：[たびたび H0, [たび]たび H2
Y396｜文 たぷたぷとする，たぷたぷする，たぷたぷと，たぷたぷ
Y396｜語 たぷたぷと｜通常ア：[た]ぷたぷと H1
Y397｜文 だぶだぶだ，だぶだぶになる，だぶだぶの服，だぶだぶ
Y397｜語 だぶだぶに｜通常ア：だ[ぶだぶに L0A
Y398｜文 だぶだぶとする，だぶだぶする，だぶだぶと，だぶだぶ
Y398｜語 だぶだぶと｜通常ア：[だ]ぶだぶと H1
Y399｜文 偶々会う，偶々だ，偶々，偶の休み，偶に会う，偶に
Y399｜語 たまたま｜漢字：偶々｜通常ア：[たまたま H0
Y400｜文 不満・たらたらだ，たらたらになる，たらたらの不満，たらたら 
Y400｜語 たらたらに｜通常ア：た[らたらに L0A。強調ア：た[ら]たらに L2 
Y401｜文 たらたらと落ちる，たらたら落ちる，たらたらと，たらたら
Y401｜語 たらたらと｜通常ア：[た]らたらと H1
Y402｜文 だらだらとする，だらだらする，だらだらと，だらだら
Y402｜語 だらだらと｜通常ア：[だ]らだらと H1
Y403｜文 誰々が何々した，誰々，誰の，誰
Y403｜語 だれだれが｜漢字：誰々｜通常ア：[だれだれが H0, [だれ]だれが H2 
Y404｜文 たわたわと弾(はず)む，たわたわ弾む，たわたわと，たわたわ
Y404｜語 たわたわと｜漢字：撓々｜通常ア：[た]わたわと H1
Y405｜文 淡々とする，淡々する，淡々と，淡々
Y405｜語 たんたんと｜漢字：淡々｜通常ア：[たんたん]と H4
Y406｜文 段々と良くなる，段々良くなる，段々と，段々
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Y406｜語 だんだんと｜漢字：段々｜通常ア：[だんだん]と H4, [だんだ]んと H3, [だん]だんと
H2 

Y407｜文 段々だ，段々に良くなる，段々の成長，段々
Y407｜語 だんだんに｜漢字：段々｜通常ア：[だんだ]んに H3, [だん]だんに H2 
Y408｜文 階段が段々に並ぶ，段々，段の，段
Y408｜語 だんだんに｜漢字：段々｜通常ア：だん[だんに L0B
Y409｜文 （目が）ちかちかとする，ちかちかする，ちかちかと，ちかちか 
Y409｜語 ちかちかと｜通常ア：[ち]かちかと H1
Y410｜文 近々に行く，近々行く，近々だ，近々
Y410｜語 ちかじかに｜漢字：近々｜通常ア：[ちか]じかに H2。強調ア：ち[か]じかに L2 
Y411｜文 近々と寄る，近々寄る，近々と，近々，近い
Y411｜語 ちかじかと｜漢字：近々｜通常ア：[ちかじ]かと H3, [ちか]じかと H2。強調ア：ち[か]

じかと L2 
Y412｜文 （腹が）ちくちくとする，ちくちくする，ちくちくと，ちくちく 
Y412｜語 ちくちくと｜通常ア：[ち]くちくと H1
Y413｜文 ちびちびと飲む，ちびちび飲む，ちびちびと，ちびちび
Y413｜語 ちびちびと｜通常ア：[ち]びちびと H1
Y414｜文 ちまちまとする，ちまちまする，ちまちまと，ちまちま
Y414｜語 ちまちまと｜通常ア：[ち]まちまと H1。強調ア：ち[ま]ちまと L2 
Y415｜文 ちゃかちゃかと鳴る，ちゃかちゃか鳴る，ちゃかちゃかと，ちゃかちゃか 
Y415｜語 ちゃかちゃかと｜通常ア：[ちゃ]かちゃかと H1
Y416｜文 着々と進む，着々進む，着々と，着々
Y416｜語 ちゃくちゃくと｜漢字：着々｜通常ア：[ちゃくちゃく]と H4
Y417｜文 ちゃらちゃらとさせる，ちゃらちゃらさせる，ちゃらちゃらと，ちゃらちゃら 
Y417｜語 ちゃらちゃらと｜通常ア：[ちゃ]らちゃらと H1
Y418｜文 ちゅうちゅうと鳴く，ちゅうちゅう鳴く，ちゅうちゅうと，ちゅうちゅう 
Y418｜語 ちゅーちゅーと｜通常ア：[ちゅ]ーちゅーと H1
Y419｜文 （鼠＝）ちゅうちゅうを捕まえる，ちゅうちゅう
Y419｜語 ちゅーちゅーを｜通常ア：[ちゅ]ーちゅーお H1
Y420｜文 （蝶＝）ちょうちょうが飛ぶ，ちょうちょう
Y420｜語 ちょーちょーが｜漢字：蝶々｜通常ア：[ちょ]ーちょーが H1
Y421｜文 ちょきちょきと切る，ちょきちょき切る，ちょきちょきと，ちょきちょき 
Y421｜語 ちょきちょきと｜通常ア：[ちょ]きちょきと H1
Y422｜文 ちょくちょくと来る，ちょくちょく来る，ちょくちょくと，ちょくちょく 
Y422｜語 ちょくちょくと｜通常ア：[ちょ]くちょくと H1
Y423｜文 ちょこちょことする，ちょこちょこする，ちょこちょこと，ちょこちょこ 
Y423｜語 ちょこちょこと｜通常ア：[ちょ]こちょこと H1
Y424｜文 ちょびちょびと飲む，ちょびちょび飲む，ちょびちょびと，ちょびちょび 
Y424｜語 ちょびちょびと｜通常ア：[ちょ]びちょびと H1
Y425｜文 ちょぼちょぼだ，ちょぼちょぼになる，ちょぼちょぼの成績，ちょぼちょぼ 
Y425｜語 ちょぼちょぼに｜通常ア：ちょ[ぼちょぼに L0A
Y426｜文 ちょぼちょぼと生える，ちょぼちょぼ生える，ちょぼちょぼと，ちょぼちょぼ 
Y426｜語 ちょぼちょぼと｜通常ア：[ちょ]ぼちょぼと H1
Y427｜文 ちょろちょろとする，ちょろちょろする，ちょろちょろと，ちょろちょろ 
Y427｜語 ちょろちょろと｜通常ア：[ちょ]ろちょろと H1
Y428｜文 ちょんちょんと触る，ちょんちょん触る，ちょんちょんと，ちょんちょん 
Y428｜語 ちょんちょんと｜通常ア：[ちょ]んちょんと H1
Y429｜文 （仮名に）ちょんちょんを打つ，ちょんちょん，ちょんを打つ，ちょん 
Y429｜語 ちょんちょんを｜通常ア：[ちょんちょんお H0
Y430｜文 （雪が）ちらちらと降る，ちらちら降る，ちらちらと，ちらちら 
Y430｜語 ちらちらと｜通常ア：[ち]らちらと H1
Y431｜文 （火で髪が）ちりちりだ，ちりちりになる，ちりちりの髪，ちりちり 
Y431｜語 ちりちりに｜通常ア：ち[りちりに L0A
Y432｜文 ちりちりとする，ちりちりする，ちりちりと，ちりちり
Y432｜語 ちりちりと｜通常ア：[ち]りちりと H1
Y433｜文 散り散りだ，散り散りになる，散り散りの家族，散り散り
Y433｜語 ちりじりに｜漢字：散り散り｜通常ア：ち[りじりに L0A。強調ア：ち[り]じりに L2
Y434｜文 ちんちんと鳴る，ちんちん鳴る，ちんちんと，ちんちん
Y434｜語 ちんちんと｜通常ア：[ちんちん]と H4。【※擬音語専用形の音調】 
Y435｜文 （股間の）ちんちんを隠す，ちんちん
Y435｜語 ちんちんを｜通常ア：[ち]んちんお H1
Y436｜文 ついつい食べてしまう，ついついだ，つい食べてしまう，ついだ 
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Y436｜語 ついつい｜通常ア：[つ]いつい H1
Y437｜文 つうつうの間柄，つうつう
Y437｜語 つーつーの｜通常ア：つ[ーつーの L0A
Y438｜文 つかつかと歩み寄る，つかつか歩み寄る，つかつかと，つかつか 
Y438｜語 つかつかと｜通常ア：[つ]かつかと H1
Y439｜文 月々の支払，月々，月の，月
Y439｜語 つきずきの｜漢字：月々｜通常ア：[つきず]きの H3, [つき]ずきの H2。強調ア：つ[き]

ずきの L2 
Y440｜文 次々だ，次々に来る，次々の訪問，次々，次の，次
Y440｜語 つぎつぎに｜漢字：次々｜通常ア：[つぎつ]ぎに H3, [つぎ]つぎに H2。強調ア：[つ]

ぎつぎに H1, つ[ぎ]つぎに L2
Y441｜文 つくづくと見る，つくづく見る，つくづくと，つくづく，尽きる 
Y441｜語 つくずくと｜漢字：熟｜通常ア：[つくず]くと H3, [つく]ずくと H2。強調ア：つ[く]

ずくと L2 
Y442｜文 つけつけと言う，つけつけ言う，つけつけと，つけつけ
Y442｜語 つけつけと｜通常ア：[つ]けつけと H1
Y443｜文 辻々を通り抜ける，辻々，辻の，辻
Y443｜語 つじつじを｜漢字：辻々｜通常ア：[つじつ]じお H3, [つじ]つじお H2 
Y444｜文 常々思う，常々だ，常々，常に，常
Y444｜語 つねずね｜漢字：常々｜通常ア：[つねず]ね H3, [つね]ずね H2。強調ア：つ[ね]ずね

L2 
Y445｜文 粒々だ，粒々の汗，豆の粒々を拾う，粒々，粒の，粒
Y445｜語 つぶつぶの｜漢字：粒々｜通常ア：つ[ぶつぶの L0A
Y446｜文 つやつやだ，つやつやになる，つやつやの肌，つやつや
Y446｜語 つやつやに｜漢字：艶々｜通常ア：つ[やつやに L0A
Y447｜文 つやつやとする，つやつやする，つやつやと，つやつや
Y447｜語 つやつやと｜漢字：艶々｜通常ア：[つやつ]やと H3, [つや]つやと H2。強調ア：[つ]

やつやと H1 
Y448｜文 つらつらと考える，つらつら考える，つらつらと，つらつら
Y448｜語 つらつらと｜漢字：熟々｜通常ア：[つらつ]らと H3, [つら]つらと H2。強調ア：[つ]

らつらと H1 
Y449｜文 つらづらとする，つらづらする，つらづらと，つらづら，つらの，つら 
Y449｜語 つらずらと｜漢字：面々。備考：※「面々を」は通常ア：[つらず]らお H3, [つら]ず

らお H2。強調ア：つ[ら]ずらお L2。
Y450｜文 つるつるだ，つるつるになる，つるつるの肌，つるつる
Y450｜語 つるつるに｜通常ア：つ[るつるに L0A
Y451｜文 つるつると滑る，つるつる滑る，つるつると，つるつる
Y451｜語 つるつると｜通常ア：[つ]るつると H1
Y452｜文 つれづれ物思う，つれづれだ，つれづれ
Y452｜語 つれずれ｜漢字：徒然｜通常ア：[つれず]れ H3, [つれ]ずれ H2。強調ア：つ[れ]ずれ

L2 
Y453｜文 つんつんとする，つんつんする，つんつんと，つんつん
Y453｜語 つんつんと｜通常ア：[つ]んつんと H1
Y454｜文 てかてかだ，てかてかになる，てかてかの肌，てかてか
Y454｜語 てかてかに｜通常ア：て[かてかに L0A。備考：てっ[かてっかに L0B△ 
Y455｜文 てかてかとする，てかてかする，てかてかと，てかてか
Y455｜語 てかてかと｜通常ア：[て]かてかと H1
Y456｜文 でかでかと掲げる，でかでか掲げる，でかでかと，でかでか，でかい 
Y456｜語 でかでかと｜通常ア：[でかで]かと H3, [でか]でかと H2。強調ア：[で]かでかと H1, で

[か]でかと L2 
Y457｜文 てくてくと歩く，てくてく歩く，てくてくと，てくてく
Y457｜語 てくてくと｜通常ア：[て]くてくと H1。備考：[てっ]く[てっ]く△ 
Y458｜文 寺々の鐘が鳴る，寺々，寺の，寺
Y458｜語 てらでらの｜漢字：寺々｜通常ア：[てらで]らの H3, [てら]でらの H2。強調ア：て[ら]

でらの L2 
Y459｜文 でれでれとする，でれでれする，でれでれと，でれでれ
Y459｜語 でれでれと｜通常ア：[で]れでれと H1
Y460｜文 転々とする，転々する，転々と，転々
Y460｜語 てんてんと｜漢字：転々｜通常ア：[てんてん]と H4
Y461｜文 （仮名に）点々を打つ，点々，点を打つ，点
Y461｜語 てんてんを｜漢字：点々｜通常ア：[てんてんお H0
Y462｜文 滔々と話す，滔々話す，滔々と，滔々
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Y462｜語 とーとーと｜漢字：滔々｜通常ア：[とーとー]と H4
Y463｜文 堂々とする，堂々する，堂々と，堂々
Y463｜語 どーどーと｜漢字：堂々｜通常ア：[どーどー]と H4
Y464｜文 どおどおと流れる，どおどお流れる，どおどおと，どおどお
Y464｜語 どーどーと｜通常ア：[どーどー]と H4△, [ど]ーどーとH1△
Y465｜文 どかどかとする，どかどかする，どかどかと，どかどか
Y465｜語 どかどかと｜通常ア：[ど]かどかと H1
Y466｜文 その時々の風次第，時々，時の，時
Y466｜語 ときどきの｜漢字：時々｜通常ア：[ときど]きの H3, [とき]どきの H2。強調ア：と[き]

どきの L2 
Y467｜文 時々は行く，時々は 
Y467｜語 ときどきは｜漢字：時々｜通常ア：[ときど]きわ H3, [とき]どきわ H2。強調ア：とき

[ど]きわ L3B 
Y468｜文 時々行く，時々だ，時々
Y468｜語 ときどき｜漢字：時々｜通常ア：[ときど]き H3, [とき]どき H2。強調ア：とき[ど]き

L3B 
Y469｜文 （胸が）どきどきとする，どきどきする，どきどきと，どきどき 
Y469｜語 どきどきと｜通常ア：[ど]きどきと H1。備考：[どっ]き[どっ]き△ 
Y470｜文 （水を）とくとくと注(そそ)ぐ，とくとく注ぐ，とくとくと，とくとく 
Y470｜語 とくとくと｜通常ア：[とくとく]と H4
Y471｜文 （血が）どくどくと流れる，どくどく流れる，どくどくと，どくどく 
Y471｜語 どくどくと｜通常ア：[ど]くどくと H1
Y472｜文 とことこと歩く，とことこ歩く，とことこと，とことこ
Y472｜語 とことこと｜通常ア：[と]ことこと H1
Y473｜文 どこどこに行く，どこどこ，何処に行く，何処
Y473｜語 どこどこに｜漢字：何処何処｜通常ア：[どこど]こに H3, [どこ]どこに H2。強調ア：

ど[こ]どこに L2 
Y474｜文 年々の花見，年々，年の，年
Y474｜語 としどしの｜漢字：年々｜通常ア：[としど]しの H3, [とし]どしの H2。強調ア：と[し]

どしの L2 
Y475｜文 どしどしと言う，どしどし言う，どしどしと，どしどし
Y475｜語 どしどしと｜通常ア：[ど]しどしと H1
Y476｜文 どたどたと歩く，どたどた歩く，どたどたと，どたどた
Y476｜語 どたどたと｜通常ア：[ど]たどたと H1
Y477｜文 訥々と話す，訥々話す，訥々と，訥々
Y477｜語 とつとつと｜漢字：訥々｜通常ア：[とつとつ]と H4
Y478｜文 飛び飛びだ，飛び飛びになる，飛び飛びの庭石，飛び飛び
Y478｜語 とびとびに｜漢字：飛び飛び｜通常ア：と[びとびに L0A
Y479｜文 とぼとぼと歩く，とぼとぼ歩く，とぼとぼと，とぼとぼ
Y479｜語 とぼとぼと｜通常ア：[と]ぼとぼと H1
Y480｜文 親子・共々お世話になる，共々だ，共に歩む，共に
Y480｜語 ともども｜漢字：共々｜通常ア：[ともど]も H3, [とも]ども H2。強調ア：と[も]ども

L2 
Y481｜文 どやどやと入る，どやどや入る，どやどやと，どやどや
Y481｜語 どやどやと｜通常ア：[ど]やどやと H1
Y482｜文 色・とりどりだ，とりどりに咲く，とりどりの花，とりどり，取る 
Y482｜語 とりどりに｜漢字：取り取り｜通常ア：と[りどりに L0A。強調ア：と[り]どりに L2
Y483｜文 どれどれ！どれ！どれどれどれどれ！
Y483｜語 どれどれ｜通常ア：[ど]れどれ H1
Y484｜文 （目が）とろとろだ，とろとろになる，とろとろの目，とろとろ 
Y484｜語 とろとろに｜通常ア：と[ろとろに L0A
Y485｜文 とろとろとする，とろとろする，とろとろと，とろとろ
Y485｜語 とろとろと｜通常ア：[と]ろとろと H1
Y486｜文 どろどろだ，どろどろになる，どろどろの手，どろどろ
Y486｜語 どろどろに｜通常ア：ど[ろどろに L0A
Y487｜文 どろどろとする，どろどろする，どろどろと，どろどろ
Y487｜語 どろどろと｜通常ア：[ど]ろどろと H1
Y488｜文 （収支が）とんとんだ，とんとんになる，とんとんの収支，とんとん 
Y488｜語 とんとんに｜通常ア：と[んとんに L0A
Y489｜文 とんとんと叩く，とんとん叩く，とんとんと，とんとん
Y489｜語 とんとんと｜通常ア：[とんとん]と H4, [と]んとんと H1
Y490｜文 どんどんと進む，どんどん進む，どんどんと，どんどん



付録 23 四モーラ畳語 

- 538 - 

 

Y490｜語 どんどんと｜通常ア：[ど]んどんと H1
Y491｜文 なあなあで済ます，なあなあになる，なあなあの決着，なあなあ 
Y491｜語 なーなーに｜通常ア：な[ーなーに L0A
Y492｜文 内々で片付ける，内々に話す，内々の話，内々
Y492｜語 ないないに｜漢字：内々｜通常ア：[ないないに H0
Y493｜文 萎え萎えだ，萎え萎えになる，萎え萎え
Y493｜語 なえなえに｜漢字：萎え萎え｜通常ア：な[えなえに L0A
Y494｜文 なおなお励(はげ)め，なおなおだ，なおなお，なお良い，なお
Y494｜語 なおなお｜漢字：尚々｜通常ア：な[お]なお L2
Y495｜文 中々良い，中々だ，中々，中だ，中
Y495｜語 なかなか｜漢字：中々｜通常ア：[なかなか H0
Y496｜文 長々と寝そべる，長々お世話になる，長々と，長々，長い
Y496｜語 ながながと｜漢字：長々｜通常ア：[ながな]がと H3, [なが]ながと H2。強調ア：[な]

がながと H1, な[が]ながと L2
Y497｜文 泣き泣き引き返す，泣き泣きだ，泣き泣き
Y497｜語 なきなき｜漢字：泣き泣き｜通常ア：[なきなき H0
Y498｜文 泣く泣く諦める，泣く泣くだ，泣く泣く
Y498｜語 なくなく｜漢字：泣く泣く｜通常ア：[なくなく H0
Y499｜文 謎々が出される，謎々，謎の，謎
Y499｜語 なぞなぞが｜漢字：謎々｜通常ア：[なぞなぞが H0
Y500｜文 なでなでとする，なでなでする，なでなでと，なでなで
Y500｜語 なでなでと｜漢字：撫で撫で｜通常ア：[なで]なでと H2。強調ア：[な]でなでと H1, な

[で]なでと L2 
Y501｜文 何々がどうこうした，何々，何が，何
Y501｜語 なになにが｜漢字：何々｜通常ア：な[に]なにが L2
Y502｜文 なになにとする，なになにする，なになにと，なになに，なにの，なに 
Y502｜語 なになにと｜漢字：何々｜通常ア：な[に]なにと L2
Y503｜文 なまなまとする，なまなまする，なまなまと，なまなま，生の肉 
Y503｜語 なまなまと｜漢字：生々｜通常ア：[なまな]まと H3, [なま]なまと H2。強調ア：[な]

まなまと H1, な[ま]なまと L2
Y504｜文 （酒を）なみなみとつぐ，なみなみつぐ，なみなみと，なみなみ，波が立つ 
Y504｜語 なみなみと｜通常ア：[なみなみ]と H4
Y505｜文 なよなよだ，なよなよになる，なよなよの手足，なよなよ
Y505｜語 なよなよに｜通常ア：な[よなよに L0A
Y506｜文 なよなよとする，なよなよする，なよなよと，なよなよ
Y506｜語 なよなよと｜通常ア：[な]よなよと H1
Y507｜文 にがにがとする，にがにがする，にがにがと，にがにが，にがい 
Y507｜語 にがにがと｜漢字：苦々｜通常ア：[にがに]がと H3, [にが]にがと H2。強調ア：[に]

がにがと H1, に[が]にがと L2
Y508｜文 にぎにぎと騒がしい，にぎにぎ騒がしい，にぎにぎと，にぎにぎ，賑わう 
Y508｜語 にぎにぎと｜漢字：賑々｜通常ア：[にぎに]ぎと H3, [にぎ]にぎと H2。強調ア：[に]

ぎにぎと H1 
Y509｜文 にこにこだ，にこにこになる，にこにこの笑顔，にこにこ
Y509｜語 にこにこに｜通常ア：に[こにこに L0A
Y510｜文 にこにこと笑う，にこにこ笑う，にこにこと，にこにこ
Y510｜語 にこにこと｜通常ア：[に]こにこと H1
Y511｜文 にたにたと笑う，にたにた笑う，にたにたと，にたにた
Y511｜語 にたにたと｜通常ア：[に]たにたと H1
Y512｜文 にちにち(日 )々努力する，にちにちだ，にちにち，にちと，にち
Y512｜語 にちにち｜漢字：日々｜通常ア：[にちにち H0
Y513｜文 にゃあにゃあと鳴く，にゃあにゃあ鳴く，にゃあにゃあと，にゃあにゃあ 
Y513｜語 にゃーにゃーと｜通常ア：[にゃ]ーにゃーと H1
Y514｜文 にやにやと笑う，にやにや笑う，にやにやと，にやにや
Y514｜語 にやにやと｜通常ア：[に]やにやと H1
Y515｜文 ぬくぬくだ，ぬくぬくになる，ぬくぬくの布団，ぬくぬく
Y515｜語 ぬくぬくに｜通常ア：ぬ[くぬくに L0A。備考：※布団でなくご飯について言う。
Y516｜文 ぬくぬくとする，ぬくぬくする，ぬくぬくと，ぬくぬく
Y516｜語 ぬくぬくと｜通常ア：[ぬ]くぬくと H1
Y517｜文 ぬけぬけと言う，ぬけぬけ言う，ぬけぬけと，ぬけぬけ，抜ける 
Y517｜語 ぬけぬけと｜通常ア：[ぬけぬ]けと H3, [ぬけ]ぬけと H2。強調ア：[ぬ]けぬけと H1, ぬ

[け]ぬけと L2△ 
Y518｜文 ぬめぬめと滑る，ぬめぬめ滑る，ぬめぬめと，ぬめぬめ
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Y518｜語 ぬめぬめと｜漢字：滑々｜通常ア：[ぬ]めぬめと H1
Y519｜文 ぬらぬらとする，ぬらぬらする，ぬらぬらと，ぬらぬら
Y519｜語 ぬらぬらと｜漢字：滑々｜通常ア：[ぬ]らぬらと H1
Y520｜文 塗り塗りとする，塗り塗りする，塗り塗りと，塗り塗り
Y520｜語 ぬりぬりと｜漢字：塗り塗り｜通常ア：[ぬり]ぬりと H2。強調ア：[ぬ]りぬりと H1
Y521｜文 ぬるぬるだ，ぬるぬるになる，ぬるぬるの魚，ぬるぬる
Y521｜語 ぬるぬるに｜通常ア：ぬ[るぬるに L0A
Y522｜文 ぬるぬるとする，ぬるぬるする，ぬるぬると，ぬるぬる
Y522｜語 ぬるぬると｜通常ア：[ぬ]るぬると H1
Y523｜文 濡れ濡れだ，濡れ濡れになる，濡れ濡れの服，濡れ濡れ
Y523｜語 ぬれぬれに｜漢字：濡れ濡れ｜通常ア：ぬ[れぬれに L0A
Y524｜文 ねちねちとする，ねちねちする，ねちねちと，ねちねち
Y524｜語 ねちねちと｜通常ア：[ね]ちねちと H1
Y525｜文 ねとねととする，ねとねとする，ねとねとと，ねとねと
Y525｜語 ねとねとと｜通常ア：[ね]とねとと H1
Y526｜文 ねばねばだ，ねばねばの納豆，ねばねば，ねばねばが付く
Y526｜語 ねばねばの｜漢字：粘々｜通常ア：ね[ばねばの L0A
Y527｜文 ねばねばとする，ねばねばする，ねばねばと，ねばねば
Y527｜語 ねばねばと｜漢字：粘々｜通常ア：[ね]ばねばと H1
Y528｜文 練り練りとする，練り練りする，練り練りと，練り練り
Y528｜語 ねりねりと｜漢字：練り練り｜通常ア：[ねり]ねりと H2。強調ア：[ね]りねりと H1, ね

[り]ねりと L2△ 
Y529｜文 年々増加する，歳歳・年年だ，年々
Y529｜語 ねんねん｜漢字：年々｜通常ア：[ねんねん H0
Y530｜文 のうのうと生きる，のうのう生きる，のうのうと，のうのう，のん気な 
Y530｜語 のーのーと｜通常ア：[のーのー]と H4, [のー]のーと H2。強調ア：[の]ーのーと H1
Y531｜文 のこのこと出る，のこのこ出る，のこのこと，のこのこ
Y531｜語 のこのこと｜通常ア：[の]このこと H1
Y532｜文 のしのしと歩く，のしのし歩く，のしのしと，のしのし
Y532｜語 のしのしと｜通常ア：[の]しのしと H1。備考：[のっ]し[のっ]しと△ 
Y533｜文 のそのそと歩く，のそのそ歩く，のそのそと，のそのそ
Y533｜語 のそのそと｜通常ア：[の]そのそと H1。備考：[のっ]そ[のっ]そと△ 
Y534｜文 後々苦労する，後々だ，後々，後の，後
Y534｜語 のちのち｜漢字：後々｜通常ア：[のちのち H0, [のち]のち H2
Y535｜文 延び延びだ，延び延びになる，延び延びの期限，延び延び
Y535｜語 のびのびに｜漢字：延び延び｜通常ア：の[びのびに L0A
Y536｜文 伸び伸びとする，伸び伸びする，伸び伸びと，伸び伸び，伸びる 
Y536｜語 のびのびと｜漢字：伸び伸び｜通常ア：[のびの]びと H3, [のび]のびと H2。強調ア：

[の]びのびとH1 
Y537｜文 よくも・のめのめとやって来れたな，のめのめと，のめのめ，前にのめる 
Y537｜語 のめのめと｜通常ア：[のめの]めと H3, [のめ]のめと H2。強調ア：[の]めのめと H1
Y538｜文 乗り乗りだ，乗り乗りになる，乗り乗りのダンス，乗り乗り
Y538｜語 のりのりに｜漢字：乗り乗り｜通常ア：の[りのりに L0A
Y539｜文 のろのろとする，のろのろする，のろのろと，のろのろ
Y539｜語 のろのろと｜通常ア：[の]ろのろと H1
Y540｜文 這い這いをする，這い這い
Y540｜語 はいはいを｜漢字：這い這い｜通常ア：は[いは]いお L3A
Y541｜文 はいはい！何でしょう？はい！はいはいはいはい！
Y541｜語 はいはい｜通常ア：[は]いはい H1
Y542｜文 ばかばかと食う，ばかばか食う，ばかばかと，ばかばか
Y542｜語 ばかばかと｜通常ア：[ば]かばかと H1
Y543｜文 （馬が）ぱかぱかと走る，ぱかぱか走る，ぱかぱかと，ぱかぱか 
Y543｜語 ぱかぱかと｜通常ア：[ぱ]かぱかと H1。備考：[ぱっ]か[ぱっ]か△ 
Y544｜文 はきはきとする，はきはきする，はきはきと，はきはき
Y544｜語 はきはきと｜通常ア：[は]きはきと H1
Y545｜文 ばきばきと折る，ばきばき折る，ばきばきと，ばきばき
Y545｜語 ばきばきと｜通常ア：[ば]きばきと H1
Y546｜文 ぱきぱきと鳴らす，ぱきぱき鳴らす，ぱきぱきと，ぱきぱき
Y546｜語 ぱきぱきと｜通常ア：[ぱ]きぱきと H1
Y547｜文 ばくばくと食べる，ばくばく食べる，ばくばくと，ばくばく
Y547｜語 ばくばくと｜通常ア：[ば]くばくと H1
Y548｜文 （歯が抜けて）ぱくぱくになる，ぱくぱくの口，ぱくぱく
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Y548｜語 ぱくぱくに｜通常ア：ぱ[くぱくに L0A
Y549｜文 ぱくぱくと食べる，ぱくぱく食べる，ぱくぱくと，ぱくぱく
Y549｜語 ぱくぱくと｜通常ア：[ぱ]くぱくと H1
Y550｜文 （髪が）ばさばさだ，ばさばさになる，ばさばさの髪，ばさばさ 
Y550｜語 ばさばさに｜通常ア：ば[さばさに L0A
Y551｜文 ばさばさとする，ばさばさする，ばさばさと，ばさばさ
Y551｜語 ばさばさと｜通常ア：[ば]さばさと H1。備考：[ばっ]さ[ばっ]さと△（※雑木をたく

さん伐採するときなど）
Y552｜文 ぱさぱさだ，ぱさぱさになる，ぱさぱさのご飯，ぱさぱさ
Y552｜語 ぱさぱさに｜通常ア：ぱ[さぱさに L0A
Y553｜文 ぱさぱさとする，ぱさぱさする，ぱさぱさと，ぱさぱさ
Y553｜語 ぱさぱさと｜通常ア：[ぱ]さぱさと H1
Y554｜文 言葉の端々に込める，端々，端の，端
Y554｜語 はしばしに｜漢字：端々｜通常ア：[はしば]しに H3, [はし]ばしに H2 
Y555｜文 はたはたが獲れる，はたはた
Y555｜語 はたはたが｜漢字：鰰｜通常ア：は[たはたが L0A
Y556｜文 はたはたと翻(ひるがえ)る，はたはた翻る，はたはたと，はたはた 
Y556｜語 はたはたと｜通常ア：[は]たはたと H1
Y557｜文 ばたばたとする，ばたばたする，ばたばたと，ばたばた
Y557｜語 ばたばたと｜通常ア：[ば]たばたと H1
Y558｜文 ぱたぱたとする，ぱたぱたする，ぱたぱたと，ぱたぱた
Y558｜語 ぱたぱたと｜通常ア：[ぱ]たぱたと H1
Y559｜文 ばちばちと燃える，ばちばち燃える，ばちばちと，ばちばち
Y559｜語 ばちばちと｜通常ア：[ば]ちばちと H1
Y560｜文 ぱちぱちと叩く，ぱちぱち叩く，ぱちぱちと，ぱちぱち
Y560｜語 ぱちぱちと｜通常ア：[ぱ]ちぱちと H1
Y561｜文 早々と帰る，早々帰る，早々と，早々，早い
Y561｜語 はやばやと｜漢字：早々｜通常ア：[はやば]やと H3, [はや]ばやと H2。強調ア：は[や]

ばやと L2 
Y562｜文 はらはらとする，はらはらする，はらはらと，はらはら
Y562｜語 はらはらと｜通常ア：[は]らはらと H1
Y563｜文 ばらばらだ，ばらばらになる，ばらばらのトランプ，ばらばら
Y563｜語 ばらばらに｜通常ア：ば[らばらに L0A
Y564｜文 ばらばらと落ちる，ばらばら落ちる，ばらばらと，ばらばら
Y564｜語 ばらばらと｜通常ア：[ば]らばらと H1
Y565｜文 ぱらぱらだ，ぱらぱらになる，ぱらぱらの雨，ぱらぱら
Y565｜語 ぱらぱらに｜通常ア：ぱ[らぱらに L0A
Y566｜文 ぱらぱらと降る，ぱらぱら降る，ぱらぱらと，ぱらぱら
Y566｜語 ぱらぱらと｜通常ア：[ぱ]らぱらと H1
Y567｜文 ばりばりだ，ばりばりになる，ばりばりの現役，ばりばり
Y567｜語 ばりばりに｜通常ア：ば[りばりに L0A
Y568｜文 ばりばりと鳴る，ばりばり鳴る，ばりばりと，ばりばり
Y568｜語 ばりばりと｜通常ア：[ばりばり]と H4, [ば]りばりと H1
Y569｜文 ぱりぱりだ，ぱりぱりになる，ぱりぱりの服，ぱりぱり
Y569｜語 ぱりぱりに｜通常ア：ぱ[りぱりに L0A
Y570｜文 ぱりぱりとする，ぱりぱりする，ぱりぱりと，ぱりぱり
Y570｜語 ぱりぱりと｜通常ア：[ぱ]りぱりと H1
Y571｜文 遥々と来る，遥々来る，遥々と，遥々，遥かな
Y571｜語 はるばると｜漢字：遥々｜通常ア：[はるば]ると H3, [はる]ばると H2。強調ア：は[る]

ばると L2△ 
Y572｜文 晴々とする，晴々する，晴々と，晴々，晴れる
Y572｜語 はればれと｜漢字：晴々｜通常ア：[はれば]れと H3, [はれ]ばれと H2。強調ア：は[れ]

ばれと L2△ 
Y573｜文 ばればれだ，ばればれになる，ばればれの嘘，ばればれ
Y573｜語 ばればれに｜通常ア：ば[ればれに L0A
Y574｜文 半々だ，半々にする，半々の支払い，半だ，半
Y574｜語 はんはんに｜漢字：半々｜通常ア：は[んは]んに L3A
Y575｜文 ばんばんと撃つ，ばんばん撃つ，ばんばんと，ばんばん
Y575｜語 ばんばんと｜通常ア：[ばんばん]と H4, [ばんばん]と H1
Y576｜文 ぱんぱんと鳴らす，ぱんぱん鳴らす，ぱんぱんと，ぱんぱん
Y576｜語 ぱんぱんと｜通常ア：[ぱんぱん]と H4, [ぱ]んぱんと H1
Y577｜文 ひいひいと言う，ひいひい言う，ひいひいと，ひいひい
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Y577｜語 ひーひーと｜通常ア：[ひ]ーひーと H1
Y578｜文 （警報が）びいびいと鳴る，びいびい鳴る，びいびいと，びいびい 
Y578｜語 びーびーと｜通常ア：[びーびー]と H4, [び]ーびーと H1
Y579｜文 ぴいぴいと泣く，ぴいぴい泣く，ぴいぴいと，ぴいぴい
Y579｜語 ぴーぴーと｜通常ア：[ぴ]ーぴーと H1
Y580｜文 ひいびいとする，ひいびいする，ひいびいと，ひいびい，ひの，ひ 
Y580｜語 ひーびーと｜漢字：日々
Y581｜文 冷え冷えとする，冷え冷えする，冷え冷えと，ひえびえ，冷える 
Y581｜語 ひえびえと｜漢字：冷え冷え｜通常ア：[ひえび]えと H3, [ひえ]びえと H2。強調ア：

ひ[え]びえと L2 
Y582｜文 ぴかぴかだ，ぴかぴかになる，ぴかぴかの車，ぴかぴか
Y582｜語 ぴかぴかに｜通常ア：ぴ[かぴかに L0A。備考：ぴっ[かぴっかに L0B△ 
Y583｜文 ぴかぴかと光る，ぴかぴか光る，ぴかぴかと，ぴかぴか
Y583｜語 ぴかぴかと｜通常ア：[ぴ]かぴかと H1
Y584｜文 ひくひくとする，ひくひくする，ひくひくと，ひくひく
Y584｜語 ひくひくと｜通常ア：[ひ]くひくと H1
Y585｜文 びくびくとする，びくびくする，びくびくと，びくびく
Y585｜語 びくびくと｜通常ア：[び]くびくと H1。備考：びくび[くっ]と△ 
Y586｜文 ぴくぴくとする，ぴくぴくする，ぴくぴくと，ぴくぴく
Y586｜語 ぴくぴくと｜通常ア：[ぴ]くぴくと H1
Y587｜文 久々だ，久々に会う，久々の再開，久々，久しい
Y587｜語 ひさびさに｜漢字：久々｜通常ア：[ひさびさに H0
Y588｜文 ひしひしと感じる，ひしひし感じる，ひしひしと，ひしひし
Y588｜語 ひしひしと｜漢字：犇々｜通常ア：[ひしひ]しと H3, [ひし]ひしと H2。強調ア：[ひ]

しひしと H1 
Y589｜文 びしびしと叱る，びしびし叱る，びしびしと，びしびし
Y589｜語 びしびしと｜通常ア：[び]しびしと H1
Y590｜文 ぴしぴしと叱る，ぴしぴし叱る，ぴしぴしと，ぴしぴし
Y590｜語 ぴしぴしと｜通常ア：[ぴ]しぴしと H1
Y591｜文 びしょびしょだ，びしょびしょになる，びしょびしょの服，びしょびしょ 
Y591｜語 びしょびしょに｜通常ア：び[しょびしょに L0A
Y592｜文 びしょびしょとする，びしょびしょする，びしょびしょと，びしょびしょ 
Y592｜語 びしょびしょと｜通常ア：[び]しょびしょと H1
Y593｜文 ひそひそと話す，ひそひそ話す，ひそひそと，ひそひそ
Y593｜語 ひそひそと｜通常ア：[ひ]そひそと H1
Y594｜文 ひたひただ，ひたひたになる，ひたひたの風呂，ひたひた
Y594｜語 ひたひたに｜通常ア：ひ[たひたに L0A
Y595｜文 （水が）ひたひたと寄せる，ひたひた寄せる，ひたひたと，ひたひた 
Y595｜語 ひたひたと｜通常ア：[ひ]たひたと H1
Y596｜文 （頬を）ぴたぴたと叩く，ぴたぴた叩く，ぴたぴたと，ぴたぴた 
Y596｜語 ぴたぴたと｜通常ア：[ぴ]たぴたと H1
Y597｜文 ぴちぴちだ，ぴちぴちになる，ぴちぴちの魚，ぴちぴち
Y597｜語 ぴちぴちに｜通常ア：ぴ[ちぴちに L0A
Y598｜文 ぴちぴちとする，ぴちぴちする，ぴちぴちと，ぴちぴち
Y598｜語 ぴちぴちと｜通常ア：[ぴ]ちぴちと H1
Y599｜文 びちゃびちゃだ，びちゃびちゃになる，びちゃびちゃの服，びちゃびちゃ 
Y599｜語 びちゃびちゃに｜通常ア：び[ちゃびちゃに L0A
Y600｜文 びちゃびちゃとする，びちゃびちゃする，びちゃびちゃと，びちゃびちゃ 
Y600｜語 びちゃびちゃと｜通常ア：[び]ちゃびちゃと H1
Y601｜文 ぴちゃぴちゃとする，ぴちゃぴちゃする，ぴちゃぴちゃと，ぴちゃぴちゃ 
Y601｜語 ぴちゃぴちゃと｜通常ア：[ぴ]ちゃぴちゃと H1
Y602｜文 びちょびちょだ，びちょびちょになる，びちょびちょの服，びちょびちょ 
Y602｜語 びちょびちょに｜通常ア：び[ちょびちょに L0A
Y603｜文 人々が集まる，人々，人の，人
Y603｜語 ひとびとが｜漢字：人々｜通常ア：[ひと]びとが H2
Y604｜文 日に日に大きくなる，日に日にだ，日に日に
Y604｜語 ひにひに｜漢字：日に日に｜通常ア：[ひ]にひに H1
Y605｜文 仕事のひまひまに遊ぶ，ひまひま，暇だ，暇
Y605｜語 ひまひまに｜漢字：隙々｜通常ア：[ひまひまに H0, [ひま]ひまに H2 
Y606｜文 冷や冷やだ，冷や冷やになる，冷や冷やの勝利，冷や冷や
Y606｜語 ひやひやの｜漢字：冷や冷や｜通常ア：ひ[やひやの L0A
Y607｜文 冷や冷やとする，冷や冷やする，冷や冷やと，冷や冷や
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Y607｜語 ひやひやと｜漢字：冷や冷や｜通常ア：[ひやひ]やと H3, [ひや]ひやと H2。強調ア：
[ひ]やひやとH1 

Y608｜文 （風が）ひゅうひゅうと吹く，ひゅうひゅう吹く，ひゅうひゅうと，ひゅうひゅう
Y608｜語 ひゅーひゅーと｜通常ア：[ひゅ]ーひゅーと H1
Y609｜文 （風が）びゅうびゅうと吹く，びゅうびゅう吹く，びゅうびゅうと，びゅうびゅう
Y609｜語 びゅーびゅーと｜通常ア：[びゅ]ーびゅーと H1
Y610｜文 （風が）ぴゅうぴゅうと吹く，ぴゅうぴゅう吹く，ぴゅうぴゅうと，ぴゅうぴゅう
Y610｜語 ぴゅーぴゅーと｜通常ア：[ぴゅ]ーぴゅーと H1
Y611｜文 飄々とする，飄々する，飄々と，飄々
Y611｜語 ひょーひょーと｜漢字：飄々｜通常ア：[ひょーひょー]と H4
Y612｜文 ひょこひょこと歩く，ひょこひょこ歩く，ひょこひょこと，ひょこひょこ 
Y612｜語 ひょこひょこと｜通常ア：[ひょ]こひょこと H1。備考：[ひょっ]こ[ひょっ]こ△ 
Y613｜文 ぴょこぴょこと歩く，ぴょこぴょこ歩く，ぴょこぴょこと，ぴょこぴょこ 
Y613｜語 ぴょこぴょこと｜通常ア：[ぴょ]こぴょこと H1。備考：[ぴょっ]こ[ぴょっ]こ△ 
Y614｜文 ぴよぴよと鳴く，ぴよぴよ鳴く，ぴよぴよと，ぴよぴよ
Y614｜語 ぴよぴよと｜通常ア：[ぴ]よぴよと H1
Y615｜文 ひょろひょろだ，ひょろひょろになる，ひょろひょろの腕，ひょろひょろ 
Y615｜語 ひょろひょろに｜通常ア：ひょ[ろひょろに L0A
Y616｜文 ひょろひょろとする，ひょろひょろする，ひょろひょろと，ひょろひょろ 
Y616｜語 ひょろひょろと｜通常ア：[ひょ]ろひょろと H1
Y617｜文 ぴょんぴょんと飛ぶ，ぴょんぴょん飛ぶ，ぴょんぴょんと，ぴょんぴょん 
Y617｜語 ぴょんぴょんと｜通常ア：[ぴょ]んぴょんと H1
Y618｜文 ひらひらだ，ひらひらのハンカチ，ひらひら，ひらひらを振る
Y618｜語 ひらひらの｜通常ア：ひ[らひらの L0A
Y619｜文 ひらひらとさせる，ひらひらさせる，ひらひらと，ひらひら
Y619｜語 ひらひらと｜通常ア：[ひ]らひらと H1
Y620｜文 びらびらだ，びらびらになる，びらびらの派手な服，びらびら
Y620｜語 びらびらに｜通常ア：び[らびらに L0A
Y621｜文 びらびらとする，びらびらする，びらびらと，びらびら
Y621｜語 びらびらと｜通常ア：[び]らびらと H1
Y622｜文 ぴらぴらだ，ぴらぴらになる，ぴらぴらのハンカチ，ぴらぴら
Y622｜語 ぴらぴらの｜通常ア：ぴ[らぴらの L0A
Y623｜文 ぴらぴらとする，ぴらぴらする，ぴらぴらと，ぴらぴら
Y623｜語 ぴらぴらと｜通常ア：[ぴ]らぴらと H1
Y624｜文 ひりひりと痛む，ひりひり痛む，ひりひりと，ひりひり
Y624｜語 ひりひりと｜通常ア：[ひ]りひりと H1
Y625｜文 びりびりとする，びりびりする，びりびりと，びりびり
Y625｜語 びりびりと｜通常ア：[び]りびりと H1
Y626｜文 ぴりぴりとする，ぴりぴりする，ぴりぴりと，ぴりぴり
Y626｜語 ぴりぴりと｜通常ア：[ぴ]りぴりと H1
Y627｜文 広々とする，広々する，広々と，広々，広い
Y627｜語 ひろびろと｜漢字：広々｜通常ア：[ひろび]ろと H3, [ひろ]びろと H2。強調ア：ひ[ろ]

びろと L2 
Y628｜文 びんびんだ，びんびんになる，びんびんの魚，びんびん
Y628｜語 びんびんに｜通常ア：び[んびんに L0A
Y629｜文 ぴんぴんとする，ぴんぴんする，ぴんぴんと，ぴんぴん
Y629｜語 ぴんぴんと｜通常ア：[ぴんぴん]と H4, [ぴ]んぴんと H1
Y630｜文 （息を）ふうふうと吹く，ふうふう吹く，ふうふうと，ふうふう 
Y630｜語 ふーふーと｜通常ア：[ふーふー]と H4, [ふ]ーふーと H1
Y631｜文 ぶうぶうと怒る，ぶうぶう怒る，ぶうぶうと，ぶうぶう
Y631｜語 ぶーぶーと｜通常ア：[ぶ]ーぶーと H1
Y632｜文 （息を）ぷうぷうと吹く，ぷうぷう吹く，ぷうぷうと，ぷうぷう 
Y632｜語 ぷーぷーと｜通常ア：[ぷーぷー]と H4, [ぷ]ーぷーと H1
Y633｜文 ふかふかだ，ふかふかになる，ふかふかの布団，ふかふか
Y633｜語 ふかふかに｜通常ア：ふ[かふかに L0A
Y634｜文 ふかふかとする，ふかふかする，ふかふかと，ふかふか
Y634｜語 ふかふかと｜通常ア：[ふ]かふかと H1
Y635｜文 （頭を）深々と下げる，深々下げる，深々と，深々，深い
Y635｜語 ふかぶかと｜漢字：深々｜通常ア：[ふかぶ]かと H3, [ふか]ぶかと H2。強調ア：ふ[か]

ぶかと L2 
Y636｜文 ぶかぶかだ，ぶかぶかになる，ぶかぶかの服，ぶかぶか
Y636｜語 ぶかぶかに｜通常ア：ぶ[かぶかに L0A
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Y637｜文 ぶかぶかとする，ぶかぶかする，ぶかぶかと，ぶかぶか
Y637｜語 ぶかぶかと｜通常ア：[ぶ]かぶかと H1
Y638｜文 ぷかぷかと浮く，ぷかぷか浮く，ぷかぷかと，ぷかぷか
Y638｜語 ぷかぷかと｜通常ア：[ぷ]かぷかと H1。備考：[ぷっ]か[ぷっ]か△ 
Y639｜文 ぶくぶくと沈む，ぶくぶく沈む，ぶくぶくと，ぶくぶく
Y639｜語 ぶくぶくと｜通常ア：[ぶくぶく]と H4, [ぶ]くぶくと H1
Y640｜文 ぷくぷくと太る，ぷくぷく太る，ぷくぷくと，ぷくぷく
Y640｜語 ぷくぷくと｜通常ア：[ぷ]くぷくと H1
Y641｜文 ふさふさだ，ふさふさになる，ふさふさの髪，ふさふさ
Y641｜語 ふさふさに｜漢字：房々｜通常ア：ふ[さふさに L0A
Y642｜文 ふさふさとする，ふさふさする，ふさふさと，ふさふさ
Y642｜語 ふさふさと｜漢字：房々｜通常ア：[ふさふ]さと H3, [ふさ]ふさと H2。強調ア：[ふ]

さふさと H1 
Y643｜文 体の節々が痛む，節々，節が，節
Y643｜語 ふしぶしが｜漢字：節々｜通常ア：[ふしぶ]しが H3, [ふし]ぶしが H2。強調ア：ふ[し]

ぶしが L2 
Y644｜文 ぶちぶちと千切(ちぎ)る，ぶちぶち千切る，ぶちぶちと，ぶちぶち 
Y644｜語 ぶちぶちと｜通常ア：[ぶ]ちぶちと H1
Y645｜文 ぷちぷちと潰す，ぷちぷち潰す，ぷちぷちと，ぷちぷち
Y645｜語 ぷちぷちと｜通常ア：[ぷ]ちぷちと H1。備考：[ぷっ]ち[ぷっ]ちと△ 
Y646｜文 沸々と煮る，沸々煮る，沸々と，沸々
Y646｜語 ふつふつと｜漢字：沸々｜通常ア：[ふ]つふつと H1
Y647｜文 ぶつぶつだ，ぶつぶつの蕁麻疹，ぶつぶつ，ぶつぶつが出た
Y647｜語 ぶつぶつの｜通常ア：ぶ[つぶつの L0A
Y648｜文 ぶつぶつと言う，ぶつぶつ言う，ぶつぶつと，ぶつぶつ
Y648｜語 ぶつぶつと｜通常ア：[ぶ]つぶつと H1
Y649｜文 ふにゃふにゃだ，ふにゃふにゃになる，ふにゃふにゃの縄，ふにゃふにゃ 
Y649｜語 ふにゃふにゃに｜通常ア：ふ[にゃふにゃに L0A
Y650｜文 ふにゃふにゃとする，ふにゃふにゃする，ふにゃふにゃと，ふにゃふにゃ 
Y650｜語 ふにゃふにゃと｜通常ア：[ふ]にゃふにゃと H1
Y651｜文 ふよふよだ，ふよふよになる，ふよふよのボール，ふよふよ
Y651｜語 ふよふよに 
Y652｜文 ふよふよと柔かい，ふよふよ柔かい，ふよふよと，ふよふよ
Y652｜語 ふよふよと 
Y653｜文 ぶよぶよだ，ぶよぶよになる，ぶよぶよのボール，ぶよぶよ
Y653｜語 ぶよぶよに｜通常ア：ぶ[よぶよに L0A
Y654｜文 ぶよぶよとする，ぶよぶよする，ぶよぶよと，ぶよぶよ
Y654｜語 ぶよぶよと｜通常ア：[ぶ]よぶよと H1
Y655｜文 ぷよぷよだ，ぷよぷよになる，ぷよぷよのボール，ぷよぷよ
Y655｜語 ぷよぷよに｜通常ア：ぷ[よぷよに L0A
Y656｜文 ぷよぷよと柔かい，ぷよぷよ柔かい，ぷよぷよと，ぷよぷよ
Y656｜語 ぷよぷよと｜通常ア：[ぷ]よぷよと H1
Y657｜文 ふらふらだ，ふらふらになる，ふらふらの悪酔い，ふらふら
Y657｜語 ふらふらに｜通常ア：ふ[らふらに L0A
Y658｜文 ふらふらとする，ふらふらする，ふらふらと，ふらふら
Y658｜語 ふらふらと｜通常ア：[ふ]らふらと H1
Y659｜文 ぶらぶらとする，ぶらぶらする，ぶらぶらと，ぶらぶら
Y659｜語 ぶらぶらと｜通常ア：[ぶ]らぶらと H1
Y660｜文 （腰を）振り振りとさせる，振り振りさせる，振り振りと，振り振り 
Y660｜語 ふりふりと｜漢字：振り振り｜通常ア：[ふり]ふりと H2。強調ア：[ふ]りふりと H1
Y661｜文 ぶりぶりと怒る，ぶりぶり怒る，ぶりぶりと，ぶりぶり
Y661｜語 ぶりぶりと｜通常ア：[ぶ]りぶりと H1
Y662｜文 ぷりぷりとする，ぷりぷりする，ぷりぷりと，ぷりぷり
Y662｜語 ぷりぷりと｜通常ア：[ぷ]りぷりと H1
Y663｜文 ぶるぶるだ，ぶるぶるになる，ぶるぶるの寒さ，ぶるぶる
Y663｜語 ぶるぶるに｜通常ア：ぶ[るぶるに L0A
Y664｜文 ぶるぶると震える，ぶるぶる震える，ぶるぶると，ぶるぶる
Y664｜語 ぶるぶると｜通常ア：[ぶ]るぶると H1
Y665｜文 ぷるぷると震える，ぷるぷる震える，ぷるぷると，ぷるぷる
Y665｜語 ぷるぷると｜通常ア：[ぷ]るぷると H1
Y666｜文 ふわふわだ，ふわふわになる，ふわふわの布団，ふわふわ
Y666｜語 ふわふわに｜通常ア：ふ[わふわに L0A
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Y667｜文 ふわふわとする，ふわふわする，ふわふわと，ふわふわ
Y667｜語 ふわふわと｜通常ア：[ふ]わふわと H1
Y668｜文 ぶんぶんとうなる，ぶんぶんうなる，ぶんぶんと，ぶんぶん
Y668｜語 ぶんぶんと｜通常ア：[ぶ]んぶんと H1
Y669｜文 ぷんぷんだ，ぷんぷんになる，ぷんぷんの怒り，ぷんぷん
Y669｜語 ぷんぷんに｜通常ア：ぷ[んぷんに L0A
Y670｜文 ぷんぷんとする，ぷんぷんする，ぷんぷんと，ぷんぷん
Y670｜語 ぷんぷんと｜通常ア：[ぷ]んぷんと H1
Y671｜文 新入りのぺいぺいに教える，ぺいぺい
Y671｜語 ぺいぺいに｜通常ア：ぺ[いぺいに L0A
Y672｜文 べきべきと折れる，べきべき折れる，べきべきと，べきべき
Y672｜語 べきべきと｜通常ア：[べ]きべきと H1
Y673｜文 （腹が）ぺこぺこだ，ぺこぺこになる，ぺこぺこの腹，ぺこぺこ 
Y673｜語 ぺこぺこに｜通常ア：ぺ[こぺこに L0A
Y674｜文 ぺこぺことする，ぺこぺこする，ぺこぺこと，ぺこぺこ
Y674｜語 ぺこぺこと｜通常ア：[ぺ]こぺこと H1
Y675｜文 へたへたと座る，へたへた座る，へたへたと，へたへた
Y675｜語 へたへたと｜通常ア：[へ]たへたと H1
Y676｜文 べたべただ，べたべたになる，べたべたの手，べたべた
Y676｜語 べたべたに｜通常ア：べ[たべたに L0A
Y677｜文 べたべたとする，べたべたする，べたべたと，べたべた
Y677｜語 べたべたと｜通常ア：[べ]たべたと H1
Y678｜文 ぺたぺたと触る，ぺたぺた触る，ぺたぺたと，ぺたぺた
Y678｜語 ぺたぺたと｜通常ア：[ぺ]たぺたと H1。備考：[ぺっ]た[ぺっ]た(と)△ 
Y679｜文 べちゃべちゃだ，べちゃべちゃになる，べちゃべちゃの手，べちゃべちゃ 
Y679｜語 べちゃべちゃに｜通常ア：べ[ちゃべちゃに L0A
Y680｜文 ぺちゃぺちゃと喋る，ぺちゃぺちゃ喋る，ぺちゃぺちゃと，ぺちゃぺちゃ 
Y680｜語 ぺちゃぺちゃと｜通常ア：[ぺ]ちゃぺちゃと H1
Y681｜文 別々だ，別々になる，別々の生活，別々，別の，別
Y681｜語 べつべつに｜漢字：別々｜通常ア：[べつべつに H0
Y682｜文 へとへとだ，へとへとになる，へとへとの選手，へとへと
Y682｜語 へとへとに｜通常ア：へ[とへとに L0A
Y683｜文 べとべとだ，べとべとになる，べとべとの手，べとべと
Y683｜語 べとべとに｜通常ア：べ[とべとに L0A
Y684｜文 べとべととする，べとべとする，べとべとと，べとべと
Y684｜語 べとべとと｜通常ア：[べ]とべとと H1
Y685｜文 へなへなだ，へなへなになる，へなへなの板，へなへな
Y685｜語 へなへなに｜通常ア：へ[なへなに L0A
Y686｜文 へなへなとする，へなへなする，へなへなと，へなへな
Y686｜語 へなへなと｜通常ア：[へ]なへなと H1
Y687｜文 へらへらと笑う，へらへら笑う，へらへらと，へらへら
Y687｜語 へらへらと｜通常ア：[へ]らへらと H1
Y688｜文 べらべらだ，べらべらになる，べらべらの英語，べらべら
Y688｜語 べらべらに｜通常ア：べ[らべらに L0A
Y689｜文 べらべらと喋る，べらべら喋る，べらべらと，べらべら
Y689｜語 べらべらと｜通常ア：[べ]らべらと H1
Y690｜文 ぺらぺらだ，ぺらぺらになる，ぺらぺらの冊子，ぺらぺら
Y690｜語 ぺらぺらに｜通常ア：ぺ[らぺらに L0A
Y691｜文 ぺらぺらと喋る，ぺらぺら喋る，ぺらぺらと，ぺらぺら
Y691｜語 ぺらぺらと｜通常ア：[ぺ]らぺらと H1
Y692｜文 へろへろだ，へろへろになる，へろへろの選手，へろへろ
Y692｜語 へろへろに｜通常ア：へ[ろへろに L0A
Y693｜文 べろべろだ，べろべろになる，べろべろの悪酔い，べろべろ
Y693｜語 べろべろに｜通常ア：べ[ろべろに L0A
Y694｜文 べろべろと舐める，べろべろ舐める，べろべろと，べろべろ
Y694｜語 べろべろと｜通常ア：[べ]ろべろと H1
Y695｜文 ぺろぺろだ，ぺろぺろになる，ぺろぺろの冊子，ぺろぺろ
Y695｜語 ぺろぺろに｜通常ア：ぺ[ろぺろに L0A
Y696｜文 ぺろぺろと舐める，ぺろぺろ舐める，ぺろぺろと，ぺろぺろ
Y696｜語 ぺろぺろと｜通常ア：[ぺ]ろぺろと H1
Y697｜文 （三味線を）ぺんぺんと鳴らす，ぺんぺん鳴らす，ぺんぺんと，ぺんぺん 
Y697｜語 ぺんぺんと｜通常ア：[ぺんぺん]と H4, [ぺ]んぺんと H1
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Y698｜文 ほいほいと引き受ける，ほいほい引き受ける，ほいほいと，ほいほい 
Y698｜語 ほいほいと｜通常ア：[ほ]いほいと H1
Y699｜文 ぽいぽいと捨てる，ぽいぽい捨てる，ぽいぽいと，ぽいぽい
Y699｜語 ぽいぽいと｜通常ア：[ぽ]いぽいと H1
Y700｜文 方々を捜す，方々，方の，方
Y700｜語 ほーぼーを｜漢字：方々｜通常ア：ほ[ーぼ]ーお L3A。強調ア：ほ[ー]ぼーお L2 
Y701｜文 ぼうぼうと茂る，ぼうぼう茂る，ぼうぼうと，ぼうぼう
Y701｜語 ぼーぼーと｜漢字：茫々｜通常ア：[ぼーぼー]と H4
Y702｜文 ぼうぼうと燃える，ぼうぼう燃える，ぼうぼうと，ぼうぼう
Y702｜語 ぼーぼーと｜通常ア：[ぼ]ーぼーと H1
Y703｜文 ほかほかだ，ほかほかになる，ほかほかの弁当，ほかほか
Y703｜語 ほかほかに｜通常ア：ほ[かほかに L0A。備考：ほっ[かほっかに L0B△ 
Y704｜文 ぽかぽかだ，ぽかぽかになる，ぽかぽかの日射し，ぽかぽか
Y704｜語 ぽかぽかに｜通常ア：ぽ[かぽかに L0A
Y705｜文 ぽかぽかとする，ぽかぽかする，ぽかぽかと，ぽかぽか
Y705｜語 ぽかぽかと｜通常ア：[ぽ]かぽかと H1
Y706｜文 ぼきぼきと折れる，ぼきぼき折れる，ぼきぼきと，ぼきぼき
Y706｜語 ぼきぼきと｜通常ア：[ぼ]きぼきと H1
Y707｜文 ぽきぽきと折る，ぽきぽき折る，ぽきぽきと，ぽきぽき
Y707｜語 ぽきぽきと｜通常ア：[ぽ]きぽきと H1
Y708｜文 ほくほくだ，ほくほくになる，ほくほくの笑顔，ほくほく
Y708｜語 ほくほくに｜通常ア：ほ[くほくに L0A
Y709｜文 ほくほくとする，ほくほくする，ほくほくと，ほくほく
Y709｜語 ほくほくと｜通常ア：[ほくほ]くと H3, [ほく]ほくと H2。強調ア：[ほ]くほくと H1
Y710｜文 ぽくぽくと叩く，ぽくぽく叩く，ぽくぽくと，ぽくぽく
Y710｜語 ぽくぽくと｜通常ア：[ぽ]くぽくと H1
Y711｜文 ぼこぼこだ，ぼこぼこになる，ぼこぼこの空き缶，ぼこぼこ
Y711｜語 ぼこぼこに｜通常ア：ぼ[こぼこに L0A
Y712｜文 ぼこぼこと叩く，ぼこぼこ叩く，ぼこぼこと，ぼこぼこ
Y712｜語 ぼこぼこと｜通常ア：[ぼ]こぼこと H1
Y713｜文 ぽこぽこと叩く，ぽこぽこ叩く，ぽこぽこと，ぽこぽこ
Y713｜語 ぽこぽこと｜通常ア：[ぽ]こぽこと H1
Y714｜文 ぼさぼさだ，ぼさぼさになる，ぼさぼさの髪，ぼさぼさ
Y714｜語 ぼさぼさに｜通常ア：ぼ[さぼさに L0A
Y715｜文 ぼさぼさとする，ぼさぼさする，ぼさぼさと，ぼさぼさ
Y715｜語 ぼさぼさと｜通常ア：[ぼ]さぼさと H1
Y716｜文 細々と暮らす，細々暮らす，細々と，細々，細い
Y716｜語 ほそぼそと｜漢字：細々｜通常ア：[ほそぼ]そと H3, [ほそ]ぼそと H2。強調ア：ほ[そ]

ぼそと L2 
Y717｜文 （ご飯が）ぼそぼそだ，ぼそぼそになる，ぼそぼそのご飯，ぼそぼそ 
Y717｜語 ぼそぼそに｜通常ア：ぼ[そぼそに L0A
Y718｜文 ぼそぼそと話す，ぼそぼそ話す，ぼそぼそと，ぼそぼそ
Y718｜語 ぼそぼそと｜通常ア：[ぼ]そぼそと H1
Y719｜文 （米が）ぽそぽそとする，ぽそぽそする，ぽそぽそと，ぽそぽそ 
Y719｜語 ぽそぽそと｜通常ア：[ぽ]そぽそと H1
Y720｜文 ぼたぼたと垂れる，ぼたぼた垂れる，ぼたぼたと，ぼたぼた
Y720｜語 ぼたぼたと｜通常ア：[ぼ]たぼたと H1
Y721｜文 ぽたぽたと垂れる，ぽたぽた垂れる，ぽたぽたと，ぽたぽた
Y721｜語 ぽたぽたと｜通常ア：[ぽ]たぽたと H1
Y722｜文 ぼちぼちとやってくる，ぼちぼちやってくる，ぼちぼちと，ぼちぼち 
Y722｜語 ぼちぼちと｜通常ア：[ぼ]ちぼちと H1
Y723｜文 ぼちゃぼちゃと泳ぐ，ぼちゃぼちゃ泳ぐ，ぼちゃぼちゃと，ぼちゃぼちゃ 
Y723｜語 ぼちゃぼちゃと｜通常ア：[ぼ]ちゃぼちゃと H1
Y724｜文 ぽちゃぽちゃとする，ぽちゃぽちゃする，ぽちゃぽちゃと，ぽちゃぽちゃ 
Y724｜語 ぽちゃぽちゃと｜通常ア：[ぽ]ちゃぽちゃ H1
Y725｜文 顔にぼつぼつがある，ぼつぼつ
Y725｜語 ぼつぼつが｜通常ア：ぼ[つぼつが L0A
Y726｜文 ぼつぼつと出掛ける，ぼつぼつ出掛ける，ぼつぼつと，ぼつぼつ 
Y726｜語 ぼつぼつと｜通常ア：[ぼ]つぼつと H1
Y727｜文 ぽつぽつと降る，ぽつぽつ降る，ぽつぽつと，ぽつぽつ
Y727｜語 ぽつぽつと｜通常ア：[ぽ]つぽつと H1
Y728｜文 ほとほと疲れ果てた，ほとほとだ，ほとほと



付録 23 四モーラ畳語 

- 546 - 

 

Y728｜語 ほとほと｜漢字：殆と｜通常ア：[ほとほ]と H3, [ほと]ほと H2。強調ア：[ほ]とほと
H1, ほ[と]ほと L2△ 

Y729｜文 程々にする，程々の運動，程々，程が，程
Y729｜語 ほどほどに｜漢字：程々｜通常ア：[ほどほどに H0, ほ[どほどに L0A。強調ア：ほ[ど]

ほどに L2 
Y730｜文 ぼとぼとと落ちる，ぼとぼと落ちる，ぼとぼとと，ぼとぼと
Y730｜語 ぼとぼとと｜通常ア：[ぼ]とぼとと H1
Y731｜文 ぽとぽとと落ちる，ぽとぽと落ちる，ぽとぽとと，ぽとぽと
Y731｜語 ぽとぽとと｜通常ア：[ぽ]とぽとと H1
Y732｜文 仄々とする，仄々する，仄々と，仄々，仄かな
Y732｜語 ほのぼのと｜漢字：仄々｜通常ア：[ほのぼ]のと H3, [ほの]ぼのと H2。強調ア：ほ[の]

ぼのと L2 
Y733｜文 ほやほやだ，ほやほやになる，ほやほやの弁当，ほやほや
Y733｜語 ほやほやに｜通常ア：ほ[やほやに L0A
Y734｜文 ほやほやとする，ほやほやする，ほやほやと，ほやほや
Y734｜語 ほやほやと 
Y735｜文 ぼやぼやとする，ぼやぼやする，ぼやぼやと，ぼやぼや
Y735｜語 ぼやぼやと｜通常ア：[ぼやぼ]やと H3, [ぼや]ぼやと H2。強調ア：[ぼ]やぼやと H1, ぼ

[や]ぼやと L2△ 
Y736｜文 ぼりぼりと掻く，ぼりぼり掻く，ぼりぼりと，ぼりぼり
Y736｜語 ぼりぼりと｜通常ア：[ぼ]りぼりと H1
Y737｜文 ぽりぽりと噛む，ぽりぽり噛む，ぽりぽりと，ぽりぽり
Y737｜語 ぽりぽりと｜通常ア：[ぽ]りぽりと H1
Y738｜文 惚れ惚れとする，惚れ惚れする，惚れ惚れと，ほれぼれ，惚れる 
Y738｜語 ほれぼれと｜漢字：惚れ惚れ｜通常ア：[ほれぼ]れと H3, [ほれ]ぼれと H2。強調ア：

ほ[れ]ぼれと L2△ 
Y739｜文 ほろほろと泣く，ほろほろ泣く，ほろほろと，ほろほろ
Y739｜語 ほろほろと｜通常ア：[ほ]ろほろと H1
Y740｜文 ぼろぼろだ，ぼろぼろになる，ぼろぼろの服，ぼろぼろ
Y740｜語 ぼろぼろに｜通常ア：ぼ[ろぼろに L0A
Y741｜文 ぼろぼろと零(こぼ)れる，ぼろぼろ零れる，ぼろぼろと，ぼろぼろ 
Y741｜語 ぼろぼろと｜通常ア：[ぼ]ろぼろと H1
Y742｜文 ぽろぽろと落ちる，ぽろぽろ落ちる，ぽろぽろと，ぽろぽろ
Y742｜語 ぽろぽろと｜通常ア：[ぽ]ろぽろと H1
Y743｜文 （若旦那＝）ぼんぼんが来た，ぼんぼん，ぼんが，ぼん
Y743｜語 ぼんぼんが｜漢字：坊々｜通常ア：ぼ[んぼ]んが L3A
Y744｜文 （お腹＝）ぽんぽんが痛い，ぽんぽん
Y744｜語 ぽんぽんが｜通常ア：ぽ[んぽ]んが L3A
Y745｜文 ぽんぽんと言う，ぽんぽん言う，ぽんぽんと，ぽんぽん
Y745｜語 ぽんぽんと｜通常ア：[ぽ]んぽんと H1
Y746｜文 まあまあだ，まあまあの出来，まあまあ
Y746｜語 まーまーの｜通常ア：[まーま]ーの H3, [まー]まーの H2, ま[ーま]ーの L3A。強調ア：

[ま]ーまーのH1 
Y747｜文 まあまあ良い方だ，まあ良い
Y747｜語 まーまー｜通常ア：[ま]ー[ま]ーH1.H1
Y748｜文 まあまあ！そうでしたか！まあ！まあまあまあまあ！
Y748｜語 まーまー｜通常ア：[ま]ーまーH1
Y749｜文 まいまいを見付ける，まいまい
Y749｜語 まいまいを｜漢字：蝸牛｜通常ア：ま[いま]いお L3A
Y750｜文 前々から知っている，前々，前の，前
Y750｜語 まえまえから｜漢字：前々｜通常ア：[まえま]えから H3, [まえ]まえから H2 
Y751｜文 まごまごとする，まごまごする，まごまごと，まごまご
Y751｜語 まごまごと｜通常ア：[まごま]ごと H3, [まご]まごと H2。強調ア：[ま]ごまごと H1
Y752｜文 まざまざと見せ付ける，まざまざ見せ付ける，まざまざと，まざまざ，まさしく 
Y752｜語 まざまざと｜通常ア：[まざま]ざと H3, [まざ]まざと H2。強調ア：[ま]ざまざと H1, ま

[ざ]まざと L2△ 
Y753｜文 まじまじと見る，まじまじ見る，まじまじと，まじまじ，まじろぐ 
Y753｜語 まじまじと｜通常ア：[まじま]じと H3, [まじ]まじと H2。強調ア：[ま]じまじと H1, ま

[じ]まじと L2△ 
Y754｜文 益々張り切る，益々だ，益々
Y754｜語 ますます｜漢字：益々｜通常ア：[ますま]す H3, [ます]ます H2
Y755｜文 先ず先ずだ，先ず先ずの出来栄え，先ず先ず，先ず大丈夫
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Y755｜語 まずまずの｜漢字：先ず先ず｜通常ア：[ま]ず[ま]ずのH1.H1
Y756｜文 混ぜ混ぜとする，混ぜ混ぜする，混ぜ混ぜと，混ぜ混ぜ
Y756｜語 まぜまぜと｜漢字：混ぜ混ぜ｜通常ア：[まぜま]ぜと H3, [まぜ]まぜと H2。強調ア：

[ま]ぜまぜとH1, ま[ぜ]まぜと L2△
Y757｜文 またまた出番だ，またまただ，またまた，また出番だ，まただ，また 
Y757｜語 またまた｜漢字：又々｜通常ア：[またま]た H3, [また]また H2。強調ア：[ま]たまた

H1 
Y758｜文 まだまだ大丈夫，まだまだだ，まだまだ，まだ大丈夫，まだだ，まだ 
Y758｜語 まだまだ｜漢字：未だ未だ｜通常ア：ま[だ]まだ L2
Y759｜文 町々に活気が戻る，町々，町の，町
Y759｜語 まちまちに｜漢字：町々｜通常ア：[まち]まちに H2
Y760｜文 人によってまちまちだ，まちまちになる，まちまちの答え，まちまち 
Y760｜語 まちまちに｜漢字：区々｜通常ア：ま[ち]まちに L2
Y761｜文 波のまにまに漂う，まにまにだ，まにまに
Y761｜語 まにまに｜漢字：随意に｜通常ア：[まにまに H0
Y762｜文 丸々と太る，丸々太る，丸々と，丸々，丸い
Y762｜語 まるまると｜漢字：丸々｜通常ア：[まるま]ると H3, [まる]まると H2。強調ア：[ま]

るまると H1, ま[る]まると L2△
Y763｜文 自信・満々だ，自信・満々になる，自信・満々の顔，自信・満  々
Y763｜語 まんまんに｜漢字：満々｜通常ア：[まんまんに H0
Y764｜文 見え見えだ，見え見えになる，見え見えの嘘，見え見え
Y764｜語 みえみえに｜漢字：見え見え｜通常ア：み[えみえに L0A
Y765｜文 みしみしと鳴る，みしみし鳴る，みしみしと，みしみし
Y765｜語 みしみしと｜通常ア：[みしみし]と H4, [み]しみしと H1。備考：み[しっ]み[しっ]と△
Y766｜文 みすみす逃がす，みすみすだ，みすみす
Y766｜語 みすみす｜漢字：見す見す｜通常ア：[みすみす H0
Y767｜文 道々話をする，道々だ，道々，道の，道
Y767｜語 みちみち｜漢字：道々｜通常ア：[みちみち H0
Y768｜文 皆々には御苦労だった，皆々，皆の，皆
Y768｜語 みなみなには｜漢字：皆々｜通常ア：[みな]みなには H2
Y769｜文 （伝統が）脈々と伝わる，脈々伝わる，脈々と，脈々
Y769｜語 みゃくみゃくと｜漢字：脈々｜通常ア：[みゃくみゃく]と H4
Y770｜文 見る見るうちに，見る見ると，見る見る，見る
Y770｜語 みるみると｜漢字：見る見る｜通常ア：み[る]みると L2
Y771｜文 （蝉＝）みんみんが鳴く，みんみん
Y771｜語 みんみんが｜通常ア：み[んみんが L0A
Y772｜文 （蝉が）みんみんと鳴く，みんみん鳴く，みんみんと，みんみん 
Y772｜語 みんみんと｜通常ア：[みんみん]と H4。備考：[みー]ん[みー]んと△ 
Y773｜文 （胸が）むかむかとする，むかむかする，むかむかと，むかむか 
Y773｜語 むかむかと｜通常ア：[む]かむかと H1
Y774｜文 好みには向き向きがある，向き向き，向きがある，向き
Y774｜語 むきむきが｜漢字：向き向き｜通常ア：[むきむ]きが H3, [むき]むきが H2。強調ア：

む[き]むきが L2 
Y775｜文 剥き剥きとする，剥き剥きする，剥き剥きと，剥き剥き
Y775｜語 むきむきと｜漢字：剥き剥き｜通常ア：[むき]むきと H2。強調ア：[む]きむきと H1, む

[き]むきと L2△ 
Y776｜文 むくむくと起きる，むくむく起きる，むくむくと，むくむく
Y776｜語 むくむくと｜通常ア：[む]くむくと H1。備考：[むっ]く[むっ]くと△ 
Y777｜文 むざむざと負けない，むざむざ負けない，むざむざと，むざむざ 
Y777｜語 むざむざと｜通常ア：[むざむ]ざと H3, [むざ]むざと H2。強調ア：[む]ざむざと H1, む

[ざ]むざと L2 
Y778｜文 蒸し蒸しとする，蒸し蒸しする，蒸し蒸しと，蒸し蒸し
Y778｜語 むしむしと｜漢字：蒸し蒸し｜通常ア：[む]しむしと H1
Y779｜文 むしゃむしゃだ，むしゃむしゃになる，むしゃむしゃの髪，むしゃむしゃ 
Y779｜語 むしゃむしゃに｜通常ア：む[しゃむしゃに L0A
Y780｜文 むしゃむしゃと食う，むしゃむしゃ食う，むしゃむしゃと，むしゃむしゃ 
Y780｜語 むしゃむしゃと｜通常ア：[む]しゃむしゃと H1
Y781｜文 むずむずとする，むずむずする，むずむずと，むずむず
Y781｜語 むずむずと｜通常ア：[む]ずむずと H1。備考：[むん]ず[むん]ずと△ 
Y782｜文 むちむちだ，むちむちになる，むちむちの筋肉，むちむち
Y782｜語 むちむちに｜通常ア：む[ちむちに L0A
Y783｜文 むちむちとする，むちむちする，むちむちと，むちむち
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Y783｜語 むちむちと｜通常ア：[む]ちむちと H1
Y784｜文 むにゃむにゃと言う，むにゃむにゃ言う，むにゃむにゃと，むにゃむにゃ 
Y784｜語 むにゃむにゃと｜通常ア：[む]にゃむにゃと H1
Y785｜文 村々に活気が戻る，村々，村の，村
Y785｜語 むらむらに｜漢字：村々｜通常ア：[むら]むらに H2。強調ア：む[ら]むらに L2△ 
Y786｜文 むらむらとする，むらむらする，むらむらと，むらむら
Y786｜語 むらむらと｜通常ア：[む]らむらと H1
Y787｜文 蒸れ蒸れだ，蒸れ蒸れになる，蒸れ蒸れの部屋，蒸れ蒸れ
Y787｜語 むれむれに｜漢字：蒸れ蒸れ｜通常ア：む[れむれに L0A
Y788｜文 むんむんとする，むんむんする，むんむんと，むんむん
Y788｜語 むんむんと｜通常ア：[む]んむんと H1
Y789｜文 銘々(めいめい)で用意する，銘々，銘が，銘
Y789｜語 めいめいで｜漢字：銘々｜通常ア：め[い]めいで L2
Y790｜文 めえめえと鳴く，めえめえ鳴く，めえめえと，めえめえ
Y790｜語 めーめーと｜通常ア：[め]ーめーと H1
Y791｜文 めきめきと上達する，めきめき上達する，めきめきと，めきめき 
Y791｜語 めきめきと｜通常ア：[め]きめきと H1
Y792｜文 めそめそとする，めそめそする，めそめそと，めそめそ
Y792｜語 めそめそと｜通常ア：[め]そめそと H1
Y793｜文 めちゃめちゃだ，めちゃめちゃになる，めちゃめちゃの順番，めちゃめちゃ 
Y793｜語 めちゃめちゃに｜漢字：滅茶滅茶｜通常ア：め[ちゃめちゃに L0A 
Y794｜文 めらめらと燃える，めらめら燃える，めらめらと，めらめら
Y794｜語 めらめらと｜通常ア：[め]らめらと H1
Y795｜文 めりめりと壊れる，めりめり壊れる，めりめりと，めりめり
Y795｜語 めりめりと｜通常ア：[め]りめりと H1
Y796｜文 めろめろだ，めろめろになる，めろめろの恋愛，めろめろ
Y796｜語 めろめろに｜通常ア：め[ろめろに L0A
Y797｜文 委員会の面々に挨拶する，面々，面の，面
Y797｜語 めんめんに｜漢字：面々｜通常ア：[めんめんに H0
Y798｜文 綿々と受け継がれる，綿々受け継がれる，綿々と，綿々
Y798｜語 めんめんと｜漢字：綿々｜通常ア：[めんめん]と H4
Y799｜文 （煙が立って）濛々とする，濛々する，濛々と，濛々
Y799｜語 もーもーと｜漢字：濛々｜通常ア：[もーもー]と H4
Y800｜文 もおもおと鳴く，もおもお鳴く，もおもおと，もおもお
Y800｜語 もーもーと｜通常ア：[も]ーもーと H1
Y801｜文 黙々と働く，黙々働く，黙々と，黙々
Y801｜語 もくもくと｜漢字：黙々｜通常ア：[もくもく]と H4
Y802｜文 （煙が）もくもくと出る，もくもく出る，もくもくと，もくもく 
Y802｜語 もくもくと｜通常ア：[も]くもくと H1
Y803｜文 （口を）もぐもぐとする，もぐもぐする，もぐもぐと，もぐもぐ 
Y803｜語 もぐもぐと｜通常ア：[も]ぐもぐと H1。備考：[もん]ぐ[もん]ぐと△ 
Y804｜文 もこもことする，もこもこする，もこもこと，もこもこ
Y804｜語 もこもこと｜通常ア：[も]こもこと H1
Y805｜文 もごもごとする，もごもごする，もごもごと，もごもご
Y805｜語 もごもごと｜通常ア：[も]ごもごと H1
Y806｜文 もしもし！もしもしもしもし！もし！
Y806｜語 もしもし｜通常ア：[も]しもし H1
Y807｜文 もじもじとする，もじもじする，もじもじと，もじもじ
Y807｜語 もじもじと｜通常ア：[も]じもじと H1
Y808｜文 （頭が）もじゃもじゃだ，もじゃもじゃになる，もじゃもじゃの頭，もじゃもじゃ
Y808｜語 もじゃもじゃに｜通常ア：も[じゃもじゃに L0A
Y809｜文 （頭が）もじゃもじゃとする，もじゃもじゃする，もじゃもじゃと，もじゃもじゃ
Y809｜語 もじゃもじゃと｜通常ア：[も]じゃもじゃと H1
Y810｜文 もそもそと起き出す，もそもそ起き出す，もそもそと，もそもそ 
Y810｜語 もそもそと｜通常ア：[も]そもそと H1。備考：[もっ]そ[もっ]そと△ 
Y811｜文 もぞもぞと動く，もぞもぞ動く，もぞもぞと，もぞもぞ
Y811｜語 もぞもぞと｜通常ア：[も]ぞもぞと H1
Y812｜文 もたもたとする，もたもたする，もたもたと，もたもた
Y812｜語 もたもたと｜通常ア：[も]たもたと H1。備考：[もっ]た[もっ]たと△ 
Y813｜文 （このお菓子は）もちもちだ，もちもちになる，もちもちのお菓子，もちもち 
Y813｜語 もちもちに｜通常ア：も[ちもちに L0A。備考：もっ[ちもっちに L0B△ 
Y814｜文 （異性に）もてもてだ，もてもてになる，もてもての男，もてもて 
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Y814｜語 もてもてに｜通常ア：も[てもてに L0A
Y815｜文 駄目で元々の話だ，元々，元の，元
Y815｜語 もともとの｜漢字：元々｜通常ア：[もとも]との H3, [もと]もとの H2。強調ア：も[と]

もとの L2 
Y816｜文 元々彼のものだった，元々だ，元々
Y816｜語 もともと｜漢字：元々｜通常ア：[もとも]と H3, [もと]もと H2。強調ア：も[と]もと

L2 
Y817｜文 揉み揉みとする，揉み揉みする，揉み揉みと，揉み揉み
Y817｜語 もみもみと｜漢字：揉み揉み｜通常ア：[もみ]もみと H2。強調ア：[も]みもみと H1
Y818｜文 もやもやだ，もやもやになる，もやもやの霧，もやもや，もやもやが出る 
Y818｜語 もやもやに｜通常ア：も[やもやに L0A
Y819｜文 もやもやとする，もやもやする，もやもやと，もやもや
Y819｜語 もやもやと｜通常ア：[も]やもやと H1
Y820｜文 もりもりと食う，もりもり食う，もりもりと，もりもり
Y820｜語 もりもりと｜通常ア：[も]りもりと H1
Y821｜文 諸々の国々，諸々，諸の，諸
Y821｜語 もろもろの｜漢字：諸々｜通常ア：も[ろもろの L0A。強調ア：も[ろ]もろの L2 
Y822｜文 悶々とする，悶々する，悶々と，悶々
Y822｜語 もんもんと｜漢字：悶々｜通常ア：[もんもん]と H4
Y823｜文 やいやいと言われる，やいやい言われる，やいやいと，やいやい 
Y823｜語 やいやいと｜通常ア：[や]いやいと H1
Y824｜文 易々と明け渡す，易々明け渡す，易々と，易々，やすい
Y824｜語 やすやすと｜漢字：易々｜通常ア：[やすや]すと H3, [やす]やすと H2。強調ア：[や]

すやすと H1, や[す]やすと L2
Y825｜文 アルプスの山々が見える，山々，山の，山
Y825｜語 やまやまが｜漢字：山々｜通常ア：[やまや]まが H3, [やま]やまが H2 
Y826｜文 欲しいのは山々だが，山々だ，山々
Y826｜語 やまやまだ｜漢字：山々｜通常ア：や[まやま]だ L4A。強調ア：や[ま]やまだ L2 
Y827｜文 やれやれ！やれやれやれやれ！
Y827｜語 やれやれ｜通常ア：[や]れやれ H1
Y828｜文 やわやわとする，やわやわする，やわやわと，やわやわ，やわらかい 
Y828｜語 やわやわと｜漢字：柔々｜通常ア：[や]わやわと H1
Y829｜文 悠々とする，悠々する，悠々と，悠々
Y829｜語 ゆーゆーと｜漢字：悠々｜通常ア：[ゆーゆー]と H4, [ゆーゆ]ーと H3, [ゆー]ゆーと

H2。強調ア：ゆ[ー]ゆーと L2△
Y830｜文 ゆくゆくは大統領だ，ゆくゆくだ，ゆくゆく
Y830｜語 ゆくゆくは｜漢字：行く行く｜通常ア：[ゆくゆくわ H0
Y831｜文 ゆさゆさと揺する，ゆさゆさ揺する，ゆさゆさと，ゆさゆさ
Y831｜語 ゆさゆさと｜通常ア：[ゆ]さゆさと H1
Y832｜文 ゆめゆめ忘れるな，ゆめゆめだ，ゆめゆめ
Y832｜語 ゆめゆめ｜漢字：努々｜通常ア：[ゆめ]ゆめ H2。強調ア：[ゆ]めゆめ H1 
Y833｜文 ゆらゆらと揺れる，ゆらゆら揺れる，ゆらゆらと，ゆらゆら
Y833｜語 ゆらゆらと｜通常ア：[ゆら]ゆらと H2。強調ア：[ゆ]らゆらと H1 
Y834｜文 ゆるゆるだ，ゆるゆるになる，ゆるゆるのズボン，ゆるゆる
Y834｜語 ゆるゆるに｜漢字：緩々｜通常ア：ゆ[るゆるに L0A
Y835｜文 列がゆるゆると進む，ゆるゆる進む，ゆるゆると，ゆるゆる，緩い 
Y835｜語 ゆるゆると｜漢字：緩々｜通常ア：[ゆるゆ]ると H3, [ゆる]ゆると H2。強調ア：[ゆ]

るゆると H1, ゆ[る]ゆると L2△
Y836｜文 前途・洋洋だ，意気・揚々だ，洋々，揚々
Y836｜語 よーよーだ｜漢字：洋 /々揚々｜通常ア：[よーよー]だ H4
Y837｜文 よくよく考える，よくよくだ，よくよく，よく考える，よくだ，よく 
Y837｜語 よくよく｜漢字：善く善く｜通常ア：[よくよ]く H3, [よく]よく H2。強調ア：[よ]く

よく H1, よ[く]よく L2△。備考：[よっ]く[よっ]く△
Y838｜文 よたよただ，よたよたになる，よたよたの選手，よたよた
Y838｜語 よたよたに｜通常ア：よ[たよたに L0A
Y839｜文 よたよたと歩く，よたよた歩く，よたよたと，よたよた
Y839｜語 よたよたと｜通常ア：[よ]たよたと H1
Y840｜文 よちよちと歩く，よちよち歩く，よちよちと，よちよち
Y840｜語 よちよちと｜通常ア：[よ]ちよちと H1
Y841｜文 夜な夜な声が聞こえる，夜な夜なだ，夜な夜な
Y841｜語 よなよな｜漢字：夜な夜な｜通常ア：よ[な]よな L2
Y842｜文 よぼよぼだ，よぼよぼになる，よぼよぼの老人，よぼよぼ
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Y842｜語 よぼよぼに｜通常ア：よ[ぼよぼに L0A
Y843｜文 よぼよぼとする，よぼよぼする，よぼよぼと，よぼよぼ
Y843｜語 よぼよぼと｜通常ア：[よぼよ]ぼと H3, [よぼ]よぼと H2。強調ア：[よ]ぼよぼと H1, よ

[ぼ]よぼと L2△ 
Y844｜文 （服が）よれよれだ，よれよれになる，よれよれの服，よれよれ 
Y844｜語 よれよれに｜通常ア：よ[れよれに L0A
Y845｜文 よろよろだ，よろよろになる，よろよろの選手，よろよろ
Y845｜語 よろよろに｜通常ア：よ[ろよろに L0A
Y846｜文 よろよろとする，よろよろする，よろよろと，よろよろ
Y846｜語 よろよろと｜通常ア：[よ]ろよろと H1
Y847｜文 よわよわとする，よわよわする，よわよわと，よわよわ，よわい 
Y847｜語 よわよわと｜漢字：弱々｜通常ア：[よわよ]わと H3, [よわ]よわと H2。強調ア：[よ]

わよわと H1, よ[わ]よわと L2△
Y848｜文 楽々とこなす，楽々こなす，楽々と，楽々
Y848｜語 らくらくと｜漢字：楽々｜通常ア：[らくらく]と H4, [らくら]くと H3, [らく]らくと

H2 
Y849｜文 ラブラブだ，ラブラブになる，ラブラブの夫婦，ラブラブ
Y849｜語 らぶらぶに｜通常ア：ら[ぶらぶに L0A
Y850｜文 爛々と輝く，爛々輝く，爛々と，爛々
Y850｜語 らんらんと｜漢字：爛々｜通常ア：[らんらん]と H4
Y851｜文 筋骨・隆々とする，筋骨・隆々する，隆々と，隆々
Y851｜語 りゅーりゅーと｜漢字：隆々｜通常ア：[りゅーりゅー]と H4
Y852｜文 勇気・凛々とする，勇気・凛々する，凛々と，凛々
Y852｜語 りんりんと｜漢字：凛々｜通常ア：[りんりん]と H4
Y853｜文 りんりんと鳴る，りんりん鳴る，りんりんと，りんりん
Y853｜語 りんりんと｜通常ア：[りんりん]と H4, [り]んりんと H1
Y854｜文 累々と積み上がる，累々積み上がる，累々と，累々
Y854｜語 るいるいと｜漢字：累々｜通常ア：[るいるい]と H4
Y855｜文 るんるんと良い気分，るんるん良い気分，るんるんと，るんるん 
Y855｜語 るんるんと｜通常ア：[るんるん]と H4
Y856｜文 歴々が居並ぶ，歴々，歴が，歴
Y856｜語 れきれきが｜漢字：歴々｜通常ア：[れきれきが H0
Y857｜文 地位に恋々とする，恋々する，恋々と，恋々
Y857｜語 れんれんと｜漢字：恋々｜通常ア：[れんれん]と H4
Y858｜文 朗々と歌い上げる，朗々歌い上げる，朗々と，朗々
Y858｜語 ろーろーと｜漢字：朗々｜通常ア：[ろーろー]と H4
Y859｜文 碌々と顔も見せない，碌々だ，碌々，碌に顔も見せない
Y859｜語 ろくろくと｜漢字：碌々｜通常ア：[ろくろく]と H4
Y860｜文 わあわあと泣く，わあわあ泣く，わあわあと，わあわあ
Y860｜語 わーわーと｜通常ア：[わ]ーわーと H1
Y861｜文 わいわいと騒ぐ，わいわい騒ぐ，わいわいと，わいわい
Y861｜語 わいわいと｜通常ア：[わ]いわいと H1
Y862｜文 胸がわくわくとする，わくわくする，わくわくと，わくわく
Y862｜語 わくわくと｜通常ア：[わ]くわくと H1。備考：[わっ]く[わっ]く△ 
Y863｜文 わざわざすいません，わざわざだ，わざわざ，わざとやる，わざと 
Y863｜語 わざわざ｜漢字：態々｜通常ア：[わざ]わざ H2。強調ア：[わ]ざわざ H1 
Y864｜文 わなわなと震える，わなわな震える，わなわなと，わなわな
Y864｜語 わなわなと｜通常ア：[わ]なわなと H1
Y865｜文 我々は戦う，我々，我の，我
Y865｜語 われわれは｜漢字：我々｜通常ア：わ[れ]われわ L2
Y866｜文 （犬＝）わんわんを飼う，わんわん
Y866｜語 わんわんを｜通常ア：わ[んわ]んお L3A
Y867｜文 犬がわんわんと吠える，わんわん吠える，わんわんと，わんわん 
Y867｜語 わんわんと｜通常ア：[わ]んわんと H1
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付録24 名詞変化 

資料15．名詞変化 
意味 類 番 言い切り。 ア 
血 1 NI0001 [チ。 H0 
戸 1 NI0002 [ト。 H0 
巣 4 NI0003 [ス。 H0 
名 2 NI0004 [ナ。 H0 
葉 2 NI0005 [ハ。 H0 
歯 5 NI0006 [ハ。 H0 
手 3 NI0007 テ。 × 
手ー 3 NI0008 テ[ー。 L0 
目 3 NI0009 メ。 × 
目ー 3 NI0010 メ[ー。 L0 
庭 1a NI0011 [ニワ。 H0 
水 1a NI0012 [ミズ。 H0 
上 1b NI0013 [ウエ。 H0 
溝 1b NI0014 [ミゾ。 H0 
胡麻 6 NI0015 [ゴマ。 H0 
晩 - NI0016 [バン。 H0 
山 3 NI0017 [ヤ]マ。 H1 
犬 3 NI0018 [イ]ヌ。 H1 
石 2 NI0019 [イ]シ。 H1 
虹 2 NI0020 [ニ]ジ。 H1 
歌 2 NI0021 [ウ]タ。 H1 
針 4 NI0022 ハ[リ。 L0 
船 4 NI0023 フ[ネ。 L0 
勘 - NI0024 カ[ン。 L0 
雨 5 NI0025 ア[メ。 L0 
窓 5 NI0026 マ[ド。 L0 
小鳥 1a NI0027 [コトリ。 H0 
所 1b NI0028 [トコロ。 H0 
力 3 NI0029 [チ]カラ。 H1 
命 5a NI0030 [イ]ノチ。 H1 
朝日 5b NI0031 [ア]サヒ。 H1 
頭 4 NI0032 [アタ]マ。 H2 
娘 2 NI0033 [ムス]メ。 H2 
椿 7a NI0034 ツ[バ]キ。 L2 
薬 7b NI0035 ク[ス]リ。 L2 
雀 6 NI0036 ス[ズメ。, スズ[メ。 L0AB 
兎 6 NI0037 ウ[サギ。, ウサ[ギ。 L0AB 
意味 類 番 ～が ア 
血 1 NI0038 [チが H0 
戸 1 NI0039 [トが H0 
巣 4 NI0040 [スが H0 
名 2 NI0041 [ナ]が H1 
葉 2 NI0042 [ハ]が H1 
歯 5 NI0043 [ハ]が H1 
手 3 NI0044 テ[が L0 
手ー 3 NI0045 テーが × 
目 3 NI0046 メ[が L0 
目ー 3 NI0047 メーが × 
庭 1a NI0048 [ニワが H0 
水 1a NI0049 [ミズが H0 
上 1b NI0050 [ウエが H0 
溝 1b NI0051 [ミゾが H0 
胡麻 6 NI0052 [ゴマが H0 
晩 - NI0053 [バンが H0 
山 3 NI0054 [ヤ]マが H1 
犬 3 NI0055 [イ]ヌが H1 
石 2 NI0056 [イ]シが H1 
虹 2 NI0057 [ニ]ジが H1 
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歌 2 NI0058 [ウ]タが H1 
針 4 NI0059 ハ[リが, ハリ[が L0AB 
船 4 NI0060 フ[ネが, フネ[が L0AB 
勘 - NI0061 カ[ンが, カン[が L0AB 
雨 5 NI0062 ア[メ]が L2 
窓 5 NI0063 マ[ド]が L2 
小鳥 1a NI0064 [コトリが H0 
所 1b NI0065 [トコロが H0 
力 3 NI0066 [チ]カラが H1 
命 5a NI0067 [イ]ノチが H1 
朝日 5b NI0068 [ア]サヒが H1 
頭 4 NI0069 [アタ]マが H2 
娘 2 NI0070 [ムス]メが H2 
椿 7a NI0071 ツ[バ]キが L2 
薬 7b NI0072 ク[ス]リが L2 
雀 6 NI0073 ス[ズメが, スズ[メが L0AB 
兎 6 NI0074 ウ[サギが, ウサ[ギが L0AB 
意味 類 番 ～のこと ア 
血 1 NI0075 [チのこ]と H3 
戸 1 NI0076 [トのこ]と H3 
巣 4 NI0077 [スのこ]と H3 
名 2 NI0078 [ナ]のこと H1 
葉 2 NI0079 [ハ]のこと H1 
歯 5 NI0080 [ハ]のこと H1 
手 3 NI0081 テ[のこ]と, テの[こ]と L3AB 
手ー 3 NI0082 テーのこと × 
目 3 NI0083 メ[のこ]と, メの[こ]と L3AB 
目ー 3 NI0084 メーのこと × 
庭 1a NI0085 [ニワのこ]と H4 
水 1a NI0086 [ミズのこ]と H4 
上 1b NI0087 [ウエのこ]と H4 
溝 1b NI0088 [ミゾのこ]と H4 
胡麻 6 NI0089 [ゴマのこ]と H4 
晩 - NI0090 [バンのこ]と H4 
山 3 NI0091 [ヤ]マの.[こ]と, [ヤ]マの.こと, [ヤマの.こ]と H1.(H)1, H4 
犬 3 NI0092 [イ]ヌの.[こ]と, [イ]ヌの.こと, [イヌの.こ]と H1.(H)1, H4 
石 2 NI0093 [イ]シの.[こ]と, [イ]シの.こと, [イシの.こ]と H1.(H)1, H4 
虹 2 NI0094 [ニ]ジの.[こ]と, [ニ]ジの.こと, [ニジの.こ]と H1.(H)1, H4 
歌 2 NI0095 [ウ]タの.[こ]と, [ウ]タの.こと, [ウタの.こ]と H1.(H)1, H4 
針 4 NI0096 ハ[リのこ]と L4A 
船 4 NI0097 フ[ネのこ]と L4A 
勘 - NI0098 カ[ンのこ]と L4A 
雨 5 NI0099 ア[メ]の.[こ]と, ア[メ]の.こと L2.(H)1 
窓 5 NI0100 マ[ド]の.[こ]と, マ[ド]の.こと L2.(H)1 
小鳥 1a NI0101 [コトリのこ]と H5 
所 1b NI0102 [トコロのこ]と H5 
力 3 NI0103 [チ]カラの.[こ]と, [チ]カラの.こと, [チカラの.こ]と H1.(H)1, H5 
命 5a NI0104 [イ]ノチの.[こ]と, [イ]ノチの.こと, [イノチの.こ]と H1.(H)1, H5 
朝日 5b NI0105 [ア]サヒの.[こ]と, [ア]サヒの.こと, [アサヒの.こ]と H1.(H)1, H5 
頭 4 NI0106 [アタ]マの.[こ]と, [アタ]マの.こと, [アタマの.こ]と H2.(H)1, H5 
娘 2 NI0107 [ムス]メの.[こ]と, [ムス]メの.こと, [ムスメの.こ]と H2.(H)1, H5 
椿 7a NI0108 ツ[バ]キの.[こ]と L2.H1 
薬 7b NI0109 ク[ス]リの.[こ]と L2.H1 
雀 6 NI0110 ス[ズメのこ]と, スズ[メのこ]と L5AB 
兎 6 NI0111 ウ[サギのこ]と, ウサ[ギのこ]と L5AB 
意味 類 番 ～のは（形式体言；標準語） ア 
血 1 NI0112 [チの]わ H2 
戸 1 NI0113 [トの]わ H2 
巣 4 NI0114 [スの]わ H2 
名 2 NI0115 [ナ]のわ H1 
葉 2 NI0116 [ハ]のわ H1 
歯 5 NI0117 [ハ]のわ H1 
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手 3 NI0118 テ[の]わ L2 
手ー 3 NI0119 テーのわ × 
目 3 NI0120 メ[の]わ L2 
目ー 3 NI0121 メーのわ × 
庭 1a NI0122 [ニワの]わ, [ニワ]のわ H3, H2 
水 1a NI0123 [ミズの]わ, [ミズ]のわ H3, H2 
上 1b NI0124 [ウエの]わ, [ウエ]のわ H3, H2 
溝 1b NI0125 [ミゾの]わ, [ミゾ]のわ H3, H2 
胡麻 6 NI0126 [ゴマの]わ, [ゴマ]のわ H3, H2 
晩 - NI0127 [バンの]わ, [バン]のわ H3, H2 
山 3 NI0128 [ヤ]マのわ H1 
犬 3 NI0129 [イ]ヌのわ H1 
石 2 NI0130 [イ]シのわ H1 
虹 2 NI0131 [ニ]ジのわ H1 
歌 2 NI0132 [ウ]タのわ H1 
針 4 NI0133 ハ[リの]わ, ハリ[の]わ L3AB 
船 4 NI0134 フ[ネの]わ, フネ[の]わ L3AB 
勘 - NI0135 カ[ンの]わ, カン[の]わ L3AB 
雨 5 NI0136 ア[メ]のわ, ア[メの]わ, アメ[の]わ L2, L3AB 
窓 5 NI0137 マ[ド]のわ, マ[ドの]わ, マド[の]わ L2, L3AB 
小鳥 1a NI0138 [コトリの]わ, [コトリ]のわ H4, H3 
所 1b NI0139 [トコロの]わ, [トコロ]のわ H4, H3 
力 3 NI0140 [チ]カラのわ H1 
命 5a NI0141 [イ]ノチのわ H1 
朝日 5b NI0142 [ア]サヒのわ H1 
頭 4 NI0143 [アタ]マのわ H2 
娘 2 NI0144 [ムス]メのわ H2 
椿 7a NI0145 ツ[バ]キのわ L2 
薬 7b NI0146 ク[ス]リのわ L2 
雀 6 NI0147 ス[ズメの]わ, ス[ズメ]のわ L4A, L3A 
兎 6 NI0148 ウ[サギの]わ, ウ[サギ]のわ L4A, L3A 
意味 類 番 ～のがは（形式体言；方言） ア 
血 1 NI0149 [チのが]わ H3 
戸 1 NI0150 [トのが]わ H3 
巣 4 NI0151 [スのが]わ H3 
名 2 NI0152 [ナ]の.[が]わ, [ナ]の.がわ H1.(H)1 
葉 2 NI0153 [ハ]の.[が]わ, [ハ]の.がわ H1.(H)1 
歯 5 NI0154 [ハ]の.[が]わ, [ハ]の.がわ H1.(H)1 
手 3 NI0155 テ[のが]わ, テの[が]わ L3AB 
手ー 3 NI0156 テーのがわ × 
目 3 NI0157 メ[のが]わ, メの[が]わ L3AB 
目ー 3 NI0158 メーのがわ × 
庭 1a NI0159 [ニワのが]わ H4 
水 1a NI0160 [ミズのが]わ H4 
上 1b NI0161 [ウエのが]わ H4 
溝 1b NI0162 [ミゾのが]わ H4 
胡麻 6 NI0163 [ゴマのが]わ H4 
晩 - NI0164 [バンのが]わ H4 
山 3 NI0165 [ヤ]マの.[が]わ, [ヤ]マの.がわ, [ヤマの.が]わ H1.(H)1, H4 
犬 3 NI0166 [イ]ヌの.[が]わ, [イ]ヌの.がわ, [イヌの.が]わ H1.(H)1, H4 
石 2 NI0167 [イ]シの.[が]わ, [イ]シの.がわ, [イシの.が]わ H1.(H)1, H4 
虹 2 NI0168 [ニ]ジの.[が]わ, [ニ]ジの.がわ, [ニジの.が]わ H1.(H)1, H4 
歌 2 NI0169 [ウ]タの.[が]わ, [ウ]タの.がわ, [ウタの.が]わ H1.(H)1, H4 
針 4 NI0170 ハ[リのが]わ L4A 
船 4 NI0171 フ[ネのが]わ L4A 
勘 - NI0172 カ[ンのが]わ, カン[のが]わ L4AB 
雨 5 NI0173 ア[メ]の.[が]わ, ア[メ]の.がわ L2.(H)1 
窓 5 NI0174 マ[ド]の.[が]わ, マ[ド]の.がわ L2.(H)1 
小鳥 1a NI0175 [コトリのが]わ H5 
所 1b NI0176 [トコロのが]わ H5 
力 3 NI0177 [チ]カラの.[が]わ, [チ]カラの.がわ, [チカラの.が]わ H1.(H)1, H5 
命 5a NI0178 [イ]ノチの.[が]わ, [イ]ノチの.がわ H1.(H)1 
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朝日 5b NI0179 [ア]サヒの.[が]わ, [ア]サヒの.がわ H1.(H)1 
頭 4 NI0180 [アタ]マの.[が]わ, [アタ]マの.がわ, [アタマの.が]わ H2.(H)1, H5 
娘 2 NI0181 [ムス]メの.[が]わ, [ムス]メの.がわ, [ムスメの.が]わ H2.(H)1, H5 
椿 7a NI0182 ツ[バ]キの.[が]わ, ツ[バ]キの.がわ L2.(H)1 
薬 7b NI0183 ク[ス]リの.[が]わ, ク[ス]リの.がわ L2.(H)1 
雀 6 NI0184 ス[ズメのが]わ, スズ[メのが]わ L5AB 
兎 6 NI0185 ウ[サギのが]わ, ウサ[ギのが]わ L5AB 
意味 類 番 ～を ア 
血 1 NI0186 [チお H0 
戸 1 NI0187 [トお H0 
巣 4 NI0188 [スお H0 
名 2 NI0189 [ナ]お H1 
葉 2 NI0190 [ハ]お H1 
歯 5 NI0191 [ハ]お H1 
手 3 NI0192 テ[お L0 
手ー 3 NI0193 テーお × 
目 3 NI0194 メ[お L0 
目ー 3 NI0195 メーお × 
庭 1a NI0196 [ニワお H0 
水 1a NI0197 [ミズお H0 
上 1b NI0198 [ウエお H0 
溝 1b NI0199 [ミゾお H0 
胡麻 6 NI0200 [ゴマお H0 
晩 - NI0201 [バンお H0 
山 3 NI0202 [ヤ]マお H1 
犬 3 NI0203 [イ]ヌお H1 
石 2 NI0204 [イ]シお H1 
虹 2 NI0205 [ニ]ジお H1 
歌 2 NI0206 [ウ]タお H1 
針 4 NI0207 ハ[リお, ハリ[お L0AB 
船 4 NI0208 フ[ネお, フネ[お L0AB 
勘 - NI0209 カ[ンお, カン[お L0AB 
雨 5 NI0210 ア[メ]お L2 
窓 5 NI0211 マ[ド]お L2 
小鳥 1a NI0212 [コトリお H0 
所 1b NI0213 [トコロお H0 
力 3 NI0214 [チ]カラお H1 
命 5a NI0215 [イ]ノチお H1 
朝日 5b NI0216 [ア]サヒお H1 
頭 4 NI0217 [アタ]マお H2 
娘 2 NI0218 [ムス]メお H2 
椿 7a NI0219 ツ[バ]キお L2 
薬 7b NI0220 ク[ス]リお L2 
雀 6 NI0221 ス[ズメお, スズ[メお L0AB 
兎 6 NI0222 ウ[サギお, ウサ[ギお L0AB 
意味 類 番 ～に ア 
血 1 NI0223 [チに H0 
戸 1 NI0224 [トに H0 
巣 4 NI0225 [スに H0 
名 2 NI0226 [ナ]に H1 
葉 2 NI0227 [ハ]に H1 
歯 5 NI0228 [ハ]に H1 
手 3 NI0229 テ[に L0 
手ー 3 NI0230 テーに × 
目 3 NI0231 メ[に L0 
目ー 3 NI0232 メーに × 
庭 1a NI0233 [ニワに H0 
水 1a NI0234 [ミズに H0 
上 1b NI0235 [ウエに H0 
溝 1b NI0236 [ミゾに H0 
胡麻 6 NI0237 [ゴマに H0 
晩 - NI0238 [バンに H0 
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山 3 NI0239 [ヤ]マに H1 
犬 3 NI0240 [イ]ヌに H1 
石 2 NI0241 [イ]シに H1 
虹 2 NI0242 [ニ]ジに H1 
歌 2 NI0243 [ウ]タに H1 
針 4 NI0244 ハ[リに, ハリ[に L0AB 
船 4 NI0245 フ[ネに, フネ[に L0AB 
勘 - NI0246 カ[ンに, カン[に L0AB 
雨 5 NI0247 ア[メ]に L2 
窓 5 NI0248 マ[ド]に L2 
小鳥 1a NI0249 [コトリに H0 
所 1b NI0250 [トコロに H0 
力 3 NI0251 [チ]カラに H1 
命 5a NI0252 [イ]ノチに H1 
朝日 5b NI0253 [ア]サヒに H1 
頭 4 NI0254 [アタ]マに H2 
娘 2 NI0255 [ムス]メに H2 
椿 7a NI0256 ツ[バ]キに L2 
薬 7b NI0257 ク[ス]リに L2 
雀 6 NI0258 ス[ズメに, スズ[メに L0AB 
兎 6 NI0259 ウ[サギに, ウサ[ギに L0AB 
意味 類 番 ～へ ア 
血 1 NI0260 [チ]え H1 
戸 1 NI0261 [ト]え H1 
巣 4 NI0262 [ス]え H1 
名 2 NI0263 [ナ]え H1 
葉 2 NI0264 [ハ]え H1 
歯 5 NI0265 [ハ]え H1 
手 3 NI0266 テ[え L0 
手ー 3 NI0267 テーえ × 
目 3 NI0268 メ[え L0 
目ー 3 NI0269 メーえ × 
庭 1a NI0270 [ニワ]え H2 
水 1a NI0271 [ミズ]え H2 
上 1b NI0272 [ウエ]え H2 
溝 1b NI0273 [ミゾ]え H2 
胡麻 6 NI0274 [ゴマ]え H2 
晩 - NI0275 [バン]え H2 
山 3 NI0276 [ヤ]マえ H1 
犬 3 NI0277 [イ]ヌえ H1 
石 2 NI0278 [イ]シえ H1 
虹 2 NI0279 [ニ]ジえ H1 
歌 2 NI0280 [ウ]タえ H1 
針 4 NI0281 ハ[リ]え L2 
船 4 NI0282 フ[ネ]え L2 
勘 - NI0283 カ[ン]え L2 
雨 5 NI0284 ア[メ]え L2 
窓 5 NI0285 マ[ド]え L2 
小鳥 1a NI0286 [コトリ]え H3 
所 1b NI0287 [トコロ]え H3 
力 3 NI0288 [チ]カラえ H1 
命 5a NI0289 [イ]ノチえ H1 
朝日 5b NI0290 [ア]サヒえ H1 
頭 4 NI0291 [アタ]マえ H2 
娘 2 NI0292 [ムス]メえ H2 
椿 7a NI0293 ツ[バ]キえ L2 
薬 7b NI0294 ク[ス]リえ L2 
雀 6 NI0295 ス[ズメ]え, スズ[メ]え L3AB 
兎 6 NI0296 ウ[サギ]え, ウサ[ギ]え L3AB 
意味 類 番 ～と（並列） ア 
血 1 NI0297 [チと(血) H0 
戸 1 NI0298 [トと(戸) H0 
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巣 4 NI0299 [スと(巣) H0 
名 2 NI0300 [ナ]と(名) H1 
葉 2 NI0301 [ハ]と(葉) H1 
歯 5 NI0302 [ハ]と(歯) H1 
手 3 NI0303 テ[と(手) L0 
手ー 3 NI0304 テーと(手ー) × 
目 3 NI0305 メ[と(目) L0 
目ー 3 NI0306 メーと(目ー) × 
庭 1a NI0307 [ニワと(庭) H0 
水 1a NI0308 [ミズと(水) H0 
上 1b NI0309 [ウエと(上) H0 
溝 1b NI0310 [ミゾと(溝) H0 
胡麻 6 NI0311 [ゴマと(胡麻) H0 
晩 - NI0312 [バンと(晩) H0 
山 3 NI0313 [ヤ]マと(山) H1 
犬 3 NI0314 [イ]ヌと(犬) H1 
石 2 NI0315 [イ]シと(石) H1 
虹 2 NI0316 [ニ]ジと(虹) H1 
歌 2 NI0317 [ウ]タと(歌) H1 
針 4 NI0318 ハ[リと(針), ハリ[と(針) L0AB 
船 4 NI0319 フ[ネと(船), フネ[と(船) L0AB 
勘 - NI0320 カ[ンと(勘), カン[と(勘) L0AB 
雨 5 NI0321 ア[メ]と(雨) L2 
窓 5 NI0322 マ[ド]と(窓) L2 
小鳥 1a NI0323 [コトリと(小鳥) H0 
所 1b NI0324 [トコロと(所) H0 
力 3 NI0325 [チ]カラと(力) H1 
命 5a NI0326 [イ]ノチと(命) H1 
朝日 5b NI0327 [ア]サヒと(朝日) H1 
頭 4 NI0328 [アタ]マと(頭) H2 
娘 2 NI0329 [ムス]メと(娘) H2 
椿 7a NI0330 ツ[バ]キと(椿) L2 
薬 7b NI0331 ク[ス]リと(薬) L2 
雀 6 NI0332 ス[ズメと(雀), スズ[メと(雀) L0AB 
兎 6 NI0333 ウ[サギと(兎), ウサ[ギと(兎) L0AB 
意味 類 番 ～と言う（引用） ア 
血 1 NI0334 [チ]という H1 
戸 1 NI0335 [ト]という H1 
巣 4 NI0336 [ス]という H1 
名 2 NI0337 [ナ]という H1 
葉 2 NI0338 [ハ]という H1 
歯 5 NI0339 [ハ]という H1 
手 3 NI0340 テ[という, テと[いう L0AB 
手ー 3 NI0341 テーという × 
目 3 NI0342 メ[という, メと[いう L0AB 
目ー 3 NI0343 メーという × 
庭 1a NI0344 [ニワ]という H2 
水 1a NI0345 [ミズ]という H2 
上 1b NI0346 [ウエ]という H2 
溝 1b NI0347 [ミゾ]という H2 
胡麻 6 NI0348 [ゴマ]という H2 
晩 - NI0349 [バン]という H2 
山 3 NI0350 [ヤ]マという H1 
犬 3 NI0351 [イ]ヌという H1 
石 2 NI0352 [イ]シという H1 
虹 2 NI0353 [ニ]ジという H1 
歌 2 NI0354 [ウ]タという H1 
針 4 NI0355 ハ[リ]という L2 
船 4 NI0356 フ[ネ]という L2 
勘 - NI0357 カ[ン]という L2 
雨 5 NI0358 ア[メ]という L2 
窓 5 NI0359 マ[ド]という L2 
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小鳥 1a NI0360 [コトリ]という H3 
所 1b NI0361 [トコロ]という H3 
力 3 NI0362 [チ]カラという H1 
命 5a NI0363 [イ]ノチという H1 
朝日 5b NI0364 [ア]サヒという H1 
頭 4 NI0365 [アタ]マという H2 
娘 2 NI0366 [ムス]メという H2 
椿 7a NI0367 ツ[バ]キという L2 
薬 7b NI0368 ク[ス]リという L2 
雀 6 NI0369 ス[ズメ]という, スズ[メ]という L3AB 
兎 6 NI0370 ウ[サギ]という, ウサ[ギ]という L3AB 
意味 類 番 ～言う ア 
血 1 NI0371 [チいう H0 
戸 1 NI0372 [トいう H0 
巣 4 NI0373 [スいう H0 
名 2 NI0374 [ナいう H0 
葉 2 NI0375 [ハいう H0 
歯 5 NI0376 [ハいう H0 
手 3 NI0377 テ[いう L0A 
手ー 3 NI0378 テーいう × 
目 3 NI0379 メ[いう L0A 
目ー 3 NI0380 メーいう × 
庭 1a NI0381 [ニワいう H0 
水 1a NI0382 [ミズいう H0 
上 1b NI0383 [ウエいう H0 
溝 1b NI0384 [ミゾいう H0 
胡麻 6 NI0385 [ゴマいう H0 
晩 - NI0386 [バンいう H0 
山 3 NI0387 [ヤ]マいう H1 
犬 3 NI0388 [イ]ヌいう H1 
石 2 NI0389 [イ]シいう H1 
虹 2 NI0390 [ニ]ジいう H1 
歌 2 NI0391 [ウ]タいう H1 
針 4 NI0392 ハ[リいう, ハリ[いう L0AB 
船 4 NI0393 フ[ネいう, フネ[いう L0AB 
勘 - NI0394 カ[ンいう, カン[いう L0AB 
雨 5 NI0395 ア[メいう, アメ[いう L0AB 
窓 5 NI0396 マ[ドいう, マド[いう L0AB 
小鳥 1a NI0397 [コトリいう H0 
所 1b NI0398 [トコロいう H0 
力 3 NI0399 [チ]カラいう H1 
命 5a NI0400 [イ]ノチいう H1 
朝日 5b NI0401 [ア]サヒいう H1 
頭 4 NI0402 [アタ]マいう H2 
娘 2 NI0403 [ムス]メいう H2 
椿 7a NI0404 ツ[バ]キいう L2 
薬 7b NI0405 ク[ス]リいう L2 
雀 6 NI0406 ス[ズメいう L0A 
兎 6 NI0407 ウ[サギいう L0A 
意味 類 番 ～で ア 
血 1 NI0408 [チで H0 
戸 1 NI0409 [トで H0 
巣 4 NI0410 [スで H0 
名 2 NI0411 [ナ]で H1 
葉 2 NI0412 [ハ]で H1 
歯 5 NI0413 [ハ]で H1 
手 3 NI0414 テ[で L0 
手ー 3 NI0415 テーで × 
目 3 NI0416 メ[で L0 
目ー 3 NI0417 メーで × 
庭 1a NI0418 [ニワで H0 
水 1a NI0419 [ミズで H0 
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上 1b NI0420 [ウエで H0 
溝 1b NI0421 [ミゾで H0 
胡麻 6 NI0422 [ゴマで H0 
晩 - NI0423 [バンで H0 
山 3 NI0424 [ヤ]マで H1 
犬 3 NI0425 [イ]ヌで H1 
石 2 NI0426 [イ]シで H1 
虹 2 NI0427 [ニ]ジで H1 
歌 2 NI0428 [ウ]タで H1 
針 4 NI0429 ハ[リで, ハリ[で L0AB 
船 4 NI0430 フ[ネで, フネ[で L0AB 
勘 - NI0431 カ[ンで, カン[で L0AB 
雨 5 NI0432 ア[メ]で L2 
窓 5 NI0433 マ[ド]で L2 
小鳥 1a NI0434 [コトリで H0 
所 1b NI0435 [トコロで H0 
力 3 NI0436 [チ]カラで H1 
命 5a NI0437 [イ]ノチで H1 
朝日 5b NI0438 [ア]サヒで H1 
頭 4 NI0439 [アタ]マで H2 
娘 2 NI0440 [ムス]メで H2 
椿 7a NI0441 ツ[バ]キで L2 
薬 7b NI0442 ク[ス]リで L2 
雀 6 NI0443 ス[ズメで, スズ[メで L0AB 
兎 6 NI0444 ウ[サギで, ウサ[ギで L0AB 
意味 類 番 ～より(えー)（より良い） ア 
血 1 NI0445 [チよ]り, [チ]より H2, H1 
戸 1 NI0446 [トよ]り, [ト]より H2, H1 
巣 4 NI0447 [スよ]り, [ス]より H2, H1 
名 2 NI0448 [ナよ]り, [ナ]より H2, H1 
葉 2 NI0449 [ハよ]り, [ハ]より H2, H1 
歯 5 NI0450 [ハよ]り, [ハ]より H2, H1 
手 3 NI0451 テ[よ]り L2 
手ー 3 NI0452 テーより × 
目 3 NI0453 メ[よ]り L2 
目ー 3 NI0454 メーより × 
庭 1a NI0455 [ニワよ]り, [ニワ]より H3, H2 
水 1a NI0456 [ミズよ]り, [ミズ]より H3, H2 
上 1b NI0457 [ウエよ]り, [ウエ]より H3, H2 
溝 1b NI0458 [ミゾよ]り, [ミゾ]より H3, H2 
胡麻 6 NI0459 [ゴマよ]り, [ゴマ]より H3, H2 
晩 - NI0460 [バンよ]り, [バン]より H3, H2 
山 3 NI0461 [ヤ]マより H1 
犬 3 NI0462 [イ]ヌより H1 
石 2 NI0463 [イ]シより H1 
虹 2 NI0464 [ニ]ジより H1 
歌 2 NI0465 [ウ]タより H1 
針 4 NI0466 ハ[リよ]り, ハリ[よ]り, ハ[リ]より L3AB, L2 
船 4 NI0467 フ[ネよ]り, フネ[よ]り, フ[ネ]より L3AB, L2 
勘 - NI0468 カ[ンよ]り, カン[よ]り, カ[ン]より L3AB, L2 
雨 5 NI0469 ア[メよ]り, アメ[よ]り, ア[メ]より L3AB, L2 
窓 5 NI0470 マ[ドよ]り, マド[よ]り, マ[ド]より L3AB, L2 
小鳥 1a NI0471 [コトリよ]り, [コトリ]より H4, H3 
所 1b NI0472 [トコロよ]り, [トコロ]より H4, H3 
力 3 NI0473 [チ]カラより H1 
命 5a NI0474 [イ]ノチより H1 
朝日 5b NI0475 [ア]サヒより H1 
頭 4 NI0476 [アタ]マより H2 
娘 2 NI0477 [ムス]メより H2 
椿 7a NI0478 ツ[バ]キより L2 
薬 7b NI0479 ク[ス]リより L2 
雀 6 NI0480 ス[ズメよ]り, ス[ズメ]より, スズ[メ]より L4A, L3AB 
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兎 6 NI0481 ウ[サギよ]り, ウ[サギ]より, ウサ[ギ]より L4A, L3AB 
意味 類 番 ～から ア 
血 1 NI0482 [チから H0 
戸 1 NI0483 [トから H0 
巣 4 NI0484 [スから H0 
名 2 NI0485 [ナ]から H1 
葉 2 NI0486 [ハ]から H1 
歯 5 NI0487 [ハ]から H1 
手 3 NI0488 テ[から, テか[ら L0AB 
手ー 3 NI0489 テーから × 
目 3 NI0490 メ[から, メか[ら L0AB 
目ー 3 NI0491 メーから × 
庭 1a NI0492 [ニワから H0 
水 1a NI0493 [ミズから H0 
上 1b NI0494 [ウエから H0 
溝 1b NI0495 [ミゾから H0 
胡麻 6 NI0496 [ゴマから H0 
晩 - NI0497 [バンから H0 
山 3 NI0498 [ヤ]マから H1 
犬 3 NI0499 [イ]ヌから H1 
石 2 NI0500 [イ]シから H1 
虹 2 NI0501 [ニ]ジから H1 
歌 2 NI0502 [ウ]タから H1 
針 4 NI0503 ハ[リから, ハリ[から L0AB 
船 4 NI0504 フ[ネから, フネ[から L0AB 
勘 - NI0505 カ[ンから, カン[から L0AB 
雨 5 NI0506 ア[メ]から L2 
窓 5 NI0507 マ[ド]から L2 
小鳥 1a NI0508 [コトリから H0 
所 1b NI0509 [トコロから H0 
力 3 NI0510 [チ]カラから H1 
命 5a NI0511 [イ]ノチから H1 
朝日 5b NI0512 [ア]サヒから H1 
頭 4 NI0513 [アタ]マから H2 
娘 2 NI0514 [ムス]メから H2 
椿 7a NI0515 ツ[バ]キから L2 
薬 7b NI0516 ク[ス]リから L2 
雀 6 NI0517 ス[ズメから, スズ[メから L0AB 
兎 6 NI0518 ウ[サギから, ウサ[ギから L0AB 
意味 類 番 ～は ア 
血 1 NI0519 [チわ H0 
戸 1 NI0520 [トわ H0 
巣 4 NI0521 [スわ H0 
名 2 NI0522 [ナ]わ H1 
葉 2 NI0523 [ハ]わ H1 
歯 5 NI0524 [ハ]わ H1 
手 3 NI0525 テ[わ L0 
手ー 3 NI0526 テーわ × 
目 3 NI0527 メ[わ L0 
目ー 3 NI0528 メーわ × 
庭 1a NI0529 [ニワわ H0 
水 1a NI0530 [ミズわ H0 
上 1b NI0531 [ウエわ H0 
溝 1b NI0532 [ミゾわ H0 
胡麻 6 NI0533 [ゴマわ H0 
晩 - NI0534 [バンわ H0 
山 3 NI0535 [ヤ]マわ H1 
犬 3 NI0536 [イ]ヌわ H1 
石 2 NI0537 [イ]シわ H1 
虹 2 NI0538 [ニ]ジわ H1 
歌 2 NI0539 [ウ]タわ H1 
針 4 NI0540 ハ[リわ, ハリ[わ L0AB 
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船 4 NI0541 フ[ネわ, フネ[わ L0AB 
勘 - NI0542 カ[ンわ, カン[わ L0AB 
雨 5 NI0543 ア[メ]わ L2 
窓 5 NI0544 マ[ド]わ L2 
小鳥 1a NI0545 [コトリわ H0 
所 1b NI0546 [トコロわ H0 
力 3 NI0547 [チ]カラわ H1 
命 5a NI0548 [イ]ノチわ H1 
朝日 5b NI0549 [ア]サヒわ H1 
頭 4 NI0550 [アタ]マわ H2 
娘 2 NI0551 [ムス]メわ H2 
椿 7a NI0552 ツ[バ]キわ L2 
薬 7b NI0553 ク[ス]リわ L2 
雀 6 NI0554 ス[ズメわ, スズ[メわ L0AB 
兎 6 NI0555 ウ[サギわ, ウサ[ギわ L0AB 
意味 類 番 ～も ア 
血 1 NI0556 [チ]も H1 
戸 1 NI0557 [ト]も H1 
巣 4 NI0558 [ス]も H1 
名 2 NI0559 [ナ]も H1 
葉 2 NI0560 [ハ]も H1 
歯 5 NI0561 [ハ]も H1 
手 3 NI0562 テ[も L0 
手ー 3 NI0563 テーも × 
目 3 NI0564 メ[も L0 
目ー 3 NI0565 メーも × 
庭 1a NI0566 [ニワ]も H2 
水 1a NI0567 [ミズ]も H2 
上 1b NI0568 [ウエ]も H2 
溝 1b NI0569 [ミゾ]も H2 
胡麻 6 NI0570 [ゴマ]も H2 
晩 - NI0571 [バン]も H2 
山 3 NI0572 [ヤ]マも H1 
犬 3 NI0573 [イ]ヌも H1 
石 2 NI0574 [イ]シも H1 
虹 2 NI0575 [ニ]ジも H1 
歌 2 NI0576 [ウ]タも H1 
針 4 NI0577 ハ[リ]も L2 
船 4 NI0578 フ[ネ]も L2 
勘 - NI0579 カ[ン]も L2 
雨 5 NI0580 ア[メ]も L2 
窓 5 NI0581 マ[ド]も L2 
小鳥 1a NI0582 [コトリ]も H3 
所 1b NI0583 [トコロ]も H3 
力 3 NI0584 [チ]カラも H1 
命 5a NI0585 [イ]ノチも H1 
朝日 5b NI0586 [ア]サヒも H1 
頭 4 NI0587 [アタ]マも H2 
娘 2 NI0588 [ムス]メも H2 
椿 7a NI0589 ツ[バ]キも L2 
薬 7b NI0590 ク[ス]リも L2 
雀 6 NI0591 ス[ズメ]も, スズ[メ]も L3AB 
兎 6 NI0592 ウ[サギ]も, ウサ[ギ]も L3AB 
意味 類 番 ～こそ ア 
血 1 NI0593 [チこ]そ, [チ]こそ H2, H1 
戸 1 NI0594 [トこ]そ, [ト]こそ H2, H1 
巣 4 NI0595 [スこ]そ, [ス]こそ H2, H1 
名 2 NI0596 [ナこ]そ, [ナ]こそ H2, H1 
葉 2 NI0597 [ハこ]そ, [ハ]こそ H2, H1 
歯 5 NI0598 [ハこ]そ, [ハ]こそ H2, H1 
手 3 NI0599 テ[こ]そ L2 
手ー 3 NI0600 テーこそ × 
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目 3 NI0601 メ[こ]そ L2 
目ー 3 NI0602 メーこそ × 
庭 1a NI0603 [ニワこ]そ, [ニワ]こそ H3, H2 
水 1a NI0604 [ミズこ]そ, [ミズ]こそ H3, H2 
上 1b NI0605 [ウエこ]そ, [ウエ]こそ H3, H2 
溝 1b NI0606 [ミゾこ]そ, [ミゾ]こそ H3, H2 
胡麻 6 NI0607 [ゴマこ]そ, [ゴマ]こそ H3, H2 
晩 - NI0608 [バンこ]そ, [バン]こそ H3, H2 
山 3 NI0609 [ヤ]マこそ H1 
犬 3 NI0610 [イ]ヌこそ H1 
石 2 NI0611 [イ]シこそ H1 
虹 2 NI0612 [ニ]ジこそ H1 
歌 2 NI0613 [ウ]タこそ H1 
針 4 NI0614 ハ[リこ]そ, ハリ[こ]そ, ハ[リ]こそ L3AB, L2 
船 4 NI0615 フ[ネこ]そ, フネ[こ]そ, フ[ネ]こそ L3AB, L2 
勘 - NI0616 カ[ンこ]そ, カン[こ]そ, カ[ン]こそ L3AB, L2 
雨 5 NI0617 ア[メこ]そ, アメ[こ]そ, ア[メ]こそ L3AB, L2 
窓 5 NI0618 マ[ドこ]そ, マド[こ]そ, マ[ド]こそ L3AB, L2 
小鳥 1a NI0619 [コトリこ]そ, [コトリ]こそ H4, H3 
所 1b NI0620 [トコロこ]そ, [トコロ]こそ H4, H3 
力 3 NI0621 [チ]カラこそ H1 
命 5a NI0622 [イ]ノチこそ H1 
朝日 5b NI0623 [ア]サヒこそ H1 
頭 4 NI0624 [アタ]マこそ H2 
娘 2 NI0625 [ムス]メこそ H2 
椿 7a NI0626 ツ[バ]キこそ L2 
薬 7b NI0627 ク[ス]リこそ L2 
雀 6 NI0628 ス[ズメこ]そ, ス[ズメ]こそ, スズ[メ]こそ L4A, L3AB 
兎 6 NI0629 ウ[サギこ]そ, ウ[サギ]こそ, ウサ[ギ]こそ L4A, L3AB 
意味 類 番 ～まで ア 
血 1 NI0630 [チ]まで H1 
戸 1 NI0631 [ト]まで H1 
巣 4 NI0632 [ス]まで H1 
名 2 NI0633 [ナ]まで H1 
葉 2 NI0634 [ハ]まで H1 
歯 5 NI0635 [ハ]まで H1 
手 3 NI0636 テ[ま]で L2 
手ー 3 NI0637 テー[ま]で L3B 
目 3 NI0638 メ[ま]で L2 
目ー 3 NI0639 メー[ま]で L3B 
庭 1a NI0640 [ニワま]で, [ニワ]まで H3, H2 
水 1a NI0641 [ミズま]で, [ミズ]まで H3, H2 
上 1b NI0642 [ウエま]で, [ウエ]まで H3, H2 
溝 1b NI0643 [ミゾま]で, [ミゾ]まで H3, H2 
胡麻 6 NI0644 [ゴマま]で, [ゴマ]まで H3, H2 
晩 - NI0645 [バンま]で, [バン]まで H3, H2 
山 3 NI0646 [ヤ]マまで H1 
犬 3 NI0647 [イ]ヌまで H1 
石 2 NI0648 [イ]シまで H1 
虹 2 NI0649 [ニ]ジまで H1 
歌 2 NI0650 [ウ]タまで H1 
針 4 NI0651 ハ[リま]で, ハリ[ま]で, ハ[リ]まで L3AB, L2 
船 4 NI0652 フ[ネま]で, フネ[ま]で, フ[ネ]まで L3AB, L2 
勘 - NI0653 カ[ンま]で, カン[ま]で, カ[ン]まで L3AB, L2 
雨 5 NI0654 ア[メま]で, アメ[ま]で, ア[メ]まで L3AB, L2 
窓 5 NI0655 マ[ドま]で, マド[ま]で, マ[ド]まで L3AB, L2 
小鳥 1a NI0656 [コトリま]で, [コトリ]まで H4, H3 
所 1b NI0657 [トコロま]で, [トコロ]まで H4, H3 
力 3 NI0658 [チ]カラまで H1 
命 5a NI0659 [イ]ノチまで H1 
朝日 5b NI0660 [ア]サヒまで H1 
頭 4 NI0661 [アタ]マまで H2 
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娘 2 NI0662 [ムス]メまで H2 
椿 7a NI0663 ツ[バ]キまで L2 
薬 7b NI0664 ク[ス]リまで L2 
雀 6 NI0665 ス[ズメま]で, ス[ズメ]まで, スズ[メ]まで L4A, L3AB 
兎 6 NI0666 ウ[サギま]で, ウ[サギ]まで, ウサ[ギ]まで L4A, L3AB 
意味 類 番 ～ばー（ばかり） ア 
血 1 NI0667 [チば]ー H2 
戸 1 NI0668 [トば]ー H2 
巣 4 NI0669 [スば]ー H2 
名 2 NI0670 [ナ]ばー H1 
葉 2 NI0671 [ハ]ばー H1 
歯 5 NI0672 [ハ]ばー H1 
手 3 NI0673 テ[ば]ー L2 
手ー 3 NI0674 テー[ば]ー L3B 
目 3 NI0675 メ[ば]ー L2 
目ー 3 NI0676 メー[ば]ー L3B 
庭 1a NI0677 [ニワば]ー H3 
水 1a NI0678 [ミズば]ー H3 
上 1b NI0679 [ウエば]ー H3 
溝 1b NI0680 [ミゾば]ー H3 
胡麻 6 NI0681 [ゴマば]ー H3 
晩 - NI0682 [バンば]ー H3 
山 3 NI0683 [ヤ]マばー H1 
犬 3 NI0684 [イ]ヌばー H1 
石 2 NI0685 [イ]シばー H1 
虹 2 NI0686 [ニ]ジばー H1 
歌 2 NI0687 [ウ]タばー H1 
針 4 NI0688 ハ[リば]ー, ハリ[ば]ー L3AB 
船 4 NI0689 フ[ネば]ー, フネ[ば]ー L3AB 
勘 - NI0690 カ[ンば]ー, カン[ば]ー L3AB 
雨 5 NI0691 ア[メば]ー, アメ[ば]ー L3AB 
窓 5 NI0692 マ[ドば]ー, マド[ば]ー L3AB 
小鳥 1a NI0693 [コトリば]ー H4 
所 1b NI0694 [トコロば]ー H4 
力 3 NI0695 [チ]カラばー H1 
命 5a NI0696 [イ]ノチばー H1 
朝日 5b NI0697 [ア]サヒばー H1 
頭 4 NI0698 [アタ]マばー H2 
娘 2 NI0699 [ムス]メばー H2 
椿 7a NI0700 ツ[バ]キばー L2 
薬 7b NI0701 ク[ス]リばー L2 
雀 6 NI0702 ス[ズメば]ー, スズ[メ]ばー L4A, L3B 
兎 6 NI0703 ウ[サギば]ー, ウサ[ギ]ばー L4A, L3B 
意味 類 番 ～ばっかり ア 
血 1 NI0704 [チ]ばっ[か]り H0.L3B 
戸 1 NI0705 [ト]ばっ[か]り H0.L3B 
巣 4 NI0706 [ス]ばっ[か]り H0.L3B 
名 2 NI0707 [ナ]ばっ[か]り H0.L3B 
葉 2 NI0708 [ハ]ばっ[か]り H0.L3B 
歯 5 NI0709 [ハ]ばっ[か]り H0.L3B 
手 3 NI0710 テばっかり × 
手ー 3 NI0711 テ[ー]ばっ[か]り L0.L3B 
目 3 NI0712 メばっかり × 
目ー 3 NI0713 メ[ー]ばっ[か]り L0.L3B 
庭 1a NI0714 [ニワ]ばっ[か]り H0.L3B 
水 1a NI0715 [ミズ]ばっ[か]り H0.L3B 
上 1b NI0716 [ウエ]ばっ[か]り H0.L3B 
溝 1b NI0717 [ミゾ]ばっ[か]り H0.L3B 
胡麻 6 NI0718 [ゴマ]ばっ[か]り H0.L3B 
晩 - NI0719 [バン]ばっ[か]り H0.L3B 
山 3 NI0720 [ヤ]マばっ[か]り H1.L3B 
犬 3 NI0721 [イ]ヌばっ[か]り H1.L3B 
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石 2 NI0722 [イ]シばっ[か]り H1.L3B 
虹 2 NI0723 [ニ]ジばっ[か]り H1.L3B 
歌 2 NI0724 [ウ]タばっ[か]り H1.L3B 
針 4 NI0725 ハ[リ]ばっ[か]り L0.L3B 
船 4 NI0726 フ[ネ]ばっ[か]り L0.L3B 
勘 - NI0727 カ[ン]ばっ[か]り L0.L3B 
雨 5 NI0728 ア[メ]ばっ[か]り L0.L3B 
窓 5 NI0729 マ[ド]ばっ[か]り L0.L3B 
小鳥 1a NI0730 [コトリ]ばっ[か]り H0.L3B 
所 1b NI0731 [トコロ]ばっ[か]り H0.L3B 
力 3 NI0732 [チ]カラばっ[か]り H1.L3B 
命 5a NI0733 [イ]ノチばっ[か]り H1.L3B 
朝日 5b NI0734 [ア]サヒばっ[か]り H1.L3B 
頭 4 NI0735 [アタ]マばっ[か]り H2.L3B 
娘 2 NI0736 [ムス]メばっ[か]り H2.L3B 
椿 7a NI0737 ツ[バ]キばっ[か]り L2.L3B 
薬 7b NI0738 ク[ス]リばっ[か]り L2.L3B 
雀 6 NI0739 ス[ズメ]ばっ[か]り L0A.L3B 
兎 6 NI0740 ウ[サギ]ばっ[か]り L0A.L3B 
意味 類 番 ～だけ ア 
血 1 NI0741 [チだけ H0 
戸 1 NI0742 [トだけ H0 
巣 4 NI0743 [スだけ H0 
名 2 NI0744 [ナ]だけ H1 
葉 2 NI0745 [ハ]だけ H1 
歯 5 NI0746 [ハ]だけ H1 
手 3 NI0747 テ[だけ, テだ[け L0AB 
手ー 3 NI0748 テー[だけ L0B 
目 3 NI0749 メ[だけ, メだ[け L0AB 
目ー 3 NI0750 メー[だけ L0B 
庭 1a NI0751 [ニワだけ H0 
水 1a NI0752 [ミズだけ H0 
上 1b NI0753 [ウエだけ H0 
溝 1b NI0754 [ミゾだけ H0 
胡麻 6 NI0755 [ゴマだけ H0 
晩 - NI0756 [バンだけ H0 
山 3 NI0757 [ヤ]マだけ H1 
犬 3 NI0758 [イ]ヌだけ H1 
石 2 NI0759 [イ]シだけ H1 
虹 2 NI0760 [ニ]ジだけ H1 
歌 2 NI0761 [ウ]タだけ H1 
針 4 NI0762 ハ[リだけ, ハリ[だけ L0AB 
船 4 NI0763 フ[ネだけ, フネ[だけ L0AB 
勘 - NI0764 カ[ンだけ, カン[だけ L0AB 
雨 5 NI0765 ア[メだけ, アメ[だけ L0AB (OK) 
窓 5 NI0766 マ[ドだけ, マド[だけ L0AB (OK) 
小鳥 1a NI0767 [コトリだけ H0 
所 1b NI0768 [トコロだけ H0 
力 3 NI0769 [チ]カラだけ H1 
命 5a NI0770 [イ]ノチだけ H1 
朝日 5b NI0771 [ア]サヒだけ H1 
頭 4 NI0772 [アタ]マだけ H2 
娘 2 NI0773 [ムス]メだけ H2 
椿 7a NI0774 ツ[バ]キだけ L2 
薬 7b NI0775 ク[ス]リだけ L2 
雀 6 NI0776 ス[ズメだけ L0A 
兎 6 NI0777 ウ[サギだけ L0A 
意味 類 番 ～だっけ ア 
血 1 NI0778 [チ]だっ[け H0.L0B 
戸 1 NI0779 [ト]だっ[け H0.L0B 
巣 4 NI0780 [ス]だっ[け H0.L0B 
名 2 NI0781 [ナ]だっ[け H0.L0B 
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葉 2 NI0782 [ハ]だっ[け H0.L0B 
歯 5 NI0783 [ハ]だっ[け H0.L0B 
手 3 NI0784 テだっけ × 
手ー 3 NI0785 テ[ー]だっ[け L0.L0B 
目 3 NI0786 メだっけ × 
目ー 3 NI0787 メ[ー]だっ[け L0.L0B 
庭 1a NI0788 [ニワ]だっ[け H0.L0B 
水 1a NI0789 [ミズ]だっ[け H0.L0B 
上 1b NI0790 [ウエ]だっ[け H0.L0B 
溝 1b NI0791 [ミゾ]だっ[け H0.L0B 
胡麻 6 NI0792 [ゴマ]だっ[け H0.L0B 
晩 - NI0793 [バン]だっ[け H0.L0B 
山 3 NI0794 [ヤ]マだっ[け H1.L0B 
犬 3 NI0795 [イ]ヌだっ[け H1.L0B 
石 2 NI0796 [イ]シだっ[け H1.L0B 
虹 2 NI0797 [ニ]ジだっ[け H1.L0B 
歌 2 NI0798 [ウ]タだっ[け H1.L0B 
針 4 NI0799 ハ[リ]だっ[け L0.L0B 
船 4 NI0800 フ[ネ]だっ[け L0.L0B 
勘 - NI0801 カ[ン]だっ[け L0.L0B 
雨 5 NI0802 ア[メ]だっ[け L0.L0B 
窓 5 NI0803 マ[ド]だっ[け L0.L0B 
小鳥 1a NI0804 [コトリ]だっ[け H0.L0B 
所 1b NI0805 [トコロ]だっ[け H0.L0B 
力 3 NI0806 [チ]カラだっ[け H1.L0B 
命 5a NI0807 [イ]ノチだっ[け H1.L0B 
朝日 5b NI0808 [ア]サヒだっ[け H1.L0B 
頭 4 NI0809 [アタ]マだっ[け H2.L0B 
娘 2 NI0810 [ムス]メだっ[け H2.L0B 
椿 7a NI0811 ツ[バ]キだっ[け L2.L0B 
薬 7b NI0812 ク[ス]リだっ[け L2.L0B 
雀 6 NI0813 ス[ズメ]だっ[け L0A.L0B 
兎 6 NI0814 ウ[サギ]だっ[け L0A.L0B 
意味 類 番 ～なら ア 
血 1 NI0815 [チな]ら, [チ]なら H2, H1 
戸 1 NI0816 [トな]ら, [ト]なら H2, H1 
巣 4 NI0817 [スな]ら, [ス]なら H2, H1 
名 2 NI0818 [ナ]なら H1 
葉 2 NI0819 [ハ]なら H1 
歯 5 NI0820 [ハ]なら H1 
手 3 NI0821 テ[な]ら L2 
手ー 3 NI0822 テー[な]ら L3B 
目 3 NI0823 メ[な]ら L2 
目ー 3 NI0824 メー[な]ら L3B 
庭 1a NI0825 [ニワな]ら, [ニワ]なら H3, H2 
水 1a NI0826 [ミズな]ら, [ミズ]なら H3, H2 
上 1b NI0827 [ウエな]ら, [ウエ]なら H3, H2 
溝 1b NI0828 [ミゾな]ら, [ミゾ]なら H3, H2 
胡麻 6 NI0829 [ゴマな]ら, [ゴマ]なら H3, H2 
晩 - NI0830 [バンな]ら, [バン]なら H3, H2 
山 3 NI0831 [ヤ]マなら H1 
犬 3 NI0832 [イ]ヌなら H1 
石 2 NI0833 [イ]シなら H1 
虹 2 NI0834 [ニ]ジなら H1 
歌 2 NI0835 [ウ]タなら H1 
針 4 NI0836 ハ[リな]ら, ハリ[な]ら, ハ[リ]なら L3AB, L2 
船 4 NI0837 フ[ネな]ら, フネ[な]ら, フ[ネ]なら L3AB, L2 
勘 - NI0838 カ[ンな]ら, カン[な]ら, カ[ン]なら L3AB, L2 
雨 5 NI0839 ア[メな]ら, アメ[な]ら, ア[メ]なら L3AB, L2 
窓 5 NI0840 マ[ドな]ら, マド[な]ら, マ[ド]なら L3AB, L2 
小鳥 1a NI0841 [コトリな]ら, [コトリ]なら H4, H3 
所 1b NI0842 [トコロな]ら, [トコロ]なら H4, H3 
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力 3 NI0843 [チ]カラなら H1 
命 5a NI0844 [イ]ノチなら H1 
朝日 5b NI0845 [ア]サヒなら H1 
頭 4 NI0846 [アタ]マなら H2 
娘 2 NI0847 [ムス]メなら H2 
椿 7a NI0848 ツ[バ]キなら L2 
薬 7b NI0849 ク[ス]リなら L2 
雀 6 NI0850 ス[ズメな]ら, ス[ズメ]なら, スズ[メ]なら L4A, L3AB 
兎 6 NI0851 ウ[サギな]ら, ウ[サギ]なら, ウサ[ギ]なら L4A, L3AB 
意味 類 番 ～じゃったら ア 
血 1 NI0852 [チ]じゃったら H1 
戸 1 NI0853 [ト]じゃったら H1 
巣 4 NI0854 [ス]じゃったら H1 
名 2 NI0855 [ナ]じゃったら H1 
葉 2 NI0856 [ハ]じゃったら H1 
歯 5 NI0857 [ハ]じゃったら H1 
手 3 NI0858 テじゃったら × 
手ー 3 NI0859 テ[ー]じゃったら L2 
目 3 NI0860 メじゃったら × 
目ー 3 NI0861 メ[ー]じゃったら L2 
庭 1a NI0862 [ニワ]じゃったら H2 
水 1a NI0863 [ミズ]じゃったら H2 
上 1b NI0864 [ウエ]じゃったら H2 
溝 1b NI0865 [ミゾ]じゃったら H2 
胡麻 6 NI0866 [ゴマ]じゃったら H2 
晩 - NI0867 [バン]じゃったら H2 
山 3 NI0868 [ヤ]マじゃったら H1 
犬 3 NI0869 [イ]ヌじゃったら H1 
石 2 NI0870 [イ]シじゃったら H1 
虹 2 NI0871 [ニ]ジじゃったら H1 
歌 2 NI0872 [ウ]タじゃったら H1 
針 4 NI0873 ハ[リ]じゃったら L2 
船 4 NI0874 フ[ネ]じゃったら L2 
勘 - NI0875 カ[ン]じゃったら L2 
雨 5 NI0876 ア[メ]じゃったら L2 
窓 5 NI0877 マ[ド]じゃったら L2 
小鳥 1a NI0878 [コトリ]じゃったら H3 
所 1b NI0879 [トコロ]じゃったら H3 
力 3 NI0880 [チ]カラじゃったら H1 
命 5a NI0881 [イ]ノチじゃったら H1 
朝日 5b NI0882 [ア]サヒじゃったら H1 
頭 4 NI0883 [アタ]マじゃったら H2 
娘 2 NI0884 [ムス]メじゃったら H2 
椿 7a NI0885 ツ[バ]キじゃったら L2 
薬 7b NI0886 ク[ス]リじゃったら L2 
雀 6 NI0887 ス[ズメ]じゃったら, スズ[メ]じゃったら L3AB 
兎 6 NI0888 ウ[サギ]じゃったら, ウサ[ギ]じゃったら L3AB 
意味 類 番 ～らー（なんか・たち） ア 
血 1 NI0889 [チら]ー, [チ]らー H2, H1 
戸 1 NI0890 [トら]ー, [ト]らー H2, H1 
巣 4 NI0891 [スら]ー, [ス]らー H2, H1 
名 2 NI0892 [ナら]ー, [ナ]らー H2, H1 
葉 2 NI0893 [ハら]ー, [ハ]らー H2, H1 
歯 5 NI0894 [ハら]ー, [ハ]らー H2, H1 
手 3 NI0895 テ[ら]ー L2 
手ー 3 NI0896 テー[ら]ー L3B 
目 3 NI0897 メ[ら]ー L2 
目ー 3 NI0898 メー[ら]ー L3B 
庭 1a NI0899 [ニワら]ー, [ニワ]らー H3, H2 
水 1a NI0900 [ミズら]ー, [ミズ]らー H3, H2 
上 1b NI0901 [ウエら]ー, [ウエ]らー H3, H2 
溝 1b NI0902 [ミゾら]ー, [ミゾ]らー H3, H2 
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胡麻 6 NI0903 [ゴマら]ー, [ゴマ]らー H3, H2 
晩 - NI0904 [バンら]ー, [バン]らー H3, H2 
山 3 NI0905 [ヤ]マらー H1 
犬 3 NI0906 [イ]ヌらー H1 
石 2 NI0907 [イ]シらー H1 
虹 2 NI0908 [ニ]ジらー H1 
歌 2 NI0909 [ウ]タらー H1 
針 4 NI0910 ハ[リら]ー, ハリ[ら]ー, ハ[リ]らー L3AB, L2 
船 4 NI0911 フ[ネら]ー, フネ[ら]ー, フ[ネ]らー L3AB, L2 
勘 - NI0912 カ[ンら]ー, カン[ら]ー, カ[ン]らー L3AB, L2 
雨 5 NI0913 ア[メら]ー, アメ[ら]ー, ア[メ]らー L3AB, L2 
窓 5 NI0914 マ[ドら]ー, マド[ら]ー, マ[ド]らー L3AB, L2 
小鳥 1a NI0915 [コトリら]ー, [コトリ]らー H4, H3 
所 1b NI0916 [トコロら]ー, [トコロ]らー H4, H3 
力 3 NI0917 [チ]カラらー H1 
命 5a NI0918 [イ]ノチらー H1 
朝日 5b NI0919 [ア]サヒらー H1 
頭 4 NI0920 [アタ]マらー H2 
娘 2 NI0921 [ムス]メらー H2 
椿 7a NI0922 ツ[バ]キらー L2 
薬 7b NI0923 ク[ス]リらー L2 
雀 6 NI0924 ス[ズメら]ー, ス[ズメ]らー, スズ[メ]らー L4A, L3AB 
兎 6 NI0925 ウ[サギら]ー, ウ[サギ]らー, ウサ[ギ]らー L4A, L3AB 
意味 類 番 ～さえ ア 
血 1 NI0926 [チさ]え, [チ]さえ H2, H1 
戸 1 NI0927 [トさ]え, [ト]さえ H2, H1 
巣 4 NI0928 [スさ]え, [ス]さえ H2, H1 
名 2 NI0929 [ナさ]え, [ナ]さえ H2, H1 
葉 2 NI0930 [ハさ]え, [ハ]さえ H2, H1 
歯 5 NI0931 [ハさ]え, [ハ]さえ H2, H1 
手 3 NI0932 テ[さ]え L2 
手ー 3 NI0933 テー[さ]え L3B 
目 3 NI0934 メ[さ]え L2 
目ー 3 NI0935 メー[さ]え L3B 
庭 1a NI0936 [ニワさ]え, [ニワ]さえ H3, H2 
水 1a NI0937 [ミズさ]え, [ミズ]さえ H3, H2 
上 1b NI0938 [ウエさ]え, [ウエ]さえ H3, H2 
溝 1b NI0939 [ミゾさ]え, [ミゾ]さえ H3, H2 
胡麻 6 NI0940 [ゴマさ]え, [ゴマ]さえ H3, H2 
晩 - NI0941 [バンさ]え, [バン]さえ H3, H2 
山 3 NI0942 [ヤ]マさえ H1 
犬 3 NI0943 [イ]ヌさえ H1 
石 2 NI0944 [イ]シさえ H1 
虹 2 NI0945 [ニ]ジさえ H1 
歌 2 NI0946 [ウ]タさえ H1 
針 4 NI0947 ハ[リさ]え, ハリ[さ]え, ハ[リ]さえ L3AB, L2 
船 4 NI0948 フ[ネさ]え, フネ[さ]え, フ[ネ]さえ L3AB, L2 
勘 - NI0949 カ[ンさ]え, カン[さ]え, カ[ン]さえ L3AB, L2 
雨 5 NI0950 ア[メさ]え, アメ[さ]え, ア[メ]さえ L3AB, L2 
窓 5 NI0951 マ[ドさ]え, マド[さ]え, マ[ド]さえ L3AB, L2 
小鳥 1a NI0952 [コトリさ]え, [コトリ]さえ H4, H3 
所 1b NI0953 [トコロさ]え, [トコロ]さえ H4, H3 
力 3 NI0954 [チ]カラさえ H1 
命 5a NI0955 [イ]ノチさえ H1 
朝日 5b NI0956 [ア]サヒさえ H1 
頭 4 NI0957 [アタ]マさえ H2 
娘 2 NI0958 [ムス]メさえ H2 
椿 7a NI0959 ツ[バ]キさえ L2 
薬 7b NI0960 ク[ス]リさえ L2 
雀 6 NI0961 ス[ズメさ]え, ス[ズメ]さえ, スズ[メ]さえ L4A, L3AB 
兎 6 NI0962 ウ[サギさ]え, ウ[サギ]さえ, ウサ[ギ]さえ L4A, L3AB 
意味 類 番 ～しか ア 
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血 1 NI0963 [チし]か, [チ]しか H2, H1 
戸 1 NI0964 [トし]か, [ト]しか H2, H1 
巣 4 NI0965 [スし]か, [ス]しか H2, H1 
名 2 NI0966 [ナ]しか H1 
葉 2 NI0967 [ハ]しか H1 
歯 5 NI0968 [ハ]しか H1 
手 3 NI0969 テ[し]か L2 
手ー 3 NI0970 テー[し]か L3B 
目 3 NI0971 メ[し]か L2 
目ー 3 NI0972 メー[し]か L3B 
庭 1a NI0973 [ニワし]か, [ニワ]しか H3, H2 
水 1a NI0974 [ミズし]か, [ミズ]しか H3, H2 
上 1b NI0975 [ウエし]か, [ウエ]しか H3, H2 
溝 1b NI0976 [ミゾし]か, [ミゾ]しか H3, H2 
胡麻 6 NI0977 [ゴマし]か, [ゴマ]しか H3, H2 
晩 - NI0978 [バンし]か, [バン]しか H3, H2 
山 3 NI0979 [ヤ]マしか H1 
犬 3 NI0980 [イ]ヌしか H1 
石 2 NI0981 [イ]シしか H1 
虹 2 NI0982 [ニ]ジしか H1 
歌 2 NI0983 [ウ]タしか H1 
針 4 NI0984 ハ[リし]か, ハリ[し]か, ハ[リ]しか L3AB, L2 
船 4 NI0985 フ[ネし]か, フネ[し]か, フ[ネ]しか L3AB, L2 
勘 - NI0986 カ[ンし]か, カン[し]か, カ[ン]しか L3AB, L2 
雨 5 NI0987 ア[メし]か, アメ[し]か, ア[メ]しか L3AB, L2 
窓 5 NI0988 マ[ドし]か, マド[し]か, マ[ド]しか L3AB, L2 
小鳥 1a NI0989 [コトリし]か, [コトリ]しか H4, H3 
所 1b NI0990 [トコロし]か, [トコロ]しか H4, H3 
力 3 NI0991 [チ]カラしか H1 
命 5a NI0992 [イ]ノチしか H1 
朝日 5b NI0993 [ア]サヒしか H1 
頭 4 NI0994 [アタ]マしか H2 
娘 2 NI0995 [ムス]メしか H2 
椿 7a NI0996 ツ[バ]キしか L2 
薬 7b NI0997 ク[ス]リしか L2 
雀 6 NI0998 ス[ズメし]か, ス[ズメ]しか, スズ[メ]しか L4A, L3AB 
兎 6 NI0999 ウ[サギし]か, ウ[サギ]しか, ウサ[ギ]しか L4A, L3AB 
意味 類 番 ～やら ア 
血 1 NI1000 [チや]ら, [チ]やら H2, H1 
戸 1 NI1001 [トや]ら, [ト]やら H2, H1 
巣 4 NI1002 [スや]ら, [ス]やら H2, H1 
名 2 NI1003 [ナ]やら H1 
葉 2 NI1004 [ハ]やら H1 
歯 5 NI1005 [ハ]やら H1 
手 3 NI1006 テ[や]ら L2 
手ー 3 NI1007 テー[や]ら L3B 
目 3 NI1008 メ[や]ら L2 
目ー 3 NI1009 メー[や]ら L3B 
庭 1a NI1010 [ニワや]ら, [ニワ]やら H3, H2 
水 1a NI1011 [ミズや]ら, [ミズ]やら H3, H2 
上 1b NI1012 [ウエや]ら, [ウエ]やら H3, H2 
溝 1b NI1013 [ミゾや]ら, [ミゾ]やら H3, H2 
胡麻 6 NI1014 [ゴマや]ら, [ゴマ]やら H3, H2 
晩 - NI1015 [バンや]ら, [バン]やら H3, H2 
山 3 NI1016 [ヤ]マやら H1 
犬 3 NI1017 [イ]ヌやら H1 
石 2 NI1018 [イ]シやら H1 
虹 2 NI1019 [ニ]ジやら H1 
歌 2 NI1020 [ウ]タやら H1 
針 4 NI1021 ハ[リや]ら, ハリ[や]ら, ハ[リ]やら L3AB, L2 
船 4 NI1022 フ[ネや]ら, フネ[や]ら, フ[ネ]やら L3AB, L2 
勘 - NI1023 カ[ンや]ら, カン[や]ら, カ[ン]やら L3AB, L2 
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雨 5 NI1024 ア[メや]ら, アメ[や]ら, ア[メ]やら L3AB, L2 
窓 5 NI1025 マ[ドや]ら, マド[や]ら, マ[ド]やら L3AB, L2 
小鳥 1a NI1026 [コトリや]ら, [コトリ]やら H4, H3 
所 1b NI1027 [トコロや]ら, [トコロ]やら H4, H3 
力 3 NI1028 [チ]カラやら H1 
命 5a NI1029 [イ]ノチやら H1 
朝日 5b NI1030 [ア]サヒやら H1 
頭 4 NI1031 [アタ]マやら H2 
娘 2 NI1032 [ムス]メやら H2 
椿 7a NI1033 ツ[バ]キやら L2 
薬 7b NI1034 ク[ス]リやら L2 
雀 6 NI1035 ス[ズメや]ら, ス[ズメ]やら, スズ[メ]やら L4A, L3AB 
兎 6 NI1036 ウ[サギや]ら, ウ[サギ]やら, ウサ[ギ]やら L4A, L3AB 
意味 類 番 ～ほど ア 
血 1 NI1037 [チほど H0 
戸 1 NI1038 [トほど H0 
巣 4 NI1039 [スほど H0 
名 2 NI1040 [ナ]ほど H1 
葉 2 NI1041 [ハ]ほど H1 
歯 5 NI1042 [ハ]ほど H1 
手 3 NI1043 テ[ほど L0A 
手ー 3 NI1044 テーほど × 
目 3 NI1045 メ[ほど L0A 
目ー 3 NI1046 メーほど × 
庭 1a NI1047 [ニワほど H0 
水 1a NI1048 [ミズほど H0 
上 1b NI1049 [ウエほど H0 
溝 1b NI1050 [ミゾほど H0 
胡麻 6 NI1051 [ゴマほど H0 
晩 - NI1052 [バンほど H0 
山 3 NI1053 [ヤ]マほど H1 
犬 3 NI1054 [イ]ヌほど H1 
石 2 NI1055 [イ]シほど H1 
虹 2 NI1056 [ニ]ジほど H1 
歌 2 NI1057 [ウ]タほど H1 
針 4 NI1058 ハ[リほど, ハリ[ほど L0AB 
船 4 NI1059 フ[ネほど, フネ[ほど L0AB 
勘 - NI1060 カ[ンほど, カン[ほど L0AB 
雨 5 NI1061 ア[メほど, アメ[ほど L0AB (OK) 
窓 5 NI1062 マ[ドほど, マド[ほど L0AB (OK) 
小鳥 1a NI1063 [コトリほど H0 
所 1b NI1064 [トコロほど H0 
力 3 NI1065 [チ]カラほど H1 
命 5a NI1066 [イ]ノチほど H1 
朝日 5b NI1067 [ア]サヒほど H1 
頭 4 NI1068 [アタ]マほど H2 
娘 2 NI1069 [ムス]メほど H2 
椿 7a NI1070 ツ[バ]キほど L2 
薬 7b NI1071 ク[ス]リほど L2 
雀 6 NI1072 ス[ズメほど L0A 
兎 6 NI1073 ウ[サギほど L0A 
意味 類 番 ～なり ア 
血 1 NI1074 [チな]り, [チ]なり H2, H1 
戸 1 NI1075 [トな]り, [ト]なり H2, H1 
巣 4 NI1076 [スな]り, [ス]なり H2, H1 
名 2 NI1077 [ナな]り, [ナ]なり H2, H1 
葉 2 NI1078 [ハな]り, [ハ]なり H2, H1 
歯 5 NI1079 [ハな]り, [ハ]なり H2, H1 
手 3 NI1080 テ[な]り L2 
手ー 3 NI1081 テー[な]り L3B 
目 3 NI1082 メ[な]り L2 
目ー 3 NI1083 メー[な]り L3B 
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庭 1a NI1084 [ニワな]り, [ニワ]なり H3, H2 
水 1a NI1085 [ミズな]り, [ミズ]なり H3, H2 
上 1b NI1086 [ウエな]り, [ウエ]なり H3, H2 
溝 1b NI1087 [ミゾな]り, [ミゾ]なり H3, H2 
胡麻 6 NI1088 [ゴマな]り, [ゴマ]なり H3, H2 
晩 - NI1089 [バンな]り, [バン]なり H3, H2 
山 3 NI1090 [ヤ]マなり H1 
犬 3 NI1091 [イ]ヌなり H1 
石 2 NI1092 [イ]シなり H1 
虹 2 NI1093 [ニ]ジなり H1 
歌 2 NI1094 [ウ]タなり H1 
針 4 NI1095 ハ[リな]り, ハリ[な]り, ハ[リ]なり L3AB, L2 
船 4 NI1096 フ[ネな]り, フネ[な]り, フ[ネ]なり L3AB, L2 
勘 - NI1097 カ[ンな]り, カン[な]り, カ[ン]なり L3AB, L2 
雨 5 NI1098 ア[メな]り, アメ[な]り, ア[メ]なり L3AB, L2 
窓 5 NI1099 マ[ドな]り, マド[な]り, マ[ド]なり L3AB, L2 
小鳥 1a NI1100 [コトリな]り, [コトリ]なり H4, H3 
所 1b NI1101 [トコロな]り, [トコロ]なり H4, H3 
力 3 NI1102 [チ]カラなり H1 
命 5a NI1103 [イ]ノチなり H1 
朝日 5b NI1104 [ア]サヒなり H1 
頭 4 NI1105 [アタ]マなり H2 
娘 2 NI1106 [ムス]メなり H2 
椿 7a NI1107 ツ[バ]キなり L2 
薬 7b NI1108 ク[ス]リなり L2 
雀 6 NI1109 ス[ズメな]り, ス[ズメ]なり, スズ[メ]なり L4A, L3AB 
兎 6 NI1110 ウ[サギな]り, ウ[サギ]なり, ウサ[ギ]なり L4A, L3AB 
意味 類 番 ～でも ア 
血 1 NI1111 [チで]も, [チ]でも H2, H1 
戸 1 NI1112 [トで]も, [ト]でも H2, H1 
巣 4 NI1113 [スで]も, [ス]でも H2, H1 
名 2 NI1114 [ナで]も, [ナ]でも H2, H1 
葉 2 NI1115 [ハで]も, [ハ]でも H2, H1 
歯 5 NI1116 [ハで]も, [ハ]でも H2, H1 
手 3 NI1117 テ[で]も L2 
手ー 3 NI1118 テー[で]も L3B 
目 3 NI1119 メ[で]も L2 
目ー 3 NI1120 メー[で]も L3B 
庭 1a NI1121 [ニワで]も, [ニワ]でも H3, H2 
水 1a NI1122 [ミズで]も, [ミズ]でも H3, H2 
上 1b NI1123 [ウエで]も, [ウエ]でも H3, H2 
溝 1b NI1124 [ミゾで]も, [ミゾ]でも H3, H2 
胡麻 6 NI1125 [ゴマで]も, [ゴマ]でも H3, H2 
晩 - NI1126 [バンで]も, [バン]でも H3, H2 
山 3 NI1127 [ヤ]マでも H1 
犬 3 NI1128 [イ]ヌでも H1 
石 2 NI1129 [イ]シでも H1 
虹 2 NI1130 [ニ]ジでも H1 
歌 2 NI1131 [ウ]タでも H1 
針 4 NI1132 ハ[リで]も, ハリ[で]も, ハ[リ]でも L3AB, L2 
船 4 NI1133 フ[ネで]も, フネ[で]も, フ[ネ]でも L3AB, L2 
勘 - NI1134 カ[ンで]も, カン[で]も, カ[ン]でも L3AB, L2 
雨 5 NI1135 ア[メで]も, アメ[で]も, ア[メ]でも L3AB, L2 
窓 5 NI1136 マ[ドで]も, マド[で]も, マ[ド]でも L3AB, L2 
小鳥 1a NI1137 [コトリで]も, [コトリ]でも H4, H3 
所 1b NI1138 [トコロで]も, [トコロ]でも H4, H3 
力 3 NI1139 [チ]カラでも H1 
命 5a NI1140 [イ]ノチでも H1 
朝日 5b NI1141 [ア]サヒでも H1 
頭 4 NI1142 [アタ]マでも H2 
娘 2 NI1143 [ムス]メでも H2 
椿 7a NI1144 ツ[バ]キでも L2 



付録 24 名詞変化 

- 570 - 

 

薬 7b NI1145 ク[ス]リでも L2 
雀 6 NI1146 ス[ズメで]も, ス[ズメ]でも, スズ[メ]でも L4A, L3AB 
兎 6 NI1147 ウ[サギで]も, ウ[サギ]でも, ウサ[ギ]でも L4A, L3AB 
意味 類 番 ～じゃ（断定） ア 
血 1 NI1148 [チ]じゃ H1 
戸 1 NI1149 [ト]じゃ H1 
巣 4 NI1150 [ス]じゃ H1 
名 2 NI1151 [ナ]じゃ H1 
葉 2 NI1152 [ハ]じゃ H1 
歯 5 NI1153 [ハ]じゃ H1 
手 3 NI1154 テ[じゃ L0 
手ー 3 NI1155 テ[ー]じゃ L2 
目 3 NI1156 メ[じゃ L0 
目ー 3 NI1157 メ[ー]じゃ L2 
庭 1a NI1158 [ニワ]じゃ H2 
水 1a NI1159 [ミズ]じゃ H2 
上 1b NI1160 [ウエ]じゃ H2 
溝 1b NI1161 [ミゾ]じゃ H2 
胡麻 6 NI1162 [ゴマ]じゃ H2 
晩 - NI1163 [バン]じゃ H2 
山 3 NI1164 [ヤ]マじゃ H1 
犬 3 NI1165 [イ]ヌじゃ H1 
石 2 NI1166 [イ]シじゃ H1 
虹 2 NI1167 [ニ]ジじゃ H1 
歌 2 NI1168 [ウ]タじゃ H1 
針 4 NI1169 ハ[リ]じゃ L2 
船 4 NI1170 フ[ネ]じゃ L2 
勘 - NI1171 カ[ン]じゃ L2 
雨 5 NI1172 ア[メ]じゃ L2 
窓 5 NI1173 マ[ド]じゃ L2 
小鳥 1a NI1174 [コトリ]じゃ H3 
所 1b NI1175 [トコロ]じゃ H3 
力 3 NI1176 [チ]カラじゃ H1 
命 5a NI1177 [イ]ノチじゃ H1 
朝日 5b NI1178 [ア]サヒじゃ H1 
頭 4 NI1179 [アタ]マじゃ H2 
娘 2 NI1180 [ムス]メじゃ H2 
椿 7a NI1181 ツ[バ]キじゃ L2 
薬 7b NI1182 ク[ス]リじゃ L2 
雀 6 NI1183 ス[ズメ]じゃ, スズ[メ]じゃ L3AB 
兎 6 NI1184 ウ[サギ]じゃ, ウサ[ギ]じゃ L3AB 
意味 類 番 ～じゃった ア 
血 1 NI1185 [チ]じゃった H1 
戸 1 NI1186 [ト]じゃった H1 
巣 4 NI1187 [ス]じゃった H1 
名 2 NI1188 [ナ]じゃった H1 
葉 2 NI1189 [ハ]じゃった H1 
歯 5 NI1190 [ハ]じゃった H1 
手 3 NI1191 テじゃった × 
手ー 3 NI1192 テ[ー]じゃった L2 
目 3 NI1193 メじゃった × 
目ー 3 NI1194 メ[ー]じゃった L2 
庭 1a NI1195 [ニワ]じゃった H2 
水 1a NI1196 [ミズ]じゃった H2 
上 1b NI1197 [ウエ]じゃった H2 
溝 1b NI1198 [ミゾ]じゃった H2 
胡麻 6 NI1199 [ゴマ]じゃった H2 
晩 - NI1200 [バン]じゃった H2 
山 3 NI1201 [ヤ]マじゃった H1 
犬 3 NI1202 [イ]ヌじゃった H1 
石 2 NI1203 [イ]シじゃった H1 
虹 2 NI1204 [ニ]ジじゃった H1 
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歌 2 NI1205 [ウ]タじゃった H1 
針 4 NI1206 ハ[リ]じゃった L2 
船 4 NI1207 フ[ネ]じゃった L2 
勘 - NI1208 カ[ン]じゃった L2 
雨 5 NI1209 ア[メ]じゃった L2 
窓 5 NI1210 マ[ド]じゃった L2 
小鳥 1a NI1211 [コトリ]じゃった H3 
所 1b NI1212 [トコロ]じゃった H3 
力 3 NI1213 [チ]カラじゃった H1 
命 5a NI1214 [イ]ノチじゃった H1 
朝日 5b NI1215 [ア]サヒじゃった H1 
頭 4 NI1216 [アタ]マじゃった H2 
娘 2 NI1217 [ムス]メじゃった H2 
椿 7a NI1218 ツ[バ]キじゃった L2 
薬 7b NI1219 ク[ス]リじゃった L2 
雀 6 NI1220 ス[ズメ]じゃった, スズ[メ]じゃった L3AB 
兎 6 NI1221 ウ[サギ]じゃった, ウサ[ギ]じゃった L3AB 
意味 類 番 ～じゃろー ア 
血 1 NI1222 [チ]じゃろー H1 
戸 1 NI1223 [ト]じゃろー H1 
巣 4 NI1224 [ス]じゃろー H1 
名 2 NI1225 [ナ]じゃろー H1 
葉 2 NI1226 [ハ]じゃろー H1 
歯 5 NI1227 [ハ]じゃろー H1 
手 3 NI1228 テじゃろー × 
手ー 3 NI1229 テ[ー]じゃろー L2 
目 3 NI1230 メじゃろー × 
目ー 3 NI1231 メ[ー]じゃろー L2 
庭 1a NI1232 [ニワ]じゃろー H2 
水 1a NI1233 [ミズ]じゃろー H2 
上 1b NI1234 [ウエ]じゃろー H2 
溝 1b NI1235 [ミゾ]じゃろー H2 
胡麻 6 NI1236 [ゴマ]じゃろー H2 
晩 - NI1237 [バン]じゃろー H2 
山 3 NI1238 [ヤ]マじゃろー H1 
犬 3 NI1239 [イ]ヌじゃろー H1 
石 2 NI1240 [イ]シじゃろー H1 
虹 2 NI1241 [ニ]ジじゃろー H1 
歌 2 NI1242 [ウ]タじゃろー H1 
針 4 NI1243 ハ[リ]じゃろー L2 
船 4 NI1244 フ[ネ]じゃろー L2 
勘 - NI1245 カ[ン]じゃろー L2 
雨 5 NI1246 ア[メ]じゃろー L2 
窓 5 NI1247 マ[ド]じゃろー L2 
小鳥 1a NI1248 [コトリ]じゃろー H3 
所 1b NI1249 [トコロ]じゃろー H3 
力 3 NI1250 [チ]カラじゃろー H1 
命 5a NI1251 [イ]ノチじゃろー H1 
朝日 5b NI1252 [ア]サヒじゃろー H1 
頭 4 NI1253 [アタ]マじゃろー H2 
娘 2 NI1254 [ムス]メじゃろー H2 
椿 7a NI1255 ツ[バ]キじゃろー L2 
薬 7b NI1256 ク[ス]リじゃろー L2 
雀 6 NI1257 ス[ズメ]じゃろー, スズ[メ]じゃろー L3AB 
兎 6 NI1258 ウ[サギ]じゃろー, ウサ[ギ]じゃろー L3AB 
意味 類 番 ～にかーらん（推量・類似） ア 
血 1 NI1259 [チにかーらん H0 
戸 1 NI1260 [トにかーらん H0 
巣 4 NI1261 [スにかーらん H0 
名 2 NI1262 [ナ]にかーらん H1 
葉 2 NI1263 [ハ]にかーらん H1 
歯 5 NI1264 [ハ]にかーらん H1 
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手 3 NI1265 テ[にかーらん, テに[かーらん L0AB 
手ー 3 NI1266 テーにかーらん × 
目 3 NI1267 メ[にかーらん, メに[かーらん L0AB 
目ー 3 NI1268 メーにかーらん × 
庭 1a NI1269 [ニワにかーらん H0 
水 1a NI1270 [ミズにかーらん H0 
上 1b NI1271 [ウエにかーらん H0 
溝 1b NI1272 [ミゾにかーらん H0 
胡麻 6 NI1273 [ゴマにかーらん H0 
晩 - NI1274 [バンにかーらん H0 
山 3 NI1275 [ヤ]マにかーらん H1 
犬 3 NI1276 [イ]ヌにかーらん H1 
石 2 NI1277 [イ]シにかーらん H1 
虹 2 NI1278 [ニ]ジにかーらん H1 
歌 2 NI1279 [ウ]タにかーらん H1 
針 4 NI1280 ハ[リにかーらん L0A 
船 4 NI1281 フ[ネにかーらん L0A 
勘 - NI1282 カ[ンにかーらん L0A 
雨 5 NI1283 ア[メ]にかーらん L2 
窓 5 NI1284 マ[ド]にかーらん L2 
小鳥 1a NI1285 [コトリにかーらん H0 
所 1b NI1286 [トコロにかーらん H0 
力 3 NI1287 [チ]カラにかーらん H1 
命 5a NI1288 [イ]ノチにかーらん H1 
朝日 5b NI1289 [ア]サヒにかーらん H1 
頭 4 NI1290 [アタ]マにかーらん H2 
娘 2 NI1291 [ムス]メにかーらん H2 
椿 7a NI1292 ツ[バ]キにかーらん L2 
薬 7b NI1293 ク[ス]リにかーらん L2 
雀 6 NI1294 ス[ズメにかーらん, スズ[メにかーらん L0AB 
兎 6 NI1295 ウ[サギにかーらん, ウサ[ギにかーらん L0AB 
意味 類 番 ～じゃ無い ア 
血 1 NI1296 [チ]じゃ.[な]い H1.H1 
戸 1 NI1297 [ト]じゃ.[な]い H1.H1 
巣 4 NI1298 [ス]じゃ.[な]い H1.H1 
名 2 NI1299 [ナ]じゃ.[な]い H1.H1 
葉 2 NI1300 [ハ]じゃ.[な]い H1.H1 
歯 5 NI1301 [ハ]じゃ.[な]い H1.H1 
手 3 NI1302 テ[じゃ.[な]い L0.H1 
手ー 3 NI1303 テーじゃ.[な]い × 
目 3 NI1304 メ[じゃ.[な]い L0.H1 
目ー 3 NI1305 メーじゃ.[な]い × 
庭 1a NI1306 [ニワ]じゃ.[な]い H2.H1 
水 1a NI1307 [ミズ]じゃ.[な]い H2.H1 
上 1b NI1308 [ウエ]じゃ.[な]い H2.H1 
溝 1b NI1309 [ミゾ]じゃ.[な]い H2.H1 
胡麻 6 NI1310 [ゴマ]じゃ.[な]い H2.H1 
晩 - NI1311 [バン]じゃ.[な]い H2.H1 
山 3 NI1312 [ヤ]マじゃ.[な]い H1.H1 
犬 3 NI1313 [イ]ヌじゃ.[な]い H1.H1 
石 2 NI1314 [イ]シじゃ.[な]い H1.H1 
虹 2 NI1315 [ニ]ジじゃ.[な]い H1.H1 
歌 2 NI1316 [ウ]タじゃ.[な]い H1.H1 
針 4 NI1317 ハ[リ]じゃ.[な]い L2.H1 
船 4 NI1318 フ[ネ]じゃ.[な]い L2.H1 
勘 - NI1319 カ[ン]じゃ.[な]い L2.H1 
雨 5 NI1320 ア[メ]じゃ.[な]い L2.H1 
窓 5 NI1321 マ[ド]じゃ.[な]い L2.H1 
小鳥 1a NI1322 [コトリ]じゃ.[な]い H3.H1 
所 1b NI1323 [トコロ]じゃ.[な]い H3.H1 
力 3 NI1324 [チ]カラじゃ.[な]い H1.H1 
命 5a NI1325 [イ]ノチじゃ.[な]い H1.H1 
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朝日 5b NI1326 [ア]サヒじゃ.[な]い H1.H1 
頭 4 NI1327 [アタ]マじゃ.[な]い H2.H1 
娘 2 NI1328 [ムス]メじゃ.[な]い H2.H1 
椿 7a NI1329 ツ[バ]キじゃ.[な]い L2.H1 
薬 7b NI1330 ク[ス]リじゃ.[な]い L2.H1 
雀 6 NI1331 ス[ズメ]じゃ.[な]い, スズ[メ]じゃ.[な]い L3AB.H1 
兎 6 NI1332 ウ[サギ]じゃ.[な]い, ウサ[ギ]じゃ.[な]い L3AB.H1 
意味 類 番 ～じゃけんど（だけれど） ア 
血 1 NI1333 [チ]じゃ.[け]んど, [チ]じゃ.けんど H1.(H)1 
戸 1 NI1334 [ト]じゃ.[け]んど, [ト]じゃ.けんど H1.(H)1 
巣 4 NI1335 [ス]じゃ.[け]んど, [ス]じゃ.けんど H1.(H)1 
名 2 NI1336 [ナ]じゃ.[け]んど, [ナ]じゃ.けんど H1.(H)1 
葉 2 NI1337 [ハ]じゃ.[け]んど, [ハ]じゃ.けんど H1.(H)1 
歯 5 NI1338 [ハ]じゃ.[け]んど, [ハ]じゃ.けんど H1.(H)1 
手 3 NI1339 テ[じゃ.[け]んど L0.H1 
手ー 3 NI1340 テ[ー]じゃ.[け]んど, テ[ー]じゃ.けんど L2.(H)1 
目 3 NI1341 メ[じゃ.[け]んど L0.H1 
目ー 3 NI1342 メ[ー]じゃ.[け]んど, メ[ー]じゃ.けんど L2.(H)1 
庭 1a NI1343 [ニワ]じゃ.[け]んど, [ニワ]じゃ.けんど H2.(H)1 
水 1a NI1344 [ミズ]じゃ.[け]んど, [ミズ]じゃ.けんど H2.(H)1 
上 1b NI1345 [ウエ]じゃ.[け]んど, [ウエ]じゃ.けんど H2.(H)1 
溝 1b NI1346 [ミゾ]じゃ.[け]んど, [ミゾ]じゃ.けんど H2.(H)1 
胡麻 6 NI1347 [ゴマ]じゃ.[け]んど, [ゴマ]じゃ.けんど H2.(H)1 
晩 - NI1348 [バン]じゃ.[け]んど, [バン]じゃ.けんど H2.(H)1 
山 3 NI1349 [ヤ]マじゃ.[け]んど, [ヤ]マじゃ.けんど H1.(H)1 
犬 3 NI1350 [イ]ヌじゃ.[け]んど, [イ]ヌじゃ.けんど H1.(H)1 
石 2 NI1351 [イ]シじゃ.[け]んど, [イ]シじゃ.けんど H1.(H)1 
虹 2 NI1352 [ニ]ジじゃ.[け]んど, [ニ]ジじゃ.けんど H1.(H)1 
歌 2 NI1353 [ウ]タじゃ.[け]んど, [ウ]タじゃ.けんど H1.(H)1 
針 4 NI1354 ハ[リ]じゃ.[け]んど, ハ[リ]じゃ.けんど L2.(H)1 
船 4 NI1355 フ[ネ]じゃ.[け]んど, フ[ネ]じゃ.けんど L2.(H)1 
勘 - NI1356 カ[ン]じゃ.[け]んど, カ[ン]じゃ.けんど L2.(H)1 
雨 5 NI1357 ア[メ]じゃ.[け]んど, ア[メ]じゃ.けんど L2.(H)1 
窓 5 NI1358 マ[ド]じゃ.[け]んど, マ[ド]じゃ.けんど L2.(H)1 
小鳥 1a NI1359 [コトリ]じゃ.[け]んど, [コトリ]じゃ.けんど H3.(H)1 
所 1b NI1360 [トコロ]じゃ.[け]んど, [トコロ]じゃ.けんど H3.(H)1 
力 3 NI1361 [チ]カラじゃ.[け]んど, [チ]カラじゃ.けんど H1.(H)1 
命 5a NI1362 [イ]ノチじゃ.[け]んど, [イ]ノチじゃ.けんど H1.(H)1 
朝日 5b NI1363 [ア]サヒじゃ.[け]んど, [ア]サヒじゃ.けんど H1.(H)1 
頭 4 NI1364 [アタ]マじゃ.[け]んど, [アタ]マじゃ.けんど H2.(H)1 
娘 2 NI1365 [ムス]メじゃ.[け]んど, [ムス]メじゃ.けんど H2.(H)1 
椿 7a NI1366 ツ[バ]キじゃ.[け]んど, ツ[バ]キじゃ.けんど L2.(H)1 
薬 7b NI1367 ク[ス]リじゃ.[け]んど, ク[ス]リじゃ.けんど L2.(H)1 

雀 6 NI1368 ス[ズメ]じゃ.[け]んど, ス[ズメ]じゃ.けんど,
スズ[メ]じゃ.[け]んど, スズ[メ]じゃ.けんど

L3AB.(H)1 

兎 6 NI1369 ウ[サギ]じゃ.[け]んど, ウ[サギ]じゃ.けんど,
ウサ[ギ]じゃ.[け]んど, ウサ[ギ]じゃ.けんど

L3AB.(H)1 

意味 類 番 ～じゃき（だから） ア 
血 1 NI1370 [チ]じゃき H1 
戸 1 NI1371 [ト]じゃき H1 
巣 4 NI1372 [ス]じゃき H1 
名 2 NI1373 [ナ]じゃき H1 
葉 2 NI1374 [ハ]じゃき H1 
歯 5 NI1375 [ハ]じゃき H1 
手 3 NI1376 テじゃき × 
手ー 3 NI1377 テ[ー]じゃき L2 
目 3 NI1378 メじゃき × 
目ー 3 NI1379 メ[ー]じゃき L2 
庭 1a NI1380 [ニワ]じゃき H2 
水 1a NI1381 [ミズ]じゃき H2 
上 1b NI1382 [ウエ]じゃき H2 
溝 1b NI1383 [ミゾ]じゃき H2 
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胡麻 6 NI1384 [ゴマ]じゃき H2 
晩 - NI1385 [バン]じゃき H2 
山 3 NI1386 [ヤ]マじゃき H1 
犬 3 NI1387 [イ]ヌじゃき H1 
石 2 NI1388 [イ]シじゃき H1 
虹 2 NI1389 [ニ]ジじゃき H1 
歌 2 NI1390 [ウ]タじゃき H1 
針 4 NI1391 ハ[リ]じゃき L2 
船 4 NI1392 フ[ネ]じゃき L2 
勘 - NI1393 カ[ン]じゃき L2 
雨 5 NI1394 ア[メ]じゃき L2 
窓 5 NI1395 マ[ド]じゃき L2 
小鳥 1a NI1396 [コトリ]じゃき H3 
所 1b NI1397 [トコロ]じゃき H3 
力 3 NI1398 [チ]カラじゃき H1 
命 5a NI1399 [イ]ノチじゃき H1 
朝日 5b NI1400 [ア]サヒじゃき H1 
頭 4 NI1401 [アタ]マじゃき H2 
娘 2 NI1402 [ムス]メじゃき H2 
椿 7a NI1403 ツ[バ]キじゃき L2 
薬 7b NI1404 ク[ス]リじゃき L2 
雀 6 NI1405 ス[ズメ]じゃき, スズ[メ]じゃき L3AB 
兎 6 NI1406 ウ[サギ]じゃき, ウサ[ギ]じゃき L3AB 
意味 類 番 ～じゃよ ア 
血 1 NI1407 [チ]じゃ.[よ H1.H0 
戸 1 NI1408 [ト]じゃ.[よ H1.H0 
巣 4 NI1409 [ス]じゃ.[よ H1.H0 
名 2 NI1410 [ナ]じゃ.[よ H1.H0 
葉 2 NI1411 [ハ]じゃ.[よ H1.H0 
歯 5 NI1412 [ハ]じゃ.[よ H1.H0 
手 3 NI1413 テじゃ.よ × 
手ー 3 NI1414 テ[ー]じゃ.[よ L2.H0 
目 3 NI1415 メじゃ.よ × 
目ー 3 NI1416 メ[ー]じゃ.[よ L2.H0 
庭 1a NI1417 [ニワ]じゃ.[よ H2.H0 
水 1a NI1418 [ミズ]じゃ.[よ H2.H0 
上 1b NI1419 [ウエ]じゃ.[よ H2.H0 
溝 1b NI1420 [ミゾ]じゃ.[よ H2.H0 
胡麻 6 NI1421 [ゴマ]じゃ.[よ H2.H0 
晩 - NI1422 [バン]じゃ.[よ H2.H0 
山 3 NI1423 [ヤ]マじゃ.[よ H1.H0 
犬 3 NI1424 [イ]ヌじゃ.[よ H1.H0 
石 2 NI1425 [イ]シじゃ.[よ H1.H0 
虹 2 NI1426 [ニ]ジじゃ.[よ H1.H0 
歌 2 NI1427 [ウ]タじゃ.[よ H1.H0 
針 4 NI1428 ハ[リ]じゃ.[よ L2.H0 
船 4 NI1429 フ[ネ]じゃ.[よ L2.H0 
勘 - NI1430 カ[ン]じゃ.[よ L2.H0 
雨 5 NI1431 ア[メ]じゃ.[よ L2.H0 
窓 5 NI1432 マ[ド]じゃ.[よ L2.H0 
小鳥 1a NI1433 [コトリ]じゃ.[よ H3.H0 
所 1b NI1434 [トコロ]じゃ.[よ H3.H0 
力 3 NI1435 [チ]カラじゃ.[よ H1.H0 
命 5a NI1436 [イ]ノチじゃ.[よ H1.H0 
朝日 5b NI1437 [ア]サヒじゃ.[よ H1.H0 
頭 4 NI1438 [アタ]マじゃ.[よ H2.H0 
娘 2 NI1439 [ムス]メじゃ.[よ H2.H0 
椿 7a NI1440 ツ[バ]キじゃ.[よ L2.H0 
薬 7b NI1441 ク[ス]リじゃ.[よ L2.H0 
雀 6 NI1442 ス[ズメ]じゃ.[よ, スズ[メ]じゃ.[よ L3AB.H0 
兎 6 NI1443 ウ[サギ]じゃ.[よ, ウサ[ギ]じゃ.[よ L3AB.H0 
意味 類 番 ～でー(ぜー) ア 
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血 1 NI1444 [チ]でー H1 
戸 1 NI1445 [ト]でー H1 
巣 4 NI1446 [ス]でー H1 
名 2 NI1447 [ナ]でー H1 
葉 2 NI1448 [ハ]でー H1 
歯 5 NI1449 [ハ]でー H1 
手 3 NI1450 テでー × 
手ー 3 NI1451 テ[ー]でー L2 
目 3 NI1452 メでー × 
目ー 3 NI1453 メ[ー]でー L2 
庭 1a NI1454 [ニワ]でー H2 
水 1a NI1455 [ミズ]でー H2 
上 1b NI1456 [ウエ]でー H2 
溝 1b NI1457 [ミゾ]でー H2 
胡麻 6 NI1458 [ゴマ]でー H2 
晩 - NI1459 [バン]でー H2 
山 3 NI1460 [ヤ]マでー H1 
犬 3 NI1461 [イ]ヌでー H1 
石 2 NI1462 [イ]シでー H1 
虹 2 NI1463 [ニ]ジでー H1 
歌 2 NI1464 [ウ]タでー H1 
針 4 NI1465 ハ[リ]でー L2 
船 4 NI1466 フ[ネ]でー L2 
勘 - NI1467 カ[ン]でー L2 
雨 5 NI1468 ア[メ]でー L2 
窓 5 NI1469 マ[ド]でー L2 
小鳥 1a NI1470 [コトリ]でー H3 
所 1b NI1471 [トコロ]でー H3 
力 3 NI1472 [チ]カラでー H1 
命 5a NI1473 [イ]ノチでー H1 
朝日 5b NI1474 [ア]サヒでー H1 
頭 4 NI1475 [アタ]マでー H2 
娘 2 NI1476 [ムス]メでー H2 
椿 7a NI1477 ツ[バ]キでー L2 
薬 7b NI1478 ク[ス]リでー L2 
雀 6 NI1479 ス[ズメ]でー, スズ[メ]でー L3AB 
兎 6 NI1480 ウ[サギ]でー, ウサ[ギ]でー L3AB 
意味 類 番 ～ぞ ア 
血 1 NI1481 [チ.ぞ, [チ].ぞ H0.(H)0 
戸 1 NI1482 [ト.ぞ, [ト].ぞ H0.(H)0 
巣 4 NI1483 [ス.ぞ, [ス].ぞ H0.(H)0 
名 2 NI1484 [ナ]ぞ H1 (OK) 
葉 2 NI1485 [ハ]ぞ H1 (OK) 
歯 5 NI1486 [ハ]ぞ H1 (OK) 
手 3 NI1487 テ[ぞ L0 (OK) 
手ー 3 NI1488 テー[ぞ, テ[ー]ぞ L0B, L2 
目 3 NI1489 メ[ぞ L0 (OK) 
目ー 3 NI1490 メー[ぞ, メ[ー]ぞ L0B, L2 
庭 1a NI1491 [ニワ.ぞ, [ニワ].ぞ H0.(H)0 
水 1a NI1492 [ミズ.ぞ, [ミズ].ぞ H0.(H)0 
上 1b NI1493 [ウエ.ぞ, [ウエ].ぞ H0.(H)0 
溝 1b NI1494 [ミゾ.ぞ, [ミゾ].ぞ H0.(H)0 
胡麻 6 NI1495 [ゴマ.ぞ, [ゴマ].ぞ H0.(H)0 
晩 - NI1496 [バン.ぞ, [バン].ぞ H0.(H)0 
山 3 NI1497 [ヤ]マ.[ぞ, [ヤ]マ.ぞ H1.(H)0 
犬 3 NI1498 [イ]ヌ.[ぞ, [イ]ヌ.ぞ H1.(H)0 
石 2 NI1499 [イ]シ.[ぞ, [イ]シ.ぞ H1.(H)0 
虹 2 NI1500 [ニ]ジ.[ぞ, [ニ]ジ.ぞ H1.(H)0 
歌 2 NI1501 [ウ]タ.[ぞ, [ウ]タ.ぞ H1.(H)0 
針 4 NI1502 ハ[リぞ, ハリ[ぞ, ハ[リ]ぞ L0AB, L2 
船 4 NI1503 フ[ネぞ, フネ[ぞ, フ[ネ]ぞ L0AB, L2 
勘 - NI1504 カ[ンぞ, カン[ぞ, カ[ン]ぞ L0AB, L2 



付録 24 名詞変化 

- 576 - 

 

雨 5 NI1505 ア[メ.ぞ, ア[メ].ぞ L0.(H)0 
窓 5 NI1506 マ[ド.ぞ, マ[ド].ぞ L0.(H)0 
小鳥 1a NI1507 [コトリ.ぞ, [コトリ].ぞ H0.(H)0 
所 1b NI1508 [トコロ.ぞ, [トコロ].ぞ H0.(H)0 
力 3 NI1509 [チ]カラ.[ぞ, [チ]カラ.ぞ H1.(H)0 
命 5a NI1510 [イ]ノチ.[ぞ, [イ]ノチ.ぞ H1.(H)0 
朝日 5b NI1511 [ア]サヒ.[ぞ, [ア]サヒ.ぞ H1.(H)0 
頭 4 NI1512 [アタ]マ.[ぞ, [アタ]マ.ぞ H2.(H)0 
娘 2 NI1513 [ムス]メ.[ぞ, [ムス]メ.ぞ H2.(H)0 
椿 7a NI1514 ツ[バ]キ.[ぞ, ツ[バ]キ.ぞ L2.(H)0 
薬 7b NI1515 ク[ス]リ.[ぞ, ク[ス]リ.ぞ L2.(H)0 
雀 6 NI1516 ス[ズメ.ぞ, ス[ズメ].ぞ, スズ[メ.ぞ, スズ[メ].ぞ L0AB.(H)0 
兎 6 NI1517 ウ[サギ.ぞ, ウ[サギ].ぞ, ウサ[ギ.ぞ, ウサ[ギ].ぞ L0AB.(H)0 
意味 類 番 ～ぜよ ア 
血 1 NI1518 [チ]ぜ.[よ, [チ]ぜ.よ H1.(H)0 
戸 1 NI1519 [ト]ぜ.[よ, [ト]ぜ.よ H1.(H)0 
巣 4 NI1520 [ス]ぜ.[よ, [ス]ぜ.よ H1.(H)0 
名 2 NI1521 [ナ]ぜ.[よ, [ナ]ぜ.よ H1.(H)0 
葉 2 NI1522 [ハ]ぜ.[よ, [ハ]ぜ.よ H1.(H)0 
歯 5 NI1523 [ハ]ぜ.[よ, [ハ]ぜ.よ H1.(H)0 
手 3 NI1524 テ[ぜ]よ L2 (OK) 
手ー 3 NI1525 テ[ー]ぜ.[よ, テ[ー]ぜ.よ L2.(H)0 
目 3 NI1526 メ[ぜ]よ L2 (OK) 
目ー 3 NI1527 メ[ー]ぜ.[よ, メ[ー]ぜ.よ L2.(H)0 
庭 1a NI1528 [ニワ]ぜ.[よ, [ニワ]ぜ.よ H2.(H)0 
水 1a NI1529 [ミズ]ぜ.[よ, [ミズ]ぜ.よ H2.(H)0 
上 1b NI1530 [ウエ]ぜ.[よ, [ウエ]ぜ.よ H2.(H)0 
溝 1b NI1531 [ミゾ]ぜ.[よ, [ミゾ]ぜ.よ H2.(H)0 
胡麻 6 NI1532 [ゴマ]ぜ.[よ, [ゴマ]ぜ.よ H2.(H)0 
晩 - NI1533 [バン]ぜ.[よ, [バン]ぜ.よ H2.(H)0 
山 3 NI1534 [ヤ]マぜ.[よ, [ヤ]マぜ.よ H1.(H)0 
犬 3 NI1535 [イ]ヌぜ.[よ, [イ]ヌぜ.よ H1.(H)0 
石 2 NI1536 [イ]シぜ.[よ, [イ]シぜ.よ H1.(H)0 
虹 2 NI1537 [ニ]ジぜ.[よ, [ニ]ジぜ.よ H1.(H)0 
歌 2 NI1538 [ウ]タぜ.[よ, [ウ]タぜ.よ H1.(H)0 
針 4 NI1539 ハ[リ]ぜ.[よ, ハ[リ]ぜ.よ L2.(H)0 
船 4 NI1540 フ[ネ]ぜ.[よ, フ[ネ]ぜ.よ L2.(H)0 
勘 - NI1541 カ[ン]ぜ.[よ, カ[ン]ぜ.よ L2.(H)0 
雨 5 NI1542 ア[メ]ぜ.[よ, ア[メ]ぜ.よ L2.(H)0 
窓 5 NI1543 マ[ド]ぜ.[よ, マ[ド]ぜ.よ L2.(H)0 
小鳥 1a NI1544 [コトリ]ぜ.[よ, [コトリ]ぜ.よ H3.(H)0 
所 1b NI1545 [トコロ]ぜ.[よ, [トコロ]ぜ.よ H3.(H)0 
力 3 NI1546 [チ]カラぜ.[よ, [チ]カラぜ.よ H1.(H)0 
命 5a NI1547 [イ]ノチぜ.[よ, [イ]ノチぜ.よ H1.(H)0 
朝日 5b NI1548 [ア]サヒぜ.[よ, [ア]サヒぜ.よ H1.(H)0 
頭 4 NI1549 [アタ]マぜ.[よ, [アタ]マぜ.よ H2.(H)0 
娘 2 NI1550 [ムス]メぜ.[よ, [ムス]メぜ.よ H2.(H)0 
椿 7a NI1551 ツ[バ]キぜ.[よ, ツ[バ]キぜ.よ L2.(H)0 
薬 7b NI1552 ク[ス]リぜ.[よ, ク[ス]リぜ.よ L2.(H)0 

雀 6 NI1553 ス[ズメ]ぜ.[よ, ス[ズメ]ぜ.よ,
スズ[メ]ぜ.[よ, スズ[メ]ぜ.よ L3AB.(H)0 

兎 6 NI1554 ウ[サギ]ぜ.[よ, ウ[サギ]ぜ.よ,
ウサ[ギ]ぜ[.よ, ウサ[ギ]ぜ.よ L3AB.(H)0 

意味 類 番 ～じゃねー（だねえ） ア 
血 1 NI1555 [チ]じゃ.[ね]ー H1.H1 
戸 1 NI1556 [ト]じゃ.[ね]ー H1.H1 
巣 4 NI1557 [ス]じゃ.[ね]ー H1.H1 
名 2 NI1558 [ナ]じゃ.[ね]ー H1.H1 
葉 2 NI1559 [ハ]じゃ.[ね]ー H1.H1 
歯 5 NI1560 [ハ]じゃ.[ね]ー H1.H1 
手 3 NI1561 テ[じゃ.[ね]ー L0.H1 
手ー 3 NI1562 テ[ー]じゃ.[ね]ー L2.H1 



付録 24 名詞変化 

- 577 - 

 

目 3 NI1563 メ[じゃ.[ね]ー L0.H1 
目ー 3 NI1564 メ[ー]じゃ.[ね]ー L2.H1 
庭 1a NI1565 [ニワ]じゃ.[ね]ー H2.H1 
水 1a NI1566 [ミズ]じゃ.[ね]ー H2.H1 
上 1b NI1567 [ウエ]じゃ.[ね]ー H2.H1 
溝 1b NI1568 [ミゾ]じゃ.[ね]ー H2.H1 
胡麻 6 NI1569 [ゴマ]じゃ.[ね]ー H2.H1 
晩 - NI1570 [バン]じゃ.[ね]ー H2.H1 
山 3 NI1571 [ヤ]マじゃ.[ね]ー H1.H1 
犬 3 NI1572 [イ]ヌじゃ.[ね]ー H1.H1 
石 2 NI1573 [イ]シじゃ.[ね]ー H1.H1 
虹 2 NI1574 [ニ]ジじゃ.[ね]ー H1.H1 
歌 2 NI1575 [ウ]タじゃ.[ね]ー H1.H1 
針 4 NI1576 ハ[リ]じゃ.[ね]ー L2.H1 
船 4 NI1577 フ[ネ]じゃ.[ね]ー L2.H1 
勘 - NI1578 カ[ン]じゃ.[ね]ー L2.H1 
雨 5 NI1579 ア[メ]じゃ.[ね]ー L2.H1 
窓 5 NI1580 マ[ド]じゃ.[ね]ー L2.H1 
小鳥 1a NI1581 [コトリ]じゃ.[ね]ー H3.H1 
所 1b NI1582 [トコロ]じゃ.[ね]ー H3.H1 
力 3 NI1583 [チ]カラじゃ.[ね]ー H1.H1 
命 5a NI1584 [イ]ノチじゃ.[ね]ー H1.H1 
朝日 5b NI1585 [ア]サヒじゃ.[ね]ー H1.H1 
頭 4 NI1586 [アタ]マじゃ.[ね]ー H2.H1 
娘 2 NI1587 [ムス]メじゃ.[ね]ー H2.H1 
椿 7a NI1588 ツ[バ]キじゃ.[ね]ー L2.H1 
薬 7b NI1589 ク[ス]リじゃ.[ね]ー L2.H1 
雀 6 NI1590 ス[ズメ]じゃ.[ね]ー, スズ[メ]じゃ.[ね]ー L3AB.H1 
兎 6 NI1591 ウ[サギ]じゃ.[ね]ー, ウサ[ギ]じゃ.[ね]ー L3AB.H1 
意味 類 番 ～じゃのー（だのう） ア 
血 1 NI1592 [チ]じゃ.[の]ー H1.H1 
戸 1 NI1593 [ト]じゃ.[の]ー H1.H1 
巣 4 NI1594 [ス]じゃ.[の]ー H1.H1 
名 2 NI1595 [ナ]じゃ.[の]ー H1.H1 
葉 2 NI1596 [ハ]じゃ.[の]ー H1.H1 
歯 5 NI1597 [ハ]じゃ.[の]ー H1.H1 
手 3 NI1598 テ[じゃ.[の]ー L0.H1 
手ー 3 NI1599 テ[ー]じゃ.[の]ー L2.H1 
目 3 NI1600 メ[じゃ.[の]ー L0.H1 
目ー 3 NI1601 メ[ー]じゃ.[の]ー L2.H1 
庭 1a NI1602 [ニワ]じゃ.[の]ー H2.H1 
水 1a NI1603 [ミズ]じゃ.[の]ー H2.H1 
上 1b NI1604 [ウエ]じゃ.[の]ー H2.H1 
溝 1b NI1605 [ミゾ]じゃ.[の]ー H2.H1 
胡麻 6 NI1606 [ゴマ]じゃ.[の]ー H2.H1 
晩 - NI1607 [バン]じゃ.[の]ー H2.H1 
山 3 NI1608 [ヤ]マじゃ.[の]ー H1.H1 
犬 3 NI1609 [イ]ヌじゃ.[の]ー H1.H1 
石 2 NI1610 [イ]シじゃ.[の]ー H1.H1 
虹 2 NI1611 [ニ]ジじゃ.[の]ー H1.H1 
歌 2 NI1612 [ウ]タじゃ.[の]ー H1.H1 
針 4 NI1613 ハ[リ]じゃ.[の]ー L2.H1 
船 4 NI1614 フ[ネ]じゃ.[の]ー L2.H1 
勘 - NI1615 カ[ン]じゃ.[の]ー L2.H1 
雨 5 NI1616 ア[メ]じゃ.[の]ー L2.H1 
窓 5 NI1617 マ[ド]じゃ.[の]ー L2.H1 
小鳥 1a NI1618 [コトリ]じゃ.[の]ー H3.H1 
所 1b NI1619 [トコロ]じゃ.[の]ー H3.H1 
力 3 NI1620 [チ]カラじゃ.[の]ー H1.H1 
命 5a NI1621 [イ]ノチじゃ.[の]ー H1.H1 
朝日 5b NI1622 [ア]サヒじゃ.[の]ー H1.H1 
頭 4 NI1623 [アタ]マじゃ.[の]ー H2.H1 
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娘 2 NI1624 [ムス]メじゃ.[の]ー H2.H1 
椿 7a NI1625 ツ[バ]キじゃ.[の]ー L2.H1 
薬 7b NI1626 ク[ス]リじゃ.[の]ー L2.H1 
雀 6 NI1627 ス[ズメ]じゃ.[の]ー, スズ[メ]じゃ.[の]ー L3AB.H1 
兎 6 NI1628 ウ[サギ]じゃ.[の]ー, ウサ[ギ]じゃ.[の]ー L3AB.H1 
意味 類 番 ～か ア 
血 1 NI1629 [チ.か, [チ].か H0.(H)0 
戸 1 NI1630 [ト.か, [ト].か H0.(H)0 
巣 4 NI1631 [ス.か, [ス].か H0.(H)0 
名 2 NI1632 [ナ]か H1 (OK) 
葉 2 NI1633 [ハ]か H1 (OK) 
歯 5 NI1634 [ハ]か H1 (OK) 
手 3 NI1635 テ[か L0 (OK) 
手ー 3 NI1636 テー[か, テ[ー]か L0B, L2 
目 3 NI1637 メ[か L0 (OK) 
目ー 3 NI1638 メー[か, メ[ー]か L0B, L2 
庭 1a NI1639 [ニワ.か, [ニワ].か H0.(H)0 
水 1a NI1640 [ミズ.か, [ミズ].か H0.(H)0 
上 1b NI1641 [ウエ.か, [ウエ].か H0.(H)0 
溝 1b NI1642 [ミゾ.か, [ミゾ].か H0.(H)0 
胡麻 6 NI1643 [ゴマ.か, [ゴマ].か H0.(H)0 
晩 - NI1644 [バン.か, [バン].か H0.(H)0 
山 3 NI1645 [ヤ]マ.[か, [ヤ]マ.か H1.(H)0 
犬 3 NI1646 [イ]ヌ.[か, [イ]ヌ.か H1.(H)0 
石 2 NI1647 [イ]シ.[か, [イ]シ.か H1.(H)0 
虹 2 NI1648 [ニ]ジ.[か, [ニ]ジ.か H1.(H)0 
歌 2 NI1649 [ウ]タ.[か, [ウ]タ.か H1.(H)0 
針 4 NI1650 ハ[リか, ハリ[か, ハ[リ]か L0AB, L2 
船 4 NI1651 フ[ネか, フネ[か, フ[ネ]か L0AB, L2 
勘 - NI1652 カ[ンか, カン[か, カ[ン]か L0AB, L2 
雨 5 NI1653 ア[メか, アメ[か, ア[メ]か L0AB, L2 
窓 5 NI1654 マ[ドか, マド[か, マ[ド]か L0AB, L2 
小鳥 1a NI1655 [コトリ.か, [コトリ].か H0.(H)0 
所 1b NI1656 [トコロ.か, [トコロ].か H0.(H)0 
力 3 NI1657 [チ]カラ.[か, [チ]カラ.か H1.(H)0 
命 5a NI1658 [イ]ノチ.[か, [イ]ノチ.か H1.(H)0 
朝日 5b NI1659 [ア]サヒ.[か, [ア]サヒ.か H1.(H)0 
頭 4 NI1660 [アタ]マ.[か, [アタ]マ.か H2.(H)0 
娘 2 NI1661 [ムス]メ.[か, [ムス]メ.か H2.(H)0 
椿 7a NI1662 ツ[バ]キ.[か, ツ[バ]キ.か L2.(H)0 
薬 7b NI1663 ク[ス]リ.[か, ク[ス]リ.か L2.(H)0 
雀 6 NI1664 ス[ズメ.か, ス[ズメ].か, スズ[メ.か, スズ[メ].か L0AB.(H)0 
兎 6 NI1665 ウ[サギ.か, ウ[サギ].か, ウサ[ギ.か, ウサ[ギ].か L0AB.(H)0 
意味 類 番 ～かえ ア 
血 1 NI1666 [チ]か.[え, [チ]か.え H1.(H)0 
戸 1 NI1667 [ト]か.[え, [ト]か.え H1.(H)0 
巣 4 NI1668 [ス]か.[え, [ス]か.え H1.(H)0 
名 2 NI1669 [ナ]か.[え, [ナ]か.え H1.(H)0 
葉 2 NI1670 [ハ]か.[え, [ハ]か.え H1.(H)0 
歯 5 NI1671 [ハ]か.[え, [ハ]か.え H1.(H)0 
手 3 NI1672 テか.え × 
手ー 3 NI1673 テ[ー]か.[え, テ[ー]か.え L2.(H)0 
目 3 NI1674 メか.え × 
目ー 3 NI1675 メ[ー]か.[え, メ[ー]か.え L2.(H)0 
庭 1a NI1676 [ニワ]か.[え, [ニワ]か.え H2.(H)0 
水 1a NI1677 [ミズ]か.[え, [ミズ]か.え H2.(H)0 
上 1b NI1678 [ウエ]か.[え, [ウエ]か.え H2.(H)0 
溝 1b NI1679 [ミゾ]か.[え, [ミゾ]か.え H2.(H)0 
胡麻 6 NI1680 [ゴマ]か.[え, [ゴマ]か.え H2.(H)0 
晩 - NI1681 [バン]か.[え, [バン]か.え H2.(H)0 
山 3 NI1682 [ヤ]マか.[え, [ヤ]マか.え H1.(H)0 
犬 3 NI1683 [イ]ヌか.[え, [イ]ヌか.え H1.(H)0 
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石 2 NI1684 [イ]シか.[え, [イ]シか.え H1.(H)0 
虹 2 NI1685 [ニ]ジか.[え, [ニ]ジか.え H1.(H)0 
歌 2 NI1686 [ウ]タか.[え, [ウ]タか.え H1.(H)0 
針 4 NI1687 ハ[リ]か.[え, ハ[リ]か.え L2.(H)0 
船 4 NI1688 フ[ネ]か.[え, フ[ネ]か.え L2.(H)0 
勘 - NI1689 カ[ン]か.[え, カ[ン]か.え L2.(H)0 
雨 5 NI1690 ア[メ]か.[え, ア[メ]か.え L2.(H)0 
窓 5 NI1691 マ[ド]か.[え, マ[ド]か.え L2.(H)0 
小鳥 1a NI1692 [コトリ]か.[え, [コトリ]か.え H3.(H)0 
所 1b NI1693 [トコロ]か.[え, [トコロ]か.え H3.(H)0 
力 3 NI1694 [チ]カラか.[え, [チ]カラか.え H1.(H)0 
命 5a NI1695 [イ]ノチか.[え, [イ]ノチか.え H1.(H)0 
朝日 5b NI1696 [ア]サヒか.[え, [ア]サヒか.え H1.(H)0 
頭 4 NI1697 [アタ]マか.[え, [アタ]マか.え H2.(H)0 
娘 2 NI1698 [ムス]メか.[え, [ムス]メか.え H2.(H)0 
椿 7a NI1699 ツ[バ]キか.[え, ツ[バ]キか.え L2.(H)0 
薬 7b NI1700 ク[ス]リか.[え, ク[ス]リか.え L2.(H)0 

雀 6 NI1701 ス[ズメ]か.[え, ス[ズメ]か.え,
スズ[メ]か.[え, スズ[メ]か.え L3AB.(H)0 

兎 6 NI1702 ウ[サギ]か.[え, ウ[サギ]か.え,
ウサ[ギ]か.[え, ウサ[ギ]か.え L3AB.(H)0 

意味 類 番 ～です ア 
血 1 NI1703 [チです, [チ]で[す, [チ]です H0.H0, H0.(L)0 
戸 1 NI1704 [トです, [ト]で[す, [ト]です H0.H0, H0.(L)0 
巣 4 NI1705 [スです, [ス]で[す, [ス]です H0.H0, H0.(L)0 
名 2 NI1706 [ナ]で[す, [ナ]です H1.(L)0 
葉 2 NI1707 [ハ]で[す, [ハ]です H1.(L)0 
歯 5 NI1708 [ハ]で[す, [ハ]です H1.(L)0 
手 3 NI1709 テ[です, テで[す L0AB 
手ー 3 NI1710 テ[ーです, テ[ー]で[す, テ[ー]です L0.H0, L0.(L)0 
目 3 NI1711 メ[です, メで[す L0AB 
目ー 3 NI1712 メ[ーです, メ[ー]で[す, メ[ー]です L0.H0, L0.(L)0 
庭 1a NI1713 [ニワです, [ニワ]で[す, [ニワ]です H0.H0, H0.(L)0 
水 1a NI1714 [ミズです, [ミズ]で[す, [ミズ]です H0.H0, H0.(L)0 
上 1b NI1715 [ウエです, [ウエ]で[す, [ウエ]です H0.H0, H0.(L)0 
溝 1b NI1716 [ミゾです, [ミゾ]で[す, [ミゾ]です H0.H0, H0.(L)0 
胡麻 6 NI1717 [ゴマです, [ゴマ]で[す, [ゴマ]です H0.H0, H0.(L)0 
晩 - NI1718 [バンです, [バン]で[す, [バン]です H0.H0, H0.(L)0 
山 3 NI1719 [ヤ]マで[す, [ヤ]マです H1.(L)0 
犬 3 NI1720 [イ]ヌで[す, [イ]ヌです H1.(L)0 
石 2 NI1721 [イ]シで[す, [イ]シです H1.(L)0 
虹 2 NI1722 [ニ]ジで[す, [ニ]ジです H1.(L)0 
歌 2 NI1723 [ウ]タで[す, [ウ]タです H1.(L)0 
針 4 NI1724 ハ[リです, ハ[リ]で[す, ハ[リ]です L0.H0, L0.(L)0 
船 4 NI1725 フ[ネです, フ[ネ]で[す, フ[ネ]です L0.H0, L0.(L)0 
勘 - NI1726 カ[ンです, カ[ン]で[す, カ[ン]です L0.H0, L0.(L)0 
雨 5 NI1727 ア[メです, ア[メ]で[す, ア[メ]です L0.H0, L0.(L)0 
窓 5 NI1728 マ[ドです, マ[ド]で[す, マ[ド]です L0.H0, L0.(L)0 
小鳥 1a NI1729 [コトリです, [コトリ]で[す, [コトリ]です H0.H0, H0.(L)0 
所 1b NI1730 [トコロです, [トコロ]で[す, [トコロ]です H0.H0, H0.(L)0 
力 3 NI1731 [チ]カラで[す, [チ]カラです H1.(L)0 
命 5a NI1732 [イ]ノチで[す, [イ]ノチです H1.(L)0 
朝日 5b NI1733 [ア]サヒで[す, [ア]サヒです H1.(L)0 
頭 4 NI1734 [アタ]マで[す, [アタ]マです H2.(L)0 
娘 2 NI1735 [ムス]メで[す, [ムス]メです H2.(L)0 
椿 7a NI1736 ツ[バ]キで[す, ツ[バ]キです L2.(L)0 
薬 7b NI1737 ク[ス]リで[す, ク[ス]リです L2.(L)0 

雀 6 NI1738 ス[ズメです, スズ[メです, ス[ズメ]で[す,
ス[ズメ]です, スズ[メ]で[す, スズ[メ]です

L0AB.H0, L0AB.(L)0

兎 6 NI1739 ウ[サギです, ウサ[ギです, ウ[サギ]で[す,
ウ[サギ]です, ウサ[ギ]で[す, ウサ[ギ]です

L0AB.H0, L0AB.(L)0

意味 類 番 ～ですろー ア 



付録 24 名詞変化 

- 580 - 

 

血 1 NI1740 [チです]ろー, [チ]ですろー H0.(H)2 
戸 1 NI1741 [トです]ろー, [ト]ですろー H0.(H)2 
巣 4 NI1742 [スです]ろー, [ス]ですろー H0.(H)2 
名 2 NI1743 [ナ]ですろー H1 
葉 2 NI1744 [ハ]ですろー H1 
歯 5 NI1745 [ハ]ですろー H1 
手 3 NI1746 テ[です]ろー L3A 
手ー 3 NI1747 テーですろー × 
目 3 NI1748 メ[です]ろー L3A 
目ー 3 NI1749 メーですろー × 
庭 1a NI1750 [ニワです]ろー, [ニワ]ですろー H0.(H)2 
水 1a NI1751 [ミズです]ろー, [ミズ]ですろー H0.(H)2 
上 1b NI1752 [ウエです]ろー, [ウエ]ですろー H0.(H)2 
溝 1b NI1753 [ミゾです]ろー, [ミゾ]ですろー H0.(H)2 
胡麻 6 NI1754 [ゴマです]ろー, [ゴマ]ですろー H0.(H)2 
晩 - NI1755 [バンです]ろー, [バン]ですろー H0.(H)2 
山 3 NI1756 [ヤ]マですろー H1 
犬 3 NI1757 [イ]ヌですろー H1 
石 2 NI1758 [イ]シですろー H1 
虹 2 NI1759 [ニ]ジですろー H1 
歌 2 NI1760 [ウ]タですろー H1 
針 4 NI1761 ハ[リです]ろー, ハリ[です]ろー, ハ[リ]ですろー L4AB, L2 
船 4 NI1762 フ[ネです]ろー, フネ[です]ろー, フ[ネ]ですろー L4AB, L2 
勘 - NI1763 カ[ンです]ろー, カン[です]ろー, カ[ン]ですろー L4AB, L2 
雨 5 NI1764 ア[メです]ろー, アメ[です]ろー, ア[メ]ですろー L4AB, L2 
窓 5 NI1765 マ[ドです]ろー, マド[です]ろー, マ[ド]ですろー L4AB, L2 
小鳥 1a NI1766 [コトリです]ろー, [コトリ]ですろー H0.(H)2 
所 1b NI1767 [トコロです]ろー, [トコロ]ですろー H0.(H)2 
力 3 NI1768 [チ]カラですろー H1 
命 5a NI1769 [イ]ノチですろー H1 
朝日 5b NI1770 [ア]サヒですろー H1 
頭 4 NI1771 [アタ]マですろー H2 
娘 2 NI1772 [ムス]メですろー H2 
椿 7a NI1773 ツ[バ]キですろー L2 
薬 7b NI1774 ク[ス]リですろー L2 

雀 6 NI1775 ス[ズメです]ろー,
ス[ズメ]ですろー, スズ[メ]ですろー

L5A, L3AB 

兎 6 NI1776 ウ[サギです]ろー,
ウ[サギ]ですろー, ウサ[ギ]ですろー

L5A, L3AB 

意味 類 番 ～でして ア 
血 1 NI1777 [チでし]て, [チ]でして H0.(H)2 
戸 1 NI1778 [トでし]て, [ト]でして H0.(H)2 
巣 4 NI1779 [スでし]て, [ス]でして H0.(H)2 
名 2 NI1780 [ナでし]て, [ナ]でして H0.(H)2 
葉 2 NI1781 [ハでし]て, [ハ]でして H0.(H)2 
歯 5 NI1782 [ハでし]て, [ハ]でして H0.(H)2 
手 3 NI1783 テ[でし]て L3A 
手ー 3 NI1784 テ[ーでし]て, テー[でし]て, テ[ー]でして L4AB, L2 
目 3 NI1785 メ[でし]て L3A 
目ー 3 NI1786 メ[ーでし]て, メー[でし]て, メ[ー]でして L4AB, L2 
庭 1a NI1787 [ニワでし]て, [ニワ]でして H0.(H)2 
水 1a NI1788 [ミズでし]て, [ミズ]でして H0.(H)2 
上 1b NI1789 [ウエでし]て, [ウエ]でして H0.(H)2 
溝 1b NI1790 [ミゾでし]て, [ミゾ]でして H0.(H)2 
胡麻 6 NI1791 [ゴマでし]て, [ゴマ]でして H0.(H)2 
晩 - NI1792 [バンでし]て, [バン]でして H0.(H)2 
山 3 NI1793 [ヤ]マでして H1 
犬 3 NI1794 [イ]ヌでして H1 
石 2 NI1795 [イ]シでして H1 
虹 2 NI1796 [ニ]ジでして H1 
歌 2 NI1797 [ウ]タでして H1 
針 4 NI1798 ハ[リでし]て, ハリ[でし]て, ハ[リ]でして L4AB, L2 
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船 4 NI1799 フ[ネでし]て, フネ[でし]て, フ[ネ]でして L4AB, L2 
勘 - NI1800 カ[ンでし]て, カン[でし]て, カ[ン]でして L4AB, L2 
雨 5 NI1801 ア[メ]でして L2 
窓 5 NI1802 マ[ド]でして L2 
小鳥 1a NI1803 [コトリでし]て, [コトリ]でして H0.(H)2 
所 1b NI1804 [トコロでし]て, [トコロ]でして H0.(H)2 
力 3 NI1805 [チ]カラでして H1 
命 5a NI1806 [イ]ノチでして H1 
朝日 5b NI1807 [ア]サヒでして H1 
頭 4 NI1808 [アタ]マでして H2 
娘 2 NI1809 [ムス]メでして H2 
椿 7a NI1810 ツ[バ]キでして L2 
薬 7b NI1811 ク[ス]リでして L2 
雀 6 NI1812 ス[ズメでし]て, ス[ズメ]でして, スズ[メ]でして L5A, L3AB 
兎 6 NI1813 ウ[サギでし]て, ウ[サギ]でして, ウサ[ギ]でして L5A, L3AB 
意味 類 番 ～でした ア 
血 1 NI1814 [チでし]た, [チ]でした H0.(H)2 
戸 1 NI1815 [トでし]た, [ト]でした H0.(H)2 
巣 4 NI1816 [スでし]た, [ス]でした H0.(H)2 
名 2 NI1817 [ナ]でした H1 
葉 2 NI1818 [ハ]でした H1 
歯 5 NI1819 [ハ]でした H1 
手 3 NI1820 テ[でし]た, テで[し]た L3AB 
手ー 3 NI1821 テーでした × 
目 3 NI1822 メ[でし]た, メで[し]た L3AB 
目ー 3 NI1823 メーでした × 
庭 1a NI1824 [ニワでし]た, [ニワ]でした H0.(H)2 
水 1a NI1825 [ミズでし]た, [ミズ]でした H0.(H)2 
上 1b NI1826 [ウエでし]た, [ウエ]でした H0.(H)2 
溝 1b NI1827 [ミゾでし]た, [ミゾ]でした H0.(H)2 
胡麻 6 NI1828 [ゴマでし]た, [ゴマ]でした H0.(H)2 
晩 - NI1829 [バンでし]た, [バン]でした H0.(H)2 
山 3 NI1830 [ヤ]マでした H1 
犬 3 NI1831 [イ]ヌでした H1 
石 2 NI1832 [イ]シでした H1 
虹 2 NI1833 [ニ]ジでした H1 
歌 2 NI1834 [ウ]タでした H1 
針 4 NI1835 ハ[リでし]た, ハリ[でし]た, ハ[リ]でした L4AB, L2 
船 4 NI1836 フ[ネでし]た, フネ[でし]た, フ[ネ]でした L4AB, L2 
勘 - NI1837 カ[ンでし]た, カン[でし]た, カ[ン]でした L4AB, L2 
雨 5 NI1838 ア[メ]でした L2 
窓 5 NI1839 マ[ド]でした L2 
小鳥 1a NI1840 [コトリでし]た, [コトリ]でした H0.(H)2 
所 1b NI1841 [トコロでし]た, [トコロ]でした H0.(H)2 
力 3 NI1842 [チ]カラでした H1 
命 5a NI1843 [イ]ノチでした H1 
朝日 5b NI1844 [ア]サヒでした H1 
頭 4 NI1845 [アタ]マでした H2 
娘 2 NI1846 [ムス]メでした H2 
椿 7a NI1847 ツ[バ]キでした L2 
薬 7b NI1848 ク[ス]リでした L2 
雀 6 NI1849 ス[ズメでし]た, ス[ズメ]でした, スズ[メ]でした L5A, L3AB 
兎 6 NI1850 ウ[サギでし]た, ウ[サギ]でした, ウサ[ギ]でした L5A, L3AB 
意味 類 番 ～でしたら ア 
血 1 NI1851 [チでし]たら, [チ]でしたら H0.(H)2 
戸 1 NI1852 [トでし]たら, [ト]でしたら H0.(H)2 
巣 4 NI1853 [スでし]たら, [ス]でしたら H0.(H)2 
名 2 NI1854 [ナでし]たら, [ナ]でしたら H0.(H)2 
葉 2 NI1855 [ハでし]たら, [ハ]でしたら H0.(H)2 
歯 5 NI1856 [ハでし]たら, [ハ]でしたら H0.(H)2 
手 3 NI1857 テ[でし]たら L3A 
手ー 3 NI1858 テーでしたら × 
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目 3 NI1859 メ[でし]たら L3A 
目ー 3 NI1860 メーでしたら × 
庭 1a NI1861 [ニワでし]たら, [ニワ]でしたら H0.(H)2 
水 1a NI1862 [ミズでし]たら, [ミズ]でしたら H0.(H)2 
上 1b NI1863 [ウエでし]たら, [ウエ]でしたら H0.(H)2 
溝 1b NI1864 [ミゾでし]たら, [ミゾ]でしたら H0.(H)2 
胡麻 6 NI1865 [ゴマでし]たら, [ゴマ]でしたら H0.(H)2 
晩 - NI1866 [バンでし]たら, [バン]でしたら H0.(H)2 
山 3 NI1867 [ヤ]マでしたら H1 
犬 3 NI1868 [イ]ヌでしたら H1 
石 2 NI1869 [イ]シでしたら H1 
虹 2 NI1870 [ニ]ジでしたら H1 
歌 2 NI1871 [ウ]タでしたら H1 
針 4 NI1872 ハ[リでし]たら, ハリ[でし]たら, ハ[リ]でしたら L4AB, L2 
船 4 NI1873 フ[ネでし]たら, フネ[でし]たら, フ[ネ]でしたら L4AB, L2 
勘 - NI1874 カ[ンでし]たら, カン[でし]たら, カ[ン]でしたら L4AB, L2 
雨 5 NI1875 ア[メでし]たら, アメ[でし]たら, ア[メ]でしたら L4AB, L2 
窓 5 NI1876 マ[ドでし]たら, マド[でし]たら, マ[ド]でしたら L4AB, L2 
小鳥 1a NI1877 [コトリでし]たら, [コトリ]でしたら H0.(H)2 
所 1b NI1878 [トコロでし]たら, [トコロ]でしたら H0.(H)2 
力 3 NI1879 [チ]カラでしたら H1 
命 5a NI1880 [イ]ノチでしたら H1 
朝日 5b NI1881 [ア]サヒでしたら H1 
頭 4 NI1882 [アタ]マでしたら H2 
娘 2 NI1883 [ムス]メでしたら H2 
椿 7a NI1884 ツ[バ]キでしたら L2 
薬 7b NI1885 ク[ス]リでしたら L2 

雀 6 NI1886 ス[ズメでし]たら,
ス[ズメ]でしたら, スズ[メ]でしたら

L5A, L3AB 

兎 6 NI1887 ウ[サギでし]たら,
ウ[サギ]でしたら, ウサ[ギ]でしたら

L5A, L3AB 
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付録25 動詞変化 

資料16．動詞変化 
意味 類 番 終止連体句点 ア 
着る 1 VI0001 [キル。 H0 
する 1 VI0002 [スル。 H0 
見る 2 VI0003 ミ[ル。 L0 
来る 2 VI0004 ク[ル。 L0 
置く 1 VI0005 [オク。 H0 
踏む 1 VI0006 [フム。 H0 
押す 1 VI0007 [オス。 H0 
売る 1 VI0008 [ウル。 H0 
買う 1 VI0009 [カウ。 H0 
書く 2 VI0010 カ[ク。 L0 
飲む 2 VI0011 ノ[ム。 L0 
出す 2 VI0012 ダ[ス。 L0 
掘る 2 VI0013 ホ[ル。 L0 
食う 2 VI0014 ク[ウ。 L0 
居る 3 VI0015 [オ]ル。 H1 
開ける 1 VI0016 [ア]ケル。 H0 
変える 1 VI0017 [カ]エル。 H0 
建てる 2 VI0018 [タ]テル。 H1 
投げる 2 VI0019 [ナ]ゲル。 H1 
刻む 1 VI0020 [キザム。 H0 
繋ぐ 1 VI0021 [ツナグ。 H0 
誘う 1 VI0022 [サソウ。 H0 
荒らす 1 VI0023 [アラス。 H0 
握る 1 VI0024 [ニギル。 H0 
焦がす 2 VI0025 [コ]ガス。 H1 
騒ぐ 2 VI0026 [サ]ワグ。 H1 
恨む 2 VI0027 [ウ]ラム。 H1 

払う(金を) 2 VI0028 [ハ]ラウ。 H1 
歩く 3 VI0029 ア[ルク。, アル[ク。 L0AB 
入る 3 VI0030 ハ[イル。, ハイ[ル。 L0AB 
通る 2 VI0031 [ト]ール。 H1 

知らせる 1 VI0032 [シラセル。 H0 
始める 1 VI0033 [ハジメル。 H0 
預ける 2 VI0034 [アズ]ケル。 H2 
集める 2 VI0035 [アツ]メル。 H2 
抱える 3 VI0036 カ[カエル。, カカ[エル。 L0AB 
意味 類 番 終止連体逆接けれど ア 
着る 1 VI0037 [キルけ]んど, [キル]けんど H0.(H)1 
する 1 VI0038 [スルけ]んど, [スル]けんど H0.(H)1 
見る 2 VI0039 ミ[ルけ]んど, ミル[け]んど, ミ[ル]けんど L3AB, L2 
来る 2 VI0040 ク[ルけ]んど, クル[け]んど, ク[ル]けんど L3AB, L2 
置く 1 VI0041 [オクけ]んど, [オク]けんど H0.(H)1 
踏む 1 VI0042 [フムけ]んど, [フム]けんど H0.(H)1 
押す 1 VI0043 [オスけ]んど, [オス]けんど H0.(H)1 
売る 1 VI0044 [ウルけ]んど, [ウル]けんど H0.(H)1 
買う 1 VI0045 [カウけ]んど, [カウ]けんど H0.(H)1 
書く 2 VI0046 カ[クけ]んど, カク[け]んど, カ[ク]けんど L3AB, L2 
飲む 2 VI0047 ノ[ムけ]んど, ノム[け]んど, ノ[ム]けんど L3AB, L2 
出す 2 VI0048 ダ[スけ]んど, ダス[け]んど, ダ[ス]けんど L3AB, L2 
掘る 2 VI0049 ホ[ルけ]んど, ホル[け]んど, ホ[ル]けんど L3AB, L2 
食う 2 VI0050 ク[ウけ]んど, クウ[け]んど, ク[ウ]けんど L3AB, L2 
居る 3 VI0051 [オ]ル[け]んど, [オ]ルけんど H1.(H)1 
開ける 1 VI0052 [アケルけ]んど, [アケル]けんど H0.(H)1 
変える 1 VI0053 [カエルけ]んど, [カエル]けんど H0.(H)1 
建てる 2 VI0054 [タ]テル[け]んど, [タ]テルけんど H1.(H)1 
投げる 2 VI0055 [ナ]ゲル[け]んど, [ナ]ゲルけんど H1.(H)1 
刻む 1 VI0056 [キザムけ]んど, [キザム]けんど H0.(H)1 
繋ぐ 1 VI0057 [ツナグけ]んど, [ツナグ]けんど H0.(H)1 
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誘う 1 VI0058 [サソウけ]んど, [サソウ]けんど H0.(H)1 
荒らす 1 VI0059 [アラスけ]んど, [アラス]けんど H0.(H)1 
握る 1 VI0060 [ニギルけ]んど, [ニギル]けんど H0.(H)1 
焦がす 2 VI0061 [コ]ガス[け]んど, [コ]ガスけんど H1.(H)1 
騒ぐ 2 VI0062 [サ]ワグ[け]んど, [サ]ワグけんど H1.(H)1 
恨む 2 VI0063 [ウ]ラム[け]んど, [ウ]ラムけんど H1.(H)1 

払う(金を) 2 VI0064 [ハ]ラウ[け]んど, [ハ]ラウけんど H1.(H)1 
歩く 3 VI0065 ア[ルクけ]んど, ア[ルク]けんど, アル[ク]けんど L4A, L3AB 
入る 3 VI0066 ハ[イルけ]んど, ハ[イル]けんど, ハイ[ル]けんど L4A, L3AB 
通る 2 VI0067 [ト]ール[け]んど, [ト]ールけんど H1.(H)1 

知らせる 1 VI0068 [シラセルけ]んど, [シラセル]けんど H0.(H)1 
始める 1 VI0069 [ハジメルけ]んど, [ハジメル]けんど H0.(H)1 
預ける 2 VI0070 [アズ]ケル[け]んど, [アズ]ケルけんど H2.(H)1 
集める 2 VI0071 [アツ]メル[け]んど, [アツ]メルけんど H2.(H)1 

抱える 3 VI0072 カ[カエルけ]んど,  
カ[カエル]けんど, カカ[エル]けんど 

L5A,  
L4AB 

意味 類 番 終止連体理由から ア 
着る 1 VI0073 [キル]から H2 
する 1 VI0074 [スル]から H2 
見る 2 VI0075 ミ[ル]から L2 
来る 2 VI0076 ク[ル]から L2 
置く 1 VI0077 [オク]から H2 
踏む 1 VI0078 [フム]から H2 
押す 1 VI0079 [オス]から H2 
売る 1 VI0080 [ウル]から H2 
買う 1 VI0081 [カウ]から H2 
書く 2 VI0082 カ[ク]から L2 
飲む 2 VI0083 ノ[ム]から L2 
出す 2 VI0084 ダ[ス]から L2 
掘る 2 VI0085 ホ[ル]から L2 
食う 2 VI0086 ク[ウ]から L2 
居る 3 VI0087 [オ]ルから H1 
開ける 1 VI0088 [アケル]から H3 
変える 1 VI0089 [カエル]から H3 
建てる 2 VI0090 [タ]テルから H1 
投げる 2 VI0091 [ナ]ゲルから H1 
刻む 1 VI0092 [キザム]から H3 
繋ぐ 1 VI0093 [ツナグ]から H3 
誘う 1 VI0094 [サソウ]から H3 
荒らす 1 VI0095 [アラス]から H3 
握る 1 VI0096 [ニギル]から H3 
焦がす 2 VI0097 [コ]ガスから H1 
騒ぐ 2 VI0098 [サ]ワグから H1 
恨む 2 VI0099 [ウ]ラムから H1 

払う(金を) 2 VI0100 [ハ]ラウから H1 
歩く 3 VI0101 ア[ルク]から, アル[ク]から L3AB 
入る 3 VI0102 ハ[イル]から, ハイ[ル]から L3AB 
通る 2 VI0103 [ト]ールから H1 

知らせる 1 VI0104 [シラセル]から H4 
始める 1 VI0105 [ハジメル]から H4 
預ける 2 VI0106 [アズ]ケルから H2 
集める 2 VI0107 [アツ]メルから H2 
抱える 3 VI0108 カ[カエル]から, カカ[エル]から L4AB 
意味 類 番 終止連体理由き ア 
着る 1 VI0109 [キル]き H2 
する 1 VI0110 [スル]き H2 
見る 2 VI0111 ミ[ル]き L2 
来る 2 VI0112 ク[ル]き L2 
置く 1 VI0113 [オク]き H2 
踏む 1 VI0114 [フム]き H2 
押す 1 VI0115 [オス]き H2 
売る 1 VI0116 [ウル]き H2 



付録 25 動詞変化 

- 585 - 

 

買う 1 VI0117 [カウ]き H2 
書く 2 VI0118 カ[ク]き L2 
飲む 2 VI0119 ノ[ム]き L2 
出す 2 VI0120 ダ[ス]き L2 
掘る 2 VI0121 ホ[ル]き L2 
食う 2 VI0122 ク[ウ]き L2 
居る 3 VI0123 [オ]ルき H1 
開ける 1 VI0124 [アケル]き H3 
変える 1 VI0125 [カエル]き H3 
建てる 2 VI0126 [タ]テルき H1 
投げる 2 VI0127 [ナ]ゲルき H1 
刻む 1 VI0128 [キザム]き H3 
繋ぐ 1 VI0129 [ツナグ]き H3 
誘う 1 VI0130 [サソウ]き H3 
荒らす 1 VI0131 [アラス]き H3 
握る 1 VI0132 [ニギル]き H3 
焦がす 2 VI0133 [コ]ガスき H1 
騒ぐ 2 VI0134 [サ]ワグき H1 
恨む 2 VI0135 [ウ]ラムき H1 

払う(金を) 2 VI0136 [ハ]ラウき H1 
歩く 3 VI0137 ア[ルク]き, アル[ク]き L3AB 
入る 3 VI0138 ハ[イル]き, ハイ[ル]き L3AB 
通る 2 VI0139 [ト]ールき H1 

知らせる 1 VI0140 [シラセル]き H4 
始める 1 VI0141 [ハジメル]き H4 
預ける 2 VI0142 [アズ]ケルき H2 
集める 2 VI0143 [アツ]メルき H2 
抱える 3 VI0144 カ[カエル]き, カカ[エル]き L4AB 
意味 類 番 終止連体不意のに ア 
着る 1 VI0145 [キル]に H2 
する 1 VI0146 [スル]に H2 
見る 2 VI0147 ミ[ル]に L2 
来る 2 VI0148 ク[ル]に L2 
置く 1 VI0149 [オク]に H2 
踏む 1 VI0150 [フム]に H2 
押す 1 VI0151 [オス]に H2 
売る 1 VI0152 [ウル]に H2 
買う 1 VI0153 [カウ]に H2 
書く 2 VI0154 カ[ク]に L2 
飲む 2 VI0155 ノ[ム]に L2 
出す 2 VI0156 ダ[ス]に L2 
掘る 2 VI0157 ホ[ル]に L2 
食う 2 VI0158 ク[ウ]に L2 
居る 3 VI0159 [オ]ルに H1 
開ける 1 VI0160 [アケル]に H3 
変える 1 VI0161 [カエル]に H3 
建てる 2 VI0162 [タ]テルに H1 
投げる 2 VI0163 [ナ]ゲルに H1 
刻む 1 VI0164 [キザム]に H3 
繋ぐ 1 VI0165 [ツナグ]に H3 
誘う 1 VI0166 [サソウ]に H3 
荒らす 1 VI0167 [アラス]に H3 
握る 1 VI0168 [ニギル]に H3 
焦がす 2 VI0169 [コ]ガスに H1 
騒ぐ 2 VI0170 [サ]ワグに H1 
恨む 2 VI0171 [ウ]ラムに H1 

払う(金を) 2 VI0172 [ハ]ラウに H1 
歩く 3 VI0173 ア[ルク]に, アル[ク]に L3AB 
入る 3 VI0174 ハ[イル]に, ハイ[ル]に L3AB 
通る 2 VI0175 [ト]ールに H1 

知らせる 1 VI0176 [シラセル]に H4 
始める 1 VI0177 [ハジメル]に H4 
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預ける 2 VI0178 [アズ]ケルに H2 
集める 2 VI0179 [アツ]メルに H2 
抱える 3 VI0180 カ[カエル]に, カカ[エル]に L4AB 
意味 類 番 終止連体のに良い ア 
着る 1 VI0181 [キルに(良え) H0 
する 1 VI0182 [スルに(良え) H0 
見る 2 VI0183 ミ[ルに(良え) L0A 
来る 2 VI0184 ク[ルに(良え) L0A 
置く 1 VI0185 [オクに(良え) H0 
踏む 1 VI0186 [フムに(良え) H0 
押す 1 VI0187 [オスに(良え) H0 
売る 1 VI0188 [ウルに(良え) H0 
買う 1 VI0189 [カウに(良え) H0 
書く 2 VI0190 カ[クに(良え) L0A 
飲む 2 VI0191 ノ[ムに(良え) L0A 
出す 2 VI0192 ダ[スに(良え) L0A 
掘る 2 VI0193 ホ[ルに(良え) L0A 
食う 2 VI0194 ク[ウに(良え) L0A 
居る 3 VI0195 [オ]ルに(良え) H1 
開ける 1 VI0196 [アケルに(良え) H0 
変える 1 VI0197 [カエルに(良え) H0 
建てる 2 VI0198 [タ]テルに(良え) H1 
投げる 2 VI0199 [ナ]ゲルに(良え) H1 
刻む 1 VI0200 [キザムに(良え) H0 
繋ぐ 1 VI0201 [ツナグに(良え) H0 
誘う 1 VI0202 [サソウに(良え) H0 
荒らす 1 VI0203 [アラスに(良え) H0 
握る 1 VI0204 [ニギルに(良え) H0 
焦がす 2 VI0205 [コ]ガスに(良え) H1 
騒ぐ 2 VI0206 [サ]ワグに(良え) H1 
恨む 2 VI0207 [ウ]ラムに(良え) H1 

払う(金を) 2 VI0208 [ハ]ラウに(良え) H1 
歩く 3 VI0209 ア[ルクに(良え) L0A 
入る 3 VI0210 ハ[イルに(良え), ハイ[ルに(良え) L0AB (OK) 
通る 2 VI0211 [ト]ールに(良え) H1 

知らせる 1 VI0212 [シラセルに(良え) H0 
始める 1 VI0213 [ハジメルに(良え) H0 
預ける 2 VI0214 [アズ]ケルに(良え) H2 
集める 2 VI0215 [アツ]メルに(良え) H2 
抱える 3 VI0216 カ[カエルに(良え) L0A 
意味 類 番 終止連体到達点まで ア 
着る 1 VI0217 [キルま]で, [キル]まで H0.(H)1 
する 1 VI0218 [スルま]で, [スル]まで H0.(H)1 
見る 2 VI0219 ミ[ルま]で, ミル[ま]で, ミ[ル]まで L3AB, L2 
来る 2 VI0220 ク[ルま]で, クル[ま]で, ク[ル]まで L3AB, L2 
置く 1 VI0221 [オクま]で, [オク]まで H0.(H)1 
踏む 1 VI0222 [フムま]で, [フム]まで H0.(H)1 
押す 1 VI0223 [オスま]で, [オス]まで H0.(H)1 
売る 1 VI0224 [ウルま]で, [ウル]まで H0.(H)1 
買う 1 VI0225 [カウま]で, [カウ]まで H0.(H)1 
書く 2 VI0226 カ[クま]で, カク[ま]で, カ[ク]まで L3AB, L2 
飲む 2 VI0227 ノ[ムま]で, ノム[ま]で, ノ[ム]まで L3AB, L2 
出す 2 VI0228 ダ[スま]で, ダス[ま]で, ダ[ス]まで L3AB, L2 
掘る 2 VI0229 ホ[ルま]で, ホル[ま]で, ホ[ル]まで L3AB, L2 
食う 2 VI0230 ク[ウま]で, クウ[ま]で, ク[ウ]まで L3AB, L2 
居る 3 VI0231 [オ]ル[ま]で, [オ]ルまで H1.(H)1 
開ける 1 VI0232 [アケルま]で, [アケル]まで H0.(H)1 
変える 1 VI0233 [カエルま]で, [カエル]まで H0.(H)1 
建てる 2 VI0234 [タ]テル[ま]で, [タ]テルまで H1.(H)1 
投げる 2 VI0235 [ナ]ゲル[ま]で, [ナ]ゲルまで H1.(H)1 
刻む 1 VI0236 [キザムま]で, [キザム]まで H0.(H)1 
繋ぐ 1 VI0237 [ツナグま]で, [ツナグ]まで H0.(H)1 
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誘う 1 VI0238 [サソウま]で, [サソウ]まで H0.(H)1 
荒らす 1 VI0239 [アラスま]で, [アラス]まで H0.(H)1 
握る 1 VI0240 [ニギルま]で, [ニギル]まで H0.(H)1 
焦がす 2 VI0241 [コ]ガス[ま]で, [コ]ガスまで H1.(H)1 
騒ぐ 2 VI0242 [サ]ワグ[ま]で, [サ]ワグまで H1.(H)1 
恨む 2 VI0243 [ウ]ラム[ま]で, [ウ]ラムまで H1.(H)1 

払う(金を) 2 VI0244 [ハ]ラウ[ま]で, [ハ]ラウまで H1.(H)1 
歩く 3 VI0245 ア[ルクま]で, ア[ルク]まで, アル[ク]まで L4A, L3AB 
入る 3 VI0246 ハ[イルま]で, ハ[イル]まで, ハイ[ル]まで L4A, L3AB 
通る 2 VI0247 [ト]ール[ま]で, [ト]ールまで H1.(H)1 

知らせる 1 VI0248 [シラセルま]で, [シラセル]まで H0.(H)1 
始める 1 VI0249 [ハジメルま]で, [ハジメル]まで H0.(H)1 
預ける 2 VI0250 [アズ]ケル[ま]で, [アズ]ケルまで H2.(H)1 
集める 2 VI0251 [アツ]メル[ま]で, [アツ]メルまで H2.(H)1 
抱える 3 VI0252 カ[カエルま]で, カ[カエル]まで, カカ[エル]まで L5A, L4AB 
意味 類 番 終止連体限定だけ ア 
着る 1 VI0253 [キルだけ H0 
する 1 VI0254 [スルだけ H0 
見る 2 VI0255 ミ[ルだけ, ミル[だけ L0AB 
来る 2 VI0256 ク[ルだけ, クル[だけ L0AB 
置く 1 VI0257 [オクだけ H0 
踏む 1 VI0258 [フムだけ H0 
押す 1 VI0259 [オスだけ H0 
売る 1 VI0260 [ウルだけ H0 
買う 1 VI0261 [カウだけ H0 
書く 2 VI0262 カ[クだけ, カク[だけ L0AB 
飲む 2 VI0263 ノ[ムだけ, ノム[だけ L0AB 
出す 2 VI0264 ダ[スだけ, ダス[だけ L0AB 
掘る 2 VI0265 ホ[ルだけ, ホル[だけ L0AB 
食う 2 VI0266 ク[ウだけ, クウ[だけ L0AB 
居る 3 VI0267 [オ]ルだけ H1 
開ける 1 VI0268 [アケルだけ H0 
変える 1 VI0269 [カエルだけ H0 
建てる 2 VI0270 [タ]テルだけ H1 
投げる 2 VI0271 [ナ]ゲルだけ H1 
刻む 1 VI0272 [キザムだけ H0 
繋ぐ 1 VI0273 [ツナグだけ H0 
誘う 1 VI0274 [サソウだけ H0 
荒らす 1 VI0275 [アラスだけ H0 
握る 1 VI0276 [ニギルだけ H0 
焦がす 2 VI0277 [コ]ガスだけ H1 
騒ぐ 2 VI0278 [サ]ワグだけ H1 
恨む 2 VI0279 [ウ]ラムだけ H1 

払う(金を) 2 VI0280 [ハ]ラウだけ H1 
歩く 3 VI0281 ア[ルクだけ L0A 
入る 3 VI0282 ハ[イルだけ L0A 
通る 2 VI0283 [ト]ールだけ H1 

知らせる 1 VI0284 [シラセルだけ H0 
始める 1 VI0285 [ハジメルだけ H0 
預ける 2 VI0286 [アズ]ケルだけ H2 
集める 2 VI0287 [アツ]メルだけ H2 
抱える 3 VI0288 カ[カエルだけ, カカ[エルだけ L0AB 
意味 類 番 終止連体よ ア 
着る 1 VI0289 [キルよ, [キル]よ H0.(H)0 
する 1 VI0290 [スルよ, [スル]よ H0.(H)0 
見る 2 VI0291 ミ[ルよ, ミル[よ, ミ[ル]よ L0AB, L2 
来る 2 VI0292 ク[ルよ, クル[よ, ク[ル]よ L0AB, L2 
置く 1 VI0293 [オクよ, [オク]よ H0.(H)0 
踏む 1 VI0294 [フムよ, [フム]よ H0.(H)0 
押す 1 VI0295 [オスよ, [オス]よ H0.(H)0 
売る 1 VI0296 [ウルよ, [ウル]よ H0.(H)0 
買う 1 VI0297 [カウよ, [カウ]よ H0.(H)0 
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書く 2 VI0298 カ[クよ, カク[よ, カ[ク]よ L0AB, L2 
飲む 2 VI0299 ノ[ムよ, ノム[よ, ノ[ム]よ L0AB, L2 
出す 2 VI0300 ダ[スよ, ダス[よ, ダ[ス]よ L0AB, L2 
掘る 2 VI0301 ホ[ルよ, ホル[よ, ホ[ル]よ L0AB, L2 
食う 2 VI0302 ク[ウよ, クウ[よ, ク[ウ]よ L0AB, L2 
居る 3 VI0303 [オ]ル[よ, [オ]ルよ H1.(H)0 
開ける 1 VI0304 [アケルよ, [アケル]よ H0.(H)0 
変える 1 VI0305 [カエルよ, [カエル]よ H0.(H)0 
建てる 2 VI0306 [タ]テル[よ, [タ]テルよ H1.(H)0 
投げる 2 VI0307 [ナ]ゲル[よ, [ナ]ゲルよ H1.(H)0 
刻む 1 VI0308 [キザムよ, [キザム]よ H0.(H)0 
繋ぐ 1 VI0309 [ツナグよ, [ツナグ]よ H0.(H)0 
誘う 1 VI0310 [サソウよ, [サソウ]よ H0.(H)0 
荒らす 1 VI0311 [アラスよ, [アラス]よ H0.(H)0 
握る 1 VI0312 [ニギルよ, [ニギル]よ H0.(H)0 
焦がす 2 VI0313 [コ]ガス[よ, [コ]ガスよ H1.(H)0 
騒ぐ 2 VI0314 [サ]ワグ[よ, [サ]ワグよ H1.(H)0 
恨む 2 VI0315 [ウ]ラム[よ, [ウ]ラムよ H1.(H)0 

払う(金を) 2 VI0316 [ハ]ラウ[よ, [ハ]ラウよ H1.(H)0 
歩く 3 VI0317 ア[ルクよ, ア[ルク]よ L0A.(H)0 
入る 3 VI0318 ハ[イルよ, ハ[イル]よ L0A.(H)0 
通る 2 VI0319 [ト]ール[よ, [ト]ールよ H1.(H)0 

知らせる 1 VI0320 [シラセルよ, [シラセル]よ H0.(H)0 
始める 1 VI0321 [ハジメルよ, [ハジメル]よ H0.(H)0 
預ける 2 VI0322 [アズ]ケル[よ, [アズ]ケルよ H2.(H)0 
集める 2 VI0323 [アツ]メル[よ, [アツ]メルよ H2.(H)0 

抱える 3 VI0324 カ[カエルよ, カ[カエル]よ,  
カカ[エルよ, カカ[エル]よ L0AB.(H)0 

意味 類 番 終止連体よー ア 
着る 1 VI0289 [キル]よ[ー H0.L0 
する 1 VI0290 [スル]よ[ー H0.L0 
見る 2 VI0291 ミ[ル]よ[ー L0.L0 
来る 2 VI0292 ク[ル]よ[ー L0.L0 
置く 1 VI0293 [オク]よ[ー H0.L0 
踏む 1 VI0294 [フム]よ[ー H0.L0 
押す 1 VI0295 [オス]よ[ー H0.L0 
売る 1 VI0296 [ウル]よ[ー H0.L0 
買う 1 VI0297 [カウ]よ[ー H0.L0 
書く 2 VI0298 カ[ク]よ[ー L0.L0 
飲む 2 VI0299 ノ[ム]よ[ー L0.L0 
出す 2 VI0300 ダ[ス]よ[ー L0.L0 
掘る 2 VI0301 ホ[ル]よ[ー L0.L0 
食う 2 VI0302 ク[ウ]よ[ー L0.L0 
居る 3 VI0303 [オ]ルよ[ー H1.L0 
開ける 1 VI0304 [アケル]よ[ー H0.L0 
変える 1 VI0305 [カエル]よ[ー H0.L0 
建てる 2 VI0306 [タ]テルよ[ー H1.L0 
投げる 2 VI0307 [ナ]ゲルよ[ー H1.L0 
刻む 1 VI0308 [キザム]よ[ー H0.L0 
繋ぐ 1 VI0309 [ツナグ]よ[ー H0.L0 
誘う 1 VI0310 [サソウ]よ[ー H0.L0 
荒らす 1 VI0311 [アラス]よ[ー H0.L0 
握る 1 VI0312 [ニギル]よ[ー H0.L0 
焦がす 2 VI0313 [コ]ガスよ[ー H1.L0 
騒ぐ 2 VI0314 [サ]ワグよ[ー H1.L0 
恨む 2 VI0315 [ウ]ラムよ[ー H1.L0 

払う(金を) 2 VI0316 [ハ]ラウよ[ー H1.L0 
歩く 3 VI0317 ア[ルク]よ[ー L0A.L0 
入る 3 VI0318 ハ[イル]よ[ー L0A.L0 
通る 2 VI0319 [ト]ールよ[ー H1.L0 

知らせる 1 VI0320 [シラセル]よ[ー H0.L0 
始める 1 VI0321 [ハジメル]よ[ー H0.L0 
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預ける 2 VI0322 [アズ]ケルよ[ー H2.L0 
集める 2 VI0323 [アツ]メルよ[ー H2.L0 
抱える 3 VI0324 カ[カエル]よ[ー, カカ[エル]よ[ー L0AB.L0 
意味 類 番 終止連体でー(ぜー) ア 
着る 1 VI0325 [キル]で[ー, [キル]でー H0.(L)0 
する 1 VI0326 [スル]で[ー, [スル]でー H0.(L)0 
見る 2 VI0327 ミ[ル]で[ー, ミ[ル]でー L0.(L)0 
来る 2 VI0328 ク[ル]で[ー, ク[ル]でー L0.(L)0 
置く 1 VI0329 [オク]で[ー, [オク]でー H0.(L)0 
踏む 1 VI0330 [フム]で[ー, [フム]でー H0.(L)0 
押す 1 VI0331 [オス]で[ー, [オス]でー H0.(L)0 
売る 1 VI0332 [ウル]で[ー, [ウル]でー H0.(L)0 
買う 1 VI0333 [カウ]で[ー, [カウ]でー H0.(L)0 
書く 2 VI0334 カ[ク]で[ー, カ[ク]でー L0.(L)0 
飲む 2 VI0335 ノ[ム]で[ー, ノ[ム]でー L0.(L)0 
出す 2 VI0336 ダ[ス]で[ー, ダ[ス]でー L0.(L)0 
掘る 2 VI0337 ホ[ル]で[ー, ホ[ル]でー L0.(L)0 
食う 2 VI0338 ク[ウ]で[ー, ク[ウ]でー L0.(L)0 
居る 3 VI0339 [オ]ルで[ー, [オ]ルでー H1.(L)0 
開ける 1 VI0340 [アケル]で[ー, [アケル]でー H0.(L)0 
変える 1 VI0341 [カエル]で[ー, [カエル]でー H0.(L)0 
建てる 2 VI0342 [タ]テルで[ー, [タ]テルでー H1.(L)0 
投げる 2 VI0343 [ナ]ゲルで[ー, [ナ]ゲルでー H1.(L)0 
刻む 1 VI0344 [キザム]で[ー, [キザム]でー H0.(L)0 
繋ぐ 1 VI0345 [ツナグ]で[ー, [ツナグ]でー H0.(L)0 
誘う 1 VI0346 [サソウ]で[ー, [サソウ]でー H0.(L)0 
荒らす 1 VI0347 [アラス]で[ー, [アラス]でー H0.(L)0 
握る 1 VI0348 [ニギル]で[ー, [ニギル]でー H0.(L)0 
焦がす 2 VI0349 [コ]ガスで[ー, [コ]ガスでー H1.(L)0 
騒ぐ 2 VI0350 [サ]ワグで[ー, [サ]ワグでー H1.(L)0 
恨む 2 VI0351 [ウ]ラムで[ー, [ウ]ラムでー H1.(L)0 

払う(金を) 2 VI0352 [ハ]ラウで[ー, [ハ]ラウでー H1.(L)0 

歩く 3 VI0353 ア[ルク]で[ー, ア[ルク]でー, 
アル[ク]で[ー, アル[ク]でー L0AB.(L)0 

入る 3 VI0354 ハ[イル]で[ー, ハ[イル]でー, 
ハイ[ル]で[ー, ハイ[ル]でー L0AB.(L)0 

通る 2 VI0355 [ト]ールで[ー, [ト]ールでー H1.(L)0 
知らせる 1 VI0356 [シラセル]で[ー, [シラセル]でー H0.(L)0 
始める 1 VI0357 [ハジメル]で[ー, [ハジメル]でー H0.(L)0 
預ける 2 VI0358 [アズ]ケルで[ー, [アズ]ケルでー H2.(L)0 
集める 2 VI0359 [アツ]メルで[ー, [アツ]メルでー H2.(L)0 

抱える 3 VI0360 カ[カエル]で[ー, カ[カエル]でー, 
カカ[エル]で[ー, カカ[エル]でー L0AB.(L)0 

意味 類 番 終止連体ぞ ア 
着る 1 VI0361 [キルぞ, [キル]ぞ H0.(H)0 
する 1 VI0362 [スルぞ, [スル]ぞ H0.(H)0 
見る 2 VI0363 ミ[ルぞ, ミル[ぞ, ミ[ル]ぞ L0AB, L2 
来る 2 VI0364 ク[ルぞ, クル[ぞ, ク[ル]ぞ L0AB, L2 
置く 1 VI0365 [オクぞ, [オク]ぞ H0.(H)0 
踏む 1 VI0366 [フムぞ, [フム]ぞ H0.(H)0 
押す 1 VI0367 [オスぞ, [オス]ぞ H0.(H)0 
売る 1 VI0368 [ウルぞ, [ウル]ぞ H0.(H)0 
買う 1 VI0369 [カウぞ, [カウ]ぞ H0.(H)0 
書く 2 VI0370 カ[クぞ, カク[ぞ, カ[ク]ぞ L0AB, L2 
飲む 2 VI0371 ノ[ムぞ, ノム[ぞ, ノ[ム]ぞ L0AB, L2 
出す 2 VI0372 ダ[スぞ, ダス[ぞ, ダ[ス]ぞ L0AB, L2 
掘る 2 VI0373 ホ[ルぞ, ホル[ぞ, ホ[ル]ぞ L0AB, L2 
食う 2 VI0374 ク[ウぞ, クウ[ぞ, ク[ウ]ぞ L0AB, L2 
居る 3 VI0375 [オ]ル[ぞ, [オ]ルぞ H1.(H)0 
開ける 1 VI0376 [アケルぞ, [アケル]ぞ H0.(H)0 
変える 1 VI0377 [カエルぞ, [カエル]ぞ H0.(H)0 
建てる 2 VI0378 [タ]テル[ぞ, [タ]テルぞ H1.(H)0 
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投げる 2 VI0379 [ナ]ゲル[ぞ, [ナ]ゲルぞ H1.(H)0 
刻む 1 VI0380 [キザムぞ, [キザム]ぞ H0.(H)0 
繋ぐ 1 VI0381 [ツナグぞ, [ツナグ]ぞ H0.(H)0 
誘う 1 VI0382 [サソウぞ, [サソウ]ぞ H0.(H)0 
荒らす 1 VI0383 [アラスぞ, [アラス]ぞ H0.(H)0 
握る 1 VI0384 [ニギルぞ, [ニギル]ぞ H0.(H)0 
焦がす 2 VI0385 [コ]ガス[ぞ, [コ]ガスぞ H1.(H)0 
騒ぐ 2 VI0386 [サ]ワグ[ぞ, [サ]ワグぞ H1.(H)0 
恨む 2 VI0387 [ウ]ラム[ぞ, [ウ]ラムぞ H1.(H)0 

払う(金を) 2 VI0388 [ハ]ラウ[ぞ, [ハ]ラウぞ H1.(H)0 
歩く 3 VI0389 ア[ルクぞ, ア[ルク]ぞ L0A.(H)0 
入る 3 VI0390 ハ[イルぞ, ハ[イル]ぞ L0A.(H)0 
通る 2 VI0391 [ト]ール[ぞ, [ト]ールぞ H1.(H)0 

知らせる 1 VI0392 [シラセルぞ, [シラセル]ぞ H0.(H)0 
始める 1 VI0393 [ハジメルぞ, [ハジメル]ぞ H0.(H)0 
預ける 2 VI0394 [アズ]ケル[ぞ, [アズ]ケルぞ H2.(H)0 
集める 2 VI0395 [アツ]メル[ぞ, [アツ]メルぞ H2.(H)0 

抱える 3 VI0396 カ[カエルぞ, カ[カエル]ぞ, 
カカ[エルぞ, カカ[エル]ぞ L0AB.(H)0 

意味 類 番 終止連体ぜよ ア 
着る 1 VI0397 [キル]ぜ[よ, [キル]ぜよ H0.(L)0 
する 1 VI0398 [スル]ぜ[よ, [スル]ぜよ H0.(L)0 
見る 2 VI0399 ミ[ル]ぜ[よ, ミ[ル]ぜよ L0.(L)0 
来る 2 VI0400 ク[ル]ぜ[よ, ク[ル]ぜよ L0.(L)0 
置く 1 VI0401 [オク]ぜ[よ, [オク]ぜよ H0.(L)0 
踏む 1 VI0402 [フム]ぜ[よ, [フム]ぜよ H0.(L)0 
押す 1 VI0403 [オス]ぜ[よ, [オス]ぜよ H0.(L)0 
売る 1 VI0404 [ウル]ぜ[よ, [ウル]ぜよ H0.(L)0 
買う 1 VI0405 [カウ]ぜ[よ, [カウ]ぜよ H0.(L)0 
書く 2 VI0406 カ[ク]ぜ[よ, カ[ク]ぜよ L0.(L)0 
飲む 2 VI0407 ノ[ム]ぜ[よ, ノ[ム]ぜよ L0.(L)0 
出す 2 VI0408 ダ[ス]ぜ[よ, ダ[ス]ぜよ L0.(L)0 
掘る 2 VI0409 ホ[ル]ぜ[よ, ホ[ル]ぜよ L0.(L)0 
食う 2 VI0410 ク[ウ]ぜ[よ, ク[ウ]ぜよ L0.(L)0 
居る 3 VI0411 [オ]ルぜ[よ, [オ]ルぜよ H1.(L)0 
開ける 1 VI0412 [アケル]ぜ[よ, [アケル]ぜよ H0.(L)0 
変える 1 VI0413 [カエル]ぜ[よ, [カエル]ぜよ H0.(L)0 
建てる 2 VI0414 [タ]テルぜ[よ, [タ]テルぜよ H1.(L)0 
投げる 2 VI0415 [ナ]ゲルぜ[よ, [ナ]ゲルぜよ H1.(L)0 
刻む 1 VI0416 [キザム]ぜ[よ, [キザム]ぜよ H0.(L)0 
繋ぐ 1 VI0417 [ツナグ]ぜ[よ, [ツナグ]ぜよ H0.(L)0 
誘う 1 VI0418 [サソウ]ぜ[よ, [サソウ]ぜよ H0.(L)0 
荒らす 1 VI0419 [アラス]ぜ[よ, [アラス]ぜよ H0.(L)0 
握る 1 VI0420 [ニギル]ぜ[よ, [ニギル]ぜよ H0.(L)0 
焦がす 2 VI0421 [コ]ガスぜ[よ, [コ]ガスぜよ H1.(L)0 
騒ぐ 2 VI0422 [サ]ワグぜ[よ, [サ]ワグぜよ H1.(L)0 
恨む 2 VI0423 [ウ]ラムぜ[よ, [ウ]ラムぜよ H1.(L)0 

払う(金を) 2 VI0424 [ハ]ラウぜ[よ, [ハ]ラウぜよ H1.(L)0 

歩く 3 VI0425 ア[ルク]ぜ[よ, ア[ルク]ぜよ, 
アル[ク]ぜ[よ, アル[ク]ぜよ L0AB.(L)0 

入る 3 VI0426 ハ[イル]ぜ[よ, ハ[イル]ぜよ, 
ハイ[ル]ぜ[よ, ハイ[ル]ぜよ L0AB.(L)0 

通る 2 VI0427 [ト]ールぜ[よ, [ト]ールぜよ H1.(L)0 
知らせる 1 VI0428 [シラセル]ぜ[よ, [シラセル]ぜよ H0.(L)0 
始める 1 VI0429 [ハジメル]ぜ[よ, [ハジメル]ぜよ H0.(L)0 
預ける 2 VI0430 [アズ]ケルぜ[よ, [アズ]ケルぜよ H2.(L)0 
集める 2 VI0431 [アツ]メルぜ[よ, [アツ]メルぜよ H2.(L)0 

抱える 3 VI0432 カ[カエル]ぜ[よ, カ[カエル]ぜよ, 
カカ[エル]ぜ[よ, カカ[エル]ぜよ L0AB.(L)0 

意味 類 番 終止連体わ ア 
着る 1 VI0433 [キル]わ H2 
する 1 VI0434 [スル]わ H2 



付録 25 動詞変化 

- 591 - 

 

見る 2 VI0435 ミ[ル]わ L2 
来る 2 VI0436 ク[ル]わ L2 
置く 1 VI0437 [オク]わ H2 
踏む 1 VI0438 [フム]わ H2 
押す 1 VI0439 [オス]わ H2 
売る 1 VI0440 [ウル]わ H2 
買う 1 VI0441 [カウ]わ H2 
書く 2 VI0442 カ[ク]わ L2 
飲む 2 VI0443 ノ[ム]わ L2 
出す 2 VI0444 ダ[ス]わ L2 
掘る 2 VI0445 ホ[ル]わ L2 
食う 2 VI0446 ク[ウ]わ L2 
居る 3 VI0447 [オ]ルわ H1 
開ける 1 VI0448 [アケル]わ H3 
変える 1 VI0449 [カエル]わ H3 
建てる 2 VI0450 [タ]テルわ H1 
投げる 2 VI0451 [ナ]ゲルわ H1 
刻む 1 VI0452 [キザム]わ H3 
繋ぐ 1 VI0453 [ツナグ]わ H3 
誘う 1 VI0454 [サソウ]わ H3 
荒らす 1 VI0455 [アラス]わ H3 
握る 1 VI0456 [ニギル]わ H3 
焦がす 2 VI0457 [コ]ガスわ H1 
騒ぐ 2 VI0458 [サ]ワグわ H1 
恨む 2 VI0459 [ウ]ラムわ H1 

払う(金を) 2 VI0460 [ハ]ラウわ H1 
歩く 3 VI0461 ア[ルク]わ, アル[ク]わ L3AB 
入る 3 VI0462 ハ[イル]わ, ハイ[ル]わ L3AB 
通る 2 VI0463 [ト]ールわ H1 

知らせる 1 VI0464 [シラセル]わ H4 
始める 1 VI0465 [ハジメル]わ H4 
預ける 2 VI0466 [アズ]ケルわ H2 
集める 2 VI0467 [アツ]メルわ H2 
抱える 3 VI0468 カ[カエル]わ, カカ[エル]わ L4AB 
意味 類 番 終止連体わー ア 
着る 1 VI0433 [キル]わ[ー H0.L0 
する 1 VI0434 [スル]わ[ー H0.L0 
見る 2 VI0435 ミ[ル]わ[ー L0.L0 
来る 2 VI0436 ク[ル]わ[ー L0.L0 
置く 1 VI0437 [オク]わ[ー H0.L0 
踏む 1 VI0438 [フム]わ[ー H0.L0 
押す 1 VI0439 [オス]わ[ー H0.L0 
売る 1 VI0440 [ウル]わ[ー H0.L0 
買う 1 VI0441 [カウ]わ[ー H0.L0 
書く 2 VI0442 カ[ク]わ[ー L0.L0 
飲む 2 VI0443 ノ[ム]わ[ー L0.L0 
出す 2 VI0444 ダ[ス]わ[ー L0.L0 
掘る 2 VI0445 ホ[ル]わ[ー L0.L0 
食う 2 VI0446 ク[ウ]わ[ー L0.L0 
居る 3 VI0447 [オ]ルわ[ー H1.L0 
開ける 1 VI0448 [アケル]わ[ー H0.L0 
変える 1 VI0449 [カエル]わ[ー H0.L0 
建てる 2 VI0450 [タ]テルわ[ー H1.L0 
投げる 2 VI0451 [ナ]ゲルわ[ー H1.L0 
刻む 1 VI0452 [キザム]わ[ー H0.L0 
繋ぐ 1 VI0453 [ツナグ]わ[ー H0.L0 
誘う 1 VI0454 [サソウ]わ[ー H0.L0 
荒らす 1 VI0455 [アラス]わ[ー H0.L0 
握る 1 VI0456 [ニギル]わ[ー H0.L0 
焦がす 2 VI0457 [コ]ガスわ[ー H1.L0 
騒ぐ 2 VI0458 [サ]ワグわ[ー H1.L0 
恨む 2 VI0459 [ウ]ラムわ[ー H1.L0 
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払う(金を) 2 VI0460 [ハ]ラウわ[ー H1.L0 
歩く 3 VI0461 ア[ルク]わ[ー, アル[ク]わ[ー L0AB.L0 
入る 3 VI0462 ハ[イル]わ[ー, ハイ[ル]わ[ー L0AB.L0 
通る 2 VI0463 [ト]ールわ[ー H1.L0 

知らせる 1 VI0464 [シラセル]わ[ー H0.L0 
始める 1 VI0465 [ハジメル]わ[ー H0.L0 
預ける 2 VI0466 [アズ]ケルわ[ー H2.L0 
集める 2 VI0467 [アツ]メルわ[ー H2.L0 
抱える 3 VI0468 カ[カエル]わ[ー, カカ[エル]わ[ー L0AB.L0 
意味 類 番 終止連体ねー ア 
着る 1 VI0469 [キルね]ー H0.H1 
する 1 VI0470 [スルね]ー H0.H1 
見る 2 VI0471 ミ[ルね]ー, ミル[ね]ー L3AB 
来る 2 VI0472 ク[ルね]ー, クル[ね]ー L3AB 
置く 1 VI0473 [オクね]ー H0.H1 
踏む 1 VI0474 [フムね]ー H0.H1 
押す 1 VI0475 [オスね]ー H0.H1 
売る 1 VI0476 [ウルね]ー H0.H1 
買う 1 VI0477 [カウね]ー H0.H1 
書く 2 VI0478 カ[クね]ー, カク[ね]ー L3AB 
飲む 2 VI0479 ノ[ムね]ー, ノム[ね]ー L3AB 
出す 2 VI0480 ダ[スね]ー, ダス[ね]ー L3AB 
掘る 2 VI0481 ホ[ルね]ー, ホル[ね]ー L3AB 
食う 2 VI0482 ク[ウね]ー, クウ[ね]ー L3AB 
居る 3 VI0483 [オ]ル[ね]ー H1.H1 
開ける 1 VI0484 [アケルね]ー H0.H1 
変える 1 VI0485 [カエルね]ー H0.H1 
建てる 2 VI0486 [タ]テル[ね]ー H1.H1 
投げる 2 VI0487 [ナ]ゲル[ね]ー H1.H1 
刻む 1 VI0488 [キザムね]ー H0.H1 
繋ぐ 1 VI0489 [ツナグね]ー H0.H1 
誘う 1 VI0490 [サソウね]ー H0.H1 
荒らす 1 VI0491 [アラスね]ー H0.H1 
握る 1 VI0492 [ニギルね]ー H0.H1 
焦がす 2 VI0493 [コ]ガス[ね]ー H1.H1 
騒ぐ 2 VI0494 [サ]ワグ[ね]ー H1.H1 
恨む 2 VI0495 [ウ]ラム[ね]ー H1.H1 

払う(金を) 2 VI0496 [ハ]ラウ[ね]ー H1.H1 
歩く 3 VI0497 ア[ルクね]ー, アル[クね]ー L0AB.H1 
入る 3 VI0498 ハ[イルね]ー, ハイ[ルね]ー L0AB.H1 
通る 2 VI0499 [ト]ール[ね]ー H1.H1 

知らせる 1 VI0500 [シラセルね]ー H0.H1 
始める 1 VI0501 [ハジメルね]ー H0.H1 
預ける 2 VI0502 [アズ]ケル[ね]ー H2.H1 
集める 2 VI0503 [アツ]メル[ね]ー H2.H1 
抱える 3 VI0504 カ[カエルね]ー, カカ[エルね]ー L0AB.H1 
意味 類 番 終止連体のー(し) ア 
着る 1 VI0505 [キルの]ー(し) H0.H1 
する 1 VI0506 [スルの]ー(し) H0.H1 
見る 2 VI0507 ミ[ルの]ー(し), ミル[の]ー(し) L3AB 
来る 2 VI0508 ク[ルの]ー(し), クル[の]ー(し) L3AB 
置く 1 VI0509 [オクの]ー(し) H0.H1 
踏む 1 VI0510 [フムの]ー(し) H0.H1 
押す 1 VI0511 [オスの]ー(し) H0.H1 
売る 1 VI0512 [ウルの]ー(し) H0.H1 
買う 1 VI0513 [カウの]ー(し) H0.H1 
書く 2 VI0514 カ[クの]ー(し), カク[の]ー(し) L3AB 
飲む 2 VI0515 ノ[ムの]ー(し), ノム[の]ー(し) L3AB 
出す 2 VI0516 ダ[スの]ー(し), ダス[の]ー(し) L3AB 
掘る 2 VI0517 ホ[ルの]ー(し), ホル[の]ー(し) L3AB 
食う 2 VI0518 ク[ウの]ー(し), クウ[の]ー(し) L3AB 
居る 3 VI0519 [オ]ル[の]ー(し) H1.H1 
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開ける 1 VI0520 [アケルの]ー(し) H0.H1 
変える 1 VI0521 [カエルの]ー(し) H0.H1 
建てる 2 VI0522 [タ]テル[の]ー(し) H1.H1 
投げる 2 VI0523 [ナ]ゲル[の]ー(し) H1.H1 
刻む 1 VI0524 [キザムの]ー(し) H0.H1 
繋ぐ 1 VI0525 [ツナグの]ー(し) H0.H1 
誘う 1 VI0526 [サソウの]ー(し) H0.H1 
荒らす 1 VI0527 [アラスの]ー(し) H0.H1 
握る 1 VI0528 [ニギルの]ー(し) H0.H1 
焦がす 2 VI0529 [コ]ガス[の]ー(し) H1.H1 
騒ぐ 2 VI0530 [サ]ワグ[の]ー(し) H1.H1 
恨む 2 VI0531 [ウ]ラム[の]ー(し) H1.H1 

払う(金を) 2 VI0532 [ハ]ラウ[の]ー(し) H1.H1 
歩く 3 VI0533 ア[ルクの]ー(し), アル[クの]ー(し) L0AB.H1 
入る 3 VI0534 ハ[イルの]ー(し), ハイ[ルの]ー(し) L0AB.H1 
通る 2 VI0535 [ト]ール[の]ー(し) H1.H1 

知らせる 1 VI0536 [シラセルの]ー(し) H0.H1 
始める 1 VI0537 [ハジメルの]ー(し) H0.H1 
預ける 2 VI0538 [アズ]ケル[の]ー(し) H2.H1 
集める 2 VI0539 [アツ]メル[の]ー(し) H2.H1 
抱える 3 VI0540 カ[カエルの]ー(し), カカ[エルの]ー(し) L0AB.H1 
意味 類 番 終止連体か ア 
着る 1 VI0541 [キルか, [キル]か H0.(H)0 
する 1 VI0542 [スルか, [スル]か H0.(H)0 
見る 2 VI0543 ミ[ルか, ミル[か, ミ[ル]か L0AB, L2 
来る 2 VI0544 ク[ルか, クル[か, ク[ル]か L0AB, L2 
置く 1 VI0545 [オクか, [オク]か H0.(H)0 
踏む 1 VI0546 [フムか, [フム]か H0.(H)0 
押す 1 VI0547 [オスか, [オス]か H0.(H)0 
売る 1 VI0548 [ウルか, [ウル]か H0.(H)0 
買う 1 VI0549 [カウか, [カウ]か H0.(H)0 
書く 2 VI0550 カ[クか, カク[か, カ[ク]か L0AB, L2 
飲む 2 VI0551 ノ[ムか, ノム[か, ノ[ム]か L0AB, L2 
出す 2 VI0552 ダ[スか, ダス[か, ダ[ス]か L0AB, L2 
掘る 2 VI0553 ホ[ルか, ホル[か, ホ[ル]か L0AB, L2 
食う 2 VI0554 ク[ウか, クウ[か, ク[ウ]か L0AB, L2 
居る 3 VI0555 [オ]ル[か, [オ]ルか H1.(H)0 
開ける 1 VI0556 [アケルか, [アケル]か H0.(H)0 
変える 1 VI0557 [カエルか, [カエル]か H0.(H)0 
建てる 2 VI0558 [タ]テル[か, [タ]テルか H1.(H)0 
投げる 2 VI0559 [ナ]ゲル[か, [ナ]ゲルか H1.(H)0 
刻む 1 VI0560 [キザムか, [キザム]か H0.(H)0 
繋ぐ 1 VI0561 [ツナグか, [ツナグ]か H0.(H)0 
誘う 1 VI0562 [サソウか, [サソウ]か H0.(H)0 
荒らす 1 VI0563 [アラスか, [アラス]か H0.(H)0 
握る 1 VI0564 [ニギルか, [ニギル]か H0.(H)0 
焦がす 2 VI0565 [コ]ガス[か, [コ]ガスか H1.(H)0 
騒ぐ 2 VI0566 [サ]ワグ[か, [サ]ワグか H1.(H)0 
恨む 2 VI0567 [ウ]ラム[か, [ウ]ラムか H1.(H)0 

払う(金を) 2 VI0568 [ハ]ラウ[か, [ハ]ラウか H1.(H)0 
歩く 3 VI0569 ア[ルクか, ア[ルク]か, アル[ク]か L0A.(H)0, L3B 
入る 3 VI0570 ハ[イルか, ハ[イル]か, ハイ[ル]か L0A.(H)0, L3B 
通る 2 VI0571 [ト]ール[か, [ト]ールか H1.(H)0 

知らせる 1 VI0572 [シラセルか, [シラセル]か H0.(H)0 
始める 1 VI0573 [ハジメルか, [ハジメル]か H0.(H)0 
預ける 2 VI0574 [アズ]ケル[か, [アズ]ケルか H2.(H)0 
集める 2 VI0575 [アツ]メル[か, [アツ]メルか H2.(H)0 
抱える 3 VI0576 カ[カエルか, カ[カエル]か, カカ[エル]か L0A.(H)0, L4B 
意味 類 番 終止連体かえ ア 
着る 1 VI0577 [キル]か[え, [キル]かえ H0.(L)0 
する 1 VI0578 [スル]か[え, [スル]かえ H0.(L)0 
見る 2 VI0579 ミ[ル]か[え, ミ[ル]かえ L0.(L)0 
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来る 2 VI0580 ク[ル]か[え, ク[ル]かえ L0.(L)0 
置く 1 VI0581 [オク]か[え, [オク]かえ H0.(L)0 
踏む 1 VI0582 [フム]か[え, [フム]かえ H0.(L)0 
押す 1 VI0583 [オス]か[え, [オス]かえ H0.(L)0 
売る 1 VI0584 [ウル]か[え, [ウル]かえ H0.(L)0 
買う 1 VI0585 [カウ]か[え, [カウ]かえ H0.(L)0 
書く 2 VI0586 カ[ク]か[え, カ[ク]かえ L0.(L)0 
飲む 2 VI0587 ノ[ム]か[え, ノ[ム]かえ L0.(L)0 
出す 2 VI0588 ダ[ス]か[え, ダ[ス]かえ L0.(L)0 
掘る 2 VI0589 ホ[ル]か[え, ホ[ル]かえ L0.(L)0 
食う 2 VI0590 ク[ウ]か[え, ク[ウ]かえ L0.(L)0 
居る 3 VI0591 [オ]ルか[え, [オ]ルかえ H1.(L)0 
開ける 1 VI0592 [アケル]か[え, [アケル]かえ H0.(L)0 
変える 1 VI0593 [カエル]か[え, [カエル]かえ H0.(L)0 
建てる 2 VI0594 [タ]テルか[え, [タ]テルかえ H1.(L)0 
投げる 2 VI0595 [ナ]ゲルか[え, [ナ]ゲルかえ H1.(L)0 
刻む 1 VI0596 [キザム]か[え, [キザム]かえ H0.(L)0 
繋ぐ 1 VI0597 [ツナグ]か[え, [ツナグ]かえ H0.(L)0 
誘う 1 VI0598 [サソウ]か[え, [サソウ]かえ H0.(L)0 
荒らす 1 VI0599 [アラス]か[え, [アラス]かえ H0.(L)0 
握る 1 VI0600 [ニギル]か[え, [ニギル]かえ H0.(L)0 
焦がす 2 VI0601 [コ]ガスか[え, [コ]ガスかえ H1.(L)0 
騒ぐ 2 VI0602 [サ]ワグか[え, [サ]ワグかえ H1.(L)0 
恨む 2 VI0603 [ウ]ラムか[え, [ウ]ラムかえ H1.(L)0 

払う(金を) 2 VI0604 [ハ]ラウか[え, [ハ]ラウかえ H1.(L)0 

歩く 3 VI0605 ア[ルク]か[え, ア[ルク]かえ, 
アル[ク]か[え, アル[ク]かえ L0AB.(L)0 

入る 3 VI0606 ハ[イル]か[え, ハ[イル]かえ, 
ハイ[ル]か[え, ハイ[ル]かえ L0AB.(L)0 

通る 2 VI0607 [ト]ールか[え, [ト]ールかえ H1.(L)0 
知らせる 1 VI0608 [シラセル]か[え, [シラセル]かえ H0.(L)0 
始める 1 VI0609 [ハジメル]か[え, [ハジメル]かえ H0.(L)0 
預ける 2 VI0610 [アズ]ケルか[え, [アズ]ケルかえ H2.(L)0 
集める 2 VI0611 [アツ]メルか[え, [アツ]メルかえ H2.(L)0 

抱える 3 VI0612 カ[カエル]か[え, カ[カエル]かえ, 
カカ[エル]か[え, カカ[エル]かえ L0AB.(L)0 

意味 類 番 詠嘆形するわ！ ア 
着る 1 VI0613 [キラ]ー H2 
する 1 VI0614 [スラ]ー H2 
見る 2 VI0615 ミ[ラ]ー L2 
来る 2 VI0616 ク[ラ]ー L2 
置く 1 VI0617 [オカ]ー H2 
踏む 1 VI0618 [フマ]ー H2 
押す 1 VI0619 [オサ]ー H2 
売る 1 VI0620 [ウラ]ー H2 
買う 1 VI0621 [カワ]ー H2 
書く 2 VI0622 カ[カ]ー L2 
飲む 2 VI0623 ノ[マ]ー L2 
出す 2 VI0624 ダ[サ]ー L2 
掘る 2 VI0625 ホ[ラ]ー L2 
食う 2 VI0626 ク[ワ]ー L2 
居る 3 VI0627 [オ]ラー H1 
開ける 1 VI0628 [アケラ]ー H3 
変える 1 VI0629 [カエラ]ー H3 
建てる 2 VI0630 [タ]テラー H1 
投げる 2 VI0631 [ナ]ゲラー H1 
刻む 1 VI0632 [キザマ]ー H3 
繋ぐ 1 VI0633 [ツナガ]ー H3 
誘う 1 VI0634 [サソワ]ー H3 
荒らす 1 VI0635 [アラサ]ー H3 
握る 1 VI0636 [ニギラ]ー H3 
焦がす 2 VI0637 [コ]ガサー H1 
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騒ぐ 2 VI0638 [サ]ワガー, [サワ]ガー H1, H2 
恨む 2 VI0639 [ウ]ラマー, [ウラ]マー H1, H2 

払う(金を) 2 VI0640 [ハ]ラワー, [ハラ]ワー H1, H2 
歩く 3 VI0641 ア[ルカ]ー, アル[カ]ー L3AB 
入る 3 VI0642 ハ[イラ]ー, ハイ[ラ]ー L3AB 
通る 2 VI0643 [ト]ーラー H1 

知らせる 1 VI0644 [シラ]セラー H2 
始める 1 VI0645 [ハジ]メラー H2 
預ける 2 VI0646 [ア]ズケラー, [アズ]ケラー H1, H2 
集める 2 VI0647 [ア]ツメラー, [アツ]メラー H1, H2 
抱える 3 VI0648 カ[カエラ]ー, カカ[エラ]ー L4AB 
意味 類 番 終止連体推量ろー ア 
着る 1 VI0649 [キル]ろ[ー, [キル]ろー H0.(L)0 
する 1 VI0650 [スル]ろ[ー, [スル]ろー H0.(L)0 
見る 2 VI0651 ミ[ル]ろ[ー, ミ[ル]ろー L0.(L)0 
来る 2 VI0652 ク[ル]ろ[ー, ク[ル]ろー L0.(L)0 
置く 1 VI0653 [オク]ろ[ー, [オク]ろー H0.(L)0 
踏む 1 VI0654 [フム]ろ[ー, [フム]ろー H0.(L)0 
押す 1 VI0655 [オス]ろ[ー, [オス]ろー H0.(L)0 
売る 1 VI0656 [ウル]ろ[ー, [ウル]ろー H0.(L)0 
買う 1 VI0657 [カウ]ろ[ー, [カウ]ろー H0.(L)0 
書く 2 VI0658 カ[ク]ろ[ー, カ[ク]ろー L0.(L)0 
飲む 2 VI0659 ノ[ム]ろ[ー, ノ[ム]ろー L0.(L)0 
出す 2 VI0660 ダ[ス]ろ[ー, ダ[ス]ろー L0.(L)0 
掘る 2 VI0661 ホ[ル]ろ[ー, ホ[ル]ろー L0.(L)0 
食う 2 VI0662 ク[ウ]ろ[ー, ク[ウ]ろー L0.(L)0 
居る 3 VI0663 [オ]ルろ[ー, [オ]ルろー H1.(L)0 
開ける 1 VI0664 [アケル]ろ[ー, [アケル]ろー H0.(L)0 
変える 1 VI0665 [カエル]ろ[ー, [カエル]ろー H0.(L)0 
建てる 2 VI0666 [タ]テルろ[ー, [タ]テルろー H1.(L)0 
投げる 2 VI0667 [ナ]ゲルろ[ー, [ナ]ゲルろー H1.(L)0 
刻む 1 VI0668 [キザム]ろ[ー, [キザム]ろー H0.(L)0 
繋ぐ 1 VI0669 [ツナグ]ろ[ー, [ツナグ]ろー H0.(L)0 
誘う 1 VI0670 [サソウ]ろ[ー, [サソウ]ろー H0.(L)0 
荒らす 1 VI0671 [アラス]ろ[ー, [アラス]ろー H0.(L)0 
握る 1 VI0672 [ニギル]ろ[ー, [ニギル]ろー H0.(L)0 
焦がす 2 VI0673 [コ]ガスろ[ー, [コ]ガスろー H1.(L)0 
騒ぐ 2 VI0674 [サ]ワグろ[ー, [サ]ワグろー H1.(L)0 
恨む 2 VI0675 [ウ]ラムろ[ー, [ウ]ラムろー H1.(L)0 

払う(金を) 2 VI0676 [ハ]ラウろ[ー, [ハ]ラウろー H1.(L)0 

歩く 3 VI0677 ア[ルク]ろ[ー, ア[ルク]ろー, 
アル[ク]ろ[ー, アル[ク]ろー L0AB.(L)0 

入る 3 VI0678 ハ[イル]ろ[ー, ハ[イル]ろー, 
ハイ[ル]ろ[ー, ハイ[ル]ろー L0AB.(L)0 

通る 2 VI0679 [ト]ールろ[ー, [ト]ールろー H1.(L)0 
知らせる 1 VI0680 [シラセル]ろ[ー, [シラセル]ろー H0.(L)0 
始める 1 VI0681 [ハジメル]ろ[ー, [ハジメル]ろー H0.(L)0 
預ける 2 VI0682 [アズ]ケルろ[ー, [アズ]ケルろー H2.(L)0 
集める 2 VI0683 [アツ]メルろ[ー, [アツ]メルろー H2.(L)0 

抱える 3 VI0684 カ[カエル]ろ[ー, カ[カエル]ろー, 
カカ[エル]ろ[ー, カカ[エル]ろー L0AB.(L)0 

意味 類 番 終止連体のは ア 
着る 1 VI0685 [キルの]わ, [キル]のわ H3, H2 
する 1 VI0686 [スルの]わ, [スル]のわ H3, H2 
見る 2 VI0687 ミ[ルの]わ, ミル[の]わ, ミ[ル]のわ L3AB, L2 
来る 2 VI0688 ク[ルの]わ, クル[の]わ, ク[ル]のわ L3AB, L2 
置く 1 VI0689 [オクの]わ, [オク]のわ H3, H2 
踏む 1 VI0690 [フムの]わ, [フム]のわ H3, H2 
押す 1 VI0691 [オスの]わ, [オス]のわ H3, H2 
売る 1 VI0692 [ウルの]わ, [ウル]のわ H3, H2 
買う 1 VI0693 [カウの]わ, [カウ]のわ H3, H2 
書く 2 VI0694 カ[クの]わ, カク[の]わ, カ[ク]のわ L3AB, L2 
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飲む 2 VI0695 ノ[ムの]わ, ノム[の]わ, ノ[ム]のわ L3AB, L2 
出す 2 VI0696 ダ[スの]わ, ダス[の]わ, ダ[ス]のわ L3AB, L2 
掘る 2 VI0697 ホ[ルの]わ, ホル[の]わ, ホ[ル]のわ L3AB, L2 
食う 2 VI0698 ク[ウの]わ, クウ[の]わ, ク[ウ]のわ L3AB, L2 
居る 3 VI0699 [オ]ルのわ H1 
開ける 1 VI0700 [アケルの]わ, [アケル]のわ H4, H3 
変える 1 VI0701 [カエルの]わ, [カエル]のわ H4, H3 
建てる 2 VI0702 [タ]テルのわ H1 
投げる 2 VI0703 [ナ]ゲルのわ H1 
刻む 1 VI0704 [キザムの]わ, [キザム]のわ H4, H3 
繋ぐ 1 VI0705 [ツナグの]わ, [ツナグ]のわ H4, H3 
誘う 1 VI0706 [サソウの]わ, [サソウ]のわ H4, H3 
荒らす 1 VI0707 [アラスの]わ, [アラス]のわ H4, H3 
握る 1 VI0708 [ニギルの]わ, [ニギル]のわ H4, H3 
焦がす 2 VI0709 [コ]ガスのわ H1 
騒ぐ 2 VI0710 [サ]ワグのわ H1 
恨む 2 VI0711 [ウ]ラムのわ H1 

払う(金を) 2 VI0712 [ハ]ラウのわ H1 
歩く 3 VI0713 ア[ルクの]わ, ア[ルク]のわ, アル[ク]のわ L4A, L3AB 
入る 3 VI0714 ハ[イルの]わ, ハ[イル]のわ, ハイ[ル]のわ L4A, L3AB 
通る 2 VI0715 [ト]ールのわ H1 

知らせる 1 VI0716 [シラセルの]わ, [シラセル]のわ H5, H4 
始める 1 VI0717 [ハジメルの]わ, [ハジメル]のわ H5, H4 
預ける 2 VI0718 [アズ]ケルのわ H2 
集める 2 VI0719 [アツ]メルのわ H2 
抱える 3 VI0720 カ[カエルの]わ, カ[カエル]のわ L5A, L4A 
意味 類 番 終止連体のは ア 
着る 1 VI0721 [キルが]わ H3 
する 1 VI0722 [スルが]わ H3 
見る 2 VI0723 ミ[ルが]わ L3A 
来る 2 VI0724 ク[ルが]わ L3A 
置く 1 VI0725 [オクが]わ H3 
踏む 1 VI0726 [フムが]わ H3 
押す 1 VI0727 [オスが]わ H3 
売る 1 VI0728 [ウルが]わ H3 
買う 1 VI0729 [カウが]わ H3 
書く 2 VI0730 カ[クが]わ, カク[が]わ L3AB 
飲む 2 VI0731 ノ[ムが]わ, ノム[が]わ L3AB 
出す 2 VI0732 ダ[スが]わ, ダス[が]わ L3AB 
掘る 2 VI0733 ホ[ルが]わ, ホル[が]わ L3AB 
食う 2 VI0734 ク[ウが]わ, クウ[が]わ L3AB 
居る 3 VI0735 [オルが]わ, [オ]ルがわ H3, H1 
開ける 1 VI0736 [アケルが]わ H4 
変える 1 VI0737 [カエルが]わ H4 
建てる 2 VI0738 [タテルが]わ, [タ]テルがわ H4, H1 
投げる 2 VI0739 [ナゲルが]わ, [ナ]ゲルがわ H4, H1 
刻む 1 VI0740 [キザムが]わ H4 
繋ぐ 1 VI0741 [ツナグが]わ H4 
誘う 1 VI0742 [サソウが]わ H4 
荒らす 1 VI0743 [アラスが]わ H4 
握る 1 VI0744 [ニギルが]わ H4 
焦がす 2 VI0745 [コガスが]わ, [コ]ガスがわ H4, H1 
騒ぐ 2 VI0746 [サワグが]わ, [サ]ワグがわ H4, H1 
恨む 2 VI0747 [ウラムが]わ, [ウ]ラムがわ H4, H1 

払う(金を) 2 VI0748 [ハラウが]わ, [ハ]ラウがわ H4, H1 
歩く 3 VI0749 ア[ルクが]わ L4A 
入る 3 VI0750 ハ[イルが]わ L4A 
通る 2 VI0751 [トールが]わ, [ト]ールがわ H4, H1 

知らせる 1 VI0752 [シラセルが]わ H5 
始める 1 VI0753 [ハジメルが]わ H5 
預ける 2 VI0754 [アズケルが]わ, [アズ]ケルがわ H5, H2 
集める 2 VI0755 [アツメルが]わ, [アツ]メルがわ H5, H2 
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抱える 3 VI0756 カ[カエルが]わ L5A 
意味 類 番 終止連体のだ ア 
着る 1 VI0757 [キルが]じゃ H3 
する 1 VI0758 [スルが]じゃ H3 
見る 2 VI0759 ミ[ルが]じゃ, ミル[が]じゃ L3AB 
来る 2 VI0760 ク[ルが]じゃ, クル[が]じゃ L3AB 
置く 1 VI0761 [オクが]じゃ H3 
踏む 1 VI0762 [フムが]じゃ H3 
押す 1 VI0763 [オスが]じゃ H3 
売る 1 VI0764 [ウルが]じゃ H3 
買う 1 VI0765 [カウが]じゃ H3 
書く 2 VI0766 カ[クが]じゃ, カク[が]じゃ L3AB 
飲む 2 VI0767 ノ[ムが]じゃ, ノム[が]じゃ L3AB 
出す 2 VI0768 ダ[スが]じゃ, ダス[が]じゃ L3AB 
掘る 2 VI0769 ホ[ルが]じゃ, ホル[が]じゃ L3AB 
食う 2 VI0770 ク[ウが]じゃ, クウ[が]じゃ L3AB 
居る 3 VI0771 [オルが]じゃ, [オ]ルがじゃ H3, H1 
開ける 1 VI0772 [アケルが]じゃ H4 
変える 1 VI0773 [カエルが]じゃ H4 
建てる 2 VI0774 [タテルが]じゃ, [タ]テルがじゃ H4, H1 
投げる 2 VI0775 [ナゲルが]じゃ, [ナ]ゲルがじゃ H4, H1 
刻む 1 VI0776 [キザムが]じゃ H4 
繋ぐ 1 VI0777 [ツナグが]じゃ H4 
誘う 1 VI0778 [サソウが]じゃ H4 
荒らす 1 VI0779 [アラスが]じゃ H4 
握る 1 VI0780 [ニギルが]じゃ H4 
焦がす 2 VI0781 [コガスが]じゃ, [コ]ガスがじゃ H4, H1 
騒ぐ 2 VI0782 [サワグが]じゃ, [サ]ワグがじゃ H4, H1 
恨む 2 VI0783 [ウラムが]じゃ, [ウ]ラムがじゃ H4, H1 

払う(金を) 2 VI0784 [ハラウが]じゃ, [ハ]ラウがじゃ H4, H1 
歩く 3 VI0785 ア[ルクが]じゃ, アル[クが]じゃ L4AB 
入る 3 VI0786 ハ[イルが]じゃ, ハイ[ルが]じゃ L4AB 
通る 2 VI0787 [トールが]じゃ, [ト]ールがじゃ H4, H1 

知らせる 1 VI0788 [シラセルが]じゃ H5 
始める 1 VI0789 [ハジメルが]じゃ H5 
預ける 2 VI0790 [アズケルが]じゃ, [アズ]ケルがじゃ H5, H2 
集める 2 VI0791 [アツメルが]じゃ, [アツ]メルがじゃ H5, H2 
抱える 3 VI0792 カ[カエルが]じゃ, カカ[エルが]じゃ L5AB 
意味 類 番 現在推量 ア 

着る 1 VI0793 [キルに.かーらん, 
[キル]に.[かーらん, [キル]に.かーらん 

H0.H0,  
H2.(H)0 

する 1 VI0794 [スルに.かーらん, 
[スル]に.[かーらん, [スル]に.かーらん 

H0.H0,  
H2.(H)0 

見る 2 VI0795 ミ[ルに.かーらん, 
ミ[ル]に.[かーらん, ミ[ル]に.かーらん 

L0A.H0,  
L2.(H)0 

来る 2 VI0796 ク[ルに.かーらん, 
ク[ル]に.[かーらん, ク[ル]に.かーらん 

L0A.H0,  
L2.(H)0 

置く 1 VI0797 [オクに.かーらん, 
[オク]に.[かーらん, [オク]に.かーらん 

H0.H0,  
H2.(H)0 

踏む 1 VI0798 [フムに.かーらん, 
[フム]に.[かーらん, [フム]に.かーらん 

H0.H0,  
H2.(H)0 

押す 1 VI0799 [オスに.かーらん, 
[オス]に.[かーらん, [オス]に.かーらん 

H0.H0, 
H2.(H)0 

売る 1 VI0800 [ウルに.かーらん, 
[ウル]に.[かーらん, [ウル]に.かーらん 

H0.H0,  
H2.(H)0 

買う 1 VI0801 [カウに.かーらん, 
[カウ]に.[かーらん, [カウ]に.かーらん 

H0.H0,  
H2.(H)0 

書く 2 VI0802 カ[クに.かーらん, 
カ[ク]に.[かーらん, カ[ク]に.かーらん 

L0A.H0,  
L2.(H)0 

飲む 2 VI0803 ノ[ムに.かーらん, 
ノ[ム]に.[かーらん, ノ[ム]に.かーらん 

L0A.H0,  
L2.(H)0 

出す 2 VI0804 ダ[スに.かーらん, L0A.H0,  
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ダ[ス]に.[かーらん, ダ[ス]に.かーらん L2.(H)0 

掘る 2 VI0805 ホ[ルに.かーらん, 
ホ[ル]に.[かーらん, ホ[ル]に.かーらん 

L0A.H0,  
L2.(H)0 

食う 2 VI0806 ク[ウに.かーらん, 
ク[ウ]に.[かーらん, ク[ウ]に.かーらん 

L0A.H0,  
L2.(H)0 

居る 3 VI0807 [オ]ルに.[かーらん, [オ]ルに.かーらん H1.(H)0 

開ける 1 VI0808 [アケルに.かーらん, 
[アケル]に.[かーらん, [アケル]に.かーらん 

H0.H0,  
H3.(H)0 

変える 1 VI0809 [カエルに.かーらん, 
[カエル]に.[かーらん, [カエル]に.かーらん 

H0.H0,  
H3.(H)0 

建てる 2 VI0810 [タ]テルに.[かーらん, [タ]テルに.かーらん H1.(H)0 
投げる 2 VI0811 [ナ]ゲルに.[かーらん, [ナ]ゲルに.かーらん H1.(H)0 

刻む 1 VI0812 [キザムに.かーらん, 
[キザム]に.[かーらん, [キザム]に.かーらん 

H0.H0,  
H3.(H)0 

繋ぐ 1 VI0813 [ツナグに.かーらん, 
[ツナグ]に.[かーらん, [ツナグ]に.かーらん 

H0.H0,  
H3.(H)0 

誘う 1 VI0814 [サソウに.かーらん, 
[サソウ]に.[かーらん, [サソウ]に.かーらん 

H0.H0,  
H3.(H)0 

荒らす 1 VI0815 [アラスに.かーらん, 
[アラス]に.[かーらん, [アラス]に.かーらん 

H0.H0,  
H3.(H)0 

握る 1 VI0816 [ニギルに.かーらん, 
[ニギル]に.[かーらん, [ニギル]に.かーらん 

H0.H0,  
H3.(H)0 

焦がす 2 VI0817 [コ]ガスに.[かーらん, [コ]ガスに.かーらん H1.(H)0 
騒ぐ 2 VI0818 [サ]ワグに.[かーらん, [サ]ワグに.かーらん H1.(H)0 
恨む 2 VI0819 [ウ]ラムに.[かーらん, [ウ]ラムに.かーらん H1.(H)0 

払う(金を) 2 VI0820 [ハ]ラウに.[かーらん, [ハ]ラウに.かーらん H1.(H)0 

歩く 3 VI0821 
ア[ルクに.かーらん, アル[クに.かーらん, 

ア[ルク]に.[かーらん, ア[ルク]に.かーらん, 
アル[ク]に.[かーらん, アル[ク]に.かーらん 

L0AB.H0,  
L3AB.(H)0 

入る 3 VI0822 
ハ[イルに.かーらん, ハイ[ルに.かーらん, 

ハ[イル]に.[かーらん, ハ[イル]に.かーらん, 
ハイ[ル]に.[かーらん, ハイ[ル]に.かーらん 

L0AB.H0,  
L3AB.(H)0 

通る 2 VI0823 [ト]ールに.[かーらん, [ト]ールに.かーらん H1.(H)0 

知らせる 1 VI0824 [シラセルに.かーらん, 
[シラセル]に.[かーらん, [シラセル]に.かーらん 

H0.H0,  
H4.(H)0 

始める 1 VI0825 [ハジメルに.かーらん, 
[ハジメル]に.[かーらん, [ハジメル]に.かーらん 

H0.H0,  
H4.(H)0 

預ける 2 VI0826 [アズ]ケルに.[かーらん, [アズ]ケルに.かーらん H2.(H)0 
集める 2 VI0827 [アツ]メルに.[かーらん, [アツ]メルに.かーらん H2.(H)0 

抱える 3 VI0828 
カ[カエルに.かーらん, カカ[エルに.かーらん, 

カ[カエル]に.[かーらん, カ[カエル]に.かーらん, 
カカ[エル]に.[かーらん, カカ[エル]に.かーらん 

L0AB.H0,  
L4AB.(H)0 

意味 類 番 過去推量 ア 
着る 1 VI0829 [キ]ータに.[かーらん, [キ]ータに.かーらん H1.(H)0 
する 1 VI0830 [シ]タに.[かーらん, [シ]タに.かーらん H1.(H)0 
見る 2 VI0831 [ミ]タに.[かーらん, [ミ]タに.かーらん H1.(H)0 
来る 2 VI0832 [キ]タに.[かーらん, [キ]タに.かーらん H1.(H)0 
置く 1 VI0833 [オ]イタに.[かーらん, [オ]イタに.かーらん H1.(H)0 
踏む 1 VI0834 [フ]ンダに.[かーらん, [フ]ンダに.かーらん H1.(H)0 
押す 1 VI0835 [オ]シタに.[かーらん, [オ]シタに.かーらん H1.(H)0 
売る 1 VI0836 [ウッ]タに.[かーらん, [ウッ]タに.かーらん H2.(H)0 
買う 1 VI0837 [コ]ータに.[かーらん, [コ]ータに.かーらん H1.(H)0 
書く 2 VI0838 カ[イ]タに.[かーらん, カ[イ]タに.かーらん L2.(H)0 
飲む 2 VI0839 ノ[ン]ダに.[かーらん, ノ[ン]ダに.かーらん L2.(H)0 
出す 2 VI0840 ダ[シ]タに.[かーらん, ダ[シ]タに.かーらん L2.(H)0 
掘る 2 VI0841 ホッ[タ]に.[かーらん, ホッ[タ]に.かーらん L3B.(H)0 
食う 2 VI0842 ク[ー]タに.[かーらん, ク[ー]タに.かーらん L2.(H)0 
食う 2 VI0843 [ク]タに.[かーらん, [ク]タに.かーらん H1.(H)0 
居る 3 VI0844 [オッ]タに.[かーらん, [オッ]タに.かーらん H2.(H)0 
開ける 1 VI0845 [ア]ケタに.[かーらん, [ア]ケタに.かーらん H1.(H)0 
変える 1 VI0846 [カ]エタに.[かーらん, [カ]エタに.かーらん H1.(H)0 
建てる 2 VI0847 タ[テ]タに.[かーらん, タ[テ]タに.かーらん L2.(H)0 
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投げる 2 VI0848 ナ[ゲ]タに.[かーらん, ナ[ゲ]タに.かーらん L2.(H)0 
刻む 1 VI0849 [キザ]ンダに.[かーらん, [キザ]ンダに.かーらん H2.(H)0 
繋ぐ 1 VI0850 [ツナ]イダに.[かーらん, [ツナ]イダに.かーらん H2.(H)0 
誘う 1 VI0851 [サソ]ータに.[かーらん, [サソ]ータに.かーらん H2.(H)0 
荒らす 1 VI0852 [アラ]シタに.[かーらん, [アラ]シタに.かーらん H2.(H)0 
握る 1 VI0853 [ニギッ]タに.[かーらん, [ニギッ]タに.かーらん H3.(H)0 
焦がす 2 VI0854 [コ]ガシタに.[かーらん, [コ]ガシタに.かーらん H1.(H)0 
騒ぐ 2 VI0855 [サ]ワイダに.[かーらん, [サ]ワイダに.かーらん H1.(H)0 
恨む 2 VI0856 [ウ]ランダに.[かーらん, [ウ]ランダに.かーらん H1.(H)0 

払う(金を) 2 VI0857 [ハ]ロータに.[かーらん, [ハ]ロータに.かーらん, 
[ハロ]ータに.[かーらん, [ハロ]ータに.かーらん 

H1.(H)0,  
H2.(H)0 

歩く 3 VI0858 ア[ル]イタに.[かーらん, ア[ル]イタに.かーらん L2.(H)0 
入る 3 VI0859 ハ[イッ]タに.[かーらん, ハ[イッ]タに.かーらん L3A.(H)0 
通る 2 VI0860 [ト]ーッタに.[かーらん, [ト]ーッタに.かーらん H1.(H)0 

知らせる 1 VI0861 [シラ]セタに.[かーらん, [シラ]セタに.かーらん H2.(H)0 
始める 1 VI0862 [ハジ]メタに.[かーらん, [ハジ]メタに.かーらん H2.(H)0 
預ける 2 VI0863 [アズ]ケタに.[かーらん, [アズ]ケタに.かーらん H2.(H)0 

集める 2 VI0864 [ア]ツメタに.[かーらん, [ア]ツメタに.かーらん, 
[アツ]メタに.[かーらん, [アツ]メタに.かーらん 

H1.(H)0,  
H2.(H)0 

抱える 3 VI0865 カ[カ]エタに.[かーらん, カ[カ]エタに.かーらん L2.(H)0 
意味 類 番 否定 ア 
着る 1 VI0866 [キン H0 
する 1 VI0867 [セン H0 
見る 2 VI0868 ミ[ン L0 
来る 2 VI0869 コ[ン L0 
置く 1 VI0870 [オカン H0 
踏む 1 VI0871 [フマン H0 
押す 1 VI0872 [オサン H0 
売る 1 VI0873 [ウラン H0 
買う 1 VI0874 [カワン H0 
書く 2 VI0875 [カ]カン H1 
飲む 2 VI0876 [ノ]マン H1 
出す 2 VI0877 [ダ]サン H1 
掘る 2 VI0878 [ホ]ラン H1 
食う 2 VI0879 [ク]ワン H1 
居る 3 VI0880 [オ]ラン H1 
開ける 1 VI0881 [アケン H0 
変える 1 VI0882 [カエン H0 
建てる 2 VI0883 [タ]テン H1 
投げる 2 VI0884 [ナ]ゲン H1 
刻む 1 VI0885 [キザマン H0 
繋ぐ 1 VI0886 [ツナガン H0 
誘う 1 VI0887 [サソワン H0 
荒らす 1 VI0888 [アラサン H0 
握る 1 VI0889 [ニギラン H0 
焦がす 2 VI0890 [コガ]サン H2 
騒ぐ 2 VI0891 [サワ]ガン H2 
恨む 2 VI0892 [ウラ]マン H2 

払う(金を) 2 VI0893 [ハラ]ワン H2 
歩く 3 VI0894 ア[ルカン, アル[カン L0AB 
入る 3 VI0895 ハ[イラン, ハイ[ラン L0AB 
通る 2 VI0896 [トー]ラン H2 

知らせる 1 VI0897 [シラセン H0 
始める 1 VI0898 [ハジメン H0 
預ける 2 VI0899 [アズ]ケン H2 
集める 2 VI0900 [アツ]メン H2 
抱える 3 VI0901 カ[カエン, カカ[エン L0AB 
意味 類 番 否定過去 ア 
着る 1 VI0902 [キ]ザッタ H1 
する 1 VI0903 [セ]ザッタ H1 
見る 2 VI0904 [ミ]ザッタ H1 
来る 2 VI0905 [コ]ザッタ H1 
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置く 1 VI0906 [オカ]ザッタ H2 
踏む 1 VI0907 [フマ]ザッタ H2 
押す 1 VI0908 [オサ]ザッタ H2 
売る 1 VI0909 [ウラ]ザッタ H2 
買う 1 VI0910 [カワ]ザッタ H2 
書く 2 VI0911 カ[カ]ザッタ L2 
飲む 2 VI0912 ノ[マ]ザッタ L2 
出す 2 VI0913 ダ[サ]ザッタ L2 
掘る 2 VI0914 ホ[ラ]ザッタ L2 
食う 2 VI0915 ク[ワ]ザッタ L2 
居る 3 VI0916 [オ]ラザッタ, [オラ]ザッタ H1, H2 
開ける 1 VI0917 [アケ]ザッタ H2 
変える 1 VI0918 [カエ]ザッタ H2 
建てる 2 VI0919 タ[テ]ザッタ L2 
投げる 2 VI0920 ナ[ゲ]ザッタ L2 
刻む 1 VI0921 [キザマ]ザッタ H3 
繋ぐ 1 VI0922 [ツナガ]ザッタ H3 
誘う 1 VI0923 [サソワ]ザッタ H3 
荒らす 1 VI0924 [アラサ]ザッタ H3 
握る 1 VI0925 [ニギラ]ザッタ H3 
焦がす 2 VI0926 [コガサ]ザッタ H3 
騒ぐ 2 VI0927 [サワガ]ザッタ H3 
恨む 2 VI0928 [ウラマ]ザッタ H3 

払う(金を) 2 VI0929 [ハラワ]ザッタ H3 
歩く 3 VI0930 ア[ルカ]ザッタ, アル[カ]ザッタ L3AB 
入る 3 VI0931 ハ[イラ]ザッタ, ハイ[ラ]ザッタ L3AB 
通る 2 VI0932 [トーラ]ザッタ, [トー]ラザッタ H3, H2 

知らせる 1 VI0933 [シラセ]ザッタ H3 
始める 1 VI0934 [ハジメ]ザッタ H3 
預ける 2 VI0935 [アズケ]ザッタ H3 
集める 2 VI0936 [アツメ]ザッタ, [アツ]メザッタ H3, H2 
抱える 3 VI0937 カ[カエ]ザッタ, カカ[エ]ザッタ L3AB 
意味 類 番 否定過去 ア 
着る 1 VI0938 [キン]カッタ H2 
する 1 VI0939 [セン]カッタ H2 
見る 2 VI0940 ミ[ン]カッタ L2 
来る 2 VI0941 コ[ン]カッタ L2 
置く 1 VI0942 [オカン]カッタ H3 
踏む 1 VI0943 [フマン]カッタ H3 
押す 1 VI0944 [オサン]カッタ H3 
売る 1 VI0945 [ウラン]カッタ H3 
買う 1 VI0946 [カワン]カッタ H3 
書く 2 VI0947 [カ]カンカッタ H1 
飲む 2 VI0948 [ノ]マンカッタ H1 
出す 2 VI0949 [ダ]サンカッタ H1 
掘る 2 VI0950 [ホ]ランカッタ H1 
食う 2 VI0951 [ク]ワンカッタ H1 
居る 3 VI0952 [オ]ランカッタ H1 
開ける 1 VI0953 [アケン]カッタ H3 
変える 1 VI0954 [カエン]カッタ H3 
建てる 2 VI0955 [タ]テンカッタ H1 
投げる 2 VI0956 [ナ]ゲンカッタ H1 
刻む 1 VI0957 [キザマン]カッタ H4 
繋ぐ 1 VI0958 [ツナガン]カッタ H4 
誘う 1 VI0959 [サソワン]カッタ H4 
荒らす 1 VI0960 [アラサン]カッタ H4 
握る 1 VI0961 [ニギラン]カッタ H4 
焦がす 2 VI0962 [コガ]サンカッタ H2 
騒ぐ 2 VI0963 [サワ]ガンカッタ H2 
恨む 2 VI0964 [ウラ]マンカッタ H2 

払う(金を) 2 VI0965 [ハラ]ワンカッタ H2 
歩く 3 VI0966 ア[ルカン]カッタ, アル[カン]カッタ L4AB 
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入る 3 VI0967 ハ[イラン]カッタ, ハイ[ラン]カッタ L4AB 
通る 2 VI0968 [トー]ランカッタ H2 

知らせる 1 VI0969 [シラセン]カッタ H4 
始める 1 VI0970 [ハジメン]カッタ H4 
預ける 2 VI0971 [アズ]ケンカッタ H2 
集める 2 VI0972 [アツ]メンカッタ H2 
抱える 3 VI0973 カ[カエン]カッタ, カカ[エン]カッタ L4AB 
意味 類 番 意志 ア 
着る 1 VI0974 [キヨー H0 
着る 1 VI0975 [キロー H0 
する 1 VI0976 [シヨー H0 
する 1 VI0977 [ショー H0 
見る 2 VI0978 [ミ]ヨー H1 
見る 2 VI0979 [ミ]ロー H1 
来る 2 VI0980 [コ]ヨー H1 
来る 2 VI0981 コ[ー L0 
置く 1 VI0982 [オコー H0 
踏む 1 VI0983 [フモー H0 
押す 1 VI0984 [オソー H0 
売る 1 VI0985 [ウロー H0 
買う 1 VI0986 [カオー H0 
書く 2 VI0987 [カ]コー H1 
飲む 2 VI0988 [ノ]モー H1 
出す 2 VI0989 [ダ]ソー H1 
掘る 2 VI0990 [ホ]ロー H1 
食う 2 VI0991 [ク]オー H1 
居る 3 VI0992 [オ]ロー H1 
開ける 1 VI0993 [アケヨー H0 
開ける 1 VI0994 [アキョー H0 
開ける 1 VI0995 [アケロー H0 
変える 1 VI0996 [カエヨー H0 
変える 1 VI0997 [カエロー H0 
建てる 2 VI0998 [タ]テヨー H1 
建てる 2 VI0999 [タ]チョー H1 
建てる 2 VI1000 [タ]テロー H1 
投げる 2 VI1001 [ナ]ゲヨー H1 
投げる 2 VI1002 [ナ]ギョー H1 
投げる 2 VI1003 [ナ]ゲロー H1 
刻む 1 VI1004 [キザモー H0 
繋ぐ 1 VI1005 [ツナゴー H0 
誘う 1 VI1006 [サソオー H0 
荒らす 1 VI1007 [アラソー H0 
握る 1 VI1008 [ニギロー H0 
焦がす 2 VI1009 [コ]ガソー H1 
騒ぐ 2 VI1010 [サ]ワゴー H1 
恨む 2 VI1011 [ウ]ラモー, [ウラ]モー H1, H2 

払う(金を) 2 VI1012 [ハ]ラオー, [ハラ]オー H1, H2 
歩く 3 VI1013 ア[ルコー, アル[コー L0AB 
入る 3 VI1014 ハ[イロー, ハイ[ロー L0AB 
通る 2 VI1015 [ト]ーロー H1 

知らせる 1 VI1016 [シラセヨー H0 
知らせる 1 VI1017 [シラショー H0 
知らせる 1 VI1018 [シラセロー H0 
始める 1 VI1019 [ハジメヨー H0 
始める 1 VI1020 [ハジミョー H0 
始める 1 VI1021 [ハジメロー H0 
預ける 2 VI1022 [アズ]ケヨー, [ア]ズケヨー H2, H1 
預ける 2 VI1023 [アズ]キョー H2 
預ける 2 VI1024 [アズ]ケロー, [ア]ズケロー H2, H1 
集める 2 VI1025 [アツ]メヨー H2 
集める 2 VI1026 [アツ]ミョー H2 
集める 2 VI1027 [アツ]メロー H2 
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抱える 3 VI1028 カ[カエヨー, カカ[エヨー L0AB 
抱える 3 VI1029 カ[カヨー, カカ[ヨー L0AB 
抱える 3 VI1030 カ[カエロー, カカ[エロー L0AB 
意味 類 番 丁寧 ア 
着る 1 VI1031 [キマス H0 
する 1 VI1032 [シマス H0 
見る 2 VI1033 [ミマス H0 
来る 2 VI1034 [キマス H0 
置く 1 VI1035 [オキマス H0 
踏む 1 VI1036 [フミマス H0 
押す 1 VI1037 [オシマス H0 
売る 1 VI1038 [ウリマス H0 
買う 1 VI1039 [カイマス H0 
書く 2 VI1040 カ[キマス, カキ[マス L0AB 
飲む 2 VI1041 ノ[ミマス, ノミ[マス L0AB 
出す 2 VI1042 ダ[シマス, ダシ[マス L0AB 
掘る 2 VI1043 ホ[リマス, ホリ[マス L0AB 
食う 2 VI1044 ク[イマス, クイ[マス L0AB 
居る 3 VI1045 [オリマス H0 
開ける 1 VI1046 [アケマス H0 
変える 1 VI1047 [カエマス H0 
建てる 2 VI1048 タ[テマス, タテ[マス L0AB 
投げる 2 VI1049 ナ[ゲマス, ナゲ[マス L0AB 
刻む 1 VI1050 [キザミマス H0 
繋ぐ 1 VI1051 [ツナギマス H0 
誘う 1 VI1052 [サソイマス H0 
荒らす 1 VI1053 [アラシマス H0 
握る 1 VI1054 [ニギリマス H0 
焦がす 2 VI1055 [コガシマス H0 
騒ぐ 2 VI1056 [サワギマス H0 
恨む 2 VI1057 [ウラミマス H0 

払う(金を) 2 VI1058 [ハライマス H0 
歩く 3 VI1059 ア[ルキマス, アル[キマス L0AB 
入る 3 VI1060 ハ[イリマス, ハイ[リマス L0AB 
通る 2 VI1061 [トーリマス H0 

知らせる 1 VI1062 [シラセマス H0 
始める 1 VI1063 [ハジメマス H0 
預ける 2 VI1064 [アズケマス H0 
集める 2 VI1065 [アツメマス H0 
抱える 3 VI1066 カ[カエマス, カカ[エマス L0AB 
意味 類 番 丁寧過去 ア 
着る 1 VI1067 [キマシ]タ H3 
する 1 VI1068 [シマシ]タ H3 
見る 2 VI1069 [ミマシ]タ H3 
来る 2 VI1070 [キマシ]タ H3 
置く 1 VI1071 [オキマシ]タ H4 
踏む 1 VI1072 [フミマシ]タ H4 
押す 1 VI1073 [オシマシ]タ H4 
売る 1 VI1074 [ウリマシ]タ H4 
買う 1 VI1075 [カイマシ]タ H4 
書く 2 VI1076 カ[キマシ]タ, カキ[マシ]タ L4AB 
飲む 2 VI1077 ノ[ミマシ]タ, ノミ[マシ]タ L4AB 
出す 2 VI1078 ダ[シマシ]タ, ダシ[マシ]タ L4AB 
掘る 2 VI1079 ホ[リマシ]タ, ホリ[マシ]タ L4AB 
食う 2 VI1080 ク[イマシ]タ, クイ[マシ]タ L4AB 
居る 3 VI1081 [オリマシ]タ H4 
開ける 1 VI1082 [アケマシ]タ H4 
変える 1 VI1083 [カエマシ]タ H4 
建てる 2 VI1084 タ[テマシ]タ, タテ[マシ]タ L4AB 
投げる 2 VI1085 ナ[ゲマシ]タ, ナゲ[マシ]タ L4AB 
刻む 1 VI1086 [キザミマシ]タ H5 
繋ぐ 1 VI1087 [ツナギマシ]タ H5 
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誘う 1 VI1088 [サソイマシ]タ H5 
荒らす 1 VI1089 [アラシマシ]タ H5 
握る 1 VI1090 [ニギリマシ]タ H5 
焦がす 2 VI1091 [コガシマシ]タ H5 
騒ぐ 2 VI1092 [サワギマシ]タ H5 
恨む 2 VI1093 [ウラミマシ]タ H5 

払う(金を) 2 VI1094 [ハライマシ]タ H5 
歩く 3 VI1095 ア[ルキマシ]タ, アル[キマシ]タ L5AB 
入る 3 VI1096 ハ[イリマシ]タ, ハイ[リマシ]タ L5AB 
通る 2 VI1097 [トーリマシ]タ H5 

知らせる 1 VI1098 [シラセマシ]タ H5 
始める 1 VI1099 [ハジメマシ]タ H5 
預ける 2 VI1100 [アズケマシ]タ H5 
集める 2 VI1101 [アツメマシ]タ H5 
抱える 3 VI1102 カ[カエマシ]タ L5A 
意味 類 番 丁寧否定 ア 
着る 1 VI1103 [キマセン H0 
する 1 VI1104 [シマセン H0 
見る 2 VI1105 [ミマセン H0 
来る 2 VI1106 [キマセン H0 
置く 1 VI1107 [オキマセン H0 
踏む 1 VI1108 [フミマセン H0 
押す 1 VI1109 [オシマセン H0 
売る 1 VI1110 [ウリマセン H0 
買う 1 VI1111 [カイマセン H0 
書く 2 VI1112 カ[キマセン, カキ[マセン L0AB 
飲む 2 VI1113 ノ[ミマセン, ノミ[マセン L0AB 
出す 2 VI1114 ダ[シマセン, ダシ[マセン L0AB 
掘る 2 VI1115 ホ[リマセン, ホリ[マセン L0AB 
食う 2 VI1116 ク[イマセン, クイ[マセン L0AB 
居る 3 VI1117 [オリマセン H0 
開ける 1 VI1118 [アケマセン H0 
変える 1 VI1119 [カエマセン H0 
建てる 2 VI1120 タ[テマセン, タテ[マセン L0AB 
投げる 2 VI1121 ナ[ゲマセン, ナゲ[マセン L0AB 
刻む 1 VI1122 [キザミマセン H0 
繋ぐ 1 VI1123 [ツナギマセン H0 
誘う 1 VI1124 [サソイマセン H0 
荒らす 1 VI1125 [アラシマセン H0 
握る 1 VI1126 [ニギリマセン H0 
焦がす 2 VI1127 [コガシマセン H0 
騒ぐ 2 VI1128 [サワギマセン H0 
恨む 2 VI1129 [ウラミマセン H0 

払う(金を) 2 VI1130 [ハライマセン H0 
歩く 3 VI1131 ア[ルキマセン, アル[キマセン L0AB 
入る 3 VI1132 ハ[イリマセン, ハイ[リマセン L0AB 
通る 2 VI1133 [トーリマセン H0 

知らせる 1 VI1134 [シラセマセン H0 
始める 1 VI1135 [ハジメマセン H0 
預ける 2 VI1136 [アズケマセン H0 
集める 2 VI1137 [アツメマセン H0 
抱える 3 VI1138 カ[カエマセン, カカ[エマセン L0AB 
意味 類 番 丁寧意志 ア 
着る 1 VI1139 [キマショー H0 
する 1 VI1140 [シマショー H0 
見る 2 VI1141 [ミマショー H0 
来る 2 VI1142 [キマショー H0 
置く 1 VI1143 [オキマショー H0 
踏む 1 VI1144 [フミマショー H0 
押す 1 VI1145 [オシマショー H0 
売る 1 VI1146 [ウリマショー H0 
買う 1 VI1147 [カイマショー H0 
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書く 2 VI1148 カ[キマショー L0A 
飲む 2 VI1149 ノ[ミマショー L0A 
出す 2 VI1150 ダ[シマショー, ダシ[マショー L0AB 
掘る 2 VI1151 ホ[リマショー, ホリ[マショー L0AB 
食う 2 VI1152 ク[イマショー, クイ[マショー L0AB 
居る 3 VI1153 [オリマショー H0 
開ける 1 VI1154 [アケマショー H0 
変える 1 VI1155 [カエマショー H0 
建てる 2 VI1156 タ[テマショー, タテ[マショー L0AB 
投げる 2 VI1157 ナ[ゲマショー, ナゲ[マショー L0AB 
刻む 1 VI1158 [キザミマショー H0 
繋ぐ 1 VI1159 [ツナギマショー H0 
誘う 1 VI1160 [サソイマショー H0 
荒らす 1 VI1161 [アラシマショー H0 
握る 1 VI1162 [ニギリマショー H0 
焦がす 2 VI1163 [コガシマショー H0 
騒ぐ 2 VI1164 [サワギマショー H0 
恨む 2 VI1165 [ウラミマショー H0 

払う(金を) 2 VI1166 [ハライマショー H0 
歩く 3 VI1167 ア[ルキマショー, アル[キマショー L0AB 
入る 3 VI1168 ハ[イリマショー, ハイ[リマショー L0AB 
通る 2 VI1169 [トーリマショー H0 

知らせる 1 VI1170 [シラセマショー H0 
始める 1 VI1171 [ハジメマショー H0 
預ける 2 VI1172 [アズケマショー H0 
集める 2 VI1173 [アツメマショー H0 
抱える 3 VI1174 カ[カエマショー, カカ[エマショー L0AB 
意味 類 番 希望 ア 
着る 1 VI1175 [キタ]イ H2 
する 1 VI1176 [シタ]イ H2 
見る 2 VI1177 [ミタ]イ H2 
来る 2 VI1178 [キタ]イ H2 
置く 1 VI1179 [オキタ]イ, [オキ]タイ H3, H2 
踏む 1 VI1180 [フミタ]イ, [フミ]タイ H3, H2 
押す 1 VI1181 [オシタ]イ, [オシ]タイ H3, H2 
売る 1 VI1182 [ウリタ]イ, [ウリ]タイ H3, H2 
買う 1 VI1183 [カイタ]イ, [カイ]タイ H3, H2 
書く 2 VI1184 [カキタ]イ, [カキ]タイ H3, H2 
飲む 2 VI1185 [ノミタ]イ, [ノミ]タイ H3, H2 
出す 2 VI1186 [ダシタ]イ, [ダシ]タイ H3, H2 
掘る 2 VI1187 [ホリタ]イ, [ホリ]タイ H3, H2 
食う 2 VI1188 [クイタ]イ, [クイ]タイ H3, H2 
居る 3 VI1189 [オリタ]イ, [オリ]タイ H3, H2 
開ける 1 VI1190 [アケタ]イ, [アケ]タイ H3, H2 
変える 1 VI1191 [カエタ]イ, [カエ]タイ H3, H2 
建てる 2 VI1192 [タテタ]イ, [タテ]タイ H3, H2 
投げる 2 VI1193 [ナゲタ]イ, [ナゲ]タイ H3, H2 
刻む 1 VI1194 [キザミタ]イ, [キザミ]タイ H4, H3 
繋ぐ 1 VI1195 [ツナギタ]イ, [ツナギ]タイ H4, H3 
誘う 1 VI1196 [サソイタ]イ, [サソイ]タイ H4, H3 
荒らす 1 VI1197 [アラシタ]イ, [アラシ]タイ H4, H3 
握る 1 VI1198 [ニギリタ]イ, [ニギリ]タイ H4, H3 
焦がす 2 VI1199 [コガシタ]イ, [コガシ]タイ H4, H3 
騒ぐ 2 VI1200 [サワギタ]イ, [サワギ]タイ H4, H3 
恨む 2 VI1201 [ウラミタ]イ, [ウラミ]タイ H4, H3 

払う(金を) 2 VI1202 [ハライタ]イ, [ハライ]タイ H4, H3 
歩く 3 VI1203 ア[ルキタ]イ, ア[ルキ]タイ L4A, L3A 
入る 3 VI1204 ハ[イリタ]イ, ハ[イリ]タイ, ハイ[リ]タイ L4A, L3AB 
通る 2 VI1205 [トーリタ]イ, [トーリ]タイ H4, H3 

知らせる 1 VI1206 [シラセタ]イ, [シラセ]タイ H4, H3 
始める 1 VI1207 [ハジメタ]イ, [ハジメ]タイ H4, H3 
預ける 2 VI1208 [アズケタ]イ, [アズケ]タイ H4, H3 
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集める 2 VI1209 [アツメタ]イ, [アツメ]タイ H4, H3 
抱える 3 VI1210 カ[カエタ]イ, カ[カエ]タイ L4A, L3A 
意味 類 番 希望過去 ア 
着る 1 VI1211 [キタ]カッタ H2 
する 1 VI1212 [シタ]カッタ H2 
見る 2 VI1213 [ミタ]カッタ H2 
来る 2 VI1214 [キタ]カッタ H2 
置く 1 VI1215 [オキタ]カッタ H3 
踏む 1 VI1216 [フミタ]カッタ H3 
押す 1 VI1217 [オシタ]カッタ H3 
売る 1 VI1218 [ウリタ]カッタ H3 
買う 1 VI1219 [カイタ]カッタ H3 
書く 2 VI1220 [カキタ]カッタ H3 
飲む 2 VI1221 [ノミタ]カッタ H3 
出す 2 VI1222 [ダシタ]カッタ H3 
掘る 2 VI1223 [ホリタ]カッタ H3 
食う 2 VI1224 [クイタ]カッタ H3 
居る 3 VI1225 [オリタ]カッタ H3 
開ける 1 VI1226 [アケタ]カッタ H3 
変える 1 VI1227 [カエタ]カッタ H3 
建てる 2 VI1228 [タテタ]カッタ H3 
投げる 2 VI1229 [ナゲタ]カッタ H3 
刻む 1 VI1230 [キザミタ]カッタ H4 
繋ぐ 1 VI1231 [ツナギタ]カッタ H4 
誘う 1 VI1232 [サソイタ]カッタ H4 
荒らす 1 VI1233 [アラシタ]カッタ H4 
握る 1 VI1234 [ニギリタ]カッタ H4 
焦がす 2 VI1235 [コガシタ]カッタ H4 
騒ぐ 2 VI1236 [サワギタ]カッタ H4 
恨む 2 VI1237 [ウラミタ]カッタ H4 

払う(金を) 2 VI1238 [ハライタ]カッタ H4 
歩く 3 VI1239 ア[ルキタ]カッタ, アル[キタ]カッタ L4AB 
入る 3 VI1240 ハ[イリタ]カッタ, ハイ[リタ]カッタ L4AB 
通る 2 VI1241 [トーリタ]カッタ H4 

知らせる 1 VI1242 [シラセタ]カッタ H4 
始める 1 VI1243 [ハジメタ]カッタ H4 
預ける 2 VI1244 [アズケタ]カッタ H4 
集める 2 VI1245 [アツメタ]カッタ H4 
抱える 3 VI1246 カ[カエタ]カッタ L4A 
意味 類 番 中止 ア 
着る 1 VI1247 [キ、 H0 
する 1 VI1248 [シ、 H0 
見る 2 VI1249 [ミ、 H0 
来る 2 VI1250 [キ、 H0 
置く 1 VI1251 [オ]キ、 H1 
踏む 1 VI1252 [フ]ミ、 H1 
押す 1 VI1253 [オ]シ、 H1 
売る 1 VI1254 [ウ]リ、 H1 
買う 1 VI1255 [カ]イ、 H1 
書く 2 VI1256 カ[キ、 L0 
飲む 2 VI1257 ノ[ミ、 L0 
出す 2 VI1258 ダ[シ、 L0 
掘る 2 VI1259 ホ[リ、 L0 
食う 2 VI1260 ク[イ、 L0 
居る 3 VI1261 [オ]リ、 H1 
開ける 1 VI1262 [ア]ケ、 H1 
変える 1 VI1263 [カ]エ、 H1 
建てる 2 VI1264 タ[テ、 L0 
投げる 2 VI1265 ナ[ゲ、 L0 
刻む 1 VI1266 [キザ]ミ、 H2 
繋ぐ 1 VI1267 [ツナ]ギ、 H2 
誘う 1 VI1268 [サソ]イ、 H2 
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荒らす 1 VI1269 [アラ]シ、 H2 
握る 1 VI1270 [ニギ]リ、 H2 
焦がす 2 VI1271 [コ]ガシ、 H1 
騒ぐ 2 VI1272 [サ]ワギ、 H1 
恨む 2 VI1273 [ウ]ラミ、, [ウラ]ミ、 H1, H2 

払う(金を) 2 VI1274 [ハ]ライ、, [ハラ]イ、 H1, H2 
歩く 3 VI1275 ア[ル]キ、 L2 
入る 3 VI1276 ハ[イ]リ、 L2 
通る 2 VI1277 [ト]ーリ、 H1 

知らせる 1 VI1278 [シラ]セ、 H2 
始める 1 VI1279 [ハジ]メ、 H2 
預ける 2 VI1280 [ア]ズケ、, [アズ]ケ、 H1, H2 
集める 2 VI1281 [ア]ツメ、, [アツ]メ、 H1, H2 
抱える 3 VI1282 カ[カ]エ、 L2 
意味 類 番 同時動作しながら ア 
着る 1 VI1283 [キモッテ H0 
する 1 VI1284 [シモッテ H0 
見る 2 VI1285 [ミモッテ H0 
来る 2 VI1286 [キモッテ H0 
置く 1 VI1287 [オキモッテ H0 
踏む 1 VI1288 [フミモッテ H0 
押す 1 VI1289 [オシモッテ H0 
売る 1 VI1290 [ウリモッテ H0 
買う 1 VI1291 [カイモッテ H0 
書く 2 VI1292 カ[キモッテ, カキ[モッテ L0AB 
飲む 2 VI1293 ノ[ミモッテ, ノミ[モッテ L0AB 
出す 2 VI1294 ダ[シモッテ, ダシ[モッテ L0AB 
掘る 2 VI1295 ホ[リモッテ, ホリ[モッテ L0AB 
食う 2 VI1296 ク[イモッテ, クイ[モッテ L0AB 
居る 3 VI1297 [オリモッテ H0 
開ける 1 VI1298 [アケモッテ H0 
変える 1 VI1299 [カエモッテ H0 
建てる 2 VI1300 タ[テモッテ, タテ[モッテ L0AB 
投げる 2 VI1301 ナ[ゲモッテ, ナゲ[モッテ L0AB 
刻む 1 VI1302 [キザミモッテ H0 
繋ぐ 1 VI1303 [ツナギモッテ H0 
誘う 1 VI1304 [サソイモッテ H0 
荒らす 1 VI1305 [アラシモッテ H0 
握る 1 VI1306 [ニギリモッテ H0 
焦がす 2 VI1307 [コガシモッテ H0 
騒ぐ 2 VI1308 [サワギモッテ H0 
恨む 2 VI1309 [ウラミモッテ H0 

払う(金を) 2 VI1310 [ハライモッテ H0 
歩く 3 VI1311 ア[ルキモッテ L0A 
入る 3 VI1312 ハ[イリモッテ, ハイ[リモッテ L0AB 
通る 2 VI1313 [トーリモッテ H0 

知らせる 1 VI1314 [シラセモッテ H0 
始める 1 VI1315 [ハジメモッテ H0 
預ける 2 VI1316 [アズケモッテ H0 
集める 2 VI1317 [アツメモッテ H0 
抱える 3 VI1318 カ[カエモッテ L0A 
意味 類 番 否定意志 ア 
着る 1 VI1319 [キルマ]イ, [キル]マイ H3, H2 
する 1 VI1320 [スルマ]イ, [スル]マイ H3, H2 
見る 2 VI1321 ミ[ルマ]イ, ミル[マ]イ, ミ[ル]マイ L3AB, L2 
来る 2 VI1322 ク[ルマ]イ, クル[マ]イ, ク[ル]マイ L3AB, L2 
置く 1 VI1323 [オクマ]イ, [オク]マイ H3, H2 
踏む 1 VI1324 [フムマ]イ, [フム]マイ H3, H2 
押す 1 VI1325 [オスマ]イ, [オス]マイ H3, H2 
売る 1 VI1326 [ウルマ]イ, [ウル]マイ H3, H2 
買う 1 VI1327 [カウマ]イ, [カウ]マイ H3, H2 
書く 2 VI1328 カ[クマ]イ, カク[マ]イ, カ[ク]マイ L3AB, L2 
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飲む 2 VI1329 ノ[ムマ]イ, ノム[マ]イ, ノ[ム]マイ L3AB, L2 
出す 2 VI1330 ダ[スマ]イ, ダス[マ]イ, ダ[ス]マイ L3AB, L2 
掘る 2 VI1331 ホ[ルマ]イ, ホル[マ]イ, ホ[ル]マイ L3AB, L2 
食う 2 VI1332 ク[ウマ]イ, クウ[マ]イ, ク[ウ]マイ L3AB, L2 
居る 3 VI1333 [オルマ]イ, [オル]マイ H3, H2 
開ける 1 VI1334 [アケルマ]イ, [アケル]マイ H4, H3 
変える 1 VI1335 [カエルマ]イ, [カエル]マイ H4, H3 
建てる 2 VI1336 [タ]テルマイ H1 
投げる 2 VI1337 [ナ]ゲルマイ H1 
刻む 1 VI1338 [キザムマ]イ, [キザム]マイ H4, H3 
繋ぐ 1 VI1339 [ツナグマ]イ, [ツナグ]マイ H4, H3 
誘う 1 VI1340 [サソウマ]イ, [サソウ]マイ H4, H3 
荒らす 1 VI1341 [アラスマ]イ, [アラス]マイ H4, H3 
握る 1 VI1342 [ニギルマ]イ, [ニギル]マイ H4, H3 
焦がす 2 VI1343 [コ]ガスマイ H1 
騒ぐ 2 VI1344 [サ]ワグマイ H1 
恨む 2 VI1345 [ウ]ラムマイ, [ウラ]ムマイ H1, H2 

払う(金を) 2 VI1346 [ハ]ラウマイ H1 
歩く 3 VI1347 ア[ルクマ]イ, ア[ルク]マイ, アル[ク]マイ L4A, L3AB 
入る 3 VI1348 ハ[イルマ]イ, ハ[イル]マイ, ハイ[ル]マイ L4A, L3AB 
通る 2 VI1349 [ト]ールマイ H1 

知らせる 1 VI1350 [シラセルマ]イ, [シラセル]マイ H5, H4 
始める 1 VI1351 [ハジメルマ]イ, [ハジメル]マイ H5, H4 
預ける 2 VI1352 [アズ]ケルマイ H2 
集める 2 VI1353 [アツ]メルマイ H2 
抱える 3 VI1354 カ[カエルマ]イ, カ[カエル]マイ L5A, L4A 
意味 類 番 命令形して！ ア 
着る 1 VI1355 [キー H0 
する 1 VI1356 [シー H0 
見る 2 VI1357 [ミー H0 
来る 2 VI1358 [キー H0 
置く 1 VI1359 [オキ H0 
踏む 1 VI1360 [フミ H0 
押す 1 VI1361 [オシ H0 
売る 1 VI1362 [ウリ H0 
買う 1 VI1363 [カイ H0 
書く 2 VI1364 カ[キ L0 
飲む 2 VI1365 ノ[ミ L0 
出す 2 VI1366 ダ[シ L0 
掘る 2 VI1367 ホ[リ L0 
食う 2 VI1368 ク[イ L0 
居る 3 VI1369 [オリ H0 
開ける 1 VI1370 [アケ H0 
変える 1 VI1371 [カエ H0 
建てる 2 VI1372 タ[テ L0 
投げる 2 VI1373 ナ[ゲ L0 
刻む 1 VI1374 [キザミ H0 
繋ぐ 1 VI1375 [ツナギ H0 
誘う 1 VI1376 [サソイ H0 
荒らす 1 VI1377 [アラシ H0 
握る 1 VI1378 [ニギリ H0 
焦がす 2 VI1379 [コガシ H0 
騒ぐ 2 VI1380 [サワギ H0 
恨む 2 VI1381 [ウラミ H0 

払う(金を) 2 VI1382 [ハライ H0 
歩く 3 VI1383 ア[ルキ, アル[キ L0AB 
入る 3 VI1384 ハ[イリ, ハイ[リ L0AB 
通る 2 VI1385 [トーリ H0 

知らせる 1 VI1386 [シラセ H0 
始める 1 VI1387 [ハジメ H0 
預ける 2 VI1388 [アズケ H0 
集める 2 VI1389 [アツメ H0 



付録 25 動詞変化 

- 608 - 

 

抱える 3 VI1390 カ[カエ, カカ[エ L0AB 
意味 類 番 命令形せよ ア 
着る 1 VI1391 キー × 
着る 1 VI1392 [キ]ロ H1 
する 1 VI1393 [セ]ー H1 
する 1 VI1394 [シ]ロ H1 
見る 2 VI1395 [ミ]ー H1 
見る 2 VI1396 [ミ]ロ H1 
来る 2 VI1397 [コ]イ H1 
置く 1 VI1398 [オ]ケ H1 
踏む 1 VI1399 [フ]メ H1 
押す 1 VI1400 [オ]セ H1 
売る 1 VI1401 [ウ]レ H1 
買う 1 VI1402 [カ]エ H1 
書く 2 VI1403 カ[ケ]ー L2 
飲む 2 VI1404 ノ[メ]ー L2 
出す 2 VI1405 ダ[セ]ー L2 
掘る 2 VI1406 ホ[レ]ー L2 
食う 2 VI1407 ク[エ]ー L2 
居る 3 VI1408 [オ]レ H1 
開ける 1 VI1409 [アケ]ー H2 
開ける 1 VI1410 [アケ]ロ H2 
変える 1 VI1411 [カエ]ー H2 
変える 1 VI1412 [カエ]ロ H2 
建てる 2 VI1413 タ[テ]ー L2 
建てる 2 VI1414 タ[テ]ロ L2 
投げる 2 VI1415 ナ[ゲ]ー L2 
投げる 2 VI1416 [ナ]ゲロ H1 
刻む 1 VI1417 [キザメ]ー，[キザ]メ H3，H2 
繋ぐ 1 VI1418 [ツナゲ]ー，[ツナ]ゲ H3，H2 
誘う 1 VI1419 [サソ]エ H2 
荒らす 1 VI1420 [アラ]セ H2 
握る 1 VI1421 [ニギ]レ H2 
焦がす 2 VI1422 [コ]ガセ H1 
騒ぐ 2 VI1423 [サ]ワゲ H1 
恨む 2 VI1424 [ウ]ラメ H1 

払う(金を) 2 VI1425 [ハ]ラエ H1 
歩く 3 VI1426 ア[ル]ケ L2 
入る 3 VI1427 ハ[イ]レ L2 
通る 2 VI1428 [ト]ーレ H1 

知らせる 1 VI1429 [シラセ]ー H3 
知らせる 1 VI1430 [シラセ]ロ H3 
始める 1 VI1431 [ハジメ]ー H3 
始める 1 VI1432 [ハジメ]ロ H3 
預ける 2 VI1433 [アズ]ケー, [アズケ]ー H2, H3 
預ける 2 VI1434 [アズ]ケロ, [アズケ]ロ H2, H3 
集める 2 VI1435 [アツ]メー, [アツメ]ー H2, H3 
集める 2 VI1436 [アツ]メロ, [アツメ]ロ H2, H3 
抱える 3 VI1437 カ[カエ]ー, カカ[エ]ー L3AB 
抱える 3 VI1438 カ[カエ]ロ, カカ[エ]ロ L3AB 
意味 類 番 ～て、 ア 
着る 1 VI1439 [キ]ーテ H1 
する 1 VI1440 [シ]テ H1 
見る 2 VI1441 [ミ]テ H1 
来る 2 VI1442 [キ]テ H1 
置く 1 VI1443 [オ]イテ H1 
踏む 1 VI1444 [フ]ンデ H1 
押す 1 VI1445 [オ]シテ([オ]イテ) H1 
売る 1 VI1446 [ウッ]テ H2 
買う 1 VI1447 [コ]ーテ H1 
書く 2 VI1448 カ[イ]テ L2 
飲む 2 VI1449 ノ[ン]デ(ノ[ー]デ) L2 



付録 25 動詞変化 

- 609 - 

 

出す 2 VI1450 ダ[シ]テ(ダ[イ]テ) L2 
掘る 2 VI1451 ホッ[テ L0B 
食う 2 VI1452 ク[ー]テ L2 
食う 2 VI1453 [ク]テ H1 
居る 3 VI1454 [オッ]テ H2 
開ける 1 VI1455 [ア]ケテ H1 
変える 1 VI1456 [カ]エテ H1 
建てる 2 VI1457 タ[テ]テ L2 
投げる 2 VI1458 ナ[ゲ]テ L2 
刻む 1 VI1459 [キザ]ンデ H2 
繋ぐ 1 VI1460 [ツナ]イデ H2 
誘う 1 VI1461 [サソ]ーテ H2 
荒らす 1 VI1462 [アラ]シテ H2 
握る 1 VI1463 [ニギッ]テ H3 
焦がす 2 VI1464 [コ]ガシテ H1 
騒ぐ 2 VI1465 [サ]ワイデ H1 
恨む 2 VI1466 [ウ]ランデ, [ウラ]ンデ H1, H2 

払う(金を) 2 VI1467 [ハ]ローテ, [ハロ]ーテ H1, H2 
歩く 3 VI1468 ア[ル]イテ L2 
入る 3 VI1469 ハ[イッ]テ L3A 
通る 2 VI1470 [ト]ーッテ H1 

知らせる 1 VI1471 [シラ]セテ H2 
始める 1 VI1472 [ハジ]メテ H2 
預ける 2 VI1473 [ア]ズケテ, [アズ]ケテ H1, H2 
集める 2 VI1474 [ア]ツメテ, [アツ]メテ H1, H2 
抱える 3 VI1475 カ[カ]エテ L2 
意味 類 番 ～てみる ア 
着る 1 VI1476 [キーテ]ミ[ル H0.L0 
する 1 VI1477 [シテ]ミ[ル H0.L0 
見る 2 VI1478 [ミテ]ミ[ル H0.L0 
来る 2 VI1479 [キテ]ミ[ル H0.L0 
置く 1 VI1480 [オイテ]ミ[ル H0.L0 
踏む 1 VI1481 [フンデ]ミ[ル H0.L0 
押す 1 VI1482 [オシテ]ミ[ル H0.L0 
売る 1 VI1483 [ウッテ]ミ[ル H0.L0 
買う 1 VI1484 [コーテ]ミ[ル H0.L0 
書く 2 VI1485 カ[イテ]ミ[ル, カイ[テ]ミ[ル L0AB.L0 
飲む 2 VI1486 ノ[ンデ]ミ[ル, ノン[デ]ミ[ル L0AB.L0 
出す 2 VI1487 ダ[シテ]ミ[ル, ダシ[テ]ミ[ル L0AB.L0 
掘る 2 VI1488 ホッ[テ]ミ[ル L0B.L0 
食う 2 VI1489 ク[ーテ]ミ[ル, クー[テ]ミ[ル L0AB.L0 
食う 2 VI1490 [クテ]ミ[ル H0.L0 
居る 3 VI1491 [オッテ]ミ[ル H0.L0 
開ける 1 VI1492 [アケテ]ミ[ル H0.L0 
変える 1 VI1493 [カエテ]ミ[ル H0.L0 
建てる 2 VI1494 タ[テテ]ミ[ル, タテ[テ]ミ[ル L0AB.L0 
投げる 2 VI1495 ナ[ゲテ]ミ[ル, ナゲ[テ]ミ[ル L0AB.L0 
刻む 1 VI1496 [キザンデ]ミ[ル H0.L0 
繋ぐ 1 VI1497 [ツナイデ]ミ[ル H0.L0 
誘う 1 VI1498 [サソーテ]ミ[ル H0.L0 
荒らす 1 VI1499 [アラシテ]ミ[ル H0.L0 
握る 1 VI1500 [ニギッテ]ミ[ル H0.L0 
焦がす 2 VI1501 [コガシテ]ミ[ル H0.L0 
騒ぐ 2 VI1502 [サワイデ]ミ[ル H0.L0 
恨む 2 VI1503 [ウランデ]ミ[ル H0.L0 

払う(金を) 2 VI1504 [ハローテ]ミ[ル H0.L0 
歩く 3 VI1505 ア[ルイテ]ミ[ル L0A.L0 
入る 3 VI1506 ハ[イッテ]ミ[ル, ハイッ[テ]ミ[ル L0AC.L0 
通る 2 VI1507 [トーッテ]ミ[ル H0.L0 

知らせる 1 VI1508 [シラセテ]ミ[ル H0.L0 
始める 1 VI1509 [ハジメテ]ミ[ル H0.L0 
預ける 2 VI1510 [アズケテ]ミ[ル H0.L0 
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集める 2 VI1511 [アツメテ]ミ[ル H0.L0 
抱える 3 VI1512 カ[カエテ]ミ[ル, カカ[エテ]ミ[ル L0AB.L0 
意味 類 番 過去 ア 
着る 1 VI1513 [キ]ータ H1 
する 1 VI1514 [シ]タ H1 
見る 2 VI1515 [ミ]タ H1 
来る 2 VI1516 [キ]タ H1 
置く 1 VI1517 [オ]イタ H1 
踏む 1 VI1518 [フ]ンダ H1 
押す 1 VI1519 [オ]シタ H1 
売る 1 VI1520 [ウッ]タ H2 
買う 1 VI1521 [コ]ータ H1 
書く 2 VI1522 カ[イ]タ L2 
飲む 2 VI1523 ノ[ン]ダ L2 
出す 2 VI1524 ダ[シ]タ L2 
掘る 2 VI1525 ホッ[タ L0B 
食う 2 VI1526 ク[ー]タ L2 
食う 2 VI1527 [ク]タ H1 
居る 3 VI1528 [オッ]タ H2 
開ける 1 VI1529 [ア]ケタ H1 
変える 1 VI1530 [カ]エタ H1 
建てる 2 VI1531 タ[テ]タ L2 
投げる 2 VI1532 ナ[ゲ]タ L2 
刻む 1 VI1533 [キザ]ンダ H2 
繋ぐ 1 VI1534 [ツナ]イダ H2 
誘う 1 VI1535 [サソ]ータ H2 
荒らす 1 VI1536 [アラ]シタ H2 
握る 1 VI1537 [ニギッ]タ H3 
焦がす 2 VI1538 [コ]ガシタ H1 
騒ぐ 2 VI1539 [サ]ワイダ H1 
恨む 2 VI1540 [ウ]ランダ, [ウラ]ンダ H1, H2 

払う(金を) 2 VI1541 [ハ]ロータ, [ハロ]ータ H1, H2 
歩く 3 VI1542 ア[ル]イタ L2 
入る 3 VI1543 ハ[イッ]タ L3A 
通る 2 VI1544 [ト]ーッタ H1 

知らせる 1 VI1545 [シラ]セタ H2 
始める 1 VI1546 [ハジ]メタ H2 
預ける 2 VI1547 [ア]ズケタ, [アズ]ケタ H1, H2 
集める 2 VI1548 [ア]ツメタ, [アツ]メタ H1, H2 
抱える 3 VI1549 カ[カ]エタ L2 
意味 類 番 仮定 ア 
着る 1 VI1550 [キ]ータラ H1 
する 1 VI1551 [シ]タラ H1 
見る 2 VI1552 [ミ]タラ H1 
来る 2 VI1553 [キ]タラ H1 
置く 1 VI1554 [オ]イタラ H1 
踏む 1 VI1555 [フ]ンダラ H1 
押す 1 VI1556 [オ]シタラ H1 
売る 1 VI1557 [ウッ]タラ H2 
買う 1 VI1558 [コ]ータラ H1 
書く 2 VI1559 カ[イ]タラ L2 
飲む 2 VI1560 ノ[ン]ダラ L2 
出す 2 VI1561 ダ[シ]タラ L2 
掘る 2 VI1562 ホッ[タ]ラ L3B 
食う 2 VI1563 ク[ー]タラ L2 
食う 2 VI1564 [ク]タラ H1 
居る 3 VI1565 [オッ]タラ H2 
開ける 1 VI1566 [ア]ケタラ H1 
変える 1 VI1567 [カ]エタラ H1 
建てる 2 VI1568 タ[テ]タラ L2 
投げる 2 VI1569 ナ[ゲ]タラ L2 
刻む 1 VI1570 [キザ]ンダラ H2 
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繋ぐ 1 VI1571 [ツナ]イダラ H2 
誘う 1 VI1572 [サソ]ータラ H2 
荒らす 1 VI1573 [アラ]シタラ H2 
握る 1 VI1574 [ニギッ]タラ H3 
焦がす 2 VI1575 [コ]ガシタラ H1 
騒ぐ 2 VI1576 [サ]ワイダラ H1 
恨む 2 VI1577 [ウ]ランダラ, [ウラ]ンダラ H1, H2 

払う(金を) 2 VI1578 [ハ]ロータラ, [ハロ]ータラ H1, H2 
歩く 3 VI1579 ア[ル]イタラ L2 
入る 3 VI1580 ハ[イッ]タラ L3A 
通る 2 VI1581 [ト]ーッタラ H1 

知らせる 1 VI1582 [シラ]セタラ H2 
始める 1 VI1583 [ハジ]メタラ H2 
預ける 2 VI1584 [ア]ズケタラ, [アズ]ケタラ H1, H2 
集める 2 VI1585 [ア]ツメタラ, [アツ]メタラ H1, H2 
抱える 3 VI1586 カ[カ]エタラ L2 
意味 類 番 仮定 ア 
着る 1 VI1587 [キリャ]ー，[キ]リャ H2，H1 
する 1 VI1588 [スリャ]ー，[ス]リャ H2，H1 
見る 2 VI1589 ミ[リャ]ー，[ミ]リャ L2，H1 
来る 2 VI1590 ク[リャ]ー，[ク]リャ L2，H1 
置く 1 VI1591 [オキャ]ー，[オ]キャ H2，H1 
踏む 1 VI1592 [フミャ]ー，[フ]ミャ H2，H1 
押す 1 VI1593 [オシャ]ー，[オ]シャ H2，H1 
売る 1 VI1594 [ウリャ]ー，[ウ]リャ H2，H1 
買う 1 VI1595 [カヤ]ー，[カ]ヤ H2，H1 
書く 2 VI1596 カ[キャ]ー L2 
飲む 2 VI1597 ノ[ミャ]ー L2 
出す 2 VI1598 ダ[シャ]ー L2 
掘る 2 VI1599 ホ[リャ]ー L2 
食う 2 VI1600 ク[ヤ]ー L2 
居る 3 VI1601 [オリャ]ー, [オ]リャー，[オ]リャ H2, H1，H1 
開ける 1 VI1602 [アケリャ]ー, [アケ]リャー H3, H2 
変える 1 VI1603 [カエリャ]ー, [カエ]リャー，[カエ]リャ H3, H2，H2 
建てる 2 VI1604 [タ]テリャー，タ[テ]リャ H1，L2 
投げる 2 VI1605 [ナ]ゲリャー，ナ[ゲ]リャ H1，L2 
刻む 1 VI1606 [キザミャ]ー, [キザ]ミャー，[キザ]ミャ H3, H2，H2 
繋ぐ 1 VI1607 [ツナギャ]ー，[ツナ]ギャ H3，H2 
誘う 1 VI1608 [サソヤ]ー，[サソ]ヤ H3，H2 
荒らす 1 VI1609 [アラシャ]ー, [アラ]シャー H3, H2 
握る 1 VI1610 [ニギリャ]ー，[ニギ]リャ H3，H2 

焦がす 2 VI1611 [コガシャ]ー, [コガ]シャー, [コ]ガシャー， 
[コガ]シャ, [コ]ガシャ 

H3, H2, H1， 
H2, H1 

騒ぐ 2 VI1612 [サ]ワギャー，[サ]ワギャ H1，H1 

恨む 2 VI1613 [ウラミャ]ー, [ウラ]ミャー, [ウ]ラミャー， 
[ウラ]ミャ, [ウ]ラミャ 

H3, H2, H1， 
H2, H1 

払う(金を) 2 VI1614 [ハラ]ヤー, [ハ]ラヤー，[ハ]ラヤ H2, H1，H1 
歩く 3 VI1615 ア[ルキャ]ー, アル[キャ]ー，ア[ル]キャ L3AB，L2 
入る 3 VI1616 ハ[イリャ]ー, ハイ[リャ]ー，ハ[イ]リャ L3AB，L2 
通る 2 VI1617 [ト]ーリャー，[トー]リャ, [ト]ーリャ H1，H2, H1 

知らせる 1 VI1618 [シラセリャ]ー, [シラセ]リャー, [シラ]セリャー， 
[シラセ]リャ, [シラ]セリャ 

H4, H3, H2， 
H3, H2 

始める 1 VI1619 [ハジメリャ]ー, [ハジメ]リャー， 
[ハジメ]リャ, [ハジ]メリャ 

H4, H3， 
H3, H2 

預ける 2 VI1620 [アズケリャ]ー, [アズ]ケリャー, [ア]ズケリャー， 
[アズケ]リャ, [アズ]ケリャ 

H4, H2, H1， 
H3, H2 

集める 2 VI1621 
[アツメリャ]ー, [アツメ]リャー, [アツ]メリャー 

[ア]ツメリャー， 
[アツメ]リャ, [アツ]メリャ, [ア]ツメリャ 

H4, H3, H2, H1，
H3, H2, H1 

抱える 3 VI1622 カ[カエリャ]ー, カ[カエ]リャー, カ[カ]エリャー， 
カ[カエ]リャ, カ[カ]エリャ 

L4A, L3A, L2，
L3A, L2 

意味 類 番 受身 ア 
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着る 1 VI1623 [キラレル H0 
する 1 VI1624 [サレル H0 
する 1 VI1625 [セラレル H0 
見る 2 VI1626 [ミラ]レル H2 
来る 2 VI1627 [コラ]レル H2 
置く 1 VI1628 [オカレル H0 
踏む 1 VI1629 [フマレル H0 
押す 1 VI1630 [オサレル H0 
売る 1 VI1631 [ウラレル H0 
買う 1 VI1632 [カワレル H0 
書く 2 VI1633 [カカ]レル H2 
飲む 2 VI1634 [ノマ]レル H2 
出す 2 VI1635 [ダサ]レル H2 
掘る 2 VI1636 [ホラ]レル H2 
食う 2 VI1637 [クワ]レル H2 
居る 3 VI1638 [オラ]レル H2 
開ける 1 VI1639 [アケラレル H0 
変える 1 VI1640 [カエラレル H0 
建てる 2 VI1641 [タテラ]レル H3 
投げる 2 VI1642 [ナゲラ]レル H3 
刻む 1 VI1643 [キザマレル H0 
繋ぐ 1 VI1644 [ツナガレル H0 
誘う 1 VI1645 [サソワレル H0 
荒らす 1 VI1646 [アラサレル H0 
握る 1 VI1647 [ニギラレル H0 
焦がす 2 VI1648 [コガサ]レル H3 
騒ぐ 2 VI1649 [サワガ]レル H3 
恨む 2 VI1650 [ウラマ]レル H3 

払う(金を) 2 VI1651 [ハラワ]レル H3 
歩く 3 VI1652 ア[ルカレル, アル[カレル L0AB 
入る 3 VI1653 ハ[イラレル, ハイ[ラレル L0AB 
通る 2 VI1654 [トーラ]レル H3 

知らせる 1 VI1655 [シラセラレル H0 
始める 1 VI1656 [ハジメラレル H0 
預ける 2 VI1657 [アズケラ]レル, [アズケラレル H4, H0 
集める 2 VI1658 [アツメラ]レル, [アツメラレル H4, H0 
抱える 3 VI1659 カ[カエラレル L0A 
意味 類 番 受身過去 ア 
着る 1 VI1660 [キラ]レタ H2 
する 1 VI1661 [サ]レタ H1 
する 1 VI1662 [セラ]レタ H2 
見る 2 VI1663 [ミ]ラレタ, [ミラ]レタ H1, H2 
来る 2 VI1664 [コ]ラレタ, [コラ]レタ H1, H2 
置く 1 VI1665 [オカ]レタ H2 
踏む 1 VI1666 [フマ]レタ H2 
押す 1 VI1667 [オサ]レタ H2 
売る 1 VI1668 [ウラ]レタ H2 
買う 1 VI1669 [カワ]レタ H2 
書く 2 VI1670 [カ]カレタ, [カカ]レタ H1, H2 
飲む 2 VI1671 [ノ]マレタ, [ノマ]レタ H1, H2 
出す 2 VI1672 [ダ]サレタ, [ダサ]レタ H1, H2 
掘る 2 VI1673 [ホ]ラレタ, [ホラ]レタ H1, H2 
食う 2 VI1674 [ク]ワレタ, [クワ]レタ H1, H2 
居る 3 VI1675 [オ]ラレタ, [オラ]レタ H1, H2 
開ける 1 VI1676 [アケラ]レタ H3 
変える 1 VI1677 [カエラ]レタ H3 
建てる 2 VI1678 [タテラ]レタ H3 
投げる 2 VI1679 [ナゲラ]レタ H3 
刻む 1 VI1680 [キザマ]レタ H3 
繋ぐ 1 VI1681 [ツナガ]レタ H3 
誘う 1 VI1682 [サソワ]レタ H3 
荒らす 1 VI1683 [アラサ]レタ H3 
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握る 1 VI1684 [ニギラ]レタ H3 
焦がす 2 VI1685 [コガサ]レタ H3 
騒ぐ 2 VI1686 [サワガ]レタ H3 
恨む 2 VI1687 [ウラマ]レタ H3 

払う(金を) 2 VI1688 [ハラワ]レタ H3 
歩く 3 VI1689 ア[ルカ]レタ, アル[カ]レタ L3AB 
入る 3 VI1690 ハ[イラ]レタ, ハイ[ラ]レタ L3AB 
通る 2 VI1691 [トーラ]レタ H3 

知らせる 1 VI1692 [シラセラ]レタ H4 
始める 1 VI1693 [ハジメラ]レタ H4 
預ける 2 VI1694 [アズケラ]レタ H4 
集める 2 VI1695 [アツメラ]レタ H4 
抱える 3 VI1696 カ[カエラ]レタ L4A 
意味 類 番 可能 ア 
着る 1 VI1697 [キレル H0 
する 1 VI1698 [デ]キル H1 
見る 2 VI1699 [ミ]レル H1 
来る 2 VI1700 [コ]レル H1 
置く 1 VI1701 [オケル H0 
踏む 1 VI1702 [フメル H0 
押す 1 VI1703 [オセル H0 
売る 1 VI1704 [ウレル H0 
買う 1 VI1705 [カエル H0 
書く 2 VI1706 [カ]ケル H1 
飲む 2 VI1707 [ノ]メル H1 
出す 2 VI1708 [ダ]セル H1 
掘る 2 VI1709 [ホ]レル H1 
食う 2 VI1710 [ク]エル H1 
居る 3 VI1711 [オ]レル H1 
開ける 1 VI1712 [アケレル H0 
変える 1 VI1713 [カエレル H0 
建てる 2 VI1714 [タテ]レル H2 
投げる 2 VI1715 [ナゲ]レル H2 
刻む 1 VI1716 [キザメル H0 
繋ぐ 1 VI1717 [ツナゲル H0 
誘う 1 VI1718 [サソエル H0 
荒らす 1 VI1719 [アラセル H0 
握る 1 VI1720 [ニギレル H0 
焦がす 2 VI1721 [コガ]セル H2 
騒ぐ 2 VI1722 [サワ]ゲル H2 
恨む 2 VI1723 [ウラ]メル H2 

払う(金を) 2 VI1724 [ハラ]エル H2 
歩く 3 VI1725 ア[ルケル, アル[ケル L0AB 
入る 3 VI1726 ハ[イレル, ハイ[レル L0AB 
通る 2 VI1727 [トー]レル H2 

知らせる 1 VI1728 [シラセレル H0 
始める 1 VI1729 [ハジメレル H0 
預ける 2 VI1730 [アズケ]レル, [アズケレル H3, H0 
集める 2 VI1731 [アツメ]レル, [アツメレル H3, H0 
抱える 3 VI1732 カ[カエレル, カ[カエ]レル L0A, L3A 
意味 類 番 可能過去 ア 
着る 1 VI1733 [キ]レタ H1 
する 1 VI1734 [デ]キタ H1 
見る 2 VI1735 ミ[レ]タ L2 
来る 2 VI1736 コ[レ]タ L2 
置く 1 VI1737 [オ]ケタ H1 
踏む 1 VI1738 [フ]メタ H1 
押す 1 VI1739 [オ]セタ H1 
売る 1 VI1740 [ウ]レタ H1 
買う 1 VI1741 [カ]エタ H1 
書く 2 VI1742 カ[ケ]タ L2 
飲む 2 VI1743 ノ[メ]タ L2 
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出す 2 VI1744 ダ[セ]タ L2 
掘る 2 VI1745 ホ[レ]タ L2 
食う 2 VI1746 ク[エ]タ L2 
居る 3 VI1747 [オ]レタ H1 
開ける 1 VI1748 [アケ]レタ H2 
変える 1 VI1749 [カエ]レタ H2 
建てる 2 VI1750 [タテ]レタ H2 
投げる 2 VI1751 [ナゲ]レタ H2 
刻む 1 VI1752 [キザ]メタ H2 
繋ぐ 1 VI1753 [ツナ]ゲタ H2 
誘う 1 VI1754 [サソ]エタ H2 
荒らす 1 VI1755 [アラ]セタ H2 
握る 1 VI1756 [ニギ]レタ H2 
焦がす 2 VI1757 [コ]ガセタ, [コガ]セタ H1, H2 
騒ぐ 2 VI1758 [サ]ワゲタ, [サワ]ゲタ H1, H2 
恨む 2 VI1759 [ウ]ラメタ, [ウラ]メタ H1, H2 

払う(金を) 2 VI1760 [ハ]ラエタ, [ハラ]エタ H1, H2 
歩く 3 VI1761 ア[ル]ケタ L2 
入る 3 VI1762 ハ[イ]レタ L2 
通る 2 VI1763 [ト]ーレタ, [トー]レタ H1, H2 

知らせる 1 VI1764 [シラセ]レタ H3 
始める 1 VI1765 [ハジメ]レタ H3 
預ける 2 VI1766 [アズケ]レタ H3 
集める 2 VI1767 [アツメ]レタ H3 
抱える 3 VI1768 カ[カエ]レタ L3A 
意味 類 番 使役 ア 
着る 1 VI1769 [キサス H0 
する 1 VI1770 [サス H0 
見る 2 VI1771 [ミ]サス H1 
来る 2 VI1772 [コ]サス H1 
置く 1 VI1773 [オカス H0 
踏む 1 VI1774 [フマス H0 
押す 1 VI1775 [オサス H0 
売る 1 VI1776 [ウラス H0 
買う 1 VI1777 [カワス H0 
書く 2 VI1778 [カ]カス H1 
飲む 2 VI1779 [ノ]マス H1 
出す 2 VI1780 [ダ]サス H1 
掘る 2 VI1781 [ホ]ラス H1 
食う 2 VI1782 [ク]ワス H1 
居る 3 VI1783 [オ]ラス H1 
開ける 1 VI1784 [アケサス H0 
変える 1 VI1785 [カエサス H0 
建てる 2 VI1786 タ[テサス, タテ[サス L0AB 
投げる 2 VI1787 ナ[ゲサス, ナゲ[サス L0AB 
刻む 1 VI1788 [キザマス H0 
繋ぐ 1 VI1789 [ツナガス H0 
誘う 1 VI1790 [サソワス H0 
荒らす 1 VI1791 [アラサス H0 
握る 1 VI1792 [ニギラス, [ニギ]ラス H0, H2 
焦がす 2 VI1793 [コガ]サス H2 
騒ぐ 2 VI1794 [サワ]ガス, [サワガス H2, H0 
恨む 2 VI1795 [ウラ]マス H2 

払う(金を) 2 VI1796 [ハラ]ワス H2 
歩く 3 VI1797 ア[ルカス, アル[カス L0AB 
入る 3 VI1798 ハ[イラス, ハイ[ラス L0AB 
通る 2 VI1799 [トー]ラス H2 

知らせる 1 VI1800 [シラセサス H0 
始める 1 VI1801 [ハジメサス H0 
預ける 2 VI1802 [アズ]ケサス, [アズケサス H2, H0 
集める 2 VI1803 [アツ]メサス, [アツメサス H2, H0 
抱える 3 VI1804 カ[カエサス L0A 
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意味 類 番 使役過去 ア 
着る 1 VI1805 [キサ]シタ H2 
する 1 VI1806 [サ]シタ H1 
見る 2 VI1807 [ミサ]シタ H2 
来る 2 VI1808 [コ]サシタ, [コサ]シタ H1, H2 
置く 1 VI1809 [オカ]シタ H2 
踏む 1 VI1810 [フマ]シタ H2 
押す 1 VI1811 [オサ]シタ H2 
売る 1 VI1812 [ウラ]シタ H2 
買う 1 VI1813 [カワ]シタ H2 
書く 2 VI1814 [カ]カシタ, [カカ]シタ H1, H2 
飲む 2 VI1815 [ノ]マシタ, [ノマ]シタ H1, H2 
出す 2 VI1816 [ダ]サシタ, [ダサ]シタ H1, H2 
掘る 2 VI1817 [ホ]ラシタ, [ホラ]シタ H1, H2 
食う 2 VI1818 [ク]ワシタ, [クワ]シタ H1, H2 
居る 3 VI1819 [オ]ラシタ, [オラ]シタ H1, H2 
開ける 1 VI1820 [アケサ]シタ H3 
変える 1 VI1821 [カエサ]シタ H3 
建てる 2 VI1822 タ[テサ]シタ L3A 
投げる 2 VI1823 ナ[ゲサ]シタ L3A 
刻む 1 VI1824 [キザマ]シタ H3 
繋ぐ 1 VI1825 [ツナガ]シタ H3 
誘う 1 VI1826 [サソワ]シタ H3 
荒らす 1 VI1827 [アラサ]シタ H3 
握る 1 VI1828 [ニギラ]シタ H3 
焦がす 2 VI1829 [コガサ]シタ H3 
騒ぐ 2 VI1830 [サワ]ガシタ, [サワガ]シタ H2, H3 
恨む 2 VI1831 [ウラ]マシタ, [ウラマ]シタ H2, H3 

払う(金を) 2 VI1832 [ハラ]ワシタ, [ハラワ]シタ H2, H3 
歩く 3 VI1833 ア[ルカシタ, アル[カシタ L0AB 
入る 3 VI1834 ハ[イラシタ, ハイ[ラシタ L0AB 
通る 2 VI1835 [トー]ラシタ, [トーラ]シタ H2, H3 

知らせる 1 VI1836 [シラセサ]シタ H4 
始める 1 VI1837 [ハジメサ]シタ H4 
預ける 2 VI1838 [ア]ズケサシタ, [アズ]ケサシタ, [アズケサ]シタ H1, H2, H4 
集める 2 VI1839 [ア]ツメサシタ, [アツ]メサシタ, [アツメサ]シタ H1, H2, H4 
抱える 3 VI1840 カ[カ]エサシタ, カ[カエサ]シタ L2, L4A 
意味 類 番 結果継続 ア 
着る 1 VI1841 [キーチュ]ー H3 
する 1 VI1842 [シチュ]ー H2 
見る 2 VI1843 [ミチュ]ー H2 
来る 2 VI1844 [キチュ]ー H2 
置く 1 VI1845 [オイチュ]ー H3 
踏む 1 VI1846 [フンジュ]ー H3 
押す 1 VI1847 [オシチュ]ー H3 
売る 1 VI1848 [ウッチュ]ー H3 
買う 1 VI1849 [コーチュ]ー H3 
書く 2 VI1850 カ[イチュ]ー, カイ[チュ]ー L3AB 
飲む 2 VI1851 ノ[ンジュ]ー, ノン[ジュ]ー L3AB 
出す 2 VI1852 ダ[シチュ]ー, ダシ[チュ]ー L3AB 
掘る 2 VI1853 ホッ[チュ]ー L3B 
食う 2 VI1854 ク[ーチュ]ー, クー[チュ]ー L3AB 
食う 2 VI1855 [クチュ]ー H2 
居る 3 VI1856 [オッチュ]ー(※発音可能も意味不明) H3 
開ける 1 VI1857 [アケチュ]ー H3 
変える 1 VI1858 [カエチュ]ー H3 
建てる 2 VI1859 タ[テチュ]ー, タテ[チュ]ー L3AB 
投げる 2 VI1860 ナ[ゲチュ]ー, ナゲ[チュ]ー L3AB 
刻む 1 VI1861 [キザンジュ]ー H4 
繋ぐ 1 VI1862 [ツナイジュ]ー H4 
誘う 1 VI1863 [サソーチュ]ー H4 
荒らす 1 VI1864 [アラシチュ]ー H4 
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握る 1 VI1865 [ニギッチュ]ー H4 
焦がす 2 VI1866 [コガシチュ]ー H4 
騒ぐ 2 VI1867 [サワイジュ]ー H4 
恨む 2 VI1868 [ウランジュ]ー H4 

払う(金を) 2 VI1869 [ハローチュ]ー H4 
歩く 3 VI1870 ア[ルイチュ]ー, アルイ[チュ]ー L4AC 
入る 3 VI1871 ハ[イッチュ]ー, ハイッ[チュ]ー L4AC 
通る 2 VI1872 [トーッチュ]ー H4 

知らせる 1 VI1873 [シラセチュ]ー H4 
始める 1 VI1874 [ハジメチュ]ー H4 
預ける 2 VI1875 [アズケチュ]ー H4 
集める 2 VI1876 [アツメチュ]ー H4 
抱える 3 VI1877 カ[カエチュ]ー, カカエ[チュ]ー L4AC 
意味 類 番 結果継続過去 ア 
着る 1 VI1878 [キーチョッ]タ H4 
する 1 VI1879 [シチョッ]タ H3 
見る 2 VI1880 [ミチョッ]タ H3 
来る 2 VI1881 [キチョッ]タ H3 
置く 1 VI1882 [オイチョッ]タ H4 
踏む 1 VI1883 [フンジョッ]タ H4 
押す 1 VI1884 [オシチョッ]タ H4 
売る 1 VI1885 [ウッチョッ]タ H4 
買う 1 VI1886 [コーチョッ]タ H4 
書く 2 VI1887 カ[イチョッ]タ, カイ[チョッ]タ L4AB 
飲む 2 VI1888 ノ[ンジョッ]タ, ノン[ジョッ]タ L4AB 
出す 2 VI1889 ダ[シチョッ]タ, ダシ[チョッ]タ L4AB 
掘る 2 VI1890 ホッ[チョッ]タ L4B 
食う 2 VI1891 ク[ーチョッ]タ, クー[チョッ]タ L4AB 
食う 2 VI1892 [クチョッ]タ H3 
居る 3 VI1893 [オッチョッ]タ(※発音可能も意味不明) H4 
開ける 1 VI1894 [アケチョッ]タ H4 
変える 1 VI1895 [カエチョッ]タ H4 
建てる 2 VI1896 タ[テチョッ]タ, タテ[チョッ]タ L4AB 
投げる 2 VI1897 ナ[ゲチョッ]タ, ナゲ[チョッ]タ L4AB 
刻む 1 VI1898 [キザンジョッ]タ H5 
繋ぐ 1 VI1899 [ツナイジョッ]タ H5 
誘う 1 VI1900 [サソーチョッ]タ H5 
荒らす 1 VI1901 [アラシチョッ]タ H5 
握る 1 VI1902 [ニギッチョッ]タ H5 
焦がす 2 VI1903 [コガシチョッ]タ H5 
騒ぐ 2 VI1904 [サワイジョッ]タ H5 
恨む 2 VI1905 [ウランジョッ]タ H5 

払う(金を) 2 VI1906 [ハローチョッ]タ H5 
歩く 3 VI1907 ア[ルイチョッ]タ, アルイ[チョッ]タ L5AC 
入る 3 VI1908 ハ[イッチョッ]タ, ハイッ[チョッ]タ L5AC 
通る 2 VI1909 [トーッチョッ]タ H5 

知らせる 1 VI1910 [シラセチョッ]タ H5 
始める 1 VI1911 [ハジメチョッ]タ H5 
預ける 2 VI1912 [アズケチョッ]タ H5 
集める 2 VI1913 [アツメチョッ]タ H5 
抱える 3 VI1914 カ[カエチョッ]タ, カカエ[チョッ]タ L5AC 
意味 類 番 動作継続 ア 
着る 1 VI1915 [キユ]ー H2 
する 1 VI1916 [シユ]ー H2 
見る 2 VI1917 [ミユ]ー H2 
来る 2 VI1918 [キ]ユー, [キユ]ー H1, H2 
置く 1 VI1919 [オ]キユー H1 
踏む 1 VI1920 [フ]ミユー H1 
押す 1 VI1921 [オ]シユー H1 
売る 1 VI1922 [ウ]リユー H1 
買う 1 VI1923 [カ]イユー H1 
書く 2 VI1924 カ[キユ]ー, カキ[ユ]ー L3AB 
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飲む 2 VI1925 ノ[ミユ]ー, ノミ[ユ]ー L3AB 
出す 2 VI1926 ダ[シユ]ー, ダシ[ユ]ー L3AB 
掘る 2 VI1927 ホ[リユ]ー, ホリ[ユ]ー L3AB 
食う 2 VI1928 ク[イユ]ー, クイ[ユ]ー L3AB 
居る 3 VI1929 [オ]リユー H1 
開ける 1 VI1930 [ア]ケユー H1 
変える 1 VI1931 [カ]エユー H1 
建てる 2 VI1932 タ[テユ]ー, タテ[ユ]ー L3AB 
投げる 2 VI1933 ナ[ゲユ]ー, ナゲ[ユ]ー L3AB 
刻む 1 VI1934 [キザ]ミユー H2 
繋ぐ 1 VI1935 [ツナ]ギユー H2 
誘う 1 VI1936 [サソ]イユー H2 
荒らす 1 VI1937 [アラ]シユー H2 
握る 1 VI1938 [ニギ]リユー H2 
焦がす 2 VI1939 [コ]ガシユー, [コガ]シユー H1, H2 
騒ぐ 2 VI1940 [サ]ワギユー, [サワ]ギユー H1, H2 
恨む 2 VI1941 [ウ]ラミユー, [ウラ]ミユー H1, H2 

払う(金を) 2 VI1942 [ハ]ライユー, [ハラ]イユー H1, H2 
歩く 3 VI1943 ア[ル]キユー L2 
入る 3 VI1944 ハ[イ]リユー L2 
通る 2 VI1945 [ト]ーリユー H1 

知らせる 1 VI1946 [シラ]セユー H2 
始める 1 VI1947 [ハジ]メユー H2 
預ける 2 VI1948 [ア]ズケユー, [アズ]ケユー H1, H2 
集める 2 VI1949 [ア]ツメユー, [アツ]メユー H1, H2 
抱える 3 VI1950 カ[カ]エユー L2 
意味 類 番 動作継続過去 ア 
着る 1 VI1951 [キヨッ]タ H3 
する 1 VI1952 [シヨッ]タ H3 
見る 2 VI1953 [ミヨッ]タ H3 
来る 2 VI1954 [キヨッ]タ H3 
置く 1 VI1955 [オ]キヨッタ H1 
踏む 1 VI1956 [フ]ミヨッタ H1 
押す 1 VI1957 [オ]シヨッタ H1 
売る 1 VI1958 [ウ]リヨッタ H1 
買う 1 VI1959 [カ]イヨッタ H1 
書く 2 VI1960 カ[キヨッ]タ, カキ[ヨッ]タ L4AB 
飲む 2 VI1961 ノ[ミヨッ]タ, ノミ[ヨッ]タ L4AB 
出す 2 VI1962 ダ[シヨッ]タ, ダシ[ヨッ]タ L4AB 
掘る 2 VI1963 ホ[リヨッ]タ, ホリ[ヨッ]タ L4AB 
食う 2 VI1964 ク[イヨッ]タ, クイ[ヨッ]タ L4AB 
居る 3 VI1965 [オ]リヨッタ H1 
開ける 1 VI1966 [ア]ケヨッタ H1 
変える 1 VI1967 [カ]エヨッタ H1 
建てる 2 VI1968 タ[テヨッ]タ, タテ[ヨッ]タ L4AB 
投げる 2 VI1969 ナ[ゲヨッ]タ, ナゲ[ヨッ]タ L4AB 
刻む 1 VI1970 [キザ]ミヨッタ H2 
繋ぐ 1 VI1971 [ツナ]ギヨッタ H2 
誘う 1 VI1972 [サソ]イヨッタ H2 
荒らす 1 VI1973 [アラ]シヨッタ H2 
握る 1 VI1974 [ニギ]リヨッタ H2 
焦がす 2 VI1975 [コ]ガシヨッタ, [コガ]シヨッタ H1, H2 
騒ぐ 2 VI1976 [サ]ワギヨッタ, [サワ]ギヨッタ H1, H2 
恨む 2 VI1977 [ウ]ラミヨッタ, [ウラ]ミヨッタ H1, H2 

払う(金を) 2 VI1978 [ハ]ライヨッタ, [ハラ]イヨッタ H1, H2 
歩く 3 VI1979 ア[ル]キヨッタ L2 
入る 3 VI1980 ハ[イ]リヨッタ L2 
通る 2 VI1981 [ト]ーリヨッタ, [トー]リヨッタ H1, H2 

知らせる 1 VI1982 [シラ]セヨッタ H2 
始める 1 VI1983 [ハジ]メヨッタ H2 
預ける 2 VI1984 [ア]ズケヨッタ, [アズ]ケヨッタ H1, H2 
集める 2 VI1985 [ア]ツメヨッタ, [アツ]メヨッタ H1, H2 
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抱える 3 VI1986 カ[カ]エヨッタ L2 
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付録26 形容動詞変化 

資料17．形容動詞変化 
意味 番 言い切り。 ア 
雑に AI001 [ザツ。 H0 
暇に AI002 [ヒマ。 H0 
好きに AI003 [ス]キ。 H1 
楽に AI004 [ラ]ク。 H1 
粋に AI005 イ[キ。 L0 
馬鹿に AI006 バ[カ。 L0 
初に AI007 ウ[ブ。 L0 
主に AI008 オ[モ。 L0 
歪に AI009 [イビツ。 H0 
嫌いに AI010 [キライ。 H0 
細かに AI011 [コマ]カ。 H2 
平らに AI012 [タイ]ラ。 H2 
愚かに AI013 [オ]ロカ。 H1 
哀れに AI014 [ア]ワレ。 H1 
がさつに AI015 ガ[サツ。, ガサ[ツ。 L0AB 
小柄に AI016 コ[ガラ。, コガ[ラ。 L0AB 
阿漕に AI017 ア[コ]ギ。 L2 
微かに AI018 カ[ス]カ。 L2 
意味 番 ～と言う（引用） ア 
雑に AI019 [ザツ]という H2 
暇に AI020 [ヒマ]という H2 
好きに AI021 [ス]キという H1 
楽に AI022 [ラ]クという H1 
粋に AI023 イ[キ]という L2 
馬鹿に AI024 バ[カ]という L2 
初に AI025 ウ[ブ]という L2 
主に AI026 オ[モ]という L2 
歪に AI027 [イビツ]という H3 
嫌いに AI028 [キライ]という H3 
細かに AI029 [コマ]カという H2 
平らに AI030 [タイ]ラという H2 
愚かに AI031 [オ]ロカという H1 
哀れに AI032 [ア]ワレという H1 
がさつに AI033 ガ[サツ]という, ガサ[ツ]という L3AB 
小柄に AI034 コ[ガラ]という, コガ[ラ]という L3AB 
阿漕に AI035 ア[コ]ギという L2 
微かに AI036 カ[ス]カという L2 
意味 番 ～か ア 
雑に AI037 [ザツか, [ザツ]か H0.(H)0 
暇に AI038 [ヒマか, [ヒマ]か H0.(H)0 
好きに AI039 [ス]キ[か, [ス]キか H1.(H)0 
楽に AI040 [ラ]ク[か, [ラ]クか H1.(H)0 
粋に AI041 イ[キか, イ[キ]か L0.(H)0 
馬鹿に AI042 バ[カか, バ[カ]か L0.(H)0 
初に AI043 ウ[ブか, ウ[ブ]か L0.(H)0 
主に AI044 オ[モか, オ[モ]か L0.(H)0 
歪に AI045 [イビツか, [イビツ]か H0.(H)0 
嫌いに AI046 [キライか, [キライ]か H0.(H)0 
細かに AI047 [コマ]カ[か, [コマ]カか H2.(H)0 
平らに AI048 [タイラか, [タイラ]か, [タイ]ラ[か, [タイ]ラか H0.(H)0, H2.(H)0 
愚かに AI049 [オ]ロカ[か, [オ]ロカか H1.(H)0 
哀れに AI050 [ア]ワレ[か, [ア]ワレか H1.(H)0 
がさつに AI051 ガ[サツか, ガ[サツ]か, ガサ[ツか, ガサ[ツ]か L0AB.(H)0 
小柄に AI052 コ[ガラか, コ[ガラ]か, コガ[ラか, コガ[ラ]か L0AB.(H)0 
阿漕に AI053 ア[コ]ギ[か, ア[コ]ギか L2.(H)0 
微かに AI054 カ[ス]カ[か, カ[ス]カか L2.(H)0 
意味 番 ～かえ ア 
雑に AI055 [ザツ]か.[え, [ザツ]か.え H2.(H)0 
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暇に AI056 [ヒマ]か.[え, [ヒマ]か.え H2.(H)0 
好きに AI057 [ス]キか.[え, [ス]キか.え H1.(H)0 
楽に AI058 [ラ]クか.[え, [ラ]クか.え H1.(H)0 
粋に AI059 イ[キ]か.[え, イ[キ]か.え L2.(H)0 
馬鹿に AI060 バ[カ]か.[え, バ[カ]か.え L2.(H)0 
初に AI061 ウ[ブ]か.[え, ウ[ブ]か.え L2.(H)0 
主に AI062 オ[モ]か.[え, オ[モ]か.え L2.(H)0 
歪に AI063 [イビツ]か.[え, [イビツ]か.え H3.(H)0 
嫌いに AI064 [キライ]か.[え, [キライ]か.え H3.(H)0 
細かに AI065 [コマ]カか.[え, [コマ]カか.え H2.(H)0 

平らに AI066 [タイラ]か.[え, [タイラ]か.え,
[タイ]ラか.[え, [タイ]ラか.え

H3.(H)0,  
H2.(H)0 

愚かに AI067 [オ]ロカか.[え, [オ]ロカか.え H1.(H)0 
哀れに AI068 [ア]ワレか.[え, [ア]ワレか.え H1.(H)0 

がさつに AI069 ガ[サツ]か.[え, ガ[サツ]か.え,
ガサ[ツ]か.[え, ガサ[ツ]か.え L3AB.(H)0 

小柄に AI070 コ[ガラ]か.[え, コ[ガラ]か.え,
コガ[ラ]か.[え, コガ[ラ]か.え L3AB.(H)0 

阿漕に AI071 ア[コ]ギか.[え, ア[コ]ギか.え L2.(H)0 
微かに AI072 カ[ス]カか.[え, カ[ス]カか.え L2.(H)0 
意味 番 ～でー(ぜー) ア 
雑に AI073 [ザツ]で[ー, [ザツ]でー H2.(L)0 
暇に AI074 [ヒマ]で[ー, [ヒマ]でー H2.(L)0 
好きに AI075 [ス]キで[ー, [ス]キでー H1.(L)0 
楽に AI076 [ラ]クで[ー, [ラ]クでー H1.(L)0 
粋に AI077 イ[キ]で[ー, イ[キ]でー L2.(L)0 
馬鹿に AI078 バ[カ]で[ー, バ[カ]でー L2.(L)0 
初に AI079 ウ[ブ]で[ー, ウ[ブ]でー L2.(L)0 
主に AI080 オ[モ]で[ー, オ[モ]でー L2.(L)0 
歪に AI081 [イビツ]で[ー, [イビツ]でー H3.(L)0 
嫌いに AI082 [キライ]で[ー, [キライ]でー H3.(L)0 
細かに AI083 [コマ]カで[ー, [コマ]カでー H2.(L)0 

平らに AI084 [タイラ]で[ー, [タイラ]でー,
[タイ]ラで[ー, [タイ]ラでー

H3.(L)0,  
H2.(L)0 

愚かに AI085 [オ]ロカで[ー, [オ]ロカでー H1.(L)0 
哀れに AI086 [ア]ワレで[ー, [ア]ワレでー H1.(L)0 

がさつに AI087 ガサツ]で[ー, ガサツ]でー,
ガサツ]で[ー, ガサツ]でー

L3AB.(L)0 

小柄に AI088 コガラ]で[ー, コガラ]でー,
コガラ]で[ー, コガラ]でー

L3AB.(L)0 

阿漕に AI089 ア[コ]ギで[ー, ア[コ]ギでー L2.(L)0 
微かに AI090 カ[ス]カで[ー, カ[ス]カでー L2.(L)0 
意味 番 ～ぞ ア 
雑に AI091 [ザツぞ, [ザツ]ぞ H0.(H)0 
暇に AI092 [ヒマぞ, [ヒマ]ぞ H0.(H)0 
好きに AI093 [ス]キ[ぞ, [ス]キぞ H1.(H)0 
楽に AI094 [ラ]ク[ぞ, [ラ]クぞ H1.(H)0 
粋に AI095 イ[キぞ, イ[キ]ぞ L0.(H)0 
馬鹿に AI096 バ[カぞ, バ[カ]ぞ L0.(H)0 
初に AI097 ウ[ブぞ, ウ[ブ]ぞ L0.(H)0 
主に AI098 オ[モぞ, オ[モ]ぞ L0.(H)0 
歪に AI099 [イビツぞ, [イビツ]ぞ H0.(H)0 
嫌いに AI100 [キライぞ, [キライ]ぞ H0.(H)0 
細かに AI101 [コマ]カ[ぞ, [コマ]カぞ H2.(H)0 
平らに AI102 [タイ]ラ[ぞ, [タイ]ラぞ H2.(H)0 
愚かに AI103 [オ]ロカ[ぞ, [オ]ロカぞ H1.(H)0 
哀れに AI104 [ア]ワレ[ぞ, [ア]ワレぞ H1.(H)0 
がさつに AI105 ガ[サツぞ, ガ[サツ]ぞ, ガサ[ツぞ, ガサ[ツ]ぞ L0AB.(H)0 
小柄に AI106 コ[ガラぞ, コ[ガラ]ぞ, コガ[ラぞ, コガ[ラ]ぞ L0AB.(H)0 
阿漕に AI107 ア[コ]ギ[ぞ, ア[コ]ギぞ L2.(H)0 
微かに AI108 カ[ス]カ[ぞ, カ[ス]カぞ L2.(H)0 
意味 番 ～ぜよ ア 
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雑に AI109 [ザツ]ぜ.[よ, [ザツ]ぜ.よ H2.(H)0 
暇に AI110 [ヒマ]ぜ.[よ, [ヒマ]ぜ.よ H2.(H)0 
好きに AI111 [ス]キぜ.[よ, [ス]キぜ.よ H1.(H)0 
楽に AI112 [ラ]クぜ.[よ, [ラ]クぜ.よ H1.(H)0 
粋に AI113 イ[キ]ぜ.[よ, イ[キ]ぜ.よ L2.(H)0 
馬鹿に AI114 バ[カ]ぜ.[よ, バ[カ]ぜ.よ L2.(H)0 
初に AI115 ウ[ブ]ぜ.[よ, ウ[ブ]ぜ.よ L2.(H)0 
主に AI116 オ[モ]ぜ.[よ, オ[モ]ぜ.よ L2.(H)0 
歪に AI117 [イビツ]ぜ.[よ, [イビツ]ぜ.よ H3.(H)0 
嫌いに AI118 [キライ]ぜ.[よ, [キライ]ぜ.よ H3.(H)0 
細かに AI119 [コマ]カぜ.[よ, [コマ]カぜ.よ H2.(H)0 

平らに AI120 [タイラ]ぜ.[よ, [タイラ]ぜ.よ,
[タイ]ラぜ.[よ, [タイ]ラぜ.よ

H3.(H)0,  
H2.(H)0 

愚かに AI121 [オ]ロカぜ.[よ, [オ]ロカぜ.よ H1.(H)0 
哀れに AI122 [ア]ワレぜ.[よ, [ア]ワレぜ.よ H1.(H)0 

がさつに AI123 ガ[サツ]ぜ.[よ, ガ[サツ]ぜ.よ,
ガサ[ツ]ぜ.[よ, ガサ[ツ]ぜ.よ L3AB.(H)0 

小柄に AI124 コ[ガラ]ぜ.[よ, コ[ガラ]ぜ.よ,
コガ[ラ]ぜ.[よ, コガ[ラ]ぜ.よ L3AB.(H)0 

阿漕に AI125 ア[コ]ギぜ.[よ, ア[コ]ギぜ.よ L2.(H)0 
微かに AI126 カ[ス]カぜ.[よ, カ[ス]カぜ.よ L2.(H)0 
意味 番 ～にかーらん（推量） ア 

雑に AI127 [ザツに.かーらん,
[ザツ]に.[かーらん, [ザツ]に.かーらん

H0.H0,  
H2.(H)0 

暇に AI128 [ヒマに.かーらん,
[ヒマ]に.[かーらん, [ヒマ]に.かーらん

H0.H0,  
H2.(H)0 

好きに AI129 [ス]キに.[かーらん, [ス]キに.かーらん H1.(H)0 
楽に AI130 [ラ]クに.[かーらん, [ラ]クに.かーらん H1.(H)0 

粋に AI131 イ[キに.かーらん,
イ[キ]に.[かーらん, イ[キ]に.かーらん

L0A.H0,  
L2.(H)0 

馬鹿に AI132 バ[カに.かーらん,
バ[カ]に.[かーらん, バ[カ]に.かーらん

L0A.H0,  
L2.(H)0 

初に AI133 ウ[ブ]に.[かーらん, ウ[ブ]に.かーらん L2.(H)0 
主に AI134 オ[モ]に.[かーらん, オ[モ]に.かーらん L2.(H)0 

歪に AI135 [イビツに.かーらん,
[イビツ]に.[かーらん, [イビツ]に.かーらん

H0.H0,  
H3.(H)0 

嫌いに AI136 [キライに.かーらん,
[キライ]に.[かーらん, [キライ]に.かーらん

H0.H0,  
H3.(H)0 

細かに AI137 [コマ]カに.[かーらん, [コマ]カに.かーらん H2.(H)0 

平らに AI138 [タイラに.かーらん,
[タイ]ラに.[かーらん, [タイ]ラに.かーらん

H0.H0,  
H2.(H)0 

愚かに AI139 [オ]ロカに.[かーらん, [オ]ロカに.かーらん H1.(H)0 
哀れに AI140 [ア]ワレに.[かーらん, [ア]ワレに.かーらん H1.(H)0 

がさつに AI141 
ガ[サツに.[かーらん, ガサ[ツに.かーらん,

ガ[サツ]に.[かーらん, ガ[サツ]に.かーらん,
ガサ[ツ]に.[かーらん, ガサ[ツ]に.かーらん

L0AB.H0,  
L3AB.(H)0 

小柄に AI142 
コ[ガラに.[かーらん, コガ[ラに.かーらん,

コ[ガラ]に.[かーらん, コ[ガラ]に.かーらん,
コガ[ラ]に.[かーらん, コガ[ラ]に.かーらん

L0AB.H0,  
L3AB.(H)0 

阿漕に AI143 ア[コ]ギに.[かーらん, ア[コ]ギに.かーらん L2.(H)0 
微かに AI144 カ[ス]カに.[かーらん, カ[ス]カに.かーらん L2.(H)0 
意味 番 ～に ア 
雑に AI145 [ザツに H0 
暇に AI146 [ヒマに H0 
好きに AI147 [ス]キに H1 
楽に AI148 [ラ]クに H1 
粋に AI149 イ[キに L0A 
馬鹿に AI150 バ[カに, バ[カ]に L0A, L2 
初に AI151 ウ[ブ]に L2 
主に AI152 オ[モ]に L2 
歪に AI153 [イビツに H0 
嫌いに AI154 [キライに H0 
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細かに AI155 [コマ]カに H2 
平らに AI156 [タイラに, [タイ]ラに H0, H2 
愚かに AI157 [オ]ロカに H1 
哀れに AI158 [ア]ワレに H1 
がさつに AI159 ガ[サツに, ガ[サツに L0AB 
小柄に AI160 コ[ガラに, コ[ガラに L0AB 
阿漕に AI161 ア[コ]ギに L2 
微かに AI162 カ[ス]カに L2 
意味 番 ～な。 ア 
雑に AI163 [ザツ]な。 H2 
暇に AI164 [ヒマ]な。 H2 
好きに AI165 [ス]キな。 H1 
楽に AI166 [ラ]クな。 H1 
粋に AI167 イ[キ]な。 L2 
馬鹿に AI168 バ[カ]な。 L2 
初に AI169 ウ[ブ]な。 L2 
主に AI170 オ[モ]な。 L2 
歪に AI171 [イビツ]な。 H3 
嫌いに AI172 [キライ]な。 H3 
細かに AI173 [コマカ]な。, [コマ]カな。 H3, H2 
平らに AI174 [タイラ]な。, [タイ]ラな。 H3, H2 
愚かに AI175 [オ]ロカな。 H1 
哀れに AI176 [ア]ワレな。 H1 
がさつに AI177 ガ[サツ]な。, ガサ[ツ]な。 L3AB 
小柄に AI178 コ[ガラ]な。, コガ[ラ]な。 L3AB 
阿漕に AI179 ア[コ]ギな。 L2 
微かに AI180 カ[ス]カな。 L2 
意味 番 ～なこと ア 
雑に AI181 [ザツ]な[こ]と H2.H1 
暇に AI182 [ヒマ]な[こ]と H2.H1 
好きに AI183 [ス]キな[こ]と H1.H1 
楽に AI184 [ラ]クな[こ]と H1.H1 
粋に AI185 イ[キ]な[こ]と L2.H1 
馬鹿に AI186 バ[カ]な[こ]と L2.H1 
初に AI187 ウ[ブ]な[こ]と L2.H1 
主に AI188 オ[モ]な[こ]と L2.H1 
歪に AI189 [イビツ]な[こ]と H3.H1 
嫌いに AI190 [キライ]な[こ]と H3.H1 
細かに AI191 [コマカ]な[こ]と, [コマ]カな[こ]と H3.H1, H2.H1 
平らに AI192 [タイラ]な[こ]と, [タイ]ラな[こ]と H3.H1, H2.H1 
愚かに AI193 [オ]ロカな[こ]と H1.H1 
哀れに AI194 [ア]ワレな[こ]と H1.H1 
がさつに AI195 ガ[サツ]な[こ]と, ガサ[ツ]な[こ]と L3AB.H1 
小柄に AI196 コ[ガラ]な[こ]と, コガ[ラ]な[こ]と L3AB.H1 
阿漕に AI197 ア[コ]ギな[こ]と L2.H1 
微かに AI198 カ[ス]カな[こ]と L2.H1 
意味 番 ～なのは（形式体言；標準語） ア 
雑に AI199 [ザツ]な.のわ H2 
暇に AI200 [ヒマ]な.のわ H2 
好きに AI201 [ス]キな.のわ H1 
楽に AI202 [ラ]クな.のわ H1 
粋に AI203 イ[キ]な.のわ L2 
馬鹿に AI204 バ[カ]な.のわ L2 
初に AI205 ウ[ブ]な.のわ L2 
主に AI206 オ[モ]な.のわ L2 
歪に AI207 [イビツ]な.のわ H3 
嫌いに AI208 [キライ]な.のわ H3 
細かに AI209 [コマ]カな.のわ H2 
平らに AI210 [タイラ]な.のわ, [タイ]ラな.のわ H3, H2 
愚かに AI211 [オ]ロカな.のわ H1 
哀れに AI212 [ア]ワレな.のわ H1 
がさつに AI213 ガ[サツ]な.のわ, ガサ[ツ]な.のわ L3AB 
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小柄に AI214 コ[ガラ]な.のわ, コガ[ラ]な.のわ L3AB 
阿漕に AI215 ア[コ]ギな.のわ L2 
微かに AI216 カ[ス]カな.のわ L2 
意味 番 ～ながは（形式体言；方言） ア 
雑に AI217 [ザツなが]わ, [ザツ]ながわ H4, H2 
暇に AI218 [ヒマなが]わ, [ヒマ]ながわ H4, H2 
好きに AI219 [スキなが]わ, [ス]キながわ H4, H1 
楽に AI220 [ラクなが]わ, [ラ]クながわ H4, H1 
粋に AI221 イ[キなが]わ, イ[キ]ながわ L4A, L2 
馬鹿に AI222 バ[カ]ながわ L2 
初に AI223 ウ[ブ]ながわ L2 
主に AI224 オ[モ]ながわ L2 
歪に AI225 [イビツ]ながわ H3 
嫌いに AI226 [キライなが]わ, [キライ]ながわ H5, H3 
細かに AI227 [コマカ]ながわ, [コマ]カながわ H3, H2 
平らに AI228 [タイラなが]わ, [タイラ]ながわ, [タイ]ラながわ H5, H3, H2 
愚かに AI229 [オ]ロカながわ H1 
哀れに AI230 [ア]ワレながわ H1 
がさつに AI231 ガ[サツ]ながわ, ガサ[ツ]ながわ L3AB 
小柄に AI232 コ[ガラ]ながわ, コガ[ラ]ながわ L3AB 
阿漕に AI233 ア[コ]ギながわ L2 
微かに AI234 カ[ス]カながわ L2 
意味 番 ～なら ア 
雑に AI235 [ザツな]ら, [ザツ]なら H0.(H)1 
暇に AI236 [ヒマな]ら, [ヒマ]なら H0.(H)1 
好きに AI237 [ス]キ[な]ら, [ス]キなら H1.(H)1 
楽に AI238 [ラ]ク[な]ら, [ラ]クなら H1.(H)1 
粋に AI239 イ[キな]ら, イキ[な]ら, イ[キ]なら L3AB, L2 
馬鹿に AI240 バ[カな]ら, バカ[な]ら, バ[カ]なら L3AB, L2 
初に AI241 ウ[ブな]ら, ウブ[な]ら, ウ[ブ]なら L3AB, L2 
主に AI242 オ[モな]ら, オモ[な]ら, オ[モ]なら L3AB, L2 
歪に AI243 [イビツな]ら, [イビツ]なら H0.(H)1 
嫌いに AI244 [キライな]ら, [キライ]なら H0.(H)1 

細かに AI245 [コマカな]ら, [コマカ]なら,
[コマ]カ[な]ら, [コマ]カなら

H0.(H)1,  
H2.(H)1 

平らに AI246 [タイラな]ら, [タイラ]なら,
[タイ]ラ[な]ら, [タイ]ラなら

H0.(H)1,  
H2.(H)1 

愚かに AI247 [オ]ロカ[な]ら, [オ]ロカなら H1.(H)1 
哀れに AI248 [ア]ワレ[な]ら, [ア]ワレなら H1.(H)1 
がさつに AI249 ガ[サツな]ら, ガ[サツ]なら, ガサ[ツ]なら L4A, L3AB 
小柄に AI250 コ[ガラな]ら, コ[ガラ]なら, コガ[ラ]なら L4A, L3AB 
阿漕に AI251 ア[コ]ギ[な]ら, ア[コ]ギなら L2.(H)1 
微かに AI252 カ[ス]カ[な]ら, カ[ス]カなら L2.(H)1 
意味 番 ～なろー ア 
雑に AI253 [ザツ]な.ろ[ー, [ザツ]な.ろー H2.(L)0 
暇に AI254 [ヒマ]な.ろ[ー, [ヒマ]な.ろー H2.(L)0 
好きに AI255 [ス]キな.ろ[ー, [ス]キな.ろー H1.(L)0 
楽に AI256 [ラ]クな.ろ[ー, [ラ]クな.ろー H1.(L)0 
粋に AI257 イ[キ]な.ろ[ー, イ[キ]な.ろー L2.(L)0 
馬鹿に AI258 バ[カ]な.ろ[ー, バ[カ]な.ろー L2.(L)0 
初に AI259 ウ[ブ]な.ろ[ー, ウ[ブ]な.ろー L2.(L)0 
主に AI260 オ[モ]な.ろ[ー, オ[モ]な.ろー L2.(L)0 
歪に AI261 [イビツ]な.ろ[ー, [イビツ]な.ろー H3.(L)0 
嫌いに AI262 [キライ]な.ろ[ー, [キライ]な.ろー H3.(L)0 
細かに AI263 [コマ]カな.ろ[ー, [コマ]カな.ろー H2.(L)0 

平らに AI264 [タイラ]な.ろ[ー, [タイラ]な.ろー,
[タイ]ラな.ろ[ー, [タイ]ラな.ろー

H3.(L)0,  
H2.(L)0 

愚かに AI265 [オ]ロカな.ろ[ー, [オ]ロカな.ろー H1.(L)0 
哀れに AI266 [ア]ワレな.ろ[ー, [ア]ワレな.ろー H1.(L)0 

がさつに AI267 ガ[サツ]な.ろ[ー, ガ[サツ]な.ろー,
ガサ[ツ]な.ろ[ー, ガサ[ツ]な.ろー

L3AB.(L)0 

小柄に AI268 コ[ガラ]な.ろ[ー, コ[ガラ]な.ろー, L3AB.(L)0 
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コガ[ラ]な.ろ[ー, コガ[ラ]な.ろー
阿漕に AI269 ア[コ]ギな.ろ[ー, ア[コ]ギな.ろー L2.(L)0 
微かに AI270 カ[ス]カな.ろ[ー, カ[ス]カな.ろー L2.(L)0 
意味 番 ～なかった（過去） ア 
雑に AI271 [ザツ]なかった H2 
暇に AI272 [ヒマ]なかった H2 
好きに AI273 [ス]キなかった H1 
楽に AI274 [ラ]クなかった H1 
粋に AI275 イ[キ]なかった L2 
馬鹿に AI276 バ[カ]なかった L2 
初に AI277 ウ[ブ]なかった L2 
主に AI278 オ[モ]なかった L2 
歪に AI279 [イビツ]なかった H3 
嫌いに AI280 [キライ]なかった H3 
細かに AI281 [コマ]カなかった H2 
平らに AI282 [タイラ]なかった, [タイ]ラなかった H3, H2 
愚かに AI283 [オ]ロカなかった H1 
哀れに AI284 [ア]ワレなかった H1 
がさつに AI285 ガ[サツ]なかった, ガサ[ツ]なかった L3AB 
小柄に AI286 コ[ガラ]なかった, コガ[ラ]なかった L3AB 
阿漕に AI287 ア[コ]ギなかった L2 
微かに AI288 カ[ス]カなかった L2 
意味 番 ～なき（だから） ア 
雑に AI289 [ザツ]なき H2 
暇に AI290 [ヒマ]なき H2 
好きに AI291 [ス]キなき H1 
楽に AI292 [ラ]クなき H1 
粋に AI293 イ[キ]なき L2 
馬鹿に AI294 バ[カ]なき L2 
初に AI295 ウ[ブ]なき L2 
主に AI296 オ[モ]なき L2 
歪に AI297 [イビツ]なき H3 
嫌いに AI298 [キライ]なき H3 
細かに AI299 [コマカ]なき, [コマ]カなき H3, H2 
平らに AI300 [タイラ]なき, [タイ]ラなき H3, H2 
愚かに AI301 [オ]ロカなき H1 
哀れに AI302 [ア]ワレなき H1 
がさつに AI303 ガ[サツ]なき, ガサ[ツ]なき L3AB 
小柄に AI304 コ[ガラ]なき, コガ[ラ]なき L3AB 
阿漕に AI305 ア[コ]ギなき L2 
微かに AI306 カ[ス]カなき L2 
意味 番 ～なけんど（だけれど） ア 

雑に AI307 [ザツ]な.[け]ん.[ど, [ザツ]な.[け]ん.ど,
[ザツ]な.けん.[ど, [ザツ]な.けん.ど H2.(H)1.(H)0 

暇に AI308 [ヒマ]な.[け]ん.[ど, [ヒマ]な.[け]ん.ど,
[ヒマ]な.けん.[ど, [ヒマ]な.けん.ど H2.(H)1.(H)0 

好きに AI309 [ス]キな.[け]ん.[ど, [ス]キな.[け]ん.ど,
[ス]キな.けん.[ど, [ス]キな.けん.ど H1.(H)1.(H)0 

楽に AI310 [ラ]クな.[け]ん.[ど, [ラ]クな.[け]ん.ど,
[ラ]クな.けん.[ど, [ラ]クな.けん.ど H1.(H)1.(H)0 

粋に AI311 イ[キ]な.[け]ん.[ど, イ[キ]な.[け]ん.ど,
イ[キ]な.けん.[ど, イ[キ]な.けん.ど L2.(H)1.(H)0 

馬鹿に AI312 バ[カ]な.[け]ん.[ど, バ[カ]な.[け]ん.ど,
バ[カ]な.けん.[ど, バ[カ]な.けん.ど L2.(H)1.(H)0 

初に AI313 ウ[ブ]な.[け]ん.[ど, ウ[ブ]な.[け]ん.ど,
ウ[ブ]な.けん.[ど, ウ[ブ]な.けん.ど L2.(H)1.(H)0 

主に AI314 オ[モ]な.[け]ん.[ど, オ[モ]な.[け]ん.ど,
オ[モ]な.けん.[ど, オ[モ]な.けん.ど L2.(H)1.(H)0 

歪に AI315 [イビツ]な.[け]ん.[ど, [イビツ]な.[け]ん.ど,
[イビツ]な.けん.[ど, [イビツ]な.けん.ど H3.(H)1.(H)0 

嫌いに AI316 [キライ]な.[け]ん.[ど, [キライ]な.[け]ん.ど,
[キライ]な.けん.[ど, [キライ]な.けん.ど H3.(H)1.(H)0 
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細かに AI317 

[コマカ]な.[け]ん.[ど, [コマカ]な.[け]ん.ど,
[コマカ]な.けん.[ど, [コマカ]な.けん.ど,

[コマ]カな.[け]ん.[ど, [コマ]カな.[け]ん.ど,
[コマ]カな.けん.[ど, [コマ]カな.けん.ど

H3.(H)1.(H)0,  
H2.(H)1.(H)0 

平らに AI318 

[タイラ]な.[け]ん.[ど, [タイラ]な.[け]ん.ど,
[タイラ]な.けん.[ど, [タイラ]な.けん.ど,

[タイ]ラな.[け]ん.[ど, [タイ]ラな.[け]ん.ど,
[タイ]ラな.けん.[ど, [タイ]ラな.けん.ど

H3.(H)1.(H)0,  
H2.(H)1.(H)0 

愚かに AI319 [オ]ロカな.[け]ん.[ど, [オ]ロカな.[け]ん.ど,
[オ]ロカな.けん.[ど, [オ]ロカな.けん.ど H1.(H)1.(H)0 

哀れに AI320 [ア]ワレな.[け]ん.[ど, [ア]ワレな.[け]ん.ど,
[ア]ワレな.けん.[ど, [ア]ワレな.けん.ど H1.(H)1.(H)0 

がさつに AI321 

ガ[サツ]な.[け]ん.[ど, ガ[サツ]な.[け]ん.ど,
ガ[サツ]な.けん.[ど, ガ[サツ]な.けん.ど,

ガサ[ツ]な.[け]ん.[ど, ガサ[ツ]な.[け]ん.ど,
ガサ[ツ]な.けん.[ど, ガサ[ツ]な.けん.ど

L3AB.(H)1.(H)0 

小柄に AI322 

コ[ガラ]な.[け]ん.[ど, コ[ガラ]な.[け]ん.ど,
コ[ガラ]な.けん.[ど, コ[ガラ]な.けん.ど,

コガ[ラ]な.[け]ん.[ど, コガ[ラ]な.[け]ん.ど,
コガ[ラ]な.けん.[ど, コガ[ラ]な.けん.ど

L3AB.(H)1.(H)0 

阿漕に AI323 ア[コ]ギな.[け]ん.[ど, ア[コ]ギな.[け]ん.ど,
ア[コ]ギな.けん.[ど, ア[コ]ギな.けん.ど L2.(H)1.(H)0 

微かに AI324 カ[ス]カな.[け]ん.[ど, カ[ス]カな.[け]ん.ど,
カ[ス]カな.けん.[ど, カ[ス]カな.けん.ど L2.(H)1.(H)0 

意味 番 ～なよ ア 
雑に AI325 [ザツ]な.[よ H2.H0 
暇に AI326 [ヒマ]な.[よ H2.H0 
好きに AI327 [ス]キな.[よ H1.H0 
楽に AI328 [ラ]クな.[よ H1.H0 
粋に AI329 イ[キ]な.[よ L2.H0 
馬鹿に AI330 バ[カ]な.[よ L2.H0 
初に AI331 ウ[ブ]な.[よ L2.H0 
主に AI332 オ[モ]な.[よ L2.H0 
歪に AI333 [イビツ]な.[よ H3.H0 
嫌いに AI334 [キライ]な.[よ H3.H0 
細かに AI335 [コマカ]な.[よ, [コマ]カな.[よ H3.H0, H2.H0 
平らに AI336 [タイラ]な.[よ, [タイ]ラな.[よ H3.H0, H2.H0 
愚かに AI337 [オ]ロカな.[よ H1.H0 
哀れに AI338 [ア]ワレな.[よ H1.H0 
がさつに AI339 ガ[サツ]な.[よ, ガサ[ツ]な.[よ L3AB.H0 
小柄に AI340 コ[ガラ]な.[よ, コガ[ラ]な.[よ L3AB.H0 
阿漕に AI341 ア[コ]ギな.[よ L2.H0 
微かに AI342 カ[ス]カな.[よ L2.H0 
意味 番 ～なでー(ぜー) ア 
雑に AI343 [ザツ]な.で[ー, [ザツ]な.でー H2.(L)0 
暇に AI344 [ヒマ]な.で[ー, [ヒマ]な.でー H2.(L)0 
好きに AI345 [ス]キな.で[ー, [ス]キな.でー H1.(L)0 
楽に AI346 [ラ]クな.で[ー, [ラ]クな.でー H1.(L)0 
粋に AI347 イ[キ]な.で[ー, イ[キ]な.でー L2.(L)0 
馬鹿に AI348 バ[カ]な.で[ー, バ[カ]な.でー L2.(L)0 
初に AI349 ウ[ブ]な.で[ー, ウ[ブ]な.でー L2.(L)0 
主に AI350 オ[モ]な.で[ー, オ[モ]な.でー L2.(L)0 
歪に AI351 [イビツ]な.で[ー, [イビツ]な.でー H3.(L)0 
嫌いに AI352 [キライ]な.で[ー, [キライ]な.でー H3.(L)0 

細かに AI353 [コマカ]な.で[ー, [コマカ]な.でー,
[コマ]カな.で[ー, [コマ]カな.でー

H3.(L)0,  
H2.(L)0 

平らに AI354 [タイラ]な.で[ー, [タイラ]な.でー,
[タイ]ラな.で[ー, [タイ]ラな.でー

H3.(L)0,  
H2.(L)0 

愚かに AI355 [オ]ロカな.で[ー, [オ]ロカな.でー H1.(L)0 
哀れに AI356 [ア]ワレな.で[ー, [ア]ワレな.でー H1.(L)0 

がさつに AI357 ガ[サツ]な.で[ー, ガ[サツ]な.でー,
ガサ[ツ]な.で[ー, ガサ[ツ]な.でー

L3AB.(L)0 



付録 26 形容動詞変化 

- 626 - 

 

小柄に AI358 コ[ガラ]な.で[ー, コ[ガラ]な.でー,
コガ[ラ]な.で[ー, コガ[ラ]な.でー

L3AB.(L)0 

阿漕に AI359 ア[コ]ギな.で[ー, ア[コ]ギな.でー L2.(L)0 
微かに AI360 カ[ス]カな.で[ー, カ[ス]カな.でー L2.(L)0 
意味 番 ～なぞ ア 
雑に AI361 [ザツ]な.[ぞ, [ザツ]な.ぞ H2.(H)0 
暇に AI362 [ヒマ]な.[ぞ, [ヒマ]な.ぞ H2.(H)0 
好きに AI363 [ス]キな.[ぞ, [ス]キな.ぞ H1.(H)0 
楽に AI364 [ラ]クな.[ぞ, [ラ]クな.ぞ H1.(H)0 
粋に AI365 イ[キ]な.[ぞ, イ[キ]な.ぞ L2.(H)0 
馬鹿に AI366 バ[カ]な.[ぞ, バ[カ]な.ぞ L2.(H)0 
初に AI367 ウ[ブ]な.[ぞ, ウ[ブ]な.ぞ L2.(H)0 
主に AI368 オ[モ]な.[ぞ, オ[モ]な.ぞ L2.(H)0 
歪に AI369 [イビツ]な.[ぞ, [イビツ]な.ぞ H3.(H)0 
嫌いに AI370 [キライ]な.[ぞ, [キライ]な.ぞ H3.(H)0 

細かに AI371 [コマカ]な.[ぞ, [コマカ]な.ぞ,
[コマ]カな.[ぞ, [コマ]カな.ぞ

H3.(H)0,  
H2.(H)0 

平らに AI372 [タイラ]な.[ぞ, [タイラ]な.ぞ,
[タイ]ラな.[ぞ, [タイ]ラな.ぞ

H3.(H)0,  
H2.(H)0 

愚かに AI373 [オ]ロカな.[ぞ, [オ]ロカな.ぞ H1.(H)0 
哀れに AI374 [ア]ワレな.[ぞ, [ア]ワレな.ぞ H1.(H)0 

がさつに AI375 ガ[サツ]な.[ぞ, ガ[サツ]な.ぞ,
ガサ[ツ]な.[ぞ, ガサ[ツ]な.ぞ L3AB.(H)0 

小柄に AI376 コ[ガラ]な.[ぞ, コ[ガラ]な.ぞ,
コガ[ラ]な.[ぞ, コガ[ラ]な.ぞ L3AB.(H)0 

阿漕に AI377 ア[コ]ギな.[ぞ, ア[コ]ギな.ぞ L2.(H)0 
微かに AI378 カ[ス]カな.[ぞ, カ[ス]カな.ぞ L2.(H)0 
意味 番 ～なねー（だねえ） ア 
雑に AI379 [ザツ]な.[ね]ー H2.H1 
暇に AI380 [ヒマ]な.[ね]ー H2.H1 
好きに AI381 [ス]キな.[ね]ー H1.H1 
楽に AI382 [ラ]クな.[ね]ー H1.H1 
粋に AI383 イ[キ]な.[ね]ー L2.H1 
馬鹿に AI384 バ[カ]な.[ね]ー L2.H1 
初に AI385 ウ[ブ]な.[ね]ー L2.H1 
主に AI386 オ[モ]な.[ね]ー L2.H1 
歪に AI387 [イビツ]な.[ね]ー H3.H1 
嫌いに AI388 [キライ]な.[ね]ー H3.H1 
細かに AI389 [コマ]カな.[ね]ー H2.H1 
平らに AI390 [タイラ]な.[ね]ー, [タイ]ラな.[ね]ー H3.H1, H2.H1 
愚かに AI391 [オ]ロカな.[ね]ー H1.H1 
哀れに AI392 [ア]ワレな.[ね]ー H1.H1 
がさつに AI393 ガ[サツ]な.[ね]ー, ガサ[ツ]な.[ね]ー L3AB.H1 
小柄に AI394 コ[ガラ]な.[ね]ー, コガ[ラ]な.[ね]ー L3AB.H1 
阿漕に AI395 ア[コ]ギな.[ね]ー L2.H1 
微かに AI396 カ[ス]カな.[ね]ー L2.H1 
意味 番 ～なのー(し) ア 
雑に AI397 [ザツ]な.[の]ー(し) H2.H1 
暇に AI398 [ヒマ]な.[の]ー(し) H2.H1 
好きに AI399 [ス]キな.[の]ー(し) H1.H1 
楽に AI400 [ラ]クな.[の]ー(し) H1.H1 
粋に AI401 イ[キ]な.[の]ー(し) L2.H1 
馬鹿に AI402 バ[カ]な.[の]ー(し) L2.H1 
初に AI403 ウ[ブ]な.[の]ー(し) L2.H1 
主に AI404 オ[モ]な.[の]ー(し) L2.H1 
歪に AI405 [イビツ]な.[の]ー(し) H3.H1 
嫌いに AI406 [キライ]な.[の]ー(し) H3.H1 
細かに AI407 [コマ]カな.[の]ー(し) H2.H1 
平らに AI408 [タイラ]な.[の]ー(し), [タイ]ラな.[の]ー(し) H3.H1, H2.H1 
愚かに AI409 [オ]ロカな.[の]ー(し) H1.H1 
哀れに AI410 [ア]ワレな.[の]ー(し) H1.H1 
がさつに AI411 ガ[サツ]な.[の]ー(し), ガサ[ツ]な.[の]ー(し) L3AB.H1 



付録 26 形容動詞変化 

- 627 - 

 

小柄に AI412 コ[ガラ]な.[の]ー(し), コガ[ラ]な.[の]ー(し) L3AB.H1 
阿漕に AI413 ア[コ]ギな.[の]ー(し) L2.H1 
微かに AI414 カ[ス]カな.[の]ー(し) L2.H1 
意味 番 ～なわ（だわ） ア 
雑に AI415 [ザツ]なわ H2 
暇に AI416 [ヒマ]なわ H2 
好きに AI417 [ス]キなわ H1 
楽に AI418 [ラ]クなわ H1 
粋に AI419 イ[キ]なわ L2 
馬鹿に AI420 バ[カ]なわ L2 
初に AI421 ウ[ブ]なわ L2 
主に AI422 オ[モ]なわ L2 
歪に AI423 [イビツ]なわ H3 
嫌いに AI424 [キライ]なわ H3 
細かに AI425 [コマカ]なわ, [コマ]カなわ H3, H2 
平らに AI426 [タイラ]なわ, [タイ]ラなわ H3, H2 
愚かに AI427 [オ]ロカなわ H1 
哀れに AI428 [ア]ワレなわ H1 
がさつに AI429 ガ[サツ]なわ, ガサ[ツ]なわ L3AB 
小柄に AI430 コ[ガラ]なわ, コガ[ラ]なわ L3AB 
阿漕に AI431 ア[コ]ギなわ L2 
微かに AI432 カ[ス]カなわ L2 
意味 番 ～なぜよ ア 
雑に AI433 [ザツ]な.ぜ[よ, [ザツ]な.ぜよ H2.(L)0 
暇に AI434 [ヒマ]な.ぜ[よ, [ヒマ]な.ぜよ H2.(L)0 
好きに AI435 [ス]キな.ぜ[よ, [ス]キな.ぜよ H1.(L)0 
楽に AI436 [ラ]クな.ぜ[よ, [ラ]クな.ぜよ H1.(L)0 
粋に AI437 イ[キ]な.ぜ[よ, イ[キ]な.ぜよ L2.(L)0 
馬鹿に AI438 バ[カ]な.ぜ[よ, バ[カ]な.ぜよ L2.(L)0 
初に AI439 ウ[ブ]な.ぜ[よ, ウ[ブ]な.ぜよ L2.(L)0 
主に AI440 オ[モ]な.ぜ[よ, オ[モ]な.ぜよ L2.(L)0 
歪に AI441 [イビツ]な.ぜ[よ, [イビツ]な.ぜよ H3.(L)0 
嫌いに AI442 [キライ]な.ぜ[よ, [キライ]な.ぜよ H3.(L)0 

細かに AI443 [コマカ]な.ぜ[よ, [コマカ]な.ぜよ,
[コマ]カな.ぜ[よ, [コマ]カな.ぜよ

H3.(L)0,  
H2.(L)0 

平らに AI444 [タイラ]な.ぜ[よ, [タイラ]な.ぜよ,
[タイ]ラな.ぜ[よ, [タイ]ラな.ぜよ

H3.(L)0,  
H2.(L)0 

愚かに AI445 [オ]ロカな.ぜ[よ, [オ]ロカな.ぜよ H1.(L)0 
哀れに AI446 [ア]ワレな.ぜ[よ, [ア]ワレな.ぜよ H1.(L)0 

がさつに AI447 ガ[サツ]な.ぜ[よ, ガ[サツ]な.ぜよ,
ガサ[ツ]な.ぜ[よ, ガサ[ツ]な.ぜよ

L3AB.(L)0 

小柄に AI448 コ[ガラ]な.ぜ[よ, コ[ガラ]な.ぜよ,
コガ[ラ]な.ぜ[よ, コガ[ラ]な.ぜよ

L3AB.(L)0 

阿漕に AI449 ア[コ]ギな.ぜ[よ, ア[コ]ギな.ぜよ L2.(L)0 
微かに AI450 カ[ス]カな.ぜ[よ, カ[ス]カな.ぜよ L2.(L)0 
意味 番 ～で ア 
雑に AI451 [ザツで H0 
暇に AI452 [ヒマで H0 
好きに AI453 [ス]キで H1 
楽に AI454 [ラ]クで H1 
粋に AI455 イ[キで, イキ[で L0AB 
馬鹿に AI456 バ[カで, バカ[で, バ[カ]で L0AB, L2 
初に AI457 ウ[ブ]で L2 
主に AI458 オ[モ]で L2 
歪に AI459 [イビツで H0 
嫌いに AI460 [キライで H0 
細かに AI461 [コマ]カで H2 
平らに AI462 [タイ]ラで H2 
愚かに AI463 [オ]ロカで H1 
哀れに AI464 [ア]ワレで H1 
がさつに AI465 ガ[サツで, ガサ[ツで L0AB 
小柄に AI466 コ[ガラで, コガ[ラで L0AB 
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阿漕に AI467 ア[コ]ギで L2 
微かに AI468 カ[ス]カで L2 
意味 番 ～でも ア 
雑に AI469 [ザツで]も, [ザツ]でも H3, H2 
暇に AI470 [ヒマで]も, [ヒマ]でも H3, H2 
好きに AI471 [ス]キでも H1 
楽に AI472 [ラ]クでも H1 
粋に AI473 イ[キで]も, イキ[で]も L3AB 
馬鹿に AI474 バ[カで]も, バカ[で]も, バ[カ]でも L3AB, L2 
初に AI475 ウ[ブで]も, ウブ[で]も, ウ[ブ]でも L3AB, L2 
主に AI476 オ[モで]も, オモ[で]も, オ[モ]でも L3AB, L2 
歪に AI477 [イビツで]も, [イビツ]でも H4, H3 
嫌いに AI478 [キライで]も, [キライ]でも H4, H3 
細かに AI479 [コマ]カでも H2 
平らに AI480 [タイ]ラでも H2 
愚かに AI481 [オ]ロカでも H1 
哀れに AI482 [ア]ワレでも H1 
がさつに AI483 ガ[サツで]も, ガ[サツ]でも, ガサ[ツ]でも L4A, L3AB 
小柄に AI484 コ[ガラで]も, コ[ガラ]でも, コガ[ラ]でも L4A, L3AB 
阿漕に AI485 ア[コ]ギでも L2 
微かに AI486 カ[ス]カでも L2 
意味 番 ～じゃ無い ア 
雑に AI487 [ザツ]じゃ[な]い H2.H1 
暇に AI488 [ヒマ]じゃ[な]い H2.H1 
好きに AI489 [ス]キじゃ[な]い H1.H1 
楽に AI490 [ラ]クじゃ[な]い H1.H1 
粋に AI491 イ[キ]じゃ[な]い L2.H1 
馬鹿に AI492 バ[カ]じゃ[な]い L2.H1 
初に AI493 ウ[ブ]じゃ[な]い L2.H1 
主に AI494 オ[モ]じゃ[な]い L2.H1 
歪に AI495 [イビツ]じゃ[な]い H3.H1 
嫌いに AI496 [キライ]じゃ[な]い H3.H1 
細かに AI497 [コマ]カじゃ[な]い H2.H1 
平らに AI498 [タイラ]じゃ[な]い, [タイ]ラじゃ[な]い H3.H1, H2.H1 
愚かに AI499 [オ]ロカじゃ[な]い H1.H1 
哀れに AI500 [ア]ワレじゃ[な]い H1.H1 
がさつに AI501 ガ[サツ]じゃ[な]い, ガサ[ツ]じゃ[な]い L3AB.H1 
小柄に AI502 コ[ガラ]じゃ[な]い, コガ[ラ]じゃ[な]い L3AB.H1 
阿漕に AI503 ア[コ]ギじゃ[な]い L2.H1 
微かに AI504 カ[ス]カじゃ[な]い L2.H1 
意味 番 ～じゃ無かった ア 
雑に AI505 [ザツ]じゃ[な]かった H2.H1 
暇に AI506 [ヒマ]じゃ[な]かった H2.H1 
好きに AI507 [ス]キじゃ[な]かった H1.H1 
楽に AI508 [ラ]クじゃ[な]かった H1.H1 
粋に AI509 イ[キ]じゃ[な]かった L2.H1 
馬鹿に AI510 バ[カ]じゃ[な]かった L2.H1 
初に AI511 ウ[ブ]じゃ[な]かった L2.H1 
主に AI512 オ[モ]じゃ[な]かった L2.H1 
歪に AI513 [イビツ]じゃ[な]かった H3.H1 
嫌いに AI514 [キライ]じゃ[な]かった H3.H1 
細かに AI515 [コマカ]じゃ[な]かった, [コマ]カじゃ[な]かった H3.H1, H2.H1 
平らに AI516 [タイラ]じゃ[な]かった, [タイ]ラじゃ[な]かった H3.H1, H2.H1 
愚かに AI517 [オ]ロカじゃ[な]かった H1.H1 
哀れに AI518 [ア]ワレじゃ[な]かった H1.H1 
がさつに AI519 ガ[サツ]じゃ[な]かった, ガサ[ツ]じゃ[な]かった L3AB.H1 
小柄に AI520 コ[ガラ]じゃ[な]かった, コガ[ラ]じゃ[な]かった L3AB.H1 
阿漕に AI521 ア[コ]ギじゃ[な]かった L2.H1 
微かに AI522 カ[ス]カじゃ[な]かった L2.H1 
意味 番 ～じゃ（断定） ア 
雑に AI523 [ザツ]じゃ H2 
暇に AI524 [ヒマ]じゃ H2 
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好きに AI525 [ス]キじゃ H1 
楽に AI526 [ラ]クじゃ H1 
粋に AI527 イ[キ]じゃ L2 
馬鹿に AI528 バ[カ]じゃ L2 
初に AI529 ウ[ブ]じゃ L2 
主に AI530 オ[モ]じゃ L2 
歪に AI531 [イビツ]じゃ H3 
嫌いに AI532 [キライ]じゃ H3 
細かに AI533 [コマ]カじゃ H2 
平らに AI534 [タイラ]じゃ, [タイ]ラじゃ H3, H2 
愚かに AI535 [オ]ロカじゃ H1 
哀れに AI536 [ア]ワレじゃ H1 
がさつに AI537 ガ[サツ]じゃ, ガサ[ツ]じゃ L3AB 
小柄に AI538 コ[ガラ]じゃ, コガ[ラ]じゃ L3AB 
阿漕に AI539 ア[コ]ギじゃ L2 
微かに AI540 カ[ス]カじゃ L2 
意味 番 ～じゃったら ア 
雑に AI541 [ザツ]じゃったら H2 
暇に AI542 [ヒマ]じゃったら H2 
好きに AI543 [ス]キじゃったら H1 
楽に AI544 [ラ]クじゃったら H1 
粋に AI545 イ[キ]じゃったら L2 
馬鹿に AI546 バ[カ]じゃったら L2 
初に AI547 ウ[ブ]じゃったら L2 
主に AI548 オ[モ]じゃったら L2 
歪に AI549 [イビツ]じゃったら H3 
嫌いに AI550 [キライ]じゃったら H3 
細かに AI551 [コマ]カじゃったら H2 
平らに AI552 [タイラ]じゃったら, [タイ]ラじゃったら H3, H2 
愚かに AI553 [オ]ロカじゃったら H1 
哀れに AI554 [ア]ワレじゃったら H1 
がさつに AI555 ガ[サツ]じゃったら, ガサ[ツ]じゃったら L3AB 
小柄に AI556 コ[ガラ]じゃったら, コガ[ラ]じゃったら L3AB 
阿漕に AI557 ア[コ]ギじゃったら L2 
微かに AI558 カ[ス]カじゃったら L2 
意味 番 ～じゃろー ア 
雑に AI559 [ザツ]じゃろ[ー, [ザツ]じゃろー H2.(L)0 
暇に AI560 [ヒマ]じゃろ[ー, [ヒマ]じゃろー H2.(L)0 
好きに AI561 [ス]キじゃろ[ー, [ス]キじゃろー H1.(L)0 
楽に AI562 [ラ]クじゃろ[ー, [ラ]クじゃろー H1.(L)0 
粋に AI563 イ[キ]じゃろ[ー, イ[キ]じゃろー L2.(L)0 
馬鹿に AI564 バ[カ]じゃろ[ー, バ[カ]じゃろー L2.(L)0 
初に AI565 ウ[ブ]じゃろ[ー, ウ[ブ]じゃろー L2.(L)0 
主に AI566 オ[モ]じゃろ[ー, オ[モ]じゃろー L2.(L)0 
歪に AI567 [イビツ]じゃろ[ー, [イビツ]じゃろー H3.(L)0 
嫌いに AI568 [キライ]じゃろ[ー, [キライ]じゃろー H3.(L)0 
細かに AI569 [コマ]カじゃろ[ー, [コマ]カじゃろー H2.(L)0 

平らに AI570 [タイラ]じゃろ[ー, [タイラ]じゃろー,
[タイ]ラじゃろ[ー, [タイ]ラじゃろー

H3.(L)0,  
H2.(L)0 

愚かに AI571 [オ]ロカじゃろ[ー, [オ]ロカじゃろー H1.(L)0 
哀れに AI572 [ア]ワレじゃろ[ー, [ア]ワレじゃろー H1.(L)0 

がさつに AI573 ガ[サツ]じゃろ[ー, ガ[サツ]じゃろー,
ガサ[ツ]じゃろ[ー, ガサ[ツ]じゃろー

L3AB.(L)0 

小柄に AI574 コ[ガラ]じゃろ[ー, コ[ガラ]じゃろー,
コガ[ラ]じゃろ[ー, コガ[ラ]じゃろー

L3AB.(L)0 

阿漕に AI575 ア[コ]ギじゃろ[ー, ア[コ]ギじゃろー L2.(L)0 
微かに AI576 カ[ス]カじゃろ[ー, カ[ス]カじゃろー L2.(L)0 
意味 番 ～じゃった ア 
雑に AI577 [ザツ]じゃった H2 
暇に AI578 [ヒマ]じゃった H2 
好きに AI579 [ス]キじゃった H1 
楽に AI580 [ラ]クじゃった H1 
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粋に AI581 イ[キ]じゃった L2 
馬鹿に AI582 バ[カ]じゃった L2 
初に AI583 ウ[ブ]じゃった L2 
主に AI584 オ[モ]じゃった L2 
歪に AI585 [イビツ]じゃった H3 
嫌いに AI586 [キライ]じゃった H3 
細かに AI587 [コマ]カじゃった H2 
平らに AI588 [タイラ]じゃった, [タイ]ラじゃった H3, H2 
愚かに AI589 [オ]ロカじゃった H1 
哀れに AI590 [ア]ワレじゃった H1 
がさつに AI591 ガ[サツ]じゃった, ガサ[ツ]じゃった L3AB 
小柄に AI592 コ[ガラ]じゃった, コガ[ラ]じゃった L3AB 
阿漕に AI593 ア[コ]ギじゃった L2 
微かに AI594 カ[ス]カじゃった L2 
意味 番 ～じゃったにかーらん（過去推量） ア 

雑に AI595 [ザツ]じゃったに.[かーらん,
[ザツ]じゃったに.かーらん

H2.(H)0 

暇に AI596 [ヒマ]じゃったに.[かーらん,
[ヒマ]じゃったに.かーらん

H2.(H)0 

好きに AI597 [ス]キじゃったに.[かーらん,
[ス]キじゃったに.かーらん

H1.(H)0 

楽に AI598 [ラ]クじゃったに.[かーらん,
[ラ]クじゃったに.かーらん

H1.(H)0 

粋に AI599 イ[キ]じゃったに.[かーらん,
イ[キ]じゃったに.かーらん

L2.(H)0 

馬鹿に AI600 バ[カ]じゃったに.[かーらん,
バ[カ]じゃったに.かーらん

L2.(H)0 

初に AI601 ウ[ブ]じゃったに.[かーらん,
ウ[ブ]じゃったに.かーらん

L2.(H)0 

主に AI602 オ[モ]じゃったに.[かーらん,
オ[モ]じゃったに.かーらん

L2.(H)0 

歪に AI603 [イビツ]じゃったに.[かーらん,
[イビツ]じゃったに.かーらん

H3.(H)0 

嫌いに AI604 [キライ]じゃったに.[かーらん,
[キライ]じゃったに.かーらん

H3.(H)0 

細かに AI605 [コマ]カじゃったに.[かーらん,
[コマ]カじゃったに.かーらん

H2.(H)0 

平らに AI606 

[タイラ]じゃったに.[かーらん,
[タイラ]じゃったに.かーらん,

[タイ]ラじゃったに.[かーらん,
[タイ]ラじゃったに.かーらん

H3.(H)0,  
H2.(H)0 

愚かに AI607 [オ]ロカじゃったに.[かーらん,
[オ]ロカじゃったに.かーらん

H1.(H)0 

哀れに AI608 [ア]ワレじゃったに.[かーらん,
[ア]ワレじゃったに.かーらん

H1.(H)0 

がさつに AI609 

ガ[サツ]じゃったに.[かーらん,
ガ[サツ]じゃったに.かーらん,
ガサ[ツ]じゃったに.[かーらん,
ガサ[ツ]じゃったに.かーらん

L3AB.(H)0 

小柄に AI610 

コ[ガラ]じゃったに.[かーらん,
コ[ガラ]じゃったに.かーらん,
コガ[ラ]じゃったに.[かーらん,
コガ[ラ]じゃったに.かーらん

L3AB.(H)0 

阿漕に AI611 ア[コ]ギじゃったに.[かーらん,
ア[コ]ギじゃったに.かーらん

L2.(H)0 

微かに AI612 カ[ス]カじゃったに.[かーらん,
カ[ス]カじゃったに.かーらん

L2.(H)0 

意味 番 ～じゃき（だから） ア 
雑に AI613 [ザツ]じゃき H2 
暇に AI614 [ヒマ]じゃき H2 
好きに AI615 [ス]キじゃき H1 
楽に AI616 [ラ]クじゃき H1 
粋に AI617 イ[キ]じゃき L2 
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馬鹿に AI618 バ[カ]じゃき L2 
初に AI619 ウ[ブ]じゃき L2 
主に AI620 オ[モ]じゃき L2 
歪に AI621 [イビツ]じゃき H3 
嫌いに AI622 [キライ]じゃき H3 
細かに AI623 [コマ]カじゃき H2 
平らに AI624 [タイラ]じゃき, [タイ]ラじゃき H3, H2 
愚かに AI625 [オ]ロカじゃき H1 
哀れに AI626 [ア]ワレじゃき H1 
がさつに AI627 ガ[サツ]じゃき, ガサ[ツ]じゃき L3AB 
小柄に AI628 コ[ガラ]じゃき, コガ[ラ]じゃき L3AB 
阿漕に AI629 ア[コ]ギじゃき L2 
微かに AI630 カ[ス]カじゃき L2 
意味 番 ～じゃけんど（だけれど） ア 

雑に AI631 [ザツ]じゃ.[け]ん.[ど, [ザツ]じゃ.[け]ん.ど,
[ザツ]じゃ.けん.[ど, [ザツ]じゃ.けん.ど H2.(H)1.(H)0 

暇に AI632 [ヒマ]じゃ.[け]ん.[ど, [ヒマ]じゃ.[け]ん.ど,
[ヒマ]じゃ.けん.[ど, [ヒマ]じゃ.けん.ど H2.(H)1.(H)0 

好きに AI633 [ス]キじゃ.[け]ん.[ど, [ス]キじゃ.[け]ん.ど,
[ス]キじゃ.けん.[ど, [ス]キじゃ.けん.ど H1.(H)1.(H)0 

楽に AI634 [ラ]クじゃ.[け]ん.[ど, [ラ]クじゃ.[け]ん.ど,
[ラ]クじゃ.けん.[ど, [ラ]クじゃ.けん.ど H1.(H)1.(H)0 

粋に AI635 イ[キ]じゃ.[け]ん.[ど, イ[キ]じゃ.[け]ん.ど,
イ[キ]じゃ.けん.[ど, イ[キ]じゃ.けん.ど L2.(H)1.(H)0 

馬鹿に AI636 バ[カ]じゃ.[け]ん.[ど, バ[カ]じゃ.[け]ん.ど,
バ[カ]じゃ.けん.[ど, バ[カ]じゃ.けん.ど L2.(H)1.(H)0 

初に AI637 ウ[ブ]じゃ.[け]ん.[ど, ウ[ブ]じゃ.[け]ん.ど,
ウ[ブ]じゃ.けん.[ど, ウ[ブ]じゃ.けん.ど L2.(H)1.(H)0 

主に AI638 オ[モ]じゃ.[け]ん.[ど, オ[モ]じゃ.[け]ん.ど,
オ[モ]じゃ.けん.[ど, オ[モ]じゃ.けん.ど L2.(H)1.(H)0 

歪に AI639 [イビツ]じゃ.[け]ん.[ど, [イビツ]じゃ.[け]ん.ど,
[イビツ]じゃ.けん.[ど, [イビツ]じゃ.けん.ど H3.(H)1.(H)0 

嫌いに AI640 [キライ]じゃ.[け]ん.[ど, [キライ]じゃ.[け]ん.ど,
[キライ]じゃ.けん.[ど, [キライ]じゃ.けん.ど H3.(H)1.(H)0 

細かに AI641 [コマ]カじゃ.[け]ん.[ど, [コマ]カじゃ.[け]ん.ど,
[コマ]カじゃ.けん.[ど, [コマ]カじゃ.けん.ど H2.(H)1.(H)0 

平らに AI642 

[タイラ]じゃ.[け]ん.[ど, [タイラ]じゃ.[け]ん.ど,
[タイラ]じゃ.けん.[ど, [タイラ]じゃ.けん.ど,

[タイ]ラじゃ.[け]ん.[ど, [タイ]ラじゃ.[け]ん.ど,
[タイ]ラじゃ.けん.[ど, [タイ]ラじゃ.けん.ど

H3.(H)1.(H)0,  
H2.(H)1.(H)0 

愚かに AI643 [オ]ロカじゃ.[け]ん.[ど, [オ]ロカじゃ.[け]ん.ど,
[オ]ロカじゃ.けん.[ど, [オ]ロカじゃ.けん.ど H1.(H)1.(H)0 

哀れに AI644 [ア]ワレじゃ.[け]ん.[ど, [ア]ワレじゃ.[け]ん.ど,
[ア]ワレじゃ.けん.[ど, [ア]ワレじゃ.けん.ど H1.(H)1.(H)0 

がさつに AI645 

ガ[サツ]じゃ.[け]ん.[ど, ガ[サツ]じゃ.[け]ん.ど,
ガ[サツ]じゃ.けん.[ど, ガ[サツ]じゃ.けん.ど,

ガサ[ツ]じゃ.[け]ん.[ど, ガサ[ツ]じゃ.[け]ん.ど,
ガサ[ツ]じゃ.けん.[ど, ガサ[ツ]じゃ.けん.ど

L3AB.(H)1.(H)0 

小柄に AI646 

コ[ガラ]じゃ.[け]ん.[ど, コ[ガラ]じゃ.[け]ん.ど,
コ[ガラ]じゃ.けん.[ど, コ[ガラ]じゃ.けん.ど,

コガ[ラ]じゃ.[け]ん.[ど, コガ[ラ]じゃ.[け]ん.ど,
コガ[ラ]じゃ.けん.[ど, コガ[ラ]じゃ.けん.ど

L3AB.(H)1.(H)0 

阿漕に AI647 ア[コ]ギじゃ.[け]ん.[ど, ア[コ]ギじゃ.[け]ん.ど,
ア[コ]ギじゃ.けん.[ど, ア[コ]ギじゃ.けん.ど L2.(H)1.(H)0 

微かに AI648 カ[ス]カじゃ.[け]ん.[ど, カ[ス]カじゃ.[け]ん.ど,
カ[ス]カじゃ.けん.[ど, カ[ス]カじゃ.けん.ど L2.(H)1.(H)0 

意味 番 ～じゃよ ア 
雑に AI649 [ザツ]じゃ.[よ H2.H0 
暇に AI650 [ヒマ]じゃ.[よ H2.H0 
好きに AI651 [ス]キじゃ.[よ H1.H0 
楽に AI652 [ラ]クじゃ.[よ H1.H0 
粋に AI653 イ[キ]じゃ.[よ L2.H0 
馬鹿に AI654 バ[カ]じゃ.[よ L2.H0 
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初に AI655 ウ[ブ]じゃ.[よ L2.H0 
主に AI656 オ[モ]じゃ.[よ L2.H0 
歪に AI657 [イビツ]じゃ.[よ H3.H0 
嫌いに AI658 [キライ]じゃ.[よ H3.H0 
細かに AI659 [コマカ]じゃ.[よ, [コマ]カじゃ.[よ H3.H0, H2.H0 
平らに AI660 [タイラ]じゃ.[よ, [タイ]ラじゃ.[よ H3.H0, H2.H0 
愚かに AI661 [オ]ロカじゃ.[よ H1.H0 
哀れに AI662 [ア]ワレじゃ.[よ H1.H0 
がさつに AI663 ガ[サツ]じゃ.[よ, ガサ[ツ]じゃ.[よ L3AB.H0 
小柄に AI664 コ[ガラ]じゃ.[よ, コガ[ラ]じゃ.[よ L3AB.H0 
阿漕に AI665 ア[コ]ギじゃ.[よ L2.H0 
微かに AI666 カ[ス]カじゃ.[よ L2.H0 
意味 番 ～じゃねー（だねえ） ア 
雑に AI667 [ザツ]じゃ.[ね]ー H2.H1 
暇に AI668 [ヒマ]じゃ.[ね]ー H2.H1 
好きに AI669 [ス]キじゃ.[ね]ー H1.H1 
楽に AI670 [ラ]クじゃ.[ね]ー H1.H1 
粋に AI671 イ[キ]じゃ.[ね]ー L2.H1 
馬鹿に AI672 バ[カ]じゃ.[ね]ー L2.H1 
初に AI673 ウ[ブ]じゃ.[ね]ー L2.H1 
主に AI674 オ[モ]じゃ.[ね]ー L2.H1 
歪に AI675 [イビツ]じゃ.[ね]ー H3.H1 
嫌いに AI676 [キライ]じゃ.[ね]ー H3.H1 
細かに AI677 [コマ]カじゃ.[ね]ー H2.H1 
平らに AI678 [タイラ]じゃ.[ね]ー, [タイ]ラじゃ.[ね]ー H3.H1, H2.H1 
愚かに AI679 [オ]ロカじゃ.[ね]ー H1.H1 
哀れに AI680 [ア]ワレじゃ.[ね]ー H1.H1 
がさつに AI681 ガ[サツ]じゃ.[ね]ー, ガサ[ツ]じゃ.[ね]ー L3AB.H1 
小柄に AI682 コ[ガラ]じゃ.[ね]ー, コガ[ラ]じゃ.[ね]ー L3AB.H1 
阿漕に AI683 ア[コ]ギじゃ.[ね]ー L2.H1 
微かに AI684 カ[ス]カじゃ.[ね]ー L2.H1 
意味 番 ～じゃのー(し) ア 
雑に AI685 [ザツ]じゃ.[の]ー(し) H2.H1 
暇に AI686 [ヒマ]じゃ.[の]ー(し) H2.H1 
好きに AI687 [ス]キじゃ.[の]ー(し) H1.H1 
楽に AI688 [ラ]クじゃ.[の]ー(し) H1.H1 
粋に AI689 イ[キ]じゃ.[の]ー(し) L2.H1 
馬鹿に AI690 バ[カ]じゃ.[の]ー(し) L2.H1 
初に AI691 ウ[ブ]じゃ.[の]ー(し) L2.H1 
主に AI692 オ[モ]じゃ.[の]ー(し) L2.H1 
歪に AI693 [イビツ]じゃ.[の]ー(し) H3.H1 
嫌いに AI694 [キライ]じゃ.[の]ー(し) H3.H1 
細かに AI695 [コマカ]じゃ.[の]ー(し), [コマ]カじゃ.[の]ー(し) H3.H1, H2.H1 
平らに AI696 [タイラ]じゃ.[の]ー(し), [タイ]ラじゃ.[の]ー(し) H3.H1, H2.H1 
愚かに AI697 [オ]ロカじゃ.[の]ー(し) H1.H1 
哀れに AI698 [ア]ワレじゃ.[の]ー(し) H1.H1 
がさつに AI699 ガ[サツ]じゃ.[の]ー(し), ガサ[ツ]じゃ.[の]ー(し) L3AB.H1 
小柄に AI700 コ[ガラ]じゃ.[の]ー(し), コガ[ラ]じゃ.[の]ー(し) L3AB.H1 
阿漕に AI701 ア[コ]ギじゃ.[の]ー(し) L2.H1 
微かに AI702 カ[ス]カじゃ.[の]ー(し) L2.H1 
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付録B 高知市在住者の高知県方言韻律調査資料 

 

方言話者  高知市在住の 41 名の話者（表 22・表 23 の話者情報を参照） 

母語：日本語高知県方言（中央式，東京式，東京式風，中央式風，2 型アクセント） 

 

調査者  髙山
たかやま

 林太郎
りんたろう

（1983 年生れ男性） 

母語：日本語東京方言（標準語）若年層（東京都東村山市出身） 

 

使用言語  調査者は標準語，話者は高知県方言または標準語で対話 

 

調査期間  2017 年 8 月 9 日～2017 年 8 月 24 日（高知市シルバー人材センター） 

2017 年 8 月 29 日～2017 年 9 月 5 日（高知県幡多郡三原村） 

※付録 B で示すのは三原村・下ノ加江出身者のデータのみだが，これらの地域 

の方言の特徴を把握するために実際に現地に足を運んだということである。 

 

調査方法  調査票を用いた読み上げ調査（一部内省調査も）を対面録音した。 

調査時間は各人 1 時間前後で，長い人もいれば短い人もいた。 

 

録音機器  リニア PCM レコーダーPCM-M10（SONY 製） 

WAVE ファイルの録音音声を調査者が複数の HDD に多重に保管している。 

 

調査内容  (1) 類別語彙に基づく名詞 35 語の 

「単独形，単独形＋が，単独形＋のは
わ

，単独形＋のがは
わ

」 

(2) 類別語彙に基づく形容詞（2 拍 5 語，3 拍 102 語，4 拍 8 語）の 

「通常形，挿入形，（時間があれば）挿入形の活用形」 
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付録27 話者B01 

資料18．話者B01（高知市1945年生れ女性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー H0 チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー H0 トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー H0 ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー H0 ハが H1 ハーが 
手 3 テ テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが L0B
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが L0B
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが L0B
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ L0B スズメが L0A スズメが L0B
兎 6 ウサギ L0A ウサギ L0B ウサギが L0A ウサギが L0B
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは チーのは H2 チのがは H3 チーのがは H4
戸 1 トのは トーのは H2 トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは スーのは H2 スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは ナーのは H2 ナのがは H1 ナーのがは H2
葉 2 ハのは ハーのは H2 ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは ハーのは H2 ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは テーのは L2 テのがは L3A テーのがは L4A
目 3 メのは メーのは L2 メのがは L3A メーのがは L4A
庭 1a ニワのは H3 ニワのは H2 ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは H2 ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは H2 ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは H2 ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは H2 ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは H2 バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは ヤマのは H1 ヤマのがは H4 ヤマのがは H1
犬 3 イヌのは イヌのは H1 イヌのがは H4 イヌのがは H1
石 2 イシのは イシのは H1 イシのがは H1 イシのがは H4
虹 2 ニジのは ニジのは H1 ニジのがは H1 ニジのがは 
歌 2 ウタのは ウタのは H1 ウタのがは H1 ウタのがは H4
針 4 ハリのは L3A ハリのは L2 ハリのがは L4A ハリのがは 
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船 4 フネのは L3A フネのは L2 フネのがは L4A フネのがは 
勘 - カンのは L3A カンのは L2 カンのがは L4A カンのがは 
雨 5 アメのは アメのは L2 アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは マドのは L2 マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは H3 コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは トコロのは H2 トコロのがは H2 トコロのがは 
力 3 チカラのは チカラのは H1 チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは イノチのは H1 イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは アサヒのは H1 アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは アタマのは H2 アタマのがは H2 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは ムスメのは H2 ムスメのがは H5 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは ツバキのは L2 ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは クスリのは L2 クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L4A スズメのは L3A スズメのがは L5A スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L4A ウサギのは L3A ウサギのがは L5A ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア

n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい L2 こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい H2 なーーい 
n005 えー L0 えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい L3B あおーい 
n007 あかい H2 あっかい L3B あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい L3B あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H2 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい L3B あーまい あまーい 
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい L2 あっわい あんわい あーわい L3B あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい H2 うっすい L3B うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい H1 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい H3 えらーい 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい H3 おおーい 
n021 おしい H1 おっしい L3B おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい 
n024 かくい H1 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい L3B かゆーい 
n027 からい H1 かっらい L3B かんらい かーらい からーい 
n028 かるい H2 かっるい かんるい L3B かーるい かるーい 
n029 きつい H2 きっつい L3B きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H1 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H1 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H2 くっらい くんらい L3B くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい L3B くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい H2 こっすい L3B こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さむーい 
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい L3B しーよい L3B しよーい 
n043 しよい H2 しっよい しんよい L3B しーよい しよーい 
n044 しょぼい しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい H1 しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい L3B しーろい しろーい 
n047 しわい H1 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい すんごい H3 すーごい すごーい 
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい L3B たんかい たーかい たかーい 

x ださい H1 だっさい だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい だんるい L3B だーるい L3B だるーい 
n054 たるい たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい ちっさい L3B ちんさい ちーさい L3B ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい L3B ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい 
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H1 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい H3 とおーい 
n063 とろい H2 とっろい とんろい L3B とーろい とろーい 
n064 ながい H1 なっがい なんがい L3B なーがい L3B ながーい 
n065 にがい H1 にっがい にんがい L3B にーがい L3B にがーい 
n066 にくい H1 にっくい L3B にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい H1 ぬっるい ぬんるい L3B ぬーるい L3B ぬるーい 
n070 ねばい H1 ねっばい ねんばい ねーばい L3B ねばーい 
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい L3B ねむーい 
n072 のろい H1 のっろい のんろい L3B のーろい L3B のろーい 
n073 ばばい L2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい L3B はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい H1 ひっやい 以 ひんやい 以 ひーやい 以 ひやーい 以

n079 ひょろい H2 ひょっろい 下 ひょんろい 下 ひょーろい 下 ひょろーい 下

n080 ひろい H1 ひっろい 調 ひんろい 調 ひーろい 調 ひろーい 調

n081 ふかい H1 ふっかい 査 ふんかい 査 ふーかい 査 ふかーい 査

n082 ふとい H1 ふっとい 漏 ふんとい 漏 ふーとい 漏 ふとーい 漏

n083 ふるい H1 ふっるい れ ふんるい れ ふーるい れ ふるーい れ

n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H1 ぼっろい ぼんろい ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい 
n088 またい H2 まったい まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい まーるい まるーい 
n090 みぞい H1 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい 
n093 むさい H1 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H2 もっろい もんろい もーろい もろーい 
n095 やすい H1 やっすい やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい L2 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい H2 やっおい やんおい やーおい やおーい 
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n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい やわーい 
n099 ゆるい H2 ゆっるい ゆんるい ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい よんわい よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H3 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3B おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 

 ※上記・以下では名詞単独形のアクセントと助詞「が」付形のアクセントが異なる場合はそ

れが分かるような書き方をしている。例えば「名」は単独形では H0 だが助詞「が」付形では

H1 となっている。また，「雨」は単独形では L0 だが助詞「が」付形では L2 となっている。こ

のような場合，普通は音韻論的解釈
おんいんろんてきかいしゃく

によって「名」のアクセントを H1，「雨」のアクセントを

L2 と記述し，単独形においては語末の下げ核が音声的に実現しない，と注釈を添える。本稿で

もそのような方法を一般的にはとっているが，音調型を明記する必要がある上記のような場面

は別で，単独形のアクセントと助詞「が」付形のアクセントが異なる場合が分かるような書き

方を敢えて実施している。 

 ※「以下調査漏
ちょうさも

れ」というのは，多人数調査の 初の話者だったので調査者が慣れておらず，

録音を聴き直したところ，この部分の調査自体を実施していないことが判明したものである。

調査自体を実施していない場合には上記のように「網掛け」をしてそのことが分かるようにし

ている。「網掛け」の付いていない単なる空欄は，調査自体は実施されている。その上で，「そ

のデータは存在しない」という積極的な回答が得られたか，少なくとも「そのデータは存在す

る」という積極的な回答が得られなかったかのいずれかのケースである。調査者としては「そ

のデータは存在しない」という積極的な回答が得られるように調査を実施している。 
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付録28 話者B02 

資料19．話者B02（高知市1952年生れ男性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが L0B△
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが L0B△
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが L0B△
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが 
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H2 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3A テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3A メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは H2 ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは H2 ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは H2 バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは ヤマのがは H4 ヤマのがは H1
犬 3 イヌのは H1 イヌのは イヌのがは H4 イヌのがは H1
石 2 イシのは H1 イシのは イシのがは H4 イシのがは H1
虹 2 ニジのは H1 ニジのは ニジのがは H1 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H1 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは H1
針 4 ハリのは L3A ハリのは ハリのがは L4A ハリのがは 
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船 4 フネのは L3A フネのは フネのがは L4A フネのがは 
勘 - カンのは L3A カンのは カンのがは L4A カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは H3 コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H2 トコロのは トコロのがは H5 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは アタマのがは H5 アタマのがは H2
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは ムスメのがは H5 ムスメのがは H2
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L4A スズメのは L3A スズメのがは L5A スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L4A ウサギのは L3A ウサギのがは L5A ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい あおーい L3B
n007 あかい H2 あっかい L3B あんかい あーかい あかーい L3B
n008 あさい H2 あっさい L3B あんさい あーさい あさーい L3B
n009 あつい H2 あっつい あんつい あーつい あつーい L3B
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい L3B あーまい あまーい L3B
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい L3B
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい L3B
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい L3B
n015 うすい H2 うっすい L3B うんすい うーすい うすーい L3B
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい L3B
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい L3B
n018 えぐい H2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい L3B
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい L3B
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい L3B
n021 おしい H1 おっしい H3 おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい おんそい おーそい おそーい L3B
n023 おもい H2 おっもい おんもい L3B おーもい おもーい L3B
n024 かくい H2 かっくい かんくい かーくい かくーい L3B
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい L3B
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい L3B
n027 からい H1 かっらい かんらい かーらい からーい L3B
n028 かるい H2 かっるい かんるい L3B かーるい かるーい L3B
n029 きつい H2 きっつい きんつい きーつい きつーい L3B
n030 きよい H1 きっよい きんよい きーよい きよーい L3B
n031 くさい H1 くっさい くんさい くーさい くさーい L3B
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい L3B
n033 くらい H2 くっらい くんらい くーらい くらーい L3B
n034 くろい H1 くっろい くんろい L3B くーろい くろーい L3B
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい L3B
n036 こすい H2 こっすい こんすい こーすい こすーい L3B
n037 ごつい H2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい L3B
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい L3B
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい L3B
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい L3B
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さむーい L3B
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい L3B
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい L3B しよーい L3B
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい L3B しよーい L3B
n044 しょぼい L2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい L3B
n045 しるい H1 しっるい しんるい しーるい しるーい L3B
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい L3B
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい L3B しろーい L3B
n047 しわい H1 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい すんごい すーごい すごーい L3B
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい L3B
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい L3B
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい L3B
n052 たかい H1 たっかい たんかい たーかい たかーい L3B

x ださい H2 だっさい だんさい だーさい ださーい L3B
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい L3B
n053 だすい H2 だっすい だんすい だーすい だすーい L3B
n054 だるい H2 だっるい だんるい だーるい だるーい L3B
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい たるーい L3B
n055 ちかい H1 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい L3B
n056 ちさい H2 ちっさい L3B ちんさい ちーさい ちさーい L3B
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい L3B
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい L3B
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい L3B
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい L3B
n061 でかい H2 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい L3B
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい L3B
n063 とろい H2 とっろい とんろい とーろい とろーい L3B
n064 ながい H2 なっがい なんがい なーがい ながーい L3B
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい にがーい L3B
n066 にくい H1 にっくい L3B にんくい にーくい にくーい L3B
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい L3B
n068 ぬくい H1 ぬっくい ぬんくい ぬーくい ぬくーい L3B
n069 ぬるい H1 ぬっるい ぬんるい ぬーるい L3B ぬるーい L3B
n070 ねばい H1 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい L3B
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい L3B
n072 のろい H2 のっろい のんろい のーろい のろーい L3B
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい L3B
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい L3B
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい L3B
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい L3B
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい L3B
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい ひーやい ひやーい L3B
n079 ひょろい H2 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい L3B
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい L3B ひろーい L3B
n081 ふかい H1 ふっかい L3B ふんかい ふーかい ふかーい L3B
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい L3B
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい ふーるい L3B ふるーい L3B
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい L3B
n086 ぼろい H1 ぼっろい ぼんろい L3B ぼーろい ぼろーい L3B
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい L3B
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい L3B
n089 まるい H2 まっるい まんるい まーるい L3B まるーい L3B
n090 みぞい H2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい L3B
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい L3B
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい L3B
n093 むさい H1 むっさい H2 むんさい むーさい むさーい L3B
n094 もろい H2 もっろい もんろい L3B もーろい もろーい L3B
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい L3B
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい L3B
n097 やおい H2 やっおい やんおい やーおい やおーい L3B
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n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい やわーい L3B
n099 ゆるい H2 ゆっるい ゆんるい ゆーるい ゆるーい L3B
n100 よわい H1 よっわい よんわい よーわい L3B よわーい L3B
n101 わかい H1 わっかい わんかい わーかい わかーい L3B
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい L3B
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H3 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H3 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい H4
n116 うるさい H3 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H3 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3A おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3A おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3A しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい L4C
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい L4C しんどーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい L4C
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい L4B ちゃいろーい 
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付録29 話者B03 

資料20．話者B03（伊野町1944年生れ男性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが H0 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが 
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは H2 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H1 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3A テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3A メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは ヤマのがは H4 ヤマのがは H1 
犬 3 イヌのは H1 イヌのは イヌのがは H4 イヌのがは H1 
石 2 イシのは H1 イシのは イシのがは H4 イシのがは H1 
虹 2 ニジのは H1 ニジのは ニジのがは H4 ニジのがは H1 
歌 2 ウタのは H1 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは H1 
針 4 ハリのは L3A ハリのは ハリのがは L4A ハリのがは 
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船 4 フネのは L3A フネのは フネのがは L4A フネのがは 
勘 - カンのは L3A カンのは カンのがは L4A カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H2 トコロのは トコロのがは H5 トコロのがは H2 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは アタマのがは H5 アタマのがは H2 
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは ムスメのがは H5 ムスメのがは H2 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L4A スズメのは スズメのがは L5A スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L4A ウサギのは ウサギのがは L5A ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H2 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい あーまい あまーい 
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい H2 うっすい うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい H1 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい 
n024 かくい H2 かっくい かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい 
n027 からい H2 かっらい かんらい かーらい からーい 
n028 かるい H2 かっるい かんるい かーるい かるーい 
n029 きつい H2 きっつい きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H2 くっらい くんらい くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい H2 こっすい こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さむーい 
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい しろーい 
n047 しわい H1 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい すんごい すーごい すごーい 
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい たんかい たーかい たかーい 

x ださい H2 だっさい だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい H2 たっすい たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい H2 だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい だんるい だーるい だるーい 
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちーさい H3 ちっさい ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい 
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H2 でっかい でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい H2 とっろい とんろい とーろい とろーい 
n064 ながい H1 なっがい なんがい なーがい ながーい 
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい にがーい 
n066 にくい H2 にっくい にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H2 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい H1 ぬっるい ぬんるい ぬーるい ぬるーい 
n070 ねばい H1 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい 
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 
n072 のろい H2 のっろい のんろい のーろい のろーい 
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい H1 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい ひーやい ひやーい 
n079 ひょろい H2 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい 
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい 
n082 ふとい H1 ふっとい ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい ふーるい ふるーい 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H1 ぼっろい ぼんろい ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい 
n088 またい H2 まったい まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい まーるい まるーい 
n090 みぞい H2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい 
n093 むさい H2 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H2 もっろい もんろい もーろい もろーい 
n095 やすい H2 やっすい やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい H2 やっおい やんおい やーおい やおーい 
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n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい やわーい 
n099 ゆるい H2 ゆっるい ゆんるい ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい よんわい よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H3 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H3 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい H3 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H3 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3A おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3A おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3A おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3A おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3A しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3A しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録30 話者B04 

資料21．話者B04（大豊町立川1941年生れ男性，東京式風，3拍形容詞1型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ 0 チー チが 1 チーが 
戸 1 ト 0 トー トが 1 トーが 
巣 4 ス 0 スー スが 1 スーが 
名 2 ナ 0 ナー ナが 1 ナーが 
葉 2 ハ 0 ハー ハが 1 ハーが 
歯 5 ハ 0 ハー ハが 1 ハーが 
手 3 テ 0 テー テが 1 テーが 
目 3 メ 0 メー メが 1 メーが 
庭 1a ニワ 0 ニワ ニワが 0 ニワが 
水 1a ミズ 0 ミズ ミズが 0 ミズが 
上 1b ウエ 0 ウエ ウエが 0 ウエが 
溝 1b ミゾ 0 ミゾ ミゾが 0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ 0 ゴマ ゴマが 0 ゴマが 
晩 - バン 0 バン バンが 0 バンが 
山 3 ヤマ 1 ヤマ ヤマが 1 ヤマが 
犬 3 イヌ 1 イヌ イヌが 1 イヌが 
石 2 イシ 1 イシ イシが 1 イシが 
虹 2 ニジ 1 ニジ ニジが 1 ニジが 
歌 2 ウタ 1 ウタ ウタが 1 ウタが 
針 4 ハリ 0 ハリ ハリが 0 ハリが 
船 4 フネ 0 フネ フネが 0 フネが 
勘 - カン 0 カン カンが 0 カンが 
雨 5 アメ 0 アメ アメが 2 アメが 
窓 5 マド 0 マド マドが 2 マドが 
小鳥 1a コトリ 0 コトリ コトリが 0 コトリが 
所 1b トコロ 0 トコロ トコロが 0 トコロが 
力 3 チカラ 1 チカラ チカラが 1 チカラが 
命 5a イノチ 1 イノチ イノチが 1 イノチが 
朝日 5b アサヒ 1 アサヒ アサヒが 1 アサヒが 
頭 4 アタマ 2 アタマ アタマが 2 アタマが 
娘 2 ムスメ 2 ムスメ ムスメが 2 ムスメが 
椿 7a ツバキ 2 ツバキ ツバキが 2 ツバキが 
薬 7b クスリ 2 クスリ クスリが 2 クスリが 
雀 6 スズメ 0 スズメ スズメが 0 スズメが 
兎 6 ウサギ 0 ウサギ ウサギが 0 ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは 0 チーのは チのがは 0 チーのがは 
戸 1 トのは 0 トーのは トのがは 0 トーのがは 
巣 4 スのは 0 スーのは スのがは 0 スーのがは 
名 2 ナのは 0 ナーのは ナのがは 0 ナーのがは 
葉 2 ハのは 0 ハーのは ハのがは 0 ハーのがは 
歯 5 ハのは 0 ハーのは ハのがは 0 ハーのがは 
手 3 テのは 0 テーのは テのがは 0 テーのがは 
目 3 メのは 0 メーのは メのがは 0 メーのがは 
庭 1a ニワのは 0 ニワのは ニワのがは 0 ニワのがは 
水 1a ミズのは 0 ミズのは ミズのがは 0 ミズのがは 
上 1b ウエのは 0 ウエのは ウエのがは 0 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは 0 ミゾのは ミゾのがは 0 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは 0 ゴマのは ゴマのがは 0 ゴマのがは 
晩 - バンのは 0 バンのは バンのがは 0 バンのがは 
山 3 ヤマのは 1 ヤマのは ヤマのがは 1 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは 1 イヌのは イヌのがは 1 イヌのがは 
石 2 イシのは 1 イシのは イシのがは 1 イシのがは 
虹 2 ニジのは 1 ニジのは ニジのがは 1 ニジのがは 
歌 2 ウタのは 1 ウタのは ウタのがは 1 ウタのがは 
針 4 ハリのは 0 ハリのは ハリのがは 0 ハリのがは 
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船 4 フネのは 0 フネのは フネのがは 0 フネのがは 
勘 - カンのは 0 カンのは カンのがは 0 カンのがは 
雨 5 アメのは 2 アメのは アメのがは 2 アメのがは 
窓 5 マドのは 2 マドのは マドのがは 2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは 0 コトリのは コトリのがは 0 コトリのがは 
所 1b トコロのは 0 トコロのは トコロのがは 0 トコロのがは 
力 3 チカラのは 1 チカラのは チカラのがは 1 チカラのがは 
命 5a イノチのは 1 イノチのは イノチのがは 1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは 1 アサヒのは アサヒのがは 1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは 2 アタマのは アタマのがは 2 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは 2 ムスメのは ムスメのがは 2 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは 2 ツバキのは ツバキのがは 2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは 2 クスリのは クスリのがは 2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは 0 スズメのは スズメのがは 0 スズメのがは 
兎 6 ウサギのは 0 ウサギのは ウサギのがは 0 ウサギのがは 

 

 ※アクセント体系としては東京と同様で句頭の上昇も東京と同様であるが，類
るい

の統合の仕方

が東京式とは異なる。高知市方言の状態から開始して，低起式の上昇が遅れることなく，先に

高起式の語頭の低下が起これば，このような発音の分布になると考えられる（ただし 1 拍語は 1

型化してしまっている）。また，形容詞も 3, 4 拍語は 1 型化してしまっている。 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい 1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい 1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい 1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない 1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい 0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい 0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい 1 あっおい あんおい あーおい あおーい 3 
n007 あかい 1 あっかい 3 あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい 1 あっさい 3 あんさい あーさい あさーい 3 
n009 あつい 1 あっつい あんつい あーつい あつーい 3 
n010 あつい 1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい 1 あっまい あんまい 3 あーまい あまーい 3 
n012 あらい 1 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい 1 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい 1 いったい いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい 1 うっすい うんすい うーすい うすーい 3 
n016 うとい 1 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい 1 うっまい うんまい 3 うーまい うまーい 3 
n018 えぐい 1 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい 1 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい 1 おっおい おんおい おーおい おおーい 3 
n021 おしい 1 おっしい 2 おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい 1 おっそい 3 おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい 1 おっもい おんもい おーもい おもーい 
n024 かくい 1 かっくい かんくい かーくい かくーい 3 
n025 かたい 1 かったい 3 かんたい かーたい かたーい 3 
n026 かゆい 1 かっゆい かんゆい かーゆい 3 かゆーい 3 
n027 からい 1 かっらい かんらい かーらい からーい 
n028 かるい 1 かっるい かんるい かーるい 3 かるーい 
n029 きつい 1 きっつい きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい 1 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい 1 くっさい くんさい くーさい 3 くさーい 3 
n032 くどい 1 くっどい くんどい くーどい くどーい 
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n033 くらい 1 くっらい くんらい くーらい くらーい 
n034 くろい 1 くっろい くんろい くーろい 3 くろーい 3 
n035 けむい 1 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい 1 こっすい こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい 1 ごっつい ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい 1 こっまい こんまい 3 こーまい こまーい 3 
n039 こわい 1 こっわい こんわい こーわい こわーい 3 
n040 さとい 1 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい 1 さっむい さんむい さーむい さむーい 3 
n042 しぶい 1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 3 
n043 しよい 1 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n043 しよい 1 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい 1 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい 1 しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい 1 じっるい じんるい じーるい 3 じるーい 
n046 しろい 1 しっろい しんろい しーろい しろーい 
n047 しわい 1 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい 1 すっごい すんごい 3 すーごい すごーい 3 
n049 ずるい 1 ずっるい 3 ずんるい ずーるい ずるーい 3 
n050 せこい 1 せっこい せんこい せーこい せこーい 3 
n051 せまい 1 せっまい せんまい 3 せーまい せまーい 3 
n052 たかい 1 たっかい たんかい たーかい たかーい 

x ださい 1 だっさい だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい 1 たっすい 3 たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい 1 だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい 1 だっるい だんるい だーるい だるーい 3 
n054 たるい 1 たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい 1 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい 1 ちっさい 3 ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい 1 ちっまい ちんまい 3 ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい 1 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい 1 つっよい つんよい つーよい つよーい 3 
n060 つらい 1 つっらい つんらい つーらい つらーい 3 
n061 でかい 1 でっかい 3 でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい 1 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい 1 とっろい 3 とんろい とーろい とろーい 
n064 ながい 1 なっがい なんがい なーがい 3 ながーい 3 
n065 にがい 1 にっがい 3 にんがい にーがい にがーい 
n066 にくい 1 にっくい 3 にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい 1 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい 1 ぬっくい 3 ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい 1 ぬっるい 3 ぬんるい ぬーるい ぬるーい 
n070 ねばい 1 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい 
n071 ねむい 1 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 3 
n072 のろい 1 のっろい のんろい のーろい のろーい 3 
n073 ばばい 1 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい 1 はっそい 3 はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい 1 はっやい はんやい はーやい はやーい 3 
n076 ひくい 1 ひっくい 3 ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい 1 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 3 
n078 ひやい 1 ひっやい ひんやい 3 ひーやい ひやーい 3 
n079 ひょろい 1 ひょっろい ひょんろい 3 ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい 1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい 3 
n081 ふかい 1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい 3 
n082 ふとい 1 ふっとい 3 ふんとい ふーとい ふとーい 3 
n083 ふるい 1 ふっるい 3 ふんるい ふーるい ふるーい 3 
n084 ほしい 1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい 1 ほっそい 3 ほんそい ほーそい ほそーい 3 
n086 ぼろい 1 ぼっろい 3 ぼんろい ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい 1 まっずい まんずい まーずい まずーい 3 
n088 またい 1 まったい 3 まんたい まーたい またーい 
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n089 まるい 1 まっるい まんるい まーるい 3 まるーい 
n090 みぞい 1 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 3 
n091 みよい 1 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい 1 むっごい むんごい むーごい むごーい 
n093 むさい 1 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい 1 もっろい もんろい もーろい もろーい 
n095 やすい 1 やっすい 3 やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい 1 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい 1 やっおい やんおい やーおい やおーい 
n098 やわい 1 やっわい やんわい やーわい やわーい 
n099 ゆるい 1 ゆっるい 3 ゆんるい ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい 1 よっわい よんわい よーわい よわーい 
n101 わかい 1 わっかい 3 わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい 1 わっるい わんるい わーるい わるーい 3 
n104 あかるい 3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい 3 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい 3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい 3 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい 3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい 3 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい 3 うれっしい 4 うれんしい うれーしい うれしーい 4 
n117 うれしい 3 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい 3 おいっしい 4 おいんしい おいーしい おいしーい 4 
n119 おいしい 3 おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい 3 おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい 3 おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい 3 しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい 3 しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい 3 ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 4 
n204 ちゃいろい 3 ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録31 話者B05 

資料22．話者B05（伊野町1943年生れ女性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト トー H0 トが トーが H0 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0B ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0B フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0B カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H0 トコロ H2 トコロが H0 トコロが H2 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0B スズメ スズメが L0B スズメが 
兎 6 ウサギ L0B ウサギ ウサギが L0B ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは H2 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは トーのは H3 トのがは トーのがは H4 
巣 4 スのは H2 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3A テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3A メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H3 ヤマのは ヤマのがは H4 ヤマのがは H1 
犬 3 イヌのは H1 イヌのは イヌのがは H4 イヌのがは 
石 2 イシのは H1 イシのは イシのがは H4 イシのがは 
虹 2 ニジのは H1 ニジのは ニジのがは H1 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H3 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは H1 
針 4 ハリのは L3A ハリのは ハリのがは L4A ハリのがは 
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船 4 フネのは L3A フネのは フネのがは L4A フネのがは 
勘 - カンのは L3B カンのは カンのがは L4B カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H4 トコロのは トコロのがは H5 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H4 アタマのは アタマのがは H5 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは H4 ムスメのは ムスメのがは H5 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L4A スズメのは スズメのがは L5B スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L4A ウサギのは ウサギのがは L5B ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー L0 えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい あおーい L3A
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい L3A
n008 あさい H2 あっさい あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H2 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい あーまい あまーい L3A
n012 あらい H1 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい H2 うっすい L3B うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい H2 うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい H1 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H1 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい H2 おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい H3 おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H2 おっもい H3 おんもい おーもい おもーい 
n024 かくい H2 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい L3A
n027 からい H1 かっらい H3 かんらい かーらい からーい 
n028 かるい H1 かっるい L3B かんるい かーるい かるーい 
n029 きつい H1 きっつい H3 きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい H2 くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H1 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H1 くっらい くんらい くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい H3 けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい H2 こっすい L3B こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さむーい 
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい L3A
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい しろーい 
n047 しわい H1 しっわい しんわい しーわい しわーい L3A
n048 すごい H2 すっごい H3 すんごい すーごい すごーい L3A
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい L3A
n050 せこい H1 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい H2 せんまい せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい H3 たんかい たーかい たかーい 

x ださい H2 だっさい H2 だんさい だーさい ださーい L3A
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい L3A
n053 だすい H2 だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい L3B だんるい だーるい だるーい L3A
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい H3 ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちーさい H3 ちっさい L3B ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい L3B ちんまい ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい L3A
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい L3A
n060 つらい H1 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H2 でっかい H3 でんかい でーかい でかーい L3A
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい H1 とっろい とんろい とーろい とろーい 
n064 ながい H1 なっがい L3B なんがい なーがい ながーい L3A
n065 にがい H1 にっがい H2 にんがい にーがい にがーい 
n066 にくい H1 にっくい にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい H2 ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい H2 ぬっるい ぬんるい ぬーるい ぬるーい 
n070 ねばい H2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい L3A
n071 ねむい H1 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 
n072 のろい H1 のっろい のんろい のーろい のろーい 
n073 ばばい ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい H1 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい L3A
n078 ひやい H1 ひっやい H2 ひんやい ひーやい ひやーい L3A
n079 ひょろい H1 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい H2 ひんろい ひーろい ひろーい L3A
n081 ふかい H1 ふっかい H2 ふんかい ふーかい ふかーい L3A
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい L3A
n083 ふるい H2 ふっるい H2 ふんるい ふーるい ふるーい L3A
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい L3A
n086 ぼろい H2 ぼっろい ぼんろい ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H1 まっずい まんずい まーずい まずーい 
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい まーるい まるーい L3A
n090 みぞい H1 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい L3A
n091 みよい H1 みっよい みんよい みーよい みよーい L3A
n092 むごい H1 むっごい H2 むんごい むーごい むごーい L3A
n093 むさい H1 むっさい H2 むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H1 もっろい もんろい もーろい もろーい L3A
n095 やすい H1 やっすい やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい L3A
n097 やおい H1 やっおい やんおい やーおい やおーい 
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n098 やわい H1 やっわい やんわい やーわい やわーい 
n099 ゆるい H2 ゆっるい H2 ゆんるい ゆーるい ゆるーい L3A
n100 よわい H1 よっわい H2 よんわい よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい H2 わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい H3 あかっるい H3 あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H2 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい H3 うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい H3 うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3A おいっしい L4A おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3A おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい L4A しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録32 話者B06 

資料23．話者B06（高知市1949年生れ男性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0B ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0B フネが 
勘 - カン H0 カン カンが H0 カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H0 トコロ H2 トコロが H0 トコロが H2 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが 
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは H0 チーのは チのがは チーのがは 
戸 1 トのは H0 トーのは トのがは トーのがは 
巣 4 スのは H0 スーのは スのがは スーのがは 
名 2 ナのは H0 ナーのは ナのがは ナーのがは 
葉 2 ハのは H0 ハーのは ハのがは ハーのがは 
歯 5 ハのは H0 ハーのは ハのがは ハーのがは 
手 3 テのは L0A テーのは テのがは テーのがは 
目 3 メのは L0A メーのは メのがは メーのがは 
庭 1a ニワのは H0 ニワのは ニワのがは ニワのがは 
水 1a ミズのは H0 ミズのは ミズのがは ミズのがは 
上 1b ウエのは H0 ウエのは ウエのがは ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H0 ミゾのは ミゾのがは ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H0 ゴマのは ゴマのがは ゴマのがは 
晩 - バンのは H0 バンのは バンのがは バンのがは 
山 3 ヤマのは H0 ヤマのは H1 ヤマのがは ヤマのがは 
犬 3 イヌのは H0 イヌのは イヌのがは イヌのがは 
石 2 イシのは H0 イシのは H1 イシのがは イシのがは 
虹 2 ニジのは H0 ニジのは H1 ニジのがは ニジのがは 
歌 2 ウタのは H0 ウタのは ウタのがは ウタのがは 
針 4 ハリのは L0A ハリのは ハリのがは ハリのがは 



付録 32 話者 B06 

- 655 - 

 

船 4 フネのは L0A フネのは フネのがは フネのがは 
勘 - カンのは H0 カンのは カンのがは カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H0 コトリのは コトリのがは コトリのがは 
所 1b トコロのは H0 トコロのは トコロのがは トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H0 アタマのは アタマのがは アタマのがは 
娘 2 ムスメのは H0 ムスメのは H2 ムスメのがは ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは クスリのがは 
雀 6 スズメのは L0A スズメのは スズメのがは スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L0A ウサギのは ウサギのがは ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい L3B
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい あおーい L3B
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい L3B
n008 あさい H2 あっさい L3B あんさい あーさい あさーい L3B
n009 あつい H2 あっつい あんつい あーつい あつーい L3B
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい L3B
n011 あまい H2 あっまい あんまい L3B あーまい L3B あまーい L3B
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい L3B
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい L3B
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい L3B
n015 うすい H2 うっすい うんすい うーすい L3B うすーい L3B
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい L3B
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい L3B うまーい L3B
n018 えぐい H1 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい L3B
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい L3B
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい L3B
n021 おしい H2 おっしい L3B おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい L3B
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい L3B
n024 かくい H2 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい L3B
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい L3B
n026 かゆい H2 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい L3B
n027 からい H1 かっらい かんらい かーらい L3B からーい L3B
n028 かるい H2 かっるい L3B かんるい かーるい かるーい L3B
n029 きつい H2 きっつい きんつい きーつい きつーい L3B
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい きよーい L3B
n031 くさい H2 くっさい くんさい くーさい くさーい L3B
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい L3B
n033 くらい H1 くっらい くんらい くーらい L3B くらーい L3B
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい くろーい L3B
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい L3B
n036 こすい H2 こっすい こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい L3B こわーい L3B
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H2 さっむい L3B さんむい L3B さーむい L3B さむーい L3B
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n042 しぶい H2 しっぶい しんぶい しーぶい L3B しぶーい L3B
n043 しよい H1 しっよい しんよい L3B しーよい L3B しよーい L3B
n043 しよい H1 しっよい しんよい L3B しーよい L3B しよーい L3B
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい L3B
n045 しるい H1 しっるい しんるい しーるい L3B しるーい L3B
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい L3B
n046 しろい H2 しっろい しんろい L3B しーろい L3B しろーい L3B
n047 しわい H2 しっわい しんわい しーわい しわーい L3B
n048 すごい H2 すっごい すんごい すーごい L3B すごーい L3B
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい L3B ずるーい L3B
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい L3B
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい L3B せまーい L3B
n052 たかい H1 たっかい L3B たんかい たーかい たかーい L3B

x ださい H1 だっさい だんさい だーさい ださーい L3B
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい L3B
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい だんるい だーるい L3B だるーい L3B
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい L3B たるーい L3B
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい L3B
n056 ちーさい H3 ちっさい L3B ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい L3B
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい L3B
n059 つよい H1 つっよい つんよい L3B つーよい L3B つよーい L3B
n060 つらい H1 つっらい つんらい つーらい つらーい L3B
n061 でかい H2 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい L3B
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい L3B とおーい L3B
n063 とろい H2 とっろい L3B とんろい とーろい L3B とろーい L3B
n064 ながい H1 なっがい なんがい なーがい ながーい L3B
n065 にがい H1 にっがい にんがい L3B にーがい L3B にがーい L3B
n066 にくい H1 にっくい L3B にんくい にーくい にくーい L3B
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい L3B にぶーい L3B
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい L3B
n069 ぬるい H2 ぬっるい ぬんるい ぬーるい L3B ぬるーい L3B
n070 ねばい H2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい L3B
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい L3B
n072 のろい H1 のっろい のんろい のーろい のろーい L3B
n073 ばばい ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい L3B
n075 はやい H2, H1 はっやい はんやい L3B はーやい はやーい L3B
n076 ひくい H2 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい L3B
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい L3B
n078 ひやい H2 ひっやい ひんやい L3B ひーやい L3B ひやーい L3B
n079 ひょろい H2 ひょっろい ひょんろい L3B ひょーろい L3B ひょろーい L3B
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい L3B ひーろい L3B ひろーい L3B
n081 ふかい H2 ふっかい L3B ふんかい ふーかい ふかーい L3B
n082 ふとい H2 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい L3B
n083 ふるい H1 ふっるい L3B ふんるい ふーるい L3B ふるーい L3B
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい L3B
n086 ぼろい H2 ぼっろい ぼんろい L3B ぼーろい ぼろーい L3B
n087 まずい H2 まっずい L3B まんずい まーずい まずーい L3B
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい L3B
n089 まるい H2 まっるい まんるい L3B まーるい L3B まるーい L3B
n090 みぞい H2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい L3B
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい L3B
n092 むごい H2 むっごい むんごい むーごい むごーい L3B
n093 むさい H1 むっさい むんさい むーさい むさーい L3B
n094 もろい H2 もっろい もんろい L3B もーろい もろーい L3B
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい L3B
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい L3B
n097 やおい H1 やっおい やんおい やーおい L3B やおーい L3B
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n098 やわい H2 やっわい L3B やんわい やーわい やわーい L3B
n099 ゆるい H2 ゆっるい ゆんるい ゆーるい L3B ゆるーい L3B
n100 よわい H1 よっわい よんわい よーわい L3B よわーい L3B
n101 わかい H1 わっかい L3B わんかい わーかい わかーい L3B
n102 わるい H2 わっるい わんるい わーるい L3B わるーい L3B
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい L4C あかるーい L4B
n104 あかるい H3 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H2 あやっしい あやんしい あやーしい L4C あやしーい H2 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 

n116 うるさい H3 うるっさい 
L4C, 
H3 

うるんさい 
 

うるーさい 
 

うるさーい H4 

n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H2 うれっしい H3 うれんしい うれーしい H3 うれしーい H4 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい H2 
n119 おいしい L3A おいっしい おいんしい おいーしい L4C おいしーい L4A
n119 おいしい L3A おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3A おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい L4A
n132 おやすい L3A おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3A しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい L4B
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい L4C しんどーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい L4A
n204 ちゃいろい L3A ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい L4B
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付録33 話者B07 

資料24．話者B07（高知市1947年生れ女性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0B ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0B フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0B カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0B スズメ スズメが L0B スズメが 
兎 6 ウサギ L0B ウサギ ウサギが L0B ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは H2 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3B テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3B メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは H3 ヤマのがは H4 ヤマのがは H1 
犬 3 イヌのは H1 イヌのは H3 イヌのがは H4 イヌのがは H1 
石 2 イシのは H1 イシのは H3 イシのがは H4 イシのがは H1 
虹 2 ニジのは H1 ニジのは H3 ニジのがは H1 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H1 ウタのは H3 ウタのがは H4 ウタのがは 
針 4 ハリのは L3B ハリのは ハリのがは L4A ハリのがは 
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船 4 フネのは L3B フネのは フネのがは L4A フネのがは 
勘 - カンのは L3B カンのは カンのがは L4B カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H4 トコロのは トコロのがは H5 トコロのがは H2 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは H4 アタマのがは H5 アタマのがは H2 
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは H4 ムスメのがは H5 ムスメのがは H2 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L4B スズメのは スズメのがは L5B スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L4B ウサギのは ウサギのがは L5B ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア

n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい L3B あおーい 
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H2 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい あーまい あまーい 
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい H2 うっすい うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい H2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい 
n024 かくい H2 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい 
n027 からい H1 かっらい かんらい かーらい からーい 
n028 かるい H2 かっるい かんるい かーるい L3B かるーい 
n029 きつい H2 きっつい きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H2 くっらい くんらい くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい H2 こっすい こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さむーい 
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい L3B しよーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい L3B しよーい 
n044 しょぼい L2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい H1 しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい しろーい 
n047 しわい H2 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい すんごい すーごい すごーい 
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい L3B たんかい たーかい たかーい 

x ださい H2 だっさい だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい H2 だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H1 だっるい だんるい だーるい L3B だるーい 
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい H2 ちっさい L3B ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい L3B ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい 
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H2 でっかい H3 でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい H2 とっろい とんろい とーろい とろーい 
n064 ながい H1 なっがい なんがい なーがい L3B ながーい 
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい にがーい 
n066 にくい H2 にっくい にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい H1 ぬっるい ぬんるい ぬーるい L3B ぬるーい 
n070 ねばい H2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい 
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 
n072 のろい H1 のっろい のんろい のーろい のろーい 
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい ひーやい L3B ひやーい 
n079 ひょろい H1 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい 
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい 
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい ふーるい ふるーい 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H1 ぼっろい ぼんろい L3B ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい 
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい まーるい L3B まるーい 
n090 みぞい H2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい 
n093 むさい H2 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H2 もっろい もんろい もーろい もろーい 
n095 やすい H2 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H1 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい H2 やっおい やんおい やーおい L3B やおーい 
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n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい L3B やわーい 
n099 ゆるい H1 ゆっるい ゆんるい ゆーるい L3B ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい よんわい よーわい L3B よわーい 
n101 わかい H1 わっかい L3B わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H2 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい H3 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H3 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3B おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録34 話者B08 

資料25．話者B08（下ノ加江1939年生れ女性，東京式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ 0 チー チが 0 チーが 
戸 1 ト 0 トー トが 0 トーが 
巣 4 ス 0 スー スが 0 スーが 
名 2 ナ 0 ナー ナが 0 ナーが 
葉 2 ハ 0 ハー ハが 0 ハーが 
歯 5 ハ 1 ハー ハが 1 ハーが 
手 3 テ 1 テー テが 1 テーが 
目 3 メ 1 メー メが 1 メーが 
庭 1a ニワ 0 ニワ ニワが 0 ニワが 
水 1a ミズ 0 ミズ ミズが 0 ミズが 
上 1b ウエ 2 ウエ ウエが 2 ウエが 
溝 1b ミゾ 0 ミゾ ミゾが 0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ 0 ゴマ ゴマが 0 ゴマが 
晩 - バン 0 バン バンが 0 バンが 
山 3 ヤマ 2 ヤマ ヤマが 2 ヤマが 
犬 3 イヌ 2 イヌ イヌが 2 イヌが 
石 2 イシ 2 イシ イシが 2 イシが 
虹 2 ニジ 1 ニジ ニジが 1 ニジが 
歌 2 ウタ 2 ウタ ウタが 2 ウタが 
針 4 ハリ 1 ハリ ハリが 1 ハリが 
船 4 フネ 1 フネ フネが 1 フネが 
勘 - カン 0 カン カンが 0 カンが 
雨 5 アメ 1 アメ アメが 1 アメが 
窓 5 マド 1 マド マドが 1 マドが 
小鳥 1a コトリ 0 コトリ コトリが 0 コトリが 
所 1b トコロ 0 トコロ トコロが 3 トコロが 
力 3 チカラ 2 チカラ チカラが 2 チカラが 
命 5a イノチ 2 イノチ イノチが 2 イノチが 
朝日 5b アサヒ 2 アサヒ アサヒが 2 アサヒが 
頭 4 アタマ 3 アタマ アタマが 3 アタマが 
娘 2 ムスメ 3 ムスメ ムスメが 3 ムスメが 
椿 7a ツバキ 1 ツバキ ツバキが 1 ツバキが 
薬 7b クスリ 0 クスリ クスリが 0 クスリが 
雀 6 スズメ 0 スズメ スズメが 0 スズメが 
兎 6 ウサギ 0 ウサギ ウサギが 0 ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは 0 チーのは チのがは 3 チーのがは 
戸 1 トのは 0 トーのは トのがは 3 トーのがは 
巣 4 スのは 0 スーのは スのがは 0 スーのがは 
名 2 ナのは 0 ナーのは ナのがは 0 ナーのがは 
葉 2 ハのは 0 ハーのは ハのがは 0 ハーのがは 
歯 5 ハのは 1 ハーのは ハのがは 1 ハーのがは 
手 3 テのは 1 テーのは テのがは 1 テーのがは 
目 3 メのは 1 メーのは メのがは 1 メーのがは 
庭 1a ニワのは 0 ニワのは ニワのがは 4 ニワのがは 
水 1a ミズのは 0 ミズのは ミズのがは 0 ミズのがは 
上 1b ウエのは 0 ウエのは ウエのがは 4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは 0 ミゾのは ミゾのがは 4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは 0 ゴマのは ゴマのがは 4 ゴマのがは 
晩 - バンのは 0 バンのは バンのがは 4 バンのがは 
山 3 ヤマのは 2 ヤマのは ヤマのがは 4 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは 2 イヌのは イヌのがは 4 イヌのがは 
石 2 イシのは 2 イシのは イシのがは 4 イシのがは 
虹 2 ニジのは 1 ニジのは ニジのがは 1 ニジのがは 
歌 2 ウタのは 2 ウタのは ウタのがは 4 ウタのがは 
針 4 ハリのは 1 ハリのは ハリのがは 1 ハリのがは 
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船 4 フネのは 1 フネのは フネのがは 1 フネのがは 
勘 - カンのは 0 カンのは カンのがは 4 カンのがは 
雨 5 アメのは 1 アメのは アメのがは 1 アメのがは 
窓 5 マドのは 1 マドのは マドのがは 1 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは 0 コトリのは コトリのがは 5 コトリのがは 
所 1b トコロのは 0 トコロのは トコロのがは 5 トコロのがは 
力 3 チカラのは 2 チカラのは チカラのがは 5 チカラのがは 
命 5a イノチのは 2 イノチのは イノチのがは 5 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは 2 アサヒのは アサヒのがは 1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは 3 アタマのは アタマのがは 0 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは 3 ムスメのは ムスメのがは 5 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは 1 ツバキのは ツバキのがは 1 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは 0 クスリのは クスリのがは 5 クスリのがは 
雀 6 スズメのは 0 スズメのは スズメのがは 5 スズメのがは 
兎 6 ウサギのは 0 ウサギのは ウサギのがは 5 ウサギのがは 

 

 ※名詞単独形の語末核は拍内半下降を実現する。この特徴は出身地域で安定的に存在してい

る。2017 年 8 月 29 日～9 月 5 日にかけて高知県幡多郡三原村在住者（三原村方言話者を中心と

して周辺地域出身者も含む）を 28 名調査し，うち 3 名を詳しく調査できたので，方言の特色は

把握しているが，詳細は別稿に譲り，本稿では話者の特徴の説明に必要なことだけを述べる。

三原村は図 4 の「下ノ加江」の西，「有岡」の南に位置する地域である。この話者の場合は句頭

の上昇は東京と同様の相補分布をなす形をとるが，三原村では高起式と同じ形になる。 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい 1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい 0 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい 1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない 1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー 1 えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい 1 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい 1 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい 2 あっおい あんおい あーおい あおーい 3 
n007 あかい 0 あっかい 3 あんかい あーかい あかーい 3 
n008 あさい 0 あっさい 3 あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい 0 あっつい 3 あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい 2 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい 0 あっまい あんまい 3 あーまい あまーい 3 
n012 あらい 0 あっらい あんらい あーらい あらーい 3 
n013 あわい 2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい 2 いったい いんたい いーたい いたーい 3 
n015 うすい 0 うっすい 3 うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい 2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい 2 うっまい うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい 2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 3 
n019 えらい 2 えっらい えんらい えーらい えらーい 3 
n020 おーい 0 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい 2 おっしい おんしい おーしい おしーい 3 
n022 おそい 0 おっそい 3 おんそい おーそい おそーい 3 
n023 おもい 0 おっもい おんもい おーもい おもーい 
n024 かくい 0 かっくい 3 かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい 2 かったい 3 かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい 2 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい 3 
n027 からい 2 かっらい かんらい かーらい からーい 3 
n028 かるい 0 かっるい かんるい かーるい 3 かるーい 
n029 きつい 0 きっつい 3 きんつい きーつい きつーい 3 
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n030 きよい 2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい 2 くっさい 3 くんさい くーさい くさーい 3 
n032 くどい 2 くっどい くんどい くーどい くどーい 3 
n033 くらい 0 くっらい 3 くんらい くーらい くらーい 3 
n034 くろい 2 くっろい くんろい くーろい くろーい 
n035 けむい 0 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい 2 こっすい 3 こんすい こーすい こすーい 3 
n037 ごつい 0 ごっつい 3 ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい 2 こっまい こんまい こーまい こまーい 
n039 こわい 2 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい 2 さっとい さんとい さーとい さとーい 3 
n041 さむい 2 さっむい さんむい さーむい さむーい 3 
n042 しぶい 2 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 3 
n043 しよい 0 しっよい 3 しんよい しーよい 3 しよーい 
n043 しよい しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい 2 じっるい じんるい じーるい じるーい 3 
n046 しろい 2 しっろい しんろい しーろい しろーい 3 
n047 しわい 2 しっわい しんわい しーわい しわーい 3 
n048 すごい 2 すっごい すんごい すーごい すごーい 3 
n049 ずるい 2 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 3 
n050 せこい 2 せっこい せんこい せーこい せこーい 3 
n051 せまい 2 せっまい せんまい せーまい せまーい 3 
n052 たかい 2 たっかい たんかい たーかい たかーい 3 

x ださい だっさい だんさい だーさい ださーい 3 
n053 たすい 2 たっすい 3 たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい 0 だっるい だんるい だーるい だるーい 
n054 たるい たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい 2 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい ちっさい 3 ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい ちっまい ちんまい 3 ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい 2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 3 
n059 つよい 2 つっよい つんよい つーよい つよーい 3 
n060 つらい 0 つっらい つんらい つーらい つらーい 3 
n061 でかい でっかい 3 でんかい でーかい でかーい 3 
n062 とーい 0 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい 0 とっろい とんろい とーろい とろーい 
n064 ながい 2 なっがい なんがい なーがい ながーい 3 
n065 にがい 2 にっがい にんがい にーがい にがーい 3 
n066 にくい 2 にっくい 3 にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい 0 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい 2 ぬっくい ぬんくい ぬーくい ぬくーい 3 
n069 ぬるい 2 ぬっるい ぬんるい ぬーるい ぬるーい 3 
n070 ねばい 2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい 3 
n071 ねむい 0 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 3 
n072 のろい 0 のっろい のんろい のーろい のろーい 
n073 ばばい ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい 0 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい 2 はっやい はんやい はーやい はやーい 3 
n076 ひくい 2 ひっくい 3 ひんくい ひーくい ひくーい 3 
n077 ひどい 2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 3 
n078 ひやい 2 ひっやい ひんやい ひーやい ひやーい 3 
n079 ひょろい ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい 2 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい 3 
n081 ふかい 2 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい 3 
n082 ふとい 2 ふっとい 3 ふんとい ふーとい ふとーい 3 
n083 ふるい 2 ふっるい ふんるい ふーるい ふるーい 3 
n084 ほしい 2 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 3 
n085 ほそい 2 ほっそい 3 ほんそい ほーそい ほそーい 3 
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n086 ぼろい 2 ぼっろい ぼんろい ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい 0 まっずい まんずい まーずい まずーい 3 
n088 またい まったい 3 まんたい まーたい またーい 3 
n089 まるい 0 まっるい まんるい まーるい まるーい 
n090 みぞい 2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい 2 みっよい みんよい みーよい みよーい 3 
n092 むごい 2 むっごい むんごい むーごい むごーい 3 
n093 むさい 2 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい 0 もっろい もんろい もーろい もろーい 3 
n095 やすい 2 やっすい 3 やんすい やーすい やすーい 3 
n096 やばい 2 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい やっおい やんおい やーおい やおーい 
n098 やわい 2 やっわい やんわい やーわい やわーい 
n099 ゆるい 0 ゆっるい ゆんるい ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい 2 よっわい 3 よんわい よーわい よわーい 3 
n101 わかい 2 わっかい 3 わんかい わーかい わかーい 3 
n102 わるい 2 わっるい わんるい わーるい わるーい 3 
n104 あかるい 3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい 3 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい 3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい 3 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい 3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 4 
n116 うるさい 3 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい 3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい 3 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい 3 おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい 3 おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい 3 おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい 3 おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい 3 しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい 3 しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい 3 ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい 3 ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 

 ※挿入形は終止用法が有核型（「3, 4」），連体用法が無核型（「0」）で規則的に出るが，上表に

は終止用法しか挙げていないので注意されたい。なお，三原村で確認したことであるが，これ

らの地域では形容詞（通常形または挿入形）の無核型に見えるものは，語末核型である可能性

と，無核型と語末核型の併用である可能性とを考慮する必要がある（例えば，ア[カイ]と]き（～

ア[カイと]き），ク[ロ]イと]き）。しかしこの話者の場合は「アッ[ツイホ]ン（厚い本）」のように

なり，無核型である。また，形容詞の「無核型」を単独で発音すると拍内半下降が聞き取れて

（例えば地域・話者により，[アカイ]]，ア[カイ]]），語末核型であると判明する場合があるが，こ

の話者の場合は拍内半下降は聞き取れないので，やはり無核型である。 

 ※これらの点を明記しておかないと，三原村周辺地域の調査結果との関係で，本稿に掲げた

他地域のデータはどうなのか，疑問に思われる方がおられるかもしれないので記している。な

お本話者の細かい出身地点が「下ノ加江」の何処
ど こ

なのかについては調査では聞いていないので

分からない。2018 年冬の調査で筆者は「安宿
あんしゅく

」という下ノ加江南部にある遍路宿
へんろやど

にお世話にな

ったが，その辺りでは句頭の上昇は東京と同様の形のものを耳にした記憶がある。但し，南部

は全てそうなのか，個人差があるのかについては何とも言えない。 
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付録35 話者B09 

資料26．話者B09（高知市1944年生れ男性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー テが L0 テーが L0A
目 3 メ H0 メー L0 メが L0 メーが L0A
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが 
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは H0 チーのは チのがは H0 チーのがは 
戸 1 トのは H0 トーのは トのがは H0 トーのがは 
巣 4 スのは H0 スーのは スのがは H0 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L0A テーのは テのがは L0A テーのがは 
目 3 メのは L0A メーのは メのがは L0A メーのがは 
庭 1a ニワのは H0 ニワのは ニワのがは H0 ニワのがは 
水 1a ミズのは H0 ミズのは ミズのがは H0 ミズのがは 
上 1b ウエのは H0 ウエのは ウエのがは H0 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H0 ミゾのは ミゾのがは H0 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H0 ゴマのは ゴマのがは H0 ゴマのがは 
晩 - バンのは H0 バンのは バンのがは H0 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは ヤマのがは H1 ヤマのがは H0 
犬 3 イヌのは H1 イヌのは イヌのがは H1 イヌのがは 
石 2 イシのは H1 イシのは イシのがは H1 イシのがは 
虹 2 ニジのは H1 ニジのは ニジのがは H1 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H1 ウタのは ウタのがは H1 ウタのがは 
針 4 ハリのは L0A ハリのは ハリのがは L0A ハリのがは 
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船 4 フネのは L0A フネのは フネのがは L0A フネのがは 
勘 - カンのは L0A カンのは カンのがは L0A カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H0 コトリのは コトリのがは H0 コトリのがは 
所 1b トコロのは H2 トコロのは トコロのがは H2 トコロのがは H0 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは アタマのがは H2 アタマのがは H0 
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは ムスメのがは H0 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L0A スズメのは スズメのがは L0A スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L0A ウサギのは ウサギのがは L0A ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H2 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい あーまい あまーい L3B
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい H1 うっすい うんすい うーすい うすーい L3B
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい L3B
n018 えぐい H1 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい おんそい おーそい おそーい L3B
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい L3B
n024 かくい H1 かっくい かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい かんたい かーたい かたーい L3B
n026 かゆい H2 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい L3B
n027 からい H2 かっらい かんらい かーらい からーい L3B
n028 かるい H2 かっるい かんるい かーるい L3B かるーい L3B
n029 きつい H1 きっつい きんつい きーつい きつーい L3B
n030 きよい H1 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい くんさい くーさい くさーい L3B
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H1 くっらい くんらい くーらい くらーい L3B
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい H2 こっすい こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さむーい L3B



付録 35 話者 B09 

- 668 - 

 

n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい L3B
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい L3B しよーい 
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい L3B しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい しろーい 
n047 しわい H2 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい すんごい すーごい L3B すごーい L3B
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい L3B
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい L3B
n051 せまい H1 せっまい せんまい せーまい せまーい L3B
n052 たかい H1 たっかい たんかい たーかい たかーい L3B

x ださい H2 だっさい だんさい だーさい ださーい L3B
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H1 だっるい だんるい だーるい だるーい L3B
n054 たるい たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちーさい H3 ちっさい ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H1 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい L3B
n060 つらい H1 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H1 でっかい でんかい でーかい でかーい L3B
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい L3B
n063 とろい H1 とっろい とんろい とーろい とろーい L3B
n064 ながい H1 なっがい なんがい なーがい ながーい L3B
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい にがーい L3B
n066 にくい H1 にっくい にんくい にーくい にくーい L3B
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい L3B
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい L3B
n069 ぬるい H2 ぬっるい ぬんるい L3B ぬーるい ぬるーい L3B
n070 ねばい H2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい L3B
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい L3B
n072 のろい H2 のっろい のんろい のーろい のろーい L3B
n073 ばばい ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい L3B
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい L3B
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい L3B
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい ひーやい ひやーい L3B
n079 ひょろい H2 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい L3B
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい L3B
n082 ふとい H1 ふっとい ふんとい ふーとい ふとーい L3B
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい ふーるい ふるーい L3B
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい L3B
n085 ほそい H1 ほっそい ほんそい ほーそい ほそーい L3B
n086 ぼろい H2 ぼっろい ぼんろい ぼーろい ぼろーい L3B
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい L3B
n088 またい H2 まったい まんたい まーたい またーい L3B
n089 まるい H2 まっるい まんるい まーるい まるーい L3B
n090 みぞい H2 みっぞい みんぞい L3B みーぞい みぞーい L3B
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい L3B
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい L3B
n093 むさい H1 むっさい むんさい むーさい むさーい L3B
n094 もろい H2 もっろい もんろい もーろい もろーい L3B
n095 やすい H1 やっすい やんすい やーすい やすーい L3B
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい L3B
n097 やおい H2 やっおい やんおい やーおい やおーい L3B
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n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい やわーい 
n099 ゆるい H2 ゆっるい ゆんるい ゆーるい ゆるーい L3B
n100 よわい H1 よっわい よんわい よーわい よわーい L3B
n101 わかい H1 わっかい わんかい わーかい わかーい L3B
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい L3B
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい L4C
n104 あかるい H3 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい L4C あやしーい 
n109 あやしい H3 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい うるんさい うるーさい L4C うるさーい L4C
n116 うるさい H3 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H3 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3A おいっしい おいんしい おいーしい L4C おいしーい 
n119 おいしい L3A おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3A おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3A おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3A しんっどい しんんどい しんーどい L4C しんどーい 
n179 しんどい L3A しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい L4C ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録36 話者B10 

資料27．話者B10（土佐山田町1946年生れ女性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが L0B
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが L0B
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが L0B
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H0 トコロ H2 トコロが H0 トコロが H2
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ L0B スズメが L0A スズメが L0B
兎 6 ウサギ L0A ウサギ L0B ウサギが L0A ウサギが L0B
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H2 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1, H3 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1, H3 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1, H3 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3A テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3A メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H3 ヤマのは ヤマのがは H4 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは H3 イヌのは イヌのがは H4 イヌのがは 
石 2 イシのは H3 イシのは イシのがは H4 イシのがは 
虹 2 ニジのは H3 ニジのは ニジのがは H4 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H3 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは 
針 4 ハリのは L3AB ハリのは ハリのがは L4A ハリのがは 
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船 4 フネのは L3AB フネのは フネのがは L4A フネのがは 
勘 - カンのは L3AB カンのは カンのがは L4A カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H4 トコロのは トコロのがは H5 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H4 アタマのは アタマのがは H5 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは H4 ムスメのは ムスメのがは H5 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L4AB スズメのは スズメのがは L5AB スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L4AB ウサギのは ウサギのがは L5AB ウサギのがは 

 

 ※「トコロが」の H0 は「場所（place）が」，H2 は「しかしながら（but）」の意。同様のケー

スでは他の話者も全て同様である（東京式の場合は「0, 3」の違いになるが，三原村的な特徴が

強い地域では「3」がいずれの意味も表すという場合がある）。ただし，調査時期の早い話者に

ついてはこの区別をきちんと調べ切れていない可能性があるので注意されたい。 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい H2 うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい H2 こーーい 
n003 すい H1 すっい H2 すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい H2 なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい L0B えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい L0B よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい L3B あんおい あーおい L3B あおーい 
n007 あかい H2 あっかい L3B あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい L3B あんさい あーさい あさーい L3B
n009 あつい H2 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい L3B
n010 あつい H1 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい L3B
n011 あまい H2 あっまい L3B あんまい あーまい あまーい L3B
n012 あらい H2 あっらい L3B あんらい あーらい あらーい L3B
n013 あわい H2 あっわい L3B あんわい あーわい あわーい L3B
n014 いたい H1 いったい L3B いんたい いーたい いたーい L3B
n015 うすい H2 うっすい L3B うんすい うーすい うすーい L3B
n016 うとい H2 うっとい L3B うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい L3B うまーい L3B
n018 えぐい H2 えっぐい L3B えんぐい えーぐい えぐーい L3B
n019 えらい H2 えっらい L3B えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい L3B おおーい 
n021 おしい H1 おっしい L3B おんしい おーしい おしーい L3B
n022 おそい H2 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい L3B
n023 おもい H2 おっもい L3B おんもい おーもい おもーい L3B
n024 かくい H2 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい L3B かゆーい L3B
n027 からい H2 かっらい かんらい かーらい L3B からーい 
n028 かるい H2 かっるい L3B かんるい かーるい かるーい L3B
n029 きつい H2 きっつい L3B きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい L3B きよーい 
n031 くさい H1 くっさい L3B くんさい くーさい くさーい L3B
n032 くどい H2 くっどい L3B くんどい くーどい くどーい 
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n033 くらい H1 くっらい くんらい くーらい L3B くらーい L3B
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい L3B くろーい L3B
n035 けむい H2 けっむい L3B けんむい けーむい けむーい L3B
n036 こすい H2 こっすい L3B こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい L3B こんまい こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい L3B こんわい こーわい こわーい L3B
n040 さとい H2 さっとい L3B さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい L3B さむーい L3B
n042 しぶい H1 しっぶい L3B しんぶい しーぶい しぶーい L3B
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい L3B しよーい 
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい L3B しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい H1 しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H1 じっるい L3B じんるい じーるい じるーい L3B
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい L3B しろーい 
n047 しわい H2 しっわい しんわい しーわい しわーい L3B
n048 すごい H2 すっごい すんごい すーごい L3B すごーい L3B
n049 ずるい H2 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい L3B
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい L3B せんまい せーまい せまーい L3B
n052 たかい H1 たっかい L3B たんかい たーかい たかーい L3B

x ださい L2 だっさい L3B だんさい だーさい ださーい L3B
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい L3B だんるい だーるい だるーい L3B
n054 たるい たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい L3B
n056 ちさい H2 ちっさい ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい L3B ちょんろい ちょーろい ちょろーい L3B
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい L3B つよーい L3B
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H2 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい L3B
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい L3B とおーい L3B
n063 とろい H2 とっろい L3B とんろい とーろい とろーい 
n064 ながい H2 なっがい なんがい なーがい L3B ながーい L3B
n065 にがい H1 にっがい L3B にんがい にーがい にがーい L3B
n066 にくい H2 にっくい にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H1 にっぶい L3B にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい L3B
n069 ぬるい H2 ぬっるい ぬんるい ぬーるい ぬるーい L3B
n070 ねばい H2 ねっばい L3B ねんばい ねーばい ねばーい L3B
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい L3B ねむーい L3B
n072 のろい H2 のっろい のんろい のーろい L3B のろーい L3B
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい L3B はんやい はーやい はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい L3B
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい ひーやい L3B ひやーい L3B
n079 ひょろい H2 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい L3B ひんろい ひーろい ひろーい L3B
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい L3B
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい L3B
n083 ふるい H1 ふっるい L3B ふんるい ふーるい ふるーい L3B
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H2 ぼっろい L3B ぼんろい ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい L3B まずーい L3B
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい 
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n089 まるい H2 まっるい まんるい まーるい まるーい 
n090 みぞい H2 みっぞい L3B みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい L3B
n093 むさい H1 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H2 もっろい もんろい もーろい もろーい 
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい L2 やっばい L3B やんばい やーばい やばーい L3B
n097 やおい H2 やっおい やんおい やーおい やおーい 
n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい やわーい 
n099 ゆるい H2 ゆっるい L3B ゆんるい ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい L3B よんわい よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H2 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい L4C あやしーい 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい L4C
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい うれんしい うれーしい L4C うれしーい L4C
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい L4C おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3B おやっすい L4C おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい しんんどい しんーどい L4C しんどーい L4C
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録37 話者B11 

資料28．話者B11（佐川町1943年生れ女性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0B ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0B フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0B カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H0 トコロ H2 トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0B スズメ スズメが L0B スズメが 
兎 6 ウサギ L0B ウサギ ウサギが L0B ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは H0 チーのは チのがは H0 チーのがは 
戸 1 トのは H0 トーのは トのがは H0 トーのがは 
巣 4 スのは H0 スーのは スのがは H0 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H0 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H0 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H0 ハーのがは 
手 3 テのは L0A テーのは テのがは L0A テーのがは 
目 3 メのは L0A メーのは メのがは L0A メーのがは 
庭 1a ニワのは H0 ニワのは ニワのがは H0 ニワのがは 
水 1a ミズのは H0 ミズのは ミズのがは H0 ミズのがは 
上 1b ウエのは H0 ウエのは ウエのがは H0 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H0 ミゾのは ミゾのがは H0 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H0 ゴマのは ゴマのがは H0 ゴマのがは 
晩 - バンのは H0 バンのは バンのがは H0 バンのがは 
山 3 ヤマのは H0 ヤマのは ヤマのがは H0 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは H0 イヌのは イヌのがは H0 イヌのがは 
石 2 イシのは H0 イシのは イシのがは H0 イシのがは 
虹 2 ニジのは H0 ニジのは ニジのがは H0 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H0 ウタのは ウタのがは H0 ウタのがは 
針 4 ハリのは L0B ハリのは ハリのがは L0B ハリのがは 
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船 4 フネのは L0B フネのは フネのがは L0B フネのがは 
勘 - カンのは L0B カンのは カンのがは L0B カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H0 コトリのは コトリのがは H0 コトリのがは 
所 1b トコロのは H0 トコロのは H2 トコロのがは H0 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは アタマのがは H0 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは ムスメのがは H0 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L0B スズメのは スズメのがは L0B スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L0B ウサギのは ウサギのがは L0B ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー L0 えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H2 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい あーまい あまーい 
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい H2 うっすい うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい H1 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい 
n024 かくい H2 かっくい かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H2 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい 
n027 からい H1 かっらい かんらい かーらい からーい L3A
n028 かるい H2 かっるい かんるい かーるい かるーい 
n029 きつい H2 きっつい きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H1 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H2 くっさい くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H2 くっらい くんらい くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい H2 こっすい こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さむーい L3A
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい H1 しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい しろーい 
n047 しわい H2 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい すんごい すーごい すごーい L3A
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい H1 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい たんかい たーかい たかーい 

x ださい H2 だっさい だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい H2 たっすい たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい H2 だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい だんるい だーるい だるーい L3A
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H2 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい L3A
n056 ちさい H2 ちっさい L3B ちんさい ちーさい H3 ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい L3A
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H2 でっかい でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい H2 とっろい とんろい とーろい とろーい 
n064 ながい H2 なっがい なんがい なーがい ながーい L3A
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい にがーい 
n066 にくい H2 にっくい にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H2 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい H2 ぬっるい ぬんるい ぬーるい ぬるーい L3A
n070 ねばい H2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい 
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 
n072 のろい H2 のっろい のんろい のーろい のろーい 
n073 ばばい ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい ひんくい ひーくい ひくーい L3A
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい L3A
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい ひーやい ひやーい L3A
n079 ひょろい H2 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい L3A
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい L3A
n082 ふとい H1 ふっとい ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい ふーるい ふるーい L3A
n084 ほしい H2 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい L3A
n085 ほそい H2 ほっそい ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H2 ぼっろい ぼんろい ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい L3A
n088 またい H2 まったい まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい まーるい まるーい L3A
n090 みぞい H2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H2 むっごい むんごい むーごい むごーい 
n093 むさい H2 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H2 もっろい もんろい もーろい もろーい 
n095 やすい H2 やっすい やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい L3A
n097 やおい H1 やっおい やんおい やーおい やおーい 
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n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい やわーい 
n099 ゆるい H2 ゆっるい ゆんるい ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい よんわい よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい わんかい わーかい わかーい L3A
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H3 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H3 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい H3 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H3 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい L4B
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3B おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録38 話者B12 

資料29．話者B12（高知市1941年生れ男性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが L0B
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが L0B
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが L0B
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ L0B スズメが L0A スズメが L0B
兎 6 ウサギ L0A ウサギ L0B ウサギが L0A ウサギが L0B
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H2, H1 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2, H1 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2, H1 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3A テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3A メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは H2 ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは H2 ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは H2 ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは H2 ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは H2 ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは H2 バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは H3 ヤマのがは H4 ヤマのがは H1
犬 3 イヌのは H1 イヌのは H3 イヌのがは H4 イヌのがは H1
石 2 イシのは H1 イシのは H3 イシのがは H4 イシのがは H1
虹 2 ニジのは H1 ニジのは H3 ニジのがは H4 ニジのがは H1
歌 2 ウタのは H1 ウタのは H3 ウタのがは H4 ウタのがは H1
針 4 ハリのは L3AB ハリのは L2 ハリのがは L4AB ハリのがは 
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船 4 フネのは L3AB フネのは L2 フネのがは L4AB フネのがは 
勘 - カンのは L3AB カンのは L2 カンのがは L4AB カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは H3 コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H2 トコロのは H4 トコロのがは H2 トコロのがは H5
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは H4 アタマのがは H2 アタマのがは H5
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは H4 ムスメのがは H2 ムスメのがは H5
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L4AB スズメのは L3AB スズメのがは L5AB スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L4AB ウサギのは L3AB ウサギのがは L5AB ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー L0 えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H2 あっかい L3B あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい L3B あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H2 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい L3B あーまい あまーい L3B
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい H2 うっすい L3B うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい H2 えっぐい L3B えんぐい えーぐい えぐーい L3B
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H2 おっもい おんもい L3B おーもい おもーい L3B
n024 かくい H2 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい L3B
n027 からい H2 かっらい かんらい かーらい からーい 
n028 かるい H2 かっるい かんるい L3B かーるい かるーい 
n029 きつい H2 きっつい きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい L3B くんさい くーさい くさーい L3B
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい L3B
n033 くらい H1 くっらい くんらい くーらい くらーい L3B
n034 くろい H1 くっろい くんろい L3B くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい L3B
n036 こすい H2 こっすい L3B こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さむーい L3B
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい L3B
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい L3B しよーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい L3B しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい L3B
n045 しるい H1 しっるい しんるい しーるい しるーい L3B
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい L3B
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい L3B しろーい 
n047 しわい H2 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい すんごい L3B すーごい すごーい L3B
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい たんかい たーかい たかーい 

x ださい H2 だっさい だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい H2 だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい だんるい L3B だーるい だるーい 
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい L3B たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい H1 ちっさい ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい 
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H2 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい L3B
n063 とろい H2 とっろい とんろい L3B とーろい とろーい 
n064 ながい H1 なっがい なんがい L3B なーがい ながーい L3B
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい にがーい 
n066 にくい H1 にっくい にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい L3B
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい H1 ぬっるい ぬんるい L3B ぬーるい ぬるーい 
n070 ねばい H2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい L3B
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 
n072 のろい H1 のっろい のんろい L3B のーろい のろーい 
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい L3B ひーやい ひやーい 
n079 ひょろい H1 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい 
n081 ふかい H1 ふっかい L3B ふんかい ふーかい ふかーい 
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい L3B ふーるい ふるーい 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H1 ぼっろい ぼんろい L3B ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい 
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい L3B まーるい まるーい 
n090 みぞい H1 みっぞい みんぞい L3B みーぞい みぞーい 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい 
n093 むさい H2 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H1 もっろい もんろい もーろい もろーい 
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい H2 やっおい やんおい L3B やーおい やおーい 
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n098 やわい H2 やっわい やんわい L3B やーわい やわーい 
n099 ゆるい H1 ゆっるい ゆんるい L3B ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい よんわい よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい L3B わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H2 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい L4C うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3B おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 

 ※語末長音挿入形の L3B 型の上昇が非常に明瞭な際立ちを持つ。「[けむ]い」の方言形は「[け

むた]い」である（※このことは下原氏も指摘している）。「[さと]い」の方言形は「[さど]い，[さ

どこ]い」であるが，「俊敏である」という意味であり，標準語の「[さと]い」とは意味が若干ず

れている（※このことは下原氏も指摘している）。「[ち]さい」よりは「こん[ま]い」を方言形と

してよく使う。 
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付録39 話者B13 

資料30．話者B13（香南市1942年生れ男性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが L0B
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが L0B
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが L0B
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが L0B
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが L0B
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H2, H1 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2, H1 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2, H1 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3A テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3A メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは H2 ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは H2 ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは H2 ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは H2 ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは H2 ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは H2 バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは H3 ヤマのがは H4 ヤマのがは H1
犬 3 イヌのは H1 イヌのは H3 イヌのがは H4 イヌのがは H1
石 2 イシのは H1 イシのは H3 イシのがは H4 イシのがは H1
虹 2 ニジのは H1 ニジのは H3 ニジのがは H4 ニジのがは H1
歌 2 ウタのは H1 ウタのは H3 ウタのがは H4 ウタのがは H1
針 4 ハリのは L3A ハリのは L2 ハリのがは L4A ハリのがは 
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船 4 フネのは L3A フネのは L2 フネのがは L4A フネのがは 
勘 - カンのは L3A カンのは L2 カンのがは L4A カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは H3 コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H2 トコロのは H4 トコロのがは H2 トコロのがは H5
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは H4 アタマのがは H2 アタマのがは H5
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは H4 ムスメのがは H2 ムスメのがは H5
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L4A スズメのは L3A スズメのがは L5AB スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L4A ウサギのは L3A ウサギのがは L5AB ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H1 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H2 あっつい あんつい あーつい あつーい L3A 
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい あーまい あまーい L3A 
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい L3A 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい L3A 
n015 うすい H2 うっすい うんすい うーすい うすーい L3A 
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい L3A 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい L3A 
n018 えぐい H2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい L3A 
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい L3A 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい L3A 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい L3A 
n022 おそい H2 おっそい おんそい おーそい おそーい L3A 
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい L3A 
n024 かくい H2 かっくい かんくい かーくい かくーい L3A 
n025 かたい H2 かったい かんたい かーたい かたーい L3A 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい L3A 
n027 からい H1 かっらい かんらい かーらい からーい L3A 
n028 かるい H2 かっるい かんるい かーるい かるーい L3A 
n029 きつい H2 きっつい きんつい きーつい きつーい L3A 
n030 きよい H1 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい くんさい くーさい くさーい L3A 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい L3A 
n033 くらい H2 くっらい くんらい くーらい くらーい L3A 
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい くろーい L3A 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい L3A 
n036 こすい H2 こっすい こんすい こーすい こすーい L3A 
n037 ごつい H2 ごっつい ごんつい ごーつい ごつーい L3A 
n038 こまい H1 こっまい こんまい こーまい こまーい L3A 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい L3A 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい L3A 
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さむーい L3A 
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい L3A 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい しよーい L3A 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい H1 しっるい しんるい しーるい しるーい L3A 
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい L3A 
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい しろーい L3A 
n047 しわい H2 しっわい しんわい しーわい しわーい L3A 
n048 すごい H2 すっごい すんごい すーごい すごーい L3A 
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい L3A 
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい L3A 
n051 せまい H1 せっまい せんまい せーまい せまーい L3A 
n052 たかい H1 たっかい たんかい たーかい たかーい L3A 

x ださい H2 だっさい だんさい だーさい ださーい L3A 
n053 たすい H2 たっすい たんすい たーすい たすーい L3A 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい L3A 
n054 だるい H2 だっるい だんるい だーるい だるーい L3A 
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい L3A 
n056 ちさい H2 ちっさい ちんさい ちーさい ちさーい L3A 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい ちーまい ちまーい L3A 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい L3A 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい L3A 
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい L3A 
n061 でかい H2 でっかい でんかい でーかい でかーい L3A 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい L3A 
n063 とろい H2 とっろい とんろい とーろい とろーい L3A 
n064 ながい H2 なっがい なんがい なーがい ながーい L3A 
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい にがーい L3A 
n066 にくい H1 にっくい にんくい にーくい にくーい L3A 
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい L3A 
n068 ぬくい H1 ぬっくい ぬんくい ぬーくい ぬくーい L3A 
n069 ぬるい H1 ぬっるい ぬんるい ぬーるい ぬるーい L3A 
n070 ねばい H2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい L3A 
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい L3A 
n072 のろい H2 のっろい のんろい のーろい のろーい L3A 
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい L3A 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい L3A 
n076 ひくい H1 ひっくい ひんくい ひーくい ひくーい L3A 
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい L3A 
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい ひーやい ひやーい L3A 
n079 ひょろい H2 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい L3A 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい L3A 
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい L3A 
n082 ふとい H1 ふっとい ふんとい ふーとい ふとーい L3A 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい ふーるい ふるーい L3A 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい L3A 
n085 ほそい H1 ほっそい ほんそい ほーそい ほそーい L3A 
n086 ぼろい H2 ぼっろい ぼんろい ぼーろい ぼろーい L3A 
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい L3A 
n088 またい H2 まったい まんたい まーたい またーい L3A 
n089 まるい H2 まっるい まんるい まーるい まるーい L3A 
n090 みぞい H1 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい L3A 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい L3A 
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい L3A 
n093 むさい H2 むっさい むんさい むーさい むさーい L3A 
n094 もろい H2 もっろい もんろい もーろい もろーい L3A 
n095 やすい H1 やっすい やんすい やーすい やすーい L3A 
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい L3A 
n097 やおい H2 やっおい やんおい やーおい やおーい L3A 
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n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい やわーい L3A 
n099 ゆるい H2 ゆっるい ゆんるい ゆーるい ゆるーい L3A 
n100 よわい H1 よっわい よんわい よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい わんかい わーかい わかーい L3A 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい L3A 
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい H4 
n104 あかるい H3 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい H4 
n109 あやしい H3 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい H4 
n116 うるさい H3 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい H4 
n117 うれしい H3 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3A おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい L4A 
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3A おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい L4A 
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3A しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい L4A 
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい L4A 
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録40 話者B14 

資料31．話者B14（宿毛・東京1942年生れ女性，東京式，3拍形容詞1.5型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ 0 チー チが 0 チーが 
戸 1 ト 0 トー トが 0 トーが 
巣 4 ス 0 スー スが 0 スーが 
名 2 ナ 0 ナー ナが 0 ナーが 
葉 2 ハ 0 ハー ハが 0 ハーが 
歯 5 ハ 0 ハー ハが 1 ハーが 
手 3 テ 0 テー テが 1 テーが 
目 3 メ 0 メー メが 1 メーが 
庭 1a ニワ 0 ニワ ニワが 0 ニワが 
水 1a ミズ 0 ミズ ミズが 0 ミズが 
上 1b ウエ 0 ウエ ウエが 0 ウエが 
溝 1b ミゾ 0 ミゾ ミゾが 0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ 0 ゴマ ゴマが 0 ゴマが 
晩 - バン 0 バン バンが 0 バンが 
山 3 ヤマ 0 ヤマ ヤマが 2 ヤマが 
犬 3 イヌ 0 イヌ イヌが 2 イヌが 
石 2 イシ 0 イシ イシが 2 イシが 
虹 2 ニジ 1 ニジ ニジが 1 ニジが 
歌 2 ウタ 0 ウタ ウタが 2 ウタが 
針 4 ハリ 1 ハリ ハリが 1 ハリが 
船 4 フネ 1 フネ フネが 1 フネが 
勘 - カン 0 カン カンが 0 カンが 
雨 5 アメ 1 アメ アメが 1 アメが 
窓 5 マド 1 マド マドが 1 マドが 
小鳥 1a コトリ 0 コトリ コトリが 0 コトリが 
所 1b トコロ 0 トコロ トコロが 3 トコロが 
力 3 チカラ 2 チカラ チカラが 2 チカラが 
命 5a イノチ 1 イノチ イノチが 1 イノチが 
朝日 5b アサヒ 1 アサヒ アサヒが 1 アサヒが 
頭 4 アタマ 0 アタマ アタマが 3 アタマが 
娘 2 ムスメ 0 ムスメ ムスメが 3 ムスメが 
椿 7a ツバキ 1 ツバキ ツバキが 1 ツバキが 
薬 7b クスリ 0 クスリ クスリが 0 クスリが 
雀 6 スズメ 0 スズメ スズメが 0 スズメが 
兎 6 ウサギ 0 ウサギ ウサギが 0 ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは 2 チーのは チのがは 3 チーのがは 
戸 1 トのは 2 トーのは トのがは 3 トーのがは 
巣 4 スのは 2 スーのは スのがは 3 スーのがは 
名 2 ナのは 2 ナーのは ナのがは 3 ナーのがは 
葉 2 ハのは 2 ハーのは ハのがは 3 ハーのがは 
歯 5 ハのは 1 ハーのは ハのがは 1 ハーのがは 
手 3 テのは 1 テーのは テのがは 1 テーのがは 
目 3 メのは 1 メーのは メのがは 1 メーのがは 
庭 1a ニワのは 3 ニワのは ニワのがは 4 ニワのがは 
水 1a ミズのは 3 ミズのは ミズのがは 4 ミズのがは 
上 1b ウエのは 3 ウエのは 2 ウエのがは 4 ウエのがは 3 
溝 1b ミゾのは 3 ミゾのは ミゾのがは 4 ミゾのがは 3 
胡麻 6 ゴマのは 3 ゴマのは ゴマのがは 4 ゴマのがは 
晩 - バンのは 3 バンのは バンのがは 4 バンのがは 
山 3 ヤマのは 2 ヤマのは ヤマのがは 2 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは 2 イヌのは イヌのがは 2 イヌのがは 
石 2 イシのは 2 イシのは イシのがは 2 イシのがは 
虹 2 ニジのは 1 ニジのは ニジのがは 1 ニジのがは 
歌 2 ウタのは 2 ウタのは ウタのがは 2 ウタのがは 
針 4 ハリのは 1 ハリのは ハリのがは 1 ハリのがは 
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船 4 フネのは 1 フネのは フネのがは 1 フネのがは 
勘 - カンのは 3 カンのは カンのがは 4 カンのがは 
雨 5 アメのは 1 アメのは アメのがは 1 アメのがは 
窓 5 マドのは 1 マドのは マドのがは 1 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは 4 コトリのは コトリのがは 5 コトリのがは 
所 1b トコロのは 4 トコロのは トコロのがは 5 トコロのがは 
力 3 チカラのは 2 チカラのは チカラのがは 2 チカラのがは 
命 5a イノチのは 1 イノチのは イノチのがは 1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは 1 アサヒのは アサヒのがは 1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは 3 アタマのは アタマのがは 3 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは 3 ムスメのは ムスメのがは 3 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは 1 ツバキのは ツバキのがは 1 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは 4 クスリのは クスリのがは 5 クスリのがは 
雀 6 スズメのは 4 スズメのは スズメのがは 5 スズメのがは 
兎 6 ウサギのは 4 ウサギのは ウサギのがは 5 ウサギのがは 

 

 ※現在は高知市に在住されている話者であるが，育った宿毛
す く も

の発音に両親の東京の発音が混

じって高知市の強調形の発音が加わったかのような，混成的とも解釈される発音をしている。

強調形については宿毛の発音を反映している可能性もあるが，よく分からない。句頭の上昇は

東京と同様のパターンを示している。三原村的な特徴は見られない。2017 年夏と 2018 年冬の幡

多での調査で，三原村に伺う際には平田駅
ひらたえき

近くの「鶴
つる

の家
や

旅館
りょかん

」でお世話になったが，平田駅

は宿毛駅の少し前の駅である。この近辺では句頭の上昇は東京と同様のパターンであったと記

憶している。平田駅と三原村とは村営バスで 15 分程の距離しかないが，ダムを隔てており，方

言としての連続性は全く感じられなかった。寧ろ宿毛の方が近いのではないかと考える。 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい 1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい 1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい 1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない 1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい 1 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい 2 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい 0 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい 0 あっさい あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい 0 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい 2 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい 0 あっまい あんまい あーまい あまーい 
n012 あらい 2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい 2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい 2 いったい いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい 0 うっすい うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい 2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい 2 うっまい うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい 2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい 2 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい 2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい 2 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい 0 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい 0 おっもい おんもい おーもい おもーい 
n024 かくい 2 かっくい かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい 2 かったい かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい 2 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい 
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n027 からい 2 かっらい かんらい かーらい からーい 
n028 かるい 0 かっるい かんるい かーるい L3B かるーい 
n029 きつい 2 きっつい きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい 2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい 2 くっさい くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい 2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい 0 くっらい くんらい くーらい くらーい 
n034 くろい 2 くっろい くんろい くーろい くろーい 
n035 けむい 2 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい 2 こっすい こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい 2 ごっつい ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい 2 こっまい こんまい こーまい こまーい 
n039 こわい 2 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい 2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい 2 さっむい さんむい さーむい さむーい 
n042 しぶい 2 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい 2 しっよい しんよい しーよい L3B しよーい 
n043 しよい しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい 2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい 2 しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい 2 しっろい しんろい しーろい しろーい 
n047 しわい 2 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい 2 すっごい すんごい L3B すーごい すごーい 
n049 ずるい 2 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい 2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい 2 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい 
n052 たかい 2 たっかい たんかい たーかい たかーい 

x ださい 2 だっさい だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい 2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい 2 だっるい だんるい だーるい だるーい 
n054 たるい たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい 2 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい 2 ちっさい ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい 2 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい 2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい 2 つっよい つんよい つーよい つよーい 
n060 つらい 2 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい 2 でっかい でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい 0 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい 2 とっろい とんろい とーろい とろーい 
n064 ながい 2 なっがい なんがい なーがい ながーい 
n065 にがい 2 にっがい にんがい にーがい にがーい L3A
n066 にくい 2 にっくい にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい 2 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい 2 ぬっくい ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい 2 ぬっるい ぬんるい ぬーるい ぬるーい 
n070 ねばい 2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい 
n071 ねむい 2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 
n072 のろい 2 のっろい のんろい のーろい のろーい 
n073 ばばい 2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい 2 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい 2 はっやい はんやい はーやい はやーい 
n076 ひくい 2 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい 2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい 2 ひっやい ひんやい ひーやい ひやーい L3A
n079 ひょろい 2 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい 2 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい L3A
n081 ふかい 2 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい L3A
n082 ふとい 2 ふっとい ふんとい ふーとい ふとーい 
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n083 ふるい 2 ふっるい ふんるい ふーるい ふるーい 
n084 ほしい 2 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい 2 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい 2 ぼっろい ぼんろい ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい 2 まっずい まんずい まーずい まずーい 
n088 またい 2 まったい まんたい まーたい またーい 
n089 まるい 2 まっるい まんるい まーるい まるーい 
n090 みぞい 2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい 2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい 2 むっごい むんごい むーごい むごーい 
n093 むさい 2 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい 2 もっろい もんろい もーろい もろーい 
n095 やすい 2 やっすい やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい 2 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい 2 やっおい やんおい やーおい やおーい 
n098 やわい 2 やっわい やんわい やーわい やわーい 
n099 ゆるい 2 ゆっるい ゆんるい ゆーるい ゆるーい L3A
n100 よわい 2 よっわい よんわい よーわい よわーい 
n101 わかい 2 わっかい わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい 2 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい 3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい 3 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい 3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい 3 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい 3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい 3 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい 3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい 3 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい 3 おいっしい L4C おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい 3 おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい 3 おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい 3 おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい 3 しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい 3 しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい 3 ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい 3 ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録41 話者B15 

資料32．話者B15（高知市1940年生れ女性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが L0B
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが L0B
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが L0B
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ L0B スズメが L0A スズメが L0B
兎 6 ウサギ L0A ウサギ L0B ウサギが L0A ウサギが L0B
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H2, H1 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2, H1 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2, H1 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3A テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3A メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは H2 ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは H2 ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは H2 ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは H2 ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは H2 ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは H2 バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは H3 ヤマのがは H4 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは H1 イヌのは H3 イヌのがは H4 イヌのがは 
石 2 イシのは H1 イシのは H3 イシのがは H4 イシのがは 
虹 2 ニジのは H1 ニジのは H3 ニジのがは H4 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H1 ウタのは H3 ウタのがは H4 ウタのがは 
針 4 ハリのは L3B ハリのは L2 ハリのがは L4B ハリのがは 
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船 4 フネのは L3B フネのは L2 フネのがは L4B フネのがは 
勘 - カンのは L3B カンのは カンのがは L4B カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは H3 コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H2 トコロのは H4 トコロのがは H5 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは H4 アタマのがは H5 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは H4 ムスメのがは H5 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L3A スズメのは L4B スズメのがは L5AB スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L3A ウサギのは L4B ウサギのがは L5AB ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい H2 うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい H2 こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい H2 すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい H2 なーーい 
n005 えー L0 えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい H2 よーーい 
n006 あおい H2 あっおい L3B あんおい あーおい L3B あおーい L3A
n007 あかい H2 あっかい L3B あんかい あーかい L3B あかーい L3A
n008 あさい H2 あっさい L3B あんさい あーさい L3B あさーい L3A
n009 あつい H2 あっつい L3B あんつい あーつい L3B あつーい L3A
n010 あつい H1 あっつい L3B あんつい あーつい L3B あつーい L3A
n011 あまい H2 あっまい あんまい L3B あーまい L3B あまーい L3A
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい L3B あらーい L3A
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい L3B あわーい L3A
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい L3A
n015 うすい H2 うっすい L3B うんすい うーすい L3B うすーい L3A
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい L3A
n017 うまい H1 うっまい うんまい L3B うーまい うまーい L3A
n018 えぐい H2 えっぐい L3B えんぐい えーぐい えぐーい L3A
n019 えらい H2 えっらい L3B えんらい えーらい えらーい L3A
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい L3A
n021 おしい H1 おっしい L3B おんしい おーしい おしーい L3A
n022 おそい H2 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい L3A
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい L3A
n024 かくい H2 かっくい L3B かんくい かーくい L3B かくーい L3A
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい L3B かたーい L3A
n026 かゆい H1 かっゆい L3B かんゆい かーゆい L3B かゆーい L3A
n027 からい H1 かっらい L3B かんらい かーらい L3B からーい 
n028 かるい H2 かっるい L3B かんるい L3B かーるい L3B かるーい L3A
n029 きつい H2 きっつい L3B きんつい きーつい L3B きつーい L3A
n030 きよい H1 きっよい きんよい きーよい L3B きよーい L3A
n031 くさい H1 くっさい L3B くんさい くーさい くさーい L3A
n032 くどい H2 くっどい くんどい L3B くーどい くどーい L3A
n033 くらい H2 くっらい L3B くんらい くーらい L3B くらーい L3A
n034 くろい H1 くっろい L3B くんろい くーろい L3B くろーい L3A
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい H2 こっすい L3B こんすい こーすい こすーい L3A
n037 ごつい H2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい L3B ごつーい L3A
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい L3B こまーい L3A
n039 こわい H1 こっわい L3B こんわい こーわい L3B こわーい L3A
n040 さとい H2 さっとい L3B さんとい さーとい L3B さとーい L3A
n041 さむい H1 さっむい L3B さんむい L3B さーむい L3B さむーい L3A
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n042 しぶい H2 しっぶい しんぶい L3B しーぶい L3B しぶーい L3A
n043 しよい H1 しっよい L3B しんよい L3B しーよい L3B しよーい L3A
n043 しよい H2 しっよい L3B しんよい L3B しーよい L3B しよーい L3A
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい L3B しょぼーい L3A
n045 しるい H1 しっるい しんるい L3B しーるい L3B しるーい L3A
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい L3B じるーい 
n046 しろい H1 しっろい L3B しんろい L3B しーろい L3B しろーい L3A
n047 しわい H2 しっわい L3B しんわい L3B しーわい L3B しわーい L3A
n048 すごい H2 すっごい L3B すんごい L3B すーごい L3B すごーい L3A
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい L3B ずーるい L3B ずるーい L3A
n050 せこい H2 せっこい L3B せんこい せーこい せこーい L3A
n051 せまい H1 せっまい L3B せんまい L3B せーまい L3B せまーい L3A
n052 たかい H1 たっかい L3B たんかい たーかい L3B たかーい L3A

x ださい H2 だっさい L3B だんさい だーさい L3B ださーい L3A
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい L3B たすーい L3A
n053 だすい H2 だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい L3B だんるい L3B だーるい L3B だるーい L3A
n054 たるい H2 たっるい L3B たんるい L3B たーるい L3B たるーい L3A
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい L3B ちかーい L3A
n056 ちさい H2 ちっさい L3B ちんさい ちーさい L3B ちさーい L3A
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい L3B ちーまい L3B ちまーい L3A
n058 ちょろい H2 ちょっろい L3B ちょんろい L3B ちょーろい L3B ちょろーい L3A
n059 つよい H1 つっよい L3B つんよい L3B つーよい L3B つよーい L3A
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい L3B つらーい L3A
n061 でかい H2 でっかい L3B でんかい でーかい L3B でかーい L3A
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい L3B とおーい L3A
n063 とろい H2 とっろい L3B とんろい L3B とーろい L3B とろーい L3A
n064 ながい H2 なっがい L3B なんがい L3B なーがい L3B ながーい L3A
n065 にがい H1 にっがい L3B にんがい L3B にーがい L3B にがーい L3A
n066 にくい H1 にっくい L3B にんくい にーくい L3B にくーい L3A
n067 にぶい H1 にっぶい L3B にんぶい L3B にーぶい L3B にぶーい L3A
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい L3B ぬくーい L3A
n069 ぬるい H2 ぬっるい L3B ぬんるい L3B ぬーるい L3B ぬるーい L3A
n070 ねばい H2 ねっばい L3B ねんばい L3B ねーばい L3B ねばーい L3A
n071 ねむい H2 ねっむい L3B ねんむい L3B ねーむい L3B ねむーい L3A
n072 のろい H2 のっろい L3B のんろい L3B のーろい L3B のろーい L3A
n073 ばばい H2 ばっばい L3B ばんばい ばーばい L3B ばばーい L3A
n074 はそい H2 はっそい L3B はんそい はーそい L3B はそーい L3A
n075 はやい H1 はっやい L3B はんやい L3B はーやい L3B はやーい L3A
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい L3B ひくーい L3A
n077 ひどい H2 ひっどい L3B ひんどい ひーどい L3B ひどーい L3A
n078 ひやい H1 ひっやい L3B ひんやい L3B ひーやい L3B ひやーい L3A
n079 ひょろい H2 ひょっろい L3B ひょんろい L3B ひょーろい L3B ひょろーい L3A
n080 ひろい H1 ひっろい L3B ひんろい L3B ひーろい L3B ひろーい L3A
n081 ふかい H1 ふっかい L3B ふんかい ふーかい L3B ふかーい L3A
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい L3B ふとーい L3A
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい L3B ふーるい L3B ふるーい L3A
n084 ほしい H1 ほっしい L3B ほんしい ほーしい L3B ほしーい L3A
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい L3B ほそーい L3A
n086 ぼろい H1 ぼっろい L3B ぼんろい L3B ぼーろい L3B ぼろーい L3A
n087 まずい H2 まっずい L3B まんずい L3B まーずい L3B まずーい L3A
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい L3B またーい L3A
n089 まるい H2 まっるい L3B まんるい L3B まーるい L3B まるーい L3A
n090 みぞい H2 みっぞい L3B みんぞい L3B みーぞい L3B みぞーい L3A
n091 みよい H2 みっよい L3B みんよい みーよい L3B みよーい L3A
n092 むごい H1 むっごい L3B むんごい L3B むーごい L3B むごーい L3A
n093 むさい H2 むっさい L3B むんさい むーさい むさーい L3A
n094 もろい H2 もっろい L3B もんろい L3B もーろい L3B もろーい L3A
n095 やすい H2 やっすい L3B やんすい やーすい L3B やすーい L3A
n096 やばい H2 やっばい L3B やんばい やーばい L3B やばーい L3A
n097 やおい H2 やっおい L3B やんおい L3B やーおい L3B やおーい L3A
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n098 やわい H2 やっわい L3B やんわい L3B やーわい L3B やわーい L3A
n099 ゆるい H2 ゆっるい L3B ゆんるい L3B ゆーるい L3B ゆるーい L3A
n100 よわい H1 よっわい L3B よんわい L3B よーわい L3B よわーい L3A
n101 わかい H1 わっかい L3B わんかい わーかい L3B わかーい L3A
n102 わるい H1 わっるい L3B わんるい L3B わーるい L3B わるーい L3A
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい H4 
n104 あかるい H2 あっかるい H4 あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい H4 あやんしい あやーしい あやしーい H4 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい H4 あーやしい H4 あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい H4 うるんさい うるーさい うるさーい H4 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい H4 うれんしい うれーしい うれしーい H4 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい L4A おいんしい おいーしい L4A おいしーい L4A
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3B おやっすい L4A おやんすい おやーすい おやすーい L4A
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい L4A しんんどい しんーどい しんどーい L4B
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい L4A ちゃいんろい ちゃいーろい L4A ちゃいろーい L4B
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 

 ※この話者の回答の方針として聞いたところでは，強調形は知っている形を全て答えている，

つまり（自分が使用する）使用形だけでなく（人が使用していた）記憶形も答えているので，

挿入拍に関して見ると古い形と若い形が混在した回答になっていると考えられる。全ての調査

の開始時に「自分で使う形」を答えるよう必ずお願いしているが，この時は強調形について意

図が伝わり切らなかったようで，記憶形も答えていると分かったあとも，時間が無いのでやり

直しはせずに，そのまま記憶形も答え続けていただくことにした。また，それはそれで貴重
きちょう

な

情報が得られると考えた。と言うのは，本稿では大阪の若い話者 2 名を調査しているが，挿入

拍に関する古い規則が乱れてきている様子が観察されている。それと同様のことが，どうやら

高知市の若い世代においても起こっているらしいということが，本話者の調査から示唆
し さ

される。

つまり，間接的に，より若い世代のデータを垣間見
か い ま み

ることができるという訳である。 
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付録42 話者B16 

資料33．話者B16（高知市1945年生れ男性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー H1 ハが H1 ハーが 
手 3 テ テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H0 トコロ トコロが H0 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが 
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H2 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは L3B テのがは L3A テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは L3B メのがは L3A メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは H2 ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは H2 ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは H2 ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは H2 ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは H2 ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは H2 バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは ヤマのがは H4 ヤマのがは H1
犬 3 イヌのは H1 イヌのは イヌのがは H4 イヌのがは H1
石 2 イシのは H1 イシのは イシのがは H4 イシのがは H1
虹 2 ニジのは H1 ニジのは ニジのがは H1 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H1 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは H1
針 4 ハリのは L3A ハリのは L2 ハリのがは L4A ハリのがは 
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船 4 フネのは L3A フネのは L2 フネのがは L4A フネのがは 
勘 - カンのは L3A カンのは L2 カンのがは L4A カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H3 コトリのは コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H3 トコロのは トコロのがは H5 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは アタマのがは H5 アタマのがは H2
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは ムスメのがは H5 ムスメのがは H2
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L3A スズメのは スズメのがは L5A スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L3A ウサギのは ウサギのがは L5A ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい H2 すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー L0 えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい L3B あんさい あーさい あさーい L3A
n009 あつい H2 あっつい あんつい あーつい あつーい L3A
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい L3A
n011 あまい H2 あっまい あんまい L3B あーまい あまーい L3A
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい L3A
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい L3A
n015 うすい H2 うっすい L3B うんすい うーすい うすーい L3A
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい L3B うーまい うまーい L3A
n018 えぐい H2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい L3A
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい L3A
n022 おそい H2 おっそい おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい L3A
n024 かくい H2 かっくい かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい L3A
n026 かゆい H2 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい L3A
n027 からい H2 かっらい かんらい かーらい からーい L3A
n028 かるい H2 かっるい L3B かんるい かーるい かるーい L3A
n029 きつい H2 きっつい きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい L3B くんさい くーさい くさーい L3A
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい L3A
n033 くらい H2 くっらい くんらい くーらい くらーい L3A
n034 くろい H1 くっろい くんろい L3B くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい L3A
n036 こすい H2 こっすい こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい L3A
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい L3A
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい L3A
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さむーい L3A
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n042 しぶい H2 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい H2 しっよい しんよい L3B しーよい しよーい 
n043 しよい しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい H1 しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい L3B しーろい しろーい L3A
n047 しわい H2 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい L3B すんごい すーごい すごーい L3A
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい L3A
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい L3B たんかい たーかい たかーい L3A

x ださい H2 だっさい L3B だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい だんるい L3B だーるい だるーい L3A
n054 たるい たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい ちっさい L3B ちんさい ちーさい H3 ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい L3A
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい L3A
n061 でかい H2 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい L3A
n063 とろい H2 とっろい とんろい L3B とーろい とろーい 
n064 ながい H1 なっがい なんがい L3B なーがい ながーい L3A
n065 にがい H1 にっがい L3B にんがい にーがい にがーい L3A
n066 にくい H1 にっくい にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい L3A
n069 ぬるい H1 ぬっるい ぬんるい L3B ぬーるい ぬるーい L3A
n070 ねばい H2 ねっばい ねんばい L3B ねーばい ねばーい 
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい L3A
n072 のろい H2 のっろい のんろい L3B のーろい のろーい 
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい L3B はーやい はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい L3A
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい L3B ひーやい ひやーい L3A
n079 ひょろい H2 ひょっろい ひょんろい L3B ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい L3B ひーろい ひろーい 
n081 ふかい H1 ふっかい L3B ふんかい ふーかい ふかーい 
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい L3B ふーるい ふるーい 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H2 ぼっろい ぼんろい L3B ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい L3A
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい L3B まーるい まるーい 
n090 みぞい H2 みっぞい みんぞい L3B みーぞい みぞーい 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H2 むっごい むんごい むーごい むごーい 
n093 むさい H2 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H2 もっろい もんろい L3B もーろい もろーい 
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい L3A
n097 やおい H2 やっおい やんおい L3B やーおい やおーい 
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n098 やわい H2 やっわい やんわい L3B やーわい やわーい 
n099 ゆるい H1 ゆっるい ゆんるい L3B ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい よんわい L3B よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい L3B わんかい わーかい わかーい L3A
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい H3 あかっるい H4 あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H3 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい L4A
n109 あやしい H2 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H3 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい L4A
n116 うるさい H2 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい H3 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H2 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H3 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい L4A
n119 おいしい L3A おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3A おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい L4A
n132 おやすい L3A おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3A おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3A しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3A しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい L4A
n204 ちゃいろい L3A ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録43 話者B17 

資料34．話者B17（高知市1944年生れ男性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが L0B
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが L0B
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが L0B
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが L0B
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが L0B
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは H0 チーのは チのがは H0 チーのがは 
戸 1 トのは H0 トーのは トのがは H0 トーのがは 
巣 4 スのは H0 スーのは スのがは H0 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L0A テーのは テのがは L0A テーのがは 
目 3 メのは L0A メーのは メのがは L0A メーのがは 
庭 1a ニワのは H0 ニワのは ニワのがは H0 ニワのがは 
水 1a ミズのは H0 ミズのは ミズのがは H0 ミズのがは 
上 1b ウエのは H0 ウエのは ウエのがは H0 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H0 ミゾのは ミゾのがは H0 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H0 ゴマのは ゴマのがは H0 ゴマのがは 
晩 - バンのは H0 バンのは バンのがは H0 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは ヤマのがは H1 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは H1 イヌのは イヌのがは H1 イヌのがは 
石 2 イシのは H1 イシのは イシのがは H1 イシのがは 
虹 2 ニジのは H1 ニジのは ニジのがは H1 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H1 ウタのは ウタのがは H1 ウタのがは 
針 4 ハリのは L0A ハリのは ハリのがは L0A ハリのがは 
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船 4 フネのは L0A フネのは フネのがは L0A フネのがは 
勘 - カンのは L0A カンのは カンのがは L0A カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H0 コトリのは コトリのがは H0 コトリのがは 
所 1b トコロのは H0 トコロのは H2 トコロのがは H0 トコロのがは H2 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H0 アタマのは H2 アタマのがは H0 アタマのがは H2 
娘 2 ムスメのは H0 ムスメのは H2 ムスメのがは H0 ムスメのがは H2 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L0A スズメのは スズメのがは L0A スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L0A ウサギのは ウサギのがは L0A ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H2 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい あーまい あまーい 
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい H2 うっすい うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい H2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H1 おっもい おんもい おーもい おもーい 
n024 かくい H2 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H2 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい 
n027 からい H2 かっらい かんらい かーらい からーい 
n028 かるい H2 かっるい かんるい L3B かーるい かるーい 
n029 きつい H2 きっつい きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい L3B くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H2 くっらい くんらい くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい L3A
n036 こすい H2 こっすい こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H2 さっむい さんむい さーむい さむーい L3A
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい しろーい 
n047 しわい H2 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい すんごい すーごい すごーい L3A
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい たんかい たーかい たかーい 

x ださい H2 だっさい だんさい だーさい ださーい L3A
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい だんるい L3B だーるい だるーい 
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい H1 ちっさい ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい ちーまい L3B ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい L3B ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H2 つっよい つんよい つーよい つよーい 
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H2 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい L3A
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい L3B とおーい 
n063 とろい H2 とっろい とんろい L3B とーろい とろーい 
n064 ながい H2 なっがい なんがい なーがい ながーい L3A
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい にがーい L3A
n066 にくい H1 にっくい にんくい にーくい にくーい L3A
n067 にぶい H2 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい L3A
n069 ぬるい H1 ぬっるい ぬんるい L3B ぬーるい ぬるーい L3A
n070 ねばい H2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい L3A
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい L3A
n072 のろい H2 のっろい のんろい のーろい のろーい L3A
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい L3A
n076 ひくい H1 ひっくい ひんくい ひーくい ひくーい L3A
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい L3A
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい ひーやい ひやーい L3A
n079 ひょろい H2 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい L3A
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい L3A
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい L3A
n082 ふとい H1 ふっとい ふんとい ふーとい ふとーい L3A
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい ふーるい ふるーい L3A
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H2 ぼっろい ぼんろい ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい 
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい L3B まーるい まるーい 
n090 みぞい H2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H2 むっごい むんごい むーごい むごーい 
n093 むさい H1 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H2 もっろい もんろい もーろい もろーい 
n095 やすい H1 やっすい やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H2 やっばい L3B やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい H2 やっおい やんおい やーおい やおーい 
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n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい やわーい 
n099 ゆるい H2 ゆっるい ゆんるい L3B ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい よんわい よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい L3B わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい H2 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H2 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H2 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H2 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H2 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3A おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3A おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3A おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3A おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3A しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3A しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録44 話者B18 

資料35．話者B18（高知市1944年生れ女性，中央式，3拍形容詞1型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0B ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0B フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0B カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0B スズメ スズメが L0B スズメが 
兎 6 ウサギ L0B ウサギ ウサギが L0B ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは H1 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H1 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H1 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3A テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3A メーのがは 
庭 1a ニワのは H2 ニワのは ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H2 ミズのは ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H2 ウエのは ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H2 ミゾのは ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H2 ゴマのは ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H2 バンのは バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは ヤマのがは H4 ヤマのがは H1 
犬 3 イヌのは H1 イヌのは イヌのがは H4 イヌのがは H1 
石 2 イシのは H1 イシのは イシのがは H4 イシのがは H1 
虹 2 ニジのは H1 ニジのは ニジのがは H4 ニジのがは H1 
歌 2 ウタのは H1 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは H1 
針 4 ハリのは L3B ハリのは L2 ハリのがは L4B ハリのがは 
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船 4 フネのは L3B フネのは L2 フネのがは L4B フネのがは 
勘 - カンのは L3B カンのは L2 カンのがは L4B カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H3 コトリのは コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H2 トコロのは トコロのがは H5 トコロのがは H2 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは アタマのがは H5 アタマのがは H2 
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは ムスメのがは H5 ムスメのがは H2 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L3B スズメのは スズメのがは L5B スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L3B ウサギのは ウサギのがは L5B ウサギのがは 

 

 ※父親が栃木県出身であり，高知市の上の世代との言語接触がなかったためか，比較的高齢

であるにもかかわらず若い世代の発音寄りになっていると見られる。 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H1 あっおい L3B あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H1 あっかい L3B あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H1 あっさい L3B あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H1 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H1 あっまい L3B あんまい あーまい あまーい 
n012 あらい H1 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H1 あっわい あんわい あーわい あわーい L3A
n014 いたい H1 いったい L3B いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい H1 うっすい L3B うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H1 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい L3B うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい H1 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H1 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい H1 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H1 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H1 おっもい おんもい おーもい おもーい 
n024 かくい H1 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H1 かったい L3B かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい L3B かーゆい かゆーい 
n027 からい H1 かっらい かんらい かーらい からーい 
n028 かるい H1 かっるい かんるい L3B かーるい かるーい 
n029 きつい H1 きっつい L3B きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H1 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい L3B くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H1 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H1 くっらい くんらい L3B くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい L3B くーろい くろーい 
n035 けむい H1 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい H1 こっすい L3B こんすい こーすい こすーい 
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n037 ごつい H1 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい H1 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい L3B さーむい さむーい 
n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい L3B しーよい しよーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H1 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい L3B しんろい しーろい しろーい 
n047 しわい H1 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい L2 すっごい L3B すんごい すーごい すごーい 
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい H1 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい L3B たんかい たーかい たかーい 

x ださい H1 だっさい だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい H1 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H1 だっるい だんるい L3B だーるい だるーい 
n054 たるい たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい ちっさい ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H1 ちょっろい ちょんろい L3B ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい 
n060 つらい H1 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H1 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H1 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい H1 とっろい とんろい L3B とーろい とろーい 
n064 ながい H1 なっがい なんがい なーがい ながーい 
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい にがーい 
n066 にくい H1 にっくい L3B にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい H1 ぬっるい L3B ぬんるい ぬーるい ぬるーい 
n070 ねばい H1 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい 
n071 ねむい H1 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 
n072 のろい H1 のっろい のんろい L3B のーろい のろーい 
n073 ばばい ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい L3B はんやい はーやい はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい L2 ひっどい L3B ひんどい ひーどい ひどーい L3A
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい L3B ひーやい ひやーい 
n079 ひょろい H1 ひょっろい ひょんろい L3B ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい 
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい 
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい ふーるい ふるーい 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H1 ぼっろい ぼんろい L3B ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H1 まっずい まんずい まーずい まずーい 
n088 またい H1 まったい L3B まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H1 まっるい まんるい L3B まーるい まるーい 
n090 みぞい H1 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい H1 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H1 むっごい L3B むんごい むーごい むごーい 
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n093 むさい H1 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H1 もっろい もんろい L3B もーろい もろーい 
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H1 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい H1 やっおい やんおい やーおい やおーい 
n098 やわい H1 やっわい やんわい L3B やーわい やわーい 
n099 ゆるい H1 ゆっるい L3B ゆんるい ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい よんわい L3B よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい L3B わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい H2 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H2 あっかるい H3 あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H2 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H2 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H2 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい H2 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3B おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録45 話者B19 

資料36．話者B19（高知市1946年生れ男性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0B ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0B フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0B カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H0 トコロ H2, H1 トコロが H0 トコロが H2, H1
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0B スズメ スズメが L0B スズメが 
兎 6 ウサギ L0B ウサギ ウサギが L0B ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H2, H1 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2, H1 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2, H1 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H3, H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H3, H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H3, H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3A テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3A メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは H2 ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは H2 ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは H2 ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは H2 ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは H2 ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは H2 バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは H3 ヤマのがは H4 ヤマのがは H1
犬 3 イヌのは H1 イヌのは H3 イヌのがは H4 イヌのがは H1
石 2 イシのは H1 イシのは H3 イシのがは H4 イシのがは H1
虹 2 ニジのは H1 ニジのは H3 ニジのがは H4 ニジのがは H1
歌 2 ウタのは H1 ウタのは H3 ウタのがは H4 ウタのがは H1
針 4 ハリのは L3B ハリのは L2 ハリのがは L4B ハリのがは 
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船 4 フネのは L3B フネのは L2 フネのがは L4B フネのがは 
勘 - カンのは L3B カンのは L2 カンのがは L4B カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは L4A
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは L4A
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは H3 コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H4 トコロのは H2, H1 トコロのがは H5 トコロのがは H2, H1
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは H4 アタマのがは H5 アタマのがは H2
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは H4 ムスメのがは H5 ムスメのがは H2
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L3B スズメのは L4B スズメのがは L5B スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L3B ウサギのは L4B ウサギのがは L5B ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H2 あっつい H2 あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい H2 あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい あーまい あまーい L3B
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい L3B
n015 うすい H2 うっすい うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H2 うっとい H2 うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい L3B
n018 えぐい H2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい L3B
n019 えらい H2 えっらい H2 えんらい えーらい えらーい L3B
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい H2 おんしい おーしい おしーい L3B
n022 おそい H2 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい L3B
n023 おもい H2 おっもい H2 おんもい おーもい おもーい L3B
n024 かくい H2 かっくい かんくい かーくい かくーい L3B
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい H2 かんゆい かーゆい かゆーい L3B
n027 からい H1 かっらい H2 かんらい かーらい からーい L3B
n028 かるい H2 かっるい H2 かんるい かーるい L3B かるーい 
n029 きつい H2 きっつい H2 きんつい きーつい きつーい L3B
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい H2 くんさい くーさい くさーい L3B
n032 くどい H2 くっどい H2 くんどい くーどい くどーい L3B
n033 くらい H2 くっらい H2 くんらい くーらい くらーい L3B
n034 くろい H1 くっろい H2 くんろい くーろい くろーい L3B
n035 けむい H2 けっむい H2 けんむい けーむい けむーい L3B
n036 こすい H2 こっすい L3B こんすい こーすい こすーい L3B
n037 ごつい H2 ごっつい H2 ごんつい ごーつい ごつーい L3B
n038 こまい H2 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい L3B
n039 こわい H1 こっわい H2 こんわい こーわい L3B こわーい L3B
n040 さとい H2 さっとい L3B さんとい さーとい さとーい L3B
n041 さむい H1 さっむい H2 さんむい さーむい L3B さむーい L3B
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n042 しぶい H2 しっぶい L3B しんぶい しーぶい しぶーい L3B
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい L3B しよーい L3B
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい L3B しよーい L3B
n044 しょぼい H2 しょっぼい L3B しょんぼい しょーぼい しょぼーい L3B
n045 しるい H2 しっるい しんるい しーるい しるーい L3B
n045 じるい H2 じっるい H2 じんるい じーるい じるーい L3B
n046 しろい H1 しっろい H2 しんろい L3B しーろい L3B しろーい L3B
n047 しわい H2 しっわい H2 しんわい しーわい しわーい L3B
n048 すごい H2 すっごい H2 すんごい L3B すーごい L3B すごーい L3B
n049 ずるい H1 ずっるい H2 ずんるい ずーるい ずるーい L3B
n050 せこい H2 せっこい H2 せんこい せーこい せこーい L3B
n051 せまい H1 せっまい H2 せんまい L3B せーまい せまーい L3B
n052 たかい H1 たっかい H2 たんかい たーかい H2 たかーい L3B

x ださい H2 だっさい H2 だんさい だーさい H2 ださーい L3B
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい L3B
n053 だすい H2 だっすい L3B だんすい だーすい だすーい L3B
n054 だるい H2 だっるい L3B だんるい だーるい だるーい L3B
n054 たるい H2 たっるい L3B たんるい たーるい たるーい L3B
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい L3B
n056 ちさい H2 ちっさい L3B ちんさい ちーさい H3 ちさーい L3B
n057 ちまい H2 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい L3B
n058 ちょろい H2 ちょっろい H2 ちょんろい ちょーろい ちょろーい L3B
n059 つよい H1 つっよい L3B つんよい L3B つーよい つよーい L3B
n060 つらい H2 つっらい H2 つんらい つーらい つらーい L3B
n061 でかい H2 でっかい H2 でんかい でーかい でかーい L3B
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい L3B
n063 とろい H2 とっろい とんろい とーろい とろーい L3B
n064 ながい H1 なっがい H2 なんがい なーがい ながーい L3B
n065 にがい H1 にっがい H2 にんがい にーがい にがーい L3B
n066 にくい H2 にっくい H2 にんくい にーくい にくーい L3B
n067 にぶい H2 にっぶい H2 にんぶい にーぶい にぶーい L3B
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい L3B
n069 ぬるい H2 ぬっるい H2 ぬんるい ぬーるい ぬるーい L3B
n070 ねばい H2 ねっばい H2 ねんばい ねーばい ねばーい L3B
n071 ねむい H2 ねっむい H2 ねんむい ねーむい ねむーい L3B
n072 のろい H2 のっろい H2 のんろい のーろい のろーい L3B
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい L3B
n074 はそい H2 はっそい L3B はんそい はーそい はそーい L3B
n075 はやい H1 はっやい H2 はんやい はーやい はやーい L3B
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい L3B
n077 ひどい H2 ひっどい H2 ひんどい ひーどい ひどーい L3B
n078 ひやい H1 ひっやい H2 ひんやい L3B ひーやい ひやーい L3B
n079 ひょろい H2 ひょっろい H2 ひょんろい L3B ひょーろい ひょろーい L3B
n080 ひろい H1 ひっろい H2 ひんろい L3B ひーろい ひろーい L3B
n081 ふかい H1 ふっかい H2 ふんかい ふーかい ふかーい L3B
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい L3B
n083 ふるい H1 ふっるい H2 ふんるい L3B ふーるい ふるーい L3B
n084 ほしい H1 ほっしい H2 ほんしい ほーしい ほしーい L3B
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい L3B
n086 ぼろい H2 ぼっろい ぼんろい L3B ぼーろい ぼろーい L3B
n087 まずい H2 まっずい H2 まんずい まーずい まずーい 
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい L3B
n089 まるい H2 まっるい まんるい L3B まーるい L3B まるーい L3B
n090 みぞい H2 みっぞい L3B みんぞい L3B みーぞい みぞーい L3B
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい L3B みよーい L3B
n092 むごい H1 むっごい H2 むんごい むーごい むごーい L3B
n093 むさい H1 むっさい H2 むんさい むーさい むさーい L3B
n094 もろい H2 もっろい H2 もんろい もーろい もろーい L3B
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H2 やっばい H2 やんばい やーばい やばーい L3B
n097 やおい H2 やっおい やんおい L3B やーおい やおーい L3B
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n098 やわい H2 やっわい やんわい L3B やーわい やわーい L3B
n099 ゆるい H2 ゆっるい H2 ゆんるい L3B ゆーるい ゆるーい L3B
n100 よわい H1 よっわい L3B よんわい L3B よーわい よわーい L3B
n101 わかい H1 わっかい H2 わんかい わーかい わかーい L3B
n102 わるい H1 わっるい H2 わんるい わーるい L3B わるーい L3B
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい L4C
n104 あかるい H2 あっかるい H4, H3 あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい L4C
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H2 うるっさい H4 うるんさい うるーさい うるさーい L4C
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H2 うれっしい H4 うれんしい うれーしい うれしーい L4C
n117 うれしい H2 うっれしい H4 うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい L4A おいんしい おいーしい L4A おいしーい L4C
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3B おやっすい L4A おやんすい おやーすい おやすーい L4C
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい L4A しんんどい しんーどい しんどーい L4C
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい L4C
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい L4C ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 

 ※「あま[ー]い」型の上昇が非常に明瞭であり，上昇の自覚もある。「あおい」から「さとい」

までの語例で「あお[ーいが]は，あお[ー]ー」型を全て発音してもらった（使うことがあるか否

かにかかわらず音形として全部発音してもらった）が，これらの発音も非常に明瞭である。な

お「あお[ー]い」型の冒頭部分の回答が少ないのは，恐らくは下原氏がイントネーションである

がゆえに内省しづらかったことと同じことであって，一度型の存在に気づいてしまえば以後は

かなり生産的に回答できていると見受けられる。当然，調査者は調査票を提示するだけで，音

調を同時に提示したりはしないので，回答が少ない冒頭部分はそのまま話者が型の存在に無自

覚だった期間に相当すると考えられる訳である。 
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付録46 話者B20 

資料37．話者B20（高知市1943年生れ男性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー H1 ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー H1 ハが H1 ハーが 
手 3 テ テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが L0B
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが L0B
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ L0B スズメが L0A スズメが L0B
兎 6 ウサギ L0A ウサギ L0B ウサギが L0A ウサギが L0B
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H2 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H2 ナーのは ナのがは H3 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H3, H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3AB テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3AB メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは H2 ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは H2 ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは H2 ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは H3 ヤマのがは H4 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは H1 イヌのは H3 イヌのがは H4 イヌのがは H1
石 2 イシのは H1 イシのは H3 イシのがは H4 イシのがは H1
虹 2 ニジのは H1 ニジのは H3 ニジのがは H4 ニジのがは H1
歌 2 ウタのは H1 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは H1
針 4 ハリのは L3AB ハリのは L2 ハリのがは L4A ハリのがは 
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船 4 フネのは L3AB フネのは L2 フネのがは L4A フネのがは 
勘 - カンのは L3A カンのは カンのがは L4A カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは L4A
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは H3 コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H4 トコロのは トコロのがは H5 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは H4 アタマのがは H5 アタマのがは H2
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは H4 ムスメのがは H5 ムスメのがは H2
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L3AB スズメのは L4A スズメのがは L5A スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L3AB ウサギのは L4A ウサギのがは L5A ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H2 あっつい H2 あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい あーまい あまーい L3B
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい H2 いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい H2 うっすい うんすい うーすい うすーい L3B
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい L3B
n018 えぐい H1 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい L3B
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい L3B
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい H2 おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい おんそい おーそい おそーい L3B
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい L3B
n024 かくい H2 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい 
n027 からい H2 かっらい かんらい かーらい からーい L3B
n028 かるい H2 かっるい かんるい L3B かーるい かるーい 
n029 きつい H2 きっつい きんつい きーつい きつーい L3B
n030 きよい H1 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい L3B
n033 くらい H2 くっらい くんらい くーらい くらーい L3B
n034 くろい H1 くっろい くんろい L3B くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい H2 こっすい L3B こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H2 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さむーい 
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい H2 しっよい しんよい L3B しーよい しよーい 
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい しろーい 
n047 しわい H2 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい すんごい すーごい すごーい L3B
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい たんかい たーかい たかーい 

x ださい H2 だっさい だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい H2 だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい だんるい だーるい L3B だるーい 
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい ちっさい L3B ちんさい ちーさい H3 ちさーい 
n057 ちまい H2 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H1 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい 
n060 つらい H1 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H2 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい H2 とっろい とんろい L3B とーろい とろーい 
n064 ながい H2 なっがい なんがい なーがい ながーい 
n065 にがい H1 にっがい にんがい L3B にーがい にがーい 
n066 にくい H1 にっくい にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい H1 ぬっるい ぬんるい L3B ぬーるい ぬるーい 
n070 ねばい H2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい 
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 
n072 のろい H2 のっろい のんろい のーろい のろーい 
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい L3B はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい L3B ひーやい ひやーい 
n079 ひょろい H2 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい 
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい 
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい ふーるい ふるーい 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H2 ぼっろい ぼんろい L3B ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい 
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい L3B まーるい まるーい 
n090 みぞい H2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい 
n093 むさい H1 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H2 もっろい もんろい もーろい もろーい 
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい H1 やっおい やんおい L3B やーおい やおーい 
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n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい やわーい 
n099 ゆるい H1 ゆっるい ゆんるい L3B ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい よんわい L3B よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H3 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H3 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい H3 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H3 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3B おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 

 ※「あま[ー]い」型の上昇が明瞭で，長音を強める自覚あり。 
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付録47 話者B21 

資料38．話者B21（四万十市1949年生れ男性，東京式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ 0 チー チが 0 チーが 
戸 1 ト 0 トー トが 0 トーが 
巣 4 ス 0 スー スが 0 スーが 
名 2 ナ 0 ナー ナが 0 ナーが 
葉 2 ハ 0 ハー ハが 0 ハーが 
歯 5 ハ 0 ハー ハが 1 ハーが 
手 3 テ 0 テー テが 1 テーが 
目 3 メ 0 メー メが 1 メーが 
庭 1a ニワ 0 ニワ ニワが 0 ニワが 
水 1a ミズ 0 ミズ ミズが 0 ミズが 
上 1b ウエ 0 ウエ ウエが 2 ウエが 
溝 1b ミゾ 0 ミゾ ミゾが 0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ 0 ゴマ ゴマが 0 ゴマが 
晩 - バン 0 バン バンが 0 バンが 
山 3 ヤマ 0 ヤマ ヤマが 2 ヤマが 
犬 3 イヌ 0 イヌ イヌが 2 イヌが 
石 2 イシ 0 イシ イシが 2 イシが 
虹 2 ニジ 1 ニジ ニジが 1 ニジが 
歌 2 ウタ 0 ウタ ウタが 2 ウタが 
針 4 ハリ 1 ハリ ハリが 1 ハリが 
船 4 フネ 1 フネ フネが 1 フネが 
勘 - カン 0 カン カンが 0 カンが 
雨 5 アメ 1 アメ アメが 1 アメが 
窓 5 マド 1 マド マドが 1 マドが 
小鳥 1a コトリ 0 コトリ コトリが 0 コトリが 
所 1b トコロ 0 トコロ トコロが 3 トコロが 
力 3 チカラ 2 チカラ チカラが 2 チカラが 
命 5a イノチ 2 イノチ イノチが 2 イノチが 
朝日 5b アサヒ 2 アサヒ アサヒが 2 アサヒが 
頭 4 アタマ 0 アタマ アタマが 3 アタマが 
娘 2 ムスメ 0 ムスメ ムスメが 3 ムスメが 
椿 7a ツバキ 1 ツバキ ツバキが 1 ツバキが 
薬 7b クスリ 0 クスリ クスリが 0 クスリが 
雀 6 スズメ 0 スズメ スズメが 0 スズメが 
兎 6 ウサギ 0 ウサギ ウサギが 0 ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは 2 チーのは チのがは 3 チーのがは 
戸 1 トのは 2 トーのは トのがは 3 トーのがは 
巣 4 スのは 2 スーのは スのがは 3 スーのがは 
名 2 ナのは 2 ナーのは ナのがは 3 ナーのがは 
葉 2 ハのは 2 ハーのは ハのがは 3 ハーのがは 
歯 5 ハのは 1 ハーのは ハのがは 1 ハーのがは 
手 3 テのは 1 テーのは テのがは 1 テーのがは 
目 3 メのは 1 メーのは メのがは 1 メーのがは 
庭 1a ニワのは 3 ニワのは ニワのがは 4 ニワのがは 
水 1a ミズのは 3 ミズのは ミズのがは 4 ミズのがは 
上 1b ウエのは 2 ウエのは ウエのがは 2 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは 3 ミゾのは ミゾのがは 4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは 3 ゴマのは ゴマのがは 4 ゴマのがは 
晩 - バンのは 3 バンのは バンのがは 4 バンのがは 
山 3 ヤマのは 2 ヤマのは ヤマのがは 2 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは 2 イヌのは イヌのがは 2 イヌのがは 
石 2 イシのは 2 イシのは イシのがは 2 イシのがは 
虹 2 ニジのは 1 ニジのは ニジのがは 1 ニジのがは 
歌 2 ウタのは 2 ウタのは ウタのがは 2 ウタのがは 
針 4 ハリのは 1 ハリのは ハリのがは 1 ハリのがは 
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船 4 フネのは 1 フネのは フネのがは 1 フネのがは 
勘 - カンのは 3 カンのは カンのがは 4 カンのがは 
雨 5 アメのは 1 アメのは アメのがは 1 アメのがは 
窓 5 マドのは 1 マドのは マドのがは 1 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは 4 コトリのは コトリのがは 5 コトリのがは 
所 1b トコロのは 3 トコロのは トコロのがは 3 トコロのがは 
力 3 チカラのは 2 チカラのは チカラのがは 2 チカラのがは 
命 5a イノチのは 2 イノチのは イノチのがは 2 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは 2 アサヒのは アサヒのがは 2 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは 3 アタマのは アタマのがは 3 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは 3 ムスメのは ムスメのがは 3 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは 1 ツバキのは ツバキのがは 1 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは 4 クスリのは クスリのがは 5 クスリのがは 
雀 6 スズメのは 4 スズメのは スズメのがは 5 スズメのがは 
兎 6 ウサギのは 4 ウサギのは ウサギのがは 5 ウサギのがは 

 

 ※東京式だが，東京と同様の発音で，三原村的な特徴は見られない。細かい出身地点が四万

十市の何処かは調査時に聞いていないので分からないが，具同
ぐ ど う

小学校出身ということである。 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい 1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい 1 こっい こんい こーい 2 こーーい 
n003 すいい 2 すっい すんい すーい すいーい 3 
n004 ない 1 なっい なんい なーい 2 なーーい 
n005 えー 1 えっえ えんえ えーえ 2 えーーえ 
n005 えい えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい 1 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい 2 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい 0 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい 0 あっさい あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい 0 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい 2 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい 0 あっまい あんまい 3 あーまい あまーい 
n012 あらい 0 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい 2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい 2 いったい いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい 0 うっすい 3 うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい 2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい 2 うっまい うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい 2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい 2 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい 2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい 2 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい 0 おっそい おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい 0 おっもい おんもい おーもい おもーい 
n024 かくい 0 かっくい かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい 0 かったい かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい 2 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい 
n027 からい 0 かっらい かんらい かーらい からーい 
n028 かるい 0 かっるい かんるい かーるい かるーい 
n029 きつい 0 きっつい きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい 2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい 2 くっさい くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい 2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい 0 くっらい くんらい くーらい くらーい 
n034 くろい 2 くっろい くんろい くーろい くろーい 
n035 けむい 0 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい 2 こっすい 3 こんすい こーすい こすーい 
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n037 ごつい 0 ごっつい 3 ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい 2 こっまい こんまい 3 こーまい こまーい 
n039 こわい 2 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい 2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい 2 さっむい さんむい さーむい さむーい 
n042 しぶい 2 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい 0 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n043 しよい しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい 2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい 2 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい 2 しっろい しんろい しーろい しろーい 
n047 しわい 2 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい 2 すっごい すんごい すーごい すごーい 
n049 ずるい 2 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい 2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい 2 せっまい せんまい 3 せーまい せまーい 
n052 たかい 2 たっかい たんかい たーかい たかーい 

x ださい 2 だっさい だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい たっすい 3 たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい 0 だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい 0 だっるい だんるい だーるい 3 だるーい 
n054 たるい 0 たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい 2 ちっかい 3 ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい ちっさい 3 ちんさい ちーさい 3 ちさーい 
n057 ちまい ちっまい ちんまい 3 ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい 0 ちょっろい ちょんろい ちょーろい 3 ちょろーい 
n059 つよい 2 つっよい つんよい 3 つーよい つよーい 
n060 つらい 0 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい 0 でっかい でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい 0 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい 0 とっろい とんろい 3 とーろい とろーい 
n064 ながい 2 なっがい なんがい 3 なーがい ながーい 
n065 にがい 2 にっがい にんがい にーがい にがーい 
n066 にくい 2 にっくい にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい 0 にっぶい にんぶい にーぶい 3 にぶーい 
n068 ぬくい 2 ぬっくい ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい 2 ぬっるい ぬんるい 3 ぬーるい ぬるーい 
n070 ねばい 2 ねっばい ねんばい 3 ねーばい ねばーい 
n071 ねむい 0 ねっむい ねんむい 3 ねーむい ねむーい 
n072 のろい 0 のっろい のんろい 3 のーろい のろーい 
n073 ばばい 2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい 2 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい 2 はっやい はんやい 3 はーやい はやーい 
n076 ひくい 2 ひっくい ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい 2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい 2 ひっやい ひんやい 3 ひーやい ひやーい 
n079 ひょろい 2 ひょっろい ひょんろい 3 ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい 2 ひっろい ひんろい 3 ひーろい ひろーい 
n081 ふかい 2 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい 
n082 ふとい 2 ふっとい 3 ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい 2 ふっるい ふんるい 3 ふーるい ふるーい 
n084 ほしい 2 ほっしい 3 ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい 2 ほっそい ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい 2 ぼっろい ぼんろい 3 ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい 2 まっずい まんずい まーずい まずーい 
n088 またい 0 まったい 3 まんたい まーたい またーい 
n089 まるい 0 まっるい まんるい まーるい まるーい 
n090 みぞい 2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい 2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい 2 むっごい むんごい むーごい むごーい 
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n093 むさい 2 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい 0 もっろい もんろい もーろい もろーい 
n095 やすい 2 やっすい やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい 2 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい 0 やっおい やんおい 3 やーおい やおーい 
n098 やわい 2 やっわい やんわい 3 やーわい やわーい 
n099 ゆるい 0 ゆっるい ゆんるい 3 ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい 2 よっわい よんわい 3 よーわい よわーい 
n101 わかい 2 わっかい 3 わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい 2 わっるい わんるい 3 わーるい わるーい 
n104 あかるい 0 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい 3 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい 0 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい 3 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい 3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい 3 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい 3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい 3 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい 3 おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい 3 おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい 3 おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい 3 おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい 3 しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい 3 しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい 0 ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 3 OK 
n204 ちゃいろい 3 ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 

 ※4 拍形容詞通常形の無核語は，終止用法では無核・次末核併用（「0, 3」）であり，連体用法

では安定して無核（「0」）である。 

 



付録 48 話者 B22 

- 718 - 

 

付録48 話者B22 

資料39．話者B22（高知市1953年生れ女性，中央式風，3拍形容詞1型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0B ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0B フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0B カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0B スズメ スズメが L0B スズメが 
兎 6 ウサギ L0B ウサギ ウサギが L0B ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H2, H1 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2, H1 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2, H1 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは L2 OK ナーのは ナのがは L3B OK ナーのがは 
葉 2 ハのは L2 OK ハーのは ハのがは L3B OK ハーのがは 
歯 5 ハのは L2 OK ハーのは ハのがは L3B OK ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3B テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3B メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは ヤマのがは H4 ヤマのがは H1
犬 3 イヌのは H1 イヌのは イヌのがは H4 イヌのがは 
石 2 イシのは H1 イシのは イシのがは H4 イシのがは 
虹 2 ニジのは H1 ニジのは ニジのがは H4 ニジのがは H1
歌 2 ウタのは H1 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは 
針 4 ハリのは L3B ハリのは L2 ハリのがは L4B ハリのがは 
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船 4 フネのは L3B フネのは フネのがは L4B フネのがは 
勘 - カンのは L3B カンのは カンのがは L4B カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは H3 コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H2 トコロのは H4 トコロのがは H5 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H5 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは H4 アタマのがは H5 アタマのがは H2
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは H4 ムスメのがは H5 ムスメのがは H2
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L3B スズメのは L4B スズメのがは L5B スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L3B ウサギのは L4B ウサギのがは L5B ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア

n001 うい うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい H2 なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H1 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H1 あっかい L3B あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H1 あっさい あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H1 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H1 あっまい あんまい あーまい あまーい 
n012 あらい H1 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H1 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい L2
n015 うすい H1 うっすい L3B うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H1 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H1 えっらい L3B えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい H1 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H1 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H1 おっもい おんもい L3B おーもい おもーい 
n024 かくい かっくい L3B かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H1 かったい L3B かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい L2
n027 からい H1 かっらい L3B かんらい かーらい からーい 
n028 かるい H1 かっるい かんるい かーるい L3B かるーい 
n029 きつい きっつい L3B きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H1 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい L3B くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H1 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H1 くっらい くんらい くーらい くらーい L2
n034 くろい H1 くっろい L3B くんろい くーろい くろーい 
n035 けむい けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい こっすい L3B こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H1 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい こっまい こんまい こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい L3B さんむい さーむい さむーい 
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n042 しぶい しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい しっよい しんよい しーよい L3B しよーい 
n043 しよい しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい L3B しろーい 
n047 しわい しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい L2 すっごい L3B すんごい すーごい すごーい 
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい H1 せっこい L3B せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい L3B たんかい たーかい たかーい 

x ださい だっさい L3B だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H1 だっるい だんるい だーるい L3B だるーい 
n054 たるい H1 たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい ちっさい ちんさい ちーさい L3B ちさーい 
n057 ちまい ちっまい ちんまい ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい L3B つよーい 
n060 つらい H1 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい でっかい L3B でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H1 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい H1 とっろい とんろい とーろい L3B とろーい 
n064 ながい H1 なっがい なんがい L3B なーがい ながーい 
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい L3B にがーい 
n066 にくい H1 にっくい L3B にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい L3B にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい ぬっるい ぬんるい ぬーるい L3B ぬるーい 
n070 ねばい H1 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい 
n071 ねむい H1 ねっむい ねんむい ねーむい L3B ねむーい 
n072 のろい H1 のっろい のんろい L3B のーろい のろーい 
n073 ばばい ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい L3B はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい H1 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい ひっやい ひんやい ひーやい L3B ひやーい 
n079 ひょろい ひょっろい ひょんろい L3B ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい L3B ひろーい 
n081 ふかい H1 ふっかい L3B ふんかい ふーかい ふかーい 
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい L3B ふーるい ふるーい 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい L2
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい ぼっろい L3B ぼんろい ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H1 まっずい L3B まんずい まーずい まずーい 
n088 またい まったい L3B まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H1 まっるい まんるい まーるい L3B まるーい 
n090 みぞい みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい 
n093 むさい むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H1 もっろい もんろい もーろい L3B もろーい 
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H1 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい やっおい やんおい やーおい やおーい 
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n098 やわい H1 やっわい やんわい やーわい L3B やわーい 
n099 ゆるい H1 ゆっるい ゆんるい ゆーるい L3B ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい よんわい よーわい L3B よわーい 
n101 わかい H1 わっかい L3B わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい L3B わーるい わるーい 
n104 あかるい H2 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H2 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H2 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H2 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい H3
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H2 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3B おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録49 話者B23 

資料40．話者B23（大豊町穴内1947年生れ男性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0B ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0B フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0B カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H0 トコロ トコロが H0 トコロが H2
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0B スズメ スズメが L0B スズメが 
兎 6 ウサギ L0B ウサギ ウサギが L0B ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H0 チーのは チのがは H0 チーのがは 
戸 1 トのは H0 トーのは トのがは H0 トーのがは 
巣 4 スのは H0 スーのは スのがは H0 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H0, H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H0, H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H0, H1 ハーのがは 
手 3 テのは L0B テーのは テのがは L0B テーのがは 
目 3 メのは L0B メーのは メのがは L0B メーのがは 
庭 1a ニワのは H0 ニワのは ニワのがは H0 ニワのがは 
水 1a ミズのは H0 ミズのは ミズのがは H0 ミズのがは 
上 1b ウエのは H0 ウエのは ウエのがは H0 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H0 ミゾのは ミゾのがは H0 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H0 ゴマのは ゴマのがは H0 ゴマのがは 
晩 - バンのは H0 バンのは バンのがは H0 バンのがは 
山 3 ヤマのは H0 ヤマのは H1 ヤマのがは H0 ヤマのがは H1
犬 3 イヌのは H0 イヌのは H1 イヌのがは H0 イヌのがは H1
石 2 イシのは H0 イシのは H1 イシのがは H0 イシのがは H1
虹 2 ニジのは H0 ニジのは H1 ニジのがは H0 ニジのがは H1
歌 2 ウタのは H0 ウタのは H1 ウタのがは H0 ウタのがは H1
針 4 ハリのは L0B ハリのは ハリのがは L0B ハリのがは 
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船 4 フネのは L0B フネのは フネのがは L0B フネのがは 
勘 - カンのは L0B カンのは カンのがは L0B カンのがは 
雨 5 アメのは L0B OK アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H0 コトリのは コトリのがは H0 コトリのがは 
所 1b トコロのは H0 トコロのは H1 OK トコロのがは H0 トコロのがは H1 OK
力 3 チカラのは H0 チカラのは H1 チカラのがは H0 チカラのがは H1
命 5a イノチのは H0 イノチのは H1 イノチのがは H0 イノチのがは H1
朝日 5b アサヒのは H0 アサヒのは H1 アサヒのがは H0 アサヒのがは H1
頭 4 アタマのは H0 アタマのは H1 OK アタマのがは H0 アタマのがは H1 OK
娘 2 ムスメのは H0 ムスメのは H1 OK ムスメのがは H0 ムスメのがは H1 OK
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L0B スズメのは スズメのがは L0B スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L0B ウサギのは ウサギのがは L0B ウサギのがは 

 

 ※調査者と会話する自然談話では「が]は」と下がっていたが，調査票の読み上げでは上記の

ようになってしまった。同様の話者は他にも数名はいたと考えている。文字に書かれた文節を

方言の音調で読むという行為は，或る程度ハードルが高いのではないかと考えられる。 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい あおーい L3B
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい L3B
n008 あさい H2 あっさい あんさい あーさい あさーい L3B
n009 あつい H2 あっつい あんつい あーつい あつーい L3B
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい L3B
n011 あまい H2 あっまい あんまい あーまい あまーい L3B
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい L3B
n015 うすい H2 うっすい うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい H2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい L3B
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい L3B
n024 かくい H2 かっくい かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい L3B
n027 からい H2 かっらい かんらい かーらい からーい 
n028 かるい H2 かっるい かんるい かーるい かるーい 
n029 きつい H2 きっつい きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい くんさい くーさい くさーい L3B
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H1 くっらい くんらい くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい くろーい 
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n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい L3B
n036 こすい H2 こっすい こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さぶーい L3B
n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい L3B
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H2 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい しろーい 
n047 しわい H1 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい すんごい すーごい すごーい 
n049 ずるい H2 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい L3B
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい たんかい たーかい たかーい 

x ださい H2 だっさい だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい H2 たっすい たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい だんるい だーるい だるーい 
n054 たるい たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい ちっさい ちんさい ちーさい H3 ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい 
n060 つらい H1 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H2 でっかい でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい H2 とっろい とんろい とーろい とろーい 
n064 ながい H1 なっがい なんがい なーがい ながーい 
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい にがーい L3B
n066 にくい H1 にっくい にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H2 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい ぬんくい ぬーくい ぬくーい L3B
n069 ぬるい H2 ぬっるい ぬんるい ぬーるい ぬるーい L3B
n070 ねばい H1 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい L3B
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい L3B
n072 のろい H2 のっろい のんろい のーろい のろーい 
n073 ばばい ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい ひーやい ひやーい 
n079 ひょろい ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい 
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい 
n082 ふとい H1 ふっとい ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい ふーるい ふるーい 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H2 ぼっろい ぼんろい ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい 
n088 またい H2 まったい まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい まーるい まるーい 
n090 みぞい H1 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
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n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい 
n093 むさい H2 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H2 もっろい もんろい もーろい もろーい 
n095 やすい H1 やっすい やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい H2 やっおい やんおい やーおい やおーい L3B
n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい やわーい L3B
n099 ゆるい H2 ゆっるい ゆんるい ゆーるい ゆるーい L3B
n100 よわい H1 よっわい よんわい L3B よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい H2 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H2 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H2 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H2 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H2 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3B おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 

 ※「あお[ー]い」型の上昇が明瞭である。「あお[ー]い」型は終止用法のみ可とする。 
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付録50 話者B24 

資料41．話者B24（大豊町1941年生れ男性，東京式風，3拍形容詞1型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ 0 チー チが 0 チーが 
戸 1 ト 0 トー トが 0 トーが 
巣 4 ス 0 スー スが 0 スーが 
名 2 ナ 0 ナー ナが 1, 0 ナーが 
葉 2 ハ 0 ハー ハが 1, 0 ハーが 
歯 5 ハ 0 ハー ハが 1 ハーが 
手 3 テ 0 テー テが 1, 0 テーが 
目 3 メ 0 メー メが 1, 0 メーが 
庭 1a ニワ 0 ニワ ニワが 0 ニワが 
水 1a ミズ 0 ミズ ミズが 0 ミズが 
上 1b ウエ 1 ウエ ウエが 1 ウエが 
溝 1b ミゾ 0 ミゾ ミゾが 0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ 0 ゴマ ゴマが 0 ゴマが 
晩 - バン 0 バン バンが 0 バンが 
山 3 ヤマ 1 ヤマ ヤマが 1 ヤマが 
犬 3 イヌ 1 イヌ イヌが 1 イヌが 
石 2 イシ 1 イシ イシが 1 イシが 
虹 2 ニジ 0 ニジ ニジが 0 ニジが 
歌 2 ウタ 1 ウタ ウタが 1 ウタが 
針 4 ハリ 0 ハリ ハリが 0 ハリが 
船 4 フネ 1 フネ フネが 1 フネが 
勘 - カン 0 カン カンが 0 カンが 
雨 5 アメ 0, 1 アメ アメが 2, 1 アメが 
窓 5 マド 0, 1 マド マドが 2, 1 マドが 
小鳥 1a コトリ 0 コトリ コトリが 0 コトリが 
所 1b トコロ 2 トコロ トコロが 2 トコロが 
力 3 チカラ 1 チカラ チカラが 1 チカラが 
命 5a イノチ 1 イノチ イノチが 1 イノチが 
朝日 5b アサヒ 1 アサヒ アサヒが 1 アサヒが 
頭 4 アタマ 2 アタマ アタマが 2 アタマが 
娘 2 ムスメ 2 ムスメ ムスメが 2 ムスメが 
椿 7a ツバキ 1 ツバキ ツバキが 1 ツバキが 
薬 7b クスリ 2 クスリ クスリが 2 クスリが 
雀 6 スズメ 0 スズメ スズメが 0 スズメが 
兎 6 ウサギ 0 ウサギ ウサギが 0 ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは 2 チーのは チのがは チーのがは 
戸 1 トのは 2 トーのは トのがは トーのがは 
巣 4 スのは 2 スーのは スのがは スーのがは 
名 2 ナのは 1, 2 ナーのは ナのがは ナーのがは 
葉 2 ハのは 1, 2 ハーのは ハのがは ハーのがは 
歯 5 ハのは 1 ハーのは ハのがは ハーのがは 
手 3 テのは 1, 2 テーのは テのがは テーのがは 
目 3 メのは 1, 2 メーのは メのがは メーのがは 
庭 1a ニワのは 1, 3 ニワのは ニワのがは ニワのがは 
水 1a ミズのは 3 ミズのは ミズのがは ミズのがは 
上 1b ウエのは 1 ウエのは ウエのがは ウエのがは 
溝 1b ミゾのは 3 ミゾのは ミゾのがは ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは 1, 3 ゴマのは ゴマのがは ゴマのがは 
晩 - バンのは 3 バンのは バンのがは バンのがは 
山 3 ヤマのは 1 ヤマのは ヤマのがは ヤマのがは 
犬 3 イヌのは 1 イヌのは イヌのがは イヌのがは 
石 2 イシのは 1 イシのは イシのがは イシのがは 
虹 2 ニジのは 3 ニジのは ニジのがは ニジのがは 
歌 2 ウタのは 1 ウタのは ウタのがは ウタのがは 
針 4 ハリのは 3 ハリのは ハリのがは ハリのがは 
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船 4 フネのは 3 OK フネのは フネのがは フネのがは 
勘 - カンのは 3 カンのは カンのがは カンのがは 
雨 5 アメのは 1, 3 アメのは アメのがは アメのがは 
窓 5 マドのは 1 マドのは マドのがは マドのがは 
小鳥 1a コトリのは 4 コトリのは コトリのがは コトリのがは 
所 1b トコロのは 2 トコロのは トコロのがは トコロのがは 
力 3 チカラのは 1 チカラのは チカラのがは チカラのがは 
命 5a イノチのは 1 イノチのは イノチのがは イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは 1 アサヒのは アサヒのがは アサヒのがは 
頭 4 アタマのは 2 アタマのは アタマのがは アタマのがは 
娘 2 ムスメのは 2 ムスメのは ムスメのがは ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは 1 ツバキのは ツバキのがは ツバキのがは 
薬 7b クスリのは 2 クスリのは クスリのがは クスリのがは 
雀 6 スズメのは 4 スズメのは スズメのがは スズメのがは 
兎 6 ウサギのは 4 ウサギのは ウサギのがは ウサギのがは 

 

 ※「がは」は「分からない」とのことで調査しなかった。句頭の上昇などは東京と同様の発

音で，三原村的な特徴は見られない。「高知市と同様の中央式の状態から出発した」という前提

に立って「どのように変化したか」という観点でデータを眺めた場合，先ず言えるのは，高起

式の語頭の低下が起こっていること，そして高起式の下降遅れが起こっていないという点であ

る。また，低起式の上昇遅れと語頭隆起は今まさに起こりつつある様子が見える。「[ウ]エ」と

いう発音は祖形「*[ウヘ]]」が下降早まりを起こして成立したと見られる。「虹 0」はよく分から

ない（「虹 1」が期待される所である）。「薬 2」はよく分からない（「薬 1」か「薬 0」が期待さ

れる所である）。もし「椿 1」と「薬 2」が真正の類の区別なら詳細な調査が必要だが，高知市

在住者なのでところどころで高知市の核の位置を借用し反映している可能性は否定できない。 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい 1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こいい 2 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すいい 2 すっい すんい すーい すいーい 3 
n004 ない 1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー 1 えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい えっい えんい えーい えーーい 
n005 いい 1 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい 2 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい 2 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい 2 あっさい あんさい あーさい あさーい 3 
n009 あつい 2 あっつい あんつい あーつい あつーい 3 
n010 あつい 2 あっつい 3 あんつい あーつい あつーい 3 
n011 あまい 2 あっまい あんまい 3 あーまい あまーい 3 
n012 あらい 2 あっらい あんらい あーらい あらーい 3 
n013 あわい あっわい あんわい あーわい あわーい 3 
n014 いたい 2 いったい 3 いんたい いーたい いたーい 3 
n015 うすい 2 うっすい 3 うんすい うーすい うすーい 3 
n016 うとい うっとい うんとい うーとい うとーい 3 
n017 うまい 2 うっまい うんまい うーまい うまーい 3 
n018 えぐい 2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 3 
n019 えらい 2 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい 2 おっおい おんおい おーおい おおーい 3 
n021 おしい 2 おっしい 3 おんしい おーしい おしーい 3 
n022 おそい 2 おっそい 3 おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい 2 おっもい おんもい おーもい おもーい 3 
n024 かくい 2 かっくい 3 かんくい かーくい かくーい 3 
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n025 かたい 2 かったい 3 かんたい かーたい かたーい 3 
n026 かいい 2 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい 3 
n027 からい 2 かっらい かんらい かーらい からーい 3 
n028 かるい 2 かっるい かんるい かーるい 3 かるーい 3 
n029 きつい 2 きっつい 3 きんつい きーつい きつーい 3 
n030 きよい 2 きっよい きんよい きーよい きよーい 3 
n031 くさい 2 くっさい 3 くんさい くーさい くさーい 3 
n032 くどい 2 くっどい くんどい くーどい くどーい 3 
n033 くらい 2 くっらい くんらい 3 くーらい くらーい 3 
n034 くろい 2 くっろい くんろい 3 くーろい くろーい 3 
n035 2 けっむい けんむい けーむい けむーい 3 
n036 こすい 2 こっすい 3 こんすい こーすい こすーい 3 
n037 ごつい 2 ごっつい 3 ごんつい ごーつい ごつーい 3 
n038 こまい 2 こっまい こんまい 3 こーまい こまーい 3 
n039 こわい 2 こっわい こんわい こーわい こわーい 3 
n040 さどい 2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい 2 さっむい さんむい さーむい さむーい 3 
n042 しぶい 2 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 3 
n043 しよい 2 しっよい しんよい しーよい しよーい 3 
n043 しよい しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい しょっぼい しょんぼい 3 しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい 2 じっるい じんるい じーるい じるーい 3 
n046 しろい 2 しっろい しんろい しーろい しろーい 3 
n047 しわい 2 しっわい しんわい しーわい しわーい 3 
n048 すごい 2 すっごい すんごい すーごい すごーい 3 
n049 ずるい 2 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 3 
n050 せこい 2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい 2 せっまい せんまい 3 せーまい せまーい 3 
n052 たかい 2 たっかい たんかい たーかい たかーい 3 

x ださい 2 だっさい だんさい だーさい ださーい 3 
n053 たすい 2 たっすい 3 たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい 2 だっすい 3 だんすい だーすい だすーい 3 
n054 だるい 2 だっるい だんるい 3 だーるい だるーい 3 
n054 たるい 2 たっるい たんるい 3 たーるい たるーい 3 
n055 ちかい 2 ちっかい 3 ちんかい ちーかい ちかーい 3 
n056 ちさい ちっさい 3 ちんさい ちーさい 3 ちさーい 
n057 ちまい ちっまい ちんまい 3 ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい 2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 3 
n059 つよい 2 つっよい つんよい つーよい つよーい 3 
n060 つらい 2 つっらい つんらい つーらい つらーい 3 
n061 でかい 2 でっかい 3 でんかい でーかい でかーい 3 
n062 とーい 2 とっおい とんおい とーおい とおーい 3 
n063 とろい 2 とっろい とんろい 3 とーろい とろーい 3 
n064 ながい 2 なっがい なんがい なーがい ながーい 3 
n065 にがい 2 にっがい にんがい 3 にーがい にがーい 3 
n066 にくい 2 にっくい 3 にんくい にーくい にくーい 3 
n067 にぶい 2 にっぶい にんぶい 3 にーぶい にぶーい 3 
n068 ぬくい 2 ぬっくい 3 ぬんくい ぬーくい ぬくーい 3 
n069 ぬるい 2 ぬっるい ぬんるい 3 ぬーるい ぬるーい 3 
n070 ねばい 2 ねっばい ねんばい 3 ねーばい ねばーい 3 
n071 ねむい 2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 3 
n072 のろい 2 のっろい のんろい 3 のーろい のろーい 3 
n073 ばばい 2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 3 
n074 はそい 2 はっそい 3 はんそい はーそい はそーい 3 
n075 はやい 2 はっやい 3 はんやい はーやい はやーい 3 
n076 ひくい 2 ひっくい 3 ひんくい ひーくい ひくーい 3 
n077 ひどい 2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 3 
n078 ひやい 2 ひっやい ひんやい 3 ひーやい ひやーい 3 
n079 ひょろい 2 ひょっろい ひょんろい 3 ひょーろい ひょろーい 3 
n080 ひろい 2 ひっろい ひんろい 3 ひーろい ひろーい 3 
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n081 ふかい 2 ふっかい 3 ふんかい ふーかい ふかーい 3 
n082 ふとい 2 ふっとい 3 ふんとい ふーとい ふとーい 3 
n083 ふるい 2 ふっるい ふんるい 3 ふーるい ふるーい 3 
n084 ほしい 2 ほっしい 3 ほんしい ほーしい ほしーい 3 
n085 ほそい 2 ほっそい 3 ほんそい ほーそい ほそーい 3 
n086 ぼろい 2 ぼっろい ぼんろい 3 ぼーろい ぼろーい 3 
n087 まずい 2 まっずい まんずい 3 まーずい まずーい 3 
n088 またい 2 まったい 3 まんたい まーたい またーい 3 
n089 まるい 2 まっるい まんるい 3 まーるい まるーい 3 
n090 みじょい 2 みっぞい みんぞい みーぞい みじょーい 3 
n091 みよい 2 みっよい みんよい みーよい みよーい 3 
n092 むごい 2 むっごい むんごい むーごい むごーい 3 
n093 むさい 2 むっさい むんさい むーさい むさーい 3 
n094 もろい 2 もっろい もんろい 3 もーろい もろーい 3 
n095 やすい 2 やっすい 3 やんすい やーすい やすーい 3 
n096 やばい 2 やっばい やんばい 3 やーばい やばーい 3 
n097 やおい 2 やっおい やんおい 3 やーおい やおーい 3 
n098 やわい 2 やっわい やんわい 3 やーわい やわーい 3 
n099 ゆるい 2 ゆっるい ゆんるい 3 ゆーるい ゆるーい 3 
n100 よわい 2 よっわい よんわい 3 よーわい よわーい 3 
n101 わかい 2 わっかい 3 わんかい わーかい わかーい 3 
n102 わるい 2 わっるい わんるい わーるい わるーい 3 
n104 あかるい 3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 4 
n104 あかるい 3 あっかるい 4 あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい 3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 4 
n109 あやしい 3 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい 3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 4 
n116 うるさい 3 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい 3 うれっしい 4 うれんしい うれーしい うれしーい 4 
n117 うれしい 3 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい 3 おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 4 
n119 おいしい 3 おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい 3 おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい 3 おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい 3 しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 4 
n179 しんどい 3 しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい 3 ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 4 
n204 ちゃいろい 3 ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録51 話者B25 

資料42．話者B25（高知市1943年生れ男性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0B ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0B フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0B カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H0 トコロ トコロが H0 トコロが H2 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0B スズメ スズメが L0B スズメが 
兎 6 ウサギ L0B ウサギ ウサギが L0B ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは H2 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H2 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H2 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H2 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3B テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3B メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H3 ヤマのは ヤマのがは H4 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは H3 イヌのは イヌのがは H4 イヌのがは 
石 2 イシのは H3 イシのは イシのがは H4 イシのがは 
虹 2 ニジのは H3 ニジのは ニジのがは H4 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H3 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは 
針 4 ハリのは L2 ハリのは ハリのがは L4B ハリのがは 



付録 51 話者 B25 

- 731 - 

 

船 4 フネのは L2 フネのは フネのがは L4B フネのがは 
勘 - カンのは L2 カンのは カンのがは L4B カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H4 トコロのは トコロのがは H5 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H4 アタマのは アタマのがは H5 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは H4 ムスメのは ムスメのがは H5 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L4B スズメのは スズメのがは L5B スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L4B ウサギのは ウサギのがは L5B ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア

n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい L3B あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H2 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい L3B あーまい あまーい 
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい L3B いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい H2 うっすい L3B うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい L3B うーまい うまーい 
n018 えぐい H1 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい H2 おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H2 おっもい おんもい L3B おーもい おもーい 
n024 かくい H2 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい 
n027 からい H1 かっらい かんらい かーらい からーい 
n028 かるい H2 かっるい かんるい L3B かーるい かるーい 
n029 きつい H2 きっつい L3B きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H1 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい L3B くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H2 くっらい くんらい L3B くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい L3B くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい けんむい L3B けーむい けむーい 
n036 こすい H2 こっすい L3B こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい L3B さーむい さむーい 
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい H2 しっよい しんよい L3B しーよい しよーい 
n043 しよい しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H1 しょっぼい しょんぼい L3B しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H1 じっるい じんるい L3B じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい L3B しーろい しろーい 
n047 しわい H1 しっわい しんわい L3B しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい すんごい L3B すーごい すごーい 
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい L3B ずーるい ずるーい 
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい L3B たんかい たーかい たかーい 

x ださい H2 だっさい だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい だんるい L3B だーるい だるーい 
n054 たるい たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい ちっさい L3B ちんさい ちーさい H3 ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい L3B ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい L3B つーよい つよーい 
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H2 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい H2 とっろい とんろい L3B とーろい とろーい 
n064 ながい H1 なっがい なんがい L3B なーがい ながーい 
n065 にがい H1 にっがい にんがい L3B にーがい にがーい 
n066 にくい H1 にっくい にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい L3B にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい H1 ぬっるい ぬんるい L3B ぬーるい ぬるーい 
n070 ねばい H1 ねっばい ねんばい L3B ねーばい ねばーい 
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい L3B ねーむい ねむーい 
n072 のろい H2 のっろい のんろい L3B のーろい のろーい 
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい L3B はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい L3B はーやい はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい L3B ひーやい ひやーい 
n079 ひょろい H2 ひょっろい ひょんろい L3B ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい L3B ひーろい ひろーい 
n081 ふかい H1 ふっかい L3B ふんかい ふーかい ふかーい 
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい L3B ふーるい ふるーい 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H2 ぼっろい ぼんろい L3B ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H1 まっずい まんずい まーずい まずーい 
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい L3B まーるい まるーい 
n090 みぞい H2 みっぞい みんぞい L3B みーぞい みぞーい 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい 
n093 むさい H1 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H2 もっろい もんろい L3B もーろい もろーい 
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい H2 やっおい やんおい やーおい やおーい 
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n098 やわい H2 やっわい やんわい L3B やーわい やわーい 
n099 ゆるい H2 ゆっるい ゆんるい L3B ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい よんわい L3B よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい L3B わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい L3B わーるい わるーい 
n104 あかるい H2 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H2 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H2 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H2 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H2 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3B おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 

 ※「あおーい」型の回答がなく，自分は使わないとのことだったので，もし発音するとすれ

ばどうなるか聞いたところ，「あ[おー]い」（L3A）となるとのことであった。 
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付録52 話者B26 

資料43．話者B26（四万十町1942年生れ男性，東京式，3拍形容詞1型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ 0 チー チが 0 チーが 
戸 1 ト 0 トー トが 0 トーが 
巣 4 ス 0 スー スが 0 スーが 
名 2 ナ 0 ナー ナが 0 ナーが 
葉 2 ハ 0 ハー ハが 0 ハーが 
歯 5 ハ 0 ハー ハが 1 ハーが 
手 3 テ 0 テー テが 1 テーが 
目 3 メ 0 メー メが 1 メーが 
庭 1a ニワ 0 ニワ ニワが 0 ニワが 
水 1a ミズ 0 ミズ ミズが 0 ミズが 
上 1b ウエ 0 ウエ ウエが 2 ウエが 
溝 1b ミゾ 0 ミゾ ミゾが 0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ 0 ゴマ ゴマが 0 ゴマが 
晩 - バン 0 バン バンが 0 バンが 
山 3 ヤマ 0 ヤマ ヤマが 2 ヤマが 
犬 3 イヌ 0 イヌ イヌが 2 イヌが 
石 2 イシ 0 イシ イシが 2 イシが 
虹 2 ニジ 1 ニジ ニジが 1 ニジが 
歌 2 ウタ 0 ウタ ウタが 2 ウタが 
針 4 ハリ 1 ハリ ハリが 1 ハリが 
船 4 フネ 1 フネ フネが 1 フネが 
勘 - カン 0 カン カンが 0 カンが 
雨 5 アメ 1 アメ アメが 1 アメが 
窓 5 マド 1 マド マドが 1 マドが 
小鳥 1a コトリ 0 コトリ コトリが 0 コトリが 
所 1b トコロ 0 トコロ トコロが 3 トコロが 
力 3 チカラ 2 チカラ チカラが 2 チカラが 
命 5a イノチ 2 イノチ イノチが 2 イノチが 
朝日 5b アサヒ 2 アサヒ アサヒが 2 アサヒが 
頭 4 アタマ 0 アタマ アタマが 3 アタマが 
娘 2 ムスメ 0 ムスメ ムスメが 3 ムスメが 
椿 7a ツバキ 1 ツバキ ツバキが 1 ツバキが 
薬 7b クスリ 0 クスリ クスリが 0 クスリが 
雀 6 スズメ 0 スズメ スズメが 0 スズメが 
兎 6 ウサギ 0 ウサギ ウサギが 0 ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは 0, 1 チーのは チのがは 3 チーのがは 
戸 1 トのは 0, 1 トーのは トのがは 3 トーのがは 
巣 4 スのは 0, 1 スーのは スのがは 3 スーのがは 
名 2 ナのは 0, 1 ナーのは ナのがは 3 ナーのがは 
葉 2 ハのは 0, 1 ハーのは ハのがは 3 ハーのがは 
歯 5 ハのは 1 ハーのは ハのがは 1 ハーのがは 
手 3 テのは 1 テーのは テのがは 1 テーのがは 
目 3 メのは 1 メーのは メのがは 1 メーのがは 
庭 1a ニワのは 0 ニワのは ニワのがは 4 ニワのがは 
水 1a ミズのは 0 ミズのは ミズのがは 4 ミズのがは 
上 1b ウエのは 2 ウエのは ウエのがは 2 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは 0 ミゾのは ミゾのがは 4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは 0 ゴマのは ゴマのがは 4 ゴマのがは 
晩 - バンのは 0 バンのは バンのがは 4 バンのがは 
山 3 ヤマのは 2 ヤマのは ヤマのがは 2 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは 2 イヌのは イヌのがは 2 イヌのがは 
石 2 イシのは 2 イシのは イシのがは 2 イシのがは 
虹 2 ニジのは 1 ニジのは ニジのがは 1 ニジのがは 
歌 2 ウタのは 2 ウタのは ウタのがは 2 ウタのがは 
針 4 ハリのは 1 ハリのは ハリのがは 1 ハリのがは 



付録 52 話者 B26 

- 735 - 

 

船 4 フネのは 1 フネのは フネのがは 1 フネのがは 
勘 - カンのは 0 カンのは カンのがは 4 カンのがは 
雨 5 アメのは 1 アメのは アメのがは 1 アメのがは 
窓 5 マドのは 1 マドのは マドのがは 1 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは 0 コトリのは コトリのがは 5 コトリのがは 
所 1b トコロのは 0 トコロのは 3 トコロのがは 5 トコロのがは 3 
力 3 チカラのは 2 チカラのは チカラのがは 2 チカラのがは 
命 5a イノチのは 2 イノチのは イノチのがは 2 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは 2 アサヒのは アサヒのがは 2 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは 0 アタマのは 3 アタマのがは 5 アタマのがは 3 
娘 2 ムスメのは 0 ムスメのは 3 ムスメのがは 5 ムスメのがは 3 
椿 7a ツバキのは 1 ツバキのは ツバキのがは 1 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは 0 クスリのは クスリのがは 5 クスリのがは 
雀 6 スズメのは 0 スズメのは スズメのがは 5 スズメのがは 
兎 6 ウサギのは 0 ウサギのは ウサギのがは 5 ウサギのがは 

 

 ※三原村的な特徴は見られない。句頭の上昇の相補分布も東京と同様である。従ってモーラ

音素が関わる場合は「たっ[す]い，[ちんま]い，[ちーさ]い」となる。これが基本的なものなので，

このタイプである場合には一々言及せず，タイプが異なる場合に分かるように書いている。 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい 1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こいい 2 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すいい 2 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない 1 なっい なんい なーい 2 なーーい 
n005 えー 1 えっえ えんえ えーえ 2 えーーえ 
n005 えい 1 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい 1 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい 2 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい 2 あっかい あんかい あーかい あかーい 3 
n008 あさい 2 あっさい あんさい あーさい あさーい 3 
n009 あつい 2 あっつい あんつい あーつい あつーい 3 
n010 あつい 2 あっつい あんつい あーつい あつーい 3 
n011 あまい 2 あっまい あんまい あーまい あまーい 3 
n012 あらい 2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい 2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい 2 いったい いんたい いーたい いたーい 3 
n015 うすい 2 うっすい うんすい うーすい うすーい 3 
n016 うとい 2 うっとい うんとい うーとい うとーい 3 
n017 うまい 2 うっまい うんまい うーまい うまーい 3 
n018 えぐい 2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい 2 えっらい えんらい えーらい えらーい 3 
n020 おーい 2 おっおい おんおい おーおい おおーい 3 
n021 おしい 2 おっしい おんしい おーしい おしーい 3 
n022 おそい 0 おっそい おんそい おーそい おそーい 3 
n023 おもい 2 おっもい おんもい おーもい おもーい 3 
n024 かくい 2 かっくい 3 かんくい かーくい かくーい 3 
n025 かたい 2 かったい かんたい かーたい かたーい 3 
n026 かゆい 2 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい 3 
n027 からい 2 かっらい かんらい かーらい からーい 
n028 かるい 2 かっるい かんるい かーるい かるーい 3 
n029 きつい 0 きっつい きんつい きーつい きつーい 3 
n030 きよい 2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい 2 くっさい くんさい くーさい くさーい 3 
n032 くどい 2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい 2 くっらい くんらい くーらい くらーい 3 
n034 くろい 2 くっろい くんろい くーろい くろーい 3 
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n035 けむい 2 けっむい けんむい けーむい けむーい 3 
n036 こすい 2 こっすい こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい 0 ごっつい ごんつい ごーつい ごつーい 3 
n038 こまい 2 こっまい こんまい こーまい こまーい 3 
n039 こわい 2 こっわい こんわい こーわい こわーい 3 
n040 さとい 2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい 2 さっむい さんむい さーむい さむーい 3 
n042 しぶい 2 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい 2 しっよい しんよい しーよい しよーい 3 
n043 しよい 2 しっよい しんよい しーよい しよーい 3 
n044 しょぼい 2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい 2 しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい 2 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい 2 しっろい しんろい しーろい しろーい 
n047 しわい 2 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい 2 すっごい すんごい すーごい すごーい 3 
n049 ずるい 2 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい 2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい 2 せっまい せんまい せーまい せまーい 3 
n052 たかい 2 たっかい たんかい たーかい たかーい 3 

x ださい 2 だっさい だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい 0 たっすい 3 たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい 2 だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい 2 だっるい だんるい だーるい だるーい 3 
n054 たるい 0 たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい 2 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい 3 
n056 ちさい ちっさい ちんさい ちーさい 3 ちさーい 
n057 ちまい 2 ちっまい ちんまい 3 ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい 2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 3 
n059 つよい 2 つっよい つんよい つーよい つよーい 3 
n060 つらい 2 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい 2 でっかい でんかい でーかい でかーい 3 
n062 とーい 0 とっおい とんおい とーおい とおーい 3 
n063 とろい 2 とっろい とんろい とーろい 3 とろーい 
n064 ながい 2 なっがい なんがい なーがい ながーい 3 
n065 にがい 2 にっがい にんがい にーがい にがーい 3 
n066 にくい 2 にっくい にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい 2 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい 2 ぬっくい ぬんくい ぬーくい ぬくーい 3 
n069 ぬるい 2 ぬっるい ぬんるい ぬーるい ぬるーい 3 
n070 ねばい 2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい 3 
n071 ねむい 2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 3 
n072 のろい 2 のっろい のんろい のーろい のろーい 3 
n073 ばばい 2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 3 
n074 はそい 2 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい 2 はっやい はんやい はーやい はやーい 3 
n076 ひくい 2 ひっくい ひんくい ひーくい ひくーい 3 
n077 ひどい 2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 3 
n078 ひやい 2 ひっやい ひんやい ひーやい ひやーい 3 
n079 ひょろい 2 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい 2 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい 3 
n081 ふかい 2 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい 3 
n082 ふとい 2 ふっとい ふんとい ふーとい ふとーい 3 
n083 ふるい 2 ふっるい ふんるい ふーるい ふるーい 
n084 ほしい 2 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 3 
n085 ほそい 2 ほっそい ほんそい ほーそい ほそーい 3 
n086 ぼろい 2 ぼっろい ぼんろい ぼーろい ぼろーい 3 
n087 まずい 2 まっずい まんずい まーずい まずーい 3 
n088 またい 2 まったい まんたい まーたい またーい 3 
n089 まるい 2 まっるい まんるい まーるい まるーい 3 
n090 みぞい 2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 3 
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n091 みよい 2 みっよい みんよい みーよい みよーい 3 
n092 むごい 2 むっごい むんごい むーごい むごーい 3 
n093 むさい 2 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい 2 もっろい もんろい もーろい もろーい 3 
n095 やすい 2 やっすい やんすい やーすい やすーい 3 
n096 やばい 2 やっばい やんばい やーばい やばーい 3 
n097 やおい 2 やっおい やんおい やーおい やおーい 3 
n098 やわい 0 やっわい やんわい やーわい やわーい 3 
n099 ゆるい 2 ゆっるい ゆんるい ゆーるい ゆるーい 3 
n100 よわい 2 よっわい よんわい よーわい よわーい 3 
n101 わかい 2 わっかい わんかい わーかい わかーい 3 
n102 わるい 2 わっるい わんるい わーるい わるーい 3 
n104 あかるい 3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 4 
n104 あかるい あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい 3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 4 
n109 あやしい あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい 3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい 3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 4 
n117 うれしい うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい 3 おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 4 
n119 おいしい おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい 3 おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい 3 しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい 3 ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 



付録 53 話者 B27 

- 738 - 

 

付録53 話者B27 

資料44．話者B27（高知市1944年生れ男性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが 
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H0 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H0 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H0 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H0 ナーのは ナのがは H3, H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H0 ハーのは ハのがは H3, H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H0 ハーのは ハのがは H3, H1 ハーのがは 
手 3 テのは L0A テーのは テのがは L3A テーのがは 
目 3 メのは L0A メーのは メのがは L3A メーのがは 
庭 1a ニワのは H0 ニワのは ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H0 ミズのは ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H0 ウエのは ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H0 ミゾのは ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H0 ゴマのは ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H0 バンのは バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H0 ヤマのは ヤマのがは H4 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは H0 イヌのは イヌのがは H4 イヌのがは 
石 2 イシのは H0 イシのは イシのがは H4 イシのがは 
虹 2 ニジのは H0 ニジのは ニジのがは H4 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H0 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは 
針 4 ハリのは L0A ハリのは ハリのがは L4A ハリのがは 
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船 4 フネのは L0A フネのは フネのがは L4A フネのがは 
勘 - カンのは L0A カンのは カンのがは L4A カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H0 コトリのは コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H0 トコロのは トコロのがは H5 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H0 アタマのは アタマのがは H5 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは H0 ムスメのは ムスメのがは H5 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L0A スズメのは スズメのがは L5A スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L0A ウサギのは ウサギのがは L5A ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー L0 えっえ えんえ えーえ L0B えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい あおーい L3B
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい L3B
n008 あさい H2 あっさい あんさい あーさい あさーい L3B
n009 あつい H2 あっつい あんつい あーつい あつーい L3B
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい L3B
n011 あまい H2 あっまい あんまい あーまい あまーい L3B
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい L3B
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい L3B
n015 うすい H2 うっすい うんすい うーすい うすーい L3B
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい L3B
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい L3B
n018 えぐい H2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい L3B
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい L3B
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい L3B
n022 おそい H2 おっそい おんそい おーそい おそーい L3B
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい L3B
n024 かくい H2 かっくい かんくい かーくい かくーい L3B
n025 かたい H2 かったい かんたい かーたい かたーい L3B
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい L3B
n027 からい H1 かっらい かんらい かーらい からーい L3B
n028 かるい H2 かっるい かんるい かーるい かるーい L3B
n029 きつい H2 きっつい きんつい きーつい きつーい L3B
n030 きよい H1 きっよい きんよい きーよい きよーい L3B
n031 くさい H1 くっさい くんさい くーさい くさーい L3B
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい L3B
n033 くらい H2 くっらい くんらい くーらい くらーい L3B
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい くろーい L3B
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい L3B
n036 こすい H2 こっすい こんすい こーすい こすーい L3B
n037 ごつい H2 ごっつい ごんつい ごーつい ごつーい L3B
n038 こまい H1 こっまい こんまい こーまい こまーい L3B
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい L3B
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい L3B
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さむーい L3B
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい L3B
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい しよーい L3B
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい しよーい L3B
n044 しょぼい H2△ しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい L3B
n045 しるい H1 しっるい しんるい しーるい しるーい L3B
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい L3B
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい しろーい L3B
n047 しわい H1 しっわい しんわい しーわい しわーい L3B
n048 すごい H2 すっごい すんごい すーごい すごーい L3B
n049 ずるい H2 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい L3B
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい L3B
n051 せまい H1 せっまい せんまい せーまい せまーい L3B
n052 たかい H1 たっかい たんかい たーかい たかーい L3B

x ださい H2 だっさい だんさい だーさい ださーい L3B
n053 たすい H2 たっすい たんすい たーすい たすーい L3B
n053 だすい H2 だっすい だんすい だーすい だすーい L3B
n054 だるい H2 だっるい だんるい だーるい だるーい L3B
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい たるーい L3B
n055 ちかい H1 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい L3B
n056 ちさい H1 ちっさい ちんさい ちーさい ちさーい L3B
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい ちーまい ちまーい L3B
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい L3B
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい L3B
n060 つらい H1 つっらい つんらい つーらい つらーい L3B
n061 でかい H1 でっかい でんかい でーかい でかーい L3B
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい L3B
n063 とろい H2 とっろい とんろい とーろい とろーい L3B
n064 ながい H1 なっがい なんがい なーがい ながーい L3B
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい にがーい L3B
n066 にくい H1 にっくい にんくい にーくい にくーい L3B
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい L3B
n068 ぬくい H1 ぬっくい ぬんくい ぬーくい ぬくーい L3B
n069 ぬるい H2 ぬっるい ぬんるい ぬーるい ぬるーい L3B
n070 ねばい H1 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい L3B
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい L3B
n072 のろい H2 のっろい のんろい のーろい のろーい L3B
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい L3B
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい L3B
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい L3B
n076 ひくい H1 ひっくい ひんくい ひーくい ひくーい L3B
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい L3B
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい L3B ひーやい ひやーい 
n079 ひょろい H1 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい L3B
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい L3B
n082 ふとい H1 ふっとい ふんとい ふーとい ふとーい L3B
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい ふーるい ふるーい L3B
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい ほんそい ほーそい ほそーい L3B
n086 ぼろい H1 ぼっろい ぼんろい ぼーろい ぼろーい L3B
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい L3B
n088 またい H2 まったい まんたい まーたい またーい L3B
n089 まるい H2 まっるい まんるい まーるい まるーい L3B
n090 みぞい H2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい L3B
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい L3B
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい L3B
n093 むさい H1 むっさい むんさい むーさい むさーい L3B
n094 もろい H2 もっろい もんろい もーろい もろーい L3B
n095 やすい H1 やっすい やんすい やーすい やすーい L3B
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい L3B
n097 やおい H2 やっおい やんおい やーおい やおーい L3B
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n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい やわーい L3B
n099 ゆるい H1 ゆっるい ゆんるい ゆーるい ゆるーい L3B
n100 よわい H1 よっわい よんわい よーわい よわーい L3B
n101 わかい H1 わっかい わんかい わーかい わかーい L3B
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい L3B
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H3 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H3 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい H3 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H3 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3A おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3A おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3A おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3A しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 

 ※「あお[ー]い」型の発音は安定して非常に明瞭だった。「あお[ーいが]は」型の発音も「あお

い」から「さとい」まで調査したが，非常に明瞭だった。「あお[ー]ー」型の発音も「あおい」

から「あわい」まで調査したが，非常に明瞭だった。 
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付録54 話者B28 

資料45．話者B28（高知市1941年生れ女性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0B ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0B フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0B カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0B スズメ スズメが L0B スズメが 
兎 6 ウサギ L0B ウサギ ウサギが L0B ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは H2 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3B テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3B メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは ヤマのがは H4 ヤマのがは H1 
犬 3 イヌのは H1 イヌのは イヌのがは H4 イヌのがは H1 
石 2 イシのは H1 イシのは イシのがは H4 イシのがは H1 
虹 2 ニジのは H1 ニジのは ニジのがは H4 ニジのがは H1 
歌 2 ウタのは H1 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは H1 
針 4 ハリのは L3B ハリのは L2 ハリのがは L4B ハリのがは 
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船 4 フネのは L3B フネのは L2 フネのがは L4B フネのがは 
勘 - カンのは L3B カンのは L2 カンのがは L4B カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは H3 コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H2 トコロのは トコロのがは H5 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは アタマのがは H5 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは ムスメのがは H5 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L4B スズメのは スズメのがは L5B スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L4B ウサギのは ウサギのがは L5B ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい H2 すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい H2 なーーい 
n005 えー L0 えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい L3B あんおい あーおい L3B あおーい L3A
n007 あかい H2 あっかい L3B あんかい あーかい あかーい L3A
n008 あさい H2 あっさい L3B あんさい あーさい あさーい L3A
n009 あつい H2 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい L3A
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい L3A
n011 あまい H2 あっまい あんまい L3B あーまい あまーい L3A
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい L3A
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい L3A
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい L3A
n015 うすい H2 うっすい L3B うんすい うーすい うすーい L3A
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい L3A
n017 うまい H1 うっまい うんまい L3B うーまい うまーい L3A
n018 えぐい H1 えっぐい L3B えんぐい えーぐい えぐーい L3A
n019 えらい H2 えっらい L3B えんらい えーらい えらーい L3A
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい L3A
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい L3A
n022 おそい H2 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい L3A
n023 おもい H2 おっもい おんもい L3B おーもい おもーい L3A
n024 かくい H2 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい L3A
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい L3A
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい L3A
n027 からい H1 かっらい L3B かんらい かーらい からーい L3A
n028 かるい H2 かっるい L3B かんるい かーるい L3B かるーい L3A
n029 きつい H2 きっつい L3B きんつい きーつい きつーい L3A
n030 きよい H1 きっよい きんよい きーよい きよーい L3A
n031 くさい H1 くっさい L3B くんさい くーさい くさーい L3A
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい L3A
n033 くらい H2 くっらい くんらい くーらい L3B くらーい L3A
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい L3B くろーい L3A
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい L3A
n036 こすい H2 こっすい L3B こんすい こーすい こすーい L3A
n037 ごつい H2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい L3A
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい L3A
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい H1 
n040 さとい H2 さっとい L3B さんとい さーとい さとーい L3A
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さむーい L3A
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい L3A
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい L3B しよーい H1 
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい しよーい H1 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい L3B しょーぼい しょぼーい L3A
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい L3A
n046 しろい H1 しっろい L3B しんろい しーろい L3B しろーい L3A
n047 しわい H1 しっわい しんわい しーわい しわーい L3A
n048 すごい H2 すっごい L3B すんごい すーごい L3B すごーい L3A
n049 ずるい H2 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい L3A
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい L3A
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい L3A
n052 たかい H1 たっかい L3B たんかい たーかい たかーい L3A

x ださい H2 だっさい L3B だんさい だーさい ださーい L3A
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい L3A
n053 だすい H2 だっすい L3B だんすい だーすい だすーい L3A
n054 だるい H2 だっるい だんるい だーるい L3B だるーい L3A
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい L3B たるーい L3A
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい L3A
n056 ちさい ちっさい L3B ちんさい ちーさい H2 ちさーい 
n057 ちまい ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい L3A
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい L3A
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい L3A
n061 でかい H2 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい L3A
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい L3B とおーい 
n063 とろい H2 とっろい とんろい とーろい L3B とろーい 
n064 ながい H1 なっがい なんがい L3B なーがい L3B ながーい L3A
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい L3B にがーい L3A
n066 にくい H1 にっくい L3B にんくい にーくい にくーい L3A
n067 にぶい H2 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい L3A
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい L3A
n069 ぬるい H1 ぬっるい ぬんるい L3B ぬーるい L3B ぬるーい L3A
n070 ねばい H1 ねっばい ねんばい L3B ねーばい L3B ねばーい H1 
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい L3A
n072 のろい H2 のっろい のんろい L3B のーろい のろーい L3A
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい L3A
n074 はそい H2 はっそい L3B はんそい はーそい はそーい L3A
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい L3A
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい H1 
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい L3A
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい ひーやい ひやーい H1 
n079 ひょろい H2 ひょっろい ひょんろい ひょーろい L3B ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい H1 
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい H1 
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい H1 
n083 ふるい H1 ふっるい L3B ふんるい ふーるい ふるーい H1 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい H1 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい H1 
n086 ぼろい H2 ぼっろい L3B ぼんろい ぼーろい ぼろーい H1 
n087 まずい H2 まっずい L3B まんずい まーずい まずーい H1 
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい H1 
n089 まるい H2 まっるい まんるい L3B まーるい L3B まるーい L3A
n090 みぞい H2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい L3A
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい L3A
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい L3A
n093 むさい H2 むっさい むんさい むーさい むさーい H1 
n094 もろい H2 もっろい L3B もんろい もーろい もろーい H1 
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい L3A
n096 やばい H2 やっばい L3B やんばい やーばい やばーい L3A
n097 やおい H2 やっおい やんおい やーおい やおーい L3A
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n098 やわい やっわい やんわい やーわい やわーい L3A
n099 ゆるい H2 ゆっるい ゆんるい ゆーるい L3B ゆるーい L3A
n100 よわい H1 よっわい よんわい よーわい L3B よわーい H1 
n101 わかい H1 わっかい L3B わんかい わーかい わかーい H1 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい H1 
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい L4C あかるーい H4 
n104 あかるい H2 あっかるい H4, H3 あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい H4 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい H4, H3 うるんさい うるーさい うるさーい H4 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい H4 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい L4A おいんしい おいーしい L4C おいしーい L4A
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3B おやっすい L4A おやんすい おやーすい おやすーい L4A
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい L4A
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい L4C ちゃいろーい L4A
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録55 話者B29 

資料46．話者B29（須崎市1949年生れ女性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが L0B
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H2 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3B テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3B メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは H2 ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは H2 ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは H2 ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは H2 ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは H2 ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは H2 バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H3 ヤマのは ヤマのがは H4 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは H3 イヌのは イヌのがは H4 イヌのがは 
石 2 イシのは H3 イシのは イシのがは H4 イシのがは 
虹 2 ニジのは H3 ニジのは ニジのがは H4 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H3 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは 
針 4 ハリのは L3A ハリのは L2 ハリのがは L4B ハリのがは 
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船 4 フネのは L3A フネのは L2 フネのがは L4B フネのがは 
勘 - カンのは L3A カンのは L2 カンのがは L4B カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは H3 コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H4 トコロのは H2 トコロのがは H5 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは H4 アタマのがは H5 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは H4 ムスメのがは H5 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L3A スズメのは L4AB スズメのがは L5A スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L3A ウサギのは L4AB ウサギのがは L5A ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー L0 えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい L3B あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H2 あっかい L3B あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい L3B あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H2 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい L3B あーまい あまーい 
n012 あらい H2 あっらい L3B あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい L3B あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい L3B いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい H2 うっすい L3B うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい H3 
n017 うまい H1 うっまい うんまい L3B うーまい うまーい 
n018 えぐい H2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H2 えっらい L3B えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい H3 
n024 かくい H2 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい L3B かゆーい 
n027 からい H2 かっらい かんらい L3B かーらい からーい 
n028 かるい H2 かっるい かんるい L3B かーるい かるーい 
n029 きつい H2 きっつい L3B きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい L3B くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H1 くっらい くんらい L3B くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい L3B くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい L3B けむーい 
n036 こすい H2 こっすい L3B こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい H3 
n040 さとい H2 さっとい L3B さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい L3B さーむい さむーい 
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい H3 
n043 しよい H2 しっよい しんよい L3B しーよい しよーい 
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい H1 しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H2 じっるい じんるい じーるい じるーい H3 
n046 しろい H1 しっろい しんろい L3B しーろい しろーい 
n047 しわい H2 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい すんごい L3B すーごい すごーい 
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい H2 せっこい L3B せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい L3B たんかい たーかい たかーい 

x ださい H2 だっさい L3B だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい だんるい L3B だーるい だるーい 
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい ちっさい L3B ちんさい ちーさい H2 ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい L3B ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H2 つっよい つんよい L3B つーよい つよーい 
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい H3 
n061 でかい H2 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい H2 とっろい とんろい L3B とーろい とろーい 
n064 ながい H1 なっがい なんがい L3B なーがい ながーい 
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい にがーい H3 
n066 にくい H2 にっくい にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい L3B にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい H1 ぬっるい ぬんるい L3B ぬーるい ぬるーい 
n070 ねばい H2 ねっばい ねんばい L3B ねーばい ねばーい 
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい H3 
n072 のろい H2 のっろい のんろい L3B のーろい のろーい 
n073 ばばい ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい H3 
n075 はやい H1 はっやい はんやい L3B はーやい はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい H3 
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい L3B ひーやい ひやーい 
n079 ひょろい ひょっろい ひょんろい L3B ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい H3 
n081 ふかい H1 ふっかい L3B ふんかい ふーかい ふかーい 
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい L3B ふーるい ふるーい 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい H3 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H2 ぼっろい ぼんろい L3B ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H2 まっずい L3B まんずい まーずい まずーい 
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい L3B まーるい まるーい 
n090 みぞい H1 みっぞい みんぞい L3B みーぞい みぞーい 
n091 みよい みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい H3 
n093 むさい H2 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H2 もっろい もんろい L3B もーろい もろーい 
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい H2 やっおい やんおい L3B やーおい やおーい 



付録 55 話者 B29 

- 749 - 

 

n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい やわーい H3 
n099 ゆるい H1 ゆっるい ゆんるい L3B ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい よんわい L3B よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい L3B わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい L3B わーるい わるーい 
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい H4 
n104 あかるい H2 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい H4 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい H4 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい H4 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい L4A
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい L4B
n132 おやすい L3B おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい L4A
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい L4B
n179 しんどい L3B しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい L4B
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい L4B
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい L4A
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい L4B

 

 ※3 拍形容詞の「うとーい」型は「H3」と書いているが，実際には「L3A」と規則的に交替し，

低起式の方は感情の表出をより強く表すというものである。規則的なので，「L3A」を書くのを

省略し，こうして備考に記している。 
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付録56 話者B30 

資料47．話者B30（窪川1950年生れ女性，東京式風，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ 0 チー チが 0 チーが 
戸 1 ト 0 トー トが 0 トーが 
巣 4 ス 0 スー スが 0 スーが 
名 2 ナ 0 ナー ナが 1 ナーが 
葉 2 ハ 0 ハー ハが 1 ハーが 
歯 5 ハ 0 ハー ハが 1 ハーが 
手 3 テ 0 テー テが 0 テーが 
目 3 メ 0 メー メが 0 メーが 
庭 1a ニワ 0 ニワ ニワが 0 ニワが 
水 1a ミズ 0 ミズ ミズが 0 ミズが 
上 1b ウエ 0 ウエ ウエが 0 ウエが 
溝 1b ミゾ 0 ミゾ ミゾが 0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ 0 ゴマ ゴマが 0 ゴマが 
晩 - バン 0 バン バンが 0 バンが 
山 3 ヤマ 1 ヤマ ヤマが 1 ヤマが 
犬 3 イヌ 1 イヌ イヌが 1 イヌが 
石 2 イシ 1 イシ イシが 1 イシが 
虹 2 ニジ 1 ニジ ニジが 1 ニジが 
歌 2 ウタ 1 ウタ ウタが 1 ウタが 
針 4 ハリ 0 ハリ ハリが 0 ハリが 
船 4 フネ 0 フネ フネが 0 フネが 
勘 - カン 0 カン カンが 0 カンが 
雨 5 アメ 0 アメ アメが 2 アメが 
窓 5 マド 0 マド マドが 2 マドが 
小鳥 1a コトリ 0 コトリ コトリが 0 コトリが 
所 1b トコロ 2 トコロ トコロが 2 トコロが 
力 3 チカラ 1 チカラ チカラが 1 チカラが 
命 5a イノチ 1 イノチ イノチが 1 イノチが 
朝日 5b アサヒ 1 アサヒ アサヒが 1 アサヒが 
頭 4 アタマ 2 アタマ アタマが 2 アタマが 
娘 2 ムスメ 2 ムスメ ムスメが 2 ムスメが 
椿 7a ツバキ 2 ツバキ ツバキが 2 ツバキが 
薬 7b クスリ 2 クスリ クスリが 2 クスリが 
雀 6 スズメ 0 スズメ スズメが 0 スズメが 
兎 6 ウサギ 0 ウサギ ウサギが 0 ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは 2 チーのは チのがは 3 チーのがは 
戸 1 トのは 2 トーのは トのがは 3 トーのがは 
巣 4 スのは 2 スーのは スのがは 3 スーのがは 
名 2 ナのは 1 ナーのは ナのがは 1 ナーのがは 
葉 2 ハのは 1 ハーのは ハのがは 1 ハーのがは 
歯 5 ハのは 1 ハーのは ハのがは 1 ハーのがは 
手 3 テのは 2 テーのは テのがは 3 テーのがは 
目 3 メのは 2 メーのは メのがは 3 メーのがは 
庭 1a ニワのは 3 ニワのは ニワのがは 4 ニワのがは 
水 1a ミズのは 3 ミズのは ミズのがは 4 ミズのがは 
上 1b ウエのは 3 ウエのは ウエのがは 4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは 3 ミゾのは ミゾのがは 4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは 3 ゴマのは ゴマのがは 4 ゴマのがは 
晩 - バンのは 3 バンのは バンのがは 4 バンのがは 
山 3 ヤマのは 1 ヤマのは ヤマのがは 1 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは 1 イヌのは イヌのがは 1 イヌのがは 
石 2 イシのは 1 イシのは イシのがは 1 イシのがは 
虹 2 ニジのは 1 ニジのは ニジのがは 1 ニジのがは 
歌 2 ウタのは 1 ウタのは ウタのがは 1 ウタのがは 
針 4 ハリのは 3 ハリのは ハリのがは 4 ハリのがは 
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船 4 フネのは 3 フネのは フネのがは 4 フネのがは 
勘 - カンのは 3 カンのは カンのがは 4 カンのがは 
雨 5 アメのは 2 アメのは アメのがは 2 アメのがは 
窓 5 マドのは 2 マドのは マドのがは 2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは 4 コトリのは コトリのがは 5 コトリのがは 
所 1b トコロのは 2 トコロのは トコロのがは 2 トコロのがは 
力 3 チカラのは 1 チカラのは チカラのがは 1 チカラのがは 
命 5a イノチのは 1 イノチのは イノチのがは 1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは 1 アサヒのは アサヒのがは 1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは 2 アタマのは アタマのがは 2 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは 2 ムスメのは ムスメのがは 2 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは 2 ツバキのは ツバキのがは 2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは 2 クスリのは クスリのがは 2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは 4 スズメのは スズメのがは 5 スズメのがは 
兎 6 ウサギのは 4 ウサギのは ウサギのがは 5 ウサギのがは 

 

 ※アクセント体系としては東京と同様で句頭の上昇も東京と同様であるが，類の統合の仕方

が東京式とは異なる。高知市方言の状態から開始して，低起式の上昇が遅れることなく，先に

高起式の語頭の低下が起これば，このような発音の分布になると考えられる。この説明は形容

詞についても全く同じことが言える。 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい 1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい 1 すっい すんい すーい 2 すーーい 
n004 ない 1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー 0 えっえ えんえ えーえ 0 えーーえ 
n005 えい 0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい 0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい 1 あっおい 3 あんおい あーおい 3 あおーい 3 
n007 あかい 2 あっかい 3 あんかい あーかい 3 あかーい 3 
n008 あさい 2 あっさい 3 あんさい あーさい 3 あさーい 3 
n009 あつい 2 あっつい 3 あんつい あーつい 3 あつーい 3 
n010 あつい 1 あっつい 3 あんつい あーつい 3 あつーい 3 
n011 あまい 2 あっまい 3 あんまい 3 あーまい 3 あまーい 3 
n012 あらい 2 あっらい 3 あんらい 3 あーらい 3 あらーい 3 
n013 あわい 2 あっわい 3 あんわい あーわい 3 あわーい 3 
n014 いたい 1 いったい 3 いんたい いーたい 3 いたーい 3 
n015 うすい 2 うっすい 3 うんすい うーすい 3 うすーい 3 
n016 うとい 2 うっとい 3 うんとい うーとい 3 うとーい 3 
n017 うまい 1 うっまい 3 うんまい 3 うーまい 3 うまーい 3 
n018 えぐい 2 えっぐい 3 えんぐい 3 えーぐい 3 えぐーい 3 
n019 えらい 1 えっらい 3 えんらい 3 えーらい 3 えらーい 3 
n020 おーい 2 おっおい 3 おんおい おーおい 3 おおーい 3 
n021 おしい 1 おっしい 3 おんしい おーしい 3 おしーい 3 
n022 おそい 2 おっそい 3 おんそい おーそい 3 おそーい 3 
n023 おもい 2 おっもい 3 おんもい おーもい 3 おもーい 3 
n024 かくい 2 かっくい 3 かんくい かーくい 3 かくーい 3 
n025 かたい 2 かったい 3 かんたい かーたい 3 かたーい 3 
n026 かゆい 1 かっゆい 3 かんゆい かーゆい 3 かゆーい 3 
n027 からい 1 かっらい 3 かんらい かーらい 3 からーい 3 
n028 かるい 2 かっるい 3 かんるい 3 かーるい 3 かるーい 3 
n029 きつい 2 きっつい 3 きんつい きーつい 3 きつーい 3 
n030 きよい 2 きっよい 3 きんよい きーよい 3 きよーい 3 
n031 くさい 1 くっさい 3 くんさい くーさい 3 くさーい 3 
n032 くどい 2 くっどい 3 くんどい 3 くーどい 3 くどーい 3 
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n033 くらい 1 くっらい 3 くんらい 3 くーらい 3 くらーい 3 
n034 くろい 1 くっろい 3 くんろい 3 くーろい 3 くろーい 3 
n035 けむい 2 けっむい 3 けんむい 3 けーむい 3 けむーい 3 
n036 こすい 2 こっすい 3 こんすい こーすい こすーい 3 
n037 ごつい 2 ごっつい 3 ごんつい ごーつい 3 ごつーい 3 
n038 こまい 1 こっまい 3 こんまい 3 こーまい 3 こまーい 3 
n039 こわい 1 こっわい 3 こんわい 3 こーわい 3 こわーい 3 
n040 さとい 2 さっとい 3 さんとい さーとい 3 さとーい 3 
n041 さむい 1 さっむい 3 さんむい 3 さーむい 3 さむーい 3 
n042 しぶい 1 しっぶい 3 しんぶい 3 しーぶい 3 しぶーい 3 
n043 しよい 2 しっよい 3 しんよい 3 しーよい 3 しよーい 3 
n043 しよい 2 しっよい 3 しんよい 3 しーよい 3 しよーい 3 
n044 しょぼい 2 しょっぼい 3 しょんぼい 3 しょーぼい 3 しょぼーい 3 
n045 しるい 1 しっるい 3 しんるい 3 しーるい 3 しるーい 3 
n045 じるい 1 じっるい 3 じんるい 3 じーるい 3 じるーい 3 
n046 しろい 1 しっろい 3 しんろい 3 しーろい 3 しろーい 3 
n047 しわい 2 しっわい 3 しんわい 3 しーわい 3 しわーい 3 
n048 すごい 2 すっごい 3 すんごい 3 すーごい 3 すごーい 3 
n049 ずるい 1 ずっるい 3 ずんるい 3 ずーるい 3 ずるーい 3 
n050 せこい 2 せっこい 3 せんこい せーこい 3 せこーい 3 
n051 せまい 1 せっまい 3 せんまい 3 せーまい 3 せまーい 3 
n052 たかい 1 たっかい 3 たんかい たーかい 3 たかーい 3 

x ださい 2 だっさい 3 だんさい だーさい 3 ださーい 3 
n053 たすい 2 たっすい 3 たんすい たーすい 3 たすーい 3 
n053 だすい 2 だっすい 3 だんすい だーすい 3 だすーい 3 
n054 だるい 2 だっるい 3 だんるい 3 だーるい 3 だるーい 3 
n054 たるい 2 たっるい 3 たんるい たーるい 3 たるーい 3 
n055 ちかい 1 ちっかい 3 ちんかい ちーかい 3 ちかーい 3 
n056 ちさい 2 ちっさい 3 ちんさい 3 OK ちーさい 3 ちさーい 3 
n057 ちまい 1 ちっまい 3 ちんまい 3 ちーまい 3 ちまーい 3 
n058 ちょろい 2 ちょっろい 3 ちょんろい 3 ちょーろい 3 ちょろーい 3 
n059 つよい 1 つっよい 3 つんよい 3 つーよい 3 つよーい 3 
n060 つらい 2 つっらい 3 つんらい 3 つーらい 3 つらーい 3 
n061 でかい 2 でっかい 3 でんかい でーかい 3 でかーい 3 
n062 とーい 2 とっおい 3 とんおい とーおい 3 とおーい 3 
n063 とろい 2 とっろい 3 とんろい 3 とーろい 3 とろーい 3 
n064 ながい 1 なっがい 3 なんがい 3 なーがい 3 ながーい 3 
n065 にがい 1 にっがい 3 にんがい 3 にーがい 3 にがーい 3 
n066 にくい 2 にっくい 3 にんくい にーくい 3 にくーい 3 
n067 にぶい 1 にっぶい 3 にんぶい にーぶい 3 にぶーい 3 
n068 ぬくい 1 ぬっくい 3 ぬんくい ぬーくい 3 ぬくーい 3 
n069 ぬるい 1 ぬっるい 3 ぬんるい 3 ぬーるい 3 ぬるーい 3 
n070 ねばい 2 ねっばい 3 ねんばい ねーばい 3 ねばーい 3 
n071 ねむい 2 ねっむい 3 ねんむい 3 ねーむい 3 ねむーい 3 
n072 のろい 2 のっろい 3 のんろい 3 のーろい 3 のろーい 3 
n073 ばばい 2 ばっばい 3 ばんばい ばーばい 3 ばばーい 3 
n074 はそい 2 はっそい 3 はんそい はーそい 3 はそーい 3 
n075 はやい 1 はっやい 3 はんやい 3 はーやい 3 はやーい 3 
n076 ひくい 1 ひっくい 3 ひんくい ひーくい 3 ひくーい 3 
n077 ひどい 1 ひっどい 3 ひんどい ひーどい 3 ひどーい 3 
n078 ひやい 1 ひっやい 3 ひんやい 3 ひーやい 3 ひやーい 3 
n079 ひょろい 2 ひょっろい 3 ひょんろい 3 ひょーろい 3 ひょろーい 3 
n080 ひろい 1 ひっろい 3 ひんろい 3 ひーろい 3 ひろーい 3 
n081 ふかい 1 ふっかい 3 ふんかい ふーかい 3 ふかーい 3 
n082 ふとい 1 ふっとい 3 ふんとい ふーとい 3 ふとーい 3 
n083 ふるい 1 ふっるい 3 ふんるい 3 ふーるい 3 ふるーい 3 
n084 ほしい 1 ほっしい 3 ほんしい ほーしい 3 ほしーい 3 
n085 ほそい 1 ほっそい 3 ほんそい ほーそい 3 ほそーい 3 
n086 ぼろい 2 ぼっろい 3 ぼんろい 3 ぼーろい 3 ぼろーい 3 
n087 まずい 2 まっずい 3 まんずい 3 まーずい 3 まずーい 3 
n088 またい 2 まったい 3 まんたい まーたい 3 またーい 3 
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n089 まるい 2 まっるい 3 まんるい 3 まーるい 3 まるーい 3 
n090 みぞい 1 みっぞい 3 みんぞい 3 みーぞい 3 みぞーい 3 
n091 みよい 2 みっよい 3 みんよい 3 みーよい 3 みよーい 3 
n092 むごい 1 むっごい 3 むんごい 3 むーごい 3 むごーい 3 
n093 むさい 2 むっさい 3 むんさい むーさい 3 むさーい 3 
n094 もろい 2 もっろい 3 もんろい 3 もーろい 3 もろーい 3 
n095 やすい 1 やっすい 3 やんすい やーすい 3 やすーい 3 
n096 やばい 2 やっばい 3 やんばい やーばい 3 やばーい 3 
n097 やおい 2 やっおい 3 やんおい 3 やーおい 3 やおーい 3 
n098 やわい 2 やっわい 3 やんわい 3 やーわい 3 やわーい 3 
n099 ゆるい 2 ゆっるい 3 ゆんるい 3 ゆーるい 3 ゆるーい 3 
n100 よわい 1 よっわい 3 よんわい 3 よーわい 3 よわーい 3 
n101 わかい 1 わっかい 3 わんかい わーかい 3 わかーい 3 
n102 わるい 1 わっるい 3 わんるい 3 わーるい 3 わるーい 3 
n104 あかるい 3 あかっるい 4 あかんるい あかーるい 4 あかるーい 4 
n104 あかるい 3 あっかるい 4 あんかるい あーかるい 4 あかるーい 
n109 あやしい 3 あやっしい 4 あやんしい あやーしい 4 あやしーい 4 
n109 あやしい 3 あっやしい 4 あんやしい あーやしい 4 あやしーい 
n116 うるさい 3 うるっさい 4 うるんさい うるーさい 4 うるさーい 4 
n116 うるさい 3 うっるさい 4 うんるさい うーるさい 4 うるさーい 
n117 うれしい 3 うれっしい 4 うれんしい うれーしい 4 うれしーい 4 
n117 うれしい 3 うっれしい 4 うんれしい うーれしい 4 うれしーい 
n119 おいしい 3 おいっしい 4 おいんしい おいーしい 4 おいしーい 4 
n119 おいしい 3 おっいしい 4 おんいしい おーいしい 4 おいしーい 
n132 おやすい 3 おやっすい 4 おやんすい おやーすい 4 おやすーい 4 
n132 おやすい 3 おっやすい 4 おんやすい おーやすい 4 おやすーい 
n179 しんどい 3 しんっどい 4 しんんどい しんーどい 4 しんどーい 4 
n179 しんどい 3 しっんどい 4 しんんどい しーんどい 4 しんどーい 
n204 ちゃいろい 3 ちゃいっろい 4 ちゃいんろい ちゃいーろい 4 ちゃいろーい 4 
n204 ちゃいろい 3 ちゃっいろい 4 ちゃんいろい ちゃーいろい 4 ちゃいろーい 
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付録57 話者B31 

資料48．話者B31（高知市1949年生れ女性，中央式風，3拍形容詞1.5型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 OK ナー ナが H1 OK ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ L0 OK ゴマ ゴマが L0A ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが 
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H2 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは L2 OK ナーのは ナのがは L3A ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3A テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3A メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは L3A ゴマのは ゴマのがは L4A ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは ヤマのがは H4 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは H1 イヌのは イヌのがは H4 イヌのがは 
石 2 イシのは H1 イシのは イシのがは H4 イシのがは 
虹 2 ニジのは H1 ニジのは ニジのがは H1 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H1 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは H1
針 4 ハリのは L3A ハリのは L2 ハリのがは L4A ハリのがは 
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船 4 フネのは L3A フネのは L2 フネのがは L4A フネのがは 
勘 - カンのは L3A カンのは カンのがは L4A カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは H3 コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H4 トコロのは トコロのがは H5 トコロのがは H2
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは アタマのがは H2 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは ムスメのがは H2 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L4A スズメのは スズメのがは L5A スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L4A ウサギのは ウサギのがは L5A ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ L0B えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H1 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H1 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H1 あっさい あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H1 あっまい あんまい あーまい あまーい 
n012 あらい H1 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい L3B あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい H1 うっすい L3B うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H1 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい H2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H1 えっらい えんらい L3B えーらい えらーい 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい H2 おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H1 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H1 おっもい おんもい おーもい おもーい 
n024 かくい H2 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい 
n027 からい H1 かっらい かんらい かーらい からーい 
n028 かるい H1 かっるい L3B かんるい かーるい かるーい 
n029 きつい H1 きっつい L3B きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい L3B くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H1 くっらい L3B くんらい くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい L3B くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい H1 こっすい L3B こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H1 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい L3B さーむい さむーい 
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい L3B しよーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい L3B しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい H1 しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい L3B しーろい しろーい 
n047 しわい H2 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい L2 すっごい L3B すんごい L3B すーごい すごーい 
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい L3B たんかい たーかい たかーい 

x ださい H2 だっさい L3B だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい L3B だんるい だーるい だるーい 
n054 たるい たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい H1 ちっさい L3B ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい L3B ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい 
n060 つらい H1 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H1 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい L3B とおーい 
n063 とろい H1 とっろい とんろい L3B とーろい とろーい 
n064 ながい H1 なっがい なんがい L3B なーがい ながーい 
n065 にがい H1 にっがい にんがい L3B にーがい にがーい 
n066 にくい H1 にっくい L3B にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H1 にっぶい L3B にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい H1 ぬっるい L3B ぬんるい ぬーるい ぬるーい 
n070 ねばい H1 ねっばい ねんばい ねーばい L3B ねばーい 
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい L3B ねむーい 
n072 のろい H2 のっろい のんろい L3B のーろい のろーい 
n073 ばばい L2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい L3B はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい L3B はーやい はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい H1 ひっどい L3B ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい L3B ひーやい ひやーい 
n079 ひょろい H1 ひょっろい ひょんろい L3B ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい L3B ひーろい ひろーい 
n081 ふかい H1 ふっかい L3B ふんかい ふーかい ふかーい 
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい ふーるい L3B ふるーい 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H1 ぼっろい ぼんろい ぼーろい L3B ぼろーい 
n087 まずい H1 まっずい L3B まんずい まーずい まずーい 
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい L3B まーるい L3B まるーい 
n090 みぞい H2 みっぞい L3B みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい L3B みよーい 
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい L3B むごーい 
n093 むさい H1 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H1 もっろい もんろい もーろい L3B もろーい 
n095 やすい H2 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい H2 やっおい やんおい やーおい L3B やおーい 
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n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい L3B やわーい 
n099 ゆるい H1 ゆっるい ゆんるい ゆーるい L3B ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい よんわい よーわい L3B よわーい 
n101 わかい H1 わっかい L3B わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい L3B わるーい 
n104 あかるい H2 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H2 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H2 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい H2
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H2 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H2 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい L4B
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3B おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録58 話者B32 

資料49．話者B32（高知市1947年生れ女性，中央式，3拍形容詞1.5型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが L0B
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが L0B
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが L0B
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが 
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H2 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3A テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3A メーのがは 
庭 1a ニワのは H2 ニワのは ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H2 ミズのは ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H2 ウエのは ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H2 ミゾのは ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H2 ゴマのは ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H2 バンのは バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは ヤマのがは H1 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは H1 イヌのは イヌのがは H4 イヌのがは 
石 2 イシのは H1 イシのは イシのがは H4 イシのがは 
虹 2 ニジのは H1 ニジのは ニジのがは H4 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H1 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは 
針 4 ハリのは L2 ハリのは ハリのがは L4AB ハリのがは 
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船 4 フネのは L2 フネのは フネのがは L4AB フネのがは 
勘 - カンのは L2 カンのは カンのがは L4AB カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H3 コトリのは コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H2 トコロのは トコロのがは H5 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは アタマのがは H5 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは ムスメのがは H5 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L3A スズメのは スズメのがは L5B スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L3A ウサギのは ウサギのがは L5B ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア

n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H1 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H1 あっかい L3B あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H1 あっさい L3B あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H1 あっまい あんまい L3B あーまい あまーい 
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H1 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい H1 うっすい うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい L3B うーまい うまーい 
n018 えぐい H2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H1 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H1 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H1 おっもい おんもい おーもい おもーい 
n024 かくい H2 かっくい かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H1 かったい L3B かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい 
n027 からい H2 かっらい かんらい L3B かーらい からーい 
n028 かるい H1 かっるい かんるい かーるい L3B かるーい 
n029 きつい H1 きっつい きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい L3B くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H1 くっらい くんらい L3B くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい L3B くろーい 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい H2 こっすい こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H2 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H2 さっむい さんむい L3B さーむい さむーい 
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n042 しぶい H2 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい L3B しーよい しよーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい H2 しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい L3B しろーい 
n047 しわい H2 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい すんごい すーごい すごーい 
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい H2 せっこい L3B せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい 
n052 たかい H2 たっかい たんかい たーかい たかーい 

x ださい H2 だっさい L3B だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい だんるい だーるい だるーい 
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい H2 ちっさい ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい 
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H2 でっかい H3 でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい H2 とっろい とんろい とーろい とろーい 
n064 ながい H1 なっがい なんがい なーがい ながーい 
n065 にがい H2 にっがい にんがい にーがい にがーい 
n066 にくい H1 にっくい L3B にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H2 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい H1 ぬっるい ぬんるい ぬーるい L3B ぬるーい 
n070 ねばい H2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい 
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 
n072 のろい H1 のっろい のんろい のーろい のろーい 
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい L3B ひーやい ひやーい 
n079 ひょろい ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい 
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい 
n082 ふとい H2 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい ふーるい L3B ふるーい 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H2 ぼっろい ぼんろい ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい 
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい L3B まーるい まるーい 
n090 みぞい H2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい 
n093 むさい H2 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H2 もっろい もんろい もーろい もろーい 
n095 やすい H2 やっすい やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい H1 やっおい やんおい やーおい やおーい 



付録 58 話者 B32 

- 761 - 

 

n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい やわーい 
n099 ゆるい H1 ゆっるい ゆんるい ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい よんわい よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい L3B わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい H2 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H2 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H2 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H2 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H2 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3B おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録59 話者B33 

資料50．話者B33（高知市1950年生れ男性，中央式風，3拍形容詞1.5型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー テが H1 テーが 
目 3 メ H0 メー メが H1 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ H1 ハリが L0A ハリが H1
船 4 フネ L0 フネ H1 フネが L0A フネが H1
勘 - カン L0 カン H1 カンが L0A カンが H1
雨 5 アメ L0 アメ H1 アメが L2 アメが H1
窓 5 マド L0 マド H1 マドが L2 マドが H1
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H0 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが 
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H0 チーのは チのがは H0 チーのがは 
戸 1 トのは H0 トーのは トのがは H0 トーのがは 
巣 4 スのは H0 スーのは スのがは H0 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L0A, H1 テーのは テのがは L0A, H1 テーのがは 
目 3 メのは L0A, H1 メーのは メのがは L0A, H1 メーのがは 
庭 1a ニワのは H0 ニワのは ニワのがは H0 ニワのがは 
水 1a ミズのは H0 ミズのは ミズのがは H0 ミズのがは 
上 1b ウエのは H0 ウエのは ウエのがは H0 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H0 ミゾのは ミゾのがは H0 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H0 ゴマのは ゴマのがは H0 ゴマのがは 
晩 - バンのは H0 バンのは バンのがは H0 バンのがは 
山 3 ヤマのは H0 ヤマのは ヤマのがは H0 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは H0 イヌのは イヌのがは H0 イヌのがは 
石 2 イシのは H0 イシのは イシのがは H0 イシのがは 
虹 2 ニジのは H0 ニジのは ニジのがは H0 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H0 ウタのは ウタのがは H0 ウタのがは 
針 4 ハリのは L0A ハリのは H1 ハリのがは L0A ハリのがは 
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船 4 フネのは L0A フネのは H1 フネのがは L0A フネのがは H1
勘 - カンのは L0A カンのは H1 カンのがは L0A カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは H1 アメのがは アメのがは H1
窓 5 マドのは L2 マドのは H1 マドのがは L2 マドのがは H1
小鳥 1a コトリのは H0 コトリのは コトリのがは H0 コトリのがは 
所 1b トコロのは H0 トコロのは トコロのがは H0 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H0 アタマのは アタマのがは H0 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは H0 ムスメのは ムスメのがは H0 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L0A スズメのは スズメのがは L0A スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L0A ウサギのは ウサギのがは L0A ウサギのがは 

 

 ※この話者のデータに解釈を与えようと思う。父方・母方ともに高知県中央式方言出身であ

り，本人は高知市出身である。大阪で就職して 10 年暮らしたが，その後はずっと高知市で暮ら

している。データを見れば分かるように高知市方言の状態を出発点としているので，単純な標

準語の移植は考えられない（例えば「名，葉」が標準語なら無核になる）。低起式について見る

と，もしこれが音変化である場合，1 拍語では変化が完了しつつあり（「手のは」を見ると未完

了と分かる），2 拍語は変化前後の形が使え，3 拍語では低起式のままであって，しかも低起式

の上昇遅れの発音は不可としているので，くぼみ式が成立する余地は無い。「手が」は H1，「針，

手のは，針が」は L0A, H1 の併用であることから，2, 3 拍において低起式が変質していると考え

られる。なぜ短いと頭低型
あたまびくがた

と頭高型
あたまだかがた

で交替するのか。これは「低起式」の短い語彙に限って

学校教育などで習った標準語の発音を取り入れた結果，パロールとして「語頭卓立式」が成立

したのではないか（パロールとは言っても，高知市方言の若い世代はみな学校教育を受けてい

るのだから，調査すればかなりの広がりを見せている可能性もある）。もし本当なら，言語接触

によって声調の性質自体が変質する例として非常に興味深いものである。 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい H2 うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい H2 こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい L0B えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい L3B あーおい あおーい 
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい L3A
n008 あさい H2 あっさい あんさい あーさい あさーい L3A
n009 あつい H2 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい L3A
n011 あまい H2 あっまい あんまい L3B あーまい あまーい 
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい L3A
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい L3A
n014 いたい H1 いったい L3B いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい H2 うっすい L3B うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H2 うっとい L3B うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい L3B うーまい うまーい 
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n018 えぐい H2 えっぐい L3B えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい L3A
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい L3A
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい H2 おしーい 
n022 おそい H2 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい L3A
n024 かくい H2 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H2 かっゆい かんゆい L3B かーゆい かゆーい 
n027 からい H2 かっらい かんらい かーらい からーい L3A
n028 かるい H2 かっるい L3B かんるい かーるい かるーい 
n029 きつい H2 きっつい L3B きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい L3B きよーい 
n031 くさい H1 くっさい L3B くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい L3A
n033 くらい H2 くっらい くんらい L3B くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい L3B くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい L3B けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい H2 こっすい L3B こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい L3A
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい L3A
n041 さむい H2 さっむい さんむい L3B さーむい さむーい 
n042 しぶい H2 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい L3A
n043 しよい H2 しっよい しんよい L3B しーよい しよーい 
n043 しよい H2 しっよい しんよい L3B しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい H3 しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい H2 しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H2 じっるい じんるい じーるい L3B じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい L3B しーろい しろーい 
n047 しわい H2 しっわい しんわい しーわい しわーい L3A
n048 すごい H2 すっごい L3B すんごい すーごい すごーい 
n049 ずるい H2 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい L3A
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい L3A
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい 
n052 たかい H2 たっかい たんかい たーかい たかーい L3A

x ださい H2 だっさい だんさい だーさい ださーい L3A
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい H2 だっすい L3B だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい だんるい だーるい L3B だるーい 
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい L3B たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい H2 ちっさい L3B ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい H2 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい L3A
n059 つよい H1 つっよい つんよい L3B つーよい つよーい 
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい L3A
n061 でかい H2 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい L3A
n063 とろい H2 とっろい とんろい L3B とーろい とろーい 
n064 ながい H1 なっがい なんがい L3B なーがい ながーい 
n065 にがい H1 にっがい にんがい L3B にーがい にがーい 
n066 にくい H2 にっくい にんくい にーくい にくーい L3A
n067 にぶい H2 にっぶい にんぶい にーぶい L3B にぶーい 
n068 ぬくい H2 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい H2 ぬっるい L3B ぬんるい ぬーるい ぬるーい 
n070 ねばい H2 ねっばい ねんばい L3B ねーばい ねばーい 
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい L3B ねむーい L3A
n072 のろい H2 のっろい のんろい のーろい のろーい L3A
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい L3A
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n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい L3B はそーい L3A
n075 はやい H1 はっやい L3B はんやい はーやい L3B はやーい 
n076 ひくい H2 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい L3A
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい L3B ひーどい ひどーい L3A
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい L3B ひーやい L3B ひやーい 
n079 ひょろい H2 ひょっろい ひょんろい L3B ひょーろい ひょろーい L3A
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい L3B ひーろい ひろーい L3A
n081 ふかい H1 ふっかい L3B ふんかい ふーかい ふかーい L3A
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい L3A
n083 ふるい H1 ふっるい L3B ふんるい ふーるい ふるーい L3A
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい H1 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい H1 
n086 ぼろい H2 ぼっろい ぼんろい L3B ぼーろい ぼろーい H1 
n087 まずい H2 まっずい L3B まんずい まーずい まずーい H1 
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい まーるい L3B まるーい 
n090 みぞい H1 みっぞい みんぞい L3B みーぞい みぞーい H1 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい L3B みよーい H1 
n092 むごい H2 むっごい むんごい L3B むーごい むごーい H1 
n093 むさい H2 むっさい むんさい むーさい むさーい H1 
n094 もろい H2 もっろい もんろい L3B もーろい もろーい H1 
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい H1 
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい L3B やばーい L3A
n097 やおい H2 やっおい やんおい L3B やーおい やおーい H1 
n098 やわい H2 やっわい やんわい L3B やーわい やわーい H1 
n099 ゆるい H2 ゆっるい ゆんるい L3B ゆーるい ゆるーい L3A
n100 よわい H2 よっわい L3B よんわい よーわい よわーい H1 
n101 わかい H1 わっかい L3B わんかい わーかい わかーい H1 
n102 わるい H1 わっるい L3B わんるい わーるい わるーい H1 
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい H4 
n104 あかるい H2 あっかるい H4 あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H2 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい H4 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい H4 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H2 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい H4 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3A おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい L4A
n119 おいしい L3A おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3A おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい L4A
n132 おやすい L3A おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3A しんっどい L4A しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3A しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい L4A
n204 ちゃいろい L3A ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 

 ※「[ほ]しーい」型の発音は上述の「語頭卓立式」の発音の可能性もあるが，拍数が多いので

単純に通常形の高起式への類推が働いたとも解釈され，よく分からない。これらは全て「ほ[し

ー]い」型でも発音できるはずであるが，1 回ずつしか読み上げていただいていない。 
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付録60 話者B34 

資料51．話者B34（高知市1950年生れ男性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H0 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが L0B
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが L0B
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが L0B
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが 
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H2 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H2 ナーのは ナのがは H3 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3AB テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3AB メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは H2 ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは H2 ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは H2 ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは H2 ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは H2 ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは H2 バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは ヤマのがは H4 ヤマのがは H1
犬 3 イヌのは H1 イヌのは イヌのがは H4 イヌのがは H1
石 2 イシのは H1 イシのは イシのがは H4 イシのがは 
虹 2 ニジのは H1 ニジのは ニジのがは H4 ニジのがは H1
歌 2 ウタのは H1 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは H1
針 4 ハリのは L3A ハリのは ハリのがは L4A ハリのがは 
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船 4 フネのは L3A フネのは フネのがは L4A フネのがは 
勘 - カンのは L3A カンのは カンのがは L4A カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは H3 コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H2 トコロのは トコロのがは H5 トコロのがは H2
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H5 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは アタマのがは H5 アタマのがは H2
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは ムスメのがは H5 ムスメのがは H2
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L4A スズメのは スズメのがは L5A スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L4A ウサギのは ウサギのがは L5A ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー L0 えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい L3B あんおい あーおい あおーい L3B 
n007 あかい H2 あっかい L3B あんかい あーかい あかーい L3B 
n008 あさい H2 あっさい L3B あんさい あーさい あさーい L3B 
n009 あつい H2 あっつい あんつい あーつい あつーい L3B 
n010 あつい H1 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい L3B 
n011 あまい H2 あっまい L3B あんまい あーまい あまーい L3B 
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい L3B いんたい いーたい いたーい L3B 
n015 うすい H2 うっすい L3B うんすい うーすい うすーい L3B 
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい L3B 
n017 うまい H1 うっまい L3B うんまい うーまい うまーい L3B 
n018 えぐい H2 えっぐい L3B えんぐい えーぐい えぐーい L3B 
n019 えらい H2 えっらい L3B えんらい えーらい えらーい L3B 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい L3B 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい L3B 
n022 おそい H2 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい L3B 
n023 おもい H2 おっもい L3B おんもい おーもい おもーい L3B 
n024 かくい H2 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい L3B 
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい L3B 
n026 かゆい H1 かっゆい L3B かんゆい かーゆい かゆーい L3B 
n027 からい H2 かっらい L3B かんらい かーらい からーい L3B 
n028 かるい H2 かっるい L3B かんるい かーるい かるーい L3B 
n029 きつい H2 きっつい L3B きんつい きーつい きつーい L3B 
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい きよーい L3B 
n031 くさい H1 くっさい L3B くんさい くーさい くさーい L3B 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい L3B 
n033 くらい H2 くっらい L3B くんらい くーらい くらーい L3B 
n034 くろい H1 くっろい L3B くんろい くーろい くろーい L3B 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい L3B 
n036 こすい H2 こっすい L3B こんすい こーすい こすーい L3B 
n037 ごつい H2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい L3B 
n038 こまい H1 こっまい L3B こんまい こーまい こまーい L3B 
n039 こわい H1 こっわい L3B こんわい こーわい こわーい L3B 
n040 さとい H2 さっとい L3B さんとい さーとい さとーい L3B 
n041 さむい H1 さっむい L3B さんむい さーむい さむーい L3B 
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n042 しぶい H1 しっぶい L3B しんぶい しーぶい しぶーい L3B 
n043 しよい H2 しっよい L3B しんよい しーよい L3B しよーい 
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい L3B 
n045 しるい H1 しっるい L3B しんるい しーるい しるーい L3B 
n045 じるい じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい L3B しんろい しーろい L3B しろーい 
n047 しわい H2 しっわい H2 しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい L3B すんごい すーごい L3B すごーい L3B 
n049 ずるい H1 ずっるい L3B ずんるい ずーるい ずるーい L3B 
n050 せこい H2 せっこい L3B せんこい せーこい せこーい L3B 
n051 せまい H1 せっまい L3B せんまい L3B せーまい せまーい L3B 
n052 たかい H1 たっかい L3B たんかい たーかい たかーい L3B 

x ださい H2 だっさい L3B だんさい だーさい ださーい L3B 
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい L3B 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい L3B だんるい だーるい だるーい L3B 
n054 たるい たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい L3B 
n056 ちさい ちっさい L3B ちんさい ちーさい H3 ちさーい L3B 
n057 ちまい ちっまい L3B ちんまい L3B ちーまい ちまーい L3B 
n058 ちょろい H2 ちょっろい L3B ちょんろい L3B ちょーろい ちょろーい L3B 
n059 つよい H1 つっよい L3B つんよい つーよい つよーい L3B 
n060 つらい H2 つっらい L3B つんらい つーらい つらーい L3B 
n061 でかい H2 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい L3B 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい L3B 
n063 とろい H2 とっろい L3B とんろい L3B とーろい L3B とろーい L3B 
n064 ながい H1 なっがい L3B なんがい なーがい L3B ながーい L3B 
n065 にがい H1 にっがい L3B にんがい にーがい にがーい L3B 
n066 にくい H1 にっくい L3B にんくい にーくい にくーい L3B 
n067 にぶい H1 にっぶい L3B にんぶい にーぶい L3B にぶーい L3B 
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい L3B 
n069 ぬるい H2 ぬっるい L3B ぬんるい ぬーるい ぬるーい L3B 
n070 ねばい H2 ねっばい L3B ねんばい ねーばい L3B ねばーい L3B 
n071 ねむい H2 ねっむい L3B ねんむい ねーむい L3B ねむーい L3B 
n072 のろい H2 のっろい L3B のんろい L3B のーろい のろーい L3B 
n073 ばばい ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい L3B はんそい はーそい はそーい L3B 
n075 はやい H1 はっやい L3B はんやい はーやい はやーい L3B 
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい L3B 
n077 ひどい H2 ひっどい L3B ひんどい ひーどい ひどーい L3B 
n078 ひやい H1 ひっやい L3B ひんやい L3B ひーやい L3B ひやーい L3B 
n079 ひょろい H2 ひょっろい L3B ひょんろい L3B ひょーろい ひょろーい L3B 
n080 ひろい H1 ひっろい L3B ひんろい L3B ひーろい L3B ひろーい L3B 
n081 ふかい H1 ふっかい L3B ふんかい ふーかい ふかーい L3B 
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい L3B 
n083 ふるい H1 ふっるい L3B ふんるい L3B ふーるい L3B ふるーい L3B 
n084 ほしい H1 ほっしい L3B ほんしい ほーしい ほしーい L3B 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい L3B ほそーい L3B 
n086 ぼろい H1 ぼっろい L3B ぼんろい L3B ぼーろい L3B ぼろーい L3B 
n087 まずい H2 まっずい L3B まんずい まーずい L3B まずーい L3B 
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい L3B 
n089 まるい H2 まっるい L3B まんるい L3B まーるい L3B まるーい L3B 
n090 みぞい H1 みっぞい L3B みんぞい みーぞい L3B みぞーい L3B 
n091 みよい H2 みっよい L3B みんよい L3B みーよい L3B みよーい L3B 
n092 むごい H1 むっごい L3B むんごい むーごい むごーい L3B 
n093 むさい H1 むっさい H2 むんさい むーさい むさーい L3B 
n094 もろい H2 もっろい L3B もんろい L3B もーろい L3B もろーい L3B 
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい L3B やすーい L3B 
n096 やばい H2 やっばい L3B やんばい やーばい L3B やばーい L3B 
n097 やおい H2 やっおい L3B やんおい L3B やーおい L3B やおーい L3B 
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n098 やわい H2 やっわい L3B やんわい L3B やーわい L3B やわーい L3B 
n099 ゆるい H2 ゆっるい L3B ゆんるい L3B ゆーるい L3B ゆるーい L3B 
n100 よわい H1 よっわい L3B よんわい L3B よーわい L3B よわーい L3B 
n101 わかい H1 わっかい L3B わんかい わーかい L3B わかーい L3B 
n102 わるい H1 わっるい L3B わんるい L3B わーるい わるーい L3B 
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい L4C 
n104 あかるい H2 あっかるい H4 あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい L4C 
n109 あやしい H2 あっやしい H4 あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい L4C 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい H4 うれんしい うれーしい うれしーい L4C 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3A おいっしい L4A おいんしい おいーしい おいしーい L4A+C
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3A おやっすい L4A おやんすい おやーすい おやすーい L4A+C
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3A しんっどい L4A しんんどい L4A しんーどい しんどーい L4A+C
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい L4A+C
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 

 ※「あお[ー]い」型は連体用法のみ OK で後に「[も]ん（物）」を付けて発音してもらった。話

者は比較的若いが，本来連体用法のみ OK だった可能性は否定できない（つまり「*アッ[ツ]シ，

*アツ[ー]キ」の可能性ということ）。もちろんこの話者が終止用法を失っただけという可能性も

ある。「あお[ーいが]は，あお[ー]ー」型についても調査語全てで調べており，「あお[ー]い」型が

OK な語について規則的に OK だったが，4 拍語の「×あかる[ー]ー」型は何故か全て NG だった。

なお「L4A+C」というのは「二度上がり」（既述）のことである。 
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付録61 話者B35 

資料52．話者B35（高知市1938年生れ男性，中央式風，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ メー L0 メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド H1 マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H2 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが 
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H2, H1 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2, H1 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2, H1 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは L2 ナーのは ナのがは H1, L3A ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3A テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3A メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは H3 ヤマのがは H4 ヤマのがは H1
犬 3 イヌのは H1 イヌのは H3 イヌのがは H4 イヌのがは H1
石 2 イシのは H1 イシのは H3 イシのがは H4 イシのがは H1
虹 2 ニジのは H1 ニジのは H3 ニジのがは H4 ニジのがは H1
歌 2 ウタのは H1 ウタのは H3 ウタのがは H4 ウタのがは H1
針 4 ハリのは L3A ハリのは ハリのがは L4A ハリのがは 
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船 4 フネのは L3A フネのは フネのがは L4A フネのがは 
勘 - カンのは L3A カンのは カンのがは L4A カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは H3 コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H4 トコロのは トコロのがは H5 トコロのがは H2
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H4 アタマのは アタマのがは H5 アタマのがは H2
娘 2 ムスメのは H4 ムスメのは ムスメのがは H5 ムスメのがは H2
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L4A スズメのは スズメのがは L5A スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L4A ウサギのは ウサギのがは L5A ウサギのがは 

 

 ※この話者のように 1 拍語 2 類・5 類で「語頭卓立式」が成立しかけていると思しき話者が他

にも数名見られた。「中央式風」とした話者を参照されたい。「成立しかけている」と書いたが，

実際には成立済みであって，言語調査に際して標準語的な発音を排し古い高知市方言的な発音

を心掛けた結果として一部でのみ片鱗が見られているという可能性は否定できないので，この

問題を更に追究しようとするなら標準語的な発音をしても許される雰囲気作りの下での丁寧な

内省調査が必要になるだろう。 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい H2 こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー L0 えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい L0B えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい あんさい あーさい あさーい L3B 
n009 あつい H2 あっつい あんつい あーつい あつーい L3B 
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい あーまい あまーい L3B 
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい L3B 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい L3B 
n015 うすい H2 うっすい うんすい うーすい うすーい L3B 
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい L3B 
n018 えぐい H2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい L3B 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい おんそい おーそい おそーい L3B 
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい L3B 
n024 かくい H2 かっくい かんくい かーくい かくーい L3B 
n025 かたい H2 かったい かんたい かーたい かたーい L3B 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい L3B 
n027 からい H1 かっらい かんらい かーらい からーい 
n028 かるい H2 かっるい かんるい かーるい かるーい 
n029 きつい H2 きっつい きんつい きーつい きつーい L3B 
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n030 きよい H1 きっよい きんよい きーよい きよーい L3B 
n031 くさい H1 くっさい くんさい くーさい くさーい L3B 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい L3B 
n033 くらい H2 くっらい くんらい くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい くろーい L3B 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい L3B 
n036 こすい H2 こっすい こんすい こーすい こすーい L3B 
n037 ごつい H2 ごっつい ごんつい ごーつい ごつーい L3B 
n038 こまい H1 こっまい こんまい こーまい こまーい L3B 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい L3B 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい L3B 
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さむーい L3B 
n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい L3B 
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい しよーい L3B 
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい L3B 
n045 しるい H1 しっるい しんるい しーるい しるーい L3B 
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい しろーい L3B 
n047 しわい H2 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい すんごい すーごい すごーい 
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい L3B 
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい L3B 
n051 せまい H1 せっまい せんまい L3B せーまい せまーい L3B 
n052 たかい H1 たっかい たんかい たーかい たかーい L3B 

x ださい H2 だっさい だんさい だーさい ださーい L3B 
n053 たすい H2 たっすい たんすい たーすい たすーい L3B 
n053 だすい H2 だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい だんるい だーるい H3 だるーい L3B 
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい L3B 
n056 ちさい H2 ちっさい ちんさい ちーさい H3 ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい L3B 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい L3B 
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい L3B 
n061 でかい H2 でっかい でんかい でーかい でかーい L3B 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい H3 とおーい L3B 
n063 とろい H2 とっろい とんろい とーろい H3 とろーい L3B 
n064 ながい H1 なっがい なんがい なーがい ながーい L3B 
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい にがーい 
n066 にくい H1 にっくい にんくい にーくい にくーい L3B 
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい ぬんくい ぬーくい ぬくーい L3B 
n069 ぬるい H1 ぬっるい ぬんるい ぬーるい ぬるーい L3B 
n070 ねばい H2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい 
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい L3B 
n072 のろい H2 のっろい のんろい のーろい H3 のろーい L3B 
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい L3B 
n076 ひくい H1 ひっくい ひんくい ひーくい ひくーい L3B 
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい ひーやい ひやーい L3B 
n079 ひょろい H2 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい L3B 
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい L3B 
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい L3B 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい ふーるい ふるーい L3B 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい L3B 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい L3B 



付録 61 話者 B35 

- 773 - 

 

n086 ぼろい H2 ぼっろい ぼんろい L3B ぼーろい ぼろーい L3B 
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい L3B 
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい L3B 
n089 まるい H2 まっるい まんるい L3B まーるい まるーい L3B 
n090 みぞい H2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい L3B 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H2 むっごい むんごい むーごい むごーい L3B 
n093 むさい H2 むっさい むんさい むーさい むさーい L3B 
n094 もろい H2 もっろい もんろい もーろい もろーい L3B 
n095 やすい H1 やっすい やんすい やーすい やすーい L3B 
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい L3B 
n097 やおい H2 やっおい やんおい やーおい やおーい L3B 
n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい やわーい L3B 
n099 ゆるい H2 ゆっるい ゆんるい ゆーるい ゆるーい L3B 
n100 よわい H1 よっわい よんわい L3B よーわい よわーい L3B 
n101 わかい H1 わっかい わんかい わーかい わかーい L3B 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい L3B 
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい L4C 
n104 あかるい H2 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい L4C 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい L4C 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい H3 うれんしい うれーしい うれしーい L4C 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3A おいっしい L4A おいんしい おいーしい おいしーい L4A+C
n119 おいしい L3A おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3A おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3A おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3A しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3A しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい L4A+C
n204 ちゃいろい L3A ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 

 ※「あさ[ー]い」型は非常に明瞭な発音であった。「あさ[ーいが]は」は「あおい」から「さと

い」まで調べたが，「あさ[ー]い」型が可能な語で規則的に OK だった。「あそ[ー]ー，あつ[ー]

ー」型も言うとのことだが，時間が無かったので 2 語だけ調べて切り上げた。 
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付録62 話者B36 

資料53．話者B36（三原村1946年生れ女性，東京式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ 本 借 カナが 本 借
血 1 チ 0 チが 0
戸 1 ト 0 トが 0
巣 4 ス 0 スが 0 1
名 2 ナ 0 ナが 0
葉 2 ハ 0 ハが 0 1
歯 5 ハ 1 ハが 1
手 3 テ 1 テが 1
目 3 メ 1 メが 1
庭 1a ニワ 0 ニワが 0
水 1a ミズ 0 ミズが 0
上 1b ウエ 2 ウエが 2
溝 1b ミゾ 0 ミゾが 0
胡麻 6 ゴマ 0 ゴマが 0
晩 - バン (1) 0 バンが (1) 0
山 3 ヤマ 2 ヤマが 2
犬 3 イヌ 2 イヌが 2
石 2 イシ 2 イシが 2
虹 2 ニジ 1 ニジが 1
歌 2 ウタ 2 ウタが 2
針 4 ハリ 1 ハリが 1
船 4 フネ 1 フネが 1
勘 - カン 1 0 カンが (1) 0
雨 5 アメ 1 アメが 1
窓 5 マド 1 マドが 1
小鳥 1a コトリ 0 コトリが 0
所 1b トコロ 3 トコロが 3
力 3 チカラ 2 チカラが 2
命 5a イノチ 2 1 イノチが 2 1
朝日 5b アサヒ 2 1 アサヒが 2 1
頭 4 アタマ 3 アタマが 3
娘 2 ムスメ 3 ムスメが 3
椿 7a ツバキ 1 ツバキが 1
薬 7b クスリ (0) 2 クスリが 0 2
雀 6 スズメ 0 スズメが 0
兎 6 ウサギ 0 ウサギが 0
意味 類 カナのは ア ア カナのがは ア ア
血 1 チのは 2 チのがは 3
戸 1 トのは 2 トのがは 3
巣 4 スのは 2 スのがは 3 1
名 2 ナのは (2) 1 ナのがは 3
葉 2 ハのは 2 ハのがは 3 1
歯 5 ハのは 1 ハのがは 1
手 3 テのは 1 テのがは 1
目 3 メのは 1 メのがは 1
庭 1a ニワのは 3 ニワのがは 4
水 1a ミズのは 3 ミズのがは 4
上 1b ウエのは 2 ウエのがは 2
溝 1b ミゾのは 3 ミゾのがは 4
胡麻 6 ゴマのは 3 ゴマのがは 4
晩 - バンのは (1) 3 バンのがは (1) 4
山 3 ヤマのは 2 ヤマのがは 2
犬 3 イヌのは 2 イヌのがは 2
石 2 イシのは 2 イシのがは 2
虹 2 ニジのは 1 ニジのがは 1
歌 2 ウタのは 2 ウタのがは 2
針 4 ハリのは 1 ハリのがは 1

※左表では欄を省略した

のでここに注記するが，1

拍名詞は全て短い形であ

って，いかなる環境でも 2

モーラになることはな

い。ただし，後述する単

独形の無核の拍内半上昇

と，語末核の拍内半下降

によって，助詞「が」が

付いた時の 1 モーラ分の

長さよりは若干長めに発

音される。これを 1.1 モー

ラと仮に表せば，無核語

と語末核語の単独形は，n

モーラ語の場合 n + 0.1 モ

ーラ分の長さということ

になる。また，この 0.1

の部分の長さは話者によ

って異なっており，長い

話者ほど方言の特徴が濃

いと言うことができる。

人によっては 0.5 程度の

長さのものが聞こえる場

合もある。 
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船 4 フネのは 1 フネのがは 1
勘 - カンのは (1) 3 カンのがは (1) 4
雨 5 アメのは 1 アメのがは 1
窓 5 マドのは 1 マドのがは 1
小鳥 1a コトリのは 4 コトリのがは 5
所 1b トコロのは 3 トコロのがは 3
力 3 チカラのは 2 チカラのがは 2
命 5a イノチのは 2 イノチのがは 2 1
朝日 5b アサヒのは 2 1 アサヒのがは 2
頭 4 アタマのは 3 アタマのがは 3
娘 2 ムスメのは 3 ムスメのがは 3
椿 7a ツバキのは 1 ツバキのがは 1
薬 7b クスリのは (0) 2 クスリのがは (0) 2
雀 6 スズメのは 4 スズメのがは 5
兎 6 ウサギのは 4 ウサギのがは 5

 

 ※余談であるが，この話者の発音を聞いて，高知市シルバー人材センターでの調査後に三原

村へ行き調査することを決めたという経緯がある。2017 年 8 月 29 日～9 月 5 日にかけて高知県

幡多郡三原村在住者（三原村方言話者を中心として周辺地域出身者も含む）を 28 名調査し，う

ち 3 名を詳しく調査できたので，方言の特色は把握しているが，詳細は別稿に譲る。三原村は

図 4 の「下ノ加江」の西，「有岡」の南に位置する地域である。 

 ※句頭の上昇は高起式の形をしており，語末核は単独形で拍内半下降を有し，無核は単独形

で拍内半上昇（自然下降した分だけ元の高さに戻る）を有する（これは三原村と周辺地域の方

言の特徴である）。「ア」の欄をこの話者だけ変更して，「本」は「三原村本来のアクセント」を，

「借」は「高知市や東京から借用されるなどしたと見られるアクセント」を指す。「本」の欄の

括弧付きの数字「(n)」は，この話者からは聞かれなかったが三原村の調査で判明した本来のア

クセントを記している。基盤としては三原村のアクセント体系だが，語彙的には一部に外部の

アクセントの下げ核の有無や位置が入り込んでくる形で成立している，混成的な状態である。 

 
番号 通常形 本 借 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア

n001 うい 2 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい 2 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい 2 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない 1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい 1 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい 1 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい 2 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい 3 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい 3 あっさい あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい 3 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい 2 あっつい あんつい あーつい あつーい 3 
n011 あまい 3 あっまい あんまい あーまい あまーい 3 
n012 あらい 3 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい (3) 2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい 2 いったい いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい 3 うっすい うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい (3) 2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい 2 うっまい うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい 2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい 2 えっらい えんらい えーらい えらーい 
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n020 おーい 3 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい 2 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい 3 おっそい おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい 3 おっもい おんもい おーもい おもーい 
n024 かくい 3 かっくい かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい 3 かったい かんたい かーたい かたーい 
n026 かいい 2 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい 
n027 からい 2 かっらい かんらい かーらい からーい 
n028 かるい 3 かっるい かんるい かーるい かるーい 
n029 きつい 3 きっつい きんつい きーつい きつーい 3 
n030 きよい 2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい 2 くっさい くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい 2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい 3 くっらい くんらい くーらい くらーい 
n034 くろい 2 くっろい くんろい くーろい くろーい 
n035 けむい (3) 2 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい 2 こっすい こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい (3) 2 ごっつい 3 ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい 2 こっまい こんまい こーまい こまーい 
n039 こわい 2 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい 3 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい 2 さっむい さんむい さーむい さむーい 3 
n042 しぶい 2 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい 3 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n043 しよい しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい 2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい 2 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい 2 しっろい しんろい しーろい しろーい 
n047 しわい 2 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい 2 すっごい すんごい すーごい すごーい 
n049 ずるい 2 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい 2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい 2 せっまい せんまい せーまい せまーい 
n052 たかい 2 たっかい たんかい たーかい たかーい 

x ださい 2 だっさい だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい (3) 2 たっすい 3 たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい (3) だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい 3 だっるい だんるい だーるい だるーい 
n054 たるい (3) たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい 2 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちーさい 3 ちっさい ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい 2 ちっまい ちんまい ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい (3) 2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい 2 つっよい つんよい つーよい つよーい 
n060 つらい 3 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい 2 でっかい でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい 3 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい 3 とっろい とんろい とーろい とろーい 
n064 ながい 2 なっがい なんがい なーがい ながーい 
n065 にがい 2 にっがい にんがい にーがい にがーい 
n066 にくい 2 にっくい にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい (3) 2 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい 2 ぬっくい ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい 2 ぬっるい ぬんるい ぬーるい ぬるーい 
n070 ねばい 2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい 
n071 ねむい 3 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 
n072 のろい 3 のっろい のんろい のーろい のろーい 
n073 ばばい ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい (2) はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい 2 はっやい はんやい はーやい はやーい 
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n076 ひくい 2 ひっくい 3 ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい 2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい 2 ひっやい ひんやい ひーやい ひやーい 3 
n079 ひょろい 3 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい 2 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい 
n081 ふかい 2 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい 
n082 ふとい 2 ふっとい ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい 2 ふっるい ふんるい ふーるい ふるーい 
n084 ほしい 2 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい 2 ほっそい ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい 2 ぼっろい ぼんろい ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい 2 まっずい まんずい まーずい まずーい 
n088 またい 3 まったい まんたい まーたい またーい 
n089 まるい 3 まっるい まんるい まーるい まるーい 
n090 みぞい 2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい 2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい 2 むっごい むんごい むーごい むごーい 
n093 むさい 2 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい (3) 2 もっろい もんろい もーろい もろーい 
n095 やすい 2 やっすい やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい 2 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい (3) 2 やっおい やんおい やーおい やおーい 
n098 やわい 2 やっわい やんわい やーわい やわーい 
n099 ゆるい (3) 2 ゆっるい 3 ゆんるい 3 ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい 2 よっわい よんわい よーわい よわーい 
n101 わかい 2 わっかい わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい 2 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい (4) 3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい (4) 3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい 3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい 3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい 3 おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい 3 おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい 3 しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい (4) 3 ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 

 ※形容詞の語末核型は単独形で拍内半下降を有する（これは三原村と周辺地域の方言の特徴

であるが，人によっては語末核型と無核型の併用になる）。「[こい]ねえ，[ひょろい]ですね，[ま

たい]ですね，[まるい]ですね」のように語末核を反映した音調の接続が見られる。なお三原村の

調査で確認しているが，「×[うい]い，×[こい]い，×[すい]]」ではなく「[うい]]，[こい]]，[すい]

い，[うい]と]き，[こい]と]き，[すい]いと]き」である（ただし土佐清水市下ノ加江の市野瀬・市

野々では「[すい]]，[すい]と]き」となる）。「[あつー]い」型は直前に「おー[の」（下原氏も用い

ていた感動詞；特殊なイントネーションで，音階で表すと例えばソから始まる場合はソソラ♭

～ソソラなどとなる）が付くという条件があったので，それらのものを挙げてもらった。「さと

い」の方言形は「さどい」である。 
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付録63 話者B37 

資料54．話者B37（高知市1950年生れ男性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ テー L0 テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H2 トコロ トコロが H0 トコロが 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが 
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは H1 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H1 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H1 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは L3A テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは L3A メーのがは 
庭 1a ニワのは H2 ニワのは ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H2 ミズのは ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H2 ウエのは ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H2 ミゾのは ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H2 ゴマのは ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H2 バンのは バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは ヤマのがは H4 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは H1 イヌのは イヌのがは H4 イヌのがは 
石 2 イシのは H1 イシのは イシのがは H4 イシのがは 
虹 2 ニジのは H1 ニジのは ニジのがは H4 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H1 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは 
針 4 ハリのは L3A ハリのは ハリのがは L4A ハリのがは 
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船 4 フネのは L3A フネのは フネのがは L4A フネのがは 
勘 - カンのは L3A カンのは カンのがは L4A カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H3 コトリのは コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H2 トコロのは トコロのがは H2 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは アタマのがは H5 アタマのがは H2 
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは ムスメのがは H5 ムスメのがは H2 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L3A スズメのは スズメのがは L5A スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L3A ウサギのは ウサギのがは L5A ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい L0 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい H2 こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい H2 すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい H2 なーーい 
n005 えー L0 えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい L0B えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい L3B あーおい L3B あおーい 
n007 あかい H2 あっかい L3B あんかい あーかい L3B あかーい L3A
n008 あさい H2 あっさい L3B あんさい あーさい あさーい L3A
n009 あつい H1 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい L3A
n010 あつい H1 あっつい L3B あんつい あーつい あつーい L3A
n011 あまい H2 あっまい あんまい L3B あーまい あまーい L3A
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい L3A
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい L3A
n014 いたい H1 いったい H2 いんたい いーたい いたーい L3A
n015 うすい H2 うっすい L3B うんすい うーすい うすーい L3A
n016 うとい H2 うっとい H2 うんとい うーとい うとーい L3A
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい L3A
n018 えぐい H2 えっぐい L3B えんぐい えーぐい えぐーい L3A
n019 えらい H2 えっらい L3B えんらい えーらい えらーい L3A
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい L3B おおーい 
n021 おしい H1 おっしい H2 おんしい おーしい おしーい H1 
n022 おそい H2 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい L3A
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい L3A
n024 かくい H2 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい L3A
n025 かたい H2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい H3 
n026 かゆい H1 かっゆい H2 かんゆい かーゆい かゆーい L3A
n027 からい H1 かっらい かんらい かーらい からーい L3A
n028 かるい H2 かっるい L3B かんるい L3B かーるい L3B かるーい L3A
n029 きつい H2 きっつい L3B きんつい きーつい きつーい L3A
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい きよーい H3 
n031 くさい H1 くっさい H2 くんさい くーさい くさーい L2 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい L3A
n033 くらい H1 くっらい L3B くんらい くーらい くらーい L3A
n034 くろい H1 くっろい L3B くんろい くーろい L3B くろーい H3 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい H3 
n036 こすい H2 こっすい こんすい こーすい こすーい H3 
n037 ごつい H1 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい L3A
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい L2 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい H2 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい H3 さとーい 
n041 さむい H1 さっむい H2 さんむい さーむい さむーい L3A
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい H3 
n043 しよい H2 しっよい しんよい L3B しーよい L3B しよーい H3 
n043 しよい H2 しっよい しんよい L3B しーよい L3B しよーい L3A
n044 しょぼい H2 しょっぼい H3 しょんぼい しょーぼい しょぼーい L3A
n045 しるい H1 しっるい L3B しんるい しーるい L3B しるーい L3A
n045 じるい H1 じっるい L3B じんるい じーるい L3B じるーい L3A
n046 しろい H1 しっろい L3B しんろい しーろい L3B しろーい L3A
n047 しわい H1 しっわい しんわい しーわい しわーい L3A
n048 すごい L2 すっごい L3B すんごい すーごい すごーい L3A
n049 ずるい H2 ずっるい L3B ずんるい ずーるい L3B ずるーい L3A
n050 せこい H2 せっこい L3B せんこい せーこい せこーい L3A
n051 せまい H1 せっまい L3B せんまい L3B せーまい せまーい L3A
n052 たかい H1 たっかい H2 たんかい たーかい H2 たかーい L3A

x ださい L2 だっさい H2 だんさい だーさい L3B ださーい 
n053 たすい H2 たっすい L3B たんすい たーすい たすーい L3A
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい L3B だんるい だーるい L3B だるーい L3A
n054 たるい たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい L3A
n056 ちさい ちっさい L3B ちんさい ちーさい H3 ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい L3A
n058 ちょろい H2 ちょっろい H3 ちょんろい ちょーろい ちょろーい L3A
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい L3A
n060 つらい H1 つっらい つんらい つーらい つらーい L3A
n061 でかい H2 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい L3A
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい L3A
n063 とろい H2 とっろい L3B とんろい とーろい とろーい L3A
n064 ながい H1 なっがい L3B なんがい なーがい ながーい L3A
n065 にがい H1 にっがい L3B にんがい にーがい にがーい L3A
n066 にくい H1 にっくい H2 にんくい にーくい にくーい L3A
n067 にぶい H1 にっぶい H2 にんぶい にーぶい にぶーい L3A
n068 ぬくい H1 ぬっくい H2 ぬんくい ぬーくい ぬくーい L3A
n069 ぬるい H2 ぬっるい L3B ぬんるい L3B ぬーるい L3B ぬるーい L3A
n070 ねばい H2 ねっばい L3B ねんばい ねーばい ねばーい L3A
n071 ねむい H2 ねっむい L3B ねんむい ねーむい ねむーい L3A
n072 のろい H2 のっろい L3B のんろい のーろい L3B のろーい L3A
n073 ばばい ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい H3 はんそい はーそい はそーい H3 
n075 はやい H1 はっやい H2 はんやい はーやい はやーい H1 
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい L3A
n077 ひどい H2 ひっどい L3B ひんどい ひーどい ひどーい L3A
n078 ひやい H1 ひっやい H2 ひんやい ひーやい H2 ひやーい L3A
n079 ひょろい H2 ひょっろい H2 ひょんろい ひょーろい ひょろーい L3A
n080 ひろい H1 ひっろい L3B ひんろい ひーろい ひろーい L3A
n081 ふかい H1 ふっかい H2 ふんかい ふーかい ふかーい L3A
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい L3A
n083 ふるい H1 ふっるい L3B ふんるい ふーるい L3B ふるーい L3A
n084 ほしい H1 ほっしい H2 ほんしい ほーしい ほしーい H1 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい L3A
n086 ぼろい H1 ぼっろい L3B ぼんろい L3B ぼーろい L3B ぼろーい L3A
n087 まずい L2 まっずい H3 まんずい まーずい まずーい L3A
n088 またい H2 まったい L3B まんたい まーたい またーい H3 
n089 まるい H2 まっるい L3B まんるい L3B まーるい L3B まるーい L3A
n090 みぞい H2 みっぞい L3B みんぞい みーぞい みぞーい L3A
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい H3 
n092 むごい H1 むっごい H2 むんごい むーごい むごーい L3A
n093 むさい H1 むっさい H2 むんさい むーさい むさーい L3A
n094 もろい H2 もっろい L3B もんろい もーろい もろーい L3A
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい L3A
n096 やばい H2 やっばい H3 やんばい やーばい やばーい L3A
n097 やおい H2 やっおい L3B やんおい やーおい やおーい L3A
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n098 やわい H2 やっわい L3B やんわい やーわい L3B やわーい L3A
n099 ゆるい H2 ゆっるい L3B ゆんるい ゆーるい ゆるーい L3A
n100 よわい H1 よっわい L3B よんわい よーわい L3B よわーい L3A
n101 わかい H1 わっかい H2 わんかい わーかい わかーい L3A
n102 わるい H1 わっるい L3B わんるい わーるい L3B わるーい L3A
n104 あかるい H3 あかっるい H4 あかんるい あかーるい H4 あかるーい H4 
n104 あかるい H3 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい H4 あやんしい あやーしい H4 あやしーい H4 
n109 あやしい H3 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい H4 うるんさい うるーさい うるさーい H4 
n116 うるさい H3 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい H4 うれんしい うれーしい H4 うれしーい H4 
n117 うれしい H3 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3A おいっしい L4A おいんしい おいーしい L4A おいしーい L4A
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3A おやっすい L4A おやんすい おやーすい L4A おやすーい L4A
n132 おやすい L3A おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3A しんっどい しんんどい しんーどい L4A しんどーい L4A
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい L4AC ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい L4A
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい L4B
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付録64 話者B38 

資料55．話者B38（馬路村1948年生れ女性，中央式風，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ H0 ウタが H1 ウタが H0
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H0 トコロ H2 トコロが H0 トコロが H2
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが 
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H0 チーのは チのがは H0 チーのがは 
戸 1 トのは H0 トーのは トのがは H0 トーのがは 
巣 4 スのは H0 スーのは スのがは H0 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1, L0A ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1, H0 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1, H0 ハーのがは 
手 3 テのは L0A テーのは テのがは L0A テーのがは 
目 3 メのは L0A メーのは メのがは L0A メーのがは 
庭 1a ニワのは H0 ニワのは ニワのがは H0 ニワのがは 
水 1a ミズのは H0 ミズのは ミズのがは H0 ミズのがは 
上 1b ウエのは H0 ウエのは ウエのがは H0 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H0 ミゾのは ミゾのがは H0 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H0 ゴマのは ゴマのがは H0 ゴマのがは 
晩 - バンのは H0 バンのは バンのがは H0 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは H0 ヤマのがは H0 ヤマのがは 
犬 3 イヌのは H1 イヌのは H0 イヌのがは H0 イヌのがは 
石 2 イシのは H1 イシのは H0 イシのがは H0 イシのがは 
虹 2 ニジのは H1 ニジのは H0 ニジのがは H0 ニジのがは 
歌 2 ウタのは H1 ウタのは H0 ウタのがは H0 ウタのがは 
針 4 ハリのは L0A ハリのは ハリのがは L0A ハリのがは 
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船 4 フネのは L0A フネのは フネのがは L0A フネのがは 
勘 - カンのは L0A カンのは カンのがは L0A カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H0 コトリのは コトリのがは H0 コトリのがは 
所 1b トコロのは H0 トコロのは H2 トコロのがは H0 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは H0 アタマのがは H0 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは H0 ムスメのがは H0 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L0A スズメのは スズメのがは L0A スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L0A ウサギのは ウサギのがは L0A ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー L0 えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H1 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H2 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい あーまい あまーい 
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい L2 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい H3 いたーい 
n015 うすい H2 うっすい うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい H2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい 
n024 かくい H2 かっくい かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい 
n027 からい H1 かっらい かんらい かーらい からーい 
n028 かるい H2 かっるい かんるい かーるい L3B かるーい 
n029 きつい H2 きっつい きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H1 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H2 くっらい くんらい L3B くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい H2 こっすい こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい L3B さむーい 
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n043 しよい H2 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい しろーい 
n047 しわい H1 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい すんごい すーごい すごーい 
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい たんかい たーかい たかーい 

x ださい H1 だっさい L3B だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい H2 たっすい たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい H2 だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい だんるい だーるい だるーい 
n054 たるい H2 たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい H2 ちっさい ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい H2 ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい 
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H2 でっかい L3B でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい H2 とっろい とんろい とーろい とろーい 
n064 ながい H2 なっがい なんがい なーがい ながーい L2 
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい にがーい 
n066 にくい H2 にっくい L3B にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい H1 ぬっるい ぬんるい L3B ぬーるい ぬるーい 
n070 ねばい H1 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい 
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 
n072 のろい H2 のっろい のんろい のーろい のろーい 
n073 ばばい ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい L2 
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい L3B ひーやい ひやーい 
n079 ひょろい H2 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい L3B ひんろい ひーろい ひろーい 
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい 
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい H1 ふっるい L3B ふんるい ふーるい ふるーい 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H1 ぼっろい L3B ぼんろい ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H2 まっずい L3B まんずい まーずい まずーい 
n088 またい H2 まったい まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい L3B まんるい まーるい まるーい 
n090 みぞい H2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい L2 
n093 むさい H2 むっさい むんさい むーさい むさーい 
n094 もろい H1 もっろい もんろい もーろい もろーい 
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H2 やっばい L3B やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい H2 やっおい やんおい やーおい やおーい L2 
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n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい やわーい L2 
n099 ゆるい H2 ゆっるい L3B ゆんるい ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい L3B よんわい よーわい L3B よわーい 
n101 わかい H1 わっかい わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい H3 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H3 あっかるい H4 あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H3 あやっしい H4 あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H3 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H3 うるっさい H4 うるんさい うるーさい うるさーい H3 
n116 うるさい H3 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H3 うれっしい H4 うれんしい うれーしい うれしーい H3 
n117 うれしい H3 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3A おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい L3A
n119 おいしい L3A おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3A おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3A おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3A しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3A しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい L3A
n204 ちゃいろい L3A ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録65 話者B39 

資料56．話者B39（高知市1942年生れ女性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが H0
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが H0
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ テー L0 テが L0 テーが L0B
目 3 メ H0 メー L0 メが L0 メーが L0B
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0B ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0B フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0B カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H0 トコロ H2 トコロが H0 トコロが H2
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0B スズメ スズメが L0B スズメが 
兎 6 ウサギ L0B ウサギ ウサギが L0B ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア
血 1 チのは H2, H1 チーのは チのがは H3 チーのがは 
戸 1 トのは H2, H1 トーのは トのがは H3 トーのがは 
巣 4 スのは H2, H1 スーのは スのがは H3 スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは H1 ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは H1 ハーのがは 
手 3 テのは L0B テーのは テのがは L3B テーのがは 
目 3 メのは L0B メーのは メのがは L3B メーのがは 
庭 1a ニワのは H2 ニワのは ニワのがは H4 ニワのがは 
水 1a ミズのは H2 ミズのは ミズのがは H4 ミズのがは 
上 1b ウエのは H2 ウエのは ウエのがは H4 ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H2 ミゾのは ミゾのがは H4 ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H2 ゴマのは ゴマのがは H4 ゴマのがは 
晩 - バンのは H2 バンのは バンのがは H4 バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは ヤマのがは H4 ヤマのがは H1
犬 3 イヌのは H1 イヌのは イヌのがは H4 イヌのがは H1
石 2 イシのは H1 イシのは イシのがは H1 イシのがは 
虹 2 ニジのは H1 ニジのは ニジのがは H4 ニジのがは H1
歌 2 ウタのは H1 ウタのは ウタのがは H4 ウタのがは H1
針 4 ハリのは L0B ハリのは ハリのがは L4B ハリのがは 
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船 4 フネのは L0B フネのは フネのがは L4B フネのがは 
勘 - カンのは L0B カンのは カンのがは L4B カンのがは 
雨 5 アメのは L2 アメのは アメのがは L2 アメのがは 
窓 5 マドのは L2 マドのは マドのがは L2 マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H3 コトリのは コトリのがは H5 コトリのがは 
所 1b トコロのは H3 トコロのは H2 トコロのがは H5 トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは H1 チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは H1 イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは H1 アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H2 アタマのは アタマのがは H5 アタマのがは 
娘 2 ムスメのは H2 ムスメのは ムスメのがは H5 ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは L2 ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは L2 クスリのがは 
雀 6 スズメのは L0B スズメのは スズメのがは L5B スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L0B ウサギのは ウサギのがは L5B ウサギのがは 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい H2 こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい H2 すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい H2 なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい L0 えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい L3B あおーい 
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい L3A
n008 あさい H2 あっさい あんさい あーさい あさーい L3A
n009 あつい H2 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい L3A
n011 あまい H2 あっまい あんまい L3B あーまい あまーい 
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい L3A
n013 あわい H1 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい L3A
n015 うすい H1 うっすい L3B うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H1 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい L3A
n018 えぐい H2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい H1 
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい L3B
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい H1 
n022 おそい H2 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい L3B
n024 かくい H2 かっくい かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H1 かったい L3B かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい H1 
n027 からい H1 かっらい かんらい かーらい L3B からーい 
n028 かるい H1 かっるい かんるい かーるい L3B かるーい 
n029 きつい H1 きっつい きんつい きーつい きつーい H1 
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H2 くっらい くんらい くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい H2 こっすい L3B こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい H2 ごんつい ごーつい ごつーい 
n038 こまい H1 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい H1 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい H1 
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さむーい H1 
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n042 しぶい H1 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい H1 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい L3B しよーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい L3B しろーい 
n047 しわい H1 しっわい しんわい しーわい しわーい H1 
n048 すごい L2 すっごい L3B すんごい すーごい すごーい 
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい H1 
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい H1 
n051 せまい H1 せっまい せんまい せーまい せまーい H1 
n052 たかい H1 たっかい L3B たんかい たーかい たかーい 

x ださい H2 だっさい だんさい だーさい ださーい H1 
n053 たすい たっすい L3B たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい H2 だっすい L3B だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H1 だっるい だんるい だーるい L3B だるーい 
n054 たるい たっるい たんるい たーるい L3B たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい ちっさい L3B ちんさい ちーさい H3 ちさーい 
n057 ちまい ちっまい ちんまい L3B ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい L3B つーよい つよーい 
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい H1 
n061 でかい H2 でっかい H3 でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい H1 
n063 とろい H2 とっろい とんろい とーろい とろーい 
n064 ながい H1 なっがい なんがい なーがい ながーい 
n065 にがい H1 にっがい にんがい L3B にーがい にがーい 
n066 にくい H2 にっくい にんくい にーくい H2 にくーい 
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい H1 ぬっるい ぬんるい L3B ぬーるい ぬるーい 
n070 ねばい H2 ねっばい L3B ねんばい ねーばい ねばーい 
n071 ねむい H1 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 
n072 のろい H2 のっろい のんろい L3B のーろい のろーい 
n073 ばばい ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい L3B はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい H1 
n076 ひくい H1 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい H1 
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい L3B ひーやい ひやーい 
n079 ひょろい ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい H1 
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい L3A
n082 ふとい H1 ふっとい L3B ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい L3B ふーるい ふるーい 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい H1 
n085 ほそい H1 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H1 ぼっろい ぼんろい L3B ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい H1 
n088 またい まったい L3B まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい まーるい L3B まるーい 
n090 みぞい H2 みっぞい L3B みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい L3B みよーい 
n092 むごい H1 むっごい むんごい L3B むーごい むごーい 
n093 むさい むっさい むんさい むーさい むさーい H1 
n094 もろい H1 もっろい もんろい L3B もーろい もろーい 
n095 やすい H1 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい L3A
n097 やおい やっおい やんおい やーおい やおーい 
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n098 やわい H1 やっわい やんわい L3B やーわい やわーい 
n099 ゆるい H1 ゆっるい ゆんるい ゆーるい L3B ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい L3B よんわい よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい L3B わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい H1 
n104 あかるい H2 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい H3 
n104 あかるい H2 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H2 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H2 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい H4 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H2 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい H4 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3B おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい L4B
n119 おいしい L3B おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3B おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3B おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3B しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい L4B
n179 しんどい L3B しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3B ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい L4B
n204 ちゃいろい L3B ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 
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付録66 話者B40 

資料57．話者B40（梼原町1949年生れ女性，2型アクセント，3拍形容詞1.5型） 
類 意味 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
1 血 チ 0 チー チが 1 チーが 
1 戸 ト 0 トー トが 1 トーが 
4 巣 ス 0 スー スが 1 スーが 
2 名 ナ 0 ナー ナが 1 ナーが 
2 葉 ハ 0 ハー ハが 1 ハーが 
5 歯 ハ 0 ハー ハが 1 ハーが 
3 手 テ 0 テー テが 1 テーが 
3 目 メ 0 メー メが 1 メーが 
1a 庭 ニワ 0 ニワ ニワが 0 ニワが 
1a 水 ミズ 0 ミズ ミズが 0 ミズが 
1b 上 ウエ 0 ウエ ウエが 0 ウエが 
1b 溝 ミゾ 0 ミゾ ミゾが 0 ミゾが 
6 胡麻 ゴマ 0 ゴマ ゴマが 0 ゴマが 
- 晩 バン 0 バン バンが 0 バンが 
3 山 ヤマ 1 ヤマ ヤマが 1, 2 ヤマが 
3 犬 イヌ 1 イヌ イヌが 1, 2 イヌが 
2 石 イシ 1 イシ イシが 1, 2 イシが 
2 虹 ニジ 1 ニジ ニジが 1, 2 ニジが 
2 歌 ウタ 1 ウタ ウタが 1, 2 ウタが 
4 針 ハリ 1 ハリ ハリが 1, 2 ハリが 
4 船 フネ 1 フネ フネが 1, 2 フネが 
- 勘 カン 1 カン カンが 1, 2 カンが 
5 雨 アメ 1 アメ アメが 1, 2 アメが 
5 窓 マド 1 マド マドが 1, 2 マドが 
1a 小鳥 コトリ 0 コトリ コトリが 0 コトリが 
1b 所 トコロ 0 トコロ 1, 2 トコロが 0 トコロが 1, 2 
3 力 チカラ 1, 2 チカラ チカラが 1, 2 チカラが 
5a 命 イノチ 1, 2 イノチ イノチが 1, 2 イノチが 
5b 朝日 アサヒ 1, 2 アサヒ アサヒが 1, 2 アサヒが 
4 頭 アタマ 1, 2 アタマ アタマが 1, 2 アタマが 
2 娘 ムスメ 1, 2 ムスメ ムスメが 1, 2 ムスメが 
7a 椿 ツバキ 1, 2 ツバキ ツバキが 1, 2 ツバキが 
7b 薬 クスリ 1, 2 クスリ クスリが 1, 2 クスリが 
6 雀 スズメ 0 スズメ スズメが 0 スズメが 
6 兎 ウサギ 0 ウサギ ウサギが 0 ウサギが 
類 意味 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
1 血 チのは 1 チーのは チのがは 2, 3 チーのがは 
1 戸 トのは 1 トーのは トのがは 2, 3 トーのがは 
4 巣 スのは 1 スーのは スのがは 2, 3 スーのがは 
2 名 ナのは 1 ナーのは ナのがは 2, 3 ナーのがは 
2 葉 ハのは 1 ハーのは ハのがは 2, 3 ハーのがは 
5 歯 ハのは 1 ハーのは ハのがは 2, 3 ハーのがは 
3 手 テのは 1 テーのは テのがは 2, 3 テーのがは 
3 目 メのは 1 メーのは メのがは 2, 3 メーのがは 
1a 庭 ニワのは 2 ニワのは ニワのがは 3, 4 ニワのがは 
1a 水 ミズのは 2 ミズのは ミズのがは 3, 4 ミズのがは 
1b 上 ウエのは 2 ウエのは ウエのがは 3, 4 ウエのがは 
1b 溝 ミゾのは 2 ミゾのは ミゾのがは 3, 4 ミゾのがは 
6 胡麻 ゴマのは 2 ゴマのは ゴマのがは 3, 4 ゴマのがは 
- 晩 バンのは 2 バンのは バンのがは 3, 4 バンのがは 
3 山 ヤマのは 1 ヤマのは ヤマのがは 1, 2 ヤマのがは 3, 4 
3 犬 イヌのは 1 イヌのは イヌのがは 1, 2 イヌのがは 3, 4 
2 石 イシのは 1 イシのは イシのがは 1, 2 イシのがは 3, 4 
2 虹 ニジのは 1 ニジのは ニジのがは 1, 2 ニジのがは 3, 4 
2 歌 ウタのは 1 ウタのは ウタのがは 1, 2 ウタのがは 3, 4 
4 針 ハリのは 1 ハリのは ハリのがは 1, 2 ハリのがは 3, 4 
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4 船 フネのは 1 フネのは フネのがは 1, 2 フネのがは 3, 4 
- 勘 カンのは 1 カンのは カンのがは 1, 2 カンのがは 3, 4 
5 雨 アメのは 1 アメのは アメのがは 1, 2 アメのがは 3, 4 
5 窓 マドのは 1 マドのは マドのがは 1, 2 マドのがは 3, 4 
1a 小鳥 コトリのは 3 コトリのは コトリのがは 4, 5 コトリのがは 
1b 所 トコロのは 3 トコロのは 1, 2 トコロのがは 4, 5 トコロのがは 1, 2 
3 力 チカラのは 1, 2 チカラのは チカラのがは 1, 2 チカラのがは 4, 5 
5a 命 イノチのは 1, 2 イノチのは イノチのがは 1, 2 イノチのがは 4, 5 
5b 朝日 アサヒのは 1, 2 アサヒのは アサヒのがは 1, 2 アサヒのがは 4, 5 
4 頭 アタマのは 1, 2 アタマのは アタマのがは 1, 2 アタマのがは 4, 5 
2 娘 ムスメのは 1, 2 ムスメのは ムスメのがは 1, 2 ムスメのがは 4, 5 
7a 椿 ツバキのは 1, 2 ツバキのは ツバキのがは 1, 2 ツバキのがは 4, 5 
7b 薬 クスリのは 1, 2 クスリのは クスリのがは 1, 2 クスリのがは 4, 5 
6 雀 スズメのは 3 スズメのは スズメのがは 4, 5 スズメのがは 
6 兎 ウサギのは 3 ウサギのは ウサギのがは 4, 5 ウサギのがは 

 

 ※この話者は梼原町
ゆすはらちょう

出身高知市在住者である。図 4 には「準一型」とあるが，筆者が調べた

この話者には画然
かくぜん

としたアクセントがある。音調は全て高く始まるので高起式風に聞こえる。

上記ではあたかも下げ核の位置の対立があるかのように表記したので併用形が多くなっている

が，下げ核の位置の対立がある訳ではない（しかし下げ核風に表記しないと音声を正確に表せ

ないのでこの表記を採用している）。1 拍語は有核型
ゆうかくがた

のみ，2 拍語は無核型
むかくがた

と有核型，3 拍語は無

核型と有核型を有する。左記の無核型を高起平進調，有核型を高起下降調と言い換えれば，2 つ

の声調の対立ということになる。従って 4 拍語以上は調査していないが，2 型アクセント体系で

ある蓋然性
がいぜんせい

が高い。 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい 1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい 1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい 1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない 1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい 0 えっい えんい えーい 0 えーーい 
n005 よい よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい 1, 2 あっおい L3B あんおい L3B あーおい L3B あおーい L3A, L2
n007 あかい 1, 2 あっかい L3B あんかい あーかい あかーい L3A, L2
n008 あさい 1, 2 あっさい L3B あんさい あーさい あさーい L3A, L2
n009 あつい 1, 2 あっつい あんつい あーつい あつーい L3A, L2
n010 あつい 1, 2 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい 1, 2 あっまい あんまい L3B あーまい あまーい L3A, L2
n012 あらい 1, 2 あっらい あんらい あーらい あらーい L3A, L2
n013 あわい 1, 2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい 1, 2 いったい いんたい いーたい いたーい L3A, L2
n015 うすい 1, 2 うっすい うんすい うーすい うすーい L3A, L2
n016 うとい 1, 2 うっとい L3B うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい 1, 2 うっまい うんまい うーまい うまーい L3A, L2
n018 えぐい 1, 2 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい L3A, L2
n019 えらい 1, 2 えっらい えんらい えーらい えらーい L3A, L2
n020 おーい 1, 2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい 1, 2 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい 1, 2 おっそい L3B おんそい おーそい おそーい L3A, L2
n023 おもい 1, 2 おっもい おんもい おーもい おもーい L3A, L2
n024 かくい 1, 2 かっくい L3B かんくい かーくい かくーい L3A, L2
n025 かたい 1, 2 かったい L3B かんたい かーたい かたーい L3A, L2
n026 かゆい 1, 2 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい L3A, L2
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n027 からい 1, 2 かっらい かんらい かーらい からーい L3A, L2
n028 かるい 1, 2 かっるい L3B かんるい L3B かーるい かるーい L3A, L2
n029 きつい 1, 2 きっつい L3B きんつい きーつい きつーい L3A, L2
n030 きよい 1, 2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい 1, 2 くっさい L3B くんさい くーさい くさーい L3A, L2
n032 くどい 1, 2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい 1, 2 くっらい くんらい くーらい くらーい L3A, L2
n034 くろい 1, 2 くっろい L3B くんろい L3B くーろい くろーい L3A, L2
n035 けむい 1, 2 けっむい けんむい けーむい けむーい L3A, L2
n036 こすい 1, 2 こっすい L3B こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい 1, 2 ごっつい L3B ごんつい ごーつい ごつーい L3A, L2
n038 こまい 1, 2 こっまい こんまい L3B こーまい こまーい L3A, L2
n039 こわい 1, 2 こっわい こんわい こーわい こわーい L3A, L2
n040 さとい 1, 2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい 1, 2 さっむい さんむい さーむい さむーい L3A, L2
n042 しぶい 1, 2 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい L3A, L2
n043 しよい 1, 2 しっよい L3B しんよい L3B しーよい L3B しよーい L3A, L2
n043 しよい しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい 1, 2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい L3A, L2
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい 1, 2 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい 1, 2 しっろい L3B しんろい しーろい しろーい L3A, L2
n047 しわい 1, 2 しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい 1, 2 すっごい L3B すんごい L3B すーごい L3B すごーい L3A, L2
n049 ずるい 1, 2 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい L3A, L2
n050 せこい 1, 2 せっこい せんこい せーこい せこーい L3A, L2
n051 せまい 1, 2 せっまい L3B せんまい L3B せーまい せまーい L3A, L2
n052 たかい 1, 2 たっかい たんかい たーかい たかーい L3A, L2

x ださい 1, 2 だっさい だんさい だーさい ださーい L3A, L2
n053 たすい たっすい たんすい たーすい たすーい L3A, L2
n053 だすい 1, 2 だっすい L3B だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい 1, 2 だっるい だんるい L3B だーるい だるーい L3A, L2
n054 たるい たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい 1, 2 ちっかい L3B ちんかい ちーかい ちかーい L3A, L2
n056 ちさい 1, 2 ちっさい L3B ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい 1, 2 ちっまい ちんまい ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい 1, 2 ちょっろい ちょんろい L3B ちょーろい ちょろーい L3A, L2
n059 つよい 1, 2 つっよい つんよい つーよい つよーい L3A, L2
n060 つらい 1, 2 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい 1, 2 でっかい 2 でんかい でーかい でかーい L3A, L2
n062 とーい 0 とっおい とんおい とーおい とおーい 0 
n063 とろい 1, 2 とっろい L3B とんろい とーろい L3B とろーい L3A, L2
n064 ながい 1, 2 なっがい なんがい L3B なーがい ながーい L3A, L2
n065 にがい 1, 2 にっがい にんがい にーがい にがーい L3A, L2
n066 にくい 1, 2 にっくい にんくい にーくい にくーい L3A, L2
n067 にぶい 1, 2 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい L3A, L2
n068 ぬくい 1, 2 ぬっくい L3B ぬんくい ぬーくい ぬくーい L3A, L2
n069 ぬるい 1, 2 ぬっるい ぬんるい ぬーるい ぬるーい L3A, L2
n070 ねばい 1, 2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい L3A, L2
n071 ねむい 1, 2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい L3A, L2
n072 のろい 1, 2 のっろい のんろい L3B のーろい のろーい L3A, L2
n073 ばばい 1, 2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい 1, 2 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい 1, 2 はっやい はんやい はーやい はやーい L3A, L2
n076 ひくい 1, 2 ひっくい L3B ひんくい ひーくい ひくーい L3A, L2
n077 ひどい 1, 2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい L3A, L2
n078 ひやい 1, 2 ひっやい L3B ひんやい L3B ひーやい ひやーい L3A, L2
n079 ひょろい 1, 2 ひょっろい ひょんろい L3B ひょーろい L3B ひょろーい L3A, L2
n080 ひろい 1, 2 ひっろい L3B ひんろい ひーろい L3B ひろーい L3A, L2
n081 ふかい 1, 2 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい L3A, L2
n082 ふとい 1, 2 ふっとい 2 ふんとい ふーとい ふとーい L3A, L2
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n083 ふるい 1, 2 ふっるい ふんるい ふーるい L3B ふるーい L3A, L2
n084 ほしい 1, 2 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい L3A, L2
n085 ほそい 1, 2 ほっそい L3B ほんそい ほーそい ほそーい L3A, L2
n086 ぼろい 1, 2 ぼっろい L3B ぼんろい ぼーろい L3B ぼろーい L3A, L2
n087 まずい 1, 2 まっずい まんずい まーずい まずーい L3A, L2
n088 またい 1, 2 まったい L3B まんたい まーたい またーい 
n089 まるい 1, 2 まっるい まんるい まーるい L3B まるーい L3A, L2
n090 みぞい 1, 2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい 1, 2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい 1, 2 むっごい むんごい むーごい むごーい L3A, L2
n093 むさい 1, 2 むっさい 2 むんさい むーさい むさーい L3A, L2
n094 もろい 1, 2 もっろい L3B もんろい L3B もーろい もろーい L3A, L2
n095 やすい 1, 2 やっすい L3B やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい 1, 2 やっばい やんばい やーばい やばーい L3A, L2
n097 やおい 1, 2 やっおい L3B やんおい L3B やーおい L3B やおーい L3A, L2
n098 やわい 1, 2 やっわい L3B やんわい L3B やーわい L3B やわーい 
n099 ゆるい 1, 2 ゆっるい L3B ゆんるい L3B ゆーるい L3B ゆるーい L3A, L2
n100 よわい 1, 2 よっわい L3B よんわい L3B よーわい よわーい L3A, L2
n101 わかい 1, 2 わっかい L3B わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい 1, 2 わっるい L3B わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい 0 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 3, 4 
n104 あかるい あっかるい 3, 4 あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい 2, 3 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 3, 4 
n109 あやしい あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい 2, 3 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 3, 4 
n116 うるさい うっるさい 3, 4 うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい 2, 3 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 3, 4 
n117 うれしい うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい 2, 3 おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 3, 4 
n119 おいしい おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい 0 おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい おっやすい 3, 4 おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい 2, 3 しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 3, 4 
n179 しんどい しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい 0 ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 3, 4 
n204 ちゃいろい ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 

 ※形容詞も 2 拍語に無核型と有核型，3 拍語に無核型（「遠い」1 語のみ）と有核型，4 拍語に

無核型と有核型があり，2 型となっている。基本的には必ず高く始まるのに対して，形容詞の挿

入形には低起式風イントネーションがかぶさる場合が多いので，それを L で表現している。 
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付録67 話者B41 

資料58．話者B41（土佐市1948年生れ女性，中央式，3拍形容詞2型） 
意味 類 カナ ア カナ ア カナが ア カナが ア 
血 1 チ H0 チー チが H0 チーが 
戸 1 ト H0 トー トが H0 トーが 
巣 4 ス H0 スー スが H0 スーが 
名 2 ナ H0 ナー ナが H1 ナーが 
葉 2 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
歯 5 ハ H0 ハー ハが H1 ハーが 
手 3 テ H0 テー テが L0 テーが 
目 3 メ H0 メー メが L0 メーが 
庭 1a ニワ H0 ニワ ニワが H0 ニワが 
水 1a ミズ H0 ミズ ミズが H0 ミズが 
上 1b ウエ H0 ウエ ウエが H0 ウエが 
溝 1b ミゾ H0 ミゾ ミゾが H0 ミゾが 
胡麻 6 ゴマ H0 ゴマ ゴマが H0 ゴマが 
晩 - バン H0 バン バンが H0 バンが 
山 3 ヤマ H1 ヤマ ヤマが H1 ヤマが 
犬 3 イヌ H1 イヌ イヌが H1 イヌが 
石 2 イシ H1 イシ イシが H1 イシが 
虹 2 ニジ H1 ニジ ニジが H1 ニジが 
歌 2 ウタ H1 ウタ ウタが H1 ウタが 
針 4 ハリ L0 ハリ ハリが L0A ハリが 
船 4 フネ L0 フネ フネが L0A フネが 
勘 - カン L0 カン カンが L0A カンが 
雨 5 アメ L0 アメ アメが L2 アメが 
窓 5 マド L0 マド マドが L2 マドが 
小鳥 1a コトリ H0 コトリ コトリが H0 コトリが 
所 1b トコロ H0 トコロ H2 トコロが H0 トコロが H2 
力 3 チカラ H1 チカラ チカラが H1 チカラが 
命 5a イノチ H1 イノチ イノチが H1 イノチが 
朝日 5b アサヒ H1 アサヒ アサヒが H1 アサヒが 
頭 4 アタマ H2 アタマ アタマが H2 アタマが 
娘 2 ムスメ H2 ムスメ ムスメが H2 ムスメが 
椿 7a ツバキ L2 ツバキ ツバキが L2 ツバキが 
薬 7b クスリ L2 クスリ クスリが L2 クスリが 
雀 6 スズメ L0A スズメ スズメが L0A スズメが 
兎 6 ウサギ L0A ウサギ ウサギが L0A ウサギが 
意味 類 カナのは ア カナのは ア カナのがは ア カナのがは ア 
血 1 チのは H2 チーのは チのがは チーのがは 
戸 1 トのは H2 トーのは トのがは トーのがは 
巣 4 スのは H2 スーのは スのがは スーのがは 
名 2 ナのは H1 ナーのは ナのがは ナーのがは 
葉 2 ハのは H1 ハーのは ハのがは ハーのがは 
歯 5 ハのは H1 ハーのは ハのがは ハーのがは 
手 3 テのは L2 テーのは テのがは テーのがは 
目 3 メのは L2 メーのは メのがは メーのがは 
庭 1a ニワのは H3 ニワのは ニワのがは ニワのがは 
水 1a ミズのは H3 ミズのは ミズのがは ミズのがは 
上 1b ウエのは H3 ウエのは ウエのがは ウエのがは 
溝 1b ミゾのは H3 ミゾのは ミゾのがは ミゾのがは 
胡麻 6 ゴマのは H3 ゴマのは ゴマのがは ゴマのがは 
晩 - バンのは H3 バンのは バンのがは バンのがは 
山 3 ヤマのは H1 ヤマのは H3 ヤマのがは ヤマのがは 
犬 3 イヌのは H1 イヌのは H3 イヌのがは イヌのがは 
石 2 イシのは H1 イシのは H3 イシのがは イシのがは 
虹 2 ニジのは H1 ニジのは H3 ニジのがは ニジのがは 
歌 2 ウタのは H1 ウタのは H3 ウタのがは ウタのがは 
針 4 ハリのは L3A ハリのは ハリのがは ハリのがは 
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船 4 フネのは L3A フネのは フネのがは フネのがは 
勘 - カンのは L3A カンのは カンのがは カンのがは 
雨 5 アメのは L3A アメのは アメのがは アメのがは 
窓 5 マドのは L3A マドのは マドのがは マドのがは 
小鳥 1a コトリのは H4 コトリのは コトリのがは コトリのがは 
所 1b トコロのは H4 トコロのは トコロのがは トコロのがは 
力 3 チカラのは H1 チカラのは チカラのがは チカラのがは 
命 5a イノチのは H1 イノチのは イノチのがは イノチのがは 
朝日 5b アサヒのは H1 アサヒのは アサヒのがは アサヒのがは 
頭 4 アタマのは H4 アタマのは アタマのがは アタマのがは 
娘 2 ムスメのは H4 ムスメのは ムスメのがは ムスメのがは 
椿 7a ツバキのは L2 ツバキのは ツバキのがは ツバキのがは 
薬 7b クスリのは L2 クスリのは クスリのがは クスリのがは 
雀 6 スズメのは L4A スズメのは スズメのがは スズメのがは 
兎 6 ウサギのは L4A ウサギのは ウサギのがは ウサギのがは 

 

 ※形式名詞「が」は不使用とのことである。 

 
番号 通常形 ア 語中促音 ア 語中撥音 ア 語中長音 ア 語末長音 ア 
n001 うい H1 うっい うんい うーい うーーい 
n002 こい H1 こっい こんい こーい こーーい 
n003 すい H1 すっい すんい すーい すーーい 
n004 ない H1 なっい なんい なーい なーーい 
n005 えー えっえ えんえ えーえ えーーえ 
n005 えい えっい えんい えーい えーーい 
n005 よい L0 よっい よんい よーい よーーい 
n006 あおい H2 あっおい あんおい あーおい あおーい 
n007 あかい H2 あっかい あんかい あーかい あかーい 
n008 あさい H2 あっさい あんさい あーさい あさーい 
n009 あつい H2 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n010 あつい H1 あっつい あんつい あーつい あつーい 
n011 あまい H2 あっまい あんまい あーまい あまーい 
n012 あらい H2 あっらい あんらい あーらい あらーい 
n013 あわい H2 あっわい あんわい あーわい あわーい 
n014 いたい H1 いったい いんたい いーたい いたーい 
n015 うすい H2 うっすい うんすい うーすい うすーい 
n016 うとい H2 うっとい うんとい うーとい うとーい 
n017 うまい H1 うっまい うんまい うーまい うまーい 
n018 えぐい H1 えっぐい えんぐい えーぐい えぐーい 
n019 えらい H2 えっらい えんらい えーらい えらーい 
n020 おーい H2 おっおい おんおい おーおい おおーい 
n021 おしい H1 おっしい おんしい おーしい おしーい 
n022 おそい H2 おっそい おんそい おーそい おそーい 
n023 おもい H2 おっもい おんもい おーもい おもーい 
n024 かくい H2 かっくい かんくい かーくい かくーい 
n025 かたい H2 かったい かんたい かーたい かたーい 
n026 かゆい H1 かっゆい かんゆい かーゆい かゆーい 
n027 からい H1 かっらい かんらい かーらい からーい 
n028 かるい H2 かっるい かんるい かーるい かるーい 
n029 きつい H2 きっつい きんつい きーつい きつーい 
n030 きよい H2 きっよい きんよい きーよい きよーい 
n031 くさい H1 くっさい くんさい くーさい くさーい 
n032 くどい H2 くっどい くんどい くーどい くどーい 
n033 くらい H2 くっらい くんらい くーらい くらーい 
n034 くろい H1 くっろい くんろい くーろい くろーい 
n035 けむい H2 けっむい けんむい けーむい けむーい 
n036 こすい H2 こっすい こんすい こーすい こすーい 
n037 ごつい H2 ごっつい ごんつい ごーつい ごつーい 
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n038 こまい H1 こっまい こんまい こーまい こまーい 
n039 こわい H1 こっわい こんわい こーわい こわーい 
n040 さとい H2 さっとい さんとい さーとい さとーい 
n041 さむい H1 さっむい さんむい さーむい さむーい 
n042 しぶい H2 しっぶい しんぶい しーぶい しぶーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n043 しよい H1 しっよい しんよい しーよい しよーい 
n044 しょぼい H2 しょっぼい しょんぼい しょーぼい しょぼーい 
n045 しるい しっるい しんるい しーるい しるーい 
n045 じるい H1 じっるい じんるい じーるい じるーい 
n046 しろい H1 しっろい しんろい しーろい しろーい 
n047 しわい しっわい しんわい しーわい しわーい 
n048 すごい H2 すっごい すんごい すーごい すごーい 
n049 ずるい H1 ずっるい ずんるい ずーるい ずるーい 
n050 せこい H2 せっこい せんこい せーこい せこーい 
n051 せまい H1 せっまい せんまい せーまい せまーい 
n052 たかい H1 たっかい たんかい たーかい たかーい 

x ださい H2 だっさい だんさい だーさい ださーい 
n053 たすい H2 たっすい たんすい たーすい たすーい 
n053 だすい だっすい だんすい だーすい だすーい 
n054 だるい H2 だっるい だんるい だーるい だるーい 
n054 たるい たっるい たんるい たーるい たるーい 
n055 ちかい H1 ちっかい ちんかい ちーかい ちかーい 
n056 ちさい ちっさい ちんさい ちーさい ちさーい 
n057 ちまい H1 ちっまい ちんまい ちーまい ちまーい 
n058 ちょろい H2 ちょっろい ちょんろい ちょーろい ちょろーい 
n059 つよい H1 つっよい つんよい つーよい つよーい 
n060 つらい H2 つっらい つんらい つーらい つらーい 
n061 でかい H2 でっかい でんかい でーかい でかーい 
n062 とーい H2 とっおい とんおい とーおい とおーい 
n063 とろい H2 とっろい とんろい とーろい とろーい 
n064 ながい H1 なっがい なんがい なーがい ながーい 
n065 にがい H1 にっがい にんがい にーがい にがーい 
n066 にくい H1 にっくい にんくい にーくい にくーい 
n067 にぶい H1 にっぶい にんぶい にーぶい にぶーい 
n068 ぬくい H1 ぬっくい ぬんくい ぬーくい ぬくーい 
n069 ぬるい H2 ぬっるい ぬんるい ぬーるい ぬるーい 
n070 ねばい H2 ねっばい ねんばい ねーばい ねばーい 
n071 ねむい H2 ねっむい ねんむい ねーむい ねむーい 
n072 のろい H2 のっろい のんろい のーろい のろーい 
n073 ばばい H2 ばっばい ばんばい ばーばい ばばーい 
n074 はそい H2 はっそい はんそい はーそい はそーい 
n075 はやい H1 はっやい はんやい はーやい はやーい 
n076 ひくい H1 ひっくい ひんくい ひーくい ひくーい 
n077 ひどい H2 ひっどい ひんどい ひーどい ひどーい 
n078 ひやい H1 ひっやい ひんやい ひーやい ひやーい 
n079 ひょろい H2 ひょっろい ひょんろい ひょーろい ひょろーい 
n080 ひろい H1 ひっろい ひんろい ひーろい ひろーい 
n081 ふかい H1 ふっかい ふんかい ふーかい ふかーい 
n082 ふとい H1 ふっとい ふんとい ふーとい ふとーい 
n083 ふるい H1 ふっるい ふんるい ふーるい ふるーい 
n084 ほしい H1 ほっしい ほんしい ほーしい ほしーい 
n085 ほそい H1 ほっそい ほんそい ほーそい ほそーい 
n086 ぼろい H2 ぼっろい ぼんろい ぼーろい ぼろーい 
n087 まずい H2 まっずい まんずい まーずい まずーい 
n088 またい H2 まったい まんたい まーたい またーい 
n089 まるい H2 まっるい まんるい まーるい まるーい 
n090 みぞい H2 みっぞい みんぞい みーぞい みぞーい 
n091 みよい H2 みっよい みんよい みーよい みよーい 
n092 むごい H1 むっごい むんごい むーごい むごーい 
n093 むさい H2 むっさい むんさい むーさい むさーい 
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n094 もろい H2 もっろい もんろい もーろい もろーい 
n095 やすい H1 やっすい やんすい やーすい やすーい 
n096 やばい H2 やっばい やんばい やーばい やばーい 
n097 やおい H2 やっおい やんおい やーおい やおーい 
n098 やわい H2 やっわい やんわい やーわい やわーい 
n099 ゆるい H1 ゆっるい ゆんるい ゆーるい ゆるーい 
n100 よわい H1 よっわい よんわい よーわい よわーい 
n101 わかい H1 わっかい わんかい わーかい わかーい 
n102 わるい H1 わっるい わんるい わーるい わるーい 
n104 あかるい H2 あかっるい あかんるい あかーるい あかるーい 
n104 あかるい H2 あっかるい あんかるい あーかるい あかるーい 
n109 あやしい H2 あやっしい あやんしい あやーしい あやしーい 
n109 あやしい H2 あっやしい あんやしい あーやしい あやしーい 
n116 うるさい H2 うるっさい うるんさい うるーさい うるさーい 
n116 うるさい H2 うっるさい うんるさい うーるさい うるさーい 
n117 うれしい H2 うれっしい うれんしい うれーしい うれしーい 
n117 うれしい H2 うっれしい うんれしい うーれしい うれしーい 
n119 おいしい L3A おいっしい おいんしい おいーしい おいしーい 
n119 おいしい L3A おっいしい おんいしい おーいしい おいしーい 
n132 おやすい L3A おやっすい おやんすい おやーすい おやすーい 
n132 おやすい L3A おっやすい おんやすい おーやすい おやすーい 
n179 しんどい L3A しんっどい しんんどい しんーどい しんどーい 
n179 しんどい L3A しっんどい しんんどい しーんどい しんどーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃいっろい ちゃいんろい ちゃいーろい ちゃいろーい 
n204 ちゃいろい L3A ちゃっいろい ちゃんいろい ちゃーいろい ちゃいろーい 

 

 ※挿入形は不使用とのことである。 
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付録C 高知県の中央式・東京式方言の比較韻律調査資料 

 

方言話者  幡多郡
は た ぐ ん

三原村
みはらむら

在住者（多人数簡易調査対象者，表 26 参照）， 

高知市出身在住者（下原
しもはら

瑞惠
み づ え

氏；記号「瑞」）， 

幡多郡三原村上長谷
かみながたに

出身来栖野
く る す の

在住者（小橋
こ ば し

司
まもる

氏；記号「司」）， 

幡多郡三原村成山
なるやま

出身在住者（池上博光
いけうえひろみつ

氏；記号「博」）， 

土佐清水市
と さ し み ず し

下ノ加江
し も の か え

市野瀬
い ち の せ

出身在住者（大塚
おおつか

美恵子
み え こ

氏；記号「美」）， 

土佐清水市下ノ加江市野々
い ち の の

出身三原村皆尾
み な お

在住者（新谷
に い や

己久
き く

氏；記号「己」） 

母語：日本語高知県方言（中央式，中輪東京式亜種，市野式） 

 

調査者  髙山
たかやま

 林太郎
りんたろう

（1983 年生れ男性） 

母語：日本語東京方言（標準語）若年層（東京都東村山市出身） 

 

使用言語  調査者は標準語，話者は高知県方言または標準語で対話 

 

調査期間  2017 年 8 月 29 日～2017 年 9 月 5 日（幡多郡三原村） 

2018 年 1 月 27 日～2018 年 2 月 12 日（高知市，三原村，下ノ加江市野瀬） 

 

調査方法  調査票を用いた読み上げ調査（一部内省調査も）を対面録音した。 

調査時間は多人数簡易調査では各人 15 分前後で，長い人もいれば短い人もいた。 

詳細調査を実施した 5 名では人により合計 8 時間程度～20 時間程度だった。 

 

録音機器  リニア PCM レコーダーPCM-M10（SONY 製） 

WAVE ファイルの録音音声を調査者が複数の HDD に多重に保管している。 

 

調査内容  多人数簡易調査： 類別語彙に基づく名詞 35 語の「単独形，単独形＋が」 

詳細調査： 

(1) 類別語彙に基づく名詞（1 拍 46 語，2 拍 443 語，3 拍 311 語）の 

「単独形，単独形＋が」 

(2) 類別語彙に基づく形容詞（2 拍 5 語，3 拍 102 語，4 拍 8 語）の 

「終止形，終止形＋とき，連用形＋なる，語基＋サがある」 

(3) 類別語彙に基づく動詞（2 拍 162 語，3 拍 379 語，4 拍 93 語）の 

「終止形，終止形＋とき，過去形，過去形＋とき」 

(4) 四モーラ畳語（4 拍 867 語） 
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付録68 話者C01                     ➢詳細調査の話者 小橋司氏 

資料59．話者C01（三原村上長谷1932年生れ男性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 桜 サクラ 0 [高高高 サクラが 0 [高高高高
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高

 

 ※「所が」の 2 種類のアクセント「0, 3」については，2 種類ある場合は他の話者も同様であ

る。「場所」と「逆接」の違いとして調査したが，実際には「修飾を受けない形」と「修飾を受

ける形」の違いかもしれない（※高知市の多人数調査のデータ「H0, H2」についても同じことが

言える）。「修飾を受ける形」を接続詞として切り出せば「逆接」になる。1 種類しかない話者の

場合は「3」でいずれの意味も表している。簡易調査の調査語に「桜」は入っていないが，後述

の理由で「小鳥」では不適格なため，詳細調査を実施した話者には「桜」も掲げてある。 
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付録69 話者C02 

資料60．話者C02（四万十市初崎1939年生れ男性，東京式，くぼみ式） 
意味 カナ ア カナが ア
血 チ 1 [降]] チが 1 [高]低
戸 ト 1 [降]] トが 1 [高]低
巣 ス 1 [降]] スが 1 [高]低
名 ナ 1 [降]] ナが 1 [高]低
葉 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高]低[高
水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高]低[高
上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高]低[高
胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高]低[高
晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高]低[高
山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高]低[高
雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
小鳥 コトリ 0 [高]低[高 コトリが 0 [高]低[高高

所 トコロ 0 [高]低[高 トコロが
0 [高]低[高高 (場所) 
3 [高]低[高]低 (逆接) 

力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
頭 アタマ 3 [高]低[降]] アタマが 3 [高]低[高]低
娘 ムスメ 3 [高]低[降]] ムスメが 3 [高]低[高]低
椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
薬 クスリ 0 [高]低[高 クスリが 0 [高]低[高高
雀 スズメ 0 [高]低[高 スズメが 0 [高]低[高高
兎 ウサギ 0 [高]低[高 ウサギが 0 [高]低[高高

 

 ※同じくぼみ式でも下ノ加江市野瀬とは抑揚
よくよう

のパターンが異なるので注意が必要である。こ

ちらでは「低」と「中」の違いを設定する必要が無かったのでしていない。 
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付録70 話者C03 

資料61．話者C03（三原村上長谷1934年生れ女性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高
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付録71 話者C04 

資料62．話者C04（三原村宮ノ川1943年生れ女性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 1 [高]低低 アサヒが 1 [高]低低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高

 

 ※「朝日」の発音に 18 歳から約 40 年間居住していた大阪の影響が見られる。 
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付録72 話者C05 

資料63．話者C05（三原村宮ノ川1932年生れ女性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低

1a 小鳥 コトリ 0 [高高高
3 [高高降]] コトリが

0 [高高高高
3 [高高高]低

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高

 

 ※「小鳥」には地域的に語末核型もあり，話者によって「0, 3」のいずれかになることが多い

が，この話者は「0, 3」を併用しているようである。3 拍名詞 1a 類の調査語としては運悪く適切

ではなかったことになる。詳細調査をした話者では代りに「桜」も掲げている。 
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付録73 話者C06 

資料64．話者C06（三原村宮ノ川1929年生れ女性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 3 [高高降]] コトリが 3 [高高高]低

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高
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付録74 話者C07 

資料65．話者C07（三原村上長谷1932年生れ女性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高
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付録75 話者C08 

資料66．話者C08（三原村上長谷1933年生れ女性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高
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付録76 話者C09 

資料67．話者C09（三原村上下長谷1939年生れ男性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 1 [高]低 バンが 1 [高]低低
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 1 [高]低 カンが 1 [高]低低
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高

 

 ※「晩，勘」のアクセントは話者によって「0, 1」のいずれかとなり，個人差が顕著に見られ

るが，類別語彙ではないので個人差があるのが自然な状態なのではないかと考えている。 
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付録77 話者C10                    ➢詳細調査の話者 新谷己久氏 

資料68．話者C10（下ノ加江市野々1937年生れ女性，市野式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 1 [高]低 バンが 1 [高]低低
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 1 [高]低 カンが 1 [高]低低
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 桜 サクラ 0 [高高高 サクラが 0 [高高高高
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高
1b 所 トコロ 3 [高高降]] トコロが 3 [高高高]低
3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低

7b 薬 クスリ 3 [高高降]] クスリが
0 [高高高高
3 [高高高]低

6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高

 

 ※「晩，勘」のアクセントは上記では「1」になっているが，その後の調査では「0」が出て

おり，実際には両方とも可能なのかもしれない。市野々の話者の「薬」など 3 拍名詞 7b 類は単

独形では「3」，助詞「が」付形では「0～3」型である。市野瀬（生え抜きの話者）でも同様な

ので三原村に嫁いだ影響とは考えられない。院政期の語末核に助詞「が」が高接した場合と低

接した場合で分かれ，「*ク[スリ]][が > *[ク]ス[リ]][が > [ク]ス[リが, [ク]ス[リ]が > [クスリが, 

[クスリ]が」となった一方，単独形は院政期のまま「*ク[スリ]] > [ク]ス[リ]] > [クスリ]]」となっ

たと考えられる。なお助詞「が」の高接～低接の揺れの残滓は市野瀬では一部で現在でも観察

される。これを音韻解釈する場合，単独形と助詞「が」付形で異なるアクセントになる。なお

助詞は「が」以外には調査していないので，他の助詞では異なる振る舞いになる可能性はある。 
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付録78 話者C11 

資料69．話者C11（三原村皆尾1927年生れ女性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 1 [高]低 バンが 1 [高]低低
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 1 [高]低 カンが 1 [高]低低
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 3 [高高降]] コトリが 3 [高高高]低
1b 所 トコロ 3 [高高降]] トコロが 3 [高高高]低
3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高
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付録79 話者C12 

資料70．話者C12（三原村下切1932年生れ女性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 1 [高]低 カンが 1 [高]低低
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高
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付録80 話者C13 

資料71．話者C13（土佐清水市三崎1931年生れ女性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 1 [高]低 バンが 1 [高]低低
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 1 [高]低 カンが 1 [高]低低
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 3 [高高降]] コトリが 3 [高高高]低
1b 所 トコロ 3 [高高降]] トコロが 3 [高高高]低
3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高
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付録81 話者C14 

資料72．話者C14（三原村皆尾1948年生れ男性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高
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付録82 話者C15 

資料73．話者C15（三原村芳井1945年生れ女性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 1 [高]低 バンが 1 [高]低低
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高
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付録83 話者C16 

資料74．話者C16（三原村宮ノ川1932年生れ男性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高
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付録84 話者C17 

資料75．話者C17（下ノ加江市野々1951年生れ男性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 1 [高]低 バンが 1 [高]低低
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 3 [高高降]] コトリが 3 [高高高]低

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高

 

 ※この方は方言話者として若いためか，市野々出身者ではあるものの「薬」の単独形の発音

に拍内下降は観察されない。しかし拍内下降自体を持たない訳ではなく，上記の「降」と記し

た部分には観察される。 
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資料76．話者C18（下ノ加江市野々1930年生れ男性，市野式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 3 [高高降]] コトリが 3 [高高高]低
1b 所 トコロ 3 [高高降]] トコロが 3 [高高高]低
3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低

7b 薬 クスリ 3 [高高降]] クスリが
0 [高高高高
3 [高高高]低

6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高

 

 ※この話者は上述の 2 名の市野々の話者のうち 1 番目の方（三原村に嫁いだ方）とは旧い知

り合いで，2 番目の方とは現在も親しい。20 歳から 31 年間仕事で外部に住み，51 歳で市野々に

帰ってきたため生
は

え抜
ぬ

きではないが，方言話者として古い世代に属するため「薬」の発音の分

布はしっかり保っている。聞き取るポイントは単独形で語末核の拍内下降が安定している点で，

綺麗な滝が聞こえる。 
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付録86 話者C19                    ➢詳細調査の話者 池上博光氏 

資料77．話者C19（三原村成山1947年生れ男性，東京式，高起式・一部くぼみ式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 桜 サクラ 0 [高高高 サクラが 0 [高高高高
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高

 

 ※詳細調査で「高さ 1, 3」を「[タ]カサ, [タカサ]]，[タ]カ[サ]が, [タカサ]が」と安定して発音

したので，「[タ]カ[サ]が」の部分はくぼみ式の名残をしっかりと留めていると見られる。 
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資料78．話者C20（三原村下切1928年生れ男性，東京式，高起式・一部くぼみ式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低～[高]低[高 
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低～[高]低[高 
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低～[高]低[高 
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低[高]低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高

 

 ※2 拍名詞 4, 5 類と 3 拍名詞 7a 類のイントネーションに若干くぼみ式の名残が見られるよう

である。これらは短い時間の中での読み上げ調査で観察された形をそのまま書いている。詳し

く調べれば「虹，船」でも「[高]低[高」が現れる可能性があると考える。 
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資料79．話者C21（三原村下長谷1936年生れ女性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高
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付録89 話者C22 

資料80．話者C22（三原村柚ノ木1934年生れ男性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高
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付録90 話者C23 

資料81．話者C23（三原村亀ノ川1929年生れ男性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高
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資料82．話者C24（三原村皆尾1942年生れ女性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高

 



付録 92 話者 C25 

- 823 - 

 

付録92 話者C25 

資料83．話者C25（三原村亀ノ川1929年生れ女性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高
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資料84．話者C26（三原村亀ノ川1933年生れ女性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高
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資料85．話者C27（三原村柚ノ木1933年生れ女性，東京式，高起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高高高
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高高高
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高高高
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高高高
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高高高
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低低
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低低
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低低
- 勘 カン 0 [高高 カンが 0 [高高高
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低低
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低低
1a 小鳥 コトリ 0 [高高高 コトリが 0 [高高高高

1b 所 トコロ 0 [高高高 トコロが
0 [高高高高 (場所)  
3 [高高高]低 (逆接) 

3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低
4 頭 アタマ 3 [高高降]] アタマが 3 [高高高]低
2 娘 ムスメ 3 [高高降]] ムスメが 3 [高高高]低
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低低低
7b 薬 クスリ 0 [高高高 クスリが 0 [高高高高
6 雀 スズメ 0 [高高高 スズメが 0 [高高高高
6 兎 ウサギ 0 [高高高 ウサギが 0 [高高高高
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付録95 話者C28                    ➢詳細調査の話者 下原瑞惠氏 

資料86．話者C28（高知市1946年生れ女性，中央式，高起式・低起式） 
類 意味 カナ ア カナが ア 
1 血 チ H0 [高 チが H0 [高高
1 戸 ト H0 [高 トが H0 [高高
4 巣 ス H0 [高 スが H0 [高高
2 名 ナ H0 [高 ナが H1 [高]低
2 葉 ハ H0 [高 ハが H1 [高]低
5 歯 ハ H0 [高 ハが H1 [高]低
3 手 テー L0 低[高 テが L0 低[高
3 目 メー L0 低[高 メが L0 低[高
1a 庭 ニワ H0 [高高 ニワが H0 [高高高
1a 水 ミズ H0 [高高 ミズが H0 [高高高
1b 上 ウエ H0 [高高 ウエが H0 [高高高
1b 溝 ミゾ H0 [高高 ミゾが H0 [高高高
6 胡麻 ゴマ H0 [高高 ゴマが H0 [高高高
- 晩 バン H0 [高高 バンが H0 [高高高
3 山 ヤマ H1 [高]低 ヤマが H1 [高]低低
3 犬 イヌ H1 [高]低 イヌが H1 [高]低低
2 石 イシ H1 [高]低 イシが H1 [高]低低
2 虹 ニジ H1 [高]低 ニジが H1 [高]低低
2 歌 ウタ H1 [高]低 ウタが H1 [高]低低
4 針 ハリ L0 低[高 ハリが L0AB 低[高高～低低[高 
4 船 フネ L0 低[高 フネが L0AB 低[高高～低低[高 
- 勘 カン L0 低[高 カンが L0AB 低[高高～低低[高 
5 雨 アメ L0 低[高 アメが L2 低[高]低
5 窓 マド L0 低[高 マドが L2 低[高]低
1a 桜 サクラ H0 [高高高 サクラが H0 [高高高高
1a 小鳥 コトリ H0 [高高高 コトリが H0 [高高高高

1b 所 トコロ H0 [高高高 トコロが
H0 [高高高高 (場所)  
H2 [高高]低低 (逆接) 

3 力 チカラ H1 [高]低低 チカラが H1 [高]低低低
5a 命 イノチ H1 [高]低低 イノチが H1 [高]低低低
5b 朝日 アサヒ H1 [高]低低 アサヒが H1 [高]低低低
4 頭 アタマ H2 [高高]低 アタマが H2 [高高]低低
2 娘 ムスメ H2 [高高]低 ムスメが H2 [高高]低低
7a 椿 ツバキ L2 低[高]低 ツバキが L2 低[高]低低
7b 薬 クスリ L2 低[高]低 クスリが L2 低[高]低低
6 雀 スズメ L0AB 低[高高～低低[高 スズメが L0AB 低[高高高～低低[高高 
6 兎 ウサギ L0AB 低[高高～低低[高 ウサギが L0AB 低[高高高～低低[高高 

 

 ※上記では名詞単独形のアクセントと助詞「が」付形のアクセントが異なる場合はそれが分

かるような書き方をしている。例えば「名」は単独形では H0 だが助詞「が」付形では H1 とな

っている。また，「雨」は単独形では L0 だが助詞「が」付形では L2 となっている。このような

場合，普通は音韻論的解釈によって「名」のアクセントを H1，「雨」のアクセントを L2 と記述

し，単独形においては語末の下げ核が音声的に実現しない，と注釈を添える。本稿でもそのよ

うな方法を一般的にはとっているが，音調型を明記する必要がある上記のような場面は別で，

単独形のアクセントと助詞「が」付形のアクセントが異なる場合が分かるような書き方を敢え

て実施している。 
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付録96 話者C29                   ➢詳細調査の話者 大塚美恵子氏 

資料87．話者C29（下ノ加江市野瀬1933年生れ女性，市野式，くぼみ式） 
類 意味 カナ ア カナが ア カナには ア 
1 血 チ 0 [高 チが 0 [高高 チには 2 [高高]低
1 戸 ト 0 [高 トが 0 [高高 トには 2 [高高]低
4 巣 ス 0 [高 スが 0 [高高 スには 2 [高高]低
2 名 ナ 0 [高 ナが 0 [高高 ナには 2 [高高]低
2 葉 ハ 0 [高 ハが 0 [高高 ハには 2 [高高]低
5 歯 ハ 1 [降]] ハが 1 [高]低 ハには 1 [高]低[高
3 手 テ 1 [降]] テが 1 [高]低 テには 1 [高]低[高
3 目 メ 1 [降]] メが 1 [高]低 メには 1 [高]低[高
1a 庭 ニワ 0 [高高 ニワが 0 [高]中[高   
1a 水 ミズ 0 [高高 ミズが 0 [高]中[高   
1b 上 ウエ 2 [高降]] ウエが 2 [高高]低～[高降]][高   
1b 溝 ミゾ 0 [高高 ミゾが 0 [高]中[高   
6 胡麻 ゴマ 0 [高高 ゴマが 0 [高]中[高   
- 晩 バン 0 [高高 バンが 0 [高]中[高   
3 山 ヤマ 2 [高降]] ヤマが 2 [高高]低～[高降]][高   
3 犬 イヌ 2 [高降]] イヌが 2 [高高]低～[高降]][高   
2 石 イシ 2 [高降]] イシが 2 [高高]低～[高降]][高   
2 虹 ニジ 1 [高]低 ニジが 1 [高]低[高   
2 歌 ウタ 2 [高降]] ウタが 2 [高高]低～[高降]][高   
4 針 ハリ 1 [高]低 ハリが 1 [高]低[高   
4 船 フネ 1 [高]低 フネが 1 [高]低[高   
- 勘 カン 1 [高]低 カンが 1 [高]低[高   
5 雨 アメ 1 [高]低 アメが 1 [高]低[高   
5 窓 マド 1 [高]低 マドが 1 [高]低[高   
1a 桜 サクラ 0 [高]中[高 サクラが 0 [高]中[高高   
1a 小鳥 コトリ 3 [高]中[降]] コトリが 3 [高]中[高]低   
1b 所 トコロ 3 [高]中[降]] トコロが 3 [高]中[高]低   
3 力 チカラ 2 [高高]低 チカラが 2 [高高]低低～[高降]][中]低   
5a 命 イノチ 2 [高高]低 イノチが 2 [高高]低低～[高降]][中]低   
5b 朝日 アサヒ 2 [高高]低 アサヒが 2 [高高]低低～[高降]][中]低   
4 頭 アタマ 3 [高]中[降]] アタマが 3 [高]中[高]低   
2 娘 ムスメ 3 [高]中[降]] ムスメが 3 [高]中[高]低   
7a 椿 ツバキ 1 [高]低低 ツバキが 1 [高]低[高]低   

7b 薬 クスリ 3 [高]中[降]] クスリが
0 [高]中[高高
3 [高]中[高]低

  

6 雀 スズメ 0 [高]中[高 スズメが 0 [高]中[高高   
6 兎 ウサギ 0 [高]中[高 ウサギが 0 [高]中[高高   

 

 ※市野瀬は市野々と違って句音調がくぼみ式に合流しており中村市域と同様だが，3 拍名詞

7b 類（薬類）は市野々と同様に保たれているので，同系統ということで「市野式
いちのしき

」と命名して

いる。上述の四万十市
し ま ん と し

初崎
はつざき

のくぼみ式とは句音調の形が異なっているので注意が必要である。

上記では句音調のみによるくぼみ「中」と下げ核によるくぼみ「低」とを区別して書いており，

調査票の読み上げによって発音された文節を注意して聞けば違いが分かるが，自然談話の中で

間違いなく聞き分けるには相当の習熟を必要とするであろう。「2 [高高]低～[高降]][高」や「2 [高

高]低低～[高降]][中]低」は助詞「が」の高接
こうせつ

の名残
な ご り

とも捉えられるし，あくまでもくぼみを作ろ

うとする句音調が非常に短いくぼみを作らせていると共時的に解釈することもできる。「血には」

等については「[高高]低」の型しか調べていないのでそれだけをそのまま書いている。
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付録97 話者C01, C10, C19, C28, C29詳細比較（資料88） 

資料88．話者C01, C10, C19, C28, C29（名詞・形容詞・動詞・四モーラ畳語比較） 

 

 話者 C01（三原村上長谷，小橋司氏）の記号は「司」，話者 C10（土佐清水市下ノ加江市野々，

新谷己久氏）の記号は「己」，話者 C19（三原村成山，池上博光氏）の記号は「博」，話者 C28

（高知市，下原瑞惠氏）の記号は「瑞」，話者 C29（土佐清水市下ノ加江市野瀬，大塚美恵子氏）

の記号は「美」である。高知市を除く 4 名の位置関係（斜体表示）は下図のようである。 

 

 

図6．三原村・下ノ加江の位置関係（Googleマップ引用・加工） 

 

 以下では「名詞詳細調査」，「形容詞詳細調査」，「動詞詳細調査」，「四モーラ畳語詳細調査」

の順にデータを掲載する。各話者の音調型の具体的な形は上述の多人数調査における各話者の

項を参照されたい。以下では原則として抽象的に記号化したアクセントを掲載し，必要に応じ

て欄外に記号の説明や備考を記す。なお幡多の話者は「瑞」が失っている高知県方言の分節音

の古い特徴（1 章参照）をよく保っているが，本題ではないのでそれらは一々言及しない。 

 名詞詳細調査の記号を説明する。CN は comparable noun の頭文字である。「類①，②」は表 2

の語類だが，先行研究の分類（「類①」；中井（2002）に基づく）と必ずしも一致しない，高知

と幡多を比較する場合だけの語類（「類②」）も独自に設定している。調査語は全て「単独形，

単独形＋が」の両方を調べているが，下表では紙幅の都合で「単独形」しか掲出していない。

これは両者のアクセントが原則として一致するからである。一致しない場合（前述の 3 拍名詞

7b 類のみ）については「3~0」のように「,」（併用）でなく「~」（揺れ）記号を用いている。 

 名詞詳細調査の備考を記す。「瑞」は子供の頃は「ナヌカ，ムユカ」という語形も用いていた

が現在では「ナノカ，ムイカ」という語形を用いる。「一つ」の方言形は，「瑞」：ヒ[ト]ツ～ヒ
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ッ[ト]ツ。「美」：[ヒト]ーツ，[ヒト]ー[ツ]が。「己」：[ヒト]ーツ・[ヒトーツ]]，[ヒト]ーツが・[ヒ

トーツ]が～[ヒトツ]が(短縮)。「博」・「司」：[ヒト]ーツ，[ヒト]ーツが。「司」曰く「長音形は子

供・目下向けで短音形は目上向けに用いる」。「一人」の方言形は，「一つ」の方言形の「ツ」を

「リ」に置き換えたもの。「二つ」の方言形は，「瑞」：[フター]ツ～[フタ]ーツ(なまけ)。「美」：[フ]

ター[ツ]]，[フ]ター[ツ]が。「己」：[フターツ]]，[フターツ]が～[フタツ]が(短縮)。「博」・「司」：[フ

ターツ]]，[フターツ]が。「司」曰く「長音形は子供・目下向けで短音形は目上向けに用いる」。

「二人」の方言形は，「二つ」の方言形の「ツ」を「リ」に置き換えたもの。 

 

資料88-1．話者5名による名詞詳細調査 
番 類① ② 説明 1 カナ 司 博 美 己 瑞 説明 2 

CN001 2,-,- 2 鵜 ウ 0 0 0 0 H0 (鳥名;～の真似をする烏) 
CN002 3,3,3 3 絵 エ 1 1 1 1 L0 () 
CN003 1,1,1 1 柄 エ 0 0 0 0 H0 (杓や鎌の～) 
CN004 1,-,- 1 緒 オ 0 0 0 0 L0 (下駄の;臍の～) 
CN005 1,-,- 1 緒 オ 0 0 0 0 L0 (勝って兜の;堪忍袋の～が切れた) 
CN006 3,3,3 3 尾 オ 1 0 1 1 L0 (尻尾;～を引く) 
CN007 1,1,1 1 蚊 カ 0 0 0 0 H0 () 
CN008 1,-,- 1 香 カ 0 0 0 0 H0 () 
CN009 3,3,3 3 木 キ 1 1 1 1 L0 () 
CN010 X,-,- 1 毛 ケ 0 0 0 0 H0 () 
CN011 1,1,1 1 子 コ 0 0 0 0 H0 (親と～;あの～,この～) 
CN012 3,3,- 3 粉 コ 1 1 1 1 L0 (こな;身を～にして) 
CN013 3,3,3 3 酢 ス 1 1 1 1 L0 () 
CN014 X,-,- 4 巣 ス 0 0 0 0 H0 (鳥の;蜘蛛の) 
CN015 1,-,- 1 瀬 セ 0 0 1 0 H0 (淵と;海の礁;立つ～が無い;浮ぶ～も) 
CN016 X,-,- 1 背 セ 1 1 0 1 H0 (～に腹は;魚の身;～を向ける) 
CN017 X,-,- 2 背 セ 1 1 1 1 H1 (身長) 
CN018 3,3,3 3 田 タ 1 1 1 1 L0 () 
CN019 1,1,1 1 血 チ 0 0 0 0 H0 () 
CN020 3,3,3 3 手 テ 1 1 1 1 L0 (体の;方法) 
CN021 1,1,1 1 戸 ト 0 0 0 0 H0 () 
CN022 3,-,- 3 砥 ト 1 1 1 1 H0 (といし) 
CN023 3,3,3 3 菜 ナ 1 1 1 1 L0 () 
CN024 2,2,2 2 名 ナ 0 0 0 0 H1 (～を付ける;～を残す) 
CN025 3,3,3 3 荷 ニ 1 1 1 1 L0 (荷物;～が重い) 
CN026 3,3,3 3 根 ネ 1 1 1 1 L0 (植物の～;～が深い問題;～に持つ) 
CN027 3,3,3 3 野 ノ 1 1 1 1 L0 () 
CN028 X,-,- 5 歯 ハ 1 1 1 1 H1 () 
CN029 X,-,- 5 刃 ハ 1 1 1 1 H1 () 
CN030 2,2,2 2 葉 ハ 0 0 0 0 H1 () 
CN031 3,3,3 3 火 ヒ 1 1 1 1 L0 (～が燃える) 
CN032 2,2,2 2 日 ヒ 0 0 0 0 H1 (～がのぼる;～を決める;あの～) 
CN033 3,-,- 3 屁 ヘ 1 1 1 1 L0 (～をこく,～が出る) 
CN034 1,1,1 3 帆 ホ 1 1 1 1 L0 () 
CN035 3,3,3 3 穂 ホ 1 1 1 1 L0 (稲の;槍の) 
CN036 -,1,1 1 実 ミ 0 0 0 0 H0 (～がなる) 
CN037 -,1,1 1 身 ミ 0 0 0 0 H0 (～がもたない,～につく;魚の～) 
CN038 3,-,- 3 箕 ミ 1 1 1 1 H0 (農具名) 
CN039 3,-,3 3 芽 メ 1 1 1 1 L0 () 
CN040 3,3,3 3 目 メ 1 1 1 1 L0 () 
CN041 2,2,2 2 藻 モ 0 0 0 0 H0 (海中･川中の;金魚鉢に入れる) 
CN042 2,2,2 2 矢 ヤ 0 0 0 0 H0 (武器の 1,楔,～も盾も;～でも鉄砲でも) 
CN043 3,3,3 3 湯 ユ 1 1 1 1 L0 (～を飲む;風呂の～) 
CN044 X,-,1 3 世 ヨ 1 1 1 0 H0 (～が世なら,～を去る,～のため) 
CN045 3,-,3 3 夜 ヨ 1 1 1 1 L0 (～が明ける) 
CN046 3,-,3 3 輪 ワ 1 1 1 1 L0 () 
CN047 5,-,- 5 藍 アイ 1 1 1 1 L0, (色名;植物名) 
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L2
CN048 5,-,- 5 青 アオ 1 1 1 1 L2 (色名) 
CN049 3,-,- 3 垢 アカ 2 2 2 2 H1 (体の;水の) 
CN050 5,-,- 5 赤 アカ 1 1 1 1 L2 (色名;共産主義者;銅) 
CN051 5,5,5 5 秋 アキ 1 1 1 1 L2 (季節名) 
CN052 1,-,- 1a 灰汁 アク 0 0 0 0 H0 (灰の上澄み;野菜の～;性格) 
CN053 5,-,- 5 朝 アサ 1 1 1 1 L2 (～が来る,～起きる) 
CN054 3,-,- 3 麻 アサ 2 2 1 2 L2 (植物名;繊維,布) 
CN055 2,-,- 2a 痣 アザ 2 2 2 2 H1 () 
CN056 3,3,3 3 足 アシ 2 2 2 2 H1 (足;脚;机の～) 
CN057 2,-,- 2a 鯵 アジ 2 2 2 2 H1 (魚名) 
CN058 3,-,- 3 明日 アス 2 2 2 2 H1 (～は;～来て下さい) 
CN059 5,-,5 5 汗 アセ 1 1 1 1 L2 () 
CN060 4,-,4 4 跡 アト 1 1 1 1 L0 (車の通った～,傷の,城の) 
CN061 3,-,- 3 穴 アナ 2 2 2 2 L0 () 
CN062 5,-,- 5 兄 アニ 1 1 1 1 L2 (弟と～) 
CN063 1,-,- 1a 姉 アネ 0 0 0 0 H0 (妹と～) 
CN064 5,-,- 5 あぶ アブ 1 1 1 1 L2 (虻.虫名) 

CN065 4,-,- 4 尼 アマ 1 1 1 1 L0,
L2

(女僧) 

CN066 3,-,3 3 網 アミ 2 2 2 2 H1 () 
CN067 1,1,1 1a 飴 アメ 0 0 0 0 H0 () 
CN068 5,5,5 5 雨 アメ 1 1 1 1 L2 () 
CN069 3,-,- 3 綾 アヤ 2 2 2 2 H1 (言葉の～;綾織り) 
CN070 5,5,5 5 鮎 アユ 1 1 1 1 L2 (魚名) 
CN071 1,-,1 1a 蟻 アリ 0 0 0 0 H0 (虫名) 
CN072 2,-,- 2b あれ アレ 0 0 2 0 H1 (これ,それと～) 
CN073 4,4,4 4 粟 アワ 1 1 1 1 L2 (植物名) 
CN074 3,3,3 3 泡 アワ 2 2 2 2 H1 () 
CN075 3,-,3 3 家 イエ 2 2 2 2 H1 () 
CN076 1,-,1 1a 烏賊 イカ 0 0 0 0 H0 (魚名) 
CN077 2,-,- 2a 毬 イガ 2 2 2 2 L2 (栗の～) 
CN078 4,4,4 4 息 イキ 1 1 1 1 L0 () 
CN079 3,3,3 3 池 イケ 2 2 2 2 H1 () 
CN080 2,2,2 2a 石 イシ 2 2 2 2 H1 () 
CN081 4,-,- 4 板 イタ 1 1 1 1 L0 (木の～) 
CN082 4,-,- 4 市 イチ 1 1 1 1 L0 (～が立つ;門前～をなす) 
CN083 4,-,- 4 何時 イツ 1 1 1 1 L0 (～が良い,～来た) 
CN084 4,4,4 4 糸 イト 1 1 1 1 L0 () 
CN085 5,5,- 5 井戸 イド 1 1 1 1 L2 () 
CN086 3,3,3 3 犬 イヌ 2 2 2 2 H1 (動物名;干支[戌]) 
CN087 4,4,4 4 稲 イネ 1 1 1 1 L0 (植物名) 
CN088 X,-,- 4 今 イマ 1 1 1 1 L0 (～は,から;～来た) 
CN089 3,-,- 3 芋 イモ 2 2 2 2 H1 (総称;甘藷) 
CN090 3,3,3 3 色 イロ 2 2 2 2 H1 () 
CN091 2,-,2 2a 岩 イワ 2 2 2 2 H1 () 
CN092 X,-,- 1b 上 ウエ 2 2 2 2 H0 (～と下;あの～;～の) 
CN093 1,-,- 1a 魚 ウオ 0 0 0 0 H0 () 
CN094 1,1,1 1a 牛 ウシ 0 0 0 0 H0 (動物名;干支[丑]) 
CN095 3,-,- 3 蛆 ウジ 2 2 2 2 L2 (虫名;男やもめに～がわく) 
CN096 4,4,4 4 臼 ウス 1 1 1 1 L0 () 
CN097 2,2,2 2a 歌 ウタ 2 2 2 2 H1 (音楽;和歌) 
CN098 X,-,- 2a 内 ウチ 2 2 2 2 H1 (～に篭る(内向的)) 
CN099 X,-,- 2a 内 ウチ 2 2 2 2 H1 (家) 
CN100 X,-,- 2a 内 ウチ 2 2 2 2 H0 (今は駄目.その～に) 
CN101 3,3,3 3 腕 ウデ 2 2 2 2 H1 () 
CN102 3,-,- 3 畝 ウネ 2 2 2 2 H1 (畑の) 
CN103 3,3,3 3 馬 ウマ 2 2 2 2 H1 (動物名;干支[午]) 
CN104 4,4,4 4 海 ウミ 1 1 1 1 L0 () 
CN105 3,-,- 3 膿 ウミ 2 2 2 2 H1 () 
CN106 1,1,1 1a 梅 ウメ 0 0 0 0 H0 (植物名) 
CN107 3,-,3 3 裏 ウラ 2 2 2 2 H1 (～と表) 
CN108 4,-,4 4 瓜 ウリ 1 1 1 1 L2 (野菜名;～の蔓に) 
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CN109 1,1,1 1a 枝 エダ 0 0 0 0 H0 () 
CN110 1,-,1 1a 海老 エビ 0 0 0 0 H0 (魚名) 
CN111 1,-,- 1b 甥 オイ 0 0 2 2 H0 () 
CN112 1,-,- 1a 岡 オカ 0 0 0 0 H0 (小山) 
CN113 X,-,- 3 沖 オキ 2 2 2 2 H0 (海の～) 
CN114 X,-,4 4 奥 オク 1 1 1 1 L0 (山の～;～が深い思想) 
CN115 5,5,5 5 桶 オケ 1 1 1 1 L2 () 
CN116 2,2,2 2a 音 オト 2 2 2 2 H1 (～が聞こえる) 
CN117 3,3,3 3 鬼 オニ 2 2 2 2 H1 () 
CN118 -,-,3 4 斧 オノ 1 1 1 1 L0 () 
CN119 4,4,4 4 帯 オビ 1 1 1 1 L0 () 
CN120 3,-,- 3 親 オヤ 2 2 2 2 H1 () 
CN121 3,3,- 3 貝 カイ 2 2 2 2 L2 () 
CN122 1,-,- 1a 効 カイ 0 0 0 0 H0 (せっかくやっても～が無い) 
CN123 4,-,- 2a 櫂 カイ 2 2 2 2 H1 (ｵｰﾙ) 
CN124 1,1,1 1a 顔 カオ 0 0 0 0 H0 () 
CN125 5,-,- 5 牡蛎 カキ 1 1 1 1 L2 (貝名) 
CN126 2,2,- 2a 垣 カキ 2 2 2 2 H1 () 
CN127 1,1,1 1a 柿 カキ 0 0 0 0 H0 (植物名;その実) 
CN128 3,-,3 3 鍵 カギ 2 2 2 2 H1 (ｷｰ;鈎) 
CN129 5,5,5 5 蔭 カゲ 1 1 1 1 L2 (木の,人の[陰,影]) 
CN130 1,-,- 1a 篭 カゴ 0 0 0 0 H0 (～に入れる) 
CN131 4,4,4 4 笠 カサ 1 1 1 1 L0 (巡礼の～;傘.～をさす;暈.月の～) 

CN132 1,-,- 2a 瘡 カサ 2 0 2 2 H1,
H0

(腫れ物) 

CN133 4,4,4 4 粕 カス 1 1 1 1 L0 (～に漬ける) 
CN134 4,-,4 4 数 カズ 1 1 1 1 L0 () 
CN135 1,1,1 1a 風 カゼ 0 0 0 0 H0 (～が吹く) 
CN136 2,2,- 2a 型 カタ 2 2 2 2 H1 (裁縫の;～にはめる) 
CN137 4,4,4 4 肩 カタ 1 1 1 1 L0 () 
CN138 2,-,- 2a 方 カタ 1 2 1 2 H1 (その～(人);様～) 
CN139 3,-,- 3 勝ち カチ 2 2 2 2 H1 (～と負け;～だ) 
CN140 4,-,- 4 角 カド 1 1 1 1 L0 (～を曲がる;～が立つ) 
CN141 2,-,- 4 門 カド 1 1 1 1 L0 (家の表,屋外;笑う～には) 
CN142 1,-,- 1a 仮名 カナ 0 0 0 0 H0 (～と漢字) 
CN143 1,1,- 1a 蟹 カニ 0 0 0 0 H0 (生物名) 
CN144 1,1,1 1a 金 カネ 0 0 0 0 H0 (金属;銭) 
CN145 1,-,- 1a 鐘 カネ 0 0 0 0 H0 (鐘,鉦) 
CN146 1,-,- 1a 株 カブ 0 0 0 0 H0 (木の～;株式) 
CN147 1,1,1 1a 壁 カベ 0 0 0 0 H0 () 
CN148 1,1,1 1a 釜 カマ 0 0 0 0 H0 (飯を炊く) 
CN149 4,4,4 4 鎌 カマ 1 1 1 1 L0 (草刈用) 
CN150 2,2,2 2a 紙 カミ 2 2 2 2 H1 () 
CN151 4,4,- 4 上 カミ 1 1 1 1 L0 () 
CN152 3,3,3 3 神 カミ 2 2 2 2 H1 (～と仏) 
CN153 3,3,3 3 髪 カミ 2 2 2 2 H1 (～が長い) 
CN154 X,-,- 2a 亀 カメ 2 2 2 2 H1 (動物名) 
CN155 3,-,3 3 瓶 カメ 2 2 2 2 H1 () 
CN156 X,-,- 5 鴨 カモ 2 2 2 1 L2 (鳥名) 
CN157 1,-,- 1a 蚊帳 カヤ 0 0 0 0 H0 () 
CN158 1,-,- 1a 粥 カユ 0 0 1 0 H0 () 
CN159 2,-,- 2a 殻 カラ 2 2 2 2 L0 (～を破る) 
CN160 2,2,2 2a 川 カワ 2 2 2 2 H1 () 
CN161 3,3,- 3 皮 カワ 2 2 2 2 L0 (みかんの～;革.～の靴) 
CN162 x 4 勘 カン 0 0 1 0 L0 () 
CN163 3,-,- 3 菊 キク 2 2 2 2 H1 (植物名) 
CN164 3,-,3 3 岸 キシ 1 1 2 2 H1 (川の～) 
CN165 1,1,1 1a 雉 キジ 0 0 0 0 H0 (鳥名) 
CN166 1,-,1 1a 傷 キズ 0 0 0 0 H0 (怪我;机に;玉に～) 
CN167 2,-,2 2a 北 キタ 2 2 2 2 H1 (方角;京都市区名) 
CN168 4,-,4 4 絹 キヌ 1 1 1 1 L2 (～と木綿) 
CN169 4,-,- 4 杵 キネ 1 1 1 1 L0 () 
CN170 2,-,- 2b 牙 キバ 1 1 1 1 H1 () 
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CN171 5,5,- 5 黍 キビ 1 1 1 1 L2 (植物名) 
CN172 1,-,- 1a 君 キミ 0 0 0 0 H0 (あなた;主君) 
CN173 3,-,- 3 肝 キモ 2 2 2 2 H1 (内臓名;～をつぶす) 
CN174 4,4,- 4 今日 キョー 1 1 1 1 L0 (～と明日,～は,～の天気,～来た) 
CN175 1,1,1 1a 桐 キリ 0 0 0 0 H0 (植物名,～の箪笥) 
CN176 4,4,4 4 錐 キリ 1 1 1 1 L0 (～で穴をあける) 
CN177 1,1,1 1a 霧 キリ 0 0 0 0 H0 () 
CN178 3,-,- 3 際 キワ 2 2 2 2 H1 (畑の～;決算日) 
CN179 2,-,- 2a 杭 クイ 2 2 2 2 H1 () 
CN180 3,-,- 3 茎 クキ 2 2 2 2 H1 () 
CN181 1,-,1 1a 釘 クギ 0 0 0 0 H0 () 
CN182 3,3,3 3 草 クサ 2 2 2 2 H1 () 
CN183 2,-,- 2a 串 クシ 2 2 2 2 H1 (～に刺す) 
CN184 3,-,3 3 櫛 クシ 2 2 2 2 H1 (～で髪をとく;頭に～をさす) 
CN185 4,-,4 4 屑 クズ 1 1 1 1 L0 (～を捨てる) 
CN186 3,-,- 3 糞 クソ 2 2 2 2 H1 (大便) 
CN187 4,-,- 4 管 クダ 1 1 1 1 L0 () 
CN188 1,1,1 1a 口 クチ 0 0 0 0 H0 () 
CN189 3,3,3 3 靴 クツ 2 2 2 2 H1 () 
CN190 1,-,- 1a 国 クニ 0 0 0 0 H0 (日本,ｱﾒﾘｶ,...;山城,近江,...) 
CN191 1,1,1 1a 首 クビ 0 0 0 0 H0 () 
CN192 3,-,- 3 熊 クマ 2 2 2 2 H1 (動物名) 
CN193 3,-,- 3 組 クミ 2 2 2 2 H1 (学級;群) 
CN194 3,3,3 3 雲 クモ 2 2 2 2 H1 () 
CN195 5,5,5 5 蜘蛛 クモ 1 1 1 1 L2 (虫名) 
CN196 2,2,- 2a 鞍 クラ 2 2 2 2 H1 (馬に) 
CN197 3,3,3 3 倉 クラ 2 2 2 2 H1 () 
CN198 3,3,3 3 栗 クリ 2 2 2 2 H1 (植物名;その実) 
CN199 1,-,- 1a 暮れ クレ 0 0 0 0 H0 (年の;日の) 
CN200 5,-,- 5 黒 クロ 1 1 1 1 L2 (色名;有罪) 
CN201 3,-,- 3 桑 クワ 2 2 2 2 H1 (植物名) 
CN202 1,-,- 1a 鍬 クワ 0 0 0 0 H0 (農具名) 
CN203 4,4,- 4 今朝 ケサ 1 1 1 1 L0 (～は;～来た) 
CN204 4,-,- 4 桁 ケタ 1 1 1 0 L0 (計算の;建築の;～が違う) 
CN205 4,4,- 4 下駄 ゲタ 0 0 0 0 L0 () 
CN206 5,5,- 5 鯉 コイ 1 1 1 1 L2 (魚名) 
CN207 3,-,- 3 恋 コイ 1 1 1 1 H1 (～をする) 
CN208 5,5,5 5 声 コエ 1 1 1 1 L2 (～を出す;四十の～;虫の～) 
CN209 3,-,- 3 苔 コケ 2 2 2 2 H1 (植物) 
CN210 X,-,- 4 此処 ココ 1 0 1 1 L0 (～は駄目,の) 
CN211 1,1,1 1a 腰 コシ 0 0 0 0 H0 (体の;麺の) 
CN212 1,-,- 1a 篭手 コテ 0 0 0 0 H0 (剣道で;鎧の部分) 
CN213 5,5,- 5 琴 コト 2 2 2 1 L0 (楽器名) 
CN214 3,3,3 3 事 コト 2 2 2 2 H1 (その～,言う～;～だ[大変],～と次第によっては)
CN215 1,-,- 4 駒 コマ 0 1 1 1 L0 (将棋の～) 
CN216 1,-,- 4 駒 コマ 0 1 1 1 L0 (文章語で馬) 
CN217 1,-,- 6 胡麻 ゴマ 0 0 0 0 H0 (植物名) 
CN218 3,-,- 3 米 コメ 2 2 2 2 H1 (～を食べる) 
CN219 1,-,- 1a 薦 コモ 0 0 1 0 H0 () 

CN220 1,1,- 1b これ コレ 2,
0

2,
0

2 2 H0 (～はﾍﾟﾝです) 

CN221 2,-,- 2b 頃 コロ 1 1 1 1 H1 (その～;～を見て) 
CN222 3,-,3 3 竿 サオ 2 2 2 2 H1 () 
CN223 3,-,3 3 坂 サカ 2 2 2 2 H1 (～を登る;四十の～) 
CN224 X,-,- 2a 先 サキ 0 0 2 0 H1 (～に行け;五年～=五年前) 
CN225 1,-,- 1a 先 サキ 0 0 0 0 H0 (棒の～;～が楽しみ;行った～で) 

CN226 1,-,- 5 鷺 サギ 1,
2 1 1 1,

2 L2 (鳥名;謡曲曲名) 

CN227 5,-,- 5 鮭 サケ 1 1 1 1 L2 (魚名) 
CN228 1,1,1 1a 酒 サケ 0 0 0 0 H0 (ｱﾙｺｰﾙ飲料;日本酒) 
CN229 1,-,1 1a 笹 ササ 0 0 0 0 H0 (植物名) 
CN230 1,-,1 1a 里 サト 0 0 0 0 H0 (実家;人里) 
CN231 1,-,- 1a 鯖 サバ 0 0 0 0 H0 (魚名) 
CN232 3,-,- 3 錆 サビ 2 2 2 2 H1 (金属の～;身か出た～) 
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CN233 1,-,- 1a 鮫 サメ 1 1 0 0 H1 (魚名) 
CN234 4,-,- 4 鞘 サヤ 1 1 1 1 L0 (刀の～) 
CN235 1,-,1 1a 皿 サラ 0 0 0 0 H0 (食器;膝の～) 
CN236 5,5,5 5 猿 サル 1 1 1 1 L2 (動物名;干支(申)) 
CN237 3,-,3 3 塩 シオ 2 2 2 2 H1 (～をつけて食べる) 
CN238 3,-,- 3 潮 シオ 2 2 2 2 H1 (海の満干する;機.これを～に) 
CN239 X,-,- 1b 下 シタ 2 2 2 2 H0 (～と上;その～;～の) 
CN240 3,-,- 3 舌 シタ 2 2 2 2 H1 () 
CN241 1,-,- 1a 品 シナ 0 0 0 0 H0 () 
CN242 1,-,- 1a 芝 シバ 0 0 1 0 L0 (植物名) 
CN243 3,3,- 3 島 シマ 2 2 2 2 H1 () 
CN244 3,-,- 3 標 シメ 2 0 2 2 H1 (しめなわ) 
CN245 2,2,- 2a 下 シモ 2 2 2 2 H1 (川下;舞台で;大小便) 
CN246 3,-,- 3 霜 シモ 2 2 2 2 H1 () 
CN247 3,-,- 3 尻 シリ 2 2 2 2 H1 (身体の;～に敷く) 
CN248 4,-,- 4 汁 シル 1 1 1 1 L0 (液;飲む) 
CN249 1,-,- 1a 城 シロ 0 0 0 0 H0 () 
CN250 5,-,- 5 白 シロ 1 1 1 1 L2 (色名;無罪) 
CN251 1,-,- 1a 皺 シワ 0 0 0 0 H0 (皮膚の;衣服の) 
CN252 1,-,- 1a 末 スエ 0 0 0 0 H0 (～は博士か;秋の～;考えた～) 
CN253 1,-,- 1a 鋤 スキ 0 0 0 0 H0 (農具の 1) 
CN254 1,-,1 1a 杉 スギ 0 0 0 0 H0 (植物名) 
CN255 3,-,- 3 寿司 スシ 2 2 2 2 H1 () 
CN256 4,-,- 4 筋 スジ 1 1 1 1 L2 (話の;血管;筋肉;血統) 
CN257 1,-,1 1a 鈴 スズ 0 0 0 0 H0 (～をならす) 
CN258 1,-,1 1a 裾 スソ 0 0 0 0 H0 (衣服の～) 
CN259 3,-,- 3 脛 スネ 2 2 2 2 H1 (足の;親の～) 
CN260 4,4,- 4 隅 スミ 1 1 1 1 L0 (部屋の～に) 
CN261 3,3,3 3 炭 スミ 2 2 2 2 H1 (火鉢に～を足す) 
CN262 3,-,- 3 墨 スミ 2 2 2 2 H1 (書,鍋の,烏賊の) 
CN263 4,-,- 4 銭 ゼニ 1 1 1 1 L0 () 
CN264 2,2,- 2a 蝉 セミ 2 2 2 2 H1 (虫名) 
CN265 3,-,- 3 芹 セリ 2 2 2 2 H1 (植物名) 
CN266 X,-,- 4 其処 ソコ 1 0 1 1 L0 (ここと～) 
CN267 1,-,1 1a 底 ソコ 0 0 0 0 H0 (海の～) 
CN268 1,-,- 1a 袖 ソデ 0 0 0 0 H0 (衣服の～;舞台の～) 
CN269 4,-,- 4 外 ソト 1 1 1 1 L0 (～と中,～は寒い,～で食事する) 
CN270 4,-,- 4 側 ソバ 1 1 1 1 L0 (私の～,郵便局はすぐ～だ) 
CN271 4,4,4 4 空 ソラ 1 1 1 1 L0 (天;～で=暗記) 
CN272 1,-,- 1b それ ソレ 0 0 2 0 H0 (～を取ってくれ) 
CN273 3,3,- 3 鯛 タイ 2 2 2 2 H1 (魚名) 
CN274 1,-,- 1a 鷹 タカ 0 0 0 0 H0 (鳥名) 

CN275 1,-,1 1a 滝 タキ 0 0 0 0,
2

H0 () 

CN276 3,-,- 3 丈 タケ 2 2 0 2 H1 (～をはかる) 
CN277 1,1,1 1a 竹 タケ 0 0 0 0 H0 (植物名) 
CN278 X,-,- 5 蛸 タコ 1 1 1 1 H1 (生物名) 
CN279 3,-,- 3 太刀 タチ 2 0 1 2 H1 () 
CN280 1,-,- 1a 竜 タツ 0 0 0 0 H0 (りゅう;干支[辰]) 
CN281 5,-,- 5 縦 タテ 1 1 1 1 L0 (横と～) 
CN282 1,-,- 1a 蓼 タデ 0 2 0 0 H0 (植物名;～食う虫も) 
CN283 1,-,- 1a 棚 タナ 0 0 0 0 H0 (～にのせる) 
CN284 3,-,- 3 谷 タニ 2 2 2 2 H1 () 
CN285 4,4,4 4 種 タネ 1 1 1 1 L0 (植物の～;殿様の～) 
CN286 5,-,- 5 足袋 タビ 1 1 1 1 L2 (～をはく) 
CN287 2,-,- 2a 度 タビ 2 2 2 2 H1 (その～に,来る～) 
CN288 2,2,2 2a 旅 タビ 2 2 2 2 H1 (旅行;可愛い子には～を) 
CN289 3,3,- 3 玉 タマ 2 2 2 2 H1 (丸い物;饂飩の～;[球].～を投げる) 
CN290 2,-,- 1a 為 タメ 0 0 0 2 H0 (人の～;～になる) 
CN291 1,-,- 1a 誰 ダレ 0 0 0 0 H0 (～が,を,に) 
CN292 4,-,- 4 乳 チチ 1 1 1 1 L0 (ﾐﾙｸ;乳房) 
CN293 4,4,- 4 父 チチ 0 0 1 0 L0 (～と母) 
CN294 1,-,1 1a 塵 チリ 0 0 0 0 H0 (～も積もれば) 
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CN295 4,-,- 4 杖 ツエ 1 1 1 1 L0 (～をつく) 

CN296 2,-,- 2a 塚 ツカ 2 2 0 2 H1,
H0

(土を盛った墓;目印) 

CN297 3,-,- 3 柄 ツカ 1 1 1 1 H0 (刀の～) 
CN298 3,3,3 3 月 ツキ 2 2 2 2 H1 (～が出る;～が変わったら=来月) 
CN299 2,-,- 2a 次 ツギ 2 2 2 2 H1 () 
CN300 2,-,- 2a 蔦 ツタ 2 2 0 2 H1 (植物の 1) 
CN301 4,-,- 4 槌 ツチ 1 1 1 1 L0 () 
CN302 3,-,3 3 土 ツチ 2 2 2 2 H1 () 
CN303 1,-,- 1a 筒 ツツ 0 0 1 0 H0 () 
CN304 3,-,- 3 綱 ツナ 2 2 2 2 H1 (～と縄) 
CN305 5,-,- 5 常 ツネ 1 1 1 1 L2 (人の世の～,～に;普段,日常) 
CN306 3,-,- 3 角 ツノ 2 2 2 2 H1 (牛の～) 
CN307 4,-,- 4 鍔 ツバ 1 1 1 1 L0 (刀の～) 
CN308 4,-,- 4 粒 ツブ 1 1 1 1 L0 (～が細かい) 
CN309 1,-,- 1a 壷 ツボ 0 0 0 0 H1 (容器;急所;思う～) 
CN310 2,-,- 2b 妻 ツマ 1 1 1 1 H1 (夫と～;刺身の) 
CN311 2,-,- 2b 褄 ツマ 1 1 1 2 H0 (～を取る) 
CN312 4,-,- 4 罪 ツミ 1 1 1 1 L0 () 
CN313 1,-,1 1a 爪 ツメ 0 0 0 0 H0 (手足の～;琴の～) 
CN314 1,-,- 2a 艶 ツヤ 2 2 2 2 H1 () 
CN315 5,5,5 5 露 ツユ 1 1 1 1 L2 (～に濡れる) 
CN316 3,-,- 3 面 ツラ 2 2 2 2 H1 (どの～下げて) 
CN317 1,-,- 1a 釣り ツリ 0 0 0 0 H0 (魚の;金銭) 
CN318 2,2,- 2a 弦 ツル 2 2 1 2 H1 (弓の～) 
CN319 5,5,5 5 鶴 ツル 1 1 1 1 L2 (鳥名) 
CN320 3,-,- 3 弟子 デシ 2 2 2 2 H1 () 
CN321 -,2,2 2a 寺 テラ 2 2 2 2 H1 () 
CN322 3,-,- 3 塔 トー 0 0 1 1 L0 () 

CN323 4,-,- 2a 咎 トガ 1 2 1 2 H1,
H0 (罪と～) 

CN324 3,-,- 3 時 トキ 2 2 2 2 H1 (～と所;その～;行く～) 
CN325 3,-,- 3 毒 ドク 2 2 2 2 H1 () 
CN326 1,-,- 1a 床 トコ 0 0 0 0 H0 (寝床;床の間) 
CN327 1,-,- 1a 何処 ドコ 0 0 0 0 H0 (～が良い,～で遊ぶ) 
CN328 1,-,- 1a 何処 ドコ 0 0 0 0 H0 (～でも良い;～にもない) 
CN329 3,3,- 3 年 トシ 2 2 2 2 H1 (～を取る) 
CN330 X,-,- 1a 供 トモ 2 0 2 1 H1 (～をする) 
CN331 1,-,- 1a 友 トモ 2 1 1 1 H1 (良き～) 
CN332 1,-,1 1a 虎 トラ 0 0 0 0 H0 (動物名;干支[寅]) 
CN333 1,1,1 1a 鳥 トリ 0 0 0 0 H0 (生物;干支[酉]) 
CN334 4,-,- 4 苗 ナエ 1 1 1 1 L0 () 
CN335 4,4,- 4 中 ナカ 1 1 1 1 L0 (～と外) 
CN336 2,-,2 2a 梨 ナシ 2 2 2 2 H1 (植物名) 
CN337 2,2,2 2a 夏 ナツ 2 2 2 2 H1 (季節名) 
CN338 4,-,- 4 何 ナニ 1 1 1 1 L0 (～が欲しい;例の) 
CN339 5,-,- 5 鍋 ナベ 1 1 1 1 L2 (cf.ｵﾅﾍﾞ) 
CN340 3,3,3 3 波 ナミ 2 2 2 2 H1 (海の,景気の,感情の;～に乗る) 
CN341 3,-,3 3 縄 ナワ 2 2 2 2 H1 () 
CN342 1,-,- 1a 西 ニシ 0 0 0 0 H0 (方角) 
CN343 2,-,- 2b 虹 ニジ 1 1 1 1 H1 () 
CN344 1,1,1 1a 庭 ニワ 0 0 0 0 H0 (庭先;土間) 
CN345 3,-,3 3 糠 ヌカ 2 2 2 2 H1 (粉糠) 
CN346 4,-,- 4 主 ヌシ 1 1 1 1 L0 (家の中の大きな蛇など;古い人) 
CN347 1,-,1 1a 布 ヌノ 0 0 0 0 H0 (きれ;絹と～) 
CN348 1,-,- 1a 軒 ノキ 0 0 0 0 H0 () 
CN349 3,-,- 3 熨斗 ノシ 2 2 2 2 H1 (進物に～を付ける) 
CN350 3,-,- 1a 後 ノチ 0 0 0 0 H0 (～に,の) 
CN351 3,3,3 3 蚤 ノミ 2 2 2 2 H1 (虫名) 
CN352 4,4,- 4 鑿 ノミ 1 1 1 1 L0 (大工道具の 1) 
CN353 3,-,- 3 海苔 ノリ 2 2 2 2 H1 () 
CN354 1,-,- 1a 灰 ハイ 0 0 0 0 H0 () 
CN355 1,-,- 1a 蝿 ハエ 0 0 0 0 H0 (虫名) 
CN356 3,-,- 3 墓 ハカ 2 2 2 2 H1 () 
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CN357 3,-,- 3 萩 ハギ 1 1 1 1 H1 (植物名) 
CN358 3,-,- 3 刷毛 ハケ 2 2 2 2 H1 () 
CN359 1,1,1 1a 箱 ハコ 0 0 0 0 H0 () 
CN360 2,2,2 2a 橋 ハシ 2 2 2 2 H1 (川にかかる～) 
CN361 1,1,1 1a 端 ハシ 0,2 0 2 0 H0 (真ん中と～) 
CN362 4,4,4 4 箸 ハシ 1 1 1 1 L0 (茶碗と～) 
CN363 3,-,- 3 恥 ハジ 2 2 2 2 H1 (～をかく) 
CN364 1,-,- 1a 蓮 ハス 0 0 0 0 H0 (植物名;蓮根) 
CN365 2,2,2 2a 旗 ハタ 2 2 2 2 H1 (日の丸の～) 
CN366 2,-,- 2a 機 ハタ 2 2 2 2 H1 (～を織る) 
CN367 1,-,- 1a 傍 ハタ 0 0 0 0 H0 (～が迷惑) 
CN368 4,-,- 4 肌 ハダ 1 1 1 1 L0 (人の,木の) 
CN369 3,-,- 3 鉢 ハチ 1 1 1 1 H1 (料理用,植物用) 
CN370 1,1,- 1a 蜂 ハチ 0 0 0 0 H0 (虫名) 
CN371 3,-,- 3 撥 バチ 2 1 1 0 H1 (三味線の～) 
CN372 X,-,- 3 鳩 ハト 2 2 2 2 H1 (鳥名) 
CN373 3,3,3 3 花 ハナ 2 2 2 2 H1 (植物に咲く～) 
CN374 1,1,1 1a 鼻 ハナ 0 0 0 0 H0 (～と耳;洟.～をたらす) 
CN375 1,-,1 1a 羽 ハネ 0 0 0 0 H0 (鳥の～) 
CN376 3,-,- 3 浜 ハマ 2 2 2 2 H1 () 
CN377 5,-,- 5 鱧 ハモ 1 1 1 1 L2 (魚名) 
CN378 3,3,- 3 腹 ハラ 2 2 2 2 H1 (体の部分名;～を探る;～が立つ) 
CN379 4,4,4 4 針 ハリ 1 1 1 1 L0 (裁縫用;釣り用;鍼) 
CN380 5,5,5 5 春 ハル 1 1 1 1 L2 (季節名) 
CN381 3,-,* 3 晴れ ハレ 2 2 2 2 H1 (～の儀式) 
CN382 3,-,- 3 晴れ ハレ 1 2 2 1 H1 (天気) 
CN383 x 1a 晩 バン 0 0 0 0 H0 () 
CN384 1,-,- 1a 稗 ヒエ 0 0 1 0 H0 (植物名) 
CN385 1,-,1 1a 髭 ヒゲ 0 0 0 0 H0 (口上の;顎の;頬の) 
CN386 1,-,1 1a 膝 ヒザ 0 0 0 0 H0 (膝頭;腿の上) 

CN387 1,-,- 1b 菱 ヒシ 0 2,
0

2 2 H0 (形の 1;植物名) 

CN388 2,2,2 2a 肘 ヒジ 2 2 2 2 H1 () 
CN389 2,2,- 2a 人 ヒト 2 2 2 2 H1 (～が多い,～を頼りに[ｼﾄ]) 
CN390 3,-,- 3 ひび ヒビ 2 2 2 2 H1 (皸.皮膚の～) 
CN391 1,-,- 1a 暇 ヒマ 0 0 0 0 H0 (～な時,になる;～がない) 
CN392 2,-,- 2b 姫 ヒメ 1 1 1 1 H1 (大名の～) 
CN393 1,-,- 1a 紐 ヒモ 0 0 0 0 H0 (～で結ぶ;人) 
CN394 2,2,- 2a 昼 ヒル 2 2 2 2 H1 (夜と;正午) 
CN395 5,-,- 5 蛭 ヒル 1 1 1 1 L2 (～に血を吸われる) 
CN396 1,-,- 1a 鰭 ヒレ 0 0 0 0 H0 (魚の～) 
CN397 1,-,- 1a 笛 フエ 0 0 0 0 H0 () 
CN398 1,-,- 1a 鱶 フカ 0 0 0 0 H0 (魚名) 
CN399 3,-,- 3 房 フサ 2 2 2 2 H1 (～が下がる) 
CN400 3,-,- 3 節 フシ 2 2 2 2 H1 (竹の;音楽の) 
CN401 1,-,- 1a 藤 フジ 0 0 0 0 H0 (植物名;謡曲曲名) 
CN402 1,-,- 1a 蓋 フタ 0 0 0 0 H0 () 
CN403 1,-,- 1a 札 フダ 0 0 0 0 H0 () 
CN404 3,-,- 3 縁 フチ 2 2 2 2 H1 () 
CN405 1,-,- 1a 筆 フデ 0 0 0 0 H0 (～で書く) 
CN406 5,5,5 5 鮒 フナ 1 1 1 1 L2 (魚名) 
CN407 4,4,- 4 船 フネ 1 1 1 1 L0 (乗物名) 
CN408 2,-,- 2a 文 フミ 2 1 2 1 H1 (手紙) 
CN409 2,2,2 2a 冬 フユ 2 2 2 2 H1 (季節名) 
CN410 1,-,- 1a 臍 ヘソ 0 0 0 0 H0 (体の部分) 
CN411 4,-,- 4 紅 ベニ 1 1 1 1 L2 (色名;～をつける) 
CN412 5,5,- 5 蛇 ヘビ 1 1 1 1 L2 (生物名) 
CN413 4,-,- 4 箆 ヘラ 1 1 1 1 L0 (裁縫用;練るための) 
CN414 4,-,- 4 他 ホカ 0 0 0 0 L0 (～に;～五名) 
CN415 1,-,- 1a 星 ホシ 0 0 0 0 H0 (天の,目の;犯人) 
CN416 X,-,- 1a 程 ホド 0 0 1 0 H0 (する～) 
CN417 -,-,3 3 骨 ホネ 2 2 2 2 H1 () 
CN418 3,-,- 3 堀 ホリ 2 2 2 2 H1 (城の) 
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CN419 1,-,- 1a 舞 マイ 0 0 0 0 H0 (～を舞う) 
CN420 5,-,- 5 前 マエ 1 1 1 1 L2 (～と後ろ,～を向く) 
CN421 3,-,- 3 幕 マク 2 2 2 2 H1 (舞台の～) 
CN422 3,-,- 3 孫 マゴ 2 2 2 2 H1 () 
CN423 3,-,- 3 桝 マス 2 2 2 2 H1 (器,席) 
CN424 3,-,- 3 股 マタ 2 2 2 2 H1 (体の;木の) 
CN425 2,2,2 2a 町 マチ 2 2 2 2 H1 () 
CN426 4,4,4 4 松 マツ 1 1 1 1 L0 (植物名) 
CN427 1,-,- 1b 的 マト 0 2 2 0 H0 (弓の～;～を絞る) 
CN428 5,5,5 5 窓 マド 1 1 1 1 L2 () 
CN429 1,-,- 2a 真似 マネ 2 2 2 2 H1 (～をする) 
CN430 3,-,- 3 豆 マメ 2 2 2 2 H1 (植物名;肉刺) 
CN431 5,-,- 5 眉 マユ 1 1 1 1 L0 (顔の) 
CN432 5,-,- 5 繭 マユ 1 1 1 1 L0 (蚕の～) 
CN433 3,-,- 3 鞠 マリ 2 2 2 2 H1 () 
CN434 1,-,- 1a 右 ミギ 0 0 0 0 H0 () 
CN435 1,1,1 1a 水 ミズ 0 0 0 0 H0 () 
CN436 3,-,- 3 店 ミセ 2 2 2 2 H1 () 
CN437 4,-,- 4 味噌 ミソ 1 1 1 1 L0 (調味料名;特色) 
CN438 x 1b 溝 ミゾ 0 0 0 0 H0 () 
CN439 1,-,1 1a 道 ミチ 0 0 0 0 H0 () 
CN440 1,1,- 1a 峰 ミネ 0 0 1 0 H0 (山の頂上) 
CN441 4,-,- 4 蓑 ミノ 1 1 1 1 L0 (～を着る) 
CN442 3,3,- 3 耳 ミミ 2 2 2 2 H1 (体の;ﾊﾟﾝ,反物の) 
CN443 1,-,- 1a 宮 ミヤ 0 0 0 0 H0 (皇族.○○の～) 
CN444 4,4,4 4 麦 ムギ 1 1 1 1 L0 (植物名) 
CN445 5,5,5 5 婿 ムコ 1 1 1 1 L2 () 
CN446 1,1,- 1a 虫 ムシ 0 0 0 0 H1 (昆虫;～がよい;腹の～) 
CN447 2,2,2 2a 胸 ムネ 2 2 2 2 H1 () 
CN448 1,-,- 1a 棟 ムネ 0 0 0 0 H0 () 
CN449 2,2,2 2a 村 ムラ 2 2 2 2 H1 () 

CN450 3,-,- 3 室 ムロ 2 2 2 2 H1,
H0

(麹の発酵のための～) 

CN451 3,-,- 3 姪 メイ 2 2 2 2 H1 (甥と～) 
CN452 X,-,- 4 許 モト 1 1 1 1 H1 (親の～;花の～[下]) 
CN453 X,-,- 4 元 モト 1 1 1 1 H1 (～に戻る;～横綱) 
CN454 X,-,- 3 本 モト 2 2 2 2 H1 (根本,原因) 
CN455 3,-,- 3 物 モノ 2 2 2 2 H1 (あげる～) 
CN456 1,-,- 1a 籾 モミ 0 0 0 0 H0 (米や麦の) 
CN457 5,-,- 5 腿 モモ 1 1 1 1 L0 (体の) 
CN458 1,1,- 1a 桃 モモ 0 0 0 0 H0 (植物名.果物) 
CN459 1,-,- 1a 森 モリ 0 0 0 0 H0 (林と) 
CN460 2,-,- 2b 八重 ヤエ 1 1 1 1 H1 (花;～に折る) 
CN461 4,-,- 4 宿 ヤド 1 1 1 1 L0 (やどや) 
CN462 3,-,- 3 脂 ヤニ 2 2 2 2 H1 (松,目の) 
CN463 1,-,- 1a 薮 ヤブ 0 0 0 0 H0 (草木の～) 
CN464 3,3,3 3 山 ヤマ 2 2 2 2 H1 () 

CN465 3,-,- 3 闇 ヤミ 1 1 1 1 H1,
H0 (暗闇;闇取引) 

CN466 1,-,- 1a 槍 ヤリ 0 0 0 0 H0 (武器;香車) 
CN467 2,-,- 1a 故 ユエ 0 0 0 0 H0 (～に,それ～) 
CN468 1,-,- 1a 床 ユカ 0 0 0 0 H0 () 
CN469 2,2,2 2a 雪 ユキ 2 2 2 2 H1 (～が降る) 
CN470 3,-,- 4 指 ユビ 1 1 1 1 L0 (手や足の～) 
CN471 3,-,- 3 弓 ユミ 2 2 2 2 H1 (～を射る) 
CN472 3,-,- 3 夢 ユメ 2 2 2 2 H1 (～を見る) 
CN473 1,-,- 1a 百合 ユリ 0 0 0 0 H0 (植物名) 
CN474 1,-,- 1a 宵 ヨイ 0 0 0 0 H0 (～のうち) 
CN475 1,-,- 1a 横 ヨコ 0 0 0 0 H0 () 
CN476 2,-,- 2a 余所 ヨソ 2 2 2 2 H1 (～から来た人) 
CN477 1,-,- 1a 嫁 ヨメ 0 0 0 0 H0 () 
CN478 X,-,5 5 夜 ヨル 1 1 1 1 L0 (～は,来て下さい) 
CN479 3,-,- 3 脇 ワキ 2 2 2 2 H1 (横.～に置く;能のｼﾃと) 
CN480 3,-,- 3 腋 ワキ 2 2 2 2 H1 (体の.～に体温計をはさむ) 
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CN481 3,-,- 3 枠 ワク 2 2 2 2 H1 () 
CN482 2,-,- 2a 業 ワザ 2 2 2 2 H1 (容易な～ではない) 
CN483 3,-,3 3 綿 ワタ 2 2 2 2 H1 () 
CN484 4,-,- 4 罠 ワナ 0 0 0 0 L0 (鳥獣を捕える;謀略) 
CN485 3,-,- 3 鰐 ワニ 1 1 1 1 H1 (動物名) 
CN486 4,-,- 4 藁 ワラ 1 1 1 1 L0 () 
CN487 4,-,- 4 我 ワレ 1 1 1 1 L2 (～に返る,～を忘れる) 
CN488 X,2,2 1a 間 アイダ 0 0 0 0 H0 (机と机の～があく;夫婦の～) 
CN489 1,-,- 1a 葵 アオイ 0 0 0 0 H0 (紋;植物名;源氏巻名) 

CN490 x 1b 赤さ アカサ 
3~
0

3~
0

3~
0,
1

3~
0 H0 () 

CN491 X,-,1 1a あくび アクビ 1 1 1 1 H0 (欠伸) 
CN492 X,-,- 1a あぐら アグラ 0 0 0 0 H0 (胡座.～をかく) 
CN493 5,5,5 5 朝日 アサヒ 2 2 2 2 H1 (～がのぼる;新聞名.毎日か～か) 
CN494 4,-,- 1a 明日 アシタ 0 0 0 0 H0 (～が良い;～来てくれ) 
CN495 X,-,- 6 足駄 アシダ 0 0 0 0 L0 (高下駄) 
CN496 2,2,2 2 小豆 アズキ 3 3 3 3 L2 (植物名) 
CN497 1,-,- 1a 値 アタイ 0 0 0 0 H0 (値段;数学で) 
CN498 4,4,4 4 頭 アタマ 3 3 3 3 H2 (～が大きい,～が痛い) 
CN499 X,-,- 2 辺り アタリ 1 1 1 1 H2 (その～を探す) 

CN500 X,-,- 2 あなた アナタ 2 2
3,
2 2 H2 (二人称;山の～の空遠く) 

CN501 5,-,5 5 油 アブラ 2 2 2 2 H1 (～で揚げる;～が多い肉[脂]) 

CN502 x 1b 甘さ アマサ 
3~
0

3~
0

3~
0,
1

3~
0 H0 () 

CN503 4,-,- 7a 余り アマリ 1 1 1 1 L2 (十日～) 
CN504 4,-,- 4 余り アマリ 3 3 3 3 H0 (悲しみの～) 
CN505 4,-,- 4 余り アマリ 3 3 3 3 L2 (余分の物.～が出た;割り算の) 
CN506 6,-,- 6 あやめ アヤメ 0 0 0 0 L0 (植物名) 
CN507 X,-,4 4 嵐 アラシ 3 3 3 3 H2 () 
CN508 1,-,- 1a 霰 アラレ 0 0 0 0 H0 (雪;餅) 
CN509 5,-,- 5 主 アルジ 1 1 1 2 H1 (この家の～) 
CN510 4,-,- 1a 袷 アワセ 0 0 0 0 H0 (～を着る) 
CN511 5,-,3 3 鮑 アワビ 2 2 2 2 H1 (貝名) 
CN512 5,-,- 5 哀れ アワレ 2 2 2 2 H1 (～な,に;を催す) 
CN513 1,1,1 1a 筏 イカダ 0 0 0 0 H0 () 
CN514 1,1,1 1a 錨 イカリ 0 0 0 0 H0 (船の～) 
CN515 4,4,- 4 軍 イクサ 3 0 3 3 H2 (戦い) 
CN516 X,-,- 4 泉 イズミ 2 2 2 2 H0 (水の沸き出る) 
CN517 6,6,- 6 いづれ イズレ 0 0 0 0 L0 (どれ;～そのうち) 
CN518 4,-,4 4 鼬 イタチ 3 3 3 3 L2 (動物名) 
CN519 4,-,- 4 痛み イタミ 3 3 3 3 H2 (～が止まる;心の～) 

CN520 7,7,- 7b 苺 イチゴ 0 0
3~
0

3~
0 L2 (植物名) 

CN521 4,-,- 4 五日 イツカ 3 3 3 3 H2 (五月～,～が;～で行ける) 
CN522 5,5,4 5 五つ イツツ 2 2 2 2 H1 (～が) 
CN523 5,-,- 5 従兄弟 イトコ 2 2 2 2 H1 (従兄弟･従姉妹) 

CN524 4,-,- 4 いとま イトマ 3 0 3 3 H2,
H0

(別れ;休む～もなく) 

CN525 1,-,1 1a 田舎 イナカ 0 0 0 0 H0 () 
CN526 5,5,5 5 命 イノチ 2 2 2 2 H1 () 
CN527 4,-,- 4 祈り イノリ 3 3 3 3 H2 (～を捧げる) 
CN528 1,-,- 1a 巌 イワオ 2 2 2 2 H0 (～となりて) 
CN529 1,1,1 1a 鰯 イワシ 0 0 0 0 H0 (魚名) 
CN530 1,-,- 1a うがい ウガイ 0 0 0 0 H0 (嗽.～をする) 
CN531 6,6,6 6 兎 ウサギ 0 0 0 0 L0 (動物名) 
CN532 4,-,- 4 潮 ウシオ 2 0 0 2 H0 (海の;潮汁の略) 
CN533 7,7,7 7a 後ろ ウシロ 1 1 1 1 L2 ([ｵｼﾛ]) 
CN534 4,4,- 5 うずら ウズラ 2 2 2 2 H1 (鶉.鳥名) 
CN535 4,-,- 4 団扇 ウチワ 3 3 3 3 H2 () 
CN536 6,6,6 6 鰻 ウナギ 0 0 0 0 L0 (魚名) 
CN537 4,-,- 4 うなじ ウナジ 3 0 3 3 H0 (項.体の一部) 
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CN538 4,-,- 4 厩屋 ウマヤ 3 3 3 3 H2 (馬小屋) 
CN539 4,4,4 4 恨み ウラミ 3 3 3 3 H2 (～がある) 
CN540 1,-,- 1b 漆 ウルシ 3 3 3 3 H0 (植物名;～を塗る) 
CN541 -,-,2 3 えくぼ エクボ 2 1 1 2 H1 (笑窪) 
CN542 4,4,4 4 扇 オーギ 3 3 3 3 H2 (～であおぐ) 
CN543 1,-,- 1a おうし オーシ 0 0 0 0 H0 (唖) 
CN544 X,-,- 6 翁 オキナ 2 0 2 2 L2 (老人;能の曲名,面) 
CN545 4,-,- 4 恐れ オソレ 3 3 3 3 H2 (～を抱く) 
CN546 4,-,- 4 恐れ オソレ 3 3 3 3 H2 (雨が降る～) 
CN547 1,-,- 1a 夫 オット 0 0 0 0 H0 (妻と～) 
CN548 4,4,4 4 男 オトコ 3 3 3 3 H2 () 
CN549 6,-,- 6 大人 オトナ 2 2 2 2 L0 (子どもと～) 
CN550 1,-,- 1a 躍り オドリ 0 0 0 0 H0 (海老の～を食べる) 
CN551 1,-,- 1a 踊り オドリ 0 0 0 0 H0 (～を習う) 
CN552 1,1,- 1a 己 オノレ 0 0 0 0 H0 (自分;相手に.～何しやがる!) 
CN553 4,4,4 4 思い オモイ 3 3 3 3 H2 (～を打ち明ける) 

CN554 x 1b 重さ オモサ 
3~
0

3~
0

3~
0,
1

3~
0 H0 () 

CN555 4,4,- 4 表 オモテ 3 3 3 3 H2 (～と裏;～で遊ぶ) 
CN556 -,-,4 4 面 オモテ 3 3 3 3 H2 (能面;～をあげよ) 
CN557 5,-,- 5 親子 オヤコ 1 1 1 1 L0 () 
CN558 1,-,- 1a 終わり オワリ 0 0 0 0 H0 (これで～!) 
CN559 1,-,- 1a 終わり オワリ 0 0 0 0 H0 (初めと～) 
CN560 2,4,4 4 女 オンナ 3 3 3 3 H2 () 

CN561 7,7,7 7a 蚕 カイコ 
1,
0

1,
0 1 1 L2 (虫名) 

CN562 6,-,- 6 蛙 カエル 0 0 0 0 L0 (生物名) 
CN563 4,4,4 4 鏡 カガミ 3 3 3 3 H2 () 
CN564 1,-,- 1a 篝 カガリ 0 0 0 0 H0 (かがりび) 
CN565 5,-,- 5 神楽 カグラ 2 1 2 1 H1 () 
CN566 1,1,1 1a 飾り カザリ 0 0 0 0 H0 () 
CN567 4,-,- 4 頭 カシラ 3 3 2 3 H2 (盗賊の～;十を～に) 
CN568 X,-,- 2 柏 カシワ 2 2 2 2 L2 (植物名) 
CN569 1,1,1 1a 霞 カスミ 0 0 0 0 H0 (～がかかる,を食らう) 
CN570 4,4,4 4 敵 カタキ 3 3 3 3 H2 (親の～) 
CN571 1,1,1 1a 形 カタチ 0 0 0 0 H0 () 
CN572 4,4,4 4 刀 カタナ 2 2 2 2 H2 () 
CN573 1,-,1 1a 鰹 カツオ 0 0 0 0 H0 (魚名;鰹節) 
CN574 1,-,- 1a 桂 カツラ 0 0 0 0 H1 (植物名) 
CN575 1,-,- 1a 骸 カバネ 2 0 2 2 H0 (死体) 

CN576 7,7,7 7a 兜 カブト 0 1,
0

1 1,
3

L2 (武将の;折り紙で) 

CN577 1,-,- 1a 蕪 カブラ 0 0 2 0 H0 (植物名) 
CN578 1,-,- 1a かまど カマド 0 0 0 0 H0 (竈) 
CN579 6,-,- 6 鴎 カモメ 0 0 0 0 L0 (鳥名) 
CN580 7,-,- 7c からし カラシ 3 3 3 3 L2 (ﾏｽﾀｰﾄﾞ) 

CN581 X,6,6 7a 烏 カラス 0 1,
0 1 1 L0 (鳥名) 

CN582 5,5,5 5 かれい カレイ 2 2 2 2 H1 (鰈.魚名) 
CN583 1,-,- 1a 河原 カワラ 0 0 0 0 H0 ([ｶｰﾗ]) 
CN584 -,-,4 4 瓦 カワラ 2 2 2 2 H2 (屋根の～[ｶｰﾗ]) 
CN585 4,-,- 4 かんな カンナ 3 3 1 3 H1 (鉋.大工の) 
CN586 6,6,6 6 狐 キツネ 0 0 0 0 L0 (動物;きつね饂飩) 
CN587 4,-,- 4 昨日 キノー 3 3 3 3 H2 (～が;～来た人[ｷﾝﾉ,ｷﾆｮｰ,ｷﾝﾆｮ]) 
CN588 1,1,1 1a 着物 キモノ 0 0 0 0 H0 () 
CN589 5,5,5 5 胡瓜 キューリ 2 2 2 2 H1 (植物名) 
CN590 1,-,1 1a 鎖 クサリ 0 0 0 0 H0 () 
CN591 7,7,7 7a 鯨 クジラ 1 1 1 1 H1 (生物;～を食べる;～とｶﾈ) 

CN592 7,7,7 7b 薬 クスリ 0 0
3~
0

3~
0 L2 () 

CN593 1,1,1 1a 轡 クツワ 0 0 0 0 H0 (馬の～) 
CN594 1,-,- 1a 位 クライ 0 0 0 0 H0 (官位;計算) 
CN595 1,-,1 1a 車 クルマ 0 0 0 0 H0 (車輪;自動車) 
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CN596 2,2,2 2 毛抜き ケヌキ 3 3 3 3 H2 (道具) 
CN597 1,1,1 1a 煙 ケムリ 0 0 0 0 H0 () 
CN598 1,1,1 1a 子牛 コウシ 2 2 0 2 H0 () 
CN599 1,-,- 1a 麹 コージ 0 0 0 0 H0 () 
CN600 1,1,1 1a 氷 コーリ 0 0 0 0 H0 () 
CN601 -,3,3 3 黄金 コガネ 2 0 2 2 H0 () 
CN602 5,5,5 5 心 ココロ 2 2 2 2 H1 () 
CN603 1,-,- 1a 今年 コトシ 0 0 0 0 H0 (～が;～来た) 
CN604 4,4,- 4 言葉 コトバ 3 3 3 3 H2 () 
CN605 1,-,- 1a 子供 コドモ 0 0 0 0 H0 () 
CN606 1,-,- 1b 小鳥 コトリ 0 0 3 0 H0 (小型の鳥) 
CN607 -,-,4 4 こぶし コブシ 3 3 3 2 H0 (拳.げんこつ) 
CN608 -,3,3 3 小麦 コムギ 2 2 3 2 H0 (植物名) 
CN609 1,1,1 1a 小山 コヤマ 0 0 3 0 H0 (小さい山) 
CN610 1,-,- 1b 今宵 コヨイ 3 0 3 3 H0 () 
CN611 4,4,4 4 暦 コヨミ 3 3 3 3 H2 () 
CN612 1,1,1 1a 衣 コロモ 0 0 0 0 H0 (てんぷらの;僧の) 
CN613 4,4,4 4 境 サカイ 3 3 3 3 H2 () 
CN614 1,1,1 1a 魚 サカナ 0 0 0 0 H0 () 
CN615 1,-,- 1a 盛り サカリ 0 0 0 0 H0 ( 盛期.花の～;発情) 
CN616 1,-,2 1a 桜 サクラ 0 0 0 0 H0 (植物名;客) 
CN617 5,-,5 5 石榴 ザクロ 2 2 2 2 H1 (植物名) 
CN618 X,3,3 3 栄螺 サザエ 2 2 2 2 H1 (貝名) 
CN619 4,-,- 4 定め サダメ 3 3 2 3 H2 (神様が決めた～だ) 
CN620 1,-,- 1a 悟り サトリ 0 0 3 0 H0 (～を開く) 
CN621 1,-,- 1a 障り サワリ 0 0 3 0 H0 (支障.～がある) 
CN622 1,1,1 1a 舅 シュート 0 0 0 0 H0 () 
CN623 1,-,- 1a 障子 ショージ 0 0 0 0 H0 (襖や～) 
CN624 4,-,- 5 白髪 シラガ 2 2 2 2 H1 () 
CN625 6,-,- 6 しらみ シラミ 0 0 0 0 L0 (蝨) 
CN626 1,1,1 1a 印 シルシ 0 0 0 0 H0 () 
CN627 1,-,- 1a 仕業 シワザ 0 0 0 0 H0 () 
CN628 5,5,5 5 姿 スガタ 2 2 2 2 H1 () 
CN629 6,-,- 6 薄 ススキ 0 0 0 0 L0 (植物名) 
CN630 1,-,- 1a 鱸 スズキ 0 0 0 0 L0 (魚名) 
CN631 6,6,6 6 雀 スズメ 0 0 0 0 L0 (鳥名) 
CN632 4,-,- 4 硯 スズリ 3 3 3 3 H2 () 

CN633 5,-,5 7c 簾 スダレ 3 3,
0

3 3 L2 () 

CN634 4,-,- 5 すまい スマイ 3 2 1 2 H1,
H2 (住居) 

CN635 4,-,- 5 住み家 スミカ 2 2 2 2 H1 (悪人の～) 
CN636 1,-,- 1a 相撲 スモー 0 0 0 0 H0 () 
CN637 6,-,- 6 李 スモモ 2 2 1 2 L2 (植物名) 
CN638 6,6,6 6 背中 セナカ 0 0 0 0 H0 () 

CN639 6,6,6 7b 高さ タカサ 
3~
0,
1

3,
1

3~
0,
1

3~
0,
1

L0 (～を測る) 

CN640 4,4,4 4 宝 タカラ 3 3 3 3 H2 () 
CN641 1,-,- 1a たきぎ タキギ 0 0 0 0 H0 (薪) 
CN642 4,-,- 4 類 タグイ 3 3 1 3 H0 (～希なる,その～だ) 
CN643 5,-,5 5 襷 タスキ 3 3 3 3 H1 (～をかける) 
CN644 4,-,- 4 助け タスケ 3 3 3 3 H2 (～を呼ぶ) 
CN645 1,-,- 1a 畳 タタミ 0 0 0 0 H0 (～を敷く) 
CN646 4,-,- 4 谷間 タニマ 2 3 2 3 H0 () 
CN647 X,-,6 6 狸 タヌキ 0 0 1 0 H1 (動物名) 
CN648 4,-,- 4 頼み タノミ 3 3 3 3 H2 (～がある) 
CN649 7,-,- 5 卵 タマゴ 2 2 2 2 H1 (鶏の～,虫の～) 
CN650 4,-,- 4 例 タメシ 3 3 3 3 H2 (してくれた～がない) 
CN651 4,-,- 4 袂 タモト 3 3 3 3 H2 (着物の;～を分かつ) 
CN652 7,7,7 7a 便り タヨリ 1 1 1 1 L2 (手紙.～がない) 

CN653 7,7,7 7b たらい タライ 0 0 3~
0

3~
0 L2 (盥) 

CN654 4,-,- 4 俵 タワラ 3 3 3 3 H2 () 
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CN655 6,-,- 6 団子 ダンゴ 0 0 0 0 L0 () 
CN656 6,-,- 6 たんぼ タンボ 0 0 0 0 L0 (田圃) 
CN657 X,3,3 3 力 チカラ 2 2 2 2 H1 () 
CN658 7,-,- 7a 千鳥 チドリ 2 2 2 2 L2 (鳥名) 
CN659 1,-,- 1b 粽 チマキ 0 0 3 3 H0 () 
CN660 1,-,- 1a 序 ツイデ 0 0 0 0 H0 (～がある,に,した～に) 
CN661 1,-,1 1a 使い ツカイ 0 0 0 0 H0 (～に行く,を出す) 
CN662 1,1,1 1a 机 ツクエ 0 0 0 0 H0 () 
CN663 4,-,- 4 鼓 ツズミ 3 3 3 3 L0 (楽器) 
CN664 4,-,- 4 包み ツツミ 3 3 3 3 H2 (～を解く) 
CN665 4,-,- 4 務め ツトメ 3 3 3 3 H2 (～を果たす;[勤]会社の～) 
CN666 4,-,- 4 唾液 ツバキ 3 3 3 3 H2 () 
CN667 7,-,7 7a 椿 ツバキ 1 1 1 1 L2 (植物名) 
CN668 X,-,2 2 翼 ツバサ 3 0 3 0 L0 (鳥の,飛行機の) 
CN669 6,-,- 6 燕 ツバメ 0 0 0 0 L2 (鳥名) 
CN670 4,4,- 4 剣 ツルギ 3 3 1 3 H2 () 
CN671 X,2,2 2 釣瓶 ツルベ 3 3 3 3 L2 () 
CN672 x 3 どうか ドーカ 2 2 2 2 H1 (～助けて下さい,～よろしく;さあ～なあ) 
CN673 4,-,- 4 峠 トーゲ 3 3 3 3 H2 (山の;今夜が～だ) 
CN674 X,2,2 2 とかげ トカゲ 3 3 3 3 L2 (蜥蜴.生物名[ﾄｶｹ]) 
CN675 1,-,- 1a 常磐 トキワ 2 0 3 0 H0 (常緑) 

CN676 X,-,- 1b 所 トコロ 3 3 3 3 H0,
H2

(時と～;親の～;これから出かける～だ) 

CN677 1,1,1 1a 隣 トナリ 0 0 3 0 H0 (cf.ｵﾄﾅﾘ) 
CN678 -,-,2 2 扉 トビラ 3 0 3 3 H1 (戸;本の) 
CN679 1,-,- 1a 泊り トマリ 0 0 0 0 H0 (宿直) 

CN680 4,-,- 4 俘 トリコ 2 2 2 2 H0,
L0 (捕虜;～になる) 

CN681 6,-,- 7b 長さ ナガサ 
3~
0,
1

3,
1

3~
0,
1

3~
0,
1

L0 (～を測る) 

CN682 X,-,- 4 仲間 ナカマ 3 3 3 3 H2 () 
CN683 4,-,- 4 流れ ナガレ 3 3 3 3 H2 (川の～) 
CN684 4,-,- 4 渚 ナギサ 3 3 2 3 H0 () 
CN685 4,-,- 4 嘆き ナゲキ 3 3 3 3 H2 (～が深まる) 
CN686 5,-,- 5 情け ナサケ 3 3 2 2 H2 (～をかける) 
CN687 5,-,- 5 茄子 ナスビ 2 2 2 2 L0 (植物名) 
CN688 X,-,- 1a 斜め ナナメ 0 0 0 0 H0 (～に渡る,の) 
CN689 4,-,- 4 七日 ナヌカ 3 3 3 3 H2 (～をかけて,～経った,一月～に) 
CN690 1,-,- 1a 名前 ナマエ 0 0 0 0 H0 (cf.ｵﾅﾏｴ) 
CN691 4,-,- 4 鯰 ナマズ 3 3 3 3 L0 (魚名) 

CN692 7,-,- 7b 鉛 ナマリ 0 0 3~
0

3~
0 L2 () 

CN693 5,5,5 5 涙 ナミダ 2 2 2 2 H1 () 
CN694 4,-,- 4 匂い ニオイ 3 3 3 3 H2 (～がする) 
CN695 1,-,1 1a 膠 ニカワ 0 0 2 0 H0 () 

CN696 5,5,5 5 錦 ニシキ 2 2 2 2
H1,
H2 (織物の 1;～を飾る) 

CN697 4,-,- 4 縫い目 ヌイメ 2 3 3 3 H2 (～が粗い) 
CN698 4,-,- 4 願い ネガイ 3 3 3 3 H2 (親としての～) 
CN699 1,-,1 1a 寝言 ネゴト 0 0 0 0 H0 (～を言う) 
CN700 6,6,6 6 鼠 ネズミ 0 0 0 0 L0 (動物名;色名) 
CN701 1,-,- 1a 望み ノゾミ 0 0 0 0 H0 (生きる～) 
CN702 1,-,- 1a 上り ノボリ 0 0 0 0 H0 (山道の;東京行) 
CN703 4,4,4 4 袴 ハカマ 3 3 3 3 H2 (衣;徳利の;植物の) 
CN704 4,4,4 4 鋏 ハサミ 3 3 3 3 L2 (道具;蟹の) 
CN705 1,1,1 1a 初め ハジメ 0 0 0 0 H0 (～と終り,～に) 
CN706 5,-,5 5 柱 ハシラ 2 2 2 2 L2 (建築;一家の～) 
CN707 6,-,6 6 裸 ハダカ 0 0 0 0 L0 () 

CN708 7,-,4 7b 畑 ハタケ 0 0 3~
0

3~
0

L2 () 

CN709 6,-,- 6 裸足 ハダシ 0 0 0 0 L0 () 
CN710 X,3,3 3 二十才 ハタチ 2 2 2 2 H1 () 
CN711 1,-,- 1a 蓮 ハチス 0 0 0 0 H0 (はす) 
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CN712 1,-,- 1a 二十日 ハツカ 0 0 0 0 H0 (三月～;あれから～経った) 
CN713 1,1,1 1a 鼻血 ハナヂ 0 0 0 0 H0 () 

CN714 1,-,- 1a 埴輪 ハニワ 0 0 0 0 H0,
L0

(古墳の) 

CN715 4,-,4 4 林 ハヤシ 3 3 3 3 H2 (森と～) 
CN716 2,4,4 4 東 ヒガシ 3 3 3 3 H2 (方向;政治体制) 
CN717 4,4,4 4 光 ヒカリ 3 3 3 3 H2 (太陽の～;新幹線.～とこだま) 

CN718 1,1,1 1b 庇 ヒサシ 3,
0 0 3 0 H0 (家の;帽子の) 

CN719 1,1,1 1a 額 ヒタイ 0 0 0 0 H0 (おでこ) 
CN720 6,-,- 6 左 ヒダリ 0 0 0 0 L0 (右と～) 

CN721 1,-,- 1b 棺 ヒツギ 3 0 0
3,
0 H0 (かんおけ) 

CN722 1,1,1 1a 羊 ヒツジ 0 0 0 0 H0 (動物名;干支.未) 
CN723 1,-,- 1b 日照り ヒデリ 3 0 3 0 H0 (～が続く) 
CN724 5,-,- 5 ひとえ ヒトエ 2 2 2 2 L2 (単衣.袷と～[ｼﾄｴ]) 

CN725 7,-,- 7b 一つ ヒトツ 2 2 2 2,
3

L2 (個数;年齢.～が,～で[ｼﾄﾂ]) 

CN726 7,-,- 7b 一人 ヒトリ 2 2 2 2,
3 L2 (個数;年齢.～が,～で[ｼﾄﾘ]) 

CN727 5,5,- 5 火箸 ヒバシ 2 2 2 2 H1 (火鉢の) 
CN728 6,6,6 6 ひばり ヒバリ 0 0 0 0 L0 (雲雀.鳥名) 
CN729 4,-,4 4 響き ヒビキ 3 3 3 3 H2 (～が聞こえる;ﾋﾋﾞ？) 
CN730 1,-,- 1a 日和 ヒヨリ 0 0 0 0 H0 (天候;晴れ) 

CN731 6,-,- 7b 広さ ヒロサ 
3~
0,
1

3,
1

3~
0,
1

3~
0,
1

L0 (～を測る) 

CN732 4,4,4 4 袋 フクロ 3 3 3 3 H2 () 
CN733 4,-,- 4 襖 フスマ 3 3 3 3 H2 (障子と～) 
CN734 2,-,- 2 二重 フタエ 3 2 3 3 L2 (花や瞼の) 
CN735 2,2,2 2 二つ フタツ 3 3 3 3 H2 (個数;年齢.～が,～で) 
CN736 2,2,2 2 二人 フタリ 3 3 3 3 H2 (個数;年齢.～が,～で) 
CN737 1,-,- 1a 二日 フツカ 0 0 0 0 H0 (～が;～経った) 
CN738 1,-,- 1a 布海苔 フノリ 0 0 0 0 H0 () 
CN739 X,-,1 1b ふもと フモト 3 3 3 3 H0 (麓.山の～) 
CN740 5,-,- 5 箒 ホーキ 2 2 2 2 H1 () 
CN741 1,-,- 1a 埃 ホコリ 0 0 0 0 H0 () 
CN742 X,-,- 5 蛍 ホタル 1 1 1 1 H1 (虫名;源氏巻名) 
CN743 4,4,4 1a 仏 ホトケ 0 0 0 0 H0 (死人;神と～) 
CN744 X,-,- 5 炎 ホノー 2 2 2 2 L2 () 
CN745 5,-,5 5 枕 マクラ 2 2 2 2 H1 (寝る時の;落語の～.cf ｵﾏｸ) 
CN746 6,6,6 6 誠 マコト 0 0 0 0 L0 (嘘と～;～に) 
CN747 5,5,5 5 眼 マナコ 2 2 2 2 H1 () 
CN748 1,-,- 1a 味方 ミカタ 0 0 0 0 H0 (敵と～) 
CN749 1,-,- 1a 帝 ミカド 0 0 0 0 H0 () 
CN750 1,-,- 1a 汀 ミギワ 0 0 0 0 H0 (池の～の鶴亀は) 
CN751 X,-,- 2 神輿 ミコシ 2 2 2 2 H0 (祭礼の～) 
CN752 1,6,6 6 操 ミサオ 0 0 0 0 H0 (女の～) 
CN753 -,3,3 3 岬 ミサキ 2 2 2 2 H1 () 
CN754 1,-,- 1a みぞれ ミゾレ 0 0 0 0 H0 (霙.雨や～;かき氷の) 
CN755 1,-,- 1a 三日 ミッカ 0 0 0 0 H0 (～が;～経った) 
CN756 2,-,- 2 三つ ミッツ 3 3 3 3 H2 (個数;年齢.～が,で) 
CN757 7,-,2 7a 緑 ミドリ 2 2 2 2 L2 (色名) 
CN758 1,-,- 1a 港 ミナト 0 0 0 0 H0 () 
CN759 X,-,1 1a 南 ミナミ 0 0 0 0 H0 (方角) 
CN760 6,-,6 6 蚯蚓 ミミズ 0 0 0 0 L0 (生物名) 
CN761 1,1,1 1a 都 ミヤコ 0 0 0 0 H0 (首都.京の～;住めば～) 
CN762 1,-,- 1a 深山 ミヤマ 0 3 0 0 H0 () 
CN763 1,-,1 7a 昔 ムカシ 1 1 1 1 L2 (～は,行った,の友達) 
CN764 -,-,2 2 ムカデ ムカデ 3 3 3 3 L2 (百足.虫名) 
CN765 X,-,- 2 向こう ムコー 2 2 2 2 H2 (家の～;先方) 
CN766 4,4,4 4 筵 ムシロ 0 0 0 0 H2 (～を敷く) 
CN767 1,-,- 1a 息子 ムスコ 0 0 0 0 H0 () 
CN768 2,-,- 2 娘 ムスメ 3 3 3 3 H2 (息子と;若い～) 
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CN769 2,-,- 2 六つ ムッツ 3 3 3 3 H2 (個数,年齢.～が,で) 
CN770 1,-,- 1b 六日 ムユカ 3 3 3 3 H0 (～が;～経った) 
CN771 X,-,- 4 盲 メクラ 3 3 3 3 L2 () 
CN772 5,-,4 5 紅葉 モミジ 2 2 2 2 H2 () 
CN773 4,-,- 4 やから ヤカラ 3 3 3 3 H0 (族.仲間.そういう～と付き合うな) 
CN774 1,-,- 1a 櫓 ヤグラ 0 0 0 0 H0 (～を組む;炬燵の～[矢倉]) 
CN775 1,-,- 1b やじり ヤジリ 3 3 3 3 H0 (鏃) 
CN776 X,-,- 4 社 ヤシロ 0 0 0 0 H1 (神社の～) 
CN777 1,-,- 1a 奴 ヤッコ 0 0 2 0 L0 (大名行列の) 
CN778 2,-,- 2 八つ ヤッツ 3 3 3 3 H2 (～が) 
CN779 1,1,- 1a 柳 ヤナギ 0 0 0 0 H0 (植物名) 
CN780 7,7,7 7a 病 ヤマイ 1 1 1 1 L2 (病気;悪い性癖) 
CN781 1,-,- 1a 寡婦 ヤモメ 0 0 0 0 L0 (女性;男性) 
CN782 2,2,2 7a 夕べ ユーベ 1 1 1 1 L0 (昨夜[ﾖﾝﾍﾞ]) 
CN783 2,2,2 6 夕べ ユーベ 0 0 0 L0 (夜.音楽の～) 
CN784 1,-,- 1a 八日 ヨーカ 0 0 0 0 H0 (～が;～経った) 

CN785 1,-,- 1b よだれ ヨダレ 3,
0

0 2 3 H0 (涎.～を垂らす) 

CN786 1,-,- 1a 四日 ヨッカ 0 0 0 0 H0 (～が;～経った) 
CN787 2,-,- 2 四つ ヨッツ 3 3 3 3 H2 (～が) 
CN788 6,6,- 6 蓬 ヨモギ 0 0 0 0 L0 (植物名) 
CN789 1,-,1 1a 鎧 ヨロイ 0 0 0 0 H0 () 
CN790 4,-,- 4 別れ ワカレ 3 3 3 3 H2 (親子の～) 
CN791 5,-,- 5 山葵 ワサビ 2 2 2 2 H1 (植物名,香辛料) 
CN792 1,-,- 1a 渡り ワタリ 0 0 0 0 H0 (～をつける,～に船) 
CN793 X,-,- 6 草鞋 ワラジ 0 0 0 0 L0 (履物の 1) 

CN794 X,-,4 4 蕨 ワラビ 3 3 3 3 H2,
H1 (植物名) 

 

 形容詞詳細調査の記号を説明する。CA は comparable adjective の頭文字である。「類①，②」

は表 2 の語類だが，先行研究の分類（「類①」；中井（2002）に基づく）と必ずしも一致しない，

高知と幡多を比較する場合だけの語類（「類②」）も独自に設定している。調査語は全て「終止

形，終止形＋とき，連用形＋なる，語基＋サがある」の形を調べているが，下表では紙幅の都

合で「終止形＋とき」は掲出していない。これは「終止形，終止形＋とき」のアクセントが常

に一致するからである。例えば幡多の話者では「[コイ]]，[コイ]と]き，[アカイ]]，[アカイ]と]

き，[アカルイ]]，[アカルイ]と]き」のように，語末核は常に音声的に実現している。 

 形容詞詳細調査の備考を記す。「司」・「博」は「[スイ]]」でなく「[スイ]イ」となる。「己」・「美」

のシク活用の連用形は「シュ」でなく「シ」となる。「己」の連用形は 3 拍語以上で長音が短縮

し n-1 拍になる（例：[ア]オなる，[ホ]シなる，[アカルな]る）。「多い」は「瑞」「[オー]イ」，そ

の他「[オーイ]イ」。「シヨイ，シヨーなる，シヨサがある」は「己」「[ショーイ]]，[ショーな]

る，[ショーサ]があ]る～[ショーサがあ]る」。「語基＋サがある」のデータは 3 拍語では「3, 0」

のいずれかで，共にあるべき「1」（名詞詳細調査では出現）が現れていないが，これは「があ

る」を付けた形でのみ調査したことが影響していると考えられる。 

 

資料88-2．話者5名による形容詞詳細調査 
番 類① ② 意味 かな 司 博 美 己 瑞 

CA001 - 1 憂い･愛い うい 2 2 2 2 H1 
CA002 うー(なる) 0 0,1 0 H1 
CA003 うさが(ある) 2 2 1 2,1 L2 
CA004 - 1 濃い こい 2 2 2 2 H1 
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CA005 こー(なる) 0 0 0,1 0 H1 
CA006 こさが(ある) 2 2 1 2,1 H1 
CA007 - 1 酸い すい 2 2 2 2 H1 
CA008 すー(なる) 0 0,1 0 H1 
CA009 すさが(ある) 2 2 1 2,1 H1 
CA010 0,0,0 2 無い ない 1 1 1 1 H1 
CA011 のー(なる) 1,0 1,0 0 H1 
CA012 なさが(ある) 2,1 2,1 1 2,1 H1 
CA013 0,0,0 2 良い えー 1 1 L0 
CA014 0,0,0 2 良い えい 1 1 1 1 
CA015 0,0,0 2 良い よい 1 1 1 L0 
CA016 よー(なる) 0 1,0 1,0 0 H1 
CA017 よさが(ある) 2,1 2,1 1 2,1 L0 
CA018 2,2,- 2 青い あおい 2 2 2 2 H2 
CA019 あおー(なる) 1 1 1 1 H2 
CA020 あおさが(ある) 3 3 3,0 3,0 H0 
CA021 1,1,1 1 赤い あかい 3 3 3 3 H2 
CA022 あこー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA023 あかさが(ある) 3 3,0 3 3,0 H0 
CA024 1,1,1 1 浅い あさい 3 3 3 3 H2 
CA025 あそー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA026 あささが(ある) 3 3,0 3 3,0 H0 
CA027 1,1,1 1 厚い あつい 3 3 3 3 H2 
CA028 あつー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA029 あつさが(ある) 3,0 3,0 3 3,0 H0 
CA030 2,2,2 2 暑い･熱い あつい 2 2 2 2 H1 
CA031 あつー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA032 あつさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA033 1,1,1 1 甘い あまい 3 3 3 3 H2 
CA034 あもー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA035 あまさが(ある) 3,0 0 3 3,0 H0 
CA036 -,1,1 1 荒い･粗い あらい 3 3 3 3 H2 
CA037 あろー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA038 あらさが(ある) 3,0 3,0 3 3,0 H0 
CA039 2,-,- 1 淡い あわい 2 3 3 3 H2 
CA040 あおー(なる) 1 0
CA041 あわさが(ある) 3 3,0 3 3,0 H0 
CA042 2,-,- 2 痛い いたい 2 2 2 2 H1 
CA043 いとー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA044 いたさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA045 1,1,1 1 薄い うすい 3 3 3 3 H2 
CA046 うすー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA047 うすさが(ある) 3,0 0 3 3,0 H0 
CA048 - 1 疎い うとい 3 3 3 3 H2 
CA049 うとー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA050 うとさが(ある) 3 3,0 3,0 3,0 H0 
CA051 2,-,- 2 旨い うまい 2 2 2 2 H1 
CA052 うもー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA053 うまさが(ある) 3 3 3,0 3,0 L0 
CA054 - 2 酷い えぐい 2 2 2 2 H1 
CA055 えぐー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA056 えぐさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA057 - 2 偉い えらい 2 2 2 2 H2 
CA058 えろー(なる) 1 1 1 1 H2 
CA059 えらさが(ある) 3 3 3 3,0 H0 
CA060 2,-,2 1 多い おーいい 3 3 3 3 H2 
CA061 おー(なる) 1 1 1 1 H1 
CA062 おーさが(ある) 3 3,0 3 3,0 H0 
CA063 2,-,- 2 惜しい おしい 2 2 2 2 H1 
CA064 おしゅー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA065 おしさが(ある) 3 3 3,0 3,0 L0 
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CA066 1,1,1 1 遅い おそい 3 3 3 3 H2 
CA067 おそー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA068 おそさが(ある) 3,0 3,0 3 3,0 H0 
CA069 1,1,1 1 重い おもい 3 3 3 3 H2 
CA070 おもー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA071 おもさが(ある) 3,0 0 3 3,0 H0 
CA072 - 1 角い かくい 3 3 3 3 H2 
CA073 かくー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA074 かくさが(ある) 3,0 3 3 3,0 H0 
CA075 1,1,1 1 堅い･硬い かたい 3 3 3 3 H2 
CA076 かとー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA077 かたさが(ある) 3,0 3,0 3 3,0 H0 
CA078 2,-,- 2 痒い かゆい 2 2 2 2 H1 
CA079 かゆー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA080 かゆさが(ある) 3,0 3 3 3,0 L0 
CA081 2,2,- 2 辛い･鹹い からい 2 2 2 2 H1 
CA082 かろー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA083 からさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA084 1,1,1 1 軽い かるい 3 3 3 3 H2 
CA085 かるー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA086 かるさが(ある) 3,0 3,0 3,0 3,0 H0 
CA087 - 1 過酷い きつい 3 3 3 3 H2 
CA088 きつー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA089 きつさが(ある) 3,0 0 3 3,0 H0 
CA090 2,2,- 2 清い きよい 2 2 2 2 H2 
CA091 きよー(なる) 1 1 1 1 H2 
CA092 きよさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 OK 
CA093 2,-,- 2 臭い くさい 2 2 2 2 H1 
CA094 くそー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA095 くささが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA096 - 2 諄い くどい 2 2 2 2 H2 
CA097 くどー(なる) 1 1 1 1 H2 
CA098 くどさが(ある) 3 3 3 3,0 H0 
CA099 1,1,1 1 暗い くらい 3 3 3 3 H2 
CA100 くろー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA101 くらさが(ある) 3,0 3,0 3 3,0 H0 
CA102 2,2,2 2 黒い くろい 2 2 2 2 H1 
CA103 くろー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA104 くろさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA105 - 1 煙い けむい 3 3 2 3 H2 
CA106 けむー(なる) 0 0 1 0 H2 
CA107 けむさが(ある) 3,0 3,0 3 3,0 H0 
CA108 - 2 狡い こすい 2 2 2 2 H2 
CA109 こすー(なる) 1 1 1 1 H2 
CA110 こすさが(ある) 3 3 3 3,0 H0 
CA111 - 1 頑丈い ごつい 3 3 3 3 H2 
CA112 ごつー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA113 ごつさが(ある) 3,0 3,0 3 3,0 H0 
CA114 - 2 小い こまい 2 2 2 2 H1 
CA115 こもー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA116 こまさが(ある) 3,0 3 3 3,0 L0 
CA117 2,-,- 2 怖い･強い こわい 2 2 2 2 H1 
CA118 こおー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA119 こわさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA120 - 1 敏い･聡い さどい 3 3 3 3 H2 
CA121 さどー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA122 さどさが(ある) 3,0 3,0 3 3,0 H0 
CA123 2,2,- 2 寒い さむい 2 2 2 2 H1 
CA124 さむー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA125 さむさが(ある) 3,0 3 3 3,0 L0 
CA126 2,-,- 2 渋い しぶい 2 2 2 2 H1 
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CA127 しぶー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA128 しぶさが(ある) 3,0 3 3 3,0 L0 
CA129 - 2 容易い しよい 3 3 2 3 H1 
CA130 しよー(なる) 0 0 1 0 L2 
CA131 しよさが(ある) 3,0 0 3 3,0 L0 
CA132 - 1 しやすい しよい 3 3 3 3 H2 
CA133 しよー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA134 しよさが(ある) 3,0 0 3 3,0 H0 
CA135 - 2 残念い しょぼい 2 2 H2 
CA136 しょぼー(なる) 1 1 H2 
CA137 しょぼさが(ある) 3,0 3 3 3,0 H0 
CA138 - 2 泥道い しるい H1 
CA139 しるー(なる) L2 
CA140 しるさが(ある) L0 
CA141 - 2 泥道い じるい 2 2 2 2 H1 
CA142 じるー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA143 じるさが(ある) 3,0 3 3 3,0 L0 
CA144 2,2,2 2 白い しろい 2 2 2 2 H1 
CA145 しろー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA146 しろさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA147 - 2 吝い しわい 2 2 2 2 H1 
CA148 しおー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA149 しわさが(ある) 3,0 3 3 3,0 L0 
CA150 2,-,- 2 凄い すごい 2 2 2 2 H2 
CA151 すごー(なる) 1 1 1 1 H2 
CA152 すごさが(ある) 3,0 3 3 3,0 H0 
CA153 - 2 狡い ずるい 2 2 2 2 H1 
CA154 ずるー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA155 ずるさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA156 - 2 吝い せこい 2 2 2 2 H2 
CA157 せこー(なる) 1 1 1 1 H2 
CA158 せこさが(ある) 3 3 3 3,0 H0 
CA159 2,2,- 2 狭い せまい 2 2 2 2 H1 
CA160 せもー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA161 せまさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA162 2,2,2 2 高(丈･値) たかい 2 2 2 2 H1 
CA163 たこー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA164 たかさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA165 - 2 不格好い ださい 2 H2 
CA166 だそー(なる) 1 H2 
CA167 だささが(ある) 3 3 3,0 H0 
CA168 - 1 弛緩い たすい 3 3 H2 
CA169 たすー(なる) 0 0 H2 
CA170 たすさが(ある) 3,0 3,0 3,0 H0 
CA171 - 1 弛緩い だすい 3 3 3 3 
CA172 だすー(なる) 0 0 0 0 
CA173 だすさが(ある) 3,0 3,0 3 3,0 
CA174 - 1 怠い だるい 3 3 3 3 H2 
CA175 だるー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA176 だるさが(ある) 3 3,0 3 3,0 H0 
CA177 - 1 弛い たるい 3 3 3 H2 
CA178 たるー(なる) 0 0 0 H2 
CA179 たるさが(ある) 3,0 3,0 3,0 H0 
CA180 2,2,2 2 近い ちかい 2 2 2 2 H1 
CA181 ちこー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA182 ちかさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA183 - 1 小さい ちさい H2 
CA184 ちそー(なる) H2 
CA185 ちささが(ある) H0 
CA186 - 2 小まい ちまい H1 
CA187 ちもー(なる) L2 
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CA188 ちまさが(ある) L0 
CA189 - 1 容易い ちょろい 2 3 3 H2 
CA190 ちょろー(なる) 1 0 0 H2 
CA191 ちょろさが(ある) 3,0 3,0 H0 
CA192 -,2,2 2 強い つよい 2 2 2 2 H1 
CA193 つよー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA194 つよさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA195 1,-,- 1 辛い つらい 3 3 3 3 H2 
CA196 つろー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA197 つらさが(ある) 3 3,0 3 3,0 H0 
CA198 - 2 大い でかい 2 2 2 2 H2 
CA199 でこー(なる) 1 1 1 1 H2 
CA200 でかさが(ある) 3 3 3,0 H0 
CA201 1,1,1 1 遠い とーい 3 3 3 3 H2 
CA202 とー(なる) 0 0 0 0 H1 
CA203 とーさが(ある) 3,0 3,0 3,0 3,0 H0 
CA204 - 1 鈍い とろい 3 3 3 3 H2 
CA205 とろー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA206 とろさが(ある) 3,0 3,0 3 3,0 H0 
CA207 2,2,2 2 長い ながい 2 2 2 2 H1 
CA208 なごー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA209 ながさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA210 2,-,- 2 苦い にがい 2 2 2 2 H1 
CA211 にごー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA212 にがさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA213 - 2 憎い にくい 2 2 2 2 H1,H2 
CA214 にくー(なる) 1 1 1 1 L2,H2 
CA215 にくさが(ある) 3 3 3 3,0 L0,H0 
CA216 2,-,- 1 鈍い にぶい 3 3 2 3 H1,H2 
CA217 にぶー(なる) 0 0 1 0 L2,H2 
CA218 にぶさが(ある) 3 3,0 3 3,0 L0,H0 
CA219 - 2 温い ぬくい 2 2 2 2 H1 
CA220 ぬくー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA221 ぬくさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA222 - 2 温い ぬるい 2 2 2 2 H1 
CA223 ぬるー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA224 ぬるさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA225 - 2 粘い ねばい 2 2 2 2 H1 
CA226 ねぼー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA227 ねばさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA228 - 1 眠い ねむい 3 3 2 3 H2 
CA229 ねむー(なる) 0 0 1 0 H2 
CA230 ねむさが(ある) 3,0 3,0 3 3,0 H0 
CA231 - 1 鈍い のろい 3 3 3 3 H2 
CA232 のろー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA233 のろさが(ある) 3,0 3,0 3 3,0 H0 
CA234 - 1 汚い ばばい H2 
CA235 ばぼー(なる) H2 
CA236 ばばさが(ある) H0 
CA237 - 2 破損い はそい 2 2 2 2 H2 
CA238 はそー(なる) 1 1 1 1 H2 
CA239 はそさが(ある) 3 3 3 3,0 H0 
CA240 2,2,2 2 早い･速い はやい 2 2 2 2 H1 
CA241 はよー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA242 はやさが(ある) 3,0 3 3 3,0 L0 
CA243 2,2,2 2 低い ひくい 2 2 2 2 H1 
CA244 ひくー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA245 ひくさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA246 - 2 酷い ひどい 2 2 2 2 H2 
CA247 ひどー(なる) 1 1 1 1 H2 
CA248 ひどさが(ある) 3 3 3 3,0 H0 
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CA249 - 2 冷い･寒い ひやい 2 2 2 2 H1 
CA250 ひよー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA251 ひやさが(ある) 3,0 3 3 3,0 L0 
CA252 - 1 細長い ひょろい H2 
CA253 ひょろー(なる) H2 
CA254 ひょろさが(ある) H0 
CA255 2,2,- 2 広い ひろい 2 2 2 2 H1 
CA256 ひろー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA257 ひろさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA258 2,2,2 2 深い ふかい 2 2 2 2 H1 
CA259 ふこー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA260 ふかさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA261 2,2,- 2 太い ふとい 2 2 2 2 H1 
CA262 ふとー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA263 ふとさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA264 2,2,2 2 古い ふるい 2 2 2 2 H1 
CA265 ふるー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA266 ふるさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA267 2,-,- 2 欲しい ほしい 2 2 2 2 H1 
CA268 ほしゅー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA269 ほしさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA270 2,2,- 2 細い ほそい 2 2 2 2 H1 
CA271 ほそー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA272 ほそさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA273 - 2 古い･儲い ぼろい 2 2 2 2 H1 
CA274 ぼろー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA275 ぼろさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA276 - 1 不味い まずい 2 2 2 3 H2 
CA277 まずー(なる) 1 1 1 0 H2 
CA278 まずさが(ある) 3 3,0 3 3,0 H0 
CA279 - 1 弱い またい 3 3 3 3 H2 
CA280 まとー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA281 またさが(ある) 3,0 3,0 3 3,0 H0 
CA282 -,1,- 1 丸い まるい 3 3 3 3 H2 
CA283 まるー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA284 まるさが(ある) 3,0 3,0 3 3,0 H0 
CA285 - 2 短い みぞい 2 2 2 2 H2 
CA286 みぞー(なる) 1 1 1 1 H2 
CA287 みぞさが(ある) 3 3 3 3,0 H0 
CA288 - 2 見好い みよい 2 2 2 2 H2 
CA289 みよー(なる) 1 1 1 1 H2 
CA290 みよさが(ある) 3 3 3 3,0 H0 
CA291 - 2 惨い むごい 2 2 2 2 H1 
CA292 むごー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA293 むごさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA294 - 1 不潔い むさい H2 
CA295 むそー(なる) H2 
CA296 むささが(ある) H0 
CA297 2,-,- 1 脆い もろい 3 3 3 3 H2 
CA298 もろー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA299 もろさが(ある) 3,0 3,0 3,0 3,0 H0 
CA300 2,2,- 2 安(易･値) やすい 2 2 2 2 H1 
CA301 やすー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA302 やすさが(ある) 3,0 3 3 3,0 L0 
CA303 - 2 危険い やばい 2 2 2 2 H2 
CA304 やぼー(なる) 1 1 1 1 H2 
CA305 やばさが(ある) 3 3 3 3,0 H0 
CA306 - 1 柔い(食) やおい 3 3 3 3 H2 
CA307 やおー(なる) 0 0 0 0 H2 
CA308 やおさが(ある) 3,0 3,0 3 3,0 H0 
CA309 - 1 柔(食･人) やわい H2 
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CA310 やおー(なる) H2 
CA311 やわさが(ある) L0 
CA312 2,-,- 1 緩い ゆるい 2 3 3 3 H2 
CA313 ゆるー(なる) 1 0 0 0 H2 
CA314 ゆるさが(ある) 3 3,0 3 3,0 H0 
CA315 - 2 弱い よわい 2 2 2 2 H1 
CA316 よおー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA317 よわさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA318 2,2,2 2 若い わかい 2 2 2 2 H1 
CA319 わこー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA320 わかさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA321 2,2,- 2 悪い わるい 2 2 2 2 H1 
CA322 わるー(なる) 1 1 1 1 L2 
CA323 わるさが(ある) 3 3 3 3,0 L0 
CA324 - 1 明るい あかるい 4 4 4 4 H3 
CA325 あかるー(なる) 0 0 0 0 H3 
CA326 あかるさが(ある) 4,0 4,0 4,3 4,3 H0 
CA327 1,-,- 1 怪しい あやしい 4 4 4,3 4,3 H3 
CA328 あやしゅー(なる) 0 0 0,2 0,2 H3 
CA329 あやしさが(ある) 4,0 4,0 4,3 4,3 H0 
CA330 - 2 煩い うるさい 3 3 3 3 H3 
CA331 うるそー(なる) 2 2 2 2 H3 
CA332 うるささが(ある) 4 4,3 2 4,3 H0 
CA333 2,-,- 2 嬉しい うれしい 3 3 3 3 H3 
CA334 うれしゅー(なる) 2 2 2 2 H3 
CA335 うれしさが(ある) 4 4,3 2 4,3 H0 
CA336 - 2 美味しい おいしい 3 3 3 3 L3 
CA337 おいしゅー(なる) 2 2 2 2 L3 
CA338 おいしさが(ある) 4,3 4,3 2 4,3 L0 
CA339 - 2 御安い おやすい 3 3 3 3 L3 
CA340 おやすー(なる) 2 2 2 2 L3 
CA341 おやすさが(ある) 4,3 4,3 2 4,3 L0 
CA342 - 2 心労い しんどい 3 3 3 3 L3 
CA343 しんどー(なる) 2 2 2 2 L3 
CA344 しんどさが(ある) 4,3 4,3 2 4,3 L0 
CA345 - 1 茶色い ちゃいろい 4 4 4,3 4,3 L3 
CA346 ちゃいろー(なる) 0 0 0 0,2 L3 
CA347 ちゃいろさが(ある) 4,3 4,0 4,3 4,3 L0 

 

 動詞詳細調査の記号を説明する。CV は comparable verb の頭文字である。「類①，②」は表 2

の語類だが，先行研究の分類（「類①」；中井（2002）に基づく）と必ずしも一致しない，高知

と幡多を比較する場合だけの語類（「類②」）も独自に設定している。調査語は全て「終止形，

終止形＋とき，過去形，過去形＋とき」の形を調べ，一部の語（来る，為る，置く，居る，折

る）で「否定形，否定形＋とき」を調べているが，下表では紙幅の都合で「終止形＋とき，過

去形＋とき，否定形＋とき」は掲出していない。これは「＋とき」の有無にかかわらずアクセ

ントが常に一定するからである。例えば幡多の話者では「[居ル]]，[オル]と]き，[カザッタ]]，[カ

ザッタ]と]き」のように，語末核は常に音声的に実現している。 

 動詞詳細調査の備考を記す。「瑞」は「得る」を「ウ[ル」，「寝た」を「[ネ]ータ」と発音。「司」

は「行った」を「[イッ]タ，[イタ]と]き」と発音。「瑞」は「高知市は古くはサ行イ音便だが自

分は全てシで発音する」が，幡多の話者は原則として全てサ行ヒ音便であって語彙的にシで発

音するものもある（一々注記しない）。「博」・「己」は「欠く，欠いた」を「[カグ，[カイ]ダ」と
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発音。「司」は「（風呂の湯を）うめる」の方言として「[マエル，[マエ]タ」を報告。「司」・「博」・

「美」は「欠ける，欠けた」を「[カゲル，[カゲ]タ」と発音。「借りる，借りた」の方言は，「瑞」

は「[カル，[カッ]タ」，「司」・「博」・「美」は「[カル，[カッタ]]」と発音。「瑞」・「己」は「捨て

る」の方言「[フテル」を報告。「司」・「美」・「瑞」によると「生け花でまっすぐかななめか確か

める」意の「矯
た

める」（2 類）は「溜
た

める」（1 類）とはアクセントが異なる別語である。「抜け

る，抜けた」は「瑞」の「[ヌケル，[ヌ]ケタ」に対して，幡多の話者は一貫して「[ヌケ]ル，[ヌ

ケ]タ」であって，アクセントの対応規則の安定した例外となっている。「歪む」は「瑞」「イガ

ム」，「司」「エガム」が方言形。「己」に「[ウズメ]テ」の発音を確認した（タ形ばかり調査して

テ形は全く調査していなかったので念のため）。「瑞」で「[ア]オグ，[ア]オイダ(強調)～[アオ]イ

ダ(なまけ)」のような分布を持つ 2 類動詞では「[ア]オイダ」が古形だが，1 類動詞でも稀に「[ハ

ズレル，[ハ]ズレタ(強調)～[ハズ]レタ(本来形)」のように予期せぬ強調形が出現する場合があり，

類推によって生じたと見られる。 

 

資料88-3．話者5名による動詞詳細調査 
番 類① ② 説明 1 カナ 司 博 美 己 瑞 説明 2 

CV0001 1,-,- 1 居る イル 0 0 0 0 H0 ()
CV0002 1,-,- 1 居る イタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0003 2,-,- 2 得る エル 1 1 1 1 L0 (信用を～[ｳﾙ])
CV0004 2,-,- 2 得る エタ 1 1 2 2 H1 (信用を～[ｳﾙ])
CV0005 1,1,1 1 着る キル 0 0 0 0 H0 ()
CV0006 1,1,1 1 着る キータ 2 2 2 2 H1 ()
CV0007 2,2,2 2 来る クル 1 1 1 1 L0 ()
CV0008 2,2,2 2 来る キタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0009 2,2,2 2 来る コン 1 1 1 1 L0 ()
CV0010 1,1,1 1 為る スル 0 0 0 0 H0 ()
CV0011 1,1,1 1 為る シタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0012 1,1,1 1 為る セン 0 0 0 0 H0 ()
CV0013 2,2,2 2 出る デル 1 1 1 1 L0 ()
CV0014 2,2,2 2 出る デタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0015 1,1,- 1 似る ニル 0 0 0 0 H0 ()
CV0016 1,1,- 1 似る ニータ 2 2 2 2 H1 ()
CV0017 1,-,1 1 煮る ニル 0 0 0 0 H0 ()
CV0018 1,-,1 1 煮る ニータ 2 2 2 2 H1 ()
CV0019 1,1,1 1 寝る ネル 0 0 0 0 H0 ()
CV0020 1,1,1 1 寝る ネタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0021 2,-,- 2 経る ヘル 1 1 1 1 L0 (年月を～;段階を～) 
CV0022 2,-,- 2 経る ヘタ 2 1 2 2 H1 (年月を～;段階を～) 
CV0023 2,2,2 2 見る ミル 1 1 1 1 L0 ()
CV0024 2,2,2 2 見る ミタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0025 -,-,2 2 会う アウ 1 1 1 1 L0 (人に～;ひどい目に～.[逢][u]) 
CV0026 -,-,2 2 会う オータ 1 1 1 1 L2 (人に～;ひどい目に～.[逢][u]) 
CV0027 2,2,- 2 合う アウ 1 1 1 1 L0 ([u])
CV0028 2,2,- 2 合う オータ 1 1 1 1 H1 ([u])
CV0029 1,-,- 1 開く アク 0 0 0 0 H0 (戸,店が～)
CV0030 1,-,- 1 開く アイタ 2 2 2 2 H1 (戸,店が～)
CV0031 2,-,- 2 飽く アク 1 1 1 1 L0 ()
CV0032 2,-,- 2 飽く アイタ 1 1 1 1 L2 ()
CV0033 1,-,- 1 明く アク 0 0 0 0 H0 (目が～;背の～た服.[空]隙間,席,手が～)
CV0034 1,-,- 1 明く アイタ 2 2 2 2 H1 (目が～;背の～た服.[空]隙間,席,手が～)
CV0035 2,-,2 2 編む アム 1 1 1 1 L0 (糸,竹,髪を～;文集を～) 
CV0036 2,-,2 2 編む アンダ 1 1 1 1 L2 (糸,竹,髪を～;文集を～) 
CV0037 2,-,- 2 有る アル 1 1 1 1 L0 ([在])
CV0038 2,-,- 2 有る アッタ 2 2 2 2 L0 ([在])
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CV0039 1,1,1 1 言う イウ 0 0 0 0 H0 ([u][ﾕｰ])
CV0040 1,1,1 1 言う ユータ 2 2 2 2 H1 ([u][ﾕｰ])
CV0041 1,1,1 1 行く イク 0 0 0 0 H0 ([ユク])
CV0042 1,1,1 1 行く イタ 2 2 2 2 H1 ([ユク])
CV0043 1,-,- 2 往ぬ イヌル 2 2 2 2 H1 ()
CV0044 1,-,- 1 往ぬ インダ 2 2 2 2 H1 ()
CV0045 1,-,- 1 入る イル 0 H0 ()
CV0046 1,-,- 1 入る イッタ 3 H2 ()
CV0047 2,2,2 2 打つ ウツ 1 1 1 1 L0 (ﾊﾞｯﾄで～)
CV0048 2,2,2 2 打つ ウッタ 2 2 2 2 L0 (ﾊﾞｯﾄで～)
CV0049 2,-,- 2 討つ ウツ 1 1 1 1 L0 (敵を～;不意を～) 
CV0050 2,-,- 2 討つ ウッタ 2 2 2 2 L0 (敵を～;不意を～) 
CV0051 2,-,- 2 倦む ウム 1 1 1 1 L0 ()
CV0052 2,-,- 2 倦む ウンダ 1 1 1 1 L2 ()
CV0053 1,-,1 1 産む ウム 1 1 1 1 H0 (生.卵を～;赤ん坊を～) 
CV0054 1,-,1 1 産む ウンダ 1 1 1 1 H1 (生.卵を～;赤ん坊を～) 
CV0055 2,-,- 2 膿む ウム 1 1 1 1 L0 ()
CV0056 2,-,- 2 膿む ウンダ 1 1 1 1 L2 ()
CV0057 1,1,1 1 売る ウル 0 0 0 0 H0 (物を～;名を～;友達を～;喧嘩を～) 
CV0058 1,1,1 1 売る ウッタ 3 3 3 3 H2 (物を～;名を～;友達を～;喧嘩を～) 
CV0059 1,-,1 1 追う オウ 0 0 0 0 H0 (後を～;日を～て[u]) 
CV0060 1,-,1 1 追う オータ 2 2 2 2 H1 (後を～;日を～て[u]) 
CV0061 1,1,1 1 置く オク 0 0 0 0 H0 ()
CV0062 1,1,1 1 置く オイタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0063 1,1,1 1 置く オカン 0 0 0 0 H0 ()
CV0064 1,-,1 1 押す オス 0 0 0 0 H0 (扉を～;念を～)
CV0065 1,-,1 1 押す オヒタ 2 2 2 2 H1 (扉を～;念を～)
CV0066 x,-,- 3 居る オル 2 2 2 2 H1 ()
CV0067 x,-,- 3 居る オッタ 3 3 3 3 H2 ()
CV0068 x,-,- 3 居る オラン 2 2 2 2 H1 ()
CV0069 1,-,- 1 織る オル 0 0 1 0 L0 ()
CV0070 1,-,- 1 織る オッタ 2 3 2 3 L0 ()
CV0071 2,-,- 2 折る オル 1 1 1 1 L0 ()
CV0072 2,-,- 2 折る オッタ 2 2 2 2 L0 ()
CV0073 2,-,- 2 折る オラン 2 2 2 2 H1 ()
CV0074 2,2,- 2 飼う カウ 1 1 1 1 L0 (牛を～[u])
CV0075 2,2,- 2 飼う コータ 1 1 1 2 L2 (牛を～[u])
CV0076 1,1,- 1 買う カウ 0 0 0 0 H0 (物を～;恨みを～;彼の実力を～[u]) 
CV0077 1,1,- 1 買う コータ 2 2 2 2 H1 (物を～;恨みを～;彼の実力を～[u]) 
CV0078 1,1,- 1 欠く カク 1 0 0 0 H0 (義理を～)
CV0079 1,1,- 1 欠く カイタ 1 2 2 2 H1 (義理を～)
CV0080 2,2,2 2 書く カク 1 1 1 1 L0 (手紙を～;輪を～[描,図]) 
CV0081 2,2,2 2 書く カイタ 1 1 1 1 L2 (手紙を～;輪を～[描,図]) 
CV0082 2,2,- 2 掻く カク 1 1 1 1 L0 (頭を～;水を～;辛を～) 
CV0083 2,2,- 2 掻く カイタ 1 1 1 1 L2 (頭を～;水を～;辛を～) 
CV0084 1,-,- 1 嗅ぐ カグ 0 0 0 0 H0 ()
CV0085 1,-,- 1 嗅ぐ カイダ 2 2 2 2 H1 ()
CV0086 1,-,1 1 貸す カス 0 0 0 0 H0 (お金を～;知恵を～) 
CV0087 1,-,1 1 貸す カヒタ 2 2 2 2 H1 (お金を～;知恵を～) 
CV0088 2,-,2 2 勝つ カツ 1 1 1 1 L0 ()
CV0089 2,-,2 2 勝つ カッタ 2 2 2 2 L0 ()
CV0090 2,-,2 2 噛む カム 1 1 1 1 L0 ()
CV0091 2,-,2 2 噛む カンダ 1 1 1 1 L2 ()
CV0092 1,-,1 1 刈る カル 0 0 0 0 H0 ()
CV0093 1,-,1 1 刈る カッタ 3 3 3 3 H2 ()
CV0094 1,1,1 1 聞く キク 0 0 0 0 H0 ([訊,聴].耳で,事情を,講義を) 
CV0095 1,1,1 1 聞く キイタ 2 2 2 2 H1 ([訊,聴].耳で,事情を,講義を) 
CV0096 2,2,2 2 切る キル 1 1 1 1 L0 (髪を～;手を～;風を～:ﾊﾝﾄﾞﾙを～) 
CV0097 2,2,2 2 切る キッタ 2 2 2 2 L0 (髪を～;手を～;風を～:ﾊﾝﾄﾞﾙを～) 
CV0098 2,2,2 2 食う クウ 1 1 1 1 L0 (飯を～;電気を～;いっぱい～[u]) 
CV0099 2,2,2 2 食う クータ 1 1 1 1 L2 (飯を～;電気を～;いっぱい～[u]) 
CV0100 1,-,1 1 汲む クム 0 0 0 0 H0 (水を～;相手の気持ちを～) 
CV0101 1,-,1 1 汲む クンダ 2 2 2 2 H1 (水を～;相手の気持ちを～) 
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CV0102 2,-,- 2 組む クム 1 1 1 1 L0 (足を～;スケジュールを;仲間と～) 
CV0103 2,-,- 2 組む クンダ 1 1 1 1 L2 (足を～;スケジュールを;仲間と～) 
CV0104 2,-,- 2 繰る クル 1 1 1 1 L0 (糸を～;本を～;日を～) 
CV0105 2,-,- 2 繰る クッタ 2 2 2 2 L0 (糸を～;本を～;日を～) 
CV0106 1,-,1 1 消す ケス 0 0 0 0 H0 (火を～;ラジオを～;殺す) 
CV0107 1,-,1 1 消す ケヒタ 2 2 2 2 H1 (火を～;ラジオを～;殺す) 
CV0108 -,-,2 1 蹴る ケル 0 0 0 0 H0 (鞠を～;試験を～) 
CV0109 -,-,2 1 蹴る ケッタ 3 3 3 3 H2 (鞠を～;試験を～) 
CV0110 2,-,- 2 乞う コウ 1,0 1 0 L0 ([u])
CV0111 2,-,- 2 乞う コータ 2 1 2 L2 ([u])
CV0112 2,-,- 2 扱く コク 1 1 1 1 L0 (稲を～)
CV0113 2,-,- 2 扱く コイタ 1 1 1 1 L2 (稲を～)
CV0114 2,-,2 2 漕ぐ コグ 0 0 0 0 L0 ()
CV0115 2,-,2 2 漕ぐ コイダ 2 2 2 2 L2 ()
CV0116 1,-,- 1 越す コス 0 0 0 0 H0 (峠を～;先を～)
CV0117 1,-,- 1 越す コヒタ 2 2 2 2 H1 (峠を～;先を～)
CV0118 -,2,- 2 割く サク 1 1 1 1 L0 (時間を～;紙面を) 
CV0119 -,2,- 2 割く サイタ 1 1 1 1 L2 (時間を～;紙面を) 
CV0120 1,1,1 1 咲く サク 0 0 0 0 H0 ()
CV0121 1,1,1 1 咲く サイタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0122 2,-,- 2 裂く サク 1 1 1 1 L0 (布を～;仲を～)
CV0123 2,-,- 2 裂く サイタ 1 1 1 1 L2 (布を～;仲を～)
CV0124 2,-,2 2 刺す サス 1 1 1 1 L0 (針で～)
CV0125 2,-,2 2 刺す サヒタ 1 1 1 1 L2 (針で～)
CV0126 2,-,- 2 指す サス 1 1 1 1 L0 (指を～;方向を～) 
CV0127 2,-,- 2 指す サヒタ 1 1 1 1 L2 (指を～;方向を～) 
CV0128 1,-,- 2 去る サル 1 1 1 0 L0 ()
CV0129 1,-,- 2 去る サッタ 2 2 2 3 L0 ()
CV0130 1,-,1 1 敷く シク 0 0 0 0 H0 (布を～;砂利を～) 
CV0131 1,-,1 1 敷く シータ 2 2 2 2 H1 (布を～;砂利を～) 
CV0132 1,-,1 1 死ぬ シヌル 0 0 0 0 H0 ()
CV0133 1,-,1 1 死ぬ シンダ 2 2 2 2 H1 ()
CV0134 1,-,1 1 知る シル 0 0 0 0 H0 (事情を～;本当の味を～) 
CV0135 1,-,1 1 知る シッタ 3 3 3 3 H2 (事情を～;本当の味を～) 
CV0136 1,-,1 1 吸う スウ 0 0 0 0 H0 ([u])
CV0137 1,-,1 1 吸う スータ 2 2 2 2 H1 ([u])
CV0138 -,-,1 1 空く スク 0 0 0 0 H0 (乗り物が～;腹が～) 
CV0139 -,-,1 1 空く スイタ 2 2 2 2 H1 (乗り物が～;腹が～) 
CV0140 1,-,- 1 鋤く スク 0 0 0 0 H0 (畑を～)
CV0141 1,-,- 1 鋤く スイタ 2 2 2 2 H1 (畑を～)
CV0142 1,-,- 1 透く スク 0 0 0 0 H0 (すきま)
CV0143 1,-,- 1 透く スイタ 2 2 2 2 H1 (すきま)
CV0144 2,-,2 2 住む スム 1 1 1 1 L0 ()
CV0145 2,-,2 2 住む スンダ 1 1 1 1 L2 ()
CV0146 2,-,- 2 澄む スム 1 1 1 1 L0 ([清])
CV0147 2,-,- 2 澄む スンダ 1 1 1 1 L2 ([清])
CV0148 2,2,- 2 磨る スル 1 1 1 1 L0 (墨を～)
CV0149 2,2,- 2 磨る スッタ 2 2 2 2 L0 (墨を～)
CV0150 2,-,- 2 堰く セク 1 1 1 1 L0 ([塞])
CV0151 2,-,- 2 堰く セイタ 1 1 1 1 L2 ([塞])
CV0152 1,-,1 1 添う ソウ 0 0 0 0 H0 (期待に～,道に～[沿][u]) 
CV0153 1,-,1 1 添う ソータ 2 2 2 2 H1 (期待に～,道に～[沿][u]) 
CV0154 2,-,2 2 剃る ソル 1 1 1 1 L0 ()
CV0155 2,-,2 2 剃る ソッタ 2 2 2 2 L0 ()
CV0156 1,-,- 1 焚く タク 0 0 0 0 H0 ()
CV0157 1,-,- 1 焚く タイタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0158 1,-,- 1 足す タス 0 0 0 0 H0 (数を～;用を～)
CV0159 1,-,- 1 足す タヒタ 2 2 2 2 H1 (数を～;用を～)
CV0160 2,-,- 2 絶つ タツ 1 1 1 1 L0 (消息を～;命を～) 
CV0161 2,-,- 2 絶つ タッタ 2 2 2 2 L0 (消息を～;命を～) 
CV0162 2,-,- 2 断つ タツ 1 1 1 1 L0 (酒を～;退路を～) 
CV0163 2,-,- 2 断つ タッタ 2 2 2 2 L0 (酒を～;退路を～) 
CV0164 2,2,2 2 立つ タツ 1 1 1 1 L0 (戸口に～;泡が～;東京に～[発]) 
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CV0165 2,2,2 2 立つ タッタ 2 2 2 2 L0 (戸口に～;泡が～;東京に～[発]) 
CV0166 1,1,1 1 散る チル 0 0 0 0 H0 (花が～;気が～)
CV0167 1,1,1 1 散る チッタ 3 3 3 3 H2 (花が～;気が～)
CV0168 2,-,- 1 つく ツク 0 0 1 0 L0 (尻もちを～)
CV0169 2,-,- 1 つく ツイタ 2 2 1 2 L2 (尻もちを～)
CV0170 2,-,- 2 着く ツク 1 1 1 1 L0 (荷物が～;食卓に～) 
CV0171 2,-,- 2 着く ツイタ 1 1 1 1 L2 (荷物が～;食卓に～) 
CV0172 1,1,1 1 突く ツク 0 0 0 0 H0 (棒で～;手を～;鞠を～) 
CV0173 1,1,1 1 突く ツイタ 2 2 2 2 H1 (棒で～;手を～;鞠を～) 
CV0174 2,2,- 2 付く ツク 1 1 1 1 L0 ([附])
CV0175 2,2,- 2 付く ツイタ 1 1 1 1 L2 ([附])
CV0176 2,-,- 2 搗く ツク 1 1 1 1 L0 (餅を～)
CV0177 2,-,- 2 搗く ツイタ 1 1 1 1 L2 (餅を～)
CV0178 1,-,1 1 継ぐ ツグ 0 0 0 0 H0 (家を～;炭を～)
CV0179 1,-,1 1 継ぐ ツイダ 2 2 2 2 H1 (家を～;炭を～)
CV0180 1,-,1 1 積む ツム 0 0 0 0 H0 ()
CV0181 1,-,1 1 積む ツンダ 2 2 2 2 H1 ()
CV0182 1,-,- 1 摘む ツム 0 0 0 0 H0 ()
CV0183 1,-,- 1 摘む ツンダ 2 2 2 2 H1 ()
CV0184 1,-,1 1 釣る ツル 0 0 0 0 H0 (魚を～)
CV0185 1,-,1 1 釣る ツッタ 3 3 3 3 H2 (魚を～)
CV0186 2,-,- 2 照る テル 1 1 1 1 L0 ()
CV0187 2,-,- 2 照る テッタ 2 2 2 2 L0 ()
CV0188 1,-,- 1 問う トウ 0 0 0 0 H0 ([u])
CV0189 1,-,- 1 問う トータ 2 2 2 2 H1 ([u])
CV0190 2,-,- 2 解く トク 1 1 1 1 L0 (帯を～;警戒を～;問題を～) 
CV0191 2,-,- 2 解く トイタ 1 1 1 1 L2 (帯を～;警戒を～;問題を～) 
CV0192 2,-,- 2 研ぐ トグ 1 1 1 1 L0 ([磨])
CV0193 2,-,- 2 研ぐ トイダ 1 1 1 1 L2 ([磨])
CV0194 1,-,1 1 飛ぶ トブ 0 0 0 0 H0 (空を～;火花が～;話しが) 
CV0195 1,-,1 1 飛ぶ トンダ 2 2 2 2 H1 (空を～;火花が～;話しが) 
CV0196 2,2,2 2 取る トル 1 1 1 1 L0 (手に～;出前を～) 
CV0197 2,2,2 2 取る トッタ 2 2 2 2 L0 (手に～;出前を～) 
CV0198 2,-,- 2 綯う ナウ 1 1 1 1 L0 (縄を～[u])
CV0199 2,-,- 2 綯う ノータ 1 1 1 1 L2 (縄を～[u])
CV0200 1,1,1 1 泣く ナク 0 0 0 0 H0 (涙を流して～)
CV0201 1,1,1 1 泣く ナイタ 2 2 2 2 H1 (涙を流して～)
CV0202 1,-,- 1 鳴く ナク 0 0 0 0 H0 (鳥,虫が～)
CV0203 1,-,- 1 鳴く ナイタ 2 2 2 2 H1 (鳥,虫が～)
CV0204 2,-,- 2 為す ナス 1 1 1 1 L0 (悪を～;恐れを～;～術もなく) 
CV0205 2,-,- 2 為す ナヒタ 1 1 1 1 L2 (悪を～;恐れを～;～術もなく) 
CV0206 2,2,- 2 成る ナル 1 1 1 1 L0 (偉業が～;水から～) 
CV0207 2,2,- 2 成る ナッタ 2 2 2 2 L0 (偉業が～;水から～) 
CV0208 2,-,- 2 生る ナル 1 1 1 1 L0 (果物が～)
CV0209 2,-,- 2 生る ナッタ 2 2 2 2 L0 (果物が～)
CV0210 1,1,1 1 鳴る ナル 0 0 0 0 H0 (鈴が～)
CV0211 1,1,1 1 鳴る ナッタ 3 3 3 3 H2 (鈴が～)
CV0212 2,-,2 2 縫う ヌウ 1 1 1 1 L0 (綻びを～;車の間を～[u]) 
CV0213 2,-,2 2 縫う ヌータ 1 1 1 1 L2 (綻びを～;車の間を～[u]) 
CV0214 1,-,1 2 抜く ヌク 1 1 1 1 L0 (栓を～;競争相手を～) 
CV0215 1,-,1 2 抜く ヌイタ 1 1 1 1 L2 (栓を～;競争相手を～) 
CV0216 2,-,2 2 脱ぐ ヌグ 1 1 1 1 L0 (着物を～)
CV0217 2,-,2 2 脱ぐ ヌイダ 1 1 1 1 L2 (着物を～)
CV0218 1,-,1 1 塗る ヌル 0 0 0 0 H0 (薬,壁を～)
CV0219 1,-,1 1 塗る ヌッタ 3 3 3 3 H2 (薬,壁を～)
CV0220 2,-,2 2 練る ネル 1 1 1 1 L0 (生糸を～;案を～) 
CV0221 2,-,2 2 練る ネッタ 2 2 2 2 L0 (生糸を～;案を～) 
CV0222 2,-,- 2 伸す ノス 1 1 1 1 L0 (四方に～;地位に～;殴る) 
CV0223 2,-,- 2 伸す ノヒタ 1 1 1 1 L2 (四方に～;地位に～;殴る) 
CV0224 2,-,- 2 熨す ノス 1 1 1 1 L0 (アイロンで～)
CV0225 2,-,- 2 熨す ノヒタ 1 1 1 1 L2 (アイロンで～)
CV0226 2,2,2 2 飲む ノム 1 1 1 1 L0 (薬,酒を～)
CV0227 2,2,2 2 飲む ノンダ 1 1 1 1 L2 (薬,酒を～)
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CV0228 1,1,1 1 乗る ノル 0 0 0 0 H0 (馬に～;相談に～;図に～) 
CV0229 1,1,1 1 乗る ノッタ 3 3 3 3 H2 (馬に～;相談に～;図に～) 
CV0230 2,-,2 2 這う ハウ 1 1 1 1 L0 (地面を～[u])
CV0231 2,-,2 2 這う ホータ 1 1 1 1 L2 (地面を～[u])
CV0232 2,-,- 2 掃く ハク 1 1 1 1 L0 (ほうきで～;刷毛で[刷]) 
CV0233 2,-,- 2 掃く ハイタ 1 1 1 1 L2 (ほうきで～;刷毛で[刷]) 
CV0234 2,-,2 2 吐く ハク 1 1 1 1 L0 (唾を;本音を～)
CV0235 2,-,2 2 吐く ハイタ 1 1 1 1 L2 (唾を;本音を～)
CV0236 1,-,- 1 履く ハク 0 0 0 0 H0 (靴を～;タイヤを～) 
CV0237 1,-,- 1 履く ハイタ 2 2 2 2 H1 (靴を～;タイヤを～) 
CV0238 2,-,- 2 剥ぐ ハグ 1 1 1 1 L0 ()
CV0239 2,-,- 2 剥ぐ ハイダ 1 1 1 1 L2 ()
CV0240 1,-,1 1 張る ハル 0 0 0 0 H0 (氷が～;幕を～;殴る.横面を～) 
CV0241 1,-,1 1 張る ハッタ 3 3 3 3 H2 (氷が～;幕を～;殴る.横面を～) 
CV0242 1,-,- 1 貼る ハル 0 0 0 0 H0 (糊で～)
CV0243 1,-,- 1 貼る ハッタ 3 3 3 3 H2 (糊で～)
CV0244 1,-,1 1 引く ヒク 0 0 0 0 H0 (綱を～;糸を～;気を～) 
CV0245 1,-,1 1 引く ヒータ 2 2 2 2 H1 (綱を～;糸を～;気を～) 
CV0246 1,-,- 1 退く ヒク 0 0 0 0 H0 (やめる)
CV0247 1,-,- 1 退く ヒータ 2 2 2 2 H1 (やめる)
CV0248 1,-,- 1 弾く ヒク 0 0 0 0 H0 (楽器を～)
CV0249 1,-,- 1 弾く ヒータ 2 2 2 2 H1 (楽器を～)
CV0250 1,-,- 1 拭く フク 0 0 0 0 H0 (雑巾で～)
CV0251 1,-,- 1 拭く フイタ 2 2 2 2 H1 (雑巾で～)
CV0252 2,2,2 2 吹く フク 1 1 1 1 L0 (風が～;粉が～;ほこりを～:口笛を～)
CV0253 2,2,2 2 吹く フイタ 1 1 1 1 L2 (風が～;粉が～;ほこりを～:口笛を～)
CV0254 1,-,- 1 葺く フク 0 0 0 0 H0 (屋根を～)
CV0255 1,-,- 1 葺く フイタ 2 2 2 2 H1 (屋根を～)
CV0256 2,2,2 2 噴く フク 1 1 1 1 L0 (火,水,煙を～)
CV0257 2,2,2 2 噴く フイタ 1 1 1 1 L2 (火,水,煙を～)
CV0258 2,-,- 2 伏す フス 1 1 1 1 L0 (地面に～;名を～) 
CV0259 2,-,- 2 伏す フヒタ 1 1 1 1 L2 (地面に～;名を～) 
CV0260 1,-,- 1 踏む フム 0 0 0 0 H0 (足で～;値段を～) 
CV0261 1,-,- 1 踏む フンダ 2 2 2 2 H1 (足で～;値段を～) 
CV0262 2,2,2 2 降る フル 1 1 1 1 L0 (雨が～)
CV0263 2,2,2 2 降る フッタ 2 2 2 2 L0 (雨が～)
CV0264 1,1,- 1 振る フル 0 0 0 0 H0 (手を～)
CV0265 1,1,- 1 振る フッタ 3 3 3 3 H2 (手を～)
CV0266 -,-,1 1 減る ヘル 0 0 0 0 H0 ()
CV0267 -,-,1 1 減る ヘッタ 3 3 3 3 H2 ()
CV0268 2,-,2 2 干す ホス 1 1 1 1 L0 (洗濯ものを～;杯を～[乾]) 
CV0269 2,-,2 2 干す ホヒタ 1 1 1 1 L2 (洗濯ものを～;杯を～[乾]) 
CV0270 2,-,2 2 掘る ホル 1 1 1 1 L0 (溝を～)
CV0271 2,-,2 2 掘る ホッタ 2 2 2 2 L0 (溝を～)
CV0272 2,-,- 2 彫る ホル 1 1 1 1 L0 (彫刻を～)
CV0273 2,-,- 2 彫る ホッタ 2 2 2 2 L0 (彫刻を～)
CV0274 1,-,- 1 舞う マウ 0 0 0 0 H0 (舞を～[u])
CV0275 1,-,- 1 舞う モータ 2 2 2 2 H1 (舞を～[u])
CV0276 1,1,1 1 巻く マク 0 0 0 0 H0 (糸を～;舌を～;追跡をかわす[捲]) 
CV0277 1,1,1 1 巻く マイタ 2 2 2 2 H1 (糸を～;舌を～;追跡をかわす[捲]) 
CV0278 2,-,- 2 撒く マク 1 1 1 1 L0 (水,ビラを～)
CV0279 2,-,- 2 撒く マイタ 1 1 1 1 L2 (水,ビラを～)
CV0280 2,2,2 2 蒔く マク 1 1 1 1 L0 (種を～)
CV0281 2,2,2 2 蒔く マイタ 1 1 1 1 L2 (種を～)
CV0282 1,-,1 1 増す マス 0 1 0 0 H0 ([益])
CV0283 1,-,1 1 増す マヒタ 2 1 2 2 H1 ([益])
CV0284 2,-,2 2 待つ マツ 1 1 1 1 L0 (人を～)
CV0285 2,-,2 2 待つ マッタ 2 2 2 2 L0 (人を～)
CV0286 1,-,- 1 向く ムク 0 0 0 0 H0 (こちらを～;この仕事に～) 
CV0287 1,-,- 1 向く ムイタ 2 2 2 2 H1 (こちらを～;この仕事に～) 
CV0288 2,-,- 2 蒸す ムス 1 1 1 1 L0 (芋を～;ムシムシする) 
CV0289 2,-,- 2 蒸す ムヒタ 1 1 1 1 L2 (芋を～;ムシムシする) 
CV0290 2,-,- 2 召す メス 1 1 1 1 L0 ()
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CV0291 2,-,- 2 召す メヒタ 1 1 1 1 L2 ()
CV0292 2,-,- 2 持つ モツ 1 1 1 1 L0 (鞄を～)
CV0293 2,-,- 2 持つ モッタ 2 2 2 2 L0 (鞄を～)
CV0294 1,-,1 1 揉む モム 0 0 0 0 H0 (肩を～)
CV0295 1,-,1 1 揉む モンダ 2 2 2 2 H1 (肩を～)
CV0296 1,-,- 1 盛る モル 0 0 0 0 H0 ()
CV0297 1,-,- 1 盛る モッタ 3 3 3 3 H2 ()
CV0298 2,-,2 2 漏る モル 1 1 1 1 L0 ([洩])
CV0299 2,-,2 2 漏る モッタ 2 2 2 2 L0 ([洩])
CV0300 1,1,- 1 焼く ヤク 0 0 0 0 H0 (家を～;写真を～) 
CV0301 1,1,- 1 焼く ヤイタ 2 2 2 2 H1 (家を～;写真を～) 
CV0302 1,-,1 1 止む ヤム 0 0 0 0 H0 (雨が～)
CV0303 1,-,1 1 止む ヤンダ 2 2 2 2 H1 (雨が～)
CV0304 2,-,- 2 病む ヤム 1 1 1 1 L0 (病気;気に～)
CV0305 2,-,- 2 病む ヤンダ 1 1 1 1 L2 (病気;気に～)
CV0306 1,-,1 1 遣る ヤル 0 0 0 0 H0 (仕事を～;人を相手方に～) 
CV0307 1,-,1 1 遣る ヤッタ 3 3 3 3 H2 (仕事を～;人を相手方に～) 
CV0308 1,-,- 1 結う ユウ 0 0 0 0 H0 ([u])
CV0309 1,-,- 1 結う ユータ 2 2 2 2 H1 ([u])
CV0310 2,-,- 2 酔う ヨウ 1 1 1 1 L0 ([u])
CV0311 2,-,- 2 酔う ヨータ 1 1 1 1 L2 ([u])
CV0312 1,-,- 1 呼ぶ ヨブ 0 0 0 0 H0 ()
CV0313 1,-,- 1 呼ぶ ヨンダ 2 2 2 2 H1 ()
CV0314 2,2,2 2 読む ヨム 1 1 1 1 L0 (本を～)
CV0315 2,2,2 2 読む ヨンダ 1 1 1 1 L2 (本を～)
CV0316 1,-,- 1 依る ヨル 0 1 0 0 H0 ([因,由])
CV0317 1,-,- 1 依る ヨッタ 3 2 3 3 H2 ([因,由])
CV0318 1,-,- 1 寄る ヨル 0 0 0 0 H0 (家に～;目が～)
CV0319 1,-,- 1 寄る ヨッタ 3 3 3 3 H2 (家に～;目が～)
CV0320 1,-,- 1 寄る ヨル 0 0 0 0 H0 (子供が遊びに～=参加する) 
CV0321 1,-,- 1 寄る ヨッタ 3 3 3 3 H2 (子供が遊びに～=参加する) 
CV0322 2,-,- 2 縒る ヨル 1 1 1 1 L0 (糸を～.[撚])
CV0323 2,-,- 2 縒る ヨッタ 2 2 2 2 L0 (糸を～.[撚])
CV0324 1,-,- 1 沸く ワク 0 0 0 0 H0 (湯が～)
CV0325 1,-,- 1 沸く ワイタ 2 2 2 2 H1 (湯が～)
CV0326 1,-,- 1 湧く ワク 0 0 0 0 H0 (泉が～[涌])
CV0327 1,-,- 1 湧く ワイタ 2 2 2 2 H1 (泉が～[涌])
CV0328 1,1,1 1 割る ワル 0 0 0 0 H0 (薪を～;数で～;水で～) 
CV0329 1,1,1 1 割る ワッタ 3 3 3 3 H2 (薪を～;数で～;水で～) 
CV0330 2,-,- 2 和える アエル 2 2 2 2 H1 (胡麻と～)
CV0331 2,-,- 2 和える アエタ 1 1 1 1 L2 (胡麻と～)
CV0332 -,1,- 1 開ける アケル 0 0 0 0 H0 (戸,口を～)
CV0333 -,1,- 1 開ける アケタ 2 2 2 2 H1 (戸,口を～)
CV0334 1,-,1 1 明ける アケル 0 0 0 0 H0 (夜,年が～)
CV0335 1,-,1 1 明ける アケタ 2 2 2 2 H1 (夜,年が～)
CV0336 1,1,- 1 上げる アゲル 0 0 0 0 H0 (上に～)
CV0337 1,1,- 1 上げる アゲタ 2 2 2 2 H1 (上に～)
CV0338 1,-,- 1 当てる アテル 0 0 0 0 H0 ()
CV0339 1,-,- 1 当てる アテタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0340 1,-,- 1 荒れる アレル 0 0 0 0 H0 ()
CV0341 1,-,- 1 荒れる アレタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0342 2,-,- 2 癒える イエル 2 2 2 2 H1 ()
CV0343 2,-,- 2 癒える イエタ 1 1 1 1 L2 ()
CV0344 2,2,2 2 生きる イキル 2 2 2 2 H1 ([活])
CV0345 2,2,2 2 生きる イキタ 1 1 1 1 L2 ([活])
CV0346 2,-,- 2 出でる イデル 2 2 2 2 H1 ()
CV0347 2,-,- 2 出でる イデタ 1 1 1 1 L2 ()
CV0348 1,-,- 1 入れる イレル 0 0 0 0 H0 ()
CV0349 1,-,- 1 入れる イレタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0350 2,-,- 2 飢える ウエル 2 2 2 2 H1 ()
CV0351 2,-,- 2 飢える ウエタ 1 1 1 1 L2 ()
CV0352 1,1,1 1 植える ウエル 0 0 0 0 H0 ()
CV0353 1,1,1 1 植える ウエタ 2 2 2 2 H1 ()
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CV0354 2,-,- 2 受ける ウケル 2 2 2 2 H1 ()
CV0355 2,-,- 2 受ける ウケタ 1 1 1 1 L2 ()
CV0356 1,-,- 1 失せる ウセル 0 0 2 0 H1 ()
CV0357 1,-,- 1 失せる ウセタ 2 2 1 2 L2 ()
CV0358 1,-,- 1 うめる ウメル 0 0 0 0 H0 (風呂の湯を～)
CV0359 1,-,- 1 うめる ウメタ 2 2 2 2 H1 (風呂の湯を～)
CV0360 1,-,- 1 埋める ウメル 0 0 0 0 H0 (土に～)
CV0361 1,-,- 1 埋める ウメタ 2 2 2 2 H1 (土に～)
CV0362 2,-,- 2 生いる オイル 2 2 2 2 H1 (生える,生じる)
CV0363 2,-,- 2 生いる オイタ 1 1 1 1 L2 (生える,生じる)
CV0364 2,-,- 2 老いる オイル 2 2 2 2 H1 ()
CV0365 2,-,- 2 老いる オイタ 1 1 1 1 L2 ()
CV0366 1,-,- 1 終える オエル 0 0 0 0 H0 ()
CV0367 1,-,- 1 終える オエタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0368 2,2,2 2 起きる オキル 2 2 2 2 H1 (朝～,事件が～)
CV0369 2,2,2 2 起きる オキタ 1 1 1 1 L2 (朝～,事件が～)
CV0370 2,2,2 2 落ちる オチル 2 2 2 2 H1 ([堕,墜])
CV0371 2,2,2 2 落ちる オチタ 1 1 1 1 L2 ([堕,墜])
CV0372 2,-,- 2 佩びる オビル 2 2 2 2 H1 (勲章,刀を)
CV0373 2,-,- 2 佩びる オビタ 1 1 1 1 L2 (勲章,刀を)
CV0374 2,-,- 2 下りる オリル 2 2 2 2 H1 (下に～;許可が～) 
CV0375 2,-,- 2 下りる オリタ 1 1 1 1 L2 (下に～;許可が～) 
CV0376 1,-,- 1 替える カエル 0 0 0 0 H0 (ｼｰﾂを～;[代]挨拶に;[換]品物を金に)
CV0377 1,-,- 1 替える カエタ 2 2 2 2 H1 (ｼｰﾂを～;[代]挨拶に;[換]品物を金に)
CV0378 1,-,- 1 変える カエル 0 0 0 0 H0 (顔色を～;方針を～) 
CV0379 1,-,- 1 変える カエタ 2 2 2 2 H1 (顔色を～;方針を～) 
CV0380 2,-,2 2 掛ける カケル 2 2 2 2 H1 (洋服を～;賭.金を～;懸.命を;架.橋を)
CV0381 2,-,2 2 掛ける カケタ 1 1 1 1 L2 (洋服を～;賭.金を～;懸.命を;架.橋を)
CV0382 1,1,- 1 欠ける カケル 0 0 0 0 H0 (茶碗;月;人が～)
CV0383 1,1,- 1 欠ける カケタ 2 2 2 2 H1 (茶碗;月;人が～)
CV0384 2,-,- 2 兼ねる カネル 2 2 0 2 H1 ()
CV0385 2,-,- 2 兼ねる カネタ 1 1 2 1 L2 ()
CV0386 1,1,1 1 借りる カリル 0 0 0 0 H0 ()
CV0387 1,1,1 1 借りる カリタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0388 1,-,1 1 枯れる カレル 0 0 0 0 H0 (草木が～)
CV0389 1,-,1 1 枯れる カレタ 2 2 2 2 H1 (草木が～)
CV0390 1,1,1 1 消える キエル 0 0 0 0 H0 ()
CV0391 1,1,1 1 消える キエタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0392 1,-,- 1 着せる キセル 0 0 0 0 H0 ()
CV0393 1,-,- 1 着せる キセタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0394 2,-,- 2 悔いる クイル 2 2 2 H1 ()
CV0395 2,-,- 2 悔いる クイタ 1 1 1 L2 ()
CV0396 2,-,- 2 朽ちる クチル 2 2 2 2 H1 ()
CV0397 2,-,- 2 朽ちる クチタ 1 1 1 1 L2 ()
CV0398 1,-,- 1 呉れる クレル 0 0 0 0 H0 (人がものを～)
CV0399 1,-,- 1 呉れる クレタ 2 2 2 2 H1 (人がものを～)
CV0400 1,-,- 1 暮れる クレル 0 0 0 0 H0 (日が～)
CV0401 1,-,- 1 暮れる クレタ 2 2 2 2 H1 (日が～)
CV0402 1,-,- 1 越える コエル 0 0 0 0 H0 (頭上を～;野山を～) 
CV0403 1,-,- 1 越える コエタ 2 2 2 2 H1 (頭上を～;野山を～) 
CV0404 2,-,- 2 肥える コエル 2 2 2 2 H1 (体が～;目が～)
CV0405 2,-,- 2 肥える コエタ 1 1 1 1 L2 (体が～;目が～)
CV0406 2,-,- 2 込める コメル 2 2 2 2 H1 (弾を～;心を～.[篭]) 
CV0407 2,-,- 2 込める コメタ 1 1 1 1 L2 (弾を～;心を～.[篭]) 
CV0408 2,-,- 2 冴える サエル 2 2 2 2 H1 (頭,目が～)
CV0409 2,-,- 2 冴える サエタ 1 1 1 1 L2 (頭,目が～)
CV0410 2,2,2 2 覚める サメル 2 2 2 2 H1 (目が～,麻酔から～) 
CV0411 2,2,2 2 覚める サメタ 1 1 1 1 L2 (目が～,麻酔から～) 
CV0412 2,-,- 2 強いる シール 2 2 2 H1 ()
CV0413 2,-,- 2 強いる シータ 1 1 1 L2 ()
CV0414 1,-,- 1 染みる シミル 0 0 0 0 H0 (心に～,雨水が靴に～.[沁]) 
CV0415 1,-,- 1 染みる シミタ 2 2 2 2 H1 (心に～,雨水が靴に～.[沁]) 
CV0416 2,-,- 2 占める シメル 2 2 2 2 H1 (座を～;味を～)
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CV0417 2,-,- 2 占める シメタ 1 1 1 1 L2 (座を～;味を～)
CV0418 2,-,- 2 締める シメル 2 2 2 2 H1 (帯を～;気持ちを～) 
CV0419 2,-,- 2 締める シメタ 1 1 1 1 L2 (帯を～;気持ちを～) 
CV0420 1,-,- 1 据える スエル 0 0 0 0 H0 (腰を～)
CV0421 1,-,- 1 据える スエタ 2 2 2 2 H1 (腰を～)
CV0422 2,2,- 2 過ぎる スギル 2 2 2 2 H1 (時が～;冗談が～) 
CV0423 2,2,- 2 過ぎる スギタ 1 1 1 1 L2 (時が～;冗談が～) 
CV0424 1,-,- 1 助ける スケル 0 0 0 H0 (手伝う)
CV0425 1,-,- 1 助ける スケタ 2 2 2 H1 (手伝う)
CV0426 1,1,1 1 捨てる ステル 0 0 0 0 H0 ()
CV0427 1,1,1 1 捨てる ステタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0428 2,-,- 2 攻める セメル 2 2 2 2 H1 (攻撃する)
CV0429 2,-,- 2 攻める セメタ 1 1 1 1 L2 (攻撃する)
CV0430 1,-,- 1 添える ソエル 0 0 0 0 H0 (他.;可.)
CV0431 1,-,- 1 添える ソエタ 2 2 2 2 H1 (他.;可.)
CV0432 1,1,1 1 染める ソメル 0 0 0 0 H0 ()
CV0433 1,1,1 1 染める ソメタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0434 2,-,- 2 絶える タエル 2 2 2 2 H1 (通信が～;家が～) 
CV0435 2,-,- 2 絶える タエタ 1 1 1 1 L2 (通信が～;家が～) 
CV0436 2,-,- 2 耐える タエル 2 2 2 2 H1 (風雪,重圧に～)
CV0437 2,-,- 2 耐える タエタ 1 1 1 1 L2 (風雪,重圧に～)
CV0438 2,-,- 2 闌ける タケル 2 2 2 2 H1 (蕨が～.成長しすぎて固くなる) 
CV0439 2,-,- 2 闌ける タケタ 1 1 1 1 L2 (蕨が～.成長しすぎて固くなる) 
CV0440 2,2,2 2 建てる タテル 2 2 2 2 H1 ()
CV0441 2,2,2 2 建てる タテタ 1 1 1 1 L2 ()

CV0442 
2,-,- 

2,-,- 

1 
2 

溜める 
矯める 

タメル 
タメル 

0
2

0 0
2

0 H0
H1

(余る力を～)
(生け花で;竹を～) 

CV0443 
2,-,- 

2,-,- 

1 
2 

溜める 
矯める 

タメタ 
タメタ 

2
1

2 2
1

2 H1
L2

(余る力を～)
(生け花で;竹を～) 

CV0444 2,-,- 2 垂れる タレル 2 2 2 2 H1 (雫が～;小便を～) 
CV0445 2,-,- 2 垂れる タレタ 1 1 1 1 L2 (雫が～;小便を～) 
CV0446 1,-,- 2 尽きる ツキル 2 2 2 2 H1 (力,運が～)
CV0447 1,-,- 2 尽きる ツキタ 1 1 1 1 L2 (力,運が～)
CV0448 1,1,- 1 漬ける ツケル 0 0 0 0 H0 (水に～;漬物を～.[浸]) 
CV0449 1,1,- 1 漬ける ツケタ 2 2 2 2 H1 (水に～;漬物を～.[浸]) 
CV0450 -,2,2 2 付ける ツケル 2 2 2 2 H1 ()
CV0451 -,2,2 2 付ける ツケタ 1 1 1 1 L2 ()
CV0452 1,-,- 1 告げる ツゲル 0 0 0 0 H0 ()
CV0453 1,-,- 1 告げる ツゲタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0454 2,-,- 2 詰める ツメル 2 2 2 2 H1 (箱に～;丈を～)
CV0455 2,-,- 2 詰める ツメタ 1 1 1 1 L2 (箱に～;丈を～)
CV0456 2,-,- 2 解ける トケル 2 2 2 2 H1 (問題が.自.;可.)
CV0457 2,-,- 2 解ける トケタ 1 1 1 1 L2 (問題が.自.;可.)
CV0458 -,2,2 2 溶ける トケル 2 2 2 2 H1 (水が.自.;可.)
CV0459 -,2,2 2 溶ける トケタ 1 1 1 1 L2 (水が.自.;可.)
CV0460 2,-,- 2 遂げる トゲル 2 2 2 0 H1 ()
CV0461 2,-,- 2 遂げる トゲタ 1 1 1 2 L2 ()
CV0462 2,-,- 2 閉じる トジル 2 2 2 2 H1 (扉を～)
CV0463 2,-,- 2 閉じる トジタ 1 1 1 1 L2 (扉を～)
CV0464 2,2,2 2 投げる ナゲル 2 2 2 2 H1 (ﾎﾞｰﾙを～;仕事を～) 
CV0465 2,2,2 2 投げる ナゲタ 1 1 1 1 L2 (ﾎﾞｰﾙを～;仕事を～) 
CV0466 2,-,2 2 撫でる ナデル 2 2 2 2 H1 ([ﾅｾﾞﾙ])
CV0467 2,-,2 2 撫でる ナデタ 1 1 1 1 L2 ([ﾅｾﾞﾙ])
CV0468 2,-,- 2 嘗める ナメル 2 2 2 2 H1 ([舐])
CV0469 2,-,- 2 嘗める ナメタ 1 1 1 1 L2 ([舐])
CV0470 2,-,- 2 馴れる ナレル 2 2 2 2 H1 (ライオンが～)
CV0471 2,-,- 2 馴れる ナレタ 1 1 1 1 L2 (ライオンが～)
CV0472 2,2,2 2 逃げる ニゲル 2 2 2 2 H1 ()
CV0473 2,2,2 2 逃げる ニゲタ 1 1 1 1 L2 ()
CV0474 1,-,- 2 抜ける ヌケル 2 2 2 2 H0 (自.;可.)
CV0475 1,-,- 1 抜ける ヌケタ 2 2 2 2 H1 (自.;可.)
CV0476 1,-,- 1 濡れる ヌレル 0 0 0 0 H0 ()
CV0477 1,-,- 1 濡れる ヌレタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0478 1,-,- 1 載せる ノセル 0 0 0 0 H0 (荷物を～;雑誌に～) 
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CV0479 1,-,- 1 載せる ノセタ 2 2 2 2 H1 (荷物を～;雑誌に～) 
CV0480 2,2,- 2 延びる ノビル 2 2 2 2 H1 (時間が～;寿命が～) 
CV0481 2,2,- 2 延びる ノビタ 1 1 1 1 L2 (時間が～;寿命が～) 
CV0482 2,-,- 2 延べる ノベル 2 2 2 2 H1 (床[トコ]を～)
CV0483 2,-,- 2 延べる ノベタ 1 1 1 1 L2 (床[トコ]を～)
CV0484 2,-,- 2 述べる ノベル 2 2 2 2 H1 (言う)
CV0485 2,-,- 2 述べる ノベタ 1 1 1 1 L2 (言う)
CV0486 2,-,- 2 化ける バケル 2 2 2 2 H1 ()
CV0487 2,-,- 2 化ける バケタ 1 1 1 1 L2 ()
CV0488 2,-,- 2 恥じる ハジル 2 2 2 2 H1 ()
CV0489 2,-,- 2 恥じる ハジタ 1 1 1 1 L2 ()
CV0490 2,-,- 2 果てる ハテル 2 2 2 2 H1 (死ぬ;芝居が～)
CV0491 2,-,- 2 果てる ハテタ 1 1 1 1 L2 (死ぬ;芝居が～)
CV0492 2,-,- 1 跳ねる ハネル 0 0 0 0 H0 (兎が～)
CV0493 2,-,- 1 跳ねる ハネタ 2 2 2 2 H1 (兎が～)
CV0494 1,1,1 1 腫れる ハレル 0 0 0 0 H0 ()
CV0495 1,1,1 1 腫れる ハレタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0496 2,2,2 2 晴れる ハレル 2 2 2 2 H1 ()
CV0497 2,2,2 2 晴れる ハレタ 1 1 1 1 L2 ()
CV0498 2,-,- 2 更ける フケル 2 2 2 2 H1 ()
CV0499 2,-,- 2 更ける フケタ 1 1 1 1 L2 ()
CV0500 2,-,- 2 伏せる フセル 2 2 2 2 H1 (姿勢)
CV0501 2,-,- 2 伏せる フセタ 1 1 1 1 L2 (姿勢)
CV0502 2,-,- 2 吠える ホエル 2 2 2 2 H1 ([吼])
CV0503 2,-,- 2 吠える ホエタ 1 1 1 1 L2 ([吼])
CV0504 2,-,- 2 惚ける ボケル 2 2 2 2 H1 ([呆,耄])
CV0505 2,-,- 2 惚ける ボケタ 1 1 1 1 L2 ([呆,耄])
CV0506 2,-,- 2 誉める ホメル 2 2 2 2 H1 ([褒,賞])
CV0507 2,-,- 2 誉める ホメタ 1 1 1 1 L2 ([褒,賞])
CV0508 1,-,- 1 惚れる ホレル 0 0 0 0 H0 ()
CV0509 1,-,- 1 惚れる ホレタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0510 1,1,1 1 負ける マケル 0 0 0 0 H0 (力で～;漆に～)
CV0511 1,1,1 1 負ける マケタ 2 2 2 2 H1 (力で～;漆に～)
CV0512 1,1,- 1 曲げる マゲル 0 0 0 0 H0 ()
CV0513 1,1,- 1 曲げる マゲタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0514 2,2,- 2 見える ミエル 2 2 2 2 H1 (目に～)
CV0515 2,2,- 2 見える ミエタ 1 1 1 1 L2 (目に～)
CV0516 2,-,- 2 見せる ミセル 2 2 2 2 H1 (人に～)
CV0517 2,-,- 2 見せる ミセタ 1 1 1 1 L2 (人に～)
CV0518 1,-,- 1 噎せる ムセル 0 0 0 0 H1 ([咽].飲物が気管に入って) 
CV0519 1,-,- 1 噎せる ムセタ 2 2 2 2 L2 ([咽].飲物が気管に入って) 
CV0520 1,-,1 1 燃える モエル 0 0 0 0 H0 ()
CV0521 1,-,1 1 燃える モエタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0522 2,-,- 2 漏れる モレル 2 2 2 2 H1 ([洩])
CV0523 2,-,- 2 漏れる モレタ 1 1 1 1 L2 ([洩])
CV0524 -,1,- 1 焼ける ヤケル 0 0 0 0 H0 (自.;可.)
CV0525 -,1,- 1 焼ける ヤケタ 2 2 2 2 H1 (自.;可.)
CV0526 1,-,- 1 痩せる ヤセル 0 0 0 0 H0 ()
CV0527 1,-,- 1 痩せる ヤセタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0528 1,-,- 1 やめる ヤメル 0 0 0 0 H0 (止)
CV0529 1,-,- 1 やめる ヤメタ 2 2 2 2 H1 (止)
CV0530 2,-,- 2 茹でる ユデル 2 2 2 2 H1 ()
CV0531 2,-,- 2 茹でる ユデタ 1 1 1 1 L2 ()
CV0532 1,-,- 1 寄せる ヨセル 0 0 0 0 H0 (集める)
CV0533 1,-,- 1 寄せる ヨセタ 2 2 2 2 H1 (集める)
CV0534 1,-,- 1 寄せる ヨセル 0 0 0 0 H0 (遊びに入れる)
CV0535 1,-,- 1 寄せる ヨセタ 2 2 2 2 H1 (遊びに入れる)
CV0536 2,2,- 2 分ける ワケル 2 2 2 2 H1 ()
CV0537 2,2,- 2 分ける ワケタ 1 1 1 1 L2 ()
CV0538 1,-,- 2 侘びる ワビル 2 2 2 2 H1 (失意の暮らし)
CV0539 1,-,- 2 侘びる ワビタ 1 1 1 1 L2 (失意の暮らし)
CV0540 -,1,- 1 割れる ワレル 0 0 0 0 H0 (自.;可.)
CV0541 -,1,- 1 割れる ワレタ 2 2 2 2 H1 (自.;可.)
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CV0542 2,-,- 2 扇ぐ アオグ 2 2 2 2 H1 (うちわで～.[煽])

CV0543 2,-,- 2 扇ぐ アオイダ 2 2 2 2 H1,
H2

(うちわで～.[煽]) 

CV0544 1,-,- 1 明かす アカス 0 0 2 0 H0 (夜を～;鼻を～;タネを～) 
CV0545 1,-,- 1 明かす アカヒタ 3 3 2 3 H2 (夜を～;鼻を～;タネを～) 
CV0546 1,1,1 1 上がる アガル 0 0 0 0 H0 (高い所へ～;人前で～;調子が～;雨が～)
CV0547 1,1,1 1 上がる アガッタ 4 4 4 4 H3 (高い所へ～;人前で～;調子が～;雨が～)
CV0548 1,1,1 3 遊ぶ アソブ 0 0 0 0 L0 (子供と～)
CV0549 1,1,1 3 遊ぶ アソンダ 3 3 3 3 L2 (子供と～)
CV0550 1,1,1 1 当たる アタル 0 0 0 0 H0 (籤に,弾に;火に)
CV0551 1,1,1 1 当たる アタッタ 4 4 4 4 H3 (籤に,弾に;火に)
CV0552 2,-,- 2 暴く アバク 2 2 2 2 H1 (秘密を～.[発])

CV0553 2,-,- 2 暴く アバイタ 2 2 2 2 H1,
H2 (秘密を～.[発]) 

CV0554 2,-,- 2 余す アマス 2 2 2 2 H1 ()
CV0555 2,-,- 2 余す アマヒタ 2 2 2 2 H1 ()
CV0556 2,2,2 2 余る アマル 2 2 2 2 H1 (お金が～;身に～光栄) 
CV0557 2,2,2 2 余る アマッタ 3 3 3 3 H1 (お金が～;身に～光栄) 
CV0558 2,-,- 2 歩む アユム 2 2 2 2 H0 ()
CV0559 2,-,- 2 歩む アユンダ 2 2 2 2 H2 ()
CV0560 1,-,- 1 洗う アラウ 0 0 0 0 H0 (顔を～;岸壁を～波;素性を～[us]) 
CV0561 1,-,- 1 洗う アロータ 3 3 3 3 H2 (顔を～;岸壁を～波;素性を～[us]) 
CV0562 1,-,- 1 荒らす アラス 0 0 0 0 H0 ()
CV0563 1,-,- 1 荒らす アラヒタ 3 3 3 3 H2 ()
CV0564 3,3,3 3 歩く アルク 2 2 2 2 L0 (道を～)
CV0565 3,3,3 3 歩く アルイタ 2 2 2 2 L2 (道を～)
CV0566 1,-,- 2 怒る イカル 2 2 2 2 H0 ()
CV0567 1,-,- 2 怒る イカッタ 3 3 3 3 H3 ()
CV0568 0,-,- 1 憩う イコウ 2 2 0 H0 ([us])
CV0569 0,-,- 1 憩う イコータ 2 2 3 H2 ([us])
CV0570 1,-,- 2 勇む イサム 2 2 2 2 H0 ()
CV0571 1,-,- 2 勇む イサンダ 2 2 2 2 H2 ()
CV0572 2,-,- 2 急ぐ イソグ 2 2 2 2 H1 (完成を～;勝ちを～) 
CV0573 2,-,- 2 急ぐ イソイダ 2 2 2 2 H1 (完成を～;勝ちを～) 
CV0574 1,-,- 2 致す イタス 2 2 2 2 H1 (不徳の～所;お願い～ます) 
CV0575 1,-,- 2 致す イタヒタ 2 2 2 2 H1 (不徳の～所;お願い～ます) 
CV0576 2,2,- 2 痛む イタム 2 2 2 2 H1 (傷が～)

CV0577 2,2,- 2 痛む イタンダ 2 2 2 2
H1,
H2 (傷が～) 

CV0578 1,-,- 2 至る イタル 2 2 2 2 H0 (峠に～;深夜に～;～る所に) 
CV0579 1,-,- 2 至る イタッタ 3 3 3 3 H3 (峠に～;深夜に～;～る所に) 
CV0580 0,-,- 2 厭う イトウ 2 2 2 2 H1 (世間を～;体を大事にする[us]) 

CV0581 0,-,- 2 厭う イトータ 2 2 2 3 H1,
H2

(世間を～;体を大事にする[us]) 

CV0582 2,-,- 2 挑む イドム 2 2 2 2 H1 (戦いを～)
CV0583 2,-,- 2 挑む イドンダ 2 2 2 2 H1 (戦いを～)
CV0584 2,2,2 2 祈る イノル 2 2 2 2 H1 (神に～)
CV0585 2,2,2 2 祈る イノッタ 3 3 3 3 H1 (神に～)
CV0586 2,-,- 2 癒やす イヤス 2 2 2 2 H1 (傷を～)
CV0587 2,-,- 2 癒やす イヤヒタ 2 2 2 2 H1 (傷を～)
CV0588 2,-,2 2 祝う イワウ 2 2 2 2 H1 ([us])
CV0589 2,-,2 2 祝う イオータ 2 2 2 3 H1 ([us])
CV0590 2,-,- 2 穿つ ウガツ 0 2 2 2 H1 (穴をあける;袴,ズボンを履く) 
CV0591 2,-,- 2 穿つ ウガッタ 4 3 3 3 H1 (穴をあける;袴,ズボンを履く) 
CV0592 1,1,1 1 浮かぶ ウカブ 0 0 0 0 H0 (水に～)
CV0593 1,1,1 1 浮かぶ ウカンダ 3 3 3 3 H2 (水に～)
CV0594 2,2,2 2 動く ウゴク 2 2 2 2 H1 (車が～.[ｲｺﾞｸ])

CV0595 2,2,2 2 動く ウゴイタ 2 2 2 2 H1,
H2 (車が～.[ｲｺﾞｸ]) 

CV0596 1,1,1 1 歌う ウタウ 0 0 0 0 H0 ([us])
CV0597 1,1,1 1 歌う ウトータ 3 3 3 3 H2 ([us])
CV0598 2,-,- 2 移す ウツス 2 2 2 2 H1 (場所を;写真を.[写];ﾌｨﾙﾑを.[映]) 
CV0599 2,-,- 2 移す ウツヒタ 2 2 2 2 H1 (場所を;写真を.[写];ﾌｨﾙﾑを.[映]) 
CV0600 2,2,2 2 移る ウツル 2 2 2 2 H1 (別の場所に;写真に;ﾌｨﾙﾑに) 
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CV0601 2,2,2 2 移る ウツッタ 3 3 3 3 H1 (別の場所に;写真に;ﾌｨﾙﾑに) 
CV0602 2,-,- 2 奪う ウバウ 2 2 2 2 H1 (金を～;心を～[us]) 

CV0603 2,-,- 2 奪う ウボータ 2 2 2 2 H1,
H2

(金を～;心を～[us]) 

CV0604 2,2,2 2 恨む ウラム 2 2 2 2 H1 (他人を～)

CV0605 2,2,2 2 恨む ウランダ 2 2 2 2 H1,
H2 (他人を～) 

CV0606 2,-,- 2 潤む ウルム 2 2 2 2 H0 (目が～)
CV0607 2,-,- 2 潤む ウルンダ 2 2 2 2 H2 (目が～)
CV0608 2,-,- 2 描く エガク 2 2 2 2 H1 (絵を～;構想を～) 

CV0609 2,-,- 2 描く エガイタ 2 2 2 2
H1,
H2 (絵を～;構想を～) 

CV0610 2,-,2 2 選ぶ エラブ 2 2 2 2 H1 (欲しいものを～[択];歌を～[撰]) 

CV0611 2,-,2 2 選ぶ エランダ 2 2 2 2 H1,
H2

(欲しいものを～[択];歌を～[撰]) 

CV0612 1,-,- 1 犯す オカス 0 2 0 0 H0 (法律を～;強姦する) 
CV0613 1,-,- 1 犯す オカヒタ 3 2 3 3 H2 (法律を～;強姦する) 
CV0614 2,-,- 2 拝む オガム 2 2 2 2 H1 ()

CV0615 2,-,- 2 拝む オガンダ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV0616 1,1,1 1 送る オクル 0 0 0 0 H0 (手紙を～;家まで～;平和な日を～) 
CV0617 1,1,1 1 送る オクッタ 4 4 4 4 H3 (手紙を～;家まで～;平和な日を～) 
CV0618 1,-,- 1 贈る オクル 0 0 0 0 H0 (贈物,賛辞を～)
CV0619 1,-,- 1 贈る オクッタ 4 4 4 4 H3 (贈物,賛辞を～)
CV0620 2,2,2 2 起こす オコス 2 2 2 2 H1 (人を～;事故を～) 
CV0621 2,2,2 2 起こす オコヒタ 2 2 2 2 H1 (人を～;事故を～) 
CV0622 2,-,- 2 起こる オコル 2 2 2 2 H1 (事件が～)
CV0623 2,-,- 2 起こる オコッタ 3 3 3 3 H1 (事件が～)
CV0624 2,-,- 2 惜しむ オシム 2 2 2 2 H1 ()

CV0625 2,-,- 2 惜しむ オシンダ 2 2 2 2
H1,
H2 () 

CV0626 2,-,- 1 襲う オソウ 0 2 0 0 H0 ([us])
CV0627 2,-,- 1 襲う オソータ 3 2 3 3 H2 ([us])
CV0628 2,2,2 2 落とす オトス 2 2 2 2 H1 (物を～;評判を～) 

CV0629 2,2,2 2 落とす オトヒタ 2 2 2 2 H1,
H2

(物を～;評判を～) 

CV0630 1,-,- 1 脅す オドス 0 0 0 0 H0 ([威])
CV0631 1,-,- 1 脅す オドヒタ 3 3 3 3 H2 ([威])
CV0632 1,-,- 1 躍る オドル 0 0 0 0 H0 (胸が～;字が～)
CV0633 1,-,- 1 躍る オドッタ 4 4 4 4 H3 (胸が～;字が～)
CV0634 1,-,- 1 踊る オドル 0 0 0 0 H0 (踊りを～)
CV0635 1,-,- 1 踊る オドッタ 4 4 4 4 H3 (踊りを～)
CV0636 2,2,2 2 思う オモウ 2 2 2 2 H1 ([us])

CV0637 2,2,2 2 思う オモータ 2 2 2 2 H1,
H2 ([us]) 

CV0638 2,-,- 2 泳ぐ オヨグ 2 2 2 2 H1 ()

CV0639 2,-,- 2 泳ぐ オヨイダ 2 2 2 2
H1,
H2 () 

CV0640 1,-,- 2 及ぶ オヨブ 2 2 2 H0 ()
CV0641 1,-,- 2 及ぶ オヨンダ 2 2 2 H2 ()
CV0642 2,-,- 2 下ろす オロス 2 2 2 2 H1 (荷物を～;新品を～) 

CV0643 2,-,- 2 下ろす オロヒタ 2 2 2 2 H1,
H2

(荷物を～;新品を～) 

CV0644 1,-,- 1 終わる オワル 0 0 0 0 H0 ()
CV0645 1,-,- 1 終わる オワッタ 4 4 4 4 H3 ()
CV0646 2,-,- 2 返す カエス 2 2 2 2 H1 (借りた物を～;言葉,技を～.[ｶﾔｽ]) 
CV0647 2,-,- 2 返す カエヒタ 2 2 2 2 H1 (借りた物を～;言葉,技を～.[ｶﾔｽ]) 
CV0648 2,2,2 2 帰る カエル 2 2 2 2 H1 ([ｶｲﾙ])
CV0649 2,2,2 2 帰る カエッタ 3 3 3 3 H1 ([ｶｲﾙ])
CV0650 2,-,- 2 孵える カエル 2 2 2 2 H1 (卵が～)
CV0651 2,-,- 2 孵える カエッタ 3 3 3 3 H1 (卵が～)
CV0652 1,-,- 1 香る カオル 0 0 0 H0 (かおりがする)
CV0653 1,-,- 1 香る カオッタ 4 4 4 H3 (かおりがする)
CV0654 1,-,- 1 屈む カガム 0 0 0 0 H0 ([ｶｺﾞﾑ])
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CV0655 1,-,- 1 屈む カガンダ 3 3 3 3 H2 ([ｶｺﾞﾑ])
CV0656 2,-,- 2 懸かる カカル 2 2 2 2 H1 (会議に～;空に～) 
CV0657 2,-,- 2 懸かる カカッタ 3 3 3 3 H1 (会議に～;空に～) 
CV0658 2,2,- 2 限る カギル 2 2 2 2 H1 (この店に～!)
CV0659 2,2,- 2 限る カギッタ 3 3 3 3 H1 (この店に～!)
CV0660 2,2,- 2 限る カギル 2 2 2 2 H1 (時間を～,予算を～) 
CV0661 2,2,- 2 限る カギッタ 3 3 3 3 H1 (時間を～,予算を～) 
CV0662 3,3,3 3 隠す カクス 2 2 2 2 L0 ()
CV0663 3,3,3 3 隠す カクヒタ 2 2 2 2 L2 ()
CV0664 1,-,- 1 囲う カコウ 0 0 0 0 H0 ([us])
CV0665 1,-,- 1 囲う カコータ 3 3 3 3 H2 ([us])
CV0666 1,-,- 1 囲む カコム 0 0 0 0 H0 ()
CV0667 1,-,- 1 囲む カコンダ 3 3 3 3 H2 ()
CV0668 1,1,1 1 飾る カザル 0 0 0 0 H0 ()
CV0669 1,1,1 1 飾る カザッタ 4 4 4 4 H3 ()
CV0670 2,-,- 2 炊ぐ カシグ 0 2 H1 ()

CV0671 2,-,- 2 炊ぐ カシーダ 3 2 H1,
H2

() 

CV0672 2,-,- 2 稼ぐ カセグ 2 2 2 2 H1 ()

CV0673 2,-,- 2 稼ぐ カセイダ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV0674 1,-,- 1 語る カタル 0 2 0 0 H0 ()
CV0675 1,-,- 1 語る カタッタ 4 3 4 4 H3 ()
CV0676 2,-,- 2 担ぐ カツグ 2 2 2 2 H1 ()

CV0677 2,-,- 2 担ぐ カツイダ 2 2 2 2
H1,
H2 () 

CV0678 2,-,- 2 叶う カナウ 2 2 2 2 H1 (願いが～[us])

CV0679 2,-,- 2 叶う カノータ 2 2 2 2 H1,
H2

(願いが～[us]) 

CV0680 2,-,- 2 被る カブル 2 2 2 2 H1 (水,帽子,責任を)
CV0681 2,-,- 2 被る カブッタ 3 3 3 3 H1 (水,帽子,責任を)
CV0682 2,-,- 2 構う カマウ 2 2 2 2 H1 (他人に～[us])

CV0683 2,-,- 2 構う カモータ 2 2 2 2 H1,
H2 (他人に～[us]) 

CV0684 1,-,- 1 通う カヨウ 0 0 0 0 H0 ([us])

CV0685 1,-,- 1 通う カヨータ 3 3 3 3
H1,
H2 ([us]) 

CV0686 1,-,- 1 枯らす カラス 0 0 0 0 H0 (木を～)
CV0687 1,-,- 1 枯らす カラヒタ 3 3 3 3 H2 (木を～)
CV0688 2,-,- 2 絡む カラム 2 2 2 2 H0 ()
CV0689 2,-,- 2 絡む カランダ 2 2 2 2 H2 ()
CV0690 2,-,2 2 乾く カワク 2 2 2 2 H1 ()

CV0691 2,-,2 2 乾く カワイタ 2 2 2 2 H1,
H2

() 

CV0692 1,-,- 1 代わる カワル 0 0 0 0 H0 (順番が～)
CV0693 1,-,- 1 代わる カワッタ 4 4 4 4 H3 (順番が～)
CV0694 1,1,1 1 変わる カワル 0 0 0 0 H0 (住所が～,病状が～) 
CV0695 1,1,1 1 変わる カワッタ 4 4 4 4 H3 (住所が～,病状が～) 
CV0696 1,-,- 1 刻む キザム 0 0 0 0 H0 ()
CV0697 1,-,- 1 刻む キザンダ 3 3 3 3 H2 ()
CV0698 2,-,- 1 軋る キシル 0 0 H0 ()
CV0699 2,-,- 1 軋る キシッタ 4 4 H3 ()
CV0700 2,-,- 1 競う キソウ 0 0 0 H0 ([us])
CV0701 2,-,- 1 競う キソータ 3 3 3 H2 ([us])
CV0702 1,-,- 2 来す キタス 2 2 2 2 H0 (変化を～,支障を～) 
CV0703 1,-,- 2 来す キタヒタ 2 2 2 2 H2 (変化を～,支障を～) 
CV0704 1,1,1 1 嫌う キラウ 0 0 0 0 H0 ([us])
CV0705 1,1,1 1 嫌う キロータ 3 3 3 3 H2 ([us])
CV0706 2,-,- 2 くくむ ククム 2 2 2 2 H0 (含む.口に水を～) 
CV0707 2,-,- 2 くくむ ククンダ 2 2 2 2 H2 (含む.口に水を～) 
CV0708 1,-,- 1 括る ククル 0 0 2 0 H0 ()
CV0709 1,-,- 1 括る ククッタ 4 4 3 4 H3 ()
CV0710 2,-,- 2 潜る クグル 2 2 2 2 H0 (門を～)
CV0711 2,-,- 2 潜る クグッタ 3 3 3 3 H3 (門を～)
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CV0712 2,-,- 2 挫く クジク 0 0 2 2 H1 (足を,希望を)

CV0713 2,-,- 2 挫く クジータ 3 3 2 2 H1,
H2

(足を,希望を) 

CV0714 2,-,- 2 抉る クジル 2 2 2 2 H1 (穴の中をかき回す) 
CV0715 2,-,- 2 抉る クジッタ 3 3 3 3 H1 (穴の中をかき回す) 
CV0716 2,2,2 2 崩す クズス 2 2 2 2 H1 ()

CV0717 2,2,2 2 崩す クズヒタ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV0718 2,-,2 2 砕く クダク 2 2 2 2 H1 ()

CV0719 2,-,2 2 砕く クダイタ 2 2 2 2
H1,
H2 () 

CV0720 1,-,- 1 下す クダス 0 0 2 0 H0 (腹を～;判断を～) 
CV0721 1,-,- 1 下す クダヒタ 3 3 2 3 H2 (腹を～;判断を～) 
CV0722 1,-,- 1 下る クダル 0 0 0 0 H0 ()
CV0723 1,-,- 1 下る クダッタ 4 4 4 4 H3 ()
CV0724 2,-,- 2 口説く クドク 2 2 2 2 H1 (女,愚痴)

CV0725 2,-,- 2 口説く クドイタ 2 2 2 2 H1,
H2

(女,愚痴) 

CV0726 1,-,- 1 窪む クボム 0 0 0 0 H0 ()
CV0727 1,-,- 1 窪む クボンダ 3 3 3 3 H2 ()
CV0728 2,2,2 2 曇る クモル 2 2 2 2 H1 ()
CV0729 2,2,2 2 曇る クモッタ 3 3 3 3 H1 ()
CV0730 1,-,- 1 食らう クラウ 0 0 0 0 H0 (酒を～;げんこつを～[us]) 
CV0731 1,-,- 1 食らう クロータ 3 3 3 3 H2 (酒を～;げんこつを～[us]) 
CV0732 1,-,- 1 暮らす クラス 0 0 0 0 H0 ()
CV0733 1,-,- 1 暮らす クラヒタ 3 3 3 3 H2 ()
CV0734 2,-,- 2 狂う クルウ 2 2 2 2 H1 ([us])

CV0735 2,-,- 2 狂う クルータ 2 2 2 2 H1,
H2 ([us]) 

CV0736 1,1,1 2 削る ケズル 2 2 2 2 H0 ()
CV0737 1,1,1 2 削る ケズッタ 3 3 3 3 H3 ()
CV0738 2,-,- 2 好む コノム 2 2 2 2 H1 ()

CV0739 2,-,- 2 好む コノンダ 2 2 2 2
H1,
H2 () 

CV0740 2,-,- 2 零す コボス 2 2 2 2 H1 ([溢])

CV0741 2,-,- 2 零す コボヒタ 2 2 2 2 H1,
H2

([溢]) 

CV0742 2,-,- 2 篭る コモル 2 2 2 2 H1 (声が～;心が～;山に～) 
CV0743 2,-,- 2 篭る コモッタ 3 3 3 3 H1 (声が～;心が～;山に～) 
CV0744 1,-,- 2 凝らす コラス 2 2 2 2,0 H1 (目を～;工夫を～) 

CV0745 1,-,- 2 凝らす コラヒタ 2 2 2 2,3 H1,
H2 (目を～;工夫を～) 

CV0746 2,-,- 2 懲らす コラス 2 2 2 2 H1 (敵を～)
CV0747 2,-,- 2 懲らす コラヒタ 2 2 2 2 H1 (敵を～)
CV0748 1,-,- 1 殺す コロス 0 0 0 0 H0 ()
CV0749 1,-,- 1 殺す コロヒタ 3 3 3 3 H2 ()
CV0750 1,1,1 1 捜す サガス 0 0 0 0 H0 (犯人,行方不明者を～) 
CV0751 1,1,1 1 捜す サガヒタ 3 3 3 3 H2 (犯人,行方不明者を～) 
CV0752 -,1,- 1 探す サガス 0 0 0 0 H0 (落し物を～;辞書で～) 
CV0753 -,1,- 1 探す サガヒタ 3 3 3 3 H2 (落し物を～;辞書で～) 
CV0754 2,2,- 2 下がる サガル 2 2 2 2 H1 ()
CV0755 2,2,- 2 下がる サガッタ 3 3 3 3 H1 ()

CV0756 1,1,1 1 探る サグル 0 0 0 0
H0,
H1 () 

CV0757 1,1,1 1 探る サグッタ 4 4 4 4 H3,
H1

() 

CV0758 1,-,- 2 諭す サトス 2 2 2 2 H0 ()
CV0759 1,-,- 2 諭す サトヒタ 2 2 2 2 H2 ()
CV0760 1,-,- 1 悟る サトル 0 2 2 0 H0 ()
CV0761 1,-,- 1 悟る サトッタ 4 3 3 4 H3 ()
CV0762 1,-,- 1 晒す サラス 0 0 0 0 H0 (恥を～;水に～;日に～) 
CV0763 1,-,- 1 晒す サラヒタ 2 3 3 3 H2 (恥を～;水に～;日に～) 
CV0764 2,-,- 2 騒ぐ サワグ 2 2 2 2 H1 ()
CV0765 2,-,- 2 騒ぐ サワイダ 2 2 2 2 H1, ()
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H2
CV0766 1,-,- 1 触る サワル 0 0 0 0 H0 ()
CV0767 1,-,- 1 触る サワッタ 4 4 4 4 H3 ()
CV0768 1,1,1 1 沈む シズム 0 0 0 0 H0 ()
CV0769 1,1,1 1 沈む シズンダ 3 3 3 3 H2 ()
CV0770 1,1,1 1 慕う シタウ 0 0 0 0 H0 ([us])
CV0771 1,1,1 1 慕う シトータ 3 3 3 3 H2 ([us])
CV0772 2,-,- 2 撓う シナウ 0 2 0 2 H1 (竹,指が～[us])

CV0773 2,-,- 2 撓う シノータ 3 2 3 2 H1,
H2

(竹,指が～[us]) 

CV0774 2,-,- 2 凌ぐ シノグ 2 2 2 2 H1 (雨風を～;親を～) 

CV0775 2,-,- 2 凌ぐ シノイダ 2 2 2 2 H1,
H2 (雨風を～;親を～) 

CV0776 1,-,- 2 忍ぶ シノブ 2 2 2 2 H1 (人目を～;恥を～) 

CV0777 1,-,- 2 忍ぶ シノンダ 2 2 2 2
H1,
H2 (人目を～;恥を～) 

CV0778 2,-,2 2 縛る シバル 2 2 2 2 H0,
H1

() 

CV0779 2,-,2 2 縛る シバッタ 3 3 3 3 H3,
H1 () 

CV0780 2,-,- 2 絞る シボル 2 2 2 2 H1 (水気;音量;声を～) 
CV0781 2,-,- 2 絞る シボッタ 3 3 3 3 H1 (水気;音量;声を～) 
CV0782 1,-,- 1 印す シルス 0 0 2 0 H1 (第１歩を～;目印を～) 

CV0783 1,-,- 1 印す シルヒタ 3 3 2 3
H1,
H2 (第１歩を～;目印を～) 

CV0784 -,1,- 1 記す シルス 0 0 2 0 H1 (ノートに～;心に～) 

CV0785 -,1,- 1 記す シルヒタ 3 3 2 3 H1,
H2

(ノートに～;心に～) 

CV0786 1,-,- 1 掬う スクウ 0 0 0 0 H0 ([us])
CV0787 1,-,- 1 掬う スクータ 3 3 3 3 H2 ([us])
CV0788 1,-,- 1 救う スクウ 0 0 0 0 H0 ([us])
CV0789 1,-,- 1 救う スクータ 3 3 3 3 H2 ([us])
CV0790 1,-,- 1 竦む スクム 0 0 0 0 H0 (足が～)
CV0791 1,-,- 1 竦む スクンダ 3 3 3 3 H2 (足が～)
CV0792 2,-,- 2 過ごす スゴス 2 2 2 2 H1 ()

CV0793 2,-,- 2 過ごす スゴヒタ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV0794 1,-,- 1 荒ぶ スサブ 0 0 0 H0 (心が～)
CV0795 1,-,- 1 荒ぶ スサンダ 3 3 3 H2 (心が～)
CV0796 1,-,- 1 濯ぐ ススグ 0 0 0 0 H0 (洗濯物を～)
CV0797 1,-,- 1 濯ぐ ススイダ 3 3 3 3 H2 (洗濯物を～)
CV0798 1,1,1 1 進む ススム 0 0 0 0 H0 ()
CV0799 1,1,1 1 進む ススンダ 3 3 3 3 H2 ()
CV0800 1,-,- 1 啜る ススル 0 0 0 0 H0 ()
CV0801 1,-,- 1 啜る ススッタ 4 4 4 4 H3 ()
CV0802 2,-,- 2 滑る スベル 2 2 2 2 H1 ([辷])
CV0803 2,-,- 2 滑る スベッタ 3 3 3 3 H1 ([辷])
CV0804 2,-,- 2 澄ます スマス 2 2 2 2 H1 (つんと～;耳を～) 
CV0805 2,-,- 2 澄ます スマヒタ 2 2 2 2 H1 (つんと～;耳を～) 
CV0806 2,-,- 2 迫る セマル 2 2 2 2 H1 ()
CV0807 2,-,- 2 迫る セマッタ 3 3 3 3 H1 ()
CV0808 1,-,- 2 注ぐ ソソグ 2 2 2 0 H0 (海に～;水を～;視線を～) 
CV0809 1,-,- 2 注ぐ ソソイダ 2 2 2 3 H2 (海に～;水を～;視線を～) 
CV0810 2,-,- 2 育つ ソダツ 2 2 2 2 H1 ()
CV0811 2,-,- 2 育つ ソダッタ 3 3 3 3 H1 ()
CV0812 2,-,- 2 背く ソムク 2 2 2 2 H1 ()

CV0813 2,-,- 2 背く ソムイタ 2 2 2 2
H1,
H2 () 

CV0814 2,-,- 2 倒す タオス 2 2 2 2 H1 ()

CV0815 2,-,- 2 倒す タオヒタ 2 2 2 2 H1,
H2

() 

CV0816 1,-,- 1 違う タガウ 2 0 2 0 H1 ([us])

CV0817 1,-,- 1 違う タゴータ 2 3 2 3 H1,
H2 ([us]) 
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CV0818 2,-,- 2 手繰る タグル 0 2 2 2 H0,
H1

() 

CV0819 2,-,- 2 手繰る タグッタ 4 3 3 3 H3,
H1 () 

CV0820 2,-,2 2 叩く タタク 2 2 2 2 H1 ([敲])
CV0821 2,-,2 2 叩く タタイタ 2 2 2 2 H1 ([敲])
CV0822 2,-,- 2 正す タダス 2 2 2 2 H1 (襟を～;誤りを～) 
CV0823 2,-,- 2 正す タダヒタ 2 2 2 2 H1 (襟を～;誤りを～) 
CV0824 1,1,- 1 畳む タタム 0 0 0 0 H0 ()
CV0825 1,1,- 1 畳む タタンダ 3 3 3 3 H2 ()
CV0826 2,2,2 2 頼む タノム 2 2 2 2 H1 (～！)

CV0827 2,2,2 2 頼む タノンダ 2 2 2 2
H1,
H2 (～！) 

CV0828 2,2,2 2 頼む タノム 2 2 2 2 H1 (人に物を～)

CV0829 2,2,2 2 頼む タノンダ 2 2 2 2 H1,
H2

(人に物を～) 

CV0830 2,-,- 2 給う タマウ 2 2 2 0 H1 ([us])

CV0831 2,-,- 2 給う タモータ 2 2 2 2 H1,
H2 ([us]) 

CV0832 2,-,- 2 弛む タユム 2 0 2 2 H0 ()
CV0833 2,-,- 2 弛む タユンダ 2 3 2 2 H2 ()
CV0834 1,-,- 1 誓う チカウ 2 2 0 0 H0 ([us])
CV0835 1,-,- 1 誓う チコータ 2 2 3 3 H2 ([us])
CV0836 1,2,- 1 違う チガウ 0 0 0 0 H0 ([us])
CV0837 1,2,- 1 違う チゴータ 3 3 3 3 H2 ([us])
CV0838 1,-,- 1 散らす チラス 0 0 0 0 H0 ()
CV0839 1,-,- 1 散らす チラヒタ 3 3 3 3 H2 ()
CV0840 1,-,- 1 使う ツカウ 0 0 0 0 H0 ([us])
CV0841 1,-,- 1 使う ツコータ 3 3 3 3 H2 ([us])
CV0842 2,-,- 2 掴む ツカム 2 2 2 2 H0 ()
CV0843 2,-,- 2 掴む ツカンダ 2 2 2 2 H2 ()
CV0844 1,-,- 2 尽くす ツクス 2 2 2 2 H1 ()

CV0845 1,-,- 2 尽くす ツクヒタ 2 2 2 2
H1,
H2 () 

CV0846 2,-,2 2 作る ツクル 2 2 2 2 H1 ()
CV0847 2,-,2 2 作る ツクッタ 3 3 3 3 H1 ()
CV0848 -,2,- 2 造る ツクル 2 2 2 2 H1 (船,庭,酒を～;刺し身にする) 
CV0849 -,2,- 2 造る ツクッタ 3 3 3 3 H1 (船,庭,酒を～;刺し身にする) 
CV0850 1,-,- 1 続く ツズク 0 0 0 0 H0 ()
CV0851 1,-,- 1 続く ツズイタ 3 3 3 3 H2 ()
CV0852 2,-,2 2 包む ツツム 2 2 2 2 H1 ()

CV0853 2,-,2 2 包む ツツンダ 2 2 2 2 H1,
H2

() 

CV0854 2,-,- 1 集う ツドウ 2 0 0 0 H1 ([us])

CV0855 2,-,- 1 集う ツドータ 2 3 3 3 H1,
H2 ([us]) 

CV0856 1,-,- 1 繋ぐ ツナグ 0 0 0 0 H0 ()
CV0857 1,-,- 1 繋ぐ ツナイダ 3 3 3 3 H2 ()
CV0858 2,-,- 2 募る ツノル 2 2 2 2 H1 ()
CV0859 2,-,- 2 募る ツノッタ 3 3 3 3 H1 ()
CV0860 -,-,2 2 詰まる ツマル 2 2 2 2 H1 ()
CV0861 -,-,2 2 詰まる ツマッタ 3 3 3 3 H1 ()

CV0862 2,-,- 2 紡ぐ ツムグ 2 2 0 2
H0,
H1 () 

CV0863 2,-,- 2 紡ぐ ツムイダ 2 2 3 2 H2,
H1

() 

CV0864 1,-,- 1 積もる ツモル 0 0 0 0 H1 ()
CV0865 1,-,- 1 積もる ツモッタ 4 4 4 4 H1 ()
CV0866 -,2,2 2 照らす テラス 2 2 2 2 H1 (地を～;使.ライトを～) 

CV0867 -,2,2 2 照らす テラヒタ 2 2 2 2 H1,
H2 (地を～;使.ライトを～) 

CV0868 2,-,- 2 透す トース 2 2 2 2 H1 (光を～)
CV0869 2,-,- 2 透す トーヒタ 2 2 2 2 H1 (光を～)
CV0870 2,2,- 2 通る トール 2 2 2 2 H1 (人が～;筋が～;試験に～) 
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CV0871 2,2,- 2 通る トーッタ 3 3 3 3 H1 (人が～;筋が～;試験に～) 
CV0872 2,-,- 3 尖る トガル 1 1 1 2 H1 ()
CV0873 2,-,- 3 尖る トガッタ 1 1 1 3 H1 ()
CV0874 2,-,- 2 届く トドク 2 2 2 2 H1 ()

CV0875 2,-,- 2 届く トドイタ 2 2 2 2 H1,
H2

() 

CV0876 1,-,- 1 飛ばす トバス 0 0 0 0 H0 ()
CV0877 1,-,- 1 飛ばす トバヒタ 3 3 3 3 H2 ()

CV0878 2,-,- 2 響む ドヨム 2 2 2 2 H0,
H1 () 

CV0879 2,-,- 2 響む ドヨンダ 2 2 2 2
H2,
H1 () 

CV0880 2,-,- 2 直す ナオス 2 2 2 2 H1 (癖を～;欠点を～;文章を～) 
CV0881 2,-,- 2 直す ナオヒタ 2 2 2 2 H1 (癖を～;欠点を～;文章を～) 
CV0882 2,-,- 2 直る ナオル 2 2 2 2 H1 (癖が～;欠点が～;文章が～) 
CV0883 2,-,- 2 直る ナオッタ 3 3 3 3 H1 (癖が～;欠点が～;文章が～) 
CV0884 2,-,- 2 流す ナガス 2 2 2 2 H1 ()

CV0885 2,-,- 2 流す ナガヒタ 2 2 2 2 H1,
H2

() 

CV0886 2,-,- 2 嘆く ナゲク 2 2 2 2 H1 ([歎])

CV0887 2,-,- 2 嘆く ナゲイタ 2 2 2 2 H1,
H2 ([歎]) 

CV0888 2,-,- 2 詰る ナジル 2 2 2 2 H1 (非難する)
CV0889 2,-,- 2 詰る ナジッタ 3 3 3 3 H1 (非難する)
CV0890 2,-,- 2 泥む ナズム 2 2 2 H0 (旧習に～;とどこうる) 
CV0891 2,-,- 2 泥む ナズンダ 2 2 2 H2 (旧習に～;とどこうる) 
CV0892 2,-,2 2 懐く ナツク 2 2 2 2 H1 ()

CV0893 2,-,2 2 懐く ナツイタ 2 2 2 2
H1,
H2 () 

CV0894 1,-,- 2 名乗る ナノル 2 2 2 2 H0,
H1

() 

CV0895 1,-,- 2 名乗る ナノッタ 3 3 3 3 H3,
H1 () 

CV0896 2,-,- 2 靡く ナビク 2 2 2 2
H0,
H1 (旗が～;強い者に～) 

CV0897 2,-,- 2 靡く ナビータ 2 2 2 2 H2,
H1

(旗が～;強い者に～) 

CV0898 2,-,- 2 嬲る ナブル 2 2 2 2 H1 ()
CV0899 2,-,- 2 嬲る ナブッタ 3 3 3 3 H1 ()
CV0900 2,-,2 2 悩む ナヤム 2 2 2 2 H1 ()

CV0901 2,-,2 2 悩む ナヤンダ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV0902 2,2,2 2 習う ナラウ 2 2 2 2 H1 (算盤を～[us])

CV0903 2,2,2 2 習う ナロータ 2 2 2 2
H1,
H2 (算盤を～[us]) 

CV0904 1,-,- 1 鳴らす ナラス 0 0 0 0 H0 (鈴を～)
CV0905 1,-,- 1 鳴らす ナラヒタ 3 3 3 3 H2 (鈴を～)
CV0906 1,1,1 1 並ぶ ナラブ 0 0 0 0 H0 ()
CV0907 1,1,1 1 並ぶ ナランダ 3 3 3 3 H2 ()
CV0908 2,-,- 2 匂う ニオウ 2 2 2 2 H1 (花が～[us])

CV0909 2,-,- 2 匂う ニオータ 2 2 2 2 H1,
H2

(花が～[us]) 

CV0910 1,1,1 1 握る ニギル 0 0 0 0 H0 ()
CV0911 1,1,1 1 握る ニギッタ 4 4 4 4 H3 ()
CV0912 2,-,2 2 憎む ニクム 2 2 2 2 H1 ()

CV0913 2,-,2 2 憎む ニクンダ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV0914 2,-,2 2 濁る ニゴル 2 2 2 2 H1 ()
CV0915 2,-,2 2 濁る ニゴッタ 3 3 3 3 H1 ()
CV0916 2,-,- 2 担う ニナウ 2 2 2 2 H1 (天秤棒で～[us])

CV0917 2,-,- 2 担う ニノータ 2 2 2 2
H1,
H2 (天秤棒で～[us]) 

CV0918 2,-,- 2 睨む ニラム 2 2 2 2 H1 ([ﾈﾗﾑ])
CV0919 2,-,- 2 睨む ニランダ 2 2 2 2 H1, ([ﾈﾗﾑ])
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H2
CV0920 2,-,- 2 拭う ヌグウ 2 2 2 2 H1 ([us])

CV0921 2,-,- 2 拭う ヌグータ 2 2 2 2 H1,
H2

([us]) 

CV0922 2,-,- 2 盗む ヌスム 2 2 2 2 H1 ()

CV0923 2,-,- 2 盗む ヌスンダ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV0924 1,-,- 1 濡らす ヌラス 0 0 0 0 H0 ()
CV0925 1,-,- 1 濡らす ヌラヒタ 3 3 3 3 H2 ()
CV0926 2,-,- 2 願う ネガウ 2 2 2 2 H1 ([us])

CV0927 2,-,- 2 願う ネゴータ 2 2 2 2
H1,
H2 ([us]) 

CV0928 2,-,- 2 妬む ネタム 2 2 2 2 H1 ([嫉])

CV0929 2,-,- 2 妬む ネタンダ 2 2 2 2 H1,
H2

([嫉]) 

CV0930 1,-,- 1 眠る ネムル 0 0 0 0 H0 ()
CV0931 1,-,- 1 眠る ネムッタ 4 4 4 4 H3 ()
CV0932 2,-,- 2 残す ノコス 2 2 2 2 H1 ([遺])

CV0933 2,-,- 2 残す ノコヒタ 2 2 2 2 H1,
H2 ([遺]) 

CV0934 2,-,- 2 残る ノコル 2 2 2 2 H1 ([遺])
CV0935 2,-,- 2 残る ノコッタ 3 3 3 3 H1 ([遺])
CV0936 1,-,- 1 覗く ノゾク 0 0 0 0 H0 ()
CV0937 1,-,- 1 覗く ノゾイタ 3 3 3 3 H2 ()
CV0938 1,-,- 1 望む ノゾム 0 2 0 0 H0 (遠くを～;出世を～) 
CV0939 1,-,- 1 望む ノゾンダ 3 2 3 3 H2 (遠くを～;出世を～) 
CV0940 1,-,- 1 臨む ノゾム 0 0 0 0 H0 (海に～;試験に～) 
CV0941 1,-,- 1 臨む ノゾンダ 3 3 3 3 H2 (海に～;試験に～) 
CV0942 2,-,- 2 延ばす ノバス 2 2 2 2 H1 (出発を～;会期を～) 
CV0943 2,-,- 2 延ばす ノバヒタ 2 2 2 2 H1 (出発を～;会期を～) 
CV0944 1,-,- 1 昇る ノボル 0 0 0 0 H0 (日が～;天に～)
CV0945 1,-,- 1 昇る ノボッタ 4 4 4 4 H3 (日が～;天に～)
CV0946 -,1,- 1 登る ノボル 0 0 0 0 H0 (木,山に～)
CV0947 -,1,- 1 登る ノボッタ 4 4 4 4 H3 (木,山に～)
CV0948 3,3,3 3 入る ハイル 1 1,2 1 1 L0 ([這入])
CV0949 3,3,3 3 入る ハイッタ 1 1,3 1 1 L3 ([這入])
CV0950 2,-,- 2 計る ハカル 2 2 2 2 H1 (時間を～;将来を～) 
CV0951 2,-,- 2 計る ハカッタ 3 3 3 3 H1 (時間を～;将来を～) 
CV0952 2,-,- 2 謀る ハカル 2 2 2 2 H1 (あざむく)
CV0953 2,-,- 2 謀る ハカッタ 3 3 3 3 H1 (あざむく)

CV0954 2,-,- 2 励む ハゲム 2 2 2 2
H0,
H1 () 

CV0955 2,-,- 2 励む ハゲンダ 2 2 2 2 H2,
H1

() 

CV0956 1,1,1 1 運ぶ ハコブ 0 0 0 0 H0 ()
CV0957 1,1,1 1 運ぶ ハコンダ 3 3 3 3 H2 ()
CV0958 2,-,- 2 挟む ハサム 2 2 2 2 H1 (箸で～;口を～.[挿,夾]) 

CV0959 2,-,- 2 挟む ハサンダ 2 2 2 2 H1,
H2 (箸で～;口を～.[挿,夾]) 

CV0960 2,-,- 2 弾く ハジク 0 0 2 2 H1 (水を～;算盤を～) 

CV0961 2,-,- 2 弾く ハジイタ 3 3 2 2
H1,
H2 (水を～;算盤を～) 

CV0962 2,-,- 2 走る ハシル 2 2 2 2 H1 ()
CV0963 2,-,- 2 走る ハシッタ 3 3 3 3 H1 ()
CV0964 1,-,- 1 外す ハズス 0 0 0 0 H0 ()
CV0965 1,-,- 1 外す ハズヒタ 3 3 3 3 H2 ()
CV0966 2,-,- 2 果たす ハタス 2 2 2 2 H1 (約束を～)

CV0967 2,-,- 2 果たす ハタヒタ 2 2 2 2 H1,
H2

(約束を～) 

CV0968 2,-,- 2 放つ ハナツ 2 2 2 0 H1 (矢を～;光を～)
CV0969 2,-,- 2 放つ ハナッタ 3 3 3 4 H1 (矢を～;光を～)
CV0970 2,-,- 2 払う ハラウ 2 2 2 2 H1 ([us])

CV0971 2,-,- 2 払う ハロータ 2 2 2 2 H1,
H2 ([us]) 
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CV0972 2,-,- 2 孕む ハラム 2 2 2 2 H1 ()

CV0973 2,-,- 2 孕む ハランダ 2 2 2 2 H1,
H2

() 

CV0974 2,-,2 1 僻む ヒガム 0 0 2 0 H0,
H1 () 

CV0975 2,-,2 1 僻む ヒガンダ 3 3 2 3
H2,
H1 () 

CV0976 2,2,2 2 光る ヒカル 2 2 2 2 H1 ()
CV0977 2,2,2 2 光る ヒカッタ 3 3 3 3 H1 ()

CV0978 2,-,- 2 浸す ヒタス 2 2 2 2 H0,
H1

() 

CV0979 2,-,- 2 浸す ヒタヒタ 2 2 2 2 H2,
H1 () 

CV0980 2,-,- 2 捻る ヒネル 2 2 2 2 H1 ()
CV0981 2,-,- 2 捻る ヒネッタ 3 3 3 3 H1 ()
CV0982 2,-,- 2 響く ヒビク 2 2 2 2 H1 ()

CV0983 2,-,- 2 響く ヒビータ 2 2 2 2
H1,
H2 () 

CV0984 2,-,- 2 開く ヒラク 2 2 2 2 H1 ()

CV0985 2,-,- 2 開く ヒライタ 2 2 2 2 H1,
H2

() 

CV0986 2,-,- 2 ひるむ ヒルム 2 0 2 2 H0,
H1 () 

CV0987 2,-,- 2 ひるむ ヒルンダ 2 3 2 2
H2,
H1 () 

CV0988 1,-,- 1 拾う ヒロウ 0 0 0 0 H0 ([us])

CV0989 1,-,- 1 拾う ヒロータ 3 3 3 3 H2,
H1

([us]) 

CV0990 2,-,- 2 含む フクム 2 2 2 2 H0,
H1 (口に水を～) 

CV0991 2,-,- 2 含む フクンダ 2 2 2 2
H2,
H1 (口に水を～) 

CV0992 2,-,- 2 含む フクム 2 2 2 2 H0,
H1

(成分を～) 

CV0993 2,-,- 2 含む フクンダ 2 2 2 2 H2,
H1 (成分を～) 

CV0994 2,-,- 2 耽る フケル 2 2 2 2 H1 ()
CV0995 2,-,- 2 耽る フケッタ 3 3 3 3 H1 ()

CV0996 1,-,- 1 塞ぐ フサグ 0 0 2 0
H0,
H1 () 

CV0997 1,-,- 1 塞ぐ フサイダ 3 3 2 3 H2,
H1

() 

CV0998 2,-,- 2 防ぐ フセグ 2 2 2 2 H1 ()

CV0999 2,-,- 2 防ぐ フセイダ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV1000 2,-,- 2 太る フトル 2 2 2 2 H1 ([肥])
CV1001 2,-,- 2 太る フトッタ 3 3 3 3 H1 ([肥])
CV1002 1,-,- 1 振るう フルウ 0 0 0 0 H0 (腕を～;商売が～;猛威を～[us]) 
CV1003 1,-,- 1 振るう フルータ 3 3 3 3 H2 (腕を～;商売が～;猛威を～[us]) 
CV1004 1,-,- 1 奮う フルウ 0 0 0 0 H0 (勇気を～[us])
CV1005 1,-,- 1 奮う フルータ 3 3 3 3 H2 (勇気を～[us])
CV1006 1,-,- 1 誇る ホコル 0 2 0 0 H0 ()
CV1007 1,-,- 1 誇る ホコッタ 4 3 4 4 H3 ()
CV1008 3,3,- 3 参る マイル 2 2 1 2 L0 (墓に～;降参;行く来る) 
CV1009 3,3,- 3 参る マイッタ 3 3 1 3 L3 (墓に～;降参;行く来る) 
CV1010 2,-,- 2 紛う マガウ 2 2 2 2 H1 (～かたなき[us])

CV1011 2,-,- 2 紛う マゴータ 2 2 2 2
H1,
H2 (～かたなき[us]) 

CV1012 2,-,- 2 罷る マカル 2 2 2 2 H0 (去る)
CV1013 2,-,- 2 罷る マカッタ 3 3 3 3 H3 (去る)
CV1014 1,-,- 1 曲がる マガル 0 0 0 0 H0 ()
CV1015 1,-,- 1 曲がる マガッタ 4 4 4 4 H3 ()
CV1016 1,-,- 2 勝る マサル 2 2 2 2 H0 ([優])
CV1017 1,-,- 2 勝る マサッタ 3 3 3 3 H3 ([優])
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CV1018 2,-,- 2 交じる マジル 2 2 2 2 H1 (人に～)
CV1019 2,-,- 2 交じる マジッタ 3 3 3 3 H1 (人に～)
CV1020 1,-,- 1 祭る マツル 0 0 0 0 H0 ()
CV1021 1,-,- 1 祭る マツッタ 4 4 4 4 H3 ()
CV1022 2,-,- 2 惑う マドウ 2 2 2 2 H1 ([us])

CV1023 2,-,- 2 惑う マドータ 2 2 2 2 H1,
H2

([us]) 

CV1024 1,-,- 2 学ぶ マナブ 2 2 2 2 H0 ()
CV1025 1,-,- 2 学ぶ マナンダ 2 2 2 2 H2 ()
CV1026 2,-,- 2 招く マネク 2 2 2 2 H1 ()

CV1027 2,-,- 2 招く マネイタ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV1028 2,2,- 2 守る マモル 2 2 2 2 H1 ()
CV1029 2,2,- 2 守る マモッタ 3 3 3 3 H1 ()
CV1030 2,-,- 2 迷う マヨウ 2 2 2 2 H1 ([us])

CV1031 2,-,- 2 迷う マヨータ 2 2 2 2
H1,
H2 ([us]) 

CV1032 1,-,- 1 磨く ミガク 0 0 0 0 H0 ()
CV1033 1,-,- 1 磨く ミガイタ 3 3 3 3 H2 ()
CV1034 1,-,- 1 向かう ムカウ 0 0 0 0 H0 ([us])
CV1035 1,-,- 1 向かう ムコータ 3 3 3 3 H2 ([us])
CV1036 1,-,- 1 むしる ムシル 0 0 0 0 H0 (毛,草,魚)
CV1037 1,-,- 1 むしる ムシッタ 4 4 4 4 H3 (毛,草,魚)
CV1038 1,-,- 1 結ぶ ムスブ 0 0 0 0 H0 (実,紐)
CV1039 1,-,- 1 結ぶ ムスンダ 3 3 3 3 H2 (実,紐)

CV1040 1,-,- 1 噎ぶ ムセブ 0 0 0 0 H0,
H1

([咽]) 

CV1041 1,-,- 1 噎ぶ ムセンダ 3 3 3 3 H2,
H1 ([咽]) 

CV1042 2,-,- 2 恵む メグム 2 2 2 2
H0,
H1 () 

CV1043 2,-,- 2 恵む メグンダ 2 2 2 2 H2,
H1

() 

CV1044 1,1,1 2 巡る メグル 2 2 2 2 H0,
H1 () 

CV1045 1,1,1 2 巡る メグッタ 3 3 3 3
H3,
H1 () 

CV1046 2,-,- 2 申す モース 2 2 2 2 H1 (言う;念仏を～)

CV1047 2,-,- 2 申す モーヒタ 2 2 2 2 H1,
H2

(言う;念仏を～) 

CV1048 2,-,- 2 戻る モドル 2 2 2 2 H1 ()
CV1049 2,-,- 2 戻る モドッタ 3 3 3 3 H1 ()
CV1050 1,-,- 1 貰う モラウ 0 0 0 0 H0 ([us])

CV1051 1,-,- 1 貰う モロータ 3 3 3 3 H2,
H1 ([us]) 

CV1052 2,-,- 2 漏らす モラス 2 2 2 2 H1 ()

CV1053 2,-,- 2 漏らす モラヒタ 2 2 2 2
H1,
H2 () 

CV1054 2,-,- 2 休む ヤスム 2 2 2 2 H1 ()

CV1055 2,-,- 2 休む ヤスンダ 2 2 2 2 H1,
H2

() 

CV1056 2,-,- 2 窶す ヤツス 2 2 2 H1 (憂き身を～)

CV1057 2,-,- 2 窶す ヤツヒタ 2 2 2 H1,
H2 (憂き身を～) 

CV1058 2,2,- 2 雇う ヤトウ 2 2 2 2 H1 ([傭][us])

CV1059 2,2,- 2 雇う ヤトータ 2 2 2 2
H1,
H2 ([傭][us]) 

CV1060 2,-,- 2 宿る ヤドル 2 2 2 2 H0,
H1

() 

CV1061 2,-,- 2 宿る ヤドッタ 3 3 3 3 H3,
H1 () 

CV1062 2,-,- 2 破る ヤブル 2 2 2 2 H1 ()
CV1063 2,-,- 2 破る ヤブッタ 3 3 3 3 H1 ()
CV1064 1,-,- 1 歪む ユガム 0 0 0 0 H0, ([ｲｶﾞﾑ])
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H1

CV1065 1,-,- 1 歪む ユガンダ 3 3 3 3 H2,
H1

([ｲｶﾞﾑ]) 

CV1066 1,-,1 1 揺する ユスル 0 0 0 0 H0 (木を～;人を～)
CV1067 1,-,1 1 揺する ユスッタ 4 4 4 4 H3 (木を～;人を～)
CV1068 1,1,- 1 譲る ユズル 0 0 0 0 H0 ()
CV1069 1,1,- 1 譲る ユズッタ 4 4 4 4 H3 ()
CV1070 2,-,2 2 許す ユルス 2 2 2 2 H1 ()

CV1071 2,-,2 2 許す ユルヒタ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV1072 2,-,- 2 緩む ユルム 2 2 2 2 H0 ([弛])
CV1073 2,-,- 2 緩む ユルンダ 2 2 2 2 H2 ([弛])
CV1074 2,-,- 2 装う ヨソウ 2 2 2 0 H0 (御飯を盛る.[us])
CV1075 2,-,- 2 装う ヨソータ 2 2 2 3 H2 (御飯を盛る.[us])
CV1076 1,-,- 1 湧かす ワカス 0 0 0 0 H0 (使.うじを～)
CV1077 1,-,- 1 湧かす ワカヒタ 3 3 3 3 H2 (使.うじを～)
CV1078 2,-,- 2 分かつ ワカツ 2 2 2 2 H1 (３つに～;黒白を～) 
CV1079 2,-,- 2 分かつ ワカッタ 3 3 3 3 H1 (３つに～;黒白を～) 
CV1080 -,2,- 2 分かる ワカル 2 2 2 2 H1 ([判,解])
CV1081 -,2,- 2 分かる ワカッタ 3 3 3 3 H1 ([判,解])
CV1082 1,-,- 1 渡す ワタス 0 0 0 0 H0 ()
CV1083 1,-,- 1 渡す ワタヒタ 3 3 3 3 H2 ()
CV1084 1,-,- 1 渡る ワタル 0 0 0 0 H0 (海を～,川を～;人手に～) 
CV1085 1,-,- 1 渡る ワタッタ 4 4 4 4 H3 (海を～,川を～;人手に～) 
CV1086 1,-,- 1 笑う ワラウ 0 0 0 0 H0 ([us])

CV1087 1,-,- 1 笑う ワロータ 3 3 3 3
H2,
H1 ([us]) 

CV1088 2,-,- 2 崇める アガメル 3 3 3 3 H2 ()

CV1089 2,-,- 2 崇める アガメタ 2 2 2 2 H1,
H2

() 

CV1090 1,-,- 1 呆れる アキレル 0 0 0 0 H0 ()
CV1091 1,-,- 1 呆れる アキレタ 3 3 3 3 H2 ()
CV1092 2,-,- 2 預ける アズケル 3 3 3 3 H2 ()

CV1093 2,-,- 2 預ける アズケタ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV1094 1,-,1 1 与える アタエル 0 0 0 0 H0 ()
CV1095 1,-,1 1 与える アタエタ 3 3 3 3 H2 ()
CV1096 2,-,2 1 集める アツメル 0 0 0 0 H2 ()

CV1097 2,-,2 1 集める アツメタ 3 3 3 3
H1,
H2 () 

CV1098 1,-,- 2 溢れる アフレル 3 3 3 3 H0 (水が～)
CV1099 1,-,- 2 溢れる アフレタ 2 2 2 2 H2 (水が～)
CV1100 2,-,- 2 合わせる アワセル 3 3 3 3 H2 ()

CV1101 2,-,- 2 合わせる アワセタ 2 2 2 2 H1,
H2

() 

CV1102 1,-,- 1 慌てる アワテル 0 0 0 0 H0 ()
CV1103 1,-,- 1 慌てる アワテタ 3 3 3 3 H2 ()
CV1104 1,-,- 1 浮かべる ウカベル 0 0 0 0 H0 (他.;可.)
CV1105 1,-,- 1 浮かべる ウカベタ 3 3 3 3 H2 (他.;可.)
CV1106 1,-,- 1 埋める ウズメル 0 0 0 0 H0 (骨を～)

CV1107 1,-,- 1 埋める ウズメタ 3 3 3 3 H2,
H1 (骨を～) 

CV1108 1,-,- 1 生まれる ウマレル 0 0 0 0 H0 ([ﾝﾏﾚﾙ])
CV1109 1,-,- 1 生まれる ウマレタ 3 3 3 3 H2 ([ﾝﾏﾚﾙ])
CV1110 2,-,- 3 憂える ウレール 3 0 0 L0 (将来を～)
CV1111 2,-,- 3 憂える ウレータ 2 3 3 L2 (将来を～)
CV1112 1,-,- 1 後れる オクレル 0 0 0 0 H0 ()
CV1113 1,-,- 1 後れる オクレタ 3 3 3 3 H2 ()
CV1114 2,-,- 3 抑える オサエル 1,3 1,3 1 1,3 H2 (怒り;要求;相手を～) 

CV1115 2,-,- 3 抑える オサエタ 1,2 1,2 1 1,2
H1,
H2 (怒り;要求;相手を～) 

CV1116 2,-,- 2 修める オサメル 3 3 3 3 H2 (学業を～)

CV1117 2,-,- 2 修める オサメタ 2 2 2 2 H1,
H2

(学業を～) 
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CV1118 2,-,- 2 納める オサメル 3 3 3 3 H2 (税金を～;胸に～) 

CV1119 2,-,- 2 納める オサメタ 2 2 2 2 H1,
H2

(税金を～;胸に～) 

CV1120 1,-,- 1 教える オシエル 0 0 0 0 H0 ([ｵｾﾙ])
CV1121 1,-,- 1 教える オシエタ 3 3 3 3 H2 ([ｵｾﾙ])
CV1122 2,-,- 2 恐れる オソレル 3 3 3 3 H2 ([畏])
CV1123 2,-,- 2 恐れる オソレタ 2 2 2 2 H2 ([畏])
CV1124 2,-,- 2 覚える オボエル 3 3 3 3 H2 ()

CV1125 2,-,- 2 覚える オボエタ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV1126 3,-,- 3 抱える カカエル 1,3 1,3 1,3 1,3 L0 ()
CV1127 3,-,- 3 抱える カカエタ 1,2 1,2 1,2 1,2 L2 ()
CV1128 3,-,2 3 隠れる カクレル 3 3 3 1,3 L0 ()
CV1129 3,-,2 3 隠れる カクレタ 2 2 2 1,2 L2 ()
CV1130 1,-,1 1 重ねる カサネル 0 0 0 0 H0 ()
CV1131 1,-,1 1 重ねる カサネタ 3 3 3 3 H2 ()

CV1132 1,-,- 2 掠める カスメル 3 0 3 3
H0,
H2 (お金を～;目の前を～) 

CV1133 1,-,- 2 掠める カスメタ 2 3 2 2 H2 (お金を～;目の前を～) 
CV1134 2,-,2 2 数える カゾエル 3 3 3 3 H2 ()

CV1135 2,-,2 2 数える カゾエタ 2 2 2 2 H1,
H2

() 

CV1136 1,-,- 1 固める カタメル 0 0 0 0 H0 ()
CV1137 1,-,- 1 固める カタメタ 3 3 3 3 H2 ()
CV1138 2,-,- 2 叶える カナエル 3 3 3 3 H2 ([適])

CV1139 2,-,- 2 叶える カナエタ 2 2 2 2 H1,
H2 ([適]) 

CV1140 2,-,- 2 奏でる カナデル 3 3 3 3
H0,
H2 (楽器を～) 

CV1141 2,-,- 2 奏でる カナデタ 2 2 2 2 H2 (楽器を～)
CV1142 2,-,- 2 被せる カブセル 3 3 3 3 H2 ()

CV1143 2,-,- 2 被せる カブセタ 2 2 2 2 H1,
H2

() 

CV1144 2,-,- 3 構える カマエル 1,3 1,3 1,3 3 H2 (他.家,身を～;可.) 

CV1145 2,-,- 3 構える カマエタ 1,2 1,2 1,2 2 H1,
H2 (他.家,身を～;可.) 

CV1146 2,-,- 3 絡げる カラゲル 1,3 3 1,3 3 L0 ()
CV1147 2,-,- 3 絡げる カラゲタ 1,2 2 1,2 2 L2 ()
CV1148 1,-,- 1 聞こえる キコエル 0 0 0 0 H0 ()
CV1149 1,-,- 1 聞こえる キコエタ 3 3 3 3 H2 ()
CV1150 2,-,- 2 清める キヨメル 3 3 3 3 H2 ()

CV1151 2,-,- 2 清める キヨメタ 2 2 2 2
H1,
H2 () 

CV1152 2,-,- 2 極める キワメル 3 3 3 3 H2 (栄華を～;山頂を～) 

CV1153 2,-,- 2 極める キワメタ 2 2 2 2 H1,
H2

(栄華を～;山頂を～) 

CV1154 2,-,- 2 崩れる クズレル 3 3 3 3 H2 ()

CV1155 2,-,- 2 崩れる クズレタ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV1156 1,-,- 1 比べる クラベル 0 0 0 0
H0,
H2 () 

CV1157 1,-,- 1 比べる クラベタ 3 3 3 3 H2,
H1

() 

CV1158 2,-,- 2 汚れる ケガレル 3 3 3 3 H2 ([穢])

CV1159 2,-,- 2 汚れる ケガレタ 2 2 2 2 H1,
H2 ([穢]) 

CV1160 2,-,- 2 答える コタエル 3 3 3 3 L0 (返事する)
CV1161 2,-,- 2 答える コタエタ 2 2 2 2 L2 (返事する)
CV1162 2,-,- 2 零れる コボレル 3 3 3 3 H2 (水が～)

CV1163 2,-,- 2 零れる コボレタ 2 2 2 2
H1,
H2 (水が～) 

CV1164 2,-,- 2 壊れる コワレル 3 3 3 3 H2 ([毀])

CV1165 2,-,- 2 壊れる コワレタ 2 2 2 2 H1,
H2

([毀]) 
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CV1166 3,-,- 3 支える ササエル 1,3 1,3 1,3 1,3 L0 ()
CV1167 3,-,- 3 支える ササエタ 1,2 1,2 1,2 1,2 L2 ()
CV1168 3,-,- 3 捧げる ササゲル 1,3 3 1,3 3 L0 ()
CV1169 3,-,- 3 捧げる ササゲタ 1,2 2 1,2 2 L2 ()
CV1170 2,-,- 2 授ける サズケル 3 3 3 3 H2 ()

CV1171 2,-,- 2 授ける サズケタ 2 2 2 2 H1,
H2

() 

CV1172 2,-,- 2 定める サダメル 3 3 3 3 H2 ()

CV1173 2,-,- 2 定める サダメタ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV1174 1,-,- 1 萎れる シオレル 3 0 3 0 H2 ()

CV1175 1,-,- 1 萎れる シオレタ 2 3 2 3
H1,
H2 () 

CV1176 2,-,- 2 鎮める シズメル 3 3 0 0 H0,
H2

(反乱を～;痛みを～.[静]) 

CV1177 2,-,- 2 鎮める シズメタ 2 2 3 3 H2,
H1 (反乱を～;痛みを～.[静]) 

CV1178 2,-,- 2 痺れる シビレル 3 3 3 3 H2 ()

CV1179 2,-,- 2 痺れる シビレタ 2 2 2 2
H1,
H2 () 

CV1180 2,-,- 2 精げる シラゲル 3 3 3 (玄米を～)
CV1181 2,-,- 2 精げる シラゲタ 2 2 2 (玄米を～)
CV1182 2,-,2 2 調べる シラベル 3 3 3 3 H2 ()

CV1183 2,-,2 2 調べる シラベタ 2 2 2 2 H1,
H2

() 

CV1184 1,-,- 2 優れる スグレル 3 3 3 3 H2 ([勝])

CV1185 1,-,- 2 優れる スグレタ 2 2 2 2 H1,
H2 ([勝]) 

CV1186 1,-,- 1 勧める ススメル 0 0 0 0 H0 (酒を～;出席を～) 
CV1187 1,-,- 1 勧める ススメタ 3 3 3 3 H2 (酒を～;出席を～) 
CV1188 1,-,- 1 廃れる スタレル 0 0 3 0 H0 ()
CV1189 1,-,- 1 廃れる スタレタ 3 3 2 3 H2 ()

CV1190 2,-,- 2 供える ソナエル 3 3 3 3
H0,
H2 (神棚に～;食卓に～) 

CV1191 2,-,- 2 供える ソナエタ 2 2 2 2 H2,
H1

(神棚に～;食卓に～) 

CV1192 2,-,- 2 倒れる タオレル 3 3 3 3 H2 ()

CV1193 2,-,- 2 倒れる タオレタ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV1194 2,-,- 2 類える タグエル 3 3 3 0
H0,
H2 (二つを比べる) 

CV1195 2,-,- 2 類える タグエタ 2 2 2 3 H2 (二つを比べる)
CV1196 2,-,2 2 助ける タスケル 3 3 3 3 H2 ()

CV1197 2,-,2 2 助ける タスケタ 2 2 2 2 H1,
H2

() 

CV1198 2,-,- 2 尋ねる タズネル 3 3 3 3 H2 (人に～;由来を～[ﾀﾝﾈﾙ]) 

CV1199 2,-,- 2 尋ねる タズネタ 2 2 2 2 H1,
H2 (人に～;由来を～[ﾀﾝﾈﾙ]) 

CV1200 2,-,- 3 湛える タタエル 1,3 1,3 1,3 1,3 L0 (水を～)
CV1201 2,-,- 3 湛える タタエタ 1,2 1,2 1,2 1,2 L2 (水を～)

CV1202 1,-,- 1 爛れる タダレル 3 0 3 0
H0,
H2 () 

CV1203 1,-,- 1 爛れる タダレタ 2 3 2 3 H2 ()
CV1204 2,-,- 2 譬える タトエル 3 3 3 3 H2 ([喩])

CV1205 2,-,- 2 譬える タトエタ 2 2 2 2 H1,
H2

([喩]) 

CV1206 2,-,- 2 束ねる タバネル 3 3 3 3 H2 ()

CV1207 2,-,- 2 束ねる タバネタ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV1208 1,-,- 3 仕える ツカエル 1,3 1,3 1 1,3 L0 (主人に～)
CV1209 1,-,- 3 仕える ツカエタ 1,2 1,2 1 1,2 L2 (主人に～)
CV1210 2,-,- 1 疲れる ツカレル 0 0 0 0 H0 ()
CV1211 2,-,- 1 疲れる ツカレタ 3 3 3 3 H2 ()
CV1212 1,-,- 3 伝える ツタエル 0 0 0 1,0 L0 (他.;可.)
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CV1213 1,-,- 3 伝える ツタエタ 3 3 3 1,3 L2 (他.;可.)
CV1214 2,-,- 2 務める ツトメル 3 3 3 3 H2 (議長,主役を～)

CV1215 2,-,- 2 務める ツトメタ 2 2 2 2 H1,
H2

(議長,主役を～) 

CV1216 2,-,- 2 咎める トガメル 3 3 3 3 H2 ()

CV1217 2,-,- 2 咎める トガメタ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV1218 1,-,- 2 留める トドメル 3 3 3 3
H0,
H2 () 

CV1219 1,-,- 2 留める トドメタ 2 2 2 2 H2,
H1

() 

CV1220 3,-,- 3 捕らえる トラエル 1,3 1,3 3 1,3 L0 ()
CV1221 3,-,- 3 捕らえる トラエタ 1,2 1,2 2 1,2 L2 ()
CV1222 2,-,2 2 流れる ナガレル 3 3 3 3 H2 ()

CV1223 2,-,2 2 流れる ナガレタ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV1224 2,-,- 2 宥める ナダメル 3 3 3 3 H2 ()

CV1225 2,-,- 2 宥める ナダメタ 2 2 2 2
H1,
H2 () 

CV1226 1,-,1 1 並べる ナラベル 0 0 0 0 H0 (他.;可.)
CV1227 1,-,1 1 並べる ナラベタ 3 3 3 3 H2 (他.;可.)
CV1228 1,-,1 1 始める ハジメル 0 0 0 0 H0 ()
CV1229 1,-,1 1 始める ハジメタ 3 3 3 3 H2 ()
CV1230 1,-,- 1 外れる ハズレル 0 0 0 0 H0 ()

CV1231 1,-,- 1 外れる ハズレタ 3 3 3 3 H2,
H1

() 

CV1232 2,-,2 2 離れる ハナレル 3 3 3 3 H2 (親元を～;そこから～) 

CV1233 2,-,2 2 離れる ハナレタ 2 2 2 2 H1,
H2 (親元を～;そこから～) 

CV1234 2,-,- 2 開ける ヒラケル 3 3 3 3 H2 (自.;可.)

CV1235 2,-,- 2 開ける ヒラケタ 2 2 2 2
H1,
H2 (自.;可.) 

CV1236 1,-,- 1 広げる ヒロゲル 0 0 0 0 H0 ([拡])
CV1237 1,-,- 1 広げる ヒロゲタ 3 3 3 3 H2 ([拡])
CV1238 2,-,- 2 広める ヒロメル 3 3 3 3 H2 (噂を,教えを～)

CV1239 2,-,- 2 広める ヒロメタ 2 2 2 2 H1,
H2

(噂を,教えを～) 

CV1240 1,-,- 1 膨れる フクレル 0 0 0 0 H0 ([脹])
CV1241 1,-,- 1 膨れる フクレタ 3 3 3 3 H2 ([脹])
CV1242 2,-,- 2 隔てる ヘダテル 3 3 3 3 H2 ()

CV1243 2,-,- 2 隔てる ヘダテタ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV1244 1,-,- 1 滅びる ホロビル 3 3 3 3 H0 ([亡])
CV1245 1,-,- 1 滅びる ホロビタ 2 2 2 2 H2 ([亡])

CV1246 2,-,- 2 任せる マカセル 0 3 3 3
H0,
H2 ([委]) 

CV1247 2,-,- 2 任せる マカセタ 3 2 2 2 H2,
H1

([委]) 

CV1248 2,-,- 2 紛れる マギレル 3 3 3 3 H2 (気が～;どこかに～) 

CV1249 2,-,- 2 紛れる マギレタ 2 2 2 2 H1,
H2 (気が～;どこかに～) 

CV1250 2,-,- 2 交える マジエル 3 3 3 3 H2 ()
CV1251 2,-,- 2 交える マジエタ 2 2 2 2 H2 ()
CV1252 1,-,- 2 纏める マトメル 3 3 3 3 H2 ()

CV1253 1,-,- 2 纏める マトメタ 2 2 2 2
H1,
H2 () 

CV1254 2,-,- 2 見える マミエル 3 3 3 H0,
H2

(主君に～) 

CV1255 2,-,- 2 見える マミエタ 2 2 2 H2,
H1 (主君に～) 

CV1256 2,-,- 2 乱れる ミダレル 3 3 3 3 H2 ()

CV1257 2,-,- 2 乱れる ミダレタ 2 2 2 2
H1,
H2 () 

CV1258 1,-,- 1 迎える ムカエル 0 0 0 0 H0 ()
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CV1259 1,-,- 1 迎える ムカエタ 3 3 3 3 H2 ()
CV1260 1,-,- 2 報いる ムクイル 3 3 3 0 H0 ()
CV1261 1,-,- 2 報いる ムクイタ 3 2 2 3 H2 ()
CV1262 2,-,- 2 設ける モーケル 3 3 3 3 H2 (席を～;棚を～;規約を～) 
CV1263 2,-,- 2 設ける モーケタ 2 2 2 2 H2 (席を～;棚を～;規約を～) 
CV1264 2,-,- 2 儲ける モーケル 3 3 3 3 H2 (お金を～;子を～) 

CV1265 2,-,- 2 儲ける モーケタ 2 2 2 2 H1,
H2

(お金を～;子を～) 

CV1266 2,-,- 2 求める モトメル 3 3 3 3 H2 ()

CV1267 2,-,- 2 求める モトメタ 2 2 2 2 H1,
H2 () 

CV1268 2,-,- 2 破れる ヤブレル 3 3 3 3 H2 (自.障子が～;可.)

CV1269 2,-,- 2 破れる ヤブレタ 2 2 2 2
H1,
H2 (自.障子が～;可.) 

CV1270 2,-,- 2 別れる ワカレル 3 3 3 3 H2 (夫婦が～)

CV1271 2,-,- 2 別れる ワカレタ 2 2 2 2 H1,
H2

(夫婦が～) 

CV1272 1,-,- 1 忘れる ワスレル 0 0 0 0 H0 ()
CV1273 1,-,- 1 忘れる ワスレタ 3 3 3 3 H2 ()

 

 四モーラ畳語詳細調査の記号を説明する。CRはcomparable reduplicationの頭文字である。「類」

は高山（2013b）で論じた四モーラ畳語の語類（i, ii, iii, iv, v, vi, vii, viii, ix 類）をアラビア数字で

表したもの（1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9 類）で，ものによっては 2 つの類に属する場合がある。「x」は

いずれの語類にも属しているとは考えられないものを表す。使用した調査票には例文があり，

下原瑞惠氏の内省調査で用いたものと同じであるが，紙幅の都合でここでは省略する。「瑞」の

データは新たに調査を実施した訳ではなく，本稿の内省調査と高山（2013b）の読み上げ調査の

データを照合し，話者に確認した上で明らかな矛盾についてのみ整合性をとったものである。

調査データの中に「13, 24」とあるのは 2 単位形で，本稿の記号では「1.1, 2.2」に当たり，音調

型としては「[高]低[高]低，[高高]低[降]]（※[高高]低降]]でなく）」になる。 

 四モーラ畳語詳細調査の備考を記す。「ト」の有無について，「瑞」は「1 類トの有無任意，2

類ト必須」。「司」・「美」は「1 類ト付かず，2 類ト必須」。「博」・「己」は「1 類・2 類ともト付

かないこと多し」。断定の助動詞について，「瑞」は「普段はヤ，偶にジャを用いる」。「司」は

「目上にダ，目下にヂャを用いる」。「博」は「ダを用いる」。「己」は「三原ではダを用いるが市

野々ではヂャを用いていた」。「美」は「ヂャを用いる」。なお三原村で断定の助動詞にダを用い

るのは調査した限り現在の共時態の地域的特徴であり，標準語借用形とは考えられない。複合

要素（例：あと）は未調査の場合「未（網掛け）」とした。「くだくだと」は「己」「ぐだぐだ」。

「こくこくと（うなずく）」は「司」「ごくごく」。「ごそごそと」は「美」「ごぞごぞ」。「じょろ

じょろと」は「己」「じょーじょー」。「すぱすぱと」は「己」「すっぱすっぱ」。「ぞくぞくと（す

る）」は「己」「ぞんぞん」とも言う。「なよなよに，なよなよと」は「司」「よなよなに，よな

よな」。「ぴちぴちに」は「己」「びちびちに」。「びちょびちょに」は「己」「びしょびしょに」。

「ぴよぴよと」は「己」「ぴーぴー」。「びんびんに」は「己」「ぴんぴんに」。「ふうふうと」は「己」

「ひゅーひゅー」。「ぷうぷうと」は「己」「ぴゅーぴゅー」。「ぷくぷくと（太る）」は「己」「ぶ

くぶく」。「ふさふさに」は「司」「ふさぶさに」，「司」「房（ふさ）」2。「ぺらぺらに」は「己」

「へらへらに」。「ぽかぽかに」は「己」「ほかほかに」。「ほくほくに，ほくほくと」は「己」「ほ
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こほこに，ほこほこ」。「ぽつぽつと」は「己」「ぽちぽち」。「ほろほろと」は「己」「ぽろぽろ」。

「みんみんと」は「美」「[みー]ん[み]ん」とも言う。「めらめらと」は「己」「むらむら」。 

 

資料88-4．話者5名による四モーラ畳語詳細調査 
番 類 類 畳語 漢字 司 博 美 己 瑞 

CR001 3 あいあいと 藹々 2 0 0 0 H4 
CR002 2 あおあおと 青々 2 2 2 2 H3,H2 
CR003 2 あかあかと 赤/明々 2 2 2 2 H3,H2 
CR004 1 2 あきあきと 飽き飽き 2 2 2 2 H3,H2 
CR005 2 あさあさと 浅々
CR006 2 あざあざと 鮮々
CR007 5 あつあつに 熱々 0 0 0 0 L0 
CR008 x あとあと 後々 3 2 3 2 H2 

   あと 後 1 1 1 1 L0 
CR009 5 あまあまに 甘々 0 L0 
CR010 2 ありありと 在り在り 2 2 3 3 H3,H2 
CR011 6 あんあんの 暗々 H0 
CR012 7 いえいえが 家々 2 2 2 2 H2 

   いえ 家 2 2 2 2 H1 
CR013 8 いがいがを 毬々 2 L0 
CR014 2 いがいがと 毬々 2 2 2 3 H3,H2 

   いが 毬 2 2 2 2 L2 
CR015 2 いきいきと 生き生き 2 2 2 2 H3,H2 
CR016 1 いじいじと 2 2 H2,H1 
CR017 1 いそいそと 忙々 2 2 2 2 H3,H2 
CR018 7 いちいち 一々 2 2 2 2 L3,L2 

   いち 一 1 未 1 未 H1 
CR019 5 いぼいぼに 疣々 0 0 0 L0 
CR020 4 いやいや 厭々 0 0 2 0 H0 
CR021 x いやいや 否々 13 24 24 1,13 L2 
CR022 8 いやいやを 嫌々 0 2 0 H0 
CR023 x いよいよ 愈々 2 2 3 1 H2 
CR024 8 いらいらが 苛々 0 3 0 L0 
CR025 1 いらいらと 苛々 2 2 2 3 H2,H1 
CR026 7 いろいろな 色々 0 0 3 0 L0 
CR027 4 いろいろと 色々 4 0 3 3 L3 

   いろ 色 2 2 2 2 H1 
CR028 3 いんいんと 陰々 H4 
CR029 1 うかうかと 2 2 2 2 H2,H1 
CR030 1 うきうきと 浮き浮き 2 2 2 2 H2,H1 
CR031 1 うじうじと 2 2 2 2 H2,H1 
CR032 2 4 うすうすと 薄々 0 2 3 0 H3,H2 
CR033 1 うずうずと 2 2 2,13 2 H2,H1 
CR034 1 うだうだと 2 2 2,13 2 H1 
CR035 8 うちうちに 内々 0 0 0 0 H2 
CR036 3 うつうつと 鬱々 2 2 2 2 H4 
CR037 1 うとうとと 2 2 2 2 H3,H2 
CR038 1 うねうねと 2 2 2 H3,H2 
CR039 1 2 うまうまと 甘々 2 3 H3,H2 
CR040 1 うようよと 2 2 2 2 H2,H1 
CR041 1 うらうらと 2,13 2 2 2 H2,H1 
CR042 7 うらうらに 浦々 2 2 2 2 H2 

   うら 浦 2 2 2 2 H1 
CR043 1 うるうると 2 2 2 2 H3,H2 
CR044 x うれうれに 熟れ熟れ 0 0
CR045 1 うろうろと 2 2 2 2 H3,H2 
CR046 1 うんうんと 2 2 2 2 H2,H1 
CR047 3 えいえいと 営々 0 0 H4 
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CR048 3 えんえんと 延々 2 0 0 0 H4 
CR049 1 おいおいと 2 2 2 2 H1 
CR050 7 おいおいに 追々 2 2 0 0 H3,H2 
CR051 6 おうおうに 往々 0 0 0 H0 
CR052 1 4 おさおさ 2 2 2 L2 
CR053 1 おじおじと 怖じ怖じ 2 H3,H2 
CR054 1 おずおずと 怖ず怖ず 2 2 2 H3,H2 
CR055 5 おせおせに 押せ押せ 0 0 0 L0 
CR056 1 おたおたと 2 2 2 H2,H1 
CR057 1 2 おちおち 落ち落ち 2 2 2 2 H3,H2 
CR058 1 おどおどと 怖ど怖ど 2 2 2 2 H3,H2 
CR059 7 おのおの 各々 2 2 2 2 L2 
CR060 2 おほおほと 多々
CR061 1 おめおめと 2 2 2 H3,H2 
CR062 x おやおや 13 13 2 13 H1 
CR063 7 おりおりに 折々 3 2 2 2 H3,H2 
CR064 1 おろおろと 2 2 2 2 H2,H1 
CR065 1 かあかあと 2 13 13 2,13 H1 
CR066 1 があがあと 2 2 13 13 H1 
CR067 9 かくかく 斯く斯く 2 2 2 H2 
CR068 6 がくがくに 諤々 0 H0 
CR069 5 がくがくに 0 0 0 0 L0 
CR070 1 がくがくと 2 2 2 2 H1 
CR071 5 かさかさに 0 0 0 0 L0 
CR072 1 かさかさと 2 2 2 2 H1 
CR073 5 がさがさに 0 0 0 0 L0 
CR074 1 がさがさと 2 2 2 2 H1 
CR075 5 かすかすに 0 0 0 0 L0 
CR076 1 かすかすと 2 2 2 H1 
CR077 9 かずかずの 数々 1 1 3 1 L2 

   かず 数 1 1 1 1 L0 
CR078 7 かたがたに 方々 2 2 2 2 H3,H2 

   かた 方 1 2 1 2 H1 
CR079 5 がたがたに 0 0 0 0 L0 
CR080 1 がたがたと 2 2 2 2 H1 
CR081 5 かちかちに 0 0 0 0 L0 
CR082 1 かちかちと 2 2 2 H1 
CR083 5 がちがちに 0 0 0 0 L0 
CR084 1 がちがちと 2 2 2 H1 
CR085 5 かつかつに 0 0 0 0 L0 
CR086 1 がつがつと 2 2 2 2 H1 
CR087 8 かなかなが 0 H0 
CR088 2 かながなと 愛々
CR089 7 かねがね 予々 3 2 2 3 L2 
CR090 5 がばがばに 0 0 0 0 L0 
CR091 1 がばがばと 2 H1 
CR092 5 がぶがぶに 0 0 0 L0 
CR093 1 がぶがぶと 2 2 2 2 H1 
CR094 7 かみがみが 神々 2 2 2 3 H2 

   かみ 神 2 2 2 2 H1 
CR095 1 がみがみと 2 2 2 2 H1 
CR096 1 がやがやと 2 2 2 2 H1 
CR097 5 からからに 0 0 0 0 L0 
CR098 1 からからと 2 2 2 2 H1 
CR099 5 からがら 辛々 0 0 0 0 H0 
CR100 5 がらがらに 0 0 0 0 L0 
CR101 1 がらがらと 2 2 2 H1 
CR102 8 がらがらが 3 0 0 H0 
CR103 5 かりかりに 0 0 0 L0 
CR104 1 かりかりと 2 2 2 2 H1 
CR105 5 がりがりに 0 0 0 0 L0 



付録 97 話者 5 名詳細比較 

- 875 - 

 

CR106 1 がりがりと 2 2 2 2 H1 
CR107 2 かるがると 軽々 3 2 2 3 H3,H2 
CR108 5 かんかんに 0 0 0 0 L0 
CR109 1 かんかんと 2 2 2 2 H1 
CR110 3 かんかんと 閑々 2 0 H4 
CR111 1 がんがんと 2 2 2 2 H1 
CR112 1 きいきいと 2 2 13 2 H1 
CR113 1 ぎいぎいと 2 2 13 2 H1 
CR114 2 きいぎいと 黄々
CR115 1 ぎくぎくと 2 2 13 2 H1 
CR116 1 ぎこぎこと 2 2 13 2 H1 
CR117 5 ぎざぎざに 0 0 0 0 L0 
CR118 1 ぎざぎざと 2 13 2 H1 
CR119 1 ぎしぎしと 2 2 13 2 H1 
CR120 1 ぎすぎすと 2 2 13 2 H1 
CR121 5 きちきちに 0 0 0 0 L0 
CR122 1 きちきちと 2 2 13 13 H1 
CR123 5 きつきつに 0 0 0 L0 
CR124 1 きびきびと 2 2 2,13 2 H1 
CR125 1 きゃんきゃんと 2 2 2 2 H1 
CR126 5 きゅうきゅうに 0 0 0 0 L0 
CR127 1 きゅうきゅうと 2 2 2 2 H4 
CR128 5 ぎゅうぎゅうに 0 0 0 0 L0 
CR129 1 ぎゅうぎゅうと 2 2 2 2 H1 
CR130 3 きょうきょうと 恐々 0 0 H4 
CR131 1 きょろきょろと 2 2 2 2 H1 
CR132 1 ぎょろぎょろと 2 2 2 2 H1 
CR133 5 きらきらに 0 0 0 0 L0 
CR134 1 きらきらと 2 2 2 2 H1 
CR135 1 ぎらぎらと 2 2 13 2 H1 
CR136 5 きりきりに 0 0
CR137 1 きりきりと 2 2 2 2 H1 
CR138 5 ぎりぎりに 0 0 0 0 L0 
CR139 1 ぎりぎりと 2 2 2 2 H1 
CR140 5 きれぎれに 切れ切れ 3 0 0 0 L0 
CR141 4 きんきんに 近々 0 0 L0 
CR142 5 ぎんぎんに 0 0 0 0 L0 
CR143 1 ぐいぐいと 2 2 13 2 H1 
CR144 1 ぐうぐうと 2 2 13 2 H1 
CR145 1 くさくさと 2 2 13 2 H1 
CR146 7 くさぐさの 種々 0 2 2 2 L2 

   くさ 草 2 2 2 2 H1 
CR147 5 くしゃくしゃに 0 0 0 0 L0 
CR148 1 くしゃくしゃと 2 2 2 2 H1 
CR149 5 ぐしゃぐしゃに 0 0 0 L0 
CR150 1 ぐしゃぐしゃと 2 2 2 H1 
CR151 1 くすくすと 2 2 2 2 H1 
CR152 1 ぐすぐすと 2 2 13 2 H1 
CR153 5 ぐずぐずに 0 0 0 0 L0 
CR154 1 ぐずぐずと 2 2 2 2 H1 
CR155 5 くたくたに 0 0 0 0 L0 
CR156 1 くだくだと 2 2 2 2 H1 
CR157 7 くちぐちに 口々 3 3 3 3 H3,H2 

   くち 口 0 0 0 0 H0 
CR158 1 ぐちぐちと 2 2 13 2 H1 
CR159 5 くちゃくちゃに 0 0 0 0 L0 
CR160 1 くちゃくちゃと 2 2 2 2 H1 
CR161 5 ぐちゃぐちゃに 0 0 0 0 L0 
CR162 1 ぐちゃぐちゃと 2 2 13 2 H1 
CR163 1 くちゅくちゅと 2 2 2 2 H1 
CR164 5 ぐちょぐちょに 0 0 0 0 L0 
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CR165 1 くつくつと 2 13 2 H1 
CR166 1 ぐつぐつと 2 2 2 2 H1 
CR167 1 くどくどと 2 2 13 2 H1 
CR168 7 くにぐにが 国々 3 2 2 3 H3,H2 

   くに 国 0 0 0 0 H0 
CR169 5 ぐにゃぐにゃに 0 0 0 L0 
CR170 1 ぐにゃぐにゃと 2 2 2 H1 
CR171 1 くねくねと 2 2 2 2 H1 
CR172 1 くよくよと 2 2 2 2 H1 
CR173 5 くらくらに 0 0 0 0 L0 
CR174 1 くらくらと 2 2 2 2 H1 
CR175 2 くらぐらと 暗々 3 2 3 3 H3,H2 
CR176 5 ぐらぐらに 0 0 0 0 L0 
CR177 1 ぐらぐらと 2 2 2 2 H1 
CR178 5 くりくりに 0 0 0 L0 
CR179 1 くりくりと 2 2 2 2 H1 
CR180 8 ぐりぐりが 0 0 2 0 L0 
CR181 1 ぐりぐりと 2 2 2 2 H1 
CR182 1 くるくると 2 2 2 2 H1 
CR183 1 ぐるぐると 2 2 2 2 H1 
CR184 x くれぐれまで 暮れ暮れ 3 0
CR185 7 くれぐれも 呉々 3 3 3 3 H3,H2 
CR186 2 くろぐろと 黒々 3 2 2 3 H3,H2 
CR187 1 くんくんと 2 2 2 2 H1 
CR188 1 ぐんぐんと 2 2 2 2 H1 
CR189 6 けいけいに 軽々 H0 
CR190 1 げえげえと 2 2 2 2 H1 
CR191 1 げこげこと 2 13 2
CR192 8 げじげじが 0 0 3 0 L0 
CR193 1 けちけちと 2 2 2 2 H1 
CR194 1 けらけらと 2 2 2 2 H1 
CR195 1 げらげらと 2 2 2 2 H1 
CR196 1 けろけろと 2 13 H1 
CR197 1 げろげろと 2 2 13 H1 
CR198 9 けんけんが 2 1 3 3 L3 
CR199 3 こうこうと 煌々 2 0 H4 
CR200 1 3 ごうごうと 囂々 2 H4 
CR201 1 ごうごうと 2 2 2 2 H1 
CR202 7 こえごえに 声々 3 3 3 3 L3,L2 

   こえ 声 1 1 1 1 L2 
CR203 1 こくこくと 2 2 13 H1 
CR204 3 こくこくと 刻々 2 2 0 H4 
CR205 9 ごくごく 極々 2 13 H3,H2 
CR206 1 ごくごくと 2 2 2 2 H1 
CR207 1 ごしごしと 2 2 2 2 H1 
CR208 1 こせこせと 2 2 2 H1 
CR209 1 こそこそと 2 2 2 2 H1 
CR210 1 ごそごそと 2 2 2 H1 
CR211 5 ごたごたに 0 0 0 L0 
CR212 1 ごたごたと 2 2 2 2 H1 
CR213 5 こちこちに 0 0 L0 
CR214 1 こちこちと 2 2 2 H1 
CR215 5 ごちゃごちゃに 0 0 0 0 L0 
CR216 1 ごちゃごちゃと 2 2 2 2 H1 
CR217 1 こちょこちょと 2 2 2 H1 
CR218 1 こつこつと 兀々 2 2 2 2 H1 
CR219 5 ごつごつに 0 0 0 0 L0 
CR220 1 ごつごつと 2 2 13 2 H1 
CR221 5 こてこてに 0 0 L0 
CR222 1 こてこてと 2 2 H1 
CR223 1 ことことと 2 2 13 2 H1 
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CR224 7 ことごとが 事々 4 2 2 2 H3,H2 
   こと 事 2 2 2 2 H1 

CR225 1 ごとごとと 2 2 13 2 H1 
CR226 5 こなごなに 粉々 3 0 0 L0 

   こな 粉 1 1 1 未 L0 
CR227 5 ごぶごぶの 五分五分 0 0 0 0 L0 
CR228 1 ごぼごぼと 2 2 13 H1 
CR229 1 2 こまごまと 細々 3 2 2 3 H3,H2 
CR230 1 ごみごみと 2 2 2 2 H1 
CR231 7 こもごもの 交々 3 2 3 H3,H2 
CR232 1 こりこりと 2 2 2 2 H1 
CR233 1 2 こりごりと 懲り懲り 3 3 2 3 H3,H2 
CR234 1 ごりごりと 2 2 2 2 H1 
CR235 9 これこれ 3 13 24 2 H1 
CR236 7 これこれ 此々 3 2 2 H2 

   これ 此 2,0 2,0 2 2 H0 
CR237 1 ころころと 2 2 2 2 H1 
CR238 1 ごろごろと 2 2 2 H1 
CR239 8 ごろごろが 2 2 H0 
CR240 2 4 こわごわと 怖々 3 3 3 3 H3,H2 
CR241 5 ごわごわに 0 0 0 L0 
CR242 1 ごわごわと 2 2 2 H1 
CR243 3 こんこんと 昏々 2 2 2 4 H4 
CR244 1 こんこんと 2 2 2
CR245 1 こんこんと こんこん 2 2 2 2 H1 
CR246 1 ごんごんと 2 2 2 H4 
CR247 1 ざあざあと 2 2 13 2 H1 
CR248 6 さいさいの 歳々 0 H0 
CR249 2 さえざえと 冴え冴え 3 3 H3,H2 
CR250 7 さきざきの 先々 3 2 3 3 H3,H2 

   さき 先 0 0 0 0 H0 
CR251 1 さくさくと 2 2 2 H1 
CR252 1 ざくざくと 2 2 2 H1 
CR253 x さてさて 13 13 13 L2 
CR254 1 2 さばさばと 2 2 2 2 H1 
CR255 2 さびさびと 寂々
CR256 1 ざぶざぶと 2 2 2 2 H1 
CR257 7 さまざまに 様々 3 2 3 3 H3,H2 

   さま 様 2 0 0 0 H1 
CR258 2 さむざむと 寒々 3 3 3 3 H3,H2 
CR259 2 さめざめと 3 H3,H2 
CR260 1 さやさやと 2 2 2 H1 
CR261 x さらさら 更々 0 0 0 L2 
CR262 5 さらさらに 0 0 0 0 L0 
CR263 1 さらさらと 2 2 2 2 H1 
CR264 5 ざらざらに 0 0 0 0 L0 
CR265 1 ざらざらと 2 2 2 H1 
CR266 1 さわさわと 2 H1 
CR267 1 ざわざわと 2 2 2 2 H1 
CR268 3 さんさんと 燦々 2 0 H4 
CR269 4 さんざん 散々 3 3 0 H0,H3 
CR270 6 さんざんに 散々 3 3 0 0 H0,H3 
CR271 9 しいしいを 2 1 3 3 H1 
CR272 1 じいじいと 2 2 13 H1 
CR273 1 2 しおしおと 萎々 2 2 H1 
CR274 7 しかじかの 然々 2 3 H3,H2 
CR275 6 じきじきに 直々 0 0 3 0 L0 
CR276 1 しくしくと 2 2 2 H1 
CR277 1 じくじくと 2 2 13 2 H1 
CR278 1 2 しげしげと 繁々 2 H3,H2 
CR279 1 しこしこと 2 2 2 H1 
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CR280 1 しずしずと 静々 2 2 H1 
CR281 1 しとしとと 2 2 2 2 H3,H2 
CR282 1 じとじとと 2 2 2,13 2 H1 
CR283 1 しなしなと 2 2 H1 
CR284 7 しなじなが 品々 3 2 3 3 H3,H2 

   しな 品 0 0 0 0 H0 
CR285 x しばしば 屡 2 2 3 2 H2 
CR286 1 しばしばと 2 2 2 H1 
CR287 1 しぱしぱと 2 H1 
CR288 5 しぶしぶの 渋々 0 2 0 L0 
CR289 1 4 しぶしぶと 渋々 2 2 2 2 H3,H2 
CR290 5 しましまの 縞々 0 0 0 L0 

   しま 縞 0 未 2 未 H1 
CR291 7 しまじまが 島々 3 2 2 2 H3,H2 

   しま 島 2 2 2 2 H1 
CR292 2 しみじみと 3 3 3 3 H3,H2 
CR293 9 しめしめ 2 2 13 H1 
CR294 1 じめじめと 2 2 2 2 H1 
CR295 7 しもじもの 下々 3 2 2 2 H3,H2 

   しも 下 2 2 2 2 H1 
CR296 1 2 しゃあしゃあと 洒々 2 2 2 H4 
CR297 1 しゃあしゃあと 2 2 2 2 H1 
CR298 1 じゃあじゃあと 2 2 2 H1 
CR299 1 しゃかしゃかと 2 2 H1 
CR300 1 じゃかじゃかと 2 2 H1 
CR301 1 しゃきしゃきと 2 2 2 H1 
CR302 6 しゃくしゃくに 綽々 2 2 H0 
CR303 8 しゃぶしゃぶを 0 0 0 0 L0 
CR304 1 じゃぶじゃぶと 2 2 2 2 H1 
CR305 1 しゃらしゃらと 2 2 2 H1 
CR306 1 じゃらじゃらと 2 2 2 H1 
CR307 1 しゃりしゃりと 2 2 2 2 H1 
CR308 1 じゃりじゃりと 2 2 2 H1 
CR309 1 しゃんしゃんと 2 2 H4,H1 
CR310 1 じゃんじゃんと 2 2 2 H4,H1 
CR311 3 しゅうしゅうと 啾々 2 H4 
CR312 1 しゅうしゅうと 2 2 2 2 H4 
CR313 4 7 じゅうじゅう 重々 0 3 3 H0,H3 
CR314 1 じゅうじゅうと 2 2 2 2 H4,H1 
CR315 3 しゅくしゅくと 粛々 2 2 2 2 H4 
CR316 6 じゅんじゅんに 順々 3 3 0 H0 
CR317 9 しょうしょう 少々 2 2 2 2 H1 
CR318 6 じょうじょうに 上々 0 0 0 H0 
CR319 1 しょぼしょぼと 2 2 2 2 H1 
CR320 1 じょりじょりと 2 13 2 H1 
CR321 1 じょろじょろと 2 2 2 2 H1 
CR322 2 しらじらと 白々 3 2 2 3 H3,H2 
CR323 1 じりじりと 2 2 2 2 H1 
CR324 2 しろじろと 白々 2 2 2 3 H3,H2 
CR325 1 じろじろと 2 2 2 2 H1 
CR326 5 しわしわに 皺々 0 0 0 0 L0 
CR327 1 じわじわと 2 2 2 2 H1 
CR328 3 しんしんと 深々 2 2 2 H4 
CR329 6 しんしんに 津々 0 0 H0 
CR330 1 じんじんと 2 2 2 2 H1 
CR331 1 すいすいと 2 2 2 2 H1 
CR332 1 すうすうと 2 2 13 2 H1 
CR333 7 すえずえまで 末々 3 2 3 3 H3,H2 

   すえ 末 0 0 0 0 H0 
CR334 5 すかすかに 0 0 0 0 L0 
CR335 1 すかすかと 2 2 H1 
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CR336 1 ずかずかと 2 2 13 2 H1 
CR337 7 すきずきに 好き好き 3 3 3 3 L2 

   すき 好き 2 2 2 未 H1 
CR338 1 ずきずきと 2 2 2 2 H1 
CR339 1 すくすくと 2 2 2 2 H1 
CR340 5 すけすけに 透け透け 0 0 0 0 L0 
CR341 1 ずけずけと 2 2 2 2 H1 
CR342 1 2 すごすごと 悄々 2 2 2 H2,H1 
CR343 1 すたすたと 2 2 2 2 H1 
CR344 5 ずたずたに 寸々 0 0 0 L0 
CR345 1 ずたずたと 寸々 2 2 H1 
CR346 1 すぱすぱと 2 2 2 2 H1 
CR347 1 ずばずばと 2 2 2 H1 
CR348 5 ずぶずぶに 0 0 0 0 L0 
CR349 1 ずぶずぶと 2 2 2 2 H1 
CR350 5 すべすべに 滑々 0 0 0 0 L0 
CR351 1 すべすべと 滑々 2 2 2 2 H1 
CR352 1 すぽすぽと 2 2 2 2 H1 
CR353 1 ずぼずぼと 2 2 2 H1 
CR354 7 すみずみまで 隅々 3 1,13 3 3 L2 

   すみ 隅 1 1 1 1 L0 
CR355 1 すやすやと 2 2 2 2 H1 
CR356 5 すらすらに 0 0 0 0 L0 
CR357 1 すらすらと 2 2 2 2 H1 
CR358 1 すりすりと 擦り擦り 1 2 H1 
CR359 1 するすると 2 2 2 2 H1 
CR360 5 ずるずるに 0 0 0 0 L0 
CR361 1 ずるずると 2 2 2 2 H1 
CR362 5 すれすれに 擦れ擦れ 0 0 0 L0 
CR363 1 ずんずんと 2 2 2 2 H4 
CR364 1 2 せいせいと 清々 2 2 2 2 H1 
CR365 7 9 せいぜい 精々 3 3 2 3 H3,H2 
CR366 1 ぜえぜえと 2 2 2 2 H1 
CR367 1 せかせかと 2 2 2 H2,H1 
CR368 3 せつせつと 切々 2 2 4 H4 
CR369 2 せまぜまと 狭々 3 2 3 3 H3,H2 
CR370 3 そうそうたる 錚々 3 0 H4 
CR371 4 そうそうに 早々 0 0 0 0 H0 
CR372 4 9 そうそう 然う然う 0 0 0 H1 
CR373 1 3 ぞくぞくと 続々 2 2 2 H4,H2 
CR374 1 ぞくぞくと 2 2 2 2 H1 
CR375 x そこそこの 其処其処 1 1 1 0 L2 
CR376 7 そこそこに 其処其処 0 1 1 0 L2 
CR377 9 そもそも 抑々 2 2 2 H1 
CR378 1 そよそよと 2 2 2 H2,H1 
CR379 x そりそりと 剃り剃り 2 2 H2,H1 
CR380 1 ぞりぞりと 2 2 2 H2,H1 
CR381 7 それぞれに 其々 3 3 3 3 H3,H2 

   それ 其 2 2 2 2 H0 
CR382 1 そろそろと 2 2 2 2 H1 
CR383 1 ぞろぞろと 2 2 2,13 2 H1 
CR384 1 そわそわと 2 2 2 2 H1 
CR385 7 だいだいに 代々 2 2 1 2 L2 

   だい 代 1 1 1 1 L0 
CR386 x だいだいを 橙 0 0 0 L0 
CR387 7 たえだえに 絶え絶え 3 2 0 0 H3,H2 
CR388 4 7 たかだか 高々 3 2 3 3 H3,H2 
CR389 2 たかだかと 高々 3 2 2 3 H3,H2 
CR390 5 だくだくに 0 0 0 0 L0 
CR391 1 だくだくと 2 2 2 2 H4 
CR392 5 たじたじに 0 0 0 0 L0 
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CR393 1 たじたじと 2 2,13 H1 
CR394 x ただただ 只々 13 13 13 13 L2 
CR395 4 たびたび 度々 0 0 0 0 H0,H2 
CR396 1 たぷたぷと 2 2 2 H1 
CR397 5 だぶだぶに 0 0 0 0 L0 
CR398 1 だぶだぶと 2 2 2 2 H1 
CR399 4 たまたま 偶々 0 0 0 0 H0 
CR400 5 たらたらに 0 0 0 L0 
CR401 1 たらたらと 2 2 2 2 H1 
CR402 1 だらだらと 2 2 2 H1 
CR403 7 だれだれが 誰々 3 0 3 2 H0,H2 

   だれ 誰 0 0 0 0 H0 
CR404 1 たわたわと 撓々 2 H1 
CR405 3 たんたんと 淡々 2 0 2 0 H4 
CR406 x だんだんと 段々 4 4 0 0 H4,H3,H2 
CR407 7 だんだんに 段々 0 0 0 0 H3,H2 
CR408 7 だんだんに 段々 0 4 3 3 L0 

   だん 段 2 1 1 1 H1 
CR409 1 ちかちかと 2 2 2 2 H1 
CR410 7 ちかぢかに 近々 3 2 3 H2 
CR411 2 ちかぢかと 近々 2 2 3 H3,H2 
CR412 1 ちくちくと 2 2 13 2 H1 
CR413 1 ちびちびと 2 2 13 2 H1 
CR414 1 ちまちまと 2 2 H1 
CR415 1 ちゃかちゃかと 2 2 2 H1 
CR416 3 ちゃくちゃくと 着々 2 2 2 0 H4 
CR417 1 ちゃらちゃらと 2 2 13 2 H1 
CR418 1 ちゅうちゅうと 2 2 13 H1 
CR419 9 ちゅうちゅうを 1 1 H1 
CR420 9 ちょうちょうが 蝶々 4 4 1 3 H1 
CR421 1 ちょきちょきと 2 2 2 2 H1 
CR422 1 ちょくちょくと 2 13 13 13 H1 
CR423 1 ちょこちょこと 2 2 13 13 H1 
CR424 1 ちょびちょびと 2 2 13 H1 
CR425 5 ちょぼちょぼに 0 0 0 L0 
CR426 1 ちょぼちょぼと 2 2 2,13 2 H1 
CR427 1 ちょろちょろと 2 2 13 2 H1 
CR428 1 ちょんちょんと 13 H1 
CR429 9 ちょんちょんを 0 3 3 3 H0 

   ちょん 1 1 1 1 H0 
CR430 1 ちらちらと 2 2 2 2 H1 
CR431 5 ちりちりに 0 0 0 0 L0 
CR432 1 ちりちりと 2 2 13 2 H1 
CR433 5 ちりぢりに 散り散り 3 0 0 L0 
CR434 1 ちんちんと 2 2 2 2 H0 
CR435 9 ちんちんを 1 3 3 3 H1 
CR436 9 ついつい 13 13 13 H1 
CR437 5 つうつうの 0 0 L0 
CR438 1 つかつかと 2 2 2 H1 
CR439 7 つきづきの 月々 3 2 3 3 H3,H2 

   つき 月 2 2 2 2 H1 
CR440 x つぎつぎに 次々 3 2 2 2 H3,H2 

   つぎ 次 2 2 2 2 H1 
CR441 2 つくづくと 熟 3 3 3 3 H3,H2 
CR442 1 つけつけと 2 13 H1 
CR443 7 つじつじを 辻々 3 2 3 H3,H2 

   つじ 辻 1 0 1 未 H0 
CR444 7 つねづね 常々 3 3 3 3 H3,H2 

   つね 常 1 1 1 1 L2 
CR445 5 つぶつぶの 粒々 0 0 0 0 L0 

   つぶ 粒 1 1 1 1 L0 
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CR446 5 つやつやに 艶々 0 0 0 L0 
CR447 1 つやつやと 艶々 2 2 2 H3,H2 
CR448 1 4 つらつらと 熟々 2 13 H3,H2 
CR449 2 つらづらと 面々
CR450 5 つるつるに 0 0 0 0 L0 
CR451 1 つるつると 2 2 13 2 H1 
CR452 4 7 つれづれ 徒然 3 3 2 H3,H2 
CR453 1 つんつんと 2 2 2 2 H1 
CR454 5 てかてかに 0 0 0 0 L0 
CR455 1 てかてかと 2 2 2 H1 
CR456 2 でかでかと 2 2 3 H3,H2 
CR457 1 てくてくと 2 2 13 H1 
CR458 7 てらでらの 寺々 3 2 3 3 H3,H2 

   てら 寺 2 2 2 2 H1 
CR459 1 でれでれと 2 2 13 2 H1 
CR460 3 てんてんと 転々 2 2 0 0 H4 
CR461 8 てんてんを 点々 3 0 0 3 H0 

   てん 点 1 0 2 1 H0 
CR462 3 とうとうと 滔々 2 H4 
CR463 3 どうどうと 堂々 2 2 2 3 H4 
CR464 1 どおどおと 2 2 2 2 H4,H1 
CR465 1 どかどかと 2 2 2 H1 
CR466 7 ときどきの 時々 3 3 2 3 H3,H2 
CR467 x ときどきは 時々 3 3 2 3 H3,H2 

   とき 時 2 2 2 2 H1 
CR468 4 ときどき 時々 0 0 2 3 H3,H2 
CR469 1 どきどきと 2 2 2 2 H1 
CR470 1 とくとくと 2 2 H4 
CR471 1 どくどくと 2 2 2 H1 
CR472 1 とことこと 2 2 13 H1 
CR473 x どこどこに 何処何処 3 0 3 3 H3,H2 

   どこ 何処 0 0 0 0 H0 
CR474 7 としどしの 年々 3 2 2 3 H3,H2 

   とし 年 2 2 2 2 H1 
CR475 1 どしどしと 2 2 2,13 H1 
CR476 1 どたどたと 2 2 2 H1 
CR477 1 3 とつとつと 訥々 2 H4 
CR478 6 とびとびに 飛び飛び 3 0 0 0 L0 
CR479 1 とぼとぼと 2 2 13 2 H1 
CR480 4 7 ともども 共々 3 2 3 3 H3,H2 

   ともに 共に 0 0 0 未 H0 
CR481 1 どやどやと 2 2 2 2 H1 
CR482 7 とりどりに 取り取り 3 2 2 3 L0 
CR483 9 どれどれ 13 3 24 13 H1 
CR484 5 とろとろに 0 0 0 0 L0 
CR485 1 とろとろと 2 2 2 2 H1 
CR486 5 どろどろに 0 0 0 0 L0 
CR487 1 どろどろと 2 2 2 H1 
CR488 5 7 とんとんに 0 0 0 0 L0 
CR489 1 とんとんと 2 2 2 2 H4,H1 
CR490 1 どんどんと 2 2 2 2 H1 
CR491 5 なあなあに 0 0 0 L0 
CR492 6 ないないに 内々 0 0 0 0 H0 
CR493 5 なえなえに 萎え萎え 0 0 0 L0 
CR494 x なおなお 尚々 2 2 L2 
CR495 4 なかなか 中々 0 0 0 0 H0 

   なか 中 1 1 1 1 L0 
CR496 2 ながながと 長々 2 2 3 3 H3,H2 
CR497 4 なきなき 泣き泣き 0 0 0 0 H0 
CR498 4 なくなく 泣く泣く 0 0 0 0 H0 
CR499 8 なぞなぞが 謎々 2 0 0 0 H0 
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   なぞ 謎 2 0 2 0 H0 
CR500 x なでなでと 撫で撫で 2 2 13 H2,H1 
CR501 7 なになにが 何々 3 2 2 2 L2 

   なに 何 1 1 1 1 L0 
CR502 2 なになにと 何々 3
CR503 2 なまなまと 生々 2 2 3 H3,H2 
CR504 2 なみなみと 3 4 2 3 H4 
CR505 5 なよなよに 0 0 0 L0 
CR506 1 なよなよと 2 2 13 H1 
CR507 2 にがにがと 苦々 2 2 2 3 H3,H2 
CR508 1 2 にぎにぎと 賑々 2 H3,H2 
CR509 5 にこにこに 0 0 0 0 L0 
CR510 1 にこにこと 2 2 2 2 H1 
CR511 1 にたにたと 2 2 2 2 H1 
CR512 4 にちにち 日々 3 0 H0 
CR513 1 にゃあにゃあと 2 2 13 13 H1 
CR514 1 にやにやと 2 2 13 H1 
CR515 5 ぬくぬくに 0 0 0 0 L0 
CR516 1 ぬくぬくと 2 2 13 2 H1 
CR517 1 2 ぬけぬけと 2 2 2 2 H3,H2 
CR518 1 ぬめぬめと 滑々 2 2 13 H1 
CR519 1 ぬらぬらと 滑々 2 H1 
CR520 x ぬりぬりと 塗り塗り 2 H2,H1 
CR521 5 ぬるぬるに 0 0 0 0 L0 
CR522 1 ぬるぬると 2 2 13 2 H1 
CR523 5 ぬれぬれに 濡れ濡れ 0 0 0 L0 
CR524 1 ねちねちと 2 2 13 2 H1 
CR525 1 ねとねとと 2 2 13 2 H1 
CR526 5 ねばねばの 粘々 0 0 0 L0 
CR527 1 ねばねばと 粘々 2 2 2 2 H1 
CR528 x ねりねりと 練り練り 2 2 H2,H1 
CR529 6 ねんねん 年々 0 0 0 0 H0 
CR530 2 3 のうのうと 2 2 3 H4,H2 
CR531 1 のこのこと 2 2 2 2 H1 
CR532 1 のしのしと 2 2 13 13 H1 
CR533 1 のそのそと 2 2 13 13 H1 
CR534 4 のちのち 後々 3 0 0 0 H0,H2 

   のち 後 0 0 0 0 H0 
CR535 5 のびのびに 延び延び 3 0 0 0 L0 
CR536 1 2 のびのびと 伸び伸び 2 2 2 3 H3,H2 
CR537 1 2 のめのめと 2 2 2 3 H3,H2 
CR538 5 のりのりに 乗り乗り 0 0 0 0 L0 
CR539 1 のろのろと 2 2 2 2 H1 
CR540 9 はいはいを 這い這い 1 1 1 1 L3 
CR541 9 はいはい 13 1 13 13 H1 
CR542 1 ばかばかと 2 2 13 H1 
CR543 1 ぱかぱかと 2 2 2 13 H1 
CR544 1 はきはきと 2 2 2 2 H1 
CR545 1 ばきばきと 2 2 2 H1 
CR546 1 ぱきぱきと 2 2 13 H1 
CR547 1 ばくばくと 2 2 2,13 H1 
CR548 5 ぱくぱくに 0 0 L0 
CR549 1 ぱくぱくと 2 2 2 2 H1 
CR550 5 ばさばさに 0 0 0 0 L0 
CR551 1 ばさばさと 2 2 2 2 H1 
CR552 5 ぱさぱさに 0 0 0 0 L0 
CR553 1 ぱさぱさと 2 2 2 2 H1 
CR554 7 はしばしに 端々 3 3 3 3 H3,H2 

   はし 端 2 0 2 0 H0 
CR555 x はたはたが 鰰 0 0 0 0 L0 
CR556 1 はたはたと 2 2 2 H1 
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CR557 1 ばたばたと 2 2 2 2 H1 
CR558 1 ぱたぱたと 2 2 13 H1 
CR559 1 ばちばちと 2 2 13 2 H1 
CR560 1 ぱちぱちと 2 2 2,13 2 H1 
CR561 2 はやばやと 早々 3 3 3 3 H3,H2 
CR562 1 はらはらと 2 2 2 2 H1 
CR563 5 ばらばらに 0 0 0 0 L0 
CR564 1 ばらばらと 2 2 2 2 H1 
CR565 5 ぱらぱらに 0 0 0
CR566 1 ぱらぱらと 2 2 2 2 H1 
CR567 5 ばりばりに 0 0 0 0 L0 
CR568 1 ばりばりと 2 2 13 2 H4,H1 
CR569 5 ぱりぱりに 0 0 0 0 L0 
CR570 1 ぱりぱりと 2 2 2 2 H1 
CR571 2 はるばると 遥々 2 2 2 3 H3,H2 
CR572 2 はればれと 晴々 3 2 2 3 H3,H2 
CR573 5 ばればれに 0 0 0 0 L0 
CR574 7 はんはんに 半々 4 4 4 3 L3 

   はん 半 2 2 2 2 H1 
CR575 1 ばんばんと 2 2 2 2 H4,H1 
CR576 1 ぱんぱんと 2 2 2 2 H4,H1 
CR577 1 ひいひいと 2 2 2 2 H1 
CR578 1 びいびいと 2 2 2,13 H4,H1 
CR579 1 ぴいぴいと 2 2 13 H1 
CR580 2 ひいびいと 日々
CR581 2 ひえびえと 冷え冷え 3 2 2 3 H3,H2 
CR582 5 ぴかぴかに 0 0 0 0 L0 
CR583 1 ぴかぴかと 2 2 13 2 H1 
CR584 1 ひくひくと 2 2 13 H1 
CR585 1 びくびくと 2 2 13 2 H1 
CR586 1 ぴくぴくと 2 2 13 2 H1 
CR587 x ひさびさに 久々 3 0 0 0 H0 
CR588 1 ひしひしと 犇々 2 2 13 2 H3,H2 
CR589 1 びしびしと 2 2 13 2 H1 
CR590 1 ぴしぴしと 2 13 H1 
CR591 5 びしょびしょに 0 0 0 0 L0 
CR592 1 びしょびしょと 2 2 2 H1 
CR593 1 ひそひそと 2 2 2,13 2 H1 
CR594 5 ひたひたに 0 0 0 L0 
CR595 1 ひたひたと 2 13 H1 
CR596 1 ぴたぴたと 2 13 2 H1 
CR597 5 ぴちぴちに 0 0 0 0 L0 
CR598 1 ぴちぴちと 2 2 13 H1 
CR599 5 びちゃびちゃに 0 0 0 L0 
CR600 1 びちゃびちゃと 2 2 13 H1 
CR601 1 ぴちゃぴちゃと 2 2 13 H1 
CR602 5 びちょびちょに 0 0 0 0 L0 
CR603 7 ひとびとが 人々 2 2 2 3 H2 

   ひと 人 2 2 2 2 H1 
CR604 x ひにひに 日に日に 2 2 3 2 H1 
CR605 7 ひまひまに 隙々 3 2 0 H0,H2 

   ひま 暇 0 0 0 0 H0 
CR606 5 ひやひやの 冷や冷や 0 0 0 0 L0 
CR607 1 ひやひやと 冷や冷や 2 2 2 2 H3,H2 
CR608 1 ひゅうひゅうと 2 2 2 H1 
CR609 1 びゅうびゅうと 2 2 2 2 H1 
CR610 1 ぴゅうぴゅうと 2 2 2 H1 
CR611 3 ひょうひょうと 飄々 2 H4 
CR612 1 ひょこひょこと 2 2 13 H1 
CR613 1 ぴょこぴょこと 2 2 13 H1 
CR614 1 ぴよぴよと 13 13 13 2 H1 
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CR615 5 ひょろひょろに 0 0 0 0 L0 
CR616 1 ひょろひょろと 2 2 2 H1 
CR617 1 ぴょんぴょんと 2 2 13 2 H1 
CR618 8 ひらひらの 0 0 0 0 L0 
CR619 1 ひらひらと 2 2 2 2 H1 
CR620 5 びらびらに 0 0 0 L0 
CR621 1 びらびらと 2 2 2 H1 
CR622 5 ぴらぴらの 0 0 0 L0 
CR623 1 ぴらぴらと 2 2 2 H1 
CR624 1 ひりひりと 2 2 2 H1 
CR625 1 びりびりと 2 2 2,13 2 H1 
CR626 1 ぴりぴりと 2 2 13 2 H1 
CR627 2 ひろびろと 広々 3 2 2 3 H3,H2 
CR628 5 びんびんに 0 0 0 0
CR629 1 ぴんぴんと 2 2 2 2 H4,H1 
CR630 1 ふうふうと 2 2 2 2 H4,H1 
CR631 1 ぶうぶうと 2 2 2 2 H1 
CR632 1 ぷうぷうと 2 2 2 2 H4,H1 
CR633 5 ふかふかに 0 0 0 0 L0 
CR634 1 ふかふかと 2 2 2 2 H1 
CR635 2 ふかぶかと 深々 3 2 3 H3,H2 
CR636 5 ぶかぶかに 0 0 0 0 L0 
CR637 1 ぶかぶかと 2 2 2 2 H1 
CR638 1 ぷかぷかと 2 2 2 2 H1 
CR639 1 ぶくぶくと 2 2 13 2 H4,H1 
CR640 1 ぷくぷくと 2 2 13 2 H1 
CR641 5 ふさふさに 房々 3 0 0 L0 
CR642 1 ふさふさと 房々 2 2 2 H3,H2 
CR643 7 ふしぶしが 節々 2 3 3 3 H3,H2 

   ふし 節 2 2 2 2 H1 
CR644 1 ぶちぶちと 2 2 13 H1 
CR645 1 ぷちぷちと 2 2 13 2 H1 
CR646 1 ふつふつと 沸々 2 2 13 H4,H1 
CR647 8 ぶつぶつの 0 0 0 0 L0 
CR648 1 ぶつぶつと 2 2 2 2 H1 
CR649 5 ふにゃふにゃに 0 0 0 L0 
CR650 1 ふにゃふにゃと 2 2 2 H1 
CR651 5 ふよふよに 0 0
CR652 1 ふよふよと 2 2
CR653 5 ぶよぶよに 0 0 0 0 L0 
CR654 1 ぶよぶよと 2 2 2 2 H1 
CR655 5 ぷよぷよに 0 0 L0 
CR656 1 ぷよぷよと 2 2 H1 
CR657 5 ふらふらに 0 0 0 0 L0 
CR658 1 ふらふらと 2 2 2 2 H1 
CR659 1 ぶらぶらと 2 2 2 2 H1 
CR660 1 ふりふりと 振り振り 2 2 2 H2,H1 
CR661 1 ぶりぶりと 2 2 2 2 H1 
CR662 1 ぷりぷりと 2 2 2 2 H1 
CR663 5 ぶるぶるに 0 0 0 0 L0 
CR664 1 ぶるぶると 2 2 2 2 H1 
CR665 1 ぷるぷると 2 2 13 H1 
CR666 5 ふわふわに 0 0 0 0 L0 
CR667 1 ふわふわと 2 2 2 2 H1 
CR668 1 ぶんぶんと 2 2 2 2 H1 
CR669 5 ぷんぷんに 0 0 0 L0 
CR670 1 ぷんぷんと 2 2 2 2 H1 
CR671 x ぺいぺいに L0 
CR672 1 べきべきと 2 2 2 H1 
CR673 5 ぺこぺこに 0 0 0 L0 
CR674 1 ぺこぺこと 2 2 2 H1 
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CR675 1 へたへたと 2 2 H1 
CR676 5 べたべたに 0 0 0 0 L0 
CR677 1 べたべたと 2 2 2 2 H1 
CR678 1 ぺたぺたと 2 2 2 H1 
CR679 5 べちゃべちゃに 0 0 0 L0 
CR680 1 ぺちゃぺちゃと 2 2 2 2 H1 
CR681 6 べつべつに 別々 3 3 0 0 H0 

   べつ 別 0 0 0 0 H0 
CR682 5 へとへとに 0 0 0 0 L0 
CR683 5 べとべとに 0 0 0 0 L0 
CR684 1 べとべとと 2 2 2 2 H1 
CR685 5 へなへなに 0 0 0 0 L0 
CR686 1 へなへなと 2 2 2 2 H1 
CR687 1 へらへらと 2 2 2 2 H1 
CR688 5 べらべらに 0 0 0 L0 
CR689 1 べらべらと 2 2 2 2 H1 
CR690 5 ぺらぺらに 0 0 0 0 L0 
CR691 1 ぺらぺらと 2 2 2 13 H1 
CR692 5 へろへろに 0 0 0 0 L0 
CR693 5 べろべろに 0 0 0 0 L0 
CR694 1 べろべろと 2 2 2 H1 
CR695 5 ぺろぺろに 0 0 0
CR696 1 ぺろぺろと 2 2 2 2 H1 
CR697 1 ぺんぺんと 2 2 2 H4,H1 
CR698 1 ほいほいと 2 2 2 2 H1 
CR699 1 ぽいぽいと 2 2 2 H1 
CR700 7 ほうぼうを 方々 1 1 2 3 L3 

   ほう 方 1 1 1 1 H1 
CR701 1 3 ぼうぼうと 茫々 2 2 2 2 H4 
CR702 1 3 ぼうぼうと 2 2 2 2 H1 
CR703 5 ほかほかに 0 0 0 0 L0 
CR704 5 ぽかぽかに 0 0 0 0 L0 
CR705 1 ぽかぽかと 2 2 13 13 H1 
CR706 1 ぼきぼきと 2 2 13 13 H1 
CR707 1 ぽきぽきと 2 2 13 2 H1 
CR708 5 ほくほくに 0 0 0 0 L0 
CR709 1 ほくほくと 2 2 2 2 H3,H2 
CR710 1 ぽくぽくと 2 2 13 H1 
CR711 5 ぼこぼこに 0 0 0 0 L0 
CR712 1 ぼこぼこと 2 2 13 H1 
CR713 1 ぽこぽこと 2 13 13 H1 
CR714 5 ぼさぼさに 0 0 0 0 L0 
CR715 1 ぼさぼさと 2 2 13 2 H1 
CR716 2 ほそぼそと 細々 3 3 2 3 H3,H2 
CR717 5 ぼそぼそに 0 0 0 0 L0 
CR718 1 ぼそぼそと 2 2 13 2 H1 
CR719 1 ぽそぽそと 2 2 13 2 H1 
CR720 1 ぼたぼたと 2 2 13 2 H1 
CR721 1 ぽたぽたと 2 2 13 2 H1 
CR722 1 ぼちぼちと 2 13 13 13 H1 
CR723 1 ぼちゃぼちゃと 2 2 13 2 H1 
CR724 1 ぽちゃぽちゃと 2 13 2 H1 
CR725 8 ぼつぼつが 0 0 0 0 L0 
CR726 1 ぼつぼつと 2 2,13 13 13 H1 
CR727 1 ぽつぽつと 2 13 13 13 H1 
CR728 x ほとほと 殆と 2 2 H3,H2 
CR729 6 ほどほどに 程々 0 0 0 0 H0,L0 

   ほど 程 0 0 1 0 H0 
CR730 1 ぼとぼとと 2 2 13 2 H1 
CR731 1 ぽとぽとと 2 2 13 H1 
CR732 2 ほのぼのと 仄々 3 2 2 3 H3,H2 
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CR733 5 ほやほやに 0 0 0 0 L0 
CR734 1 ほやほやと 2 2 2 2 H1 
CR735 1 ぼやぼやと 2 2 2 2 H3,H2 
CR736 1 ぼりぼりと 2 2 2 2 H1 
CR737 1 ぽりぽりと 2 2 H1 
CR738 2 ほれぼれと 惚れ惚れ 3 3 2 3 H3,H2 
CR739 1 ほろほろと 2 2 2 2 H1 
CR740 5 ぼろぼろに 0 0 0 0 L0 
CR741 1 ぼろぼろと 2 2 2 2 H1 
CR742 1 ぽろぽろと 2 2 2 H1 
CR743 7 ぼんぼんが 坊々 3 3 3 3 L3 

   ぼん 坊 1 1 1 1 H1 
CR744 9 ぽんぽんが 3 3 3 L3 
CR745 1 ぽんぽんと 2 2 2 2 H1 
CR746 7 まあまあの 13 13 3 3 H3,H2,L3 
CR747 9 まあまあ 13 13 3 3 H1.H1 
CR748 9 まあまあ 13 13 13 13 H1 
CR749 x まいまいを 蝸牛 0 0 0 L3 
CR750 7 まえまえから 前々 2 2 3 3 H3,H2 

   まえ 前 1 1 1 1 L2 
CR751 1 まごまごと 2 2 2 H3,H2 
CR752 1 2 まざまざと 2 2 2 3 H3,H2 
CR753 1 2 まじまじと 2 2 2 3 H3,H2 
CR754 7 ますます 益々 2 2 3 2 H3,H2 
CR755 x まずまずの 先ず先ず 13 13 2 13 H1.H1 
CR756 x まぜまぜと 混ぜ混ぜ 2 2 2 13 H3,H2 
CR757 x またまた 又々 2 2 4 H3,H2 
CR758 x まだまだ 未だ未だ 13 13 13 13 L2 
CR759 7 まちまちに 町々 2 2 3 3 H2 

   まち 町 2 2 2 2 H1 
CR760 7 まちまちに 区々 2 2 3 13 L2 
CR761 4 7 まにまに 随意に 2 2 2 H0 
CR762 2 まるまると 丸々 2 2 2 3 H3,H2 
CR763 6 まんまんに 満々 0 0 0 0 H0 
CR764 5 みえみえに 見え見え 0 0 0 0 L0 
CR765 1 みしみしと 2 2 2 2 H4,H1 
CR766 4 みすみす 見す見す 2 2 13 2 H0 
CR767 4 みちみち 道々 3 2 0 0 H0 

   みち 道 0 0 0 0 H0 
CR768 7 みなみなには 皆々 3 3 H2 

   みな 皆 未 未 未 2 H1 
CR769 3 みゃくみゃくと 脈々 2 2 3 H4 
CR770 x みるみると 見る見る 1 1 13 13 L2 
CR771 9 みんみんが 2 3 3 L0 
CR772 1 みんみんと 2 2 13 2 H4 
CR773 1 むかむかと 2 2 2 H1 
CR774 x むきむきが 向き向き 3 2 2 H3,H2 
CR775 x むきむきと 剥き剥き 2 2 H2,H1 
CR776 1 むくむくと 2 2 2 H1 
CR777 1 むざむざと 2 2 2 2 H3,H2 
CR778 1 むしむしと 蒸し蒸し 2 2 2 H1 
CR779 5 むしゃむしゃに 0 0 L0 
CR780 1 むしゃむしゃと 2 2 2 2 H1 
CR781 1 むずむずと 2 2 2 2 H1 
CR782 5 むちむちに 0 0 0 0 L0 
CR783 1 むちむちと 2 2 2 H1 
CR784 1 むにゃむにゃと 2 2 2 2 H1 
CR785 7 むらむらに 村々 2 2 2 3 H2 

   むら 村 2 2 2 2 H1 
CR786 1 むらむらと 2 2 2 2 H2,H1 
CR787 5 むれむれに 蒸れ蒸れ 0 0 L0 
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CR788 1 むんむんと 2 2 2 2 H1 
CR789 7 めいめいで 銘々 2 3 L2 

   めい 銘 1 1 未 未 H1 
CR790 1 めえめえと 2 2 2 2 H1 
CR791 1 めきめきと 2 2 13 H1 
CR792 1 めそめそと 2 2 13 2 H1 
CR793 5 めちゃめちゃに 滅茶滅茶 0 0 0 L0 
CR794 1 めらめらと 2 2 2 2 H1 
CR795 1 めりめりと 2 2 H1 
CR796 5 めろめろに 0 0 0 0 L0 
CR797 7 めんめんに 面々 3 3 0 H0 

   めん 面 1 1 1 未 H1 
CR798 3 めんめんと 綿々 2 0 H4 
CR799 3 もうもうと 濛々 2 2 2 2 H4 
CR800 1 もおもおと 2 2 2 2 H1 
CR801 3 もくもくと 黙々 2 2 2 2 H4 
CR802 1 もくもくと 2 2 2 2 H1 
CR803 1 もぐもぐと 2 2 2,13 2 H1 
CR804 1 もこもこと 2 2 2 H1 
CR805 1 もごもごと 2 2 2,13 H1 
CR806 9 もしもし 13 1 1,13 1,13 H1 
CR807 1 もじもじと 2 2 2 2 H1 
CR808 5 もじゃもじゃに 0 0 0 0 L0 
CR809 1 もじゃもじゃと 2 2 2 2 H1 
CR810 1 もそもそと 2 2 13 2 H1 
CR811 1 もぞもぞと 2 2 13 H1 
CR812 1 もたもたと 2 2 13 2 H1 
CR813 5 もちもちに 0 0 0 0 L0 
CR814 5 もてもてに 0 0 0 0 L0 
CR815 5 もともとの 元々 0 4 0 0 H3,H2 

   もと 元 1 1 1 1 H1 
CR816 4 もともと 元々 0 0 0 0 H3,H2 
CR817 x もみもみと 揉み揉み 2 2 2 H2,H1 
CR818 5 もやもやに 0 0 0 0 L0 
CR819 1 もやもやと 2 2 2 2 H1 
CR820 1 もりもりと 2 2 2 2 H1 
CR821 8 もろもろの 諸々 3 0 2 2 L0 

   もろに 諸に 1 1 未 未 H1 
CR822 3 もんもんと 悶々 2 2 2 2 H4 
CR823 1 やいやいと 2 2 2 2 H1 
CR824 2 やすやすと 易々 3 2 2 2 H3,H2 
CR825 7 やまやまが 山々 2 2 2 2 H3,H2 

   やま 山 2 2 2 2 H1 
CR826 x やまやまだ 山々 2 0 2 0 L4 
CR827 9 やれやれ 13 13 13 13 H1 
CR828 2 やわやわと 柔々 2 H1 
CR829 3 ゆうゆうと 悠々 2 2 2 3 H4,H3,H2 
CR830 4 ゆくゆくは 行く行く 0 0 0 0 H0 
CR831 1 ゆさゆさと 2 2 2 2 H1 
CR832 x ゆめゆめ 努々 2 H2,H1 
CR833 1 ゆらゆらと 2 2 2 H2,H1 
CR834 5 ゆるゆるに 緩々 0 0 0 0 L0 
CR835 1 2 ゆるゆると 緩々 2 2 H3,H2 
CR836 6 ようようだ 洋 /々揚々 0 0 4 H4 
CR837 4 よくよく 善く善く 2 13 0 H3,H2 
CR838 5 よたよたに 0 0 0 0 L0 
CR839 1 よたよたと 2 2 2 2 H1 
CR840 1 よちよちと 2 2 13 H1 
CR841 4 よなよな 夜な夜な 2 0 0 0 L2 
CR842 5 よぼよぼに 0 0 0 0 L0 
CR843 1 よぼよぼと 2 2 2 2 H3,H2 
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CR844 5 よれよれに 0 0 0 0 L0 
CR845 5 よろよろに 0 0 0 0 L0 
CR846 1 よろよろと 2 2 2 2 H1 
CR847 2 よわよわと 弱々 3 2 2 3 H3,H2 
CR848 3 らくらくと 楽々 3,2 2 2 3 H4,H3,H2 
CR849 5 らぶらぶに 0 0 0 0 L0 
CR850 3 らんらんと 爛々 2 2 H4 
CR851 3 りゅうりゅうと 隆々 2 2 H4 
CR852 3 りんりんと 凛々 2 2 2 H4 
CR853 1 りんりんと 2 2 2 2 H4,H1 
CR854 3 るいるいと 累々 2 H4 
CR855 1 るんるんと 2 2 2 2 H4 
CR856 8 れきれきが 歴々 2 2 H0 

   れき 歴 1 1 未 未 H1 
CR857 3 れんれんと 恋々 2 H4 
CR858 3 ろうろうと 朗々 2 0 H4 
CR859 4 ろくろくと 碌々 2 0 0 0 H4 
CR860 1 わあわあと 2 2 2 2 H1 
CR861 1 わいわいと 2 2 2 2 H1 
CR862 1 わくわくと 2 2 2 2 H1 
CR863 9 わざわざ 態々 2 2 2 2 H2,H1 
CR864 1 わなわなと 2 2 H1 
CR865 7 われわれは 我々 2 2 2 2 L2 

   われ 我 1 1 1 1 L2 
CR866 9 わんわんを 1 1 1 1 L3 
CR867 1 わんわんと 2 2 2,13 2 H1 

 

 ※情態副詞「わんわん」と名詞「わんわん」のアクセントの区別が規則的に対応しているこ

とが分かる。先ず情態副詞で「[わ]んわん > [わん]わん」と変化した後で，名詞で「わ[んわ]ん > 

わん[わ]ん > [わ]ん[わ]ん > [わ]んわん」と変化する訳である。同様の音韻対応は名詞「這い這

い」にも見られるが，こちらはオノマトペでないため対となる情態副詞が無く，「わんわん」と

同じ変化が起こっているのかどうか検証できない。 
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論文の内容の要旨 

 

論文題目 高知市方言の一拍挿入低起式化形 

氏  名 髙山 林太郎 

 

 高知市方言（下原瑞惠氏を主たる話者とした）には次のような派生形が存在する。 

 

➢（１）「一拍挿入」されたモーラ音素：促音・撥音・長音（「挿入拍」）が単独で単なる
、、、

強調を

表す派生（例：ピ[カピカに→ピッ[カピカに，ピ[カピカに→ピ[カピカーに，[アカル]イ

→[アカルー]イ（明；標準語借用形），[キガルに→[キガールに（気軽）） 

（２）アクセントの高起式から低起式への変化（「低起式化」）が単独で単なる
、、、

強調を表す派生

（例：[ジロ]リ[ジロ]リと→ジ[ロ]リジ[ロ]リと） 

（３）遅上がりイントネーションへの変化（「遅上がり化」）が単独で単なる
、、、

強調を表す派生

（例：[アカル]イ→アカ[ル]イ（明）） 

➢（４）挿入拍が 2 つで単なる
、、、

派生（強調を含む）を表すもの（例：[ピ]カピカと～[ピ]カ[ピ]

カと→[ピッ]カ[ピッ]カと，[ユラ]リ[ユラ]リと→[ユー]ラリ[ユー]ラリと） 

（５）挿入拍が 2 つで更なる
、、、

派生（強調を含む）を表すもの（例：ピ[カピカに→ピッ[カピッ

カに～ピッカ[ピッカに） 

➢（６）低起式化と挿入拍が共に単なる
、、、

派生（強調を含む）を表すもの（例：[ピ]カピカと～[ピ]

カ[ピ]カと→ピ[カッ]ピ[カッ]と，[アカ]イ→アッ[カ]イ（赤），[アカ]イ→ア[カー]イ（赤；

標準語借用形）） 

（７）低起式化と挿入拍が共に更なる
、、、

派生（強調を含む）を表すもの（例：[ジロ]リ[ジロ]リ

と→ジ[ロー]リジ[ロー]リと） 

➢（８）遅上がり化と挿入拍が共に単なる
、、、

強調を表す派生（例：[アカ]イ→アカ[ー]イ（赤），[ピ]

カピカと→ピカピ[カッ]と） 

（９）遅上がり化と挿入拍が共に更なる
、、、

強調を表す派生（例：ピ[カピカに→ピカピ[カーに，[ア

カル]イ→アカー[ル]イ（明），[キガルに→キガー[ルに） 

 

 （６）・（８）は 2 つの違うものを使っていながら強調の意味が加算されず，形態論的プロセ

ス「挿入拍，低起式化，遅上がり化」を形態素とは認められない根拠となる。単なる
、、、

派生（強

調を含む）を表す形態論的プロセス「挿入拍＋低起式化，挿入拍＋遅上がり化」は，類型論に

一例を提供しうると考える。これが本稿の第一の意義である。 

 高知市方言において「一拍挿入形」という派生形は，オノマトペ（派生）や形容詞・形容動

詞（強調）にとどまらず，強調のされやすい種々の語にも一部存在しているが，どの品詞・語

種でも，許容度として通常形を超えることはない。「低起式化・遅上がり化」を伴うオノマトペ

では 2, 3 拍語基，「低起式化・遅上がり化」を伴う形容詞では 3 拍語を中心として体系的に現れ，
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「遅上がり化」を伴う形容動詞でも頻繁に現れ，その他の品詞・語種（副詞・幼児語・罵倒語・

数詞・形式体言・助詞・連体詞・感動詞）（概ね強調）にも散見されるが，他方で名詞・動詞に

は現れにくく，形容詞では非現実事態（推量・仮定）や過去を表す活用形に現れにくい。なお

罵倒語・幼児語は共時的な強調は表さず，通時的に見れば歴史の或る段階で重複・挿入・低起

式化がなされたが共時的にはそれが固定化した結果が残っているだけの通常形と考えられる。

また，罵倒語に低起式が多いという京都方言などの特徴は高知市方言にも当てはまる。 

 形容詞，オノマトペの情態副詞，形容動詞の形式は少しずつ異なる。1・2 拍間を語頭，-1・-2

拍間を語中，-1 拍後を語末と定義すると，形容詞は「語幹頭挿入低起式化形，語幹末挿入遅上

がり形，語幹中挿入遅上がり形」（例：[アカ]イ→ア
1

ッ[カ
2

]イ，[アカ]イ→アカ
- 1

[ー]イ（赤），[アカ

ル]イ→アカ
- 2

ー[ル
- 1

]イ（明）），オノマトペの情態副詞は「語基頭挿入高起式形」（例：[ピ]カ[ピ]

カと→[ピ
1

ッ]カ
2

[ピッ]カと，[ユラ]リ[ユラ]リと→[ユ
1

ー]ラ
2

リ[ユー]ラリと）と「語基中挿入低起式

化形，語基末挿入低起式化形，語基末挿入遅上がり形」（例：[ジロ]リ[ジロ]リと→ジ[ロ
- 2

ー]リ
- 1

ジ[ロ

ー]リと，[ピ]カ[ピ]カと→ピ[カ
- 1

ッ]ピ[カッ]と，[ピ]カピカと→ピカピ[カ
- 1

ッ]と），形容動詞は「語

基中挿入遅上がり形，語基末挿入遅上がり形」（例：[キガルに→キガ
- 2

ー[ル
- 1

に，ピ[カピカに→ピ

カピ[カ
- 1

ーに）であり，低起式化・遅上がり化する場合の挿入位置は語中・語末を基本とする。 

 オノマトペの形容動詞は原則として低起式であり「4 モーラ畳語」の通常形は低起式である。

オノマトペ独自の特徴として語頭挿入強調形（例：ピ[カピカに→ピッ[カピカに→ピッ[カピッカ

に～ピッカ[ピッカに），形容動詞一般の性質を受けて語末挿入（遅上がり）強調形（例：ピ[カ

ピカに→ピ[カピカーに→ピカピ[カーに）がある。 

 3 拍語を主体とした形容詞の伝統的な語頭挿入低起式化形（例：[アカ]イ→アッ[カ]イ（赤））

の体系を述べる。音韻的特徴は「主として 3 拍語の語頭にモーラ音素が挿入され低起式になり，

4 拍以上の語では稀に見られるがその語根のほとんどが 3 拍語や罵倒語などと同根である」，意

味的特徴は「挿入拍は強調を表し，促音・撥音は長音よりも強調が強いが，その強さは音象徴

的なものなので，促音・撥音と長音とが併用されない語であっても強さの印象が変わることは

ない」，（通常形・挿入形の活用形・派生形の出現度数の分析から）挿入形の文法的性質は「名

詞・動詞には現れにくく，形容詞では非現実事態（推量・仮定）や過去を表す活用形に現れに

くい」，通常形・挿入形に通底した文体的性質は「標準語よりは方言の形が，方言の中では古い

世代よりは若い世代の形が，許容度が高い」となる。 

 4 拍以上の形容詞の伝統的な語中挿入遅上がり形（例：[アカル]イ→アカ[ル]イ→アカー[ル]

イ（明），オ[イシ]イ→オ[イ[シ]イ～オイ[シ]イ→オ[イー[シ]イ～オイー[シ]イ（美味））の体系を

述べる。遅上がり形と語中挿入遅上がり形の意味的特徴は「強調と更なる強調を表し，語頭挿

入形はどの形容詞が持つか心内辞書に銘記されているのに対して語中挿入形はそうではなく，

文脈や語義に合わせて可否を咄嗟に判断しつつ自然と作られるものである」，語中挿入遅上がり

形の音韻的特徴は「遅上がりは，形容詞／オノマトペ・形容動詞において，語幹／語基・語基

が無核なら末尾音節の直前まで，有核（形容詞は必ず有核）なら下げ核がある音節の直前まで

低く進み，上昇する音調であり（※但し一般の形容動詞の規則はもう少し複雑である），挿入拍
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は，語の拍数が少ないほどモーラ数の増大による音象徴の効果が強いことと関係して，拍数の

少ない語ほど挿入されやすい傾向にある」，（通常形・挿入形の活用形・派生形の出現頻度の分

析から）語中挿入遅上がり形の文法的・文体的性質は「（上述の語頭挿入低起式化形の文法的・

文体的性質と同じ）」となる。 

 2 拍以上の形容詞の伝統的な語末挿入遅上がり形（例：ヨー[ー]ー（良く），アツ[ー]イ（厚），

アツ[ー]ー（厚く），ホシュ[ー]ー（欲しく），ブアツ[ー]イ（分厚），ア[ホクサ[ー]イ～アホクサ[ー]

イ（阿呆臭））の体系を述べる。語中挿入遅上がり形の音韻的特徴は「挿入拍は拍数の少ない語

ほど挿入されやすい傾向にあるが，2 拍語の終止連体形は存在せず，4 拍語は 1 例しか存在せず，

シク活用の終止連体形は 2 例しか存在しない」，（通常形・挿入形の活用形・派生形の出現頻度

の分析から）語中挿入遅上がり形の文法的・文体的性質は「（上述の語頭挿入低起式化形の文法

的・文体的性質と同じ）」となる。 

 元から長い形容詞の通常形を再構しようとする新田哲夫（2007）「日本語諸方言に見られる形

容詞語幹の長母音」『金沢大学文学部論集 言語・文学篇 27』に，「残された重要な問題もある。

一つには，これらの長母音は，形容詞の各活用形にしか現れず，長母音が盛んに見られる方言

であっても，「高さ，長生き，高まる」などの派生した名詞・動詞や「赤・黒」など同一語根の

語には，それが現れない」とあり，また非現実事態を表す専用の活用形（条件形・推量形）や

過去形（カッタ形）について出現制限のある方言の例も挙げているが，そのような活用形・派

生形の制限は，本稿の話者の調査でも見られるように，強調形がその文法的性質から限られた

活用形・派生形にばかり現れることに由来している可能性が高く，従ってそのような「長い通

常形」については「一拍挿入した強調形」が時を経て通常形に変化したものである疑い
、、

があり，

「元から長い通常形」の証拠としては弱い
、、

と指摘する。これが本稿の第二の意義である。 

 概ね 3 拍の形容詞の語頭挿入低起式化形と 4 拍以上の形容詞の語中挿入遅上がり形から 3 拍

以上の形容詞の語中挿入遅上がり形を内的再構する。3 拍形容詞の遅上がりイントネーションが

平安時代末期京都方言相当の時代にまで遡ると考えると通時論的に矛盾や奇妙を生じる事から，

南北朝期音変化（規則的な語頭隆起）と同時に，古い世代の遅上がりする低起式（例：○○[○，

○○○[○，…）を，強調されやすい品詞・語種（形容詞・オノマトペ・形容動詞）における強

調形（例：アッ[ツ]イ，アツ[ー]イ，アカー[ル]イ，ブアツ[ー]イ，ピカピ[カッ]と，ピカピ[カー

に）として若い世代が伝承したものが遅上がりイントネーションなのではないか，とする仮説

を提案し，それは京都方言にも残滓が見られると指摘する。なお「○[○」はただの弁別的な低

起早上がり
、、、、

式なので，もし 3 拍形容詞の語幹に遅上がり「○○[○」を被せるのなら語中に挿入

拍を補う必要があり，3 拍形容詞の挿入拍はそうして生じたという理屈になる。下原氏以外に，

大阪 2 名，八王子 1 名，横浜 1 名，高知県 41 名を調査し，本仮説を検証した。これが本稿の第

三の意義である。 


